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. 復古 記 序 

王政 維新の 鴻業渐 く 緒に 就く や、 朝廷、 府藩縣 に 布告して、 ^^六 ul、 米 艦き 卞 4 來、 

1:^- に動勞 せし 者の 姓名 鄕賞 を錄 上せし め、 死者 は、 ^子 を錄 上せし めたり。 きこ 明治 二 

年 正月 晦日な りき。 是れ盖 し 朝廷、 國 事動勞 者の 事蹟 を記錄 して、 以て 其 功 を 永く 世に 傳 

, ん とする の 趣意に 出で たる ものにして、 後年 復古 記の 褊慕 を^ 畫す るに 至りし 槠祌 は、 

がく 是 時に 發 露した る を 知るべし。 

幾 くもなく、 朝廷 大に 修史の 業 を 興さん と 欲し、 史局を 舊和學 講談 所に^ き、 四月 四日、 

勅して、 輔相三 條實美 をして、 修史の 事を總 裁せ しめられたり。 其 詔に 曰く、 

修史 は、 萬 古 不朽の 大典、 祖宗の 盛擧 なる に、 三代 實錄 以後 絕て耮 なき は、 ひ： 大闕 典に 

^づゃ n. 今や 縑倉 以降 武 門 專權の 弊 を 革 除し、 政務 を 振興せ り。 故に 史：^ を 開き、 き." 

の 力 躅を 緞 ぎ、 大 に文敎 を： 犬 下に 施さん と 欲し. - 總 裁の 職に 任ず。 須く 速に^ に 名分の 

誼 を 正し、 華夷內 外の 辨を 明に し、 以て 天ドの 綱常 を 扶植せ よ。 

後 史局を 昌平 學 校に 移し、 敎授 をして、 編修 を 兼ねし めたり。 然れ ども 阈ぉ 多端に して、 

未だ 著 手す るに 遑 あらず、 荏苒 歳月 を經 過し、 其 事 消た るが 如くな りき。 


復古 記 序  .  . 二 

明治 五 年 十月 四日、 ぷ. 政官 疋院 に、 藶史 地誌の 二 課 を 置き、 國史を 編輯せ しめたり つ ^ 

し 前年 藩を廢 して、 縣を 置かる、 こと あり、 國家 統一 の 事業 新に 成りし を 以て、 犮に まさ：：： 

奉戴の 實績を * げんと 欲し、 此 制定 を 見る に 至りし ならん。 而 して 役 古記の 編纂 亦 其 端 を 

是 時に 發 したり" 然るに 明治 六 年 五月 五日、 皇城火 あり、 太 政 官廳も 亦類燒 し、 國史 編輯 

の爲 めに、 全國 より 一鬼 集せ る 記錄圖 書の 類、 悉く 烏 有に 歸 したり。 是に 於て、 更に 諸省府 

縣舊 藩主 等に 令して、 史料 を錄 上せし め、 先 づカを 王政 復. 古の 事蹟に 效し、 傍ら 他の 時代 

に 及べり。   

初め 太 政 官に歷 史課を 置かる、 や、， 首唱たり： 太政官 乃ち 幹 を 其 課長に 任じ、 

專ら 復古 記 編輯の 事 を擔當 せしめたり。 幹 等 博搜旁 索、 藩 記 私記の 類に して、 其 記 率 苟も 

復古の 歷史 に關る もの は、 悉く 之 を 網羅して、 復古 記 三十 餘本、 役 古 外 記 二十 餘本を 編 寡 

せり： £ して 淨寫の 際、 偶 ま 祝 融の災 に 罹り、 稿本 原本 を 併せて 烏 有に 付したり と雖 も、 

幹、 更に 勇 を 鼓して、 復古 記 再輯の 事に 當り、 經營 三年の 後、 纔に稿 を 成し、 漸次 脫稿上 

進せ り。 

明治 九 年 六月、 幹 等 始めて 慶應 三年 十月 十四日より 二十 五日に 至る 復古 記 貳卷を srs し 

て、 之をヒ 進し、 又 別に 其 綱 文 及び 明治 三年に 至る 史料の 綱 文 を^め て、 明治 史耍 第一 編 


を 印刷 上進せ り。 

明治 十四 年 十二月、 修史 館の 職制 を 改定し， 從 前の 局 科を廢 して： 新に 五 局 を 設けたり o 

是れ專 らカを 六國史 以後の 編年史 編輯に 效 さんが 爲め にして、 復古 記編甚 の 如き は、 I 

中止 せられん とする の 勢 ありき。 翌年 一月、 幹、 意見書 を總裁 三條實 美に 上りて、 S 古記 

編纂の 事業 を繼續 せんこと を 乞へ り。 其 書に 曰く、 

乞 復古 記 編修 議 

近日 本館 職制 更正の 擧 あり、 編修の 方 亦 隨て其 端を改 む。 從前三 科^ fglfil ぼき 

記 府踩史 明治 史耍 西， tif 等 ti" 古を擧 て、 一 に 後小松 天皇 以降 國史 編修の 事に 從ふ、 是 に.^ て、 

復 i£r 記 一 科 主任す る 所な し。 幹 謹て 按ずる に、 今上 御 極朝權 4 ^に复 す、 其盛德 大業 前古 

比な し。 而 して 當時 朝廷 積 衰の餘 を 承け、 兵馬の 權 なく、  土地の 富な く、 其 海 內の命 を 

t する、 一 の 名義 あるの み。 其 際 反亂相 踵ぎ、 兵 結 解けず、 幸に 今上 敖明 神^、 在廷で 

老之 を內 に輔贊 し、 正 議雄藩 之 を 外に 翼 戴し、 撥 亂反正 以て 東京 臨幸、 大政 歸ー に 至る。 

然れ ども 兵馬 倥偬の 故 を 以て、 朝廷 記載 俯らず、 其盛德 大業、 元勳 偉烈の 跡より、 ^列 

藩の 向背 反 亂の情 形に 至る まで、 其 首尾 顚末 得て 詳悉 すべから ず。 是て 於て、 、王 年お 卜- 

P 京 I 幸- f 府を鹧 し 鬼 大政^に s。  W 編 募の 命 あり、 幹乏に 承け て 其 事に 從ひ、 W 方嗖索 、 0 


記 私記の 類羅 致粗備 り、 復古 正 記 三十 餘木、 復古 外 記 ニー 十 餘本を 編す， おして 

ゅ-s の 際 六 年 五月、 祝融の 災に摧 り、 稿本 原 記 等 を 併せ て、 ： 瞬，：：：. I おに 付す 「- 再び 諸 記 を 

博捜し、 其 事 ありて 其 書な き は、 其 家 苦く は 其 人に 就て 之 を 問 ひ、 經營數 年" ^に 稿 を 

成し、 漸次 脫稿 上進せ しもの 一 百 有 餘卷、 其 餘す所 十の 二： 一： 斗， - 是立 しく 主任 を 置き、 

其 業 を举 べきな り" 抑 前世の 史の 如き は、 之を修 る諸舊 記の 在る あり、 ^速 必 しも 利害 

あらず： 復古 記に 至て は、 其 書の 據 るべき なく、 其 事に 就き、 其 人に 問 ひ、 以て 前後 竹 

尾 を接續 する もの 極て 多し" - 今にして 修め ざれば、 其 人 亡びて、 其 事 佚し、 後 來役手 を 

下す 所な からん、 其遲 速の 利害に 關 する や 大 なり。 因て 願く は、 木 館の 一 部 を 分ち、 

舊に仍 て 其 業を畢 しめん こと を" 或 曰、 木 館更革 は、 八£ 力 を 前世 修史に 用 ひるに 在り、 

一 部 を 分ち、 一 分の 力 を 殺ぐ は 不可な りと。 幹 曰、 全力 旣に 前史に 移す、 一 分の 力 を 殺 

ぐ は、 唯 其 功 程の 一 分 を^す るの み、 役 古記 遲 速の 利害に 關 すると 其輕重 如何 そや。 又 

曰、 役 古記 材料 完全なら ず。 是に據 て 之を修 む、 完全の 史 たる を ？む ずと： 幹 曰、 材料 完 

全なら ざる は、 書な きの 故な り. - 故に 其 年 を 經る久 からず、 共 人 未だ 亡びざる に 及び、 

之が 編修 を 速に し、 以て 其 完全に 至る を 期せざる 可らず， - 且夫本 記 は、 前後 通じて 十.^ 

四月、 大約ー 百 五十 卷、 旣 成の もの 十ガ、 ：nw 餘卷、 今にして 之 を^む、 唯 所謂 功一 篑 


に虧 くの みならず、 旣 成の もの も、 亦 頭 ありて 尾な く、 併せて 無 川のお^ に屬 す。 況ゃ 

木 記 編修 を 止む るの 命な きに 於 を や。 豈 私に 之 を あむる の理 あらん や C 是ー 部 を 分て、 

其 業を畢 へん こと を 乞 ふ 所以な り。 是幹敢 て 私情 を^る に 非ず、 盖 亦條理 のみ。 殿下 幸 

に 高裁 を 賜へ。 悃 願の 至に 勝へ ず。 恐悚拜 上。 

明治 十五 年 一 パ  修史 館 監事 お 松  ^ 

三 M  ^  M  -、" 

一 一 一 ^  ^ ま 

殿 r 

と C 六月に 至りて 裁可せられ、 冉 び 編纂に 著 手す る ことと なれり。 

明治 十九 年 一 月、 修史 館を廢 し、 内閣に 臨時 修史 局 を^き、 明治 二十 一 年 十：^、 

史 局を廢 し、 其 著 手の 事業 を、 帝國大 學に屬 せしめ、 臨 昨 編年史 編 募掛を 設けたり。 其 間 

役 古記 編纂の 事絕 ゆる ことなく、 1： 治 二十 TT, 年 十二月に 至り、 前後 十六 年 八 筒 月を费 して、 

^卜：： お及び 役 古 外 記 合せて 二百 九十 八卷を 完 成せり。 

この 編. 纂 について は、 長 松 幹 終始 其 主幹たり。 長荧、 四 msl 之、 中 村 鼎 五、 廣瀨逃 一， 

協修の 事に 常り、 重 野 安繹、 川 田剛、 巖谷修 、依田 百 川、 藤 野 正 啓、 久米邦 武^ 之 を 檢阅せ 

. り。 引用 書 一千 二百 十二 種の 多き に 上り、 原木の 散逸 或は 燒失 により 再び 獲べ からざる も 


復古 記 序 

の 亦 » しとせ ず： 而し てこ の 浩瀚なる 著作の. Mil は、 永く 我 史料， 編 基^. の 書 庳に藏 せられ、 

一 部學 者の 外 は 之 を 知る もの 多から ず、 之 を 利用す る ものに 至って は 更に 甚だ 稀な りと す" 

^して 近時 維新 史硏究 の^ 運大に 勃興し、 之に 關 する 書籍の 陸耮 刊行 せらる" は學 界の爲 

め 喜ぶ ベ しと 雖も、 然も 其 の 完備せ る 史料に 至 つ て は 未だ 出版 せら れ しもの ある を 兌ず。 

されば 今の 秋に 方って 本書 を 公刊 せんこと は、 一は 之に よって 學 界の耍 望 を充 し、 一は 之 

によつ て 先輩の 功績 を顯揚 すべき 所以なら ずば あらず。 乃ち 內外 書籍 株式 會社 をして この 

出版の 事に 任ぜし む。 庶幾く は 王政 役い：： の原委 之に よりて 詳 かなる を 得ん 歟。 玆に 刊行 を 

了 へ ん とする に 臨み、 編 © の 由 來を陳 じて 以て 序と す： 

昭和 五 年 八 月 

ま 京 帝 國大學 文學部 

^料 編纂 所 


復古 記 は 百 五十 卷 (二百 八 i 删 i,| む W 錄 y 復古 外 記 は： S 四十 八卷 (百 四十 九册 y 通計 二百 九. T 八卷 (三百 

五十 七册) あり" いま 總稱 して 復古 記と いひ、 別に 編纂せ る附錄 と共に 十五 册と爲 したり。 

引 e 書中、 字句の 疑 はしき もの も 猥りに 改竄 を 加へ す、 原本 其 他に 據 つて 訂正し、 なほ 诀し 難き もの は ( ：•：. ) 又 

は マ 、と 傍註し、 或は 校訂 者の 按文 を附 したり。 

木 書中、 假名 霄 -S 名詞に 限り 濁點を 施し ， も、 外國 語の 中淸 濁の 明らか ならざる もの は、 原文の ま ゝ としたり。 

原本に 平 出 擡頭せ る もの は、 今 便宜に 從ひ、 特殊の 場合 を 除く の 外、 凡て 一 字 明きと して 一 行中に 連記し、 人名、 

地名 等、 別行に 認めた る もの も 亦 槪ねー 一段 或は 數 段に 竝 記せり。 

附錄に は、 綱 文 を集錄 し、 また 索引 を附 して 檢 索の 便に 供せ り。 
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英國 公使、 自國 軍艦 水夫 被害 事件 一一 就キ、 幕府 ト 往復 判 論 ス 〇 幕府 書ヲ 公使 - 一致 シ、 平 山 敬 忠ヲ遣 シ 

テ、 其 事ヲ處 分セシ ムルヲ 告ク。  

卷  二 
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日 幕府 申稟ス ル所ノ 三 事 二 批シ、 八 條ハ姑 ク其舊 二 侬リ、 三條寳 美 等 ハ火坂 二.^ メ、 外國ノ 事ハ數 i ト 

謀リ、 讒シ テ 之 ヲ杼フ セ シ ム 〇1\ー ヲ、 列藩 二 布告 ス。  
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日 上京 ノ 諸侯 二 令シ、 務テ 從者ヲ 减省セ シム。  
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幕府 寄 ヲ佛國 公使 ニ與 へ、 沛上村 耶蘇 敎徒處 分 ノ事ヲ 告ク。  

n 德川暖 喜 上表 シ テ 、征夷 大 將軍ヲ 辭ス。  -  
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北條 氏恭ヲ シ テ市橋 長 赣ト共 二、 四 塚 閼門ヲ 守 ラシ ム。  

日 諸 藩 二. S. 企シ、 十 -ー 月 ヲ期シ テ京ニ 至 ラシ ム。  

幕： す 害チ ヒリ、 使ヲ 朝鮮 H 一一  遺 ハシ、 佛米ニ 國トノ 講和 ヲ謀 ラン コト ヲ請フ 〇 宗義 達、 朝鮮 闽 往復， 


ヲ上リ 、其 事由 ヲ 上陳 ス。  

• 井伊 直 憲等十 二人 ノ 家臣 連署 シテ、 廿 二日 批下ノ 疑條ヲ 稟シ、 且外國 ノ事ハ 諸侯 ソ 會同ヲ 待テ、 之 ヲ 

決 セン コトヲ 請フっ  

山 科 言 知 等 連署 シテ、 四 條隆謌 ノ義絕 ヲ釋カ ン コトヲ 請フ。  •  

加 藤 明實、 藩 二 歸ル。  

幕府、 攝津、 播 磨間ノ 宫道ヲ 改ム。  

黑田 齊溥、 封 内 II 到ノ 朝鮮人 ヲ長崎 二 送致 ス ルヲ 幕府 二 報ス。  

薩、 藝、 長 三 藩 兵 ヲ上國 二 送 リテ爲 ス所ァ ラ ン ト シ 、薩 兵ヲ シ テ先ッ 京 二 入ラ シ ム。  

卷  三 

廿 六日 本 田忠民 家臣 伏 見警守 事項 ノ稟請 及 ヒ三條 實美等 待 接 ノ事ヲ 幕府-一 請 問ス。  

幕府、 邦 内 寄寓 ノ 支那 人、 及 ビ條約 未 濟國人 取締法 ヲ設ケ 、之 ヲ各國 公使、 領事 一一 告ク。  

廿 七日 德川慶 喜ノ辭 表-一 批シ、 姑 ク其舊 -ー 仍リ、 諸侯 朝會 公議 诀裁 ヲ侍タ シム。  

德川慶 勝、 京 ニ至ル 〇 淼忠 典、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 入京 セ シメン コトヲ 請フ。  

幕府、 老中 ノ江戶 ニ在ル 者、 及 ヒ十萬 石 以下 ノ 諸侯 一一 令シ、 其 上京 ヲ 延期 セ シム。  

幕府 、江戸 開 市場 外國人 居留 規則 及 ヒ 運送船 等ノ 規則 ヲ 定 メ、 之ヲ 各國 公使 一一 謀 ル 〇 外人 居留地 域外 

夜行 ノ際、 我 護衞兵 ラ附ス ル コトヲ 告ク。  

廿 八日 朽木爲 鋼、 京 一一 至ル 〇 靑山幸 宜疾ラ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代リテ 入京 セシ メン コトヲ 請フ。  

甘 九日 宣命使 日 野 資宗ヲ 後月 輪 東 陵 二 遣シ、 造 陵 竣功、 及ヒ 大政 復古 ヲ告 ク。  

市 橋 長 義歸藩 ノ請ラ 聽ス。  

幕府 令 シ テ 、驛遞 法、 及 ヒ 大宮御所 造營 課金 、姑ク 其 舊ニ仍 ラシ ム。  

幕府 書 ヲ 各國 公使 一一 致 シ 、大政奉還 ノ 意 ヲ 陳述 ス。  

幕府 書 ヲ各國 公使 一一 致シ、 新 潟 開港 ノ期 ヲ改メ ン コ トヲ 報ス。  
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日 淺野 茂勳、 毛 利 廣封ト 周 防新湊 一一 會シ、 島 津茂久 ノ至ル ヲ待チ 、俱 一一 入京 セン コトヲ 議ス。  

十一月 

日 分 部 光貞、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シテ 代リテ 入京 セ シメ ン コトヲ 謂フ。  

大給 乘謨、 稻葉正 巳 京 二 至ル。  

幕府、 書 ヲ各國 公使 二 致シ、 江 戶開市 期限 ヲ改メ ン コトヲ 報ス。  

日 松平慶 倫、 暫ク 上京 ノ 延期 ヲ請フ 〇 批シテ 本月ヲ 限リテ 會同セ シム。  

德川茂 承 等 四 人、 病 二 ヨリ 上京 ノ 延期 ヲ請フ 〇 小 笠 原 貞竽、 老臣 ヲシテ 代リテ 人京セ シ メンコ ト請フ 

つ 戶田氏 共、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ京 二 至 ラシ ム 〇 松 平慶憲 ノ警衞 兵、 京 ニ至ル C  

幕府 諸 藩 ニ令シ テ、 江 戶郭内 諸 門ヲ警 守ス。  

日 幕府 二 命 シテ、 朝鮮、 佛朗西 ニ國ノ 和議 ヲ 調停 セ シメ、 宗義達 ヲシテ 、其 事 ヲ幹セ シム。  

柳澤保 申、 京 二 至ル。  ：  

幕府、 書 ヲ各國 公使 二 致シ、 貸 約 改鑄ノ 事、 期 約 ニ循フ コ ト能ハ サルヲ 告ク。  

日 山 田 奉行 本 ffl 忠貰ノ 請 ザ 聽シ、 老臣 テ シテ代 リテ京 二 至 ラシ ム。  

前田慶 寧、 阿部 正方、 疾ヲ 謝シ、 上京 ノ 延期 ヲ 請フ"  

幕府、 再ヒ 諸 藩 一一 令 シ テ 、江戶 外郭 及 ヒ 各 處ヲ警 守 ス。  

德川 茂承ノ 家臣 江 戶 一一 在 ル者、 幕府 ノ 親戚 譜第 及ヒ諸 藩士 ヲ會シ 、幕府 ヲ 扶持 セ ンコト ヲ葡喩 7 〜• 

日 兵 庫 開港 ノ期 近キ 一一 在ルヲ 以テ、 幕府、 本 地 居留 外 國人ノ 遊歩 區域 ヲ定ム ルヲ 布告 ス。  

卷  四 

日 九 條尙忠 、久我 建 通、 千 種 有 文、 岩 倉 具視、 富 小路 敬 直 ノ罪ヲ 赦シ、 各 其 家ニ歸 ラシ ム。  

幕府、 英國 公使、 將サ 二 潢濱 ョ リ 共 庫 二 來 ラント シ 、其 軍艦 一 隻、 先 至 ルヲ 稟ス。  

松平慶 永、 井伊 直憲京 二 至ル。  "  

前 田 利 ^ノ 朔平 門前 警衞 ヲ 罷メ、 松 平慶憲 ヲ以テ 之 二 代フ。  


o  -tr  at 
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幕府、 重ネ テ 外國 事宜 ラ 稟請 ス、 批シテ 諸 藩 衆議 ヲ 待タ シム。  

幕府、 譜第 諸侯 ノ  、職務 及 ヒ 螫 衞 一一 服 シ 、若 ク ハ 疾病 幼弱 ノ者ハ 、老臣 ヲシテ 代 リテ、 朝 召 二 無 セシメ 

ンコ トラ 請フ、 批シテ 警衞 ヲ除 クノ外 、其 事由 ヲ 上陳 シ テ 朝 裁 ヲ請 ハシム。  

松 平 武聰， 疾 ヲ以テ 召命 ヲ辭 ス。  …：.  

福 岡 孝弟、 辻維嶽 等、 松 永 慮 永 -ー說 ヰ、 幕府 譜第諸 藩ノ爲 一一 進退 ヲ誤ル コ ト勿ラ シ ム C  

十 日 幕府、 毛 利 敬 親 ノ支封 主及ヒ 老臣 等 上 坂 ノ命ヲ 停メ、 朝 命 ヲ待タ シム。  

脇 坂 安斐、 櫻 井忠興 、京 一一 至 ル 〇 堀 直 虎、 疾 ヲ以テ 召命 ヲ辭 ス。  

十 一 日 前 田 利 IV ノ歸 藩ノ請 ヲ聽ス 〇 大給乘 謨、 稻葉正 巳 江戸 二 歸ル。  

十二 日 國事係 近 衞忠房 等 連署 シ テ、. ^政 復古. 綱紀 確立 ノ策問 二道、 太 政 宫八省 以下 再興 ノ 議案 ヲ 上ル。  

朽木爲 綱、 藩 二 歸ル。  

"T 三 日 有 馬 道 純、 疾ラ 謝シ、 老臣 ヲシテ 、代 リテ 入京 セシメ ンコト ヲ請フ 〇 津輕 承^、^  二 ヨリ 上京 スル 能へ 

サ ル ヲ以テ 朝旨ヲ 候ス。  •  

十四日 本 多 康穰、 京 二 至ル。  

民間、 符菘天 ヨリ 降ル ト稱シ 、奔走 舞踏 狂 ス ルカ 如シ 〇 京都 町奉行、 令 シ テ 其 狂躁 雜還 ヲ 禁ス。  

T '五日 大政 歸ー、 綱紀 確立 ノ策 問ヲ 德川慶 喜及ヒ 德川慶 勝、 松 平慶永 一一 下シ、 尋 テ之ラ 在京 諸侯 二 下問 ス。  

酒 井 忠篤等 書 ヲ 幕府 二 呈 シ 、官位 ヲ 朝廷 二 還 シ 、德川 氏臣屬 ノ義ヲ 明 二 セン コト ヲ請フ 〇 安 Anf 發等 

一 一十 四 人書ヲ 幕府 二 呈シ、 朝 召 ヲ辭セ ン コ トヲ 請フ。  

賊ァリ 、坂 本 直柔、 中 岡 道正ヲ 剌ス。  

卷  五 

十六 日 德川慶 勝 引咎ノ 請ヲ慰 諭シ、 奉仕 故ノ 如クナ ラシ ム。  

大久保 忠禮等 三十 七 人、 書ヲ 幕府 一一 呈シ、 朝 召 ヲ辭セ ン コトヲ 請フ。  

十七 日 一柳 賴紹、 疾ヲ 謝シ、 上京 ノ 延期 ヲ 請フ。  
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尾、 越 二 藩、 幕府 ノ親藩 及 ヒ僚屬 中、 政 權挽囘 ヲ議ス ル者ァ ルヲ憂 へ 陰 二 之 力 匡正 ヲ諜 ル-  

土星 寅 直 等書ヲ 幕府 二 上リ、 朝 召 ヲ辭セ ン コトヲ 請フ。  

幕府、 書 ヲ英國 公使 二 致 シ 、航海術 敎導 士官 召聘 ノ事ラ 謝ス。  

ト 八日 前 田 利豁、 本莊道 美、 疾ヲ 謝シ、 上京 ノ 延期 ヲ請フ C  

島 津茂久 、三 田 尻 港 二 至リ、 毛 利 廣封ト 前途 ノ策ヲ 議シ、 直 ニ上國 一一 赴ク 0 廣封、 之 ラ淺野 茂 長 一一 報 * 

シ、 共 二 其兵ヲ 東上 セ シ メンコ トヲ 約ス。  

幕府、 英國 公使館 附屬 士官 二 危害 ヲ 加へ ン トス ル者 ヲ逮柿 擬刑シ 、之 ヲ英國 公使 二 報 や  

ト 九日 德川慶 喜 、綱紀 確立 ノ コ ト ハ 諸侯 會同ヲ 待テ， 之ヲ 公議 ス へ キヲ 稟ス。  

憨川慶 勝、 上書 シ テ、 楠 正 成 二 神號ヲ 贈リ、 祀典 一一 列シ、 近古 殉國 者ヲ、 從紀セ ン コ ト ラ 建議 ス、 命シ テ 

死 事者ノ 姓名 等ラ錄 上セシ ム。  

蛾 田 信 親 、江戸 ヨリ 京 一一 至リ、 塚 原 關門ヲ 守ル ヲ稟ス 〇 山. 3= 豐信疾 ヲ謝シ 、上京 ノ 延期 ヲ請フ 〇陶 剖 

ほ 口！^ 疾 ヲ謝シ 、赴 召 期 シ難 キラ 稟ス。  • -. 

幕府、 紙幣 ヲ畿內 及 ヒ旁近 地方 二 發行ス 〇 新潟ヲ 開港 場 ト爲シ 、其 開港 及 ヒ江戶 開市ノ 期ヲ、 明年 三 

月 九日 ト爲ス コ ト ヲ 布告 ス。  

二十日 北 小路 俊昌ヲ 堂上 二 班ス。  

戶田氏 共、 再 ヒ疾ニ ヨリ、 入京 ス ルコ ト能ハ サル ヲ謝ス 〇 松 平定 安、 上京 ノ延 期ヲ 請フ。  

長 崎 奉行 可津祐 邦、 薩摩藩 ノ  、佛國 人 モ ン ブ ラン 等ヲ 、其 軍事 二 參 シ、 又英國 汽船 ヲ 購賫 シ、 告 ケスシ 

テ 歸藩ス ルヲ、 幕府 ニ報ス 〇 幕府、 書 ヲ佛國 公使 二 興へ 、其 事由 ヲ問フ  

廿 一 日 豐 岡隨資 上書 シテ、 舊習ヲ 除キ、 紀綱ヲ 張リ、 人才 テ擧ケ 、公議 ヲ採 ラン コトヲ 建議 ス  

松 平 賴英、 同義 勇疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代リテ 人京セ シ メ ン コト ヲ請フ  

ナニ  U 小 出 英尙、 市 橋 長義、 京 一一 至ル 〇 池 田 慶德等 三人、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代リテ 京-一至 ラシ ム。  

-¥府 、黄 S 外國人 居留地 取締 規刖ラ 設ケ、 且英國 人ラ其 取締役 トナ ス ヲ、 各國 公使 二 告ク。  
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米國 公使 書ヲ 幕府 二 致シ、 本國 大統領、 我 使節 ヲ 朝鮮 二 遣リ、 講和 ヲ諜ラ ン トス ルヲ謝 スヲヲ 陣ス。 …： 

卷 六 

卄三 日 島 津茂久 京 一一 至 ル〇黑 田 齊溥、 久松 定法、 疾ニ ヨリ、 赴 召 遲緩ラ 謝ス。  

黑田 齊溥、 其 管 地 肥前國 e ノ 耶蘇 宗徒、 長 崎 奉行 ノ捕縳 X ル所ト 爲ルヲ 幕府 -1 稟ス。  

让 四日 明年 正月、 天皇 首服ノ 日ヲト 定ス。  

左大臣 近衞忠 房、 右大臣 一 條實 良、 上表 シ テ職ヲ 辭ス。  

廿五 B 松 平定 安、 再ヒ 上京 遲緩 ヲ謝ス 〇眞田 幸 民、 織 田 信 成 等 四 人、 病 ヲ謝シ 、上京 ノ 延期ヲ 請フ 〇 岡 部長 寬、 

老臣 テ シ テ 代リ テ 入京 セシメ ンコト ヲ 請フ。  

土 佐 藩士、 尾、 越、 肥 後 等ノ藩 十： ト議シ 、在京 諸侯 ノ會議 ヲ興シ 、以テ 幕府 政權 奉還 ノ實ヲ 擧ケン コト ヲ諜ル 

幕府、 東北 諸 藩 二 令 シ 、其. H 民 ノ唐太 島 開拓 及 ヒ 移住 ヲ 許ス。  

廿 六日 柳澤保 申、 歸藩 ノ請ヲ 允ス。  

柳 澤德忠 、幼且 疾ラ 謝シ、 老臣 ヲシ テ代リ テ京ニ 至 ラシ ム。  •  

柳澤政 敬、 書ヲ 幕府 二 呈シ、 朝廷 ノ 召命 ヲ辭ス 〇 幕府、 之 ヲ郤ク C  

卄七 U 島 津義久 、京-一至 ル 〇 淺野 茂勳、 國ヲ 發シテ 上京 ス 〇 毛 利 敬 親 ノ支封 主、 老臣 等國ラ 發シ、 藝藩兵 二、 

御手洗 港 一一 會ス 〇淺 野 茂 長、 書 ヲ上リ 、長 藩 召命 停 格ノ令 • 途上 齟齬 ス ル ノ狀ヲ 稟ス。  

遠山 友祿疾 ヲ謝シ 、上京 ノ 延期 ヲ 請フ。  

廿八 = 淺 野茂勳 京-一至 ル 〇 池 田 茂 政 以下 十四 人、 疾ヲ 謝シ、 上京 ノ 延期 ヲ^ フ 〇 松 平 武聰、 南部 信 順、 疾ラ謝 

シ、 老臣 ヲシ テ代 リテ京 一一 至ラ シ ム。  

松 平慶永 、薩藩 ノ 幕府 ヲ疑 フヲ憂 ヒ、 慶喜 二 說キ、 西鄕 隆盛 等 ラ招キ 、其眞 意 ヲ讒 サン コトヲ 勸ム。 …： 

ぉ府令 シ テ 、脇 注 還 ノ 驛夫錢 、渡 船賃 ヲ 增加ス 〇 江戶鐵 砲洲ヲ 外國人 居留地 ト 爲 シ 、其 居 民 ノ 家屋 ヲ、 - 

外人 -ー 貸與ス ルヲ許 ス。：  ，  ：  

幕府、 兵 庫 地方 ノ 民、 外國 貨幣 一一 慣 ハサ ルヲ 以テ、 姑ク我 銀货ト 兌換 通行 セシム 〇 各國 公使 二 移 書 シ 、 
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. 其 改鑄耗 減費ヲ 收ム。  

廿九 U 北 條氏恭 、京 一一 至ル 〇 堀 直 虎 老臣 ヲシテ 代リテ 京-一至 ラシ ム 〇 榊 原攻敬 以下 九 人、 疾ヲ 謝シ、 上京 ノ 

延期 ヲ 請 フ 〇 九 條隆備 、再 ヒ 上京 ノ 延期 ラ 請 フ 〇 稻葉久 通 等 一一 一人、 疾ヲ 謝シ、 老臣 テシテ 代リテ 上京 

セシメ ンコト ヲ 請フ。  

晦 日 左大臣 近衞忠 房、 右大臣 一 條實良 ノ^ ヲ S 能ム、 國事掛 故 ノ如シ 〇 權 大納言 九 條 道孝ヲ 左大臣 兼 左近衞 

大將、 內 大臣 大炊 御門 家信 ヲ 右大臣、 權大納 一ず 廣幡忠 禮ヲ內 太 臣兼 右近 衞大 將ト爲 ス。  

幕府、 鍋 島 茂實、 松 平定 安 一一、 明春 京師 警衞ヲ 命ス。  

毛 利 敬 親 ノ 老臣 等、 丘ハ ラ率 4 テ 打出濱 一一 至リ、 尋テ 西ノ官 二次 ス 〇淺 野茂勳 上書 シ テ其情 由 ヲ陳疏 ス ( 

伊達 慶邦等 六 人、 疾ヲ 謝シ、 上京 ノ 延期 ヲ請フ o 松 平声 S 、再ヒ 上京 ノ 延期 ヲ請フ 0 松 平 賴英、 老臣 ヲ 

シテ代 リテ京 二 至 ラシ ム 〇 丹 羽長國 以下 六 人、 老臣 ヲ シテ 代リテ 入京 セ シメン コトヲ 請フ 〇 靑木重 

義、 病ラ 謝シ、 佐 竹 義諶疾 テ以テ 上京 スル能 ハス、 公事 ハ 佐 竹 義堯 一一 傳讒 セン コトヲ 請 フ 〇 奧平昌 服 

ノ 家臣、 曰 H3 服、 会 曰同ノ 期-一 後ル 、 ヲ ー臬ス a  

是 月 幕府 一一 命 シ 、嚴 二 紀伊 藩士 等ノ 黨議ヲ 禁遏 セ シム。  

井伊 直 憲書ヲ 上リ、 朝 命 及 申牒等 幕府 ヲ經 由セ ン コトヲ 請フ， 聽 サス。  

幕府、 關 東八國 一一 令 シ 、酒醬 油 等釀造 三年 ノ均額 ヲ錄上 セシム 3  

神奈川 奉行、 米國 商社 ノ請ヲ 許シ、 煤氣燈 ヲ模濱 市街 一一 設ケ ン トス ルヲ、 幕府 一一 稟ス。  

十二月 

朔 口 櫻 井 忠與、 歸色 ノ請ヲ 允ス。  

蜂 須賀齊 裕等十 一 人、 疾 二 ヨリ、 上 杉 齊憲ハ 、道路 難 溢 二 ヨリ、 竝ニ 上京 ノ 延期 ヲ請フ 〇 德川茂 承 等 五 

人、 老臣 テ シテ代 リテ京 ニ至ラ シム 〇 酒井忠 美 等 三人 ハ、 老臣 ラシ テ代 リテ 人京セ シメン コ ト ヲ請フ 

〇 清 口 直 正、 老臣 ノ代 赴遲緩 ヲ謝ス 〇 伊達 宗孝、 大 久保忠 順、 病 ヲ謝ス 〇 有 馬 慶賴等 五 人、 在京 ノ 家臣 

其 +p 上京 ノ遲 緩ヲ 講ス。  


二 日 毛 利 敬親ノ 老臣 二 命シ、 大 坂-一 詣テ後 命 ヲ俟タ シム。  

毛 利 敬 親 ノ 老臣 等、 書ヲ II 藝ニ藩 一一 致 シ テ其情 ヲ陳ス 、淺野 茂勳之 ヲ 上ル。  

岩城隆 邦、 疾 ヲ講シ 、老臣 ヲ シ テ代リ テ京 - 一至 ラ シ ム 〇黑 田 齊溥、 鍋 島茂實 ハ 道路 遠隔 一一 ョ リ 、毛 利 高 

謙 ハ病ニ ヨリ、 竝 二 上京 ノ 延期 ヲ 請フ。  

北 條氏恭 、市 樯長義 二 代 リ四塚 關門ヲ 守 ルヲ 稟ス。  

幕府、 櫻 井忠典 一一 令 シ 、長 門 藩士 等 ノ其封 内 ノ留次 及 ヒ 經過ヲ 聽ス。  

三 日 脇阪 安斐、 歸邑 ノ請ヲ 聽ス。  

松 平 慶憲、 汽船 九隻、 日 章 及 ヒ薩藝 長 三 藩 ノ旗章 ヲ揭ケ 、封 内 近海 ラ過ク ルヲ、 幕府 - 一報 ス 〇 大州 藩士 

ノ打出 村 ヲ戌ル 者、 長 門 藩 老臣 等ノ、 其 旁 近 二次 ス ルヲ 報ス。  

藤 堂 高 邦、 京 二 至ル。  

四 U 山 崎 關門警 守ノ津 藩士、 書 ヲ上リ 、毛 利 敬親ノ 老臣 等、 關ニ至 ラハ、 之ヲ 掃蕩 セン コト ヲ稟ス 〇 書ヲ幕 

0  二 呈シ、 支 封 久居藩 丘ハノ 都下 守衞ヲ 撒シ、 共 二 山 崎 ヲ守ラ ン コ トヲ 請フ。  

池 田 政禮京 二 至 ル〇 丹 羽長國 、病 ヲ謝シ 、老臣 ヲ シ テ代リ テ京 二 至ラ シム。  

^  七 

五 日 松永慶 永、 德川慶 喜-一 勸メ、 毛 利 敬 親等 ノ處 置、 一二 朝 裁ヲ仰 カシム。  

幕府 堀 直虎ヲ 若年 寄 兼 外國總 奉行 ト爲ス 〇 譜第諸 藩 一一 詭シテ 上京 セ シム。  

幕府、 大坂 外國人 居留 規則 及 ヒ大坂 兵 庫 閒 運送船 等ノ 規則 ラ設ケ 、之 ヲ各國 公使 II 謀ル。  

六 日 攝攻 ニ條齊 敬、 内3 ロヲ德 川慶喜 ニ傳. へ 毛 利 敬 親等 赦宥ノ コト ヲ呰 ク。  

英國 公使、 書ヲ 幕府 二 致シ、 諸 藩 兵 ノ大坂 二 福湊ス ルヲ丄 メンコ トヲ 請フ、 幕府 其書ヲ 上ル。  

伊東 祐相、 疾 二 ョ リ 重臣 ヲシ テ代リ テ京 一一 至ラ シ ム 〇小 笠 原 忠忱、 同貞正 、矣 ヲ謝シ 、老臣 ヲ シ テ 代リ 

テ 入京 セ シ メ ン ト請フ 〇 織 田 長易疾 二 ョ リ、 上京 遲緩ヲ 謝ス。  

幕府、 石 川 成 之 ノ 江戶郭 門警衞 ヲ罷メ テ.、 西上セ シム。  
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日 德川慶 喜、 毛 利 敬 親等、 赦 k ノ 内 旨 二 答申 ス 〇 在京 諸侯 二 令シ、 明日 悉ク 朝參セ シム。  

津藩 十： ノ稟狀 二 批シ、 毛 利 敬親ノ 老臣 等、 閼ニ 至 ラハ之 ヲ留メ 、朝 命 ヲ請ハ シム，  

幕府、 植村家 保 ノ請ヲ 聽シ、 本 多 忠鄰ノ 子釗八 郞ヲ養 フテ嗣 ト爲サ シ ム。  

兵 庫 港 及 ヒ大坂 互市 場ヲ 開ク。  

日 毛 利 敬 親 其 子 廣封及 ヒ支 封主ノ 官位 ヲ復シ 、入京 ヲ許ス 〇 淺 野茂勳 ヲ シ テ 、敬 親 ノ 老臣 等 ノ西ノ せ ュ 

在 ル者ヲ 、京 二 召 サシム 〇 一一 一條 實美等 五 人ノ  ioc 位ヲ復 シテ、 之 ラ 召還 シ 、錦 小路 賴德 ノ 官位 ラ復シ 、澤 

宣嘉 ノ義絕 ラ釋ス 〇 九 條尙忠 、久我 建 通、 千 種 有 文、 岩 倉 具視、 富 小路 敬直ヲ シテ 復飾セ シ メ  、 建通以 

下 四人ノ 蟄居 ヲ釋シ 、滋 野井實 在、 正 親 町 公董、 滋野井 公壽、 鷲 尾 隆聚ノ 差控ヲ 釋ス。  

中. E 忠能、 岩 倉具視 等、 將 一一 大 一一 更革ヲ 行 ハ ン ト シ、. M 旨 ヲ島津 茂久、 淺野 茂勳、 山內豐 信、 德川慶 勝、 

松 平慶永 一一 傳 フ 〇 島 津茂久 、毛 利 敬 親等 赦命 ノ事ヲ 、敬 親 ノ 老臣-一報 シテ、 急 一一 北上 セシ ム。  

,是 夜、 中山忠 能、 密旨ヲ 鷲 尾隆聚 ニ傳へ 、兵 ヲ率ヰ テ潛ニ 高野山 二 赴 カシム。  

藤 堂 高潔、 京 ニ至ル 〇 遠山 友祿、 母ノ喪 二 ヨリ 再ヒ 上京 ノ延 期ヲ 請フ。  

卷八  1- 

日 . 薩尾藝 越 土 a 藩 ノ兵ラ 徵シテ 宮門ヲ 守 ラシ テ、 王政復古 ノ令 ヲ布ク 〇 攝攻、 關白、 征夷 大將 軍、 議奏 

傳奏、 國事掛 、守護 職、 所 司 代 及 ヒ内覽 、攝籙 、門 流 ヲ廢シ 、新 一一 總裁、 議定、 參與ノ 三 職 ヲ置ク 〇 大將軍 

德川慶 喜 ノ請ヲ 許シ、 其 職 ヲ罷ム 〇 攝政ー 一條 齊敏等 一 十六 人 ヲ罷メ 、其 朝參 ラ停ム 〇 又 守護 職 松平容 

保、 所 司 代 松 平定 敬 ヲ罷メ 、之ヲ 歸藩セ シ ム 〇 小 御所 二 開 議シ、 大政 施設 ノ方、 及 ヒ德川 氏處分 ノ事ヲ 

議ス 〇 德川慶 勝、 松 平 慶永ヲ シテ、 辭官 獻地ノ 内旨 ヲ、 慶喜 ュ讒サ シム。  

熾 仁 親王 ヲ總哉 ト爲シ 、純 仁 親王、 晃 親王、 中山忠 能、 正 親 町 三條實 愛、 中 御門 經之、 德川慶 勝、 松平慶 

永、 島 津茂久 、淺野 茂勳、 山. SZ 豐信ラ 議定 ト爲シ 、大 Mf 重德、 萬 里 小路 博 房、 長 谷 信 篤、 岩 倉 具視、 橋本實 

梁 ヲ參與 ト爲ス 〇 茂久、 慶勝、 茂勳、 慶永、 豐信 二 命シ、 其 藩士、 亵與ノ 任 ニ當ル モノ ヲ薦 擧セ シ ム 〇 太 

政 復古 ヲ宮 堂上 二 讒告ス 〇 後宮 ニ讒 シテ、 內行ヲ 正フセ シム。  ：… 
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諸 藩 ノ衞兵 一一 命シ、 警備 ノ事、 今後 朝 命 ヲ奉セ シ ム 〇 平 戶藩兵 一一 淸所 門ヲ、 十 津川鄕 兵 二 蛤 門 ラ守ラ シ ム。： 

毛 利 敬 親 ノ 老臣、 及ヒ 其 支 封 主ヲ京 一一 召スヲ 、山 畸 戌 兵  一一 0 シ 、敬 親ハ乂 子、 及 ヒ 三條赏 美 等 五人ノ 入京 

ヲ 許スラ 、沿道 關門 二  0 ス 〇 敏親 ノ 老臣 等、 山 崎 二 至リ、 尋テ 光明寺 二次 ス。  

德川慶 喜 二 命シ、 毛 利 敬 親等 赦宥 一一 ヨリ、 部下 ノ黨議 ヲ生ス ル モノ ヲ 訓讒セ シ ム 〇 尾越ニ 藩-一 內 讒シ、 

！ 一條 城中ノ 紛擾 ラ鎭 撫セ シ ム。  .:• 

伊達 慶邦等 三十 餘人ノ 老臣、 各英國 公使 書柬 ノ答議 ヲ上ル C  ：  

.  mfflu   •  

舊 幕府、 戶田忠 行、 秋元禮 朝、 鳥居 忠定ヲ シ テ、 下野 出 流 山村 一一 嘯聚ス ル者ヲ 緝柿セ シ ム。  

卷 九 

十 日 備^ 藩 兵 ヲシテ 給 門 ヲ守リ 、池 田 政 禮ノ兵 ヲシテ 、之 ニ屬セ シム。  

德川慶 勝、 松平慶 永、 一 一條 城 一一 至リ、 朝 命ラ德 川慶喜 一一 傳フ 〇慶 喜 罷職ノ 命 ヲ奉シ 、 辭官默 地 ノ 事ハ、 

衆 情 鎭定ノ 後 ヲ待タ ン コ トヲ 請フ。  

長 門藩ノ 老臣 毛 利 親 信、 相國寺 ノ薩營 二 入ル。  

土方 雄 永疾ヲ 謝シ、 上京 ノ 延期 ヲ 請フ。  

江戸 市街 中、 劫盜撗 行ス、 舊 幕府、 譜第 諸侯 ニ讒シ 、鎭 緝ノ方 ヲ陳セ シ ム。  

十 一 日 禁內 守衞 兵ヲ 除クノ 外、 戎服、 九 門內ニ 入ルラ 禁ス 〇 長 門 藩 丘ハヲ シテ、 九 門. 2： 外ラ 巡邏 シ、 且正親 町 三 

條實 愛、 橋 本 實粱ノ 衞兵ヲ 出シ、 因幡 藩兵ヲ シ テ、 長 谷 信 篤 ノ衞兵 ヲ出サ シム。  

榊 原 政 敬、 窨ヲ 上リ、 命令、 奏請、 仍ホ德 川 氏 ノ手ラ 經由セ ン コトヲ 請フ。  

松平慶 永、 舊 幕府 ノ 麾下 及 ヒ譜第 藩士 等 ノ暴發 ラ憂ヒ 、姑 ク大坂 二 赴ンコ トヲ 德川慶 喜-一 勸 告ス。  

十二 日 參與ヲ シテ、 假ニ舊 武家 傳奏ノ 事ヲ掌 ラシ メ、 ー乘 院里坊 ヲ以テ 本衙ト 爲ス。  

西鄕 隆盛、 丹 羽 賢、 辻 維嶽、 中根師 質、 後藤 元燁 等、 薩尾藝 越 土 五 藩士 十四 人ヲ 參與ト 爲ス。  

加 藤 明 i 莨 再 ヒ 京 一一 至 ル 、命 シ テ S 侍所ヲ 守衞 セシム 〇 津和野 藩 兵 二  、建 春 門 テ守衞 セシム C  
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山內豐 信" 書 ヲ上リ テ、 公議 ヲ興サ ンコト ヲ請 ヒ 、且德 川麼 喜辭宫 獻地ノ 事ハ 、ク， ーヲ松 平麼永 一一 委ネ ン 

コ ト ヲ議 ス"  3 

細 川 慶順等 十人ノ 老臣 連署 シ テ、 速 -! 戒厳 ヲ解 キ、 且舊攝 政、 將軍 以下、 {UI ク 公議 ヲ以テ 、之 ヲ處ス へ 

+ヲき,ス0  一  1 空 

德川慶 喜、 松平容 保、 松 平定 敬 等ヲ率 4、 大坂 ュ赴ク 〇 慶喜、 德川慶 勝、 松 平孿水 二 就キテ 奏狀ヲ 上リ、 

慶永、 慶勝モ 亦之ヲ 慫慂ス ルラ 謝ス。  一一 六 六 

前田慶 寧、 藩 二 歸 ル 〇 久松 定昭、 大坂 二 赴ク。  一一 さ 

舊 幕府、 間 部詮道 ノ 敦賀 港守衞 ヲ 罷ム。  一一 七 一 

十 三 日 正 親 町 公董、 烏 丸 光德ヲ 參與ト 爲ス。  一一 七 一 

山城 國 取締 松 平信 正 、青山 忠敏、 本 多 康穰ヲ 京都市 中 取締 ト爲ス 〇 九門ヲ 除クノ 外、 悉ク 禁內ノ 守兵 

ヲ撒ス 〇 薩尾藝 土 四 藩 兵 ヲ シ テ 、建 春、 建禮、 朔平、 淸所四 門 ヲ 守 ラ シ ム 〇 岡 山 藩 兵 等 ノ 蛤 門 守衞チ 0 

メ、 長 門 藩兵ヲ シ テ之 ニ代ラ シ ム。  一一 七 一一 

梳村家 保 老臣 ノ請 二 ョ リ 、命シ テ其藩 兵 ヲ召サ シ ム。  一一 七 六 

薩尾藝 越 土 五藩ヲ シ テ、 仁 和 寺 宫ノ衞 兵、 安藝 藩ヲシ テ、 中 山 忠能ノ 衞丘ハ ヲ出サ シ ム。  一一 w 

久留島 通靖、 京 二 至リ、 其 赴 召遲緩 ヲ謝ス 〇 秋 月 種 殷病ヲ 謝シ、 其 子種、 樹ラ シテ代 リテ、 上京 セ シ メ 

ン コトヲ 請 フ〇 一 柳 末德、 再ヒ 上京 遲延ヲ 謝ス。  ：  一 一七 七 

鷲 尾 隆聚、 高野山 二 到 リ 、僧侶 二  $ シ 、又 十 津川鄕 兵 テ徵集 ス。  一！. W 

^  十 

卜 四日 大政 復古 ヲ 列藩 二 布 生 ロシ、 各 人材 ヲ選擧 セシム 〇 朝廷 ノ德川 氏 二 於 ケル、 舊 ニ異ナ ルコト 無キヲ 讒ス。  一 KQ 

禁門解 嚴及ヒ 市中 取締 巡邏 ヲ置ク コ トラ 都下 一一 布告 ス 〇 取締 三 藩 -ー 防火 ノ 事ヲ兼 シメ、 大州、 平戶、 

津和 野、 水 口 、園 部、 高 取 六 藩 兵 一一 市中 ヲ 巡邏 セシメ  、水 口 藩 兵 ノ 內侍所 守衞ヲ 罷 ム。  一一 八 一 

戶田忠 至， 清ロ貞 直、 津 田信弘 ヲ 參 與ト爲 ス 、忠至 之ヲ 辭ス。  一一 八 一一 一 


十 津川鄉 兵 ヲシテ 、建 春、 宜秋、 淸所 三門 ラ守 衞セ シ ム。  

戶田 忠至ヲ シ テ、 舊 一一 依テせ " 中 度 支ノ事 ヲ掌ラ シ ム 〇 忠 至大 坂 二 赴キ、 德川慶 喜 -1 說テ 獻金セ シ ム。… 

純 仁 親王、 書 ヲ上リ 、朝 堂 ノ禮分 ヲ正フ シ、 新進 ノ 藩士  二 、爵位 ヲ賜フ へ キヲ 建議 ス。  

戶田氏 共 家臣、 重臣 京 二 ァ ル者ナ キラ 稟シ、 本日 ノ 召命 ヲ 辭ス。  ： 

鷲 尾 隆聚、 書 ヲ德川 茂 承 -1 遺リ、 內旨ヲ 奉シ、 兵. H ヲ 糾合 シ テ、 不虞-一 備フ ル ヲ 報ス。  

舊 幕府、 譜第諸 藩 一一 令シ、 城 中蓥米 テ江戶 二 運輸 セ シ ム。  

十五 日 三 職朝參 議事 ノ 時限、 及 ヒ參與 上下 ノ稱ヲ 定ム。  

純 仁 親王 ヲシテ 仁 和寺宮 ト 稱シ、 嘉彰ト 復名セ シ ム。  

參與大 原 重德ヲ 罷ム。  •  

市中 取締 三 藩、 吏員 ヲ藩ョ リ召 シテ、 其 衙ヲ開 力 ン コトヲ 稟ス。  

參與 後藤 元燁 等、 上下 議事 所 及ヒ諸 制度 ノ條 議ヲ 上ル。  

井伊 直憲、 藤 堂 高潔、 病 二 ョ リ 歸藩セ ンコト ヲ請フ 〇 松 平 忠恕、 上京 遲緩ヲ 謝ス。  

德川慶 喜、 大將 軍ヲ罷 ムルヲ 以テ、 令 シテ其 稱呼ヲ 改ム。  

舊 幕府 、大河 C 正質ヲ 老中 格、 永 井 尙志ヲ 若年 寄 ト爲. ス。  

十六 日 凡ソ 議定、 常 參ヲ須 ヒス、 事 ァレハ 之ヲ宣 召ス。  

田 宮篤輝 ヲ參與 ト爲シ 、市 尹 ノ事ヲ 總管セ シ ム 〇 牧野 成憲ヲ 徵ス。  -  

松 平慶永 等、 岩 倉具視 一一. 就キ、 德川慶 喜ノ處 分、 朝 旨 ノ在ル 所 ヲ領シ 、之 ヲ慶喜 ニ讒サ ン コ トヲ 請フ 〇 

具視、 奏 狀ノ擬 案テ內 付ス。  

長 門 藩 一一 仁 和 寺宮、 及 ヒ 正 親 町 公 董ノ衞 共、 備前藩 一一 烏 丸 光 德ノ衞 兵 ヲ出サ シ ム 〇 安藝 藩 ノ仁和 寺せ； I、 

及 ヒ 中 山忠能 ノ 衞 兵 ヲ 罷 メ  、山 階宮 ノ 衞共 ヲ出 サシム C  

德川慶 喜、 各國 公使 ヲ大坂 城 ニ延 見シ、 政 體更革 ノ事ヲ 說キ、 盆 情誼 ラ阆フ セ ン コ トラ 陳ス。  

井伊 直憲 ノ 家臣、 下野 別 邑旁近 ノ 浪徒ヲ 俘獲ス ルヲ、 舊 幕府 一一 報 ス 〇 大久保 敎赣、 浪土 其： 3 ヲ li 掠 ス 

復古 記 第一 册 n! 次  一三 


Q  ち 九九；^ 九 ノ\ 八ノ〜 八 八 八 八 ノ "V 八 八 八 

o 九        3S.        じ3 四 i ^四 三 九 八 八" tr  -t 七 六； a        M 四 


きき きき ききき  =： C5  &  o  o  &  ききき 
儿八       -e  -t       六 seas:  八       y^f  3C  m  ua  —  =• 


很 古記 第一， 册 n 次  一四 

ル ヲ以テ 一 橋 門守衞 ラ罷メ テ、 其 守 ヲ固フ セン コ トヲ 請フ。  

十七 日 加 一 傑 明實ノ 泉 涌 寺 { 寸衞 ヲ， 罷 メ、 復タ .M 侍 所 ヲ衞 ラシ ム。  

德川茂 承、 驚 尾 隆聚ノ 高野山 ニ據ル ノ狀ヲ 稟ス、 批シ テ其朝 旨 二 出ルヲ 讒ス。  

長 門 藩士、 仁 和 寺 宮及ヒ 正 親 町 公 董ノ衞 丘ハハ 、 後軍 ノ至ル ヲ俟タ ン コ トヲ請 フ〇 中 川 久眧ヲ シテ、 公 

董ノ衞 兵 ヲ出サ シ ム。  

長 門 藩士、 竊 二 時務 條議ヲ 、總裁 熾 仁 親王 二 上 ル。  

鷲 尾 隆聚、 書 ヲ植村 家 保、 及ヒ 五條 代官 中 村 勘兵衞 一一 遺リ、 內旨 ヲ奉シ テ、 兵 十： ヲ 糾合 ス ル ヲ 報ス。 •：： 

舊 幕府 、譜第 諸 藩 一一 令シ、 江 戶 私邸 ノ 旁近テ 巡邏 シ、 以テ 劫盗 一一 備フ。  

卷 十 1 

十八 日 大政 復古 ヲ外國 ニ報ス ルノ擬 案、 及ヒ 人材 ヲ擧ケ 、革 政所 テ設 クル 等 ノ事ヲ 議ス。  

諸 候 二 申 令 シ 一 ァ、 速 二 朝集セ シム o  

市中 取締 三 藩 一一 讒シ、 兇徒 橫行制 シ難キ ハ 、巡 羅諸藩 ノ應援 ラ請ハ シ ム 〇 都下 二 告讒 シテ 民情 ヲ綏撫 

ス 〇 公卿 諸侯 ノ 家臣 ニ令シ テ、 下民 ノ請托 ヲ受ク ルコト 勿 力 ラシ ム C  

三 岡 公正 ヲ徵士 參與ト 爲ス。  

再 ヒ島津 久光ヲ 召シ、 又 長 岡 護美、 桂久武 、木戸 孝 允、 土肥實 匡、 小 原 忠寬ラ 徵ス。  

加賀、 薩摩、 土 佐、 岡 四 藩 兵ヲシ テ 市中 巡羅セ シ ム 〇 薩 摩藩ヲ シ テ仁和 寺 宮ノ衞 兵 テ增シ 、備 前藩ヲ シ 

テ中山 忠能ノ 衞兵ヲ 出サシ ム。  

坂 兵 北上 ノ報ァ ルヲ 以テ、 德川慶 勝、 松平慶 永 一一 命シ、 松平容 保、 松 平定 敬 ラシ テ、 速-一藩 二 就 力 シ ム。 

并 伊直 憲、^ 二 歸リ、 老臣 ヲ シテ代 ラシ メ ン コトヲ 請フ、 聽サス 〇 藤 堂 高献ノ 老臣、 其 子 高潔 ノぉ 一一 、 

再ヒ 歸藩ヲ 請フ。  ま  

巡邏 六 藩、 其 分轄 ノ 區域 ヲ 定メ、 且其 措置 ノ目ヲ 稟ス。  

松 平慶永 等、 再 ヒ岩倉 具視ト 謀リ、 先 ッ德川 慶喜ヲ 人覲セ シメ、 以テ擬 案 ノ事ヲ 擧行セ シメン トシ 永 


井尙 志ヲシ テ、 之 ヲ慶喜 ニ讒サ シ ム。  

細 川 興 貫、 疾ニ ヨリ、 上京 遲緩ヲ 謝ス。  

酒 井 忠惇、 入京 ノ途 大津 一一 至リ、 德川慶 喜 ノ大坂 二 在 ル ヲ聞キ 、直チ 二 之  一 I 赴ク。  

舊 幕府 老中 稻葉正 邦、 譜第諸 候 ノ江戶 二 在 ル者ラ 城 中二 會シ、 更革ノ 朝命ラ 示シ、 各 意見 ヲ陣 セシム 

〇 土 井利 敎等九 人 ヲ シ テ 、兵 ラ 率 4 テ、 西 上 セシム 〇 勝 義邦、 書 ヲ正 邦-一 贈リ、 其 妄動、 主君 ノ 意 二 反 

ス ルヲ it ス o  

戶田忠 行、 出 流 山 屯聚ノ 浪徒ヲ 殺獲ス ルラ ％ 幕府 二 報ス。  

十九 日 外國 報告 ノ議ヲ 诀シ、 議定 二 命 シテ、 明日、 告文-一 署印セ シム。  

十 時時 維惠 ヲ參與 ト爲ス 〇 池 田茂攻 、池 B 政詮、 鍋 島 齊正及 小 松 淸廉ヲ 召ス。  

藤 堂高猷 ノ 老臣、 復前請 ラ申ス 、之ヲ 聽ス。  

德川慶 勝、 自ラ大 坂 二 赴キ、 會桑 一 一藩 ヲ 措置 セ ンコト ヲ請フ C  

市中 取締 三 藩、 舊東 町奉行 所、 及 ヒ附屬 ノ簿書 什器 ヲ 交付 セ ン コ トラ 請フ。  

德川慶 喜 上疎シ テ、 更革ノ 事、 一 一 一藩 ノ 私意 -1 出ル ヲ論シ 、又、 家門 譜第諸 藩ノ兵 ラ徵ス 〇 戸川 安愛、 

戶田忠 至 一一 因テ、 奏狀ヲ 岩 倉 具視 一一 呈 ス 〇 松 平慶永 等、 具視 一一 就 テ其書 ヲ請下 シ 、 安愛 ヲ シ テ歸テ K 

喜 ヲ諭サ シム o  

毛 利 元 蕃ノ子 元 功、 吉川經 幹、 老臣 宮莊主 水 京 二 至 ル。  

二十日 參與長 谷 信篤ヲ 議定、 西 園 寺 公望 ヲ參與 、五條 爲榮、 柳 原 前 光、 西 四 辻 公業 ヲ參與 助役 ト 爲ス。  

熾 仁 親王 ヲ 一 品 二 叙ス。  

准 后玆牲 入道 親王 薨ス。  

池 田茂攻 ノ 召命 ヲ止メ  、加 藤泰秋 一一 代 テ西 ノ 宮 ヲ守衞 セシム 〇 中 川 久眧ノ 京都市 中 巡邏 ヲ罷 ム。 ……- 

長 門 藩 兵ノ、 仁 和 寺 宮守 衞ヲ 止ノ、 有 栖川宮 ノ衞兵 ヲ增サ シム 〇 尾 張 藩 兵ノ仁 和 寺 宮守 衞ラ 罷ム。 ：… 

德川慶 勝、 松平慶 永、 淺野 茂勳、 山内豐 信 等、 異議 ァ ルラ 以テ、 姑 ク外國 告文 ノ事ヲ 止ム。  

筏 古記 第一 冊 n 次  一 五 
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. 池田德 澄、 建 部 政 世 京 二 至ル。  •  

卷 十二  . 

廿 一 日 熾 仁 親王 ヲシテ 除服 朝參セ シム。  

長 谷 信 成 ヲ 參與助 役ト 爲ス。  

永 井 直諒及 ヒ 高 松 藩 兵 一一 命 シ 、孝 明 天皇 ノ 小 祥忌祭 一一 、泉 浦寺般 舟院ヲ 守衞 セシム 〇 直諒 ヲ シ テ京教 

防火 ノ事 ヲ掌ラ シ ム『  ノ  

舊 幕府 共、 猶伏見 二 在リ、 會桑ニ 藩 兵モ亦 稍々 北上 ス 〇 田 宮篤輝 二 命シ、 伏 見 取締 ヲ兼ネ 、薩藝 長 土 四 

藩兵ヲ シ テ 巡邏 警備 セシム 〇 藝土  二 藩、 之ヲ 辭ス。  

植村家 保 ノ 傳法川 守衞 ヲ罷メ  、其 師ヲ 京師 二 召ス"  

池 田德澄 ノ 上京 ヲ 嘉獎 シ 、宗家 ト 共同 從事 セ シム。  

大野 藩 兵ヲシ テ、 嵯哦 閼門ノ 守備 ヲ撤セ シム。  

德川慶 勝、 松 平 慶永等 田 中輔、 中 根 師質ヲ 、大阪 一一 遣リ、 德川慶 真 ヲ 說カシ ム。  

德川茂 承、 入京 ノ途 病ヲ以 テ大阪 二 留リ、 姑ク藩 二 就 力 ン コ ト ヲ請フ 、之 ラ聽 ス。  

廿 二日 萬機ヲ 親裁 シ、 博ク 公議 ヲ採リ 、舊 幕府 ノ善攻 良法 ハ、 舊ニ 仍テ變 更セサ ルラ告 翁ス。  

荒 川 良知 ヲ參 與ト 爲ス。  

德川慶 勝ノ請 4 允シ、 自 ラ大阪 一一 赴キ、 期 ヲ刻シ テ其功 ヲ奏セ シム、 尋テ慶 勝、 其 延期 ヲ請 フ。  

山 S 豐信 上書 シ テ 、外國 ノ 報告 ハ 、列 侯會議 ノ後 一一 付 シ 、姑 ク德 川慶喜 ヲシテ 、還 攻ノ 事ラ報 セシメ ン 

コトヲ 建議 ス。  

廿三 日 林 左 門 ヲ參與 ト爲シ 、參與 三 岡 公正 ヲシテ 、會計 ノ事ヲ 監督 セシ ム。  

堀 親 義ヲシ テ般 舟院ヲ 守衞シ 、永 井直諒 二 火元 見 役 ヲ兼ネ シム。  

鍋 島茂實 、松 平定 安ノ 家臣、 明春、 京都 警衞ノ 事ヲ稟 問ス、 批シ テ前 命ニ從 ハシム。  

京都市 中 取締 三 藩、 防火 ノ事、 舊 町奉行 ノ例ニ 因リ、 專ラ 巡視 ヲ主 トセ ン コ トヲ稟 請スレ  
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井^ 直憲、 疾ヲ カメ テ 京師 二 留リ 、王事-一服 セ ンコト ヲ 請フ。  

牧野 忠訓、 京 一一 至リ、 上書 シテ 時事 ヲ論シ 、再 ヒ政權 ヲ德川 氏-一 委セ ン ト請フ 、省セ ス。  

永 井尙志 、德 川慶喜 ノ旨ヲ 含 ン テ 京 -1 至 リ 、德 川慶 勝、 松 平 慶永等 ト、 慶 喜入覲 ノ事ヲ 諜ル。  

伊達宗城 京 二 至ル。  

舊 幕府 老中 稻葉正 邦 等、 譜第藩 十： ヲ 江戶城 一- 召 シ 、德 川慶喜 ノ奏 狀ヲ示 シ 、各、 兵 ヲ 率 4 テ西上 セシム 

〇 江戸 城 ニノ. 丸 火ァリ o  

卷 十 ー1ー 

四 日 德川慶 勝、 松 平 慶永ヲ シ テ、 辭官納 地 ノ命ヲ 德川慶 喜 -ー傳 ヘシ ム。  

人道 尊秀 親王 二 命シ、 日 二 朝 堂-一入 テ機 務ヲ習 ハシム。  

毛 利 敬親ヲ 召ス。  

小 笠 原 長 守 二 命シ、 竹 田 街道 守衞ヲ 撒シ、 後 命 ヲ待タ シ ム。  

山内豐 信、 書 ヲ上リ 、政府 ノ經 費、 宜 ク之ヲ 列藩 ニ課ス へ キヲ 建議 ス。  

德川慶 勝 上表 シ テ職ヲ 辭ス， 允 サス。  

戶田氏 共、 復タ 上京 延期 ヲ請 フ。 

蹵尾 隆聚、 再 ヒ書ヲ 五條 代官 中 

五 日 萬 機 親裁、 公義 博採ノ 論旨 ヲ、 一 

毛利廣 封、 同 元 周、 同 元 純ヲ召 t 

舊 幕府、 莊内、 松 山、 前 橋、 西 尾、 

佐 土 原 藩邸 一一 及フ。  

舊 幕府 、若年 寄 秋 月種樹 ノ職ヲ 

i ハ 日 再ヒ池 田慶德 * 京 極 高 厚 ラ召ス 

九 條道孝 ノ邸ヲ 以テ、 假 二 太 攻宫代 ト爲サ ン ト シ、 三 岡 公正 ラ シ テ其事 ヲ管セ シム。 


卄 七日 


廿八 日 


^古記 第一 册け 次 

^伊直 憲ノ 請ヲ嘉 獎シ、 四 塚 關門ヲ 守衞セ シ ム。  

本願 寺 光澤。 一. 51 シ.、 門徒 ヲ倡 率シ. テ、 カヲ 王事 一一 致サシ ム  

三輪 田 元 綱 等 六 人ヲ宥 免ス。  

長 門 藩 ノ請ヲ 許シ、 文武 館ヲ以 テ屯營 ト爲サ シム。  

堀 親 義大阪 二 赴 キ 、德 川慶喜 - 一面 セン. コトヲ 請 7  、 静- ザス  

伊達 慶邦等 卜 一人 ノ 老臣、 連署 書 ヲ上リ 、德川 氏ヲ處 スル、 務メテ 其 部下 ヲ鎭輯 セン コト ヲ靜フ ：•：： 

毛 利 元 功、 及ヒ W 川經幹 老臣 宫莊主 水參朝 シ 、 毛 利 敬 親ハ乂 子等 官位 復舊 ノ恩 ヲ謝ス  

舊幕苻 、榊 原 政敬ヲ シテ、 前 m 利 同等 ト共 二  、東釵 山ヲ警 守セ シム。  

卷 十四 

天皇、 建 春 門 一一 御 シ 、薩藝 長 土 四 藩 兵 ノ操 練ヲ覽 給フ。  

參與岩 食具視 ヲ、 議定 ト爲 ス。  「 ： . 、に :、： •  -rt.-.^l チ 義き 、■ 

三條實 美、 三 條西季 知、 東久世 通禧、 四 條隆謌 、壬 生 基修、 筑前 ヨリ 至リ 教恩 ヲ謝フ 〇實 美ヲ 議定 通 

9 參與ト 5  o  

熊 野 一 一 一山 社家 二 命 シテ、 撿校宮 ノ管现 二 屬シ、 且ッ其 還俗 ヲ劊 ス。  

建 部 政 世歸藩 ノ請ヲ 聽ス。  -  に-…。  

松平慶 倫、 書ヲ 上リ、 德川慶 喜政權 奉還 ノ 本意 ヲ失 ハサ ラン コト ヲ陣" .：-:. 

伊達宗城 ヲ 議定 ト 爲ス。  

池 田 茂 政 一一 令 シ 、速 二 西宫 守兵 ヲ出サ シム。  

牧野 & 訓大阪 ニ赴ク 〇 久松 定法、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 二 至 ラシ ム  n …凝： 

勝、 ぷ平慶 永 t 太阪 一一 赴キ、 命ヲ德 川慶喜 一一 傳フ 〇麼 喜、 奉 命寄ヲ 一 一人 二 钐 -ン、 S 政府 ノ終賓 ノ 

,乙 ヲ全國 二 課セサ レハ、 部下 ノ心ヲ 鎭輯シ 能 ハサ ルヲ 陣ス  に. 。 

舊幕苻 、も 科 正 益、 戶 E 氏 良 ヲシテ 品 川驛關 門ヲ守 ラシ ム 〇 關門ヲ 江戶諸 ロー 一 置キ、 出入 ヲ払ス …； 


8  ^  ^  S     ^^奕 旮旮& 旮免公 ^  ^  ^  A 


松 平容保 ノ 子 喜德、 上國 ノ報ヲ 聞キ、 書ヲ 上 杉齊憲 一一 致シ、 其 協同 救援 ヲ請 フ 〇 容保 ノ 老臣 モ 亦 藩 s 

士民ニ 檄シ、 守備 ヲ 請ス。  

市中 取締 三藩ヲ シ テ、 伏 見ヲ兼 管セ シ ム 、三 藩、 之 ヲ辭ス 、聽 サス。  

戶田 氏共ノ 家臣、 藩士 小 原 忠寬， 奉 命 遲緩ノ 故ヲ稟 謝ス。  

植村家 保、 病 ヲ謝シ 、老臣 ヲ シテ代 リテ京 ニ至ラ シ ム。  

佛國 公使、 書 ヲ 舊 幕府 二 致シ， 西班牙 國ノ 商舶、 撗濱港 一一 來ル モノ ハ、 其 國船ト 同視 セン コトヲ 請フ、 

え ヲ^! ス。  

天 白 王 服 除 シ給フ o 献驟ノ 儀ヲ行 フ o  

百官 及 ヒ 在京 諸侯 二 令 シ、 明年 新 正 -1 參賀セ シム。  

本願 寺 光澤、 書 ヲ上リ 、舉 上ん 意 ヲ陳シ 、且卽 位ノ資 ヲ獻セ ン ト請フ 〇 東 本願 寺 光勝、 奉 上他ナ キヲ陣 

ス 〇 興 福 寺ノ儈 侶、 米 ヲ獻シ 、且 王事 ニ從ハ ン コトヲ 請 フ之ヲ 許ス、  

德川慶 勝、 松平慶 永、 大阪 ヨリ 至リ、 德川慶 喜 二 代テ、 奉 命 書ヲ上 ル。  

永 井 直諒ノ 家臣、 本日 以後、 消防 ノ役 ニ服ス ル ヲ稟シ 、且其 條款ヲ 申請 ス。  

藤 堂 高 邦、 歸藩ノ 請 ヲ聽ス 〇 片桐貞 篤、 老臣 ヲ シテ 代テ、 京 二 至 ラシ ム。  

都下 ノ 豪商 三 井三郞 助、 島 田 八 郞左衞 門、 小 野 善 助 等 金 ヲ獻ス ル コ ト差ァ リ。  

江 戶薩摩 藩邸 襲擊ノ 事、 漸ク 傳播ス ルヲ 以テ、 舊 幕府 及 ヒ薩摩 藩 一一 内讒シ 、釁隙 ヲ開ク n ト勿 ラシ ム。. 

舊 幕府、 酒 井 忠惇ヲ 加判 下座 ト爲ス 〇 岡 田 忠養ヲ シ テ、 下 總國布 佐 村陣星 二 居リ、 上總 以下 四 國ノ事 

務 ヲ管セ シ ム o  

密旨ヲ 親子 内親王 一一 傳へ テ、 其 西 上 ヲ促ス C  

蜂須 賀齊祐 二 命 シ、 老臣 稻田 邦植 ノ 家臣 一一 一田 昇 馬 等 三人 ヲ 召ス。  

松 平定 安、 池 田 政詮、 疾ヲ 謝シ、 上京 遲緩ヲ 稟ス。  


元 
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復古 記 第一 册目 次.  二  0 

明治 元年 正月 

日 四方 拜、 百官 朝賀 ス、 天皇 御 不豫ニ ヨリ テ、 臨 ミ給ハ ス、 且 今年 三 節會ヲ 停ム。  

池田攻 禮 二 命シ、 兵ヲ出 シテ伏 見ヲ巡 撫セシ ム。  四 0 一 

氏、 人京ノ 途次、 大阪 一一 赴ク ヲ稟ス 〇 本 莊宗武 、八幡 守 衞ノ任 一一 赴クノ 途次、 疾ニ 罹リ、 復タ江 

.r. 」 . )  ：  き 一 


舊 幕府、 大久 保忠罎 以下 四 人ュ令 シテ、 江 戶薩摩 藩邸 逋逃 者ノ、 験 相 間 二 赴 ク者ヲ 緝柿セ シ ム。  so 一一 

叚 二 議事 ヲ九條 道 孝 ノ 邸 一一 開キ、 德川 慶喜ヲ シ テ 、召命 ヲ各國 公使-一 傳 ヘシ メ、 及ヒ 慶喜  一一 0 シ 、松 

平 容保等 罷歸ノ 後、 人覲セ シムル 等 ノ事ヲ 議ス。  

戶田氏 共、 其 藩 t. 小 原 忠寬ヲ 、召命 二 赴 力 シ ム ヲ 稟ス。  

池 田 德定、 京 極 高 典、 京 - 一至 ル。  ••  

德川慶 勝、 松平慶 永、 山 E 豐信、 伊達宗城 等、 坂兵ノ 北上 チ鎭 輯セ ン コトヲ 謀ル。  

日 天皇、 將ニ 首服ヲ 加へ ン トシ、 奉幣使 藤 波 敎忠ヲ 伊勢神宮 二 遣 シテ、 之ヲ 告ク。  

德 大寺實 則、 久我 通久、 壬 生 基修、 四 條隆謌 及 ヒ廣澤 直臣、 井上馨、 小 原 忠寬ヲ 參與、 穗波經 度、 坊城俊 

章 ヲ參與 助役 ト爲 ス、  


令 シテ、 江 戶薩摩 藩 都 ノ事ヲ 以テ、 妄 二 桟動 ヲ生ス ル コ ト勿ラ シ ム。  ノ 

參與職 ヲ シ テ 、熊 野 三山ノ 社家 ヲ管 セシム 。  四 0. ノ 

山 2 豐言、 上書 シテ、 會 桑ニ國 歸國ノ 前後 ヲ問ハ ス、 速 ニ德川 慶喜ヲ 召シ、 國是ノ 基本 ヲ定ム へ キヲ 建議 ス 〜g 九 

市中 取谛三 藩、 篠山藩 兵 ヲ伏見 二 派遣 ス ルヲ 稟ス。  MP 

四 塚關ノ 守兵 二 命シ、 會桑ニ 藩 兵 ノ經過 ヲ停メ シ ム C  四 一 0 

阿波 藩ノ 老臣 稻田 邦植 一一 命シ テ、 其 邑ヲ嚴 守シ、 且西ノ 宮ノ衞 兵 一一 應援ノ 出兵 ヲ爲サ シ ム。  ョ。 

緣田 iis 親、 加 藤 泰令ヲ シ テ、 萬 里 小路 博 房、 五條 爲榮 ノ衞兵 ヲ出サ シ ム。  四 二 

細 リ 喜延、 京 ニ至ル 〇 織 田 信 親、 兵ヲ率 ヰテ、 塚原ョ リ京 二 至ル。  四 二 


中根師 質、 岩 倉具視 二 就テ 、德 川慶喜 入京 ノ日、 參朝 任職 等ノ 目ヲ稟 請 ス。  s 二 

德川慶 喜、 討薩表 ヲ艸シ 、瀧 川 具 知ヲ遣 シ テ 之 ヲ奏シ 、又 之 ヲ諸藩 一一 示シ、 大 二 其 兵 ヲ徵ス 〇 慶喜、 丘ハ 

士ヲ 部署 シ、 會桑ニ 藩兵ヲ 先鋒 ト爲シ 、召命 一一 赴クト 稱シ、 伏 見、 鳥 羽 一 一道 一一 向フ 〇 伏 見、 鳥羽ノ 守兵 

之 ヲ拒ミ 、朝 命 ヲ俟タ シ ム。  g 一  1,1 

百官 ヲ 朝 集 シ 、姑 ク 慶喜 ノ 入京 ヲ停メ  、參與 四 條隆謌 ラ伏見 一一 遣 シ 、坂 兵 一一 退 歸ヲ命 シ 、 又、 ^川廢 隙 

等ヲシ テ、 之ヲ 措置 セ シ ム 〇 薩長 土 三 藩 ニ合シ テ、 伏見ノ 守備 ラ嚴 二 セ シ ム〇 安藝 藩 兵 ヲ伏見 二  、 阿 

波、 彥根、 平戶、 大州、 大村、 佐 土 原 六 藩ノ兵 ヲ大津 一一 派遣 ス〇 平戶、 大洲 ニ藩ノ 京都 巡邏 ヲ罷 ム。  s  一二 

坂 兵 進テ鳥 羽、 伏 見 一一 迫ル、 薩長 一 一藩 丘ハ、 之ヲ 邀擊ス 〇 京師 戒厳 〇 内命 ヲ宫中 一一 傳へ テ、 密 1 一 乘輿ヲ IP 

ス ノ備 ヲ爲ス 〇 德川慶 勝、 松平慶 永、 伊達宗城 一一 禁闕、 水戶 藩丘ハ - 一泉 浦 寺、 宇 和 島、 高 鍋、 高 取 三 藩 兵 二 

諸 門、 備前支 藩 兵 及 ヒ岡藩 兵 一一 猿 力 辻守衞 ラ命ス 〇 井 伊直 憲ヲシ テ、 兵ヲ率 4 テ大津 一一 赴 カシム 〇 因 

幡藩兵 ヲシテ 伏 見 一一 赴 カシム 〇 毛 利 敬 親 、鷲 尾隆聚 ヲ シ テ 大阪 ヲ 攻撃 セシメ 、錦旗 ヲ 隆聚 - 一賜 フ 〇 因 

幡、 備，； 11 一藩 兵ヲ シテ 征討 兵 ヲ備へ 、且備 前 藩兵ヲ シテ 西宮ヲ 嚴守セ シ ム 〇 德川茂 承ヲシ テ 官軍 ヲ糾 

合 セシム 〇 藤 堂 高 猷、 稻葉正 邦 ヲ麁シ 、方向 ヲ誤ル コ ト勿 ラシ ム。  MM 

議定 嘉彰 親王 一一 軍事 總裁ラ 、議定 伊達宗城、 參與 柬久世 通禧、 烏 丸光德 -1 軍事 參謀 ヲ兼ネ シ ム 〇 參與 

橋 本 實粱、 袠與 助役 柳 原 前 光 一一 大津 ロノ 兵ヲ、 參與西 園 寺 公望 一一 、丹 波 口  ノ兵 ヲ督セ シム。  四 一 |コ 

德川慶 勝、 松平慶 永、 調停 至 ラサル ヲ以テ 其 職 ヲ解カ ンコト ヲ 請フ。  四一 一一 11 

本願 寺 光威、 東 本願 寺 光勝 參朝シ 、光勝 金千兩 ヲ獻ス 〇 光威 ヲ シ テ九 門內外 巡邏 及 ヒ猿ケ 辻ヲ警 守セ 

シム 〇 松 平 賴聰ノ 家臣 京 ニ在ル 者、 見 兵 ヲ以テ 事-一 從ハ ン コトヲ 請フ。  g: 一一 一一 

慶喜、 書 ヲ 大阪 在留 各國 公使 一一 致 シ 、薩摩 藩 ト交兵 ノ由 ラ陳シ 、其 民人 ヲ シ テ 條約 ヲ 確守 セシメ  、軍艦 

兵器 ヲ 私賣 シ及ヒ 未開 港 場 二 至 ルヲ. 禁ス。  四 一一 西 

舊 幕府 ノ 軍艦、 薩艦ヲ 神 戶海及 ヒ 土佐洋 一一 砲擊ス 〇 募兵、 大阪薩 藩邸 ヲ壟ハ ン トス、 藩 人、 邸ヲ 焚テ遁 ル。 …… S 二八 

卷 十六 


復古 記 第一 册目次  一二 


復古 記 第一 册目次  一一 

軍事 總裁 嘉彰 親王 ヲ 征討 大將軍 ト爲シ 、旗 錦 節刀ヲ 賜ヒ、 參 與四條 隆謌、 參與 助役 五條 爲榮ヲ 錦旗 奉 

行ト爲 ス、 〇 參謀 伊達宗城、 征討 ノ 事宜、 列藩 ノ 公議 ヲ盡ス へ キヲ 論ス、 淺野 茂勳、 山 內豐信 之 ヲぉク 

廷 議省セ ス 〇 大將軍 、出 テ東寺 二次 ス、. 宗城、 從ハ ス 〇 大將 軍、 矢 守 平 好、 中 沼 之舜、 高 崎 正風 ヲ下參 謀 

ト爲 ，、 o  •  M 四 一 

參與 西圚寺 公望 ヲ 山陰 道鎭撫 總督ト 爲シ、 本道 諸藩ヲ シ テ其 指揮 ヲ受 ケシ ム 〇 丹 波、 丹 後、 但馬ノ 諸 

侯 二 讒シ、 王事 ヲ勤メ シ ム。  园 一一 

三娥 以下 徹夜 事 ヲ秉ル 、是 日、 命シ テ 退休セ シ ム。  ^四 

薩摩藩 兵 二 命シ、 黑谷 ノ會津 藩邸 ヲ伐タ シ ム  にに」 

政 禮ノ伏 見 巡撫ヲ 罷メ、 專ラ猿 ケ辻ヲ 守 衞セ シ ム 〇 因幡、 森、 柏 原 三藩ヲ シ テ、 正 親 町 三 條實愛 等 

四 人 ノ衞兵 ヲ出サ シ ム。  四 四 3 

本 多亵穰 ノ請ヲ 聽シ、 歸邑シ テ守備 テ修セ シ ム 〇 平戶、 大州ニ 藩 ノ請ヲ 聽シ、 大津 警備 ヲ罷メ 、再ヒ 京 

都ヲ 巡邏 セ シ ム 〇 備前 藩兵ヲ シ テ大津 二 赴 力 シ ム。  pi 

本願 寺 光澤、 金 三千 兩ヲ 默ス 、書ヲ 下 シ テ之 ヲ賞 ス。  留六 

篠山 藩、 伏 見 兵火 ノ狀ヲ 上 報ス。  四 四" 

九 窀 き. 備、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ、 京 ニ至ラ シ ム。  惡七 

 olcr ヒ 

官軍、 伏 見、 鳥 羽 ノ賊ヲ 擊テ、 之ヲ郤 ク。：  に S 

舊 幕府 老中、 hd 戶傍近 ノ諸藩 二 令シ テ^ 人 二 備 へ 、又 諸關ノ 守ヲ嚴 一一 セ シ ム C  园 H 

參與橋 本 實梁ヲ 東海道 鎮撫 總督、 參與 助役 柳 原 前 光 ヲ副總 督ト爲 ス 〇 實粱， 前 光 及 ヒ 山陰 道鎭 撫總督 

 H!HUJ 

西圍寺 公望 京師 ヲ發 ス。   パ 

德川 慶勝テ シ テー 一城 城ヲ收 管シ， 城 中 ノ殘兵 ヲ大阪 二 押送 セ シ ム。  ^ノ 

四 條隆平 ヲ山畸 一一 遣シ、 守 M ノ津藩 兵. 一一 命 シテ宜 軍 一一 應セ シメ、 多度津 藩. ヲシテ 、其 銜兵ヲ 出サシ ム  四 M 八 

諸 藩 二 令シ テ、 京 坂 見丘ハ ノ數ヲ 錄上セ シ ム。  -  


[] 
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九 門 守 衞諸藩 二 命シ、 譏 察 ヲ厳ト セ シ ム 〇 因幡 藩、 九 門警守 ノ事ヲ 上申 ス。  

池 S 慶德 一一 命シ、 山陰 道 鎭撫使 ノ令ヲ 奉 シテ、 本道 不庭ノ 諸 藩 ラ討セ シ ム 〇 藝長ニ 藩 丘 ハノ尾 道-一 ァ ル 

モ ノラ 、山 尔師 一一 召 マ、：  •■• 

肥 後 藩 兵ヲシ テ、 大津 二 赴カシ ム 〇 池 田 政 禮 ノ猿ケ 辻 守衞ラ 罷メ、 兵 ヲ大津 一一 出 サシム 〇 堀義親 二 伏 

： ^取締 ヲ命 シ、 尋 テ 更命 シ テ 般舟院 ヲ 守衞セ シム。  ：  

秋 月種殷 一一 命シ、 其 子種 樹ヲ シ テ速ニ 上京 セ シメ、 又 大原重 德ノ衞 兵 ヲ出サ シ ム。.  ： 

酒 井 忠氏ヲ シ テ、 其 京 邸 ニ上ラ シ ム 。 …… •  

興 正 寺攝信 一一 命シ、 門徒 ラ率ヰ テ大津 二 至リ、 東海道 鎮撫 總督 ニ從 ハシム。  

薩長 一 一藩 兵ノ 戰功ヲ 賞ス。 ……  

東 本麒寺 r 勝ノ 家臣、 慶喜 二通 ス ル ノ疑ァ リ、 晃 親王 ヲシ テ 、之 ヲ亂サ シ ム、 光勝 及 ヒ其子 光瑩 誓 書ヲ上 ル 

議定 伊達宗城、 軍事 參謀ラ 辭ス、 之 ヲ大將 軍 一一 請ハ シ ム。  

小 出 英尙、 其 邑阖部 二 城 カン コト ヲ 請フ。  ，  

鳥 羽、 伏見ノ 官軍、 進 テ淀ヲ 攻ム、 賊兵、 退テ 八幡 二 據ル。  

瀧 川 具 知、 戶田忠 至 二 因 テ 討薩表 ヲ上ル 〇 德川慶 喜、 書 ヲ 德川慶 勝 , 松 平慶永 等 一一 致 シ 、 禁闕 ヲ 守衞 セ 

ン コ ト ヲ請フ 〇 慶喜、 又、 近日 ノ 事情 ヲ諸藩 二 陴辨 ス 。  

^幕府 老中 、 令 シ テ 、 諸 船舶 ノ品川 港-一入 ル者 ヲ檢シ 、其搭 客 ヲ譏察 ス。…  

木 梨 恒準ヲ 、東海道 鎭 撫總督 參謀ト 爲ス。  

公卿 ノ淫 齒點 眉、 古制 二 非ルヲ 以テ、 必ス シ モ 依邀セ サ ルザ 令 ス。.  

中 牌 後 ヨリ 翌卯牌 迄、 九 門 ヲ鎖シ 、出入 印 票ヲ以 テセシ ム 〇 越 前 藩 兵ヲシ テ、 諸家 ノ寶門 ヲ守ラ シ ム。 …… 

櫻井忠 興、 永 井直諒 一一 命 シテ、 城 守 二 嚴 -1 シ 、 織 田 信 親 ヲ シ テ白川 越 ヲ警守 セシム 〇 長備 一 一藩 兵ヲ召 

スヲ 以テ、 忠興 一一 命シ、 其 封內經 過及ヒ 糧食 運搬 等ノ便 ヲ與へ シ ム。  

篠山 藩北ハ ノ伏 見取 締ヲ 罷メ、 多 度 津藩兵 ヲ以テ 之 二 代 フ。  …  
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柬木願 寺 光勝 一一 命 シ、 大津 ニ至リ 、宫軍 ノ 糧食 ヲ措辨 シ 、且、 東國 ノ 門徒 ヲ勸勵 セシム 〇 興 福 寺 ノ 雷 

一一 命シ、 伊賀 一路 東 兵ノ狀 ヲ諜セ シ ム。  -  § 

加 茂 兩社司 一一 命シ、 管 地ノ 壯丁ヲ 出シテ 、薩摩 藩 兵 ノ 使役 二 充テシ ム。.  -  S 六 八 

岡畸藩 臣ノ京 ニ在ル 者、 伏 見 衞戌ノ 藩 丘ハ、 戰後其 之 ク所ヲ 知 ラサ ル ヲ以テ 、別-一 兵 ヲ藩ョ リ徵 サン コ 

トヲ 請フ之 ヲ聽ス 〇 久松 定法 ノ 老臣、 其 兵備 ヲ缺 クコ トヲ 定法 二 歸報セ ン ト請フ 、命 シテ 、兵 ヲ 京師 

一一 出サシ ム a  2六< 

九 鬼 隆備、 病ァ ルヲ 以テ、 先 ッ兵ヲ 京師-一 出ス o 福 岡 藩臣ノ 在京 ノ者、 見 兵 ヲ以テ 守備 一一 服 セン コト 

ヲ請フ a  Ms 

官軍、 賊兵ヲ 橋 本 二 破 リ尾撃 シ テ、 楠 葉 二 至ル 0 征討 府、 下參 謀高畸 正風 ヲ罷メ  、大山 編 良 ヲ以テ 之 一一 代 フ。… 四七ー 

綾小路 俊竄、 溢 野 井公壽 京都 ヲ 出奔 ス、 相 樂、 武振等 之 二 從フ。  だ 一 

德川慶 喜、 書 ヲ各國 公使-一 遣リ、 敏軍來 襲 ノ勢ァ ルヲ 以テ、 各 其 國旗ヲ 保守 セ ン コ ト ヲ陣ス 〇舊 幕府 

老中 大河 内 輝 照、 水 野忠弘 ラシ テ品川 港 砲臺ノ 守ヲ嚴 一一 セ シ ム。  2七： 一 

德川慶 喜、 汽船 一一 駕 シ テ東走 ス 、松 平 容保等 之 一一 從フ 〇 老中 格 大河 内 正 質、 大坂 城代 牧野 貞直 等、 江戶 

二 走リ、 松 平 忠誠 ハ紀 伊-一 赴 キ、 久松定 眧 、酒 井忠民 ハ 藩-一 歸ル。  S 七 一一 一 

卷 十七 

德川慶 喜 征討 ノ令ラ 發シ、 諸侯 ヲ シテ其 去就 ヲ诀セ シ ム。  s 七 七 

入道 雄 仁、 耸秀 二親 王ヲ シテ、 蓄髮セ シメ、 尊秀 親王 ノ德川 氏 猶子 ヲ停 ム。  S 

因幡 藩 及 ヒ 支 藩 兵 ノ 伏 見守 衞 ヲ 罷テ 、 八幡、 橋 本 ヲ 警守 シ 、 勝. E 藩 兵 ヲ シ テ 闇嶺 ノ 警守 セ シ ム 〇 永 井 

直 諒ノ請 ヲ許シ 洞 嶺ノ守 衞ヲ撤 シテ、 本城ノ 守備 一一 充テ シム。  ズー 

薩摩、 筑前、 因幡、 彥根四 藩兵ヲ シ テ 、寺 町 門、 下 立寶門 以北、 諸家 ノ 竇門ラ 守ラ シ ム 〇 筑 前藩ヲ シ テ 、 

四 條隆謌 ノ衞兵 ヲ出サ シ ム。… ：.  s 八 一一 

鷲 尾 隆聚- 一 E 讒シ、 姑 ク阪城 攻撃 ヲ止メ 、先ッ 大和. ヲ鎭 撫セ シ ム。  0 


九 


八 


山陰 道鎭撫 總督及 ヒ久居 藩、 宇治 ノ守 具-一 讒シ、 出 雪 藩 兵 ノ 入京 ヲ妨ク ル コ ト勿ラ シ ム。 …： ,  

加藤泰 令、 京 ニ至ル o  

大將 軍、 進 テ淀城 二 入 ル。  fe£^!f  ： …：  

鷲 尾 隆聚、 五條 代官 所 ヲ收メ  、傍 近ノ諸 藩-一 檄シテ 、王事-一 勤メ シム。  •.  

日 雄 仁 親王、 一 品 ヲ辭ス 、名ヲ 嘉言 ニ復ス 〇 入道 信 仁 親王 ラシ テ眧 萵院宮 ト稱セ シム。  

錦 旗二旒 ヲ建禮 門 二 樹テ、 ts- テ又建 春、 宜秋ニ 門 二 樹ッ。  

高 松、 小濱、 松 山、 欠 垣、 鳥 羽、 宮津、 延岡七 藩 十： ノ九 門-一 出入 スルヲ 禁ス。  

筑前藩 兵 二 石 藥師、 淸和院 一 一門 ノ間ヲ 、長 門 藩 兵 一一 蛤、 下 立 賫ニ門 ノ間ヲ 警守セ シ ム 、長 門 藩、 之ヲ 辭ス。 

岡 部長 寬ノ 老臣 ノ請ヲ 聽シ、 藩 兵 ヲ 京師 ニ徵サ シム。  

松 平 賴聰ノ 家臣 京 ニ在ル 者、 騫ヲ 上リ、 賴聰 ノ爲ニ 辯疏ス 〇 命 シテ、 賴聰ヲ シ テ自ラ 其罪ラ 乞ハ シ ム。… 

德川慶 勝 ノ請ヲ 聽シ、 其 隣 近 諸 藩 ノ方嚮 ヲ問ハ シム。  

參與小 原 忠寬ノ 請 ヲ聽シ 、大垣 二 赴キ、 藩主 戸田 氏 共 二 說テ、 自効セ シム。  

德川 慶喜ノ 家臣、 妻 木 賴矩大 坂 二 留リ 慶喜ノ 奏狀及 ヒ坂 城ヲ、 尾 越 二 藩-一 託ス 〇 德川慶 勝、 松 平慶永 

其 奏狀ヲ 上ル。  

戶 E 氏 共 ノ 家臣、 氏 共、 伏 見守 關兵 ノ爲 ニ扼セ ラレ 人 京 スル能 ハス シテ藩 ニ歸ル ヲ稟シ 、後 命 ヲ請 フ。… . 

長 門 藩、 小濱 藩邸 貯フ ル所ノ 彈藥ヲ 、借 ラン コト ヲ請フ C  

松 浦詮、 永 井 直諒京 二 至 ル 〇 松 平 慶憲、 疾 ヲ謝シ 、老臣 ヲ シ テ代リ テ 、人 京 セ シムル ヲ稟ス 〇 出 雪藩ノ 

000  二  M ル。  

大將 軍、 八幡-一至 リ 、勅旨 ヲ 諸 藩 兵 一一 傳へテ 、其 戰勞 ヲ犒フ 〇 伊達宗城 ノ請ヲ 許 シ 、其 軍事 參謀 ヲ I 能 ム。： 

日 議定 三條實 美、 岩 倉具視 ヲ副總 裁、 嘉言 親王、 德大寺 實刖ヲ 議定 ト爲ス 〇 征討 大將 軍嘉彰 親王 二  、外國 

事務 總裁 ヲ 兼ネ 、實美 及 ヒ 參與 東久世 通禧、 岩 下方 平、 後藤 元燁 一一 外國 事務 取調 掛ヲ 兼ネ シ ム 〇德 川 

慶勝、 松平慶 永、 伊達宗城 ラ 議定 ト爲ス 〇 嘉言 親王 ノ 園 城 寺 長 吏 ヲ 罷 メ テ 、別當 ト爲 ス。  
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復古 記 第一 册 H 次  ニナ 

大將 軍嘉彰 親王 - 一命 シ、 坂 城 ヲ以テ 牙營ト 爲シ、 四方 ヲ指 禪セ シ ム〇 東海道 鎭撫 總督橋 本實梁 - 一命 シ、 

隣近ノ 諸藩ヲ 糾合 シ、 進 ンテ桑 各 ヲ討タ シム。  

高 食永祜 ヲ 北^道^ * 總督 * 四 條隆平 ヲ 副總 督ト爲 ス 〇 岩 倉. 具定 ヲ 東 山道 鎭撫 總督、 岩 倉 具經ヲ 齒 總 

督卜爲 ？<  C  

松 浦設ヲ シ テ 、守兵 ヲ闇嶺 一一 出サ シメ、 其 京都 巡邏 ヲ免ス 〇 柏 原 藩 東 久世通 禧ノ衞 兵ヲ罷 メ  、 郡 山 藩 

兵 ヲ以テ 1\ー  二 代フ。  

舊 京都 守護 職 二 給 セル 廩米ヲ 、薩長 一 一藩 ニ賜ヒ 、糧食 二 充 ッ 〇 東 本願 寺 光勝 二 命 シ 、伏 見、 八幡、 橋 本 

ノ共禍 二種 リ シ者ヲ 賑恤セ シ ム。  ：..：  ：  ：… ぶ  •• 

惠川茂 承、 將 二 京師 ニ覲 セン トシ 、朝 命 ヲ賜 ハラン コトヲ 請フ。  

森忠 典、 疾ラ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 二 至 ラセ シム。  -  •  

官軍 ノ前 隊長 門 藩 兵、 大坂城 ヲ收ム 〇 城 中火 起リ、 焚燒、 翌 B  ニ至ル C  

鷲 尾 隆聚、 使 ヲ紀伊 藩遣ハ ス、 藩 兵 之ヲ 抑留 ス、 隆聚書 ヲ與へ テ 其無狀 ヲ數ム 〇 橋 本 戌 兵、 隆聚 ニ復書 

シ、 前日 ノ詭告 二 答フ。  •  

難 BH 一 一  藩 兵 、 備後福 山城 ヲ徇へ テ之ヲ 下ス。  

幕府 老中 ノ江戶 ニ在ル モノ、 伏 見 ノ戰報 ヲ聞キ 、諸 藩 ヲ戒メ 、急 二 西 上ノ備 ヲ爲サ シ ム。  

卷 十八 . 

P 聖 護院宫 二 令シ、 其 修験道 一一 關ス ル者ハ 、管領 宮 ト稱セ シ ム O 知 恩 院宮ヲ 改テ、 華 頂 1 呂ト稱 ス。.  

德川慶 喜、 及ヒ 松平容 保、 松 平定 敬、 板 倉 勝 靜等ー 一十 七人ノ 官位 ヲ褫キ 、容保 以下 六 人ノ邸 ヲ沒ス 〇 酒 

井 忠氏等 五 人ノ 入京 ヲ禁 ス。  •- … … ：  

參與正 親 町 公董ヲ 大坂 二 遣 シ、 大政 復古 ヲ外國 二 報 スル圖 書ヲ、 東久 世通禧 二 付シ、 通禧ヲ i テ其事 

ヲ $| ラシ ム o  

揖 取素彥 ヲ 參與 、 岩 倉 具經 ヲ 參與助 役ト 爲ス。  


十 


德川慶 喜 征討 ノ令、 及ヒ舊 幕府 領地 ラ直 管ト 爲スノ 布告 書ヲ、 三條、 荒神 ロー 一橋 一一 揭ケ、 土 民ノ 賊徒 二 

通ス ルヲ 禁ス、 之ラ 諸道 二 掲示 ス。  -  き 八 

兵- ヲ 列藩 二 徵シ、 特 二 織 田 信學ヲ 召ス。  0 

肥 後、 筑前、 因幡、 出 雲、 郡 山、 淀 六 藩 一一 令シ 、 德川慶 喜 征討 及 ヒ 慶喜 以下 官位 褫奪 等ノ諸 令ヲ、 旁近ノ 

諸 藩及ヒ 衆庶 二 傳布セ シ ム。  M10 

德川慶 勝 二 命シ、 舊 幕府 屬吏 等ノ京  一！ 在ルモ ノヲ、 草津 一一 押送 シ テ之 ヲ放タ シ ム。  •：•• 壬 一 1ー 

S 幡藩 兵及ヒ K 支 藩兵ヲ シ テ 東海道 鎭 撫總督 ニ屬セ シメ、 其 橋 本 警守ヲ 罷メ、 肥 後 藩 兵 ラ以テ 之 二 代 

ラ シ ム 〇 柏 原 藩 兵ヲシ テ 山陰 道鎭撫 總督 ニ屬セ シメ、 其 白 川口 警守ヲ 罷メ、 新 發田藩 兵 ヲ以テ 之 二 代フ。 …… 1 一四 

平戶 藩、 守兵 ヲ闇嶺 二 出スヲ 以テ、 郡 山藩ノ 向背 ヲ稟 請ス。  S 

滋野井 公壽、 綾小路 俊實、 兵 ヲ近江 松 尾 山 ニ集ム o 一 一人、 書 ヲ上リ 、命ヲ 奉 シテ賊 ヲ討タ ン コ トヲ 請フ。  六 

池 田 慶德、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シヲ代 リテ京 一一 至ラ シ ム 〇 戸田 氏 良、 疾ヲ 以テ、 上京 遲延 ヲ謝ス 〇 九鬼隆 

義、 江戶 ヨリ 人京セ ン ト シ、 疾ヲ以 テ姑ク 歸藩ヲ 稟ス。  MH ハ 

大將 軍、 大坂ニ 至リ、 木 願 寺支院 ヲ以テ 牙營ト 爲ス。  ^七 

備前藩 兵、 櫻 井忠興 ノ 向背 ヲ問フ 、忠與 ノ 老臣、 奉 上貳ナ キノ 證書ヲ 致ス。  W 一七 

舊 幕府 老中 江戶 一一 在 ル 者、 討 薩表及 ヒ 檄文 ラ諸藩 一一 示 ス 〇 松 平 直克ヲ シ テ 、 江 戶ヲ警 守 シ 、 阿部 正靜 

ヲ シ テ薩摩 藩 ノ支邸 ラ收メ シ ム〇 立 花 種恭ヲ 老中 格 會計總 裁 ト爲ス c  M 一七 

日 尊 秀 親王 二 命シ、 鎭西、 西山ノ 宗派 ヲ管セ シ ム。  ^八 

石山 基 政、 萬 里 小路 通 房ヲ、 參與 助役 ト爲 ス。  HI 八 

朝 集 會議ノ 命 ヲ止メ  、諸侯 二 申 令シ、 兵ヲ 率ヰテ 入覲セ シ ム。  M 一八 

安藝、 備前、 土 佐 三 藩 一一 命シ、 福 山、 松 山、 高 松、 松 山 ヲ討チ 、且備 中、 備後、 讃岐、 伊豫 ノ舊 幕府 領地 ヲ收 

メ シム 〇 征討 府、 薩摩 以下 六 藩 二 令シ、 高 松、 松 山、 大埙、 姫路 ヲ討タ シ ム 〇 薩長 一 一藩 兵ヲ シテ共 庫ヲ 

f  ，セ シ ム o  五一ん 
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復古 記 第一 【册 目次  二八 

滋野井 公壽、 綾小路 俊實 - 一命 シ、 義兵 ヲ 召集 シテ、 東海道 鎮撫 總督 - 一馬 セシ ，1〇 堂上 二 告讒 シ、 公壽 * 

俊實 ノ擧 二 傲フ コ ト 勿ーフ シ ム 0  

加 藤 明 實ノ請 ヲ聽シ テ 、内侍 所 建 春門ノ 守衞ヲ 罷メ、 歸藩シ テ 賊兵ヲ 追擊セ シ ム 〇 肥 後 藩兵ノ 橋本警 

守 ヲ 罷 メ  、加 賀藩兵 ヲシヲ 之 二 代ラ シ ム 〇 高 田 藩 兵 ノ 京 市 巡邏 ヲ罷 メ  、 十 津川鄕 兵 ヲ援ケ テ、 大和 ノ 

殘賊 ヲ勦セ シム。  

朽木 爲綱將 二人 覲セ ン トシ、 道中 ノ印票 下賜 ヲ請フ 、命 シテ、 山陰 道 鎮撫 總督ノ 指揮 ニ從ハ シ ム。 •：•； 

池 田 慶德、 德 川氏ノ 至親タ ルヲ 以テ、 上表 シ テ罪ヲ 待ッ、 池 田 德澄モ 亦 上表 ス。  

酒 井忠氏 ノ 父 忠義、 召命 二 赴クヲ 稟 シ 、且忠 氏ノ爲 一一 罪ヲ乞 フ 〇 戶田氏 共、 召 二 應シ、 西 上 スルテ 稟ス。 

牧野 誠 成、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シテ代 リテ京 二 至 ラシ ム。  

東海道 鎭撫 總督橋 本實粱 - 一命 シ、 »: 大津 代官 石原淸 一 郞、 信樂 代官 多羅 尾 光 弼ヲシ テ、 軍資 ヲ 供億セ 

シ ム 〇 實粱、 光弼ラ シ テ、 舊 二 仍リ、 其 地 ヲ管セ シ ム。  

山陰 道 鎭撫總 督西圊 寺 公望、 酒井忠 氏ヲ歸 國ノ途 二 要シ、 其 兵器 ヲ收メ  、歸藩 謹愼セ シ ム C  

備前藩 老臣 日 置 忠尙、 西宮 二 赴 クノ途 、其從 兵、 外 國人ト 神戶驛 二 鬪フ。  

舊 幕府 老中 榊 原 政 敬 ノ 東钗 山守 衞 ヲ 罷 ム 〇 米國 公使館 書記官、 書 ラ 舊 幕府 老中 -ー 致 シ 、上 國變動 措置 

ノ方ヲ 聞キ、 自ラ 處セ ンコト ヲ請フ 。-  

卷 十九 

十二 日 詔 シテ、 島 津茂久 、淺野 茂 長、 毛 利 敬 親、 池 田 慶德、 山 内 豐範ノ 、復古 ノ 勳及ヒ 征討 ノ功ヲ 賞シ" 御劍各 

一 口 ヲ賜フ 〇 藤 堂 高 猷ノ戰 功 ヲ賞シ 、茂 久等五 人ト、 竝 二 金幣ヲ 賜ヒ、 藩士 ノ戰 死者 ヲ弔ス 〇 德川慶 

勝、 松平慶 永、 伊達宗城 ノ 復古 ノ勳、 及ヒ細 川喜延 以下 十九 人ノ 軍勞ヲ 賞ス。  

簟秀 親王、 細 川 喜延ヲ 議定， 土 倉正彥 ヲ參與 ト爲シ 、議定 伊達宗城 一一、 外國係 ヲ兼ネ シ ム。  

滋野井 公壽、 綾小路 俊實ノ 使者 相良武 振、 書ヲ 上リ、 官軍 ノ徵 章ヲ 賜ヒ、 且 東征 先鋒 ノ命 ヲ奉セ ン コ 

ト ヲ請 ヒ 、又、 舊幕呀 領地 ノ减稅 ヲ 建議 ス 〇 公壽、 俊實 二 命 シ 、東海道 鎭撫 總督ノ 約束 ヲ受ケ 、又、 舊幕 
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府 領地、 今年 租稅ヲ 半减セ シ ム。  

德川茂 承、 本 月 三日 ノ命 ヲ領ス ルヲ 稟シ、 且大 坂ノ敢 丘ハ、 和歌 山 ニ至ル ノ狀ヲ 陣ス。  

市 橋 長義、 四塚ノ 守衞ヲ 罷メ、 他 役 ニ服セ ン コ トヲ請 フ 〇 朽木爲 綱、 山陰 迨鎭撫 使 ノ令ヲ 奉シ、 丘 ハヲ久 

美 濱 一一 出 K ヲー桑 K  a  

内 藤 政擧ノ 家臣、 尾 張、 肥 後 二 藩 二 因リ、 政 擧ノ爲 二 辯 疏シ、 其 人 京 ヲ許サ レン コト ヲ 請フ。  

本 多 康穠、 再ヒ京 一一 至 ル 〇 秋 田 映季、 織 田 長 易、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシ テ代リ テ 人京セ シム。  

征討 府、 備前等 E 藩 及 ヒ 稻 田邦植 一一 令 シ 、高 松、 姬路、 松. E 征討 ノ 軍-一 應援 セシム 〇 薩藝長 三 藩 兵 ヲ シ 

テ大坂 街市ヲ 巡警セ シ ム。  

東海道 鎭撫使 橋 本 實粱、 阿波 藩兵ヲ シ テ、 大津、 信樂舊 代官 所轄 ノ地ヲ 管理 シ、 且、 舊 幕府 及 ヒ會、 桑領 

地 ノ旁近 ニ在ル 者ヲ檢 セシム 〇 膳 所 藩 ヲ シテ、 賊兵ノ 逃歸ス ル考ヲ 要擊セ シム。  

松 平定 敬ノ 老臣、 書 ヲ尾張 藩 二 致シ、 其 寬宥ヲ 申請 セ ン コトヲ 求ム。  -  

德川慶 喜、 江戶城 二 還リ、 柬歸ノ 情 由及ヒ 後日 ノ 形勢 二 冈リ、 再ヒ 西上ス ル ノ意ァ ルヲ 列藩 ニ告ク 〇 

諸 廓 門 ヲ鎖シ 、之 ラ各國 書記官 二 報ス。  

各國 公使 等、 兵 ヲ出シ テ、 神戶驛 ノ兩ロ ヲ扼シ * 港 S  二 在 ル諸藩 艦船 ヲ 拘留 ス。  

日 宣命使 ヲ、. E 階、 後月 輪， 弘化、 後月 輪 東 ノ四陵 二 遣シ、 天皇、 將ニ 首服ヲ 加へ ン トス ルヲ 告ク。  

假 一一 九 條道孝 ノ第ヲ 、太 政官代 ト爲ス 〇 參 與局ヲ 宮中-一 移ス。  

參與 助役 西 四 辻 公業 ヲ參 與ト 爲ス。  

石 川 成 之 一一 命シ、 鈴 鹿 嶺及ヒ 傍 近 ノ隘ロ ヲ扼シ 、東海道 鎮撫 使ノ 約束 ヲ受ケ シ 

酒 井 忠赣ヲ 北陸 道 先鋒 、戸田 氏 共ヲ東 山道 先鋒 ト爲シ 、功ヲ 立テ自 ラ贖ハ シ ム 

伊達宗城、 藩 兵 ヲ以テ 松 山 ヲ討チ 、且、 大阪 駐在 中、 其 臣某ヲ シ テ、 參與局 一一 候セ 

毛 利 敬 親 、書 ヲ上リ 、家臣 木戶 孝允ノ 召命 ヲ謝シ 、其 疾ヲ 以テ、 上京 ノ 延期 ヲ 請 

德川茂 ま、 再 ヒ大阪 敗 兵ノ 來投ス ル 者ヲ、 报絕ス ル ヲ 上申 ス。  

復古 記 第一 册 E 次  二 九 
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復古 記 第一 册 目次  三 0 

新 發田藩 兵 、白 川 越警守 ノ命ラ 辭ス、 郡 山 藩 兵ヲ以 テゥ， 一二 代フ。  

大村純 照、 木 下 俊愿、 京 二 至 ル。： ：  -  

征討 府、 錦旗 奉行 四 條隆謌 ラ 軍事 參謀兼 中 國四國 征討 總督、 同 奉行 五條 爲榮 チ 監軍ト 爲ス、 下參 謀. K 

山 綱 良 之 -1 屬ス 。-  ： ……  ：…  •  ……  

鷲 尾 隆聚、 高野山 ヲ發シ 、進 テ大阪 二 入ル 〇 德川茂 承、 使 ヲ遣シ 、守兵 ノ 無狀ヲ 謝ス。  

德川慶 喜、 板 倉 勝殷ヲ シテ、 碓氷 嶺ヲ嚴 守セ シ ム。  

參與助 役 長 谷 信 成 ヲ 參與 ト 爲ス。  

内旨 ヲ 親子 內 親王 二 下シ、 其 緩急 護衞ノ 命ヲ、 大久 保忠寬 ニ傳！ i セ シム。  

安藝、 長 門、 備前 一一 一藩 一一 令 シ 、 山陽 道 諸 藩 ノ 向背 ヲ 問ヒ、 1 、舊 幕府 ノ 領地 ヲ 檢シ、 本年 租稅 ノ半ヲ 獨 カシム。 

豐岡藩 兵 ヲ シ テ 、桂 御所 ヲ守衞 セ シム。  

宇 和 島 藩 二 令シ、 藩士  ノ參與 ト爲ス へ キ者ヲ 薦舉セ シ ム。  

池 田 茂攻、 曰 置 忠尙、 神 戶驛爭 鬪ノ事 テ 上申 ス。  

德川茂 承、 老臣 水 野 忠幹ヲ 、大阪 ニ出ス ノ情 由テ陳 疏ス。  

谷 衞滋ノ 老臣、 京 -ー 至リ、 衞滋人 親 ノ途ュ 上ルヲ 稟シ、 王事 ニ從ハ ンコト ヲ請フ 〇 豐岡藩 兵 京 - 一至 ル。  

薩長 一 一藩、 特賜ノ 廩米ヲ 辭シ、 以テ 兵備 一一 充テ ン コトヲ 請フ。  

備前藩 兵、 備中松 山城 ヲ徇へ テ之ヲ 下ス。  

德川慶 喜、 太田資 美等ヲ シ テ 、駿府 城 ヲ警守 セシム 。  

舊長畸 奉行 河津祐 邦、 上 國ノ報 一 ブ聞キ 、援 ヲ各國 領事 - ー請フ 〇 祐邦、 後事 ヲ筑肥 一 一 藩士 一一  託シ、 海路 江 

P  二  M ル a  

卷 二十  - 

天皇、 元服 ヲ加 へ 玉フ、 詔シテ 海內ニ 大赦 ス。  

嘉言 親王 ヲニ品 一一 敍 シ 、尊 秀 親王 ヲ博經 ト復名 セシメ  、三 品-! 敍ス。  
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大勢 ヲ 察 シ 、世變 二 隨ヒ、 新 二 外國ト 和親 ヲ結 フヲ 布告 ス  

ニー 道 東征 ノ師ュ ノ發ス ルラ 以テ、 奧羽諸 藩 二 命シ、 六師 一一 會セ シ ム 〇 宇 和 島藩ヲ シテ、 土 佐 藩 松 山 討伐 

ノ兵 一一 應援セ シム o  

. 髙槻藩 二 命シ、 所管 ノ 倉廩 ヲ 發シテ 、兵禍 ニ罹リ シ者ヲ 賑恤セ シ ム C  

き U 慶搽、 歸， シテ 藩士  ノ竊 一一 德川慶 喜 一一 應セ ン ト ス ル者ヲ 鎭定セ ンコト ヲ請フ 〇 慶勝 一一 命シ、 城 守 

ヲ嚴ニ シ、 奸徒ヲ 誅鋤シ 、且 旁近ノ 諸藩ヲ 糾合 セ シメ、 其 子 德成ヲ シテ、 代リテ 上京 セ シ ム。  

酒 井 忠義、 京 二 至ル、 命 シ テ 其 ノ 子忠氏 ヲ幽シ 、忠義 ヲ シ テ 立 功自贖 セ シム。  

建 部 攻世ヲ シ テ、 博經 親王、 醍醐 忠順 ノ衞兵 ヲ出サ シ ム。  

出 雪 藩 警衞ノ 器 仗、 未タ 具備 セサル ヲ以テ 、姑ク 服役 ノ期ヲ 緩 ウセ ント 請フ。  

松 平 武聰ノ 老臣、 書 ヲ上リ 、粮食 ヲ給シ 、兵器 ヲ借ラ ン コトヲ 請フ。  

小 原 忠寬、 大垣 ヨリ 至リ 、其 藩 事 ヲ 料理 セン コト ヲ請ヒ 、又 討伐 鎭撫 ノ 規律 ヲ定メ  、之ラ 諸道 ノ軍 ニ頒 

タン n ト ヲ 建議 ス o  

京 極 明徹、 京 ニ至ル 〇 松平慶 憲、 一 柳 賴紹、 老臣 ヲシテ 代リテ 入京 セ シ ム。  

參 與外國 事務 取調 掛東久 世 通禱、 各國 公使 ト神戶 港 一一 會シ、 大政 復古 ヲ報ス ル ノ國書 ヲ致シ 、且、 神戶 

驛爭鬪 ノ事ヲ 判理ス 〇 各國 公使 、神 戶驛ノ 守兵 ヲ撒シ 、拘留 ノ船艦 ヲ觯ク 〇 薩長 二 藩 兵ヲシ テ 神戶驛 

ヲ守 ラ シ メ  、阿波 藩 兵 ノ 兵 庫警守 ヲ罷ム C  

德川慶 喜、 大久 保忠禮 ノ屮府 城代 ラ罷メ  、函 根關ヲ 厳守 セ シム 〇 書 ヲ英國 公使 パ ー クス 一一 致シ、 條約 

履行 ノ事、 固 ヨリ 變替 ナキヲ 告ク。  

卷ニ 十一 

十六 日 親王 ヲ三 公ノ上 ニ班ス o  

宮 堂上 及 ヒ 諸宫人 二 讒 シ 、舊習 ヲ洗除 シ 、志操 ヲ磨勵 シテ實 用 ニ適セ シム。  

九條道 孝、 近 衞忠鹆 等 十 七人ノ 朝參ヲ 許ス。  -  

復古 記 第一 册 H 次  三 一 
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內旨 ラ 佐忭 義堯 二 下 シ 、奧羽 諸藩ヲ 糾合 シ テ 東征 ノ師 ニ應援 セシメ  、其 召命 ヲ 止ム。  

戶田氏 共、 京 二 至ル、 命シテ 伏^ 從 役者 ラ幽シ 、氏 共ヲ シテ立 功 自贖セ シ ム。  

郡 山 藩 ノ請ヲ 聽シ、 平 戶藩ト 策 應シテ 闇 嶺ヲ守 備セ シ ム。  

藤 堂 高 邦、 各所 守 衞ノ命 ヲ奉シ * 且其 封、 桑 名 ト相近 キラ 以テ、 京師 二 出兵 ス ル能 ハサ ル ヲ 稟ス。  

九 鬼 隆備、 京 - 一至 ル 〇 渡邊章 綱、 織 田 信 成， 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 -1 至ラ シ ム。  

外國 事務 總裁 嘉彰 親王、 書 ヲ各國 公使 一一 與へ 、交際 ノ事、 舊 幕府 締結 ノ條 約ヲ 邀守ス ルヲ 讒シ、 且其 

本官 ト爲リ 、三 條實美 等 三人、 之 二 副タ ル ヲ 告ク。  

各國 公使、 書 ヲ東久 世通禧 二 致 シ 、神 戶爭 鬪處分 ノ 目 ヲ陳論 ス。  

備前藩 兵、 播磨 姫路城 ヲ徇へ テ之ヲ 下ス。  

上 杉 齊憲、 西 上 ノ途、 慶喜 敗歸ノ 報ヲ聞 キテ歸 還ス。  

十七 日 聯制ラ 定メ、 神祇、 内國、 外國、 海陸 軍、 會計、 刑法、 制度， 七 科 ヲ置キ 、事務 總 督及ヒ 事務 係ヲ 補任 ス。 ： 

蜂須 賀茂韶 ヲ シ テ 、其 父齊祐 ノ遣 封ヲ壟 カシム。  

鷲 尾 隆聚、 大坂 ヨリ 至ル、 召兒シ テ之ヲ 慰勞ス 〇 隆聚及 ヒ十津 川鄕士  二 金穀ヲ 賜フ。  

市 橋長義 ニ命シ テ、 日 二 朝 堂 二^! セシム o  

伊達 慶邦 二 命シ、 獨 カヲ以 テ會津 ヲ討タ シム。  

柳 澤保申 二 命シ、 泉 涌 寺 及ヒ洞 嶺ヲ警 守シ、 且、 石山 基 正 ノ衞兵 ヲ出サ シ ム。  

小 出英尙 築城 ノ請ヲ 聽ス。  

輿 福 寺 僧侶 二 命シ、 假 二 春 日 社 領及ヒ 舊奈良 奉行 ノ 事務 ヲ管セ シ ム。  

井伊 直憲、 疾ラ 謝シ、 老臣 ヲ シテ桑 名 征討 ノ役 ニ從ハ シメ、 且、 四 塚 ノ守衞 ヲ罷メ ン コ トラ 請フ、 之ラ 聽ス。 

分 部 光貞、 疾 ヲ 謝シ、 且兵ヲ 京師 一一 出スヲ 稟ス、 又、 雪 母 坂警守 ノ命ヲ 得 ンコト ヲ請フ 〇 平 戶藩、 長 崎 

茂 木 ロノ 戌 兵 ヲ撒セ ン コトヲ 請フ。  

京 極 高 富 ノ 老臣、 京 二 至 ル 、命 シ テ 速 一一 京師 二 出兵 セ シム。 
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櫻井忠 興、 京師 出兵 ノ命 ヲ 止ム。  

池 田 茂 政、 兵. ヲ發シ テ、 旁 近 譜第諸 藩ノ 向背 ヲ問フ ヲ 稟ス。  

松 平 賴聽、 興 正 寺攝信 二 冈テ、 謝罪 書ラ 上ル。  

東海道 鎭 撫總督 橋本實 梁、 大津 代官 石 原某ヲ シ テ舊 -ー 仍ヲ其 地 ラ管セ シム。  

德川慶 喜、 戶 田光刖 * 大河 内 輝照ヲ シ テ碓 氷閼ヲ 警守セ シ ム C  

卷ニ 十二 

卜 八 日 議定 正 親 町 三 條實愛 ヲ大坂 二 遣シ. 征討 大將， 軍 ノ印ラ 、嘉彰 親王 一一 授ケ、 且大將 軍 及 ヒ將士 ヲ犒フ C:. 

織 田 信 親 ノ請ヲ 聽シ、 塚原ノ 守衞ヲ 罷ム。  

.E 内豐 信、 書 ヲ上リ 、征討 ノ 命令、 一 途 二 出テ ンコト ヲ諳フ C  

海陸 虽務總 督島津 忠義、 上表 シ テ 、其 職 及 ヒ 家臣 西鄕 隆盛 ノ 參與 ヲ 辭ス。  

肥 後 藩 ニ命シ テ、 延岡 藩抗敲 ノ狀ヲ 責問セ シ ム、 肥 後 藩 其 供狀ヲ 上ル。  

本多忠 貫、 鷲 尾 隆聚、 其別邑 ヲ收メ シ狀ヲ 具 シ 、奉 上 他意 ナ キノ 意ヲ 陣ス。  

石 川 成 之 等、 京 一一 至ル 〇 岩城隆 邦、 老臣 ヲシ テ代 リチ京 一一 至 ラシ ム 〇 片桐貞 篤、 兵ヲ 京師 一一 出シ、 仙 石 

久利、 京 極 高 厚、 山陰 道 鎭撫使 ノ令ラ 以テ、 兵 ヲ生野 ニ出ス ラ 稟ス。  

^ 國 事務 總 督東久 世 通禧、 書 ヲ各國 公使 一一 贈リ、 事務 係 岩 下方 平 及 ヒ 伊藤博文 等ヲ シ テ權 一一 兵 庫 奉行 

ノ事ヲ 管理 セ シムル ヲ 告ク。  

土 藩士 佐々 木 高 行、 薩 藩士 松 方 正義 等、 舊長崎 奉行所 ヲ 收メテ 會 議所ヲ 開キ、 權  一一 s 外ノ 事務 ヲ 管理 

シ 、之ヲ 京都 二 奏 シ 、又 各國 領事 二 化 ロク。  

舊 幕府、 諸 藩 一一 幽閉 セ ル水戶 降 人ノ罪 ヲ赦シ * 之 ラ江戶 一一 致サ シ ム  

舊 幕府 麾下 士勝義 邦、 官軍 三 道 柬下ス ルヲ 聞キ、 書ヲ 沿道 ノ 諸侯-一致 シ、 其兩端 ヲ持ス ルヲ 責ム。 …： 

卷ニ 十一 11 

十 火 日 假ニ會 計 事務 裁判所 ヲ學 習院ニ 置ク。  ； ：，：  
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復古 記 第一 撒け 次  三 P 

參與廣 澤直臣 、中 根師 質、 祌山君 風 二  、内 國事務 掛ヲ兼 ネシメ  、直臣 ノ洵陧 軍務 掛 チ^ム。  

池 田 慶德、 引咎ノ 請ラ慰 籍シ、 命シ テ 人覲セ シ ム C  … 

德川慶 篤 二 命シ、 鈴 木 重 棟、 市 川 弘美等 ヲ罰シ テ 、藩 屛ノ職 ヲ盡サ シメ、 其 泉 浦 寺 守 衞ヲ罷 ム。  

都下 ノ居 民、 賊徒 ノ 兵仗 器具 ヲ藏ス ル モノ ハ、 悉ク 之ヲ 市中 取綺所 ニ納メ シム。  

備 前藩ノ 老臣 日 置 忠尙ヲ 召ス。  

永 井 直諒ニ 命シ、 舊ニ仍 リテ舊 幕府 領地 ヲ管シ 、且咋 年 負 欠 ノ數ヲ 錄上セ シム C  

九 鬼隆義 二 命シ、 舊ニ仍 テ神畸 川ヲ警 守セシ ム 〇 稻 ^邦植 ノ家 ぼ、 書 ヲ上リ 、西 ノぉノ 守衞 ヲ罷 メ、^- 

ラ高 松應援 ニ從ハ ンコト ヲ請フ 、之ヲ 聽ス。  

毛 利 敬 親父 子、 不日、 坂 城 討伐 ノ軍 ヲ發ス ルヲ 稟ス。  

稻葉久 通、^ 田 長 易、 兵 ヲ 京師 一一 出 ス 〇 長 易、 又、 鷲 尾隆聚 ノ令 ヲ以テ 、守兵 ヲ 慈 恩 寺 村 一一 置 クヲ稟 ス。 ：； 

金穀 出納 所 三 井三郞 肋、 島 田 八 郞左衞 門、 小 野 善 助、 金鱟 萬圓ヲ 默ス。  

脇 坂 安斐、 谷 衞滋、 永 井 直 哉 京 二 至 ル。  

長 門 藩 共、 松 平慶倫 ノ 向背 ヲ問フ 、慶倫 ノ 老臣、 勤王 ノ 誓 書ヲ致 ス。  

德川慶 直：、 諸藩ノ 老臣 ヲ江戶 城 一一 召シ、 救觯ノ コト ヲ託ス 〇 松平容 保 等、 慶喜ヲ 勸メテ 再 擧ヲ謀 シム、 

蜃從 <   "  

I  n は 達宗城 等大坂 ヨリ 至リ、 各國 公使 神 戶ノ事 ヲ論セ シ書ヲ 上ル、 廷議、 遂 一一 其 言 一一 從フ 〇 東久世 通禧 

二 命 シ 、之 ヲ 各國 公使 二 報 シ 、又 池 田 茂 政 二 讒 ス。  

戶 ffl 思 至ヲ參 與乗會 計 事務 掛ト爲 シ 、參 與楫 取素彥 一一 制度 寮 事務 掛ヲ 乗ネ シ ム。  

參與 酒并忠 葸 ヲ 罷 メ  、北陸 道 鎭撫使 ニ隨 ハシム 〇 小 原忠寬 ュ 命 シ、 大垣 一一 赴 キ、 ほ 軍 ノ 糧食 ヲ措 辨セシ ム 

竹 澤邦光 ヲ美濃 一一 遣 ハス 〇 郡 上 藩 一一 令シ、 邦 光 ト諜リ 、旁 近ノ 舊 幕府 領地 及ヒ 土民 ノ 向肯 ヲ 按撿 シ テ 

鎭撫使 テ迎へ シ ム C  -  

加 麋明實 、再ヒ 京 二 至ル、 命シ テ C 侍 所 及 ヒ建春 門 ヲ守ラ シメ" 新 谷 藩ノ守 衞ヲ 罷ム。  


II- 
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殺 部 藩 ラシ テ舊ニ 仍テ塚 原 口 ヲ守衞 セシム 〇 平 戶藩、 征討 府 ノ令ラ 以テ、 闇 嶺守共 ヲ 奈良 一一 移スヲ 稟ス。 

熾 仁 親王、 牛車 ノ永 宣旨ヲ 辭ス。  

松平慶 倫、 書 ヲ上リ 、備前 藩 兵 来 討 ノ聞ァ ルヲ稟 訴シ、 其舉 命ノ狀 ヲ得ン コトヲ 請フ。  

本 多 忠鄰、 京 一一 至ル 〇 大河 内 信 古、 遠山 友祿、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 一一 至ラ シ ム〇 秋 元 禮朝ノ 家臣、 河 内 

ノ別邑 ニ在ル 者、 役夫 ラ發 シテ事 ニ從ハ ン コ ト！ ^フ。  

北陸 道 鎭撫總 督高倉 永祜、 副 總督四 條隆平 京師 ヲ發ス 。  " 

中 國四國 征討 總督 四 條隆謌 、明 石 城 二 至 ル。  

德川慶 勝、 藩 二 歸リ、 渡逡新 左衞門 等ヲ誅 ス。  

松 平 賴聰、 罪臣ー 一人 ノ 首級 ヲ. ffi 討府 一一 默シ、 城 ラ出テ 佛寺ニ 屛居ス 〇 土 佐 藩 兵、 高 松 城 ヲ徇へ テ之ヲ 下ス。 

花 山 院家理 、浪徒 ヲ率ヰ テ周防 室 積 港 一一 至ル、 其黨肥 後天 草、 豐前 四日 市ヲ 鹵掠ス 〇 長 門 藩、 吏 ヲ室積 

ュ 遣リ 、家理 ヲ 拘留 シ 、長 崎 會議所 モ 、亦 兵 ヲ 天草 二. 遣リ 之ヲ鎭 撫ス。  

卷ニ 十四 

曰 議事 條規、 及ヒ朝 參放衙 時限 休暇 日ヲ 定ム。  

臺鎭 ヲ 大和 一一 置キ 、參 與久我 通久之 ヲ督ス 〇 東 園 基 敬 ヲ參與 ト爲ス 。  

池 田慶德 ノ請ヒ 一一 ヨリ、 支族 池 田 喜 通 ヲシテ 入覲セ シ ム 〇 小 笠 原 貞竽ノ 請 ヲ聽シ 、老臣 ヲシ テ 代リテ 

京 ニ至ラ シメ、 且兵ヲ 京師 二 出サシ ム。.  

加 藤明實 、 大河 內信 古、 東海道 鎭撫使 橋 本實梁 ノ令ヲ 以テ、 ハ ヲ桑名 一一 出スヲ 稟 ス 〇 逑部政 世 ノ f.l ヲ 

聽シ、 姬路 征伐 二 應援ス ルヲ 以テ、 在京 ノ兵 ヲ撤セ シ ，1。  

毛 利 敬 親父 子、 上表 シ テ、 復官ノ 恩 ヲ謝シ 、藩 . 2： 兵禍 後 ノ爲、 入覲 通緩ス ルヲ稟 シ、 且其 占有 セ ル豐前 

石 見 ノ地 ヲ、 上 ラン コト ヲ謂フ o  

松 平 武聰、 誊ヲ 上リ、 屛居罪 ヲ待ッ ヲ稟シ 、且 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 ニ至ラ シ ム。…  

東 山道 鎭撫 總督岩 倉 具定 、 副 總督岩 倉 具經 京師 ヲ發ス C  
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復古 記 笫一册 H 次  一一 一力 

外國 事務 總督 東久世 通禧、 各國 公使 一一 移 害シ、 其 國人ノ  、兵器 船 艦ヲ、 德川慶 喜及ヒ 其臣屬 一一 販賫 貸與 

ス ルヲ f ホス o  …  究 0 

廿 二日 鎭 臺ヲ大 坂、 兵 庫 一一 置キ、 醍醐 忠順ヲ 參與兼 内 國 事務 掛 ト爲シ 、外國 事務 總督 伊達宗城 ト共 一一 、大 坂鎭 

撫臺ヲ 督シ、 外國 事務 總督 東久世 通禧ノ 軍事 參謀ラ 罷メ、 兵 庫鎭臺 ヲ督セ シム、 忠順 、內國 事務 掛ヲ 辭ス。 …… 六 九 一 

大宮御所 經營 課金、 一 一月 ヲ限リ テ之ヲ 出サシ ム。  六 九 一一 

松 平 直克ヲ 召ス。  -  …： ：  "  六 九 一一 

郡 出 藩ヲシ テ、 植松稚 言 等 五 人 ノ衞兵 ヲ出サ シム。  六 空 

德川茂 承、 書 ヲ上リ 、更 二 人 京 ノ命ラ 請ヒ、 且藩兵 ヲ以テ 東征 ノ 先鋒 ト爲サ ン コ トヲ 請フ、 之ヲ 聽ス。  六 九 一一 

松 平定 安、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 二 至 ラシ メ 、且 H 雪 旁 近 地 方檢査 ノ命 ヲ得ン コトヲ 請フ。  六 九 四 


松平慶 倫、 再 ヒ書ヲ 上リ、 備前藩 兵、 東上 ヲ止ム ルヲ 稟シ、 人 覲ノ朝 命ヲ得 ンコト ヲ請フ C  

忭澤邦 光、 美 濃 笠 松 ヲ收メ  、其 狀ヲ 上ル。  ：  

澤宣嘉 、長 門 ヨリ 至ル  ；  

備前藩 兵、 津 山城 二 至 リ 、其 向背 ヲ問フ 、松 平 慶倫及 ヒ 老臣 等、 奉 命 他 ナ キノ 證書ヲ 呈ス。  

德川慶 喜、 米國 公使 ノ 要求 二 應 シ 、討 薩表ヲ 贈ル。  

廿 三 □ 議定 嘉言 親王 二 內 國 事務 總督、 博經 親王 二 會計 事務 總督 ヲ兼ネ シ ム 〇 寺 島 宗刖、 町 m 久成、 ^氏 友 厚 

ラ參與 兼外國 事務 掛ト 爲シ、 宗刖ヲ 共 庫 -ー 、久成 ヲ長崎 -ー 派遣 ス 〇 木村貞 通 ヲ參與 刑法 事務 掛ト爲 ス- 

喑 殺ヲ嚴 禁ス。 … …… -  

^與會 計 事務 掛三岡 公正 ノ 建議 ヲ納レ 、公正 ヲ シ テ 紙幣 製造 ノ事 ヲ掌ラ シ ム。  

池 田慶德 ノ請ヲ 聽シ、 出 陰 1 公文 布 達 ノ事ヲ 專掌セ シ メ、 松 平定 安ノ 分管ヲ 罷ム。  

本赖寺 光澤 ノ請ラ 聽シ、 近畿 ノ 門徒 ヲ 募化セ シム。  

東 本麒寺 光^、 書 ヲ上リ 、滋野 井 公壽、 其 門徒 兵及ヒ 糧食 ヲ 徵求セ シ狀 ヲ稟ス 〇 光勝 二 命シ、 東海 北陸 

二. 1 官軍 ノ 糧食 ヲ 措辨セ シム。  さ 一 
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池 田 茂攻、 疾ヲ 以テ、 其 弟 政實ヲ シ テ松山 征討 ノ事 ヲ督セ シ メ シヲ 稟シ 、旦備 中、 美 作 諸 藩、 歸 順ノ狀 

及ヒ松 山藩ノ 老臣 熊 田 短芳自 PJ;  ノ事ヲ 奏ス。  

織 田 信 成、 鷲 尾 隆聚ノ 令 ヲ以テ 、兵 ヲ慈恩 寺 村 二 出スヲ 稟ス。  

伊東 長蘚、 京 二 至 ル〇 五島 盛德、 疾 ヲ謝シ 、老臣 ヲシ テ代 リテ京 ニ至ラ シ ム。  

東海道 鎮撫 總督橋 本 實粱、 四日 市 一一 至 ル 〇 松 平定 敎、 及 ヒ 老臣 等、 總督府 一一 至リ、 罪 ヲ謝ス 、命 シテ定 

敎 ラ 法 泉 寺 二 幽 シ 、龜山 藩 兵 ヲシテ 監守 セシ ム。  

山陰 道 鎭撫總 督西園 寺 公望、 宮津城 一一 至 ル 、其 老臣 等、 奉 命他ナ キ ノ 證書ヲ 呈ス。  

德川慶 喜、. ^給 乘謨ノ 陸軍 總裁ヲ 罷ム。  

廿四 a 成瀨正 肥、 竹 腰 正舊、 安藤 直裕、 水野忠 幹、 中 山信徵 ヲ藩屛 二列 ス。  

參與土 倉正彥 二  、軍務 掛ヲ兼 ネシ ム。  -  

特旨 ヲ以テ 、島津 忠義、 毛 利 敬 親 -ー 金 各 一 一 萬兩、 德川德 成、 淺野茂 長、 松 平 茂 §： 口、 山 2 豐範、 伊達 宗德 二 

各 一 萬 五 千兩ヲ 賜フ。  

綾小路 俊實ニ 命シ、 大原氏 二 復歸シ 、重 德ノ嗣 タラ シ ム。  

宇 和 島 藩 ノ 宜秋門 及 ヒ 御 旗守衞 ヲ 罷 メ  、阿波 藩 ヲ以テ 之 二 代フ。  

郡 山 藩 二 令シ、 東 山 基 敬 ノ衞兵 ヲ出サ シム。  

淸水谷 公考 ヲ召 シテ、 私 二 金 ヲ叙山 二 募 ルヲ主 貝 メ、： H 、罪 ヲ問ハ ス o  

島 津忠赣 ノ 請 ヲ 德 シ 、英國 ノ 醫生 ヲ 京 二 召 シ テ 、兵士  ノ 瘡痍 ラ治セ シム。  

織 田 長 易、 京-一至 ル。  

中 國四國 追討 總督四 條隆謌 、姬路 城 ヲ檢シ 、備前 藩ヲシ テ之ヲ 監守 セシ ム。  

長 門 藩 兵、 花 山 院家理 ノ 黨 ラ 馬 城 峰 一一 討テ之 ヲ平ケ 、旁 近 ノ 諸 藩 一一 移檄 シ テ 、其 逋逃者 ヲ逮 g セ ジム。 

德川慶 喜， 再 ヒ 榊 原 政 敬 ヲ シ テ 、東 叙 山 ヲ警守 セ シム。  

卷ニ 十五 
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廿 五日 澤宣嘉 ヲ參與 兼 九州 鎭撫總 督外國 事務 總督、 木 戶孝允 テ總裁 局 顧問 ト爲ス 〇 驚 尾 隆聚、 及ヒ 伊藤博文、 

林 通 顯ラ參 興 ト爲シ 、博 文 - 一外 國 事務 係、 通顯 一一 海陸 軍務 掛ヲ 兼ネ シム。  

苞苴 私謁ノ 禁ヲ嚴 ニス。  

黑田 齊溥、 鍋 島茂實 二 命シ、 舊ニ依 リテ、 長畸ヲ 警守セ シ ム。  

上 杉 齊憲、 南部 利剛、 佐 竹義堯 二 命 シ 、伊達 慶邦 ニ應援 シテ會 津ヲ討 タシム C  

分 部 光貞 ノ 請ヲ聽 シ 、在京 ノ兵ヲ 撤シテ 、專ラ 釵山旁 近 ヲ 警守 シ 、 小 泉 藩 兵 一一 八幡 山ノ 間道 ヲ 警守 セ 

シ ム 〇 因幡 藩 ヲシテ 、長 谷 信 篤 ノ衞兵 ヲ出サ シム。  

參與大 久保利 通. 遷都 ノ議ヲ 上 ル。  

!» 山 田 奉行 本多忠 貫、 伊勢 神せ 及ヒ 三別宮 遷宮 ノ經 費ヲ稟 請シ、 尋テ三 別 宮ノ費 ヲ獻セ ン コ トヲ請 フ( 

德川德 成、 柳 生 俊 益、 京 ニ至ル 〇 黑田 齊溥、 疾ヲ 謝シ、 其 子慶贊 ヲシテ 入覲セ シメ ン トス ルヲ 稟ス。 …： 

德川慶 喜、 江戶ノ 諸郭門 ラ開キ 、之 ヲ各國 書記官 二 報ス。  

各國 公使、 其國人 二 局外中立 ヲ 布告 ス。  

廿 六日 大村 純熙ニ 命シ、 九州 鎭撫 總督ト 謀リ、 長 畸ヲ警 守 セシム C  

高松實 村、 私 二 京師 ラ去リ 、兵 ヲ 5. 信ノ間 ニ募ル 、其ハ 乂保實 二 命 シテ、 之ヲ 召還 セシム C  

木 下 利恭、 京 二 至リ、 靑山 忠敏、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシ テ代 リテ京 一一 至ラ シ ム 〇 織 田 長 易、 大和 鎭臺ヲ 置 

ク ヲ以テ 、其 事 ニ從ハ ンコト ヲ 請フ。  

-; 1 橋 藩、 竊ュ 同志 ト 議シ、 德川慶 喜ヲシ テ 謝罪 セ シメ、 社稷 ヲ存セ ン ト謀ル 〇 松 平 K 永、 岩 倉 具視ノ g 

ヲ受 ケテ、 書 ヲ前橋 藩 二 致シ、 其 事ヲ陳 論ス。  

長 門 藩、 征討 總督ノ 令 ヲ以テ 、山陽 ノ兵 ヲ轉シ テ、 松 山 征討 ノ先 鋒タ ル ヲ稟ス C  

北陸 道 鎭撫總 督高倉 永祜、 小濱ニ 至ル、 城主 酒 井 忠氏ノ 老臣、 奉 命 他ナキ ノ 證書ヲ 呈ス。  

島津久 光， 檄ヲ 西 海道 諸 藩 二 傳 へ テ 、其方 向 ラ問フ 。  

德川慶 喜、 八ム議 所ヲ置 ヰ、 其 下-一 令シ テ各 所見 ラ陣シ 、家 攻ヲ 匡救 セ シム C  


卷ニ 十六 

廿 七日 太 政 官代ヲ 一 一條 城 二 移ス。  七 3 一一 

參與大 久保利 通ヲ、 總裁局 顧問 ト爲ス e  七 Si 一一 

大阪鎭 臺ヲ改 メ テ 裁判所 ト爲 シ 、醍醐 忠順 ザ 總督、 伊達宗城 ザ. 副總 督ト爲 ス 〇 宗城 一一 命 シ 、忠 順ノ隨 

從及ヒ 衞丘ハ ヲ出サ シム 〇 岸和田 藩 二 命シ、 大坂 市中 ヲ巡 警セ シム。  七 Si 一 一 

東征 ヲ議 スルヲ 以テ、 大將蓖 嘉彰親 王ヲ 召還 ス 〇 滋野 井公壽 ヲ 召ス。  お S 

東海、 東 山、 北陸 三 道 鎭撫使 及 ヒ淺野 茂 長 等 六 人 ユ命シ 、舊 幕府 領地 ノ 東海、 東 山、 北陸、 山陽、. E 陰、 南 

海-一 在ル者 ヲ檢シ 、其 人民 ヲ 安撫 シ 、圖錄 ヲ上 ラシ ム。  七盟 

諸 藩 ノ 九 門警衞 及 ヒ 征討 兵 ヲ シ テ 、菊 章 ノ旗 幕ラ用 ヒシ， 1 〇 諸侯 ノ 松 平氏 ヲ胃 稱ス ル者ハ 、其 本 氏 一一 

復セシ ム o  セ 2セ 

池 田茂攻 一一 令 シ 、其 沒收セ シ所ノ 舊 幕府 貢 米 ヲ、 大 坂-一 輸送 セシ ム。  お 七 

松 平慶倫 /請 ヲ聽 シ 、命シ テ入覲 セシメ  、又 之 ヲ 池 田 茂 政 二 詭ス。  S 

細 川慶順 一一 命シ、 姑ク紫 一一 仍テ、 豐後ノ 四 郡 及ヒ日 田、 天草 ヲ{ 寸衞セ シ ム。  お八 

毛 利 敬 親、 其 子廣封 ヲシテ 兵ヲ率 ヰテ命 ヲ闕下 ニ待シ ム ル ヲ稟ス O 敬 親、 上 害 シテ、 諸藩ノ 方-. 2 ヲ 一 

二 シ、 復古 ノ 基本 立テ、 而ル 後、 德 川氏ヲ 處置セ ン コ トヲ 建議 ス。  ：  お八 

德川慶 喜， 書ヲ 松永慶 永、 山 内 豊信等 二 致 シテ、 觯救ヲ 請フ、 麼永、 其 書ヲ上 ル。  S 

池 £ 茂攻、 松 平 武聰ノ 家臣 等、 大坂 ヨリ 敗 歸シ、 其 封 €： 金 岡 港 - 一至 ルヲ 以テ、 之ヲ 拘留 ス ルヲ 棄ス。  ^一 

出 雪 藩 兵、 京 二 至 ル 〇 伊東 長 蘇、 兵 ヲ姬路 二 出スヲ 稟ス。  主 一 

東 山道 總督岩 倉 具定、 近 江 三 上 ヲ收メ 、加 藤明實 ヲシテ 其地ラ 管理 セ シ ム。  ^一一 

中 國四國 征討 總督四 條隆謌 、大坂 二 歸 ル。  室 一一 

土 佐 藩 丘ハ、 伊豫 松 山城 ヲ徇へ テ之ヲ 下ス。  セき 

廿八曰 百官 ラ會 シテ、 東征 ノ議ヲ 決ス。  0 

復古 記 笫ー册 ：= 次  一」 一九 
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參與 井上馨 ヲ外國 事務 掛ト 爲シ、 九州 鎭撫使 ニ屬セ シ ム。…  

毛 利 敬 親 二 命シ、 姑 ク豐石 占有 ノ地 ヲ管セ シ ム。  

大 將 軍嘉彰 親王、 大坂 ヨリ 凱旋 シ 、錦旗 節 刀 ヲ上リ 、其狀 ヲ 奏ス。  

松 平定 安、 其 管地隱 岐國租 稅貢納 ノ 方ヲ菜 fi ス 、命 シ テ 、金 ハ 會計 裁判所 二 入レ、 穀ハ大 坂 ュ輸サ シム。 ： 

池 田 茂攻、 米 五千苞 ヲ獻セ ン ト請フ 、之ヲ 聽ス。  

山 名義 濟ノ請 ヲ聽シ 、命 シテ 入觐セ シ ム。  -  …- 

長 門 藩 ノ請ヲ 聽シ、 時々 丘 ハヲニ 條河東 一一 操シ 、且 新選 組ノ 兵器、 東 木 願 寺 ニ在ル 物？ パ乂 附ス。  

伊達宗城 ノ請ヲ 聽シ、 大坂ノ 舊 奉行 邸 及 ヒ桑名 邸ヲ貸 與ス。  

松 平武聰 * 再 ヒ甞ヲ 上リ、 其 臣隸ノ 伏：^  ノ事 二 與ルラ 以テ、 屏居罪 ラ待ッ ラ稟シ 、其 情ヲ陳 疏ス。  

酒 井 忠義、 疾ヲ 以テ、 再 ヒ從軍 遲延ヲ 謝ス。  

|ai 井忠 享， ノ 老臣、 書 ヲ上リ 、屮 s 享. ノ父忠 績ヲ 上京 セ シ メ、 且 藩化ハ ヲ出シ テ 謝罪 ノ實効 ヲ表セ ン コ ト ヲ請フ 

柳澤保 申、 再 ヒ京ニ 罜ル。  -  

東海道 鎭撫總 督橋本 實粱、 桑 名 城 ヲ收メ  、尾 張、 津ー 一藩 ヲ シ テ之 ヲ管セ シ ム 、  

廿 九日 吉井德 春 ヲ 、 參與兼 海陸 軍務 掛 ト爲ス  

福 知 山、 出 石、 龍 野 三 藩 一一 命シ、 假 一一 舊 幕府 領地 ノ 其 封 內旁近 一一 在ルモ ノラ 管 セシム 、尊 テ福知 山、 出 

石、 一 一 藩チ 罷ム：  

肥 後、 筑前、 島 原 三 藩 二 命シ、 花山院 家现ノ 餘黨ヲ 追柿セ シム。  

會計 事務 總督中 御門 經 \ー 、淺野 茂勳、 京 坂ノ 豪商 ヲ召シ 、度 まノ 事-一服 セ シ ム ル ラ讒シ 、且 紙^ 準備金 

三百 萬兩ヲ 課ス：  

東海、 東 山 一 一道 鎭撫使 二 令シ、 橫濱 居留 ノ外國 人 ト釁隙 ラ開ク コ ト勿ラ シム。  

池 S 茂 政、 再ヒ 松. E 降伏 ノ狀、 及 ヒ其藩 情 ヲ陣シ * 且 措置 ノ 目ヲ稟 請ス C  

島津 忠義、 日 W  、長 崎 地方 鎮定-一 ョ リ、 藩 兵 ヲ撒ス ル ヲ稟ス 〇 靑山忠 敏、. E 陰 道鎭撫 使所屬 ノ丘ハ ヲ罷ム 


朔  是 


-f-t-t--f-tr-fc--fc--trH3--f  -b-  -tr  -tr         七  -tr 

八 八 七ん-七 七 ~tr  -t セ" t  -t         -tr        -t  -t 

QG 九九 八 七 "tr 六 六 五  ~ -        ―        CD 九 


ル ヲー梁 ス。  

德川慶 喜、 再 ヒ 書 ヲ松平 慶永等 二 致 シ 、退 隱ノ意 ヲ陳 シ 、救 觯ヲ請 フ 、松 平慶 永、 其 書ヲ上 ル。  

松 平定 安、 京 二 至 リ 、大村 純熙、 京 ヲ辭シ テ長畸 二 赴 ク 〇 本莊道 美、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシ テ代リ テ京 二 

至 ラシ メ、 三宅康 保、 疾ヲ 謝シ、 上京 ノ 延期 ヲ 請フ。  

德川慶 勝、 使ヲ參 遠駿信 S- 野七國 二 遣シ 、 諸 藩 以下 ノ 向背 ヲ 問ヒ、 其 老臣 ヲ名古 星 一一 來會セ シ ム 〇 松 

平 乘秩ノ 老臣、 連署 シ テ 勤王 ノ 證書ヲ 致ス。  

德川慶 喜、 榊 原 政敬ラ 5. 府 城代 ト 爲ス。  

月 酒 井 忠經、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシ テ代 リテ京 二 至 ラシ ム。  

卷ニ 十七 

一 一  月 

日 大和 鎭臺ヲ 廢シ、 久我 通久ラ 大和 鎭撫 總督 兼内國 事務 掛ト 爲ス 〇 内國 顧問 木 戶孝 允一 一 、外國 事務 掛ヲ 

兼ネ シメ大 坂 二 派遣 ス。  

再ヒ， 松 平 慶倫ヲ 京師 二 召ス。  

渡 逡章綱 ヲ シテ、 和 泉 海岸 ノ 警守 ヲ撒セ シム。  

土 御門 晴雄ノ 請 ヲ許シ 、江 戶ノ 天文 方 ヲ 京都 二 移シ、 1  曰 法 授時ノ 事 ヲ管セ シ ム。  

佐 竹 義堯ノ 老臣 京師 ニ在ル 者、 書ヲ上 リテ、 本 藩 ノ討會 應援ノ 事ラ申 稟ス、 令シ テ、 再 命 ヲ俟タ シム。 ： 

日 置 忠尙、 再 ヒ 神 戶爭鬪 ノ事 ヲ上陳 ス。  

池 田 慶德、 支族 ノ江戶 一一 在ル 者ヲシ テ、 カラ 王事 ニ効サ ン コ トヲ 請フ。  

閼長克 、兵 ヲ出シ テ、 備中巡 撫ノ備 前 藩 兵 ニ屬セ シムル ヲ 稟ス。  

丹 羽 氏 中、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 二 至 ラシ ムルヲ 稟ス？  

東 山道 鎮撫 總督岩 倉 具定、 大垣 二 至ル。  

池 田 慶德、 使 ヲ出雲 一一 遣 シ 、松 平定 安 ノ 向背 ヲ問フ 、留守 ノ 老臣 等、 奉 命 貳ナ キ ノ 證書 ラ致ス 〇 山陰 道 

復古 記 第一 册 n 次  四 1 
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鎭撫總 督西園 寺 公望 鳥 取 城 二 至ル、 定安ノ 子 直應、 勤王 ノ誓 書ヲ 呈ス。  ；  

小 笠 原 長國、 老臣 ヲ長畸 會議所 二 遣リ、 其 子 長 行 罪 ヲ犯ス ヲ以テ 、之 ヲ廢シ 、立 功 自贖セ ン コ トヲ 請フハ 

德川慶 喜、 阿部 正 靜ヲ陸 奧白河 二 移 封 シ、 棚 倉 城 ヲ管セ シム。  

松平慶 永、 書ヲ德 川慶喜 一一 致シ、 速-一 謝罪 ノ意ヲ 表シ、 朝 命 ヲ待タ ン コ トヲ 勸ム。  

太田資 美、 慶喜ノ 命 ヲ以テ 、駿府 城 ヲ守リ 、疾ヲ 稱シテ 、朝 召 ヲ辭ス 〇 慶喜 謝罪 ノ狀ラ 聞キ、 從 兵ヲ留 

メ テ其邑 二 歸ル。  

日 近衞 忠^ ヲ 神祇 事務 總督、 鷹 司 輔熙ラ 制度 寮 事務 總督、 小 松 淸廉ヲ 總裁局 顧問 ト爲シ 、 顧問 參與 大久 

保 利通ノ 顧問 ヲ 罷ム。  -  

兵 庫鎭臺 ヲ 改メテ 裁判所 ト爲シ 、東久 世通禧 ヲ 總督ト 爲 ス 〇 長 崎 裁判所 ヲ置キ 、九州 鎭 撫總督 澤宣嘉 

二  、其 總督 ヲ兼ネ シム。  

池 田 茂 攻及ヒ 日 置忠尙 一一 命シ、 外人 ト神 戶驛 一一 爭鬪セ シ 隊長 ヲ兵庫 -ー 押送 シ テ自^ セシメ 且、 忠尙 二 

聰ヲ ま。  

備前藩 兵 ノ西ノ 宮警守 ヲ 罷 メ  、久留 米 藩 兵 ヲ以テ 之 二 代 フ 〇 郡 山藩ノ 西洞院 信愛 ノ 衞兵 ヲ 罷 メ  、愛宕 

通 旭 ノ衞兵 ト爲ス o 備前 藩兵ヲ 京師 二 徵ス。  

大 村純熙 二 申 命 シ 、 長 綺警守 ノ事ハ 、裁判所 總督ノ 指揮 ヲ受ケ シム。  

橋 本 閼門警 守 ノ 加賀藩 兵、 外 國人經 過 措置 ノ 事ヲ稟 請ス。  

三 浦弘次 ノ 家臣、 弘次、 藩 兵 ヲ發シ 、美 作 駐在 ノ備前 藩 兵 ーマ屬 スルヲ 稟ス。  

鍋 島 茂實、 其 父齊正 二 代 リテ京 二 至ル。  ： 

松 平 喜德、 書 ヲ上杉 齊憲ニ 致シ、 其 父 容保ヲ 救胖セ ン コトヲ 請フ。  

日 天皇、 太 攻官代 二 臨ミ、 親 征及ヒ 大總督 ラ置ク ノ義ヲ 定メ、 列藩 二 詔 シテ、 軍備 ヲ爲サ シム。  

職制 ヲ更 定シ、 七 科 ヲ改メ テ總裁 局及ヒ 神祇、 €： 國、 外國、 軍 防、 會計、 刑法、 制度 ノ七 局ト 爲ス。  

議定 中山忠 能、 正 親酊三 條實愛 一一 輔弼 ヲ兼ネ 、參與 萬 里 小路 博 房 一一 、制度 事務局 輔 ヲ兼ネ シ ム "  


復 古 記 

凡 例 

此誊、 慶應 三年 丁 卯 十月 十四日 德川氏 ノ政權 奉還 二 起リ、 明治 元年 戊辰 十月 一 一十 八日 東征 大總 督ノ 解任 二 終ル、 分テ 若干 卷 

ト爲シ 、題シ テ復 古記 ト曰フ 、別 二 外 記 若干 卷ヲ 附シ、 以テ 征討 ノ顚末 ヲ詳ニ ス。 

比 書、 日 ヲ以テ 月-一 繋ケ、 月 ヲ以テ 年-一 繫ケ、 毎條其 要ヲ揭 ケテ綱 ト爲シ 、原文 ヲ錄シ テ目ト 爲ス、 耍其實 ラ失ハ サ ル 二 在リ、 

故 二 原文 ハ、 敢テ 一 字ヲ 加損セ ス C 

復古 ノ際、 典 章 未 タ備 ラス、 繼ニ 兵 革 ヲ以 テス、 朝廷 ノ 記載、 徵スル 二足 モノ ナシ、 間 マ 三 職 ノ手錄 ァリト 雖モ、 大 率 斷簡零 

紙 二 係ル、 其 餘ハ僅 一一 言糧之 記、 非驟人 日記 ァ ルノミ 、戊辰 一 ： 巧、 始テ 太政宫 曰 誌、 職務 淮. 退錄ァ リ、 三月 二 至リ、 官中 日記 

ァリ、 故 ヲ以テ 一 一月 以前 ハ、 諸 藩 記、 華族 家 記ヲ扱 拾シ、 僅-一 其 梗槪ヲ 知 ルヲ得 タリ、 一 J 雜!^ 今 綠?^ 爾後 百官 履歷 表、 鎭 

. 將府 日誌、 鎭臺 日誌、 諸道 總督 記、 北征 日誌、 外務省 記、 各人 ノ 私記 等ヲ參 用ス" 皆 其 出處ラ 註シ、 事實 ノ疑ハ シキ ハ、 之ヲ本 

人 二 質 シ 、或 ハ考按 ヲ附ス 、月日 異同 ァ ル ハ 、其 S 先 ナル^  二 從ヒ、 日 ヲ闕ク ハ 月末-一 收ム。 

凡ソ 官職 任罷、 太 政官ハ 、袅與 以上、 諸 宫ハ長 次官、 府縣ハ 長官 ヲ限ル 、但 事故 ァ ル モノ、 及ヒ閏 四月 改正 以前、 辨事 判事 等、 參 

與ノ 兼任 一一 係ル ハ、 此限 一一 在 ラス。 

凡ソ 官職 ヲ解 ク、 辭否ヲ ^ハ ス、 槪シ テ罷ト 書ス、 其 事 ニ坐ス ル者ハ 、冤ト 書ス。 

薨卒 ハ、 親王 及ヒ 在官 ノ  n  5  、 ヲ限ル 、餘ハ 皆略ス 、勅使 臨 弔、 贈位 恩典 等 ノ事 アル ハ、 此限ニ 在 ラス。 

人名 始テ 見 ュ ル 、其 貫 籍ヲ註 ス、 諸侯 ハ藩 名ヲ 註ス、 辦郝ま  1| 潘ノ贿 ^翻 リ 類 力- 人名 ハ槪シ テ 名 ラ 書 シ 、其 詳ナ ラサル ハ某ト 街 

シ、 通 稱ハ其 下 一一 註ス。 

復古 記 凡例  一 


復古 記 凡例  二 

宫、 堂上、 諸侯 等 ノ通稱 ナキ^ ハ、 宮號 若クハ iR 名ヲ 塡ス、 ||  IKJ 、姓氏 ハ 必ス氏 ヲ書シ 、氏名 皆當 時ノ稱 ^フ、 後 ニ改ム 

ル *； ハ 、其 初稱 ヲ註ス 、伹 諸侯 ノ 松 平氏 ヲ冒 スル、 極テ 混淆 シ 易 シ 、故-一 槪 シ テ 木 氏 ニ從ヒ 、之ヲ 註記 ス C 

宫、 堂上、 ト曰ヒ 、親王、 公卿 ト曰フ 、指 ス所少 異ァリ 、故 二 其 原文 一一 從ヒ、 敢テ 彼此 ヲ 混合 セ ス。 

凡ソ 幕府 ヲ書ス ル、 丁 卯 十 一 一月 九； n 以後 ハ 、舊ノ 字 ヲ加フ C 

取締 、取扱、 某掛、 某 心得、 某 加勢、 某 口 總督、 某改 所、 其會 所、 永預、 永 m 居、 謹愼、 差控、 閉門、 石高、 現 石、 本山、 本 寺、 後 判 物 

等ノ 字、 稚 馴ナラ ス、 然レト モ其 名詞 一一 係ルヲ 以テ、 敢テ 改易 セ ス。 
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慶應三 丁 卯 十月 十四日 二 起 リニ 十日 ニ至ル 

き慶應 三年 

今上 踐阼ノ 際、 幕府 委靡振 ハ ス 、海内 多事 、物情騒然、 大將軍 德川慶 喜. 兵 庫 開港 ヲ强 請ス ル 一一 及テ. 輿論 大 二 起 ル 、松 平" as 

永、 山内豐 信、 伊達宗城、 島津久 光、 建議 シ テ、 開港 ノ議ヲ 後 二 シ、 毛 利 敬 親父 子 |^^子ヲノ%カ罪レ ヲ、 獲ノ處 分ラ先 二 セン コト 

ヲ爭フ 、池 田 慶德、 池 田 茂 攻等ハ 、慶 喜ノ 反省 自新ヲ 規諫ス 、言 皆 用ヒラ レ ス、 是時 一一 當テ、 紀伊、 會津、 桑 名 及譜第 諸藩ハ 、 

專ラ讜 議ヲ制 遏シ、 幕 烕ヲ振 張 セン コトヲ 計ル、 而シ テ 在廷ノ 大臣、 大率 時勢 ヲ觀 望シ、 能ク氣 カヲ出 シテ、 國家ノ 大事 

ニ任ス ル者 ナシ、 旣 二 シ テ、 朝 命、 幕府 ヲシ テ敬 親等 ヲ寬典 一一 處セ シ ム、 幕府、 乃 チ其支 封 主 及 老臣 ヲ大坂 二 召ス、 川.； 

リ 是 一一 於 テ 、薩摩 藩士  ノ 京師-一 在ル モノ  、密 一一 敬 親 及 ヒ 一 一 一條 實美 ま舰 まむ 、等 二 諜 シ 、薩、 藝 ノ兵ヲ 合 シ 、機 二 投シテ 

共 二 大阪 一一 至リ、 以テ更 革 ノ事ヲ 謀 ラン トス、 就 5^、 是 ヨリ 先、 實美、 密使 ヲ 京師 二 遣リ、 岩 倉 具視ト 中興 ノ策ヲ 畫ス、 

時 二 具 視戾ヲ 獲テ屛 居ス、 乃 チ竊ニ 前 大納言 中山忠 能、 中 納言中 御門 經之 -1 說キ 、内議 n- 贊成ス 、議奏 前 大納言 正 親 町 三 

條實愛 モ亦其 謀 一一 與ル、 十月 十三 日、 忠能 等、 密旨ヲ 承ケ、 敬 親父 子ノ 譴責 ヲ解キ 、ト 四日、 遂 一一 密詔 ヲ薩、 長 一 一藩 一一 下シ、 

幕府 ラ討セ シ ム、 稱 己 『會マ 豐信、 書 ヲ慶喜 二 致シ、 攻權ヲ  一 二 シ、 國體 ヲ定メ ン コトヲ 勸ム" 慶 喜乃チ 加賀、 薩摩以 

ド3卜 蕃.^ 前田慶 寧、 島 津茂久 、伊達 慶邦、 德川德 成、 德川茂 承、 細川慶 W 、黑田 齊溥、 淺野茂 長、 鍋 島 茂實、 池 田 慶德、 藤 堂 高猷、 松 平 茂 

. ^  :i  _  -眧， 池 田 茂 政、 蜂須賀 齊裕、 山 内 豐範、 有 馬 慶賴、 佐 竹義堯 、南部 利剛、 井伊 直憲、 松 平定 安、 上 杉 齊憲、 松 平 直克、 柳澤保 申、 洒 

s^lw^-SEJi^l 定^ 松 it 賴， 聰、 立 花 鑑寬、 阿部 正方、 丹 羽 長國、 奧平昌 服、 松 平 慶偷、 前 田 利 ヲー 一条 成 -1 きシ、 攻 f S ー于 

鬯 伊達 宗德 津輕承 IT 前 田 利 同 松 平 忠誠 戶田氏 共、 眞田幸 民、 溝 口 直 正 等 家臣 〇 有 馬 賴咸家 記 ラー ー倌^ ー會 ぁ栩寿 s ぉノ 

奏案ヲ 示 ス.^ 奸 S 、薩、 藝、 備、 土等ノ 藩士、 力 ヲ極テ 之ラ慫 思ス、 是日、 慶喜 表ヲ 上ルト 云フ。 §內、？3 

『 "  1^3  11=1" 

復古 記 卷ー 慶應ー 一一 年 十月 十四日  一 


復古 記 卷ー 慶應 三年 十月 十 一一 

〇 十月 

十四日、 征夷 大將軍 正 一 一 位內 大臣 兼 右近 衞大將 德川慶 喜、 上表 シ テ 、政 權ヲ 奉還 セント 請フ。 

臣慶 喜謹テ 皇國時 蓮 之 沿革 ヲ考候 一一 、昔 王 綱 紐 ヲ解キ 、相 家 權ヲ執 リ.， 保 平 之亂、 政權 武門 一一 移テ ョ リ 、祖宗 - 一至 リ、 更 

二 寵眷ヲ 蒙リ， 一 ー百餘 年. 子孫 相受、 臣其 職ヲ奉 スト 雖モ、 政刑當 ヲ失フ コト 不少、 今日 之 形勢 一一 至候モ 、畢竟 豫德之 所 致、 

不堪 慙權诶 、况 ャ當今 外國之 交際 日 一一 盛ナ ル 一一 ヨリ、 愈 朝權 一 途 一一 出不 申候而 者、 綱紀 難 立 候 間、 從來之 舊習ヲ 改メ、 攻 

權ヲ 朝廷 一一 奉歸、 廣. ク 天下ノ 公議 ヲ盡 シ、 聖斷ヲ 仰キ、 同心 協力、 共 -ー 皇國ヲ 保護 仕 候 得ハ、 必ス 海外 萬 國ト可 並立 

候、 臣慶 喜國家 二 所盡、 是 二 不過 ト奉存 候、 乍 去、 猶見込 之 儀 モ有之 候 得考、 可 申 聞 旨、 諸 候 へ 相 達 置 候、 依 之、 此 段謹テ 奏聞 

仕 候、 以上 詢。 

卜 3 卜 四日  慶  喜 

二 條攝政 記 

德川慶 喜 K 記 

〇 十三 日 慶喜諸 藩 一一 示ス書 

我 皇國 時運 ノ 沿革 ヲ觀 ルー 一、 昔 王 綱 紐 ヲ解キ 、相 家權ヲ 執リ、 保 平 ノ亂、 政權 武門 一一 移テ ヨリ、 我 祖宗 一一 至リ、 更ニ 寵 

眷ヲ 蒙リ、 二百 餘年、 子孫 相受、 我 其 職 ヲ奉ス ト雖モ 、政 刑 常 ヲ失フ 不少、 今日 ノ 形勢 二 至 リ候モ 、畢竟 薄 德ノ所 致、 不堪 慙 

暧^、 况ャ、 當今 外國ノ 交際 日 二 盛ナル 二 ヨリ、 愈 朝權 一途-一 不出候 テハ、 綱紀 難 立 候 間、 從來之 舊習ラ 改メ、 政權ヲ 朝 

廷ニ 歸シ、 廣ク 天下 ノ 公議 ヲ 盡シ、 聖斷ヲ 仰キ、 同心 協力、 共-一 皇國チ 保護 セ ハ、 必 海外 萬 國ト可 並立、 我 國家ニ 所盡不 

過 之 候、 乍 去、 猶 見込 之 儀 モ有之 候 者、 聊 忌諱 ヲ不憚 可 申 聞 候" 船旧晴 

〇 同日 老中 副書 

今般 上意 之趣ハ 、當今 宇内 之 形勢 ヲ御 洞察 被 遊 候處、 外國 交通 之 道 盛 -ー 開 - 一至 リ、 御 攻權ー 一途 -ー 相 分候而 者、 皇國之 御 綱 


紀難相 立 一一 付、 永久 之 治安 ヲ被爲 計 候 遠大 之 御 深慮 ョ リ被 仰 出候儳 一一 而、 誠 以奉感 佩 候、 殊 一一 從^ 之 御 過失 ヲ御 一 身 二 

御 引受、 御薄德 ヲ被爲 表， 御 政權ヲ 朝廷 へ 御 歸被遊 候 御文 言 等、 臣子之 身分 ヨリ 奉伺 候 得 者、 何共 以奉恐 入、 涕泣之 至 候、 

就而 者、 此上 益以御 武備 御充實 相成不 申候而 者、 诀而不 相 成 儀 - 一 付、 各 二 於テ 聊氣弛 無 之， 前文 之 御 趣意 相 貫、 御 武備 相 張 

候 様、 一際 奮發 忠勤、 精々 可 被 申 合 候。 | 川 Isr?! 

〇| 春嶽 私記 二  、板 倉 勝 靜本月 十日 ノ書ヲ 載ス、 云、 松 平容堂 ヨリ 家來 後藤 象ニ郞 出京 爲致、 去ル 四日、 別紙 寫之通 建白書 

§1」 一 差 出、 卽今 切迫 之 形勢 故、 寸刻 モ早ク 御 採用 之 有無 相 伺度ト 切迫-一 申 聞 候 得 共、 當今、 御國内 人， 氣 形勢 ヲモ 熟考 致 候 

得 者、 當節之 御成 行 二 而、 必定 平 穩トノ 見 据モ無 之、 容堂之 論至當 一一 モ可有 之、 乍 去、 ロハ々 御實 行之處 如何 モノ 力、 御國體 一 

變ト ハ 重大 之 事件、 此上 モナ キ儀、 伹御實 行 之 利害得失 如何 ト、 深 焦心 苦慮 之 至 一一 御 坐 候、 素 ヨリ 天朝 御 尊崇 皇國ラ 御 

維持 被 遊 候 思 召 - 一而、 御相續 以来 モ、 日々 夜々 御 苦心 被 遊 候 御 儀-一 御座 候、 然處、 一 朝 王政-一 被復、 皇國必 平穩上 《、被 

安 宸襟、 下 萬 民 安堵、 萬 歳 ヲ唱候 様相 成 儀 等 二 候ハ 、、上 一一 者 御 職掌 者 如何 相 成 候 トモ、 王政復古 モ御 本意 ト ノ 公明 正 

大之 尊慮 -ー 被爲在 候、 何分 先 之 見据無 之、 容易 -ー 御诀著 モ被遊 兼 • 衆議 ヲ被盡 候 思 召 -ー 御座 候、 侬而、 責君之 御 見込 モ 十分 

御 承知 被 遊 度、 從拙子 申 上 候 様 被 仰 付。 g ぺ、 

十月 十日  伊賀  守 

大蔵 大輔樣 

再 白 1^、 不遠長 州 家老 モ上 坂、 三 條始五 人モ上 坂、 其 中へ 英 公使 モ上坂 ナトノ 薄々 噂モ有 之、 百事 輻湊、 殆 困難 ヲ 極メ、 

痛心 之 至 御 坐 候、^ ザ 

十三 日 答 書 二 云、 1^、 衩、 上 二 ハ 王政 -ー 被復、 皇國必 平穩上 ハ 被 安 宸襟、 下 萬 民 萬 歳 ヲ唱候 様相 成 候 儀 候 得 者、 御 職 

掌 ハ 如何 相 成 候 ト モ 、 王政復古 モ 御 本意 ト ノ 公明正大 之 尊慮 一一 被 爲在候 得 共、 先 々 之 御見据 無之而 、ノ  、 容易 -1 御诀著 モ 

復古 記 卷ー 慶應 三年 十月 十四日  =ー 


復古 記 卷ー 慶應 一一 一年 十月 十四日  四 

被 遊 兼、 衆議 ヲ被盡 候 思 召 之 程、 乍 恐 難 有 奉感佩 候、 右 二 付、 鄙 意 言上 候 様 被 仰 下奉畏 候、 此件 -ー 付而 ハ 、咋日 之呈書 -ー モ粗 

陳述 仕 候 通 -1 而、 私-一 於 而ハ更 二 ^ 込 モ付兼 候 事 -ー 御 坐 候、 畢竟 王政復古 ト申 儀、 近年 通議 -ー テ尤之 様 -1 ハ 相 聞 候 得 共、 

數 百年 前 ノ舊制 二 テ、 御體裁 之所モ 一 向-一 相 心得 不申、 郡縣 封建 之 差別 ヲ始、 國體 時勢 之 變遷モ 亦、 霄壞之 懸隔-一 相 成 候 事 

故、 一 一 百 餘年來 、開闢 以後 地球上 無比 之 太平 ヲ唱候 御 盛業、 實近之 轍 跡 ヲ履マ ス シテ、 茫乎タ ル 王家 之舊 制-一 相復候 儀ハ、 

局 量 淺議之 私 輩 - 一而 ハ、 更 -1 根柢 モ相 立不 申、 不及 了見 儀ト、 素 ヨリ 相 诀候事 候 得 者、 容堂之 書面 一 應 1 ー應- 一而、 中々 淵 底 

致 兼 候 得 者、 御 採用 相 成候而 モ 可 然儀ト ハ 難 申 上 候、 議論 之； 止大 ハ 如何 -ー モ 如 被 仰 越、 御實踐 一一 於 テ聢ト 御手 覺不 被爲在 

儀 ハ 御 採用 難 相 成 ハ 御 當然之 御儀ト 、御 同意 至極 奉存 候、 乍 併、 是 ハ 王 攻之御 制度 不案內 -ー 而、 目途 付 兼 候、 固陋^ 力 之 

偏見 上 ョ リ中上 候 事 一一 而、 诀而 完全 具備 之 定見 二 ハ 無 之 候 得&、 申 上 腠迄モ 無 御 坐 候 得 共、 如此 斷然ト シ テ及 建議 候 程 之 

容堂 之^ 込通リ 、 朝野 之 人心 二 モ 、時運 之體態 二 モ 、至 常 之 事理 -ー サ へ 有 之 候 得 ハ、 速-一 御 信隨御 採用 之 思 召 テ以、 懇々 

篤々 御 垂問御 坐 候而、 申 上 候 次第、 實 -ー 至當 至善 之 全 策 -ー 而、 御 信用 -ー 相 成 候 得 尸 、急 度 治平 之 御 見込 御 一 定 -ー モ被爲 在 候 

ハ 、 、御 公平 一一 其 議ニ御 隨ヒ、 御 變革可 被遊ハ 勿論 之義 ト奉存 候、 其 節 一一 方リ、 固執 ノ 私議 申立 候 所存 ハ元 ヨリ 無 之 候、 此 

上 ハ 何卒 容堂 使節 之 情意 貫徹、 遣憾 無之處 マ テ 、御虛 懷ヲ以 御下問 二 相 成 候様竊 一一 奉 仰望 候 。|な、 

十月 十三 日 第五 字  慶  永 

板 倉 伊賀 守 様 

又 云、 十 一 月 九日、 土 藩 福 岡 藤治來 話、 建白 板 倉 伊賀 守殴 へ 持 出 候處、 趣意 ハ 至極 尤 候へ トモ、 重大 ノ 事件 故、 

急 二 御 採用 ト 申 儀 ハ 、左様 一一 速 二 御诀評 ハ六ケ 敷 トノ答 一一 有 之 一一 付、 猶迫 テ 相 伺候 處、 御 採用 一一 モ 可 相 成 御 模様 ナカラ、 瞹 

昧 -1 有 之 s、 卒然 ト諸藩 t ヲ被 召、 御 英斷ノ 被 仰 出 一一 テ、 土 州 杯 一一 テ モ 意表 一一 出、 致 愕然 候事ノ 由、 扠御直 聞 モ可被 成下ト 

ノ御 事故 、藤 藩 小松帶 刀、 藝藩辻 將曹、 土 藩 後藤 象 一 一郎、 福 岡 藤 治 等、 同志 ノ 事故、 一 所 一一 拜謁相 願 ヒ候テ 及 言上 候ハ 、如斯 

御 盛 意、 片時 モ早ク 朝野 二 貫徹 不仕候 ハテハ 不相濟 事 候へ ハ * 明日 ハ早々 御參 内-一 テ 御 奏聞 二相 成、 又 御英斷 ニテ、 諸 


藩士 ノ 建議 モ御聽 上ケ、 共-一 御 奏聞 一一 相 成 候 様 仰望 仕 候 段 申 上 候處、 奏閬ハ 奏聞、 御下問 ハ 御下問 一一 テ、 別段 ノ事 也、 

參內 早速 ノ義モ 御 承知 -ーハ 候へ ト モ、 明後日 ナラテ ハ 御手 順 御 出 來難相 成トノ 上意 候 へ トモ、 唯 一刻 モ早ク 御實跡 一一 被 施 

候樣 仕度 ト 、斷テ 言上 候處、 明後日 ノ 處 ハ 急 度 無 相違 候 間、 其處 ハ 致 安心 候 様 ト ノ 御意 一一 テ、 退坐ノ 上、 猶又 伊賀 守 殿 へ 同 

樣 申立、 明日 御參 内 ノ義相 願 候處、 諸 藩へ 御下問 ノ義ハ 、子細 モ無之 事 候へ トモ、 明日 ノ御參 內ト申 テハ、 御所へ ノ御 

伺等ノ 御手 續相 濟不 申、 別テ此 度ノ事 杯ハ、 朝廷 一一 テ 御 聞 恐チ被 遊、 容易 一一 運 ヒ付キ 申 間 敷 候へ ハ、 明日 ハ衩 置、 明 後 

日 モ無覺 束、 先達 テ 開港 之 義サへ モ、 御 迫 リ被成 候ト申 世評 モ有之 次第、 況テ 此度ハ 御身 上ノ御 儀-一 モ 候へ ハ、 朝廷へ 御 

迫 リ被成 候 様-一 テハ 不相濟 、夫 故 中々 御聽入 モ六ケ 敷トノ 御應對 故、 左候ハ 、 、先 ッ攝 政樣ノ 御手 元ヲ、 何モ ヨリ 內調可 仕 

哉 ト申試 候 へ ト モ 、左様 一一 モ御 诀シ無 之、 猶 再三 ノ御應 接 一一 テ 、漸ク 約 ル處、 明後日 御參 内 トノ被 仰 出 -ー 相 成 候、 夫 ヨリ 

殿下 御手 元 ノ義モ 、永 井 殿內意 一一 テ致 周旋 候 樣申來 一一 付、 何モ 殿下へ 伺候 ノ處、 中々 御聽受 無 之 候へ トモ、 如此 一 大機會 得 

失 ノ 境 ト相成 候 事故、 犯 上 ノ 罪責 ハ何モ へ 引受、 大亂 目前 ノ 趣 ヲ以御 迫 リ 申 上、 漸 ク御聞 入 一一 相 成 候 事 ノ 由。 

〇| 三日 山內 豐信慶 喜 一一 致ス書 

誠惶誠 恐謹テ 建言 仕 候、 天下 憂世 ノ士、 口 ヲ噤シ テ敢テ 不言-一至 リ候ハ 、誠-一 可 懼ノ時 一一 候、 朝廷 、幕府、 公卿、 諸侯 旨 趣 

相違 フ ノ狀ァ ル 二 似 タリ、 誠 一一 可 懼ノ事 二 候、 此ー ー懼ハ 我ノ 大患 一一 シテ、 彼 ノ策於 是乎成 矣ト可 謂 候、 如此 事態-一 陷リ 候ハ、 

其 責任 竟 誰-一可 歸ャ、 併シ 旣往ノ 是非 曲直 ヲ喋々 辦難ス トモ 何ノ益 カァラ ン、 唯願ク 、ノ 大 活眼 大英斷 ヲ以テ 、天下 萬民ト 

共 一一 同心 協力 公明正大 ノ 道理 二 歸シ、 萬 世 二 亘テ 不愧、 萬國 ニ臨ン テ恥サ ルノ 大根 柢ヲ 建テサ ルへ カラス 、此旨 趣、 前 月 上 

京ノ砌 一一 モ追々 建言 仕 候 心得 一一 御 坐 候 へ ト モ 、何分 阻隔 ノ筋 ノミ有 之、 其 内不圖 モ舊疾 再發仕 * 不得止 歸國仕 候 以來、 起居 

動作 ト雖モ 不隨意 ノ事ニ 成 リ至リ 、再 上 ノ 儀、 暫時 相 調 不申候 、ノ  、誠 二 遺憾 ノ 次第 -ー テ、 只管 此事 ノ  £ 日夜 焦心 苦 思 仕罷在 

候、 K テ 愚存ノ 趣、 一 一 一家 來共 ヲ以テ 言上 仕 候、 唯 幾重-一 モ 公明正大 ノ 道理 一一 歸シ、 天下 萬 民ト共 -ー、 皇國數 百年 ノ國體 

ヲ 一 變シ、 至誠 ヲ以テ 萬國ニ 接シ、 王政復古 ノ業ヲ 建 テサル へ 力 ラサル ノー  大機會 ト奉存 候、 猶又 別紙 得度 御 細 覽被仰 付 

復古 記 卷 一 慶應ー 一一 年 十月 十四日  五 
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度、 懇々 ノ 至情 難 默止、 泣 血 流 涕ノ至 二 不堪 候。 

慶應 三年 丁 卯 九 8  松 平容堂 

.= ^氏、 

宇內ノ 形勢、 古今 ノ 得失 ヲ鑒シ 、誠惶 誠 恐頓首 再拜、 伏 惟 皇國興 復ノ基 業ヲ建 テン ト欲セ ハ 、國 體ヲ 一 定シ、 政度ヲ 一 新 

シ、 王政復古、 萬 國萬世 一一 不恥者 ヲ以テ 本旨 トス へ シ、 奸ヲ 除キ良 ヲ擧ケ 、寛恕 ノ政ヲ 施行 シ、 朝 幕 諸侯 齊ク 此大 基本 二 

注意 ス ルヲ 以テ、 方今 急務 ト奉存 候、 前 月 四 藩 上京 仕、 一 一 一 獻言ノ 次第 モ有 之、 容堂儀 《病症 一一 因 テ歸國 仕 候 以來、 猶又篤 

ト 熟慮 仕 候 一一 、實 -ー 不 容易 時 態 一一 テ、 安危 ノ诀 今日 一一 有 之 哉 -ー 愚 慮 仕 候、 因テ 早速 再 上 仕、 右 ノ 次第 一 々乍不 及 建言 仕 候 志 

願 二 御 坐 候處、 今 - 一至 テ 病症 難澀 仕、 不得已 微賤 ノ 私共 ヲ以テ 、愚 存ノ趣 乍 恐 言上 爲仕 候、 

一天 下ノ 大攻ヲ 議定 スル 全權ハ 朝廷 ユア リ、 乃 我 皇國ノ 制度 法刖 一切 萬 機、 必ス 京師 ノ議攻 所 ヨリ 出ッ ヘシ、 

一 議 政所 上下 ヲ分チ 、議事 官 ハ 上 公卿 ョ リ 下 陪臣 庶民 二 至 ル 迄、 正 明 純良 ノ士ヲ 選擧ス ヘシ、 

一 庠序學 校ヲ都 會ノ地 一一 設ケ、 長幼 ノ序ヲ 分チ、 學術 技藝ヲ 敎導セ サルへ カラス、 

一 一 切外蕃 トノ 規約 ハ 、兵 庫 港 二 於テ、 新 二 朝廷 ノ 大臣 ト 諸藩ト 相 議シ、 道理 明確 之 新條約 ヲ結ヒ 、誠實 ノ 商法 ヲ 行ヒ、 

信義 ヲ外藩 二 失 セサル ヲ以テ 主要 ト ス へ シ、 

一 海陸 軍備 ハ 一 大 至要 トス、 軍 局 ヲ京攝 ノ間ニ 築造 シ、 朝廷 守護 ノ親兵 トシ、 世界 二 比類 ナキ 兵隊 ト爲ン コ トヲ 要ス、 

一 中古 以来、 政 刑 武門 一一 出ッ、 洋艦來 港 以後、 天下 紛耘、 國家 多難、 於是、 政權稍 動ク、 是 自然 ノ勢 ナリ、 今 曰-一至 リ、 古來ノ 

舊弊ヲ 改新 シ、 枝葉 ニ馳セ ス、 小條理 二 止 マ ラス、 大根 基 ヲ建ル ヲ以テ 主 トス、 

一 朝廷 ノ 制度 法則- 從昔ノ 律 例ァリ ト雖、 方今 ノ 時勢-一 參合シ 、間 或 當然ナ ラサル モ ノア ラン、 宜ク其 弊風 ヲ 一 新シ 改革 シ 

テ、 地球上 一一 獨立ス ル ノ國本 ヲ建ッ へ シ、 

一 議事 ノ士 大夫ハ 私心 ヲ去リ 、公平 一一 基キ、 術策 ヲ設 ケス、 正直 ヲ旨 トシ、 旣住ノ 是非 曲直 ヲ問ハ ス、 一 新 更始、 今後 ノ事ラ 


見ル ヲ要ス 、首 論 多 ク 、實 效少キ 通弊 ヲ蹈ム へ カラス、 

右ノ條 目、 恐 ラクハ 當今ノ 急務、 內外 各般 ノ 至要、 是 ヲ捨テ 、他-一 求ム へ キ モノ ハ有之 間 敷 ト奉存 候、 然刖、 職-一 當ル 者、 成 

敗 利鈍 ヲ不 顧、 一 心 協力、 萬 世 一一 亙テ 貫徹 致 シ候様 有 之 度、 若或ハ 從來ノ 事件 ヲ執 リ、 辨難抗 論、 朝 幕 諸侯、 互 一一 相 爭ノ意 

アル ハ尤 然ルへ カラス 、是 則、 容堂ノ 志願 一一 御 坐 候、 因テ 愚昧 不才 チ不 顧、 大意 建言 仕 候、 就テ ハ 乍 恐 是等ノ 次第 、空 シ ク御 

聽捨 一一 泪 成 ァ ハ 、天下 ノ爲遣 憾不鮮 候、 猶又、 此ヒ寬 仁ノ御 趣意 ラ以テ 、微賤 ノ 私共 ト雖モ 、御 親 問 被 仰 付 度 奉 懇願 候。 

-  松 平 土 佐 守 内 

慶應 三年 丁 卯 九月  寺 村 左 膳 

後藤 象 二 郞 

福 岡 藤 次 

神 山 佐多衞 

山 内豐範 家 記 

水萍 貽孫錄 

〇 慕府、 大宮御所 造營費 ヲ全國 二 課 シ 、其 上納 ノ 節目 期限 ヲ定 厶。 

大宮御所 新規 御 造 立 相 成 候 二 付、 御 譜請御 入用、 御料 所 萬 石 以上 領分、 寺社 領 へ 國 役割 被 仰 付、 村 高 百 石 -ー 付 金 三 歩 之 割合 

ヲ以テ 、御料 ハ 御代 宫御預 所、 私領ハ 領主 -ー テ取立 可 相 納旨被 仰 出 候 -ー 付、 拜 領高拉 込高改 出、 新田 高 共、 互 細別 紙 案文 之 

通 相認、 來 ル 一 不日？ 、スト 曰ス， ール 作ぶ へ 迄之 内、 町奉行 所 内 御所 御用 取扱 所 へ 可 被 差 出 候、 右國役 I 改 

之 儀 ハ 、爲替 御 達 別紙 名前 之 者 へ &渡候 間、 案文 之 通 相 心得、 右 御用達 之 内 へ 金子 引渡 相 成 候 ハ 、 、 受取手形 相 添納、 定 

日 前、 同所へ 可 被 差 出 候、 

右 者、 大久保 主 膳 正、 小 栗 下總守 申達 之、 

別紙 雞形、 

復古 記 卷ー 慶應 三年 十月 十四日  ィ 


復古 記 卷 一 慶應 一一 一年 十 》: 十 g:n  八 

上納 申 金子 之 事、 

一 金 何程 

右 ハ 、今般 大宮御所 御 造 立 御 入 ffl 、國役 金高 百 石 -ー 付、 金 三步之 割合 ヲ以テ 可 相 納旨被 仰 出 候 一一 付、 領分 村々 ョ リ取 立、 

書面 之 通 上納 申 所、 仍テ如 件" 

何 之 誰家來 


年號月 U 


別紙 名前 書. 


定 所 


爲替三 井 組 


爲替方 人 組 


右 之 通 - 一有 之 候。 

卯 十月 

大宮御所 御 造 立 -ー 付、 上衲 日限 左 之 通- 


之 


隹， 巾 

二-一 a 卩 


三 井 三郞助 

三 井 次 郞左衞 門 

三 井 元 之 助 

竹 川 彥太郞 

荒木 伊 左衞門 

奧田仁 左衞門 

島 田 八 郞左衞 門 

ぺ  &\  善  =5 


每月 

朔日 . 六日  十一 日  十六 日  二十 一日  二十 六日 

村 高内譯 等、 急速 互 細 取調 難 出 來分ハ 、合 高 凡 二 モ 取調、 日限 通 可 被 差 出、 且 本紙 之儀ハ 、美 濃紙竪 帳-一 相認候 事" 

何 ノ 誰 領分 

何 國 


鍵 醒村高 國役金 取調 申 上 候書附 


拜領高 何程 

1 村 高 何程 

內 

高 何程 


何 之 誰 領分 

何 國^. ？ 

何 國ネカ 


無地 高、 其 外 云々、 諸 引 

田 方 W 分 以上、 荒 地 免除 


何 之 誰家來 

何 之 


高 何程 


挂 • 高 

此國役 金 


旦百石 -ー 付 

t 金  一 II 步宛 


何 國何郡 


内譯 

村 高 何程 

但、 天 保 度 御改之 節、 村 高 何程 之處、 其 後 新田 高 何程 相增、 

勺 


何 


寸 


復古 記 卷ー 慶應 三年 十お 十四日 


九 


復古 記 卷ー 慶應 三年 十月 十五 日  一 〇 

高 何程 無地 高、 其 外 云 々 諸 引 

但、 無地 高、 其 他 等 之 諸 引 有 之 分ハ、 左ノ通 相認候 事、 

田 方 何程 

內 

畑 高 何程 

但、 田 方 五分 以上 之 荒 地 無 之 分 ハ 、左 之 通 相認、 其餘 ハ 田畑 內譯 相認候 -ー 不及候 事、 

.  何 國何郡 

村 高 何程  何  - 村 

但、 右 同 斷之節 書 出 候 後、 增減無 御 坐 候、 

e 譯同斷 

右 之 通 御 坐 候。  - 

何 之 誰家來 

年號 月日  何 之 誰 印 

十 月 黑田長 知 家 記 

〇 本件 小 笠 原 忠忱家 記、 十五 日 一一 在リ、 堀 親廣家 記ハ十 一 月 五日 二 載セ、 文字 小異 同 ァリ、 蓋 シ親廣 ハ江戶 一一 テ達セ シナ 

ル へ シ o 

十五 日、 德川慶 喜 二 詔シ テ、 其政權 奉還 ノ請ヲ 允シ、 命シ テ、 國家ノ 大事、 及ヒ 外國ノ 事項 ハ、 


衆議 ヲ盡シ 、諸侯 ノ稟奏 、及ヒ 命令 等ハ、 議奏傳 奏之ヲ 掌リ、 其 他更革 ハ 、諸侯 會同ヲ 待 テ之ヲ 

議定 シ、 支配 地、 及ヒ 都下 取締 ハ、 姑 ク其舊 一一 仍 ラシ ム 、乃 チ十萬 石 以上 ノ 諸侯 ヲ 召集 シ、 又特 

-ー 擎 慶永、 iss 鍋島齊 正、 讓 t??:iil?、 山內 l、，ssii? ま 

伊達宗城 、難 島津久 光お 細お H ヲ 召ス。 

诅宗 以來御 委任 厚 御 依 賴被爲 在 候-得 共、 方今 宇内 之 形勢 ヲ 考察 シ 、建白 ノ 旨趣尤 一一 被 思 食 候 間、 被 閬盒候 尙 天下 ト ま 二 

同心 盡カヲ 致シ、 皇國ヲ 維持 シ、 可 奉安 宸襟 御沙汰 候 事。 

〇 

大事 件 外 夷 一條 ハ盡 衆議、 其 他 諸 大名 伺 被 仰 出 等 者、 朝廷 於兩役 取扱、 自餘ノ 儀ハ、 召ノ 諸侯 上京 ノ上御 決定 可 有 之 

ニ条蒂 改 己 

夫 迄 ノ處、 德川 支配 地、 市中 取締 等ハ、 先 是迄ノ 通 ニテ、 追 テ可及 御沙汰 候 事。 iflsl&ii 

〇 諸 藩 へ 達 書 

別紙 之 通 被 仰 出 候 二 付 テハ、 被爲在 御用 候 間、 早々 上京 可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 淑田 ^政 I ぎ 

〇 特命 ノ分  ー  〜 

別紙 之 通 被 仰 出 候-一 付而 者、 御用 被爲在 候閒、 早々 閑叟 上京 可 有 之 候、 若所勞 上京 難 相 成 候 半 者、 肥 前 守 早々 上京 可 有 

之 旨 御沙汰 候 事。 

TJ 鍋 島 直 

H 月 大家 記 

〇 

別紙 之 通 被 仰 出 候 付 テハ、 御用 被 爲在候 間、 伊豫 守 早々 上京 候 様、 若 所 勞押テ 上京 難 相 成候ハ 、、遠 江 守 早々 上京 可 有 

& 古記 卷ー 慶應 三年 十月 十五 日  一 一 


復古 記 卷ー 慶應 一一 一年 十 月 十六 • 十七 U  一二 

之 旨 御沙汰 候 事。 

む ョ 伊達 宗 

月 德家記 

〇 慶喜實 記 ヲ按ス ル 一一 、第一 一條 文中、 德川 ノー 一字 ナシ、 諸家 記 ハ皆攝 政 記 ト同シ 、蓋 シ實記 二字 ヲ 省略 セ シ モ ノナ ラン、 

又 末條、 豐信、 慶永、 久光亦 同シ、 癸酉災 後原 記 ヲ失シ 、家 記モ 亦之ヲ 逸ス、 慶永ハ 私記 一一 雜掌ヲ 以テ被 仰 聞 ト記シ 、原文 

ヲ ^ セ ス a 

十六 日、 是 ヨリ 先、 加 藤明實 p^gm  、  二 命シテ 、泉 涌 寺 ヲ 警衞 セシム 、是 日、 明實京 - 一 至ル 

〇 加 藤 明 實家記 -ー 云、 丁 卯 十月 十六 口、 兼テ被 仰 付 有 之 候 泉 涌 寺 御陵 御 守 衞人數 指揮 之爲、 上京 仕 候、 同所 悲田院 二 宿 

陣 、固 場 等 巡視 仕 候。 

〇明實 家 記 二、 此節 京都市 中 動搖之 趣傳聞 -ー 付、 上京 仕 候、 丁 卯 三月 I 八日 ョ リ、 泉 浦 寺 御 警衞被 仰 付候ト ァリ。 

十七 日 、幕府、 十五 日 ノ朝命 一 一就 テ、 其 三 事ヲ稟 問ス。 

一 咋 卜 五日、 被 仰 出 候 御 別紙 之 内、 盡 衆議 ト之 御文 言、 

召 之 衆 諸侯 上京 之 上、 公議 ヲ被 爲盡、 差 掛リ候 儀 者、 詰 合 諸侯、 諸 藩士 等 -ー 會議被 仰 付 候 儀 二 御 坐 候 哉、 

諸 大名 伺 被 仰 出 等 者、 於 兩役取 极候ト 之 御文 言、 • 

諸侯 ヨリ 御兩 役へ 伺 差 出 候 節 者、 衆議 ヲ被 爲盡、 御 诀定之 上、 御兩役 ラ以被 仰 出 候 儀-一 御 坐 候 哉、 

支配 地ト之 御文 言、 

山城 國其他 御領 所之谘 -ー 御 坐 候 哉、 又 者德川 領地 ヲ被 仰候战 -ー 御 坐 埃 哉- 


卜 月 十七： n 


二 條攝政 記 


德 W 慶喜實 記 

〇 批紙 


第 一條 書面 之 通、 

第一 一條 尤重事 -ー 於テ ハ 、衆議 ヲ盡シ 候 上 取扱 候 事、 尋常 小事 ハ直 一一 取扱 之 事、 

第三 條 支配 地 之 義ハ、 禁裏 御 所領 之義ニ 候。 

十八 日、 德川慶 喜、 書 ヲ上リ 、在京 諸侯 及 ヒ 藩士 ヲ 召 シ テ、 外國 事務 ヲ 商議 セ ン ト 請フ。 

此度、 王政 御诀定 被爲在 候付テ ハ 、召 之 諸侯 參著之 上、 篤ト 衆議 ヲ被 爲盡、 御 綱紀 御 確定 可 相 成 儀 一一 候 得 共、 外國 _御 取扱 

之儀ハ 、尤御 至 重 之 儀 一一 テ、 時ヲ不 計、 各國ョ リ 申達 候 事件 無 之 共 難 申 候、 其砌、 御 相 當之御 取 极振相 立 居 不申テ ハ 、自然 御 

不都合 之 儀 モ可有 \ 一 、其 他 件々 御 評诀相 立不. &候而 ハ 、御 差 支 之儀モ 御座 候 間、 差 向 詰 合 之 諸侯、 諸 藩士 被 召集、 被爲 盡荥 

議可然 哉 ト奉存 候， 尤 御沙汰 次第、 私儀 モ參 內可 仕奉存 候、 此段奉 申 上 候 、以上。 

十月 十七 曰  慶  喜 

二 條攝政 記 

德川慶 喜實記 

〇 細 川 護久 家 記、 御 差 支 以下 八 字、 朝烕 二 モ拘リ 可 申奉存 -ー 作 ル。 

〇 本願 寺 光澤、 大坂ノ 支院ヲ 以テ、 三 條實美 等 ISI 鮮^ 舰献 瞬，、 ノ旅寓 -1 充ルヲ 稟ス。 

口上 覺、 

長 門 國へ脫 走 之 堂上， 當時筑 前、 筑後、 久留 米、 肥 前、 肥 後、 薩摩等 之 藩 預リ有 之處、 上 坂 上京 可 被 致 候 節、 大坂表 著 所之篛 、 

御 當方御 掛所旅 宿 -ー 拜借致 度 旨、 右 五 藩家來 申出 候 二 付、 其段當 四月 被 仰 入 置 候處、 猶叉右 家來、 別紙 名前 之者ョ リ、 彌來 

ルー 一十 日頃 上 坂、 粗治定 二 付、 必拜借 致 度 赣再應 申出 候 旨、 就而 者、 過日 御 屆被仰 入 置 候 毛利大 膳、 ® 吉川監 物 使 *: 應接之 

場所 者、 前顯之 次第 二 候 間、 外方 二 而御 用意 相 成 候 儀、 大坂 町奉行 所ョ リ被達 候 旨 等、 同所 津村 御掛所 留守居 共ョ リ巾な 候 

二 付、 此段御 屆被仰 人 候、 以上。  . 

復古 記 卷ー 慶應 111 年 十月 十八 日  ニー 一 


復古 記 卷 1 慶應 三年 十 H 十ん 日 


月 


. 一 四 

n3  中 主 


松 平 美 濃 守 内 

細 川 越 中 守內 

有 馬中務 大輔內 

松 平 修理 大夫內 

松 平 肥 前守內 


中 村 左 源 太 

猪 俣才八 

雨淼傳 右衞門 

永 井 淸左衞 門 

出 E 嘉太夫 


本 帛 之 允 


黑 田 彥 


HI 


二條攝 

政 記 


〇 本年 正月； 一十三 日、 冗 氏歸京 ノ命 ァリ、 而シテ 歸ルラ 果サス 、此ニ 至テ忽 チ此事 ァリ、 蓋 シ 長 門 藩 ノ支 封、 及ヒ 老臣 ヲ 

召ス 二 際シ、 薩摩 藩士 大山 綱 良、 長 門 及 ヒ宰府 二 赴キ、 同時 入京 ノ事 ヲ謀ル 二 因 ル歟、 本 月 二十 一 日、 薩藩 奉答 書 二、 推テ 

上京 ノ事有 之 間 敷 ト云モ ノ ハ 、上 國ノ 形勢 二 由テ、 前 策少シ ク變ス ル モノ ナルへ シ、 後 文傳聞 ヲ記シ テ、 悉ク 信ス可 カラ 

ス ト雖モ 、其 梗槪 ヲ見ル へ キヲ. 以テ、 此 二 附記 ス、 

坤儀 革正錄 ， 一 云、 薩藩 大山 格 之 助 事、 先日 御當地 發途、 長 州 へ 下向 仕、 種々 談合 之 由、 太宰府 へ 罷越、 五 卿 方 へ 御歸洛 之義、 

只乂 「眞 好機 會 二 候 間、 早々 御上 京 可然、 御船 之 義ハ弊 藩 ヨリ 差 出 可 申 候、 且 天幕 之 御 命 ヲ被爲 受候樣 一一 テ ハ 、所設 六ケ 

敷 杯 段々 人 說候處 、五 卿 方 竝隨從 之 者、 水野慶 雪齋始 承知 イタ シ、 不日 上京 二 ー诀 イタ シ、 其 支度 二 ォ ョフ、 肥 後、 肥^、 

久留 米、 筑前等 之 警衞士 ハ、 天幕へ 今. 一 應御伺 申 上 候 上、 御 歸洛之 方 可然趣 申立 候 へ 共、 一 統不相 用、 侬之、 筑藩東 喜 助、 

蒸氣船 -ー テ 早速 上 坂、 去ル 十二 日夕 當地 著、 兩肥、 久 留米士 示談 之 上、 薩 邸へ 罷越、 内 田 仲 之 助 - 一面 會、 太宰府 之趣逐 一 相 

談候處 、仲 之 助 答 -ー ハ 、先日 大山 事 同所 へ 差遣 候處、 今 以何之 報知 モ無 之、 一 向 次第 柄 承知 不仕趣 -ー テ 取合 不申、 四 藩 色 

色 談合 有 之廣處 、如何 之 模様 二 候 哉、 明 七日、 當地 出立 二 テ、 三條家 始三條 西. 東久 世、 壬 生 等 之 家々 ヨリ、 御家來 共、 大坂 


表 へ 五 s^: 向 ト シ テ 下向 候 由、 右 ハ 今般 長 州 重臣 上 坂、 先達 人 京 ィ タ シ、 何 力 策略 モ 有 之 哉 之 由。 

〇 是 ヨリ 先、 德川慶 喜、 十 萬 石 以上 ノ諸 侯ヲ シ テ 京師 二 至ラ シ厶、 S 確 是日、 又 一. 萬石以 

上 ノ者ヲ 招集 ス。 

口 達、 

不 容易 御 時勢-一 付、 太 儀 二 思 召 候 得 共、 宗十郞 早々 上京 可 致、 此段可 相 達 事。 ^il 

〇 成 德家記 -ー 、板 倉 伊賀 守 被 渡 トァリ 、市 橋 長 義家記 -ー 、板 倉 伊賀 守 ヨリ、 御用 候 間 早々 上京 可 有 之 旨 被 達トァ リ、 諸家 

記、 往々 原 記 ヲ失ス レ共、 二十 七日 幕府 ノ令 ニ照セ ハ 、盡ク 之 ヲ招ク モ ノ疑 ナシ。 

十九 日 、幕府、 上疏 シ テ 、諸 藩 兵 都下 更番及 ヒ諸ロ 警備、 供御 地 管轄 及 ヒ 度 支、 大宮御所 造營課 

金、 驛遞 法、 供御 地及ヒ 攝家宮 門跡 領地 ノ訟獄 、刑法 所 司 代 以下 ノ 職務、 紙幣 發行ノ 八條、 及ヒ 

一 一 一 條實美 以下 五人ノ 措置 ヲ稟 請ス。 

召 ノ 諸侯、 上京 迄 ノ 處取計 向 伺候 廉 々 、 

一 當地三 ヶ月 詰、 竝ロ々 御 固 大名 割、 御兩役 一一 テ御 取調 之 上、 夫々 御 達 相 成 候 哉、 又 ハ是迄 ノ手續 -ー テ 取調 申 上 候テ、 達 方 

ハ 御兩役 二 テ被成 候 哉、  • 

一 禁裏 御料、 竝御 入用 筋 之 儀、 御料 所 ハ 小 堀數馬 ュ テ取 計、 御 入用 筋 ハ是迄 之通ノ 取扱 一一 仕置 可 申 哉、 

一 大宮御所 御 造 立 御 人用國 役金ノ 儀ハ、 旣達濟 -ー ハ 相 成 居候 得 共、 其 後 收方等 取扱 ノ儀、 是迄之 手 績-ー テ可然 候 哉、 左 候^- 

其 段 諸 大名 へ 、御 兩役ョ リ御達 有 之 候 樣致度 候、 

1 五街道 脇 往還 宿々 人馬 之 儀、 先 是迄之 通 被 成 置 候 儀 -ー 御 坐 候 ハ 、其 段 御兩役 ヨリ 御國中 へ 御 觸達相 成 候 儀 可 有 之 哉 

復古 記 卷 一 慶應 三年 十 W! 十九！：：：  If 


復古 記 卷ー 慶應 三年 十 二十日  一六 

一 山城、 大和、 近 江、 丹 波 四 ケ國、 拉攝 家、 宮、 門跡、 堂上 方 御 家領、 其 他 寺社 領、 大名 領分 -ー關 係 致シ候 公事 出入、 京都 町奉行 

所 二 テ 取扱 來 ル廉々 ハ 、是 迄ノ通 取扱、 呼 出 等ハ、 其 主人 主人 へ 掛合可 申 哉、 

一 刑法 ノ儀ハ 、召ノ 諸侯 上京 之 上 御 取 究可相 成 ト存候 得 共、 夫 迄 ノ處ハ 仕 來ノ通 -ー テ宜敷 候 哉、 

一 所 司 代、 竝戶田 大和 守 御 附兩人 勤 向 ハ 、先 是迄之 通 二 テ宜敷 候 哉、 

一 兵 庫 開港 一一 付、 金 札 通用 之 儀 尸 、諸人 百姓 融通 ノ爲 一一 テ、 旣 二 申上濟 一一 テ 、出 來相成 居候 間、 通用 相 成 候 様 仕度 候。 

1 德川慶 喜實記 

I  0 細 川 護久 家 記 

脫走人 實美巳 下 五 人、 明後日、 大坂 表へ 著 之 旨 御 届 申入 候、 且 京都 洛外 謹愼 之儀ハ 、兼而 御 治定承 居候 得 共、 御 反 格 ヲ以、 朝 

廷思召 出 格 之 御沙汰 可 申 付 被 仰 付 迄、 大樹 ョ リ其儀 申 渡 候 テ宜敷 候 哉、 且亦 京都 洛外 宿所 之邊、 從 大樹 申 付 宜敷候 哉、 是 

モ 早 折 伺 度、 大和 守 伺 出 候閒相 伺候 事。 

r 弓 晚翠樓 

十月 叢書 

〇 本條、 文字 謬誤ァ リ、 措 辭モ亦 幕府 ノ體- 一 非ス、 按ス ル 一一 、幕府 ヨリ 口上 申出 シヲ、 傳奏 ヨリ 伺出シ モノ ナラ ン 力、 幕府 

ノ 原書ナ キヲ 以テ、 姑 ク之ヲ 存ス。 

〇 幕府、 久松定 昭$爵§%豫4？ き 王 k ？、  ノ請ヲ 許 シ 、其 加判 列 上座 ヲ罷 ム 。 


松 平 伊 


守 


久松定 

謨家記 


內願之 趣 モ 有 之 候 間、 御 役 被 成 御 冤 候。 

一 一十 日、 慕府 稟議 ノ 京都 警備 等 八條、 及 ヒ外國 事務 三 條賨美 以下 ノ處 分ヲ 列藩 二 下 示 シ、 明日 

ヲ W シテ、 各 意見 ヲ上 ラシ ム： 


外 夷之 事、 5SJK„? ツ 實美 以下 脫走之 五 ® 之 事、 大樹 申出 之 事、 |f  、ヲ 

同意 之 向 者 連名 二 而、 大樹 へ 申出 候 事。 

〇 

一 近々 上 坂 ノ聞有 之 候實美 以下 脫走 人ノ 事、 

一 外國ノ 事、 

右、 尙 召ノ 諸侯 上京、 公論 衆議 ノ上、 诀定 二相 成 候 得 共、 先 差 向 取扱 ノ處尋 被 下 候 事。 11^^11 

〇 忠忱家 記 一一 、前條 被 達、 同夜 再 ヒ後 條ノ達 ァリト 云フ。 

〇 

今日 被 尊下 候 件々 、明 二十 一 日中、 兩 役之內 へ 必 返答 可 有 之 事。 ll^ss 

〇 正 親 町 三條實 愛、 難， 阿野 公誠 I 翻、 等、 連署 上 疏シ、 三條實 美、 三 條西季 知 ノ義絕 ヲ釋カ ント 

請フ。 

藤 原季知 

藤 原實美 

右、 先年 依 御沙汰、 一族 一同 致義絕 候處、 去 五月、 於 長 州 モ寬典 之 俄 被 仰 出 候 事故、 於兩 人モ毂 絕 御 冤 奉 願^ 候、 此段 

宜預 御沙汰 候 也" 

十 月 

復古 記 卷ー 慶應 三年 十月 二十 n  一七 


复 古記 卷ー 慶應 111 年 十月 二十日 


公 

公 


義 姊 小路 

延 花園 

靜 園 池 

潔 押 小路 

誠 阿野 


實 

保 


一 八 

文 川 鰭 

紀 風 早 

香 武者 小路 

實 高 松 

愛 正 親 町三條 


日 野大納 言 お 

飛鳥 井 大納言 お 

-兵 部大輔 0 明 石， 藩矣 ヲ以テ 、老臣 ヲシテ 代 ラシ メント 請フ、 批シ テ 


其 少間ヲ 待テ、 速 


〇 松平慶 I 

二 上京 セ シム。 

兵 部 大輔義 上京 仕 候 様 奉 蒙 御沙汰、 早々 登 京 可仕義 -ー 御 坐 候處、 病 氣罷在 候 -ー 付、 不取敢 、爲 名代 家老 出京 爲仕 候而 モ 不 

苦義 -ー御 坐 候 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

松 平 兵部大 輔家來 

十 K  二十日  方 

〇 批紙 

.  ヘム 平 直 

病氣之 趣-一 候 得 共、 三 ヶ月 詰モ被 仰 付 候 儀、 精々 加養、 少々 ニ而モ 快方 ニ候ハ 、、速 二 上京 可 有 之 候 事 § 家 記 

〇 一 一十 四日 上申 < 


權 六 


御用 被爲 在 候 間、 早々 登 京 可 仕 旨 奉 蒙 御沙汰 奉畏 候、 然ル處 、乍 恐 從來之 病症 痔疾、 昨年 來別 テ不相 勝、 甚以難 澀仕罷 

在 候、 此體 二 テ ハ 急速 發足難 仕 奉 恐 人 候、 少モ快 氣仕候 得 者、 早速 上京 仕度 奉存 候、 先 不取敢 御請 奉 e. 上 候、 此段御 憐察被 

成 下 パ且御 執 成程 奉賴上 候、 誠 恐 謹言。 

十月  松 平 兵 部大輔 

松 平 直 致 家 記 

〇 上條、 批紙日 ヲ失ス 、直 致 家 記 二 云、 前書 在京 ノ 家臣 ヨリ 差出シ 、後日 御 呼 出 一一 テ 、御附 札 ラ 以テ 御差圖 二相 成 ルト、 案 

ス ル 二、 本 條日ヲ 署セス 、タ 、 二十四日 差 出 ストア リ、 然レ ハ批紙 ハ其後 二 在 ル可シ 、別 二 據ル所 ナキヲ 以テ、 此 一一 饼錄 

ス o 

〇 諸侯 參罷 申告、 及 ヒ疾 ヲ以テ 上京 ノ期ヲ 延シ、 或ハ 代理 ヲ出 サン ト請 フノ 類、 後 皆 其 要 ヲ 揭ケテ 原文 ヲ擧 ケス、 事故 ァ 

ル者ハ 之 ラ錄ス C 

o 幕府 、紙幣^^ 百ノ兩 兩、 ヲ關 以東 二 發行シ 、己巳 歳 三月 ヲ以 テ限ト 爲スヲ 令ス。 H 

〇 十 H:  二十日 幕府 達 書 

今度、 御用 金 差 出 候 者 共へ 、御用 金高 -1 應シ、 金 札 可 相 渡 候、 右 金 札 之 儀ハ、 來 々巳年 三月 迄、 都テ 通用 金銀 同様 相 心得、 御 

年貢、 其 外 諸公納 一一 相 用不苦 候閒、 御府 £ 、竝關 東 在方 共 無 差 支 通用 可 致 候、 尤 一 時 融通 之 タ メ  、通 W 被 仰 出 候 儀 -1 付、 心 

得 違 致 問 敷、 引替 之儀ハ 、來 々巳年 三月 ヨリ 三 井 八 郞右衞 門 方 オイ テ、 正金 銀ト 引替 可 相 渡 候、 右 引替 - ー付テ ハ 、 歩合 減等 

一 切 無 之 候閒、 不 取締 無 1\ー 様 取引 可 致 候、 

右 之 趣、 關東筋 御料、 私領、 寺社 領共、 不洩様 可 被相觸 候、 

復古 記 卷ー 慶應 一一 一年 十月 二十日  ープ 


復古 記 卷ー 慶應 三年 十月 二十日  二 0 

右 之 通 可 被相觸 候。 

t 1 德川慶 喜實記 

十 月 足 利 聰氏家 記 

〇 紙幣 發行ノ 事、 之ヲ當 時事 ヲ執リ シ 者-一 質ス 二、 遂ニ 果サ スト 云フ。 

〇 

金 札 之 儀 二 付 申 上 候 書付、 

小 栗 上野 介 

小 野 友 五郎 

佐藤淸 五郎 

今 g 、御用 金 差 出候モ ノ へ 、御用 金高-一 應相渡 候 金 札 之 儀、 五拾兩 以上 ノ札御 出 來之積 申 上 候處、 當分之 内通 用 被 仰 出 候 

二 付、 猶勘辨 仕 候處、 金高 多 之 札 二 テ ハ 、取引 不辨 二 モ 可 有 之 候 間、 貳拾 五雨、 五 拾兩、 百兩、 貳百兩 ト四等 之 金 札 二 仕 候 方、 

必 通用 方可宜 ト奉存 候、 依 之、 右見 本 札 四 枚 相 添、 此段申 上 候、 以上。 

卯 十一月 

〇 

下 紙、 

周 防 守 殿 卯 十  一 E! 十九 日 被 下 三藏 殿。 

〇 紙幣 見本 


復古 記 卷 一 慶應！ 1 一年 十月 二十日 


1^ 


復お記 卷ー 慶應 三年 十月 二十日 


復 
古 

記 

|'《 

應 


年 
十 
月 

十 
曰 


復 
古 


〇 是 ョ リ先、 英吉利 國 軍艦 水夫 ヲ 長 崎 ニ撗殺 スル者 ァリ、 英國 公使、 慕府 ト 往復 判 論 

ス 、是日 慕府、 書ヲ 公使 二 致 シ、 平 山 敬忠剛 il^ ヲ 遣 シ テ 、其 事ヲ 處分セ シ ムルヲ 吿ク。 

大貌利 太泥亞 特派 公使 全權 え ニス トル 兼 コンシ ュルゼ ネラ— ル 

ヱキ セ ル レンシ— スルハ ルリ 1、 ヱス、 パ 1 クス ケシビ へ 

以 書翰 申 進 候、 今日 三時 半、 其 公使館へ 可 罷 越處、 不快 一一 テ 何分 難 罷出、 就テ ハ 尊 來モ請 度 候 得 トモ、 左件ノ 次第 -1 テ、 態々 

尊 來被成 下 候モ- 閣下 御 多事 ノ中御 氣ノ毒 一 一存 候 間、 下 條ノ趣 御 了觯ノ 上、 御 囘答被 下 度 候、 一 體長崎 表 一一 於テ、 責國 人殺慯 

セ ラレ 候 事件 ハ、 犯罪 人 召 柿 方、 疑 案ノ者 取調 向 等. 長 崎 表 一一 オイ テノ 取扱 振、 委曲 ノ顚 末ヲ モ、 實地 取調 候 儀 二 付、 土 州 表 -ー 

オイ テ 閣下 ノ 懇請 二 ヨリ、 平 山 圖書頭 態々 彼 地 へ 出張、 閣下 ョ リ ハ サ トウ 氏 テ 名代 ト シテ御 差遣 被 成、 且 政府 二 オイ テ、 鄭 

重 ノ處置 ヲモッ テ 兵隊 ヲ 差遣、 新規 二 奉行 ヲ撰 任シ、 是迄ノ 奉行 呼戾 シ ノ命ヲ 下シ 、 其 外 彼 地 -1 於テモ 警衞 ノ 兵隊 ヲ取立 

矣義 - 一有 之 喉き I、 一  昨日、 圖書 頭歸府 イタ シ候 一一 付、 サト ゥ氏彼 地 退 帆 後、 尙叉取 計 候 件々 ラモ、 圖書頭 同席 一一 テ 閣下 へ 御 

面晤、 委細 御 相談 可 及 存候處 、同人 へ ハ 御 面 會被成 兼 候 趣 ヲ 以 テ 中坐セ ラレ 、終 一一 右 委曲 ノ 事情 ヲ盡 シ 兼 候 段、 遺憾 ノ至リ 

一一 候、 且我國 高官 ノ者變 人、 長 崎 表へ 差遣 シ可 申ト ノ儀、 咋日御 申 聞 有 之、 其 意味 ハ更 一一 御物 語 無 之、 左候テ ハ 、閣下 ノ 御意 

衷 徹底 難 致、 乍 不本意 御卽答 モ不致 次第 一一 候 間、 右 趣意 承知 イタ シ度 旨、 再應 懇請 一一 オヨ ヒ候得 トモ、 錄々 御 申 聞モ無 之、 

殆ト當 惑 イタ シ候、 右 事柄 了解 イタ シ不 申候ハ テ ハ 、御诀 答 二 ォ ョ ヒ兼候 次第 一一 付、 サ トウ 氏 ト、 圖 書頭ト 委曲 御 引合 ノ上 

面 晤候ハ 、 、情實 徹底 イタ シ可 申、 若 シ 互-一 意衷ヲ 悉シ、 事實ラ 辨明セ サル 二 オイ テハ 、雙 方ノ意 齟齬 イタ シ、 遂 二 閣下 ノ 

深意 -1 適 セサル 事 モア ラン カト 、憂慮 ノ餘リ 申 進 候、 拜具 謹言。 • 

慶應三 卯年 十月 十八 日  小 笠 原壹岐 守 

外務省 記 

復古 記 卷 一 慶應 HI 年 十月 二十日  二 五 


復古 記 卷ー. 慶應 三年 十 H 二十日  ニナ 

〇 英 公使 答 書 

責翰 致披讀 候、 然 ハ 、本日 午後 第三 時半、 拙者 へ 面接 ノ爲 メ當 公使館 へ 御 出張 可 有 之 害 之處、 御病氣 一一 付、 其 義被成 兼 候 趣 

承知 セリ、 然ル處 、來示 中、 事 實不當 ノ廉數 多 御座 候 へ ハ 、其 非ヲ 解明 セ サ ルヲ不 得、 其 故 ハ 來書 一一 テ ハ 、咋 日、 拙者 莪、 平 山 

圖書頭 御 而會致 S. 間 敷旨ラ 申、 退出 セ シ 二 付、 長畸表 一一 於テ、 右 同人 取 計 委曲 ヲ盡シ 候 事 難 成 趣 一一 候 得 トモ、 其實ハ 、圆書 

頭ハ 執政 ヨリ 下役 ノ仁ニ 付、 外國 事務 總裁 ヨリ 承 可 申 事柄 ヲ、 右 同人 ヨリ 聞 兼 候 趣 申立 候處、 强テ圖 書 頭 出席 爲致、 是非 ト 

モ 面會セ シ メ ン ト 被成シ 二 付、 拙者 一 先 退席 セ シ處、 又 候、 圖 書頭ハ 最早 退席 セ シ趣、 閣下 ョ リ承リ 候 一一 付、 拙者 穀、 猶又出 

席 致候義 一一 御座 候、 其 上、 閣下 モ 退席 被 成、 力 一 ト時ノ 間、 圖 書頭ト 談話 被 成 候 内、 拙者 義ハ相 扣へ申 候、 旣 一一 シテ 閣下 再應 

出 座 被 成 候、 且又々 一 ト時ノ 間、 拙者 ト 談話 一一 被 及候義 一一 候へ ハ、 閣下 モ圖書 頭 ヨリ 御 傳聞被 成 候事ノ 委曲 ヲ、 拙者へ^. 申 

聞ノ 暇ナキ 二 シモ非 スト 存候、 然ル 一一、 閣下 二 ハ、 只々 圖書 頭義、 長 崎 諸 役人 所業 満足 不致候 一一 付、 同所 ヲ 退去 シ、 上京 之 上 * 

大君 へ 其義ヲ 言上 被 及 候 段、 御 申 聞 有 之 ノ ミ 二 候、 且其 節、 責國 高官 之 者、 長 崎 へ 御 差 立 有 之 度 旨、 拙者 申立 候處， 來書 -ー ハ . 

右高 宫差立 候 趣意 柄、 拙者 ヨリ 申立 無 之トノ 趣、 是父 閣下 心得 逢ト存 候、 其 故ハ、 昨日 拙者 再三 申立 候ハ、 右ハ 重大 之事仴 

二 付、 十分 ナ ル盡カ ヲ以テ 所置ラ 施ス爲 二 ハ 、長 崎 奉行 位卑 キノ ミナ ラス、 加 之、 權威モ 不足、 且 殺害 有 リシ コ ト、 最早 三ケ 

月相 經候 へ トモ、 未タ 罪人 ノ 探索 ヲ遂ケ 、相 當ノ處 置 無 之 ヲ見レ ハ 、同所 長官 ハ 因循 權ナ キラ 知ル へ ケレハ 、i€ 官ノ者 被 差 

立 度 趣、 且責國 内攻 ノ義 二 付、 重大 ナ ル 事件 ヲ 處置セ ン 力 爲メ、 高官 ノモ ノ ヲ每度 諸方 へ 差 立 候篛有 之 候 へ ハ 、矢 張 外國急 

泊 ーノ 事件 一一 於テ モ、 右 同様 切 意 ヲ以取 行 へ キ害、 又 長崎兩 奉行、 拉平山 圖書頭 等閑 一一 付、 我 政府 ョ リ贵國 政府 へ 嚴敷掛 合 可 

次ノ 道理 有 之 候閒、 拙者 ョ リ 無理 - ー非サ ル事ヲ 申立 候 時ハ、 貴 政府 一一 於テ、 實意 ヲ以テ 日本 ノ國辱 トナル へ キ惡業 ヲ行シ 者 

共ヲ 探索 シ、 罰ヲ與 ン诀心 ノ證ト シテ、 早々 此義御 承諾 可 有 之 箦ト存 候 旨 等、 其 節 申立 候、 然ル 二  、此 一條 二 付、 猶今 一 度 拙 

者 二 面 會被成 度 旨、 且圖書 頭義、 サ トウへ 引合 被 致 度 趣 二 候 得 ハ 、刖其 意 二 應 シ 、明日 第ト 一 時、 貴 宅 へ 罷出可 申 候 得 ハ 、若 

圖書 頭、 實 -I サ トウへ 面 會被成 度 候 半 ハ 、其 前 迄 一一 御 面 會可被 成 候、 且 明日 ハ 彌以 談判 ノ上、 诀著致 度 候閒、 高官 ノ者、 長畸 


へ 不可 差 立 一 

〇 


J 一一 於テ ハ 、此後 閣下 へ此 一條-一 付、 面談 致 間 敷 候、 拜具謹 雷。 

月 十八 日 

小 笠 原豐岐 {.5 閣下 餅 細 


ルリ 1、 ヱス 、パ. ー クス 


文貌利 太泥亞 特派 公使 全權 

ミニ スト ル兼コ ンシュ ル ゼネラ 1 ル 

ヱキ セ ルレ ンシ 1 

スルハ ルリ 1、 ェ ス、 パ， I クス ケシビ へ 

以 書翰 申 進 候、 於 長 it 表、 貴國人 殺慯セ ラレ 候 儀 二 付、 此程御 越 有之砌 云々、 御 申 聞 ノ趣モ 有 之 候 へ トモ、 其 節 貴意 ノ程了 

解 難义、 ^我ノ 意中 洞徹次 シ不申 宾テ ハ 、何分 貴意 二 應シカ タク 候 間、 當 十月 十八 日 附ヲ以 、委細 申 進 候處、 咋日 態々 御 越 

有 之、 縷々 卸 物語 一一 テ、 具 一一 氷觯 イタ シ、 御 足勞ヲ 重ネ候 段、 所 謝 候、 就 テハ右 事件、 圑圓 ノ運ヒ - 一至 ラセ 度、 彌平山 圖書頭 

ヲ シテ 支度 出來 次第、 長 崎 表 -ー 差遣 シ候事 一一 诀定 致シ候 間、 此段御 報告 及 度如斯 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 十月 二十日  小 笠 原 量 岐 守 

外務省 記 

〇英 公使 再 答 書  i 1 

日附ノ 貴翰 致披讀 候、 然ハ 、我國 軍艦 ィケ ラス 水夫 兩人 殺害 セ ラレ 候 一條 一一 付、 犯罪 人 召 柿 仕置 爲果取 度、 平 山 圖書頭 早 

4M へ 差噇、 且右 事件 ノ運ヒ 二 爲至度 御 心 組 有 之 候 趣、 大悦 至極 二 存候、 右 ハ 、 大英國 政府 へ 對シ、 貴國 政府 二 於テ 公平 

ナル處 置 緊要 ナル 而已ナ ラス、 貴國 臣民 ヲシテ 政府 ヲ尊シ ム ル 一 端ト存 候、 乍然、 平 山 圖書頭 出立 ノ 日限、 且 十分 事 ヲ染取 

迄、 長 崎 一一 滞在 致シ、 竝別 一一 一 人ノ 高官 ヲ附 添、 事宜 次第、 他所へ 爲赴候 旨 書 載 無 御座 候閒、 猶 一 封 ヲ以テ 、右三 ケ條被 巾 越 

復古 記 卷 一 慶應 II 一年 十 HJ  二十日  二  H 


復古 記 卷 一 慶應 II 一年 十月 二十日  二八 

候 様 致 度、 將 又貴國 十八 日 附來書 -1 テ ハ 、從來 ノ 奉行 呼 返 趣 ノ處、 右 ハ 能 勢大隅 守、 德永石 見守 兩人ヲ 被 呼 返 候 哉 承 度 候、 

其 故ハ長 崎街說 ハ 、兩人 役 向 因循 ノ罰 一一 ハ 無 之、 只々 平常 役 替而已 -1 テ、 被 呼 返事 相 聞ェ候 ナリ、 此段伺 巾 度如此 御座 候、 

拜具 謹言。 

十月 二十 一日  ハ ルリ 1、 ヱス、 パ— クス 

小 笠 原 f 岐 守 M 餅歸 

〇 本書、 外務省 記 一 不 三日 二 作ル、 然ル 二  、書中 昨日 附ノ文 ァリ、 且ー 一十 九日 幕僚 答 書 二 、第 十 一 月ト 六日 附ト 云フ 、西暦 

十 一 月 十六 日ハ、 卽チ我 十月 一 一十 一 日 ナリ、 故 ニ之ヲ 改ム。 

〇 

大貌利 太泥亞 特派 公使 全權 

ミニ スト ル兼コ ンシュ ルゼ ネラ— ル 

ヱキ セル レンシ 1 

スルハ ルリ 1、 エス、 パ 1 クスケ シビへ 

i! 貝 國第十 一 月 十六 日附 5； 貝簡 落手、 長 崎 表 一一 於テ 3! 貝國 水夫 ヲ 殺害 イタ シ候 モノ 召 柿 方 一一 付、 平 山圖書 頭、 同 表へ 出立 之 比 4  口、 

御 承知 被 成 度 旨 御 申 越 承知 イタ シ候、 右ハ 閣下 一一 モ御 承知 之 通リ、 目今 京師 ヨリ 申 越 候 穀モ有 之 候 折 柄、 翔 鶴 丸歸船 次第、 

右 へ 爲乘組 、急速 出帆 爲致、 京師 御 差圖相 伺， 長畸表 へ 罷越候 様相 命 申 候、 尤右 事件 落 著 迄 ハ 、在 畸爲 致、 將附添 之 高 士官 ハ 

別紙 之 モノ  二 有 之、. K 條長崎 奉行 之 義ハ、 交代 等 -1 、ノ 無 之、 呼 戾シ之 命 下 シ置候 間、 歸著之 上、 處置 イタ シ候積 二 有 之 候、 右 

再 貴 答如此 候、 拜具 謹言。 

慶應 三年 卯 十月 二十 九日  小 笠 原 * 岐守 花押 

外務省 記 


〇 本條、 別紙 高 士官 姓名 見 ル所ナ 


復古 記 卷ー終 


總括 兼纂修 

1 等 修撰 


臣長松 


一 等 修撰 

一 等協修 

校 錄 

一 等 書記 

繕 寫 

1 一等 繕寫生 

一 一等 繕寫生 


長 

四 


臣 


屋 恒 

渡 廣 

川 長 

島 


良 古記 卷ー 慶應 三年 十月 二十 1 


1; 九 


春 和 孝 之荧 幹 


復古 記 卷ニ 慶應 =1 年 十月 二十  一 口  一二 〇 

復古 記卷ニ 

慶應三 丁 卯 十月 一 一十 一 日 二 起 リー 一十 五 曰 一一 至ル 

〇 十月  . 

二十 一日、 十 萬 石 以下 ノ 諸侯 ヲ 召集 ス。§ 

〇 達 書、 十 萬 石 以上 ト同シ 、故 一一 之ヲ 略ス。 

o 德川慶 喜、 三條實 美等ノ 措置 ヲ稟 ス 、前 田 利鬯、 ？ 11% 犬-一聖 松 T 氏 王ヲ、 1?、 及 ヒ 島津 茂久、 SS 

七十 七 萬 八 百 石、 時 II き 4 ^、元 千代 0 尾 張 藩主 、食 封 尹き 6$  、陸奧 守 0 仙 桌赛 主 、* せ 六十に 萬、 ln^5-o  ま 曰^^ ゆ 

や だ" 稱 で德ガ ©ぼ 六十 九 萬 九 千 五百石、 お 達慶. 五 千 六 百 石餘、 時-一松 平氏 ヲ稱ス お J ま^ 藩主、 食 封 五 

十五 萬 田. |ま 頁、 越 中 守 〇 肥 後 藩主、 a:rq? 莩、 美 濃 守 〇 筑前 藩主、 食 封 W 十蹇矛 宠ー 一定、 I； 女邀 やで^ 藝 藩.：^、 ま 封^ 十ヒ M 

、細 刀應順 ^封 w 十四 萬 石、 黑 ffif^ 湾 二 萬 石、 時- 1 松 平氏 ヲ稱ス 萬 六 千 石 時-一松 平氏 ヲ稱ス i 

1st* 肥 前 守 〇 肥 前 藩主、 食 4S  jjfef  、 中納言 〇 水戶 藩主、 fel m£i、  ral 播守 〇PI 幡 藩主、 盒封 一一. 一十 ヒ i 黎 itnsnl?;^  、^！ ^ほ 

島 茂實 細 三十ぎ lyf£、  © 刀慶 I 食 封 三十 五 萬 石、 え K 廣德 萬 五千石、 時-一松 平氏 ヲ稱 ス、 1^1,®  0 津藩 

主 、き 封 三十 二 萬，， mfc^.i^  、 備前守 〇儸 前 藩主 、食 封 一一 一十一 萬 .&.Km:  a4^fKa  、阿波 守 〇 阿波 藩主 、食 封 二十 五" 萬 Jm.lTJS ぶ. ip?  、土 佐 

fm&f 十;^ 池 田 茂 政 V 千) 一 一松 平 S ヲ稱 ス、 蜂須& 齊裕 七 千 九 石、 時-一松 平氏 ヲ稱 ス、 U 內逮戸 ま 守 〇 

土 佐 藩主、 食 封 二 ぎ m2fei 、中 務大輔 0 久锊米 藩 Js"$.=pi 、美 濃， 守 9 盛 岡 P 主、 公 ！4-&J14^、t^t 力 m 滞 主、 酉 牛 &有、 

十四^ 二 千^ 有^ 慶賴 主、 食 封 二十 一 萬 石、 iR お ロ禾岡 食： i 二十 萬 石 移 f^Mm 食 封 十七 萬 石、 w^sri,^ 

左 衞門尉 o 莊内藩 酉 き、 雅樂頭 0 姬路 藩主、 #^女 汶、^ S 大輔 ，〇if ほ 滴.^ 公. 刀 口、 ト^ Hla^s 允、! はぬ 外!？ 

主、 食 封 十七 萬 石、.^ 讲. 食 封 十五 萬 石、 #房 迫-：^ 主 食 封 十五 萬 石^ 移 ース呢 ん $1 ぶ 屑 TI. ん t 藩主 食 封 十五 

g  、酒 井忠 氏、？ IK^Sg 前 田 利 同、 11， 山 # 平 王 氏 at  、宗義 達、、 封 。十 まま 平 忠誠、 S 纖； 

翳 咔眞田 幸 民、 封 〇 十 松 萬 代、 奥平昌 服、 P 大封夫 十 。萬 中 石 售戶田 氏 共、 松 平 慶憲ノ 家臣 モ亦各 


笞議ヲ 上ル。 

實美 以下、 若 上 坂 仕候ハ 、 、召 之 諸侯 上京 御 诀定迄 之處滞 坂可罷 在、 太宰府 出船 前 二 候ハ、 、追テ 御沙汰 御 坐 候 迄 同所 二 可 

罷在 旨、 五 藩へ 被 仰 渡可然 哉奉存 候、 此段奉 申 上 候。 

む 0:  二十 一日  慶  喜 

_  J  德川痠 喜實記 

本 多 正 憲家記 

〇 正 憲家記 二十 二日 載 スル所 ノ、 自然 上 坂 云 々ノ 批紙ヲ 此文後 二 付 シ 、幕僚 ヨリ 達 示 トァリ 、木 條ノ 文意 ヲ考 ル ュ 、慶喜 

モ亦諸 藩ト共 二 下問 ァリテ 、答 議ヲ 上リ、 一 一十 二日 二 至リ、 批紙ヲ 付下セ シナル へ シ、 慶喜ニ 下問 ノ事 、別 二 據ル所 ナシ、 

姑 ク錄シ テ參考 一一 備フ o 

〇 

一 近々 上 坂 之 聞 有 之 候賨美 以下 脫走人 之 事、 

大事 件ハ盡 衆議 御主 意ヲ 奉伺 之候ノ 間、 脫走人 上 坂 之 儀ハ、 召 之 諸侯 上京 产ー 上、 衆議 御 閬亂之 上、 御所 置 御座 候 而モ宜 哉 一一 

奉存 候、 夫 迄之處 ハ 、是迄 之 通 御 留置 候 而モ不 苦 哉 ト奉存 候、 

一 外國之 事、 

召 之 諸侯 上京、 衆議 御 聞 亂之上 御 诀評可 有 之， 夫迄ハ 在來之 通、 德川 へ 御 委任 二 相 成、 所 置 之 儀 者總而 朝廷 伺 之 上、 取扱 二 

相 成 候 而モ不 苦 儀 ト奉存 候、 

右 兩條之 儀、 是迄相 據不申 儀、 別 而不肯 之 私 -ー 御座 候得ハ 、情 實會得 仕 兼 候 得 共、 不取敢 見込 之 處申上 候、 以上。 

十月 二十 一日  松 平 飛驛守 

大樹 ョ リ伺之 八 ケ條、 

右、 如何 體之御 取扱 二 相 成 候 共、 異存 無 御座 候。 

复 古記 卷ニ 慶應 111 年 十月 二十 一日  三 一 


復古 記 卷ニ 慶應 三年 十月 二十 一日 

十月 二. I 一  日 


松 平 飛驛守 

前 田 利 鬯家記 


〇 


今般、 幕府 政權ヲ 朝廷へ 奉^ 仕 候 次第、 誠以 復古 ノ御 大業、 數 百年 來 ノ英斷 一一 御 坐 候而、 钥鼠 體御變 革、 宇 3ie  -  一  f 

g 立 可 被 遊 御 基本 二 候へ ハ、 微賤 ノ 私共 迄 モ、 深ク 天下 ノ爲メ 一一  奉恐悅 候、 就而ハ 衆庶 議事 ノ意 ヲ以、 諸 藩士 共 被 召 出、 廉 

々 御下問 被 仰 出 候 儀-一 付、 謹而奉 言上 候、 

一 德川家 取扱 掛之廉 々、當 時 伺 出 ノ通被 仰 付 置、 召ノ 諸侯 會議ノ 上、 御 確定 被 遊 可然哉 一一 奉存 候、 

i  ^走 公卿 方、 & 々上 坂 ノ聞ュ 有 之 趣-一 御 坐 候へ 氏、 椎而右 等 ノ 次第 一一 相 成 候 儀 ハ 有 之 間 敷、 召 ノ 諸侯 會議 初發 一一 御 裁 

斷被 仰 出、 長 防 钾處置 同時 二 相 成 可然哉 -ー 奉存 候、 

一外 國^ 扱 ノ儀ハ 、暫時 越 方 ノ通ニ 被閣、 召ノ 諸侯 會議之 上、 皇國 一 體 ヲ以テ 朝廷 ノ御條 約 可被爲 結、 尤兵庫 開港 ノ處 

ハ 、今般 大 改革 ヲ以、 國體 變換ノ 次第 談判 二 及ヒ、 被 差延候 而可然 哉-一 奉存 候、 

右 i: 々、當 時 在京 仕 候 三 藩ノ者 共同 意 仕 候 -1 付、 乍 恐 連名 二 テ申上 候、 尤書 外猶又 口舌 ヲ以 言上 可 仕 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

松 平 修理 大夫內 

丁 卯 十月 二十 一日  關 U 

松 平安 藝守內 

辻 將 

松 平 土 佐守內 

後藤 象 


し 

糸 


曹 


岡 藤 次 


神 山 左 多 衞 

島津 忠義 家 記 

♦ 水萍 貽孫錄 

謹 而奉申 上 候、 咋日被 仰 渡 候脫走 人、 竝外國 之 事件 ハ、 素 ヨリ 關係不 仕儀 二 付、 可否 難 申 上 候 得 共、 免 走 人 到 著-一 モ相成 

候 ハ 、 、何方 一一 テ モ 著候處 へ 御 差留、 先 言上 之 趣旨 御 聞 上被爲 在、 且外國 御 應接之 儀 者、 御 差延難 被遊淤 出來宾 分、 其 品 

御 達 之 上、 諸 藩 見込 ヲモ御 |浮 被 爲在候 方 可 然奉存 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

尾 州 在京 役 

f 月 二 トー 日  佐々 鈇 .三 郞 

謹而奉 言上 候、 咋日被 仰 出 候 幕府 ヨリ 伺 之 件々 者、 過日 御 達 之 通、 都 而御召 之 諸侯 上京 迄 御 評定 御 差延、 其 2： 片時 モ御猶 

豫難被 遊廉ハ 、先 是迄之 通 手 續ヲ以 、爲御 取 計 御座 候 方 可 然奉存 候。 

尾 州 在京 役 

T 月 二十 一日  佐々 鈇三郞 

德 川義宜 家， 記 

o  黑川秀 波 筆記 

召 之 諸侯 上京 日 诀定迄 之處、 指向 候 事件 ，ー 付、 私共 見込 御下問 被 成 下 候 趣 奉畏、 愚案 之廉々 左 ，ー 奉 申 上 候、 

一 外國 事件 之 儀 ハ 、誠 二 重大 之 御所 置 一一 御座 候 得 共、 先達 テ 大樹 公 具 二 建言、 且諸藩 見込 之 趣 モ被爲 聞、 衆議 被 相盡、 已 二 

開港 御 指 許-一 モ相成 候 上ハ、 應接等 都 テ瑣細 之 事業 ハ、 當分 大樹 公へ 御 委任 相 成 可然、 乍 併 難 被 相 任廉モ 御座 候ハ 、、兼 

テ外國 之情實 -1 通 曉仕候 公卿 諸 藩 モ 可 有 之、 其 向 へ 取扱 被 仰 出 可 然奉存 候、 方今 外患 切迫 之 形勢 ハ 勿論 之絛 -ー 唉得 共， 

尤 可 先 憂 者、 腹心 之 病ト奉 恐察 候、 何分 人心 輯睦、 萬國 ， 一 御 威信 被 爲立候 御所 置 被爲在 度奉存 候、 

復古 記 卷ニ 慶應 111 年 十 H  二十  一！ 一一 一  =ー 


復古 記 卷ニ 慶應 三年 十お 二十  一口  一一 一  P 

一 實美 以下 御所 置 之 儀ハ、 被 處御寬 典 被 召 登 候 上ハ、 別 二 異議 モ有之 間 敷 候 得 共、 諸 藩 上京 御 诀議迄 之處、 先 皙之閒 入京 被 

相 扣置可 然奉存 候、  1 

一 大樹 公司 之 件々、 諸 藩 上京 迄 之處、 是迄之 通 御 委任 被 遊 可然、 乍 併 御 變換被 成 置 候 事件 モ 御座 候ハ 、 、尙御 衆議 之 上 f 決 

定可然 、全 體錢穀 之 出納、 刑獄 之 聽斷等 ハ 、局 二 依而 古典 舊習モ 有 之、 有司 二 無 之 候 得 ハ 、脉 辂條理 モ 不相 心得 儀 二 而、 空 

數可奉 論 列樣無 御座 奉存候 事、 

右 之条々 御尋 一一 付 奉 申 上 候、 方今 不 容易 折 柄、 數 百年 來 二 シテ 王政 御宏復 二 モ被爲 成 候上ハ 、御中 興 之 御 初 政 二 テ、 萬 民^ 

目、 御 維新 ヲ望 居候 機會二 御座 候 間、 萬々 一 御 失體ナ ト被爲 在候テ ハ、 誠-一 恐 入 候 御 事 一一 御座 候 間、 幾重-一 モ 衆議 被^！、 

公平 中正 之 御 施行 被爲在 候樣奉 希望 候、 恐懼 頓首 謹言。 

仙 臺中將 内 

十月 二十 一日  松 崎：？： 太ヂ 

大 槻文彥 筆記 

〇 

今 股 御 改革 -ー 付、 召 之 諸侯 上京 難 被爲待 件々 、御 下尋之 趣、 盛大 之 重 事、 御施爲 之 常 否 二 寄リ、 天下 治亂之 機、 深 御 憂慮 之^ 

奉 恐察、 不憚 言上 仕 候、 抑王攻 ハ 王攻之 規模 ァ リ 、武政 " 武攻之 綱紀 ァ リ 、 皆 天下 自然 之 勢 -ー ヨリ、 沿革 且大利 之 所在 者必 

大害之 所存 今 沿革 之 際 程 利害 危難 之 機 會無之 候、 其 所以 者 新制 未 立、 舊綱已 -ー 弛ミ、 人心 淘々 、施 爲紛紜 之 隙 -ー 乘シ、 奸 

維^ 徒、 一 己 之 私 略 ヲ逞シ 、天下 之大亂 不可 收拾 -1 至リ候 事、 古今 之 常證、 是大害 之 所存、 皆 欲 速 之 私心 ヨリ 出來候 問、 先 

其 大害ヲ 禦キ、 大體ヲ 存シ、 然後、 改革 之 大利可 相 生 候、 大害ヲ 禦キ候 新制 未定 候 間ハ、 舊綱ヲ 不弛候 外 二道 者 無 之、 抑 今日 

之 御 改革者、 大樹 公 至誠 至 忠ヲ以 、一 一 百 五十 年 \ 一積 權ヲ 一朝 一一 奉歸 候美 德、 天下 ノ 賢明、 無此 上盛德 二 候 間、 斯 大樹へ 王攻 . 

之毘模 組立 總督ヲ 被 仰 任、 古今 之 沿革、 時勢 之 變遷、 萬國ノ 形勢 ヲ 斟酌 シ、 人情 時勢 至當ノ 大規模 ヲ被爲 立、 萬國 -ー帛 立 シ、 


萬 世 -ー 貫徹 相 成 候 御 盛業 被爲立 度、 右 大規模 相 立 候 迄 者、 朝廷 淸肅 之體ヲ 不被爲 失、 從來之 舊綱不 相 弛 候樣、 目 w§ 掛宾も 

件 等-一 者 少モ無 御拘、 一 切 幕府 -1 御 任 被 置 候 事、 御當然 之赣ト 奉存候 間、 外國之 事件、 實美 以下 之 事 者 勿論、 御 別紙 件々、 其 

他 一 切 幕府 へ 御 任 可 被 成、 別段 施 爲之儀 者 御 答 不奉申 上 候、 只々 盛大 之 御 趣意 御 資 徹 御座 候 様 奉 至 願 候、 a 上。 

己 

十月 二十 一日  三 浦 休 太郞. 

大槻 文彥^ お 

o  晚翠樓 叢 ^ 

ス 「舣 御下問 ノ 件々、 重大 ノ儀 一一 テ、 差 寄 利害得失 ノ 見込 付 兼 候 得 共、 近々 上 坂 之 聞 有 之 候 五 卿 方 御 取扱 ノ義ハ 、旣- 一 洛外 幽 

居 迄 ノ儀ハ 、 朝廷 御聞濟 御 許容 被 成 置 候 儀 ト奉存 候得ハ 、今更 別途 -ー 言上 仕 候 程 之 儀 無 御 坐 候、 尤幽 g 後 ノ御虚 置 筋 、 、 

召ノ 諸侯 上京 之 上、 御 衆議 モ可. 有 之、 且又 外國 事件、 及 大樹 公 ョ リ伺 ノ廉々 ト モ差向 候 儀 ハ 、 先 幕府 へ 被 任 置、 御 差 障不被 

爲 在儀ハ 、 召ノ 諸侯 參著 迄ハ 、從來 K.1 通 一一 テ被閣 、其 段 兩 御役ョ リ御觸 出 一一. 相 成 候ハ、 去 十六 日 御沙汰 ノ大 事件 云々 ノ 

御 旨 趣 -ー モ相叶 可申歟 ト奉存 候、 爲差 定見 モ無御 坐、 此段 御請 迄 申 上 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

細 川 越 中 守 家老 

4 月 二-一日  三 宅 藤 左衞門 

第 一條  • 

此儀 朝廷-一 ハ 御手 馴 -1 モ無之 、御手-一 モ被爲 及 間 敷、 萬 一 順番 等 狂 候 而ハ如 何 二 付 、幕府-一 テ御 取調 二相 戎宾ヲ 、御兩 

役 一一 テ御達 二 相 成 候 方可然 見込 申 候、 

第一 一條 

朝廷 二 ハ 、未タ 御代 官等 夫々 之 御 役 方 不被設 候 事 一一 付、 是迄 通ノ御 取扱 一一 テ無 之候テ ハ 御 ffl 辨兼可 申宾、 

復 古 記 卷ー； 慶應 一一 一年 十； 《 二十 一日 


復古 記 卷ニ 慶應 三年 十月 二十 一日 

^義 モ 前 條同樣 、，之 御 役 無 之、 御手 二 難 被 及 可 有 1 哉 二 付、 矢 siis  二 テ S 候テ ハ 辨兼可 申篇、 i 諸 

侯 方へ ハ、 御兩役 ヨリ 被 成 御 達 方 ト奉存 候、 

第 四！^ 

：  - > ！-  -I' - 、- 目： 1^矣 、 , if  £^  "口  二 眩 確 5 宾諸ュ 矢方ノ 迷惑 二 モ相成 可 申 候 間 右 ^斷 

比羲是 迄 ノ振 リー 一 違ヒ 領主 領主 ノ、 七々 二 相 成 候 ノ  、  0^  UI 召  一 f  FJ1 フ i  ？  ^  " 

第 五条  ！ 

朝廷 一一 其 御 役 被 成御設 候迄ハ 、是迄 之 通 一一 テ無 之候テ ハ 、亂妨 ノ基タ ル へ ク候 間、 伺 之通タ ル へ ク奉^ 候 

御 S ハ暫モ 難 被廢 候處、 朝廷 往古 ノ律ハ 、方今 ノ時宜 二 協 不申儀 モ可有 之篇、 追 テ御取 議ハ、 仕 來ノ通 タル ヘクト 

奉存 候、 

第七條  i 

本文 ノ 役々、 如何様 ノ 勤 向歟、 委 ク 不奉 承知 候 間、 如何様 共 見込 付 兼 申 候、 

^  1輕 便， -ー 有 之 候 得 共、 現金 -ー テ 融通 不藤ハ 無 之、 00 ハ 幕府 ノ 疲弊 ョ リ起篇 二 ハ 無 之 哉、 然 ル 二 政權 奉還 之 

上 モ 、其 儘 融通 被 仰 付 候 ハ 、列 侯 方 各願 立 一一 相 成 候 ハ 必定 一一 テ 、是又 不被差 許候テ ハ 難 相 成、 往往 外 夷 へ 被 對候テ - 另テ 

昆雜ヲ 生シ可 申歟、 依 之、 追 テハ當 時 ノ札ヲ 朝廷 ノ 御札 一一 モ可被 成 候 得 共、 先此 儘-一 被閣、 列 侯方ノ 御願ハ 堅被禁 候方歟 

此 一條 ハ掛 念不少 奉存候 間、 篤ト御 衆評 ヲ奉仰 候。 ぉ& 

微臣 等、 辱ク 御下問 ヲ蒙リ 恐懼 之 至 二 奉存 候、 然 ル處、 重大 之 事件、 固ョ リ微臣 1 敢テ 跤テ 及フ 所-一 ハ 無御座候 得 共、 當 


祸 時勢 難忽 事件 御下問 -ー 付 、卑陋 之 管 見 奉 申 上 候、 今般、 大樹 公 自ラ御 菲德ヲ 御 貴 被 遊、 政權ヲ 朝廷へ 御 奉還 被 遊 iK、  N 

ョ リ 一 君 萬 民、 全國 一 致、 皇國之 太平 ヲ御期 望 被 遊 候 御 英斷ョ リ出候 事 二 テ、 微臣等 不堪 感激 奉存 候、 各藩 諸ュ 矢右& 盛意罕 

承 仕 候テ、 不日 一一 上京 仕、 協力 同心、 共 二 王朝 ヲ 保護 仕、 皇國昇 平 之基ヲ 公議 仕 候 儀、 的然之 事奉存 候、 乍然、 今日、 御下問 I 

卿 上 坂、 外國之 事件、 是皇國 治亂之 所關、 當今之 急務、 一 日 モ難忽 儀 一一 奉存 候、 然ルヲ 其 事 之 顚末ヲ 熟知 セ ス、 日々 會， 比诶 

共、 衆 言 紛紜、 勞シテ 功 無ヰ而 已ナラ ス 、萬 一 處置 當ヲ失 ヒ候ハ 、 、災害 目前 一一 生シ 、皇國 ノ御爲 二 相 成 &間敷 愚考 士 t 、就 

而 、ノ 重大 之 事件 ハ 不及 申、 瑣小之 事 二 至 迄、 諸侯 上京 迄 ハ 慕府 へ 御 委任 被 遊 候 方、 萬 全 之 儀 ト奉存 候、 右鉀 下問 二 付、 ぉ：呶 

之 管 見 奉 申 上 候 、誠 恐頓 首。 

筑 前 宰相 內 

十月 二十 一日  桐 山 作兵衞 

井上 六之丞 

黑田長 知 家 記 

〇 

ー實美 以下 云々、  ， 

右 者、 當春五 藩 申立 御 聞濟之 通、 歸洛御 取扱 ,ー 而可有 御座、 尤 御所 置 之 儀 者、 長 防 -ー 相 準 候 事 ト奉存 t、 

1 外國之 事、 

右萏 大事 件 之 儀 -1 付、 卒爾 一一 見込 難 申 上、 何 レ 御 召 之 諸 藩 方 御 著 京、 公議 衆議 ヲ被盡 、御 诀定迄 者、 有形 ノ通、 幕 一一 而御 取扱 

之 儀 可 然歟、 尤 御改變 二 付而 者、 條約 調印 之儀ヲ 申立 候 哉 モ難計 候 二 付、 朝廷 之 御 事 盤 御 決定 被 成 置 度 奉 存宾、 

一 幕府 ヨリ 御 伺 之 牛々、 

御 衆議 御诀 定迄ハ 、矢 張 幕府 -ー テ是迄 之 通、 左 無 之候テ ハ 、新規 之 御 事柄、 御 役々 御 揃不相 成候テ ハ 、 御 差 支 筋 可 有 之 哉 二 

復古 記 卷ニ 慶應 三年 十 お 二十 一日  =ー ヒ 


I 古 記 卷ニ 慶應 II 一年 十 二十 一日 .  、三 八 

奉存 候、 

右 之 通、 御 尊 二 付、 愚存之 次第 奉 申 上 候、 以上。 

松 平 肥 前守內 

- ： 卜, 3  百武作 左衞門 

ニト  曰  ] / 

-月 二- 一  鍋 島 直 大家 記 

晚翠樓 叢書 

今せ、 王政 御 復古 被 遊 候 二 付、 天下 之 公論 廣ク 被爲 閬召 度、 諸侯 被 召 之處、 差 向 御 不都合 之 事件 モ有之 候 -ー 付、 當時在 

京 之 褚ュ矢 並 各 藩士 へ 御下問 被 遊 候 段、 誠 以御至 公之 御 次第 ト奉存 候 得 共、 元來數 百年 來、 廢弛之 乾 綱 御 再 攬被遊 候 非常 之 

御大 業-一 被爲 在候ハ 、、 r 時 物情-一 觸レ、 諸事 不都合 ノ 事件 モ 勿論 可 有 之 箸-一 候へ ハ、 眼前 之 節目-一 御 泥ミ無 之、 皇國之 

御 基本 御 立 被 遊 候 儀、 尤御 急務 ト奉存 候、 參集會 議被仰 付、 丁寧 反覆 熟議 仕 候而、 自然 天下 之 公論 -ー歸 著 仕 候 道理 -ー ハ 御 坐 

候 得 共、 宇内 之 形勢、 天下 之 事柄、 沿革 多端 之 折 柄、 隨而 人々 見込 之 相違 モ可有 之 候 間、 召 之 諸侯 上京 迄 之 間ハ、 當地三 ヶ月 

詰 大名 割 等 八 ケ條之 面、 都 而是迄 之 仕 來被爲 居 置 度、 殊 - 一外 國 交際 之 儀 者、 最 重大 之 事件-一 御座 候處、 全 體之御 基本 不相 i 

內、 萬 一 輕 易之 御所 置、 御 取返シ モ難被 遊 筋 出來候 而萏、 天下 一 新 御 發攻之 御砌、 乍 恐 朝 威 一一 モ 御拘リ 、 不 容易 御 次第 二 御 

座宾 間、 差 向 御 取扱 筋萏、 矢 張 仕來之 通被爲 任、 別 而御厚 重 -ー御 商議 被爲在 度、 左モ無 之、 細目 ト ハ 乍 申、 御 诀定被 遊候樣 二 

S  、 、折角 天下 之 公議 ヲ被 爲盡候 光明 正大 之 御 盛業 二 モ 相戾リ 申 間 敷 哉、 就而皆 道路 之 遠近 御參 考被爲 在、 諸侯 著 京 之 期 

艮嚴重 ュ被 ra: せ、 一 齊參^ :. 朝議 之 上、 皇國 之大御 基本 御 诀定被 爲在候 後、 諸事 御 施行 被 遊 候 様奉存 候、 尤脫走 五 卿 上 坂 之 

儀 ハ 、差 迫リ 候 次第 二 付、 兼而 洛外 謹愼 住居 可 被 仰付ト ノ御诀 議モ被 爲在候 ハ 、 、其 通 御 取 計 被 遊、 尙 諸侯 上京 之 上、 是 3 

公議 ヲ被 爲盡唉 様奉存 候、 此段 御垂問 -ー 付、 不顧恐 愚意 建言 仕 候。 

水 戶中納 言 家 來 


H 月 二十 一日  大場主 膳 正 

晚翠樓 叢書 

〇 

一 五 卿 方 之 事、 

御歸京 迄ノ御 形跡 一一 寄、 至當ノ 御所 置 可 被 爲在御 儀 ト奉存 候、 

1 夕. 18^之 事 

外 夷 ヨリ 差懸リ 申立 候 箇條、 大事 件ハ 衆議 ラ被 爲盡、 都而御 取扱 ノ處ハ 、 召ノ 諸侯 上京 迄ハ、 先 是迄ノ 通 幕府へ 御 委任 被 

爲 在可然 ト奉存 候、 

一 御 別紙 八 ケ條ノ 事、 

召ノ 諸侯、 上京 ノ上 御诀定 一一 モ可相 成 一一 付、 朝攻御 基本 被爲立 候迄ハ 、先 是迄ノ 通 、幕府 へ 御 委任 可然御 俊ト奉 存廣、 

右 之 外 存込候 儀 無 御座 候、 此段申 上 候。 

松 平 因幡 守內 

4 月 二十 一日  眞野 代次郞 

河 毛文藏 

池 ml. 知 家 記 

o  晚翠樓 叢書 

蒙 御垂問 恐惶之 至奉存 候、 不 容易 御用 筋 二 候 故、 不顧恐 直 様 奉 申 上 候、 抑政權 武家 へ 御 委任 \ー 事 ハ 、不得 止 之 勢 二 ヨリ 和歸 

シ候事 ニ而、 幕府 力 ヲ盡シ 候而、 海 2： 治安 一 一 百 五十 年餘、 今般、 大樹 公 虚心 攻ヲ 朝廷へ 泰歸シ 候 儀、 御 願 之 通 海 2： 人心 之 

向背 御 定權モ 可 被 爲在候 得 共、 卒然 如 願 被 仰 付 候 テハ、 輦毂 騷檯難 計， 皇國 之亂^ 此， 一基 可 ト奉存 候、 今：：： 藏 御垂 

復古 記 卷ニ 慶應 一一 一年 十 HJ 二十  一 n  一一 一九 


復古 記 卷ニ 慶應！ 一一  年 十 H 二十 一日  P し 

問唉脫 走 之 五 S 上 坂 之 儀、 自然 兵勢ヲ 張リ、 朝廷 ヲ脅シ 、迫而 入京 之 形勢 有 之 候 ハ 、 、 其 罪 ヲ重ネ 候 次第 二 付、 速 二 御所 

置 可 然御儀 ト奉存 候、 外國之 事件 ハ、 今日 二 至 候 次第 之處、 御廟 議之 模様 一一 ョ リ候而 者、 信ヲ外 - 一失 ヒ、 內禍心 ヲ包藏 候 

者 不生共 難 申 、杞憂 之 至 ，ー 奉存 候、 唯 是迄之 通、 幕府 御 委任 被 爲在候 様 仕度 奉存 候、 猶其餘 細事 御 箇條荐 申 上 候迄モ 無 御座、 

諸侯 上京 之 上、 御 公論 モ可被 爲在候 得 共、 於微臣 ハ 、是迄 御 委任 之廉々 、誠 -ー 御變革 不可 然奉存 候 事。 

藤 堂 和 泉 守 內 

十月 二十 一日  深 井 半 左衞門 

藤 井 鼎 助 

藤 堂 高潔 家 記 

晚翠樓 叢書 

〇 大 槻文彥 筆記、 高潔 家臣 ノ 答議 ヲ載ス 、其 文 異同 ァリ、 併 錄シテ 參考 一一 備フ、 

微臣共 蒙 御下問 恐懼 之 至 ュ 奉存 候、 不 容易 御用 筋 二 候 故、 不顧恐 直 様 奉 申 上 候、 抑 政權之 歸不歸 ハ 、古來 ョ リ 自然 之 勢 二 

ョ リ相歸 候 事 一一 而、 幕府 政 刑 ヲ用候 事 二百 五十 年來、 今般、 大樹 虚心 政ヲ 朝廷 へ 奉 歸候儀 相 希 候 得 共、 是又 自然 之 勢 

ュ 無 之 ハ 、段 令 如 願 被 仰付矣 共、 京師 忽玢檯 ヲ釀候 儀、 皇國之 治亂此 一一 基 キ可申 ト奉存 候、 今日 蒙 御垂問 候笛條 脫走 

之 1£ 上 坂 之 儀、 自然 兵 勢 ヲ張リ 、朝廷 や 脅シ、 迫 而人京 之 形勢-一 有 之 候 ハ 、 、其 罪 ヲ重ネ 候 次第 一一 付、 速 一一 其 罪 ヲ鳴ラ 

シ， 御 追討 被 仰 付可然 ト奉存 候、 若穩 一一 シ テ上坂 致 候得ハ 、幕府 へ 御 渡、 先、 坂 地 へ 被 廻 置 候 様 仕度、 外國 之^ 件ハ、 如舊幕 

ぼへ 御 委任 被爲 在候樣 仕度、 覬覦之 藩、 朝廷 ヲシ テ約ヲ 結、 始メ 幕府 之 交際 ヲ破リ 、己レ 交際 之 權ヲ恣 一一 致 サン ト計候 意 

二 出 候閒、 是又、 如舊 幕府 へ 御 委任 被爲 在候樣 仕度、 各國 公使 入京 之 儀 願 出 候 共、 於 幕府 モ爲延 候 儀、 不 容易 ト奉存 候 得 

共、 自然 御 模様 二 ョ リ 、御沙汰 次第、 當今之 形勢 二 候 故、 私共 へ 被 仰 付 候 得 ハ 、朝廷、 幕府 之爲 二 期限 ヲ爲延 可 申奉存 候、 

別段 御 度 二 相 成 宾數ケ 條之儀 ハ 、前 同斷 幕府 へ 御 委任 被 爲在候 様 仕度、 摁而於 朝廷、 政 ヲ被爲 執 候 儀、 乍 恐 大害之 基  一一 * 

成 可 申 候 故、 断然 幕府 へ 御 委任、 覬覦之 者 之 志 ヲ斷候 事 緊要 ト奉存 候、 御垂問 -ー 付、 漑略奉 申 上 候、 誠惶誠 惶頓首 敬白 G 


藤 堂 和 泉守內 

深 井 半 左衞門 

〇 

一 脫走五 卿 ハ 御 歸京相 成 候 上 ハ 、最早 御殿 御 住居 相 成^ ハ 、 、萬 事 御 都合 可 然御儀 ト奉存 上 候 事、 

一 外國之 事ハ、 此度大 御變革 二 付 而ハ、 御 國是御 一 定相成 候 迄ハ、 第一 外 國之事 一 切 御 謝 絕相成 置 不申候 而ハ不 被 爲卟、 一 

年、 一 一年 乃至 三 五 年 之閒、 一 途 一一 内地 ヲ御整 被 遊、 其 上 -ー 而外國 之 事件 改而 御受掛 -ー 相 成 度奉存 候、 左 一一 無 御座、 力 ， ル 

大變革 未 御 落成 モ無之 内、 右 之 事件 差 湊候而 ハ 、乍 恐 倉皇 之 御所 置 二 相 成、 終 天 不可 囘之 御國害 -ー 立 至 リ候ハ 、瞭然 之 儀 

ト奉存 上 候、 

一 大樹 公 ヨリ 御 伺 之 儀ハ、 衆議 御诀 定迄ハ 、先 是迄之 通 可然、 金 札 之 儀ハ、 外國御 取扱 未 御 诀定無 御座 儀 -ー候 得ハ、 如何 可 

有 御座 候 哉-一 奉存上 候、 

右 ハ 御下問 -1 付、 乍 恐 不取敢 愚 存之趣 奉 申 上 候 C 

備 前 

十月 二十 一日  ^野 權六郞 

大视文 彥，， お 

〇 

昨日 御下問 被 仰 付 件々 委曲 奉畏 候、 退而 熟考 仕 候處、 右 者 微臣之 輩、 敢而可 奉 申 上 候 御 事柄 トモ 不舉存 候 得 共、 御垂問 -ー 付、 

不顧恐 惶奉申 上 候、 抑脫 走之實 美 以下、 上 坂 之儀モ 御座 候 得 共、 先 滯坂被 仰 付 置、 御 召 之 諸侯 上 著 之 上、 御诀議 fl 所 置 被 仰 

付候テ 如何 可 被爲在 哉奉存 候、 

1 外 國之儀 者、 尤不 容易 御大 事件 二 候 得ハ、 殊更 厚 再三 被爲盡 衆議 衆 之 所 希望、 人心 和服 之 御所 置 無之而 者、. 水世不 W 之 碑 

復古 記 卷ニ 慶應 三年 十 H 二十  一口  四 一 


復 古 記 卷ニ 慶應 三年 十月 二十 一日  四 二 

策 - 一難 被 爲 到奉存 候、 御 召 之 諸侯 上 著 之 上、 御 斷诀被 仰 付 可然哉 ト奉存 候、 其 他 大樹 公 御 伺 之 件々、 卽今於 朝廷 御 差 支 

之 儀 -ー モ可 被爲在 哉、 是又 諸侯 上 著 之 上、 本 根 相 立 候 様 御 诀議被 仰 付 度、 夫 迄 之處、 是迄之 通 幕府 へ 御 取扱 被 仰 付 候 方可然 

奉存 候、 以上。 

松 平 阿波 守內 留守居 

十月 二十 一日  合 田 左 源 次 

渡 瀨哀江 

寺 西 金 右衞門 

蜂 須賀茂 韶家記 

晚翠樓 叢^ 

〇  . 

一 實美 以下 云々 之 事、 

右 者、 近々 上 坂 一一 モ相 成候ハ 、 、先 同所 へ 暫 滞留、 其 上 御 诀定之 御 都合 モ可有 御座 哉 ト奉存 候、 

一 外國之 事、 

右 者、 大事 件 之 儀 -ー 付、 是迄 諸侯 追々 建白 モ有之 候 得 者、 此節 御 召 之 諸侯 上京 之 上 御 诀定可 相 成、 夫 迄之處 ハ、 幕府 二 テ 

御 取扱 可然哉 ト奉存 候、 

一 幕府 ョ リ 御伺ノ 件々 * 

衆議 ノ上御 诀定可 有 之 候 得 共、 夫 迄 ノ處ハ 、矢 張 幕府 一一 テ御取 极可然 哉 ト奉存 候、 

右ノ 件々 御下問 二 付、 不憚恐 見込 ノ趣奉 申 上 候。 

有 馬 中 務大輔 内 . 

十月  柘植傳 八 


有 馬賴成 家^ 

晚翠樓 叢 《 


〇 


咋日、 御 達 之 趣奉畏 候、 然ル處 、當 今御變 革、 實 -ー 不 容易 儀 -ー 付、 爱許限 美 濃 守存入 推量 中 兼 候、 且別投 私共 見込 等無之 候 得 

共、 御下問 之 件々、 何 レモ 衆議 御 诀定迄 之處、 都而 大樹 公へ 被 成 御 任 候 儀至當 一一 奉存 候、 依 之、 御 改攻ノ 折 柄、 人心 安 兼 候 依 

モ難計 奉存候 間、 一 入 厚 御 依 賴被成 置 候 様奉存 候、 御尋- 一 付 不顧恐 此段御 答申 上 候、 以上。 

南部 美 濃 守 .2 

十月 二十 一日  西 村久， 次郎 

津  田 


又 六 

南部 利 恭家記 

晚 翠樓^ 


〇 


御 返答 書、 • 

咋日、 御尋之 儀 -ー 付、 左 -ー 奉 申 上 候、 

一 御 書付 之 面 八 ケ條之 儀 ハ 、此 度、 御 召 之 諸侯 御上 京、 御 衆議 御盡 -ー 相 成 候 迄之處 ハ 、是迄 之 形 -ー、 武邊へ 御任セ 相 成 候 

テ ハ 如何 可 有 御座 哉、 

一 兼 テ西國 御 下 リ之堂 上^方、 近々 御上 坂 之 御 聞 御座 候 趣、 其 御 始末 具 二 不相辨 候 得 共、 道路 之風說 二 テ承リ 候場ヲ W 申 

上 候、 西國 御下リ ノ儀 者、 御 朝憲 -ー 被 爲違候 御 事業 -ー 御座 候 得 共、 全 赤心 激發之 趣 -ー 承 候 得 者、 御 常節 柄 之 儀、 寬大 

之 御所 置、 御 入洛 被 仰 出 候而者 如何 可 有 御座 哉、 

一 外國御 取扱 之 儀 者、 御 召 之 諸侯 御上 京、 衆議 御 诀定迄 ハ  > 是迄之 形 被 差 置、 武邊御 取扱 向御托 -ー 相 成、 雖小議 、外國 ョ リ 

新規 異事等 申立 候 儀 者、 官武被 爲盡御 商議、 御 取 計被爲 有候テ ハ 如何 可 有 御座 哉。 

m 古 記 卷ニ 慶應 三年 十月 二十 一日  四 一一- 


復古 記 卷ニ 慶應  一一！ 年 十 二十 一 = 


I 月 


〇 


四 四 

松 平 大和 守 留守居 

鎌 田 三 郞大夫 

松 平 直 方 家 記 

太宰府 へ 其 儘 御 差 置、 萬 一 出帆 有 


御 達 之 趣奉畏 候、 實美 以下 脫走人 之 儀 ハ 、 御 召 之 諸侯 上京 迄 之處、 未 出帆 無 之 候 " 

之候ハ 、、大 坂 表-一 御 留置 二 テ可然 ト奉存 候、 

一 外 國之儀 ハ 、是迄 之 通、 御 召 之 諸侯 上京 迄 之處、 都テ 幕府 へ 御 委任 可然 ト奉存 候、 

右御尋 二 付、 a 込 之 趣 奉 申 上 候、 以上。 

松 平 下 總 守家來 

十月 二十 一日  平野 俊 吾 

酒井稚 樂 頭 家 來 

青木 平藏 

榊 原 式部 大輔 家來 

服 部瀨^ 衞 

酒 井 左衞門 尉家來 

«  大野 與ー 右衞門 

御 別紙 之 件々 ハ 、都テ 幕府へ 御 任 セ之方 可 然奉存 候、 猶 主人 共 上京 之 上、 見込 之儀モ 御座 候ハ 、可 奉 申 上 候、 以上。 

十月 二十 一日  名前 同上 

榊 原 政 敬 家 記 


〇 

一 實美 以下 脫走人 之 事、 

右 御所 置 振 之 儀 ハ 、御 召 之 諸侯 上京 之 上、 泶議 公論 ヲ以御 取 計 可 被 爲在御 絛ト奉 存候得 共、 不 0 ヒ坂之 趣 二 相 聞 候 問、 差 向 

上坂宾 ハ 、 、同所 へ 被 差 置、 追而 御沙汰 可 被爲在 旨、 五 藩 へ 御 達 置 -ー 相 成 可 然奉存 候 事、 

一 外國御 取扱 振 之 事、 

一 幕府 ヨリ 被 相 伺候 召 之 諸侯 上京 迄 之處、 取 計 向 件々 之 事、 

右、 外國御 取扱 向 者 勿論、 其餘之 件々 迚モ 、 是迄於 幕府 被 取扱 來候 手績有 之、 俄 二 御 扱 變リ相 成 候 而考、 如何 之 御 不都合 相 

生 诶哉難 計奉存 候、 只 此度伺 二 相 成 候 件々 而已ナ ラス、 一 日 萬 機 之 御 政務、 或 者 朝廷 於テ御 取扱 之 事件 有 之、 或 者 幕府 -ー 

而被 K 扱 候 事件 モ有 之候而 者、 人心 疑惑 適從ス ル所ヲ 不知、 萬 事 凝滯可 仕、 全ク御 綱紀 不相立 儀 ト奉存 候、 御 政 柄 朝廷 

へ 御 引取 相 成 候 上 者、 賞罰 黜陟、 財 利 斷獄、 牧民 治 兵之官 員、 諸 役 © 附屬吏 徒-一至 迄 夫々 相 備リ、 萬 機 皆 朝廷 ョ リ出不 巾 

候 而者不 相 成 候處， 末タ俄 二 其 御 備モ相 立 申 問 敷、 追々 諸 候 ヒ京之 上 者、 不拔之 御 制度 モ御 確定 相 成 候 得 共、 夫 迄之處 希、 

萬 事 是迄之 通、 幕府 へ 御 委任 被 成 置 候 外 有 御座 間 敷 ト奉存 候、 此段深 御 思惟 被爲 在、 皇國之 御混亂 -ー 不立至 候 様 御 遠謀 

奉 仰 候 事。 

松 平 伊豫 守 家老 

t 卜 3  二  4- 一日  鈴 木 七 郞右衞 門 

久松 定謨家 記 

晚翠樓 叢書 

〇  I 

御下問 之 件々、 私 式 微賤 之 者、 ^ 込 申 上 候 ハ 誠以 恐懼 之 至奉存 候、 且又 從來 之顚末 曲折 篤 ト伺得 不申候 付、 目的 難 相 立奉存 

候 得 共、 御請 不申 上候而 者、 猶以奉 恐 入 候 付、 管 見 之 大意 左 -ー 奉 申 上 候、 

古記 卷ニ 慶應 三年 十 U; 二十 一日  四 五 


復古 記 卷ニ 慶應 三年 十月 二十 一日  四 六 

近 々上 坂 之 聞 有 之 候實美 以下 脫走人 之 事、 

右 者 勅許-一而 御上 候 哉、 左モ無 御座 御上 坂-一 相 成 候 哉、 御 趣意 柄 篤 ト伺得 不申候 付、 聢ト 御請 難 申 上 候 得 共、 若 勅許 

無 御 坐、 押而 御上 坂之義 二 御 坐 候 得 者、 先 大坂表 へ 御 留置、 召 之 諸侯 上京 之 上、 御诀 議被爲 在 候而者 如何 哉 ト奉存 候、 

外國之 事、 

三 港 並. 兵 庫 共、 開港 勅許 之御義 1 一 御 坐 候 得 者、 先 是迄通 之 御 運 - 一 而、 召 之 諸侯 上京 之 上、 猶後來 之 御 規則 断然 ト 御評诀 

被 遊 候 様 乍 恐 奉存上 候、 若 又外國 ョ リ 申立 等、 其 外 迫候義 者、 朝廷 御 役向ラ 奉始、 是迄御 掛リ之 御 役 々 -ー 而、 御 取扱 被 遊 

候而者 如何 哉 ト奉存 候、 

大樹 公 ヨリ 被 仰 上、 召 之 諸侯 上京 迄 之處、 御 取 計 向 御 伺 八 ケ條、 右廉々 御 伺 被 仰 上 候 御 事， 一 付、 朝廷 之 思 召 テ以、 

御沙汰 被 爲在可 然御義 哉 ト 奉存候 、 

右 之 件々、 乍 恐 御請 奉 申 上 候、 稽首 再拜。 

小 笠原豐 千代 丸家來 

十 8  二十 一日.  二 木 武兵衞 

小 笠 原 忠忱家 記 

〇 

咋日、 以御 書取 被 仰 渡 候 件々 、 私共 限リ 御請 可 申 上 事件 1 一 無 御座 候 様相 心得 候 得 共、 今日中 必 御請 可 申 上旨 被 仰^ 候 

上 ハ 、無據 私共 限リ 見込 左 二 申 上 候、 

一 大樹 公 ヨリ 御 伺 二相 成 唉件々 ハ 、夫々 御 政務 ノ御 綱領 - 一而、 其 御 ケ條二 到リ候 而苕、 御 多端 御 事務 故、 於 朝廷 御 取調 方 

未 御 全備 相成不 申候ハ 、 、御 召 之 諸侯 御 京 著 迄 之處、 是迄之 通 、幕府-一而 御 取扱 相 成 候 方 可 然奉存 候、 

一 實美 以下 近々 上 坂 之 儀ハズ 「日 迄 之 御 取扱 振 リ相辨 兼 候 得 共、 先 同所 -ー暫 滞在、 御 召 之 諸侯 上京 之 上、 御 衆議 御诀 定被爲 


在 候 方可然 ト奉存 候、 

一 外國御 取扱 振 之 儀 ハ 、重大 之 事件 -ー 付、 私共 身分 -ー 而者 容易 難. e 上、 是亦御 召 之 諸侯 御 著 京 之 上 御 決定 可然、 夫 迄 之處、 

幕府 -1 而御 取扱 有 之 候 方可然 ト奉存 候。 

酒 井 若 狹守内 

十月 二十 一日  山川 五 左衞門 

酒 井忠硗 家^ 

晚翠樓 ^お 

〇 

咋日、 御 尋之ー 一條 拜考仕 候處、 不 容易 事件、 前後 辨別難 仕、 何等 之 存寄モ 無 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

松平稠 松家來 

I 月 二十 一日  磯野 新九郞 

.  前 田 利 同家 記 

〇 . 

召 之 諸侯 上 著 迄 之 御 取 計 向 -ー 付、 御下問 之 次第、 愚意 之 趣 乍 恐 左 二 奉 申 上 候、 

一 從 大樹 家 伺 相 成 候 八 ケ條之 儀、 別而 見込 之 愚意 無 御座， 何 レ 一一 モ御 賢慮 次第 之 御 事 ト奉存 候、 • 

一 實美巳 下 歸洛之 儀、 兼 而警衞 之 諸藩ョ リ 申立 之 越、 御聞濟 - 一至 居候 哉 -ー傳 承 仕、 大體防 長 御所 置 之 儀モ、 寬大之 御 趣 S 枘 

二 奉伺 候 得 者、 是又寬 仁 之 御沙汰 被 仰 付 度 御 事 哉 -ー 奉存 候、 

一 外國御 取扱 向 之 儀 ハ 、 御 邦 內ト違 ヒ 、俄 一一 御 變革相 成 候 テ ハ 、差 向 御行 支 ノ筋モ 可 有 之 御 事 二 付、 諸潘 上京 御 诀議迄 之 

所" 是迄之 手 續ヲ以 、大樹 家 一一 於 テ取极 候 様 被 仰 付 度 御 事 哉 一一 奉存 候、 

右、 昨 一 一十 日 御 達 之 御 旨 -ー 侬、 不顧恐 愚意 之 趣 謹而奉 言上 候、 以上。 

復 古 記 卷ニ 慶應 一一 一 年 十お 二十 1H  M 七 


復 古 記 卷ニ 慶應！ 一 一年 十月 二十  一 n  四 八 

宗 對 馬守內 

十月 二十 一日  扇 源 左衞門 

宗重正 家 記 

晚翠樓 叢書 

〇 

一 八ケ條 

此段御 差 向 之處、 別段 申 上方 無 御 坐奉存 候、 然處、 今般、 大樹 公深ク 古今 ラ觀 察セ ラ レ 、 御國家 へ 忠誠 ヲ被 爲盡、 御政權 

ラ 朝廷 へ 奉還 セ ラ レ 候 御 事、 誠 以深ク 奉 感激 候義、 何卒、 此上右 條现盆 御莨 徹被爲 在 度 御 事 ト奉存 候、 乍 恐 朝廷 二 テ 

右 被爲 聞 食 候 上 ハ 、彌、 大樹 公之 忠誠 ヲ御 顯彰、 天下 後世 大國 主命 ト共 二 其美ヲ 稱シ、 皇國御 永世 之 御 守護 ト相 成、 

尙乍恐 皇室 ト共 二 永久 繁榮セ ラレ 候 様、 其條理 モ是亦 御 貫通 被 爲遊度 御 篛ト奉 至 願 候、 

一 近々 上 坂 之 聞 有 之 候寳美 以下 脫走人 之 事， 

此段、 右 五 P! 御 預リ之 五 藩 -ーハ 、右一 條 二 付、 深 ク苦盧 モ可有 之 義-ー 御 坐 候テ、 前後 之 事情 モ 熟知 可 仕義 ト奉存 候、 侬之、 

右 五 藩. &上 之 趣 モ 可 有 之， 乍 恐、 尙五藩 申 上 之趣ヲ 御 採 擇被爲 遊 度 御 義 ト 奉存 候、 

一 外國之 事、 

右尙 召 之 諸侯 上京、 公論 衆議 之 上、 御 決定-一 相 成 候 得 共、 先 指向 御 取扱 之處 尋被下 候 事、 

此段乍 恐 一 時 御 差 向之義 一一 御 坐 候 共、 深ク宇 S 古今 之 形勢 情實ヲ 御 洞察 被爲 在、 天下 萬 世 ヲ御達 觀御通 視被爲 遊、 皇 

國御 維持 之 御大 計 御 一 定在セ ラレ、 然ル 後、 一 時 御 差 向之義 一一 候 共、 右 御 一 定之 御大 計-一 障碍 ヲ生 シ不 申、 萬 世 ー點御 忠 

害 一一 不相成 候 様、 深厚 一一 御 熟慮 被爲 遊、 衆議 ヲ盡サ セラ レ候上 一一 テ 、御 施行 二 不相 成候テ パ 、無遠慮 時 ハ 必近憂 ヲ生シ 

候義 ト奉存 候、 依 之、 乍 恐 聊存付 候義、 謹而左 -ー 奉 申 上 候、 

一明 大義、 御 國是ヲ 御 定被爲 在 度 御 事、 


右 自然 モ 利害-一依 テ 御國是 ラ議セ ラレ 候節ハ 、乍 恐 利害 百 端、 泶議紛 々、御 一 定之期 有 之 11 敷歟ト 奉^ 候、 重々 乍 恐、 

大義 一一 侬テ 御國是 ヲ議セ ラレ 候 節ハ、 多言 一一 不及 義歟ト 被奉存 候、 右 ハ 漢土 周 代 之^ 文、 小 國ヲ以 齊楚大 國之間 -1 居 

リ、 深 ク恐レ 候 ヨリ、 之 ニ處ス ル之 方ヲ孟 軻 二 問 候 節、 對テ巾 候 ュ、 是謀非 吾 所 能 及 也、 無 止 則 有 一 焉、 黎此池 也、 築此成 

也、 與民守 M 、效死 而民弗 去、 刖是 可爲 也、 又？！ 候 節、 對テ申 候 -ー 、昔 者 大王 居邠、 狄人犯 之、 事 之以皮 幣不得 免焉、 事之以 

犬馬 不得 免焉、 事之以 珠玉 不得 免焉， 乃屬其 耆老、 而吿之 曰、 狄人之 所 欲 者 吾 土地 也、 吾 聞 之 也、 君子 不以 所以 養 人^、 お 

人 一 三 一子 何 患 乎、 無 君 我 將去之 去 邪、 蹦粱山 邑于岐 山 之 下 居焉、 邠人 曰、 仁人 也、 不可 失 也、 從之 者如歸 市、 或 曰. 世 守 也-非 

身 之 所能爲 也、 效死勿 去、 君 請 擇於斯 一 一 者ト、 孟 蚵 之 書 -ー 相 見 候、 孟 軻 之 書、 不可 取 者 多端 -ー 御 坐 候 得 共、 右 立論 -ー 至候テ 

ハ 、是ヲ 天地 鬼神 二 質 候テ、 一 點無疑 者 一一 御 坐候テ 、卽チ 大義 ニ侬 テ言ヲ 立候義 ト奉冇 候、 異邦 小國之 亊、 且 異邦人 之 言 

說ヲ取 候 テ奉申 上 候義、 深厚 奉 恐 入險得 共、 乍 恐、 何 レ 之 世、 何 レ 之國 一一 候 共 、右一 一 者 之 外、 诀シ テ他 一一 道 ハ 無之献 ト奉存 

候、 右 様 -ー 御 坐 候處、 堂々 タ ル 天朝、 外 夷之 覬觎 一一 侬テ、 狄人之 所欲此 土地 也ト、 可被爲 避 之莪、 恐 y ノク モ 皇祖 H 祌 二 

奉 誓、 诀シ テ無之 御 事 一一 御 坐 候 得ハ、 乍 恐、 上下 一 心、 死 ラ诀シ テ 御 國ヲ奉 守護 之 外、 诀シ テ他 - 一道 ハ 無 之 殺ト 奉^: 上 

候， 君 父 辱 ヲ受候 時ハ、 臣子死 ヲ致シ 候ハ、 人道 之 大義 一一 御 坐 候 得ハ、 君 父 之 御國、 萬 一 モ辱ヲ 受サセ ラレ 候 様 之 殺 

有 之 候節ハ 、凡 皇國之 御臣子 一一 候 者、 誰 力 憤激 诀死不 仕 笞可有 之 哉、 悉ク效 死 候義、 素 ヨリ 當然 之锬ト 奉^ 候 、依-バー、 お 

重々 乍 恐、 攘夷 之 御 大義、 嚴然ト 御 英斷、 御國是 御诀定 被 爲在度 御義ト 奉存上 候、 左 候 處.， 世上-一 ハ、 擴夷ト 鎖 港トヲ 

混同 仕 候 論 說モ有 之 候 哉 -1 傳承仕 候處、 攘夷 ト鎮 港トハ 、素 ヨリ 別段 之義カ ト奉存 候、 鎮港 ハ 外國人 御國地 へ 來リ候 

ヲ 一 切御禁 絕被爲 在、 外國人 ト見懸 候得ハ 、善 惡ヲ 不問、 追拂ヒ 膺チ慾 シ候義 一一 可 有 之 候處、 攘夷 之 義ハ、 右 ト相逄 仕、 外 

國 人之實 一一 善意 ヲ以來 候荇ハ 、是ヲ 信 好撫懷 セラ レ、 來テ 御 國ノ御 患 害 ト相成 候者ハ 、是 ヲ攘斥 15, ま セ ラレ 喉^ ト， 

存候、 依 之、 開鎮之 義ハ 、攘夷 中 之 一 一大 件 二 御 坐 候テ、 時勢 二 隨ヒ、 利害 ヲ詳ニ シ、 可 開咭ハ 之ヲ 開キ、 可 鎮時ハ 之 ヲ鎖候 

義 ュ テ、 開鎮之 一 一端 二  、深ク 拘泥 可仕義 一一 ハ 有 之 間 敷 ト舉存 候、 左 候處， 外國人 之來テ 御 國之御 患害ヲ 仕、 御 讎敞ト モ 

復古 記 卷ニ 慶應 一一 一年 十お 二十 一日  四 九 


M. 古 記 卷ニ 慶應ー 一一 年 十 = 二十  一口  *c 

罷成宾 者 ハ、 卽チ 朝敲 一一 御 坐 候テ、 之 ラ賊ト 呼ヒ、 夷狄 ト名付 候ハ、 常 然之義 ト奉存 候、 其來テ 御 國之御 憂 ト罷成 候 

荇ハ、 君 父 之大讎 一一 御 坐 候テ、 共 不可 戴 天 之 朝敵 逆賊 一一 御 坐 候、 是攘 斥膺慾 候義、 卽チ 天下 遵奉 仕 候樣、 厚 ク御虚 分 

被爲在 度御義 ト 、 乍 恐 深 ク 誠 一一 奉 至 願 候 、 

一 詳 利害 厳重 御 守備 ヲ被爲 設度御 事、 

右 ハ 深 ク宇內 之 形勢 情 實ヲ御 観察 在セ ラ レ 、時勢 之變遷 一一 隨 ハセ ラレ、 皇國 四邊之 御 守衞、 御 措置、 御 遣 算無之 様 厳重 

御 確定 在セ ラ レ 、大義 ラ明 ニセ ラレ、 大 二士 氣ヲ御 振作 在セ ラレ 、攻守 之 道ヲ詳 ニセ ラレ、 大ニ 御 兵制 御 兵略 ヲ立サ セ ラ 

レ 、成堡 、船 艦 、火砲、 諸般 之 兵器、 烽燧、 粮榖 一一 至 候 迄、 御 全備 御充 實在セ ラレ、 大 一一 形勢 ヲ張 セラ レ 、 海內之 諸き 一 、七 一 

文 盡カ守 禦相成 候樣、 大 二 其 道 ラ立サ い- ラ レ、 天下 之銳氣 御國中 二 溢レ、 餘威八 表 二 震 候樣、 御 處分彼 爲遊度 御義ト 

尙乍恐 誠 -ー 奉 至 願 候、 

一 正 道義、 御 交際 之 御 法則、 御嚴 重立 サセ ラ レ度候 御 事、 

右 ハ 禹國之 尊卑 等 第 並 通信 通商 之 事實、 交際 之 法則 ヲ詳- 一 セ ラ レ 、禮 制ヲ明 ニセ ラレ 、信義 ヲ厚ク セ ラ レ 、萬 W 钾患^ 溯 

之樣、 御 制 則 ヲ立サ セラ レ度、 謹テ 大地 之 形勢 ヲ觀察 仕、 古今 之 沿革 ヲ傳聞 仕、 萬國之 尊卑 ヲ通聽 仕 候 一一 、 皇國ノ 大地 

之 元首、 萬國 之宗國 二 御 坐 候テ、 天朝 一一 ハ 宇 E 之 至尊、 世界人 間 之 極 尊 一一 御座 シ マス、 御國ハ 皇國ト 奉 稱候蘧 二 テ 

外 國唱候 所 之 帝 國王國 ト 比へ J セラ ル可 キ 御 事 一一 ハ 有 御 坐 間 敷 奉存上 候、 左 候 俘 ハ 、 外 邦帝國 ト 唱候者 モ , 皇國 一一 奉 交 

候 ニハ、 an 王國之 帝國ニ 交候禮 節ヲ取 候義、 三才 當然之 修理 ト奉存 候、 乍 恐、 皇國ハ 天祖 日 神 ヨリ 被 爲賜候 御國ニ 

御 坐 候テ、 乍 恐、 皇統-一 ハ實- 一 日 神 之 御 神 孫 一一 被爲 在、 天位 ヲ 無窮 一一 被爲 踐候御 事 一一 御 坐 候 得ハ、 世界^ 

誰 力 比倫 可 仕 者 可 有 之 哉、 能ク此 道義 ラ 1? 明 一一 セラ レ 、詳 二 外國 へ 御 生 £1 有 之 候 ハ 、彼 レ 必ス 敬服 可仕義 ト奉存 候、 何卒 

厚ク此 大義 ヲ明 一一 セ ラレ、 御 國體御 嚴立在 セーフ レ、 ち 一 宇 內ヲ御 制御 被 爲遊候 御大 基本 ヲ、 今 H  - 一  立サセ ラ レ 度御亊 

ト 奉^. 宾、 然 ル 上 一一 テ 、通商 貿易 等 之 儀 ハ 、利害得失 ノ道ヲ 詳明 一一 セラ レ 、萬 世 御 弊害 無 之 様、 御 信義 ヲ不被 爲失候 様、 深 


厚 衆議 ヲ 盡サセ ラ レ 、御 規刖御 確定 在ラ セ ラ レ度御 義ト、 乍 恐 重々 奉 至 願 候、 

右 之 段、 微賤 1\ー  私共 へ 御尋被 爲下候 御 儀、 誠以 感激 伏 泣 之 至 -ー 不堪、 依 之、 不顧 身分、 不避萬 死、 重々 乍 恐、 ^而 此^ 御 

答 奉 申 上 候、 誠 恐 誠惶頓 首 謹言。 

眞田信 濃 守家來 

十月 二十 一日  .  長 谷川 深 美 

眞田幸 民家 記 

〇 

咋日、 以御 書付、 小臣私 等へ 存念 可 申 上 候 様 御下問 之 趣奉畏 候、 然ル處 、右 御 ケ條ハ 、何レ モ不 容易 御大 件、 殊ラ尊 成 ラ御降 

シ 朝廷 ョ リ之御 直 問、 大膳大 夫 罷在候 共、 御 答 方 何分 -ー 相 心得 可 申 哉、 況不肯 之 小臣、 私 等 御 直答 申 上 候 儀、 如何 一一 モ以恐 

懼之至 奉 存候處 、仰 願 ハ 一 應慕府 之 御手 ヲ被 爲經、 御沙汰 -1 相 成 候 様 仕度、 左 候 得 ハ 、 見込 之 儀モ候 ハ ゝ 、 幕府 迄 可 及 言上 

奉存 候、 左モ無 御座 候而 ハ 、實以 天威 恐 多 痛心 之 至 -ー 候、 何卒 宜御聞 濟被成 下 候 様 伏 而奉冀 候、 以上。 

奧平 大膳大 夫家來 

桑 名  登 

大 槻文彥 筆記 

〇 

咋日、 私共 式 へ. 御下^ 之 趣 奉 敬 承 候、 然處、 誠 -ー 大事 件 之 儀 御座 候閒、 容易 確定 之 見込 モ 付 兼 候 間、 乍 恐 一 一 一之 ¥ 件 而已、 

左 二 申 上 候、 

一 五 卿 御 歸洛之 事、 

此御 一 事件、 取 極 評議 者 仕 兼 候 得 共、 御 著 坂 二 モ 相 成 候 ハ 、 、 理非曲直 御亂 明、 朝議 御 恐 服 之 境 御 見 招 之 上、 御 歸洛御 

復 古 記 卷ニ 慶應 三年 十 お 二十  一 H 


復 古 記 卷ニ 慶應 一一 一年 十月 二十 一日  五 二 

相常歟 -ー 奉存 候、 

一 外 夷之 事、  i 

朝廷 御 新政 之 儀 ，ー 而、 御 裁 斷難被 差 留被爲 在 候 ハ  >  、當 分、 是迄之 姿 二 被 成 置、 朝廷 ヨリ モ 、御 打 混 御所 置 被 爲在候 e 

者、 如何 可 有 御座 候 哉、 

一 幕府 ヨリ 御 伺候 ケ條書 之 事、 

セ^: 儀 モ 、幕府 3 リ 御 差定之 件々 ヲ 御 伺 相 成 候 迄 之 儀 ト奉存 候 間、 御 朝議 ヲ 以御诀 定相成 候 様 仕度 奉^ 忙 

右 之 通 御座 候、 以上。 

戶田采 女正內 

十 3  二十 一日  桑 山 豐三郞 

井田 五猱 

市 川 元 之 助 

戸田 氏 共 家 記 

黑川秀 波 筆記 

〇  .  ！ 

お 3、 拜見被 仰 付 候 御 書付 之 件々、 見込 之 義可奉 言上 旨 被 仰 付 奉 畏候得 共、 關係不 仕 義-ー 御 坐 候 得- 條 K 射 辨兼候 二 

.7、 見込 難 仕 奉 存候得 共、 乍 恐、 大體 ハ 萬 機 之 御 政務 -ー 被 爲拘候 御 事柄 モ可有 御 坐哉ト 奉伺 候 得 ハ 、今般 被爲 召 候 諸侯 

上京、 御 公論 御 决定迄 ハ 、先 御 舊格之 逢 -ー 被爲成 置候テ ハ 如何 可 被 爲有候 哉、 御 尊 二 付、 不顧 恐、 愚衷奉 言上 候、 誠 恐 誠惶き 

言。  . 

松 平 兵部乂 輔家來 

十月 二十 一日  友 部 ズ 


松 平 直 致 家 記 

〇1 、藝、 土 三 藩士  、答 議水萍 始孫錄 一 一.；' a 曰 トス 、今 廣島藩 記 -1 從フ 、紀 伊、 水戶 一 一 藩士、 建議 家 記 皆載セ ス 、傳寫 二 係 ル 

ヲ以テ 、謬 誤甚タ 多ク、 語意 通 シ難キ 者 ァリ、 然レ トモ、 之 ヲ其家 ニ質ス 二 、答議 ヲ出セ シ ハ疑 ナシ、 其 除加賀 * 米 澤等諸 

藩 ノ如キ 、家 記 皆 原 記 ヲ失ス 、今 考フ ル所 ナシ。 

二十 二 日、 慕府 申稟ス ル所ノ 三 事 一一 批シ、 八條 ハ 姑 ク其舊 一一 依リ、 三 條實美 等ハ、 大坂 二 あ メ、 

外國ノ 事ハ、 其 情 一一 通ス ル數藩 ト謀リ 、諭 シテ之 ヲ紆フ セ シ厶、 又之ヲ 列藩 二 布 吿ス。 

〇 八 條批紙 

右 八 ケ條、 召 ノ 諸侯 上京 之 上、 被 立 規則 候 得 共 、其 迄 ノ 處、 是迄ノ 通 可 心得 事、 

但、 當地三 ヶ月 詰、 竝ロ々 御 固 大名 釗ノ 一  條ハ 、是 迄ノ手 續-ー テ 取調、 於 申 渡 ハ兩役 取扱 ノ事 C 

〇 實美 以下 ノ條批 紙 

自然 上 坂 候得ハ 、諸 候 上京 迄 ノ處、 於 浪花 滞留 之 事、 

伹、 從 朝廷 可 申 渡 候 事。  * 

〇 外國ノ 條批紙 

召ノ 諸侯 上京 之 上、 御诀定 一一 可 相 成 候 得 共、 夫 迄 ノ處、 差 向 候 儀 有 之 候得ハ 、諸侯 上京 迄 差延候 儀、 外 國之情 - 一通 シ候兩 三 

審トぉ き叮 R 及 寡。 細 =: 護久 家 記 

f 申 カロ 司 ^拐 事 小 笠 原 忠忱家 記 

〇 忠忱家 記 二 云、 御假建 -ー 於 テ 、御下問 ノ件々 、御 附札被 仰 出 旨 口 達 被 相 渡。 

〇 久我 通久、 £ 彌六條 有 容^ 等、 書 ヲ上リ 、東 久世通 禧ノ義 絕ヲ釋 力 ント 請フ。 

源  通禱 

復古 記 卷ニ 慶應 三年 十月 二十 二日  五一 一一 


復 古 記 卷ニ 慶應 一一 一 年 十お 二十 二： W  五 四 

先年 脫走之 次第 二 付 、義絶 仕 候、 然ル處 、長 防寬 大御所 置 被 仰 出 候 二 付而 者、 何卒 以 御 憐愍 義絶 御 赦免 之 儀 相 顧 度、 ^ 

預 御沙汰 候 也。 

- rj 1 1 に 二  rj  通  久久 我 

'月 二  t '二  E  .3 

日 野大納 言 殿 

飛鳥 井大納 言 殿 


先年 及 脫走宾 次第-一 付、 赣絕仕 候處、 長 防 寬大之 儀 被 仰 出 候-一 付而 者、 何卒 以 御 憐愍 之 释 沙汰 

久我中 納言相 願 候 通、 於 一 族中モ 相願存 候、 此 段宜預 御沙汰 候 也。 

十月 二十 二日  有 


具 

有 


通  I ^口 

籙絕御 赦免 之 事、 從 

任 千 種 

言 植松 

慶岩倉 

熙久世 

善梅溪 

富 中 K 

容六條 


〇 德川 


日 野大納 言 

• 飛 烏 井大納 言 

藤、 Ifel^f 潘慕府 親 藩 ノ首ニ 居リ、 匡輔ス ルコト 能 ハサ ル ノ罪ヲ 謝シ、 其官 爵ヲ貶 


久我通 

*v リ《1 己 

ク リラ-:" 


II セ ント フ 


謹 而奉赏 上 候、 臣慶 喜、 頃日 攻權之 儀 二 付、 奏聞 之 趣被爲 聞 食 候 g 、謹 而伏承 仕 候、 右^ 獨 慶喜之 罪ノ  i ナ ラ ス 、不肖 § 

滕久敷 親 藩 之 立場 柄 二 乍 在、 輔翼 之 事 不行屆 、終 二 今日 之 形勢 -ー 立 至 候 段、 誠 以惶懼 戰慄之 至 -ー 不堪、 臣慶勝 之罪不 少^,： i: 

候、 是迄者 格別 之 御 寵遇ラ 奉 蒙、 過分 之 官爵ヲ 汗 居 申 候處、 何卒 御 降 奪 之 御沙汰 ラ蒙、 責而者 萬 分 之 一 ヲモ 償ヒ申 度、 

ロノ 管 奉 伏罪 候、 ほ慶勝 誠惶誠 恐頓首 敬白。 

十月  火納 一お 0 勝 

二 條攝政 記 

^川 義 ^ 家， 記 

o 市 橋 長義、 £纖4§^1主、 京 一一 至 ル 、g 靉義 

二十 三日、 上京 ノ 諸侯 一一 令シ、 務テ從 者ヲ減 省. セ シ厶。 

諸 藩 上京 之 儀 被 仰 出 候 -ー 付而 者、 京師 モ狹小 之 儀、 旅 宿 等 モ 不都合 -ー 候 間、 成丈ケ 少人數 -ー 而、 上京 有 之 候 様 可 致 候 事。 

I  g 藤 堂 高 邦家 記 

. J 大阀忠 貫 家 記 

〇 慕府、 再 ヒ 外國 常事 ノ 措置、 及ヒ 課金 、 驛 法布吿 ノ 事ヲ稟 問ス。 

一 外 國之條 -ー 付、 御 附紙之 趣奉畏 候、 平常 之 儀 者、 是迄 之手續 -ー テ 取扱 置 候 テ可然 候 哉、 

一 伺候 八 ケ條、 御 指圖之 趣奉畏 候、 就テ ハ 大宮御所 御 造營 -ー 付、 國役金 收メ方 手鑌並 五街道 人馬 之 儀、 御規刖 ^立 候 迄 者、 

是迄 之通タ ル へ キ旨、 御兩役 ヨリ 諸 大名 へ 御 觸達相 成 候 絛ト奉 存候得 共、 爲念此 段猶又 奉伺 候。 

0:  二.！' 三日 德川慶 喜實記 

4 月 二  - 三日 晚翠樓 叢書 

〇 持 明院基 政、 六角 能 通 等、 連署 シテ、 壬 生 基 修ノ義 絕ヲ釋 力 ント 請フ。 

藤 ぶ 基 窆 

復古 記 卷ニ 虔應 =1 年 十お 二十 一一 ー=  五 五 


月 


ぁ不 基-基 


馼有文 

M 號巾 石 

m 松 御 山 


復古 記 卷ニ 慶應 一一 一年 十 H  二十 三 n  五六 

去 五月、 長 防 之 儀 、寛大 之 御沙汰 被爲在 候閒、 於 藤 原 墓 修モ、 以 御 憐愍 義絕被 冤 候 樣奉願 上 度 候、^ 預 御沙汰 候 也。 


基 

ム H: 


圃基祥 

家 記 


本 


美 高 野 

安 石 野 

通 六れ 

^ 持 S- 院 


日 野火 納 一一 目 

飛鳥 井大納 言 

〇 幕府、 書ヲ佛 朗西國 公使 一一 與 へ 、沛上 村 耶蘇 敎徒處 分 ノ事ヲ 吿ク。 

佛蘭西 全權ミ ニス トル 

ヱキ セル レンシ 1 

レオン ロッシュへ 

以 書簡 申入 候、 沛上鄉 住民 ノ事、 竝 一一 平 山圖書 頭、 右 事件 一一 付、 取 計 ヒ振リ 等 一一 付、 小 笠 原 « 岐守 へ 充テ ラ レ シ 書簡 ヲ 、同 

人 余力 方 へ 差 越 タリ、 

一 京都、 長畸竝 一一 江戶府 トモ、 互-一 遠路 相 隔絶 シ 、書翰 ノ 往復 等 モ 自然 通延 一一 オヨ ヒ、 殊-ー 右 緊要 事件 之 落 著 方 等、 太 二 行 

逮ヒヲ 生シ、 計 ラス モ餘程 之 手 後レヲ 引起シ タルモ、 素 ヨリ 其 許 ヨリ ノ兩 通ノ霄 翰、 長崎ノ 貴國コ ンシ ュ"、 及ヒ 僧徒 首 


長ノ 方へ 、著ス へ キ時 ニ至リ 達セサ ル 二 因 ルナ リ、 其 許. 右 厳重 成 書翰 ヲ認 ラレ シ、 其 趣意 ハ余ニ 於 テ篤ト 了解 シ、 深ク 

察シ入 ル處ニ シテ、 萬 一 事 ノ情實 、其 許ノ 推考 セラ ル 、如 クナル トキ ハ 、其 咎責 ラ受ク へキ モノ ハ、 余 ト平山 ノ兩人 ナリ、 

然 ル 二 事 全 行 違 ヒ 二 シ テ 、余 等 モ亦幸 ヒ 二 其責 ヲ脫ス ル ノ 餘地ァ リ 、 八- 此圖書 頭 ョ リノ 書面 ヲ 一讃セ ラル、 トキ ハ、 事 

ノ 情實 亮然 ト 、其 許 一一 モ 了解 シ給フ へ シ 、第 一 、其 許 ヨリ 長 崎へ 遣 ハサ ル、 書翰 差 立方 延引 セシコ トハ、 余力 方ノ 手落ナ 

レ 、ノ  、幾重 二 モ其罪 ヲ謝ス 、右 様 所置セ シ モ、 別 二 趣意 ァリテ ナセ シコト ユア ラサル コトハ 、天 ノ鑒ミ 知 ル處ナ リ、 

一 大君 平 山へ 下命 シ給ヒ 、其 許ノ 方-一至 リ、 右 事件 取計フ トキ -ー 當リ、 種々 ノ 妨碍 一一 逢ヒシ 始末 等 ヲ委敷 書記 セ シ、 此卞： 面 

ヲ其 許へ 呈シ、 右ヲ 一見 セラ ル 、時 ハ、 事ノ詐 リナ キ確 證ヲ シ ル コト、 又 難 力 ラサ ル へ シ、 就テ ハ、 其 許 ニモ^ ハル、 廉 

ァラハ 、一 々口上 二 テ說明 二 オヨ フ ヘシ ト ノ命 ヲ蒙レ リ、 

一 長 崎 一一 オイ テ、 公然 ト 耶蘇 敎ヲ 信仰 シ、 余國ノ 大法 ヲ破 リシ トイ フヲ 以テ、 嘗テ入 ^セ シ H 木 人 七い 八人ノ  5:、 七 ト七人 

ハ 改心、 又 ハ國法 ヲ破リ シ過 ラ悔ュ ルトノ 旨ヲ. &出、 外 一一 言葉 ヲ設 ケス、 唯 改心 トイ フ ヲ以テ 、盡 ク赦罪 セリ、 跡 一人 ハ、 

右 改心 ヲ云フ ヲ否ミ シ -1 ヨリ、 歸村預 e. 付 置 タリ、 尤寬宥 處置ノ 方法 ハ.、 尙可 中 入 候、 

1 長 崎 奉行 ノ 組頭 四人ノ モノ、 趣意 ヲ述へ 屈服 セサ ル ラ 愤リ、 此者ト モ チ打 擊シ、 奉行 モ大^ 寬裕 仁恕 ノ 趣意 -1 甚タ 反シ 

タルコ トラ 、平 山 へ 告ケサ リシ ヲ以テ 、殿下 此モ ノ等 ノ職ヲ 取揚ク ル 而 已ナラ ス 、又此 過失 二 相常ナ ル罰 ヲ加フ へ シト、 

诀定シ 給へ リ、 

右ハ、 其 許正埋 ヲ以テ 愁訴 セ ラル 、苦情 ヲ慰ス ル タメ、 處置ニ オヨ ハント スル事 二 シテ、 大1^ 殿下 ノ 命-一 ヨリ、 余 其許ノ 

思 ヲ安セ ン カタ メ、 取計ハ ン ト思フ 事 也. 且 余力 政府 二 オイ テ ハ 、耶蘇 敎ノ事 二 付、 惡意ヲ 包璣ス ル 二 ァ ラス、^. 竞、 當今 

國内ノ 形勢 多難 ノ 場合 二 當リ、 無餘穀 、歐羅 巴各國 二 オイ テハ 、過激 ノ 處置ト 人々 思ハ ル 、ナル へケレ トモ、 日 木-一 オイ 

テ ハ 、豫メ 後患 ヲ察シ 、國法 ヲ重ン ス ル ヲ以テ 第 一 トス ルコ ト、 無據 事情 ナ レ ハ 、猶其 許 へ 此事 ヲ再述 二 ォ ョ ヒ置 様、 殿 

下 余 二 命 セラ レ タリ、 

復古 記 卷ニ 慶應 一一 一年 十月 二十 三 =  K 七 


復古 記 卷ニ 慶應 三年 十 art  二十四日  五八 

一 貴 國ノ儈 徒 等、 日本人 ヲ 敎化セ サ ル様、 尙 其許ョ リ. a. 遣ハ サ レン コ トヲ 願フ、 此事 ニ付テ ハ 、余 等 力 所思 ヲ、 猶平出 ヨリ 

委細 其 許 へ 可 申入 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 十月 二十 三日  板 倉 伊賀 守 花押 

外務省 記 

〇 佛 公使 及 ヒ 平 山 圖晝頭 書簡 ハ、 原記ヲ 失ス。 

一 一十 四日、 德川慶 喜、 上表 シ テ 、征夷 大將軍 ヲ辭ス 。 

臣慶喜 咋秋相 續仕候 節、 將 軍職 之 儀、 固 ク御辭 退 申 上、 其 後 厚 蒙 御沙汰 候 -ー せ、 御請 仕 奉職 罷在 候處、 今般 ^聞 让 候 次 

第 モ有之 候閒、 將 軍職 御 辭退奉 中 上 度、 此段 奏聞 仕 候、 以上。 

十月 二 七 四日  慶  喜 

德川慶 喜赏記 

^嶽 私記 

〇 甘露 寺 勝 長 I、 巾ノ 義子 萬 長， ヲ 堂上 一一 班シ、 松 崎 氏 ヲ稱セ シ厶。 

〇 松 崎 萬 長 家譜 略 二 云、 慶應 三年 十月 廿 四日 御 取 立、 同年 十 一 月 一 日 賜 號稱松 崎。 

〇 此事達 書 ナシ、 其 家-一 質ス ルー 一、 口 達 二 出ット 云。 

〇 北 條氏恭 細^ 封 0 一 狭 萬 山^ ヲ シ テ市橋 長 義ト共 一一 、四 塚關 門？ ij， ヲ守ラ シ 厶 。 

〇 幕府 上申書 

四ッ塚 御警衞 御手 薄 二 付、 別紙 之 通 取調 候、 於 御 兩役御 達 御座 候 様 仕度 候 事、 

北 條相模 守 


四 ッ 塚關門 御警衞 之義、 市 橋 下總守 へ e. 合、 相 勤 候 樣可致 候。 j 翠 | 

〇 本件 達 書、 原 記 ヲ逸ス 、因テ 上申書 ヲ補 塡ス。 

二十 五 曰、 諸 藩 一一 申 命シ、 十 一 月 ヲ期シ テ京ニ 至 ラシ ム。 

御用 之 儀 有 之 被 召 候、 期限 來月中 -ー 必可有 上 著 候 事。 

但、 用意 出來有 之，！ i ハ、 不拘 期限、 早々 上京 可 有 之 事。 纖 s!i 

〇 本條達 書ノ 日、 諸家 記 異同 ァリ、 蓋シ 漸次 發令セ シ モノ ナ ラン。 

〇 初メ 朝鮮 國、 佛朗 西、 米 利堅ト 釁隙ヲ 開ク、 ts;^、 慕府、 佛、 米 公使-一 說キ、 將二 使節 ヲ朝 

鮮 二 派遣 シ テ、 講和 ヲ謀ラ ン トス 、是 日、 朝 旨 ヲ奉シ テ、 其 事 ヲ行ヒ 、 且宗義 達 一一 命シ テ、 使 事 

ヲ幹セ シメ ント 請フ、 義達モ 亦 朝鮮 國 往復 書 ヲ上リ 、其 事由 ヲ上 陳ス。 

阼年 朝鮮 國 一一 而、 佛蘭西 之 敎師ヲ 致 殺害 候 一一 付、 佛國 之水師 提督 軍艦 數艘ヲ 以及戰 鬪候處 、時 寒氣 - 一向 ヒ、 一 ト先解 丘ハ、 今 

年 春暖 ヲ待チ 、大丘 ハ界 擧之企 有 之 趣 相 聞、 且右 戰爭之 後、 亞國之 商船、 朝鮮 國之 海岸-一 漂 著 候處、 佛國ト 謬認候 哉、 朝鮮人 妄 

二 舟 中 之 人 ヲ殺シ 、其 中 - 一英 人 一 一名 乘組居 、同様 一一 被 殺 候 由 一一 付、 三國申 合、 軍艦 差 向 候 聞 H 有 之、 朝鮮 國禮 曹ョ リモ、 戰^ 

之 次第、 宗對馬 守へ 及 報知 候、 朝鮮 國之義 者、 從來之 舊好唇 齒之國 柄、 彌三國 合從ノ 大兵 ヲ向ケ 、彼國 滅亡-一 モ 至候ハ 、 、皇 

國之 大患 ト モ可相 成、 其 上 同 國之義 一一 付、 去 癸 亥年、 對 馬守ョ リ. S. 立 候 趣 建言 仕、 朝廷 御 聞 濟-ー モ相成 居候 旁、 此度 和議 

可 取扱 心得 ヲ以、 佛、 亞兩國 公使 ト申談 、尙 朝鮮 國へ ハ 、爲 使節 若年 寄、 S 平 山圖書 頭、 目 付 古 賀筑後 守 差遣 候 積リ、 對 •£? 守 

ヲ以、 先 一一 彼國 へ 爲及掛 合 候 問、 内外 多事 之 折柄ト ハ 乍 巾、 兩人 差遣 方、 此上 遲延相 成候テ ハ 、隣 交 之 信義 難 立 候 二 付、. 1 一 

月 中 出帆 之 積リ、 猶又爲 掛合置 申 候、 右 之 通リ之 次第 -ー 而、 兩人 渡海 期 月 差迫リ 居候 -ー 付、 是迄 之手續 -ー 而取 計候赣 -ー 御座 
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候 ハ、、 改而從 朝廷 其 段 被 仰 出、 宗對馬 守へ モ同樣 御 達-一 相 成 候 様 仕度 奉存 候、 以上。 

十月  慶喜 

外務省 記 

〇 

咋年、 朝鮮 國、 佛 蔺西ト 戰鬪ノ 次第 ハ、 兼テ 佛國ノ 敎師潛 一一 韓國 一一 入リ、 其 邪敎ヲ 廣メ、  ^類 日 一一 繁ク、 種々 ノ 奸邪國 害ヲ醯 

候 ヨリ、 朝鮮 國攻府 相 議シ、 其 巨魁、 竝敎 師テ致 殺戮 候 一一 相 起リ、 佛國 ノ水師 提督、 復仇 ノ爲 軍艦 數艘 ヲ以、 韓國ト 及 戰鬪候 

處、 時寒氣 一一 向、 一 ト 先 解 兵、 今年 春暖 ラ&、 大兵 再 擧ノ企 有 之 趣、 外國 新聞 誌 中、 具-一 相 見、 且右 戰爭ノ 後、 亞國ノ 商戦、 朝鮮 

國 ノ 海岸 へ 漂 著 ノ處、 佛國 ト 誤リ 認候 哉、 韓人 妄 一一 舟 中 ノ人ヲ 殺 シ 、其 中 一 一英 人 二 名乘釩 居、 同樣 被害 候 由、 右暴據 一一 侬リ、 

三國愤 怒. 問罪 ノ師差 向 候 聞モ有 之、 然 €:、 朝鮮 國禮曹 ヨリ、 佛國 戰爭ノ 次第 表立 チ及 報知、 尙其顚 末 委曲、 幕府へ 轉 達ノ侬 

ヲモ申 越、 隨テ 朝鮮 國ノ 儀ハ 、從來 ノ御舊 好、 殊 一一 唇 齒ノ國 柄、 今日 ノ 危急 於 皇國御 傍 觀可被 爲有樣 無 之、 彌三國 合從、 兵 

ヲ向候 一一 至テハ 、彼 國亡滅 旬月 ヲ不 出、 擧國忽 外 夷 ノ有ト 相 成、 神州 ノ大忠 難 勝數、 其 上 同 國ノ條 一一 付、 去 癸 亥年、 對馬守 

ヨリ 幕府へ 建言 ノ 主意、 朝廷 御 聞濟- ーモ至 居、 旁、 此度 和篛御 取扱 被 下 彼 國危禍 相 冤候ハ 、、 皇國ノ 御仁 恩 深 奉感 戴、 

注々 御德化 -ー 服 從仕候 御 遠圖ノ 御手 始ト奉 存候處 、則 於 幕府 和議 御 取扱 方 御诀定 -ー 至リ、 其 趣、 佛、 亞兩國 へ 被 及御說 得、 尙 

朝鮮 國 へ 、ノ  、爲御 使節 平 山 圖書頭 殿、 古 賀筑後 守 殿、 圖 書ヲ以 渡海 ノ手箦 、前 以彼國 へ 懸合置 候樣、 常 四月 慕 府ノ命 一一 侬、 不 

取 敢其趣 朝鮮 表 へ 懸合罷 在 候 5:、 淸國於 上海 • 我 國ノ漂 人 八戶順 叔ト申 者、 無稽 ノ妄 說ヲ唱 へ 、 右 流 一 K 朝鮮 國 へ 傳 播致シ 、 

韓人 甚 皇國ヲ 疑 訝 致 候 意味 有 之、 當六 月、 禮曹 ヨリ 書翰 ヲ以、 右 事件 不審 ノ趣申 越 候 一一 付、 事.： W 辨白ノ 返答， M、 幕府 ヨリ 

命ノ 書面 中、 國使旣 行李 ヲ戒メ  、不日 解纜 渡海 ノ趣相 見 候處、 其 後 二 至、 御國使 渡海 方、 又々 數 月相 後レ、 尤御邦 内 御 川 多 

ノ折 柄、 格別 無 御餘儀 次第 奉 存候得 共、 兼々 切迫 相 懸合置 候 末、 其 期限 相 扒候テ ハ、 談判 向ノ 不都合 ハ不 及. &、 外國 へ對シ 

御 信義 難 相 立、 殆 苦心 罷在 候處、 木 月 初旬、 圖書頭 殿 渡海 ノ 期限、 來ト 一 月 中 出帆 可 有 \ 一 趣、 朝鮮 表 へ 懸40 置 候 様、 溫テ ぉ府 


ノ命有 之、 右 一一 付、 詰 合 家來ノ 内、 急 二 歸國方 御差阖 一一 相 成、 今程 ハ敏ニ 彼國へ 申達 居候 事 ト奉存 候、 然ル處 、今般 御.^ 政.： I： 

不容易 御 變革被 仰 出、 隨テ ハ 右朝 鮮國 事件、 委曲 幕府 ョ リ 御伺ノ 上、 御 取 計 一一 相 成 候 籙ト奉 存候得 共、 是迄之 手續、 一 ト -a 

奉 達 御内 聽置 候條、 可 然御聞 通 被 爲下度 奉 希 候、 尙叉 朝鮮 國來 翰寫、 其外ノ 書類、 御 勘考 ノ御爲 別紙 ノ通差 上 候 、以上。 

宗 對 馬守內 

十 e:  二十 五日  大島友 之 允 

鱧曹告 異様 船 情 形 書、 

朝 齚國禮 曹參議 任 冕鎬 奉書 

日本 國對馬 州 太守 拾遺 平 公 閣下 

玄英弭 節、 緬惟、 

啓 居 珍毖、 慰 溯 拉摯、 竊以、 敝邦與 貴 國講信 修好、 垂三 百年、 凡 係逡圉 之攻、 疆場之 事， 未有不 陳述、 H 由 開示 方略、 知说 

申 責國書 契 者、 卽 所以 申 舊約、 而敦隣 誼 也、 西洋 英佛 諸國、 遠 渉 重 溟來、 請 交易 於敝邦 者、 不止 一 再、 而竟至 於 兵^ 相 加、 

刖其毒 愈 潜矣、 本年 春 間 有 南鍾三 /洪 鳳 周 者、 或 簪紳邇 列、 或 衣冠 遣裔、 傳習 邪敎、 糾結匪 類、 fH 引洋 人、 奉爲敎 主、 薰染旣 

久、 煽 惑 益 廣、 奸跡掀 發於緝 柿 之 際、 悖 常： 一 駢就於 刑 辟 之 下、 夏 秋 間 洋舶 一 艘、 先 泊 於 湖西 海 美 縣前洋 、次め 於畿 z: 江 ：| 府近 

地、 乍 往旋來 懇請 通貨、 敝邦 厳辭、 牢招 終不聽 允、 刖彼乃 缺望而 退、 又於此 際洋舶 一 艘、 自西海 轉人平 壤府羊 角 島、 剽 掠 商 

貨、 殺害 人畜、 道臣 設計 火攻、 盡行 勦滅、 八月 十六 日、 洋舶ー 一艘、 自 南洋 直 入京 江、 三宿而 返、 言語 不通、 情款相 阻、 行 4= お 詰、 

^來 自恣、 乃 於 九月 初 六日、 洋舶 大小 三十 餘艘、 又 到 京畿、 我 留碇於 富 平 府前洋 、或 直 向江 華 津、 打破 樓櫓、 焚燬廨 

宇、 殺害 人民、 攘奪 牛畜、 窥籍輓 漕、 盡爲剽 劫 著、 巡撫 使李景 夏、 開營 戒厳 於輦 下、 先鋒 中蚩李 容熙、 陴于通 津府、 左 先鋒 將 

鄭志鉉 、陴于 濟物鎭 、右 先鋒 將金 善弼、 陴于富 平府、 遊撃 將韓聖 根、 陣 于文珠 山城、 遊 擊將粱 憲诛. 陴于鼎 足 山城、 遊 搫將李 

基祖、 陣于廣 城、 鎭锪戎 使. 浩、 召募 使 李 元熙、 陴于楊 花津、 召募 使 鄭圭應 、陣于 西江隘 口、 御營 中軍權 諮， 京畿中 軍. DM 
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賢、 陴于 幸州隘 口、 楊 州 牧使林 翰^ 陴于礪 f 隘ロ、 招 討 使 韓應弼 、陣于 延安府 、防禦 使 柳珠、 陴于! Uf  II カラ- ン、 坡州 

牧、 都 護 使. S. 機、 陣于長 湍府、 移 徵請戰 、期日 相 見、 賊盡拉 其 衆聚保 港^、 無意 交 鋒、 沿 浦 舟楫、 沒 數燒燼 間、 或搢襲 文珠、 鼎 

足 諸 城、 輒被 守將撃 却、 敝邦 敏教器 仗、 修繕 戰艦、 又 令 三 路舟師 、合 勢 進攻、 ト月 十一 一日、 大小 洋舶、 仍卽捲 遠退、 向 外洋 而 

去、 此爲敝 邦 被 兵 之 大略 也、 敝邦昇 平日 久、 戎 攻弛而 武備 疎、 未 能 長 計 制勝、 使 片帆不 還、 則 雖有數 三 克捷、 多少 勦 澄、 固不 

足爲 f 威武、 而聾遠 人、 且 夷情叵 測、 進退 無常、 未可以 目下 之杼 急、 永 蠲方來 之 憂虞 也、 又 有 一 事 之不容 、不據 實相報 者、 敝 

邦之瀕 海 東南、 與 貴 國諸州 涯涘、 可辨 牛馬、 境界 殆聞 鷄狗、 而自夏 秋至于 近日、 無 數帆檣 * 自西而 南 者、 出没 於 煙 雪 島嶼 

之 間、 封 疆之臣 、飛報 H 至、 未知 彼 夷將欲 起釁、 而 貴國 設備 而待 變歟、 未知 貴 國已與 構 兵、 而彼夷 左 次而敗 鱖献、 又 未 

知 彼方 恣睢 fH 伺、 磨 牙 鼓吻、 而 貴國 或未覺 悟、 其 閃祕之 情狀、 逆 折 其 袭發之 氣勢歟 、敝邦 用 是 憂慮、 不卬 自恤、 玆 以捋擧 

顚末、 修牘展 布、 幸 將右項 事由、 轉達 東武、 是所深 望統、 惟 崇照 肅此、 不備、 

丙 寅年 十月 日 

禮曹 參議任 冕鎬、 

禮曹報 異聞 書、 

朝鮮 國禮曹 參判李 沆應 奉書 

日本 國對馬 州 太守 拾遺 平 公 閤下 

花煦舒 長、 緬惟、 

啓 處冲裕 、遡誦 無 射、 敝邦與 貴 國隣港 之 衣帶、 只 隔訊譯 之 冠 蓋、 相續 爾来 一 一 百 餘年之 間、 講信 修好 終始 無替、 今春 節使自 

北京 囘言、 得 聞 傳說、 則 有 日本 國 客人 八 戶順叔 言、 日本 江戸 攻府， 督理船 務將軍 中濱萬 次郞、 月前特 至上 海、 制 造 火 輪 

船 八十 餘艘、 近日 巳 啓 行 囘國、 國中 共有 一 一 百六ト 諸侯、 至 江 戶會同 議攻、 現有 興 師往討 朝鮮 之 志， 八 戶順叔 者、 不識爲 何 

状 人、 屬籍之 的 在、 賣國旣 不可 詳流寓 之 現 因、 何事 又未必 詰、 而竊 怪其揑 造^ 誣、 恣意 濤幻、 公肆 流播、 無 所 顧畏、 揆諸^ 


现實、 是窮 究不得 者矣、 噫 兩國之 誠 信 日 星 可監、 先 世 之條約 金石 可 透、 百 神 共 證不愉 之盟、 萬 姓方邀 * 無量 之 福 判、 不 

當以 一 時 驟聞之 誡說、 遽認實 際、 然義在 永 好、 情 出 無隱、 玆 庸臚述 耳、 聞 披展衷 曲、 幸 將右項 事 莨、 轉達 柬武、 明 腸 溢. 乂 4 

是所深 企 肅此、 不備、 

丁 卯年 三月 口 

禮曹參 判 李 说應 

遣 禮曹參 議、 答 異様 船 情 形 書、 

日本 國對馬 州 太守 拾 遣 平 義達、 奉復 

朝鮮 國禮曹 參議火 人 閤下、 

曩辱 華 翰 就諦、 啓 居 珍毖、 傾 慰 良 深、 所 示戰 鬪ー款 * 臚列缻 末、 副以 所見、 旣已稟 啓 東武、 刖 廷 議以爲 、去 秋 法 

國 之開釁 也、 實出于 不虞、 不啻 唇齒相 患、 抑 於 鄰睦 世敦之 誼、 憂 恤那有 措 哉、 欲 使 責國 永計綏 安^、 此 東 武盛总 所在 

地、 不侫 在職 曷任感 敬、 今番有 使節 至 貴國之 命、 東 武官 員 身 親 開陳 時務、 則 在 貴 朝豈無 宜當之 處置耶 、覼锼 お 

實、 要 在 使節 陳述、 何 待 多 及總、 惟 照 亮肅、 此 不備、 

慶應 三年 丁 卯 六月 日 

對馬州 太守 拾遺 平 義達 

遣 禮曹參 判 答 異聞 赘 

日本 國對馬 州 太守 拾遺 平 義達 奉復 

朝鮮 國禮 曹參 判 大人 閣下、 

遠 承  . 

芳狨憑 審、 
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興 居 淸廸、 欣慰良 深、 所 

示 辭意斯 速、 轉 

啓 

東武 、則 其 說果是 荒誕 虛妄、 毫 無形 迹、 此等 流言 囂々 殆 爲烦、 贵朝於 我豈恝 然耶、 抑 我 大君 殿下、 不一 撫區 域、 舊弊斯 除、 

百度 一 新、 文武 fe! 員、 贊成 謀議、 夙夜 唯 以張皇 國成、 爲 目今 急、 購其 砲艦 器械 於 海外、 給 我 富 國强兵 之 資苕 t 注々 皆然、 安 

知 非 流言 之 所以 由來 哉、 本邦 之 於 貴國、 世敦 鄰好、 共 揆綏寧 者、 是 台盧 所以 媵々 於 今日 也、 至 暴 虎 不法 之 t 气不 

足 信 也、 彰々 矣、 及 聞 法 國戰鬪 之 事、 鄰誼 相竽、 唇 齒相侬 * 豈可泛 視于其 間耶、 用 是恤念 無 措、 欲 使 貴 國永蠲 後來之 憂虞 

也、 故 這囘特 命 使節 遠 至 京畿、 開陳 宇 S 形勢、 則 在 貴國、 亦當 斟酌 時務、 處置 適當^ 、此 柬武盛 意 所存 也、 使 

節旣戒 行李 超溟在 近、 東 武教 篤 意、 實總在 陳述、 刖如 彼僞妄 無根 之說、 渙然 氷解、 兩國 交際、 永歸 不渝、 嚴命之 下、 如 

此、 不侫 在職實 可 感戢、 餘冀 崇 亮肅此 、不備、 

慶應 三年 丁 卯 八月 日 

對馬州 太守 拾遺 平 義達 

六月 五日 幕府 ョ リ 御渡ノ 書付、 

.  宗 對馬守 

んー 「度、 朝鮮 國禮 曹ョ リ、 其方へ 書翰 差 送リ、 八戶順 叔ト申 者、 無稽 ノ說ヲ 唱候由 、右き 上海 新聞 中 一一 モ相 見、 何レ ノ漂民 一一 候 

哉、 更 二 不 取留條 一一 有 之、 素ョ リ當 三月 中 相 達 候 通、 彼國之 艱難、 於 御 隣 誼 難 默止被 思 召、 態々 使節 被 差 送、 綏 安之 良策 ヲ モ 

被 §： 示度、 厚キ思 召候條 者、 旣 -ー此 程 者 於 彼國モ 諒解 可 有 之 儀 ト者被 存候得 共、 尙厚キ 御 趣意 之 趣、 禮曹へ 申 通 候 様 可 被 致 

矣、 

朝鮮 國 へ 返答 向 之 主意 柄、 監察 原 市 之 進. *4 ョ リ被相 渡 候 書取 一 通、 


來翰之 趣、、 江 戶攻府 へ 申立 候處、 被 申 越 候說之 如キ§  、無根 妄言 不足 取 儀 一一 而， 右 等浮說 流言 之 爲メ、 彼是 心配 -1 被 及 候 段、 

實ニ氣 ノ毒千 萬被存 候、 尤 大君 御 相 續以來 、百事 御一新， 文武 諸 吏 -1 命シ、 舊弊ヲ 去 リ充實 ヲ務メ  、日夜 只 國威之 伸 ン事ヲ 

謀リ、 砲艦 諸器械、 凡百 之富强 二 資ス ル萏、 遠ク 海外 二 購リ候 萏 相違 モ無之 儀-一 付、 前件 之 狂 說モ、 夫 等 之 事 ヨリ 起 リ矣- 一 

モ可有 之處、 兼而隣 好ヲ厚 クシ、 雙方 安全 ヲ祈 候ハ、 素々 政府 之 宿志 一一 付、 客 秋 法 國釁ヲ 開キ、 不慮 之共戰 -1 被 及 候 次第 承 

リ及、 唇 齒之國 柄深ク 痛心 被 致、 何卒 後來 貴國之 幸福 ヲ求 度ト、 此程 態々 使節 ヲ命シ 、遠ク 其 王畿- 一至 リ、 方今 之 形勢、 宇 

内 之 情態モ 告知、 適當之 處置ァ ラ ン事ヲ 可 申入、 旣 一一 行李 ヲ戒メ 居候 事ュ へ 、不日 解纜 渡海 可 致、 就テ ハ 政府 之 好 怠、 深寶 

之處 者、 委曲 使節 ヨリ 可 及 陳述、 然ル 上き、 前件 之僞妄 モ總テ 氷解、 益兩國 締交ノ 厚誼、 永久 不渝之 基本 モ可相 立ト、 屈指 西 

望ノ 次第、 不取敢 可 申入 置 旨 被 命 候 -ー 付、 此段 爲囘答 如是 候 也。 

ァ P 」 、ョ 宗重正 家 記 

一- 5- プ pr  ^ 翁 己 

夕 荬？^  I 一一 In 

o 井伊 直憲、 琴 王、 酒井忠 篤、 柳澤保 申、 I，§g8l^?、 千-一 榊 原 政 敬、 酒 井 忠淳、 小 

笠 原 忠忱、 松 平 賴聰、 錢舰 、酒 井忠 氏、 奧平昌 服、 松 平 忠誠、 眞田幸 民 、戸田 氏共ノ 家臣、 

連署 シテ、 二十 二 曰 批下ノ 疑條ヲ 稟シ、 且 外國ノ 事、 姑 ク慕府 一一 委 シーア、 諸 藩士 ト 協議 セ シ メ、 

諸侯 會同ヲ 待テ、 之 ヲ決セ ント 請フ。 

咋日 、於. 御假建 所演說 ヲ以御 伺、 且愚存 申 上 候 件々、 以 書取 左 -ー奉 申 上 候、 

一 御 附札面 -ー 兩三 藩ト御 坐候ハ 、何レ 之 藩-一 可 有 御 坐 候 哉、 御 見込 被爲在 候處、 奉伺 度 候 事、 

一 兩三藩 之處、 於 朝廷 御 選 被 爲在候 蓑 哉、 於 幕府 御 選 二 相 成候義 哉、 諸 藩 衆議 ヲ以相 選 候 哉、 奉伺 候 事、 

一 外 夷 御 取扱 切迫 之 事件、 諸 藩 上京 御 诀議ト 御 差 延之篛 、成否 如何 歟、 不 容易 御義ト 奉存 候、 如何 之 御應接 -ー 而、 御差延 

復古 記 卷ニ 複應ー 一一 年 十 M  二十 五日  •； ハ五 


復古 記 卷ニ 慶應！ 一一 年 十月 二十 五日  六方 

相 成 候 哉、 萬 一 御 差 延難被 成 節き、 如何 之 御處置 被爲在 候御義 哉、 一 同 奉 懸念 候 付 奉伺 度 事、 

召 之 諸侯 上京、 衆議 御 诀議相 成 候 迄 之處、 是迄 通、 萬 事 幕府 へ 御 委任 被爲 在、 猶於 幕府 諸 藩士 被 召 寄、 篤 ト被盡 衆議 候 

様 被 爲在度 奉存候 事、 

右 御 伺、 且愚存 申 上 候 件々 、早 々 御沙汰 被 成 下候樣 仕度、 奉 懇願 候、 以 he 

井伊 掃 部頭內 

十月 二十 五日  北 川 德之丞 

田 邊全藏 

酒 井 雅樂頭 内 

青木 平藏 

岩 橋 辰 三 

松 平 甲斐 守內 

安藤， 光太夫 

松平讃 岐守內 

.  松 山修輔 

小 笠原豐 千代 丸內 

,  二 木 武兵衞 

榊 原 式部 大輔內 

服 部 瀨兵衞 

酒 井 左 衞門尉 内 


大野 與 一 右衞門 

戶田釆 女正內 

市 川 元 之 助 

奧平大 膳 大夫內 

富 士野彥 右衞門 

眞 田 信 濃 守 内 

長 谷川 深 美 

松 平 下 總守内 

平野 俊 吾 

岡 本金藏 

酒 井 若 狹守内 


、外 夷 云々 ノー ー陈ヲ なロシ テ 


小 笠 原 忠忱家 記 

晚翠樓 叢 害 


文字 少 異同 ァ リ 、忠忱 家 記 正 一一 似 タリ， 故-一 之 二 從フ 

ノ義絕 ヲ釋カ ント 請フ。 


〇 晚翠樓 叢書、 兩三藩 云々 

連署 ハ晚 翠樓 叢書-一 據ル。 

o 山 科 言 知、 I， 八 等隆祐 U  、等、 連署 シテ、 四 條隆謌 

J  藤 原隆謌 

去ル 五月、 長 防 之 儀、 寛大 御沙汰 被 爲在候 間、 於 藤原隆 謌モ以 御 憐愍、 義絕被 免 候 様 奉 願 上 度宾、 宜預 御沙汰 候ぬ C 

十月 二十 五日.  隆  脩 西 大路 

復古 記 卷ニ 慶應 II！ 年 十月 二十 五日  六 七 


m 古 記 


卷ニ 慶應 三年 十月 二十 五日 


山 科 言 

弒きーーー n 


日 野大納 1 一目 

飛鳥 井大納 言 

o 加 藤 明實、 藩 二 歸ル。 §1 麵 

〇 幕府、 令 シ テ 攝津、 播磨間 ノ官道 ヲ改ム 


> 兵 庫 開港 場. 

ルヲ以 テナー 


-爲 


明 石 迄 之 道筋、 御開 道 相 成 候 一一 付テ 

松 平 直 

致 家 記 


今 敉兵庫 御開 港 二 付、 西國往 遠道 附替、 攝仲 住吉村 

へ 泡： ^リ候 村々 モ有之 候閒、 委細 之 義ハ御 勘定 奉行 申 談候樣 可 仕 候 

〇 本條、 布告 書ァ ル へ シ、 今考フ ル所 ナシ。 

〇 黑田 齊溥、 封內 漂到ノ 朝鮮人 ヲ長崎 二 送致 ス ルヲ 幕府 一一^ ス 

ト月 九日、 私 領沖ノ 島 へ 、朝鮮 之 漁船 ト相 見ェ 一 艘漂著 仕 候、 彼 島 ハ繫船 之 場所 無 之 候 

者 ヨリ 申 越 候 -ー 付、 兼 テ手常 ノ人數 、早速 差遣 シ 

朝鮮 之 漁船 -ー 相違 無 之、 疑 敷 儀 モ無之 候 

上 o 

十月 二十 五日 


言 


韶 櫛笥 

晃 油 小路 

祐 八條 

知 山 科 


松 平 兵部大 輔家來 へ 

、 兵 部大輔 領分 之 2:、 右 道筋 


せ、 大島 へ 漕 入 候 旨、 同所 定番 之 

右ノ 船相改 候處， 乘組五 人 有 之、 筆談 不相 整、 言 誤等モ 相通シ 兼 候 得 共、 

付、 舊冽之 如ク、 警固 之者附 添、 於 長 崎河津 伊豆守 へ 送 越 申 候、 此段御 屆仕候 ^ 


松 平 美 


^ 守 

黑田長 知 家 記 


〇 是 ョ リ先、 薩、 藝、 長 三 藩 謀ヲ 通 シ、 薩兵周 防 港 二 來會シ 、 4gi ハ？ 將 二 藝 兵ト俱 n 東上 シ テ計畫 

ス ル 所ァラ ン トス • 慕府 大政奉還 ノ表 入リ、 諸侯 ノ 召命 新- 一 出ル 二 會ス、 三 藩 乃 チ其圖 ヲ改メ  < 

薩兵 ヲシ テ先ッ 京-一入 ラシ メ、 又 島 津茂久 若 クハ 久光ヲ 其 藩 ヨリ 迎フ。 

〇 指 華 入京 日 載 二 云 * 六日 夕 ヨリ 九日 -ー 至リ、 薩 艦三隻 入港、 第 一 鑑 大山 格 之 助、 其 外乘組 兵員 四百 人、 後一 一 艦、 大約五 小隊、 

一 一十 一 日夜、 藝艦 入港、 廣澤兵 助、 福 田 俠平兩 人、 京師 ョ リ薩藩 小松帶 刀、 西 鄉吉之 助、 大久保 一 藏、 一 同 歸國、 右ハ 前日 三 藩 

合從、 東上 ノ 風評 -ー 付テ ハ 、上 國餘程 紛擾、 加 之、 土藝等 建白 モ有 之、 旁、 橋府 急迫 之 様子 一一 テ 、朝廷 へ 建白、 諸 藩 へ 布告 等 有 

之、 上國 形勢 大 二 變遷 二 付 、小 松 等 急速 西 下、 華 浦滯在 ノ 一 一 一 艦 丘ハ隊 ハ 、飛 船 ヲ 以 テ差登 シ、 三艦ハ 歸國致 候 テ 、 小 忪等兩 侯 ノ 

内 御 一 人、 急々 隨從 上京 ノ手 都合 二 テ、 一 一十 四日 曉 出帆、 一 一 十五 曰 朝、 大山 格 之 助、 並 一 一 艦 亦揚碇 ス、」 


復 古 記 卷ニ 終 


總括 兼纂修 

一 等 修撰 

校 . 勘 

一等 修撰 

一等 協嗲 


長 

長 


公 

も 


屋 恒 


之 


一 等 書記 

寫 

一等 繕寫生 

一等 繕寫生 


臣澤 渡廣孝 


長 


舂 


復古 記 卷ニ 慶應 三年 十 H 二十 五： 


六 九 


復古 記 卷三 慶應 三年 十月 二十 六日  七 0 

復古 記 卷三 

慶應 三年 丁 卯 十月 一 一十 六日 ニ起リ 十一 月 六日 二 至 ル 

〇 十月  ， 

二十 六日、 本 多忠民 f# 封 〇 五 岡 萬^ 家臣、 伏 見警守 事項 ノ稟 請、 及 ヒ三條 實美等 待 接 ノ事ヲ 幕府 一一 

請 問 ス 、幕府、 令シ テ 、稟請 ハ 姑 ク其舊 一一 依ラ シ ム 。 

伏 見 御 警衞之 儀-一 付、 諸事 心得 方 之 儀、 今般 諸 御大 名 様 伺 被 仰 出 等ハ、 朝廷 於 御 兩役樣 御 取扱 相 成 候、 御沙汰 之 趣モ御 

座 M 付テ ハ 、向後 伺 等 ハ 都テ傳 奏様 へ 相 伺可然 哉、 矢 張 是迄之 通 相 心得 居候 テ宜敷 御座 候 哉、 右 邊之處 、兼テ 心得 罷在 度、 

此段 奉伺 候、 以ヒ。  ， 

本 多 美 濃 守 家来 

十月 二十 六日  安井 藤プ食 

〇 幕府 批紙  fc.  W 

書面 之 趣ハ、 御所 ヨリ 被 仰 出 之 趣 モ有之 候 間、 先 是迄之 通 相 心得、 達 事 ハ傳奏 ヨリ 相 達 候 品 モ可有 之 候 C  ^0 

〇  1 

ら 年、 表へ 御 下 リ相成 候 堂上 方 五 卿、 近々 御上 京 之 風聞 御座 候、 萬 一 急々 御上 京 一一 モ相 成、 若 伏 見 御 警衞關 門 御 通行 钥 

座矣ハ 、、何 ト 力 御沙汰 之 趣 モ 可 有 御 坐 候 哉、 俄 一一 御上 京 相 成 候 節 ハ、 外 一一 子細 モ 無 御座 候 ハ 、 、御 通 シ 申 候 心得 一一 罷在 候- 

此段無 屹度 申 上 置 候、 以上。 


本 多 美 濃 守 家 來 

十月 二十 六日  安井 藤九郞 

本 多 忠直家 記 

〇 本條、 忠直 ニ質ス 一一、 批紙 ナシト 云。 

〇 幕府、 邦內 寄寓 ノ 支那 人、 及 ヒ條約 未 濟國人 取締法 ヲ設ケ 、之 ヲ各國 公使 領事-一 吿 ク。. 

大貌利 太泥亞 公使館 附 

ヱ ル ネスト、 サ トウ ヱ スク ワイル へ 

以 書翰 申 進 候、 然ハ 支那 人 等 取締 ノ 儀-一 付、 先日 公使 ョ リ御 心附ノ 趣、 拜謝 ノ至存 候、 就テハ 今般 各 國岡士 へ、 別紙 ノ通書 

翰 相 達、 且 新聞紙 一一 モ 布告 ノ積ニ 付、 此段其 公使、 竝 口 コック 氏へ 宜御賴 申 候、 謹言。 

慶應三 卯年 十月 二十 六日  水 野 若狹守 

各 國岡士 へ 

以 廻章 申 進 候、 然 尸 條約未 濟國ノ モ ノ 取締 ノ儀、 英、 佛、 米、 孛、 蘭ノ諸 公使、 我 閣老ト 協議 之 上、 規刖取 極 候 二 付テ ハ 、 條約 

未濟國 人民 之內、 就中 支那 國之 人民 多 人數當 港へ 渡來 居留 ス ル 故-一、 右 取締 之 法 ヲ設ル 事、 差當 リテノ 要務 ナ レ 、ノ  、現今 當 

港ュ在 ル處ノ 支那 人、 速 一一 我方へ 申出、 其 名字 ヲ我 役所 ノ簿籍 一一 載ス ル樣致 度 一一 付、 漢文 ヲ以 示令ス へ シ、 且 支那 人ノ儀 ハ、 

多分 ハ條約 濟各國 人 一一 雇ハ レ 居候 義 一一 テ、 夫々 給料 ノ 多少 可 有 之、 何レ ノ國々 一一 モ屬セ サ ル 支那 人 迚モ、 身分 ノ厚隳 可 有 

之 候 間 、ニー 等 二分 ケ、 其名ラ 名簿 二 加へ 、公ケ 二 冤 狀相渡 候 節、 上等 之 分^ 15、 又 ハ 洋銀 十五 弗、 中等 ノ分 ^難 5、 又 ハ同七 

弗、 下等 二 至テパ g^、 同 三 弗 半 宛、 我方へ 取 立 候 積、 尤右 免狀ハ 一 ケ年每 一一 改ム へ シ、 且 新渡ノ モノ、 直 二 其 名 テ名籍 二 

載セ シメ ン タメ、 外國船 一一 遣ス 取締 士官 二、 支那 旅客、 其 住家 並 職業 ヲ告 ル迄ハ 、支那 旅客 之 上陸 ヲ濫 ニ許サ 、 ル 法ヲ設 

復古 記 卷三 慶應 =1 年 十 H  二十 六日  七 一 


同心 


復古 記 卷三 慶應 三年 十お 二十 七 B  H 二 

ク へ シ、 右 之 外、 酒店 又ハ 料理店 等 相 開 居候 者 モ有之 候 一一 付、 相 當ノ戶 税銀ヲ モ取立 候 積-一有 之、 其 許 方、 此- 

レ候樣 イタ シ度 候、 謹言 C 

慶應三 卯年 月日  水 野 若 あ 守 

外務省 記 

〇| 十 一 月 七日 英國 書記官 へ 答 書 

大 不列顚 使臣 館 書記官 

シッド ニイ、 口 コック ヱクス ワイル へ 

六日 附之責 翰 披見 イタ シ候、 然 ハ橫濱 一一 住居 ス ル 支那 人、 竝條約 未 濟國ノ 人民 取締 ノ儀 一一 付、 去ル 二十 一 日 

翰ヲ以 申進唉 趣、 甚適當 ナリト 承知 セ ラ ル レ共、 各 國岡士 へ 未タ 書翰 不差 出候ハ 、 、英、 佛 


第 十 一 月 一 

^计 月ヒ 附 一一 テ、 サ トウ 氏 へ 

米、 孛、 蘭 公使 ト 約定 セ シ トノ文 窣ヲ 削リ可 申、 右ハ我 政府 ノ獨斷 ュ ァ 

書翰 ハ 、去月 中、 旣 二 各 國岡士 へ 差 進候義 二 付、 厚意 二 尸 候 得 共、 旣往. 

ン ヲ欲ス 、此 段囘 答如斯 候、 謹言。 

慶應三 卯年 十 一 月 七日 


Z 事ノ 由、 申 越サル 、旨 承知 セリ、 然ル處 、右， 

テ 如何 共 致 シカ タク、 其 公使へ 宜敷 申立 置 〕 

水 野 若狹守 

外務省 記 


〇 書記 宫ノ來 書ハ、 之ヲ 失ス。 

一 十七 日、 德川慶 喜 ノ辭表 一一 批シ 、姑 ク其舊 一一 仍リ、 諸侯 朝會 公議 決裁 ヲ待シ ム 。 

諸 藩 上京 之 上、 追 而可有 御沙汰、 夫 迄 之處、 是迄之 通 相 心得 候樣 御沙汰 候 事 C  35 

〇 本條、 日 ヲ失ス 、春嶽 私記、 二十 七日 、御城-一 於 テ 大目 附松平 大隅守 殿御 渡 トァリ 、蓋 シ 幕府 諸 藩 二 告示 スル ノ日ナ 

姑ク此 二 收ム、 高 邦家 記 ハー 不 八日 ト 爲ス。 


〇 德川慶 勝、 京 二 至 ル、 I， 森忠 典、 Js』 寸封 sffM 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲシテ 代リテ 入京 セシ メント 

^  7  o 森 忠赏 

ま P フ 家 記 

〇 忠儀家 記、 指令 ラ失ス 、他 例 ニ據レ 、ノ  、疾 ヲ以テ 代理 ヲ出シ 、或 ハ其期 ヲ緩セ ン ト請フ ノ類ハ 、總テ 重臣 ヲ出シ 、御 WW 

伺ノ 指令 ァリ、 疾 ヲ以テ 延期 ヲ請フ モノ ハ 、療養 少シク 快方 候ハ 、、速 二 上京 ス へ キノ 指令 ァリ、 本條モ 亦同シ カル へ シ、 

此類 他故ナ キ モノ ハ 、總テ 指令 ヲ掲 ケス。  . 

〇 慕府 老中 ノ 江戸-一 在 ル者、 十 萬 石 以下 ノ 諸侯-一 令 シテ、 其 上京 ノ期 ヲ緩フ セシム Q 

於 一 一條、 早々 上京 之 儀 相 達 候 得 共、 追 而相達 候 迄、 出立 見合 候 様 可 仕事、 

但、 十 萬 石 以上 之 面々 ハ、 御所 ヨリ モ 上京 被 仰 出 候 趣 二 付、 上京 候 者 勿論 -ー 候 得 共、 十 萬 石 以下 者、 於 一 一條 上京 之 儀 

相 達 候 分 -ー 付、 上京 頃 合、 追 而相達 候 旨 申達 候 事 -ー 候 段、 爲 心得 相 達 ス 。！ ssllip 

〇 一 一十 一 日、 十 萬 石 以下 ノ 諸侯 モ亦、 召命 ァリ、 蓋 シ其事 未 タ江戶 一一 達セ ス、 故 二 此令ァ リシナ ラン。 

〇 慕府 、江戸 開 市場 外國人 居留 規則、 及ヒ 運送船 等 規則 ヲ定 メ、 之 ヲ各國 公使 二 謀リ、 且 外人 

居 §3 地域 外 一一 夜行 ス ル トキ ハ、 必ス我 護衞者 ヲ附ス ルヲ 吿ク。 

亞墨利 加 合 衆國ミ 二 スト ルレ シデ ン ト 

ヱキ セル レンシ 1 

ァ ルビ ワン ヮ ルケ ン ボル グ へ 

以 書翰 申 進 候、 先般、 江 戶外國 人 居留地 規則書 差 進、 御 相談-一 ォ ョ ヒ置 候處、 閣下 拉 - 一外 公使 ヨリ 被 申立 候 趣 モ有之 候-一 付、 

此程川 勝備後 守竝 二 江 連加賀 守ョ リ、 閣下 竝 -ー 英國 公使 へ 爲及御 談判 候 趣 ヲ以取 極度、 右 二 付 別紙 貳通相 添、 猶御 相談 二 

復古 記 卷 三 慶應 =1 年 十月 二十 七日  七三 


m 古 記 卷三 慶應 HI 年 十月 二十 七日  七 匹 

ォ ョ ヒ宾 間、 否 貴 答 有 之 度、 且 居留地 外 へ 外國人 夜行 之義ハ 、掛 念不 少候ュ へ 、可成 丈 見合 候 樣致シ 度、 若 不得止 所用 有 之、 

出 行ノ節 者、 其 筋へ 申立 次第、 護 衞之者 差 出 可 申閒、 必ス 同伴 致シ候 様、 其 人民へ 詭達可 致 旨、 責國コ ンシ ュルへ 兼 テ御命 

令 有 之 度 候、 此段申 進 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 十月 二十 七日  小 笠 原 * 岐 守 花押 

江戶表 外國人 居留 ス ル 規刖、 

第 一條 

別紙 繪圖面 一一 、朱色 -ー テ 彩色 セ シ 場所 內 ハ 、條 約濟 ノ外國 人、 日本人 ヨリ 所持 ノ 家屋 ヲ 借リ、 商 賫ヲ稼 クタ メ、 住居 ス ル事 

ヲ 得へ シ、 尤右 一 區ノ內 、家屋 ヲ 所持 ス ル 日本人、 若 シ貸ス 事 ヲ不好 時 ハ、 外國人 へ 無理 一一 貸サシ ム ル事ヲ ナス へ カラス、 

且又 条約 濟ノ 外國 人、 開港 場 -ー 於テ 地面 ヲ借リ 、家屋 ヲ建 へ キ條約 ノ法刖 同様 二  、右 繪圖 面ノ中 二 藍色 一一 彩色 セ シ 場所 ラ、 

自普 請ノ爲 二  、日本 政府 ョ リ 貸與フ へ シ C 

第一 一條 

右自 普請 之爲ニ ス ル 地所、 段々 一一 塞 リ、^ 他ノ 地所 人 用 之 節-一至 レ ハ 、別紙 繪圖面 一一 イト 印記セ シ- 場所 ヲ 日本 政府 ヨリ^ 

意 イタ シ、 廻リ 二 幅 六 間 四 E< 以上 ノ 道路ヲ 取設ク へ シ、 然ル 一一 、其 後猶又 地面 人 用 ノ節ハ 、 赤色 二 テ 彩色 セ シ 場所 内 ヲ、 都 

合 次第 地 續ヲ以 段々 廣ク へ シ。 

第三 條 

繪圖面 一一 藍色 二 テ 彩色 セシ 場所 ハ 、日本 政府 一一 テ、 來ル 十二 月 七日 迄 -ー 、在來 ノ 家屋 ヲ 引拂ヒ 、其 周圍 二 幅 六 間 四 2<以 

上 ノ道ヲ 開キ、 十分 二 下水 等 ラ設ケ 、大 坂、 兵 庫 外國人 居留地 規刖第 六、 第 七、 第 八、 第 九 ケ條ノ 趣 二 從テ、 外國 人へ 貸與フ 

へ シ o 

第四條 


別紙 繪圖 面-一 、朱色 二 テ 彩色 セ シ 場所 内ヲ通 過ス ル 堀等ハ 、來ル 十二月 七日 迄 一一 、日本 政府 一一 テ 掃除 シ、 其 跡絕ェ ス 掃除 セ 

シ ム へ シ、 尤右堀 等 掃除 ノ諸 入費 ハ 、日本 政府 ヨリ 出ス へ シ。 

第 五條 

別紙 繪圖  一一、 0 ト印セ シ 場所 一一 テ、 普請 一一 取掛リ 居候 外國 人、 旅籠 屋ハ 、 日本 政府 ヨリ 命シ、 來ル 十二月 七日 迄 一一 必 落成 セ 

シ ム へ 、ン、 尤 旅籠 屋ハ 日本人 二 テ 取扱 フ ヘシ。 

第六條 

別紙 繪圖 面-一、 ハ ト 印セシ 場所 一一 於テ、 都合 宜敷水 揚場ヲ 日本 政府 ヨリ 取設ク へ シ、 且各國 人 所持 之 荷物 ヲ、 日本 陸揚、 或 

《船 積スル タメ、 素 倉 母 テ^^き"^? ヲ取建 置へ シ、 且 江戶ハ 開港 場-一 ァ ラサ レ ハ、 外國 商船 等 淀泊ス へ カラス、 

尤外國 人 所持 之 荷物 ハ 、卽 チ 條 約附錄 交易 規則 一一 隨 ヒ 、橫濱 二 テ改メ ヲ受ケ 、同所 或 ハ 他 ノ 開港 場 - ー於テ 、輸入税 ヲ納 メタ 

ル上ニ 非レハ 、江戸へ 陸揚ス へ カラス、 且江戶 二 ォ, -テ 輸出税 ヲ取 立ル事 ラ要ス ル ニ至ル 迄、 當分ノ 内、 外國人 江戶ョ リ輪 

出ス ル物 產モ、 撗濱 運上 所 一一 テ改メ ヲ受ケ 、輪 出 稅ラ納 メタ ル上 一一 非レ 尸 、同 港 一一 於 テ外國 船へ 積込ム へ カラス。 

第七條 

本書 附錄ノ 規刖、 並 - 一條 約 附錄ノ 交易 規則 二 隨ヒ、 日本人、 或 ハ外國 人 所持 ノ 荷物 運送船、 引 船 或 ハ乘合 船 等、 帆 前、 蒸氣ノ 

差別 ナク、 江戶 ト潢濱 ノ間ヲ 往復 ス へ シ。 

第八條 

江戶 へ 出 ル外國 人 ハ 、官 服ラ著 用シタ ル 士官 ノ外ハ 、 神奈川 奉行 一 覽附ァ ル 鑑札 ヲ、 撗濱 在留 ノ其 國ノ コン シュ ル ヨリ 受 

取、 是ヲ 六鄕渡 場、 或 ハ江戶 表 二 於テ、 日本 役人 相改ム へ シ、 尤 鑑札 ナク 江戸へ 出ルモ ノア ラハ召 柿へ、 其國ノ コン シュル 

へ 引渡 スへ シ、 其故ハ -外國 人 ニ江戶 開市ノ 趣意 ヲ、 條約 面通リ 二 遵奉 セ シメン カタ メナ リ C 

第九條 

復古 記 卷ー 11 慶應 一一 一 年 十月 二十 七日  七 五 


復 古 記 卷ー II 慶應 一一 一年 十月 二十 七日  七 六 

都 而外國 船、 江戶 へ著ス ル時ハ 、白 キ標木 ヲ立タ ル兩臺 場ノ閒 ヨリ 人津ス へ シ、 尤臺 場ノ眞 中へ 著ス ル時、 日本 役人 乘船致 

ス タメ 相 扣へ 可 申、 其 時 江 戶 へ出ル タメ、 乘組 外國人 姓名 書、 船長 ヨリ 納メ候 上、 猶 鑑札 ヲ見セ シムル 事、 日本 役人 存寄 次 

第タ ル へ シ C 

第十條 

兩臺場 ヨリ、 外國人 居留 場 前 マテ 出人ス ル水筋 ヲ追ヒ 、日本 攻府 ニ於テ 溥 杭、 或ハ ゥキヲ 置へ シ C 

第 十 一條  、  1 

江戶 在留 外國 人、 左 ニ記セ シ 境界 ノ内、 遊歩 勝手次第 タ ル へ シ、 卽新 利根 川 |¥モ ^江 y  口 ヨリ、 北方 金 町 ノ關所 迄、 西ノ方 

水戶 街道 ヲ沿ヒ 、千 住 宿大橋 迄、 夫 ヨリ 隅 田 川 以南 川上 へ 登リ、 古谷 上鄹 迄、 夫 ヨリ 小 室 村、 高 倉 村、 小 矢 田 村、 荻 原 村、 宮寺 

村、 三 木 村、 田 中 村、 諸 村落 ヨリ 筋ヲ 引、 日 野 ノ渡場 迄、 夫 ヨリ 玉 川口 マ テ、 以テ限 トス へ シ、 

外 國人ハ 、江戸 表 一一 於テ、 海陸 注 來スル 事 、日本人 同様 差障ナ カルへ シ。 §1 

〇 本條、 所謂 別紙 規則書 ノー  及ヒ 第 七條、 本書 附錄 ノ 規則 ハ 、蓋 シ 下條 運送船 規刖 ヲ指ス 、繪圖 面 別 一一 見ル所 ナシ、 

〇 

阿蘭陀. ネリ チ ー キア ゲシ ト兼コ ン シ ュ ル ゼネラ ー ル 

ヱキ セル レンシ 1 

ド テガラ 1 フフ アン ポル ス ブル 1 クへ 

以 書翰 申 進 候、 先般、 江 戶外國 人 居留地 規則書 差 進、 御 相談 ォ ョ ヒ置 候處、 右 規則 中ノ儀 一一 付、 閣下 並 一一 外 公使 ヨリ 被 申立 

候 1 モ有之 候-一 付、 別紙 ノ通リ 取 直シ、 且 運送船 等ノ 規則 ヲモ 取設 度、 お 一一 付、 別紙 規則書 二通 相 添、 猶御 相談 二 オヨ ヒ候 

間 、否 貴 答 有 之 度、 且 居留地 外へ 外國人 夜行 ノ儀ハ 、懸念 不少候 故、 可成 丈 見合 候樣 イタ シ度、 若シ 不得已 所用 有 之、 出行ノ 

節ハ、 其 筋へ 申立 次第、 護 衞ノ者 差 出 可 申 間、 必ス 同伴 イタ シ候 様、 其 人民へ 麁達可 致 旨， 貴國コ ンシ ュルへ 兼テ御 命令 有 


之 度 候、 此段中 進 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 や 月 二. r 七日  小 笠 原 * 岐 守 花押 

江 戶ト橫 濱ノ閒 、引 船荷 物 運送船、 並 一一 外 國人乘 合 船 ヲ設ル 規刖、 

第 一 條 

都テ引 船、 荷物 運送船、 或 ハ乘合 船 等、 兼テ 日本 長官 ノ冤 許狀 所持 セサ ル者ハ 、江 戶ト撗 濱ノ閒 往復 ナ 力 ル へ キ 事。 

第一 一條 

免許 狀願立 者 有 之 節ハ、 神奈川 奉行、 竝 其筋ノ コ ンシュ ル 取調 ノ上、 免許 狀可相 渡、 右 免許 狀ハ、 雙方國 語 ラ以テ 、船ノ 模様 

等、 精 敷 書 加 へ 、神奈 川 奉行 ョ リ相 渡シ、 コン シュ ル ノ奧印 可 居 事。 

第三 條 

免許 狀差 出候テ ヨリ、 一 ケ年ヲ 過キ、 奉行、 竝 一一 コ ンシュ ル 勘考 ノ上、 冤 許 ヲ差留 へ キカ、 又 ハ再應 差出ス へ キカヲ 取極ム 

へ シ、 尤 最初 ハ勿 論、 其 後免 許 狀相渡 候 都度 都度 、手数料 トシ テニ トン 一一 付金鱟 分 宛、 日本 政府へ 可納 事。 

第四條 

運送船 ハ 荷物 積 込ミシ 上、 船足 水 入 六 X 以上 ノ船ハ 、免許 狀 相渡ス へ カラス、 且 日本 長官 ヨリ 別段 ノ 免許 狀 ヲ得ル モノ  二 

非レ ハ 、臺 場外 二 オイ テ人、 及ヒ 荷物 ラ揚 卸ス へ カラス。 

第 五條 

免許 有 之 船へ 、役人 ヲ爲乘 組 候 事、 或ハ 江戶、 橫濱ノ 間 往復 ノ時、 役人 差 添ル事 等、 都テ 日本 政府 ノ 勝手次第 タ ル へ キ事。 

第六條 

橫濱 一一 於テ 免許 有 之 候 船へ 、荷物 積 込 候 節ハ、 其 品 一一 ヨリ 稅濟證 文、 或ハ 無税 證文ヲ 、其 持主 ヨリ 差添フ へ シ、 若シ 證文ナ 

シ 二 江戶 へ 陸揚セ ン トス ルモ ノ有之 二 オイ テハ 、事宜 次第 取 上 へ キ事。 

復古 記 卷 =1 慶應 一一 一年 十月 二十 七日  七 七 


復古 記 卷三 慶應 三年 十月 二十 八， 二十 九日  七へ 

第七條 

江 戶或 ハ橫濱 一一 於テ、 免許 有 之 候 船へ、 荷物 積 込、 陸揚 ノ儀ハ 、 日本 政府 ヨリ 差圖セ シ波戶 場、 或 ハ其タ メ  二 日本 政府 一一 於 

テ 免許 有 之 候 傳馬船 一一 限 ルへキ 事。 

第八條 

免許 有 之 候 船等ハ 、江 戶ト撗 濱ノ閒 二 荷物、 或 ハ 人ヲ 運送、 竝 一一 引船ノ 外、 何 用向タ リ トモ 闬ゥへ カラス 、且 海上 ハ 外國 船、 

亦ハ 日本 船、 或ハ 陸地 等へ 寄 リ附ク へ 力 ラサ ル事。 

第九條 

免許 ヲ得タ ル船 一一 乘組ノ 外國人 船長 ラ除 クノ 外、 水夫 等ハ 江戶 ニ於テ 上陸 ス ル事ヲ 許サス C 

第十條 

此 規則、 或 ハ追テ 可 取極ノ 規則 ヲ違 背ス ルモ ノア ラハ 、免許 狀取上 ル 而巳ナ ラス、 其コ ン シュル へ、 兼テ 其本國 政府 ヨリ、 

士民ヲ シテ諸 條約ヲ 守 ラシ ム ル爲 ニ與へ ラ レ シ權ヲ 以テ、 罰ス へ キ 事。 

〇 本條、 所謂 別紙 規則書 一 一通、 其 一 尸 蓋 シ 上 條外國 人 居留 規則 ヲ指ス 、案 スルニ 條約類 竹お 一 一條 規刖、 及 ヒ 下 條新潟 夷港規 

刖诀定 交付、 竝 二 十 一 月 朔日ト 爲シ、 文字 小異 同 ァリ、 之ヲ 外務省 ニ質ス -ー、 編纂 ノ際 、事-一 害ナ キ者ハ 、文字 ヲ删 潤セリ 

ト、 本書 編纂、 明治 七 年 一一 ァ リ、 譯文ノ 法 モ亦其 趣ヲ異 一一 ス、 今 原文 一一 從ヒ、 當時ノ 面目 ヲ存 ス。 

二十 A 日、 朽木爲 綱、 篛^ m 王、 京ュ 至ル、 is 靑山 幸宜、 ま、 疾ヲ 以テ、 老度ヲ 

シテ代 ラシ メン ト請フ t 魏 

二十 九日、 宣命使 g|  、ヲ 後月 輪 東 陵 龍、 二 遣シ、 造 陵 功 竣リ、 及ヒ 大政 古 二 復ス ルヲ 吿ク。 


天皇 我 詔 旨 止 掛畏岐 後月 輪 東 山陵 爾恐美 恐 ^ 奏給 止奏久 平安 宮爾 天下 知 食^ 先 乃 天皇 乃 大御代 爾神乎 敬 比 人 乎 慈 

美大 坐 la 絕在^ 神 祭 乎 興 復給比 荒 在留 山陵 乎 修理 給き 故 今 母 亦 古昔 乃 例爾復 給^ 山陵 乎 令 營造袷 § 隨爾功 成 • 體其造 

仕 奉 終 § 事 乎 正 二位 行權 大納言 藤 原 朝臣 資宗乎 差 使 fa 令 奏給布 此狀乎 聞 fta 天下 乎平久 安久 護 給 弊 幸 給 g 恐 美 恐 g 奏給 

止奏。  / 

慶應 三年 4.0: 二十 九日 默 |§ 

〇 

自外夷 渡來而 天下 紛檯、 日 不安 宸襟數 年、 未 至 治平 而 殂落、 噫 如何 乎、 今于此 慶喜告 欲、 洞察 時運 之 沿革， 慙悔薄 德、 復歸 

權政 奉戴 廟議、 與 天下 共勠カ 保護 皇國焉 、斯稱 其德許 之、 今日 以往 掌握 萬 機、 而與衆 謀宏張 綱紀 一 新 流 弊 也、 謹舉告 此狀、 

仰 願 神靈 照臨 四 表、 海内 一 和、 而不受 外 夷之 侮、 太平 無窮、 居 萬 民 於 泰山 寧、 護 祖業於 悠久 矣。 Is^s 

o 市 橋 長義、 暫ク 歸邑セ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 tiM 一一^、 ， 

今般 私儀 急 御用 召 二 付、 差掛候 家政 向打捨 置、 不取敢 上京 仕 候處、 諸 藩 上 著 之 期限 被 仰 出 候-一 付 テハ、 未 日数 モ御坐 候 

間、 近邊之 儀、 一 ト 先歸邑 仕、 家政 向荒增 取締 置、 出京 仕度 奉存 候、 其 内 御用 筋 之 儀 御 坐 候得ハ 、重役 之 者 差 置 候 問、 御 達 被 

成 下 候 ハ、 ー晝夜 -ー テ乘切 上 著 仕 候、 右 願 之 通 被 仰 付 被 下 置 候 尸 難 有 仕 合奉存 候、 此段奉 願 候、 以上。 

十月 二十 九日  市 橋 下總守 

〇 批紙 

願 之 趣、 無據 次第 被 聞 食 候、 家政 向 取締 置、 猶又 上京 可 有 之 候 事。 S 

〇 慕府、 令シ テ 、驛遞 法、 及ヒ 大宮御所 造營 課金、 姑 ク其舊 一一 仍ラ シ 厶 。 

御 政事 向 之 儀 -ー 付、 今般 被 仰 出 之 趣 モ有之 候處、 五街道、 竝脇 往還 共、 人馬 賃錢拂 方 之 儀、 追 而御規 刖相立 候 迄ハ、 是迄之 

復古 記 卷 =1 慶應 = 一年 十月 二十 九日  七 九 


復 古 記 卷 一一 一 慶應 三年 十月 二十 九日  八 〇 

通タ ル へ キ旨、 御所 ヨリ 被 仰 出 候。 

十 一 月 

御 政事 向 之 儀 二 付、 今般 被 仰 出 之 越 モ有之 候處、 大宮御所 御 造 立 御 入用 國役金 之 儀、 追 而御規 刖相立 候 迄 者、 是迄之 手 

續ニ而 取扱 旨、 御所 ヨリ 被 仰 出 候閒、 最前 相 達 候 通 相 心得、 夫々 納方可 被 致 候、 

右 之 通、 御 科、 私領、 寺社 領共、 不洩様 可 被相觸 候。 

1  一 榊 原 政 

i 一  月 敬 家 記 

〇 攻敬家 記 二、 十  一 S 八日、 江戶 二 於 テ稻葉 美 濃 守 相 渡シ、 去月 一 一十 九日、 於 京地 被 達 候閒、 向々 相 觸トァ リ- 

〇 慕府、 書 ヲ各國 公使 -1 致 シ、 大政奉還 ノ意 ヲ 陳述 ス。 

演述 之覺、 

先年 亞墨利 加 合衆國 大統領 ノ勸誘 二 從ヒ、 廣ク 和親 之 條約ヲ 結ヒシ ヨリ 以來、 我 累世 ノ 大君、 人心 開化 ノ域 二進 マ ン事 

ラ謀ル トイへ トモ、 鎖 國之舊 習 變シカ タク、 一 種ノ 兇徒 隨所 二 蜂起 シ、 頑冥 ノ暴人 ヲ嗾カ シ、 外 國人ヲ 擯斥 ス ル ヲ以 テ名ト 

シ、 或 ハ隱然 殺害 シ、 或ハ 不敬 之 事 ヲナシ 、罪ヲ 政府 ニ負セ ン コト ヲ謀ル モノ 不少、 我 政府、 種々 鎭定ノ 方略 ヲ盡シ 、或 ハ懲 

シ 、或 ハ翁 シ、 猶外國 交際 ノ 妨害 ヲ釀 サン 事 ヲ憂ヒ 、先年 中、 特 -ー 使臣 ヲ各國 へ 遣シ、 國内不 得 止 之 事情 ヲ述シ メ、 兩都、 兩 

港、 绢 市 開港 之延 S ラ請 ヒ、 一 U: 之紛紜 ヲ杼へ 、人心 ヲ 開誘セ ン ト、 多年 心盧 ヲ勞ス トイへ ト モ、 野心 ヲ抱テ 交誼 ラ妨ケ 、禍 

亂ヲ 醵シ、 非望 ヲ遂ン トス ルモ ノ 益休ム コト ナシ、 今 大君 大統 繼嗣之 始メ、 宇. M 之 形勢 ヲ 洞察 シ、 英、 佛、 米、 蘭各國 公使 ヲ 

阪ぉ 二 招キ、 從來我 政府 一一 於テ 、各國 へ對シ 誠實ナ ル意衷 ヲ表セ ラ レ 、是迄 延期 相 成 居シ兩 都， 兩港ヲ 開キ， 其 外條約 面ノ通 

リヲ 履行 ヒ、 我國之 信義 ヲ各國 二 失 ハサ ル樣、 親 カラ 斷诀セ ラレ、 爱 ニ於テ 多年 辛苦 セ シ 所之條 約、 盡ク 施行 ス ル事ヲ 得 テ- 

外 國之交 祭、 永遠 不窮 一一 傳へ動 カザル モノ トナ レリ、 然ル 一一 彼ノ 不軌 ヲ謀 ラン トセ ル輩、 盆 其 黨與ヲ 連結 シ、 邪說 暴行 ヲ恣 

二 シ、 政 苻ヲ^ リ、 或ハ 暴威 ヲ以テ 御門 ヲ壓シ 、或 ハ欺驅 \ 一 術ヲ用 ヒテ、 己レ政 柄ヲ擅 一一 ス ルト唱 へ 、或 ハ開市 貿易 ノ利 


ヲ 專權ス ル等ノ 讒誣 ヲ放テ 、動モ ス レ ハ 公卿 ヲ 劫シ、 御門 一一 迫リ、 時 一一 支吾ノ 命令 出 ル事ァ リテ、 良々 政權ー 一途 一一 出ル 一一 

近ク、 我 力 舊來ノ 攻體ヲ 妨ケ、 人心 何分 一一 モ 一 致シ 難シ、 

一 於是 大君 御 深慮 被 爲在テ 、我國 永遠 各國 へ對ス ル條約 ニ於テ 、旣 一一 大信ヲ 立 シ 上 ハ 、只國 S 之 治 否 ハ、 天下 ノ 公議 ヲ以 

テ 、部内 一致 シ、 政權 一途 一一 出 ルニァ ラサ レハ 、無辜 之 牛： 靈適從 ノ路ヲ 失ヒ、 國內亂 階 ヲ生 セン コトヲ 深ク憂 ヒ、 政體人 心 

一致 ヲ 基本 トス ルハ、 萬 國ノ通 義ナル 一一 從ヒ、 今般 我 開祖 束 照 神 君 ヨリ 連綿 壟受 セル 政權、 御門 ヨリ 出ル様 建言 ァリ 

シ處、 許允ァ リテ、 尙 衆議 ヲ盡シ 候 様 トノ旨 -ー テ候、 

一 我 火 君 玫府ニ 於テ、 其國 へ對シ 懇親 ナル 意衷ハ 、前-一 陴述セ ル通リ 、海外 二 信義 ヲ全 フセ ン コ トヲ 謀リ、 多少 之 苦心 ヲ 

盡セ シ事 明白 ナ レ ハ、 尙此上 和親 友交 ノ厚カ ル へキハ 疑ヲ容 レサ レ トモ、 一 時國. M: 變革ノ 際 一一 當リ、 自然 浮說 流言 等モ可 

有 之、 深 ク 懸念 致 候 一一 付、 是迄之 成 行 推考 イタ シ、 自拙 者 及演述 候、 尤此程 書翰 ヲ以テ 申入 置 候 通 リ 、 追 テ 京師 ヨリ 委細 ノ 

S. 巾 越 次第 速 二 可 C. 進 候。 餅， 

〇 

演述 之覺、 

我 力 日木ノ 火 君、 祖宗 以來 二百 五十 餘年 ヲ經、 今日 迄 傳來セ シ政 權ヲ、 御門 ニ歸 シ給フ 事ヲ自 ラ英斷 アリシ 二 侬リ、 余 

等コ ノ國勢 變革ノ 際 一一 當リテ 、或 《流言 浮 說ノ起 リテ、 人心 ラ 煸 動ス ルヲ 恐レ、 各 國へ其 情狀ヲ 演述セ ン コト ヲ要ス ル左 

ノコ トシ、 

目今 ノ 事情 ヲ 了悉セ ン 二  、古 往ノ 事蹟 ヲ粗 槪說ス ル ユア ラサ レハ 、明 哳ナラ サルニ ヨリ、 古 一一 遡 リテ. E. 述候、 

往昔 二 千年 前、 鴻荒ノ 初、 國祖 天神 ノ 子孫、 常 一一 全 國ノ攻 柄 ヲ執リ 來リ、 コ レヲ 御門 ト稱ス 、其 後 御門 ノ政 始テ 衰微 シ、 

政權、 宰相 藤 原 氏 ノ手ニ 移リ、 公家 ノ内、 文武 ノ宫名 ヲ具ス トイ へ トモ、 文弱 二 シテ. 自ラ檨 E. 執銳シ テ、 不享 ラ制ス ル能 ハス、 

國家 有事 -! 臨 テハ、 必 武家 ヲ援テ 爪牙 ト ナス、 政令 多岐 二 出 サルラ 得ス、 武家 ノ楝 粱ヲ 源. 平 ニ氏ト ナス， 日木ノ 半國ヲ 分テ、 

復古 記 卷 II 一 慶應 一一 一年 十 二十 九 =  八 一 


M 古 記 卷 一一 一 慶應 三年. T« 二十 九 U  ノー 一 

東ノ 武家 ハ 源氏 一一 屬シ、 西ノ 武士. ハ平氏 二 隸シ、 保 元、 平 治 ノ亂、 皇子 位 ヲ爭テ 、二 氏ヲ 互ニ侬 糢シ， 源氏 亡 ヒテ、 平氏 盛 

ナル殆 二.：.. 年、 權始テ 武家 ノ 平氏 二 落ッ、 ソノ 暴橫、 藤 原 氏ノ時 一一 勝ルヲ 以テ、 御門 源氏 ノ胄裔 ヲ糗ミ テ、 平氏 ヲ亡ス 、源氏 

ハ乂  a  ノ舊 仇ヲ减 シテ、 朝家 ラ 保護 ス ル 一一 ヨリ テ、 御門、 全國 兵馬 ノ權 ヲ擧テ 武家-一 歸ス、 是西 S- 二百 年 ノ^ー 一 常リ、 

所 1 傻軍 家ノ始 トス、 卽 累世 大君 職 ヲ繼ク へ キ德川 家 同流 ノ大祖 ナリ、 如斯 モノ 殆四 百年、 其 間 治 亂ァリ トイへ トモ、 將 

軍ノ職 一一 壬 I スル モノ ハ、 朝敏ヲ 討伐 シ、 萬 民 ヲ安ン スルヲ 任 トス ル故、 御門 ヲ輔 K ス ルノ任 ヲ受テ 、其 功ァ ル モノ ハ、 

多ク 兵力 ト 勤王 ノ 赤心-一依 テナ リ、 然 シーア、 時々 小康 ァリ トイへ トモ、 國 M 霞 謹-一 歸セサ リシ ハ、 國ノ攻 令 一途-一 歸スル 

コ ト無キ 二 ヨリ テ、 各 角立 ノ風ヲ ナシテ 、干戈.^ ム時 ナク、 人民 塗炭 二 苦ミ、 天下 主上 アル ヲ知 ラサル モノ 數 百年 ナリ 

戈 力 大ま ノ開且 東照宮、 英邁 ノ太德 ァリテ 、自力 ラ 汗馬 ノ勞ヲ 擔テ、 大亂ヲ 蕩平シ 、國 家始テ 太平 ヲ f ン、 御門 ヲ安 

ン シ、 禁裏 ヲ造 營シ、 火ュ 供御 料 ヲ增シ 、今 ニ至ル マテ、 朝 紳安穩 二 生活 スル チ得ル ハ、 コ ノ勳勞 ニ侬レ ハ ナリ、 御門 コ 

ノ功寶 ノ大ナ ルヲ感 嘉シ、 柬照宮 へ 攻權ヲ 擧テ全 任シ、 國家ノ 政務  一 S 預 ラサル 模範 ヲ 累代 ニ垂レ 給フ 一一 侬テ， 東 照 宫ノ 

威 I 、日 二  §1 ナルハ 、前古 將軍 ノ曾テ ^ サル所 ナリ、 因 テ大ニ 全國ノ 諸侯 ラ江戶 二 會シ、 政府 ノ 基礎 ヲ開キ 給へ リ、 此時 

會同ス ル大 小名 等、 皆 其 法 ヲ仰キ 戴 カサル モノ ナク、 江戶 二 邸 ヲ置キ 、隔年 或 ハ年ニ 幾日 間 、江戸 二 參覲ス ル事ヲ 確定 シテ、 

一 人 モ 異志 アル モノ ナク 、累代 ノ 法刖ト ナ レリ 

如斯ナ レハ、 我 力 日本 數百 年間 ノ大 亂ヲ 一統 シ、 ニ& 五，. 餘年ノ 太平 幸福 ノ基ラ 建立 シ. 其閒火 小名 一人 タリ トモ、 更 一一 非 

望 ヲ抱ク モノ 無キ 様、 內亂ヲ 置 セシハ 、振 古、 東照宮 ノ 右二 出ル モノ ナシ、 故 二 政 權ノ歸 シテ、 其 子孫 累世 ニ及フ J 

疑ヲ容 ルへキ モノ ナシ、 其 後 ュ至リ 、宇ゥ 形勢 大 一一 變遷 シ 、米舶 江戶灣 一一 駛入 セリ、 5 於テ、 從來ノ  S 國 ノ 規條ヲ 

廢棄ス ルコト ハ已ム ヲ得サ ルノ勢 ナリ、 

t 時、 西洋 軍器 兵法， 一長 シ、 我カ國 一 一 百餘年 太平 ノ民ヲ 以テ、 遽 一一 無名 ノ 戰鬪ヲ ナス ノ 無策 ヲ ルノ ミナ ラス M 界 ー變、 

天 匕 隣 ノ如キ $ 世ニ當 リテ、 柬洋ノ 一  島 國ニテ 、萬 國ヲ仇 トシ テ 自存 ス ルノ事 勢 ナク、 一 天 廣被ノ 人民 ヲ报 絶シテ ^ラ 


サルノ 公理 ナキヲ 早 ク曉解 シテ、 各國ト 交際 ヲ開 クノ 條約ヲ 取結フ コ トヲ 诀定セ リ、 

此時 二 當リ、 追テ 全國ノ 大事 件トナ ル へ ヰ 新 創ノ事 一一 シ テ、 闔國 人民 ノ思計 ラサル 事ナレ ハ、 政府 二 オイ テ其議 输 ノ結 „s 

ヲ盡 シテ、 到底 疑盧 ヲ容サ ル様 處置セ サルハ 、今更 遺憾 ノ至 リナ リ、 條約 取結ノ 初、 苟且 -ー シテ、 外國、 ト我國 、トノ 交ヲ 

疎遠 ナ ラシ メハ 、交際 ノ 間-一 誤 ヲ生セ ス、 鎮國ノ 頑 論 漸ク銷 磨 シテ、 自然 染習 ノ期モ アル ヘシ トォモ ヒシハ 、却 テ奸 笑ノ奇 

貸トナ リテ、 卒ニ 雙方ノ 不平 隔意 ヲ釀 成ス ル 二 至リ、 諸侯 ノ 最大 ナル、 此時 一一 乘シ、 大君 ノ權 ヲ奪ハ ント 謀リ、 譎詐 ノ结 

言ヲ逞 フシ、 京師 ヲ 欺騙 シ、 江 戶 攻府ノ 處置ラ 一 々讒誣 ス ルノ機 會ヲ得 タリ、 

今、 先君 政權ノ 衰亂セ シ 緣由ノ 種々 ヲ 枚擧ス ル ハ 、臣 子ノ 分忍ハ サル所 一一 テ、 却テ盆 無キ -1 似タ レハ、 爱-ー 贅セス 、我攻 

府所置 ノ宜ヲ 得 タリ トク 謂難シ トイへ トモ、 遂ニ ハ鎮國 ヲ唱テ 、外 國ヲ 諱嫌フ モノ ヲ漸々 二 抑 壓シ、 一 旦外國 ト取結 ： シ 

條約ヲ 履行 ハ ントノ 宿志 ハ、 曾テ. ^事 ナシ、 

^トイへ トモ、 斷然其 約 ヲ守リ 、其 業 ヲ果セ シ モノ ハ、 英敏 偉烈 ノ 天資 ァ ル 東照宮 ノ遺 業ヲ 中興 ス ル モ亦、 難 力 ラサル 

天縱ノ 今、 大君 ノ新タ 一一 政權ヲ 掌握 シ給 ヒシ 二 ョ ルナ リ、 然 ラサレ ハ此 約ヲ全 フス ルャ 否、 イマ タ知ル へ 力 ラサル モノ 

ナリ、 今、 大君 一一 ハ、 攻令 一途 ニ出ル コト、 國政ノ 大體 基本 ナ ルヲ 夙-一 洞察 セ ラレ、 繼統ノ 初 ヨリ、 京師 二 久住 シ 、 是迄攻 

體 ノ虧缺 多キヲ 見、 久シク 其 職 ヲ辭シ 給 ヒシカ 、愈 事情 不 容易 ノ 勢-一迫 リタ ルヲ 以テ、 無餘儀 ソ ノ任ヲ 受給 ヒシ モ、 畢竟、 

是迄 彼是 ト條約 遵奉 趣意 一一 合フ モノ 少ケ レハ、 今 ヤコ レ ヲ擧テ 一 々履行 フ ハ 、日本 國ノ 榮名ヲ 保佑セ ン 力 爲ナリ トイ フ听 

二  、深ク 著 眼ァリ テナ リ、 

各國 公使 ヲ大阪 城 一一 會集シ 、懇親 ノ 情誼 深ク、 待遇 ノ 厚キハ 勿論、 條約 施行 ノ信 ヲ固ス ル 金石 ノ如ク 、節義 ヲ重ン ス ル 泰山 

ノ如ク 、一 々其 約ヲ 遂ケ、 一 モ欠ク 所ナキ ハ , 今 大君 ノ 大任 ノ 當然ト ハ ィ へ トモ、 百 辛 ヲ經テ 、毫 モ正理 ラ失フ コト ナキ 

ン確證 ヲ見ル へ シ、 今日 二 至リ、 旣ニ條 約 ヲ全フ シ、 海外へ 對シ、 一 點ノ愧 慚ナク 、信義 ヲ 十分 一一 立シ 上ハ、 大君 直チ -ー國 

內ノ治 否ヲ顧 念シ、 是迄 人心 ノ向フ 所、 求ム ル所、 總テ曰 月 ノ久ヲ 積ミ、 自然 ノ變化 一一 任セ リ、 然ル 二百 年 以前、 至 美 ノ政制 

復古 記 卷 =1 慶應 三年 十月 二十 九日  八 一一 一 


省 外 ナ 

o 記務 リ 


g 古記 卷ー 一一 慶應 三年 十お 二十 九 H  ノ 

ト f シ モノ モ^ 日ハ 時勢 轉 變シテ 適宜 ナ ラス、 宇内 ノ 形勢、 曰 ヲ追テ 一新 スルニ 當テ、 手ヲ束 ネテ故 習-一安 ンス ルハ 

自 カラ 其身ヲ 剔スル ニ異ナ ラス、 此 新法 ヲ 建ルノ 策、 每ニ余 等モ霞 セシ事 不少、 I、 此 大事 ヲ 囊スル モノ ハ、 英明 在 

上、 今 大き ノ深衷 英断-一依 ラサル ヲ 得ス、 大君 ノ 御意^: 暴 推 二、 政府 ノ 威力 テ振ン ュハ、 全國 人心 ノ向背 ニ從 ヒ^ 

令 一 金 ニまル I ス、 各國 ノ攻體 皆 其 意ヲ同 フス トイへ トモ、 余力 國攻 制 ノ未タ 曾テ在 ラサル 所 ナリ、 今 I ァ、 カヲ極 

テ此 制度 ヲ 建立 スルー ーァ ラサ ズ 、泰治 ヲ成ス 能 ハス、 人々 當今ノ 形勢 一一 於テ 急務 ナル コト、 及 ヒ謹ノ ま 起ル 所、 其他 

報國ノ 赤心 ヲ披テ 、其 公議 ヲ聽 へキ ナリ、  、 -, 

且^ 傳も ノ權ハ 钟宮へ 歸シ、 侬テ 御門へ 建言 シーア、 國^:  ノ 大家 巨 室ヲ集 會シ、 今ノ 形勢 事情 ヲ論 盡シ カヲ^  二 シテ政 

：付ノ ず 建立 シ、 I 再ヒ動 カスへ 力 ラサル ノ攻體 國律ヲ 一定 シ、 曰 本 全國ノ 幸福 ト、 獨立ノ 勢ヲ盛 ニス ルノ策 ヲ議ス へ 

シトノ 深意、 實 一一 國ヲ 憂ルノ 深キ、 古今 比類 ナキ所 ナリ、 是卽、 專 形勢 ノ情實 ナリ、 故 一一 外國ト 日本 トノ 交際 一一 於テ 耶ノ 

難事： コト ナク、 锶テ是 迄 ノ如ク 平穩ナレハ、| 盧ヲ煩 ス勿レ 、右靈 家 多難 ノ 曰-一 f  、外 國ト 交際 ヲ全 フシ、 其 公 

理ヲ失 ハサ ル旨意ナ レ ハ 、尙向 豪 業 泰然 成遂ル ハ 言語 ヲ待サ ル へ シ、 大君-一 於 テハ條 約 中 之 事ハ 一 句 一 言 ヲ殘 サス履 

一. n ヒ、 約言 ヲ全 フス ルノ榮 名ヲ？ レハ、 其 招 ニ應シ 來會ス ル大 小名 ノ會議 ュ於テ 、外國 事情 ヲ辨ず ル， 其 公平 ノ意 

一一 f セサル モノ 無 カル ヘシ、 殊 一一 指顧響應 スル 大小 名、 旗本、 詹ノ十 力 八九分 ナ ルハ、 S スルニ 及 ハサ ル 事す 余 

, 冀ク ハ外國 政府 二 於テ、 平生 ノ  ■ ヲ以テ 、余 等 力 同心 協力 中 ノー  タラン 事ヲ 深 ク望ム 所 ナリ、 今、 如 斯贊成 輔^^ 

望スル モノ ハ、 他日 我 力 國ノ益 隆盛 ナル、 卽責國 ノ盡 力 アリシ 明 徵ナル コトヲ 、形鬆 響ノ如 クニ 視ン コトヲ ぼク き 所 

」 、右 ハ是迄 ノ成 行ヲ 推考 シテ、 余 等限リ 及演說 候、 餘者 過日 書翰 ヲ以テ 申 進 候 通リ， 京師 ヨリ 申 越 次第、 尙可及 報告 候。 


和 蘭， ネリ チ 1 キア ゲン ト兼コ ン シ ュ ル ゼネラ 1 ヌ 


ヱキ セル レンシ 1 

ド デ ガラ 1 フ、 ファン ポ ルス ブル. 一クへ 

以 書翰 申 進 候、 閣下 一一 モ兼テ 稔知セ ラ ル 、 如ク、 我 國攻權 武門 -ー 移リ シ ョ リ爱 -ー數 百年、 其 間國內 群雄 各方 一一 釗據シ 、四 分 

五 裂 ノ際ニ 當リ、 我 東照宮 撥 亂反正 ノ功ァ ルヲ 以テ、 人心 ノ歸ス ル所、 終 二 欠權ヲ 握リ、 延テ 今日 二 及へ リ、 然ル 二 、今大 

君、 宇内 ノ 形勢 ヲ 洞察 セラ ル 、 -ー、 萬國ノ 交際 日 二 盛ナル -ー ヨリ テハ、 國家 ノ政權 一途- 1 出ル 一一 ァ ラサ レ ハ 綱紀 雏立、 且萬 

國 公共 ノ 定格 ニ侬 リテモ 、交際 ノ道 或ハ全 キラ 失 フニ 至 ラント 深ク 思慮 被 致、 從來 ノ舊套 ヲ改メ 、政 權ヲ 御門 二 歸シ、 廣 

ク 衆論 ヲ盡シ 、同心 協力、 維新 ノ政ヲ 行 ハ ント 欲スル ノ意ヲ 今般 言上 被 及 候處、 御門 御 許容 有 之 候、 抑 貴 國 同盟 以來、 懇 

親 ノ情日 二 切 二 シテ、 多少 ノ吿讒 啓發ヲ 受ケ、 諸般 ノ 事務 漸ク 開化 - 一向 フニ 至 リシ ハ 、全ク 閣下 等盡 カノ 致 ス所ト 、我等-一 

於テ モ深ク 感謝 一一 不堪、 此上猶 一 曆ノ 厚義 尤所懇 祈 候、 猶追々 申入 候 件々 モ 可 有 之 候 得 共、 前件 ノ旨趣 報告 -1 及ヒ 度如此 

候、 拜具 謹言。 

慶應 三年 卯 十月  小 笠 原 壹岐守 花 印 

外務省 記 

〇 外務省 記、 本條第 一 書 一一 二十 九日 頃 ト摞シ 、第二 書ノ末 一一 、外國 奉行 江 連 某 等、 是書 ヲ英國 公使館 書記官 -1 送致 ス ル ノ 

附簡 ァリ、 十月 一 不 九日 ト署シ 、文中 小 笠 原 鱟岐守 約束 致シ候 別紙 演達覺 書 一 通 差 進 候トァ リ、 而シ テ又 第一 一書 ノ首ニ 

朱書 シ テ云、 舊 幕府 呈 進ノ舊 記 一一 、十 一 月 十四日、 閣老小 笠 原 壹岐守 邸 -ー蔺 公使 參向 應接ノ 後、 壹岐守 自身 是書ヲ 付與ス 

ト、 然レ ハ 漸次 各 國 公使 二 送致 セ シナル へ シ、 今 其 前ナル 者-一 從ヒ、 本日 二 收ム、 第三 書、 其 日 ラ知ル へ カラス、 姑 ク此ニ 

類 集ス。 

〇 慕府、 書 ヲ各國 公使 - 一致 シ、 新 潟 開港 ノ 期お、 月 ヲ 改テ、 明年 三月 九日 ト爲サ ゾ コ トヲ 報シ、 

復古 記 卷ー 一一 慶應ー I！ 年 十月 二十 九： M  仄五 
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且其條 約 書案ヲ 示ス。 

亞米利 加 合 衆國ミ ニス トル レシ デ ン ト 

ヱキ セル レンシ 1 

アルビ ワン ヮ ルケ ン ボルクへ 

責國第 十  一 K 四日 附 貴翰、 竝 一一 和文 ト モ 落手 披見 致シ 候、 西海岸 開港 場所 ノ儀、 七 尾 港 ハ 我國 二 オイ テ 不都合 ノ段御 談判 

一一 ォ ョ ヒ候處 、我 國ノ 都合 ヲ 思慮 被 致、 新 潟 港-一 御 同意 被 成 候 段、 御 懇切 ノ至リ 深 ク所謝 一一 候、 就 テハ我 政府 一一 オイ テ 兩 

國ノ 利益 ヲ計リ 、貿易 テ 盛大 一一 セン カ爲、 新潟ヲ 互市 場 ト定メ 、佐 渡ノ內 夷港ヲ 繋船 場 ト治定 イタ シ、 來紙 第三 條中 ニ揭 I 

有 之 候蒸氣 運送船 ハ 、差 向先ッ f 艘相備 へ 可 中、 右 開港 場 規則 ノ儀ハ 、閣下 御 差 越 シ有之 候箇條 一一 基キ、 我 政府 诀定ノ 趣 怠 

ヲ 參酌シ 、別紙 ノ通リ 取極メ 度、 尤 新潟竝 一一 夷町 一一 於テ 、外國 人 居留 ノ タ メ  ノ 用意 ィ マタ整 ハス 、開港 期限 迄 -ー 間 一一 合 兼 候 

間、 貴國第 一月 一日 ョ リ三 ヶ月 後 |£g£f  二 至リ、 開港 互市 ノ手繽 ハ處置 可 致、 去 ナカラ 其他ノ 用意 猶 十分 整 兼 候 儀 

モ 可 有 之 間、 閣下 一一 モ 右 之 趣 御 承諾 有 之 候 様、 偏 一一 望 ム 所 一一 候、 且 貴翰 末 文 二  、 新潟竝 -ー 夷 港 開港 ノ儀ハ 、我 政府 ノ 都合 ヲ 

計ラ レ 御 承諾 被 成 候 儀 一一 付、 條約中 右之廉 一一 付テ 、 此後貴 國攻府 ノ 趣意 一一 任セ、 猶十 分 ノ 御 處置ヲ 可 被 成 ト ノ 趣 申 越 シ 有 

之、 攻府ノ 名代 人 取極メ シ事ヲ 公然 許 允 スルノ 理ハ、 其攻府 ノ權ナ レハ、 政府 ノ 趣意 二 任セ ラル 、トノ 趣ハ、 余 二 於 テ聊異 

存無之 i 一一  テ 、且貴 國攻府 トイへ トモ、 閣下 ノ報信 ヲ得テ 、事情 ヲ 了解 被 致 候 事 ト存候 得萏、 是又、 閣下 同様 ノ 好意 ヲ以ヲ 

余 等 協議 シテ取 極メシ 事件 ヲ 承諾 セラ ル、 事ト 遙察致 シ候、 實 一一 雙方ノ 利 盆ヲ全 フス ルモ、 唯此事 一一 ァリ トぉ矿 此ぉ責 

答 二 ォ ョ ヒ候閒 、否 御 申 越 有 之 度 候、 拜具 謹言。 

議三 卯年 十月 二十 九 曰  小 笠 原 #岐 守 花 印 

第 一條  11 

日本 政府 ハ、 貿易 ノ书 ニ給ス ル タメ、 佐 州 夷町 ノ內 ニテ相 當ノ貸 納屋 ヲ取 建、 舶來 貨物 ヲ積置 カシム へ ク 尤日數 三十日 ノ 


問ハ、 敷料ヲ 取立サ ル事。 

第一 一條 

新潟ト 夷港ノ 沖-一 碇泊 ス ル 商船 ノ タメ、 相 應ノ端 舟ヲ備 置、 右兩所 -I 於テ 荷物 ヲ陸揚 、又ハ 船積セ シメ、 且新 淘ト夾 きノ 

二 往來 スル端 舟ヲモ 設 ケ テ 、荷物 無 恙蓮送 セシム へ シ、. ー ッ レモ 相當ノ 賃銀 ヲ取 立へ キ事。 

第三 條 

新潟ト 夷港ト ノ間ヲ 自由 一一 渡航 セ シムル タメ  、日本 政府 二 テ蒸氣 船テ備 置、 往来 ノ^ 並 二 荷物 ヲ蓮^ シ、 义 ハ W 積ノ 端.^ 

ヲ 引力 シ ム へ シ、 尤 相當ノ 賃銀 ヲ取 立へ キ事、 併 シ外國 人 所持 ノ蒸氣 船、 或 ハ端舟 ヲ以、 右 所用-一充 ル事 勝手 タ ル へ シ C 

. 第四條 

若 シ夷港 海岸 一一 於テ、 荷物 揚卸 不便 ナ ル節ハ 、日本 政府 一一 テ、 夷町 ノ 後口 一一  ァ ル 湖水 へ 、海 手 ヨリ 注來 ノ通洛 ヲ開ク へ キ事。 

第 五條 

日本 政府 二 テ、 新 潟 川口 近傍 へ 相當ナ ル燈明 臺ヲ取 建、 第 一 等 ノ光タ 點シ、 且水戶 口 へ 漯 木、 或ハ浮 木ヲ備 へ テ、 出入 自在 

ナ ラシ ムへキ 事。  . 

第六條 

新 潟 一一 於テ、 他ノ 開港 場 同様 貸 納屋 ヲ取 建、 且 荷物 揚卸ヲ 便利 一一 セ ン タメ、 揚揚 ラ取 建へ キ 事。 

第七條 

新 潟 井 夷港ノ 市中 二 於テ、 日本人 ト相對 一一 テ旅宿 住宅、 井二 倉庫 ヲ惜リ 、又ハ 買 入、 或 ハ正當 ナル所 ffl ノ タメ、 地面 ヲ借受 

ル事 勝手 タ ル へ シ、 尤別ニ 居留地 ヲ定メ ス。 

但、 外國人 地所 ヲ借受 ル廣狹 ハ 、新 潟 一一 於テ 東北 、ノ 海面、 井 二 川筋 ヲ限リ 、西南 ハ當今 奉行 ノ 支配 所榜示 杭ァ ル 場所 ヲ限 

リ トス 、田畑 其 外 政府 へ 年貢 ヲ納ル 地 ハ 、相 對ヲ不 許、 前廣 奉行所 へ e. 立、 冤 許ヲ受 へ シ G 

復古 記 卷三 慶應 三年 十月 二十 九！： n  \セ 


M 古 記 卷三 慶應 一一 一 年 十お 二十 九 U  八ノ 

第八條 

條約濟 各國ノ 人民 遊歩 期 程、 新潟ハ 奉行所 ヨリ 各方へ 凡 十 里 ヲ限ル トイへ トモ、 其 山川 ノ 都合 一一 ヨリ テ定ム へ シ、 佐渡ノ 

全島 其 限 程ヲ不 立へ シ。 抓雜 

〇 木條ノ 外、 各國 公使 一一 與フ ル者 ァリ、 文意 皆 同シ、 故 一一 之 ヲ略ス C 

〇 十 一 月 十二 日米 國辨理 公使 復書 

千 八 百 六十 七 年 第 十 二  K 七日、 江戶ニ 在ル 合泶國 公使館 二 於テ、 

江 戶外國 事務 執政 小 笠 原 壹岐守 閣下 二 呈ス、 

余、 謹テ、 新 潟 及 ヒ夷港 ノ外國 人 居留地 ノ第 ニ設 クル 規則書 ノ板行 二 セ ル荇ヲ 、閣下 一一 贈ル、 此規 刖ハ、 余 同僚 ノ^ト 共 二 

同意 セシ 所ナリ 〇 余、 又亞 墨 利 加 ノ 商人 二 觸流 シ タ ル 書付 モ 、板 行 二 セ シヲ以 テ 、之 モ 亦此 書中 二封 入セリ 、クシ 止觸寄 ハ 、 

閣下 ノ望 一一 從ヒテ ^示セ ル^:  ニシ テ-合 泶國ト 日本 ト取 結ヒ タル 條約 ニ據レ ハ、 hd 戶ノ開 市、 及ヒ 日本 西岸 ノ新潟 ト夷港 

トノ 開港 ハ、 千 八 百 六十 八 年 第一 月 一 日 二 ァ ルべ キヲ、 來ル第 四月 一 ョ迄 延期 セル コトヲ 記セシ 荞ナリ 〇 此 延期 ハ 、余、 今 

nt. 閣下 ニ嗜 リタ ル第 九十 八號 ノ書狀 中二 述へ タ ル趣ニ 因テ、 同意 セ シ 者ナリ 〇 余 、合 衆國 政府 ノ條約 中二、 日本 ノ 西岸 

二 入.、 テ開ク へ キ港 トシ テハ、 余力 新 潟ト夷 港トヲ 撰へ ル取計 ヒヲ良 善ナリ トス ル コ トヲ 信ス、 然レ トモ 我 政府、 余力 取き 

ヲ良善 トセ ス 、又 穿鑿 若ク ハ 吟味 ノ後、 夷 港 ハ 不安 全 二 シ テ、 港ト爲 二 ハ 不適 當ナ ル コ トモ アルへ ケレハ 、余、 我 政府 ノ爲 • 

一一 、 = 木政讦 トノ條 約 ヲ更ニ 卜 分 一一 充足 セシ ムル ヲ望ム べキ瑰 ヲ貯フ 、恐惶 敬白。 

日本 在留 合 衆 國£  二 スト ルレ シ デ ン ト 

アルビ ワン ヮ ルケ ンビュ 几ク 

外務省 記 

〇 各國復 書、 本 條ノ外 荷蔺ァ リ 、今 1\ー ラ略ス 、餘ハ 皆 原 記 ザ 逸ス。 


晦日、 淺野 茂勳、 nil 毛利廣 封顏， ト、 周 防新湊 一一 會議シ 、島津 茂 久ノ至 ルヲ 待テ、 倶 一一 入 

京 セン トス 。讓 

〇| 指 華 入京 日 載 二 云 、木戸 準 一 郞、 新 湊會議 後、 直 -ー 藝州 -ー 罷越 シ 、打 合 書取 左 二  、 

1 薩侯御 一 同、 世子 君 §f、 サ紀ス 伊、 守 御上 京被爲 遊候ト ノ御 事奉畏 候。 

伹、 三 E 尻 二 薩國ョ リ 報知 有 之 候ハ 、 ，早急 御 報知 仕 候 様 -ー トノ御 儀 承知 仕 候。 

一 敝國人 數上坂 之 節、 御 一 艦 ヲ以御 誘導 被 成 下 候 一一 付テ ハ 、 發期申 上 次第 御 揚碇、 御手洗 港 一一 テ御 待合 可 被 下 候 段 承知 仕 

候。 

ゆ 段 

一 上國之 模様 ヲ以テ 、後陣 陸地 罷登リ 候 儀 可 有 之 卜 奉存候 事、 

一 上國之 形勢 萬 一 モ 艱難 之節ハ 、天下 忽兩瑞 ト相成 可 申、 恐多モ 一 旦 至尊 雪 霧 一一 被 爲隔候 トモ、 御 同心 勠カ雪 霧 ヲ拂盡 

シ、 至尊 ヲ 奉迎、 朝廷 御 囘復ヲ 目的 ト仕候 儀 ト奉存 候 事、 

一 上國之 形勢 一一 ヨリ、 備後、 備中之 諸 藩、 又 ハ雪州 等、 大義 ヲ以テ 御 同様 一一 說 詭 シ、 逢 反 \ 一節 ハ、 兵馬 之 覺悟御 同前 ト奉^ 候 

&.。 

〇 十 一 月 

朔 日 、 分 部 光貞、 u』 寸封 ミ％ 、疾 ヲ以テ 、老臣 ヲシテ 代 ラシ メン ト請フ 。謹 

1 1 m、J, 乂ん Hfeiil 々、鏠 殿 頭 〇 田野 口 藩主、 後 龍 岡ト改 稱ス、 食 封 ー离六 slEfeErTl, 兵 部大輔 〇 館 山 藩主、 K 善ノ 養父、. hi  二  U ヒ レ o 

二 曰 ^；賴乘^^ 千 石、 時-一松 平氏 ヲ稱シ 、幕府 老中、 外 國總裁 タリ、 蒋莽 2nJ 時- 1 慕 府老屮 格 、海軍 總裁 タリ、 ユ^  二  5  A 

1 一條 攝 

夂 己 

復古 記 卷 一一 一 慶應ー 11 年 十 晦日 十一；：！： ；朔*  二；：：  八 九 


復 古 記 卷 三 慶應ー 11 年， 十一月 二  口  九 〇 

〇 慕府、 書 ヲ各國 公使 ニ致シ 、江戸 開 市 期限 付！^ ヲ 改テ、 明年 三月 九日 ト爲ン コトヲ 吿ケ、 且 

國內 布告 文案 ヲ示 ス。 

大貌利 太泥亞 特派 公使 全權 

£  ニス トル 兼コ ンシュ ル ゼネラ 1 ル 

ヱキ セル レンシ 1 

スル、 ハ ルリ 1、 ェ ス、 パ 1 クスケ シビ へ 

以 書翰 申 進 候 、江戸 表 外國人 貿易 ノ爲、 我 力 十一 一月 七日 ョ リ 居留 可 致、 兼テノ 約定 二 付、 今般 取 極 候 規則書 一 一通 差 進 候處、 

右 規則 中 一一 、外國 人 旅籠 屋竝 二 自 普請場 ノ 支度、 右 日限 迄可爲 涉取義 一一 有 之 候 へ トモ、 何分 期限 通 リ出來 シ難キ 模様 二 相 

戎、 且 常今ノ 形勢 、江戸、 大阪 同日 一一 相開キ 候テハ 、都 テ不宜 ト^ 候 間、 江 戶開市 ノ儀ハ 、來 ル貴國 四月 一 日 迄 延期 相 成 候 様 

ィ タ シ度存 候、 御 承諾 有 之 候 ハ 、 、別紙 ノ通、 國内 へ 普ク 布告 可 致 候、 此上猶 精々 取 急キ、 右 期限 無相逯 成功 致 シ可申 ト^ 

候、 此段申 進度 如此 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 月 わ  一 8  二日  小 笠 原 壹 岐守^ 

來^. 二月 七日 ョ リ江戶 開市ノ 儀、 兼 テ相觸 置 候 趣 モ有之 候處、 御 都合 モ有之 候 -1 付、 各國 公使 等へ モ 談判 之 上、 來^ 年 三 

m: 九日 迄 延期 相 成 候 間、 其 旨 可 相 心得 候。 || 

〇 十 一 月 四日 英國 公使 復書  • . 

千 八 百 六十 七 年 第 十  一 0T 一 一十 九日 於 江戶、 

余、 今月 一 一十 七日 附、 外國 交易 ノタ メ、 江戶市 ヲ開ク 事ヲ、 來第四 一  日 迄 差 延サレ 度 俵 二 付 キ申越 サレタ ル 閣下 ノ 貴翰、 


竝 一一 閣下 右延 期ヲ 日本人 民 二 知 ラシ ムル タメ 一一 、演 述シタ ル 別紙 布告 書ノ 下案ヲ 落掌 セリ、 

余、 閣下 ノ申 越シタ ル趣 一一 同意 シ、 而シ テ余カ カノ 及 フ丈ハ 前文 ノ如ク ナス タ メ、 日本 政府 一 一輔 助ヲ與 フ可キ 好意 ノ明證 

ヲ顯 サン ト欲ス ル意ヲ 閣下 二 報知 ス、 余" マ タ江戶 二 在 ル外國 人 居留地 ノ諸 工作 ヲ怠 ラシ ノ サ ル様、 閣下 二 說勸メ サルヲ 

得ス、 何トナ レ ハ 、右 工作 來ル第 四月 一 日 ニ於テ 成功 セサ ル事ァ ル ニ於テ ハ 、大ナ ル 罪過、 正 サシク 日本 政府 ニ歸ス へケレ 

尸 ナリ、 

余、 閣下 二 右 別紙 布告 書ヲ邏 延ナク 發出シ 、而 -ン テ其 公告 ニナ リタ ル 日 附ヲ、 余 二 報告 シ袷 ン 事ヲ 希望 ス 、恐惶 謹 一一 一 一 a。 

日本 在留 英國 特派 公使 

兼 全權ミ ニス トル 

ハ ルリ—、 エス、 パ ー 'クス 

外務省 記 

〇 本件、 各國 一一 照會セ シ モノ ナレ トモ、 皆 原 記 ヲ失ス 、外務省 記， 承諾 ノ答 書、 英國ノ 外 一 一 一通 ァ リ、 其 文意 大同小異、 故 

二 之 ヲ胄ス a 

三日、 松平慶 倫、、 111^ 寸&！ 疾ニ 罹リ、 且長 防ノ虞 アル ヲ以テ 、上京 ノ期 ヲ緩セ ント 請フ、 是日、 

批シ テ、 本 月 ヲ限リ 會同セ シ厶。 

去ル 十五 日夜、 家 來御呼 出-一而 御 渡-一 相 成 候 御 書付、 咋ー 一十一 一日 相 達 拜見仕 候、 右 御 書付 之 趣-一 付而 者、 被爲 在 御 ffl 候 

問、 早々 上京 可 仕 旨奉畏 候、 然處、 私儀、 咋年以 來營症 一一 テ、 今以 聢ト不 仕、 何ト モ奉恐 入 候、 其 上長 防 之 趣、 免 角 不穩様 一一 モ 

風聞 承リ申 候、 乍 去、 屹度 見 留付候 義無御 坐 候 得 共、 萬 一 不慮 -ー 變事差 起 リ候節 者、 僅 出 雪 國ヲ隔 候而已 -1 而、 自國 之義無 

心 元、 彼是 兩條 差湊 ヒ 甚以 心配 仕 候、 可 相成義 二 御 坐 候 得 者、 暫時 發足之 義御猶 豫被成 下 候 ハ  > 難 有 奉 存候此 段 奉 願 候、 

復古 記 卷三 慶應 一一 一年 十一月 三日  九 一 


松 平 三 河 守 


復古 記 卷 il 一 慶應 三年 十一月 三 日  九 

以上。 

十月 二十 三日 

〇 本 U 批紙 

常 月 中 二 ハ 必 上京 可 有 \ 一 候 事 n 

〇 德川茂 承、 蜂須賀 齊裕、 小 笠 原 忠忧、 九 鬼 隆備、 鹙^? 蠲せ 食 疾ヲ 以テ、 上京 ノ期 ヲ綏セ ン 

ト請ヒ 、小 笠 原 貞孚、 遠4丸封0ー％志^ 老臣 ヲ シ テ 代ラ シ メ ン ト請フ 、■ 攝又戶 田 氏 共、 疾 ヲ以テ 、老 

臣ヲ シ テ兵ヲ 率テ京 一一 至ラ シメ、 ね I 攝松平 慶憲ノ 警衞兵 モ亦京 二 至 ル 

〇 慕杼、 諸 藩 ニ令シ テ 、江 戶郭內 諸 門 ヲ警守 ス 。 


二 條攝政 記 

松 平 康倫家 記 


> 松 平 直 

致 家 記 


内 櫻 田 御門 前 ョ 

坂 下 御門 前通リ 

外 櫻 田 御門 外 


半藏 御門 外 

田 安 御門 外 

淸水 御門 外 

雉子 橋 御門 外 


酒 井 左 衞門尉 

井伊 掃 部 頭 

西 尾隱岐 守 

酒 井 若狹守 

前 田 丹 後 守 

真 田 I！ 一一 口 農 守 

安 藤 理 三 郞 

森 川 E 膳 正 

松 平 能 登 守 

板 倉攝律 守 


松 平 中 務大輔 

松 平 伊豆守 

水 野 眞次郞 

永 井 信 濃 守 

久世出 雪 守 

板 倉 甲斐 守 

松 平 丹 後 守 

本 多 能 登 守 


戶 澤 中 務大輔 

戶田 淡路守 

三 宅 備後 守 

阿部 駿河守 

米倉 丹 後 守 

小 出 伊勢 守 


一 橋 御門 外 

鍛冶 橋 御門 c 

數 寄星撟 御門 £ 

山 下 御門 內 

神 E 橋 御門 €： 

常 盤 橋 御門 2： 

吳服橋 御門 内 

馬場 先 御門. 2： 

21 場 先 御門 外 

和 田 御倉 門 5： 

同 御門 外 

虎ノ 御門 W 

日 比 谷 御門. 2： 

M 


靑 山 

本 多 

溝 口 

土 井 

上 杉 

分 部 

松 平 

建 S 

津 輕 

井 上 

田 沼 

松 平 

有 馬 

松 平 

秋 元 

遠 0 

稻 葉 

間 部 


左 京大 夫 

豐 後 守 

誠 之 進 

大 炊 頭 

駿 河 守 

若 狹 守 

長 門 守 

川 剖大輔 

三 ニ郞 

越 中 守 

河內守 

玄蕃頭 

下 總 守 

遠 江 守 

肥 後 守 

佴馬守 

但馬守 

備後守 

下 總 守 


S 藤若狹 守 


松 

ん 

松 


平 伊賀 守 

美 作 守 

村 右 京大 夫 

馬 兵 庫 頭 

野 肥 前 守 

多 美 濃 守 

平和 泉 守 


九 鬼 長 門 守 


松 前 志 摩 守 

牧野 伊勢 守 

S 田 主 殿 頭 

M お  一一-一口  ？ お 守 

卷 三 慶應ー 1〗 年 十 1 月 三日 


板 倉主 計 頭 

永 井 U 向 守 

織 S 筑前 守 

酒 井下 野 守 

伊東 播磨守 

加 納 嘉 元次郞 

細 川 玄蕃頭 

保 科 彈正忠 

增山對 馬 守 

一 柳 對馬守 

安部 攝津守 


復古 記 卷 一一 一 慶應 一一 一年 十一月 四日  九 四 

渡 邊丹後 守 

外 櫻 田 上杉彈 可^! 建 乍 | ナ 

正大 强 屋敷 脇  r  As ま f  iT 

外 櫻 田？ i 上杉彈 屈 n3  n= 莫. MJ  . 

正大 弼 屋敷 脇 坭日ォ # 守 

外 櫻 田 通 リ松平 入ム P  4^  n  ？ 

.S. 務大輔 尾 敷 前 払 Tv 禾 守 

御 本丸 大手 前 酒 井雅樂 頭 

非常 之 節、 人 數差出 可 申 旨、 

右 於 美 濃 守 宅、 家 來呼出 達 之。 3 

四日、 慕府 一一 命シ テ 、朝鮮、 佛朗西 ノ 和議 ヲ 調停 セシメ  、宗義 達 ヲ シ テ 其 事 ヲ幹セ シム。 

〇 幕府 へ 達 書 

兼 テ御聞 濟相成 候 儀 一一 付、 是迄ノ 手 續ヲ以 使節 差遣、 和議 ノ儀 可然 取扱 候 様 被 仰 出 候、 對馬 守へ モ右ノ 段 可 相 心得 旨 相 

達 候。 || 

〇 

宗 對馬守 

朝鮮 國之儀 一一 付、 幕府 伺 有 之 候、 右 者兼テ 御 聞濟二 モ相成 居候 儀ュ へ、 是迄之 手 續ヲ以 使節 差遣、 和議 可 取扱 御 返答 被 

仰 出 候條、 此段對 馬 守 二 モ可 心得 旨、 被 仰 出 候 事。 

ト 一 外務省 記 

. 一 月 宗重正 家 記 

〇 重 正 家 記 一一 云. 韓、 佛 和議 ノ 儀 二 付、 爲國使 平 山圖書 頭、 卜 一 月 中、 渡 韓發途 ノ 箸 一一 付、 朝鮮 國掛 4 口 向 等、 精々 爲相運 置 

候 様、 重 正 前 職 中指 令 有 之、 早急 同國へ 家來差 渡シ、 其 向掛合 二 及 置 候 末、 十 一 月 四日、 更-ー 朝 命 之 御 旨 趣 - 一依 リ 、十一 一月 


九日、 平 山圖書 頭彌發 京渡韓 之治定 一一 至 居候 處、 其砌 京師 不穩ノ 勢-一 侬リ、 姑 ク猶豫 有 之 内、 終 二 不 容易 御 形勢 一一 至リ、 

其 儘國使 渡海 ノ 御沙汰 相 止 ミ 、戊辰 ノ 春、 溫 テ 朝鮮 國 交通 ヲ 掌 候 様 家 役 被 命 候。 

〇 柳 澤保申 、京-一至 ル。 in  ま. で r. 

〇 慕府、 書 ヲ各國 公使 一一 致シ、 貨幣 改鑄ノ 事、 器械 備具セ サルヲ 以テ、 期 約 一一 循フ コト能 ハサ 

ルヲ 吿ク。 

荷 蘭， ネ リチ 1 キア ゲン ト兼コ ンシュ ルセ ネラ 1 ル 

ヱキ セル レンシ 1 

ド デガラ 1 フ、 ファ ン ポル スフ ル 1 ク へ 

以 書翰 申 進 候、 外國 貨幣 引替 之 儀、 差 支 無 之 様 處置可 相成タ メ  、金銀 吹 立 所 取 立、 吹替方 等、 當卯十 一 月中ョ リ新定 約 書 第 

六條ノ 明文 一一 基 キ 、右 期限 ョ リ 施行 可 致 苫之處 、西洋 法 器械 取 寄 ノ 分 到 著 相 成 候 上、 吹替 場所 等 取 立候僙 一一 有 之、 然 ル處、 

機械 未タ 到著不 致、 期限 迄 一一 取 行 候 儀 相 成 力 タク、 就テ " 頃 合 ノ儀モ 現今 差定 申入 兼 候、 右ハ 期限 差迫リ 居候 儀 一一 付、 兼テ 

此段爲 御 心得 申 進 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 十 一月 四日  小 笠 原壹岐 守 花押 

外務省 記 

〇 各國 ノ 照會、 原 記 ヲ失ス 、本 月 一 一十三 日、 外國 奉行 上申書 ァ リ、 併錄 シ テ 以 テ參考 一一 備フ。 

貨幣 鑄 造 器械 之 儀 -ー 付 申 上 候 寄付、 

外國總 奉行 

外國 奉行 

復 古 記 卷三 慶應 一一 一年 十一月 四 口  九 五 


復 古 記 卷ー 一一 慶應 一一 一年 十一 H 四：：：  リプ 

貨幣 鑄 造 器械 ノ儀ハ 、新 定約書 第 六條ノ 明文 モ有之 候 二 付、 旣 一一 右 約 書爲御 取替 之顷、 御 勘定 奉行 ョ リ佛國 公使 へ 引合 Z 

上、 御 注文 方 取 計 候 儀ト、 私共 一 同兼テ 心得 罷在、 先般 右 約 書 掲載 之 期限 モ差 迫リ候 所、 未タ右 器械 到 著 ノ儀モ 承 及 ヒ不. s -、 

右 取 建 場所 等 モ御治 定無之 哉-一 テ、 迚モ 期限 通 御 施行 難 相 成 儀 ト奉存 候 一一 付、 イツ レ 二 モ右 延期 之傣、 御 勘定 奉行 見込 御 

尊ノ 上、 豫 メ外國 公使 等へ 以御 書簡 被 仰 入 候 方 二 可 有 之 s  、^九月 中 申 上 候 所、 右ハ 西洋 法 器械 等 御 取寄ノ 分、 到 著 ノ上ニ 

無之テ ハ 、御 施-了  ノ 期限 差 定メ難 申 上 一一 付、 豫 メ各國 公使 へ 御 書簡 被 差遣 候 方可然 旨、 御 勘定 奉行 下 ケ札ヲ 以申上 候 一一 付、 

同ト月 中、 右 寄 面 御 下 相 成 候閒、 其 趣 ヲ以、 各國 公使 等へ ノ御 書簡、 竝葡、 白コ ンシ ュルへ 之 書簡 案 共 取調 差 上、 當十 一 月 初 

旬、 夫々 御 達 相 成 候 儀 一一 有 之、 然ル 一一 其 後 近 江 守佛國 公使へ 引合 ノ砌、 話 次 右 器械 ノ儀 一一 相 渉リ候 所、 是迄右 器械 同 國へ御 

主文 相 成 ハ 一 切 承知 不仕 旨、 同 公使 申 聞 候 二 付、 不取敢 小 栗 上野 介 へ 其 趣ヲ以 談判 仕 候 所， 同人 儀 ハ 、 去 ル丑 年中" 柴 

田 日向 守、 佛國 へ 罷越候 節、 彼 地 一一 オイ テ右御 注文 方 取 計 候 儀ト相 心得 罷在候 旨 申 聞 候 へ 共、 日向 守 侥同國 一一 ォ ィ テ御注 

文 方 取扱 候 ハ 、潢須 賀表 へ 御 取 建 可 相 成製銕 器、 竝其 餘火藥 製造 器械 而已、 貸 幣鑄造 器械 ノ儀 ハ 、同 國滯留 中御國 事務 取扱 

居矣フ ロリへ ラル トヨ リ 申立 候 趣 ヲ以、 聊與聞 仕、 銀貨 雛 形 製造 等ノ 入用 ト シ テ、 佛貸六 千フラ ン ク相殘 シ來リ 候 迄-一 テ、 

素ョ リ 同人 當地發 程 前、 右 之 儀 一一 付 被 仰 渡 等 有 之 儀 ハ 承 及 ヒ不申 候 間、 尙爲念 取調 候 所、 卽 別紙 顚 末書ノ 通 一一 テ、 別段 御 注 

文 受取 扱-^ 儀 二 ハ 瞎之、 將備中 守 上野 介 ヨリ フロリへ ラル トへ 往復 仕 候 書簡 一一 依 リ椎考 仕 候 へ ハ 、^御 注文 ノ儀、 最 

初備中 守、 上野 介兩人 -ー テ引 受取 极罷在 候 哉 -ー 相 見 候 得 共、 詰 リ是迄 右 御用 御 委任 ノ者モ 無 之、 御 勘定 奉行、 竝 私共 一 同ノ 

間 二 テ、 全 ク雙方 ノ^ 込 違 ヒ ヨリ、 右 様 行 違 候 上 ハ 、 今更 彼是 辨論仕 候 共 無益 之 儀 一一 テ、 此憐各 K 公使 等 へ 漏泄 仕候テ ハ 、 

第 一 新 定約書 第 六 條之趣 二 相 戾リ、 各 國攻府 へ ノ御 信義 モ不相 立、 彼方 ヨリ 何様 申出 候 共、 御 說破可 相 成御爵 柄 モ浙ぇ 次 

第 二 テ、 御 不都合 無 此上儀 ト奉存 、剩 へ 右 期限 モ旣ニ 打 過 候 程ノ義 一一 付、 急速 右 器械 御 注文 有 之， 何トカ 御所 置 無之テ パ 相 

成 間欧、 尤前條 日向 守 巴 里 滞留 中、 フ ロリへ ラル トヨ リ中立 候趣ラ 以、 右 器械 圖、 竝 銀貨 雛 形 製造 等 ノ^ メ、 佛貨六 千フラ 

ン ク咽渡 シ 置候義 一一 候 上 ハ 、無 ii 同國 商社 へ 御 注文 相 成 候 方 ト奉杯 候 一一 付、 右御汴 文 ノ賤、 御 勘定 奉行 へ 被 仰 付、 何レ 二 モ 


同^ 八 s 仗 へ .2: 談ヲ 遂ケ、 周旋 ノ儀、 同人へ 相托シ 候 様 被 仰 渡 可 然奉存 候、 依 之、 別紙 相忝此 段. E. 上. ^  、以上。 

5 リ  一 LF:  .5  名 

丑年 中、 柴 田 日向 守、 佛國 御^中、 貨^ 改鑄 器械 之僙、 御國 事務 取扱 罷在候 佛人フ U リへ ラル トヨ リ 申立 候 儀 二 ォ、 R 

計候顚 末、 其 外 左 之 通、 

一 去ル 丑年、 撗瀋 在留 佛國 公使 ョ リ貸幣 鑄 造 器械 買 入 方、 拉^; 取 建 方 二 要用 ナ ル諸 職工 等差 添、 早々 差 送 可 巾 g 申 越 候 二 

付テ ハ 、右 委細 ノ侥 承知 不致 候テ ハ 難 取 計 間、 旣 一一 公使 へ 書簡 ヲ 以問合 置 候 へ 共、 未 タ囘答 無 之 二 付、 右 指阖出 來矣儀 二 

候ハ 、質問 イタ シ度 旨" 日向 守 巴 里滯留 中、 同人 宛フ ロリ へ ラル トヨ リ 書簡 ヲ以 申立 候-一 付、 我 政 f  ノ爲メ ま 意 有 之 1 

ぉノ 感謝 ノ至ニ 候へ 共、 右 ハ 我 國貸幣 方 之 吏人 ョ リ , 撗濱 在留 公使 へ 引合 二 オヨ ヒシ儀 ニテ、 拙者 閼係 イタ シ 唉儀 0 

之閒、 質問 ノ條件 應答難 致、 依テ 、ノ  、右 公使 ノ報 答ヲ 待テ、 尙可然 周旋 有 之 度 旨、 日向 守 ヨリ 返書 差遣 シ 候^、 然ル 上.、 、 

公使 ノ囘答 有 之 迄、 器械 買 入 方、 其 外見 合 置 可 申 旨、 尙又フ ロリへ ラル トヨ リ申越 候 趣 一一 テ、 九-月 五日 附 書状 ヲ以、 右 往 

復 書類、 心得 ノ爲 メ江戶 同役 共 へ 差 廻 シ越候 事。 

一 七月 中、 一 兩銀雛 形、 此度 御國ョ リ相 廻リ候 所、 頗ル繮 略 一一 テ模寫 難 致 候 間、 右 雛 形 ノ分合 二 テ 大形、 且 分明 一一 寫取吳 候 

樣巴里 二 オイ テフ：： リ ヘラ ルト ヨリ 日向 守 へ 申 聞 候閒、 右 注文 通 支配 向 へ 申 付、 爲寫^ 差遣 シ 疾趣 ノ 事。 

但、 右 大形 一一 寫取候 上、 寫眞鏡 二 テ御國 注文 之 分 合 通， 縮寫 イタ シ候 積ノ 旨、 フロリへ ラル ト申聞 之 事。 

一 右 貨幣 雛 形 製造、 竝 器械 输 圆 取調 方 等 之 爲メ、 佛貸六 千フラ ン ク 入用 一一 付テ ハ 、右 御 出方 ノ儀、 江戶表 ヨリ 御 廻 シ加成 候 

様、 公使 方 へ 可 申 遣 哉、 叉 、ノ 製 銕所御 入用 金 ノ. W: ョ リ差繰 出方 取 計 置 可 申 哉 之 旨、 フロリへ ラル トヨ リ 日向 守 へ 申出、 其 

後 卜 一 月 中 一一 至リ、 尙叉 書簡 ヲ以. S. 立 候 二 付、 日向 守ョ リ製鎮 所 首長 ゥ エル テ— ハ 示談 ノ上、 製 錢所御 入用 之 C 一一  テ相 

渡、 尤右六 千フラ ン ク相 托シ候 二 付 テハ、 追テ我 政府 へ 右證書 添、 勘定書 差 送 リ候様 イタ シ度 旨、 支配 向ノ者 ヨリ フロ リ 

へ ラル 卜へ 書簡 爲差送 候處、 右 承知 ノ旨 返書 差 越 候 一一 付、 寅 一 一月 中、 日向 守 歸府ノ 上、 其 段 周 防 守 殿 へ 中 上、 右 往復 書簡、 

復古 記 卷 一一 一 慶應ー 一一 年 十一月 四日  九 七 


m 古 記 卷三 K 應 一一 一年 十一月 五日  ンノ 

御勛定 奉行へ 御 下 相 成 候 様 仕度 旨 ヲ以、 進 達 イタ シ置候 事。 

一 同月 中、 巴 里 二 ォ ィ テ、 右 一 兩判 銀貨 雛 形 出来 イタ シ候旨 ニテ、 フロリへ ラル トヨ リ 日向 守 へ 差出睽 二 付、 同人 歸府ノ  r 

持 歸差上 候 事。  — 

一前 段 九 弓 五日 附、 日向 守ョ リノ 御用 狀、 十 一 月 卜 uhd 戶 表へ 相 達 シ候閒 、右 書中 ノ儀、 御 勘定 奉行へ 委 郝申談 置候處 其 

後 挨拶 無 之 二 付、 右 挨拶 次第 否 可 申 遣 旨 、卜 二月 一 一 卜 九 H 附、 返書 差 立 候 へ 共、 途中 行逄相 成、 日向 守 歸府後 -ー 至 リ相尺 

リ ぶ矣 事 o 

右 之 外、 丑 八月 一 一 卜 一 日附、 商社 取組 ノ儀 一一 付、 松 平備中 守. 小 栗 上野 介ョ リ フロリへ ラル トへ 差 送 候 書簡 末 段、 先^ 相麒 

置 候貸幣 器械 ノ儀、 宜 周旋 賴 人候ト ノ文段 有 之、 十 一 月 中、 巴 里 一一 オイ テフ n リへ ラル トヨ リ右 書簡、 日向 守 へ 差 示 シ候越 

ノ 一  き , 

千 八 百 六.； '六 年 一 一月 卜 日 附ヲ以 、フ c リへ ラル トヨ リ小栗 上野 介、 星 野備中 I 汁 宛 差 送 候 書簡 中、 一 兩判ノ 見 木ヲ旣 ニ^ 送、 

其 外 右 貨幣 ノ 裟 一一 付、 日本 政府 ノ爲 メ要 ffl  ノ侥ヲ 報告 セ シ 書簡 ヲ 、貴下 等 最早 落手 セ シ 儀 ト存候 旨、 書 載 有 之 候 事。 舒記 

五日、 本多忠 賞、 篛 Tsf^r  、山 田 奉行 ノ職 一一 在ルヲ 以テ、 老臣 ヲシテ 代リテ 入京 セシ メント 

請フ、 之ヲ 聽ス。 

御 書付 拜見仕 候、 御 別紙 之 通 被 仰 出 候-一 付テ 

被 仰 渡 承知 舉畏 候、 然 ル處、 兩宮之 儀 # 、格別 


, 御 W 被 爲在候 問 、早々 上京 可 仕 g 、御沙汰 御 坐 候 段、 被 仰 出 候 旨、 

御 尊崇 被爲在 候 二 付、 御警衞 向、 近 來別テ 手厚 二 相 心得 候 様 被 仰 渡 

モ御坐 候處、 常節 柄、 私 留守中、 右御赘 衞之絛 深 心配 仕 候 儀 二 御 坐 候、 私爲 名代、 家老 共 上京 爲仕候 テ不苦 儀 -ー 御^ 候 哉、 此 

段 御. 2： 慮 奉伺 候、 以上：  . 

本 多 伊豫 守 


ト月 二十 七日 


ニ条 S 改 己 

二. お © 一一- 

本 多. K 貰 家 記 

^紙 奉伺 候 俊 ハ 、 兩宮御 警衞筋 深 配慮 罷在候 儀 -ー 御 坐 候、 且神領 取締 等、 手厚 二 相 心得 罷在 候處、 此節於 市中 異事之 取沙 

汰モ有 之、 神慮 之 程 モ奉恐 入 候、 右-一 付テ ハ 、私 留守中、 御 警衞幷 取締 等 之 儀 深 心配 仕 候 間， 格別 之 思 バラ 以、 今 役 奉 司. K 

儀 早々 御 下知 被 下 度奉存 候、 以上。 

十月 二十 七日  本 多 伊豫 守 

〇 本日 批紙 

無據 次第 i 相 聞、 名代 上京 可 有 之 候 事。 !gp 

、加賀 守 〇 加賀 藩主、 食 封 百 二 萬 二 ザ tp-£」7、 、 王 計 頭 〇 福 山 1 主、,, に.' .—>  - 、二,、  I  、： ， ； 

C す E 廣等 千 七 百 石、 時-一松 平氏 ヲ稱 ス、 阿 剖 正方 八き竹ィ&巧 疾 ヲ以テ 上京 ノ期 ヲ綏セ ント請 

7  o  ニ條攝 

フ政記 

〇 慕府、 再 ヒ諸藩 一一 令 シ テ 、江戶 外郭、 及 ヒ 各處ヲ 警守 ス 。 

大目 付 

御 目 付 へ、 

覺、 

酒 井下 野 守 

i 1  s  .S 主 殿 頭 

右、 芝 山 内 御 警衞相 心得 -ー 付、 下野 守 ハ 山 下 御門 內、 主 殿 頭 ハ 虎之 御門 内 へ 非常 人数 出 之 儀 被 成 御免 候 投相達 候 問、 得 其 意、 

右 組合 之 面々 へ 、其方 共 ヨリ 可 被 達 候 事。 

伊東 播磨守 

復古 記 卷ー |ー  慶應 II 一年 十一 H; 五日  九九 


M 古 記 卷三 慶應！ 一一 年 十一月 五日  一 oo 

非常 之 節、 昌平 橋 へ 人 數可被 差 出 候、 依 之、 神 田 橋 非常 人數出 ハ 被 成 御免 候、 委細 之 儀 ハ 御 目 付 へ 可被談 候。 

秋 元 但 馬 守 

非常 之 節、 東 橋 へ 人 數可被 差 出 候 、依 之、 和 田 倉 御門 外 非常 人 數出被 成 御 冤 候。 

松 平 中 務大輔 

非常 之 節、 人 數出之 儀堪達 一一 付テ ハ 、右 場所 へ 出張 致シ、 登城 一一 不及候 間、 可 被 得 其 意 候。 

青山 左 京大 夫 

同文 言、  • - 

秋 元 但馬守 S 藤 若狹守 松 平 能 登 守 

水 野 肥 前 守 遠 藤 但馬守 堀 右 京 亮 

同文 言、 

右 之 通 相 達 候閒、 可 被 得 其 意 候。 

洒井紀 伊 守 

非常 之 節、^: 櫻 田 御門 前ョ リ坂下 御門 前通リ へ 人 數差出 候 様、 左 衞門尉 へ 相 達 候 間、 左 衞門尉 S. 談、 其方 儀モ 同所 へ 人數可 

被 差 出 候、 委細 之儀ハ 大目 付、 御 目 付へ 可被談 候。 

永代 橋  酒 井 左京亮 大橋  牧野 遠 江 守 兩國橋  佐お 播磨 守 

東喬  秋 元 但馬守 淺草 御門 大岡主 膳 正 下 谷 新シ橋 黑田筑 後 守 

和 泉 橋 大久保 三九郞 筋 違 橋 御門 R 酒 井 銼次郞 昌平 橋. 伊東 播磨守 

水道 橋內 井上 宫 W 小石 川 御門^: 松 平 大蔵 少輔 牛 込 御門 内 植村駭 河 守 

市ケ谷 御門 內 京 極 飛 驊 守 喰 違  松 平 攝津守 赤 坂 御門^: 岡 部筑前 守 


新シ橋 

幸 橋 御門 w 


土方 聱 千代 

水 野 日向 守 

織 田攝津 守 

井上 辰 若 丸 

未 下備中 守 

谷 大膳 亮 

松 平 主計 頭 


m  口 長次郞 

片桐主 膳 正 

北 條相模 守 

山 S 攝津守 

堀 內藏頭 

柳 生 伹馬守 


織 田 出 雪 守 

稻 垣若狹 守 

靑未 源五郞 

堀 右京 亮 


右 非常 之 節、 書面 之 場所 へ 人 數差出 候 様相 達 候閒、 得 其 意、 可然向 へ 其方 共ョ 


可 被 達 候 之 事。 

丹 羽 左 京大 夫 

j 可 皮 文类 o 晚翠摟 

一巧^ 5- 够 叢 書 


非常 之 節、 新橋へ 人 數可差 出 旨 相 達 候 問、 得 其 意、 非常 人 數出之 面々 へ ハ 、其方 共 ヨリ 通 f 

〇 德川茂 承ノ 家臣 、江戸 一一 在ル 者、 .^S3 慕府ノ 親戚 譜第、 及 ヒ 諸 藩士 ヲ 其 邸 -1 會シ、 

德 川氏ト 君臣 ノ義 ヲ全フ シ、 慕府ヲ 扶持 セ ン コトヲ 勸喩シ 、且其 意見 ヲ問 フ。 

一 名分 條理 御正 シ -ー 付、 御 親 藩， 御 譜代 初、 君臣 之 分 一 際 相 盡申度 事- 

一 同心 協力、 兵制 一 致 之 事、 

1 今般 御復政 之擧、 御 曠世 之 御 猛斷、 大公 至誠 之 御 英圖ョ リ被爲 出 候 御 儀、 實 二 不堪 感泣 御 次第 -ー 候、 併 御 連 技、 御 譜代 臣 

子 之 面々 ョ リ奉論 候 得 *:、 九重 御 幼冲、 輦下御 動 搖之祈 柄、 御 祖宗 奕世 之 御大 業、 卒然 一 朝 御辭觯 一一 相 成 候 段、 爭テ 力 

坐視 傍觀奉 ル へ キ 、悲憤 痛 惋此事 一一 候、 此上 利害得失 ヲ不 顧. 各 爲德川 氏 益 君臣 之 大籙ヲ 砥勵シ 、以 テ數 百年 之 i 厚恩 二 

報 シ候外 無 御 坐 候 儀 ト被存 候、 抑 東照宮 御武 德ヲ以 天下 ヲ戡 定被爲 在、 大 一一 內外 諸侯 ヲ被 封候テ ョ リ、 何 レモ 君臣 之 分 

復古 記 卷 I 一一  慶應 一一 一年 十一月 五 日  一 〇 一 


復古 記 卷三 慶應 三年 十一 H 五日  1〇 二 

-J 寸リ疾 事、 殆于今 三百 年、 其 功 德之隆 、前古 以来 御 比例 モ無 之處、 近年 草莽 不達 之 徒、 姦說ラ 鼓 張シ、 禍ヲ蕭 9fi  ニ醯 

シ、 次第 一一 御 羽 冀ヲ奉 殺、 御 孤立 之 勢 一一 相 成候ョ リ、 旣ニ 近来 討幕 之 企 相唱候 -1 至リ、 又 ー變シ テ 今日 之 御 場 -ー. 舉陷 候、 

剰、^ ュ矢之 進退 ハ、 今 ヨリ 兩役 -ー テ被 取扱 候 旨 被 仰 出、 且又 召 之 諸侯 上京 之 上 ハ 、王 臣ト相 心得 候 様 御沙汰 モ出候 哉 之 i 

風 說モ有 之、 實以恐 入 候 次第 一一 テ、 一 且 右朝 命 相 下リ候 上ハ、 卽日 幕府 ト 君臣 之 恩義 相 絕シ候 得ハ、 又 候 如何様 成 異變出 

來唉 哉モ難 計、 實ュ 寒心 之至リ 一一 被存 候、 夫子 弟 功臣 ヲ 建立 シ、 夫々 大封等 ヲ被宛 行 候 儀 ハ申迄 モ無之 事 二 候 得 共、 偏愛 

之 御 私情 ヨリ 出 候 儀 萬々 無 之、 斯ル時 コソ、 飽迄 扶持 匡救 之爲 一一 被 建 置 候處、 昇平數 百年、 上下 之 情 隔絕シ * 君臣 之 恩義 

澆， 一一 趣キ、 御 連枝、 御 譜代 之 向 迄 モ 各 民 土 ヲ私シ 、自ラ 開拓 封 殖致候 心得 一一 相 成、 甚 シ キ ハ 從來 之姦說 二 籠絡 セ ラ レ 、 

往々 幕府 ト 君臣 ノ 大義 ヲ忘レ 、其 御大 難 一一 臨ミ、 不計モ 不忠 不義 一一 陷入 候モ難 計、 近年 國家御 多難 之 折 柄、 御 親 藩 其 外 各 

天 慕之閒 -ー 周旋 シ、 聊 臨機 之 御大 權不 被爲 失、 全 御 祖宗 之 御大 業 御 恹復之 一 途 -ー 出 候處、 遽 -ー 臣僕之 諸侯 ト御 比肩 之德 

川 家 一一 被 爲成候 事、 實-ー 冠履顚 倒、 綱常 拂地共 可 申、 嗚呼、 歳 寒シテ 松柏 ノ 後凋 ヲ知ル 、誰 力 幕府 ト 君臣 之 大義 ヲ明 一一 シ、 

. 寧、 忘恩 之 王臣タ ラ ン ョ リ、 全義之 陪臣 トナリ 、益砥 節 奮武之 目的 相 立 候 得ハ、 卽チ 侬然タ ル德 川氏ヲ 不被爲 失、 世 運お 

囘之期 モ可有 之 哉 ト被存 候、 猶御 深算御 見込 モ有之 候 ハ 、 、國家 之 爲譯テ 御 示 シ有之 度 候 事 

卩， ,3i ョ晚 翠 樓 叢 潘 

M 十 | え 5  ui  K 戸 レ 潘士ト 接ケ筆 p 

〇 佐 倉 藩 老臣 平野 知 秋 手記-一、 本 曰 ノ會議 三 曰 ト爲ス 、又 云、 九 曰、 紀州 藩士 榊 原 秋 之 介、 竹 W 孫 助 二人 來リ、 過 曰 翁 示 書 

中、 寧 忘恩 云々 ノ 一 一句 削 去 候 -ー 付、 左様 相 心得 吳候様 申 聞。 

〇 德川慶 篤 答 書 

今^、 御 譜^大名 衆 之 重 成 卸. 呼 出 二 テ 、御 書取 御 渡 一一 相 成 候 儀、 實以當 今 之 御盛擧 -ー テ、 幕府 之 御爲大 赣ヲ 被^ 候# 先鞭 不 

堪感佩 候、 右 以來、 諸 藩 二 テ モ追々 義勇 ヲ 鼓舞 被 致 候 趣 相 聞 候、 抑 御 當家之 儀 ハ 、室町 氏 之 末、 天 乃 亂離ヲ 被 厭 候砌、 累世^ 

惪之御 家 -ー テ、 東照宮 被爲 興、 撥 亂反正 \ 一盛 勳 偉業 被 爲立、 海內 億兆 之 黎^ ヲ 水火 之中ョ リ被拯 出、 莫大 之 御 功德、 天 之 


寵眷 ヲ被爲 蒙、 皇國剖 判 以來、 未曾有 之 泰平 ヲ 御開 キ被下 候 儀 一一 テ、 其御仍 孫御遙 1C  -ー  至 ル迄. - 御 福祉 ヲ被 爲受、 千 萬 化 之 

後 迄 モ盡期 無 之御儳 一一 テ 有之處 、貴 論 之 通、 近年 草莽 不逞 之 徒. 恐 多 クモ勤 王 討幕 之 邪 說相唱 、妄 一一 I 府 ラァ 天下 ヲ私 

シ、 朝廷 ヲ奉輕 蔑 候テ、 富贵ヲ 恣ニ被 致 候 様 S. 觸、 海内 之 人心 致 惑 亂候類 モ有之 、是ハ 全ク名 篛ヲ 借リ、 天： 卜ヲ 紛亂爲 致 

候迄ノ 儀-一 ハ候得 共、 動亂 一一 乘シ、 大 權ヲ奪 候 奸謀黠 計 モ難計 儀、 乍 去、 奸謀黠 計 二 テ 一 時 天下 ヲ驚 援爲致 候 共、 人心 ラ 

令 感服 候 儀 ハ 诀テ 相 成 間 敷 候、 幾重 一一 モ 道義 之 至誠 ヲ以、 累世 恩 波 一一 浴 居候 者 之義氣 愤發爲 致 候 ハ ， 、紕徘 百 萬 之 兵 モ 、aH 

嗟之閒 一一 被 指 出 候 儀、 仍テ當 今 之 所、 別テ 御仁 德ヲ被 施 候 儀專要 ト被存 候、 旣 二 東照宮 一一 テ 討死 之 者、 其 子 幼弱 -ー テ 軍役 

勤 兼 候 得 共、 父 之祿 ま、 儘 被 下 置 候 旨、 S- 斐武 田家 -ー テ傳閬 、德川 家 之 仁德、 後世 必 天下 ヲ可取 ト被評 候. m、 況仁 漸^ 孽之御 

親 兵、 彼 名義 ヲ借リ 候 奸徒之 爲壓倒 被 致 候 儀、 決 テ無之 道 埋ト存 候、 古ョ リ坂東 八州 之 兵力、 天下一 一 モ敏ス ル， 一足 レリ ト巾 

候 へ ハ 、天 時 地 利 モ 不及候 人 和ヲ養 置候テ 、草莽 不逞 之 徒、 奸謀黠 計 ヲ施候 共、 其 術中 一一 陷リ 候齐ハ 有 之 間 敷、 將亦 兵制 之 

儀、 素ョ リー 致 二 無 之候テ ハ 、不相 成 候 所、 遠 藩 二 ハ 頑陋， 之 臌習モ 有 之、 砲 銑 ハ 卒伍 ノ兵仗 二 テ、 士 大夫ノ 器械 二 パ 無 之， 

心得 候 者 モ可有 之 候 得 共、 今 ノ砲銃 ハ古ノ 弓弩ニ テ、 唯 古今 之 沿革 有 之 處ト存 候 、古昔-上 ハ 將帥ョ リ下ハ 士卒 一一 至ル 迄、 

弓箭-一 テ致 勝負 候 儀、 當 今迚モ 弓箭 刀 檢ヲ廢 候 儀 -ー モ無之 候 得 共、 沿革 之 勢無據 儀、 砲銃ヲ 以古ノ 弓箭 ト相 心得 候 テ、^ « 

ノ 兵制 必定 一 致 二 可 相 成 候、 弊 藩之傣 ハ 、奧羽 之 諸大藩 へ モ 地勢 聯接致 候 間、 萬 一 上國 一一 テ騷亂 ヲ生候 僙有之 候 ハ 、 、唇齒 

之 勢-一 テ相援 合、 幕府 ラ 輔翼 可 致ハ. &迄モ 無 之、 殊-ー 御 親 藩 被 建 置候ハ 、 東照宮 深 御 神慮 被 爲在候 御 事ト存 候、 御 安危 

之 御 場合、 各 其 一藩 ヲ取纏 置 候テ、 勿論 幾重 二 モ 同心 協力、 是非 於當節 幕府 ノ 御成 權ヲ奉 恢復、 海 內ヲ鎭 K 致 度、 ^府 

ノ御 威權ヲ 恢復 一一 相 成 候 得 《、縱 令 跋扈 猖獗之 諸 藩 有 之 共、 自然 震摺 畏縮、 覬覦ノ 企 相 止 可 中、 然 ル處、 幕 威ヲ致 恢復 候 

得 《、自然、 王室 御 衰微 一一 被 爲至候 勢 二 モ可相 成 ト申唱 候 者 モ有之 候 得 共、 草莽 不逞 之 徒、 陽 二 尊 王ヲ唱 候ハ、 全ク名 

義ヲ借 リ候迄 之 儀 故、 萬 一志 ヲ得 候テ、 乍 恐 朝廷 ヲモ 如何 可 奉處置 哉、 左 候へ 《、矢 張 幕府 御 恢復 之 所、 却テ 王室 御 

安泰 之 御 基 ト被存 候、 方今 之 形勢-一 テ ハ 、億兆 之民殆 水火 之 中-一 陷リ候 哉 モ難計 候 問、 機 會不相 失、 列藩^ 下ヲ及 糾合、 

.m 古 記 卷 一一！ 窿應 一一 一年 十一月 一  〇|11 


九 堀 片 
鬼 桐 
長 W 屯 
門藏 m 

守 頭 正 


復古 記 卷 三 慶應 三年 十一月- 五日  一〇 四 

幕府 之 御 威 權ヲ奉 恢復、 厚 ク敬上 推戴 之 道 ラ盡シ 、 王室 ラ 泰山 ノ安 二 奉 置 候 様 仕度、 是刖、 幕府 ハ申 迄モ無 之、 御 鋭 藩 

中 同心 協力、 皇國へ 奉 報 候 大義 ト奉存 候 事。 §<SIM 

〇 

今般， 御复攻 名分 條理 御正 -ー 付テ ハ 、御 親 藩、 御 譜代 始、 君臣 之 分 一 際盡申 度、 同心 協力、 兵制 一 致 候 様 御 相談 之 趣、 下總守 

へ 曲 二  S. 聞 候 所、 御 適當之 御 論ト、 聊異論 之 儀 無 之、 御 同意 之 事 二 候、 旣 ュ 上京 之 儀 蒙 朝 命 候 以來、 如 御 談判 利害得失 ヲ 

不論、 君臣 之 大義 ヲ守、 爲 德川家 盆砥節 奮武盡 忠節、 數 百年 之 御 厚恩 報 候 外 一 一念 無 之 诀定、 先達 テ宫位 返上 之 儀 相 伺 置 候 

事 -ー御 坐 候 得 共、 元 來小藩 威力 不足、 殆 痛心 罷在候 二 付、 希 ハ微忠 之 一 念 御 救助 御協力 被 下 候 段、 私共 ヨリ 巾 上 候 様^ 聞 候 

事。 

松 平 下總守 家來 

山 田 求 馬 

小 {呂 山綏介 筆記 

〇 

御 達 之 趣 謹 テ拜誦 仕 候、 右 -ー テ ハ 被爲對 御 宗家 へ 御 心 擧之段 奉 感服 候、 私 一一 於テ モ 、一 一 百 餘年之 御 恩^  & 力 遣 失 可：^ 哉- 

乍眾、 領知差 上 候 共、 一 分 之 忠勤 相 勵候志 二 御座 候、 就テ ハ. 是迄之 通、 幕府 之 御 政權御 掌握 被 遊、 被 奉安 宸襟之 御籌^ 、y 

只管 所望 -ー 候、 乍 併、 討幕 府之妄 說相唱 候輩ヲ 憎ミ、 王政復古 モ 異議 致 候 私情 ヨリ、 慕府ラ 擁立 シ、 天朝 ヲ捨ル 之^ 二 

相 響、 却テ 天下 兩立之 場ヲ開 候閒、 御不爲 二 可 相 成、 全以 天朝 之 御爲ヲ 奉存、 赤心 飽迄 貫徹 候 様 致 度、 此^^?^^ 舉 t 

候、 此外 聊逯^ 無 御座 候、 以上。 

I 一  月 

武 内孫 助 筆記 


〇 慶篤、 忠誠、 貞篤等 答 書、 竝 二日 ヲ失ス 、故-一 此 ニ收ム 、其 他 諸 藩 答議、 別 二見 ル所 ナシ。 

六 日 、 兵 庫 開港 ノ期近 キー 一 在ルヲ 以テ、 慕府、 本 地 居留 外國人 ノ游 步區域 ヲ定ム ルヲ布 吿ス。 

此度 、兵 庫 御開 相 成 候 二 付テ ハ 、外國 人 共、 京地 ヲ離事 十 里 之 地方 ヲ除、 其 他 兵庫ョ リト 里以內 歩行 可 致 候 -1 付、 若 外國人 

へ 關係致 候 引合 之 者 有 之節ハ 、丘ハ 庫 奉行 差 紙 ヲ以テ 呼出シ 相 尋候儀 モ可有 之 候閒、 其 段 兼テ相 心得、 不都合 無 \ 一様 可 致 候、 

右 之 通、 兵 庫最寄 御料、 私領、 寺社 領共、 不洩様 可 被相觸 候。 

森 川 俊  . 


月 


方 家 記 


〇 悛方家 記 二 云、 十一 一月 朔日、 小 笠 原 鱟岐守 殿御 渡、 大目 付 へ 云 々、右 之 通、 去 ル 六 日、 於 京地 相觸候 問、 常 地 -1 オイ テ可 

_  、今 京師 現 布 ノ 原記ヲ 失スル ヲ以テ 、俊 方 家 記 二 據 リ之ヲ 補フ。 


俊 


古 


1  一二  a  卷三 終 


總括 兼纂修 

一 等 修撰 

校 

一 等 修撰 

一等^ 修 

校 錄 

一 等 書記 

繕 寫 

一 一等 繕寫生 

一 一等 繕寫生 


長 

長 


公 

も 


星 IEI 


小 き 


長 


幹 

之 


臣 零 渡廣孝 


春 


復古 記 卷 一一 一 慶應ー I 一年 十一 W 六 


〇K 


復古 記 卷 M 慶應 一一 一年 十一月 八 u  lo 六 

復古 記卷四 

慶應 三年 丁 卯 十 一 月 八日 ニ起リ 十五 日 ニ至ル 

〇 十 一 月 

八日、 是 ヨリ 先、 九條 尙忠、 久我建 通 、お， 千種苻 文、 鯭 ，お倉 具視、 ggitf  、富 小路 敬 直、 

^贿、 *. 罪 ヲ獲テ 洛外 - 一居 ル、 是 H  、命シ テ、 各 其 家 二 歸ラ シ ム 

入 s~  ^ 關 白 

別業 住居 之 儀、 尤是迄 之 通、 且 本宅、 我 ハ 近 邊別莊 一 宿 之 儀、 可爲 勝手 事、 

右 之 通、 去 二 0: 二十 七 = 被 仰 出 候 得 共、 自今 歸宅 可爲 勝手 被 仰 出 候 g 、攝政 殿 被 命 候 事、 

入道 前 s: 大臣 

千 種 入道 

岩 倉 入 道 

富 小路 人 道 

右、 去 三月 一 一 卜 九日、 被 冤 入京 之 節、 住居 洛外 之 事、 

且月 一 度 計 歸宅不 苦 二 宿 之 外 不相成 候 事、 

右 被 仰 出 候 得 共、 自今 歸宅 可爲 勝手 被 仰 出 候 旨、 攝攻殿 被 命 候亊。 £|| 

〇 慕府、 英國公 ffi 將ニ 橫濱 ヨリ 兵 庫 二來ラ ン トシ、 其 軍艦 一 隻先 至ルヲ 禀ス。 


橫濱表 碇泊 之英國 軍艦 一 艘、 同國 士官 乘組、 一 咋六 日夜、 共 庫津 へ 來著致 候 -ー 付、 其 筋 役人 共ョ リ來意 相亂候 所、 不： W 、同國 

公使 橫濱ョ リ罷越 候 -ー 付、 右 來著迄 碇治罷 在 候 旨 申 聞 候 趣、 只今 屆差出 候、 右 ハ 同所 詰 役人 ョ リ應接 爲及候 上、 猶可& 上 候 

得 共、 先 此段申 上 候、 以上。 

I  -  >  ニ搽 1  科 

十 1 月 A  B ぉ條 I 

〇 松平慶 永、 井伊 直憲、 京 ニ至ル ^ 條 i 

〇 春嶽 私記^^、 二 云、 朝 幕 之 召命、 旁 早々 御上 京 無之テ ハ 不相適 候 得 共、 是迄 度々 之 御上 京、 イツ 迚モ始 之程ハ 幕府 

ョ リ御侬 賴候得 共、 次第 一一 事 之 艱難 葛藤 ヲ生シ 候 一一 隨 ヒ 、御 論モ合 兼、 遂 一一 ハ 御物 別 レ ュテ、 御歸國 一一 相 成 候 様 之 姿 二 テ、 

此度ハ 何分 幕府 之 淵 底 反覆 相 伺候 上、 可然ト ノ御 評定-一 テ、 二十日、 卜 之丞差 立、 一 一十 一 日夜 京 著、 翌ー 一十一 一日、 板 倉 殿拜謁 

之 上、 今般 之 御 一 條、 御 紙上 之 趣 一一 テ略拜 察 ハ仕候 得 共、 猶此上 前途 之 御^ 込モ 如何 之 御 儀 一一 被 爲在候 哉、 天下 之 公議 ヲ御 

待 被 遊 候 御 趣意-一 ハ御坐 候 得 トモ、 差當リ 朝廷 萬 機 之 御 政道 如何 被 遊 候 哉、 是迄之 小 朝廷 トハ御 様子 モ逯ヒ 、乍 恐 御 

當惑 二 モ可被 爲在歟 ト奉想 察 候、 萬 一 夫 等之邊 ョ リ、 又々 御^ シ -ー 相 成 候 様 之 御 儀 - ー被爲 迷候テ ハ 、 以之外 ナル御 不都合 

ト 中， 且 一 時 之御權 謀-一 テ、 朝廷 御 蔑 如 被 爲在候 御 姿 一一 テ、 天下 之 人心 モ服シ 間 敷、 愈騷" 接 ヲ釀シ 可 申歟、 第一 此末御 

實踐之 御 見込 ハ 如何 被爲在 候 哉、 是等之 御 次第 篤 ト相伺 ヒ候テ 上京 モ仕リ 、涓涘 一 滴 之 微力 モ可 相盡 覺悟モ 仕度 旨 申述候 

處、 板 倉 殿御 答 一一 ハ 、御尤 至極 之御尋 一一 テ 候、 元 來此度 之 御 ー擧、 土 州-一 御迫ラ レ 、 無 御 據此場 へ 被 爲運候 様 ニモ相 聞ェ可 

申 候 得 共、 诀シ テ 左様 之譯 一一 ハ 無 之、 政權 一途 一一 歸セス シテハ 、御國 内治 リ兼 候ト申 ハ、 前曰ョ リノ 御 著 眼 -ーテ 、時機 ヲ御 

見合 セ被遊 候處、 此度 時勢 二 乘シ、 土 州 之 建白 好機 會到來 一一 付、 日頃 持 満之强 弩ヲ御 切 發チ被 遊 候 御 儀 -1 テ、 實 二 公平 正 火、 

只管 天下 之 安全 ラ被爲 量 候 台 慮 -ーテ 、一 毫御 鄙吝之 御念 頭 ハ 不被成 御 坐 候、 然 ル處、 老公 御 賢察 之 通リ、 朝廷 一一 テん 、 是 

迄更ニ 御手 覺不 被爲 在候僙 故、 一 小事 之 御 裁 诀モ御 六 ケ敷候 故" 矢 張 是迄之 如ク、 御 相談 之 御 模様-一有 之、 此處甚 御闲窮 
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之 御 場合 -1 テ 、其 御 相談 一一 御 乘リ被 遊. 御 差 支 無 之 様 御 取計ラ ヒ 有 之 候^ ハ 、御 奉還 ハ 虛名 二 テ、 其實 ハ 御 威權テ 御手 離シ 

無 之ト申 輿論 モ可差 起 勢モ有 之、 又 截然 ト御振 離シ、 一 切 御 取合 無 之 候得ハ 、御 立派 之 様 二 ハ候得 共、 朝廷-一 テ今 H 之 御 

差 支 ト相成 候 得 ハ 、又 奉還 ヲ名ト シ テ、 結局 ハ 朝廷 之 御迷惑 ヲ御 引出 被 遊、 朝廷 御窘窮 之所ョ リ、 再ヒ 御 依糗御 委任 之 時 

ラ御待 被 遊 候ト中 嫌疑 ナキ 二 シモ アラス、 御 進退 一一 御谷 リ被成 候 御運ヒ 二 付、 朝廷 1\ー  御 様子 モ御功 者 之 御傜ト 巾、 幕府 

ハ 申 迄 モ無之 候 得ハ、 此 中間 之 御 极ヲ御 糗ミ被 成、 御 私 ナク御 奉還 之 御 盛 意モ相 立、 朝野 之 嫌疑 消 除 イタ シ、 諸侯 會同ヲ 御 

待 付ケ、 公議-一 附セ ラレ 候 様 被 成度ト ノ御 趣意 之 由、 悃々 御物 語 有 之 二 付、 十 之丞罷 歸リ、 仰 之 趣 申 聞、 早々 致 上京 候 様 可 

，仕ト 及 御請、 一 一十 五日 夜歸 著、 一 哧ハ 前途 危難 ノ論モ 種々 作レ 开 、唯 速 二 朝 慕 之 危難 二 不被爲 趨候テ 、ノ  、御大 裁 一一 オイ テ 

御 濟被成 問 敷ト、 御上 京 御诀定 相成リ シ ハ 、實 二 一 一十 八日 ナリ、 又 云、 十日 登場、 第 一 尊慮 如何 ト被仰 上處、 此 度ノ籙 ハ土ノ 

建白 一一 發候 -ー ハ 相 逮無之 候 へ ト モ 、其 節ノ 景況 左様 無 之 テ ハ 、眼前 二 四 分 八 裂 ノ勢ヒ 二 相 迫リ候 故、 事爱 一一 及ヒ タレ トモ、 

其 所 置 一一 至 ッテハ 、別 一一 所見 有 之 事 二 テ、 其譯 ハ 、是迄 ノ 御攻體 二 テハ、 種々 苦 惱致候 へ トモ、 如何 二 シテモ 政 法兩途 二  W 

成 候、 總テ 朝廷-一 テ御裁 诀相成 候へ ハ、 論 モ無之 候へ トモ、 夫ハ 御六ケ 敷、 慕-一 テ诀 候へ ハ、 朝-一迫 リ、 或ハ 朝 ヲ凌ク 

ノ說 ヲ冤レ ス、 攻兩途 二 テ治ル へ キ 所以 無 之 事故、 是非 一 途 一一 相 成 候 様 有 之 度 ト申ハ 、御 承知 ノ通 宿昔ノ 定見 故、 彼 建白 ト、 

時勢 切迫 ト ノ機會 二 當リ、 兼テノ 所見 ヲ投セ シ ナリ、 皇國如 此ナラ ス シテ決 シテ治 リ カタ キト. 込ヲ 立、 治 否 如何 ノ 

大體ヲ 體認シ テ所置 ニ及ヒ シ 二 , 朝廷 二 テモ被 聞 食、 大ニ 宜ク、 此上ハ 會同ノ 公議 二 附シ、 何 トカ治 體相立 度、 第一 議 

事院 等ノ事 一一 テ、 帶刀、 象 一 一郎 杯モ、 夫々 存寄モ 有 之 可 申出 トノ事 候へ ハ申談 、免モ 角 モ國是 ヲ诀候 心算 一一 テ、 當時ハ 唯 差 

當ル 事共 ヲ伺ノ 上、 取 計 居候 迄ノ事 也、 容堂モ 是非 上京 可 有 之 候 へ ハ 、厚 申 談度杯 上意 ノ由、 御扣處 一一 テ 伊賀 守 殿 へ 御逢ノ 

處、 御 同人 ハ 何分 ロ惜事 二相 成候ト 吝惜ノ 語氣甚 敷、 公 二 ハ 如何 ト御申 二 付、 公モ神 祖ノ御 盛業 御 持 張 被 成 兼 候處ハ 、御殘 

念 思 召 候へ ト モ、 如 此相成 候上ハ 、何 ト可相 成 哉、 此上 ハ斷然 トシ テ鄙吝 ノ心ヲ 擲却シ "內府 公ノ、 王 國ノ爲 一一 御 家ノ御 

政 權ラ御 拋被遊 候 御 盛 意ヲ達 奉シ、 盆以 治安 ノ策ヲ 建唉ョ リ外ハ 無 之 ト御申 候處、 兗 角餘リ 一一 惜キ 事故、 玄 蕃杯ト モ色々 


申 見 候へ トモ、 更ニ 良策 無 之、 何ト 力 致 方 ハ有之 閒敷哉 ト被屮 一一 付、 夫ハ 死シタ ル子ノ 齢 ヲ數へ 候譬ノ 如ク、 迚モ返 ラヌ而 

巳ナ ラス、 却テ 御盛德 ヲ損ス ルー 一至 候へ ハ、 各-一 モ其 心得 有 之、 上様 ノ御 鄙吝、 或 ハ御計 策ノ様 一一 世上 ノ眺有 之 候テハ 、御 

大 切 至極 ノ事ニ 候へ ハ、 决シテ 左様 ノ 義御 口外 ハ 有 之 間 敷 ト御申 ノ處、 是 迄吾翬 二 オイ テハ、 幕府 ヲ 主位 トシ テ 公論 正義 

ノ 賓客 ヲ 請待ノ 心算 候處、 此度 其邊御 超越 二 テ、 總テ 朝廷へ 御 還 シ相成 候 事 一一 候へ ハ 、御正 理 パ 無 間然 候 へ トモ、 今後 ノ 

見込 ハ 立 兼 候、 何分 一 度 御 投出シ ノ上候 へ ハ 、 此度ノ 被 仰 出ヲト コ迄モ 御 食言 一一 不被 爲成樣 仕度 ト ハ存 候へ ト モ、 今日 上 

二 オイ テ何 ヲス ル事モ 無 之 、誠 二 茫然 タ ル者 二 テ、 殆當惑 5 能 在候ト 被. &候 由。 

九日、 前 田 利鬯ノ 朔平 門前 警衞 ヲ罷メ  、松 平 慶憲ヲ 以テ之 一一 代フ。 

〇 松 平 慶憲へ 口 達 

人 數揃之 旨 屆被出 候 -ー 付、 朔平 御門 前 御 固 場人數 支度 次第、 松 平 飛驊守 方ト 交代 可 致 候、 尤 日限 之籙ハ 、兩家 示談 之 上 取 極 

可 .5. 候。 铋好 jg 

〇 利^ 家 記 二 云、 傳奏ョ リ朔平 御門 前 警衞被 免、 爲代松 平 丘 ハ部大 铺家來 へ 可 相 渡 旨、 口 達 二 テ仰渡 サル、 十 一 日 引渡 ス。 

〇 幕府、 前 月 二十 一 一 日外國 事宜 批紙 中、 所謂 二三 藩 ハ、 朝 旨 別 二 指定 ス ル 所ァリ ヤヲ 禀 各ス、 

是日、 批シテ 、別 一一 指定 ス ル所 ナキヲ 以テ、 衆議 之ヲ 決行 セ シム。 

〇 五日 幕府 上申書 

外國 取扱 之 儀、 此程相 伺候 處、 御附紙 之兩三 藩ハ、 朝廷 御 見込 モ被爲 在 候 哉、 差 定兼候 間、 今 一 應諸藩 衆議 ラ被爲 盡候様 致 

度 旨、 年寄 共 申 聞 候 事。 默^ 

〇 本日 批紙 

兩三藩 之 儀、 於 朝廷 御 見込 不被爲 在 候、 差 向 候 儀 有 之節ハ . 諸 藩 衆議 之 上、 御 诀定可 相 成 候 事。 默 | 默 
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〇 慕府、 譜第 諸侯 ノ 職務 二 就キ、 及ヒ 警衞 一一 服シ、 若ク ハ 疾病 幼弱 ノ者 ハ 、 皆 老臣 ヲ シ テ代： 

テ朝召 二 應セ シ メ ン ト請フ 、命シ テ、 警衞ヲ 除ク ノ外、 各 其 事由 ヲ上 陳シ テ 、命ヲ 請 ハシム。 

守護 職 
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驗府 城代 
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陸軍 奉行 


松 

戶 

戶 


司 代 

葉 美 濃 守 

平 縫 殿 頭 

野 越 中 守 

平 左 衞門尉 

川 若狹守 

岡 丹 波 守 

關肥後 守 

E  土 佐 守 

多 紀伊守 

久保 加賀守 

多 伊豫 守 

E 長 門 守 


右 者、 夫々 役儀 被 申 付 置候荞 一一 テ、 諸侯 上京 迄ハ 、是迄 之 通ト之 御沙汰 モ有 \ 一 候得ハ 、御 國事之 差 支 -ー モ相成 候 間、 在 W 

之 面々 、且 所々 城代 並 奉行 等 者、 當時 上京 爲仕兼 候、 右 之 趣、 御兩卿 へ 可 申入 旨、 年寄 共. S. 聞 候 事。 


安將 政 二 
藝曹 條 
藩 〇 記攝 


卜  一 g  ニ條捣 

. 一月 政 記 

〇 

今般、 被 仰 出 之 趣 モ有之 候 二 付、 衆 諸侯 一 同上 京 可 致 儀 二  、ノ 候 得 共，， 不殘 上京 候- K 一  體之警 衞向差 支 之 侥モ有 之 候 間， 常 

時 在 府之者 之. SZ  、繰 合 難 出 來而々 ハ 、爲 名代 重臣 共爲^ 出、 國邑 二 罷在候 モノ モ、 病氣 幼少 之 輩 ハ 無據條 -ー 付、 是亦 名代 爲 

差 出候樣 可仕ト 奉^ 候、 尤 名前 之 儀、 猶 取調 可 申 上 候、 此段申 上 候、 以上。 

卜  一 3,  \ ョ 二 條攝政 記 

トー 月- ノ& 晚翠樓 叢書 

〇 本日 批紙 

當時警 衞之向 ハ 、名代 重臣 差 登 可 申、 且在府 之 者 並國邑 二 罷在候 モ ノ  、幼少 之 輩 -ー テモ、 銘々 無據 子細 申立、 時宜 相 伺 可 申 

晚翠樓 

專 叢書 

八ム； 、右近 將監 〇 濱田 藩主 、食 封 六 萬 千 石， 曩 一一 封 ヲ失ヒ 、美 作 ノ別邑 一一 寓ス、 華肿 假 -I  J 亡 マ な ー厂 、ヮコ /卩 T7  f ス o 

cfeif^ll 「ル I- 贰萬石 ノ地ヲ 給ス、 戊辰 五月-一至 リ、 甙萬七 千 八 百 石 ヲ賜ヒ 、後 鶴 田藩ト 稱ス、 转 ラおヲ S ^力 a ヲ錄フ 

〇 慕府ノ 親戚 譜第諸 藩、 陰 一一 政權 ヲ復セ ンコト ヲ謀ル モノ ァリ、 福 岡 孝弟、 IM§ 、土 辻維嶽 

士、 等、 松平慶 永-一 說キ、 其詮誤 スル所 ト爲ル コト勿 ラシ ム。 

〇 春嶽 私記 一一 云、 九日 夕、 土 州 藩士 福 岡 藤次參 邸 出 候 趣意 ハ 、此度 內府公 御 反 正 ノ思召 立、 稀世 ノ御 英斷 一一 テ、 方今 ノ御 

美事 一一 相 運 ヒ 候處、 御三家 並 御 親 藩ノ内 一一 テ モ 、今 一 度 幕 威 ヲ被復 度杯ノ 議論 モ有之 哉 一一 テ、 種々 ノ浮說 流言 モ有之 一一 付、 

夫等ノ 先入 御 當方様 御 聞込 無 之已前 一一 、寳際 達 御聽御 疑惑 不相生 様相 願度ト 、 同志 一 同 申 談罷出 候 由 二 テ、 頃 0 來ノ 事情 

.& 立 候 件々、 最初 土州老 侯、 後藤 象 一 一 郞初ョ リ内府 公へ ノ 建白， 事 機 今 少早ク 有 之 候 歟ト存 込 候へ トモ、 過激 輩ノ 討幕 論尤 
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熾 盛-一 相 成、 已ニ事 ヲ擧ン トス ル勢ニ 立 至リ候 故、 討幕 ノ 名義 モ 不正、 且 輦下ニ 事ヲ生 シ候テ ハ 不相濟 次第 等、 百方 説得 

一一 及 候へ ト モ、 中々 行 届 兼、 殊ノ外 骨折 レ候事 - 一有 之 候、 其內漸 間隙 ヲ得候 故、 直 様 及 建白 候 事 一一 付、 無據御 用捨 ノ義モ 極 

テ 切^ 一一  相 伺候 運 ノ内、 建白 以前、 永 井 玄蕃頭 殿 大盡カ 一一 テ 、此場 一一 及 候 事 -ー テ 、 此度永 井 殿 ノ 功力 多分 ノ 由、 紀州杯 ハ 甚 

見込 逯ヒ 一一 テ.、 先達 テ 朝廷 ヨリ 諸 藩へ 御 尊 ノ節ノ 御 答 書-一 モ、 此體 一一 テハ迚 モ治リ 不申閒 、御 義理 合一 一 モ御 元返シ 一一 

可 相 成 儀、 举竟ケ 様相 蓮 ヒ候モ 、覬觎 ノ藩有 之 候 ヨリ 起リ候 ト申儀 有 之 、覬覦 ノ  二字、 於 弊 藩 耳 一一 縣リ 候へ トモ、 役， M  ノ 懸 

合 二 致候テ ハ 、結局 爭端 二 相 成候テ ハ 、無益 故、 書生 輩 へ .& 聞爲及 議論 候處、 朝廷 へ 差 出 候 奉書 一一 ハ 、左様 ノ儳ハ 無 之 杯、 不 

分明 ノ應對 一一 テ、 今以 诀著不 致、 會藩ハ 其砌及  一 ii 候處、 外 島 機 兵衞、 手代 木 直 右 衞門ノ 兩人ハ 、尤 ト存 候へ トモ、 猶 衆議 ノ 

上 可 及 返答 トノ事 一一 テ、 三日 ノ後、 議論 兩端 一一 分 レ 候 間、 今 暫待吳 候 様 トノ事 一一 テ、 第 八日 ノ後、 君 前 一一 テ 定論 御 同 总ノ段 

及 御 挨拶 候 様、 會侯被 命 候 由 -ー テ 返答 有 之、 表 向 同心 候 へ ト モ 、油斷 ハ 出 來不申 候、 津藩 ハ 一 議論 -ー テ 同意 一一 相 成 由、 會藩 

大野 英馬、 尹宮 へ 參上、 不當 ノ事ト モ御議 ii 申 上 候 へ 共、 象 一 一郎、 尹宮 へ 伺候、 夫々 及 論辨、 尹 宮モ土 老侯御 同意 ト中 候御亊 

二 被爲成 由、 扨 今後 ノ 見込 ハ何レ 二 議事 院ヲ 開キ、 上院 下院 ヲ分チ 、上 ハ攝攻 公 初、 內府公 御 主宰 二 テ、 明 侯 御 加リ、 下ハ諸 

藩士 ョ リ 草莽輩 モ 出 役 二 相 成、 何分 皇 國ノ國 體如斯 ト 御 議定 有 之 迄 ノ亊 一一 テ、 大 體ノ處 ハ程モ 可 有 之 事 候 へ ハ 、 有名 諸 

侯サ へ 御會同 一一 相 成 候 ハ 、 、其處 一一 テ篤ト 御诀議 有 之、 御簾 前 二 テ御 誓約 有 之、 御 確定 之 上、 外 諸侯 へ ハ 如何 ト 御垂 問" 

欠席 諸侯へ ハ 朝廷 ヨリ 御 通達 位ノ事 一一 テ相濟 、違背 ノ者ハ 御 追討 ト申程 成、 正大 公明 ノ御 基本 相立不 申候ハ テ ハ 相 成 申 

間敷ト ノ儀ハ 、^： 府公 へ 申 上、 至極 尤 一一 思 召候ト ノ 御沙汰 候ハ ハ 、此御 方 様 一一 モ猶御 參考被 成 下 候 様 トノ趣 ナリ、 問 云、 越 

前表 杯 へ 相 聞候ハ 、討幕 論 盛 一一 相 成、 慕 一一 テ モ敲對 ノ聲息 有 之 トノ實 否 如何 ト承ル 一一 、其 通リ 相違 無 之、 實 一一 危殆 ノ 形勢 二 

相 迫 候 事 候 へ ト モ 、御 反 正 ノ 御英斷 一一 テ、 一時 一一 消沮 一一 及ヒ、 實ハ 浮浪 ノ 徒、 過激 輩 ハ 失望 ノ  .S  、乍 併、 唯今 ノ 浮說 旺盛 -ー 相 

成 候 へ ハ 、暴黨 又々 時ヲ 得、 屯集ノ 場へ 可 相 運 歟ト、 甚 心痛 ノ由、 又 今更 幕 威 ヲ御持 被 成候テ ハ 、實- 一夫 限ノ事 一一 可 相 成. m 

等 物語 レ リ、 同日 藝藩辻 將曹參 邸、 藤 治 同様、 浮說御 聞込 一一 不相成 様 致 度、 旣 一一 尾、 越 ハ 不同意 故、 上京 無 之トノ 流言 モ有之 


處、 此度 御上 京 有 之 • 同志 大 -ー 副 望ノ趣 申達 之。 

十日、 是 ヨリ 先、 慕府 毛 利 敬 親^ isf/ ノ支封 主、 及ヒ 老臣 ヲ大阪 一一 召スノ 令お、 -ーヲ 停メ、 

更 二 諸侯 ノ 公議 ヲ經、 朝 命 ヲ以テ 、之 ヲ召サ ン コトヲ 請フ、 之 ヲ可ス 、是 日、 慕 &、 淺き 茂長ヲ 

シ テ 敬 親 一一 傳諭 シ 、後 命ヲ俟 シ ム 。 

〇 幕府 上申書  . 

長 防 之 儀 、寛大 之 御 處置可 取 計 旨、 常 五月 中 被 仰 出 候 二 付、 家老 竝末家 吉川監 物 上 坂 候 様、 松 平安 藝守ヲ 以中 達 候處、 末 家 

監物 一一 ハ 不快 二 付、 家老 堂 人 上 坂 可 致 段 届出 候 問、 少 -ー テモ 快候ハ 、 、家老 一 同上 坂 可 仕 旨、 猶又相 達 置 唉處、 右 ハ 重大 之 

事件 二 付、 改テ衆 諸侯 ト 公議 之 上、 從 朝廷 御沙汰 被爲在 候 儀 ト奉存 候、 此段奉 申 上 候。 

卜 iw:  in  3 日 ブ&文 

*  F  ^  E1 口 彥 筆記 

〇 九日 批紙 

家老 以下 上 坂 之 事、 從慕府 沙汰 有 之 候處、 尙從 朝廷 御沙汰 有 之 候 迄、 上 坂 可 見合 旨 可 被 相 達 候 事。 文 

〇 文彥 筆記-一、 批紙ヲ 十 一 月 十九 B ト署ス 、按ス ル 二  、後條 幕府 達 書ハ、 批可ヲ 得テ之 ヲ發ス ル モノ ナレ ハ、. ；-ノ 字衍ナ 

ル コ ト明 ナリ、 故 二 之ヲ^ ！ル。 

〇 本日 幕府 達 書 

長 防 之 儀、 早 々寛大 之 處置可 取 計 g  、從 御所 被 仰 出 候-一 付、 中 達 候 儀 有 之 候 間、 末 家之內 一 人、 吉川監 物 並 家老 一人 致 

上 坂 候 様、 毛 利 家へ 可 相 達 旨、 當 七月 中 相 達 置 候 得 共、 右 ハ猶從 朝廷 御沙汰 有 之 候 迄、 上 坂 可 見合 旨 申達 矣荥、 足 ^ 

廷被 仰 出 候 間、 其 段 毛 利 家並 吉川監 物へ モ可被 達 候。 | ^お 

復 古 記 卷四 虔應 三年 十一； fl 十 H  . 一一 一一 一 


後 古 K 卷四 慶應 三年 十一 H 十 了 十二 口  .  一一—、  き，」、 

〇 脇 坂 安斐、 赚 8: 食 櫻井忠 興、 s^ss- 京 二 抵ル、 3 堀 直 虎、 碧 S 孝 

疾ヲ 以テ、 召命 ヲ辭ス ol ま 1 

十一 日、 前 田 利 fss 藩 ヲ請フ 、之 ヲ聽 ス、^ 1 大給 乘謨、 稻葉正 己 、江戸 こ 返ル。 S  . 

飛毒義、 當四 I 御 霧 上京 仕、 于今 滞京 霞 候、 然 ル處、 九-月 一 一十 六日、 參 內御暇 被 下 置 候得 共、 去月 十五 日、 御 

mil 間、 滞京 可 t 被 仰 渡 之 趣 モ御坐 稼 共. 御 霧 御 場所 モ I 被 仰 付 § ハ、 贾 i ハ 争 諸お- i 

m 儀 一一 モ 可 有 御 坐 候 へ ハ 、飛 S 寸存體 之 俄 ハ、 本家 一一 相隨 ヒ 可 S 一一  御 坐候 得 尸 . 何分 加？ へ 一 應面 穿 ％ 

テ\ ^可 中 上、 いま 無 御 坐、 且ハ鍾 、加賀 守 上京 二 モ可相 成、 其上久 il 在、 在所 囊事向 行 届 兼、 人心 折 合 i モ 

難 計、 夫是難 1次第 モ不少 候 間、 何卒 一 且御暇 歸邑 被 仰 付 被下篇 、格別 之御藝 ラ以、 速ニ铜 沙汰 被 成 下ぎ 不ロ 

發途 仕度、 只管 此^ 奉 歎願 候、 以上。 

松 平 飛 驊 守 家 來 

松 a 勘 左衞門 

1  一 J  二 條攝政 記 

〇 本日 批紙 

願 之 趣無據 次第-一 候 間、 一先 歸邑可 有 之 候 事。 £| 鮮  J 

十二 日、 國事掛 近衞忠 房、^ < 一  條實 良、^ < 近衞忠 、鷹 司輔 85S 、大炊 御門 家信、 ぼプ 

九際逍 孝、 I， 連署 シテ、 大政 復古、 綱紀 確立 ノ策問 二道、 太政官 八お 以下 再興 ノ 議案 ヲ 


上リ 


廷 議豫メ 一  定ス ル所 アラント 請フ、 批シテ 、策 問 二道 ヲ採 納ス。 

今度、 應 召 諸 藩 上京 候 上、 諸事 可 相 伺 儀 モ可有 之 候 得 共、 於 禁中 粗 御 居 リ之處 不被爲 在候テ ハ 、御 不都合 歟ト存 候 -1 付、 

見込 之 趣 言上 仕 候 間、 此邊 ヲ以、 何卒 諸 藩 へ 被 fs|: 下候テ ハ 如何 可 有 之 候 哉、 猶宜可 有 聖斷存 候 事。 

十一月  道  孝 

家 


忠 

賨 

忠 


良 

房 


兩役中 

大樹へ 、 

方今 宇内 之 形勢 ヲ 考察 シ、 建白 之 旨 趣、 殊外國 之 交際 日 一一 盛ナル -ーョ リ、 愈 朝權 一 途 一一 於不出 者、 綱紀 難 立、 蓊習ヲ 改メ、 

政權ヲ 朝廷 一一 奉歸之 趣、 時勢 難 默止旨 ヲ以、 言上 有 之 二 せ、 刖被 聞 食 候、 然 ル上ハ 、自 王制 一 途之 綱紀 可 相 立 事 勢 一一 候、 

然ル -ー 王制 復古 之 儀 -ー 至候而 者、 諸事 班々 朦昧之 儀 -ー 而者、 綱紀 モ難相 立、 縱令者 當今諸 藩 封建 之 儀 杯、 迚モ 往古 郡縣之 儀 

二 モ難相 成 哉 -ー 被 思 召、 左 候 得 者、 朝廷 之 綱紀、 何逯 一 途 -ー 奉 置 候 見込 -ー 有 之 候 哉、 過日 言上 之 大意 者 被 聞 食 候 得 共、 

右 封 郡 之 事-一 不限、 諸事 見込 之處被 尊下 候 事、 

右 邊之以 御 趣意、 被尋下 候歟。 

召 之 諸 藩 一同へ、 

德川內 大臣、 方今 之 形勢 ラ 考察 シ、 建白 之 旨 趣、 殊外國 之 交際 日 -1 盛ナ ル 一一 ヨリ、 愈 朝權 一 途 二 於不出 者、 綱紀 難 立、 舊習 

復 古 記 卷四 慶應 一一 一年 十一月 十二 日  一 一 五 


j£ [使 

丁 部 丁 部 

人 十 人 十 
人 人 


m 古 記 卷四 慶應 一一 「年 十一 十二 口  一一^ 

ヲ改メ 、政 權ヲ 朝廷 二 奉歸之 趣、 時勢 難默止 言上 有 之 一一 付、 刖被 聞 食 候、 然ル上 者、 自 王制 一途 之 綱 記 可 相 立 事 勢 二 候、 

然 ル -ー 王制 復古 之 俊 二 至候而 者、 諸事 班々 矇味之 儀 二 而者、 綱紀 モ 難 相 立、 縱令者 當今諸 藩 封建 之 儀 等、 迚 モ 往古 郡縣之 俄 

二 モ難相 成 哉 -ー 被 思 召 候、 然ル時 者、 朝廷 之 綱紀 何逡 一 途 -ー 奉 置 候 見込 -ー 有 之 候 哉、 右 封 郡 之 一 事 -ー 不限、 諸事 見込 之 

處、 德川 内大臣 へ 被 尊下 候 間、 於 諸 藩 モ、 朝權ー 途之 a 込 可 有 言上 候 事、 

右邊 之以御 趣意、 被 仰 出 候歟、 併 可 相 成 者 御 再興 之條々 相 顯シ、 大樹 竝ニ 召 之 諸 藩へ 被 尊下 候 方可然 哉-一 奉存 

候 間、 先愚存 見込 之 件々、 乍 不束 左 -ー &上 候。 

^^力き 使 部 七十 人  - 

中 狩.^;:::: 一丁 十 人 

大舍人 寮^^ 丽. i 使 部 一一 十 人 S5 

藏 察 雌 さな 人  SS 

陰 陽 察雜さ 一一 i 人  rtl 

、ソ 卜、 夂す 「攝 政、 左大臣、 右大臣、 內 大臣、 

C 丈.^ ^員外 內 大臣、 大中納 言 以下、 

太 政官則 禁中 也、 撰 器量 之 

人、 議奏之 員数 W 被^ 歟、 

大中枘 言 正官御 

再興 可 有之歟 

式部省 嫌 き晶さ な 人 

治 人 雅樂蟲 ^一寸 玄讓 1苎ー$ 人 

D 此寮頭 一 人、 考察 之 國主可 被 任 

C 之歟、 尤 一 ケ年 勤務 之 中 在官、 

諸 陵 寮^ 14 


七 


つ ^治^^ 到お 内谷. 大械 -植大 铺之兩 せ、^ 察 

C 之國主 -I 可 被 授歟、 尤 一 ケ年 勤務 中 在官、 

民 部 省 si 人 主計 寮 雌^：^ 主 謹雜， ^人 

I 省 si 人 * 人 司^^ 

つ 此司正 一 人、 考察 之 藩主 可 被 任 

C 之歟、 尤 一 ケ年 勤務 之 間 在官、 

M^.4al 使 部 八十 人  3汰で 物 部 四十 人 

开音 4 直 丁 六 人  囚獄司 物 部 丁^ 十 人 

つ 此司正 一 人、 考察 之 藩主 

C 可 被 任 之歟、 一 ケ年 在官、 

尺 M4a ま 部 六十 人 直 丁 四 人  a^=. で 使 部 六 人 

ネ礙^ 驅 使丁 六 人  織き N  一口 直 丁 一人 

宮内省 H は. t 人 火 善哉 使 部 ミ十人 直 丁 一一 人 

l"Lf4u 直 丁 四 人  ネ 驅 使丁 八十 人 

ぉ£^ 使 部 二十 人  に變使 部 二十 人 直 丁  二人 

ォ J 筹直丁 二人  づ饮 祭驅 使丁 三十 人 

お^ ^ 使 部 二十 人 直 丁  二人  も藝 IfW 使 部 二十 人 

驅 使丁 八十 人  直で 二ん 

掃 部 察  正 親 司 雌 

R 膳 司 雌 造酒 司 雄 f= 

^ぉ^ 使 部 十二 人  ，，，kg 使 部 十 人 直 丁 一人 

^女 一一 口 直 丁 一人  i 水司驅 使丁 二十 人 「- 

馬？ sgij^A 

っ此寮 左右 之內、 權頭 一 人、 考察 之 

C 國主 -I 可 被 授歟、 一 ケ年 在官、 

復 古 記 卷四 慶應ー 一 一年 十一月 十二 日 


復古 記 卷四 慶應 三年 十一月 十二 日 

諸 藩士 之 術 一一 堪 タル 

者ヲ取 テ令看 察歟、 

丘 SK 雜さ 

つ 此寮頭 一人、 同前、  .？> 

C 八 省 之 寮 -1 准シ、 兵器 -ー 委シ キ者ヲ 取テ可 看察歟 

右八院 

、^以 十 萬 石 以上 之  学、 以十寓 石 以上 之 家長 二人、 竝  司 同 之 

名主 二人、 爲看 察、 筹文 筆算 勘-一 堪 タル 者 置 之、  一一 口 

3き 國主、 准國 主、 一 年 交代 一一 テ、 時務 看 察 可成 之、 官者 堂上 地下 之 中 人 撰 有 テ可被 任、 武 藩者專 監察 ス 

C 名 へ キ歟、 國主之 家長、 竝近側 可 然之士 人 撰 有 之， 出頭 扶助 可成 歟、 使 部、 直 丁 等、 同 下部 之 者 可當歟 

j ま 總テ省  十 萬 石 前後 之 主 可 看 察 

穿 一 一 同シ、 一一 ロ歟、 規則 總テ省 寮歟、 

彈正臺 Mm 

檢 非違 使 兼 衞門府 mm 使 部 三十 人 

え、 ist 兵衞 四百 人 使 部 一一 一十 人 壽戔^ 通寳， 總テ於 京 

^衞 1 ^直 丁 二人  饍錢 一一 口 師可被 鑄歟、 

此司 * 宫ー 人、 考察 之 藩 

C 主可發 之歟、 一 ケ年 在官、 

i  口 

右 十 萬 石 以上、 同 以下 之 主 一 一人、 看 察 之 家長、 其外武 ニ堪 タル 者 被 置 之歟、 

鑄 錢之義 、是亦 考察 事 -ー 委敷 者、 同前。 

國主、 准國主 考察、 竝 家長 藩士 等 人 撰 有 之 可 出頭 歟、 一 年 

ci 交代 - テ、 考之官 入 、ノ 堂上、 地下 人 撰 有 之被授 之歟、 

I 違 使 同上、 臺少弼 "雜 gfg 餓リ 


>^^4n4n 使 部 三十 人 

^^^/^ 直 丁 二人 

常 左 京戶ロ 名籍、 字 養 百姓、 釓察所 部、 貢 擧雜傜 、良賤 訴訟、 市廛 度量、 倉禀租 調、 丘ハ 土器 仗、 道 橋 過 所、 閬遺雜 物、 佾尼名 

籍事、 

火 國之主 看 察 之、 或 ハ在來 之 役人 亂察有 之、 舊弊無 之 様、 武藩 ヨリ 可撿 證歟、 

京師 之ェ 商、 悉皆 寮 司 -1 附屬之 上 者、 京 職 考察 之 通、 其 寮 司 非 逯亂察 可 有 之歟。 


此職亮 左右 之屮、 一 人國主 -ー 被 

授歟、 尤 一 ケ年 勤務 中 在官、 

物 部 二十 人 3剖 十 人 

Tsn 凍 西 直 丁 一人 價長五 人 

掌 財 貸 交易、 器物 眞僞、 度量 輕重、 寶買沽 憤 、禁察 非違 事、 

大國之 主 看 察 云々、 准 京 職。 

っ^ 司國 主、 准國主 

cln 一一 a 云々、 准 京 職 C 

〇 省 寮、 司 職 共、 其 局 之 御 用途、 年番、 考察 之 諸侯 ョ リ獻 貢歟、 臺又是 - 一同 シ、 

總テ看 察 一 ケ年 勤務 之 儀、 諸侯 近 國遠國 等 有 之、 縱令者 三 五十里 以下 ハ 行程 費用 等少分 -ー テ 可相濟 故、 勤務 之 順次 

早ク相 立、 遠國 、ノ 對是 順次 緩 -ー 可 有 之歟、 國費 公平 二 相 成 候 様 可 有 之歟、 

一 諸國 租税 之 事、 一 萬 石 二 十 石歟、 ！^ハ ^カナリ 

一 五畿内、 禁中 之 御 賄-一可 被 當歟、 付 右 五ケ 國之 諸侯 領分 如何、 代官 所 同斷、 

一太 攻官 者、 不取敢 宮中 則是 也、 又 別 二 被 置歟、 

一八 省 彈正 京 職 市 司 其 外 夫々 之 局 者、 不取敢 御所 近傍 之 里坊、 夫，々 被 借用 歟、 

一 學習院 者、 被 擬諸舉 院歟、 

復 古 記 卷四 慶應 三年 十一 H 十二：：；  一 一九 


役 古記 卷 四 慶應 一一 一年 十  一 H: 十二 日 

六. r 餘州 國府之 事、 

1 國之 中、. K 城 ヲ國府 代 ト爲テ 、其國 之 諸侯 令 集會、 國事 ヲ議シ 、遙授 介 一一 付テ奏 事可爲 之歟、 

遙授介 古 之 如ク、 人撰ァ リ テ可被 置歟、 

國書 -ー 委敷 人體御 撰擧有 之、 律令格式 等 之 書 可 被 爲講候 事、 

旣 二 於學習 院被行 有 之 トイへ トモ、 更 一一 此事ヲ 被 仰 付歟、 

禁中 御 造作 始、 諸國 寺社、 道 、橋、 川 其 外、 是迄德 川 ヨリ 取扱 成 來候事 トモ 如何、 

省、 寮、 司 之 御 用途、 年番 考察 之 諸侯 ヨリ 獻貢候 ハ 、 、右 之事ト モ ハ 更德川 之 課役 , 一 可 被 

〇 一 武家 之 宫內太 臣始、 大中納 言、 參議、 羽 林是迄 通リ、 員外 之 儘 可 指 置歟、 

一 武家 侍從可 被わ 歟、 

一 省、 寮、 司 以下 官、 一 ケ年 勤務 之 人 被 任 候 得 者、 其 他 員外 可 被 止歟、 

： 省 ヲ始御 再興 一一 付テ ハ 、 

中 山： ii 大納  一一 一一 口 

. 廣 橋大納 1 一目 

八條 前中納 言 


二 〇 


長 谷 

柳 原 

右 之 輩へ 御 W 褂リ被 仰 付、 武家 ト及 示談 候へ" 

〇 批紙 

第 一條 右 御文 面 之 通 大樹へ 御尋、 


三條前 火納 言 柳 原 

橋 木中納 一一 一 1 野 宮 

右火辨 宰相 大 

頭お 中辨 藏 


三 位 IE 

侍 從 

. 復古 之條々 行 屆候様 奉存候 事。 sfss 


大 


人 


言 

^一 =n 


第一 一條 ^、省 以下 御 ケ條、 先 御 蒸 之。 3 

〇 行頭 園 ヲ加フ ル者ハ 、悉ク 附票 二 係ル。 

〇 本件 日 ヲ失ス 、之 ヲ近衞 、九條 一 一家 一一 質セ トモ、 記錄 ノ徵ス へ キナシ 、嵯峨 實 愛雜記 中、 十一 一日 建白書 出ス ノ文 ァリ、 故 

ニ此ニ 收ム、 又 副書 ノ 署名、 兩役 中ノ三 字、 晚翠樓 叢書 -ー攝 政 殿 二 作ル。 

〇 朽木爲 綱、 藩 二 歸ル。 |き| 

十三 曰、 有 馬 道 純、 ffi^ 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲシテ 代 ラシ メント 請ヒ、 津輕承 叙、 3^葡潘 

疾ァリ 、召 ニ應ス ル コト能 ハサ ルヲ 以テ、 朝 旨 ヲ候ス 條 M 

十四日、 本 多 康穰、 534, %所、 京 二 至ル、 g 赚  .  ^ 

〇 是 ョ リ先、 民間、 符籙天 ヨリ 降ル ト稱シ 、之ヲ 瘦ル モ ノ、 以テ 祥瑞 ト爲シ 、 奔走 舞踏、 幾ト狂 

ス ル 力 如シ、 參尾ノ 地方 一一 始リ、 近畿 殊ニ甚 シク、 覃テ 山陽、 南海 ノ 諸道 二 及フ、 | 勢 g 是日、 京 

都 町奉行、 令 シ テ 、其 狂躁 雜遝 ヲ 禁ス。 

〇 京都 町奉行 布令 

先日 來、 降神 ヲ祝候 ト唱、 無 譯花美 之 衣類 等 ラ著シ 、中二 ハ 異形 之 風體ニ テ 大勢 連立、 町々 躍リ 歩行、 座敷 c 等 迄 土足 之 儘、 

深更 一一 至 迄 踊 騷キ、 理不盡 之 仕方、 追々 增長致 シ、 產業之 差 支 相 成、 迷惑 之 教モ有 之 由 相 聞、 以之外 之 事 二 候、 祝 酒报舞 候^ 

ハ 格別、 右 體踊騷 キ候様 之 赣ハ致 間 敷 候、 若不相 用候ハ 、 、急 度 可 及 沙汰 次第 二 モ可相 成 候 間， 其 所々 之 役人 共 ヨリ、 精々 

心 付 候 様、 雜色 ヨリ 所々 へ 可 申 通 候 事。 

m 古 記 卷 四 慶應 三年 十一月 十三 *十 四日  ニニ 


復 古 記 卷四 慶應 一一 一 年 十一 H 十 一二  二 

卩卜ー 弓 時勢 見 

5  一月 閗錄 

〇s  土 御門 晴雄 S 儀へ. S. 上書 

先頃 以來、 世上 守 札其餘 種々 之 品 下降 仕 候 趣、 右吉 凶 有無 之 事 可. E. 上旨 謹 奉 候、 中天 之 間、 自然 牛 形 候 而落降 候 物お、 凡 雨、 

雪、 雷、 雹、 霰 或 流星、 隕石、 此餘降 候 物 モ有之 事 候 得 共、 今度 ^、守 札 或 雜物降 候 趣、 元 來守札 天上 有 之 候 品 二 無 之、 何分 於 

諸 社寺 祈願 仕、 尊信 之 族へ 授與 候籙 候へ ハ 、自 天上 猥守札 降 候 道现無 之、 全 邪法 邪 行 之考之 所爲可 有之存 候， 吉凶 之 有無 者 

M モ 無 之お 候、 自然 散來候 、， 、 、守 札 之 被 納置候 御 場所 へ 被納 置、 格別 御 信仰 無 之 方 御 無難 哉 ト存候 事。 

十一月  晴雄 

〇 晴榮家 記 二 曰、 十 一 月 一 日、. 2： 々御. 2： 儀 ヨリ 吉凶 可 申 上旨 被 示、 仍ー 一日 獻上、 

十五 日、 大政 歸 一 綱紀 確立 ノ策 問ヲ、 德川慶 喜及ヒ 德川慶 勝、 松 平 慶永ニ 下シ、 尋 テ之ヲ 在京 

諸侯 二 下問 ス。 

方今 宇内 ノ 形勢 ヲ 考察 シ、 建白 ノ旨 越、 殊 一一 外國 交際 日 一一 盛ンナ ルー ーョ リ、 愈 朝權 一 途 一一 於 不出ハ 綱紀 難 立、 舊 習ヲ改 

メ、 攻權ヲ 朝廷 二 奉歸ノ 趣、 時勢 難默止 S ヲ以テ 言上 有- XT 刖 被 聞 食 候、 然ル 上ハ、 自 王制 一途 ノ 綱紀 可 相 立 時勢 二 

候、 然ル- 一 王制 復古 ノ m 一一 至 候 テ パ 、- 諸事 班 々瞹 眛ノ 儀-一 テハ 綱紀 モ難相 立、 假令 ハ 當今諸 藩 封建 ノ 籙杯迚 モ 、 往古 郡 

縣ノ俊 一一 モ難相 成 哉 二 モ被 思 召 候、 左 候 得 ハ 、 . 朝廷 ノ 綱紀 何邊 一 途 一一 奉 置 候 見込 一一 有ツ， 一 候 哉、 過日 曾 上 之 大意 ハ 被 

聞 食 候 得 共、 右 封 郡 之 事 一一 不限、 諸 寧 見込 ノ處被 尋下候 間、 朝權 一 途ノ^ 込 可 有 言上 候 事。 | 槻 foRg 

〇 春嶽 私記 ュ 所載、 尾、 越 二 下セシ モノ ハ 、文 首 ニ德 川. s: 大臣 ノ五字 ヲ冠シ 、過日 言上 之大怠 ハ被聞 召 候 得共ノ 十四 字ナ シ 

文 彥莱記 二 ハ 、右 以下 封建 ノ事 ニ不 限、 諸事 見込 ノ邊可 有 肯上候 事 二 作ル、 十一 一 n 、近衞 忠^ 等 建白 一一、 召 ノ諸藩 一 同へ 


ノ 文案 ァ リ、 尾、 越ノ 外、 諸家 記 見 ル所ナ シ、 蜣哦實 愛 手記 一一 、六 公 建白 御下問、 大樹へ ハ 以松平 越 中 t 寸被尋 下、 書取 武傳 

日 野 渡 シ 、尾、 越へ ハ 兩役列 坐 曰 野 ヨリ、 尾ハ 成瀨、 越 ハ 本 多 修理 ナ リ トァリ 、蓋 本 U ハ 、幕府、 尾、 越ノ ミニ 下問 シ 、 諸 藩 

ニハ 十七 日 二 至リ、 下 ニ收ム ル政權 之 儀 云々 ノ文ラ 下タセ シ モノ 力、 實愛 手記、 及 ヒ坤儀 革 正 錄證ス へ キ 二 似 タリ。 

〇 十七 日 下問 書 

大樹 並 各藩 へ 

攻權之 儀、 武家 へ 御 委任 以來數 百年、 於 朝廷 廢絕 之舊 典、 卽今難 被 爲行届 儀 者、 十目 之所視 -ー 候、 乍 去、 被 聞 食 候 上 ハ 、 

神祇官 ヲ始、 太政官 夫々 舊儀御 再 典 之 思 召 一一 候閒、 何レ ハ八 省、 其 外 寮 司 之 内へ 諸 藩 ラ被爲 召 加、 年々 交代 可 有 勤 仕、 

細目 之 儀 者 返々 可 被 仰 出、 朝廷 御 基本-一 被 爲在候 間、 右二 基キ、 見込 言ヒ： 可 有 之 思 召 候 事、 

一 何 レ 往古 郡 縣之通 二 ハ 難 相 成 二 付、 封建 之 儘、 名分 明 -ー 相 立 候 樣被遊 度 候、 

1 御 政務 筋、 往古 之 通 -ー 者 迚モ難 相 運 被 思 召 候 得 共、 總而 新法 而已之 御 政務 -ー 相 成 候 而考、 甚不宜 候 間、 可成 儀 者， 舊儀 

- 一基 キ候様 被 思 食 候 事。 

1 弓卜ヒ 3 近 衞篤麿 家 記 

十一月 十七 日 洒井忠 祿家記 

〇 坤儀 革正錄 一一 云、 ト五 口、 幕府 並 尾、 越 へ 被 仰 出、 十七 日、 改テ 木條ノ 御沙汰 候 事ト、 故 ニ此二 併 收ス。 

3 ぎ、 、人な FR1 戎 、 rc 一一 一 njn、 刑 部大輔 0 參河吉 田 藩主 、後 普 橋 ト 改 キ，. qEM 、  メ？ %9 缩松離 

〇酒 井 * あ^^ 酒 井中 あ 骨 核^ I ホぁ窗 -KM-^. 信 1tt ム、 食 封 七 萬 石、 時 一 一松 平氏 ヲ稱 ス、 4^Jns 主、 後 鶴 舞-一 移 

ま 石 食、 封 本多忠 民、 I な 14 滅俯 連署 シテ、 書 ヲ慕府 一一 呈シ、 官位 ヲ 朝廷 二 還シ、 以テ德 川 氏 臣屬ノ 

I?  rrT. ヒ \ トレ- E こ 、 .？书ー一,3愛、攝津守〇岡部藩主、盒封ニ萬ニ百五十 専 中 &虽、 汀^ t9 ゆ 增身藩 反 際 仏、 

義ヲ明 二 セント ts ヒ 安 咅信發 石、 後 別邑牛 原-一 移リ、 半 原 藩 ト稱ス 、、消 まゆん 弘 主、 食 封 二 萬 石、 椤^ 招リ 

攝律守 〇 庭瀨 藩お, £is3LP^ 、丹 後 守 〇 伯 太 藩主、 食 封 n 內 、嘉 元次郞 〇 一 宫 藩主、 ©TiKf&JW 、教 ま; P# 山. F 主、 ま 封」 萬 

_IFS^n€¥ 、渡 邊箄綱 rsl 千 m. 百 二十 石、 力 耕 食 封 一 萬 三千 石、 ^ま *ん^  二 千 石、 後 加 知 山 ト改ム 

复 古記 卷四 慶應 三年 十一月 十五 日  一二 一一 一 


復 古 記 卷 EI 慶應ー I 一年 十一月 十五 日  一二  m 

3  一 了、 長 門 守 〇 足 利 藩主， ttTJ^IJiK 、、伊勢 守 〇 三 根 山 藩主、 食 封 レ v4Mrt^& 、伊勢 守 〇 長游 藩主？ 贫对  一^ 千 石、 後 別 G 大 

F^H^^I 食 封 一 萬 千 石、 も蜀 ゅ也# 一  萬 千 右、 後峯 阀 ト 改ム、 ^^5ti® 網-一 移リ、 W ヒ龍 略-一 移リ、 藩 名ヲ ぬ ム、 

k 多 & 龄、 ま 潘 主：. TJrr^s 、堪^ ^〇 ゃ久 藩主、 g バロき；； 实 、玄蕃 頭 〇 相 良 藩主、 食 封  一 3  淡路守 0 大 

^^3^1 盒封ー 萬 五百石、 PITSIQ 食 封 一 萬 十七 石、 .1±1;が.？^^？ 萬 石、 後小久 保, 一 移 封ス、 戶 an 哀. 11^ 垣 新 H 、食 

£1 萬 £、 後野 n, 出 ケー^、 右お 亮 〇 椎&藩 卯， 、但馬 守 q 柳 ま 潘舀髮 Fin  、備後 守 〇 前山 藩 1 弓 每ミ 厶、 兵 ま ®〇 吹ヒ雜 

村 藩 ト稱ス ザ 1^ 穿 主、 食 封 一 萬 石、 #^fi 侈 還 主、 食 封 一 萬 石、 和 i 丑 達 n 主、 食 封 一 萬 石、 ネ 庠ほ1 主 、食お 一 离石、 

お 木 =^ぉ夂.1^、 內臉正 〇 生赏藩 、^、相 模守 〇 淺尾藩 き n.M 、丹 後 守 〇 小島 藩主、 t 封 一 萬 石、 後 .^ョ！1」551、ぉ^き ) 

裘. ^侈 力 主、 食 封 一 萬 石 二 時田虔 考 主 、食 封 一 萬 石、！. 情 脇 信 鎖 櫻 井-一 移 封ス、 時 一 一 松 平氏 ヲ稱 ス、 prarq 寻 小 見 川 藩 

f 「^せ k 中 き戈 、信 濃 守 0, 櫛羅藩 キヒ F:i 、宮內 〇 高 岡 藩主、 キヒ UJm 辰 若 丸 下 妻 藩主、 盒 封-一 萬 石 0J  ，ヌぉ In  \ 一-, 、 

一 萬 石、、^ まま 毐 主-食 封 一 萬 石、.^ Li 丑雕 食 封 一 萬 石、 弁 丄 3nJ〇 以ヒ竝 二 菊 ノ問椽 側 詰- モ.^ に ^シテ 

朝延ノ 召命 ヲ辭シ 、君臣 ノ義 ヲ失セ ス シテ、 僭越 ノ罪 ヲ犯ス コ ト勿ラ ント 請フ。 

〇忠 篤 以下 ノ書 

御 譜代 家筋 之 儀 ハ 、井伊 家 ヲ始、 萬 石 以上 ハ 大 名 ト唱來 候 得 共、 萬 石 以下 御家來 二 替リ無 之、 御 家 御 盛衰 -ー 隨、 其 唱替リ 候 

迄 二 候へ ハ 、此度 被 仰 出 候 趣 一一 付テ ハ 、何レ モ 大名 之 字 ヲ退キ 、御家人 同様 一一 相 心得 、官位 返上 可 仕， 萬 石 以下 官位 モ 同様 

二 有 \ 一 趣、 朝廷 へ 被 仰 立 候 様 仕度 候 事。 

月 曰  連名 

小 宮山綏 介 筆記 

〇 信發 以下 ノ書 

今般、 從 天朝 被爲 召、 早々 上京 仕 候 様、 兩奏衆 ヨリ 御 達 御 坐 候 段 、不肖 之 微臣、 身-一 取 候 テハ實 以 意表 之 次第、 冥加 至極 難 

有 仕 合 二 奉 存候得 共、 抑 此程御 復政被 爲仰立 候儀ハ 、高 明 正大 之 御 實情ョ リ被爲 出 候 御英斷 二 テ、 不堪 感泣 御 儀 -1 奉存 候、 

乍 去、 右 ハ 不 容易 大事 件 -ー 付、 一 同 悲痛 慨歎 仕罷在 候、 元 來當席 之 儀 ハ 、 御代々 様 ヨリ 格別 之 蒙 御 愛 遇， 祖先 ョ リ 土地 人民 

ヲ御宛 行、 數百 年子々 孫々 安穩 一一 相 棱仕候 段、 其 恩澤之 廣大、 實 二 骨髓 二通 徹 熊 在、 寸刻 モ 忘却 不仕、 斯ル御 場合 一一 相 成 候 


上 ハ 、猶 更以 報恩 盡忠、 進退 存亡、 隨台命 之 外 他念 無 御 坐 候、 然ル 所、 今 u  - 一至 リ禁闕 -ー 罷出候 儀 ハ 、第 一 非 分 借 上 \ 一條 二 相 

成、 對御當 家 君臣 之 大義 相 立不申 候閒、 不奉 朝 命 次第 二 扣聞、 不敬 \ 一 罪科 難 遛奉恐 入 候 得 共、 君臣 之 火 蕺テ不 失、 上： 卜 名 

分 正 敷 相 立、 火 倫 綱常 明白 相 成 候 様 懇願 罷在 候、 何卒 微々 ノ 赤心 奮發之 程、 御 汲 分 被 成 下 被 仰 立 被 下 候 様 仕度、 此段 幾重 二 

モ伏而 奉 願 候、 以上。 

菊 之 間 橡頰詰 ノ 

十一月 十五 日  一  統 

安部 信 順 家 記 

瀧 脇信敏 家^ 

〇 本 多忠直 家 記-一 云、 丁 卯 十  一 S 下句、 於營中 酒 井忠篤 以下 同坐、 閣老稻 葉 正 邦、 小 笠 原 長 行 ヨリ 談シ有 之、 一 同異 論 無 

之、 書面 差 出 ノ儀ハ 、上席 ノ者 一一 侬 賴致シ 置、 尤 書面 御 受取 二相 成 候 哉 否. 同席 ョ リ 通達 無 之 承知 不仕ト 、然レ トモ、 松 平 

忠誠 ノ德川 茂 承 家臣 一一 答フ ル書 中二、 先達 テ inn 位 返上 之 儀 相 伺 置 ト云フ 一一 據レ ハ、 其 上書 セシ コト疑 ナシ、 仉 ヲ詳 

二 セ ス 、今 大河 內信 古家 記、 十五 日頃 ノ 文-一 據 リテ此 一一 收ム、 信 古家 記 一一 又 云、 其 節 出席 名前、 松 平 忠誠、 酒 井 忠惇、 本 多 

忠民、 井上 正直、 酒井忠 篤、 稻葉正 邦、 松 井 康英、 小 笠 原 長 行ト、 案ス ル 一一 正 邦 以下 三人、 當時現 一一 老中 ト爲ル 、恐 ラクハ 溜 

詰格ト 連署 スル ノ理ナ シ 、唯 其議 ニ參ス ル者ナ ラン、 故 二 之 ヲ除ク 、菊ノ 問 橡頰詰 連署 姓名、 別 二見 ル所 ナシ、 姑ク 本年 

正月 ノ 武鑑 一一 據リテ 、之ヲ 塡ス。 

O 賊ァリ 、阪本 直柔、 1、 中 岡 道 正 ^鶴 §?、 ヲ 刺ス。 

〇 春嶽 私記 一一 云、 十六 日、 福 岡 藤次來 話、 咋夜坂 本 龍馬 被 P- 殺 候. E 、相手 ハ 恐ラ ク ハ 新選 組 中ナラ ン ト ノ事ノ 巾 、先 U 來、 問 

者 浮浪 輩 中 二人 込居タ ル. E, 旅^ ハ 河原 町 土 邸隣ノ 町家 ナリ、 夜中 一 人 アツ テ 手紙 ヲ 持來リ 、僕 ヲ招出 シ屈吳 候 様. & 一一  付、 

僕 二階へ 上 候 後 ヨリ、 兩人ノ 刺客 附上リ 、直 様 龍馬 眉間へ 切 込 候 由、 龍馬 ハ惻 一一 置タ ル脇 指ラ拔 キ合セ ン トセ シカト 、深手 

一一 テ不及 其 儀、 最期 之. S 、外 一 人ト對 話中 ノ 事-一 テ、 此 一 人モ 深手 負 候、 僕 モ同斷 ナリ、 ニ客ハ 逃去リ 不知 行衞、 夫カ爲 二種 

復古 記 卷四. 慶應 一一 一年 十 一 H: 十五 日  ニー  五 


復古 記 卷 n 慶應 一一 一年 十一月 十五 日 

種 嫌疑 ヲ起シ 、大 一一 心痛 ノ由。 

〇 晚翠樓 叢書 -ー 云、 才^ 栴太郞 ト相聞 候 者、 全 坂 本 龍馬 

逢ヒ 候、 依 テ寳名 相 知 候 由、 坂 f 龍馬 紀直柔 、年齢 二十 七 歳、 若黨 藤士 n 十九 歳、 今 一 人來 

歳、 右才 谷、 中 岡 ノー  一士、 高名 博 論 ノ人ニ 有 之 候。 


二 六 


名 二 テ、 同人 儀、 先達 テ 一 旦脫 走中ノ 人-一 テ、 此度右 様變死 一一 

變名 石； 


復 古記 卷四終 


總括 兼^ 修 

一等 修撰 

校 勘 

一 等 修撰 

一等 協彦 


長 

長 


松 


星 


幹 

LP 一  クー 


等 書 記 

寫 

一等 繕寫生 

一等 繕寫生 


臣澤渡 0 孝 


小 き 


長 和 

春 


復 古 記 卷五 

慶應 三年 丁 卯 十 一 月 十六 日 二 起 リー 一十一 一日 ニ至ル 

〇 十一月  ■ 

十六 日、 德川慶 勝引咎 ノ 請 ヲ 慰 諭 シ 、奉仕 故 ノ 如クナ ラシ ム。 

今度、 大樹 宇內之 形勢 ヲ 考察 シ、 奉 歸政權 候 儀 一一 付、 格別 親 藩 之 故 ヲ以、 彼是 心配 之 趣、 尤-ー 候 得 共， 先年 來勤 王 之儀モ 聞 

食 有 之 儀 故、 必懸念 無 之、 是迄之 通 出仕 可 有 之 事。 § & 

〇 大久保 忠禮、 ま：^ 堀 田 正 倫、 I 維 2，王 、酒 井 忠氏、 眞田幸 民 、戸澤 正實、 S 歉 

f 認； 1% 相 馬 率 胤、 Mp^mi 松 平 乘秩、 石 川 成 之、 Iw^l? 岡 部長 寛、 滅赠|§^ 

a 1 松 平 忠禮、 き sgs? ，、內 藤 信 民、 有 馬 道 純、 水野忠 敬、 鏢 、西 

尾忠 篤、 ま 一 土岐賴 知、 ^，、松 平 親 良、 主、 諷訪 忠誠、 

食 封  一一 一 L ジ a3  n、，f、 丹 羽 守 〇 壬 生 藩 さ kLlmlnl* 佐 渡 守 〇 廣瀨藩 I" 臼 一 曰 一一 一一 W  一 了、 平 右衞門 〇 鳥 羽 藩 公！ 4» 一一 一一 口. ff、  ，L ロ^ Ip^^a 

鳥居 忠寶 おお ま 一 si: 、松 平 直 巳 主、 食 封 一一 一 萬 石、 稻垣 わ 主、 食 封 三 萬 石 柊^-個 膺 主、 食 封！ II 萬 石、 

i3T14J  f く も、 駿可守 〇 高 R 蕃主、 i ヒ 1、， 3V 、紀伊 守 〇 出 羽 松 山 藩主、 食 封 \ な^  J1 ハ  1 口；， 1、 大 藏少輔 〇 小幡藩 斗 、彈 正忠 〇 

植村家 保 五 Tl、 酒 井 忠良 TfS 五千石^ & 領ト？、 核 干忠兔 主、 食 封 二 萬 石、 俘 あ 2 溢 钣野 藩主、 

食 封 二  、金 一 郞 〇 擧母 藩. ク& 己、 能 登 守 〇 泉 藩主、. u.,\^ 力 4^、5 守 〇1 山^ kK? 際 印、^ 畜^、 

、內 1文 成 、v 食 封 -r 萬 や 本 多忠耘 盒封ニ 萬 石、 ネ^ n 虽ま 主-食 封 二 萬石ズ ffi- 脬么 * 封 m ベ 千 石、 

コほ 頁、 攝津守 o 佐 野 藩主 >  t  、 長壽麿 〇 湯 長 谷 藩主 、 S3 ョ Et»  f .istlu^, ，主 、三 ーも衰 果、 ，^まっ^,.〜 

弥田正 頸 ^封 一, 六^れ、 內藤政 養 食 封 一 萬 五千石、 掘 htts 養 盒封ー 萬 I- 一千 石、 二 KIT 贳ぉ 原 藩主 食 封 

復古 記 卷五 慶應 一一 一年 十一月 十六 日  一二 七 


復 古 記 卷五 慶應 三年 十一月 十六 日  一二-、 

,1 ま 二 卯 、伊勢， 守 0.M 一川 藩 OT^-^bl> 畏門守 oil 一草 藩 ，F„.atel5.& 、彰 太郞 〇 一一 一 曰 市 藩 \らト131.^、 、 王計顼 〇 母 

千 石、 利^、 フ^ 主 、食 封 一 萬 石、 MRI^ お 中 主、 食 封 一 萬 石、 利？： あ 、王 、食 封 一 萬 石、： 松， 牛.^. 哉 、： 4^:Kfs^ 

松 平 直 靜、^ gglll^fv ル萬モ 石へ P 連署 シテ、 書ヲ 慕府， ー呈シ 、朝 召 ヲ辭セ ン コトヲ M ヒ、 若シ 

採納 ヲ得サ レ ハ、 直 二 奏狀ヲ 議傳兩 局 二 上 ラン トス on 

此度、 從 朝廷 被爲 召 候 旨、 傳奏衆 ヨリ 御 直達 御座 候 得 共、 私共 儀ハ、 朝廷へ 奉 對候而 者 陪臣 之 身分-一而、. 公 依 ヲ被差 

置、 御 直 -ー 御用 可 有 之 筋^ 有 之 間 敷處、 此度之 御大 改革 一一 付、 定而 意外 之 御用 向 モ 可 有 之 哉、 萬 一 御沙汰 \ 一品 -ー 寄、 御 常 家 

へ 奉對、 臣節 ヲ失ヒ 候 場合-一 立 至 リ候而 者、 上 者 神 君 様 以來御 麼代様 御 神靈へ 奉對、 下 者 私共 祖宗 先 靈へ對 シ申譯 無 之. 且 

被 召 寄 候 上 者、 朝廷 ヨリ 御 政務 向 御下問 被爲在 候 様 承知 仕 候 間、 お 一々 御 答 巾 上 候 様 成 行候而 *!、 陪臣 之 身分 相立不 

巾、； I： 分 -ー モ 御請 之 儀 當惑仕 候、 右次 第 柄 -ー 付 * 應 召 上京 仕 候モ： H (詮無 之、 侬而、 乍 恐 家老 一 人 ヲ以、 此段 哀訴 仕 候、 幾重 

二 モ 傳奏泶 マテ 被 仰 達 可 被 下 候、 伏而奉 懇願 候、 以上。 

十- S  連  名 

堀 田 正 養 家 記 

吉 田？，！ 苗 閗；！ ^錄 

〇 溫苗聞 見 錄-一 云、 右 家々 重役、 或ハ 使者 ヲ以テ 上京 爲致、 閣老マ テ差 出シ、 若 御 取 用-一 不相成 段 御沙汰-一 候ハ 、、左 ノ 

文面 ヲ以テ 傳奏泶 へ 差 出 候 事。 

〇 傳奏- 一 出 ス奏狀 案 

謹 而奉申 上 候、 此度、 私共 御用 被爲 在 候 二 付、 上京 可 仕 旨 御 達 御座 候 得 共、 從來 私共 儀 者、 德川家 累代 之 家人 - 一而 * 朝 

延 へ 奉 對候而 者 陪臣 之 身 二 而 御座 候閒 、主家 ヲ差 置、 御 直 御用 御請 巾 上候而 者、 第 一 君臣 之 大義 -ー 相 戾リ候 姿 -ー 相 成、 何 

共 以奉恐 人 候、 且被召 寄 候 上 者、 御 政務 向 御下問 被爲 在 候 様 承知 仕 候、 右 一 々御 答申 上 候 様 成 行 候 而^、 陪臣 之 身分 相 立 

不巾、 何分-一 モ 御請 之 條當惑 仕 候、 右次 第 柄 一一 付、 應 召 上京 仕 候 而モ其 詮無 之、 侬而、 乍 恐隸臣 一 人 ヲ以、 此段 哀訴 仕 候、 


何分 -ー モ嶁蟻 \ 一 微衷 御 洞察 被 下 置、 都 而是迄 之 通、 德川家 R 僕 之 御 取扱 -ー被 成 下 候^、 泣 血舉 懇頓唉 、& ほ^^ 頃：！ n 敬. TTTC 


，- tK 


名 か ヌ丁 

,ィ -I 兑ュ 

石 川成德 家 記 

卜.：： EWI^I™ 見錄 


〇 成 德家記 -ー 云、 此書遂 二 不差 出ト。 

〇 十九 U  、連署 人 ョ リ 幕僚へ 中 告書 

此度、 從 御所 被爲 召 候 御請 等 之僙ニ 付、 先達 而申上 置 候 通、 在府 同席 別紙 名前 之 & 重役、 去 ルレ 六 n ヨリ 十八：：： 迄、 三 

日 之 割合 出立 上京 爲仕、 伊賀 守 ゑ へ 書面 差 出 候 儀 -ー 御座 候、 此抆 私共 ョ リ申上 置 候 、以上 C 


月 


戶 

本 


訪 因幡 守 

澤中 務大輔 

多 能 登 守 


松 

三 


平 中 務大輔 

平 攝津守 

宅 備後守 


詉訪 H 幡守 

戶澤中 務大輔 

眞 E 信 濃 守 

松 平 伊賀 守 

土 岐隼人 正 

松 平 佐 渡 守 

本 多 豐 後 守 

三 宅 備後守 

復古 記 ^五 


酒 井 若狹守 松 

大久保 加賀守 松 

相 馬 因幡 守 石 

2 藤 豐 前 守 水 

鳥 井 丹 羽 守 松 

酒 井 紀^ 守 植 

松 平 攝津守 本 

堀 E 攝津守 保 

慶應 I 一〗 年 十  一 H 十六 日 


平 中 務大輔 

平和 泉 守 

川宗 卜郞 

出 羽 守 

伊 豆 守 

駿 河 守 

能 登 守 

彈正忠 


野 

ネ 

多 


有 

ス 

勺 


馬 遠 江 守 

立 5 筑 f 守 

尾 隱岐守 

垣 平 右衞門 

藤 金 一郎 

野 U 向 守 

藤 長壽麿 

1 二 九 


復古 記 卷五 慶應 n 一年 十一 十七：："  一！ 1ー〇 

堀 田 豐前守 柳澤 伊勢 守 丹 羽 長 門 守 柳澤 彰太郞 

松 平 主計 頭 松 平日 向 守 

牧野 駿河守 儀 者、 篤ト 熟考 仕 候 上. S. 上 度 旨 申 聞 候 二 付、 除名 仕 候。 J 藤 |筆| 

〇 佐 倉 藩 老臣 平野 知 秋 手記 一一 云 、十 一 月 五日、 紀州 邸へ 同意 ノ趣诀 答、 本 □ 同 邸-一 テ、 在府御 同席 中 方、 御ヒ尕 可否 ノ誘 

囂然 紛起遂 一一 诀セ ス， 旣二 シテ 重臣 名代 ノ議- 一 一 诀シ、 奏文 f ゅ售 ヲ草シ 、帝 鑑間御 取締 詉訪 因幡 守殿ノ s 閱 一一 供シ候 處、 

御 同人 ョ リ 内 々閣老 小 笠 原 侯 へ 御 相談 ニ及ハ レ、 苦シカ ラサル 旨ナ リ 、右 二 付、 本書 ハ 自分 持參、 原稿 尸 若 州 重臣 岡^ 左 

持 登リ、 伹シ 同人 ハ 自分 ヨリ 兩 三日 前 一一 上 途ス、 十八 日 江戶ヲ 發シ、 s、 晦日 著 京、 岡 見 左 膳へ 面會. 左 膳左ノ 大意. S. 述、 京 

著 後、 同役 阪圖書 ノ存意 承リ、 且 本地ノ 事情 ラ熱 察ス ルー l、hd 戶 -ー テノ 想像 ト ハ 天壤ノ 相違 一一 テ、 只今 斯ル御 害 付 等差 出 候 

テ ハ 、却テ 公 逡ノ御 不都合 一一 相 成 可 巾、 公方 様 二 ハ 、： u々€: 藩 諸侯 ノ 上京 ヲ 御待ノ 事 云々 ノ儀 一一 付， 藩 論 幡然改 轍 相 成、 就 

テ ハ 大目 付^ へ モ 事情 相 伺候 處、 同様 ノ事 一一 付、 御 同席 詰 合 丈 二 テ 集議ノ 上、 御 同席お、 御上 京 期限 御^ 豫ノ 事ノミ 、^^板 

倉；^ へ 願書 差 出 候處、 {Hi 含 置 候 間、 別段 傳奏 へ 申 出 候 一一 不及 トノ事 ナリ、 且又 御. S. 合ノ御 W 、其 儘 打 棄候モ 不本意 至極 一一 付 一 

本書 ハ差 置、 寫ヲ以 テ板倉 侯 へ 入御 内 覽候處 、御 預リ 置-一 相 成候ト ノ 第、 岡見ハ 明！ u 早 追 一一 テ、 江戶 へ お 候ヲ迎 一一 下 リ候巾 

± 一月 一 一日、 御 取締 重役 ヨリ 廻文 二 テ、 御 演達申 度 儀 有 之 趣 申來候 二 付、 參會 ノ處、 去 ルー 不九ロ 夜、 入御 2： 覽候 御^ 付、 咋 

朔日板 倉^ ョ リ御 取締 重役 へ 御下ケ 一一 相 成、 筒 條害等 種々 有 \ 一、 演說ノ 大意 一一 云、 ニ條 へ 罷出テ 、書面 公方 様 へ 奉 入御^: 覽 

候處、 譜代 ノ 面々、 斯迄 忠悃ノ 段、 满悅 致ス、 然 シ太攻 奉還 ノ條ハ 、我等 ノ 眞情ョ リ出候 事 一一 テ、 诀シテ 外面 ヲ 装飾 ス ル 一一 非 

ス 、卽今 箇様ノ 書面 差 出候テ 、ノ  、却テ 我等 ノ 本意 二 饽リ、 111: 如ナ ル 不都合 ヲ釀成 候 モ難計 候 間、 何レ モ早々 上京 致 候様ト 

ノ 上意 ナリ、 就テ ハ 役 常 リ無之 面々 ハ 、早々 上京 可 致、 病氣 幼年 ノ者ハ 名代 可 願、 役 常リ有 之^ ハ敲臣 可 差 出、 1 又 以後 傳 

奏へ 直達 一一 不及、 拙者 迄 差 出 候 へ ハ 、兩卿 へ 宜ク e. 上 へ キ等ノ 事件 ナリ、 右ノ 挨拶 -ー テ、 使節 ノ役 ハ 相濟 候。 

十七 曰、 一 柳賴紹 、細！^ 一 小 萬 松 石 藩、 疾ヲ 以テ、 上京 ノ期ヲ 緩 セント 請フ。 ね條瞻 


〇 慕 府ノ親 藩、 及 ヒ僚屬 中、 往々 政 權挽囘 ヲ議ス ル者 ァリ、 尾、 越 二 藩、 其 事 ヲ敗ラ ン コ トヲ恐 

レテ、 陰-一之 ヲ 匡正 ス ルヲ 謀ル。 

〇 春嶽 私記 二 云、 十日、 尾 州 犬 山 ノ藩老 小 池奧左 衞門參 邸、 申出 候 ハ 、過日 奧御 右筆 澀澤成 一 郞、 成 瀨隼人 正方 へ 參リ、 永 井 

殿 内旨 ノ由ニ テ、 神祖ー 一 百年 來ノ 御鴻業 ノ傳說 長々 敷 申陳、 約 ル處、 第三 家竝親 藩ノ兵 カタ 一一 ァラハ 、政 權ノ 取戾方 モ可有 

之 モノ ヲトノ 趣 二 テ、 諷諫ラ シ キロ氣 二 付、 隼人ハ 唯々 諾々 二 テ不及 返答 相濟 由、 此兵 カタ ユア ラハ、 攻 權ヲ復 サン トノ 

意味 如何様 ノ事 一一 可 有 之 哉、 御當家 様へ 右 様 ノ說ハ 相 聞 H 不申哉 トノ事 一一 付、 唯今 迄 ハ曾テ 相聞ェ 不申、 畢竟、 討幕 ノ論盛 

ン 二、 時機 殆 切迫 二 至 リ候モ 、攻權 ヲ御歸 朝 アリシ 力 ハ 、群議 喧囂、 寂然 ト相成 候-一 テモ可 知事 ニテ、 今更 政權 御手 ニ復 

候ハ 、、討幕 論モ 再興 可致ハ 必然 ナルへ シト相 答 候處、 御尤 至極 一一 テ、 私共 方-一 テモ 一同 左様 存候處 、右 等ノ 說ラ唱 候ハ、 

更 二 難解 次第 二 候ト、 十四日、 此頃ノ 風說、 薩 州ョ リ人數 一 一千 人 著阪、 八 千 人 ト唱ル 由、. 2： 六 百 人ハ卜 二日 淀川 ヲ上リ 、上京 

ノ由、 長 人モ相 交リ居 可申ト ノ聞ェ 有 \ー 一一  付、 咋日靑 山 小 三郞ヲ 探索-一 被 遣、 薩藩吉 井 幸助ト 對談ノ 次第、 內府公 一時 ノ御 

英斷ニ テ、 激徒屛 息 致 候へ トモ、 散 走 致 タル 一一 ハ無 之、 會議ノ 上、 御實行 ノ見ハ レ候ヲ 伺 居候 形勢 故、 唯 案勞致 候ハ、 內府公 

ノ御 腹心 一一 テ、 實 一一 政權 一一 執著 無 之 ハ永井 計 一一 テ、 松 山 以下 一一 ハ 、必 復古 ノ臆念 有 之歟ト ノ 嫌疑 有 \ 一 、萬 一 左様 ノ事ト 相 成 

時ハ、 忽 地再亂 ュ テ、 譯 モナ キ事ー 一可 相 成 勢ナレ ハ 、早速 大綱 領ヲ御 議定 有 之、 夫 一一 背 ク者ハ 討ッテ 取ル外 一一 ハ 無 之 見込 ノ 

由、 右等ノ 事情 二 付、 御 邸議ノ 趣ハ、 外藩ノ 形勢、 內府公 -ー ハ 疑念 無 之 候 へ トモ、 中間 一一 疑ヒ有 1NT 夫 ヨリ シテ 前途 瞹昧ノ 事 

ト 机 成 候 テハ、 內府 公 ノ御反 正モ徒 善ト相 成、 忽 討幕 ノ義 一一 モ至リ 可 申、 其 節 二 及 ンテハ 御所 置甚御 困難 ノ 寧 一一 可 相 成 候 

へ 尸 、 唯今 ノ内板 倉 殿 初 反 正 動 搖無之 様、 御 取固メ 置 無之テ ハ 難 相 成 儀ト御 評議 有 之、 猶尾 老公 へ モ可被 仰合ト 被诀、 十 

K 日、 雪 江、 澀澤成 一郎 ヲ訪フ 、同氏 ノ立 說ハ、 御三家 御 家門 大愤發 シテ、 丘ハ烕 ヲ盛ン 二 シ、 抵抗力 ヲ以御 盛意ノ 莨徹ス へ キ 

様 一一 御手 傳申 上ル 事、 此節ノ 急務 ナ レ ハ 、先ッ 尾 、越-一 オイ テ人數 引 寄セ、 味方 ヲ 鼓舞 ス ル時ハ 、御 譜代 ノ面々 大 ユカ ヲ得、 

復古 記 卷五 慶應 |ー一 年 十一月 十七 日  ニー 二 
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同心 戮カ、 御 盛業 ヲ補 贊奉ル 二 至 リ候ハ 、、外 諸侯 ハ恐ル 、 二足 ラス、 往 B ハ已 一一 共力 テ以迫 リ奉リ 、私 說ヲ 遂ル末 故、 此 

後モ同 轍ナラ ン事ハ 、追 々人数 繰入ノ 手段-一 テモ^ 然 タリ、 畢竟、 幕ヲ 初、 親藩ノ 威力 衰弱 ヨリ 如 此體態 二 モ立至 リタ ル事 

ナ レ ハ 、此度 奮激 セ ス シテ 何時 ヲカ 期ス へ キト、 切迫 激勵ノ 說得甚 敷、 紀藩 等ハ旣 一一 今日 迄-一 一 一 大隊 上著ノ 報告 有 1\ー由 等 

ヲ申シ 越、 老公 一一 ハ 如何程 御 人數御 引率 一一 相 成 候 哉 トノ尋 一一 付、 此度 ハ 丘ハ馬 一一 付テノ 徵命 一一 モ無 之、 殊 一一 隱居ノ 身分 候 

へ ハ 、ns  ノ家 來共ノ 外、 兵備 ハ 一人 モ無之 段 相 答 候處、 以ノ外 不満 ノ 顔色 ナリキ 、津藩 ノ知邸 深 井 半 左 衞門モ 來會シ 、是 

モ澀澤 同 論 二 テ、 弊 藩 日頃 因循 ト言レ シ耻辱 ヲ雪ク ハ 此時ナ ル へ シ、 戰テ 後信ヲ 諸侯 二 示サ ン事 ヲ欲ス ル由、 當時 京地 一一 

一 -ト 小隊 ァリ 近々 若 侯 兵 ヲ引テ 上京、 末 家 佐 渡守モ 同様 ナリ、 何分 兵 カナ クシ テ 三寸 計 二 テハ 道理 モ立 難キ 由テ强 辨シ、 

十九： n  、二十 H 比 二 ハ、 必事ァ ル ヘシ トイへ リ、 又 永 井 殿へ 罷出 對話ノ 次第 ハ 、上様-一 ハ 大方 ノ御^ 込モ有 之、 先ッ 大體ノ 

處ハ粗 立 候、 諸侯 會集ノ 上-一 テ、 上様 ノ御 見込 書ヲ 御 奏聞 二 テ、 夫ラ 衆議 二 被 懸候找 被 仰 上、 扠 衆議 ノ上、 彼 ノ善ハ 無 御 

阁執 御隨順 二相 成 候へ ハ 、夫-一 テ 大略 相 決シ可 申、 天下 ノ見 ル處、 其 様 一一 變 リタ ル事可 有 之 様 モ無之 候へ ハ 、大同小異 一一 テ 

相 定リ可 申ト存 候、 夫 力 大綱 一一 テ、 已下ノ 細目 ハ 、追々 ノ事 - 一可 有 之、 何卒 當 年中 一一 、其 逡ノ埒 明 候 様 致 度 心算 ノ由、 又 坂 本 

龍馬 、昨夜 モ參リ e. 候、 象 一 一 郞トハ 又 一 暦 高大 一一 テ、 說モ 面白 ク有 之、 彼 カ中處 至極 尤 候へ トモ、 未タ 時機 不至ト 申 聞 候處、 

夫 ハ薩、 土  ニ任セ 候へ ハ 必行ハ レ可 申トノ 事故、 例ノ 兵威 ラ以テ 事ヲ成 候テハ 、 朝廷へ 對シ不 相濟、 夫 故 二  至 ラスト 申 

譯ナ リト申 候へ ハ 、兵力 二 ョ ラス シテ可 被 行 條理ァ リト申 候 故、 然レ ハ鬼モ 角 モト 申 置 候トノ 物語 ナリ、 顧 E お 11 れ 

ハム 糊 ゆ^ 澀澤 ノ說及 物語 候處、 彼 輩 ムャミ -1 氣張候 故、 其處ハ 常々 誡メ置 候 事、 已 一一 今 U モ御藩 一一 兵備 一 人 モ無之 トノ事 

ヲ 彼是 論シ 居候、 举竟、 薩兵ヲ 千 人 繰込メ  、ノ  、此方-一 モ千人 ノ心當 可 致 ト申ハ 甚敷小 見、 薩モ 味方 ナリ、 少シ 一一 テモ 多人数 

引 人 候 事 ハ歡フ へ キ事ナ ルヲ、 其處ハ 如何 一一 申 聞セ候 テモ、 中々 合點行 キ不申 候、 夫 故、 一 一等 ノ 論-一致 候へ ハ 、何方 モ 兵備 

ァ ッテ惡 敷 事 モ無之 故、 先ッ夫 一一 爲任置 候、 薩、 土 一一  テモ 何方 一一 テモ、 此度ハ 敵 味方 無 之 ト見ス シ テ ハ 相 成不巾 候トノ 事故、 

记ハ 如何 ト問フ 、是モ 甚卑ク 困 リ申唉 、乍 併、 是 モア レ程 ニ思ヒ 込候ハ ァ シキ事 一一 ハ無之 故、 相應 一一 養 ヒ置候 事 二 テ、 腰ヲ 


折候テ ハ ffl 成不申 候、 夫 故、 何方 一一 テモ 伊賀 殿或ハ 拙者 ノ意 杯ト 、主張 ノ向モ 可 有 之 哉ト致 心配 候 、夫-一 ハ大- 一意 味 有 之、 

寬容致 置 候ヲ、 信 隨候様 二 取 逢 へ 候 事 二 テ候、 薩ノ帶 刀 杯 安心 難 致ト申 者ヲ、 强テ 異心 ナシ ト 辨候テ モ 無益 故、 夫， 二 任セ置 

候へ ハ 、是以 拙モ同 論ノ様 一一 心得 候 姿、 象 一 ー郞モ 同樣ノ 事、 彼兩人 杯モ、 過激 浮浪 ノ 制馭 一一 ハ中々 苦心 ノ 事共 モ可有 之 ト體 

察 致 候、 定 テ今以 討幕 論ヲ唱 居候 事 杯 モ可有 之 ト思ハ レ候、 是ハ 時勢 無據 次第-一 テ、 拙者 杯モ 幕軍へ ハ其 通-一 テ、 何時 二 テ 

モ 不逞 ノ徒ハ 討ネ 、ノ ナラヌ 事 二 勵シ置 候、 左ナ クシ テ、 干戈 ヲ動シ テナ ラヌ 杯ト. &、 本意 ヲ申聞 候へ ハ 、 ョ キ事ニ 致シ、 忽 

チ 懈惰 二 安 シ 候 勢 故-無 是非 其逡 ノ釣 リ合ヲ 付 置 候 事 一一 テ 、當路 ノ 苦心 何方 モ 同等 ト被察 候 由、 十七 日 、 雪 江、 尾： im 宫如 

雲 ヲ訪ヒ 及 論 談候處 、所見 如 合 符節、 御 盛意ヲ 莨通ス ル盡 カノ 外 一一 道ナ キー 一 诀ス。 

〇| 春嶽 私記 二 云、 二十日 御 登城、 伊賀 殿 へ 卽今御 事業 御手 下シ 之處、 御 尋問 之處" 當 惑ノミ ニテ腚 トシ タル 了 ハ 無 之、 

何分 上様 御 直 二 御 伺 被 成 候 様 -ー ト被. &  -ー  付、 内 府公 へ 御 對顔有 之、 猶又、 今後 御 事業 之 御 0- 込 御 伺 之處、 方今 之 形勢 ケ様無 

之 而者不 相 叶ト、 御 定見 被 爲立事 候へ ハ、 政 權ヲ御 還シ、 政令 ヲ  一 二 シテ、 皇威 ヲ復セ ラレ、 天下 ノ心ヲ 合セ、 諸侯 ラ會 同 

シ、 公議 ヲ興シ 、天下 之疑ヲ 去リ、 皇國ノ 維持 二 御 一 世ノ 御カヲ 被爲盡 、御 紀綱御 振起 被 遊、 神 祖之簟 王 至 治 之 御 鴻業ヲ 

御 繼述被 遊 度 之 外、 御 餘念不 被 爲在趣 二 付、 公モ 何分 被爲在 ン 限 之 御 心 力 ヲ被盡 、御 盛 意 御 奉戴 御 輔贊可 被 及 御 忠勤 ト 、御 

契合 之 御 悃話之 由、 其 前日 梅澤孫 太郞來 話、 元來、 如 此御運 ヒ 一一 相 成 候 一一 付テ モ 、其 以前、 大小 監察 初、 諸 有司 ヲ 御前 一一 被 召、 

御 書付 御開 示 一一 テ 、我等 最早 是 ヨリ 外 一一 見込 ハ 無 之、 其方 共 ハ 如何 ォモフ 、神 祖以來 ノ鴻業 一 朝 一一 廢候處 ハ 、奉對 御先 霰 恐 

入 候 姿 候へ トモ、 舉竟、 天下 ヲ治メ 、奉安 宸襟候 力、 卽神 祖ノ御 盛業 繼述ト ゆ モノ 也、 方今、 德川氏 武備 衰弱 シテ、 天下 ノ 

諸侯 ヲ 制馭 ス ルノ 威力 無 之 而已ナ ラス、 一 一十 年 來ノ非 政 ヲ數へ 立 ラレ 候へ ハ 、 一 言 之 申 譯無之 次第、 此時ニ 常 ッテ、 空 敷祌 

祖覇 圖ノ形 迹計ヲ 執著 シ、 此 儘-一 持堪ヱ ン トス レ ハ、 無理 計 多 クナリ 、罪責 ハ益增 加、 遂 一一 ハ奪ハ ル 、 -ー モ至ル へ キハ 必然 

ト 見切 リ申 候、 依 之、 今 攻權ヲ 朝廷 二 還 シ奉リ 、政令 ヲ 一途 二 シ、 德川氏 ノ有ン 限リ、 カノ 及ン丈 ケハ、 天下 諸侯 ト共ニ 

朝廷 ラ輔ケ 奉リ、 日本 全 國ノカ ヲ戮セ 、外 夷ノ侮 リラ 禦キ候 事 二相 成候ハ 、、 皇國 今後 ノ 目的 モ定リ 可 巾、 乍 併、 是迚モ 

復古 記 卷五 慶應 三年 十一月 十七 日  二 11|ー一 
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見込 之 事-一 テ、 急 度 見 居へ 通リ 一一 行ク カ行 力 ヌカ、 其 處迄ハ 見 貫 キ難ク 候へ ト モ、 先 ッ治ル へ キ條理 丈 ケハ如 此ト存 候、 又 

是迄通 リト申 事モ、 出來サ へ ス レ ハ致間 敷 一一 モ無之 候へ トモ、 是ハ 决シテ 出來ヌ 事ト糙 一一 致覺悟 候、 何 モ存寄 ァラハ 巾 セ 

トノ御 怠 故、 一 同感 服ノ姿 一一 ハ 候へ トモ、 矢 張幕權 執著 ノ向モ 多ク、 彼是 ト珥キ 合 候 迄 一一 テ、 上意 ヲ返シ 奉 ル程成 明 辨モ無 

之、 呶々 喃々 罷在 候處、 又 上意 一一 、此節 潜伏 之 徒、 事 ヲ諜リ 候 趣 相 聞 ヱ 、夫 カ爲 一一 恐怖 シ テ、 俄 一一 大權ヲ 擲チ候 様  一一^: 候， M モ 

有 之、 潛伏ノ 徒 如何程 ァリ トモ， 多^ ノ 知レタ ル 事-一 テ * 討 ハ討ッ へ ク 候へ トモ、 此處ヲ 能 思慮 ス へ シ、 我等 如此 在京 セ ル 

ハ何ノ 爲ソャ 、力 、 ル 時勢 ュ へ、 輦 下ノ騷 檯ラ鎭 定シ、 歆慮ヲ 安シ奉 ラン カ爲 メナ リ、 然ル 二、 非德ノ 我等 罷在候 故、 右 

等ノ 禍根 ヲ釀 シ來 リシナ ルヲ、 叉 干戈 ヲ動シ 是ヲ討 二 至ッテ ハ、 宸衷ヲ 驚 動 シ奉リ 、生 靈テ 困苦 セシ ム、 其 罪 重大 二 シテ、 

ーッ トシ テ 義理 二 當ラ ス 、忠貞 ノ素 志モ筌 敷 事 二 相 成 候、 從來 我等 菲才 不德 一一 シ テ 、大統 ヲ繼ク -ー堪 ヱ サルヲ 知ル、 故ニ咋 

年モ 相繽ヲ 辭シタ ル事ハ 、何モ 承知 之 通 候へ トモ、 不得止 事 繼キタ ルモ、 亦 承知 之 譯-ー テ、 其節モ 我等 相 綾一 一 オイ テ ハ 、迚 

モ此體 二 テ ハ 難 差 置、 大 變革ヲ ャ ラネハ ナラヌ 、夫テ モ ョ イカ ト申 候處、 伊賀 初 承知 ノ 事故、 其以來 端々 取 懸リ、 旗 木杯 ノ 

事 モ當時 ノ處マ テャリ 候へ トモ 、中々 是式ノ 事 二 テ行ク モ ノ 一一  モ無 之、 何分 非常 ノ 事業 一一 無之テ ハ 不相 適ト存 込候ハ 、 决 

テ 咋今ノ 事-一 ハ無 之、 根底 深 ク有之 候、 又將 軍職 ノ義モ 、阁辭 候へ トモ、 是以 先 朝ノ歆 慮モ有 之、 不及 是非 候處、 果 シテ不 

堪其 任、 事々 此ニ 及タ ル事候 へ ハ 、愤 然自 ラ反シ テ巳ヲ 責メ、 私ヲ 去リ、 從前ノ 非攻ヲ 改革 シ テ、 至忠 至公ノ 誠心 ヲ以テ 、天 

下ト共 二 朝廷 ヲ奉 輔翼 候 儀、 乍 恐 祌祖ノ 神慮-一 モ適ヒ 可 申、 神祖ハ 天下 ノ安 カラ ン カ爲ニ  、政 權ヲ被 爲執タ ル 二 テ、 天下 

ノ攻權 ヲ以、 德川氏 ニ私セ ラレ タルー ーハ 無 之 候へ ト モ、 我等 ハ又 天下 ノ安カ ラ ン カ爲 一一、 德 川氏ノ 政權ヲ 朝廷-一 還シ奉 

ルナ リ、 取捨 異ナリ ト雖モ 、天下 ヲ 治メ、 朝廷 二 奉スル ノ意ハ 一 ナリ、 汝等モ 亦能此 主意 ヲ體 認ス へ シト、 又 上意-一、 神祖 

ノ御 時代 ト逯ヒ 、外 國ノ 交際 如 形 事 ト相成 候へ 、ノ  、是迄 ノ體ニ テ交 リラ 全 フシ カタ シ、 外國モ 次第 二 日本 ノ 事情 ヲ詳 一一 ス 

レ ハ 、今日 ト相成 候テハ 、外 國へ遣 ス所ノ 使節 ハ 、德川 氏 ノ臣僕 二 シ テ 陪臣 ナリ、 陪臣 ヲシ テ 帝或ハ 王 二 使ス、 外國 二 テモ 

旣ニ其 說ァリ 、然レ ト モ 政令 一途 一一 出レハ 、假令 陪臣 タリ トモ 朝 命 ヲ奉シ テ使ス レ ハ、 卽チ 朝 使 ナリ、 禮 典 一一 オイ テ缺 


ル^ナ シ、 巳 一一 常夏 外國 公使、 華 城 櫻 門 5： マテ 乘馬 セシメ シヲ、 彼是 批判 ス ルト聞 ケリ、 外 國ノ情 二通 セス シテ ，M 國ノ  . 

尊 ヲノ ミ知ル モノ ハ左モ 有ルへ キナレ トモ 、日本 臣外國 へ 到 レハ、 陪臣 二 テモ 玄關前 マ テ騎 付ル事 ナリ、 然ル ヲ彼ヲ 下お 

二 テ下 セ シム ル時ハ 、此方 ノ 使節 モ、 和 蘭 如 キ小國 二 至 ッテモ 、外郭 ョ リ 下馬 セ ス シ テ ハ 不相 適、 其阈辱 ヲ外國 ニ曝ス ナ 

リ、 大小 輕重 イツ レソャ 、又 往復 書翰 ノ 書法、 文例 ニ至ル マテ、 一 ッ トシ テ 禮ニ赏 ラス、 自ラ 尊大 二 シテ慠 慢甚シ 、彼 モシ 儼 

然ト シ テ其 失^ ヲ責問 スルニ 至 ラハ、 一 言 ノ返ス へ キ ナ シ、 今 兵 庫 開港 一新 ノ時 一一 當ッテ 、政令 ヲ 一 一一 シ 、此 等ノ非 禮ヲ改 

革シ、 言 義禮讓 ヲ以テ 交 ラサ レ ハ、 イカ テカ其 誼ヲ全 フス へ キ、 此 開港 ノ 事モ、 朝廷-一 テモ 開クへ シ、 諸侯 モ開ク へ シ、 幕 

ヨリ モ開 カン ト乞ヒ 、一 ノ 異議 ナ キ事ナ リシ 二、 勑許ノ 際ニ當 ツ子、 不被爲 得.^ 事 ノ文段 ァリ、 是カ爲 ニ大ニ 物議 ヲ起 シ、 

迫ッ テ許サ レ タリ ト云、 是等皆 一 一途 一一 出 ルノ大 弊 二 シ テ、 交際 ヲ全 クシ 力 タキ 所以 ナリ、 又 諸侯 割 據ノ說 ラ唱フ ル^ア リ、 

な r 已 二割 據ニ非 スャ、 德川 幕府 ノ咸令 行 ハ レ ス、 召セ トモ 事ヲ 左右 ニ托シ テ不來 、是 幕府 而巳ナ ラス、 朝 命 トイ へ トモ 亦 

爾リ、 釗據ナ ラス シテ何 ソャ、 此時ニ 當リテ 朝烕 ヲ翼ケ 來リ、 諸侯 ト共ニ 王命ヲ 奉戴 シテ、 全 國侮禦 ユカ ヲ盡 サスン 

-、 有ル へ カラス ト、 逐  一 ノ 御明 辨ニ ョ ッテ、 何モ 一 言 ノ異說 ナシ、 敬服 二 及ヒタ ル事ノ 由。 

o  土屋寅 直、 s 鼈 、土 井利 與、 社 S? 戶田忠 友、 SSJt^f  ？ぉ 本壯 宗武、 i 無^ 

^青山 忠敏、 81 藩 秋 元 禮朝^ 塞 難 太 田 Srf3g 霞 (II; 久世廣 文、 

出 雲 守 〇 關宿 藩主、 BJtp.44«l、 下總守 〇 鯖江藩 ぐ ャ£.^、 日向 守 〇 高槻 藩主、 勺^ -1ば 、^狭^ お 5、1 ノ k へ..： 際 ゆ 汉、 

^ri ぼ 間 部 井 道 ぉ^-封四 萬 石、、 九 井直諒 盒封養 六 千 石 >css^ 食 封 養 一一 一千 石 ザ f 跟 f 

種 黑田直 養、 ssf, 藩 板倉滕 己、 31 謹 、安藤 信 男、 她義 霞藩大 岡き"、 

，、土 井利 敎、 增山 正修、 |涯 霞 阿部 正恒、 無 IT§I?1. 氷野忠 順、 

E^^D$ft^#i»  cr,  fytAI 、遠 ェ 守 〇 小 諸 藩主、 r3JK^1114^、 志 摩 守 〇 岩 村 田 藩主、. SMfe^i4^、 但馬守 ◦ 一一 一. IT- 藩ォ ふまに 一 巧 

-5 縦 t^#¥ 牧野 康濟 紅雜！^ぉ刊^、 內藤正 誠 八 石、 遠 萬 一一 千 石、 後 吉見ト 改ム、 り 

t 古 記 卷五 慶應 一一 一年 十一 H 十七： z  - 
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復古 記 卷五 慶應 n 一年 十一お 十七！：： 


一一 1 


44I.P. ヒ 、左 京亮 〇敦賀 藩主、 食 封 一 萬 石、 後 鞠 山 ト^.; HI  一 ylm  \  -L  >1JJ1  J,  r  /  1  <卜 u)  ,  a] つ 

a^^0 ム0 以上、 幕府 雁間譜 第席ト 稱スル モノ、 者シテ 朝召ヲ ffi セン コトヲ 慕 府ニ 請フ。 

今般、 以御英 斷御復 攻被仰 立 候 段、 定シ深 キ思召 モ被爲 在 候 御 儀 ト奉存 候 得 共、 賨, 一 感慨 之 至 奉^ 候、 折 柄從專 奏卞 上京 可 

仕 旨、 同席 共 へ 御 直達 有 之 、不肖 之微臣 共、 蒙 朝 徵御川 之 筋 難 計 御座 候 得 共、 元 來常席 ，\ー 依 #:、 格別 之 以御寵 遇、 數 百年 來 

奉 蒙 御 恩澤候 段、 骨髓 -ー 通徹罷 在、 進退 存亡 隨君命 之 外、 更 -ー 他念 無 御座 候、 就而 者、 今日 -! 相 及不俟 君命、 直 -1 奉 朝绽资 


絛^ 過 等 之 至、 誠 -ー 以奉恐 入 候、 只々 君臣 \ ー大籙 ヲ不 失、 報恩 盡忠之 in 趣 扣立候 様 仕度- 

心 幾重 -ー モ御 洞察、 宜彼 仰な 被 下 候 様 仕度、 此段奉 懇願 候、 以上。 

卜 一 月 


同 奮 發罷在 候閒、 何卒 徵衷之 赤 


ぎ 姓名、 
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外 二 

阿部关 作 俄 パ 、京都 表 へ 重役 差出シ 、松 平 右京亮、 松 平 能 登守條 ハ 

伺候 儀 モ御坐 候-一 付、 除名 仕 候。 S 

〇 是 ヨリ 先、 慕府、 航海術 敎導 士官 ヲ英 國ョ リ霍フ 


、別^ 巾ヒ、 水野眞 次郞、 靑山峯 之 助、 火 久保三 九 郞瞵ハ 


-英國 公使、 書ヲ 致シ テ 、其 接待 * 給 ノ事ヲ 


申ス、 是日、 復書 シテ、 之ヲ 謝ス。 

千 八 百 六十 七 年 第 十二月 五日 於江戶 

日本 攻府ノ  土宫、 及 ヒ船乘 一一 航海術 ノ諸學 科 業 前、 及ヒ 規律 ヲ 指南 ス ル タメ  、英國 政府 -ー テ 撰ミタ ル 處ノ士  {G  、竝- 一 下等 ヒ. 

官等、 江戶 一一 到 著 シ タル ニ付キ 、日本 政府 ノ 名代 人ナ ル 閤下 ト 、英國 政府 ノ 名代 人 ナル 余トノ 間-一 談ヲ 遂ケ、 彼等 ノ爲ニ 任 

職ノ 期限 ヲ 記載 ス ル コ ト 緊要 ナ ルニ至 レリ、 

右. H 宫、 竝 二 下等 士官 勤務 ノ儀ハ 、英國 政府 一一 テ、 日本 攻府ョ リノ. &出 二 任セ、 一 一個 年ノ 期限 ニ定メ タリ、 斯ノ如 ク瓶ハ ル 

ル間ハ 、右 士官、 竝ニ 下等 士官、 イツ レ モ下ニ 記シタ ル 割合 ノ 給料 ラ 受取 ルへ シ、 右ハ 日本 政府 二 テ、 陸軍 敎授ノ タメ 雇ヒ 

タ ル 佛國 士官 等 へ 宛 行ヒタ ル 割合 二 照合 セシ； ^ナ リ、 

前文 給料 ノ儀ハ 、各種 ノ人 用ヲモ 其. M:  ニ籠メ タリ、 サレ や 住居 ノ什 具、 馬 ノ飼立 ヨリ、 薪炭 燈火 等-一至 ル マ テ ヲ併セ 、生活 

上ノ諸 費用 ハ、 其 節 士官、 竝ニ 下等 士官 等 自身 ニ因テ 取賄ハ ルへ シ、 

士官 ノ分， 

敎師 頭取 一 人 、毎月 百 一 一十 ポ ン ドス テ ルリ ン グ、 

敎授方 士官 三人、 每 8 八十- ネ ン ドス テル リング 宛、 

下等 十： 宫ノ 分、 

第 一 等 士官 一 一人 、毎月 一 一十 八ポ ン ドス テル リ ン グ宛、 

第一 一等 士官 一 人 、毎月 十八 ポ ン ドス テル リ ン グ宛、 

第三 等 士官 五 人、 每月 十四。 ネ ン ドス テル リ ン -ク 宛、 

右 之 給料 ハ、 各 士官 日本へ 到著シ タル 口 附ョ リ相 始メ、 而シテ 洋銀 二 テモ、 マ タ ハ 通用 ノ兩替 相場 二 應シタ ル：： ： 木^^  二 

テ モ、 歐羅巴 各月 ノ 最終 U 一一  於テ、 其拂フ 可キ分 丈ケヲ 渡シ、 其 外不相 常ノ入 川ラ、 右土官 、並 一一 下等 t 宫ノ. 2:、 誰 人 二 モ掛 

很 古記 卷艽 慶應 一一 一年 十 1 十七 U  ニー 一七 


復古 記 卷五 慶應 三年 十一お 十七 日  一三べ 

ル事 アルへ カラス、 

日本 政府、 右 士官、 並 -ー 下等 士官 等 ノ タメ 、各 其 位 級 一一 應シ、 良好 一一 シ テ 、且 都合 能 住居 ヲ宛行 フ可シ 、然シ ナカラ、 此 事柄 

二 付テノ 緊要 ナル 約定、 ィ マ タ取極 メラ レサ リシ 一一 付、 日本 政府、 目今 一時 ノ 都合 向ヲ計 ラレ、 家具、 並 一一 食事 道具 等ヲ彼 

等ノ 自身 入用 二 任シ タリ、 然シ ナカ ラ、 此 品物 ハ 日 木 政府 ニ屬ス ル者 トス へ シ、 而シ テ本 住居 ノ取備 二 付テ ハ 、同様 ナ ル手 

績ニテ 取計ヒ アルへ 力 ラス、 此 士官、 並 一一 下等 * 官ハ 、英 國船ノ 鱟艘 二 テ、 英國 ヨリ 香港 迄 送 届ケラ レ タレ ハ 、同處 迄ハ路 

川 ヲ要セ ス、 然レ トモ、 彼等 ハ皆 日本 攻府 二 仕フ ル カ爲 一一 來レ ル者ニ テ、 英國 政府 入用 外ノ 者ナレ ハ 、途中 於 テ英國 へ ノ拂 

方、 其 外 入費 ハ英國 政府 ヨリ 出ス へ キ理ナ -シ、 故 二 日本 政府 ヨリ 拂フ 可シ、 別紙 二  、ノ 右 給金 等ノ總 高ヲ認 タリ、 其 高 千 百 六 

十三 ポ ン ドス テル リング 十九 シ ルリ ング十 一 ベ ン スナレ ハ 、洋銀 * 枚ノ 相場 ハ四シ ル リ ング 三べ ン ス 一一 當ルヲ 以テ、 洋銀 

五 千 四百 七十 七 枚 六十 ニセ ント ナリ、 此士 宫 、並 二 下等 士官、 若 シ私便 蒸氣船 二 テ來レ ル トモ、 香港 迄ノ 路用 マタ右 同様 ナ. 

ル へ シ、 香港 ヨリ 右 士官 等、 私 便 蒸 船 二 テ撗 濱ニ來 レリ、 其 費用 洋銀 千 六 百 枚 ナリ、 是亦 日本 政府 ヨリ 拂フ へ シ、 

敎 K 必 m  ノ タメ  二 買 上ケ、 而テ E- 必丹フ ラシ ー 自身 二 携來タ ル所ノ 書籍、 竝 二 諸器械 ノ 費用 五 百 二十 五. ネン ドス テ ルリ ン 

グ. i '七 シル リンゲ ハ 、是 亦、 英國 政府 ョ リ、 日 木 政府 ヲシ テ拂 ハシメ サルヲ 得ス、 

右 器械 並 二 書籍 ノ目 錄ハ、 別紙 ノ如 シ、 

右 器械 並 一一 書籍 ハ無恙 釗著シ タリ、 而テ固 ヨリ 日本 政府 所持 ノ物 ナリ、 

若シ 日本 攻府、 右 士官 並 下等 士官 ノ 仕へ ヲ要セ ス ン ハ 、日本 政府 ヨリ 私 便 蒸氣船 一一 テ歟、 或 ハ來レ ル時 ノ如キ 手立ヲ 以テ、 

彼等 ヲ英國 ニ歸ラ シム ヘシ、 

余、 小 笠 原 鱟岐守 閣下、 此條々 ヲ 承諾 シ、 且ッ五 千 四百 七十 七 ドル 六十 一 ーセ ン ト、 千 六百ド ル 並 二 五 百 一 不ポ ンド ステ ルリ 

ンゲ 十七 シル リング ノ三 ロノ 合 高 ヲ、 余ニ拂 フ可キ 貴 答 ヲナシ 、而 テ 英國 政府 一一 此費 ヲ償フ 可キヲ 希望 ス 、恐惶 謹言。 

英國 特派 公使 索全權 ， 


ハ ルリ 1、 ヱス、 パ— クス 

外務省 記 

〇 給金 總高ノ 別紙、 器械、 書籍 目 錄ノ利 紙、 並 一一 原記ラ 失ス。 

〇 答 書 

大貌利 太尼亞 特派 公使 全權 

.1  二 スト ル兼コ ンシュ ル ゼネラ 1 ル 

ヱキ セ ルレ ンシ— 

シェ ルハ ルリ 1、 ェ ス、 パ 1 クス ケシビ へ 

貴國第 十一 一月 五 E 附之 貴翰 披見 イタ シ候、 然者、 我 政府 ョ リ、 責國 政府 へ 御 賴申候 海軍 術敎導 士官、 並 -ー 下等 士  iR 等 到著ィ 

タ シ候 一一 付、 閣下 ト 我等 談判 ヲ 遂ケタ ル諸 事件 御 申 越 之 旨、 逐 一 領承 イタ シ候、 種々 御手 數之 段忝存 候、 右 諸 士官 在留 之 期 

限、 並 -1 給料 之 定員、 生活 之 諸 費 川、 給料 渡 方 之 時限、 寓舍之 事、 並 二 英國 ョ リ 香港 迄 之 諸 費 W 、及ヒ 香港 ョ リ橫濱 迄 飛脚 船 

之 入用、 及 ヒ 敎導 必用 之 書籍、 諸器械 之代價 等、 閣下 へ 御渡シ 申へ キ 總高 者、 其 筋 之 モノ ヨリ 御 渡 申 候 様 可 致 候、 此段貴 答 

如此 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 十 一 月 4- 七日  小 笠 原 壹 岐 守 花押 

外務省 記 

十八 曰、 前 田 利豁、 |§ 靖藩 本壯道 美、 I 垂^ 藩疾ヲ 以テ、 上京 ノ期 ヲ緩セ ン ト^フ oii 

本莊近 

美 家 記 

復古 記 卷五 慶應 一一 一年 十一月 十八 H  .  一三 九 


復古 記 卷五 慶應ー II 年 十一月 十八 日  一四 〇 

〇 島 津茂久 、三 田 尻 港 1- 一一 至リ、 毛 利 廣封ヲ 兌テ、 前途 ノ策ヲ 議シ、 直 二 上 國-ー 赴ク、 鹿 封、 淺 

野 茂 長 一一 報知 シ、 共 二 兵ヲ出 シテ、 東上 セ シメ ン コトヲ 約ス。 

〇 指 華 人 京 日 載 -ー 云、 十七 日 午後、 薩侯御 艦 入港、 十八 日楫取 素彥、 山 田 一 之 允 等、 薩藩西 鄉吉之 助ト 合議、 廉書左 二  、 

一 三 藩 共、 浪華 根據之 事、 

一 根 據守衞 1 藩 一 一 小隊 へ 、長、 藝之 内相 加 候 事、 

一 薩侯御 一 手ハ 、京師 ヲ 專任ト ス、 

一 長、 藝之 内、 一 藩 京師 ト應 援ス、 

一 薩侯御 著 坂 一 一十一 日 二 而、 一 一十三 日 御 入京、 一 一十 五日 三 田 尻 出 浮 候 兵 出帆、 一 一十 八日 西ノ宮 著、 薩藩 ヨリ 京師 之 模様 報知 

之 上進 入 之箦、 

右 二 付、 卽刻藝 藩 へ 手 箦申遣 ス、 如 左、 

修理 大 夫^ 、咋十 七日 巳 刻、 三 E 尻 港 御 著 艦 被爲在 候而、 今ト八 nr 長 門 妆御會 合 以來之 御 處分御 示談 相濟、 修理 大夫^ 御 

事 、今晩 ヨリ 御 揚碇、 一 一十 一 日 大坂御 著、 一 一十三 日 御 入京 之 御手 箸-一 付， 此御方 御人數 者. 來 ルー 一 十 K 日 當三田 尻港發 船、 1 一 

十八 日 西 ノ宮著 之 段 御 打 合 相 成 候 間、 御前 約 之 通 其 御 方 様 御 一 艦、 右 之 御 含 ヲ以、 御手洗 港 二 而御 待合 被 成 下 候 様 仕度 候 

云々。， 

〇 是 ョ リ先、 英國 公使館 附屬 士官 サ ト ゥ、 掛川驛 §、  二 泊ス、 人 ァリ其 室 一一 闌入 シテ、 將 ニ之ヲ 

刺 サン トス 、果サ ス 、誇^お 幕府、 逮捕 擬刑 シ 、是 曰、 之 ヲ英國 公使 二 報ス。 

大貌利 太泥亞 特派 公使 全權 


ミニ スト ル兼 n ンシュ ル ゼネラ 1 ル 

ヱキ セル レンシ— 

スルハ ルリ 1* エス、 パ 1 クス、 ケシビ へ 

以 書翰 申 進 候、 先般、 責國 公使館 附屬ノ  士官 壹人、 其 餘英國 人 « 人、 遠 州 掛川驛 ^治 之 節、 其 旅 宿 ヲ襲擊 致シ候 罪人 ra 秫ノ 

上、 夫々 吟味 一一 ォ ョ ヒ候處 、右 罪人 之. M、 魁 首 林 式部、 山 田 主殿兩 人、 遠 州 掛川驛 -ー 於テ、 贵國旅 宿 へ 亂人致 シ候儀 之處、 右 

ハ 外國人 ヲ 連 參リ、 宿 役^ ヨリ 金子 ネ タリ トリ 可. & 心底 一一 テ , 外國人 ヲ 殺害 ス へ キ 所存 一一 ハ 無 之 旨 申立 候 得 共、 旣 一一 白み 

ヲ镚、 旅 宿へ 亂人 致シ、 蚊帳 ヲ切、 其 外亂妨 致シ候 上ハ、 殺害 スへ キ 心底 一一 相違 有 之 閒敷旨 、吟味 詰 候處、 披無之 旨. e. 之、 

其餘 道中 筋 ュ於テ 、土 道 二 欠ケ、 金子 ネ タリ 候 儀 二 モ有 之、 死刑 難遁 モノ  二 テ、 兩人 トモ 不屆 一一 付、 主 殿 ハ 死罪、 式部 ハ # 命 

二 候へ ハ 死罪、 永瀨衞 門、 梳田內 記、 加 多 野 隼 人、 淸水 右近 儀 二 モ、 外 國人可 及 襲擊儀 同意 致シ 候へ トモ、 魁 首 (一 無 之-一 付、 

TO: 人 共 遠島 ノ 内へ 流罪、 金 八 ハ右之 者 共 奴 僕 二 テ、 壟 擊之場 二 攜リ候 儀 一一 無 之閒、 急 度 叱リ置 候積リ ュ 有- \ー 候、 侬 之、 別紙 

名前 書、 お 刑名 書付 相 添、 此段申 進 候、 拜具 謹言。 


同 

遠島 

同 


^ 應三 卯年 十 一 月 十八 Q 

元 櫛 笥家來 -I テ、 暇 出， 京都 上 河原 中 筋 きで 

丸太 町 上ルニ  丁目 町中 借家-一 罷在 候、 ダ另 

元 今 城 家来 -I テ、 

出奔 致 シ 候、 

元 一一 一室 戶家來 一一 テ、 京都 寺 町 御門 

上 ル上ノ 切迎梅 小路 家 長屋 借 宅、 

元洁閑 寺 家家 來 -ー テ、 暇 出、 京都 笹屋 町智 

惠光院 西 へ 入 町 山形 屋ゥラ ノ方 同居、 

元^ 泉 家家 來 

二 テ、 暇 出、 

元 武者 小路 家來 

一 I テ、 暇 出 候、 

復古 記 卷五 慶應 一一 一年 十一月 十八 H 


小 笠 原 壹 岐 守 花】 


木 

ネ 


0 


式 

田 主 

瀨 驚 

多 野 隼 

ガ ズ 


lie 

一一 ーーロ 

近 


四 


復 古 記 卷五 慶應 |ー一 年 十一 月 十八；：：  Ira:  二 

き£ 匕， 淺草寺 地中 覺善  ^  i 

急^ 叱リ 院地惜 利兵衞 店、  ハま  , 省 記 

〇 再度 報告書 

大貌利 太泥亞 特派 公使 全權 

ミニ スト ル兼コ ンシュ ル ゼネラ 1 ル 

ヱキ セル レンシ 1 

スルハ ルリ 1、 ヱス、 パ 1 クスケ シビへ 

貴國士 一月 十六 日 附贵翰 落手 披 a 致シ 候、 先般、 掛川驛 一一 於テサ トウ 氏 ヲ襲擊 及 候 黨與ノ モ ノ、 罪 狀申渡 書寫、 御 受取 被 成 

度ト ノ段 承知 致 候、 右 ハ 町舉 行方 ョ リ、 其 公使 附士宫 迄 差 進シ候 様、 同 奉行 へ 下命 致シ 候、 右囘 答如此 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 十 一 月 二十 三日 

申 渡 

元三 室戶 家家 來 -1 テ、 京都 寺 町 御門 

上 ル 上 之 切通 シ梅 小路 家 長屋 借 宅、 

元 涛閑寺 家家 來 -ー テ、 暇 出、 京都 笹屋町 知 

惠光院 西 へ 人 町 山形 屋ゥラ ノ方 同居、 

元 冷泉 家家 來 

-I テ、 暇 出、 

其方 共 儀、 主家 m、 日光 例幣使 旅行 中、 靑. H- 一一 被 抱、 供 イタ シ候 道中 筋 宿々 等 一一 オイ テ、 品々 不法 之 所業-一 オヨ ヒ、 剩、 

遠 州 掛川宿 治リ之 節、 同宿 甚右衞 門 方 -ー 外國人 止宿 致シ 居候 趣 -ー 付、 林 式部 其 外 之 者共俱 -ー 罷越、 實否見 屆可參 旨、 淸水右 

近 差 圖致候 節、 内 記 ハ旅宿 一一 相殘、 衞門、 隼 人 ハ何ノ 心 付 モ無之 同意 致シ， 跡 ヨリ 可 罷越ト 支度 致シ候 内、 式部 其 外 足輕、 中 

間 等 多 人數拔 p-、 又ハ 木 切 等攜罷 越、 亂入 致シ候 次第 一一 相 成、 其方 共 ハ 途中 迄 罷越候 迄 ニテ、 場所へ ハ 不據候 共、 右 始末 旁 

不屆ニ 付、 三人 共 遠島 申付ル 、 


小 笠 原 豐 岐 守 花押 

永 瀕 衞. 門 

盲 一  px:  勺  己 

お  n ト き。 

加 多 野 隼 人 


仕 u^^y^^-^-f  ノ 來 一一 テ、 暇 出 候、 

淸水 右近 

其方 儀、 主家 日光 例^ 使 旅行 中 供 致シ， 道中 筋 宿々 等 一一 オイ テ、 靑士林 式部 其 外 者 共、 品々 不法 之 所業 一一 オヨ ヒ、 剩、 遠州掛 

川 宿泊 リ之 節、 同宿 甚右衞 門 方 一一 外 國人旅 宿 致シ候 趣承リ オヨ ヒ 、宿 役人 へ 相尋 候處、 答 方紛敷 候迚、 實否見 屈 ケ可參 旨、 

夜中 林 式部 其 外 之 者 共 呼 寄、 差 圖致シ 候 故、 同人 共 心得 逯致シ 、輕 輩ノ モ ノ等 多人数 引 連、 拔 、木 切等攜 へ、 甚右衞 門 方へ 

押掛 參リ， 人口 戶ヲ押 破リ、 壟 撃 可 致 ト亂入 致シ候 次第 一一 至リ候 段、 其方 差 圖致シ 候 ヨリ 事 起リ、 右 始末 旁 不屈-一 付 遠 

レ o 

但、 出帆 迄 在 { 牛 申付ル C 

淺草寺 地中 覺善 t  \ 

院地借 利兵衞 店、 金  バ 

其方 儀、 日光 例 幣使歸 京 之 節、 道中 打 物 持 一一 被 雇、 道中 筋 宿 々 -1 オイ テ、 靑士林 式部 其 外 ノ モノ 共、 品 々 不法 之 所業 二 及 候 

儀ヲ 見受ナ 力 ラ、. a. 立 モ 不致罷 在、 其 上 遠 州 掛川宿 治リ之 節、 右 ノ モノ 共、 外 國人旅 宿 へ亂入 イタ シ 候砌、 其 場 一一 乍 s 能 在、 怖 

敷^ 候 共隱レ 居候 段， 右 始末 不埒 二 付、 急 度叱リ 置、 

一 元櫛笥 家家 來 二 テ、 暇 出、 京師 上 河原 中 筋 丸太 町 上 ル贰 丁目 町中 借 尾 - 二 能 在 候 林 式部、 今 城 家家 來 -ー テ、 出奔 致 候 山 田 主 

殿 儀、 日光 例 幣 使 旅行 中、 靑士 一一 被 抱 供 致シ候 道中 筋、 宿々 等-一 オイ テ、 品々 不法 之 所業 一一 及、 剩、 遠 州掛川 宿泊 リノ 節、 同 

宿 甚右衞 門 方 外 國人旅 宿致シ 居候 ヲ、 同家 來淸水 右近 承 及ヒ、 宿 役人 へ 相 尋候處 、答 方紛 敷候ト テ、 式部、 主 殿 見屆ト シ テ 

可 罷越旨 差 圖致シ 候ヲ、 不 容易 儀 ト乍心 付、 外 國人ヲ 連 參リ候 上、 宿 役人 共 相違 申立 候 始末 嚴敷察 度 致、 尙 金子 ネ タリ 可 取 

ト 同意 致シ 、式部 竝 二 山 本 左 近 f  ：ま ノ ハ 、刀 ヲ拔キ 、其 外 足輕、 中閒等 一同 木 切 等ヲ攜 へ、 甚右衞 門 方 へ 押 懸ケ參 

リ、 入口 戶ヲ 破リ 、襲撃 可 致 ト亂入 イタ シ 候處， 野 口 富 藏儳、 短筒 ヲ以テ 立向ヒ 候-一 付、 逃 去 候 段 不法 之 至リ、 右 始末 兩人： H ハ、 

旁不屆 -ー 付、 主殿ハ 死罪、 式部 ハ 死罪 可 申 付處、 病死 致 シ 候 間、 其 旨 可^、 

復古 記 卷 五 慶應 ーー一 年 十一 H 十八 日  一四 一一 一 


復 古 記 卷五 慶應 ーー一 年 十 1= ^十八 日  一 Mm  . 

一 武^ 小路 家家 來 田 宫主 膳、 山 本 右近 義ハ 出奔 イタ シ、 行衞 相知レ ス候 間、 其 gw^。 

卯 十一月 二十 一日 § 膨 

〇§ 一  不 六日 孛國 公使 照會書 

千 八 百 六十 七 年 第 4- 一 一月 十九 日橫濱 二 テ、 

江 戶外國 事務 執政 

小 笠 原 壹岐守 閣下 一一 呈ス、 

先般、 不列顧 公使館 間ヲ ノ脫4ル ーナ 人フ1條 一 人 ヲ襲ヒ シ、 曰 木 ノ土官 へ 申渡シ タル 罪狀 ノ事 一一 付、. H  介 附 

之責簡 一一 テ、 同國 公使 へ 報 吿ノ趣  一一 .E リ、 余、 次件ヲ 承知 シ タリ、 右 士官 之 2、 四 名 之 モ ノ ハ 外國人 ラ壟ヒ シ發^ 人 二 ハ ァ 

ラサ レ ト モ、 其 事 二 一  味セ シヲ 以テ、 遠島 ノ罪 ニ處 セラ レ シ巾 ナリ、 

右ノ 次第 ラ以 テ考レ ハ 、先般、 孛漏生 公使館 ノ ミニ スト ルス ネ ルヲ 殺害 セ ン トセ シ三 橋サカ へ 罰 シ方之 儀 二 付、 n 木 政府 

ノ 存意 ヲ 閣下 ヨリ 報シ 給へ ル罪狀 ヨリ モ 、右 四 人 之荇ハ 更 二 厳罰 ニ處セ ラレ タリ、 

故 二  、閣下 好意 ヲ以テ 余 一一 報告 シ給ハ ル へ シ、 日本 ノ 刑法 ヲ施ス 二  、何ノ 故ラ以 テ斯 ク相逯 ス ル コ トァ ル哉 * 且又、 九月 五 

日附 貴簡 ノ趣ニ テハ、 ヒズ ハ イネス 大君 ヨリ 诀定ノ 報告 モ來ル へ キ 箸-一 テ 余ハ 之ヲ 企望ス レ トモ、 今-一至 ル マテ 其 報告 

ナ キヤ、 三 橋サカ へ ノ罰シ 方ハ、 斯ク 延引 シ、 就テハ 外國人 ヲ糙ニ 保護 ス ル コ ト モ出 來ス、 且又、 孛漏 生ト日 木トノ 交際 ヲ 

固クス ルコト モ 出來サ ルナ リ、 拜具 謹言。 

孛漏 生國王 マゼス チノ シャ ル.. チ ダフへ 1 ルス 

フヲ ンブ ラ ン ド 

外務省 記 

〇 木條、 答 書 原記ヲ 失ス。 


十九 日、 德川慶 喜、 朝綱ヲ 一定 スル ハ、 事體 重大 ナルヲ 以テ、 {且 シク 諸侯 會同ヲ 待テ、 之ヲ 公議 

ス へ キヲー 巢ス。 

政 權之儀 -ー 付、 過日 言上 之 大意 被 聞 食 候 得 共、 諸事 矇味 -ー 而者 綱紀 難 相 立 候 間、 見込 之 趣 可 中 上； E 奉畏 候、 綱紀 御 一 定之 

儀 者、 實 -ー 重大 之 事件 -ー 付、 聊 愚見 之 趣 モ御坐 候 得 共、 猶熱慮 仕、 隶 諸侯 上京 之 上 建言 可 仕 候 間、 公議 テ被^ 盡、 离機之 御 基 

本 被 爲立候 様 仕度 奉存 候、 此程 御沙汰 之 趣 モ御坐 候 間、 先 此段奏 申 上 候、 以ヒ。 

十一月 卜 八日 t 條 M 

〇 本文、 ト 八日 ト署ス 、蓋シ 草 文ノ日 ナリ、 一 一條 攝政 記、 十九 日 二 收ム、 今 之 二 從フ。 

〇 德川慶 勝、 上書 シテ、 楠 正 成-一 神號ヲ 贈リ、 祀典 二列 シ、 近古 國事 一一 死ス ル者ヲ 從祀セ ン コ 

トヲ 建議 ス、 乃チ命 シテ、 死 事者ノ 姓名 事蹟、 及 ヒ營祠 ノ地ヲ 錄上セ シ厶。 

謹而奉 言上 候、 方今 皇道 一 新 之 初、 群 賢輻湊 之砌、 臣慶滕 闇 劣 駑鈍之 性、 謝罪 脩 省 之 餘ヲ以 、彼是 子細 奉 建言 候苕、 誠以恐 

懼戰慄 之 至 奉 存候得 共、 鄙懷之 一 事默止 -I 難 忍、 敢 而奉污 天聽 候、 臣慶勝 誠 惶誠恐 頓首頓 首、 臣 慶滕竊 二 思惟 仕 候 -1 、培 

養能ク 根柢 一一 到レハ 技 幹自榮 一一 向 ヒ 、恩恤 深 ク泉骸 一一 及へ ハ 人心 隨テ和 ヲ感ス 、是 必然 之 理奉存 候、 謹而 古典 ヲ考候 ュ 、勞 

ヲ以テ 國ラ定 萏ハ 祀ル、 死 ヲ以テ 事 ヲ勤萏 ハ祀ル トモ 相 見 申 候、 先 臣楠正 成 一 門 之^ 共、 忠節 ヲ 皇 家-一 遨シ、 武功 ヲ 古今 

二 顯シ、 其 終 一 死ヲ以 殉國候 段、 誠 以臣子 之 龜鑑、 祀 典-一 被 列 相 當之苕 ト奉存 候、 然ル 二 未 御 旌表之 御沙汰 モ不 奉伺、 

遣 憾奉存 候、 何卒 新-一 神 號ヲ降 賜リ、 祀典被 列、 皇都之 内 可 然地ヲ 相シ、 一 社 御 建立 被 爲在候 様 仕度、 且乂 近古 以來、 國事 

之爲 - 一身 ヲ 亡 シ 、未 御收恤 ヲ不蒙 者、 其數 不少、 一 念爱ニ 及 フコト -ー惻 怛悽愴 之 至 一一 不堪 奉存 候、 是等之 幽魂 托ス ル 二 無 

處、 自然 天地 之 和 氣ラ破 候 ヨリ、 邦 內之不 靜謐ヲ 引出 候儀ト モ奉存 候 間、 仰願ク ハ "此者 共 之 精靈ヲ モ被 慰、 合祀 シ テ 一 之 

攝社ト ナシ、 右 楠 社 境内 一一 安置 被 爲在候 様 仕度 奉存 候、 左 候 得 者、 獨 一 時 之 御 盛典 ノ ミナ ラス、 萬 載 洪基之 御守ト モ相 成、 

復古 記 卷五 慶應 一一 一年 十一 H 十九 日  一四 五 


復古 記 卷五 慶應 三年 十 1H 十九 H  一四 プ 

且 へ 敲愾仗 義之風 尙ヲ乍 左感發 作興 之 一 助ト モ可相 成、 是 賤臣 多年 之 宿願 二 付、 伏 而奉言 上 候、 萬 一 愚萏之 一 言 御 T 打 

ヲ モ奉蒙 候 ハ 、 、感恩 之 至 二 不 耐奉存 候、 臣慶滕 誠 恐 誠 懼頓首 敬白。 

十!  nl"  ナぁ 


0 勝 上 

二 條攝政 記 

ザ J 攀 i  M li;:n 


〇 批紙 


建白 之 趣、 近古 爲國事 身 ヲ亡、 ン 、未 御 收恤ヲ 不蒙者 共、 人名 事蹟 不洩様 取調、 早々 可 申 上 候 事 

但、 見込 之 地所 等、 前 同様 可 申 上 候。 雄& 

〇 批文、 義宜家 記、 日ヲ失 スルヲ 以テ、 此ニ附 ス 。 

〇 慶勝 奉答 書 

謹而奉 言上 候、 楠 社 之 一 條-ー 付、 頃日 奉 建言 候 書面-一 御附札 ヲ以、 蒙 仰 候 近古 以來 國事ヲ 以身 ヲ亡シ 、未 御收 W ヲ不象 ほ 

共 人名 事蹟 不洩様 取調、 早々 可 申 上旨 奉拜承 候、 皇 國節烈 之士縷 數枚擧 一一 遑ァ ラ ス 、 青史 一一 載 有 之 候 事 ハ 嘹然指 掌 二 r 

犀 共、 其 外 瞹昧難 考索儀 モ 不少、 且靑史 之 事蹟 モー 朝-了 ン テ 能搜盡 スへキ 二 アラス 、正^ 野乘、 閭閻 口碑 之 說ヲ雜 取、 强而 

博綜テ 極、 繊芥ヲ 不逯事 ヲ欲ス ル時ハ 、玉石混淆、 遺漏 誤 脫之失 ヲ生シ 不可 然ト 奉存 候、 天下 更始 之^  ニ當而 * 國歩之 W 難 

二 身 ヲ殉候 者、 忠 f- 義魄ヲ 御 祭祀 被 遊、 褒崇之 典ヲ 明示 シ、 人名 之區 別ヲタ テス、 死お 瞑 ™ 生お 立志 候^ 至- 娑ト奏 お 候、 猶 

更宜 御 廷議御 裁 诀被遊 候 様 奉 願 候、 

但、 右 御 建立 所 之儀モ 御下問 被爲在 奉拜承 候、 右 者 何 レ 二 而モ 別段 見込 之 場所 迚 ハ 無 御座 候 得 共、 神樂^ 逯杯相 應之地 

二 モ候 半歟、 尤是 ハ 御廷議 次第 之 御 儀 ト奉存 候 事。 

4- 一月  大納 言 慶 勝 上 

德川義 宜家記 

晚翠樓 叢書 


〇 奉答 書、 篛宜家 記、 日ヲ署 セス、 故-一 此-ー 附ス。 

〇 織 田 信 親、 3? 封 S1  萬 補 江戸 ョ リ京 -1 至リ、 壤原 關門 ヲ守ル ヲ稟ス 、又 山內豐 福、^ 

TI^ お 封 疾ヲ 以テ、 上京 ノ期 ヲ緩セ ント 請ヒ" 條謂 南部 信 順、 S 寸封 s  一 i&a 疾ァリ 、赴 召 期シ難 

キヲ 稟ス。 S 錄 

依 召、 去ル 六日 江戸 表 發途、 今日 到 著 仕 候、 因 テ城州 塚 原 在 陣罷在 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

十一月 十九 日  糠 ra 出 雲 守 

綠田信 親 家 記 

〇 幕府、 紙幣 ヲ 畿內、 反ヒ 旁 近 地方 二 發行 シ 、庚 午歲十 一月 ヲ以 テ限ト 爲スヲ 令シ、 f 又 新 

潟ヲ 開港 場 ト爲シ 、其 開港、 及 ヒ江戶 開 市ノ期 ヲ改 メテ、 明年 三月 九日 ト爲 スヲ布 吿ス、 

今般、 I 貨 融通 之タ メ  、五畿内、 近 國當分 之 内通 闭 被 仰 出 候 金 札 之 儀， 當 卯年 ョ リ來ル 午年 十 一 月 迄、 三 ケ年之 間、 正金 銀 

取 交通 用 之 害 二 付、 右 ヲ限リ 正金 銀ト 引替 可 相 渡 候、 

右 之 趣、 五畿内、 近國 御領、 私領、 寺社 領共可 被相觸 候。 Mgg 

〇 

來 十一 一月 七日 ヨリ 江 戶開市 之 儀、 兼 而相觸 置 キ候趣 モ有之 候處、 御 都合 モ有之 候 一一 付、 各國 公使 等へ モ 談判 之 上、 來 辰年 三 

月 九日 迄 延期 相 成 候 間、 其 旨 可 相 心得 候。 • 

4-  一  a, 外務省 記 

4 一  月 黑田長 知 家 記 

〇 • 

復古 記 卷 W 慶應ー II 年 十一 十九 日  一四 七 


@ 古 記 卷五 慶應ー 11 年 十一月 二十日  一四 ぺ 

西海岸 開港 場所 之儀ハ 、新 潟ト御 治定相 成リ、 貿易 之 爲外國 人 居留 之 害 一一 候閒、 諸事 神奈 川、 長 崎、 箱 館 之 振 合 ザ 以テ、 諸國 

之 産物 手 廣ク搬 蓮、 勝手 - 一可 遂商賫 候、 尤來ル 十一 一月 七日 ヨリ 開港 可 相 成處、 御 都合 モ有之 候 一一 付、 各國 公使 等へ モ 談判 之 

上、 來ル 辰年 三月 九日 迄 延期 相 成 候 間、 其 旨 可 相め 得 候。 

卜 1 弓 外務省 記 

+ 一  月 黑田長 知 家 記 

〇 土 井利 興 家 記 二  、本條 延期 布告 ヲ以テ 一 一十 二日 トス、 誤 ナリ、 外務省 記 二  、小 笠 原 長 行、 英國 公使 二 答 ル書柬 ヲ載ス 、云 

ク、 江戶開 市、 新 潟 開港 延期 ノ儀、 今 十九 日國内 二 布告 致 候。 

二十日、 北 小路 俊昌 ヲ 堂上-一 班ス。 

北 小路 極 藤 

大 江俊昌 

依 有 思 4、 從 今日 被 加 堂上 列候 旨、 被 仰 出 候 事。 

〇 俊昌家 記-一 、未 半 刻、 於 議奏前 廊下、 傳奏日 野資宗 卿、 議奏萬 里 小路 博 房 卿、 同 加勢 堤 哲長卿 等 列座、 傳奏 日野演 舌トァ 

〇 戸田 氏 共、 再 ヒ疾ヲ 以テ、 入京 ス ルコト 能 ハサ ルヲ 謝シ、 S 松 平定 安、. |細ぉ 難^ や 上京 

ノ期ヲ 緩 セント 請フ OE 

〇 長 崎 奉行 河津祐 邦、 薩摩 藩ノ佛 國人モ ン ブラ ン等ヲ 雇 フテ、 其 軍事 一一 參シ、 又英國 汽船 ノ長 

崎 港 二 在 ル者ヲ 購買 シ、 吿ケ ス シ テ其藩 ニ歸ル ヲ慕府 二 報ス、 是日、 幕府、 書 ヲ佛國 公使 -I 與 

へ テ、 其 事由 ヲ問 フ。 


佛蘭西 全權ミ -ース トル 

ヱキ セル レンシ 1 

レオン 口 セスへ 

以 書翰 申 進 候、 別紙 之 趣、 長 崎 奉行 ヨリ 申立 候就テ ハ 、貴 國人 モ ン ブ ラ ン ド等、 兼 テ薩州 家 へ 被 相 雇 居候 儀 、ノ  、 貴 國攻府 之 

免許 ヲ受候 儀 -ー ハ 有 之 間 敷 被存候 一一 付、 閣下 二 オイ テ何ト 力 御所 置 有 之 候 儀 一一 候 哉、 右 御 見込 モ候ハ 、 承知 致 シ度存 候、 

此段申 進 候、 拜具 謹言。  . 

慶應三 卯年 卜 一 月 二十日  小 笠 原 壹 岐 守 花押 

長畸 奉行 ヨリ 申立 候 趣、 

今般、 薩州家 一一 於 テ、 長 崎 港 碇泊 ノ英 國蒸氣 商船 キ ャ ン ス II、 買 入 度 旨、 同家 家來 ョ リ長崎 奉行 へ 願 出、 當月 八日 朝、 發 

船 致 シ 候 節、 貴 画人 モ ン ブ ラ ン ド 儀、 兼テ 薩州 家之需 -1 應 シ 、同所 鹿兒島 へ 被 相 招、 同家 軍務 一一 關係致 シ 、 先-喚 中 ヨリ 用便 

ノタ メ長崎 表へ 滞在 致シ 居候 處、 此度右 船へ 乘組、 其 他 外 國人共 一 同、 鹿兒島 表へ 相 廻 リ暌。 

,ー|- 一" 

佛國人 モ ン ブ ラ ン 儀、 松 平 修理 大夫買 入 候 手 船 へ 乘組、 鹿 兒島表 へ 罷越候 趣、 取調 候 儀 一一 付、 再 應申上 置 候 書付。 

河津 伊豆守 

長 崎 表 へ 先達 テ中ョ リ滯在 罷在候 佛國人 モ ン ブ ラ ン 儀、 薩州 へ 被 相 招、 軍務 之 儀 一一 モ 關係可 仕 哉 之 趣 相 聞 候 一一 付 、私儀、 先 

年佛國 オイ テ度々 面會仕 候綠故 ヲ以、 面 會對話 仕、 松 平 修理 大夫 家來 相亂シ 候、 委細 ノ 事情 ハ此程 申 上 候 儀 一一 有 之、 然ル處 • 

同家 手 船 平 運 丸、 先月 廿 五日、 大阪 表出 帆 候 趣 一一 テ、 同廿 七日、 當港人 津以來 、彼等 ノ擧 動別テ 懸念 ノ儀モ 不少候 問、 精々 探 

索 爲仕候 折 柄、 國許 急用 向 有 之 候 趣 二 テ、 英 國蒸氣 軍艦 買 人 候 旨、 同家 用達 ノ者 ヨリ 屆書差 出 候處、 右ハ 新約 書 御 揭載之 趣 

モ有 之、 届書 一一 テ ハ 不都合 一一 付、 其 段 相 達、 書面 差 昃候處 、猶 又、 買 入 方 相 願 度 段、 同家 家來ョ リ 書面 ヲ以 申出、 無 餘儀利 M 

候閒、 是迄 諸家 オイ テ外國 武器 類 買 入 候 節 ノ振合 ラ以、 役 々 立 合 撿査之 上 引渡 可 申 旨、 附札ヲ 以テ相 達 置 候處、 常 月 八 Hi! 

復古 記 卷五 慶應 ||| 年 十一月 二十日  一四 九 


復 古 記 卷 W 慶應 111 年 十一 H;  二十日  1 五 〇 

六ッ時 頃、 當港碇 治ノ英 國蒸氣 商船 キ ャ ンス II、 へ 、薩州 藩 t 之 趣 二 テ、 乘組 出帆 ノ 模様 一一 付、 兼 テ動番 罷在候 本船 番ノ 

者、 差 4" 候 ヲ モ 不聞人 、直 二 出帆 致 シ 候 趣、 以之外 ノ儀 一一 付、 夫々 相 釓候處 、右 蒸 氣船之 儀 ハ 、最前 修理 大夫 家来 ヨリ 買 人 方 

相 頼 候 沿 ， 一 テ 、自儘 -ー 出帆、 殊 一一 外 國人共 モ 乘組！ 能 在 候 趣、 重々 不都合 之 次第 一一 付、 早速 當地 藏垦敷 詰 家來、 運上 所 へ 呼 出 

相亂候 * 相 達 候處、 左右 - 一事 寄不罷 出、 尤兼 テ當地 -ー 相 詰 候 聞 役 ノ者ハ 、折節 不詰合 候 得 共、 最初 船 買 人 方 願 出 候 家 來罷在 

候 一一 せ、 g^: 役听 へ 可 S 能 出 段 相 達 候處、 急用 向 一一 テ俄 -ー 旅行 仕 候 趣、 同家 用達 ノ モノ 申出、 旁以 不都合 之 至 一一 付、 右 用達 へ 

委^  ノ 次第 可 申立 段 相 達 候 之處、 右 ハ 國許 急用 向 一一 テ買人 候 儀 一一 有 之 候處、 船方 ノ者 共、 諸事 不心得 一一 テ、 夫々 御 扱 振 有 之 

儀ヲモ 不辨、 出帆 仕 候 儀ト存 候へ 共、 外 國人乘 組 之 儘 出帆 致 候 儀ハ、 一 切 承知 不仕候 旨、 不取留 鎮而已 申立、 事柄 相分リ 兼- 

尤兼テ 探索 申 付 置 候 モンブラン 儀モ 同船へ 乘組、 其 他 外國人 共、 一 同 鹿兒島 表へ 罷越候 趣、 勿論 a 聞 迄-一 ハ有 \ 一 候へ トモ、 

不 容易 目論見 モ有之 哉 二 相 聞、 懸念 不 少寧存 候、 右様モ ン ブ ラ ン 儀 ハ 勿論 、多人数 ノ外國 人 共、 一 同 二 不 開港 場 へ 召 連候始 

末、 御 條約面 二 モ 相觸候 儀、 如何 二 モ 不都合 之 次第 -ー 付、 同家 家來 出崎ノ 上、 嚴敷 相亂、 委細 ノ 事柄 追テ 可 申 上奉存 候、 尤萬 

一 、彼 地 オイ テ 不慮 ノ儀等 出来 仕 候 節ハ、 御 交際 一一 モ關係 仕 候 儀 一一 付、 佛 國岡士 へ 委細 談判 可 仕 候處、 當節滯 在 無 之、 諸事 

英 國岡士 一一  テ 取扱 候-一 付、 委曲 談論 ヲ盡シ 、是又 追 テ可申 上 候へ トモ、 先 不取敢 右等ノ 次第 爲御 含、 別紙 風聞 書、 其 外 書類 

相 添、 此段申 上^ 候、 以上。 

.P  4" 一  月  河津 伊豆守 

卯 十 一 月 八日、 佛國人 モ ン ブラ ン 、薩州 鹿兒島 へ 罷越候 次第、 探索 仕 候 風聞 書、 

一 モ ン ブラ ン者 有名 ノ人ト 承 及 候 間、 面 會致シ 度 段、 當地滯 在 同國人 ヲルト マ ン ェ 何 トナク 相 話 候處、 右ハ 今朝 キャン ス 

1 沿 一一 テ薩州 鹿兒島 へ向ケ 出帆 致シ 候、 乍 去、 折々 當港 へ モ 往復 可 致 候閒、 其 節 面 會相成 候 様 周旋 可 致 段 申 聞 候、 

一 右 之 次第 一一 付、 猶又 委細 ノ 事情 相 尋候處 、總體 一一 テ佛人 十一 一人 罷越候 へ ト モ 、名前 ハ 不殘 ハ聢 ト存不 申、 尤右之 内 モ ン ブ 

ラン ハ 博識 ノ人ニ テ、 其他コ 二 ー、^  、ェ レ アル、 M、 先ッ此 三人 重立 候 人 一一 有 之 、何レ モ產 物、 鑄 物、 分析 等、 諸 術 二 長シ、 


此度モ ンブ ラ ン之外 十 一 人 ハ 、薩州 ヨリ 給料 ffl 受候 趣、 殊 一一 次ノ月 ニハ、 右 モンブラン 儀ハ 、日本 天子 ョ リ御逼 相 成 候 一一 

付、 定テ 上京 可 致ト存 候、 是 モ 蕨州ノ 紹介 一一 テ、 上京 致 候 儀 一一 有 之 趣 e. 聞 候、 

佛商 ヒンャ トル 方へ 罷越、 前文 ノ 始末 猶又 探索 仕 候處、 右 ハ 一 向 承知 不致候 旨 申閬、 尤モ ン ブ ラ ン 身分 之義 ハ 、日本 諸侯 

二 与キ， 二 ハ無 之、 多ク 地面 ヲ 所持 イタ シ、 且博學 二 シテ 富貴 ノ 人-一有 之 趣 申 聞 候、 

犍其外 探索 仕矣 所、 佛國 へ 先達 テ罷越 居候 薩 州 醫師兩 人、 モ ン ブ ラ ント 至！； 懇意 ノ由 -ー テ 、先達， 佛國ョ リモン ブ ラ ン 一 

同 常 地 へ 一能 越、 c 醫 師曾テ 噂 イタ シ 候-一 ハ、 モン ブ ラ ン義， 以前 ハ 佛國 二 テ相應 ノ地ヲ 領シ、 H 木^ 行 職 ノ^ナ. ル せ 二 有 

之 候處、 其 後 過失 ァ リ テ、 其 職 ヲ被廢 候. E 申 聞 候 趣 -ー 有 之 候。 

十一月 八日 

卯 十  一 0: 八日、 佛人 モ ン ブ ラ ン 等、 薩州 へ ^越 候 次第、 其 筋 探索 仕 候 趣、 左 一一 申 上 候。 

藤 州 家老 新 納刑部 


當 八月 ヨリ 外 沛町田 中屋勝 

右門 方 へ 止宿 イタ シ候、 


同藩 之 由 淺 


卯 =1 十四 歳 

家來  一二 人 


某 


食 

卯廿三 e: 歳 -ー テ 

バ Hh 


此者、 名前 不分明、 一一 一 

テ、 モ ン ブ ラ ン ノ 附屬 

右 刑 部 旅 宿 へ、 モン ブラ ン 淺倉某 同道、 先達 中 ヨリ 日々 罷越、 對話致 候 由 一一 テ、 咋 八日、 刑 部 主從四 人、 淺倉共 モ ン ブ ラ ン 

同、 此節薩 州 -ー テ買人 候 英船ョ リ、 薩州 へ 罷越候 由、 

伹、 此外 -ー モ薩人 等、 其 他 乘組罷 越 候 哉、 總人數 ノ義ハ 相 分リ不 申、 尤 同藩 五代 才助 赣ハ、 于今當 地 -ー 相殘リ 居候 由、 

復古 記 卷五 慶應 111 年 十一月 二十日  1 五一 


復古 記 卷五 慶應 II 一年 十一月 二十日  一 五 二 

一 五代 才助、 其 他 同藩 數人、 當九 月頃 支那 へ 罷越、 右英船 ヲ買受 居候 由 二 テ、 其 船當港 へ 入津 イタ シ候ヲ 、薩藩 等 相 待 居候 

趣 一一 有 之 候處、 當節 入津 致 シ 候 一一 付、 則咋 八日 乘込、 出帆 致 シ 候義 一一 有 之 候 由 御 坐 候。 

十一月 九日 

一 咋 九日 探索 後、 猶承込 候 趣、 左 二 申 上 候、 

書面 淺倉 某儀ハ 、薩藩 醫-ー テ、 元 田 中 靜吾ト 名乘、 同藩 中 村 宗建ト 申 モノ 一  同、 先達 テ中、 精 得 館へ 醫道爲 修行 罷越 居、 其 後 

主命 一一 依テ、 佛國 へ 爲 修行 罷越、 當時迄 十五 ヶ月 罷在 候處、 此節モ ン ブ ラ ン ヲ薩へ 呼 趣 候 二 付、 通 辨旁附 添 參リ、 宗建 ハ 今 

二 佛國 -ー罷 在 候 由 -ー 御 坐 候、 

當港佛 國岡士 館 一一 兼 テ罷在 候 當時薩 州 へ 被 抱 入 候柴田 敬藏義 モ パ此 節 一同 キャン ス ー 船へ 乘組、 ，薩 州 へ 罷越候 趣、 且來春 

二三 月頃-一 ハ 、猶 又當港 へ 罷越候 趣、 敬 藏佛學 門弟 相 話 候 趣 -ー 有 之 候。 I 诚 

省 Ills 

〇 

當港 碇泊 ノ英國 軍艦 船號キ ヤンス —、此 度 國許就 入用 買 請 申 度 御 坐 候 間、 御免被 仰 付 被 下 度、 此段 別紙 相 添 奉 願 候 、以上。 

松 平 修理 大夫内 

十一月 六日  ■  森淸助 

附札、 

書面 ノ趣承 届 候、 請 取 候節ハ 、役々 立會候 義ト相 心得、 運上 所 掛へ可 被談候 c 

^ 一 1 一 K 

〇 法藺西 代岡士 へ 照會書 

松 平 修理 大夫方 二 テ買 入レタ ル蒸氣 キャン ス 11、 へ、 先達 ヨリ 當 港へ 滯在ノ 法 國人モ ン ブラン、 其 外 十 人 餘ノ外 國人乘 

組、 本 月 八日 出帆、 薩 州 鹿兒島 へ 罷越候 趣 一一 承及ヒ シ閒 * 足下 法國代 岡士被 心得 候 故、 及 談判 候處、 更 -1 モンブラン ヨリ 相 

届 候義無 之、 出帆 後 右ノ段 被 承 及 候 由 被 相 答、 右 ハ開サ ル港 -ー 付、 果シ テ罷越 候得ハ 、モンブラン 始ー 同、 條約 違犯 ノ罪遁 


レ難ク 、再 ヒ當港 へ 歸來ノ 節 ハ急度 被 相亂、 相 當ノ罰 一一 處セ ラレ 候義ハ 勿論 ノ事 ト^: 候 得 共 、江戸 表 へ 申立 候 問、 後 來處置 

如何 被 致 候 哉承リ 度、 速 -ー 囘答有 之 候様存 候、 此段 申入 候、 謹言。 

慶應三 卯年 r 一月 廿 六日  河津 伊豆 守 花押 

法 蘭 西 代岡士 

マ ルクス フロ 1 ル 

ヱスク ワイルへ 1^ 

tj 一" 

〇 蕨 摩 藩士 へ 達 候 書付 

覺、 

一 軍艦 買 人 方ノ儀 一一 付テ 、ノ  、新 御 條約書 第 八 ケ條ノ 趣 モ有之 候 一一 付 、受取 渡 ノ節ハ 、 役々 立 會候苦 相 達 置 候處、 其 儀 無 之、 

自儘 二 出帆 ィ タ シ候儀 ハ 、如何 ノ 心得 有 之 候 哉、 

一 當月 八日、 キ ャ ン ス ー 船出 帆ノ 節、 兼テ 勤番 罷在候 本船 番差止 メ候處 、有無 ノ 挨拶 モ無 之、 遂 - 一致 出帆 候 趣、 尤右 船ハ軍 

艦 二 無 之處、 兩度 ト モ 軍艦 ト 申立 候 、ノ  、如何 ノ 心得 一一 候 哉、 

一 右 船中-一 ハ 、十 餘人ノ 外 國人乘 組 有 之 趣、 右 ハ何處 へ 向 ケ連越 候 儀-一有 之 候 哉、 

一 右等ノ 始末 爲承釓 、森 淸助儀 御 役所へ 罷出候 様相 達 候處、 其 儘 旅行 イタ シ候 趣、 如何 ノ 心得-一有 之 候 哉、 . 

右 ノ條々 、下ケ 札 ヲ以、 早々 可 被 申 聞 候、 以上。  - 

卩.： >  一 タ務 

5  ^ 一  月 省 記 

二十 一 日、 豐岡隨 資默凝 上書 シテ、 舊習ヲ 除キ、 紀綱ヲ 張リ、 人才 ヲ擧 ケ、 公議 ヲ採ラ ン コトヲ 

建議 シ、 其 目 二十 九條ヲ 陳ス。 

後 古 記 卷五 慶應 =1 年 十一月 二十 一日  一 五三 


復 古 m 卷五 慶應 一一 一年 十一 3 二十 一日  一 五 四 

臣等 燕雀 ノ 淺見、 元 ヨリ 鴻鵠ノ 大志 ヲ知ラ ス トイへ 把、 近來 國體ノ 事件 ニ於テ ハ 、寤寐 二 忘ル 、間 ナク、 至情 默止 難ョ リ、 

妄慮ヲ 顧ス、 聊カ管 見相認 建言 仕 候、 過日， 大樹 建白 ノ 趣意 柄 熟考 仕 候處、 抑 鎌 倉覇府 別業 以来， 當德川 氏 一一 至リ已 -ー 一 一 百 

有餘 年、 柄權 掌握 致 シ來リ 候處、 近來 内憂外患 相 踵 キ候ョ リ、 政事 記 綱 傾 頹シ、 今日 ノ 形勢-一 立 到リ、 天下一 ー號令 一 モ行レ 

難ク、 且ッ國 用 莫大 二相 費， 人心 自ラ離 叛致シ 候 ヨリ 必至 當惑、 止 事 ヲ得ス 國政ヲ 朝廷 ニ歸シ 奉リ候 次第 ト存 候、 就テ ハ 

朝廷 要路 ノ 方 々、只 掌ヲ反 ス カ如キ ノ御 返答 而已 一一 テ ハ 、譬 へ 勤 王ノ 諸 藩 如何様 一一 盡カ仕 候 共、 迚 モ其 甲斐 有 之間鋪 候、 

然シ ナガ ラ、 熟ラ 世上 ノ 形勢 ヲ伺 ヒ視ル 一一 、頗ル 名分 モ相 開ケ、 且ッ 萬民實 一一 幕攻 ニ飽 苦ミ、 朝廷-一政 權ノ 歸シ奉 ル^ ヲ、 

自然 渴望相 樂ミ候 模様 二相 見ェ 、千歳 再ヒ来 ラサ ル大 機會ト 奉存候 間、 朝廷 要路 ノ 方々、 何卒 大 活眼 御開 キ、 是迄 ノ舊弊 

御 一 洗、 因循姑息 ノ儀 一 切 無 之、 只々 公平 眞賨 ヲ以、 國 家ノ爲 二 只管 御盡カ 有 之 度、 第 一 諸 社ノ祭 fj、 御 元服、 御卽位 以下、 

御大 禮ノ 有職 ノ事而 已專務 一一 被 遊候テ ハ 、 朝 威 赫然御 振興 相 成 候 儀無覺 朿奉存 候、 何卒、 今般 大樹 建言 ノ旨趣 一一 本 ヅキ、 

號令 一 途 二 出、 且ッ土 州 建白-一所 言 ノ如ク 、吳々 モ 公明正大、 天下 蒼生 一一 被 爲對、 判然 著明、 一 モ 間然 私議 不仕 候拔ノ 御所 

置 振 無 之候テ ハ 、 王政 復舊ノ 儀ハ差 置、 不可 言 災害 難 計、 歎ケ鋪 ト奉存 候、 何卒 大腎ノ 堂上、 諸 藩 武臣 ヲ始、 草莽 間處士  二 

至ル 迄、 格別 ノ 人才 御選ミ 御 登 用 被爲 在、 聊カ 私論 ヲ不 交、 天下 ノ太 政、 天下 ト共 一一 御 議シ被 遊 候 儀、 大專務 ト奉存 候、 且ッ 

又、 當今 急速 -ー御 施行 被爲在 度候條 件、 乍 愚考 大略 左 -ー 相記シ 候、 宜鋪御 取捨 被 下 度 候、 

一 此度 御復攻 -ー 付、 諸臣 一 統、 所存 御 尊 問 被 爲在度 事、 

一 太 政官御 再興、 國事 ヲ宫武 內外ノ 無差別 打 寄、 腹藏 隔意 ナキ 様、 一 和 御 評議 有 之 度 可 被 爲在候 事、 

一 天下 士庶人 輩 一一 至ル 迄、 言 路ヲ可 被開ノ 事、 

一 賞罰 ハ衆 ヲ御ス ルノ大 基本 ト存候 間、 明白 -ー被 行 度 候 事、 

一 無實ノ 有職、 從來ノ 弊風 ォ停メ ラレ、 君臣 實用ノ 禮儀ヲ 可被爲 行事、 

一 朝攻、 以後 早且 二 可被爲 行事、 


一 此後 ハ官武 無差別 一途 トタ テ、 朝廷 ノ御 直臣ト シテ可 被 召使 ノ事、 

一 武家 ノ輩テ シテ、 堂上 同様-一 被 思 召、 大小 名 一一 ョ ラス、 人才 ラ御 採闲被 遊、 宮中-二 父 代 勤番 被 仰 付候樣 仕度 候 率、 

一 兵 庫 開港 事件、 諸人 建言 ノ 上 、盡 公議 可 被 爲在御 取 計 事、 

一 蠻夷ト 通商 公平 ノ 御所 置 一一 相 成 候 上 ハ 、夷人 參 朝 ノ事モ 難 計 候 間、 古 ノ 鴻臚館 ノ如キ 、御 再興、 且 ッ 朝廷 御不 外聞 二 

不被爲 在 候樣、 嚴重 -ー 御 備被爲 在 候 様 仕度 候 事、  . 

一 宮方、 法 親王、 攝家、 華族、 大臣 家、 家柄、 本家 株 等ノ權 柄ヲ御 除キ、 唯々 人ォヲ 1: 選 御 登 W 被爲在 度 候 事、 

一 議奏、 傳奏御 役ヲ被 停、 英才 ラ御 選、 朝政 様ノ 名目 ヲ被 置、 被 任用 候 様 被 遊 度 候 事、 

一宮、 攝家 方、 小 番勤仕 可 被 仰 付 候 事， 

一 法 親王 還俗 ノ上、 同小 番勤 仕ノ 事、 

1 非藏 人、 執 次 等、 總テ 可然御 取扱 御所 置 可 被 爲在ノ 事、 

一 大擧寮 御 再興、 人才 御 養育 之 事、 

一 堂上 地下 一一 至 ル迄、 往古 ノ a 習 二 立 戾リ、 皇國 固有 ノ武テ 鍊リ、 弓馬 劎鎗 砲術 等、 勉呦 稽古 被 致 候 様 有 之 度 候 事、 ™f 指 

南 ハ諸藩 ノ內、 能藝 

ノ者可 被 選 候 事、 

一 天皇、 晝ノ間 表 出御、 11511^ 溯 人 夜 御 内儀へ 入御 可 被 爲在様 奉存候 事、 

一 天皇、 弓馬 武術 被 遊 候 様 奉存候 事、 

但 シ 、御 師範 ハ 大樹、 竝 一一 諸. K 名ノ  .2:、 勘 能 ノ者可 被 選 事、 

一 天皇 御學 問、 淸、 营兩家 之 外、 天下 ノ 碩儒 ヲ被 召、 講釋ヲ 被 聞 召 度 候 事、 

一 天皇 御詠歌 御 師範、 有、 飛、 冷 三 家 之 外、 お 相 心得 居候 人體、 地下 タリ ト雖 氏、 御 相談 被 爲在度 事、 

一 天皇 管絃御 師範、 堂上 ノ外、 藝能名 譽ノ伶 倫ヲ被 召、 御 相手 被 仰 付 度 事、 

復 古 記 卷五 慶應 111 年 十一月 二十 一日 ■  一  五 五 


復 古 記 卷 W 慶應 II 一年 十一月 二十 二日  一 五六 

一 禁中 御 賄ハ、 普 天 王土 之 意 二 本 ツキ、 諸 國ノ貢 獻ラ以 、御用 度 公大 二 可 被 仰 付ノ事 

一 臣下 末々 ニ至ル 迄、 大小 祿夫々 御 處置ノ 事. 是迄官 家薄祿 二 付、 家 來向甚 ダ不宜 風儀 モ有 之、 如斯舊 弊、 速 二 一  新 出來候 

様 有 之 度 事、 

一 中古 以來、 天子 院號ヲ 被 爲廢、 御 謚號ヲ 可 被 奉 候 事、 

一先 帝 山陵 御 再興 被爲在 候-一 付 テハ、 先 不取敢 光格 帝、 仁 孝 帝 御 改葬 被爲 在、 山陵 御 築造 被 爲在度 候 事、 

一先 帝 山陵 御 再興 被爲在 候-一就 テハ、 先 朝-一 勤仕ノ 女房 三 仲間 ニ至ル 迄、 薙髮ヲ 被 止、 山陵 守護 可 被 仰 付 候 事、 

一 法 親王 ハ 勿論、 諸國ノ 僧尼、 末々 - 一至 ル迄、 還俗 被 仰 出、 神道-一 相 化 候 様 仕度 候 事、 

一 死者 取扱、 ® 祭儀 等、 尤 神道 儒禮 取捨 シ、 改革 可 有 之 事、 

右 ケ條之 外、 尙件々 可 被 爲在候 得 共、 何分 總テ舊 例 二 不被爲 泥、 諸事 公平 ヲ旨 トシ テ、 御 改革 御 施行 被爲在 度、 猶又、 無益 ノ 

虚飾 ヲ御 省キ 、實 用專務 一一 被 爲遊候 尸 、 、質素 之 風下 民 迄 モ推及 ヒ 、自ラ 物 價等モ 相弛ミ 、 萬 民 飢渴之 困苦 ヲ相冤 力 レ 、 自 

然 王化 二 靡キ、 竟 二 皇 威萬國 二 輝 候 様相 成 可 申歟、 實以 憂苦 之 至 二 堪ス、 不顧 斧鉞 之誅、 隨資 恐臞 謹言。 

慶應丁 卯年 ト一月 ^S^TC  . 

〇 松 平 賴英、 «sf 萬 西 石き 潘松平 義勇、 據萨郎封％ ^疾ヲ 以テ、 老臣 ヲ シテ代 ラシ メ ン ト請フ ^ 條 M 

二十 二 日、 小 出 英尙、 lt?^ayf 市 橋 長義京 -ー 至 ル、 Issf 池 田 慶德、 佐 竹 義堯、 S は i 

、sf 千 食^ ぉ莉 井上 正直、 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 一一 至 ラシ ム 條麵 

〇 慕府、 撗^ 外 國人居 酉 地 取締 親 則 ヲ設ケ 、且英 國人ヲ 雇ヒ、 取締役 ト ナス ヲ各國 公使 一一 吿ク。 

亞墨利 加 合 衆國ミ 一一 スト ルレ シ デ ン ト 

-  、 ェキ セル レンシ 1 


アルビ ワン". ルケ ンボ ルクへ 

以 書翰 申 追 候、 潢濱表 外國人 居留地 取締、 竝 -ー 道路 掃除 ノ儀 二 付、 過日、 閣下 英、 ，M、  ^公使 ト 御協^ m 成 候 規^書、 英國公 

使 ョ リ被差 越 候 二 付、 余 一一 オイ テ モ 御 同意 致 シ 、 且 居留地 取締 ノ爲 メ  、 當分 ノ  s 英國 コ ン シ. ュ ル 館附 マルチン ド ウメ ン？？ 

履 候、 依 之、 右 規刖書 相 添、 此段 申. 進 候、 拜具 謹言 o 

慶應三 卯年 十 一 月廿ー 一日  小笠匳 蒙 岐 守 花押 

撗濱 外國人 居留地 取締 規刖、  r 

第 一條 

日本 政府 、ノ  、撗濱 二 於 テ. 別 二 居留地 取締役 所ヲ 取 建、 神奈川 奉行 ノ差 圖ヲ受 クへキ 外國人 « 人 ラ雇ヒ 、取締役 ト 相定メ 候 事。 

第二 條  . 

神奈川 奉行 支配 ノ 取締役 ハ、 潢濱 外國人 居留地 ノ內 一一 ァ ル 道路、 下水 ノ 修復、 掃除 ノ事 ヲ心附 ケ、！ K 仕上 テ見 分ス へ シ、 且 

取締 向、 竝 一一 道路、 下水 ノ事 一一 付、 外國人 ヨリ 右 役所 へ 申立 へ キ訟ヲ 聞、 又 不法 ノ外國 人 有 之 時 ハ 、 祌^ 川^ 行 ノ差 圖ヲ受 

ケ、 其國コ ン シ ュ ル 目前 二 テ釓明 可 致 事。 

第三 條 

祌奈川 奉行 支配 ノ 取締役 ハ 、潢濱 居留地 內ノ外 國人ヲ 保護 シ 、 又 神 奈川港 内 ノ外國 人 不法 ヲ働ク モノ ヲ取押 ュへキ 、外^ 

見廻 方ノ 取締 ヲ 心得、 竝ニ 差圖ヲ ナス へ シ、 右 取締役、 及 ヒ神奈 川 奉行 支配 ノ 日本人， 又ハ外 國人ノ 見廻 方ノ  、條 約濟外 

國人ノ 不法 ナ ル t ヲ召 柿へ シ時ハ 、直 一一 其國ノ コンシ ュルへ 引渡 ス ヘシ、 コン シュ ルハ 其苕ヲ 受取、 吟味 濟迄、 己ノ 方-一 差 

置ク へ キ 事。 

第四條 

撗濱 居留地、 又 ハ神奈 川 港内 二 居住 ス ル 支那 人、 或 ハ條約 未濟ノ 外國人 取締 向、 竝 刑法 ハ、 神奈川 奉行 ヨリ 右 取締役 存寄ヲ 

復古 記 卷五 慶應 一一 一年 十一月 二十 二日  一 五 七 


復古 記 卷五 慶應 三年 十一月 二十 二  HI  一  五べ 

尋ネ、 且 外國コ ンシ ュルへ モ 相談 ノ上 取計フ へ キ 事。 

第 五條 

外國人 ヨリ 可 差 出 地租 ハ、 其 收納ノ 期限  一 | 至リ、 右 取締役 人 ヨリ 速 二 取 立、 若 シ納方 遲滯ス ル時ハ 、其 國ノ コンシ ュルへ 可 

相 達 事。 

• 第六條 

各國 公使 ハ 、衆人 ノ生 產テ害 セサル タメ、 居留地、 或 ハ神奈 川 港内 一一 ァ ル飮 食、 遊戯 ノ 商家、 及ヒ 酒類 ヲ商フ 者ノ數 ヲ减少 

ス へ キ旨ヲ 、其 國ノ コン シュ ル ニ命ス へ ク、 且 向後 右 商業 ヲ 冤許セ シ時ハ 、コ ンシュ ルョ リ其 書付 ノ寫ヲ 、速 一一 神奈川 奉行 

二 差出ス へ ク、 若 シ私ニ 右 商業 ヲ營 ム萏ァ ル時ハ 、右 取締役 人 ヨリ 其コ ンシュ ルへ 相達ス へ キ事 G 

第七條 

日本 政府 ハ 、外 國人ノ 安全 ナラ ン 力 タメ、 神奈川 港內へ 輸人ス ル 物品 ノ 內 、火藥 、竝 二 自然 發火ス へ キ物等 ノ類ハ 、相 當ノ 

敷料ヲ 出シテ 積置ク タメ  、相應 ノ 場所 ヲ 取設 ク へ シ 、又 各國 公使 ハ 、其國 人 等、 右 諸 品 ヲ 他所へ 貯ル 事無之 様 可 取 計 事。 

外務省 記 

〇 本件、 各國 公使 一一 報ス ル ノ 書柬ァ ル へケレ トモ、 米國ノ 外見 ル所ナ シ。 

〇 米國 公使、 書 ヲ慕府 二 致シ、 本國 大統領、 我 使節 ヲ 朝鮮 ニ遣リ 講和 ヲ謀 ラン トス ル. ヲ 謝スル 

ヲ 陳ス。 

千 八 百 六十 七 年 第 十一 一月 十七 日、 日本 二 在ル合 衆國ノ 公使館 二 於テ、 

江 戶外國 事務 執政 小 笠 原 量岐守 殿閣 下 二 呈ス、 

本年 第五 K  、余 謹テ御 老中 ノ 一  書翰 ラ我 政府へ 送リ タリ、 但シ、 其 書翰 ノ意ハ 、高麗 亞 -ー 於テ、 曾 テ亞墨 利 加 人 一一 爲セ ル如 


キ 曲事 ヲ、 向後 ナ ス事ヲ 防クノ 趣意 ヲ以テ 、日本 攻府ョ リ 高麗 亞 へ 公使 ヲ贈ル へ キ由 ヲ述フ ル苕 ナリ、 

余 ヨリ 我 政府 へ 贈レ ル 文通 ノ 返書 一一 、合 泶國ノ 大統領 ハ 、貴 政府 ノ 懇親 ナ ル所 置ヲ大 一-一善 ト ス ル コトヲ 余 -1 申來 レリ、 是 

ヲ以テ 、余 閣下-一之 カ謝辭 ヲ述フ へ シ 〇 余 又、 閣下 二 左 件 ヲ告ク へ キ ヲ命セ ラレ タリ、 若シ 高麗 亞 二 テ 十分 ノ言譯 、卽チ 詫 

言ヲナ ス コトナ キト キハ 、合 衆國 ノ攻府 ハ 如何 シテ其 正常 ナ ル償ヲ 得、 且ッ其 恭敬 ラ失ハ サルへ キヤ、 之ヲ考 フル ヲ要ス 

へ シ、 


余、 責國 政府 ョ 

シ 、恐惶 敬白。 


高麗 亞 二 送ルト 定メシ 公使 ノ ナセル 手續 一一 就 キテハ 、閣下 ヨリ 其 報告 ヲ 得ハ、 余 之 ヲ我 政府-一 申 送 ル へ 

日本 在留 合衆國 ノ i  ニス トル レシ デ ン ト 

ァ ルビ ワン ヮ ルケ ン ボルク 

外務省 記 


復 古記 卷五終 


總括 兼纂修 

一 等 修撰 

校 勘 

一 等 修撰 

一等 協修 

校 錄 

一 等 書記 

繕 寫 

三等 繕寫生 

1 讓寫生 


長 

長 


臣 ¥ 


臣 

臣 


ん 


松 

島 


廣 

長 


幹 

之 

禾 

春 


復古 記 卷五 慶應 三年 十一月 二十 二 


五 九 


復 古 記 卷六 慶應 三年 十一月 二十 一 I 一日  二ハ 〇 

復古 記 卷六 

慶應 三年 丁 卯 十 一 月 一 一十三 曰-一起 リ士 一月 四 曰 ニ至ル 

〇 十 一 月 

二十 三日、 島 津茂久 、京 二 至 ル、 黑田 齊溥、 久松 定法、 ま 销，〇 時 今，？ ！潘 平 V な騎 1 疾ヲ 

以テ、 赴 召遲緩 ヲ謝ス OISS 

〇 麵春嶽 私記 二 云、 靑山 小三郞 儀、 吉井幸 助 方 へ 罷越承 候處、 小 松帶刀 儀、 先達 テ著 薩之砌 ヨリ、 持病 之 足痛發 動、 人手 二 掛 

リ漸致 歩行 候 仕 合 一一 候 得 者、 是非 御供 ト乍存 難 ffl 適、 無 據相殘 候テ、 溫泉 へ 罷越、 快氣 次第 馳上リ 候 種 一一 テ、 實 痛相逯 無 之、 

夫 故、 土 州へ ハ 無 據大久 保 一 璣 罷出膀 由 申出 候 段、 小 三 郞罷歸 申 上， 右 之 節、 幸 助 云、 追々 諸 候 御上 京-一 付テ ハ 、何卒 少モや 

ク 公議 之 御運ヒ 付キ不 申候テ ハ 、遷延 之- 2:、 如何 成 事 變モ難 計、 別 テ近來 暴 逆 之徒撗 行、 坂 本 龍馬 ヲ始、 不慮 之 事 有 之、 七條 

-1 テ 伊東 甲子 太郞喑 殺杯モ 可惜 事 一一 テ、 彼ハ頗 有志 一一 テ、 先達 テ之 建白 杯 者、 一 々尤 至極 同 論 之 事共 之 由、 又 追々 之 御手 順 

御 見込、 大載 大輔樣 二 《如何 ト申 一一 付、 御 盛 意 御擄充 ヨリ 外 -ー 御 見込 無 之、 公明 正. K 之 御 雄圖、 御 直 一一 モ 再度 御 伺ヒ、 御慼 

服 御 安心 之 旨 相 答 候處、 如何 二 モ 上様-一 オイ テ ハ 、可 奉 疑 様ハ無 之、 永 井 殴 杯モ御 同様 之 由 候 得 共、 唯 板 倉 侯 等-一 ハ、 矢 張 

久戀之 心底 有 之 哉 一一 モ疑フ 者 有 之、 修理 大夫様 一一 モイ ッレ 一一 御 相談 モ被成 度、 鬼 角 御手 後レ 二 不相成 様 、来月 卜 四日 比 迄 

二 ハ 、大綱 丈ケ ハ 御据リ 一一 不相 成候テ ハ 不相 適、 イツ レ之道 二 モ" 此度之 機會ヲ 失フ時 ハ 、土 崩 瓦 鮮ト焦 思 候 由。 

〇 黑田 齊溥、 其 管 地 肥 前 國內ノ 耶蘇 宗徒、 長 崎 奉行 ノ捕 縳ス ル 所ト爲 ルヲ 幕府-一 禀ス。 

美 濃 守 御 預所肥 前 國彼杵 郡 山里 鄉内之 者、 邪宗 門 之 儀 -ー テ、 御 奉行 一一 御 召 柿 -ー 相 成 候 末、 黨類之 者 モ 不少由 -ー 御座 候、 就テ 


ハ 右闭宗 一一 相 關リ候 儀 ハ 、初發 ョ リ御 奉行所 -ー テ御取 捌 二 相 成、 統テ闢 係 不仕處 -ー 相 心得 罷在候 段 パ 、 其砌御 奉行所 へ 申 

達 置 候、 然ル -1 邪宗 門 之 儀ハ、 重キ 御制禁 -1 テ、 不 容易 事件 一一 付、 猶此 以後 宗門 之 儀 -1 付、 疑 敷 相 聞 へ 候 者 御座 候節ハ 、前条 

同様 相 心得 申 度 旨、 猶更長 崎 御 奉行所 へ 申達 候、 此段申 上 候 様國許 ヨリ 申 越 候、 以上。 

松 平 美 濃 守 家來 

十一月  大野 辨太郞 

黑田長 知 家 記 

一 一 十四日、 明年 正月 天皇 首 服 ノ日ヲ ト定 ス Q 

御 元服 定、 

當日 奉仕 直廬 装束、 

以西 面 六 箇間爲 其 所、 四方 懸簾、 g ザ ^一 |^方 之 J 北東 南 三方 傍 簾 立 亘四尺 屏風、 北 第二 間 £<、 逼屛 風、 設 高麗 端 疊爲 座、！^ 

纖% 其邊置 御硯、 ^、 同 第三 閒 以南 敷 同 端き、 触 ■ 、各 三 帖爲 公卿 座、 

攝政出 自簾中 著 座、 

其 儀 直 衣 五位 職 事 二人 褰簾、 

先 覽北廂 御調 度、 

奉行 職 事 參候于 長 押下、 

攝政被 仰北廂 御調 度 可持參 由、 Jl^ 

豫自納 殿 蓮 置 於直廬 便所、 

其 儀 小 御所 南 庇 設置 辛櫃ニ 合、 llp、  二 辛 櫃納御 

一 辛櫃納 御冠 宮同^ 、御泔 坏同叆 、 ^匣 同臺" 

復古 記 卷六 慶應 三年 十一月 二十四日  一六 一 


復古 記 卷六 慶應 三年 十一月 二十四日  一六 二 

次 五位 職 事 1 一人、 相互 持參 御調 度、 

ル偽先 六 ^蔵ん 四 人、 相互 舁之、 辛櫃ニ 合、 ffl^ 開 蓋 退 入、 次 五位 二人、 資生進 第 北方、 一 辛櫃 前-取 出、 御冠 莒盛臺 、入 二 間 置 攝政座 

右方 退、 次 經理取 出 泔坏盛 «、 人 二 間 置 攝政座 中央 退、 次資生 第二 辛櫃取 出、 御 唐 陧盛臺 ， 置 攝政座 左方、 仰 蓋 退 入， 候 六 間 長 押下 

攝政 覽举、 如 元 返 置 便所、 

其 儀 依 御 =參 進、 被 卯 可撤之 由、 直 資生取 唐 匣 如元納 辛櫃， 次經 

理納泔 irs 生納 御冠 笞返 入、 次.！ ハ位四 人、 如 _兀 舁辛櫃 納本 所、 

此 s£s* 政？？ 

次 攝政自 簾 中 出、 褰簾如 初、 

此閒 公卿 參集伏 座、 

奉行 職 事 參候于 長 押下、 資生、 

攝政被 仰 可 招 公卿 之 .£、 

其 儀攝政 公卿 之 參否ヲ 被尋、 

各 中 參入之 由 、被 仰 可 召 之 由， 

次 奉行 職 事 出陣 召 公卿、 

其儀資 生き 小 御所 南、 女官 階 代 下殿、 經 十八 間 > 

廊下 下行， 道 出 於 陣召諸 卿、 著 軾仰于 左 相其詞 

次 公卿 自 便宜 所 參著 直廬座 、 

其 饞 諸卿經 十八 間 廊下 下行、 道 昇 

小 御所 南 階、 自 便所 著^ 屨^、 

左 相 端 一 大納言 著 于奧、 

第三 帖次 相 分 著 座、 

次藏 人頭 參候于 長 押下、 |§、 

攝政召 座 前、 被 仰 何 来年 正月 御 元服 日 次 事、 

可 陽師 之. E、 


其 儀 攝政召 頭 右 中辦、 頭 右 中 辨參進 跪 座 前、 は 攝政仰 来年 正月  • 

屮句 可有徇 元服" 日 次 令 勘 申 ョ 不及勘 文、 頭 右 中 辨稱唯 起座、 

次 載 人頭 於 殿上 問 日 次 事、 

其 儀 出 殿上 著 臭 座、 雜 si 頭 右 中 辨目于 陰陽師、 陰陽師 參^ 下 仰、 仰詞如 S 政、 則 申 云 御 

：兀服 =1 次 之 事 十四日 癸 亥、 十五 日 甲子 後荽、 十五 日 甲子、 十六 日 乙 丑、 兩：！ 1 之屮被 用歟、 

豫召儲 陰陽師 一 兩人， 

次藏 人頭 歸參進 申 云々、 

其 儀 頭 右 中 辨歸參 申、 攝政如 陰陽師 詞、 攝政仰 云、 兩 H 之 中 俊 劣 重々 尋申セ 、則 出 殿上 仰 云、 優 

劣 重 令 申ョ、 陰陽師 答 曰、 十四 H、 十五 日兩； = 之 中、 强雖無 優劣、 十五 日殊可 宜歟. 歸來申 云々、 

攝政被 仰 諸 卿 可 令定申 由、 

其 儀 攝政被 仰 兩ロ之 間、 被定申 ョ 、左 相 被 H 于次 座參 

議、 參 議定 申、 次 二 個條、 攝政被 仰 之 後、 直 -I 參 議定 申、 

大者, ii. 自 f 象々、 俊 政 朝臣、 资生等 候、 長 押下 歟、 

自 T 靡定 申赞々 俊 政 朝臣 日 次 議定 之 後退 入歟、 

次 公卿 起座、 

其 儀修々 定畢之 後、 攝政被 仰 

今 ハカ"、 次 公卿 起座、?^、 

次 攝お人 簾 中^-  土 御門 喑雄 日時 勘 文 記 

〇 左大臣 近衞忠 房、 右大臣 一 條實 良、 上表 シテ 職ヲ 辭ス。 

不肖 之臣、 厚 蒙 朝恩 在官 候處、 頃日、 脚 氣之症 相發、 不堪 久座 難澀、 且 方今 不 容易 時勢、 朝廷 憲法 重大 之 事件、 追々 可 被 

議行 之處、 日々 參 朝無覺 束、 其 上 明春 御 理髪、 竝 御遊 御 W  、其 外 公事 參仕 等、 自然 不 進退 之 儀 有 之候而 者、 旁 深 不堪 恐懼 

候 間、 當官隨 身 兵 丈 等辭申 度、 乍然、 園 事 御用 之 儀 者 不堪 傍観、 扶所勞 精々 可 令 勤 仕 心底 候 間、 於 辭官之 儀 者、 格別 之以 御 

復古 記 卷六 慶應 111 年 十 一 月 二十四日  一六 =1 


m 古 m 卷六 慶應 三年 十一月 二十 五日  ニハ四 

憐愍、 速 被 聞 <w 候 様 偏 願存候 事。 

忠  房 

近衛 篤 麿 家 記 

〇 

方今 不 容易 時勢、 朝廷 憲法 重大 之 事件、 過日 可 被 議行之 所、 臣不肯 喑弱之 質、 徒 高官 一 事汙 朝議 候！ i 有 之候而 者、 實以恐 

懼之至 候 間、 當官辭 申 上 度、 何卒 速 被 聞 召 候 樣伏而 希 候、 乍然、 卽今 形勢 不忍 傍觀、 國事 御用 之 儀 者、 微力 之 限 勉勵、 聊可 

奉 報 天恩 心底-一 候、 於 辭官之 儀 者、 先 以出格 之 御 憐愍、 速 被 聞 召候樣 只管 賴存候 事。 I! 

〇 一 條忠貞 家 紀-ー 、實 良辭表 原書 不相分 ト云フ 、慶明 雜錄ー 一十 四日、 左 府公， 右 府公參 內御辭 退 上表 ト題 シ、 此書ヲ 載ス、 

蓋 シ實良 ノ上ッ ル所ナ ル へ シ、 故 ニ此ニ 收ム、 文字 寫誤 ァリ別 二 考正ス へ キ ナシ。 

二十 五日、 松 平定 安、 再ヒ 上京 遲緩ヲ 謝シ、 眞田幸 民、 前 田 利 同、 池 田 德定、 測， 礴封支 一 封き Tl、 

s^, 織 田 信 成、 s^s 疾ヲ 以テ、 上京 ノ期ヲ 延 へ 、 ^JflJS 糊 岡 部長 寛、 老臣 ヲ シ テ 

代 ラシ メン ト請フ 。讓建 

〇 土 佐 藩士、 尾、 越、 肥 後等ノ 藩士 ト議シ 、速 二 在京 諸侯 ノ會 議ヲ 興 シ 、以 テ 幕府 政權 奉還 ノ實 

ヲ擧ケ ン コト ヲ謀ル Q 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 一 一十 五日 夕、 土 藩 後藤 象 1 ー郞、 福 岡 藤 次、 神 山 左 多 衞參邸 拜謁、 象 一 ー郞 ヨリ 是迄之 手 繽申上 候處ハ 、粗 先日 

藤 次 ヨリ 申 上 候 ト同趣 -ー テ、 衩、 今後 之儀ハ 、小 松 帶刀ト 深 ク申合 セ候儀 有 之、 象 一 ー郞國 許へ 罷越、 帶刀モ 歸國之 上、 國許同 

論ト相 成、 修理 大夫 様モ 御上 京 -ー 相 诀候得 者、 帶刀 ハ 直 様 3,1 帆、 土 州 へ 立 寄、 尙又、 象 一 ；郞 申談、 同船 -ー テ 上京 之 契約 -1 候 故、 


於國許 屈指 相 待 居候 處、 帶刀 ハ 足 痛 一一 テ 旅行 難 相 成 -ー 付、 湯治 罷越、 鉀跡ョ リ罷上 リ候由 -1 候、 併 帶刀之 足痛甚 失望 而已ナ 

ラス、 且ハ異 敷、 自然 於 國元帶 刀 之 說不相 立 事 ト相成 候へ 、ノ  、帶刀 ハ乍恐 内 府公ヲ 奉 初、 私共 迄へ モ 面目無 之、 迚モ 難罷出 

筋 二 候 由、 就テハ 一 日 モ早ク 御上 京 之 名 煲丈ケ 御 會議相 始リ、 至 公 至 中 之 大本 相 立 候へ ハ、 其 上 誰彼 物數奇 立テノ 出來候 

モ ノ  二 モ無 之、 モ シ物 數奇ヲ 出シ候 トテ、 立 行 モノ  二 モ無 之、 自然 ト 公論 ナラテ ハ 不相適 事 二相 成候樣 一一 押寄セ 度、 夫モ 、 

此度之 御 盛 意 奉戴、 公明正大 之 同 論 藩、 堂々 ト旗ヲ 立 候へ ハ、 夫-一 テ 勝算 ハ定リ 候ト申 モノ、 其 上 -ー テ 公卿 方ト申 中, 一 モ、 

正 三 卿ハ御 格別 候 へ ハ 、此卿 へ 熟 ク入說 イタ ゾ、 先ッ 上京 諸侯 ヲ被 召、 意見 御尋 一一 相 成、 其 御 答 之 御 次第、 御簾 前 之 御誓ヒ 

-ー相 成 リ候ハ 、 、夫 -ー テ 大本 相 定可申 候、 夫ョ リ 議事 院等之 事-一 相 成、 種々 條目 -一 亘リ、 公議 可 相 立 儀 ト被存 候 由、 於控所 

猶又雪 江、 十 之丞、 小三郞 -ー 前文 之 次第 反覆 討論、 此方 様 ヨリ ハ 尾、 肥 へ 可 申談、 土藩ョ リ ハ 藝、 薩へ 可 申談、 因、 備 へ. ハ藝ョ 

リ可 爲談、 藝 《素々 同 論-一 テ、 聊 嫌疑 無 之 由、 薩へ ハ 明日-一 モ可 申談、 愈 小松ト 約定 之 通-一 運ヒ 候へ ハ、 何 之 子細 モ無 之、 同 

志 藩丈ケ ハ 整々 堂々 之 正論 ヲ立候 テ可然 、何分 明朝 ハ 永 井 殿 へ 參上、 猶 御内 意之 處モ相 伺ヒ、 其 模様 可 及 案内、 其 上 M テ同 

論 藩樞要 之向會 合、 篤 ト手續 迄モ及 示談、 夫ョ リ 公卿 方へ 手ヲ入 候樣可 致ト申 談ス、 從是 、ノ  、 明朝 早々 尾、 肥 へ 打 合 可中ト 

談シ タリ、 一 一 卜 六日、 今朝、 雪 江、 田 宮如雪 旅寓ヲ 訪ヒ、 昨夕 之 次第、 土 藩 見込 之 趣 等、 逐 一 及 物語 候處、 都 テ同論 一一 テ、 聊モ 

異議 無 之、 何分 正大 之 御 盛 意 貫徹 ス へ キ爲 -ー 御上 京 之 事 -ー テ、 是等之 次第 素ョ リ 所願 候 へ ハ、 尾 侯-一 モ決テ 御 同意 無論 之 

由、 此時 ト成テ ハ 、同志 藩ハ 同志 丈ケ之 正論 主張 之 外ハ無 之、 及 反覆 談論 タリ、 同日、 肥 後 邸へ 酒 井 十 之丞罷 越、 津田 山三郞 

へ 逢對 、青地 源 右 衞門モ 來會、 夫ョ リ申談 之 次第 一 々徹底、 第 一 內府公 御 英斷御 特立、 老公 御 直 -ー 御 伺 之 御 模様 等拜 承、 何 

モ 新聞 之 由 -ー テ、 群 疑 氷解 感泣 奉戴 ハ 勿論 一一 テ 、同志 藩 一 致、 公大 正 明 之 立論 -ー 悉ク 同意、 夫 ヨリ 藩 老溝ロ 孤雲 宅 へ 會シ示 

談之處 、是以 異議 無 之、 早速 兩 公子 之 内 御上 京 之 儀、 明日 飛脚 指 立 可 申、 總テ 同意 同 論 候 得 共、 猶及 衆評、 明日 孤雲 參上、 御 

返答 可 申 上 トノ事 也、 翌ー 一十 七日、 孤雪參 邸、 一 邸悉御 同意 之 趣 申 上、 仍之、 肥 後 表へ モ越中 守 様、 良 之 助 様 被 仰 合、 御上 京 

二相 成 候 様爲申 上、 咋日 飛脚 差 立 候 由， 今朝、 雪 江、 後藤 象 一 一郎 ラ訪ヒ 、永 井 殿 消息 承 候處、 則 今朝 參謁陳 啓 之處、 同氏 モ尤 

m 古 記 卷六 慶應 三年 十一お 二十 一六 五 


復古 記 卷六 慶應 一一 一年 十一月 二十 六日  一六 六 

同 論-一 テ、 當 時勢 二 付、 往々 之 見込 ハ 夫々 有 之 候 候 得 共、 手 初 之處、 幕ョ リ端ヲ 開 キ候テ ハ 嫌疑-一 モ亘リ 候へ ハ 、此處 外 藩 

二 テ緖ヲ 引出 シ 候へ ハ、 大ニ 都合 宜候閒 、一 日 モ早フ 取懸リ 二相 成 候 様 致 度ト、 殊之外 大悅ニ テ有之 由、 此蓮ヒ 候へ ハ、 彌 

以手ヲ 廣ケ、 同 論 多 ク相成 候 様 致度ト ノ 事故、 尾、 肥兩 藩へ 示談、 同 論 之 趣 及 物語 處、 大-ー 安悅セ リ、 容堂様 一 一 卜 三日 御 出帆、 

來月ー 一日 三日-一 ハ 御上 京 可 相 成 候 へ ハ 、夫 迄 - 一精々 同志 之 藩語ヒ 置、 猶御談 申 上 公卿 方 へ 出 懸候積 之 由、 今朝 永 井 殿之咄 

二 、 日本 終 一一 ハ 郡縣 一一 可 相 成 ト ノ 上様 御 見込 之 由、 是 ハ 英國 往古 封建 ナ リシ 力、 公議 之 上、 郡縣 ナラ テハ强 國トハ 難 相 成 ト 

诀シ 、郡 縣ト相 成 候 事故、 日本 モ夫 一一 類シ 可申ト ノ御說 之 由 G 

〇 慕府、 東北 諸 藩 一一 令シ 、其 士民ノ 唐 太島ヲ 開拓、 ン、 及 ヒ其他 一一 移住 スルヲ 許ス。 

蝦夷 地 御開 柘之儀 ハ 、先年 以來厚 御世 話モ有 之、 就中 唐 太 島 之 儀 ハ 、北門 樞要之 地 二 付、 向後 同 島 へ 屮 Z 稼 望 之 者 ハ 、 勝手 次 

第 御 差 許可 相 成 候條、 有志 之 者ハ、 早々 箱 館 奉行 へ 可 被 申立 候、 

右 之 趣、 東國、 北國 筋-一 領分 知行 有 之 面々 へ 、不 洩樣可 被相觸 候。 

卜 一 弓 镧 頃 政 

十 一 月 敬 家 記 

〇 

蝦夷 地 御開 柘1\ 一儀 ハ 、先年 來厚 御世 話 モ 有 之、 就中 唐 太 島 之 儀 ハ 、北門 樞要之 地 -ー 付、 向後 同 島 へ 出 稼 勝手次第 御 差 許 二 相 

成 候 二 付、 土 井能 登 守、 酒 井 鮏次郞 等 之 振 合 ヲ以、 萬 石 以上 以下 ト モ 、 產業取 開方 有志 之 面々 へ ハ 、 a 込 \ 一場 所 爲御任 二 相 

成 候條、 得 其 意 可 被 申立 候、 猶 委細 之 儀、 箱 館 奉行 可 被 承 合 候、 右 之 趣、 東國、 北國 筋-一 領分 知行 有 之 面々 へ 、 不洩様 可 被 相 

觸候。 

卜  一 Hp 镧原政 

一 月 敬 家 記 

一 一 十六 曰、 柳 澤保申 歸藩ノ 請ヲ允 ス o ね t^、 


〇 批紙 

願 之 趣無據 次第 二 候閒、 家事 取締 置、 .尙 又 上京 可 有 之 事。 S 

〇 保 申 家 記 二 云、 願書 ハー 一十 五日 差出セ ト モ、 原 記ヲ失 スト。 

〇 柳 澤德忠 、幼 二 シテ 且疾ァ ルヲ 以テ、 老臣 ヲ シテ代 リテ京 二 至 ラシ 厶。， si 

〇 榊 原 政 敬、 書 ヲ慕府 一一 呈シテ 、朝廷 ノ 召命 ヲ辭シ 、若シ 許 允ヲ蒙 ラス ン ハ、 爵位 ヲ 奉還 シ、 以 

テ 陪隸ノ 列-一就 力 ント 請フ、 慕府、 之ヲ 却ク。  - 

今般、 御政權 朝廷へ 御 歸シ、 且御辭 職 之 御 事件、 千古 之 御 英断 一一 テ、 御 遠圖モ 被爲在 候儀ト ハ 奉 存候得 共、 君臣 之 身分 -ー 

テ ハ 、感慨 涕泣 不知 所 言 候、 且 過日傳 奏ョ リ御達 書 之 内、 諸 大名 伺 被 仰 出 等 ハ 於兩役 取扱 云々 ト有 之， 然處、 拙^ 家筋 之 儀 

今更 申 述候迄 モ無之 候 得 共、 三 河 以來之 御 譜代 一一 テ 、數 百年 無量 之 御洪恩 奉感戴 今日 -ー 至 候處、 不圖 モ 、爾後 於 兩役伺 被 仰 

出 等 被 取 极候テ ハ 、御當 家 へ 奉對 無何ト 比肩 之 形相 成、 君臣 上下 之 名分 條理不 相 立、 從來之 素 意 -ー 相 背キ、 臣子之 鄙 情 不堪 

痛哭 候 次第 二 付、 仰 願 ハ 、都 テ是迄 之 通 違 守 奉 命 仕度 奉存 候、 萬々 一 於 朝廷 御 允 容無之 候 ハ 、 、出 格 之 御 寵遇ラ 以蒙仰 候 

官位 一一 候 得 共、 速 -ー 返上、 退テ 無位 陪臣 之 員 -1 列シ 、祖先 以來之 遣 志 ヲ繼、 微臣之 小節 ヲ全 フィ タシ 度、 一 途 -ー 存込候 問、 切 

迫 之 愚 衷深御 垂憐被 成 下" 是等之 旨 趣 朝廷 へ 宜敷被 仰 上 被 下 候 様 奉 懇願 候、 尤登京 之 上、 詳悉御 願 中 上 度 存念 -ー 御座 

候處、 不快 二 付、 發途致 遲延候 間、 不 得止以 書中 巾 上 候、 宜敷御 執 成 可 被 下 候、 以上。 

十一月 二十 六日  榊 原 式部 大輔 

榊 原 政 敬 家 記 

〇 政 敬 家 記 -ー 云、 夕刻、 差 M  二相 成 ルト。 

二十 七日、 島津茂 久旣ー 一京 一一 入ル、 淺 野茂勳 二十四日 ヲ以 テ國ヲ 發シ、 毛 利 敬 親 ノ支封 主 老臣 

復古 記 卷六 慶應 三年 十一月 二十 七日  一六 七 


復ー 古記 卷六 慶應 II 一年 十一月 二十 七日  一六ん 

等、 二十 六 曰 ヲ以テ 藝兵ニ 御手洗 港 二 會ス、 龍默是 日、 茂 長、 敬 親 ノ報狀 ヲ上リ 、且 召命 停格ノ 

令、 途上 齟齬 ス ル ノ狀ヲ 禀ス。 

毛 利 家 ヨリ 別紙 之 通、 使者 ヲ以テ 申 越 候、 尤此儀 一一 付 テハ、 從 朝廷 御沙汰 有 之 候 迄、 上 坂 可 見合 旨 申達 候 様、 從 朝廷 

被 仰 出 候 -ー 付、 其 段 毛 利 家、 並 吉川監 物 へ 相 達 候 様、 去ル 十日 從幕府 達 有 之 -ー 付、 早速 以 使者 申達 候 得 共、 全 行 違 -ー テ差 

越 申 候 間、 一 應御屆 仕 候、 此段可 然御執 奏被成 下 候 様 奉 願 候、 以上。  . 

十一月 二十 一日  安藝 少將 

= '氏、 

另剁 

先達、 從 朝廷 御 召 登 之 段 御 達 有 之 候砌、 末 家中 氣分 相罷 在、 重大 之 御沙汰 筋、 等閑 打 過 候 僙奉恐 入 候-一 付、 不取敢 、家老 

中 計 發途爲 仕 候 段 及 御 達 置 候處、 末 家 之 内少シ -1 テモ 病氣 快候ハ 、、 一 同大 坂 表へ 可罷出 トノ御 事-一 付、 種々 保養 相 加 候 

得 共、 今 以聢々 無 之、 追 日遲延 仕候テ ハ 重々 恐 入 候 儀 -1 付、 淡路 名代 毛 利 平 六郞、 監物 名代 宮庄主 水、 並 家老 毛 利內匠 一 同 

上 坂 爲仕候 間、 旁 之 趣、 朝廷 向 宜御取 計 致 御 賴嫔。 | 華 ^ £ 

〇 毛 利 敬 親 淺野茂 長 -ー 贈ル書 

過 ルト日 、板 倉 伊賀 守 殿 ヲ以御 達 相 成 候 由-一 テ、 別紙 之 趣 致 承知 候、 此儀 -1 付テ ハ 、 前日 以 使者 致 御 達 候 様、 if 、ヲ 末 家 其 

-ノ 

外、 旣 -ー國 元發船 以後 -ー 付、 途中 迄 申 越 候 心得 -ー ハ 候 得 共、 自然 大坂表 著 岸 後 二 モ相成 候 ハ 、 、 行 形 同所 -1 差扣、 何分 之 

御沙汰 奉 待 候 心得-一 罷在 候閒、 此段 朝廷 向へ 宜御取 計 致御賴 候。 

o 指 華 入京 日 載-一日、 二十 五日、 各 艦 乘組如 左、 鞫府 丸、^ 諸-? 員、 癸 亥 丸、 濃赚〕 丙 辰 丸、 舰赋赫 丸 以引上 之 一 "丙 寅 丸、 

右田 二, ±|も 、第二 奇 兵隊、 丙篛 朱ん、 銳武矩 お L  、奇兵 隊、 遊 擎隊、 鹰 

一手、 こ 3央 寅 一一 テ引之  >  满瑰カ 隊、 ^申ヌ 懲隊- 滿珠丸 引 之、 

一 一十 六日、 御手洗 港 著、 藝藩 誘導 船 咋日著 船、 會議左 之 通、 


一 役 方 之 者 四 五 人、 諸 艦 - 一先 チ西 ノ宫へ 著、 揭 陸致シ 、大洲 藩 へ 懸合、 迎 へ 舟、 其 外 諸 仕搆之 事、 

伹、 藝州 御船 ハ 只今 ョ リ揚碇 、其 便リ ヲ借リ 度 候 事、 

一 諸艦ハ 淡路島 一一 於テ 一 同 待合 候 箸-一 付、 過日 紀伊 守投 御上 京 御供 船 之內、 一 艘ヲ以 船 揃 置 候 地 迄、 引 舟 トシ テ御羞 下シ 

被 下 度 候 事、 

一 西 ノ宫ラ 著 船 場所 ト相定 、本船 ヨリ 陸地 迄ハ 、彼 地 之 小舟 ヲ雇ヒ 、第 一 二 兵士、 第一 一 器械、 第三 諸道 具 相 蓮 候 積リ、 

一 三 藩 申 合. 蒸氣 一 艘宛、 神戶海 へ 殘置度 候 事、 

一 フ ラフハ 御 當藩之 分、 薩藩ト 取 交 相用ヒ 度、 尤七 艘之內 一 一艘 分位ハ 、弊 藩 之 分ヲ相 用度 候^、 

前條之 都合 -1 付、 國貞直 人、 石 部 祿郞、 小 荷駄 方 役人 神 田 源 兵 衞手子 一 人、 下人 一 一人、 鉄屋 定次郞 一 同、 藝潘 誘導 船 へ 乘組、 

夜 八 ッ時ョ リ 出船 致 候 事、 藝艦役 附左之 通、 諸 兵 總督岸 九 郞兵衞 、參謀 湯川淸 次郞、 監察 野 崎 喜右衞 門、 國事 掛リ黑 S 盆 之 

允、 小 荷駄 取締 島 本 金 之 助、 應接役 川 合 三十 郞" 

〇 遠山 友祿、 STSff や、 疾ヲ 以テ、 上京 ノ期 ヲ緩フ セ ント 請フ。 . 

一 一 十 A 日、 淺野 茂勳、 京 二 至 ル.、 難 S 池 田 茂 政、 Sf  ^|囊譆ま对 、一 ^ 南部 利剛、 上 杉 齊憲、 S 

g^ffsl 伊達宗城、 水 野 忠弘、 蓮 g§s「sf  、土 井利 恒、 ^sl 九 鬼 隆義、 lis 

封 三 萬 おチ t ミ、 II 守 〇 丹 後田 邊 藩主、 食 封.^ -F^P4^、 備中守 〇 足 守 藩主、 ぉド 矣 i{^、f ゅ^ で ^咽， せに I«s 翁お.？、 

石、 牧 SSM^iB- 一一 一 萬 五千石、 後 舞鶴ト 改ム、 才 T 禾矛 食 封 二 萬 五千石、 才 7 侈 M 食 封 二 萬 五千石、 >fr  >| 

主 膳 正 〇 小 泉 藩主、 ，m±f  、旨^ m 一一-口 nw、 美 作 守 〇 七戶 藩主、 尹 ま 一一 一 WJe.lt、 播 f 守^ 岡田考 Hj、^ ム矢 ヲ 4チ / h? 

<S}^T 萬 や 百お 力 rf^ 隆備 iff 立 口 信 盒封 一 萬 千 石、 ©葬 着 i . 封 一 萬 三百 四十 二 石、 贫ヲ レーフ ュ1 万ノ犯 

ヲ延 ヘント 請ヒ 、松 平 武聰、 南部 信 順、 疾 ァリ、 老臣 ヲ シ テ代リ テ京 二 至 ラ シ ム ^條观 

〇 德川慶 喜、 旣  一 I 大政 ヲ還 ス 、而 其實未 タ擧ラ ス 、松 平慶 永、 薩藩 ノ大ニ 幕府 ヲ疑フ ヲ憂ヒ 、俊 
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復古 記 卷六 慶應 三年 十一； fl  二十 八：：！  一  ヒ つ 

喜 一一 說キ、 西鄕 隆盛 、等 ヲ招テ 、其眞 意 ヲ諭 サン コト ヲ勸厶 C 

〇 春嶽 私記-一 云、 二十 七日 夕、 大久保 一 藏被召 呼、 今後 之 見込 御 尊-一 相 成 候處、 此時 朝廷 之 御 基本 不相 立シテ ハ 不 相適亊 

候處、 鬼 角 朝廷 二 御 人材 乏敷、 其處甚 苦心 之 由. 會議 公論 之 儀モ、 敦レ 二 正大 一一 歸ス へ キ事 ナカラ、 御手 下シ之 次第 如 河 

相 成可然 哉、 邸議 一 定不 仕、 诀定 之上ハ イツ レ 一一 相 伺候 心得 之 由 申 上 之、 依 テ内府 公 御 英斷之 御 様子 等 被 仰 聞 候處、 今 一 暦 

御實行 一一 不相顯 候テハ 疑惑 難晴、 紀、 會. 桑 等 之 雜說モ 有 之 候へ ハ、 何卒 一 日 モ早ク 御實跡 相顯ハ レ候 様願ハ シクト 反復 申 

上 之、 一 ート 八日 朝、 會藩 手代 木 直 右 衞門ヲ 被 召 呼、 此度之 御 一 件、 御 英斷之 御 次第 逐々 御 承知 一一 テ、 御 盛 意 無 御 間然 御 同意 

二 付、 トコ 迄モ御 奉戴 被 成 度、 夫 一一 付、 肥 後 守 殿御 見込 等 如何 有 之 哉、 御 家來共 -ー オイ テハ、 今後 之處 如何 相 心得 候哉ト 御 

尋之處 、直 右 衞門申 上 候 ハ 、御^意 貫徹 希望 仕 候 ハ 、肥 後 守 バ 元 ョ リ家來 共 モ 一 同 御 同然 之 儀 n 御 坐 候 得 共、 唯々 今後 之 見 

込 ニ於テ ハ甚 心配 仕 候、 畢竟 肥 後 守 在職 已前 ヨリ 存込 居候 ハ 、德川 家 之 攻權ハ 、 朝廷へ 被歸 、幕府で ァ 、ノ 王命ヲ 奉シ、 

順 正 之 御 政道 -ー 相 成 候 ハ 、 可 然ト存 居候 處、 此度之 御 一 擧 一一 テ、 年來之 誠心 モ違却 仕、 失望 之 極地  一！ 御 坐 候、 政權ヲ 一 途 二 

被 歸候ハ 、乍 恐御尤 至極 之 御 儀 奉 存候得 共、 幕府 迄 御捨被 成候テ ハ治リ 方 附キ申 間 敷， 公議 ト申モ 如何 之蓮ヒ 二 玎相成 哉、 

更 二見 詰 無 之、 議事 院ト申 テモ、 外國之 制度 通リ 一一 ハ中々 急々 可 相 蓮 トモ 不被存 、人材 御舉 W モ御 美事 二 ハ候得 共、 如何程 

之 人材 出 候 而モ、 何事 モ取极 ヒ綱レ 不申テ ハ 、今日 之 御用 一一 ハ 立不申 候、 是モ舊 幕府 之 御 役人 ナラテ ハ迚モ 行 屆キ不 申、 又 

朝廷 トテ モ乍恐 御 人材 無 之、 中々 王政復古 杯思ヒ モ寄不 申 候、 彼 ヲ思ヒ 是ラ思 ヒ候テ モ、 舊幕之 御 制度 ヨリ 外 一一 、治平 之 

見込 尸 無 之、 過日 御所 二 テ、 太 政 官初八 省 御 取 建 之 御 見込 御 垂問之 御 書付、 尾、 越 へ 出候ト ノ事 一一 テ致拜 見 候 得廿； r 是等 

モ畫餅 同様 御儀タ ル へ ク杯、 唯舊 幕制ナ ラ テ ハ 難 相 適、 意味 反復 懇々 申 上 之 一一 付、 公 -ー ハ 分 上様 御 盛 怠 行逄 無- \ 一致 徹底 

候 様 有 之 度、 外藩ョ リ^ 入 レ候テ モ 、親 藩 中 u 上旨 ヲ取 違候テ ハ S 通不 致、 却テ致 妨害 候 様 一一 被 思候テ ハ 相 濟不. e -、 此處、 

一 藩 之 示談 十分 行 屆候様 被 成 度 ト御申 聞 二 テ退 坐セリ 、控所 一一 テ御勤 役 共 出 會申談 候 越 意 バ 、上様 如 形 御 立派 之 御英斷 二 

テ御打 出、 大公 至 正 之 尊王 旗 ヲ被建 候事唉 へ ハ 、親 藩 一 同、 一 心 同 力 整々 堂々、 葵 幸 之 旗 ヲ建ラ レ 、 尊王 之 御 味方 申 上 候 ハ 


、ノ  、今後 誰ァ ッ テ 抵抗 ス ル者有 之 間 敷、 國初之 形勢 一一 テ モ 可 想像^  -ー  テ 、其 時 一一 當リ 彼是 ト私 說ヲ 主張 致 候 向 ハ 、異論 之 徒 

候へ ハ、 夫ハ討 ッテモ 天下 ノ許 ス處 ナリ、 然レハ 當時之 見込 ハ 、 公議 之 時 ヲ待テ 可 申出 儀 二 テ 、方今 ハ 閑 是非 之 論 ハ 箝口 シ 

テ、 唯 只管 二  、御 公正 之 御 趣意 ヲ何 處迄モ 押通ス 同一 體 二相 成 度ト及 議論 處、 一 心 同 力、 異論 ヲ討ッ 之 儀-一至 ッテ ハ、 其. K 

體ヲ 了解 シ得タ レ ハ 、猶 熟考 之 上、 追々 及 示談 度 由、 最初 後藤 ト モ及 談論、 正大 丈ケ ハ 無 ii 候 得 共、 公議 之れ： ^込 無- \ー、 其 節 

頻 二 同意 可否 之 返答 ヲ被責 候 得 共、 幕府 之 御 都合 難 計 二 付、 一 藩 限 之 挨拶 -ー モ及兼 、暫時 甚 困窮 之 次第 - 一有 之 由、 午後 御 登 

城、 伊賀 殿 へ 御 逢、 兎角 薩藩之 嫌疑 氷解 セ ス シテハ 、今後 之 御手 順 不恰好、 咋日モ 一 藏御呼 出、 御 直 一一 御談 之處、 疑念 深ク有 

之 哉 候 間、 吉之 助、 一 藏等被 召 呼、 御 直-一 御 說得有 之候ハ 、 、夫々 安 著-一 モ可 至歟ト 御存寄 之處、 御 申 人 之處、 可 達 上聽ト 

ノ事 一一 テ申上 二相 成處、 至極 御尤 一一 思 召 候 旨、 被 召 出 候儀ハ 、尙御 考可被 成 トノ御 侬-\ 一由、 伊賀 殿ョ リ此 節英船 渡來、 上様 

へ 拜謁相 願 候 得 共、 當御時 態 御 下坂 モ難被 成 -ー 付、 永 井 被 遣 候、 英 入京 申立 候 ハ 、 、如何 致 候 半 心痛 之 由御談 二 付、 公、 常時 

ト相 成候テ ハ 、何 ノ御苦 勞モ無 之、 其 段 朝廷へ 御 伺 可 然ト被 及 御 挨拶 由。 

〇 慕府、 令シテ 凡ソ脇 往還、 明年 正月 以後、 驛夫錢 ハ六倍 五分、 渡船 賃ハ 二倍 ヲ 增加セ シ厶、 又 

江戸 鐵砲洲 ヲ 以 テ 、外國 人 居留地 ト爲 シ 、其 居 民 ノ 家屋 ヲ 外人 二 貸與 スルヲ 許ス。 

諸國脇 往還、 人馬 賃錢 等、 是迄割 增申付 置 候 宿 村 モ有之 候 得 共、 右 - 不拘、 來 正月 ヨリ 一 般元賃 錢之上 へ 、人馬 賃錢六 倍 五 

釗增、 川 場 之 分 ハ 一 一倍 割 增ヲ、 當分之 内 御 定賃錢 二 申 付 候 間、 其 通 可 請 取猴、 尤 高札 掛改 方之儍 ハ 、其 筋 へ 可. &立候 事、 

一 御用 -ー 付、 旅行 之 面々 へ 被 下 候 人馬、 並 右 之 向 持參、 且諸向 ヨリ 差 立 候 御用 物 等、 都テ 無賃 繼立 御免、 人馬 川 場 共 夫々 御 

定賃 錢相拂 旅行 致シ、 差 添 無 之 御用 物 ハ 、貫目 -ー應 シ賃錢 相 添 差 立 候 答 チ 候條、 可 得 其 意 候、 尤京家 之， 2、 且^々 人馬 被 

下來候 分、 並證 文相 添 差 立候狀 箱、 或 ハ 御用 物、 义 ハ 諸 向 ョ リ差立 候 御用 狀等 ハ 、是迄 之 通 無賃 -ー テ繼立 可. E. 事、 

一 御用 旅行 之 面々、 木錢米 代、 又ハ安 旅籠 拂等相 止、 當分之 內、 上下 -ー 不拘、 一 人  一 S 錢七百 文、 一 晝同 三百 文 宛 相 拂候笞 二 
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候、 尤手輕 -ー 取 賄 可 申 事、 

一 御用 旅行 之 向 通行 之 節、 爲 案内 罷出候 役人 多人數 二 不及、 一 人 罷出候 様 可 致、 杖拂之 儀モ、 御朱印 等 重 品柄、 並 諸 役人 

旅行 之 節 、ノ 格別、 其餘 ハ 見 計不差 出候テ モ 不苦候 事、 

右 之 通、 脇 往還 繼場有 之 候 村々、 御料、 私領、 寺社 領共、 不洩様 可 被相觸 候。 

卜 一 弓 榊 原 政 敬 家 記  . 

- 一 月 土 井利 與家記 

〇 黑 S 長 知 家 記 -ー 云、 右 之 通 -1 付、 高札 懸改 案文 願 出、 且賃錢 受取 ノ期相 尋候處 、高札 懸改ヲ 待 タス、 正月 ヨリ 觸面 通リ 

心得 へ ク 案文 ハ 、其 筋 へ 申達 スへ キト ノコ トナ リト。 

〇 

江戶表 外國人 居留地 之 儀、 鐵砲洲 、船 松 町 二 町 目、 並 同所 十 軒 町 -1 御 定相成 候 間、 可 得 其 意 候、 就テ ハ 本願 寺 橋 ヨリ 南 小 田 

原 町、 數馬橋 通、 南 八 町 堀 四 町 目、 五町目、 夫 ヨリ 本湊町 海岸 通リ、 明 石 町、 南钣田 町、 上 柳 原&、 南 本 鄕町之 内 二 オイ テ、 所 

持 之 家作 等、 外國人 へ 相對 一一 テ 、貸 渡 之 儀 御 差 許 相 成 候、 尤貸ス 事 ヲ好マ サル モノ ハ 、强テ 貸サシ ム ル事ヲ ナサ スト ノ規條 

二 候 間、 勝手次第 對 談致シ 、約定 之 節， 鐵砲州 町奉行 役所 へ 可 申立 候、 

右 之 趣、 向々 へ 可 被 相觸候 C 

4-  一  土 井利 

汁 一 戶 與家記 

〇 慕府、 兵 庫 地方 ノ民、 外國 貨幣 ニ慣 ハサ ルヲ 以テ、 姑ク我 銀貨 ト 兌換 通行 セ シ ム 、 因 テ各國 

公使 一一 移 書 シ 、 其 改鑄耗 減 費 二分 ヲ收 ム。 

和 蘭， ネ リチ 1 キア ゲン ト兼コ ン シュ ル ゼネラ 1 ルヱ ヰセ ル レ ンシ— 

ド デガラ 1 フフ アン. ネ ルス ブルックへ 


、以 * 翰 申 進 候、 兵 庫 開港 二 付テ ハ 、同所 之 人民、 外國 貨幣 -ー惯 レサ レハ 、常 分 之 内、 我 銀貨 ト 引替 使 W 差 支 ナキ様 可 取 計處、 

右 引替 二 付、 從來四 分 吹 减シ取 立 來候得 共、 今般 英 公使 請求 之 趣 モ有之 -ー 付、 同所 開港 之： n ヨリ ハ 、一 一分 之 吹 减シ取 立候樣 

可 致 候、 此段申 進シ度 如是 候、 拜 具 謹言。 

慶應 三年 卯ト 一 月廿 八日  小 笠 原豐岐 守 花押 

外務省 記 

二十 九日、 北 條氏恭 、京 一一 至リ、 堀 直 虎、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京  一 I 至ラ シ 厶 、» 原 政 敬、 酒井忠 氏。 

4^ 可. OJ 一一 一一 口 4TT、  wis^f 火、 遠 江 守 〇 大洲藩 返另； ^、佐 渡 守 〇 丸龜 藩主、 盒目 I 買 4ns、 遠 江 守 0 人吉 藩主、 11  一一 v£、^ 

ナ^ -P 信 1o 力 4 腦荐^ 主、 食 封 六 萬 石丄^ 極敛僚 封 五 萬 千 五 百 十二 石、 相. ^ま 遲 食 封 二 萬 二 千 百 石、 Fl^i^ 勢 

盒織田 長 易、、 一  柳 末德、 、r&ol ま 潘疾ヲ 以テ、 上京 ノ期 ヲ緩フ セント 請ヒ、 

九 鬼 隆備、 再ヒ 延期 ヲ請 ヒ、 稻葉久 通、 gs^f  ，、松 前 德廣、 無き錢^ 本 多 忠鄰、 ugll 

^疾ヲ 以テ、 老臣 ヲシテ 代 ラシ メン ト請フ OS 久攝^ 読 

晦日、 左大臣 近衛 忠房、 右大臣 一 條實良 ノ請ヲ 允 シテ、 其官ヲ 罷厶、 國 事掛： H  二 故 ノ如シ 、權大 

納言九 條道孝 ヲ以テ 、左大臣 蒹左近 衞大將 左 馬 寮 御監ト 爲シ、 內 大臣 大炊 御門 家信 ヲ 右大臣 

ト爲シ 、隨身 兵仗 ヲ 賜 ヒ 、權 大納言 廣 幡忠禮 ヲ 內 大臣 兼 右近 衞大將 右 馬 寮 御 監ト爲 ス 。 

〇忠 房 へ 達 書 

辭 左大臣 之 事 被 召. is 被 思 召 候處、 依 所 努辭退 之 趣、 無 是非 候 間、 不得止 被 聞 食 候 事。 ||p 

〇實 良 へ 達 書 

復古 記 卷六 慶應ー 11 年 十一月 二十 九日  一 七三 


復古 記 卷六 慶應 三年 十一月 二十 九日 

辭 右大臣 云々 。以下、 同上 文、 fcM 

〇 

正 一 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 道 孝、 

從 二位 行權 大納言 藤 原 朝臣 長 順 宣、 奉 敕件 人、 宜令任 左大臣 者 C 

慶應 三年 十 一 月 三十日 

〇 

從 二位 行權 大納言 藤 原 朝臣 長 順 宣、 奉 敕左大 ほ、 s 令 列 右大臣 上 者。 

慶應 三年 十 一 月 三十日 

〇 

左大臣 藤 原 朝臣、 

從 二位 行權 大納言 藤 原 朝臣 長 順 宣、 奉 敕件 人、 宜令 兼任 左 近 衞大將 者。 

慶應 三年 十 一 月 三 T '日 

〇 

左大臣 正 一 一位 兼行 左 近 衞大將 藤 原 期臣、 

從 二位 行權 大納言 藤 原 朝臣 長 順 宣、 奉 敕件 人、 宜爲 左 馬 寮御監 者。 

慶應 三年 十 一 月 三十日 


七 四 


〇 


大外記 兼助敎 中原 朝臣 師身奉 


大外記 兼助敎 中^ 朝臣 師身奉 


大外記 兼助敎 中^ 朝臣 師身奉 


大外記 兼助敎 中原 朝臣 師身奉 

以 h 竝九條 道 孝 家 記 


内大臣 藤 原 朝臣- 


從 1 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 長 順 

慶應 三年 十 一 月 三ト日 

a 

從 一 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 長 順 

慶應 三年 十 一 月 三 卜 日 

〇 


宣、 奉 敕件 人、 宜令轉 任 右大臣 者 „ 


大外記 兼助敎 中原 朝臣 師身桊 


宣、 奉 敕、 以左 右近 衞 番長 各 一 人、 近衞各 三人、 宜爲右 太臣隨 身^: 

大外記 兼助敎 中原 朝に 師身 本 


汇ー ： 位 權.^ 納言源 朝臣 忠禮、 

從 二位 行權 大納^ 藤 原 朝臣 長 順 宣、 舉 敕件 人、 宜令任 內火臣 者。 

慶應 三年 十 一 月 三十日 

〇 

臣源朝 ほ、 

從ー 一位 行 權大納 首 藤 原 朝臣 長 順 宣、 奉 敕件 人、 宜令 兼任 右近 衞大將 者 n 

慶應 三年 十 一 月 三十日 

〇 

内 欠 臣正ー 一位 兼行 右近 衞大將 源 朝臣、 

從 二位 行權 大納言 藤 原 朝臣 長 順 宣、 奉 敕件 人、 宜爲 右 馬 寮御監 者。 

慶應 三年 十 一 月 三十日 

復古 記 卷六 慶應 三 年 十一 H 二十 九：； 1 


竝大 御 1： 家^ 家 記 


火 外 記 兼助敎 中原 朝臣 師身奉 


k 外 記 兼助敎 中原 朝お 師身奉 


大外記 兼助敎 中^ 朝に 師身ぉ 

以ヒ竝 廣幡忠 禮家記 

1 七 五 


復 古 記 卷六 慶應 II 一年 十一月 二十 九日  一七 六 

〇 凡ソ 叙任 宮三 公、 及ヒ 維新 後功勞 テ以テ ス ル苕ラ 除クノ 外、 常例 ノ舊宫 位 二 係 ル者ハ 、以下 皆略シ テ錄セ ス。 

〇 慕府、 鍋 島 茂實、 松 平定 安 二 明春 京師 警衞ヲ 命ス。 

松 平 出 羽 守 

松 平 肥 前 守 

來辰 正月 ヨリ 三月 迄、 京都 三 ヶ月 詰 御 警衞被 仰 付 之。 t 條 g 

〇 毛 利 敬親ノ 老臣 11、 等、 兵 八 中險ヲ 引キ、 船 艦七隻 二 駕シ、 艦頭薩 藝等ノ 徽章 ヲ揭ケ 、昨夜 

打出濱 H  - 一至 リ、 是日、 遂二 西ノ宮 二次 ス、， 8_§,h, 淺野 茂勳、 乃 チ 上書 シ テ 、 其 情 

由 ヲ陳疏 ス。 

先達 テ、 長州ョ リ以 使者 申 越 候 書面 へ 、添書 ヲ以. &上候 通 、板 倉 伊賀 守ョ リ之達 書 行 違 一一 相 成、 毛 利淡路 名代 等、 一 同 領内 

御手洗 へ 著 仕 候 間、 右 達 之 旨 趣 委細 申 聞 候處、 兼テ 必至 之國 情、 一 旦 出帆、 中途 ョ リ 引返 シ候テ ハ、 大-ー 闔藩 人心 -1 闢 係 仕 

候 儀 -1 付、 其 儘 登坂、 何分 之 御沙汰 相 待 度 旨 申 閬候辨 -1 付、 任 其 意、 家來附 添、 於 西之宫 停泊 仕 候 二 付、 家來之 萏、 咋夜著 

坂 仕 候 旨、 只今 申 越 候 間、 此段不 取 敢申上 候、 可 然御執 奏被成 下 度 奉 願 候、 以上。 

十一月 二十 九日  松 平 記 伊 守 

二 條攝政 記 

〇 本條、 一 一十 九日 ノ字、 下 ノ指華 入京 日 載ト事 實合ハ ス、 蓋 シ豫メ 商議 ス ル 所-一因 リ、 實報 ヲ待タ ス シテ 上申 セ シヲ 以テ、 

此抵牿 ヲ致ス モノ ナル ヘシ。  . 

〇 指 華 入京 日 載-一 云， 一 一十 九日 朝、 藝州萬 年 丸 誘導 罷越候 事 、同日、 西 宮著船 之 手 害 之處、 直 人 打 出 陴所ョ リ 報知 致 候 趣ハ、 


關來 * 兵 一 U:n 人 計、 關東 S 能 下 候. m  二 テ、 西ノ宮 へ ； g リ之 出、 彼是 混 雜ク， I.M モ出來 W 致 二 付、 打 出  >. 一 應著陴 W 然ト ノ¥  二  ^. 

打 出海濱 へ 碇： a  、同丧 ヨリ 晦日 曉 -ー 至リ 諸共 揚陸、 

但、 本陴 親王 寺 諸共 隊 ハ 打 出 下町 割^、 總而 大洲藩 人同逍 -ー 而 心配 致吳候 事、 

m 夜、 薩藩黑 田 嘉右衞 門、 同 了 介 村 田 新 八、 船中 へ 来訪 致 候、 其趣ハ 7J 仗 御上 京 後事 件 -ー 付、 來月 -An ヲ 期限 ト シ , :f. 歟御 

處分 モ可有 之 旨、 公卿 間 ヨリ 密-ー 御 內讒有 \ 一二 付、 夫 迄 之處、 西ノせ  1： 滞在、 何 分ノ 報知 相 待 候 様ト ノ：^  、又. I  二月 三 n.^ 邸 

.2: ヨリ ノ報 吿 一一 、別紙 之 通、 1^ い f  、咋夜 御沙汰 相 成 候處、 咋日 朝廷へ 御 届書 面 之 趣モ有 之、 又 候 轉陣等 仕候テ 八、. K  二人 

心 二 闢係致 候 間、 西ノ宫 一一 於テ 御沙汰 相 待 候 間、 宜御執 奏相願 ト申處 二 テ、 來六 n 、七日 ノ 顷、 薩、 藝 兩藩ョ リ 差出ス 都合 二 

仕置 候 云々。 £、 

〇^ 長 藩 西ノ宮 地方 吿讒ノ 文 

今般、 御所 ョ リ 御沙汰 之 御 旨 有 之、 末 家、 竝 家老、 常表罷 越 候、 然處、 昨年. 藝州 二 於テ 幕府 ョ リ W 出 相 成 候 家老、 其 外 無 故 二 

共 威 ラ以テ 拘留 セ ラレ、 遂 一一 戰爭 一一 モ及 候段ハ 、世 問 承知 之 事 一一 候處、 當度 御所 ョ リ被 仰 出 候 御 狡 一一 付、 不取 fR5 能 5?^ 

得 共、 又 候、 關東 ョ リ イカ 様 之 御 仕向 可 有 之 モ難計 -ー 付、 爲警衞 人数 召 連 候 次第 -ー テ 、全以 此方 ョ リ丘ハ 端 相 開キ候 依^: 

之、 暫ク當 所 -ー 於テ 何分 之 御沙汰 相 待 候 心得 二 付、 少 シ モ 懸念 ナ ク 、各 其 職業 相 勤 候 様、 夫 ふ 預告譫 度ま^ 也、 

一 兵士 陴 外出 行、 不法 之 所行 致 候 者 有 之節ハ 、逐 一 本陣へ 可 訴出候 害、 

一 兵士 ト僞リ 、有 德之家 一一 立 入、 金錢等 無心 ケ間 敷僙. S. 者 可 有 之モ難 計、 右 様ノ皆 於有之 ハ、 早急 本陴へ 可 訴出候 事。 

^^入京 n 載 

晚^ 栊^ せ 

〇 淺野 茂勳攝 政-一致 ス密啓 

此度、 長 州 家老 並 末 家名 代、 監物 名代 共、 一 同上 坂爲致 候テ、 御沙汰 相 待 候 様 之 次第， 表 向 御 達 申 上 候 得 共、 極^: 寳ハ 、 にハ 

復 古 記 卷六 慶應 ni 年 十一月 二十 九：！！  一七 七 


復古 記 卷六 慶應 三年 十 二十 九 =  一七. へ 

庫 開港 之 期日 モ 最早 差 迫リ候 二 付、 此度 幕府 政權ヲ 朝廷へ 復歸候 ニ付テ ハ , 外 夷 御 取扱 之 儀モ、 何レ 朝廷 ョ リ可被 仰 

出御 儀 一一 御 坐 候 得 共、 兵 庫 開港 之 儀 ハ、 先帝へ 被爲 對候テ モ 、 一 先 御 延引 可 被 仰 出儀歟 一一 奉 恐察 候、 然ル 節、 外 夷 共、 ィ 

ッ レ 朝廷へ 相 迫リ、 御應接 一一 ョ ッテハ 、自然 暴 擧之儀 無之ト モ難 申、 幕府 一一 ハ征 夷之 職掌 ヲ被蒙 候 得 共、 從來 外夷ト 和睦 

被 相 結 候上ハ 、爭 カ于戈 ヲ被爲 交 可 申 哉、 左候ハ 、 、後日、 萬  一 H ^體御 動被爲 在候テ ハ 、誠以 驚愕 至極 之 次第-一 御 坐 候、. K 

膳 父子 未 御沙汰 之 通、 實ハ 承知 不仕候 得 共、 右 様 之 節 一一 相 臨ミ、 誓テ傍 觀仕閒 敷、 粉 骨 碎身仕 候テ、 微 忠ヲ盡 シ、 一 方 之 御 

^ ハ 仕度 ト之 寸志、 則 紀伊守 一一 オイ テ モ難默 止， 此段 極内々、 歴 尊 聽申置 候 事。 

十一月 晦日  一松 平 紀伊守 

〇 薩、 藝、 長 三 藩合從 規畫ノ 事、 中 山、 正 親 町、 三條、 中 御門、 岩 倉 四氏ノ 密議 一一 係ル、 蓋 攝攻モ 亦 之ヲ知 ラス、 故 二 本條、 茂 

勳ノ密 啓モ亦 假託ス ル所ァ ルナ リ。 

〇 伊達 慶邦、 ssiss 晴お^ 池 田 政詮、 3^S^Jf， 細 川 興 賞、 篛 f§t 蠲藥京 

極 高 厚、 I 霸 T§?  ，、土方 雄 永、 餑 、京 極 高 典、 S 寸封 01 ま i 疾ヲ 以テ、 上京 ノ期ヲ 緩 

フ セン ト請ヒ 、松 平慶 倫、 再ヒ 延期 ヲ請ヒ 、松 平 賴英、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至ラ シメ、 丹 羽 長 

3、 左 京大 夫 0 一 一  本 松 藩 n 出 iall i 左京亮 o 村 松 藩 J、 郎女 監、 鳴庳廊 p ま If  ； 王： 戠 m  t 夢、. s^#rlfsl^ 藩 お 田 -, ぉ搽 

園 主 、食 封 十 萬 七 百 石、 @窗 力 I 主、 食 封 三 萬 石、 ュゾ猪 @鑑 盒封ニ 萬 二十 一石 化尋 主食 封 二 萬 石 な 招 

淸、 餞？ 小 笠 原 貞孚、 老臣 ヲシテ 代 ラシ メント 請ヒ、 靑木 重義、 病ヲ 謝シ、 

佐 竹 義諶、 寸封^ 疾ヲ 以テ、 會同ス ルコト 能 ハス、 公事 ハ 宗家 佐 竹義堯 二 傳論セ ン コトヲ 

請ヒ、 奥平昌 服ノ 家臣、 昌服 海路 ニ從フ ヲ以テ 、會 同ノ期 ニ後ル 、 ヲ禀ス oyl% 政き; gs 


是月、 慕府 一一 命シ、 嚴 一一 紀伊 藩士 等ノ 黨議ヲ 禁遏セ シム。 

今般、 國體 復古 之 御大 業 ハ 、大樹 至誠 至當之 方寸 ョ リ 出 候テ、 鎌 貧 以來數 百年 之 流 弊 モ、 一は-一 脫却致 シ 候^、  .U 國之幸 

福 不過之 候， 然ル 所、 在 關東之 諸侯、 官位 返上、 忘恩 之 王臣タ ラ ン ヨリ、 全義ノ 陪臣 タ ラ ン ト欲ス ル族モ 有 之、 冠 願^ 倒、 名 

分 瞹昧、 大樹 之 美 意 二 屎リ候 事 ハ不及 申、 抑 皇國 億兆 之 人民 ハ、 天祖 之 所 胚胎、 .pil、 ト雖モ 、御 專制難 被 遊 事 勿論-一 

候、 然ヲ 陪臣 之 義ハ、 皇國之 土地 人民 二  III、 度 候、 大罪 ハ 皇憲之 所不 許、 大樹 速 二 加 现觯、 其 上於不 ffl ハ、 可 被加誅 

戮歟、 國事 繁多 之 折 柄、 軍旅 行屆兼 候ハ、 、西 國之大 諸侯 二 命シ、 速 二王 憲ヲ可 被 正 旨 御沙汰 之 事。 | ほ f 浪 

タ ff. き" 

〇 綏介 筆記 -ー 云、 右 -ー 付， 大樹 御 答、 御沙汰 之 趣、 薄德所 致、 命令 行 屆兼候 段 不堪 慚懼之 至、 一 應在關 東 之 臣下 へ 申 付 候 上、 

御 答 可 申 上 事。 

〇 本件、 日 ヲ失ス 、故 ニ此ニ 收ム、 蓋 本 月 十五 六日 ノ閒 ニ在ル へ シ。 

〇 井伊 直憲、 書ヲ 傳奏 一一 上リ、 祖先 德川氏 一 一 依 テ家ヲ 立 ルヲ 以テ、 朝 命 及申牒 等、 仍慕 府ヲ 經 

由セ ント 請フ、 旣ニ シテ其 書 ヲ請 下ス。 

今般、 從 幕府 政權ラ 奉歸候 二 付-諸侯 伺 被 仰 出 等 ハ 、於 御 兩卿御 取扱 相 成 候 旨 被 仰 出、 謹 テ奉拜 承 候、 然 ル處、 從來松 別 之 

天恩 感戴罷 在、 御沙汰 之 趣 一 應遂 奉仕 候 事 勿論 之 儀 -ー 御 坐 候、 然ル處 、是迄 德川家 之 取 立 ヲ以、 藩屛之 任-一 備リぉ 候 私家 

之 儀 -1 付、 伺 向 被 仰 出 等、 向後 迚 モ 從 幕府 執 達 有 之 候 様 仕度 奉 願 候、 微衷 御 汲取 被 成 下 度、 宜御執 成 之程泰 懇願 候、 以上。 

十一月"  井伊 掃部頤 

〇 直憲家 記、 本條 ヲ逸ス 、之 ヲ其家 一一 問 フー 一 、當時 會津藩 諸 藩 二 迫リ、 共 二 幕權 ヲ挽囘 ヒン コ トラ 計ル、 藩 内用 事靑之 二 

應セ ン トス、 有志 ノ徒大 一一 之 ヲ爭フ 、此書 ヲ上ル 一一 及 ンテ、 有志 ノ徒、 密 一一 傳奏 飛鳥 井 雅典 一一 詣リ、 暫ク 上進 ス ル コトナ 

復古 記 卷六 慶應  一一！ 年 十一月 是月  一七 九 


m 古 記 卷六 慶應 一一 一年 十一月 是月  一八 〇 

キヲ 請フ、 旣 二 シテ藩 論 一 變、 遂 二 此書ヲ 請下セ リ、 故 ヲ以テ 家 記 之 ヲ狨セ ス、 且其日 ヲ詳ニ セ スト 云、 故 ニ此 ニ收ム C 

〇 幕府、 關東 八國ニ 令シ、 酒 醬等釀 造、 三年 ノ均 額ヲ 錄上セ シ厶。 

關東筋 於 在々、 醬油、 味噌、 味淋、 酒、 酢又ハ 濁酒 等 造 込、 五穀 ヲ潰シ 候 渡世 柄 之 者、 並 穀類 取扱 候 渡世 之者猥 -ー 相 成 候 趣 相 

閬、 凶歳 等 之 節 御 取締 筋 二 拘リ候 間、 以來 鑑札 相 渡、 稼 方 差 免 候積リ 二 付、 右 取調 之 者 廻 村 爲致候 問、 醤油 造、 其 外之考 ハ 、 

一 ケ年 造石高、 穀屋共 ハ 寶捌石 數三ケ 年 平均 高、 取調 可 申立 候、 

右 之 通、 關東 八ケ國 御料 ハ 御代 宫、 私領 ハ 領主 地頭 ョ リ、 不洩様 可 相觸知 モノ 也、 

右 之 趣、 向々 へ 可 被相觸 候。  i 

卜  一 3 森 川 俊 

H 一  月 方 家 記 

〇 本件、 日 ヲ失ス 、俊 方 家 記、 十一 一 s; 二日 一一 收ム、 然ト モ囘 達ノ日 二 シ テ、 發令ノ 日 一一 非ス、 故 ニ此ニ 收ム。 

〇 神奈川 奉行、 米國 商社 ノ請ヲ 許シ、 煤氣燈 ヲ撗濱 市街 一一 設ケン トス ルヲ慕 府ニ 稟ス。 

撗濱表 居留 ノ米國 商人、 ガス 製業ノ 儀-一 付、 同國コ ン シ ュ ル 申立 候 趣. &上候 書付、 

巾 さ rr  一  了 

撗濱表 居留 ノ米國 商人 共、 同 國サ. ン フラ ン シスコ ョ リ 仕出 シ 、常 地 二 テ ガス 社中 ヲ結、 今般. ガス ヲ製ス ル事ヲ 企 望シ、 右 器 

具 全備 之 上、 開業 ノ 日 ヨリ 五ケ 年ノ 間、 獨リ 其業ヲ 占有 シ、 外 一一 同業 ノ 商社 ヲ開キ 度 者 有 之 候 トモ、 右ラ相 禁シ、 獨 業ヲ以 

テガ ス 商 寶ノ儀 差 許可吳 旨、 同國コ ン シ ュ ル 申立 候 一一 付、 右 ガス 製 ノ僙、 段々 仕方 承 合 候處、 ガ ス ラ ン ブト 相唱、 道路 ラ鑿 

チ、 管 ヲ縱橫 二 埋メ、 元 場所 一 ケ所 取設 ケ 、石炭 ヲ燃シ 、右 精 氣ヲ管 ヨリ 通シ 、人家 之 房 室 , 其 他 軒先、 市街 等 へ 数百 ケ所燈 

火ヲ 列ネ、 喑夜ノ 頃トテ モ晝之 如ク、 通路 更 一一 差 支 無 之、 歐羅巴 -ー テ ハ專ラ 被 行 候 由 之 儀 二 テ、 便利 至大 ノ 良法 一一 御座 候 間" 

今般 居留地 各國 人、 何レ モ右 講中 一一 入リ、 家 毎-! 燈シ候 積 一一 付、 官 道へ 右ノ 装置 イタ シ度、 勿論 入費 莫大 相 掛リ候 間、 開業 


ノ日 ヨリ 其 商社 五 ケ年ノ 間、 獨リ 其 業 ヲ 占有 シ、 外-一 同業 ノ 商社 ヲ開キ 候き 有 之 候 テ ハ 利 源ヲ漏 シ、 右ノ 人 費 容易 一一 仕^ 

兼 候 間、 獨業ノ 儀 相 願 候 旨 申立 候 二 付、 勘辨仕 候處、 彼方 同志 講中 有 \ 一、 右- \ー 装置 テ設候 ハ 勝手次第 -1 候 得 共、 右ハ  一 M へ 

許 候事ハ 、各國 へ モ 可許定 約-一 付、 他國 人へ 同様 之絛 申立 候 節ハ、 差留へ キ辭柄 無 御座 候 間、 右 ノ趣ヲ 以及說 諭 候處、 强テ 

獨業之 儀 申立 候 一一 付、 各國 コ ンシュ ルへ 右 之 儀 承リ合 候處、 異^: 無 之 旨 書翰 ヲ以 S. 聞 候、 就テ ハ ガ ス ノ氣管 ヲ縱^ 地中 ヲ 

鑿 チ坤： 込 候 トモ、 道路 ハ 元 形 二 復シ候 儀 一一 ハ有之 候 得 共、 外商 賫ノ 筋ト モ譯 違ヒ候 間、 相常ノ 冥加 爲納 可然哉 ノ處、 人家へ 

ガ ス ヲ引候 外、 往來へ 數十ケ 所 常^ ® ヲ照シ 候儀ハ 、刖 市中 取締 之 一 端 一一 テ、 其 人費ハ 當方ョ リ差 出常然 -\ー§ 、同 an ン シ 

ュ ル 尸 勿論、 英國 公使 ョ リ. a. 立候義 モ 有 之 候 得 共、 右人 費 ハ 多數 一一 付 難 承屆、 就テ ハ 道路へ ガス 之 氣管坤 ： 込 候 ト モ 、彼方 二 

オイ テ 宜加 不差出 上 ハ 、常 夜燈 ヲ 照 シ 候 積 一一 候 トモ、 燈火 ノ 入費 、ノ 當方 一一 ォ ィ テ ハ 不差搆 候 旨 及 談判 、 前 寄 申立 ノ 趣 承：： .5 

申 候、 勿； f;I 御國 ハ 各國 ト 風俗逄 ヒ 、右 様 ノ 装置 施 シ 候テ 、ノ  、火 業 ヲ イタ シ 候惡徒 ノ 懸念 有 之 候 得 共、 是迄迚 モ 外國人 居留地 

二 ハ 、門口 等へ 燈火 ヲ連ネ 居候 閒、 右ト 同様 一一 付 差 許候籙 二 御座 候、 且 ガス 製 所 地所 拜借ノ 俊 相 願 度. 勿論 新 1：: 立地 之 内：：儿 

立 置 候 旨 申立 候 得 共、 同所 ハ 貸 渡 可 申 餘地無 之、 殊 一一 ガ ス製 所近邊 ハ 、石炭 油 ノ臭氣 甚敷趣 承 及 候^、 人煙 稠密 ノ 場所 二 テ 

ハ 不都合 二 せ、 新 堀割 向山 寄 リノ 方、 可成 丈 人家 懸離候 地所 見 立、 貸 渡 候 見込 一一 テ、 右 器械 著 港 之 節、 相^  ノ稅取 立^-お W 

座 候、 侬之、 立會御 勘定 方 申 談此段 申 上 候、 以上。 

卯 ^'一月  水 野 若 狹守 

侬田^ 勢 守 

外務省 記 

〇 十一 一月 

朔 日 、 櫻井忠 興歸邑 ノ請ヲ 允ス。 一； 一 =、 

復古 記 卷六 慶應 三年 十二  HJ 朔口  一八 一 


復 古 記 卷六 慶應 一一 一年 十二月 朔日  一八 二 

今般、 私儀 早々 上京 仕 候 様 被 仰 付 候-一 付、 不取敢 上京 仕 候處、 差 向 被 仰 出 候 品 モ不被 爲在候 ハ、、 此節 柄、 在所 表 取締 

仕度 儀 モ御坐 候 一一 付、 重臣 之 者 差 置、 何卒 一 先歸邑 仕度 奉 願 候、 尤 御用 之 節 ハ 、近 場 之 儀 -ー 付、 御 達 次第、 一 ョ餘 二 テ 急速 

上京 可 仕 候、 此段 奉伺 候、 以上。 

十一月 二十 九日  松 平 遠 江 守 

： 一條 攝政 記 

櫻 井 忠與家 記 

〇 本日 批紙 

願 之 趣無據 次第 二 候 間、 家事 取締 置、 猶又 上京 可 有 之 事。 ||§  1 

〇 蜂须贺 齊裕、 松 平 直克、 松 平 忠誠、 松平忠 和、 松 平 忠禮、 龜井 玆監、 SII§，I1、 

遠山 友祿、 大岡忠 敬、 fl^o 一 西 萬大石 f 永 井 直 哉、 本壯道 美、 建 部 政 世、 P 郞封 0 一林 萬^ ハ 、 疾 ヲ以テ シ、 上 

杉齊憲 ハ 、雪中 道路 通 シ難キ ヲ以テ 、上京 ノ期 ヲ綏セ ン ト請ヒ 、德川 茂 承、 立花鑑 寛。 籠， §if 

千 、戸田 氏 兵、 淺野長 厚、 K 封^^ 封 植村家 保、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至ラ シメ、 酒 井忠 美、 

山ロ弘 達、 新莊直 敬、 £ ^寸封 0 一麻 萬 If 、老臣 ヲ シ テ代ラ シメン ト請ヒ 、溝 口 直 正、 r<fio ナ新 ~ぉ 藩 老臣 ノ 

代 赴 遲綏ヲ 謝シ、 伊達 宗孝、 I 録^^ f 萬吉、 大 久保忠 順、 S&I^ 病 ヲ謝シ 、有 馬 慶賴、 松 浦詮、 

肥 前 守 〇 平 戸 藩主、 k 寸 屯 C; 、丹 後 守 o 大村 藩主 、食 封 き. 、淡路 守 o 佐 土 原 藩主 ： a? き！ ka^  、 肩 ほ癭 おき ノ 

盒封六 萬 千 七 百 石、， K 朽純 Ki:  二 萬 七 千 九 百 七十 石、 島 诗忠 ず s 盒封ニ 萬 七 千 七十 石、 ％磨 進 林 主 、食 封 二 萬 石、 右1 万ノ 

家臣、 各 道路 遠隔、 其 主 會同ノ 期 ニ後ル 、 ヲ以テ 、寛 假ヲ 請フ。 HI 茂攝憲 | 読  -. • 

〇 茂 憲家記 中、 上奏 ノ 日 ラ失ス 、姑 ク此ニ 類聚 ス。 


〜在 言鈉 ^ 


一 一 日、 毛 利 敬 親 老臣 等 ノ西宮 二 至 ル ャ、 會、 桑 一 一藩、 攝政ー 一條 齊敬、 |§  、國事 掛朝彥 親王 §で -I 

リ、 西 歸ノ命 ヲ下サ シメン トス 、國事 掛正親 町 三條實 愛、 密 二 中山忠 能、 讓 1 巾 御門 經之、 雄 

岩 倉 具視、 g 賤 |§， 及 ヒ薩、 藝ー 一藩 ト謀リ 、之 ヲやフ 、夜 -1 至リ、 遂 二  S 野 戊勳 ノ奏狀 一一 一 

二 批シ、 大阪 一一 詣テ、 後 命ヲ俟 シ厶。 

可 被 仰 出 儀 モ被爲 在 候 間、 各登阪 御沙汰 可 相 待 事。 gfs 

〇 指 華 入京 日 載 一一 云、 昨夜 L 一^ "、夜 之 朝議、 尹 宮攝關 之處ニ テハ、 是非 歸國之 命令 ラ下ス 論 二 テ、 餘程 烈シク 候處、 漸ク 

議奏 邊之處 一一 テ、 登阪 御沙汰 可 相 待 トノ處 一一 决 シ候ョ シ、 尹 宮攝關 之處へ ハ、 會藩 ヨリ 餘程迫 リ候ョ シ。 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 朔日、 此頃、 長 州 人 多勢 上阪、 追々 入京 モ可致 趣 風聞 有 之、 朝野 之 人心 不穩 -ー 付、 今朝 被 命 雪 江、 ^1 

ヲ訪ヒ 、長 人 上阪之 虛實承 調處、 大分 之 人數、 攝州西 宮邊迄 S 能 越 候 由、 右 者 御 指留之 朝 命 ト行逯 ヒ 一一 相成リ h リ來 ル山ナ 

リ、 藝 ョ リ 奏聞 モ有 之、 猶歸國 之 上、 諸侯 會議之 評 决ヲ待 候 様 降 命 之處、 國 情無 據譯合 有 之 -1 付、 其 儘 滯阪之 絛ヲ願 出 

タ ル趣、 藝 ヨリ 再 達 有 之、 元 來長州 ハ 、近 來自ラ 正義 之國ト 誇稱致 シ ナカ ラ、 如此ノ 朝 命 ヲ招ミ 、固 情 巾 立 候 俊、 第 一 之不 

義ナリ 、藝ハ 左樣之 不義 ヲ隣國 之好ミ ニ說 得ハ不 致、 其 願書 取次 タ ル モ亦不 届 ナリ、 讒吿之 上モ歸 ラス、 願甞指 出候ト モ、 不 

受取 候 へ ハ事 濟ムへ キヲ、 不義 ノ 取次 ハ 相 聞 H ス 、其 儀 及 詰問 度、 辻 將曹呼 出 候 得 共、 不快 之 由 一一 テ ィ マ タ 出不申 卜 ノ  故、 

押テ 上京 セハ、 是非共 抑留 セ ントノ 風 說ハ、 寳 事-一 候ャ ト問フ 一一、 畢竟 夫ハ 朝廷 之 御 取計ヒ 一一 有事 ナリ、 急 度歸國 候找被 

命 候 而可相 濟事ナ ル ヲ、 御 捨置被 成 候 ハ 、 、如何 成 不法 ヲ働キ 候 半 モ難 計、 素々 謀反 之國ナ ル事ハ 、先年 堺町之 一 亂將 -1 發 

セン トス ル際、 於 伏 見 表、 福 原 越後 之 反 狀ヲ推 究シ嚴 敷 及 詰問、 隱 iiis ヲ 吐カセ タ ル事 ァリ、 f 崎^、 醉 、此 

度 モ其節 之 轍迹ナ レ ハ 、不法 ハ元 ヨリ ノ事 ナリ、 押 登 二 當ッテ 、道路 關門 守衞ニ 手 向ナト 致候ハ 、、指 留ルハ 勿論 二 テ、^ 

復古 記 卷六 慶應 三年 十二月 二日  一八 三 


復古 記 卷， 六 慶應 一一 一年 十二  U;  二： H  一ん w 

{且 二 ョ リ騷動 -ー モ 可 相 成 ト被申 -ー 付、 失 ハ 守衞 之向ナ レ ハ 不及 是非 候 得 共、 自然 會等出 懸候勢 一一 ハ 相 成 問 敷 歟ト. a. 候 へ ハ 、 

長 人 ハ 洛中 へ 人 レ 不申 様、 兼テ 命令 モ有之 事 候 得 ハ 、會迚 モ 相手 一一 ナリ 中 問敷ト モ難 申 、元 來押登 ル トイ フカ、 長ノ不 菲胶 

へ ハ 、法 之 通リ 一一 取扱 フ、 則 公正 之 道 二 テ、 更 二 指 支 無 之 勿論、 幕府 二 テ ハ 進退 共 二 聊閼係 無 之、 傍親ス ル迄、 總テ 朝廷 之 

思 召 次第 ナリト ノ事 一一 付、 幕 一一 テモ 彼是 御 指揮 之 事 - ー候ハ 、、一 言 可 默ト存 候 得 共、 朝廷へ 御任セ ト拜 承候テ ハ 、安心々， 一 

至 二 テ、 別 二 可 申條無 之ト答 へ タリ、 此夜 1 一更 後、 扳倉殿 ョ リ御直 書 二 テ、 長 人 追 力 入京 之 沙汰 相 聞 ヱ ， 此節不 容易 次第 二 

付、 御 相談 之 儀 有 之 候 間、 明日 四時 比 御 登城 相 成 候 様 御 S. 越 -ー 付、 邸 議之趣 ハ ，何 分此度 幕府 之動靜 ハ 、天下 之動靜 -ー 拘ル處 

之 一 大事 ナ レハ、 一 點御動 搖之聲 息 無 之、 寂然 正 ラ踏ン テ御進 止" 可 然ト相 诀シ、 其 段 明 早朝 梅澤 殿中 人 候 様、 雪 江へ 被 命 之、 

一 一日 早朝、 雪 江、 梅 澤殿ラ 訪ヒ、 長 人 入京 一 作-一 付、 公 旨、 拉邸議 之 次第 &入 候處、 栴 澤殿モ 1論 二 テ、 長ノ 擧動ハ 、慕 ノ動靜 

ヲ 試ルノ 施策 タ ル事ヲ 推察 セ シ故、 不虞 之備ハ 手常セ シカト 、形迹 二 オイ テハ 曾テ轉 動セサ ルヲ示 スナリ 、津藩 ヨリ 山 崎 

關 門同メ  ノ伺モ 打へ キナレ 巧、 朝廷へ 伺 之 上 可然ト 指圖セ シト 答へ ラレ タリ、 四時 御 登城 之處、 長 人 一 件 \ 一 御 評議 種々 

之. 2:、 先ッ 諸侯 會集 迄、 大阪 二 罷在候 様、 朝 命 -ー 相 成 可然ト ハ 被 诀候得 共、 右ヲ 朝廷へ 被 仰 上方 之 御意 味、 色々 御斟 

酌 有 之、 眞 一一 御 心 附之様 二 無 之而ハ 、矢 張 幕 意 一一 歸ス ル故、 板 食 殿考按 二 テ、 戶 s 大和 守 殿 ョ リ 正 三 卿 へ 人說之 御手 績 二 相 

成 候 由 、律 藩ョ リ山崎 關門警 同 一一 付テ之 伺、 津 一一 テ ハ 幕 命 一一 任 セ度趣 一一 相 聞 候 得 共、 慕 -ー テ ハ 朝 命 一一 附セ ラ ル へ キ筋 故、 

傳奏へ 伺 之 上 n 可 相 成 事 ト被诀 由、 但シ 此儀ハ 八ム \ 一 御 心 付-一 テ、 長 人人 京 指留候 事ハ、 兼テ 朝 命 有 \ 一 事故、 關門 一一 テ其次 

第 申 聞差留 之、 其 上 一一 モ 是非 上京 ヲ願 候ハ 、 、其 段 朝廷へ 相 願ヒ、 朝廷 ヨリ、 津 藩へ 通行 イタ サセ候 樑降命 ナラテ ハ難相 

通 段、 トコ 迄モ申 聞セ、 其 上 一一 モ押テ 通行 セ ハ 、不得 止 事 打拂可 申ト、 名義 ラ立申 聞 候 方 可 然ト被 诀事之 由、」 會ハ 在京 諸^ 

參 €： 被 命、 朝議 -ー 相 成 候 様尹宫 へ 人說、 宮 モ 御 同意 歟候得 共、 左様 之 事 一一 テハ、 却 テ動搖 之 姿 -ー 付、 此事 ハ 御 取^  二 扣 

成 候 様、 會侯モ 承引 -ー テ不被 行相濟 由、 鬼 角行 逮ヒ 出來 -ー 付、 明日 * 、板 食 殿 へ 手代 木 呼 出 、讒^  二 相 成 候 様 御談之 由」 辻將 

^ヨリ 三 宅 萬 太夫 ヲ以、 板 貧 殿 へ .E. 出シ ハ 、 長 人 ノ^ 御 差留之 朝 命 不心^! 罷出候 事 候 得ハ、 改テ 朝 命 如 此ト. E. 聞 t 候 


方 至當ナ ル へ ク * 幾度 モ 同様 一一 申 聞候テ 、其 上 一一 モ 抗命之 節 ハ 、夫 ハ 其 時之亊 トイ タ シ 、 是非 承服 致處 マ テ巾聞 皮、 0 へ 被 

命 候テ、 ト分盡 力 可 仕 トノ事 至當之 正論、 上様 始甚 感服 二 ハ 候 得 共、 期 後 レ 、 阪迄ト ノ依、 夫々 御^!  -! モ W 相 成 刻限 

n 付、 難 被行シ テ相濟 由、 此夕、 大 阪ニテ 朝 裁 相 待 候 様、 朝廷 ヨリ 被 仰 出 タリ。 

〇 毛 利 敬親ノ 老臣 等、 ft?  ！： ま 書 ヲ薩、 藝ニ 藩-一致 シテ、 其 情 ヲ陳ス 、是 日、 淺野 茂勳、 之ヲ 上ル。 

別紙 之 通、 西宮 碇泊 罷在候 長 藩 之 # 共ョ リ、 松 平 修现大 夫 校へ 差 出 候 越 二 テ 、御 同 方校ョ リ被指 越 候？ T 不取敢 其 儘^ 出. E- 

候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

安 藝 少 將 内 

十二月 二  □  熊 谷 兵衞 

先達 テ、 從 朝廷 御 召 出 之 段 御 達 有 之砌、 末 家中 氣分 相罷 在、 重大 之 御沙汰 等閒 二 打 過 候侥舉 恐 人 候 -ー 付、 不取敢 ^老中 

計 發途爲 仕 候 段 及 御 達 置 候處、 末 家 之. s: 、病 氣少々 一一 テモ 快候ハ 、、一 同大 阪表 へ 可 罷 出ト ノ御 ¥  -ー 付、 沌々 保養 相 加攸ひ 

共、 ハ キト 無 之、 餘リ 遷延 仕 候 テハ、 幾重-一 モ奉恐 入 候 二 付、 淡路 名代 毛 利 平 六郞、 家老 毛 利 £ 匠 、監物 名代せ；：^ ド- 水、 一同 

上 阪爲致 度， 兼 テ藝州 校 御 誘引 之 御 約束 二 テ罷 居候 處、 御手洗 一一 於 テ重テ 朝廷 ヨリ 御沙汰 被爲在 候 迄 之 IT  -に阪 被. ^候 

段 承 リ候得 共、 今般、 於 朝廷 大政 被 聞 召、 猶 列藩 公識ヲ 被盡、 御 基本 可 被 爲建被 仰 出 候 旨 傳承 仕、 皇國 大慶 不過 之^^ 

候、 然 ル處、 是迄 弊邑之 儀、 奉 蒙典憲 、意外 之 干戈 二 相 及 候 次第、 毫末 奉對 天朝 異心 無 御座、 大勝 父子 二 於テハ 恐縮 二 不舉 

堪候得 共、 武門 不可 止 之 場合 ト相 成、 右 及 事宜 申 候、 父子 勤 王 之 至誠 不愧 天地 ト、 四民 一 途 -ー 思 込 候怙鈸 難 默^、  ^御 取 

傳ヲ以 幕府 へ 及 言上 候 得 共 、微衷 徹上仕 兼、 心定、 中閒壅 ^喑 雪掩 天日 候侥ト 、晝夜 泣 血 s 能 在 候處、 豈計、 今 R 之 御 機 會ト轉 

變仕、 實 一一 大旱之 雪霓ヲ 望ミ シ 思ヲナ シ 、 西宮迄 到 著 仕、 御沙汰 相 待 罷在候 間、 此上 幾重 -ー モ 宿志 ぼ徹仕 « 候扣願 候、 旁. 之 

趣、 朝廷 向 宜御取 計 御 願 致 候、 以上。 

長 藩 

復- 古 記 卷六 慶應 三年 十二月 二 口  一八 五 


復古 記 卷六 慶應 三年 十二 ガニ 口 

丁 卯 十二月  楫 


一 仄六 

取 素 

貞 直 


彥 

人 


京 詰 御當役 中 校 


京 詰 御 當役中 校 きま 

禾  一一 一一 n 

〇 岩城隆 邦、^ 錄封ま 萬龜石 田、 藩疾ヲ 以テ、 老臣 ヲ シテ代 リテ京 二 至ラ シ厶、 §1隱 黑田 齊溥、 鍋 島茂實 

ハ 、道路 遠隔 ヲ以テ シ、 毛 利 高 謙、 |§籠 ハ 病ヲ 以テ、 H 一一  上京 ノ期 ヲ緩フ セ ゾ ト 請フ。 

»  政 記 

〇 北 條氏恭 、市 橋長義 二 代リ、 四 塚 關門ヲ 守ルヲ 稟ス。 

今般、 私儀 上京 仕 候 -ー 付、 先達 テ家來 之 者 ヨリ 伺 濟ノ四 ッ塚關 門 御警衞 人數召 連、 今日 同所 へ 差 出、 市 橋 下總守 人數ト 交代 

勤番 爲仕 候、 此段 御屆以 使者 申 上 候 、以上，」 

北 條相模 守使苕 

十二月 朔日  朝 比奈淸 

二 條攝政 記 

〇 櫻井忠 興、 長 門 藩士 等 二  、其 封內留 次、 及ヒ 城下 經過ヲ 許 スノ 可否 ヲ 幕府 一一 稟 ス 、是曰 、幕府、 

其 留次經 過、 妨ケ ナキヲ 令ス。 


別紙. &上候 長 州 人 止宿 之 儀、 如何 取 計 可 申 哉、 且又 城下 通行 候 事 モ有之 候 ハ 、 、 其 節 如何 取 計 候 テ立敷 候 哉" 此^^. 1? 候、 

以上。 

十二月 朔日  松 平 遠 江 守 

.= '氏、 

另钲 

今 晦日 晝九ッ 時、 長 州 御 藩 中ト被 仰、 毛 利內匠 様、 竝御 同勢 凡 千 人 計 御 召 連、 一 兩日御 止宿 被 成 度 由御賴 -1 付、 段々 御斷 中 

上 候 得 共、 御 聞 入 無 御 坐、 達 テ御賴 被 成 候 二 付、 如何 可 仕 候 哉、 此段御 伺 奉 申 上 候、 御 下知 被^ 成 下 候 ハ 、 、難 有 仕 合奉存 候、 

以上。 

上ケ原 新田 庄屋 

慶應 三年 十一月 晦 B  七 右衞門 

に.，  年 寄 

平 左衞門 

〇 本日 幕府 批紙 

毛 利 内 匠、 其 外 之 者、 此度上 阪致シ 候-一 付、 止宿 叉 ハ 城下 通行 爲致候 儀 ハ 不苦 候閒、 不 取締 無 之 様 可 被 致 候。 

〇g 忠興申 報 

咋朔日 御 屆申上 候 遠 江 守 領分 上ケ原 新田 二 止宿 罷在候 長 州 藩 中 之 者 共、 昨朔 日夜 中、 西ノ宫 驛海淸 寺 へ 引 移 巾 候 段、 上ケ 

原 新田 村 役人 共 ヨリ 申出 候 二 付、 此段不 取 敢御届 申 上 候 、以上。 

松 平 遠 江 守 家 來 

十二月 二日  靑谷榮 三 

櫻 井 忠與家 記 

復古 記 卷六 慶應 三 年 十二月 二日  一べ 七 


® 古 記 卷六 慶應 一一 一年 十二月 一一 一：：；  一べ ベ 

三 曰 、脇阪 安斐、 歸邑 ヲ請フ 、是 日、 之ヲ 聽ス。 0 

今般、 私儀 依 御 召 不取敢 上京 仕 候處、 此節 家政， M 改革 等 巾 付 候 折 柄 -ー 御 坐 候閒、 重臣 之 者 差 置、 一 先歸邑 仕度、 尤 程近 莪 

な 付、 御用 之 節ハ 、御 達 次第 晝夜 兼行、 速 -ー 上京 可 仕 候、 此段 奉伺 候、 以上。  . 

十一 s:  二十 九ョ  脇 坂^ 路守 

二 條攝政 記 

〇 本 H 批紙 

願 之 通 無據 次第 -ー 候 間-家事 取締 置、^ 亦 上京 可 有 \1 事。 |gg 

言  ま 

〇 松 平慶憲 、前 月 二十 九日、 汽船 九隻、 曰 章 及 ヒ薩、 藝、 長 三 藩ノ旗 章ヲ揭 ケテ、 封內ノ 近海 ヲ 

過 クル ヲ慕府 一一 報シ、 大洲 藩士  ノ 打 出 村 ヲ戍ル 者、 長 門藩老 臣等 ノ、 來リテ 其 旁 近 一一 次 スルヲ 

報ス。 

卯む 一 月 一 一十 九： n 午刻 過、 蒸氣 船十艘 、兵 部大輔 領分 明 石沛西 沖-一 相 見 候、. 2： 一艘 ハ、 淡 州 クサ 力 明祌之 鎖： 沖逡 ヨリ、 西 へ 

向 乘屄シ 候、 九艘ハ 東へ 向、 追々 致 通 船 候、 尤見留 候 船 印 左 之 通 相 建 候、 

U  ノ丸御 印 ニ艘 薩州ノ 印 一 一艘 

藝州ノ 印 ニ艘 長 州ノ印 三艘 

徂、 此三艘 ハ 蒸氣 一一 テ 、ノ 無 之、 異國形 帆船 一一 テ、 右薩、 藝之 蒸氣船 -ー テ漕登 候、 

右 九艘ヒ 筋へ 通 船 之. 2:、=  ノ儿御 印 之 分 一 艘、 明 石 浦 舞子 沖へ 致 繋船、 無 程 亞米利 加 之 印建 替、 小舟 一一 乘致 上陸、 掛リ役 人 

之 者 ヨリ 相尋候 所、 長 崎 ヨリ 初テ相 登、 磯 逡不案 内 一一 付、 水先 キ相賴 候 趣 申 聞 候 問、 刖 水先案内 之者兩 三人 差 出、 夫々 水先 

相濟 引取 申 候、 其 餘相替 儀モ無 御座、 同晦： a 辰ノ 刻、 東へ 向 致 退 帆 候 趣 申 越 候 間、 此段御 屆巾上 候、 以上。 


松 平 丘 ハ部大 輔^お 

十二月 三日  友 部權六 

松 平 M 致 家 記 

〇 大州藩 申 報 

去月 一 一十 八 U 、長 州 末家德 山藩兩 三人、 打 出 村陴星 へ 被參、 先般、 從 幕府 末 藩 之 者 京都 へ 被 召 候 二 付、 不快 -ー テ 名代 爲差登 

候 哉 之處、 相 伺候 所、 全快 次第 出京 可 致 旨 御沙汰 二 付、 刖此 度、 德. E 候 世子 御總督 二 テ、 本 藩 御 家老 毛 利 S 匠 隨從、 其 h 著 岸 

可 相 成、 萬 端 御 侬賴被 成 度 被 申出、 鑌テ 二十 九日、 晦日、 凡 御 人 數千人 餘著岸 一一 相 成、 植ケ 原、 其 外 處々. ^^相 成. s.^ 、此ヒ 

ハ 薩 州^、 藝 州校鉀 周旋 -ー テ被 仰 出 次第、 御上 京 之 趣 -ー 候 得 共、 夫 迄 之處、 同所 御 止宿 之 趣、 御 警衞所 重役 之者ョ リ. S. 越 

候 二 付、 此段 一 應御屆 申 上 置 候。 龍 m 

r^§irTsnp$ 、佐 渡 守 〇 久居藩 、王、. |「„、  二  if ヒ レ o 藤 堂 高 

C 藤^ ま. ま -貧封 五 萬 一一 一千 石、 10^  二  3 ル 邦家 記 

四日、 毛 利 敬親老 臣等 東上 ノ. 事、 稍 ク傳 播ス、 時 二 津藩兵 山 崎關門 ヲ守ル 、藩士、 乃 チ書ヲ 上リ、 

老臣 等 兵 勢 ヲ張リ 、關 一一 抵ラ ハ、 直チ 一一 之ヲ 掃蕩 セン コトヲ ^ス、 又 其 支 封久居 藩兵ノ 都下 守 

衞ヲ 撤シ、 共 二 山 崎ヲ守 ラン コトヲ 慕府ニ 請フ、 慕府、 特 一一 宇治 ノ兵ヲ 分ッヲ 許ス。 

防 長御處 置、 兼 テ寬大 之 御沙汰 ハ 被 爲在候 得 共、 長 人人 京 之 儀 、へ 勅許-一 モ 相 成居不 中、 出 崎 街道 筋^^ 候 節 ハ 、 差留 

候 心得 -ー 御 坐 候、 自然-共 勢 ヲ張罷 登 候 ハ 、 、無論 戰爭 之 覺悟 -ー 相 心得 可然 哉、 此段 急速 奉伺 候 事。 

藤 堂 和 泉 守 家 ぎ 

卜 二月 ra: 日  深 井 半 左衞門 

復 古 記 卷六 痠應 一一 一年 十二月 四日  丁へ 九 


復古 記 卷六 慶應 II 一年 十二月 四日  一九 〇 

藤 堂 高潔 家 記 

晚翠樓 叢書 

〇 

此度長 州 人 之 趣 二 テ、 一 咋日 昨日 ト、 凡 千 人 計、 攝州打 出濱へ 上陸、 西 宫逡へ 宿 陣致シ 候 趣 相 聞 候 -ー 付、 伊 州表ハ 近畿 之 儀、 

兼テ 援兵 差 出 候 害-一有 之 候 得 共、 一 兩日 出兵 之 隙モ有 之、 且御警 衞三ケ 所 一一 相 成、 兵 勢 相 分レ候 故、 s 崎 街道、 自然 今明日 

之 間 侵入 モ難計 候 -ー 付、 素ョ リ山崎 表 警衞人 數ハ備 置 候 得 共、 猶モ兵 數增加 仕度、 侬テ 内分 佐 渡 守 宇治 御警衞 所、 竝 下立賣 

御門 御 警衞所 相 撒 シ 、上 牧、 並高濱 等、 川 陸 御關所 防禦 仕度、 臨時 不得止 候 儀 -ー 付、 急速 御 許容 奉 願 候 事。 

藤 堂 和 泉 守 家 來 

十二月  •  深 井 半 左衞門 

晚翠樓 叢書 

〇 慕 府批紙 

下立賫 御門 御 警衞人 數引揚 候 儀 ハ 難 相 整、 宇治 御警 衞人數 ハ 引 分 ケ 、山 崎 表 へ 相 廻 シ 候 様 可 被 致 候 事。 I 翠 I 

〇 池 田 政禮、 m%^f>、.lf  、一  萬 京 -ー 至リ、 111 丹 羽 長國、 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至 

-7  \ 么 o 丹 羽 長 

ラ シ ム 裕家記 

復 古 記 卷六 終 

總括兼 纂修 

一等 修撰 臣長松  幹 


復 古 記 卷六 慶應 三年 十二  Hglu 


等 修撰 

等 協 彥 


長 


M  0 


一 等 書記 

； 寫 

一 一等 繕寫生 

一 一等 繕寫生 


臣 澤 

E 小 


川 長 

な？ 


九 


^和 孝 之 ：Vi 


復古 記 卷七 慶應ー 1 一年 十二月 五 HI  一九二 

復 古記 卷七 

慶應 三年 丁 卯 十一 一月 五日 ニ起リ 八日 ニ至ル 

五日、 中山忠 能、 正 親 町 三條實 愛、 中 御門 經之 等、 島津 茂久、 淺野 茂勳ト 謀リ、 先 ッ毛利 敬 親等 

赦宥ノ 命 ヲ發シ 、繼テ 更革ノ 事-一 及 ハン トス 、時-一 國事掛 近衞忠 房、 九條 ^ 孝、 廣幡忠 鱧 等、 松 

平慶永 ト 、敬 親等 寬典 ノ事ヲ 謀ル、 會、 桑及ヒ 津 藩士  、 一 一  條齊 敬、 朝彥 親王 一一 說テ、 之ヲ拒 厶、 是 

曰、 慶永、 德川慶 喜 二 勸メ、 會、 桑 諸 藩 一一 諭シ、 敬 親等 ノ處 置、 一 二 朝 裁ヲ仰 カシム C 

〇 春嶽 私記 一一 云、 三 U 午後、 近衞^ 殿下 之 櫻 木之亭 へ 被爲人 タリ 、左 府公モ 御 同席、 廣幡 .2: 府公 御來會 ナリ、 長州ヲ 唯今 之 

處 二 テ 寛大 二 被 處候テ ハ 如何 ァ ラ ン トノ 御談、 廣幡公 、ノ 朝廷 之御處 置诀シ テ 彼是 ハ 申 間 敷 ト御申 二 付， 八ム ハ 天下 之 大事 

ヲ議セ ラ レ ン ト被召 寄 之、 諸 大名 如何 可存 哉、 是稈之 大事 ト相成 有 之 儀テ、 朝議 計 一一 テ 御诀シ 二 相 成 候 程 之 事 候 ハ 、 、諸 

侯 之 會議モ 無用、 上京 一一 モ 及 ハサ リ シ ト申 事-一 ハ 相 成. S. 間 敷 力 ト被仰 上 候 ョ シ 、 此件モ 諸 卿 大抵 御 同 論 候 得 共、 殿下； IMS 

御 不承知 之 由、 會、 桑兩藩 ヨリ 御 同意 無 之 様、 迫 ッテ入 說有候 故 之 事 一一 テ、 外 之 公卿 方モ 、迫リ 一一 來ラ ン 力 ト御 恐怖 甚敷 .5、 

此節津 藩 ヨリ 出 崎關 門^ 之 儀、 嚴敷伺 方 二 テ SPS 惑 之 由、 津 ハ頻 -1 幕へ 阿 附\ 一勢 之 由、 四 日、 雪 江 登營、 栴澤殿 へ 對接 、昨 H 

櫻亭ニ テ御 談論 之 次第、 公之 被 仰 付 一一 テ及詳 達、 逐條會 得 有 \ 一 、其 上 二 テ. &サ レ シ ハ 、會 \ 一入 說モ 松. E 之 £ 意 ヲ伺タ ル様ニ 

モ 閬ヱタ ル故、 夫ハ 其坐ョ リ 取返シ 二 殿下へ 出 タリ、 唯今 モ 殿下 ヨリ 召 候テ、 可 致 參上候 力、 定テ藤 堂 伺 之 一件 ナル へク候 


得 共、 诀シテ 一 己 之 見込 等 モ申上 閒敷旨 、上様-一 モ嚴敷 被 命候ト 物語 ナリ" 此日板 倉 殿へ 被 遣 御 5： 苏、 櫻卒之 御 次第 御 細^ 

之 末 -1 、如 左、 

扠又、 今日、 長 州 ヨリ 薩、 藝 へ 差 出 候 書付、 以所司 代 攝政殿 へ 御 差出シ 相 成 候 由、 寫於前 殿下、 小生 竊 -ー 拜見仕 候、 乍 極^,. :1 

左府公 へ 藤 堂 留守居 ョ リ御 2： 々巾 上、 右 書 出 候 二 付テ ハ 、上 御始、 在京 之 諸侯、 朝廷 へ 被爲召 、衆議 有 之樣、 御盡カ 可 被 成 

旨 申 上 候 由 -1 御 坐 候、 且又 會、 藤、 萬 一 事ヲ誤 候テ、 長ヲ 防禦 ス ル等之 一 戰、 會、 藤 ヨリ 相始 候テハ 不相 濟ト、 ^御 懸念 虎. e 

二 御 坐 候、 不取留 風聞 之 事 候 得 共、 今日 承 込 候 儘、 有 體及陳 啓 候 云々、 き、 

五日 午 時 御 登城、 御談之 次第 ハ 、會藩 之 妄動 鎮撫 一 條\ 一由、 會 藩へ 通達 之 御 書面 出來、 會 侯へ 御 渡 ， 一 相 成、 如 左、 

長 防御 所 置 之 儀 一一 付テ 、ノ  、妄 一一 堂上 へ 立 入、 周旋 ケ間敷 事 有 之候テ ハ 、此後 御所 置 之 品， 從 朝廷 出 候 共、 御眞意 -ー 無 之 様 

相 當恐入 候僙ニ 付、 朝廷 之 聖斷ヲ 可 奉 仰 事、 

ム會 ョ リ紀 藩、 御 親 藩、 御 譜代 申 通 之 事、 會 ハ 平 山圖書 頤 殿 ヨリ 手代 木 へ 說得有 之。 

〇 慕府、 堀 直 虎 ヲ以テ 、若年 寄 兼 外國總 奉行 ト爲 ス、 3 又 譜第諸 藩 |% 間間 飾、 ニ諭ス 二、 會 ：！： ノ 

命、 朝廷 二 出テ、 而シテ 慕 府之ヲ 傳フ、 則 僭越 ノ嫌ァ ル 一一 非ス、 宜ク速 一一 西上ス へ キヲ以 テス G 

帝 鑑ノ問 席へ 

今般 3 從 御所 上京 候 様 被 仰 出 候處、 同席 中 被 申 合 之 上、 上役 共 上京、 於 彼 地 伊賀 守 へ 書 而被羌 出 候^、 被 巾 聞 候 趣 ハ 有 

之 候 得 共、 猶 京地 ョ リ申越 候 品 モ有之 候 間、 御 門番、 竝御曲 輪最寄 御警衞 等、 被 相 勤 居候 面々 之 外、 何 レ モ 问 席 巾 合、^ 地 御 

警衞之 爲相應 之 人數殘 置、 早 々 上京 候 様 可 被 致 候、 尤堀 田相模 守、 鳥居 丹 波 守、 竝 當時御 門番 前赛御 f: 衞等被 相 勤 候 面 々 、 

且病氣 幼少 之 者、 爲 名代 家老 上京 爲致可 被 申 候 事。 薄： 

〇 四 養家 記、 十 一 月 五日 トス、 然レ 共， 同席 合議 上京 ノ事、 十 一 月 十六 日. 一一 ァリ、 本條 十二  0: ナ ル コ ト疑 ナシ。 

m 古 記 卷七 慶應 一一 一年 十二月 一九 一一 一 


復古 記 卷七 ft 應 一一 一年 十二月 五；： H  一九 m 

〇  . 

各 通 雁 ノ 間 席へ 

菊ノ問 席へ 

今 役、 御所 ヨリ 上京 候 様 被 仰 出 候處、 先達 テ 同席 一同 見込 ノ趣、 京地へ 相 達 候處、 被 申立 ノ忭々 尤ノ筋 一一 ハ候得 共、 

御^ ヨリ 被 5. 出、 其 通 相 心得 候 様相 達 候 上ハ、 刖 台 命 一一 隨ヒ候 儀 ニテ、 台 命 ラ差越 上京 ト. B. 譯 一一 モ無之 候 問、 御 門番. 

竝御曲 輪锒寄 御警衞 等、 被 相 勤 候 面々 ノ外ハ 、何レ モ 同席 中 厚 被 申 合、 當 地御警 衞ノ爲 メ相應 一一 人 數殘シ 置、 早々 上京 候 様 

可 被 致 候、 尤土 井火坎 頭、 ^侧 下田 jllsf 瞎ー 1 郎、 拉當時 御 門番 前 *s 警衞等 被 相 動 候 面々、 且病氣 幼少 ノ行 ハ、 

爲 名代 家老 上京 爲致. 可 被 中 候。 細觀 聽絲 I 

〇 幕府、 大坂 外國人 居留 規則、 及ヒ 大坂、 兵 庫 間 運送船 等 規則 ヲ 設ケ、 之 ヲ 各國 公使 一一 謀ル。 

亞墨利 加 合 衆國ミ 二 スト ルレ シデン ト 

ヱキ セル レンシ 1 

アルビ ワン ヮ ルケ ン ボルクへ 

以 書翰 申 進 候、 大坂、 兵 庫 外國人 居留地 ノ儀 一一 付、 咋 四日、 御面晤 一一 テ御 相談-一 ォ ョ ヒ候通 取 極 申 度、 侬之、 別紙 規則書 差遣 

シ候 間、 諾否 ノ御囘 答 有 之 候様存 候、 右 申 進度 如此 候、 拜具 謹言。 

慶應三 卯年 十二月 五日  板 倉^ 賀 守 花押 

大坂表 外國人 居留 ス ル 規則、 

第 一條 

大坂ハ 開港 場-一 ァ ラサ- ンハ 、外國 商船 等 碇泊 ス へ カラス、 尤外國 人 所持 ノ 荷物 ハ、 卽チ條 約附錄 交易 規則 一一 隨ヒ、 兵 庫 二 テ 

改メテ 受ケ、 同所 或 ハ也ノ 開港 場 二 於テ、 輪 入 稅ヲ納 メタ ル上 二 非 サレハ 、大 坂へ 陸揚ス へ カラス、 且大坂 ニ於テ 輸出税 ヲ 


玲立ル 事ヲ要 スルー 一至 ル 迄、 當分 ノ内、 外 國人大 坂 ヨリ 輸出 スル 物產モ 、丘ハ 庫 運上 所 一一 テ 改 ヲ 受 ケ、 輪出稅 ヲ！ I"  メタル 上-一 

ァ ラサ レハ 、同 港 二 オイ テ外國 船 へ 積 込 ムへ カラス。 

第一 一條 

本 害 附録 之 規則、 並條約 附錄ノ 交易 規刖 一一 隨ヒ、 日本人 或 ハ 外國人 所持 之 荷物、 運送船、 引 船 或 ハ 乘合船 等、 帆 前 蒸^ ノ差 

別 ナク、 大坂ト 兵 庫 ノ間ヲ 往復 ス へ シ。 

第三 條 

大坂 在留 外國 人、 左 一一 記セ シ 境界 ノ内、 遊歩 勝手次第 タ ル へ シ、 卽南ハ 大和 川ヲ界 一一 舟橋 村 迄 登、 夫ョ リ敎興 寺 村 佐 太迄潢 

切、 堺 市中 ハ 大和 川 ノ外ナ レ ト モ遊步 ヲ免ス C 

伹、 火坂ョ リ 兵庫ノ 往復 道筋 ハ 、京師 ヲ去ル 事 十 里ヲ以 テ限リ トス、 外 國人ハ 大坂表 一一 オイ テ 海陸 注來ス ル事、 日本人 同 

様 差 障 ナカ ル ヘシ。 

第四條 

右 之 件々 ハ 、六 ヶ月 試？ シ上、 尙 再議 ス へ シ、 時宜 次第、 其 以前 二 モ 再議ス へ シ * 

大坂ト 兵 庫 ノ間、 引 船、 荷物 蓮 送 船、 並 外 國人乘 合 船ヲ設 ル規刖 * 

第 一 條 

都テ引 船、 荷物 運送船、 或 ハ乘合 船 等、 兼テ 日本 長官 ノ 免許 狀 所持 セサル 者ハ、 大坂ト 兵 庫ノ間 往復 ナカ ル へ キ 事。 

第一 一條 

免許 狀願出 候 者 有 之 節ハ、 兵 庫 奉行、 並 一一 其筋ノ  n ンシ ュ ル 取調 ノ上、 免許 狀可相 渡、 右 冤 許 狀ハ雙 方國語 ラ以、 船ノ 模様 

等 精 敷 書 加 へ 、兵 庫 奉行 ヨリ 相 渡シ、 コ ンシュ ル ノ奧 印居 へ へ キ事。 

第三 條 

復古 記 卷七 慶應 =1 年 十二月 五日  一九 五 


復古 記 卷七 慶應 一一 一年 十二月 五日  一九 六 

免許 狀差 出候テ ヨリ 一 ケ年ヲ 過キ、 奉行、 並 コ ンシュ ル 勘考 ノ上、 免許 ヲ差留 へ キカ、 又 ハ再應 差 出へ キカヲ 取極ム へ シ、 

尤 最初 ハ 勿論、 其 後免 許 狀相渡 候 都度 都度、 手 數料ト シ テ、 一 ト ン -ー 付金壹 分 宛、 日本 政府 へ 可納 事。 

第四條 

運送船 ハ 荷物 積込シ 上、 船足 水 入 八 X 以上 ノ 船へ ハ、 兗許狀 相渡ス へ カラス。 

第 五條 

免許 有 之 船へ 役人 ヲ爲乘 組 候 事、 或 ハ大阪 、兵 庫ノ間 往復 ノ時、 役人 差 添 候 事 等、 都テ 日本 政府 ノ 勝手次第 タ ル へ キ事。 

第六條  1 

兵 庫一 ー於テ 免許 有 之 候 船へ、 荷物 積 込 候 節ハ、 其 品 一一 ョ リ 税濟證 文、 或 ハ無稅 證文ヲ 其 持主 ヨリ 差添フ へ シ、 若證 文ナシ 二 

i 阪 へ 陸揚セ ン ト ス ル者有 之 二 於テハ 、事宜 次第 取上ク へ キ事。 

第七條 

大阪、 或ハ兵 庫一 一 於 テ冤許 有 之 候 船へ 、荷物 積 込陸揚 ノ儀ハ 、日 木 玫府ョ リ 差圖セ シ波戶 場、 或 ハ其爲 一一 日本 政府 一一 於テ免 

許 有 之 候 傳馬船 一一 限 ルへキ 事。 

第八條 

冤 許 有 之 候 船等ハ 、大 阪ト兵 庫ノ間 一一 、荷物 或 ハ人ヲ 運送 シ、 並 一一 率船ノ 外、 何 用向タ リ トモ 用 ュへカ ラス、 且 海上 ハ外國 

船、 又ハ 日本 船、 或 《陸地 等へ 寄 リ附へ 力 ラサル 事。 

第九條 

免許 ヲ得タ ル船 二 乘組ノ 外國人 船長 ヲ除 クノ 外、 水夫 等ハ 、大坂 ニ於テ 上陸 ス ル事ヲ 許 サス。 

第卜條 

此規刖 、或 ハ追テ 可 取 極 之 規則 ヲ 違背 ス ル苕 ァラ ハ 、免許 狀 取上ル 而已ナ ラス、 其コ ンシ ュルへ 兼テ 其本國 攻府ョ リ 、十 民 


ヲ シ テ諸條 約 ヲ守ラ シムル タメ  ニ與へ ラレ シ權ヲ 以テ、 罰ス へ キ 事。 辦 S 

〇 雜 十一月 1 一十 五日 和 蘭 領事 書柬 

千 八 百 六十 七 年. H 一月 一 一十 MI、 於神奈 川大坭 二 在 ル外國 事務 執政 板 倉 伊賀 守 閣下 二 圼ス、 

江 戶外國 人 居留 規刖、 並 江戶、 撗濱 之閒之 運送船， 乘合 船、 牽船之 規刖、 大阪 オイ テ モ 採用 ス へ キ儀、 尊慮 ァ ラン 事ヲ謹 白ス、 

恐惶敬 言。 

日本 在留 荷蘭ポ リチ— キア ゲン ト 

兼コ ンシュ ル ゼネラ 1 ル 

ド デガラ 1 フフ ァ ン ポルスブルック 

外務省 記 

六日、 近 衞忠房 等、 攝政 一 一條 齊敬 一一 逼テ、 毛 利 敬 親等 赦宥 ノ議ヲ 决シ、 直 一一 之ヲ德 川慶喜 一一 論 

サ シメン トス、 柒サス 、是 日、 議始テ 決ス、 乃チ戶 田忠至 If  I ゃチ後  ス、 ま ヲ シ テ 內匕曰 ヲ慶喜 

二 諭 サシ厶 、し 

〇 春嶽 私記 二 云、 五日、 櫻 木 御殿 ョ リ御呼 出 -ー 付、 雪 江參上 之處、 長人頻 -ー 迫 リ入ル 風說有 之、. E 崎關門 -ー テ 抑留 之 儀、 津藩 

ヨリ 伺 書 出、 時機 甚御 懸念 之 次第-一 付、 三 公之 御 方々 御 内談、 唯今 之 內、 寛大 之 御所 置 被 仰 出候ハ 、 、鎭靜 可 相 成 トノ御 評 

議候得 共、 攝政 FIM 吕御 承引 無 之、 會ョ リモ 專ラ致 入說候 故、 今日 三 公 ヨリ 御發シ -ー テ、 俄-一 攝政 家へ 御會 集、 御 席 一一 テ御决 

評、 入 說之閒 隙 無 之 様 -ー 御 發表之 御 積リ、 右 御 诀議之 上 二 テ、 戶田和 州 ヲ以幕 へ 御 相談 相 成 苦 -ー 付、 其 節 幕 一一 テ異儀 無 之 様、 

公 二 テ御 周旋 有 之 様 被 成 度 候 得 ハ 、其 段 可 申 上 ト ノ仰ナ リシ 故、 幸 ヒ 登城 致 居候 得 ハ 、從是 直 様 可. 5. 聞ト及 御請、 登煢之 h 

申 上 之、 此夜ー 一更 頃、 櫻 木 御殿 ョ リ雪江 御暉出 二 テ、 參上 之處、 今朝 被 仰聞タ ル長州 一件-一 付テ ノ御會 集 之御觸 出、 兩役 二 

.復 古 記 卷七 慶應 三年 十二月 六日  一九 七 


復古 記 卷七 慶應ー I 一年 十二月 六日  一九、 

テ 彼是 申出、 明日 一一 相 成 候 付、 此段 早々 大 藏大輔 へ 中 聞 度、 モ シャ城 中 二 テ 大和 守 ヲ待テ ハ居 ヌカト 懸念 故、 夜中 ナカラ 呼 

出. &聞候 トノ仰 ナリ、 戶田忠 至 家 記-一 云、 六日、 一 一條 攝政 殿へ 忠至 被爲 召、 wf〕 德舰 1,1 長 州 入京 參 朝 可 被 免 一條 一一 

付、 舊 幕府 慶喜存 意 御尋御 使、 御 同人 於 御宅 舊宮 方、 並 傳議奏 列 坐 二 テ被 仰 付 候 -ー 付、 忠至卽 刻 一 一條 城 へ 相 越 候處、 用 部 

星 -ー  <  舊 老中、 若年 寄、 並 會津、 桑 名 並居、 御 使 之 趣意 等 由 出 候 へ 、ノ  、 忽チ 議論 沸騰、 不穩事 -ー 立 至 リ候半 ト存候 形勢 -ー 付、 

萬 一 朝 意 不貫樣 一一 チ ハ 、御 爲不 相成義 ト深ク 心配、 是非 朝 意 貫キ、 天下 有志 喜悅 仕候樣 -ー ト相考 、舊 老中 板 倉 伊賀 守ヲ 別席 

二 招キ、 御 尋之義 申 談候處 、何レ 一一 モ慶 喜へ 篤 ト可申 聞 旨、 同人 答 一一 侬テ 則慶 喜へ 能々 申 談候處 、於 同人 ハ入 京參 朝 共 被 

爲免 候義、 强テ存 意 無 之 様子 -ー 候 へ 共、 何分 會津、 桑 名、 其 外 隶吏之 議論 一一 深 致 心配 候體 一一 テ 、夫 ョ リ 會津、 桑 名、 舊 老中 ヲ 

始、 舊 幕吏 評議 有 之 候、 其 節、 忠至愚 存申述 候-一 ハ、 政權 返上 之 上ハ、 都テ 朝議 遂奉 可致義 至當- 一有 之、 然ハ右 入京 參 朝 

共、 朝議 次第 被 仰 出 候 様 -1 ト、 御 答申 上 候 テ可然 旨 及 議論 候、 其 後、 舊 幕吏 紛々 之 評議 爭論 同様 之 體モ御 坐 候 へ 共、 忠至 

二 於テハ 右 之 處ニ诀 心 仕、 衆議 ー决ヲ 待チ、 一 一條 城へ 相扣、 返答 有 之 様 二 ト度々 及 催促 候 得 共、 六日 夜ハ遂 一一 決 セス。 

〇 英國 公使 ハ ルリ， I、 エス、 パ T 'タス、 諸 藩 兵 ノ大阪 一一 輻湊ス ルヲ 止メン コトヲ 幕府-一 請フ、 

幕府、 其書ヲ 上ル： 

此度、 英國 公使 パ— ク ス著阪 、板 倉 伊賀 守 へ 面 會致度 候 間、 同人 下阪 候 様 申立 候 付、 四日、 致面會 之處、 今度 兵 庫 開港、 大阪 

開 市 -1 付、 外國人 共數多 移來、 大阪並 兵庫邊 一一 、諸 矣ノ 兵隊 多人数 召 連罷越 居候 趣、 自然 殺傷 等 混 雜可相 生 ハ 必然 -ーテ 、御 

交際 一一 モ相礙 、不 容易 儀 n 付、 早々 引 拂候様 致 度 旨 申立 候 付， 右 ハ 諸 食銘々 分限 一一 應シ召 連、 且大阪 n ハ 夫々 锾星 舗モ有 之、 

從來人 數モ差 置 候 俊 一一 テ、 强テ爲 引 拂候樣 一一 ハ 難 相 成 候 旨 相 答 候處、 左 候 、ノ 撗濱並 香港 等 一一 罷在候 兵卒 多 人數呼 寄、 自國 

人 ヲ警衞 爲致候 外 無 之 候 間、 早々 御 挨拶 有 之 候 様 申 聞 候 付、 决答難 致 候 間、 歸京ノ 上 相 伺 可 申 旨 答 置 候、 就テ ハ 早々 御差圖 

被 成 下 候 様 仕度、 此段奉 申 上 候、 猶又 今朝 -ー 至リ、 別紙 書翰 壹封到 來仕候 間、 本紙 並譯文 共、 其 儘 奉 入御 覽候、 以上。 


十二  CT 六日  - 

以 書翰 申 進 候、 然ハ贵 國諸食 ノ兵多 人 數當地 へ 上リ、 猶日ヲ 追テ別 二人 數來著 可 有 之 ト相聞 候、 此方 二 テ モ甚 心配 ス ル處 

二 テ、 右兵 士共ハ 主命 不行 届、 取締 十分 ナ ラサ ル -ー 侬テ、 此度各 國人當 地 へ 集 來候折 柄、 何 カ行 逯起候 哉 モ難計 候 間、 せ々 

外國人 へ 軋 合、 氣遣無 之 場所 へ 爲 引退 候 儀、 必用 タ ル事、 貴國 政府 一一 於テモ 深 察 被 成 候 事ヲ望 候、 一 體條約 濟外國 人、 ^國 

へ衮 リ候ハ 、 、安堵 シテ 住居 致シ、 無 障 業 ヲ相遂 候 道瑰ナ レ 先、 貴 國中誰 人 一一 テ モ此理 ヲ犯候 事 有 之 時ハ、 懇親 ノ 交際 永久 

難 繽事顯 然ナリ 、是申 迄モ無 之ト存 候、 尤 右に ハ十： 共 取締 等 不宜、 且常地 町奉行 ノ 支配 ヲ不受 モノ ナレ ハ 、如何 成^ ラ 犯候テ 

モ、 罪 ヲ蒙ル 恐 無 之 候閒、 是迄商 市場 タ ル.^ 阪ノ 市街、 忽然 其 共ノ巢 窟 ト成ル 、ノ 不幸 之 至  一一^: 候、 萬 一 此^ ト モ、 追々 來 

著 ノ 外國人 へ 對 シ 、暴惡 ノ 所行 一一 及ヒ 候節ハ 、其 主人 主人 ハ 勿論 、其 時 ノ 贵國 政府 タル &モ、 必然 其 罪 ヲ遁ル へ カラス、 未 

タ 悪行 無 之 C  、早々 爲 引退、 災難 無 之 様 所 置 可 被 成トぉ 候、 拜具 謹言。 

トニ 月 五日  ハ ルリ—、 ヱス、 パ 1 クス 

板 倉 伊賀 守 殿 

a-、 細 川謠久 家 記 

feT 池 田 輝 知 家 記 

〇 伊藤 祐相、 §g^?ff ，、疾 ァリ、 重臣 ヲシテ 代 リテ京 一一 至 ラシ メ、 小 笠 原 忠忱、 小 笠 原貞正 C 

賤 gssl 一 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲ シ テ代ラ シ メン ト請ヒ 、織 田 長 易、 疾ヲ 以テ、 會同 愆期ヲ 

く  O  来祐歸 、小 笠 原忠忱 

M ス 小 笠 原 良 正、 綠田長 猷家記 

〇 祐歸家 記 上申書、 十 一 月 十六 日 ト署シ 、上達 ノ日 ヲ失ス 、故 一一 路程 ヲ計リ 、此 一一 頹 聚ス。 

〇 慕府、 石 川 成 之 ノ江戶 郭門警 衞ヲ罷 メテ、 西上セ シム。 

石 川 宗十郞 へ 

復古 記 卷七 慶應！ 一一 年 十二  H 六 =  1 九九 


復古 記 卷七 慶應 I 一一 年 十二月 七 さ  二 00 

馬場 先 御 門番 被 相 勤 居候 間、 上京 -ー 不及旨 、昨日 相 達 置 候處、 京地 最寄之 儀 二 付、 上京 被 致 候方宜 g、  ^又 伊賀 守 ヨリ 申 越 

候 間、 早々 上京 候 様 可 被 致 候、 尤 上京 被 致 候 心得 被 有 之候ハ 、御 門番 ハ御冤 被 成 下 二 テ可有 之 候 間 、否 早々 可 被 申 聞 候 事。 

石 川 成 德家記 

. 〇 成 之 答 書 

馬場 先 御 門番 相 勤 居候 二 付、 上京 不及 s、 一  阼 五日 被 相 達 候處、 京地 最寄之 儀 二 モ有之 候 間、 上京 仕方 宜，旨* 猶又 伊賀 守 殿 

ョ リ被申 越 候、 依 之、 早々 上京 候 様、 尤 上京 可 仕 候 心得 有 之候ハ 、御 門番 御免被 成 候 旨、 否 早々 可 申 上旨 奉畏、 早々 上京 可 

仕 候、 右 御請 申 上 候、 已上。 

十二月 七日  石 川 宗十郞 

石 川 成 德家記 

七日、 德川慶 喜、 內旨 一一 答へ 、毛 利 敬 親等 赦宥ノ 事、 宜ク 諸侯 ノ 公議 二 付 スへク 、若 シ聖斷 二 出 

テ シメハ 、固 ヨリ 異議 ナキヲ 稟ス、 乃チ 在京 諸侯 二 令 シテ、 明日 悉ク 朝參セ シ厶。 

〇 慶喜 奉答 書 

防 長 御 處置之 儀 二 付、 御. 2： 尋之趣 拜承仕 候、 右 ハ 私 へ 御 尋御坐 候 儀 一一 候 得 ハ 、兼 テ被仰 出 候 通、 衆議 ヲ被 爲盡候 上、 被 

仰 出 候 方-一可 有 御 坐、 眞之 御英斷 ヲ以被 仰 出 候 儀-一 候ハ、 、別段 存寄無 御座 候、 以上。 

3 嵯峨實 


愛 手記 


十二月 六 

〇 傳奏 ヨリ 達 

頃日、 在京 之 諸侯 苕 自身、 在京 無 之 面々 者 重役、 又 者 重役 詰 合 無 之 向^ 留守居、 明 八日 午刻、 禁中 御 假建所 へ 可 被 罷出候 

3* 


ffll 、重役 以下 者、 慰 斗 目 麻 上下 著 用 之 事" 摊翁 

〇 戶田忠 至 家 記 二 云、 翌 七日曉 二 至リ、 朝議 次第 二 テ可然 、慶喜 ヨリ 御 返答 申 上 候、 卽刻ー 一條 殴 へ 罷出、 右之^ 復命 仕、 

無 滯相勤 候 . 

〇 津 藩士  ノ稟狀 一一 批シ、 毛 利 敬親ノ 老臣 等、 或ハ關 - 1 抵 ラハ、 懇^ シ テ 之 ヲ留メ  、以テ 朝 命 ヲ 

|£ ハ シム o 

〇 批紙 

登坂 御沙汰 可 相 待 旨、 過日 相 達 候 間、 押懸 入京 有之閒 敷、 强テ 入京 申立 候ハ 、、鎭 靜申詭 、差 留置， 御沙汰 可 相 伺 事。 

藤 堂 高潔 家， 丄 

〇植 村 家 保、 木 多忠鄰 ノ 子躺、 A ヲ養フ テ 、其 嗣ト爲 サン コトヲ 慕府ニ 請フ、 是日、 慕府、 之ヲ 許 

ス o 

養子 奉 願 候覺、 . 

大和 國高取 城 S 

高 二 萬 五千石  植村駿 河 守 

常 卯 一一 一 十二 歳 

養子 奉 願 者  木 多 U 八郞 

笛 卯 二十 一 歲 

私儀、 未お 子 無 御座 候 -ー 付、. m 緒モ 御座 候閒、 本 多 肥 後 {.H ハ男 釗八郞 儀、 養子 仕舉存 候、 尤右之 外、 同姓、 異姓、 親類、 遠 類、 竝 

續遠 同姓 之 5:- 一  モ 養子 可 仕 相 應之者 無 御座 候閒、 右 釗八郞 養子 被 仰 付 候 樣奉願 候、 以上。 

復古 記 卷七 慶應 三年 十二月 七："  二 01 


復 古 記 卷七 慶應ー 1| 年 十二月 七日  一一 o 二 

慶應三 丁 卯 十二月 五日  植村駭 河 守 印 

板 倉 伊賀 守 殿 

稻葉美 濃 守 殿 

松 平 周 防 守 殿 

小 笠 原 豐 岐 守 0 雑総歸 

〇 幕府 達 書 

植村駿 河 守 奉 願 候 通、 本 多 釗八郞 養子-一 被 仰 付 候。 S 

〇 兵 庫 港 ヲ開テ 貿易 場 ト爲ス 、又大 坂 互市 場 ヲ開ク 、兵 庫 碇泊 ノ各國 船 艦、 皆 祝砲 ヲ發 ス。 

指 華 入 

京 曰 載 

大阪 町奉行 

兵 庫 奉行へ 

御觸 案、 

兼 テ相觸 置 候 通リ、 十一 一月 ヒ日ョ リ、 外國 交易 之 爲メ、 大坂 御開 巿、 丘ハ庫 御開 港 相 成 候 間、 交易 筋 勝手-一 取引 イタ シ可 申、 尤 

御 锭相守 リ懇信 ヲ不失 様 可 心得 候 事， 

右 之 通、 可 被相觸 候。 

卬 十二月 

大阪 町奉行へ 各迎 

兵 庫 奉 行へ 

御觸 案、 


大阪 御開 市 一一 付テ ハ 、外國 人 使用 之 タメ、 相對 二 テ 一展 ハ レ候 儀、 勝手次第 タ ル へ キ事、 

右 之 通、 市中へ 可被觸 候。 

e トー 一月 餅， 

〇 兵庫ハ 、丘ハ 庫 御開 港 云々 - 一作 ル、 本條、 布告 ノ日未 タ詳ナ ラス、 今、 各國 公使 一一 照會ス ル 草案 ヲ取テ 、此 一一 附記 ス C 

〇 外務省 記 永井尙 志、 本日 英國 公使 -ー 贈 ル書柬 -ー 云、 前略、 然者、 贵國 新年 之 日、 正 二 今日 -ー 常リ、 祝賀 之至リ -ー 御座 候、 殊 

二 我 國兵庫 開港、 大阪 開巿之 期日 一一 逢ヒ、 彌以兩 國之御 親睦 ヲ重 ネ候證 兆ト存 候、 右 祝詞 申 進度 如是 御座 候。 

八日、 毛 利 敬 親父 子 支 封 主 赦宥ノ 事、 及 ヒ英國 公使 ノ書 お， ヲ 參朝ノ 諸侯 藩士 一一 下 示シ、 赦 

命 ハ 直 一一 答議 ヲ上ラ シ ム 、是 夜、 遂 二 宸斷 ヲ以テ 、 毛 利 敬 親 其 子 廣封及 ヒ支封 主 毛 利 元 周 帳^ 

謹お 封 毛 利元蕃 爺翡？^ 毛 利 元 純 や、 食ノ 官位 ヲ復 シテ、 入京 ヲ許シ 、淺野 茂 勳ヲシ テ敬親 

老臣 等 ノ西ノ 宮ニ在 ル者ヲ 京 二 召 サシメ  、三 條實 美、 三 條西季 知、 東久世 通禳、 四 條隆謌 、壬 生 

基修ノ 官位 ヲ復 シテ 、之ヲ 召還 シ、 錦 小路 賴德^ ^^畏 ノ 官位 ヲ復シ 、澤 宣嘉ノ 義絕ヲ 獰ス。 I 

H  、又 九 條尙忠 、久我 建 通、 千 種 有 文、 岩 倉 具視、 富 小路 敬直ヲ シテ、 役 飾セ シメ、 ^^以下 四 

人ノ 蟄居 ヲ釋シ 、滋 野井實 在、 I、 正 親 町 公董、 I、 滋野井 公壽、 I、 鷲 尾隆聚 I、  ノ 差扣ヲ 釋ス。 

〇 赦宥書 案 

今度、 大樹 奉歸 政權、 朝廷 一 新 之 折枘、 彌以 天下 之 人心 居 合 不相付 候 二 於テ ハ 、追々 復古 之 典 モ難被 行、 深被惱 宸襟 候、 

且來春 御 元服 並立 太后、 追々 御大 禮被爲 行、 且又 先帝 御 一周-一 相 成 候-一 付、 猶更 人心 ー和專 要-一 被 思 食 候 間、 先年 來 

復古 記 卷七 慶應 =1 年 十二月 八日  二 〇 一一 一 


復古 記 卷七 慶應 一一 一年 十二月 八 口  二 〇 四 

防 長 之 事件、 彼是 混 雜有之 候 得 共， 寬大之 御處置 被爲在 、大勝 父子 末 家 等 被 免 入洛 、官位 如 元 被復候 旨、 被 仰 出 候 事。 

で」 二 弓乂ョ 島津 忠義 家 記 

巧.；' 二月 八日 指 華 入京 日 載 

〇 指 華 入京 日 載、 載ス ル所、 猶吏ノ 二字 ナク、 所謂、 旣往不 咎之御 時節 候 故、 ノ十 二字 ァリ、 春嶽 私記 モ亦 同シ、 蓋 シ本條 

ハ 、後 二 改竄 セ シ モノ ナリ。 

〇  ] 

此度、 英國 公使 パ ー ク ス 著阪 云々。 き J I  ；; ナ 

〇 傳奏 ヨリ 副 達 

御 四ッ折 f  lf、 之 儀ハ、 今 晚卽答 可 有 之、 重臣 名代 參上候 得ハ、 其 者 見込 二 テ、 以 書取 言上 ノ事。 

伹、 1 之 輩 、ノ  、連名 一一 テ 可然候 事。 難 1 轄敝 II 

〇 諸 藩士 答議 

此度、 朝政 一新 一一 付、 天下 人心 不居合 二 於テ ハ、 復古 之典モ 難被爲 行、 殊-ー ハ 御大 禮 等被爲 近寄、 彌以 人心 一 和 仕 候 様 被 

爲 思 召 候 11 付、 防 長 之 事件、 寬大之 御所 置被爲 有、 大膳 父子 末 家 等 被 免 入洛、 is 位 如 元 被復候 旨、 被 仰 出 候、 

右 之 趣、 御 書付 御 渡 見込 可 申 上旨、 被 仰 渡奉畏 候、 素 ヨリ 朝 攻御ー 新 之 折枘、 至當之 御所 置ト 奉伺 候、 別-一存 意 無 御 坐 

候、 此段 御請. S. 上 候、 以上。 

松 平 備前守 家老  池 田 信 濃 守 留守居 

十二月 八日  土 倉. 修理 助  矢 吹 卯 三 二 

池 田 丹 波 守 重役 代 

sf  t- 萑 穴 U. 汇 田.^ 

湾. rrs  》 ま 正 家 記 


へ 「日、 被 仰 出 候 趣奉畏 候、 別 -ー 見込 無 御座 候、 此段 御請 申 上 候、 以上。 


月 


〇 

御沙汰 之 趣奉畏 候、 私共 何等 之 兒込無 御座 候 得 共、 猶 主人 へ 可 申 聞 候。 

松 平 讃岐守 内 

十二月 八日  北 原 直 左衞門 

酒井雅 樂頭內 

青木 平藏 

井上 河内 守內 

大石 括之丞 

松 平 刑 部 大輔內 

岩 上 九 兵 衞 


松 平 因幡 守內 

河 毛文藏 

化 n  #i ぁ V?;" 


松 平 下 總守內 

平野 俊 吾 

本 多 美 濃 守 内 

井上 九共衞 

榊 原 式部 大輔內 

服 部 瀨兵衞 • 

酒 井左衞 門尉內 

中 お え  HI 

洒井 忠^ 家 記 


〇 

御 達 之 趣 奉拜承 候、 私共 見込 之 儀 別段 無 御座 候、 猶 主人 へ 申 聞、 見込 モ 御座 候 ハ 、 、言上 可 仕 候、 以上。 

松 平和 泉 守 家來  松 平 伊豆守 家來 

十二月 八日  北 村 耕 之 助.  山村 鏠殹介 

复 古記 卷七 慶應 三年 十二月 八日  二 〇 五 


復古 記 卷セ 慶應 一一 一年 十二月 八日 


小 笠 原 左衞門 尉家來 


HI; 


大 六 


二 〇 六 

保 科彈正 忠家來 

大須賀 貞右衞 門 


〇 

御 達 之 趣 云々 。努^^ 但ナ 見/な 


松 平信 安家 記 

松 平 秉承家 記 


帝 鑑間席 


1 


月 八 


n 


ァ 


、 連名 差 出 

. 署シテ 、姓名 ヲ詳 錄セ ス 


堀 田 正 倫 家 記 

水 野 忠敬家 記 

正 倫家士 平野 知 秋^  -ー  其 事 -ー與 ル- 


• 案ス ル 二、 四十 四 藩ハ、 卽チ 


〇 本 條堀田 正 倫 家 記 -ー 、連名 四十 四 藩 ト記シ 、水 野 忠敬家 記 二 

之ヲ 本人 - ー質ス 一一 、當時 御 假建中 雜遝ス ル ヲ以テ 、只 四十 四 藩. 

t 一  月 十六 日ノ條 ニ載ス ル所ノ モノ ナリ。 

〇 

今般、 御 朝權御 一 新 之 折 柄、 人心 居 合 之 儀、 深 被爲惱 宸襟、 殊 -ー 來春 追々 御大 禮被爲 行、 且又 先帝 御 一周-一 モ被爲 

成、 旁 防 長 之 事件、 御 寬大之 御處置 振、 以 御 書附被 仰 渡、 卽刻 見込 奉 申 上候樣 御沙汰 之 趣 奉 謹 承 候、 於 私共、 別段 言上 

仕 候 儀 無 御座 候、 此段 御請 奉 申 上 候、 以上。 

松 前 志 摩 守家來  堀 左 京 亮家來 

島 田  興  治  外 

六 鄉兵庫 頭家來  大 S 原鮏 丸家來 

石 井 安夫  權田峯 


己 

一一 一一 a 


堀 內藏頭 家來  絨 S 左 近 將監 家來 

中 野 五郎太夫  官城惣 右衞門 

青木 源 五 郞家來 

山 19  E 啓藏 S 

〇 

御 書付 之 趣 謹 テ奉拜 承 候、 然處、 重大 之 御 事件、 差當 卑賤 微力 之 私共、 別段 所存 可 申 上様 無 御 坐 候、 此段御 f?^ 申 上 候、 恐惶 

頓首 敬白。 

小 笠原豐 千代 丸家來 小 笠 原 佐 渡 守 家來 

十二  e: 八日  淸水勘 解 .£ 山 S 勘.^ 衞門 

小 笠 原 近 江 守 家来  小 笠 原 幸 松 丸家來 

小 林 正之輔 志 水 a 右衞門 

小 笠 原 忠忱家 記 

〇 

御 書付 拜見被 仰 付 候 中、 御 四 ッ折之 儀ハ、 卽刻 見込 之 趣 申 上候樣 御沙汰 御座 候 得 共、 右ハ不 容易 事件-一 付、 於 私共 見込 

言上 仕 候 様 無 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

丹 羽 左 京大 夫 留守お 

十二月 八日  增 子現藏 

丹 羽 長裕家 K 

〇 

復古 記 卷七 慶瘦 三年 十二月 八日  二 〇 七 


復古 記 卷七 慶應 三年 十二； 《 八日  二 〇 八 

御 書付 拜見 云々。 敗; な- 

松 平 共 部大 輔家來 

十二月 八日  友 部權六 

松 平 直 致 家 記 

御 書付 拜^ 被 仰 付 候 中. 御 四 ッ折長 防 一 條、 卽刻 見込 C. 上候樣 御沙汰 二 御座 候 得 共、 右 ハ 不容易 事忭 -ー 付、 於 私共 見込 言 

上 可 仕様 無 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

溝 口 誠 之進內 

十二月 八日  寺 E 喜 一. 二 郞 

溝 口 直 正 家 記 

〇 

御 四 ッ折之 儀、 外 二 存寄モ 無 御座 候、 尙 主人 共へ 可 申 聞 候 得 共、 不取敢 御請 奉 申 上 候、 以上。 

阿部 美 作 守家來  松 平彈正 忠家來 

十二月 八日  能昆 伊助  森 田 重 具衞 

青山 左 京大 夫家來  間 部下 總守 家來 

坂 束 篤之輔  大 鄕卷藏 

永 井 日向 守家來  牧野 豐前 守家來 

鈴 木 次三郞  伏 木 熊 士ロ 

朽木 伊豫 守家來 

寶 び". 二 


中野资 靑山忠 


今般、 被 仰 付 候 御書附 中、 御 四 ッ折之 儀、 卽刻 見込 奉 申 上 候 様 御沙汰 之 趣奉畏 候、 右 ハ 不容易 事件 -ー 付、 於 私共 見込^ 

上 仕 候 様 無 御座 候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

柳 ノ間席 

十二月 八日  留守居 一同 連名 

仙 石 政 固 家 記 

〇 本條、 柳 間 席 留主居 一同 トァレ トモ 、松 前 德廣等 ハ 七 人 連署 シ、 堀 親義、 藤 堂 高 邦、 九 鬼 寧 隆等ハ 、 各自 奉答 書 ァリ、 

其 餘ノ諸 藩ナル へ シ、 然レ トモ 姓名 原 記 ヲ失ス C 

〇 

四ッ折 御 達 之 趣 奉拜承 候、 微賤 之 私 式、 何共 可 奉 申 上様 無 御 坐 候、 乍 去、 重大 之 御 事件-一 付、 可 相 成ハ、 召 之 諸 候 上京 之 上、 

被爲盡 衆議 候テ 御 诀議被 爲在候 方、 人心 居 合可宜 御儀歟 ト奉存 候。 

松 平 遠 江 守家來  戶田采 女 正家來 

服 部 淸三郞  大高金 右衞門 

石 川宗十 郞家來 

屈 也 fe- 力 戸田 氏 

堀^ 1*  共 家 記 

〇 

長 防 之 儀 -ー 付、 御下問 ノ 趣奉畏 候、 右者不 容易 事件 -ー 付、 鏖忽 一一 言上 仕候テ 、ノ 奉 恐 入 候 次第 二 付、 篤ト 熟考 仕、 明： n 中 巾 上 

候 様 仕度、 此段奉 願 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

細 川 越 中 守 内 

復古 記 卷七 慶應 111 年 十二 ガ 八： W  二 〇 九 


復古 記 卷七 鼯應 HI 年 十二月 八 U  ニー 0 

十二月 八日  三 宅 藤 右衞門 

細 川 護久 家 記 

〇 

御 達 之 趣 奉 敬 承 候、 御受 之儀ハ 重大 之 御 事件 一一 付、 當時佐 渡 守 御 召 一一 テ 在京中 一一 モ御坐 候得ハ 、 一 應申聽 セ候上 二 無 御 

座候テ ハ 、何分 私 二 ハ 御請 難 奉 申 上 御座 候 事. し 

藤 堂 佐 渡 守 家 來 

十二月 八日  靑木藤 太 

藤 堂 高 邦家 記 

〇 

四 ッ折御 書付、 拉御ロ 達 之 趣謹テ 承知 仕 候、 無 ル處、 防 長 御所 置之籙 一一 付、 存 意之 有無、 敞藩 -ー テ ハ 何分 &ヒ- 兼 候 "御 憐察奉 

e. 願；^、 此段申 上 候、 以上。 

松 平 右近 將監 家老 

尾 關隼人 

松 平 武聰家 記 

〇 

今 曉拜見 被 仰 付 候 御 書付 中、 御 四 ッ折之 儀ハ、 卽刻 見込 申 上候樣 御沙汰 之 趣奉畏 候、 右ハ不 容易 事件-一 付、 於 私見 込 言 

上仕矣 *1. 藤 御^ 候、 此段奉 申 上 候。 

九鬼大 隅守內 

十二月 九日  內 田 武左衞 門 


九 鬼 寧 降 家 記 

〇 

今度、 大事 件 之 儀 御 達 相 成 奉 得 其 意 候、 不 容易 御饞 御座 候 間、 得 ト 熟考 仕 候 上 、存意 モ 御座 候， ハ 、 、追 テ 可 申 上- K 、比 段 以 あ 

者 申 上 候 、以上。 

十二月 九日  堀 左 衞門尉 

堀 親廣家 記 

〇 議傳ョ リロ 達 

先刻、 御下問 -ー 相 成 候 防 長 御所 置 之 儀、 各 申出 之 趣、 大同小異 -1 ^：、 御 诀定被 仰 出 候 事、 

右 二 付、 此御書 附之通 被 仰 出 候 間 、左様 相 心得 候 様 トノ御 事、 

外 夷之 儀 見込、 兩 三日 之 内 可 申出 旨 相 達 候處、 大樹 ョ リ 切迫 之 趣 申立 候 間、 明 九日 已之刻 マ テ 二  、兩役 之 内 可. E. 出ト ノ御 事。 

池 田 章 政 家 記 

〇 水 野 忠敬家 記 -ー 、夜 二 入 リ御達 * 仍テ 同意 ノ向 連名 御 答、 翌 九日 未明 一一 至リ、 議傳列 坐、 先刻 云 々 ノ御書 御 渡トァ リ C 

〇 毛 利 敬 親 以下 赦宥書 

今度 大樹 奉 歸攻權 。爆：;、 

〇 淺 野茂勳 へ 達 書 

御 達 之 儀 有 之 候 間、 早々 可 有 上京、 長 州 家老、 竝未 家名 代 之 輩へ 可 達 之 旨、 被 仰 出 候 事。 

〇 三 條實美 以下 赦宥書 

頃 年、 天下 紊亂、 人必 不和 ヲ生シ 、況 外國之 交際 日々 隆 一一 シテ、 國家之 安危 危急 之 秋-一 候、 然 一一 今度、 朝政 一 新、 追々 舊典復 

古、 且 明春 御大 禮被爲 行 候 御 時節 一一 候 間、 人心 一 和ヲ 先務 ト被爲 遊、 近來 幽閉 之 輩 ラ被爲 解、 往々 無 怨志人 和 一 齊シ、 沿 ^ 

復古 記 卷七 慶應 三年 十二月 八日  二 一 一 


復 古 記 卷七 慶應 三年 十二月 八 口 

大成、 整. s 制 外 之 次第 可 相 立ト被 思 召 候 間、 奉戴 御 趣意、 上下 和親 シ、 皇國之 情 態可存 事。 

〇 


細 川 護久 家 記 

池 田 章 政 家 記 


各 通 三 條西季 


三 

壬 


知 

き 


條 實 

久， 世通禧 

生基修 

條隆謌 


右 先年、 以 一 族 可 義絕被 仰 出 候處、 今度 被 止 其 儀、 入洛 復位 被 仰 出 候 事、 

於 官位 ハ可稱 前官、 尤人洛 之 上、 闕官節 追々 可 被復候 事。 « 麵 

〇 慶 明雜錄 二 云、 本文、 十二 九日 朝 被 仰 出、 御 迎船春 日 丸， 同 十四日 博 多 著、 同 十九 日四ッ 時、 御 出立 相 成 候 事。 

〇 


原 

原 


季 

產 


ま 

多 


哥 

1ョ= 


右 今度、 以思召 被 冤 勅勘、 復 本位 候 間、 速 二 入京 可勵 忠勤 旨、 被 仰 出 候 事。 8 

〇 本條、 各 家 記 見 ル所 ナク、 實愛 手記 前條 ヲ載セ ス、 之 ヲ實愛 ニ質ス 二  、 本條 ラ以テ 本人 ニ達ス ル者ト 云、 因テ此 ニ併錄 


も- 建久 
文 職 


旣雖 死去、 被 止 赣絕之 儀、 可稱元 官位、 被 仰 出 候 事 c  gl， 


〇 


住居 雖 不分明、 被 止 義絕候 旨、 被 仰 出 候 事、 

往居 分明 候ハ可 言上 事。 

〇 


還俗 被 仰出唉 事。 


以上 被 免 蟄居、 還俗 被 仰 出 候 事 c  gMM 


〇 


澤 


入 道 


宣 嘉 


0 白^ 嫌 


復古 記 卷七 慶應！ 11 年 十二. 月 八 口 


入道 前 内大臣 

千 種 入道 

岩 倉 人 道具 視 

富 小路 人道 敬 ま 


滋野 井中 將 ^在 

正 親 町少 將公董 

滋野井 侍 從公壽 

二 一  三 


復古 記 卷七 慶應 一一 一年 十二月 八日  ニー 四 

鷲 尾 侍 從降聚 

右 被 免 差控候 事。 g 謂 

〇 以上 ニ條、 皆 口 達 ナリ。 

〇 毛 利 敬 親等 ノ赦 命旣 一一 發ス、 中山忠 能、 正 親 町 三條實 愛、 中 御門 經之、 岩 倉具視 等、 內 11曰 ヲ奉 

シ テ、 將 一一 大 一一 更革ヲ 行 ハン トス 、具視 、旨 ヲ島津 茂久、 淺野 茂勳、 山內豐 信、 德川慶 勝、 松平慶 

永 一一 傳へ テ、 明 早朝 參シ、 且兵ヲ 出 シテ、 禁門ヲ 嚴守セ シ厶、 是日、 茂久、 豫メ赦 命 ノ事ヲ 毛 利 

敬親ノ 老臣 二 西宮- 一報 シテ、 急 二 北上 セ シム。 

〇 薩尾藝 越 土 達 書 

應召 早速 登 京 御 満足 候、 隨 而不容 易 大事 御 評 诀之儀 有 之、 唯今 參 朝 可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 

レニ^, 九日 德川義 宜家記 

二月 プ日 春嶽 私記 

〇 

守 駕詹 之條々 、 

一 日ノ 御門、 竝穴門 四 ケ所內 ■ 外、 

一 御臺所 御門、 S 北 之 方 穴 門 二 ケ所內 外、 

一 參內 殿、 竝 奏者 所 等 之 前、 

一 神仙 門 往返 人數改 取締 所、 

一 公家 門前 桑 名 固 被 免、 跡 引替、 


御座所 檐下 詰、 任 撰 十 人 之 事、 

御拜道 廊下 檐下 詰， 從僕之 事、 

右 蕨 州、 

一 公家 御門、 竝 南北 穴 門 ニケ所 内外、 

一 南門、 竝東之 方 穴 門 二 ケ所內 外、 

一 局 口中 門 之 前、 

一 御池 庭 四枚戶 内、 御文 庫 前 切戶、 

一 蛤 御門 會津 固メ被 冤、 跡 引替、 

外 二 

御座所 檐下 詰、 任 撰 十 人 之 事、 

御拜道 廊下 檐下 詰、 從僕之 事、 

右 土 州、 

一 准 后 御門 内外、 

一 准 后 局 口中 門， 

一 朔平 御門、 竝 東西 穴 門 ニケ所 内外、 

外-一 

御座所 檐下 詰、 任 撰 十 人 之 事、 

御拜道 廊下 檐下 詰、 從僕之 事、 

右藝 州、 

復古 記 卷七 慶應 三年 十二月 八日 


五 


復 せ 記 .卷 七 慶應 一一 一 年 十二月 八日  一二 六 

一 御座所 檐下 詰、 任 撰 十 人 之 事、 

一 御拜道 廊 下檐下 詰、 從僕之 事、 

一 九 門 内 堂上 亭 裏門 通行 被 止 候 二 付、 家々 へ 右 之 趣 相傳、 直 二三 人、 或 者 四 五 人 宛 詰 取締 之 事、 

東南 

萬 里 小路 家 甘露 寺 家 櫛笥家 柳 原 家 

園 家 富 小路 家 御下リ 御殿 桂 御所 

高 丘 家 外 山家 唐 橋 家 鷹 司 家 

九條家 

右 尾 州、 

一 御座所 檐下 詰、 任 撰 十 人 之 事、 

一 御拜道 廊下 檐下 詰、 從僕之 事、 

一 九 門 S 堂上 亭 裏門 通行 被.^ 候 -ー 付、 家々 へ 右 之 趣 相傳、 直 二三 人、 或 者 四 五 人 宛 詰 取締 之 事。 

西北 

花圚家 八條家 烏 丸 家 穗波家 

勸修寺 家 石山 家 明 地 庭 田家 明 地 一 條 家 

近 衞家閑 院家藤 波 家 竹 星 家  - 

毘 沙門 堂里坊 賀 陽 宮 

右 越 前、 

王政復古 大變革 ニ付テ ハ 、何時 非常 之 儀 出 來モ難 計、 依 之、 右 御 場所、 藩 兵 ヲ以嚴 重 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事、 


但、 九 門内ハ 勿論、 禁2 - 一至 リ、 兵士 戎服之 儘 可爲參 朝 候 事。 Ml  . 

當日覺 K5 之亊、 

一 卬 一 點、 必參 朝 之 事、 

一 同 刻、 兵士 繰 込 之 事、 

一 御門 總テ 大門 閉、 穴門ョ リ 通行 之 事、 

一 公家 門、 御 臺所門 之 外 ハ 、准 后 御門 ト雖モ 悉ク閉 切 之 事、 但、 守衞 兵士 通行 之 儀 《格段 之 事、 

一 被止參 朝候宮 、公卿、 見誤 無 之 様 心得 之 事、 

一 宮， 公卿 參 朝 之 輩、 主人 之 外 、家来 向 ハ悉ク 御門 外 限不許 人事、 伹、 隨身 物、 或 文通 之 類ハ、 使番 ttr 等 一一 テ、 非藏人 n 

へ 傳送之 事、 且三職 家来、 鑑札 ヲ以テ 通行 之 事、  - 

1 御門 御門 出入 人 體見定 之爲、 非藏人 二人 出張 之 事、 外-一 使番 三人 仕 r 五 人 

一 會津 、桑 名、 藤 堂、 大 垣 見廻 役 新選、 其 外 斥候 之 事、 

一 非常 之 儀 有 之、 注進 之 儀出來 之節ハ 、四方 共 -ー 非藏 人口 へ 可 申出 之 事、 但、 非 凝 人口 南談之 間、 堂上、 非 藏人詰 可 有 之ポ、 

一 各藩 屯所、 竝從者 休息 等 之 事、 

日華 門外 廻廊 S 華 門同斷 承 明 門同斷 | 哦！^ 手- 

"， 禾 0P 

〇 

薩  州 

公家 門前、 桑 名 守 衞之儀 被 止 候 間、 其 場所 速 厳重 可 警衞之 旨、 御沙汰 候 事。 

〇 嵯峨實 愛 手記 一一 、會、 桑 守 衞被止 候 跡固メ 、某 藩 二 被 命 云々 ノ 草案 ァリ、 土 州 一一 モ蛤 御門、 會 津守衞 云々、 本條 同文 ノ達 

シ アリシ ナルへ シ、 家 記 原記ヲ 失ス。 
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復 古 記 卷七 慶應 一一 一年 十二月 八日  ニー： へ 

〇 春嶽 私記 二 云、 八日、 雪 江、 卜之丞 同行、 土 邸 二 到リ、 神 山へ 逢對、 福 岡 藤 治 モ來會 談論 中、 薩邸ョ リ中山 正 三、 中 御門 三 卿、 

咋日ョ リ長州 御所 置 一 件 -ー 付、 在 朝 御手 透 無 之、 仍之、 岩 倉 卿 へ 罷出候 様、 中. E 殿 ヨリ 之 書簡 ヲ以 通有 之、 仍之、 祌山同 

道、 岩 倉 卿 へ 罷出、 尾 藩 尾 崎 八左衞 門、 丹 羽 淳太郞 同道 ス、 岩 下 佐 次右衞 門、 大久保 一 载ハ、 先達 テ罷出 居候、 夫 ョ リ無程 卿 

御 對面有 之、 ¥f% 衩演說 有 之、 大旨 ハ 、近年 幕府 之 政治 威權 次第 二 萎 弱 二 就キ、 萬 民 困窮 二 落 入、 殊 二 外 國之取 計 等、 以 

之 外 成體態 一一 付、 王政復古 之 叙 慮 御 確定 一一 テ、 我々 へ 御内 勅 有 之、 一 點 無私 之 御體裁 ヲ以、 王政 之 御 基本 被 相 建 事 二 

候、 就テハ 尾、 越、 薩、 土 四 藩 之儀ハ 、多年 勤 王 之 志 深厚 二 付、 殊ニ 御 侬賴思 召 事-一 付、 未 發之御 密旨御 打 明シ、 此度之 御 

大業、 事故 ナ ク被行 候樣被 遊度ト ノ 叙 旨 之 旨、 其 次第 ハ ト被申 候テ、 御 書附御 一 紙 御 渡 有 之、 if 一、 ノ库! 4siw5^ 明 九日 卯 

一 點、 御參 内 有 之 候 へハ、 夫ョ リ追々 御所 置 被 仰 出 候 事 -ー 候、 尾、 越 兩藩ハ 德川之 親族 故、 德川家 へ 之 御 使 御 賴被成 度、 且 

會津、 桑 名 之 職掌 モ御廢 止 -ー 相 成 候 付、 此御使 ハ尾之 臣下 へ 御顿被 成、 尤會ハ 思 召 有 之、 國許 へ 罷歸、 御 指 圖相待 候 様、 桑. 

ハ 思 召 有 之、 所 司 代 被 廢旨被 仰 出 候 事 -ー唉 、其餘 之儀ハ 、右 件 相濟候 上、 追々 被 仰 出御 手順 之 由、 仍之、 寅ノ 一  點、 假建 へ 重役 

呼 出、 右 御書附 兩卿ョ リ被相 渡 害 候 得 共、 左候テ ハ 手後レ モ難 計-一 付、 其 趣 ヲ以、 爲 心得、 今日 兩卿 代リ岩 倉卿ョ リ被相 渡 

事 之 由、 外 二 被 相 渡 一 紙、^ 前 右 御 書面 拜受、 皆々 席へ 取 下 リ熟見 之處、 御主 意 解 兼 候 處モ有 之 付、 今 一 應御逢 相 

願 伺 度ト尾 へ 申 談候處 、尾 ハ 不及其 儀 トノ事 一一 付、 兩人再 會相願 ヒ 、尙又 伺 取 候 趣、 如 左、 

一 右 ケ條之 内 、卜 人 詰 之 什 長、 名 元 書付 早速 指 出 候 様、 

一 九門內 堂上 方 裏門 ハ 、通行 止 之 番人 二 テ、 警衞  一一 、ノ 不及、 自然 暴 客 有 之 候 、ノ  、 、最寄 警衞所 へ 注進 候 様トノ 事、 

一 右兵 ヲ集候 得 共、 诀テ兵 ヲ被動 候 一一 ハ無 之、 唯 萬 一 之 妄動 一一 被 備候迄 之 由。 

〇 指 華 入京 日 載 二 云、 八日、 薩藩 大山 彌助， 京邸ョ リ來報 之 趣 二 付、 彌出發 相 诀シ、 未 下 刻 ヨリ 奇兵、 遊 擊兩隊 前鋒ト シ テ、 順 

二 諸 兵 進行、 郡山驛 へ 夜半 著陣、 前 鋒 ハ 中 後軍 著 直様發 向、 九日 朝、 芥川驛 へ 薩使罷 越 ス 、西 鄉吉之 助、 八日 夜ノ書 一一 、 今夕 

景、 別紙 之 通 f  t， 被 仰 出 候 付、 明朝 關門御 通行 ノ節、 御 談判 ノ 御用 二 モ可相 成 ト相考 、早々 寫ヲ以 テ差出 候、 自然 藝藩 


ョ リ御達 可 相 成 歟モ難 計、 云々。^、 

〇 是夜、 中山忠 能、 密旨ヲ 鷲 尾隆聚 ニ傳 へ、 潜 一一 高野山 二 赴キ、 十津川 鄕士ヲ シ テ 之 二 從 ハ シ 

厶、 諸 藩士 モ亦行 一 1 從フ者 ァリ。 

國家之 形勢 甚タ 相 迫 候、 精々 鎭撫 ハ 勿論 -ー 候 得 共、 若シ 反逆 之 賊有之 時 ハ 、率 有志 之 輩、 速 一一 征伐 拔群之 精勤 可 有 之 事。 

丁卬 十二月  • 

驚 尾 侍從殿  一  1% 概咖 

〇 

驚 尾 诗從、 外 夷渡來 後、 憂 國之志 不淺、 兼テ 十 津川鄉 士其外 有志 之士同 力、 爲 皇國拋 身命 可盡 忠誠^ 込 二 有 之 候虚、 

形勢 不 容易、 彼是 言上 之 次第、 臣子之 至情 寳 -ー 難 默止事 -ー 候、 乍 去、 愤激之 餘リ、 萬 一 於 輦 下輕擧 妄動 有 之候テ ハ 、赤心 却 

テ 賊子 之 名 ヲ得ル 一一 至 ル歟、 遺憾 旁以偏 一一 堅固 沈靜 一一 シ テ、 非常 之 警衞無 怠慢、 專ラ勉 勵可有 之、 別紙 之 通 被 仰 渡 候 事。 

高野山 出張 概略 

〇 高野山 出張 槪略 二 云、 是 ヨリ 先 キ 、幕府 兵 ヲ置キ 、隆聚 ノ邸ヲ 監護 スルヲ 以テ、 此夜潜 二 後 墻ヲ踰 ヱ、 正 親 町家 二 至リ、 

後門 ヨリ 入ル、 土 藩 白 川 邸 二 潜居セ ル香川 敬 三、 大橋愼 三、 藤 村 四郞、 田 中 顯助等 ヲ始ト シ、 四十 餘名來 ^ル、 中 山條、 同 

密旨ヲ 奉シ、 正 親 町少將 之ヲ傳 宣ス、 十津川 鄉丘ハ 出張 事錄 一一 云、 前 田 雅樂等 四十 六 人、 京師 ョ リ蹵尾 殿 ニ隨 從ス。 

〇 

方今 時勢 切迫 二 付、 鎭靜 ハ 勿論、 對 朝廷 反逆 之 賊徒 於 有 之 ハ 、十津 川擧鄕 征伐 可抽 忠勤 趣、 御沙汰 候 事。 

h  二  nr 十 津川鄕 兵 

. 二 月 出張 事錄 

〇 出張 事錄 二  、內勑 中 山 大納言 取次、 吉田俊 男、 前 田 雅樂之 ヲ奉ス ト ァリ、 隆聚 出張 槪略 二 ハ 、十三 H 檄文 ト、 一 同 S 勑ヲ 
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復古 記 卷七 慶應 三年 十二月 八日 

十津川 -ー傳 ヘシ 事 ヲ記シ 、方今 時勢 以 下 ノト 字ヲ 、國家 之 形勢 不 容易、 精 々 鎭撫 ノ 十 五 字 二 作 - 

字 ァ リ、 又 征伐 可抽以 下ヲ、 速 二 征伐 拔群之 精勤 可 有 之 事 一一 作リ、 十二月 ノ上 丁卬ノ 二字 ァリ ( 

大. 學頭 〇 高」 3-  ,f  ku レ 


ニニ 〇 

1 ノ 下- 


〇 藤 堂 高潔、^ S 、京 二 至 


潔 家 己 


宾但 す 共 ノ四 


遠山 友祿、 母 ノ喪ヲ 以テ、 再ヒ 上京 延期 ヲ請フ 4 お 
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慶應 三年 丁 卯 十一 一月 九日 

〇 十一 一月 

九日、 昨日 來百 官事 ヲ執リ 、明 一一 至テ皆 退朝ス 、獨國 事 掛議奏 正 親 町 三條實 愛、 長 谷 信^、 及ヒ 

德川慶 勝、 淺野 茂勳、 松平慶 永、 留テ內 二 在リ、 乃 チ薩、 尾、 藝、 越、 土 五 藩ノ兵 二 令シ テ 、內外 S 

門ヲ分 守シ、 會、 桑ノ 衛兵 ヲ撒ス 、是 時、 熾 仁 親王、 SIS  、晃 親王、 Siil 太 笾純仁 親王、， 屮山 

忠能、 中 御門 經之、 岩 倉 具視、 大原 重德、 鮮、 萬 里 小路 博 房、 £1， 撟本實 梁、 if  ^ 先入 テ 朝議 ヲ 

贊ス 、鶴：； II 旣ニ シ テ、 入道 尊秀 親王、 、正 親 町 實德、 ^正 親 町 公董、 橋 本 實麗、 ■ 四 辻 公 

賀、 I 翻、 淸 閑寺豐 房、 II， 澤爲 量、 澤宣 種、 せ 水 西 園 寺 公望、 i  、堀川 康隆、 穗波經 度、 高 倉 永祜、 滋 

野井實 在、 滋野井 公壽、 園 池 公靜、 I、 五條 爲榮、 g 制 山本賨 政、 I、 富 小路 敬 直、 長 谷 信 成、 難 I、 -ぉ 

倉 具 綱、 膽 岩 倉 具 定、^ ？鸳^ 一子、 四條隆 平、,^ 石山 基 正、 s?1〇 西洞院 信愛、 S 

， 西 四 辻 公業、 默？1 萬 里 小路 通 房、 II？ や 大原重 朝 、s?? 、裏 松 良 光、 SI 錄^  、巾 山 忠愛^ 

g な舰 及 ヒ 島 津茂久 、山 內豐信 モ 亦朝ス 、扉？ r 是 一一 於テ 、攝 政、 關白、 征夷 大將 軍、 議 
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復古 記 卷八 慶應 111 年 十二月 九日  一一 ニニ 

奏、 傳奏、 國事掛 、守護 職、 所 司 代等ノ 官職、 及 ヒ內覽 、勅問、 攝籙、 門 流 ヲ廢シ 、新 一一 總裁、 議定、 

參與ノ 三職ヲ 置ク、 3概| 乃 チ 大將軍 德川慶 喜 ノ請ヲ 許 シ 、其 職 ヲ 罷メ、 攝政 一 一 條齊 敬、 國事 

掛九條 道 孝、 大炊 御門 家信、 朝彥 親王、 近衞 忠^、 近衞忠 房、 鷹 司 輔熙、 德大寺 公純 cg§、 一  條實 

良、 廣幡 忠禮、 議奏國 事 掛柳原 光 愛、 葉 室長 順、 J^p 傳奏國 事 掛日野 * 宗、 飛鳥 井雅典 

ヲ免シ 、皆 其 朝參ヲ 停メ、 議奏 加勢 中 院通富 >  g 湖 倉 橋 泰聰、 I、 部 池 尻 胤房、 錦 織 久隆、 P- 交 

野 時 萬 、ヲ 罷メ、 廣撟胤 保、 ■ 六 條有容 、野 宮定 功、^ 久世通 iitl  、ノ 朝參ヲ 停メ、 豐岡隨 

*、 伏原宣 諭、 お、 裏 辻 公 愛 I- ノ朝 參ヲ停 メテ、 謹愼セ シメ、 守護 職 松平容 保、 ま^? m  、所 司 

代 松 平定 敬、 f  o 桑 ff 石、 ヲ罷メ テ 、歸 藩セ シ厶、 晡ー！ 及ヒ、 議ヲ 小 御所 一一 開キ、 大政 施設 ノ 方 

及ヒ 德 川氏處 分 ノ事ヲ 議ス、 遂 二 慶勝、 - 慶永ヲ シ テ、 辭官 獻地ノ 內旨 ヲ慶喜 二 論 サシ厶 、時 

-ー薩 摩 藩士 大久保 利 通、 i  、岩 下方 平、 IP  土 佐 藩士 後藤 元燁、 g ヒ神山 君 風、 g  、多 尾 張 藩士 田宮 

篤 輝、 §、 丹 羽 賢、 膨、太 田 中輔、 I な 越 前 藩士 中根師 質、 §  、酒 井 忠溫、 針な 安藝 藩士 辻 維嶽、 久保田 

秀雄 14 亦 其 議-ー 參ス。 

〇 德川慶 喜へ 達 書 

辭將 軍職 之 事、 被 聞 召 候 事。 $s  . 

禾 】|1 一" 

〇 二 條齊敏 へ 達 書 


王政復古 -ー 付、 攝攻職 被廢候 事、 

王政復古 二 付、 御沙汰 有 之 候 迄、 參 朝 被 止 候 事、 

攝政、 關白、 內覽 等、 自今 被廢候 事、 

勅問 御 人 數被止 候 事、 

門 流 被廢候 事。 j&p 

〇 


御沙汰 有 之 候 迄、 參 朝 被 止 候 事、 

王攻 復古 二 付、 

國事掛 自今 被廢候 事、 

勑問 御人數 被. ^候 事、 

門 流 被廢候 事。 g 隠 

〇 

御沙汰 云々、 同上 文、 

王政復古 一一 付、 K 事 掛、. S 八-被 廢候 事。 

〇 
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御沙汰 云々、 同上 文、 
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王政復古 n 付、 國事掛 被廢候 事。 織見贿 

〇 

近 衞前關 白 左大臣 忠 

御沙汰 云々、 

王攻 復古 1 一 付、 

國事掛 云々、 

勅問 云々、 

3 お： £1?vo 竝- 一九 條逍 近衞篤  • 

P 浐云々 孝ト 同文、 麿 家 記 

〇 

-n.  ,!q  C さ 近衞 

1 に 但 門流ノ 一  近衞篤 

1ISLH1 ク 條ヲ 除ク、 麿 家 記 

〇 

S 關 白右大 臣麵 

朝參之 儀、 御沙汰 被 爲在候 迄 被 止 候 事、 

王政復古 二 付、 

國事掛 云々、 同上 文、 

內覽被 止 候 事、 

勅問 云々、 同上 文、 

攝籙 被廢候 事、 


門 流 被廢候 事。 I き， 

〇 


御沙汰 云々。 f|g 哮 B 


條前 右. K  R 


. 同文、 貞家記 

〇 案ス ル -1 、齊 敬、 道 孝、 忠 gr 實良四 人 

〇 


邪.^ 太 一 に 々o 大炊 御門 家 德大寺 實則家 記 

信ト 同文、 廣幡忠 禮家記 

〇 


御沙汰 云々、 同上 文、 

王政復古-一 付、 議奏、 國事掛 、自今 被廢候 事。 難 

〇 


御沙汰 云々、 同上 文、 

王政復古 二 付、 武家 傳奏、 國事掛 、自今 被廢候 事。 細 ffel 総； | 
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納 言 長 順 
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ニニ 五 
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〇 

中 院中納 言 通 富 

倉 撟治部 卿泰聰 

池 1%  .1 呂. SZ 卿 胤 © 

錦 織 刑 部 卿久隆 
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右、 今般 在所 へ 之 暇 早々 遣 度、 願 之 通 被 聞 食 候 事。 

〇 以上 三條、 三 職 局 叢書-一 載ス、 思. 召 有 之 云々 ノ達ト 齟齬 ス ル 二 似 タリ、 然レ トモ 下 ノ春嶽 私記 ニ據レ 《、實 愛 手記 載ス 

ル 所ノモ ノ、 或 ハ發令 二 至 ラス シ テ止ム 者ナラ ン 力、 姑ク此 二 併 錄ス、 三 職 局 叢書、 災 -1 罹ル、 今、 復古 孽要中 -ー收 錄スル 

復古 記 卷八 慶應ー II 年 十二月 九日  ニニ 七 


復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  ニニ^ 

モ ノ ヲ採ル C 

〇 指 華 入京 日 載 二 云， 夜四ッ 半時、 世 良 脩藏、 薩邸ョ リ來報 之 趣 ハ 、咋夕 御 國御處 置 相 成、 公卿 方 -ー モ 徹夜 御 參 内 -ー 有 之、 

^テ ハ 今日 期限 二 付、 差 懸候勢 二 付、 押 テ蕨兵 三千 餘人、 野 戰十數 門 ヲ以テ 、乾 御門 ヨリ 繰 入、 藝藩 一 千 一 一三 百、 土 藩 一 千 計" 

備前千 一 * 一三 百 人、 尾州モ 多勢、 越 前 等同斷 二 テ、 日 御門、 南門、 公卿 御門 相 固メ、 非 藏人ヲ 以テ薩 兵 付添、 正議 公卿 ノミ參 

內爲 致、 餘ハ參 内ヲ差 留メ、 各 侯御參 一一  テ、 五 卿 方 、鼓 壬 戌已來 幽閉 之 公卿 方 御免 相 成、 五 卿 方-一 ハ御 歸洛被 仰 出、 

差 當リ岩 倉る 杯 ハ卽刻 ヨリ 御參 内、 萬 端 御 周旋 相 成、 公卿 方 I, 凡 竝御守 衞兵薩 兵 二 小隊 等 迄 相 揃 居、 砲 聲， 一 發之後 

ハ 、鳳輦 相備、 直 様 御 遷シ申 上 候 様、 都テ 御手 配 相 成 居候 趣、 且又 f!M 呂 關白參 朝 被 差 停 候 旁 -1 テ、 慕 軍、 會、 桑甚 窮迫 之 趣 

二 テ、 會藩ハ 兵 ヲ率弋 御門 外 マテ 來候 故、 直 様 御門 ヲ鎮 候處、 窄ン ク引去 候テ、 會、 桑、 紀、 大垣、 其 外 譜代 之 面 々、右往左往 

ニニ 條城 一一 循籠リ 、誠-一切 迫 之 勢 相 見 ヱ、 此上 モ彌會 藩へ 屹度 御 嚴責、 順々 條理ヲ 以テ被 仰 出 候 御手 組-一 テ、 承服 不致候 

得ハ 、討伐 ト *. 處 一一 テ、 各 扼腕相 待 居候 由"」 

〇 春嶽 私記-一 云、 追々 大御變 革 御 發表之 御 模様-一 テ、 御用 無 之 候 間、 諸官散 朝 可 致 旨 被 仰 出、 各 退 朝 後、 攝攻殿 以下 

宫方 公卿 之 出仕 ヲ被止 候、 夫 ヨリ 諸 藩 之 兵隊 ヲ以、 宫^ 之 內外ヲ 警固シ 、中 山 殿、 中 御門 殿、 正 親 町三條 殿御 居 殘リ、 岩 倉 

殿、 大原殿 等急參 內- ーテ、 萬 機 御 取 計 有 之、 諸候ハ 在京 之 分、 卽刻 * 内ラ被 命、 其 中、 尾、 越、 藝之 三侯ハ 昨夕 ヨリ 在 朝 • 

土 州 老侯ハ 今日 御上 京、 御旅 装 之 儘御參 内、 蕨侯ハ 午後 - 一至 リ御參 有 之、 夫ョ リ暮時 前 - 一至 リ、 於 小 御所 會議相 始ル、 帥 

宮、 山 階宮、 仁 和寺宫 、中 山 殿 初、 公卿 方 左方 二 御 列席、 尾、 越、 土、 藝、 薩之 諸侯 ハ 右方-一 御 列 坐、 諸 藩 臣ハ御 三 ノ閒御 敷居 際 

迄 相詰タ リ、 干 時、 中 山 殿 ヨリ、 今般 德川 氏ョ リ政權 奉還 二 付 、大政 御 一 新 之 御 基本 被 相 建 度 釵慮之 趣、 御 發言有 之、 夫ョ 

リ 公卿 諸侯、 取 リ取リ 御 評議 有 之、 又 夫 ヨリ 德川內 府公御 辭官、 拉御 領地 御 默納可 有 之 儀 -ー 御 僉議有 之、 結局、 尾、 越 兩老侯 

御 引受 二 テ、 明日 條城 へ 御 出御、 辭職被 聞 召 旨 ハ、 公ョ リ御傳 達、 御 官祿之 御兩條 ハ 一 一 侯 御 含 -ー テ 、 德川 內府公 ョ リ御. S! 願 

之 iS  -ー  相 成 候 様、 御 周旋 可 有 之 ト / 御 诀議ナ リ 、會、 桑 一 一藩 モ、 朝廷 ヨリ 免職 之 御沙汰 -ー 可 相 成 御 評議 モ 有 之處、 幕府 


ュ テ 罷免 之 取 計 有 之 一一 付、 不被及 御沙汰 相濟 タリ、 

又 云、 小 御所 議事 之 次第、 如前說 上下 已 二 班 列 一一 著クノ 後、 中 山 殿 ヨリ、 先 一 點 無私 之 公平 ヲ以、 王政 之 御 基本 被爲逑 度 

敦旨之 趣 御發言 -ー テ、 夫ョ リ德川 氏 之 弊攻、 殆 違勅ト モイ フへ キ條々 不少、 今. M 府政 權ヲ還 シ奉ル トイ へ トモ. 其 出 ル處之 

正邪 ヲ辨 シ難ケ レ ハ、 實蹟ヲ 以之ヲ 責讓ス へ シナト 、縉紳 諸 卿 議論 ァ ル 二、 土 老侯大 聲ラ發 シテ、 此 度之變 革、 一 擧陰險 之 

所爲多 キノ ミナ ラス、 王政復古 之 初 一一 當ッテ 、凶器 ヲ弄ス ル甚 不祥-一 シテ、 亂階 ヲ倡フ 二 似 タリ、 一 ー百餘 年、 天下 太平 ヲ致 

セ シ 盛業 アル 德川 氏ヲ、 一 朝 二 厭棄シ テ 疎外 二 附シ、 幕府 衆 心 之 不平 ヲ誘 候、 又 人材 ヲ擧ル 時 二 當ッテ 、斯 ノ攻令 一途 二 出、 

王 業 復古 之 大策ヲ 建、 政 權ヲ還 シ奉リ タル 如 キ大英 斷之內 府公ヲ シ テ、 此大議 之 席 二 加へ 給ハ サ ル ハ、 甚 公議 之 意 ヲ失セ 

リ、 速ニ參 内 ヲ命セ ラル へ シ、 畢竟、 如 此暴擧 企 ラレ シ三四 卿、 何等 之 定見 アツ テ 幼 主ヲ擁 シテ、 權柄 ヲ竊取 セラ レタ 

ルャ、 杯 トシ タ 、 力 二 中 山殿ヲ 挫折 シ、 諸卿ヲ 辨駁セ ラレ、 公モ亦 諄々 トシ テ 王政 之 初 二 刑律 ヲ先ニ シ、 德誼ラ 後一 一 セ ラレ 

候 事 不可 然、 德 川氏數 百年 隆治 輔贊之 功業、 今日 之 罪責 ヲ掩フ -1 足 ル事ヲ 辨論シ 給ヒ、 諸 卿 之說漸 ク屈セ ン トス ル時、 大久 

保 一 藏帟ヲ 進 ンテ申 陳シハ 、幕府 近年 悖 逆 之 重罪 而巳ナ ラス、 此度内 府之所 置 二 オイ テ、 其正姦 ヲ辨ス ル 一一 、强テ 尾、 越、 土 

侯 之 立說ヲ 信受ス へ キュア ラス 、是 ヲ實事 上 二  -I ルニ如 カス 、先 其 官位 ヲ貶シ 、其 所領 ヲ收メ ン事ヲ 命 シテ、 一 毫 不平 之聲 

色ナ クン ハ 、其 眞實ヲ a ル 二足 レハ 、速 二 參 .2: ヲ命 シ 、 朝 堂 二 立シメ ラル ヘシ、 モ シ 之 一一 反シー 點 扦招ノ 氣色ァ ラ ハ， 是 

譎詐 ナリ、 實-ー 其官ヲ 貶シ、 其 地 ヲ削リ 、其 罪責 ヲ 天下一 ー示ス へ シトノ 議論 ラ發ス 、岩 倉 殿 其 說ヲ慫 慂シ、 正邪 ノ分、 空論 ヲ 

以 辨析セ ン ヨリ、 形 迹ノ實 ヲミテ 知 ル へ シト 論辨 ラ極メ ラレ、 一 一 侯 亦 正論 ヲ持シ テ相诀 セス、 三宫、 尾侯ハ 默然タ レハ、 中 

山 殿、 尾侯ハ 如何 ト詰ラ ル 、 二、 容堂 ノ說ノ 如シト 答へ ラル、 薩侯ハ 如何 ト問ハ ル、 一一， 一 載 云 フ處ノ コ トシ ト 答へ ラレ、 

藝侯ハ 又 土老ニ 同ス、 岩、 大ー 一氏、 猶 正邪 ヲ實行 ニ證セ ン事ヲ 强辨シ テ屈セ ス、 諸 藩士  ニ議セ ラル 、 二、 尾 二 テ ハ 田宫如 雲、 

丹 羽 淳太郞 、田 中 邦 之輔、 越 ハ 中 根雪 江、 酒 井 十 之丞、 土 ハ 後藤 象 一 ー郞、 神 山 左 多衞、 薩 ハ 岩 下 佐 治 右門 衞、 大久保 一 藏、 藝 ハ 

辻 將曹、 久保田 平 司 二 シ テ、 薩 ヲ除ク ノ外ハ 、悉ク 越、 土 二 侯ト同 論ナリ トイ へ トモ、 共 ニ是ヲ 主張 セ ハ、 君臣 合議 雷同 之 嫌 
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疑 ヲ生シ 、却テ 事 ヲ害セ ン事 ヲ恐ル 、 ノ意衷 、期セ スシテ 同一 ナレハ 、各 顔ヲ 見合 セテ 抗セ ス、 唯々 諾々 タリ、 象 二 郞ハ吾 

公之 說ヲ推 シテ、 陰 險ヲ排 シテ、 公正 二 出ン事 ヲ論シ テ止ス 、一 一 侯 モ餘リ 二 極論 シ給ハ 、、寳 事 ヲ見ン 事ヲ厭 フテ、 內府公 

- ー姦ァ ル ヲ掩ハ ント シ給フ 二 似 タレ ハ 、止 事 ヲ得ラ レス シ テ、 尾、 越擔 當ァ ッ テ、 明日 御 登城 之 上、 將 軍職 裨 辭退テ 聞 召 

之條、 吾 公 ヨリ 御 達 有 之、 官祿之 二 條ハ、 二 侯 御 含 之 御 談ヲ以 、内府 公 ヨリ 御内 願 之 筋 一一 御 周旋 アル へ キ 一一 诀セリ 、又會 、桑 

二 藩 ノ職ヲ 解 カレス シテ不 相 適 故、 其事ヲ 幕府へ 降命ァ ラハ、 一 一藩 忿怒 シテ 如何 成暴擧 妄動 ァ ラ ン モ難 計ト、 朝議 困難 二 

及ヒタ リ、 折 柄、 兩藩 ハ 、幕府 一一 ォ ィ テ 職務 罷冤セ ラ レ 候 由 、戸田 大和 守ヲ以 奏上 ァリ、 於 是難議 一 頓 一一 解釋シ テ 、會 ハ 歸國 

シ テ 御沙汰 ヲ待チ 、桑ハ 速 -I 歸國ス へ キ由 ヲ命セ ラルへ キ 二 诀シテ 、議 果タ ル ハ 巳-ニニ 更ヲ 過キ、 四 更前散 朝 トナレ 

1 C  •  - 

〇 慶 明雜錄 二 云、 御 朝議 中、 容堂 侯ョ リ 太守 様 項 次 へ 御 論 候 ハ 、德川 内府官 一等 ヲ下 リ、 領地 返上 不仕 内、 直 二 議定 職 

二 被 仰 付 度、 內府者 天下 之 人傑、 當時難 得 之 者 候得ハ 、此節 衆議 之 所歸ラ 取テ、 公平 正大 之 御所 置 御 施行 被 遊 候 御 趣意 二 候 

尸 、 、是等 第 一 之 御 急務 一一 候 ト被仰 懸候處 、公卿 方 一 人 モ御答 無 之、 併 何 レ モ 不同意 ノ由  一一 、ノ 候 得 共、 指 テ御論 之 向 モ無之 

候 付、 太守 樣御答 一一 、内 府官 一 等 ヲ下リ 、領地 返上 被 仰 付 候 儀、 此節政 權ヲ奉 歸候第 一 肝心 成兩條 御座 候 得ハ、 卽今此 儀 御 

所 置、 尤御 急務 二 御座 候、 然 ハ 其 人 之 御所 置 一一 付、 追 々 朝議 モ 可 有 之 存候得 ハ 、只今 內府ヲ 議定 -1 被 召 出候テ ハ 如何 可 仕 

哉、 勿論 其 後 之 行事、 是社至 當ト可 申 ケ條モ 無 之、 歸順 不分明 候 付、 御 論 之儀ハ 承服 難 仕、 何レ 右兩條 内 府 御請 之 上、 御 評議 

可 然ト之 段 被 仰 答 候處、 土侯 例 之 暴言、 何ト カ獨 リ言ナ ト被仰 候 由、 外 -ー 岩 倉 少將、 太守 様 御- E 意 -ー 御 論 被 爲有之 由、 其 後 

大久保 市 藏被罷 出、 土侯へ 强ク其 暴言 ヲ被咎 候處、 尤ト ノ御事 候 由、 條理 分明 ュ へ 御 承服 之 御 姿 二 御座 候 由、 夫ョ リ又々 後 

藤 へ 、大久 保氏ト 議論 二 相 及 候處、 內府之 儀、 兩條 御請 之 上、 何分 御 評議 之處 二 相诀シ 、夜 - 一入、 又々 御 朝議 之 節、 屹度 御 

^義 $目 ミト 十六 日、 奏狀擬 案内 付ノ條 下、 大 . 

ゆ 譲お オ^ 之 事 久保利 通 書柬ト 參觀ス へ シ、 

〇 熾 仁 親王 ヲ以テ 、總裁 ト爲シ 、一一 品 二 叙シ、 隨身兵 伏 ヲ賜ヒ 、純 仁 親王、 晃 親王、 中山忠 能、 正 


親 町 三條實 愛、 中 御門 經之、 德川慶 勝、 松平慶 永、 島 津茂久 、淺野 茂勳、 山內 豐信ヲ 議定 ト 爲シ、 

二親 王 ヲニ品 二 叙シ、 隨身兵 伏 ヲ賜ヒ 、純 仁 親王 ヲシ テ 復飾セ シメ、 大原 重德、 長 谷 信 篤、 おな 

具視、 橋 本 實梁ヲ 參與ト 爲ス、 又 茂久、 慶勝、 茂勳、 慶永、 豐信 -1 命シ、 其 藩士 參與ノ 任 一一 當ルモ 

ノ ヲ 薦擧セ シ ム 、是 日、 太 政 復古 ヲ宮 堂上 二 諭吿 ス 、又 後宮 ニ諭シ テ 、內 行ヲ正 フセ シム。 
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中 務、」 救 ，旣拔 衆庶 能護禁 城、 宜申 階級 式 加 寵榮、 可侬 前件、 主 者 施行 ( 

二 品行 中 務卿幟 仁 鋭 王 

從四 位下 行中 務大輔 臣ト部 朝臣 敎久 

正 四 做 行中 務緘 臌鑭左 大史算 博士 小 槻麵輔 K 

實德 正 一 一位 行權 大納言 臣 

正 一 一位 行權 大納言 臣 

正 二位 行權 大納言 臣 

正 一 一位 行權 大納言 臣 

m 卷八 慶應 一一 一年 十二月 九日  一一 一一 一一 


正 一 一位 行權 大納言 臣 

正 一 一位 行權 大納言 臣 

正 一 ： 位 行權次 納言臣 

正 二位 行權 大納言 臣 

復 古 


宣 

1了 

\ィ 


位 

位 

位 

位 

行 

行 

行 

行 

行 

權 

權 

權 

權 

權 

中 

中 

中 

中 

大 

納 

【 i 

納 

納 

口 

納 

C3 

納 

復古 記 

正 二位 行權 大納言 臣 

正 二位 行權中 納言臣 

正 一 一位 行權中 納言臣 

正 二位 行權中 納言臣 

正三位 行權中 納言臣 

正三位 行權中 納言臣 

制 書 如 右、 請 奉 制附外 施行、 

一月 九日 


卷八 慶應 一一 一年 十二月 九日 

從 1 


實 5ハ 

通久 

等^ 一目 

誓。 


：臣 

正 二位 行權中 納言臣 

正 二位 行權中 納言臣  通 富 

從ー 一位 行 權中納 言 兼右衞 門督臣 

正三位 行權中 納言臣  公正 


正 四 位 上お 大外記 兼助敎 中原 朝臣 師身 

左 中 辨勝長 


太 政 大臣 E 

右大臣 正 一 一位 

二 品行 式部 卿 邦家 親王 

參議從 三位 行 左 大辨豐 房 

告ニ品 熾 仁 親王、 奉 制 書 如 右、 符釗 奉行 C 

正 四 位下 行 式部 少輔 兼備 前 守義脩 

大 錄 行 正 

少 錄 友 也 


左大臣 正！ 一位 兼行 左 近 衞大將 

内大臣 正 二位 兼行 右近 衞大將 

正三位 行 式部 大輔在 光 


〇 


^應 三年， I: 


^ 錄 

月 九日 


有 柄 川 宮家 記 

大内記 新作 留 


正 1 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 實德宣 、奉 

勑、 以 左右 近衞 番長 各 一 人、 近衞各 三人、 宜爲ー 

慶應 三年 十一 一月 九日 

〇 

一 一品 太 宰帥熾 仁 親王 

正 一 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 實德宣 、奉 

勅、 件 親王 宜廳 帶劍 *:。 

慶應 三年 十二月 九日 


〇 


一太 宰帥熾 仁 親王 隨身 兵仗 者。 


大外， 記 兼助敎 中原 辋師 I 奉 

有栖 川.：？！： 家 記 


大外記 兼助敎 中原 鋤 師身奉 

有 栖川宫 家 記 


宫 


議定 宸翰 轴階 S 


〇 


無品晃 親王、 

右 可 1 一品 

復古 記 


卷八 慶應 111 年 十二月 九日 


復古 記 卷八 慶應 II 一年 十二月 九日  二三 四 

中務、 能 護 宮闕亦 固 藩屛、 精 誠 無懈、 令聞 旣馨宜 授崇爵 、式 示 褒獎、 可侬 前件、 主 者 施行。 

慶應 三年 十一 一月 九日 

二 品行 中 務卿幟 仁 親王 

從四 位下 行中 務大輔 臣ト部 朝臣 敎久 

正 四： E 上 行中 務樾 殿瀕左 大史算 博士 臣小槻 禰輔世 


宣 

山 階 宮家 記 

大內記 新作 留 


〇 三 公、 納言 連署、， 御璽 等 上 二 同シ、 故 二 略ス、 但 式部 大輔 闕ク、 又告ノ 下、 ニ品晃 親王 二 作ル。 

〇 

正 1 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 實德宣 、奉 

勅、 以 左お 近衞 番長 各 一 人、 近衞各 三人、 宜爲ー 一品 常 陸大 守晃 親王 隨身 兵仗 者。 

慶應 三年 十二月 九日  大外記 兼助敎 中原 翱師身 奉 

山 階 宮家 記 

〇 

一 一品 常 陸大 守晃 親王 

正 1 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 實德宣 、奉 

勅、 件 親王 宜廳 帶劍 者。 

慶應 三年 十一 一月 九日  大外記 兼助敎 中原 鋤 師身奉 

山 階 宮家 記 


慶應 三年 十二月 丸 日 宣 

入道 一 品 純 仁 親王 

復飾止 一 品 

叙 二 品 

$18*.  Its- 東 伏見宫 履歴書 

$0  0f 嵯峨實 愛 切 紙 §S 

〇  . . 

仁 和寺宫 

議定 蠢 M 伏 歷見^ 

〇 

無 品嘉彰 親王 

右 可 二 品 

中務、 爲 擁邦國 旣出緇 林、 德行 全備 名譽殊 深、 宜加朝 獎式穆 寵榮， 可 依 前件、 主 者 施行。 

慶應 三年 十二月 九日 

二 品行 中 務卿幟 仁 親王 宣 

從四 位下 行中 務大輔 臣ト部 朝臣 敎久 穴卜 

正 四 位 上 術務暢 黻彌左 大史算 博士 臣小槻 宿 禰輔世 行 

來伏見 官 家 記 

〇 三 公、 納言 連署、 御璽 等 上 一一 同 シ * 伹、 右大臣、. s: 大臣 一 一員 闕 ク、 告ノ 下、 二 品嘉彰 親王 二 作ル。 

〇 山 階宮、 東 伏 見 宮兩家 記 一一 、宸翰 御 擧問所 一一 於テ 御手 賜 之、 御 三折ト ァリ. 又 三 親王 叙 品 ノ宣示 ラ技ク ルハ M 七 H  、隨 

復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  二  = 一 五 


復古 記 卷ん 慶應 II 一年 十二月 九日  二三 六 

身 兵伏帶 劎ノ宣 示ヲ授 クル ハ 二十日 二 ァリ、 按ス ル 二、 純 仁 ヲ嘉彰 ニ作ル モノ、 其復名 4- 六日 ユア ルヲ 以テ、 此誤 ヲ致セ 

シ モノ ナルへ シ。 

〇 

正 一 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 實德宣 、奉 

勅、 以左 右近 衞 番長 各 一 人、 近衞各 三人、 宜爲ニ 品嘉彰 親王 隨身兵 伏 者。 

慶應 三年 十二月 九日  大外記 兼助敎 中原 辋師身 奉 

東 伏 見 宮家 記 

〇 

各 通 中 山 前大納 言 

正 親 町 三條前 大納言 

中 御門 中納 言 

議定 職 被 仰 下 候 事、 

n 宣、 追テ 下賜 候 事。 雑鸭^  . 

〇 . 

各 通 尾 張大納 一 言 越 前 宰相 

薩 摩少將 安藝 少將 

山 2 容堂 

議定 職 被 仰 下 候 事、 

£且 、追テ 下賜 候 事： ^津  1^ 家 読 


各 通 大 原 

長 谷 

橋 本 

參與職 被 仰 付 候 事。 娜鉢雄 

〇 慶勝 以下 五ん へ 達者 

其 藩 中、 可 然仁兩 三 輩、 爲參與 卽時可 差 出 旨、 御沙汰 候 事。 | ま 31^1 

〇 宮 堂上 へ 讒告 

德川 內府、 從前御 委任 大政 返上、 將 軍職 辭退之 兩條、 今般 斷然被 聞 召 候、 抑 癸丑 以來 未曾有 之國 難、 先帝 頻年 被惱 宸 

襟^ 御 次第 、衆庶 之 所 知 候、 依 之、 被诀 叙 慮、 王政復古、 國威挽 囘之御 基 被爲立 候閒、 自今 攝關、 幕府 等 廢絕、 卽 今先假 ュ 

總裁、 議定、 參與之 三 職ヲ被 置、 萬 機 可被爲 行、 諸事 神武 創業 之始 U 原 ツキ、 縉紳、 武弁、 堂上、 地下 之 無 別、 至當之 公議 テ竭 

シ、 天下 ト 休戚 ヲ同ク 可 被 遊 叙 念 一一 付、 各 勉勵、 舊來驕 惰之汙 習 ヲ洗ヒ 、盡忠 報 國之誠 ヲ以、 可 致 奉 公 候ポ、 

一 S 覽 勅問 御 人數、 國事 御用 掛、 議奏、 武家 傳奏、 守護 職、 所 司 代、 總テ被 廢絕候 事、 

ニニ 職人 體 

總 裁有栖 川帥宮 

議定 仁 和寺宮  山  階  宫  中 山 前大納 言 

正 親 町 三條前 大納言 中 御門 中納 言， 尾 張大納 言 

越 前 宰相 安藝 少將 土 佐 前少將 

薩 摩少將 

復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  二三 七 


宰 ^ 萬 里 小路 右太辨 宰相 

三 位  岩 倉 il 中將 

ク 降 


復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  二三へ 

參與 大原 宰相 萬 里 小路 右大辨 宰相 長 谷 三 位 

岩 倉 前中將 橋 本少將 尾 藩 三人 

. 越 藩 三人 藝藩 三人 土 藩 三人 薩 藩 三人 

一 太 政 官始、 追々 可 被 爲興候 間、 其 旨 可 心得 居候 事、 

一 朝廷 禮式、 追々 御 改正 可 被 爲在候 得 共、 先、 攝籙門 流 之 儀 被 止 候 事、 

一 舊弊御 一 洗 二 付、 言語 之 道 被 洞 開 候 間、 見込 之 向 ハ 、不拘 貴賤 無 忌憚 可致獻 言、 且 人材 登庸 第 一 之 御 急務 -ー 候 故、 心當之 

仁 有 之候ハ 、早々 可 有 言上 候 事、 

一 近年 物慣 格別 騰責、 如何 トモ 不可 爲勢、 富者 ハ盆富 ヲ累ネ 、貧者 ハ盆窘 急 二 至 候 趣、 畢竟 政令 不正 ヨリ 所 致、 民ハ 王者 之 

大竇、 百事 御 一 新 之 折 柄、 旁被惱 宸衷 候、 智謀 遠 識救弊 之 策 有 之 候 者、 無 誰彼 可 申出 候 事、 

； 和宫御 方、 先年 關 東へ， 降嫁 被爲在 候 得 共、 其 後將軍 薨去、 且 先帝 攘夷 成功 之 叙 願 ヨリ 被爲許 候處、 始終 奸吏 之詐 謀-一 

出、 無 御 詮之上 ハ 、旁 一 日 モ早ク 御 遠 京被爲 促， 度、 近日 御迎 公卿 被 指 立 候 事、 

右 之 通 御 確定、 以 一 紙 被 仰 出 候 事。 US® 

〇 初メ 岩 倉 具視、 玉 松眞弘 ノ才學 ヲ聞キ 、延テ 門 客ト爲 ス 、其 中 山 忠能等 、ノ 内 勅 ヲ受テ 更革 ヲ謀ル 二 當リ 、眞^ モ 亦 密議 

二 參ス、 眞弘、 古今 ノ 成敗 得失 ノ跡 ヲ論シ テ、 更革ノ 議數條 ヲ草ス 、其 要、 維新 ノ業、 神武 ノ 創業 一一 基キ、 攝關以 ず ノ宫ヲ 

廢シテ 、新-一 總裁、 議定、 參與ノ 三 職 ヲ設ケ 、職制 ヲ簡ニ シ テ、 章 程 ヲ詳ニ シ、 門閥 ヲ廢 シテ、 人才 ヲ徵ス ル等 ユア リ、 具視 

大ニ 之ヲ善 トス 、蓋 シ 更革 ノ 事、 專 ラ 具視等 ノ 規畫贊 成 -1 出ッ、 而シテ 詔勅、 官制 等、 皆眞弘 ノ 草スル 所-一 係 ルト云 C 

〇 後宮 布告 

德川 內府、 一 一 百 六十 餘年 委子 置レ シ大權 返 シ奉レ ル マ 、 聞食サ レヌ、 今 ヨリ 朝廷 一 一 テ 天下 ノ政 執行 ハ セ ラル、 ニ付テ 

ハ、 准 后 御 方 ヲ始メ 、內ノ 女房 三 仲間 ノ者ニ 至リ、 內行 ヲ正フ シ、 嫉妬 ヲッ 、 シミ、 女ノ 分-一 應シ、 忠心 ラ盡シ 仕へ 奉ル へ シ、 


殊ニ 年來ノ 有樣驕 リ高フ ル事 常トナ リテ、 中二 ハ得 モイ ハ レサ ル 振舞 モ聞ュ 、ァ ハ レ 古へ ヲ カウカへ、 今ヲカ ヘリ？、 人々 

互 一一 タス ケ正シ テ、 婦道 ノ鑑 トナ ラン コト ヲ思フ へ シ、 若シ假 二 モ御政 ノ上ヲ 辭リ、 或ハ 侯 人 ノ賴 ミヲ容 レ 、故 ナキ 事ヲモ 

曲 テ竊ニ 奏シ奉 ル事ノ 如 キア ラン 二 ハ 、嚴 ニ罪ナ ハ ル へ キナリ 、返 ス返ス モ深ク 意 ヲ用ュ へク ナム、 

右 之 通 被 仰 出 候 間、 末々 迄 不漏様 可 被傳候 事。 ||S 

〇 本條、 日 ヲ失ス 、姑 ク此- 一類 收ス。 

〇 

三 職 之 輩、 爲 心得 被 渡 下 候 一 紙 * 

一 御 評議 所 始メ御 場所 假設之 事、  - 

一 御 評議 所 小 御所 

一 總裁、 議定 詰 所 麝香 間 

一 同 休 所 水鳥 閒 

但シ、 宮、 公卿 奧ノ 座、 列藩 端ノ 座、 且總 裁、 議定 一列 ニ坐ス ルト 雖モ、 總裁 ニ於テ ハ 一 席 ヲ隔ッ へ キノ 事、 

一 參與詰 所 御 色紙 部屋 二 間 

一同 休 所 同 東 ノ閒 la^s- 

但、 公卿 奧ノ 座、 列藩 端ノ 座、 藩士 向 座、 

一 議定 之 輩 一人 ッ、 、是 迄議奏 ノ如ク 詰 林 和靖間 

一宮 公卿、 列藩 奏下所 林 和靖間 

一 神社 寺院、 諸 藩士 以下 奏下所 虎之 閒 

一 ニー 職 之 輩、 家來 一 一人 乃至 五 七 人、 御拜道 廊下 南 ノ檐下 二 詰 ル ノ事、 其 道 射場 ョ リ長橋 ヲ經參 仕、 伹シ 出 入 厳重 取締 之 事。 

復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  二 ー11 九 


復古 記 卷八 慶應 一一 一年 十二月 九日 

〇 五 藩薦擧 人名 

岩 下 佐 次 右衞門 


二 四 〇 


嵯峨實 愛 手記 


尾 藩 

國元罷 在 早々 完 =•  Mj 一  乍 

呼 登 可 申 候 荒 ；甚 們 


辻  將 曹 

中 根雪 江 

後藤 象次郞 


西鄕吉 之 助 

丹 羽 淳太郞 

櫻 井 與四郞 

酒 井 十之丞 


土 藩 


大久 保ー藏 

久保田 平 司 

毛受鹿 之 助 

福 M 藤 次 0 


神 山 左多衞 

〇 本條、 三 職 局 叢書-一 載ス、 災後之 フ失ス 、今、 春嶽 私記、 本日 三 職 降 命 ノ條、 及 慶勝家 記 一一 依テ採 入ス。 

〇 諸 藩 ノ衞兵 二 命シ、 警備 ノ事、 今後 朝 命 ヲ奉セ シム、 平 戶藩兵 ヲシテ 淸所門 ip- ヲ守リ 、十 

津川鄕 兵 ヲ シ テ 蛤 門 ヲ 守 ラ シ ム 。 

大政 御一新 一一 付、 守衞之 輩、 自今 朝 命 ヲ奉シ 可 致 進退、 諸事 心得 違 無之樣 御沙汰 候 事、 

但、 今日 召 之 列藩 兵士 戎服 之儘參 朝 候 得 共、 非常 御手 當而已 、必 動搖無 之様爲 心得 申 渡 候、 尤御 守衞之 儀ハ、 一際 厳 

重-一 取締 可 致 事。 雜田 J!i 家 読 


蛤 御門 御 守衞被 仰 付 候 事。 

1 二  rj し  十聿 川鄉兵 

T  二 月 ブ 日 出張 事錄 

〇 松 浦 詮家記 二 云、 御 臺所門 御 守 衞被仰 付 候 旨、 岩 倉 殿 ョ 

固メ候 事。 

っ附き 己 九日 以前 一一 通 シテ、 一切 

C 錄 ilfs  ノ 醤衞 ヲ 記スル モノ、 

ー堺町 御門  越  0 

備前 及十津 川鄉士 


1 へ ds-aj 

一 石 I …： 

一 寺 町 御門 

九 門 内警衞 

一 南門 向剮 


彥 


後 


石 


土 


圖 

中立 寶 御門 

今 出 川 御門 

淸和院 御門 


. 田 村 文右衞 門へ 御 口上 


藤  堂 

因  州 

有 馬 玄蕃頭 


朔平 御門 向 側 

公家 御門 向 側 

大宮御所 西 中程 加  州 

右 ハ舊來 之 番所 -ー テ、 建物 有 之 處ナリ 、九日 朝 繰 入 

復古 記 卷八 s 慶應 =1 年 十二月 九日 


日 御門 前 

猿 ケ辻向 側 

御臺所 御門 向 側 

新 在家 


尾  張 

中 川 修理 大夫 

松 浦 肥 前 守 

高  松 


,薩 、藝、 土ノ丘 ハ隊ハ 築地 廻 一一 テ 


-人込 候 事、 藝、 土ハ 支度 モ不 


復古 記 卷八 * 應ー 11 年 十二月 九 H  二 m 二 

一 南門  薩  州  一日 ノ 御門  薩  州 

一公 家 御門 . 土  州  一 御臺所 御門 ヨリ 朔平 御門 邊押 廻シ 藝  州 

右ハ 幕 張 段達 物 等、 或ハ 何 モナ ク、 野宿 モ有 之、 晝夜嚴 重 警衞ス 、其 外、 

一 近衞 殿御 門前 藩  州  一 中立 賣御 門前 同 

一 堺町 御門 前 同 

右 同様、 野宿 幕 張 篝火ヲ 燒キ、 晝 夜間 斷ナ ク 固ム、 

諸 3 ハ 兼 テ胡服 著闭、 九 門 内 へ 入 候 事 不相成 候 儀 -ー 付、 九日 朝、 諸 隊繰入 之 節 ハ 、皆 乾 御門 ョ 

調、 旅装 之 儘 ナリ。 飾 聞 

〇 毛お 敛親ノ 老臣、 及 ヒ其支 封 主 ヲ京ニ 召 スヲ山 崎 戌 兵 ニ論シ 、又 敬 親父 子、 及 ヒ三條 實美等 

五 人 皆 入京 ヲ許ス ヲ 沿道 關門ニ 論ス、 是曰、 敬親ノ 老臣 等、 島 津茂久 ノ報ヲ 得テ、 山 崎 二 抵ル、 

守兵、 朝命ナ キヲ 以テ納 レス、 頃 アツ テ 、朝 命 至 ル、 乃 チ入テ 光明寺 g??s^  二次 ス G 

〇 山 崎 戌 兵 へ 達 書 

山 倚^ 道 警衞之 儀 一一 付、 過日、 伺 付 札 ヲ以相 達 候處、 今度、 寬 典-一 テ被免 入京 候 旨 被 仰 出 候 二 付、 其 儀 二 不及候 事。 lis- 

〇 沿道 關門 へ 達 書 

頃日、^ 州 西 宮表滯 在 之 長 藩 末 家、 竝 家老 等、 御沙汰 之 儀 有 之、 只今 人 京 可 致 旨 被 仰 出 候、 且長門 宰相、 同 少將、 宰府五 S 

各被兗 勅勘 候、 依 之、 S. 吊さ 通 通行 可 致 候 間、 道筋 關門 警衞之 輩、 此段可 相 心得 旨、 被 仰 出 候 事。 S 

〇 本條、 諸家 記 見 ル所 ナシ、 姑 ク錄シ テ 後考 -ー 備フ。 

〇 


今般、 御 召 - 一依、 末 家淡路 名代 毛 利 平 六郞、 吉川監 物、 名代 宮庄主 水、 家老 毛 利. 2： 匠 共、 西ノ 宫罷 出、 御 差 S! 奉 待 候處、 可 被 

仰 出 儀 モ被爲 在、 人阪 御沙汰 可 相 待 旨 御 達 -ー 相 成、 重テ 入洛 被 仰 出、 猶 官位 如 元 之 御 旨 御 達 有 之、 難 有 仕 合 -ー 奉存 候、 

侬之、 卽刻 粟生 光明寺 迄 罷出申 候 間、 其 段 可 然御取 計 奉镇候 、以上。 

十二  B 九日  楫 取素彥 

國貞直 人 

薩州御 藩 御當役 中^ 

藝州御 藩 御 當役中 移 0^ 

〇 指 華 入京 日 載 二 云、 前件 之 通 進軍 -ー 付、 先、 山 崎 關門藤 堂固處 へ 寺 內暢三 使者 ト シ テ、 檜 木 良 助 副 之、 口上 覺書 持參、 

今般、 御 召 一一 依、 淡路 名代 毛 利 平 六郞、 吉川監 物、 名代 宮庄主 水、 家老 毛 利 内 匠 共、 西ノ宫 迄罷 出、 御 差 圖ヲ奉 待 候處、 可 被 

仰 •  出儀モ 被爲 在、 人阪 御沙汰 ヲ可相 待 旨 御 達-一 相 成、 引續 御所 ヨリ 被爲 召、 御沙汰 之 旨 被 仰 出、 一同 致 人 京 候 間、 

關門 通行 之 儀 及 御 挨拶 置 候、 以上。 

十二月 

猶、 後藤 深 造 一 中隊 ヲ 引率、 土 藩 ト稱シ 、奇兵 隊ヲ 誘導 シ、 關門 通行 之 儀、 藤 堂 藩 柳 田猎之 助、 梅 田 小兵 衞ュ應 接 一一 及 候處、 

朝廷へ 相 伺 居候 得 共、 未タ 何分 之 御 達 不相成 候 -ー 付、 通行 難 叶 段 相 拒 ミ候テ 、應 接餘程 手間取 候 -ー 付、 中 軍、 竝 第一 I 奇 共隊、 

膺懲 隊、 振 武隊、 柳 谷通リ 進軍、 整武、 銳武 兩隊、 櫻井ョ リ 天王山 之 麓 ヲ繞リ 出、 然處、 後藤 ハ 是非 誘導 ト シ テ罷 越、 通行 不得 

致而ハ 不相濟 一一 付、 兵力 一一 而モ 通行 可 致 旨 申入、 此方-一 モ 兵除ヲ 整列 シ、 藤 堂 兵 モ砲臺 一一 懸リ 居候 處、 朝廷へ 伺 之 者 只今 

罷歸リ 、御 通行 相 成 候樣ト ノ 事-一村、 何モ不 苦トノ 趣-一 相 成、 堂々 一 一隊 通行 致シ、 追手 搦手 同 刻 一一 光明寺 著 致 候、 搦手 ハ 柳 

谷 差 懸候處 、山中 處々 藤 堂 兵罷 居、 猶闢門 有 之 候 得 共、 無 異議 通行 相 成 候 事。  ， 

〇 德川慶 喜  一 I 命シ、 毛 利 敬 親等 赦肴 ノ故ヲ 以テ、 部下 ノ 黨議 ヲ 生スル モノ ヲ誡論 セシム 、又 二 

復古 記 卷へ 慶應ー I 一年 十二月 九日  二 


復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  二 四 四 

條城中 紛擾 ノ狀 アル ヲ以テ 、尾 * 越 二 藩 一一 內論 シテ、 之ヲ 鎭撫セ シ厶。 

防長寬 大御所 置 可 被爲有 思 召 一一 付、 向々 御 尋有之 候處、 所存 申 上 候 輩 モ無之 候 間、 叙 慮 之 通 被 仰 出 候、 就 テハ異 儀 申 

上奐 族モ、 決 テ無之 筋 一一 候 得 共、 萬 一 異存 之 輩モ有 之、 騷動ニ 及 候 儀 モ候ハ 、、 御 幼君-一 モ被爲 在、 殊-ー 御 元服 未 ダ不被 

爲濟候 折枘、 唯今 自然 右 様 之 儀 有 之候ハ 、、 御 驚動ハ 勿論 之 儀、 皇位 モ 如何 可 被爲成 哉ト、 深 ク被惱 叙 慮 候 次第 ュ候 

閒、 何卒 鎮撫 有 之、 說得之 儀 カヲ盡 候樣、 吳々 モ 御沙汰 候 事。 纏き ね雜醇 I 

〇 本條、 忠祿家 記 二 、幕府 ヨリ 重臣 呼 出 シ達有 之 トァリ 、蓋、 幕府 二 命 ァリテ 、幕府 ョ リ其 部下 一一 傳示セ シナル へ シ、 高潔 

家 記 一一 、傳奏 日 野 大納言 殿御 渡 書付 トァリ 、恐ク ハ 謬 ナリ。 

〇 春嶽 私記 二 云、 此 日夕 申 刻 前、 岩 倉 殿、 大原 殿、 尾、 越 之 重役 二 御 逢 被 成 度 トノ事 二 付、 尾 之 田宫如 雪、 毛 受鹿之 助 兩人罷 

出 候處、 兩卿被 申出 候ハ 、何 力 傳聞之 趣-一 テ ハ 、旗下 及會、 桑、 竝 譜代 之 諸侯 等、 一 一條 城へ 馳集 リタ ル由、 畢竟、 今般 御所 へ 

兵ヲ被 集候ハ 、全 ク他之 盜ノ爲 一一 ス ル 警備 一一 テ、 承知 之 通リ、 诀テ 討幕 等 之 儀 二 ハ 無 之事ナ ル 二  、萬 一 旗本 ヲ始メ 諸 藩 心得 

逢 出来、 不慮 之 動亂ヲ 生候テ ハ 、不 容易 次第 候へ ハ 、何卒 條城鎭 靜相成 候 様、 尾、 越-一 テ厚 心配 之 儀 御 賴被成 旨-一 付、 其段兩 

公 へ 申 上、 尾 之 茜 部 小 五郎、 田 中 邦之輔 同道、 鹿 之 助 登城、 扳倉殿 へ 請謁、 右 御 口上 之 趣 申 上、 且 宮中 之 形勢 及詳達 候處、 

扳老- 一 モ此 件々 ハ 殊更 御 按勞 \ 一由、 何分. s: 府 公へ モ 委細 及 言上、 指向 候處ハ 精々 可 致 鎭撫候 得 者、 其 段 御所へ 御 答 可 申 

上、 饼此上 朝廷 ョ リ御無 體成被 仰 出 等 有 之候テ ハ 、其 上 之 事情 ハ 如何 可 相 運 哉、 何共 難 計 候閒、 此邊ハ 尾、 越 一一 テ御配 

慮 被 成.^. 候 様、 兩卿 へ モ -® 申 上旨 御 申 聞 有 之、 夜 六 時 過 退 城、 直 -ー參 朝 シテ、 板 老被申 聞 候 趣、 兩卿迄 申上タ リ、 此節、 條 

城 之 形勢、 旗下 竝諸藩 之 兵士、 竹 葦 ノ如ク 、各 戎装ニ テ 兵器 ヲ携 へ、 營中 草鞋 ハ キ 二 テ往 來シ、 唯今 二 モ討テ 可 出氣色 二 テ、 

捋處 -1 モ御 譜代 藩 井伊、 藤 堂ヲ初 多勢 相 詰、 隊長 等 同伴 セ ル モ有 之、 御 一 麾之御 指揮 次第" 一 一 百 餘年之 洪恩ヲ 可 奉報ト ノ 

義勢 決然 タ ル 有様 ナ リキ。 


〇 伊達 慶邦、 細 川慶順 等、 一 一 一 十餘人 ノ 老臣、 各英國 公使 書柬ノ 答議ヲ 上 ル 。 

此度、 英國 公使 著阪、 丘ハ庫 開港、 大坂開 市  >ー 付、 外國人 共數多 移來、 大阪竝 -ー 共 庫邊 へ 諸侯 ノ 兵隊 多 數差出 置、 自然 混雜相 生、 

不 容易 儀 一一 付、 兵卒 多 人數呼 寄、 自國人 警衞仕 候 外 無 之 由 申立 候 二 付、 見込 御下問 ノ趣奉 畏奐、 外國 事忭ノ 隨-、 、 重.^  ノ御 

所 置 二 候へ ト モ、 根元 開港 御 差 許 相 成 候 上ハ、 諸 藩人數 ノ儀ハ 、何様 一一 モ御 取扱 様モ 可被爲 有、 當節、 外國人 警衞ノ にハ士 等、 

數多入 阪仕候 ハ 、 、人心 動 搖仕閒 敷物 一一 モ無 之、 何 レ 外國 交際 -ー 萬國 公法 モ 可 有 御 坐、 右 へ 御 基キ 御所 置 被 遊 候 外 有 御 坐 

問 敷、 外 -ー 見込 ノ 次第 モ無 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

松 平 陸 奥 守 名代 

づ 二月  但木 土. 2 

戊辰 新閗記 

〇 

於 大阪英 人 申出 ノ 趣-一 付、 御下問 ノ次 第、 邸内 役 筋 之 者 共 評議 仕 候處、 浪華 港 之 儀ハ、 日本 第 一 之 大通津 一一 付、 諸 瀋詰込 之 

人數、 或 增或诚 、何 レモ 國々 ノ 都合 次第 候 得 共、 此節 一一 至 リ 、殊更 一一 減 却 致 サレ 候儀ハ 相 成 間 敷、 攝州 西宮逡 へ ハ 、長 州 人^ 

勢 滯留罷 在 由 候 得 共、 是 ハ 今般 別途 御 川 向 二 付テ罷 出、 外國 ，ー 致 關係儀  一一 、ノ 無 之、 彼是、 彼 ョ リノ 糗談之 通 二 ハ 何分 運 兼び 

中 、且又 行 違 礙合等 ノ儀ハ 、癸丑 以來ノ 有様 モ各國 案内 ノ通 一一 付、 精々 御沙汰 -ー ハ 可 相 成 候 得 共、 絕テ無 之 ト請合 ハ 難被爲 

出來 勿論、 此節 屹度 取締 ハ可被 示ト、 在 ノ儘被 仰 渡、 左 候 テ御國 中へ モ、 此節 勅許 開港-一 相 成 候 而已ナ ラス、 王政 一途 

-ー歸 候 上、 萬 一 、對 外國人 不都合 ノ筋モ 有 之 候 テハ、 實-ー 朝廷 之 御 失 體相成 難 相濟候 間、 向後 愈以， 臈可 巾： tt、  ^沙^ 

被爲 在候テ ハ 何程 二 可 有 御座 哉、 全 體洋外 之 事情 モ得ト 相辨不 申、 藩 臣共重 疊奉恐 入 候 得 共、 御下問 之 趣 難默， 、乍 不束 此 

段 御請 申 上 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

細 川 越 中 守 家老 

很 古記 卷八 慶應 一一 一年 十二月 九日  二  p '五 


復古 記 卷仄 慶應 一一 一年 十二月 九日  ニ四ブ 

十二月 九日  溝 口 孤 雪 

三 宅 藤 右衞門 

細 川 護久 家 記 

〇  . 1 

今度、 兵 庫 表 へ 入津 外 夷之 儀 -ー 付、 御 書面 拜見被 仰 付、 見込 可 申出 旨奉畏 候、 抑 諸侯 兵隊 多人数 召 連、 同所 へ 致 出張 候 儀、 固 

ョ リ 官命 ヲ奉シ 、當 地警 固之爲 出張 候 哉、 如何 ノ情態 二 御座 候 哉、 不相辨 候 得 共、 兵士 本 ョ リ 丁 壯銳氣 之 者、 動 モス ンハ外 

國人ト 相 軋リ、 遂 二 大害ヲ 釀シ候 様 立 至 リ候モ 難 計、 左ス レ ハ 、實 二方 今 内外 多端 ノ折 柄、 如何 ノ變動 ヲ生シ 候モ難 計奉存 

候、 夫 故、 一 先 右人 數別地 へ 御 引退 ケ被 成、 尙當地 御 取締 筋ハ 別段 一. 一 一 諸侯 二 命シ 、厳重 警固被 仰 付 候 方可然 ト奉存 候、 此 

段 御下問 二 付、 差 向 愚見 之 趣 奉 申 上 候、 以上。 

松 平 美 濃 { 寸內 

十二月 九日  東鄉士 n 作 

黑田長 知 家 記 

〇 

外 國人ョ リ 申立 候 儀 -ー 付、 咋夜 御沙汰 之 趣奉畏 候、 右 者 御 當地詰 合 之 面々、 別 二 見込 之 儀 無 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

松 平 因幡 守內 

十二，： 九日  河 毛文藏 

池 田 輝 知 家 記 

〇 

i 程、 英國 公使 ハ ル クス 著阪、 板 倉 伊賀 守 應接之 次第、 拉彼ョ リ指越 候 書翰 譯文寫 拜見被 仰 付、 見込 之 趣 可 申 上旨 奉畏 候、 


右ハ不 容易 事件 御座 候 得 共、 指向 候テ、 何 トカ御 處置無 御座 候テ ハ 相 成 申 間 敷、 乍 併、 彼ョ リ 申立 候 一一 任セ、 諸侯 之 兵除爲 

御 引返 被 成候テ ハ 人氣 -1 モ指 響、 且 如何様 之 異變出 來候モ 難 計 奉存候 間、 是等 ハ 其 儘 御 差 置 被 成 候 儀可然 ト奉存 候、 右 二 

付、 彼 レ 兵隊 多 人 數呼寄 候 ハ 、 、夫々 御 警衞人 數御增 -1 相 成、 不虞 之變 -ー 御 備被成 候 様奉存 候、 尤彼 ョ リ 兵端 相 開 不申候 ハ 

ハ 、此方 一一 モ诀テ 暴動 仕 間 敷 旨、 出張 之 向 へ 厚 御 示 讒 有 御座 度、 其內、 外國 事情 一一 通シ候 藩々 へ 被 仰 付、 開^ 延期 之應接 

御 委任 二 相 成 候 様 奉冀望 候、 右 ハ 御下問 -ー 相 成 申 候 -ー 付、 不取敢 奉 申 上 候。 

松 平備前 守 家 老 • 

十二  K 九日  土 倉 修理 助 

.  池 田 信 濃 守 留守居 

矢 吹 卯 之 二 

池 田 章 政 家 記 

〇 

外國人 ョ リ 差 出 候 書翰 寫拜見 被 仰 付 候 得 共、 於 私共 見込 無 御座 候、 此段申 上 候、 以上。 

•Is 井左衞 門尉內 

I  二月 九日  中 村 右門 

M 丼忠 K 家 記 

〇 

外 夷 一 件 御下問 之處、 私共 素 ヨリ 外國 事情 不案內 之 儀-一 付、 別段 見込 ハ無 御座 候 得 共、 旣- 一條 約 勑許相 成 候 上ハ、 縱令 

多人数 人 込 候 共、 御不 取締 之 儀 無 之候ハ 、 、可 然御儀 ト奉存 候、 以上。 

小 笠原豐 千代 丸家來 淸水 勘觯由 小 笠 原 佐 渡 守家來 山 m 勘 右衞門 

復古 記 卷八 慶應 II 一年 十二月 九 IH  二 四 七 


復古 記 卷八 慶應 三年 十二 B 九 n  二 四べ 

水 野 出 羽 守家來 名  闕 松 平 伊豆守 家來 山村 縫 殿 介 

松 平 €： 膳 正家來 花 安 專左衞 門 小 笠 原 近 江 守家來 小 林 正之铺 

小 笠 原 幸 松 丸 家来 志 水 五右衞 門 Mufff 释読 

〇 水 野 忠敬家 記 二  、同席 三士 一藩 連名 ト シ、 松 平信 安家 記ハ、 三十 四 家 トス、 之ヲー 一家 二 質スニ  、藩 名 原 記ヲ失 スト 云フ。 

〇 

外 夷 御所 置 之 儀 -ー 付、 見込 之 趣、 今 已刻迄 -ー 兩御 役之內 へ 可 奉 申 上 之 旨、 被 仰 渡奉畏 候、 然處、 於 幕府、 是迄之 手鑌モ 御座 

候 之 間、 定テ 見込 之 次第 モ 可 有 御 坐 ト 奉存 候、 於 私 ハ 別段 可 奉 申 上 見込 モ 無 御座、 何卒 幕府 へ 御 委託 被 成 下 置 候 様 仕度 奉 

存候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

戶田采 女 正 家老 

十二月 九日.  大高金 右衞門 

戸田 氏 共 家 記 

〇 

外 國之儀 -ー 付 テ之御 書付 拜見仕 候、 篤 ト愚勘 仕 候 得 共、 何分 不容易 御 事件 -ー 付、 一己 -1 如何 共 難 奉 申 上 候、 此段奉 申 上 候、 

以上 e 

松 平 兵 部大輔 家来 

十二  8 九日  友 部 + 權六 

松 平 直 致 家 記 

謹 テ奉申 上 候、 於 大坂板 倉 伊賀 守、 英人應 接 書取、 且英人 書翰 拜見被 仰 付、 御下問 之 御 次第 奉畏 候、 乍 恐、 得ト 勘考 仕 候 


得 共、 素 外 異之情 實ハ聢 ト相辨 不申候 儀 -ー 付、 取 極 奉 申 上 候 程 之 心得 ハ 無 御座 候 得 共、 此度御 改革 御 初 政 大切 之 御 機會御 

座 候、 條理 判然、 御國情 貫徹 仕 候樣、 兼 テ異情 熟知 罷在 候大藩 御選ヲ 以テ、 應接被 仰 付、 何卒 皇國之 御 基本 相 立 候 

様 有 御座 度奉存 候、 然上、 若 不法 之 擧動モ 御座 候 ハ 、 、猶叉 時宜 一一 應シ、 相 當之御 處分モ 可 被 ほ^ 御^ ト乍 恐奉存 候、 此段 

謹テ 御請 奉 申 上 候、 誠 恐 誠惶頓 首。 

松 浦 肥 前 守家來 . 

十二月 九日  ffl 村 文 右衞門 

淺. E 九 郞左衞 門 

松 沛詮家 記 

G 

外國 一 件 御下問 之處、 素 ヨリ 彼ノ 事情 不案内 之 儀 -ー 付、 別^ a 込 ハ 無 之 候 得 共、 旣 二 定約 勅許 相 成胶上 ハ 、彌 な^ 之 信 

義相 立、 差 當リ 候處、 騷援不 生 様 御所 置 相 成 可然哉 ト奉存 候、 尤 主人 見込 之 程 難 計 御 坐 候 得 共、 御沙汰 -ー 付、 詰 合 候 仏^ 

限 奉 言上 候、 誠惶 敬白。 

松 平和 泉 守 家來 

十二月 九日  管 三 左衞門 

秋 山祐助 

松 ^乘* 家，. - 

〇 

外異 一 條 二 付 テ之御 書付 拜見被 仰 付、 委詳奉 敬 承 候、 然 ル處、 外異 一條 ハ 、事 實不案 內之谘 -ー 付、 別段^ 込等ハ 無 御座 候、 

猶早々 左 京大 夫 へ 可. m. 聞 候、 以上。 

復古 記 卷八 慶應ー 一 一年 十 一一 月 九日  二 四 九 


復古 記 卷八 慶應 111 年 十二月 九日  二 五 〇 

青山 左 京大 夫家來 

十二月 九日  阪東篤 K. 一輔 

靑山 忠誠 家 記 

〇 

外國 事件 御下問 之 趣 奉 敬 承 候、 微 臣素ョ リ其 事情 不案内 之 儀 -ー テ、 御所 置 振 更-ー 其 見込 無 御座 候、 此段奉 申 上 候。 

脇 阪淡路 守 内 

十二  0: 九日.  井口 金 右衞門 

脇阪 安斐 家 記 

〇 

此程、 英國 公使 ハ ル ケス始 、此度 兵 庫 開港、 大阪開 市 之 儀 -ー 付、 外 國人數 多 移 リ來リ 候處、 諸侯 之 兵隊 多 人 數罷越 居、 自然 殺 

慯等之 混雜可 相生ハ 必然 之 儀-一 付、 早々 引 拂致シ 度 旨 申立 候 一一 付、 段々 御 說讒モ 被 爲在候 得 トモ、 猶又 再應之 申立 モ有 之、 

書簡 拜見被 仰 付、 見込 之 次第 以 書取 奉 申 上 候 様、 被 仰 渡 候 趣 奉 謹 承 候、 右者不 容易 大事 件 之 儀-一 テ 、不肖 之 私共、 見込 

言上 可 仕様 無 御座 候、 何卒 皇國之 御爲、 且 ハ 人心 居 合、 至 當之御 處置乍 恐 奉 仰 候、 右 御請 奉 申 上 候、 以上。 

十二月 九日 

松 前 志 摩 守家來 島 田  興 堀 左 京 亮家來 治  外 記 

六 鄉兵庫 頭 家来 石 井 安太 夫 堀 內藏 頭家來 中 野 五郎太夫 

織 田 左近將 監家來 宮城 摁右衞 門 青木 源 五 郞家來 岩 出啓藏 

六 鄕政齄 家 記 

〇 


大阪表 -ー 罷在候 外 夷 一 條 -ー 付、 被 仰 出 之 趣奉畏 候、 右 ハ 重大 之 事件 -ー 付、 於 私 別 -ー 見込 舉中上 候 次第 無 御座 候、 此段 御^中 

上 候、 以上。 

仙 石讚岐 守家來 

十二月 九日  伴齋宫 

.  仙 石 政！： お 「ん 

〇 

此程、 英國 公使 ハ ル (ク L  、板 倉 伊賀 守 ト應接 之 次第、 竝彼ョ リ指越 候 書翰 譯文拜 見 被 仰 付、 a 込 之 趣可屮 上； r^. 畏候、 右 

ハ 本家 重臣 ョ リ存意 申 上 候 通 二 テ、 別 -ー 見込 無 御座 候、 此段不 取 敢奉申 上 候、 以上。 

トニ 月 九日  池 田 丹 波 守 

fflr 委曲 之 儀ハ、 本家 ヨリ 書 上 有 之 候。 ^誠 

〇 

咋 夜中、 尙又外 夷 一 條之 儀-一 付、 御 書取 ヲ以 卑賤 之 私共 迄 拜見被 仰 付、 其 上 見込 之儀モ 御座 候ハ ， 、厚相 心得 可 奉 中 上 之 

旨、 御沙汰 之 趣 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 右 ハ 不 容易 事條 -1 付、 何分 愚眛 -ー テ辨別 仕 兼、 見込 言上 仕 候 様 無 御座、 此段乍 恐 

奉 申 上 候、 以上。 

織 田攝津 守家來 

十二 日 九日  坂 井 權右衞 門 

aw 長 袱家記 

外國之 事件、 御 書取 ヲ以テ 被 仰 渡 候 趣 謹 テ奉拜 承 候、 別段 見込 之 僙モ無 御 坐 候、 奉 蒙 仰 候 間、 乍 恐 此^ 御 tl^ 巾 上 候、 

復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  二 r 一 


復 古 記 卷八 慶應 II 一年 十二月 九日  一一 五一 一 

以上。 

木庄 宮内少 輔家來 

十二月 九日  村 瀨與三 右衞門 

本 庄道美 家 記 

〇 

外國之 事件、 御 書取 ヲ以テ 被 仰 渡 候 趣 謹 テ奉拜 承 候、 別段 見込 ノ儀モ 無 御 坐、 此上迚 モ奉隨 御所 置 候 外 無 御. 坐 候、 奉 

蒙 仰 候 間、 乍 恐此段 御請 奉 申 上 候、 以上。 . 

山 口 長次郞 重臣 

十二月 九日  岩 倉 助 右衞門 

山ロ弘 道家 記 

〇 

此度、 兵 庫 並 大阪開 市 二 付、 英國 使節 ョ リ 申立 之 事件、 御 書付 拜見被 仰 付、 a 込 之趣以 書面 申 上 候 様奉畏 候處、 是 迄外國 

人 取扱 振深ク 承知 不仕候 間、 可 申 上程 之 見込 無 御座 候、 此段申 上 候、 以上 G 

溝 口 誠 之進內 

十二月 十日  寺 田 喜三郞 

溝 口 直 正 家 記 

〇 

此度、 兵 庫 並 大阪開 市 云々。 ほ H 

丹 羽 左 京大 夫內 


十二月 十二 日  增 子現藏 

丹 羽 長 裕家記 

〇 前田慶 寧、 京 n 至ル。 Is  .  - 

O 戶田忠 行、 米倉 量 一一 n、^?g%J ハ藩浦 王.： |?、 一  薩摩 藩士 ト稱シ 、下野 出 流 山村 二  * 聚ス ル モノ アル 

ヲ 舊慕府 一一 報ス 、舊 慕府、 忠行、 及 ヒ 秋元禮 朝、 鳥居 忠寳ヲ シ テ 之 ヲ 辑捕セ シム、 旣 一一 シ テ 、 宗 

義達モ 亦 其 事 ヲ報ス 。？膽 ま fl?、 

長 門 守 領分 下野 國都賀 郡 糲木村 表 へ 薩州藩 竹 内 啓、 會津元 助、 兩人 名前 二 テ 急用 向 有 之 趣、 去月 一 一十 五日、 千 住宿ョ リノ 先 

觸ヲ以 、同一 一十 七日 夕、 人數 十六 人、 榍木町 脇 本陣 源兵衞 方へ 止宿、 翌ー 不 八日 晝頃、 同所 出立、 出 流 山 之 方へ 罷越之 趣、 右 

二 付、 平常 之 旅人 體 二 モ 不相見 旨、 且 、, 此節柄 之 儀 二 モ 御座 候 -ー 付、 彼 地 役場 詰 之 者 ョ リ申越 候、 此段 各^ 迄 御 聞 置 可 被 下 

候、 以上。 

戶田長 門 守家來 

十二月 九日  長 島 猎三郞 

坤侥 革正錄 

^^加 藤 某 筆記 

〇 

私 領分 野 州 安蘇 郡 上 永 野 村 役人 共 ョ リ 申出 候 ハ 、去 0- 一 一十 八日、 薩州藩 ト唱候 由、 拾 八 人 程、 宗對馬 守 領分 出 流 村 へ is 越、 

致滯泊 居候 處、 同 晦日、 右上 永 野 村 名主 玉 次 郞ト申 者 宅 へ 罷越、 玉 次 郞始、 外 役人 共 呼 寄 候 上、 連判 帳 取 出、 咋春 中、 新田 家 

來 二 致 加入 候 者 共、 名前 申 聞 呼 出、 致 加入 候 杯 ト强談 二 テ、 一 同 驚 入 致 歎願、 又々 出 流 村へ i 能 越 候 之 m  、然 ル處、 追々 人数 相 

復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  二 五三 


復古 記 卷八 慶應 三年 十二月 九日  二 五 四 

集、 最寄致 徘徊、 當分 退散 之 姿 相 見 H 不申、 殊 -ー 日々 黨類 相增候 様子、 此上 何様 之變事 出来 可 申セ難 計、 村々 一 同難澀 至極 

之 旨 訴出申 候、 當時 非常 之 節、 人 數出被 仰 付 置 候 得 共、 無餘儀 場合 -ー 付、 右人 數之内 差 繰、 領分 爲 取締 差遣 シ申 候、 此段 

御 聞 置 可 被 下 候、 以上。 

十二月 九日  米倉 丹 後 守 

晚翠樓 叢書 

淀 藩 加 藤 某 筆記 

〇 舊 幕府 達 書 

戶田長 門 守 

秋 元 但馬守 

鳥居 丹 波 守 

野 州 出 流山邊 へ 、賊徒 多人数 屯 集 之 趣 二 せ、 在所 有 合 之 人數差 出、 召 柿 候 様 可 被 致 候、 尤手餘 リ候ハ 、 、打 捨切捨 等不苦 候。 

秋： 兀與 朝家 記 

坤儀 革正錄 

〇 

今般、 薩州 家中 ト相唱 、十 一 月 一 一十 八日、 上下 一 一十 一 人、 對馬守 領分 野 州都 賀郡出 流 村へ 立 越、 觀音 參詣之 由、 尤 入用 之 儀 有 

之、 人數 買物 之爲 -ー モ有 之、 少々 之 内 逗留 仕度 候閒、 必 心配 -ー 不及旨 -ー 而、 同村 へ 止宿、 是 ョ リ異變 之 振 合 モ有之 候 へ 共、 追 

追 他領 近 村 ヨリ モ罷越 、人数 相 加リ、 今程 百人餘 一一 相 及、 逗留 數日 -ー 相 成 候へ 共、 未 引取 之 様子 モ不相 見、 段 々多人数 二相 

成 ニ付テ ハ 、此先 如何 之 擧動有 之 哉モ難 量、 尤， 近々 野 州 眞岡宿 ヨリ 今 百 五十人 程 モ出流 村へ 著 之 積、 左 候 得 者、 一 同 常 州 

太 田 宿へ 立 越 候 風聞 之 趣、 注進 仕 候 -ー 付、 此段御 屆申上 候、 就テ ハ 、此末 之 動 靜モ難 量 事故、 人數 等差 出、 取締 方 可 仕 之處、 

追々 御 屆申上 置 候 通、 御 當地詰 人數、 役 掛リ之 者 外 差置不 申、 右 役 掛リ之 者モ、 咋今少 人 數詰之 事故、 兼テ 取締 方駔 引、 野 州 

領分 人 數ヲ以 手 當罷在 候 得 共、 猶又、 此節 無手 拔申 付、 領中不 及 紛擾 樣嚴 重手 配 仕罷在 候、 此段宜 御 聞 置 被 下 候 樣奉申 上 候、 


以上。 

宗 對馬 守. W 

十二月 十一 日  .E 崎柬助 

.  淀 滩加藤 某 筆記 

〇 鳥居 忠文家 記、 一 不日、 舊 幕府 へ 屆 書中 二 出兵 ノ處、 浪 徒行 衞難相 分 二 付 、お 隊 引取 トァ リ。 

〇 灘流山 浪士漑 略  . 

今朝、 探索 人 共 ヨリ 申出 候ハ、 出 流 山 之 浪人 共、 榍木宿 戶田侯 御 役所 -ー懸 合 筋 有 之 趣 -ー テ、 凡 拾人罷 越、 内 兩人ハ 押 m 卜 巾 

役两 二 相控、 八 人 之 者 共、 宿 役人 へ 案内 申 付、 榍木 役所 之 頭 役 へ 面談 申込 候 -ー 付、 則 代官 役 前 野 司， 竝足利 陣屋 表 へ 相 詰 候 

士分 一 人 差 添、 兩人 -ー テ 面 會之處 、浪人 共 申出 候 ハ 、拙者 共 出 流 山 二 相 集 リ候馕 ハ 、潢濱 へ 押出 可. &含、 然ル處 、軍用へ.^ K 

候 間、 金 三千 兩 借用 申 度、 且當 分、 此邊之 寺院 等 旅館 -ー 借受 度、 御 答 次第 一 戰 -ー 可及ト 申入 候 由、 戸田 侯 ョ リ 右 之 御 挨拶 ハ 

如何 相 成 候 哉、 浪人 共、 一 且押 田へ 引取、 夕 七ッ峙 前、 猶叉 浪人 共 三十 人 程 -ー相 成、 榍木 宿へ 人 籠 候、 且又、 合 戰場， お-一 モ釵 

卜 人相 集 居候、 

尸 不足 -ー 御座 候、 右 屯 集 之內、 士分 之 姓名、 左 二  、 

田與市 


出 流出 屯 集 之人數 三百 人 ト相唱 候 得 共、 全ク 、ノ 百 人 二 

總大將 之 由 當時江 戶表三 田 上屋敷へ 罷越候 由 村 


軍師 

同 

目附役 西 山 健 之 進 

祐筆 兼 勘定 靨 者 之 由 


頭 役 


00  一 I テ 

四十 歳 位 


文盆ト 申醫師 

專乘ト 申 法 印 

川 田 吉之助 

赤 尾 淸三郞 

田 中 光 リ W 

同 常 右衞門 

竹. M:  啓 

吉 原 長 左衞門 


常 

高 


大谷法 

安達 幸太郞 

高 田傳司 

外-一 家來 二人 ッ、 

會津元 助 

植竹行 造 


印 


龜 山 常 右衞門 

瀨山. 2： 藏吉 


古 橋 


某 

孝次郞 


茅 原 


茂 
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復 古 記 卷 A 終 


總括兼 纂修 

一等 修撰 

校 勘 

一 等 修撰 

一 等協修 


長 

長 


ヘム 


幹 


屋 1EI 之 


一 等 書記 

寫 

一等 繕寫生 

一等 繕寫生 


臣澤 渡廣孝 


川 長 和 

島  春 


復古 記 卷八 慶應 111 年 十二月 九日  二 五六 

吉 島駒吉  同 馬 之 丞  多 田 茂 市 

古 橋 又 左衞門 . 菅 井藤 七  荻 原 久 米次郞 

醫師 關齋. 忠兵衞  . 

右 之 外、 壬 生 浪人 福永ト 申者モ 加入、 此者ハ 物 頭悴、 四 五 年 前 退 藩 之 由、 

一 此程、 金談 -ー テ對 州領之 名主 半 兵衞、 竝幸藏 、江 戶三田 上屋敷へ 罷越 候、 往來 共、 對州 家來之 先觸差 出、 駕籠 駄荷 等繼立 候、 

尤 駄荷ハ 金子 之 由、 衩歸村 之 節、 江 戶表之 者 十七 人 同道 -ー テ歸村 之 由、 日限 ハ 去 五日 二 候、 

一 去ル 六日、 浪人 十四 人、 葛 生 ト申所 ヨリ 駕籠 十 挺 二 テ出 流へ 罷越、 是ハ 上 州 表 之 者 共 -ー候 由、 

一 榍木宿 へ 申 付、 旗 ハ 中黑、 提灯 紋類 ハ ® 印 、下 二 山道 付 候、 且 烏帽子、 直垂等 、十一 一人 分 申 付、 

一 浪人 共 出向 候 場所 ハ 、上 州ト 中 趣-一 候 得 共、 表 向 ハ橫濱 ト相唱 候 由。 |翠£ 


復古 記卷九  - 

慶應 三年 丁 卯 十一 一月 十日 ニ起リ 十三 日 ニ至ル 

〇 十一 一月 

十日、 備前 藩兵ヲ シテ蛤 門 ヲ守リ 、池 田政禮 ノ兵ヲ シテ之 ニ屬セ シ厶。 

〇 池 田 章 政 家 記 二 云、 十日、 重役 呼 出シ、 蛤 御門 御 警衞土 州へ 被 仰 付 候處、 同家 モ九 門. 2： 御 固メ被 仰 付、 難 手 合、 リ津川 

鄕 上へ 被 仰 付 候、 人 少-ー 付、 其藩爲 加勢 淸和院 御門 人數 分配 致シ、 拉池田 丹 波 守 人數差 加、 手 合 セ可申 g 被 仰 波。 

〇 池 田政禮 へ 達 書 

蛤 御門 御 固、 本家 打 込 相 動 候 様、 被 仰 付 候 事。 S 

〇 德川慶 勝、 松平慶 永、 命 ヲ傳へ テニ條 城 一一 到ル 、城 中 兵馬 塡咽、 麾下 ノ士、 皆 甲 ヲ擐シ 、丘 ハヲ 

執リ、 譜第 諸侯 ハ 、兵ヲ 率ヰテ 城外 二列 ス、 德川慶 喜、 其衆變 ヲ激セ ンコト ヲ恐レ 、日 映 一一 至テ 

決 セス、 會マ朝 旨 二人 ヲ促ス 、慶 喜、 乃罷職 ノ 八 叩 ヲ 奉 シ 、辭 官獻地 ノ 事 ハ 、衆 情鎭定 ノ後 ヲ待タ 

ント 請フ、 夜 二 及テ、 二人 復命 ス。  1 

舉歸 政權、 將 軍職 辭退之 儀 被 聞 召 候 上 ハ 、官位 モ 一 等 ヲ奉辭 、且御 政府 御 人 費 モ差上 度 段 中 上 候 心底 -ー ハ 候得サ r 卽今手 

元 人心 居 合 兼、 痛心 之 譯柄モ 御座 候 -ー 付、 鎭定 次第 奉 願 上 度 候 間、 此段相 含、 於 兩人可 然様 及 執 奏吳候 様 申 閬候事 二 御座 候 

問、 於慶 永、 天地 - 一誓 ッテ 御請 合 申 上 候 間、 德川 s 府 s 願 之 筋、 御 閬 屆被下 候 様 奉 願 上様。 

復古 記 卷九 慶應 三年 十二 H 十 n  二 五 T 


復古 記 卷九 蔭應 I 一一 年 十二月 十日  二 五八 

慶  永 

春嶽 私記 

〇 春嶽 私記-一 云、 十 Ml 已刻、 御 登城 有 之、 尾 侯モ御 同様 ナリ、 然 ル處、 咋日來 朝廷 御變革 一 件-一 付、 幕下 之 人心 大ニ動 搖シ、 

旗本 之 面々、 何レ モ兵 器ヲ携 へ、 5. 胄ニ テ 登城、 御 譜代 衆ハ各 兵ヲ率 4 テ御 城下へ 相 詰、 鼎 沸 之 勢 二 テ、 城 中 之 人心 折 合 兼、 

洶々 タ ル 有様 故、 内 府公モ 御 誠意 ラ以、 御自身 御 說得等 有 之、 聊鎭定 之 姿 一一 ハ 有 之 候 得 共、 御 持 參之筋 杯 御 披露 -ー 相 成 候 得 

ハ、 一時 -ー暴 發之機 現 然-! テ、 尾、 越 之 一 ー侯ヲ 嫌惡ス ル事、 饕敏 ノ如キ 次第 一一 付、 先 ッ內府 公 へ ノ ミ御 密談 有 之處、 €： 府公 二 

ハ 聊御 異心 無 之、 擦 テ被任 朝 命 候 御 心得 ナカラ、 前書 之運ヒ 一一 テ、 更 一一 御 發表難 相 成 候 付、 其 段 藝州知 邸 三 宅 萬 太夫 詰 合 

二 付、 是ヲ以 、御 在 朝之藝 世子 迄、 其 筋 へ 右 等 之 趣 御內達 -1 相 成 候 様 御 申 越 有 之、 尙尾 侯、 拉 成瀨隼 人等ト 種々 御 談判 有. \ - 

候 得 共、 御 辭職被 聞 召 之 勑詔被 爲受候 一一 付テ ハ 、御衣 冠 一一 無之テ ハ 不相 適、 夫 等 之逡、 外見 -ー モ相觸 候 事故、 猶更 御手 

間 取 一一 モ相 成、 暮時 頃、 尾 之尾畸 八右衞 門、 御所 ヨリ 御請 御 催促 ト シ テ來リ 、殆 困窮、 侬之、 是ト行 違ヒタ ル趣ヲ 以テ、 田 中 

國之輔 ヲ遣シ 、無 程 御 復命 可 有 之 段 被 仰 上 置、 夫 ヨリ 漸ク 二 シテ 勑詫 御受モ 相濟、 其 他 之 御 談ハ迚 モ御整 ヒ難被 成 一一 

付、 御 辭職被 聞 召、 其 他 ：セ 於 内府公 ハ 聊御 異心 不被成 御 坐 候 得 共、 旗下 之 人心、 如何 -ー モ御收 歛難被 成 -ー 付、 御請 言上 之 儀 

ハ 、暫御 延引 二相 成 候 段 御 聞 濟可相 成、 御 取 計 一 1 相 成 候 様トノ 御談濟 一一 テ御 退出、 夫 ヨリ 直-一 御參 有 之、 猶又下 參與之 

而々 へ モ御談 之 上、 御 復命 之 儀 被 仰 込、 御 衆議 席 相 立 候 テ被指 上 候、 fM, 右 御 書面 之 趣、 總裁 御始御 廻覽之 上、 御 聞 

濟相成 候 -ー 付、 尙又必 近日 奏上 之 運 ヒ 二 相 成 候 様、 御 受合之 旨 被 仰 上、 尾 侯 御 復命 ハ 、 何分 爲御任 被 下 候 様 被 仰 上、 

御 復命 之 一 段 相濟、 私 云、 尾 侯 御 一 處 -1 御參 .3: -ー  相 成、 御 復命 之 御 書面、 不廉立 様 之 御文 段 -ー 被 仰 上度ト 、 下 參與之 向 へ 

御談相 成處、 西鄕、 大久 保之兩 人、 何分 御領 地 御 返上 之 一 條不 糙候テ ハ 、實跡 不相顯 候得ハ 、此程 聢ト被 仰 上 候 半 テハ、 其詮 

無 之トノ 激論 モ有之 候 得 共、 左候テ ハ 、條城 之 沸騰 ヲ增 長シ、 暴發難 計、 如何 トモ 不可 爲之勢 二 立至ル 二 件、 公大 二 御 奮激 

一一 テ、 百方 御 辨駁有 之、 漸ク -1 シ テ如前 御請 一一 及ハ レタ リ、 尾 侯 ハ 事 之 難 一一 付、 唯 尾、 越 へ 爲御任 二 相 成 険様被 ra: 上度ト ノ 


御 論-一 テ、 御 合一 -1 相 成 兼、 愈 御 手間取-一 モ相成 候 付、 御銘々 御 存分 1\_ 御 願-一可 相 成ト御 引分レ ラァ、 如 本文、 二 侯 兩端之 

御達シ 一一 相成シ ナリ。 

〇 慶 明雜錄 -ー 云、 ト曰， 內府， 前條ー 一件 之 御 受六ケ 敷， 當人 ハ 朝 命 -ー テ候 得ハ、 刖御受 可 仕 候 得 共、 會、 桑 鼓 旗下 之 下々 -ー 到リ、 

鎭 靜出來 兼、 右兩條 直-一 御請. 1 タシ 候得ハ 、會、 桑 等 如何様 暴動 モ難 計迚、 S 府モ別 テ窮シ 居候 由之處 、今晩、 越 侯 於 御所、 

大久 保、 西鄉、 後藤 三人 一 同 被 召 呼、 德川家 之 儀、 拙者 親 藩 トシ テ、 卽今之 形勢 二 立 到 リ候テ r 拙者 辱クモ 議定 職 蒙 仰、 旁 

致 省察 候處、 内府 へ 兩條之 御請 爲致候 儀、 拙者 決心 シ テ 說得候 儀、 其 任 一一 可 有 之存候 付、 是 ヨリ 直-二 一條 城 へ 馳向 ヒ 、會、 桑 

以下へ モ死ヲ 以テ說 得 イタ シ、 兩 日中 成功 ナク ン ハ 、再 城 ヲ退ス トノ覺 悟、 各々 如何 相 心得 候 哉、 存意承 皮トノ 御沙汰、 三 

人謹テ 、御 下向 之 次第、 幾重 一一 モ 奉 恐 入 候 得 共、 至 當之御 英斷御 血 誠 感服 -1 難堪旨 、被 申 上 候處、 今夜 直  一二 一條へ 御 向ヒ被 

成 候ト之 事。 

〇 長 門藩ノ 老臣 毛 利 親 信、 I、 是夜、 兵^- ヲ率斗 テ相國 寺 ノ薩營 二 入ル。 葡 g 直 二 召テ、 之ヲ慰 

勞ス。 

多年 勤 王、 今度 應召 速-一登 京、 御 満足 思 召 候 事、 

警衞 場所 之 儀 <  、追テ 可 有 御沙汰 候 事。 II， 

〇 元 德家記 二 云、 十日 夜、 毛 利 内 匠 御所 被 召 出、 中 山 殿 口 達、 御 書付 ハ 、翌日 薩邱ョ リ被傳 e 

〇 土方 雄 永、 疾ヲ 以テ、 上京 延期 ヲ請フ ogg  . 一 

〇 江戸 市街 中、 劫盜 横行 スル ヲ以テ 、舊 慕府、 譜第 諸侯 -1 論シ テ 、鎭 辑ノ方 ヲ陳セ シ厶。 

先達 テ中 ヨリ ，市中 一一 オイ テ徒黨 ヲ結ヒ 、押 借 强盜等 有 之、 不穩候 一一 付、 夫々 厚手 當ヲ モ被 仰 付、 秭々 御 探索 等 モ有之 候 

m 古 記 卷九 慶應 |ー一 年 十二月 十日  二 五 九 


復古 記 卷九 慶應 三年 十二月 十一 口  二 六 〇 

得 共、 今 以分兼 不穩候 -1 付テ ハ , 御 留守中、 京都 表 へ 對 シ 不 取締 筋 二 モ 相 聞 心配 被 致 候 一一 付、 市中 一 際 厳重 -ー 御 取締 被 致 

度、 就テハ 見込 之 儀 モ候ハ 、、今日中 可 申出 トノ事 一一 候。 綱 絲難 

〇 本件、 答 書閒部 詮道ノ 外見 ル所 ナシ、 詮道 答書モ 亦、 略シテ 載せ ス C 

十 一 日、 禁內 守衞兵 ヲ除ク ノ外、 戎服 九門內 一一 入 ル ヲ禁ス 、又 長 門 藩兵ヲ シ テ九門 內外ヲ 巡邏 

シ、 且ッ正 親 町 三條實 愛、 橋 本 實梁ノ 衞兵ヲ 出シ、 因幡 藩ヲ シ テ長谷 信 篤 ノ衞兵 ヲ出サ シム G 

尾  州 


土 


右 御所 御 警衞被 仰 付、 戎服之 儘、 九 門 内通 行 被 免 候 得 共、 何分 御 達 無 之 輩 者 可 差留候 事。 m& 


〇 


長 


不 容易 非常 御所 置 二 付 テハ、 九 門. M 外見 廻リ、 且 緩急 二 任セ、 精勤 可 有 之 御沙汰 候 事。 

〇 


長 州 

正 親 町 三 條 

橋 本少將 


右 家 へ ii 、人 數十人 ッ 、 可 被 差 出 候 事。 

〇 

因 州 

長 谷 殿 

右 家へ 爲警衞 、人 數卜人 宛 可 被 差 出 候 事。 Is 

〇 諸 藩兵ヲ 以テ宮 堂上 家ノ 守衞 ト爲ス モノ、 下 皆 繁ヲ避 テ達書 ヲ載セ ス。 

〇 榊 原 政 敬、 書 ヲ上リ 、德 川氏ノ 世臣タ ル ヲ以テ 、命令 奏請、 仍ホ 其手ヲ 經由セ ント 請フ、 裉セ 

ス o 

今般、 御用 被 爲在候 二 付、 御 召 之 趣 謹 テ拜承 仕、 不取敢 御請 奉 申 上 置 候、 然處、 私家 之 儀 者、 乍 恐 御 承知 被^ 在 候 通、 三 河 

以來德 川 譜代 之家來 -ー 御 坐 候、 爾後 御 直 二 御用 奉伺 候樣相 成候テ ハ 、尊卑 ハ 可 有 之 候 得 共、 主家 ト 比肩 同列 之 姿 -ー 相 成、 

累代 重恩 ヲ 請 候 君臣 之禮 ヲ失ヒ 、 E 子 之 情 一一 オイ テ、 幾重 一一 モ難相 忍 次第、 痛心 當惑仕 候 一一 付、 恐懼 之 至 奉 存候得 ^、深 御 

垂憐被 成 下 置、 何卒 是迄之 通、 都テ 主家 ョ リ執達 相 成候樣 仕度、 此段 只管 奉欵願 候、 宜敷御 執 成 之 程 奉 願 候、 誠惶 頓^。 

十二月  榊 原 式部 大輔 

榊 原 政 敬 家 記 

〇 政 敬 家 記 二 云、 書面 御 落手 迄 一一 テ、 其 後 何等 ノ 御沙汰 無 之。 

〇 舊慕府 ノ 麾下、 及ヒ 譜第 藩士 等、 更革ノ 事 ヲ聞キ 、ニ條 城 一一 集 ル者ー 萬 人、 是夜訛 言 ァリ、 藤 

兵 來襲ス ト、 是 一一 於テ、 或ハ 砲門 ヲ 城壁 一一 穿チ、 或 ハ迎戰 ノ備ヲ 爲ス、 德川慶 喜、 頗ル 制馭-一 苦 

m 古 記 卷九 慶應 三年 十二 W 十一 U  二 六 一 


復 古 記 卷九 慶應 =1 年 十二 H 十一 n  二 六 二 

厶、 適 マ 松平慶 永、 城 中-一 在リ、 其 變ァラ ン コトヲ 慮リ、 慶喜ニ 說キ、 松平容 保、 松 平定 敬等ヲ 

率 ヰテ、 姑 ク大坂 二 赴 力 シメン トス。 

〇 春嶽 私記-一 云、 ト 一 日 已刻御 登城 相 成處、 咋日之 御 次第 何 トナク 漏泄 シ、 旗下 之 人心 盆 奮激 ヲ增 進シ、 一 日 一 引取 タル 御譜 

代衆モ 又々 登城、 營中處 々屯 集 シテ、 各大聲 暴論 ヲ發シ 、就中 講武 所、 劎槍 隊杯ハ 、今 二 モ討テ 出へ キ勢ニ 付、 內府 公、 夫々 

頭領 御 呼 出 一一 テ被 仰聞シ ハ 、我等 割腹 ス ト聞カ ハ 、汝等 如何 樣ト モ ス へ シ、 我等 カク テ在ラ ン限リ ハ 、诀シ テ 妄動 ス へ カラ 

スト、 嚴重之 御讒告 有 之、 閣老初 要路 之 面々 モ、 鎭撫心 力 ヲ盡ス 折 柄 故， 御請 之 御 談等ハ 先 ッ被指 置、 只々 鎭定之 御 談ニ御 加 

ハ リ被成 候 得 共、 可然御 好手 段 モ不被 成 御 坐、 鬼 角 シテ夜 - 一入 ルへ キ運ヒ 一一せ、 過激 輩、 竝會、 桑 等、 御城 外 ニ在ッ テ暴發 

氣遣ハ シキ 向へ ハ 、夜中 御用 之 程 モ難計 候 間、 登城 候 様 被 命、 幕 兵 五 千 計、 會兵 三千 計、 桑 兵 千 五 百計、 御城 内 - 一 被 籠 置 候 事 

ト相 成、 今夜 之 處ハ先 ッ危亂 暴動 二 ハ 及 間 敷 候 得 共、 明日 ト相 成候テ ハ 如何 可 有 之 哉、 此混雜 中、 關東ョ リ 兵隊 杯 押出 來候 

テ ハ 、實ニ 至難 之 事 ト相成 候 得ハ、 須臾、 聲焰ヲ 被 避、 御 下阪 被 成候テ ハ 如何 ァ ラン、 阪地ニ 候へ ハ 、少シ 遠隔 致 居候 得ハ、 

御鎭撫 モ被 成安キ 事情 モ 可 有 之 候 得 ハ 、左様 -ー ハ 相 成 間 敷 哉 等 之御談 二 相 成、 亥 刻 比 御 退出 ナリ、 私 云、 此夜、 薩兵 御城 下 

二 迫 ルノ浮 說盛ン ニナ リ、 誰 人 ノ指圖 トモ ナク、 大手 廻リ之 土塀 二 矢 狹間ヲ 切 リ開ク 之騷動 ァリ、 監察 衆是 ヲ聞テ 、喫驚 シ 

テ速 二 制止 ァリ、 御門 御門 之 通行、 入 ル者 ヨリ ハ出ル 者 之 檢查、 殊ニ 嚴密ナ ル ハ 暴擧 ヲ恐レ テナ リ、 城内 之 混亂、 是 等ヲ以 

想察ス へ シ、 會藩 手代 木 直右衞 門、 雪 江、 十 之丞へ 對シテ 云、 薩兵旣 一一 城へ 迫 ルノ 報知 ァリ、 先ン ス ル時ハ 人 ヲ制ス 、今 討ス 

ン ハ 戰機ヲ 失シテ 敗ヲ取 ラン トス、 如何 思フ ト、 血眼 一一 ナツ テ 詰問 ス、 兩人、 萬 犬 之 吠 聲诀シ テ 實事ァ ル 事ナキ 所以 ヲ說 テ、 

稍靜 定シテ 退キタ ル 二、 暫 クシ テ又 走リ來 ッテ、 薩 兵 今已 一一 竹 星 町通リ ヨリ 押 來ルト 斥候 之 者 ヨリ 申出 タリ、 如何 セ ン ト 

騷 動スル 故、 前說ラ 反覆 シ テ 、亡 女 動 シテ闕 下 二 亂階 ヲ 引出 シ テハ、 期敵モ 同前 タ ラ ン 事 ラ辨論 シテ、 又 漸ク點 頭 セリ、 總 

テ城中 之變動 不測 二 シテ、 狂人 ノ如 クナ ル者多 カリ キ。 


十二 日、 參與 ヲシテ 假ニ舊 武家 傅奏ノ 事 ヲ掌ラ シメ、 一  乘院 里坊ヲ 以テ、 本衙ト 爲ス" 

今度、 武家 傳奏御 役 被廳候 一一 付テ ハ 、差 當リ 候處、 參與御 役 一一 於 テ取极 ヒ -ー 相 成 候、 但シ石 藥師以 一 乘院 M 坊、 假 一一 右 役所 

二 被設、 且參與 役所 ト被稱 候 間、 是迄 武家 傳奏 取扱 之廉々 、右 役所 へ 可 出 *、 

但、 右 掛リ之 方々 ， 

大 原宰. 相 

萬 里 小路 右大辨 宰相 

長 谷 三位 

岩 倉 前 中將 

橋 本少將 

ヵ以 名前 可 差 出 候 事、 

別紙 之 通 可 相 達 旨、 參與衆 被 仰 渡 候、 以上。 

參 與 

十二月 十二 日  役  所 

^栖 川お 家 記 

藤 堂 高 邦家お 

〇 岩 下方 平、 西鄕 隆盛、 大久保 利 通、 丹 羽 賢、 田 中輔、 辻 維嶽、 櫻 井元 憲、 S や 久 保田秀 雄、 中 

根師 質、 酒 井 忠溫、 毛 受洪、 m& 蘭 や 後藤 元燁、 神 山 君 風、 福 岡 孝弟 ヲ以 テ、 參與ト 爲ス。 

參奥 人體各 注進 之 通 被 仰 付 候、 御 改革 之 御 時勢、 萬 事 盡カ可 有 精勤 候 事、 

但、 御 政事 規刖相 立 候 迄、 一 同 辰刻參 集、 夜分 尸 申 合、 四 五 人 宿直 可 有 之 候 事。 il^yiig 

復古 記 卷九 慶應 三年 十二お 十二 日  二 六 三 


復古 記 卷九 慶應 一一 一年 十二  H: 十二 日  二 六 g! 

〇 岩 下方 平 履歴 赛 一一 、九日 參奥拜 命、 十一 一日 本 條ノ通 仰付ラ ルト、 蓋 シ當時 紛結ノ 際、 九日 口 達、 本日 一一 至リ更 - 一達 セラ 

レシ モノ ナ ラン 、辻 維嶽 履歴書 一一 十一 日 トス、 恐クハ 十一 一： n  ノ誤 ナラ ン。 

〇 加 藤 明 實、 再 ヒ京ニ 至ル、 命 シテ、 內侍所 ヲ 守衞 セ シメ、 津和野 藩 兵 ヲ シ テ 建 春 門 ヲ 守衞 セ 

z " o 龜井玆 

シ ム 監家記 

能 登 守 儀、 京都 御 ii 衞被 仰 付 有 之， 今般 御 召-一 付、 今日 上京 致 候 段、 被遂 奏聞 御 満足 思 召 候、 因玆 卽刻參 $ 

窺 天機、 當 時節柄-一 付、 敏之 宮様 警衞被 仰 付 候 e 

十二月 

伺 天機、 拉敏之 宮様 御 警衞之 旨 相 達 候 得 共、 可爲 2： 侍 所 御 警衞、 更被 仰 付 候 事。 

十二月 十二 日  參  與 

0  B  ^  |ナ 力 藤^ 

力 1 朋 ム B! タ s 1.F  As ぶ ぶ， y 

〇 明寳家 記 -ー 云 、 前 條御達 相 成、 猶 又後條 ノ 通 御 達 有 之 ト 、玆監 家 記、 達 書 原文 ヲ 失ス。 

〇 山內豐 信、 書ヲ 上リ、 更革ノ 事、 基本 略 定ル、 宜ク 速ニ戒 備ヲ杼 へテ、 而シテ 公議 ヲ興ス へク、 

德川慶 喜 辭官獻 地 ノ事ハ 、之ヲ 松 平慶永 一一 委セ ン コトヲ 建議 ス。 

. 事 ハ密ヲ 以成ル ノ理ニ 因テ、 僅-ニニ 四 藩 ト謀リ 、宮門 ヲ閉チ 、丘 ハ衞ヲ 置キ、 非常 ヲ戒 メ、 朝廷 大御變 革 御 某： 本 被爲逑 、攝 關、 

兩奏國 事掛共 一一 廢セ サ セ ラレ、 新 一一 三 職 被 立 置， 宫 武 一 途 議事 ノ意ヲ 興 シ候儀 幾 乎 御 創業 ノ功 一一 齊シ ク、 實-ー 御 盛事 不 

過 之 ト奉存 候、 然 一一 右 御發顯 後、 唯 幕、 會、 桑 而已之 視ルノ 形勢 有 之、 旣 往ヲ不 忘、 聊 更始 一 新 ノ意ラ 闕キ、 此儘ラ 以： n ヲ重 

子候テ ハ 、禍 視ル听 二 反シテ 不測-一生 スル事 ァレハ 、注目 偏ナ ル へ 力 ラス、 早ク 議事 ノ體ラ 起シ、 召ノ 諸侯 大ナ ル. 者ヲ 會シ、 


其 未 タ來會 セサル 者ハ急 一一 之 ヲ召シ 、且三 職 評議 ノ 規則 ヲ建テ 、徒ュ 精神 ヲ弊シ 候 僙無之 様、 朝廷 之 意、 實ニ 公明正大 二 

シテ 僞固ナ ラサル 所以 ヲ顯ハ ス へ シ、 乍 恐、 堂上 方 ヨリ 被 仰 下 候 筋、 專會、 桑 暴 擧ノ聞 ヱ ヲ以、 頻-ー 警戒 斥候 等 ノ¥ 被 命 候 

へ 共、 多浮說 流言 一一 歸シ、 空ク 驚動ス ル ノ  i ト相成 申 候、 是等 ハ旣ニ 五 六 藩命ヲ 請、 兵備 戒厳 ノ 上ハ、 進攻 防戦 共 二 相 整 候 

譯-ー テ， 御 委任 可然 候、 德川 內府爵 一 等 ヲ下リ 、政府 御 入費 ヲ差上 候 儀 勿論、 政 權ヲ奉 遠、 將 軍職 拜辭ノ 上 ハ 、德 川始 諸侯 共 

左モ アルへ キ箸 ナレト モ、 從來 ノ體裁 ヲ以、 急遽 之 ヲ爲ス 、徒-一 暴動 ヲ促ス ノ ミ、 緩急 斟酌 ァ ルへ キ條ニ テ、 越 前 宰相 ノ取 

极ヒ へ 御 任セ被 遊、 第一 議事 公平 之體、 早々 御顯シ 肝要 ト奉存 候、 此段若 採用 一一 モ掛 リ候ハ 、、刖 御 評議 所 一一 テ诀ヲ 奉 仰 候、 

誠 恐誠惶 頓首頓 首。 

丁卬 十二月 十二 日  松 平 容 堂 

山 内^ 筘家記 

水萍 貽孫錄 

〇 細川慶 順、 黑田 齊溥、 鍋 島 茂實、 蜂須賀 齊裕、 有 馬 慶賴、 南部 利剛、 丹 羽 長國、 立花鑑 寛、 譲 

達、 溝 口 直正ノ 老臣、 連署 シテ、 速 一一 戒嚴ヲ 解キ、 人心 ヲ安 シ、 且舊攝 政將軍 以下、 宜ク 公議 ヲ 

以テ、 之 ヲ處ス へキヲ 建議 ス。 

先般、.^ 非常 之 御 變革被 仰 出 候 俵 ハ 、旣往 之 事柄 一 切 被 爲捨、 萬 事 公平、 正大 衆議 之 所歸ヲ 以テ、 一 途ノ御 政道 相 立、 速 二 

神州 治安 ノ御鴻 基 ヲ被爲 開 候 叙 慮 之 旨奉拜 承、 實 一一 雀躍-一 堪不 申、 上下 目 ヲ刮テ 御沙汰 ヲ相伺 居候 €:、 去 九日 - 一至 リ、 

俄 二 召 之 列藩 兵士 戎服 之儘參 朝、 就 テハ何 ト無ク 闕下騷 々敷、 何方 モ 驚愕 罷在 候處、 先帝 以來御 常 職 ノニ條 殿下 

ヲ 始メ、  {R 家 數卜人 除職ノ 上、 御門 出入 迄 モ被差 止、 且將軍 家 モ除職 解宫、 而已ナ ラス 頓テ削 封 モ可被 仰 出 趣 相 聞、 右ハ必 

定御 譴責 之 御 譯モ可 有 御座 哉、 其 儀 、ノ 篤 ト相辨 不申候 得 共、 將軍家 祖宗 以來 世襲 之 大權被 差 上、 只管 御 自責 ヲ以、 聖業ヲ 

被 奉 輔度ト ノ御 趣意 ハ 、末々 迄 モ感賞 仕 候 折 柄、 右 様 之 御所 置被爲 在候テ ハ 、更始 御 一 新ノ 御手 初、 他日 如何様 之 御邵合 

復 古 記 卷九 慶應 一一 一年 十二  HJ 十二 日  二 六 五 


復 古 記 卷九 慶應 =1 年 十二 n 十二  =  二 六 六 

二 成 行 可. &哉、 實 一一 祀憂之 至奉存 候、 依 之、 仰願ク ハ 、差 寄 御所 内外 戎服等 之 儀、 至急-一 被 止、 一 刻 モ早ク 人心 鎭定ノ 

沙汰 二 相 成、 隨テ攝 政^ 下 ヲ初メ  、御 取扱 ノ儀モ 、公平 正大、 衆議 ノ所歸 ヲ以御 施行 有 之、 往々 彌以御 改革 ノ御 趣意、 屹.. 

貫 候 様 被爲在 度、 幾重 -ー モ奉 懇願 候、 咋今 形勢、 所謂 百 „1< 竿頭 一 歩 ヲ進ム ル ノ御 時節 ト奉存 候 間、 重 疊恐入 奉 存候得 共、 

衷奉 言上 候、 誠 恐 誠 惶頓首 百拜。 


|、ー 


卜 二  S 十 


曰 


松 平 阿波 守 内 

細 川 越 中 守內 

南部 美 濃 守內 

丹 羽 左 京大 夫 内 

宗 對馬 守內 


蜂須賀 信 濃 

溝 口 孤雲 

西 村 久次郎 

田邊市 左衞門 

扇 源 左衞門 


松 平 美 濃守內 

有 馬 中 務大輔 内 

立 花 飛 驊守內 

松 平 肥 前 守 内 

溝 口 誠 之 進內 


久 能四郞 丘ハ衞 

山村 源 太夫 

十 時攝津 

酒 井 平 共 衞 

窪 田 平兵衞 


細 川 護久 家 記 

有 馬 賴咸家 記 

〇 是夜、 德川慶 喜、 松平容 保、 松 平定 敬、 板 倉滕靜 寵、 等、 及ヒ 部下 ノ 兵 ヲ 率 

ヰテ、 大阪 一一 赴キ、 梅 澤亮规 は 龍で ヲ シテ 二 條城ヲ 守 ラシ メ  、發後 奏狀ヲ 上 ル 、德 川慶 勝、 松平慶 

永 モ 亦、 其 之 ヲ慫慂 スルヲ 謝ス。 

防 長 御 處置之 儀 二 付、 向々 御 ts- 之 上、 叙 慮 之 通 被 仰 出、 異儀 申立 候 族 モ無之 筋 二 ハ 候 得 共、 萬 一 異存 之 輩モ有 之、 騷動 

二 及 候 儀モ候 、ノ  、 、御 幼君 -ー モ被爲 在 候 折 柄、 自然 右 様 之 儀 有 之 候 、ノ  、 、御 驚動ハ 勿論、 皇位 モ 如何 可被爲 在哉ト 深被惱 

叙 慮 候 御 次第 一一 テ、 鎭撫說 得 之 力 ヲ盡候 様、 御沙汰 之 趣 奉畏、 其 後 宮闕戎 装 ヲ以御 固 之 上、 非常 之 御 變革被 仰 出 候 二 

付テ ハ 、別 テ鎭撫 方深ク 痛心 仕 候、 兼々 諸 役人 初、 今日 迄ハ 精々 相詭シ 置 候 得 共、 何分 多 人數之 鎮撫 方深ク 心配 仕 候、 乍不 


肖 誠意 ヲ以尊 王 之 道心 ヲ盡 シ罷在 候モ、 徒ラ 一一 下輩 之 粗忽 等 ヨリ 水泡-一馬 候 様相 成候テ ハ、 此上深 奉 恐 入 候 儀-一 付、^ 

人心 折 合 候 迄、 暫時 大阪表 へ 罷越申 候， 右 、ノ 全ク 末々 之 モ ノ鎭撫 致シ、 禁闕之 下 御 安心 之 御 場合 二 仕度 迄 之 儀 ュ 御座 候 間、 

微衷 K? 程 御 諒察 被 成 下 度 候、 尤伺濟 之 上 出立 可 仕儀-一 ハ候得 共、 彼是 手間取 候內、 萬々 一 輕輩之 過誤 ヨリ、 國家之 御大 事ヲ 

引出 シ候テ ハ却テ 奉 恐 入 候 -ー 付、 直 樣出發 仕 候 儀 一一 御座 候、 依 之、 此段申 上 置 候、 以上。 

卜 二月 十二 日  德川薆 .喜 


徳川家 達 家 記 

德川慶 喜赏記 


〇 


今度、 內府政 權奉歸 候 儀 二 付、 旗下 輕輩 一一 至リ、 心得 違 之 者 有 之、 自然 輦穀之 下 紛擾 相 成候テ ハ 、 御 幼 帝 -ー モ被爲 在 候 

折 柄、 別 テ奉恐 入 候 問、 人心 居 合 候 迄、 暫時 下阪、 精々 鎭靜 行屆候 上、 逨 二 上京、 御沙汰 奉 待 候 方 可然カ 二 奉存 候、 會、 桑 一 一 

藩 之儀モ 一 同 召 連、 一 ト先 下阪、 海 程 歸藩爲 仕 候 箸 御座 候、 右 、ノ 伺 濟之上 發程可 仕 候 得 共、 彼是 ト機會 ヲ失シ 、萬 一 不虚之 

儀 出 來候テ ハ 、 皇國 之大害 一一 付、 不得止 事、 卽今發 程 爲仕申 候、 內府 一一 オイ テモ 、伺 之 上 取 計 候 心得 候處、 兩人 二 テ機會 熟 

察 相勸申 候、 右 之 儀、 全 ク臣等 兩人之 取 計 一一 候閒、 御 譴責 モ 御座 候 ハ 、 、謹テ 奉 甘受 候 心得 候 事。 

十二月 卜 二日  Bf 


張大納 

前 宰 


言 


官位 貢默 1 一事 件 ハ 、下阪 鎭靜 次第、 迅速 申 上 候 約定 二 御座 候。 

十二月 卜 二日 


復古 記 卷九 慶應 一一 一年 十二月 十二 日 


尾 張 尺 


德^^ ^ぶ^ 

^箱 私 記 


二 六 七 


復古 記 卷九 慶應 一一 一年 十二月 十二 日  二 六 八 

〇 義宜 家譜 一一 云、. 德川慶 喜政權 奉還 之 後、 領地 之內 返還 ス へキハ 至當 也、 然ル 一一、 其 事未タ 上達 セサ ルヲ 以テ、 慶 勝頻リ 

二 勸進ス レト モ、 遲疑シ テ诀セ ス、 是ニ 於テ、 慶勝 ニ條城 二 到ル、 此時 會津、 桑 名 ノニ藩 ヲ率テ 、阪城 二 退 力 ン トス、 其 行 装 

嚴整也 、慶勝 兵^  ノ際ヲ 胃シテ 入、 板 倉 伊賀 守 二 對シテ 曰、 宗家 困 極 、名義 不相 立、 慶勝 モ身 ヲ措處 ナカ ラ ン、 請、 吾 封内ヲ 

宗家 不足 ノ  2 一一 加 ヘン ト、 手書 シテ是 ヲ投ス 、伊賀 守 不肯、 遂 一一 空 ク歸ル 、同 十一 一日、 慶勝、 松 平 大藏大 輔慶永 ト謀リ 、這 般 * 

慶喜ニ 一  且大阪 二 下リ、 鎭靜ノ 時 ヲ得テ 入京 奉命ス へ ク、 且會、 桑 二 藩 モ共ニ 下阪、 海 程 歸藩ス へ キ ヲ勸ム ルヲ獻 言ス。 

〇 春嶽 私記 二 云、 士 一 曰、 公 御所 勞 二 付、 御參 内 御 登城 共 二 無 之、 尾 侯 御 登城 之處、 愈 御 下阪 二 被诀候 付， 其 段 朝廷へ 被 

仰 上 之 儀、 老侯 へ 御 賴託之 由 一一 テ、 御 届書 御 持參、 御參 朝 一一 付、 尙 又參與 一一 ハ 評議 之處、 御屆捨 一一 テ ハ 名義 モ 不穩 二 付、 御 

談之 上、 尾、 越 一 一 侯 一一 テ御 下阪 相 成 候 様、 人心 鎭定 之爲 御勸メ 一一  テ、 其 御蓮ヒ 一一 相 成 候 趣-一 御 書取 被 指 上 之、 別 一一 官位 S 貢 

獻之 儀、 人心 居 合 次第 早速 可 被 仰 上 御 約定 一一 テ、 御 下阪 之 旨 御 書取、 何 モー 一 侯 連名-一 テ御達 相 成、 内府 公-一 ハ暮時 過 御 出 

城、 會、 桑モ 一 處 二 被 召 連、 淀 堤 通リ御 下阪 相 成" 

〇 慶明雜 錄大久 保 利 通 一 - 一十 八日 ノ書柬 -ー 云、 大御變 革、 十一 一日 迄 之 形勢 略 申 上 置 候 通 一一 テ、 其 后 之 模様 ハ 別紙 差 上 候、 德川 

氏 爲鎭撫 下阪、 未 朝 命 奉戴 之 實行擧 リ不申 候、 尾、 越 兩公御 周旋 之處、 正月 元日 之 期日 二 御座 候 問、 夫 迄 二 結局 相 分 可 巾 

候、 外 國へ德 川 氏 ヨリ 返詞之 書面 等 一 見 イタ シ候 得ハ、 恭順 之 趣意 相 見得 不申、 眞實 朝命ヲ 奉シ、 反 正 一一 イタ リ候 事ハ 

無覺束 被存申 候、 乍 去、 尾、 越、 土 公之 御 趣意 ハ 、是非 輕粧ヲ 以テ德 川氏ヲ 上京 セ シメ、 兩 事件 御 受之 奏聞 ヲ ナサ シム ルトノ 

御 見込-一 テ、 此範、 御 達 之 御文 面モ、 尾、 越 之 御 願 通、 朝廷 ヨリ 被 相 下 候 間、 必定 上京 ト丰場 二 ハ相 成候ハ ント被 伺候、 

朝 命 通リ無 異議 御受 二 相 成 候 得 ハ 、重 疊之事 候 得 共、 旁 熟 觀仕候 得 ハ 、意 底 不可 測 候 得 ハ 、 必 安心 難 仕事 -ー 御座 候、 同 ヨリ 

會、 桑 歸國等 之 一 事モ、 無事 -ー ハ 治 リ相付 間 敷 力 卜 愚考 仕 候、 朝廷 之處. 岩 倉 公 御 一 人 二 テ、 餘 ハ 不足 取、 寳 二 心痛 之 次第 御 

座 候、 三條卿 御上 京 相 成、 大 一一 力 ヲ得候 事 -ー 御座 候、 是 二 ハ 朝廷 一 曆ノ 御氣カ 相增、 御 同慶 此 事-一 御座 候、 勤王 之藩モ 段 

段 相 ^リ、 戰 一一 相成诶 テモ、 朝廷 御 兵力 ハ 十分 一一 テ、 诀テ 懸念 無 御座 候、 外國之 處モ、 サト— へ 寺島ョ リ 引合 セ、 彼 之ロ氣 


ヲ 


リ 之 返 十 o 
、 事默 二 別 


モ舊幕 ヲ助ケ 候 僙ハ無 御座 候、 今日 一一 相 成候テ ハ、 下 一 同 之 人心、 今般 德川氏 右 底 之 所爲ヲ 惡ミ候 様相 成、.^ 幸 之 至 御座 候、 

鬼 角 結局 之 次第 ハ追々 可 申 上 候、 平 蓮 丸 就 開 帆、 別紙 一 ー册相 添、 大略 之 形 行 申 上 候、 奉 達 御廳候 依、 W 然御取 計 可 被 下 候、 御 

伺 旁、 公私 取 交 草々 如此 御座 候、 頓首。 

十二月 二十 八日  大久保 一蔵 

蓑 田傳 兵衞^ 

紙  . 、 . 

日 迄 ノ移 勢、 町 飛脚 ョ リ 申 上 候 通 一一 御座 候、 同日、 尾 老公 一 ： 條城御 登城 二 テ、 御參 朝 二 テ 言上 之 趣、 兩 事件 SI#f 

於慶喜 ハ 謹テ 御内 意之 御 趣 奉 拜伏候 得 共、 臣下 一 同 沸騰 イタ シ 、鎭撫 之所實 一一 心痛 仕 候、 仍テ尾 州、 越 前兩人 ョ 

禁闕ノ 下 一一 於 テ聊ノ 事 ヨリ 變動ヲ 生候テ ヽノ  、乍 恐 主上 御 幼弱、 殊ー 一外 夷 相 迫 リ候砌 、甚奉 恐 人 候 付、 今晚慶 喜、 會、 

引 下阪 仕 候、 右 ハ御伺 之 上 可 取 計 之處、 大罪 ハ 兩人 -ー 引 請候陚 一一 テ相决 候 トノ御 事 一一 テ、 御斷 書、 竝 下阪 之上ハ 、早 

々鎮撫、 兩 事件 屹度 奏 閬相成 候 儀ハ、 御 受トノ 御 紙面 二通 御 差 出、 被 聞 食 置 候ト被 仰 出 候 事、 

一 十一 一日 夜中、 德川 氏會、 桑ヲ 引、 上下 大勢 御 當他發 足、 下阪 相 成 候 事、 

一 下 S 之 羲、 大ニ 謀略 有 之 、華 城 二 根 據シ、 親 藩 譜代 ヲ語 ラヒ、 持 重ノ策 ヲ以テ 五藩ラ 離間 シ、 薩ヲ 孤立 ノ勢 ニナ シ、！ i  二 

朝廷 ヲ謀リ 挽囘セ ン ト ノ 密計-一 候 由、 異說紛 々タリ。 

〇 別紙、 各條下 一一 分 收ス。 

〇 桑 名 藩士 中 村武雄 手記 二 云、 十一 一月 九日 二 至リ、 薩藩遽 - 一兵 ヲ以テ 禁闕ヲ 擁シ、 一 一條 殿下 ラ始 トシ、 前將 軍、 會津 侯、 我 

公 二 至 ル ^、 盡ク朝 參ヲ禁 シ 、諸 門 之 御 守 衞迄盡 ク之ヲ 代へ 玉 ヘリ 、麾下 有志 ノ  士  、 會津我 藩 等 憤怒 -1 堪ヱス 、巳-一三 百年 

ノ 攻權ヲ 解キ、 一 切 天下 ト之ヲ 共 二 ス ルノ 公論 二 基 キ玉ヒ シヲ、 今日 二 至 リ薩、 土、 尾、 藝、 越 等 ノ數藩 ヲ以テ 天下 之 事ヲ處 

シ、 數年勤 獰ノ〜 々ヲ 無殘 -ー處 セラ レシ ハ、 吳々 モ遣恨 ナリ、 是ハ 全ク  一 二 權謀家 ノ所爲 ニ出テ 、究竟 我等 ヲ 死地 一一 措サレ 

古 記 卷九 慶應 三年 十二 H: 十二 日  一；. K ォ 


復古 記 卷九 慶應 一一 一年 十二  H: 十二 日  二 七 〇 

ハ 不已 ノ意ナ ル へ シ、 如此 反覆 變詐 ノ處置 一一 テ 尸 、天下 興隆 杯 思モ寄 ラス、 此上 ハ 斷然 一 决シ 、君側 ノ奸ヲ 掭ヒ、 常 初 至 公 

ノ意 二 基 カサレ ハ、 神州 ノ大 體決シ テ定 ルへ カラ スト テ、 迅速 千 戈 ヲ起シ 、君側 ラ淸メ ン ト奮ヒ シカ トモ 、前將 軍 承引 シ 

玉 ハス、 卜 日 二 至リ、 前 將軍及 ヒ會、 桑兩侯 京師 ヲ去リ 、各、 國 ニ就ク へ シトノ 命 ァリ、 p„i\  "唪 關 東方 有志 ノ人々 &シケ 

ル ハ 、兵 ラ用ル 機 ァリ、 今般 無 殘ノ御 處置ヲ 蒙リ、 我 力 兵 怒ルコ ト火ノ 如シ、 コ ノ時 一一 當リ盆 其 氣ラ 振ヒ、 勝敢ヲ 一 擧 ー一决 

シナ ハ 、火 功必 ス成ル へ シ、 一 度 京師 ヲ去 ル時ハ 兵氣 沮喪 シ、 再 ヒ其鋒 ヲ用ュ ル コ ト難 カラン、 今日 實二 得難 キノ 機 ナリト 

痛論 二 及 ヒシカ トモ 、前將 軍 亦從ヒ i ハ ス、 十一 一日 ノ夜、 逃 ルカ 如ク 京師 ヲ去テ 浪華-一 下 リ玉ヒ 、我 公、 會津 侯、 板 倉 侯、 盡 

ク 隨從セ ラレ、 獨 リ栴澤 孫太郞 二 歩兵 摊|、 大隊 ヲ添テ 、一 一條 城 二 遣 シ置カ レ タリ、 元帥 已ニ 下阪 二 及 ヒシカ ハ、 餘藩ノ 共 

如何 ト モ ナ シ難ク 、十三 日、 遺恨 ナカラ モ 京師 ヲ出テ 浪華 二 赴 ケリ。 

〇， 加 藤 明 實家記 -1 云、 十一 一日、 會、 桑 之 家族 共、 京都 邸 引 拂候樣 被 仰 付 候 二 付、 道路 -ー 迷 ヒ 、追々 東海道 ヨリ 歸國致 候 者 

續々 不絕、 荷物 運漕 等頗 困難 之 様子 -ー 御座 候、 此日、 德川 譜代 留主居 之 者、 洛東 月輪 へ 集會、 異變之 節、 一 一條 城 へ 援兵 差 出 可 

申 談判 有 之、 右 -I 付、 斥候 之 者 差 出 置 候テ、 其 旨 老中 迄 相 屆置度 之 由 相談 有 之 -ー 付、 能 登 守 儀 尸 天朝 幕府 ョ リ被仰 付、 御 

陵 警衞致 居候 二 付、 素 ョ リ 小 藩 少人數 、迚モ 其 手 當出來 不申旨 相 謝 申 候。 

〇 前田慶 寧、 書 ヲ上リ 、大兵 ヲ領 シテ、 都下 - 一居 ラ ハ 、誤テ 事 ヲ生セ ゾ コ ト ヲ恐ル 、 ヲ陳シ 、京 

ヲ發 シテ國 一一 赴ク、 是日、 久松 定昭モ 亦大阪 一一 赴ク。 B 

私儀、 今度 依 召 早々 上京 可 仕處、 其 以來之 病氣、 不得止 御 猶豫奉 願 置 候 通 二 御座 候處、 少々 快方 -ー モ相 向、 誠 -ー 不 容易 大 

事件 之 儀 -ー 付、 押 テ前月 一 一十 九日 國許 發途、 當月 九日 著 京 仕、 直 様傳奏 議奏へ 以 使者 御 屆申上 置 候、 然處、 同： n 、大御 變革被 

仰 出 候 御 様子 一一 付、 是迄之 御 役々 ヲ モ御廢 止 一一 相 成 候 由 一一 テ、 萬 端 伺 等モ可 仕、 手筋 モ 承知 不仕、 當今 形勢 ラ 見聞 仕 候處、 

德 川內府 一一 於 テハ、 被 仰 出 之 趣 奉 畏可罷 在 候 へ ト モ、 於 家臣 主意 - 一反 シ候者 可 有 之 哉 一一 承 候 二 付、 御 幼君 之 御 事 二 モ 


被 爲在候 へ ハ、 萬 一 心得 逢 之 者 出來、 於 闕 下動搖 可仕條 モ 可 有 之 候、 右 様 -ー 相 臨 候 時 ハ 如何 -ー モ尜恐 入 候 -ー 付、 此はゾ 

得ヲ加 へ 、先暂 下阪 之 儀 申勸、 將亦 私儀 多人数 召 連 居候 一一 付テ ハ 、自然 心得 逯ノ者 相 生 シ可申 哉、 然ル 咭ハ、 先 以舉對 朝 

廷 恐縮 奉存候 次第-一 テ、 折角 朝規御 一 新 之 折 柄 、滞京 ハ詮モ 無 之、 却テ御 爲-ー モ不成 儀 一一 奉存 候、 旁、 先 不取敢 一 國許 

へ 引取 申 候、 重テ 御用 ノ節ハ 、早々 上京 可 仕 候 一一 テ 可 有 御座 候、 此段可 然様 御 取扱 宜 言上 之 程 御 賴申宾 、以上。 

T  二月  加賀 宰相 中將 

前 E 慶寧 家；^ 

〇 舊慕府 、間 部詮道 ノ敦賀 港 守衞ヲ 罷 厶 。 

御 改攻之 折 柄 -ー 御座 候 得 ハ 、兼 テ被 仰 付 置 候 越 前國敦 賀表 海岸 御警衞 人數、 一 先 引取 可 申 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

間 部下 總守 家来 

十二月  大 鄉卷狨 

〇 舊 幕府 批紙 

伺 之 通 可 相、；" 得 候。 翻^ 

〇 詮 道家 記 二 云、 十三 日、 於 京地 板 倉 伊賀 守へ 出ス ト、 然ル 二  、十三 日ハ 伊賀 守旣 二 京師 ヲ去ル 、故 二 木 U  二 收ム。 

十三 日 、正 親 町 公董、 烏 丸光德 I、 ヲ 以 テ 參與 ト 爲ス。 

各 迎正親 町少將 

每 化 寺；^ 

&寸 #Jg,c 正 親 町 公 董事绩 

^1 W 初 烏 丸 光 德事躋 

〇 山城 國 取締 松 平信 正 襲^ S ^青山 忠敏、 本 多康穰 ヲ以テ 京都市 中 取締 ト爲シ 、市 アノ事 

復古 記 卷九 慶應 三年 十二  K 十三：：：；  二 七 一 


M 古 記 卷九 慶應 三年 十二  H 十三 =  一-七 一一 

ヲ掌 ラシ ム、 是日、 九門ヲ 除クノ 外、 悉ク 禁內ノ 守兵 ヲ撤シ 、更 ニ薩、 尾、 藝、 土ノ四 藩士 ヲシテ 

建，、 建禮、 淸所、 朔平四 門 ヲ守リ 、岡 山 藩 兵 等 ノ蛤門 守衞ヲ 罷メ、 長 門 藩 兵 ヲシテ 之 一一 代 ラシ 

メ、 其 九 門內外 巡邏 ヲ罷 厶。 

〇 松 平信 正 等 家臣へ 口 達  〜 

今般、 氏奉歸 朝權钛 テハ、 町奉行 役所 等 引拂相 成、 今 B 之處、 輦穀之 下民 &姓共 不知 所歸， M 、擾 劉不 大方 候 趣 可憐 

之 至 二 宾、 追テ ハ 御新攻 一一 テ 、京 兆 尹 等 被 差 置 候 様 御 運 二 モ 可 相 成 候 得 共、 方今、 先假リ -ー 其 任 無之テ ハ 萬民不 安堵 之 儀、 

お &  、從來 町 舉行所 -ー テ取极 候 通、 公事 訴訟 ハ 勿論、 萬 端 各 三 藩 へ 被 仰 付 候閒、 當地 町奉行 役ト相 心得、 三 藩 巾 合、 何分 -ー 

嗨&諱 、土す 宜 - 一所 置 有 之 候 様 被 仰 出 候、 尤、 今日 之處、 一刻 モ所歸 向 無之テ ハ 、萬 民 如何 計 不安心 可愍之 至、 此上動 搖モ難 

計 候 一一 付、 今夜 中 -ー モ 、 輦穀之 下 へ 右 之 段 被 仰 渡、 萬 民 安堵 候 様 一一 ト ノ 叙 慮 二 付、 銘々 共 一一 テ 是非共 御請 可 申上忙 

御 t 之 上 ハ 、卽時 御觸達 二 モ可相 成、 左ス レ ハ 叙 慮 二 モ相叶 可 申 事。 m あ jj 

〇 本条、 ロヲ記 スルヲ 以テ、 三 家記ス ル所詳 略 一 ナ ラス、 忠誠 家 記、 稍詳ナ ルヲ以 テ之ヲ 採ル。 

去ル 九日、 被 仰 付 候 御警衞 之. M ハ 勿 ii 、在来 御 喾衞於 御 場所 モ 、九 門 之 外悉被 冤 候 得 井、 今度 改 

日 御門 土 州 御臺所 御門 薩 州 

南門  尾 州 朔平 御門 藝 州 


-右之 通、 御 警衞之 俵 被 仰 付 候 事 

トニ 月 十三 

〇 諸 藩守衞 罷免 ノ達書 


. 二 1 - £  J 淺 野畏勳 家^ 

1 一一 月.：.' 三 日 德川義 宜家記 


慶 

一 ：= ノ 御門 並 穴 門 四ケ所 内外  一 御臺所 御門 並 北 之 穴 門 一 一ヶ所 内外 

一 參 c 殿 並 奏者 所 等 之 前  一 御座 檐下詰 

右 御 守 衞之儀 被 免 候 間、 明朝 人數可 引拂候 事。 

十二月 十， 三日 醫 

〇 

.  尾 

.1 御座 候 下 詰  一 九 門- 2： 堂上 亭裏 警衞 

右 御 守 衞之僙 被 免 候閒、 明朝 可 引拂候 事。 

十二月 卜 三日 

尾 

U 御門 前 御 守衞 1\ー 儀 被 免 候 間、 明朝 人數可 引拂候 事。 

十二月 十 m 日 謹 

〇 

藝 

一 准 后 御門 内外  一 准 后 局 口 事 門 

一 朔平 御門 竝 東西 穴 門 一 一ヶ所 内外 一 御座所 檐下詰 

右 御 守 衞之僙 被 免 候 間、 明朝 可 引拂候 申。  . 

卜 二  4- 三日 淺野長 

1 二月 4 三日 勳家記 

復古 記 卷九 虔應 一一 一年 十二 お 十三 日  二 七三 


小 II 


州 


州 


明 


阿 


紀 


土 


七 
ド 1 


〇 


朔平 御門^ 御守衞 之 依 被 免 候^、 明朝 人數可 引拂候 事。 


徂 古記 卷九 慶應 三年 十二お 十三 U 

〇 

一 公家 御門 竝 南北 穴 門 1 一箇所 W 外  一 南門 竝東ノ 方 穴 門 一 一箇所 內外 

一局 口中 ノ門 ノ^  一  御池 庭 四 枚戶同 御文 庫 前切戶 

一 蛤 御門 會津固 メ 被 免 跡 引替  一 御座 檐下詰 

右 御 守 衞ノ僙 被 免 候 間、 明朝 引拂候 事。 

卜, 1 T, - 三 T, 山內豐 

十二月， T 三日 範家記 

〇 春嶽 私記、 九 日ノ條 一一 、御 警衞 十四 ョ- 一至 ッテ觯 厳 ト記シ 、本 U  、罷免 ノ 達書ヲ 載セス 

〇 


U 御門 前 御 守 衞之儀 被 免 候閒、 明朝 人數可 引拂候 事。 S 

〇 茂 承 家 記 一一 云、 舊 幕府 ノ 令ヲ以 テ 、丙 寅年 ヨリ 服 事ス。 

〇 

^HJ^&i,.TU"IM.NO 同上 蜂 須賀茂  - 

t£ 門^: 铒守衞 一て々 文、 韶 家 記 

〇 茂 韶家記 二 云、 E- 子 歳 正月 三 U 、傳 奏ョ リ達 二 ョ リ守 衞ス。 


石 


州 


ナ II 


州 


ス 昭中 
0 家 川 
記久 


十二月 十三 日 S 

〇 • 

中 川 修现大 夫 

日 御門 前 北 御守衞 之侥被 免 候 問、 明朝 人數可 引拂候 事。 

〇 久 SF 家 記-一 云、 本年 七月 朔日、 傳奏 ヨリ 口 達 二 ョ リ守衞 

〇 

各迎備  州 

-  池 田 丹 波 守 

十津川 

蛉 御門 御 守 衞之僙 被 兗候 間、 明朝 人數可 引拂候 事。 

十二月 十三 日 

追テ、 跡 御 守衞、 長 州へ 被 仰 付 候 間、 同家へ 可 引渡 候 事。 flfe^l 田 3?|~§ 

〇 

長  州 

御 築地 内外 見廻 之 儀 被 免、 蛤 御門 御 守衞被 仰 付 候 間、 明朝 人 數可差 出 候 事。 

十二月 十三 日 

追テ、 是迄備 前十津 川へ モ被 仰 付 有 之 候 間、 右人 數ニ可 引替 候 事。 s^rs 

<ゼ ^ 一 =ー" 

〇  . 

高  松 

復 古 記 卷九 慶應 |ー一 年 十二月 十 ー11 日  二 七 五 


ス 聰松 

o 家 平 

記賴 


復 古 記 卷九 慶應 一一 一年 十二月 十一 一！ 日  二 七 六 

新 在家 南 御 守衞被 免 候 間、 明朝 人數可 引拂候 事。 

〇 賴聰家 記 二 云、 本年 四月、 舊 幕府 ノ 令-一 ヨリ 守衞 

〇 

松^ 肥 前 守 

御臺所 御門 御 守衞被 免 候 間、 明朝 人數可 引拂候 事。 

〇 本條、 松 浦詮家 記、 十四日 朝 引 揚候樣 御沙汰 ト記シ 、達 書 ヲ逸ス 、故 一一 他ノ 文例 一一 據テ 之ヲ補 入ス。 

〇 小 W 英尙家 記 二 云. 准 后 殿 後 警衞ノ 事、 本日 英尙參 朝、 直 ニ命セ ラ レ 、十四日 曉、 解 兵 ノロ 達 ァリ。 

〇 植村家 保 老臣 ノ 請 ヲ以テ 、命シ テ 其 藩 兵 ヲ召サ シ厶。 

覺書、 . 

i 度、 駿 巧守義 、在 江戶、 且所勞 -ー 付、 名代 内 藤 伊織 以下 之 者 上京 罷在 候、 然ル處 、不 容易 御 模様 奉伺 上 奉 恐 人 候、 不取敢 在 

京 之 者、 左 之 通 御用 伺 仕 候、 猶人數 可 召 登 次第 御沙汰 奉伺 度、 御 取扱 之 程 偏 -ー奉 希 上 候、 以上。 

十二月. 十三 日  內藤伊 • 織 

寺 田織衞 

草 川太忠 

村 田 丈四郞 

濱田半 次 

.  植村家 壶家記 

〇 達 書 

植村駿 河 守 


在 府中 所勞 二 付、 重臣 之 者 速 -1 登 京、 尙又人 數召登 之 儀 伺 出 候 段、 神妙 -ー 被 思 召 候、 事務 追々 靜謐 -ー ハ 候 得 共、 相應之 人 

數可致 登 京、 御用 之 儀 ハ追テ 可 有 御沙汰 候 事。 錄|8 

W 11H 

〇 薩、 尾、 藝、 越、 土 五藩ヲ シ テ 仁 和 寺宮ノ 衞兵ヲ 出サ シ メ、 又 安藝 藩ヲ シ テ 中 山忠能 ノ衞ぉ ヲ 

\  ,み o. お^ 忠^、 淺重長 

d ラ、 ン 2 勳> 山 内豐範 家 記 

〇 久留島 通靖、 き Tsff  京 二 至リ、 其 赴 召 遲綏ヲ 謝ス、 秋 月種殷 §§?f，、 疾ァリ 、其 子 

種樹 1 ヲシテ 代 リテ京 二 至 ラシ メント 請ヒ、 難 Si 一  柳 末德、 再ヒ 上京 遲延ヲ 謝ス。 in 

臣通 靖 

誠 恐 誠 惶頓首 再拜、 臣通靖 、先般 勅命 ヲ奉シ 、十 一 月 一 一十 四日 發途 仕、 今日 著 京 仕 候、 十 一 月 之 期限 被 仰 出 候^: H ハ、 延引 

仕 候 段 深 ク奉恐 入 候、 敢テ 遷延 儒 滯仕候 -ー 尸 無 御座 候 得 共、 秋以來 不快 -ー罷 在、 且 東西 往復 海路 百數十 里、 風波-一 被 附攸、 

彼此 ニテ 延引 仕 候 段、^,;;;; m  E 通靖 幼弱 之 身、 闇 劣 之材、 加 之、 小 藩 微力、 御用 二 ハ相立 巾 間 敷 候 得 共、 先般 勑命有 之 

且 非常 之 節 ハ 、單身 -ー テ モ 官闕御 守 衞之末 -ー 罷在度 微衷 至 願、 不取敢 上京 仕 候、 E 通靖、 誠 恐 誠惶頓 首 敬白。 

十二月 十三 日  久留島 通靖 

久 sscs^^^ お 

〇 種殷 禀請書 家 記 二、 十一 0:+ 八日 ト署シ 、上達 ノ日ヲ 失ス、 故 二道 程 ヲ計リ 、此ニ 類 集ス。 

〇 鷲 尾 隆聚、 昨夜 高野山 二 到ル、 |野概 山 | 是日、 儈侶 一一 吿論シ 、又 十 津川鄕 ニ蹀シ テ、 之 ヲ徵集 ス ( 

方今 時勢 不容易 切迫 一一 付、 鎭靜 、ノ 勿論 -1 候 得 共、 若對 朝廷 反逆 之 賊徒 於 有 之 尸 、有志 之 輩ヲ率 4 征伐， 可抽 忠勤 趣、 重キ 

0  ^命 出張 致 候 問、 於 當山之 衆徒 モ、 奉 勅 可被盡 誠忠 候 事。 

復 古 記 卷九 慶應ー II 年 十二お 十 In  H  ニ七セ 


復古 記 卷九 慶應 II 一年 十二月 十三 日 

丁 卯 十二月 


二七^ 

驚 尾侍從 

高野山 總分中 各 通 

同 擧侶中 

同 罌方中 高野山 出 

張 概略 


〇 

方今 時勢 切迫 一一 付 、鎮撫 ハ 勿 ii 、對 朝廷 反逆 之 賊徒 於 有 之 ハ 、有志 之 輩ヲ率 4、 速 -ー 征伐、 又可抽 忠勤 趣、 重キ 刺 命 

リ 出張 致 候閒、 鄕中之 面 々、神速-一 高野山 迄 參著可 有 之 候 事。 

丁 卯 十二月 十二 日  鷲 尾侍從 

.  十 津川鄕 

諸士中 

別紙 之 通 相 達 候條、 當 十七 口 迄 二 參著可 致 候 事。 f l^ls^&J 

〇 十 津川鄕 兵 出張 事錄 二 云、 鄹中 ヨリ 六 百 人 繰 出ス。 


復 古 記 卷九 終 


總括 兼纂修 

一 等 修撰 E 長 松  幹 

校 勘 


復古 記 卷九 虔應 三年 十二  H: 十一 一一 H 


校 


等 修撰 E 

等協修 E 

錄 

等 書記 E 

寫 - 

一等 繕寫生 E 

一等 繕寫生 E 


長 

四屋恒 


二 七 九 


春 和 孝 之^ 


復 古 記 卷十 瘙應ー 1 一年 十二月 十四 口  二八 0 

復古 記卷十  ， 

慶應 三年 丁 卯 十一 一月 十四日 ニ起リ 十七： n  ニ至ル 

〇 十二月 

十四日、 大政 復古 ヲ 列藩 二 布 吿シ、 各人 材ヲ 選擧セ シム、 且 朝廷 ノ德川 氏-一 於 ケル、 舊ニ^ ナ 

ル コ ト 無キヲ 論ス。 

4anm  a  o 九日、 宮 公卿 ノ 建 -I 同 シ 、伹ョ 

德；^ 慶搴 云々 職人 名、 及ヒ 和宮ノ  ニ條ヲ 除ク、 

右 之 通、 御 確定 被 仰 出 候就テ ハ 、 六 ト餘州 之 大小 藩ハ巾 -ー 不及、 陪臣 吏 卒之末 -ー 至 迄、 御 趣意^ 相 心得 候栊 御沙汰 候 

御 受之僙 、明 十五 H 、举與 御 役所へ 可 &出候 事、 

別紙 御 布告 一一 相 成 候 御 趣意 尸 、全 皇國御 維持 被 遊候譯 -ー テ 、 朝廷、 德川家 之 御中， 少 モ 異事被 爲在候 係 ハ 無 之 候 問、 其 

段 可 相 心得 候、 

ffll 、人才 選擧 之儀ハ 急務-一 付、 早々 可. S. 出 候 事。 ff き SS  • 

〇 本 作、 嵯哦實 愛 手記 二  、諸 藩 へ 被 仰 渡 一 紙、 宫公卿 へ 被 仰 渡 同文 二 シ テ、 右 之 通 云々、 以下 右 之 通 御 孩定被 仰 出 候 二 付 

テハ， 六 ト餘國 ノ 大小 藩ハ申 一一 不及、 陪臣 吏 辛 ノ末 ニ至ル 迄、 厚キ 御 趣意 ラ會シ 、國 體ヲ辨 へ、 朝廷 二 服 事スべ キハ勿 

0 一一  候、 萬 一 大義 ヲ謬リ 、私 恩 ヲ執シ 、逢 背 ノ輩有 之 一一 於テハ 、叛 人ノ黨 類可爲 同樣 候、 但シ 向後、 德川家 ハ諸藩 一一 被 列候 

間、 家門 譜代 ノ者 共、 疑惑 ヲ生シ 、心得 違 無 之 様 御沙汰 候 事 - 一作 ル、 然ル 一一 、諸家 記載 ス ル 所^ 本 條-ー 同シ、 下 ノ春嶽 私 


記 二 據テ 之ヲ 考レハ 、蓋實 愛 手記 ハ 原案 二 シ テ ，本條 ハ 改定 セシ モノ ナラ ン 、又 毛 利 元お 、 松 平 直 致、 藤せ， 高 邦 等 ノ 家 記 

二、 十五 日 トシ、 加 藤 明 實家記 二 ハ 、十七： n ユ 收メ、 三 職人 體ノ 一  條ヲ 加フ、 或 ハ兩： W 一一  發シ、 或 ハ輪達 テ以テ 遝延セ シモ 

ノナ ラン o 

〇| 春嶽 私記 二 云、 十三 日、 三 職已ノ 刻之參 集ナリ シ 力 、諸務 多端 二 シ テ、 夜 三更 一一 及 ン テ漸 議事 始 マ レリ、 是ハ 專ラ 此^ 

御 變革御 基本 之 御 趣意 可 被 仰出條 一一 付、 御 布告 御文 面 之 評論 ナリ、 粉々 锓々 五更 一一 近ク シ テ、 稍 相 定リ、 明 n 御發表 -ー S 決 

セリ、 私 云 、常時 朝廷 之體 態、 官家之 議定、 參與 ハ 奧向 一一 參集、 武家 之 議定、 參與 ハ 表 之 方 二 錄 ま.、. 衿 別 -ー お-お ヲ t^l シ テ、 

太 凡 談寄ニ 相成タ ル時、 官武 一席 二 會合シ テ 評議 ス ルヲ、 議事 ト唱へ タリ。 

〇禁 門 解嚴、 及 ヒ 市中 取締 巡邏 ヲ 置キ 、 取締 ヲ シテ假 一一 市 尹 ノ事ヲ 掌 ラシ ムルヲ 都下 ニ布吿 

ス、 又 取締 三 藩 一一 命 シテ、 防火 ノ事ヲ 兼 シメ、 大洲、 平戶、 津和 野、 水口  、園 部、 高 取 ノ六藩 丘ハヲ 

シ テ 市屮 ヲ 巡邏 セシメ  、水口 藩 兵 ノ 內侍 所守衞 ヲ 罷ム。 

今度、 御 一 新 大變革 一一 付テ ハ 、非常 御手 當ノ 爲メ、 禁門警 固 之 儀、 列藩 へ 被 仰 付、 兵丄戎 服ノ儘 一一 テ被 召 入 候 俘 共、 素 ョ 

リ 干戈 ヲ被爲 動 候 御 趣意 二 ハ 毛頭 無 之 候 上、 兼テ御 洞察 之 通、 彌以 平穩ノ 次第 一一 付、 卽今 H ヨリ 總テ觯 共 被 仰 出 候^. お 

安堵 致シ、 產業 ヲ營ム へ ク候、 且 奉行所 之 事、 追々 御 取調 -ー テ、 新規 御 取 立 之 筋 モ有之 候 得 共、 卽今 之處、 靑山左 京大 夫、 本 

多 主 膳 正、 松 平 圖書頭 等 へ 、市中 取締 之 儀 被 仰 出 候閒、 訴訟 以下 毎 事、 お 三 藩 へ 可 巾 出^、 

一前 文 三 藩 一一 モ" 先假 一一 是迄ノ 町奉行 所-一 於テ、 萬 事 取 計 致 候 事、  . 

一 加 藤 遠 江 守、 加 藤 能 登 守、 松 沛肥前 守、 小 出 伊勢 守、 桢村駿 河 守、 龜 井隱岐 守、 右 六 藩 へ 市中 鎩 撫ノタ メ、  ail ノ  S. 被 仰 

付； ：ぉ 55、 爲心 得. S. 達 候 事。 

广ニ 1 卜  一 ニョ 細 川 護久 家 記 

十一 一巧 十三 E 戊^ 新聞 記 

復 古 記 卷十 慶應 一一 一年 十二  U" 十四日  二八 一 


復古， 記 卷十 慶應 一一 一年 十二月 十四日  二八 二 

〇 有栖川 宮家 記ハ、 木 文 第 一 條ヲ 略シ、 松 平 圖頭等 三人 ヲ署シ 、右卽 今 市中 取締 云々 - 一作 リ、 第一 一條 ヲ 但書 ノ體 トシ テ、 

本文、 三 藩先假 一一 是迄 云々 - 一作 リ、 第三 條十 シ。 

〇 取締 三 藩へ 口 達 

京都 御 火 消 被 仰 付、 右 勤 向 之俊ハ 、是迄 之 通 相 心得 候 様 可 致 候、 且又 別紙 之 面々、 洛中 洛外 見^! リ役被 仰 付、 心得 迄 二 

別紙 相 渡 候 間、 申 談候樣 -1 ト被 仰 渡。 


洛中 洛外 見廻 リ役被 仰 付 候 面々。 


加 藤 

植 村 


隱岐守 

能 登 守 

駿 河 守 


加 藤 遠 

公 4e 巴 

お •  V  Br 


hd 守 

前 守 

勢 守 

靑山 忠誠 家 記 


〇 


加 藤 能 登 守 

小 出 伊勢 守 

龜井 隱岐守 


加 藤 遠 江 守 

松 浦 肥 前 守 

植村駿 河 守 

右市 中 見廻 リ之條 被 仰 付 候、 御 時節柄， 亂妨之 輩 不少之 趣 モ相聞 候 -ー 付、 六 藩 申 合、 膨重 取締 見廻 リ可致 事、 

尙以、 是迄 町奉行 所 -ー 於 テ取計 之 儀、 且 市中 取締 等、 篠山、 龜山、 膳 所 等 へ 被 仰 付 有 之 候 間、 心得 迄 二 中 達 置 候、 委細 1\ー 

儀 尸 參與 役所 へ 罷出、 可 問 合 候 事。 

o 請 伺 書 


小 出 英尙家 記 

植村家 壺家記 


此度、 市中 見廻 之僙被 仰 付 難 有奉畏 候、 然處 * 只今 詰 合 候 人 數之儀 、ノ  、當用 相 辨候迄 二 テ、 至テ少 人數之 上、 晝夜之 守休モ 

無 御座 候テ ハ 難 相 勤 候 一一 付、 一 度 侍 五六 人、 足輕 十四 五 人 宛 位 ハ 、指 廻 候 絛モ出 來可仕 候 得 共、 右 様 少人數 -ー テ 、 疎忽 二 御 

請 申 上候テ ハ 、取締 方 行 屆兼可 申、 第 一 御 威令 ヲ相損 候 様 成 行候テ ハ 、重々 奉 恐 入 候 條ト深 懸念 仕 候、 就テ ハ 無 程 肥 前 守 

二 モ著京 可 仕、 然ル 上ハ、 乍 微力、 聊之人 數ハ召 連 候-一 付、 夫 迄 之處、 御 猶豫被 仰 付 候條ハ 何分 可 有 御座 哉、 尤少人 數ニチ 

モ不苦 儀-一 御座 候ハ 、、精々 相 勤 可 申奉存 候、 右 之 次第-一 付、 此段 奉伺 候、 以上。  . 

松 沭肥前 守 家來 

十二月 十四日  熊 澤右衞 門 八 

松 浦 詮家記 

〇 詮家記 一一 云、 十五 日、 參與御 役所 へ 御 呼 出、 少人數 一一 テモ不 苦、 早々 見廻 候 様 御 達 有 之。 

〇 

水口 藩 

一 內侍所 

右 御 警衞之 儀 被 免 候閒、 明朝 人數可 引拂候 事。 III 

〇 戶田忠 至、 及 ヒ溝ロ 貞直、 i、 津 田信弘 -ーヲ 以テ、 參與ト 爲ス、 忠 至之ヲ 辭ス。 

各 通 溝 口 孤 雲 

津 田 山三郞 

も i  、茈皮 卬寸矣 & ,。 溝 口 孤雲 履餐書 

參與 ©怼 ^ や # 事 津 田信弘 履歴書 

〇 信弘 履歴書、 十六 日 トス 、今 嵯峨實 愛 手記 中、 十四日 晚、 仰付ラ ルノ文 一一 據ル。 

〇 忠至家 記 二 云、 衮與ノ 命、 中 山 忠能ロ 達、 辭表ハ 原記ヲ 失ス。 

復 古 記  ^十 慶應 三年 十二月 十四日  ニズ三 


復古 記 卷十 慶應 三年 十二月 十四日  二へ g! 

〇 十津川 鄉兵ヲ シテ建 春、 宜秋、 淸所 三門 ヲ守 衞セ シム G 

十津川 鄉士 

日 御門 唐 御門 臺所 御門 

右， 御 警衞被 仰 付 候 事。 

U1 二  m- 卜 3  3 十逮 兵 

, 二月. ー 匹 日出 張事錄 . 

〇 是 ヨリ 先、 戶田忠 至、 宮中 度 支 ノ事ヲ 管ス、 是 二 至リ、 舊 I 一依 テ之ヲ 掌 ラ シ ム、 時 二 府庫 匮乏、 

度 支 急 ヲ吿ク 、忠 至、 乃大坂 一一 赴キ、 德川慶 喜 二 說テ、 之ヲ 供耠セ シ厶。 

〇 戶田忠 至 家 記-一 云、 十三 日、 御用 召 -1 付參朝 ノ處、 元來、 宮中 御 臺所向 御用 奉仕 候 儀-一 付、 引 繽是迄 ノ通相 勤 候 様、 長 谷^ 

御 達 有 之、 忠至其 任 一一 堪 エサ ルヲ以 テ奉辭 候處、 强チ 御請 申 上 候 様 被 仰 渡、 時 一一 宮中 H 々御 用途 差 湊候處 、金子 御手 藩 -ー テ、 

實 二 御 差 支 之 儀 恐懼 -ー 不堪、 侬テ此 上 ハ 慶喜 へ 申談、 出金 爲致 候ョ リ外 手段 無 之ト诀 死覺 悟、 十四日 出立、 翌 十五 日朝 著 坂、 

直 二 城 中へ 罷越 候處、 中々 出金 等 之赣難 申出 形勢、 言語 -_ 述盡シ 兼 候、 夫 ヨリ 慶 善へ 面會、 宮中 御 差 支 之稜、 且 慶喜實 父以 

來 尊王 之 儀 等 申述及 談判 候處、 於慶喜 ハ 御 差 支 之稜奉 恐察、 忠至申 分 承知 候 得 共、 總體人 氣騷立 居候 間、 出金 之手笞 六 ケ敷 

候 得 共、 再三再四、 御 差 支之稜 申談. 且 孝 明 天皇 御 一 周忌 御祭 典モ、 出金 無 之候テ ハ 難被爲 行、 實 一一 恐懼 之 次第、 具- 1 申談 

候處、 金子 出方、 勘定 奉行 星 野豐後 へ 可 申 聞 旨、 慶喜答 二 付、 同人 へ 申 談候處 、小 堀數 馬方 へ 收 納金 可 有さ -ー 付、^ 金子 爲差 

出 、如何様 -ー モ御賄 可 仕様 -ー ト、 豐後申 聞 候 二 付、 漸 金策 相 整-其 夜 乘船歸 京 仕、 右 之 段 小堀數 馬へ 申達、 追々 出金 爲致、 丁 

卯. H  一 s ョ リ辰 正月 御 出兵、 御 用途 多端 之 所、 無 御 差 支 相 勤 申 候。 

〇 純 仁 親王、 書 ヲ上リ 、朝 堂 ノ上、 上下 尊卑 ノ禮 分ヲ正 フシ、 新進 ノ 藩士、 宜ク 爵位 ヲ賜フ へ キ 


ヲ 建議 ス。 

大政 樞要之 三 職 ト雖モ 、上中下 之 有 差等、. T 分定 衆議 上等 之 裁斷诀 定候籙 常然 候、 ヒソ 力-一顧-一 、下等 -ー 於テ 上等 跋扈 \ 一機 

相 見 ェ 、深憂 ル 處候、 雖然 * 不肖 純 仁、 突然 還俗、 重職 蒙 仰 候 得 共、 是迄 不在 之 官職 未熟 之條、 其弊テ 正シ 敎詭ス ル I 不能、 其 

事不 止、 追々 增長 一一 於テ ハ 、三 職 中 自然 不平 相 生シ、 遂 -ー以 御 失 體之基 ト可相 成 ト深恐 入 候、 禮裟 不正、 則 諸事 輕 易-一 相 成、 

旣 二 過日 以來、 御 評議 之 節 非常 \ 一儀、 殊 二 參與 之列ト 雖モ、 諸 藩 布 衣士等 御所 へ 被 爲召絛 ハ、 全  一 ^之 權： 迫ト 推知 候 はお、 

此儀流 弊 一一 被 相 成候テ ハ 、朝廷 御闕 典、 千載 青史 ヲ穢シ * 實 一一 欵息 \ 一至 リ、 併 人才 御 選擧之 條ハ、 國家之 大幸不 過 之 候^、 相 

當 1\ー 官位 御 推 任 敍度爲 在 度、 夫 迄 Z 所、 I 卑混雜 不被爲 在 場所 ヲ以、 卽今假 - 一議： 事 所 ヲ被設 候 様 致 皮 候， 何分 諸事 恭謹、 朝 

廷之尊 ヲ不失 候 様 、厳重 御沙汰 之 儀 所願 候、 此段 奏聞 願 人 候、 謹 首。 

十二月 十四日  純  仁 

. 晚^ 栊叢書 

〇 戸田 氏 共 家臣、 重臣 京 一 1 ァ ル者 ナキヲ 稟シ、 本日 ノ 召命 ヲ 辭ス。 • 

此 度被爲 召 候處、 采女正 儀 兼 テ御屆 申 上 置 候 通、 所勞 二 付、 上京 不仕 候、 侬之、 去 ル八 E 參上仕 候 重臣 之 者、 參上可 仕 之 

處、 幕府 へ 相 伺、 一 咋 十一 一日 夜 召 連 候 人 數共歸 藩 仕 候、 右 二 付、 重臣 代 之 者 參上可 仕 害 -ー 御座 候 得 共、^ 節 おお -ー テ 平臥 罷 

在 候 間、 無 據不參 之 儀 御 斷奉申 上 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

戶 采女 正家來 

十二月 十四日  吉田圑 平 

am 氏 共 家 記 

〇 氏 共 家 記 -ー 、右 披露 二 及 候處、 重臣 代 ノ 心得 二 テ 、御 布告 拜見被 仰付ト ァ リ。 

復古 記 卷十 慶應 |ー一 年 十二月 十四日  二八 五 


復 古 記 卷十 慶應 一一 一年 十二月 十四日  二べ 六 

〇 鷲 尾隆聚 、書 ヲ德川 茂 承 二 造リ、 內旨ヲ 奉シ、 兵士 ヲ 糾合 シテ、 不虞 ニ備フ ルヲ 報ス。 

去ル 九日、 王政復古 之大號 令、 斷然 天朝 ヨリ 被 仰 出 候、 然ル ニ近來 昌平 驕慢 之 舊習甚 敷、 眼前 之 小節-一 泥 滞シ、 皇 

國臣子 之 大義 ヲ 忘却 シ、 私意 之 僻論 テ 主張 候 族 不鮮候 一一 付、 萬 一 御國體 之大 復古 ラ拜見 致シ 候時ハ 、管 見 之 輩 愕然 二 不 

堪、 如何 ナル 輕擧 一一 及ヒ、 朝廷 ヲ奉危 候 モ難計 候 、依 之、 深 ク被惱 叙 慮 候テ、 今般、 鷲 尾侍從 殿重キ 御沙汰 被爲^ 、常 

山へ 御 出張-一 相 成、 爲 天朝 嚴重 一一 不虞 之 備ヲ被 整 候、 且十津 川 擧鄉へ モ御 同樣、 重キ 勑命ヲ 被 爲下候 故、 首 トシ テ多人 

數應シ 奉リ， 御守衞 申 上、 尙又 追々 致戮 力、 王事-一 勤 勞可仕 旨 誠意 ヲ表シ 候、 勿論 鷲 尾 殿 被統候 兵士 一一 於 テハ、 一 人モ干 

戈ヲ 妄動 シ 、人民 ヲ令 惱亂候 樣之絛 、ノ 爲致不 申 候 間、 必無 疑念 御 安心 可 被 成 候、 若 御 懸念 一一 御 坐 候 半 へ 、斷然 朝廷 へ 御奏 

聞 有 之 度、 左 候 得 ハ御係 念 之 廉モ御 冰觯可 被 成 ト奉存 候、 先ハ 不取敢 此段御 報告 巾 上 候、 頓首 不具。 

丁 卯 十二月 十四日 

鷲 尾侍從 殿 

執  事 

紀 伊中 納言殿 

御 重役 衆 中 § 野^ 

〇 答 書 

去 ル 九：； 1、 王政復古 之 大號令 被 仰 出 候處、 僻論 主張、 如何 ナル 輕擧- ー及ヒ 候 族 モ有之 間 敷 哉 一一 付、 今般 高野山 へ 御 出張、 

不虞 一一 御 偏、 無妄 -ー 干戈 ヲ動シ 候 様 之 儀ハ無 之、 委細 御 申 越 之 趣 承知 致 候、 迅速 中納言 へ 可 申達 候、 御 誠意 御 勤勞之 次第、 

定テ满 足 二 可被存 候、 依 之、 御 報如斯 候、 恐々 不備， - 

紀 伊中 衲  一一 一一 3 內 

十二月 十五 日  小 林 文 八 


鷲 尾 侍從殿 

執事 御中 出張 概ぬ  - 

〇 舊慕府 、譜第 諸 藩 -ー 令シ、 城 中蓄米 I？ ま 1  江 米戶石 S; ア^?;?、 ヲ江戶 二 運輸 セ シ厶。 |まな 

今般、 城 詰 御用 米 有 萵不殘 、江戶 廻 シ 之 上、 淺草 御藏 納被 仰 付 候閒、 當哧園 有 ininj '々取調 差 出 可 被 巾 K、 ぶ 御 米 廻 シな K 

ハ 、御 勘定 所 へ 可 被 申 上 候。  . 

別^、 

一 城 詰 御 S 米 之 儀、 淺草 御藏 納之 積リ 一一 候 間、 手 船 又ハ雇 船ヲ以 相廻シ 候，！： ハ、 廻船 連 貨等被 下 候 之 問、 早々 取調 可 被 差 出 

候、 尤 廻船 付 方 等差 支ノ分 ハ 、江戸、 大坂其 外最寄 一一 テ 、廻船 積湊 へ 差 向 可 申 候閒、 御 米積湊 へ 差 出 置 候 様 可 被 致 候 事、 

一 御 米 津出無 之 場所、 又 ハ運輪 不便 之 地所 ハ 、其 場所 之 相場 ヲ以、 石 代 金納 イタ シ候歟 、兩様 之 内 勝手次第 可 被 巾 立 候、 

一 右 御用 米 之內、 先般 歩 通 ヲ以江 戶廻シ 相 成 候 得ハ、 殘石之 分、 不殘江 戶廻シ 之積リ 一一 候 問、 猶 又石數 取調、 や々 可 巾 立 候 

&.Q 本 多 正 憲家記 

事 松 平信 古家 記 

十五 日、 三 職朝參 議事 ノ 時限、 及 ヒ參與 上下 ノ稱ヲ 定ム。 

一 總裁 以下 已刻參 集、 午刻 評議 之 事、 

一 參與之 儀、 自今 堂上 向， 上 ノ參與 ト稱シ 、諸 藩士、 下 ノ參與 ト稱候 事。 Mil^l 家 § 

〇 純 仁 親王 ヲ シテ仁 和 寺宮ト 稱シ、 uiif  、嘉 彰ト 復名セ シ厶。 お、 

仁 和寺宫 

更 一一 稱號被 仰 出右ノ 如シ。 ^読 

〇 

復 古 記 卷十 慶應 三年 十二  H: 十-五日  二八 七 


復 古 記 卷十 慶應 三年 十二： 十五 日  二-^ へ 

慶應 三年 十二  s: 十六 日 宣、 

純 仁 親王 

復 名嘉彰 

職 事 長 邦 

嵯 峨赏 愛 切 紙お 

ま 伏 見宫 家 記 

〇 參與大 原重德 ノ 請 ヲ 允 シ テ 、其 職 ヲ 罷 ム 

大原 宰相 -. 

參與 職、 依 所 努辭退 被 聞 食 候 事。 UKSII 

〇 三 職 局 叢書 二  、十四日、 參與職 辭退ノ 原書 ァリ、 災 二 罹テ之 ヲ失ス C 

〇 市中 取締 三 藩、 吏員 ヲ藩 ヨリ 召シテ 、其 衙ヲ開 力 ンコト ヲ棄ス 、命 シ テ、 現員 ヲ以テ 、速 二 事 

ヲ 執ラ シ 厶 。 

今度、 市中 御 取締、 公事 訴訟 等、 萬 端是迄 町奉行 相 勤來候 通、 銘々 共 三 手 -ー テ 心得 候 様 被 仰 出 候 -1 付、 早速 在所 表 へ 申 遣、 

褂リ 役人 共 爲呼登 候 上、 手 都合 次第、 役所 相 開 候 儀 二 付、 先夫 迄 之處、 雜色共 役所 へ 爲相詰 申 候、 此段御 屆申上 候。 

本 多 主 膳 正家來 

十二月 十五 日  大江新 右衞門 

靑 m 左 京大 夫家來 

•  坂 東 篤 之 助 

松 平圖書 頭家來 


皆 川 誠  # 

^山 忠誠 家 a 

〇批 紙 

^中 御 取締 奉行所 之絛ハ 、大事 件-一 シテ、 民 命-一 モ關係 致シ候 侥-ー 付、 早速 被 仰 出攸^ 故、！： モ難差 置攸之 ^、卽 今 在京 

之 重役 以下 相 詰、 雜色共 二 モ召 寄、 早々 役所 相 開、 諸事 可 取 計 候 事。 ™ 则^! 

〇 參與 後藤 元燁、 福 岡 孝弟 等、 上下 議事 所、 及ヒ 諸 制度 ノ條 議ヲ 上 ル C 

一 大政 改革 之 事、 

但、 王政 封建 中、 郡縣ノ 怠ヲ加 へ 、和漢 西洋. 今ヲ參 酌シ、 公平 簡易 ヲ旨ト スル 事、 

一 公武 官位 差等 並 衣冠 ノ事、 

一 廷臣 陪臣 差別 比等ノ 事、 

一三 職雜赌 議定 差等 分課 ノ事、 

一 徵士貢 十： 差別 ノ事、 

一 太政官 議事 所 規刖ノ 事、  ， 

一 諸侯 會同 盟約 ノ事、 

一 革 制局ノ 事、 

一 京 兆尹彈 正臺ノ 事、 

一 外國 事務 ノ事、 

1 nlrt^r おノ事 

一 兪幣 事務 ノ事 * 
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一 修理 職竝貢 獻ノ 事、 

一 海陸 軍局ノ 事、 

一 學校ノ 事、 

一 松 平 稱號ヲ 始メ、 總テ 姓氏 テ賜フ ヲ止メ  、本 氏 ヲ稱ス へ キ事、 

附、 菊桐ノ 徽章、 拜賜ノ 外、 武器 ト雖 トモ 禁之、 

一 革 制 局、 卽今 所用 書籍、 

令義鮮 職原抄 文 獻通考 西洋 事情 雪上 明覽 太 武鑑 

太政官 議事 所假設 

一 議事 所、 上下 ニッ 二分 ッ、 

上ノ 議事 所 

皇帝 宫 公卿 諸侯 會議ノ 所、 

官、 總裁、 議定 ヲ分ッ 、伹、 公卿 中 f ハノ 者、 亦此 -1 會ス ヲ 


總裁 一員 中 一 一 坐ス、 議定 II、 

各 四 員 兩側分 坐 1 參與ノ 公卿 

四 員 議定 ノ後、 諸侯 ノ上 - 一分 

坐、 公卿 諸侯 建議 ノ時、 其人總 

裁ノ 前-一 進 ミ 、 議定 ノ屮 -ー 出 
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皇帝 陛下 臨時 m 御、 三 蛾 


及 徵士、 貢士 常參、 


總 裁， 議定 > 

參與、 

U  、五 H: 一  霞  一 

/| 1 - ^v. 日 トス 

毎 日 已刻會 集、 午刻 會議、 未 刻 退散、 

議事 ノ次 第、 前 □ 上ノ 議事 所 ヨリ 事 ヲ懸ケ 題 ヲ設ケ 、翌日 下. 

、書面 上申 亦 許ス、 E; 題 外 建 

白ノ筋 ハ、 許 ヲ乞テ 後 申 之， 

诀議ノ 次第、 上ノ 議事 一一 於テ衆 建議 ヲ執リ 、議定 職 覆議、 總裁職 其宜キ 


- 議事 所 二 テ 、徵 力、 貢 士 建議、 裁判 聞 之、 ^官寄 之、 討論 セ 

ス Hp ヲ盡ス 

t  ,  <月 \  sla  :  -  - 二  f  t.  一  A 

從テ斷 之、 筆宫書 之、 

今般、 大御變 革 ヲ以、 更始 一 新ノ御 制度 被 爲建候 一一 付、 三 職 被 立 置、 太政官 議事 所 御設ケ -ー 相 成、 天下 ノ 公議 ヲ執リ 、御 政務 

被 遊 候 御 旨 趣 一一 候へ ハ、 早々 皇居 ノ外、 議事 所 御 建造 ノ箦 一一 候へ トモ 、急速 御 整 一一 モ難相 成、 ra; テ 常事 御假設 ヲ以、 九條 

復古 記 卷十 慶應ー 一一 年 十二月 十五 日  二 九 一 


下ノ 議事 所 

諸 藩 徵士、 貢 ± 及 都鄙 有才ノ 者、 會議 ノ所官 裁判 比 |f 充諸 1 各 f ハ ヲ分ッ =^l3^s.r5 ヲ 


徵 士貢士 


裁判 一員 中  一 I 坐ス 、參與 

0m 兩 側-一分. 坐， 徵 

士、 貢士 建議/時、 其 人 裁 

判ノ 前- 1 0 ミ 、 參與 ノ 中 

二 出ッ、 


復古 記 卷十 慶應 三年 十二 月 十五 日  二 九 二 

殿御 借 入 一一 相 成、 假-ー 御 規則 相 立、 上ノ 議事 所、 下 ノ講事 所 御 取分ケ -ー テ、 官武ー 途、 公平 簡易 ヲ旨 トシ テ、 御大 攻相 始リ 

候 様 可 被 仰 付 ト 奉存 候、 右 一一 付 、 三 職分 課 ノ 次第 ヨリ、 諸 藩 十： 被 召 出 ノ 次第 相 立不中 テ ハ 紛雜可 仕 候、 勿論 上 ノ 議事 所 

二 於テハ 、三 職ノ 外、 當事 在京 ノ 諸侯 モ 、事 一一 侬テ 建議 可 仕様 被 仰 付、 下ノ 議事 所 -ー 於テハ 、諸 藩士 可 被 召 出、 然 二 過日 來 

參與ノ 者、 四 五 藩 ヨリ 三人 宛 差 出 居候 へ 共、 此 上得ト 御調 一一 テ、 徵士、 貢 士ノ御 取分ケ 一一 相 成、 御 選 擢ノ者 ハ始メ ヨリ 徵士 

ト被 命、 參與 職或ハ 一 局 ノ役等 ヲモ被 仰 付、 年限 テ立被 召 遣 候 テ可然 、其餘 公議 ラ執 ルヲ主 トシ、 被 召 出 候 者ハ貢 士ト被 

命、 諸 藩 ヨリ 一 ニニ 人 或四& 人 差 出 候テ、 下 ノ講事 所 一一 於テ、 事 一一 侬テ 建議 仕樣 被 仰 付可然 ト奉存 候、 刖此旨 趣 ヲ以、 愚案 

ノ儘、 當分御 假設ノ 規刖相 認奉差 上 候 間、 猶宜 御 評議 ヲ 被爲盡 度、 尤九條 殿御 假設 一一 テ ハ 、廣ク 天下 ノ 公議 ヲ御執 被 成 候 

體 相立不 申、 追々 新タ -ー 議事 所 御 建立 之 儀、 御 評議 被爲在 度奉存 候。 

卯 十二月 

一 御 政體ノ 事、  . 

列 侯會盟 議事 ノ體ト 可 被 仰 付 哉、 • 

一 三 職分 課 之 事、 

軍務 用度 外國 制度 

大體、 右 四 課-一 可 被 仰 付 哉、 

1 列 侯 會盟始 之 事、 

期限 ヲ立テ 、諸侯 召命 嚴敷可 被 仰 付 哉、 

一 外 國應接 之 事、 

御國體 變換ノ 次第、 急々 御 布告 可 被 仰 付 哉、 ， 

一 德川慶 喜 御 處置之 事、 


慶 喜問ノ 次第-一 侬リ * 勅使 御 差 向 可 被 仰 付 哉。 I 萍 I 

〇 本條、 日 ヲ失ス 、然レ トモ 十八 日ノ 議事 此 二 基ス、 故 -1 前後 ノ 景況 ラ考 へ、 晳ク此 二 收ム。 

〇 井伊 直憲、 藤 堂 高潔、 疾 ヲ以テ 暫ク藩 二 就 カン ト請 ヒ 、松 平 忠恕、 疾 ヲ以テ 、上京 遞延ヲ 謝ス。 

松平忠 

恕家記 

掃 部 頭僙、 侬 召 病 氣押テ 登 京 仕、 先達 テ ョ リ 在京 罷在 候處、 病氣 時々 指 引モ有 之、 腚ト不 仕、 此程參 .2: モ難仕 次第-一 付、 

追 テ諸藩 上京、 衆議 ヲ被爲 盡候御 儀 モ 御 坐 候 節 ハ 、何時 モ 登 京 可 仕 候 -ー 付、 一 先病氣 養生 之爲 メ 歸； ：巴 被 致. H 、此^ 相願攸 伐、 

婦部頭 申 付 候、 以上。 

井伊 掭部頭 内 

十二  K 十五 日  八 「村 忠右衞 門 

井伊 家 記 

〇 

私 侬 

此度、 風邪 推テ 上京 仕 候處、 途中 ヨリ 再感 仕、 其 上 持病 之疳赘 症 差 起リ、 且 風土 モ相變 候 故 哉、 手厚 二 療養 仕 候 得 共、 何分 

日 二相 勝レ 不申、 迚モ急 二. 出勤 モ難仕 次第 -ー 付、 恐縮 之 至 -ー 御 坐 候 得 共、 此上相 募 リ不申 中 一一 , 一 先歸國 養生 仕度、 此段伏 

テ奉冀 候、 尤、 

一門 家老 

0 堂 歸 雲 

相 殘シ置 候 問、 何等 御用 之 儀 モ被爲 在 候ハ、 、被 仰 付 被 下 候 様 偏-一 奉 願 上 候、 以上。 
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復 古 記 卷十 慶應 一一 一年 十二月 十六 日  二 九 四 

十二  0: 十五 日  藤 堂 大擧頭 

藤 堂 高潔 家 記 

〇 德川慶 喜、 大將軍 ヲ罷 ムルヲ 以テ、 令 シテ、 其 稱呼ヲ 改ム。 

將 軍職 御辭返 御 聞 屆相成 候-一 付、 以來下 ヨリ 上様 ト可 奉稱 候、 御 臺様御 事、 以來 御簾 中 様ト可 奉稱候 c  J|| 

〇 舊慕府 、大河 內正 質？ 一 まつ 時大 一一 多 |？ 氏 王ヲ、 II、 ヲ 以 テ 、老中 格ト爲 シ 、永 井尙志 S3、0 ヲ 若年 寄ト爲 

ス O 森 俊 

ス 方 家 記 

十六 日、 凡ソ 議定 常 參ヲ須 ヒス、 事ァ レ ハ之宣 召ス。 

議定 之 輩不及 日參、 御用 被爲在 候 節 ハ可被 召 候 間、 必參勤 可 有 之、 且 臨時 御用 有 之、 被 召 候 節ハ、 速-一可 有參 朝 候、 

尤 非常 之節ハ 早速 可 馳參候 事。 §„1 

〇 田宮篤 輝ヲ以 テ 參與 ト爲シ 、市 尹 ノ事ヲ 總管セ シ ム 、 又 牧野 成 憲灘き 御 や ヲ徵ス 。 

田宮如 雲 

參與被 仰 付。 錢簡 M 

〇 如 S 履麼書 -ー 云、 當時、 京都 二 町奉行 無 之 候 二 付、 總御 取締 ノ儀、 厚 心得 相 勤 候 様 御 演達有 之。 

〇 随 十八 日 達 書 

田 {3 如 雲 

市中 取締 懸リ參 與之議 、三 藩 へ 御 達 相 成 候處、 御請 -ー 付、 右 之 所 へ 出張、 萬 事 可 相談 合 事。 l§M 

〇 


角 S 久. ^  a? 

k 塚 龜治郞 

^々鈸 三郞 

士ロ  m  I ヌ太 

鳥居 久之丞 

久 野 , 铋 

田宮如 雪、 市中 取締 懸リ 衮與被 仰 付 候 二 付テ ハ 、其方 共 六 人 へ 、右 助役 被 仰 付 候、 心得 力 ハ 如 S へ 一に 巾 八" 候^- 

〇池田 茂 政 へ 達 書 

秒 "ノ. 0? 

今般、 無 一 i 無黨 公平 之 御 處置ヲ 以テ、 奥 天下 更始 被 遊 候 二 付、 人才 御 撰 擧之筋 ヲ以テ 、兼テ 達 叙 聞 候 輩 ハ 、博ク 御 諮詢 被 

爲在 候-一 付、 其 藩 右人 體御 登用 被 爲遊候 間、 早々 登 京 致 候 様 可 申 付 旨 御沙汰 候 事 c 

〇かム 平慶永 等、 岩 倉具視 一一 就キ、 德川慶 喜ノ處 分、 辆 U 曰 ノ在ル 所 ヲ領シ 、以テ 之 ヲ痰喜 一一 諭サ 

ント 請フ、 是日、 具視、 奏 狀ノ擬 案ヲ內 付ス。 ， 

〇 春嶽 私記 二 云、 內府公 御 下坂 之 上ハ、 無 程 御請 書 可 被 指 上 之處、 方今 舊慕下 之 人心 如 形 之折枘 故、 容易-一 其 御運ヒ -ー モ成 

兼 可. S. 、將 御請 之 御 次第 モ 、 成 丈 ケ德川 氏臣子 之情懷 -1 怫良不 致 様 之 御 振 合 一一 不相 成候テ ハ、 是ョ リ又 大患 モ引起 シ W 巾 

勢 二 付、 御 官位 之 僙モ、 何程 之 御 辭退ニ テ 朝 意-一 御 相 當-ー 可 有 之 哉、 又 御領 地 御 默納之 俊、^ モ御含 可 有 之^ 故、 夫 等 

之囔、 朝廷 御 s 意之 處御 垂示 二相 成リ、 夫 ヲ以テ 坂 地 之 內情モ 御 2： 調 モ被成 度ト、 土 老侯ト 御談之 上、 戶 m 大和 モ御 

加 ハリー 一 テ、 岩 倉 殿 へ 御 逢對， 前段 之 趣 御 巾 入、 德川氏 興廢之 境 御 汲 察 二 テ 、 品 能 御 評議 相 成 候 様 御 懇談 一一 被 及 攸處、 卿 二 

き 古記 卷十 慶應 三年 十二  9 十-; ハ：： ：  一！ リ ゴ 


m 古 記 卷十 慶應 一一 一年 十二 H 十六 n  二 九-; ハ 

モ、 一 一 侯 之 御情實 篤 ト御測 底 -ー テ 、何分 御 內評之 上、 御 書面 御 出來、 ^又 御 相談 可 被成ト ノ御 挨拶 一一 有 之. E、 御 官位- \ー依 ハ 

御辭せ 一一 テ 可然、 是 ハ 當官 御辭退 之： f  -1 テ 、領例 モ比々 有 \ 一 、別 一一 御 下降 之譯 一一 ハ 無 之、 只 前 之 一 字 ヲ被添 、 ^rt^ ト被稱 

候 而已之 御事ナ ル由、 御物 語有リ シ ト也、 ト五 日、 公 御 參朝無 之 故、 咋 = 岩 倉 殿 へ 御 內談之 末、 象 一 一 郞巾談 及 5： 調 候 樣被命 

候 付、 同人 へ 申 談被仰 出 二 可 相 成、 御 書面 内々 拜見 之侥 e. 達 候處、 御 々御 出 來之御 書面 有 之、 Ml 不私 面 然 

ル處、 右 之 €:、 領地 モ抬上 之 文字、 甚坂地 之 人心 二 關係之 筋 二 付、 何トカ 引直シ 一一 相 成 候 樣申談 試 候 得 共、 肝要 之 字面 改删 

ハ 難 相 調、 且此寄 面、 今タ -ー モ尾、 越 重役 呼 出 被 相 渡 候 積 之 由 相 聞 候 二 付、 左様 二 表 向 之 事ト相 成、 萬 一 於 坂 地 彼 足 有 \ 一^ 

テ ハ 、不 容易 次第 ト相成 候 得 ハ 、 一 應坂地 之 方、 €： 調. N. 一 上 相 願 度ト 入 候處、 此僙 ハ 承知 有 之、 時 {且 二 ヨリ 御^ 寄 之 方， 二 相 

成候テ モせ趣 一一 付、 尾 藩 田 中 國之輔 へ モ. E. 談、 右 書面 木 紙 相 下 リ候ハ 、 、明朝 ョ リ 下坂 イタ シ 周旋 可 取 計 ト巾合 罷歸候 上、 

^等 之 次第 達 上 聽候處 、昨 H 之 御 約束 二 テ ハ 、土 老侯ト 御兩人 へ ハ 御 草稿 一一 テ御 5： 談可 有之箐 之處、 無 其條而 已ナラ ス 、御 

沙汰 之 御請 無 之 様 之認方 一一 テ ハ 、尾、 越 兩藩之 周旋 一一 テ、. M 府. 公之 御 €： 存承リ 可巾ト ノ御 趣意 二 相 背 候 故、 此處 認^  -ー  W 相 

成 廉ト. E- 、領地 之文卞 モ 不穩候 得 ハ、 イツ レ- 一明 U ハ御參 S 之 上、 ^又 御 直談 可 被 成 候 間、 土老候 二 モ御參 二 相 成 候 様、 

明朝 靑山小 三郞被 遣、 後藤 象 一 一郎、 辻將曹 へ 一 應 内談 之 上 二 テ、 土老候 へ 申 上 候 様 被 命、 十六 日朝、 靑山小 三郞、 後藤 象 1 0 

寓居 ヲ訪ヒ 、咋夜 被 命 之 次第 ヲ以及 内談 候處、 象 一 一 郞申候 ハ 、此件 ハ ィ ッ迄モ 密談 之 筋 二 テ贳度 事 一一 付、 御 參内杯 有 之 候テ 

却テ 不可 然候、 老公 思 召 之 御文 意 ハ 、如何 二 モ御尤 -ー拜 承 仕 候 得ハ、 御 引直シ 之侬ハ 、何様 一一 モ可致 心配 候 問、 今 n 之 處ハ、 

雪 江、 十 之丞兩 人、 举與 一一 テ申談 候 方可然 トノ^ 込 二 テ候、 此 絛 御： 8i  二 テ 、容^ 機 へ ハ 御參 \ 一 御沙汰 無 之 様 仕度 トノ談 二 

相 成 由、 夫ョ リ 辻將曹 方へ 罷越申 談候處 、象 一 一郎 同按」 一 テ、 御 參無之 方 可然、 素々 此件 之^ 否 杯ハ、 議定 之 御 職掌-一 テ、 &議 

二 御 打 出 シ 、總參 5： 之 公論 可 然ト申 居候. e 、此等 之 趣 歸邸巾 上 候 付、 公 二 モ 御參 s ハ 御 延引 相 成 思 刀：： 相 含、 雪 江， 十 1\ー 

丞參 朝 之 上、 象 一 一 郞申談 、書面 相認、 象 一 一郎 ヲ以岩 倉 殿 へ s 調 候處、 難問 反復 及數皮 候 付、 殊之外 手 問 取、 點燭之 頃漸ク 二 

^決 シ 、 赛 面 御^ シ 有 之 、 


今般 辭職被 聞 召 候 一一 付テ ハ 、辭官 仕度、 且 王政復古 -1 付、 政府 御 W 途之 儀モ、 天下 之 公 il ヲ 以テ、 所領 ョ リ^ 出 候 様 仕 

度 奉存候 事、 前 條御渡 之 御 書面、 先 ッ永井 殿 へ 内談 可 然ト象 一 一 郞等申 談候處 、永 井殿ョ リ雪江 被 指 出度^ 被 巾に. \ 一 出、 &ョ 

リ 御沙汰 二 付、 得 便宜 候 事故、 暮時 過， 散 朝 ヨリ^-一  永 井 殿 へ 罷越 候處、 蓬對之 上、 先ッ 宮中 形勢 如何 ト ノ  ts- -ー  付、 近況 

荒增 物語 候處、 何 一一 シ テ モ恐人 候 事共、 先刻 モ其 筋\ 一 者來リ 、御 膳 米竭ン ト ス 、 如何 可 仕 哉ト. B- 一一  付、 夫ハ 誠-一 恐人タ ル依 

ナリ、 何分 御 指 支 無 之 様、 是迄 \ ー手續 二 テ可取 計 旨 申 聞 候 事 候 得ハ、 一 一十 日 三 ト：： ハ 御 支 へ モ有 \ 一間 敷、 御貯 I 火 分有之 

二  、何 地 へ 力 散逸 シ 、寡少 之 事 二 相成タ ル .E  、第 一 指常リ タル 御 一 周 之 御 法 會等御 出来 被成閒 敷、 如何 被 成 候 御事ャ ラ ン 、 

京 市中 之 混雜、 伏 見、 大津之 廢驛、 行旅 之 難^、 ィャ ハ ャ王攻 トコ 口 一一  モ無 之、 此逡 如何 トノ事 二 付、 刖稀々 心配 而已 二 テ手 

廻不申 候、 頗當惑 之 次第 一一 有 之 候 ト相答 候處、 左 モ 可 有 之、 诀テ 行ク 事-一 ハ 無之ト 冷笑 被 致 居候 付、 坂 地 之 模様 ハ 如何 候 哉 

ト承 候處、 中々 六 ケ敷勢 ニテ、 一 統 心配 而已、 此體ニ テ ハ ト コ迄ト 云 事 モナ ク、 激家モ 愈盛リ 二相 成^ トノ答 故、 朝 命 之 

書面 指 出、 ケ様之 被 仰 出-一 モ 可成 哉 之 内議-一 テ候、 如何 可 有 之 哉 ト申談 候處， 一 覽之 上、 トウ テモ w 然^ ヲ、 御 好 被 成候ト 

S. 物 ナレハ 、彼是 申モ無 詮事ト ノ答 一一 付、 全ク 左様 之 儀 可 有 之 様モ無 之、 精々 平穩ヲ ^シ、 漸此處 マテ 談付ケ 候^-一  候 ト巾 

處、 左様 力 モ 不存候 得 共、 元來、 此 書面 杯 モ更 一一 道理 無 之、 將軍 一一 付キタ ル御 官位 一一 モ無 之處、 御 職 ヲ辭セ ラレ タリ トテ、 御 

辭官 ト申モ 一 向 一一 常 ラス、 又 御領 地 之 儀モ、 今更 不被 仰 出 共、 御 指 支 ヲ御傍 親 可 被 成 様モ無 之、 精々 御^ シ被成 候 思 召 ハ 、 

刖政權 御歸ノ 節モ、 朝廷 ヨリ 諸侯 ト 共-一同 心 協力、 皇國 維持 之 詔 命 萬々 御 奉戴 \ー 思 召 候 得 共、 如此 疎外 之 御 取扱 ヒ 

二 テ ハ 、如何 ト モ被成 方 無 之 、畢竟 降 官削地 之 儀ヲ品 能書 取タ ル迄之 事 -1 テ、 有罪 之 姿 ハ 免レ不 巾、 長州サ へ モ人洛 御免 之 

折 柄、 上様 一一 ハ何ノ 御 罪 有 之 哉、 尤 上様-一 ハ 何様 之 儀 二 テモ御 逮背無 之 思 召 候 得 共、 先 第一 二 伊賀、 拙^ 初 不承知 ニテ 候、 

ケ様之 書面 ヲ相當 ト思召 候 事 二 ャ、 大藏 大輔、 容堂 何ヲシ テ居ル 杯、 坂 地 之 風 說モ紛 々有 \ 一 候ト、 イツ -I 變リ テ以之 外 之 放 

言 二 付、 サラ ハ 如何 イタ シ、 坂 地 之 人心 一一 適 シ可申 哉ト. S. 候處、 朝廷 過去 ヲ悔ヒ 、九 n 以 的へ 被 返攸ハ 、、失 ョ リ又 仕方 

モ可有 之、 ケ様成 不都合 ラエ ミ出候 根元 ハ、 ニ賊 之所爲 候へ ハ 、彼 二 賊ヲ除 候 事、 方今 之 急務、 太 藏ん輔 様 一一 モ此處 ヲ御心 
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配 被 下 度、 睦邸 へ 打 込 ム勢ハ ト分ニ 有 之、 少シ 一一 テモ激 候 へ ハ 直 様 暴發可 致ト、 殊之外 切迫 之 II  -ー 付、 今 H 之 御用 何事 二 候 

ャ、 一 一 賊ラ除 キ候御 相談-一哉 ト申 候處、 如何 -ー モ其儀 ナリ、 宜申上 候 トノ事 一一 テ 罷歸、 右 之 次第 申 上 候處、 玄蕃迄 力 左様 之 

心得 一一 テ ハ ト、 御. K 息 被爲在 タリ、 右 之 次第、 以 手簡 象 一 ー郞迄 槪略. S. 遣シ、 明朝 永 井 殿へ 罷越、 及 一 議論 候 様 賴託ス 、田 中國 

之 補へ モ. &越、 明朝 之 下坂 延引 ス e 

〇 大久保 利 通 書翰-一 云、 十三 日、 第 一 等、 第一 一等 ノ大策 確 斷シテ 首 上 イタ シ候樣 、岩 倉 卿 ヨリ 於 宮中 御 達 有ッ， 一 、評議 之 上、 

第二 等 ニ诀シ テ及 言上 候 事、 

但、 第 一 等ハ四 藩ノ議 論 離合 二 抱 ハラス、 薩長 ノ兵 カラ 以テ、 何 ク迄モ 干戈 ヲ以テ 朝廷 ヲ奉 護シ、 成敗 ヲ天 一一 任セ、 戰ヲ 

一圓-一 诀 ス等ノ 事、 第一 一等 ハ暫ク 尾、 越ノ 周旋 ヲ見、 德川氏 於大坂 鎭定ノ 上、 兩 事件 御受、 眞 一一 反正ノ 實行擧 リ候ハ 、 、宽 

大ノ御 處置ヲ 以テ旣 往ヲ咎 メス、 議定 職 一一 テモ御 採用、 從テ 公卿 上 一一 於テ攝 政尹宫 等 ヲ除ク 之 外、 大 一一 御 採用、 其餘 列藩 

トイへ ト モ、 廣ク 御用 4、 冰炭相 合 シテ、 皇國ヲ 護持 ス ル等ノ 事、 

一 右兩條 ハ 、九： n 一  擧御 定算之 通、 萬 事 叙斷 二 出テ , 一 戰ト相 成 候 上 ハ、 第一 等 二 出 ルノ外 無 之 候得ト モ 、八日 ヨリ 徹夜 

之 朝議 二 テ、 九： n 十字 比 御 退散 相 成 候 時宜 合 一一 テ、 尾、 越、 藝三卿 ハ 其 儘ノ參 朝 一一 テ、 容堂公 四時 比 御參、 夫ョ リ 小 

御所 ノ 衆評 トナリ 、越、 土卿大 一一 德川 氏ヲ 助ケ、 卽夜參 朝ヲ被 命、 御 評議 席 二 被 召 加 度トノ 意外 ノ 御大 論、 殊更、 土 藩 後 

i ナ ル 者、 必死 二 是ヲ推 助シ、 殆ト 危キニ 至ル、 反正ノ 實行擧 リ候上 ナ ラ テハ、 御 採用 不可 然云々 、賢 クモ 太守 二 御 建言 

被爲仕 候、 尙紛々 トシ テ不诀 、御 勘考 トノ 事-一 テ、 一 且 御開 キ 二相 成、 此閒 後藤 ナ ル者、 頻 一一 周旋 盡 カス、 臣等， 太守 公ヲ 

舉助、 碎身シ テ是ヲ 論破 シ、 一 藩ヲ 以テ漸 ク是ヲ ffi クヲ 得、 終 二 尾、 越公兩 事件 御 內讒之 趣 ヲ奉シ 、德 川氏ヲ シテ 反正ノ 

實行ヲ 擧ケシ ム ルノ 周旋 ヲ御 受ト相 成、 再度 於 小 御所 御 評議、 尾、 越 卿 御受之 趣 被遂言 上 タル 御 都合 ナリ、 故 二 第二 等 

二 出 ルー 一 非 サレハ 致方ナ シ、 

一 ト 四日、 土、 越唧參 朝、 於 小 御所 御 評議 席、 華 城 ノ情態 如何 ニヤ、 段々 浮說 流言 被 相 行、 物情騒然、 不可 謂之變 モ難阖 


候 得ハ、 早々 周旋 ノ功擧 リ候様 被 思 食 候 云々、 御 詰 詞-ー テ、 越 卿 II： ト モ恐入 仕 合-一 御座 候、 家來ハ 下坂^ 致 置 候 付： ゆ 

::: 中-一 ハ 報知 可 有 之 云々、 御 答 二 被 及 候、 

一 同夜、 後藤 ヲ以テ 岩 倉 卿 へ 、越 侯、 土 公 ヨリ 御 願 之 儀、 於 御 評議 席 御詰詞 -ー 相 成、 胸中 如 釗奉存 候 、就お 御 h 該巾上 度 候 一一 

付、 御 面 會申上 度 云々 ト、 岩 倉 卿 御 答 二  、御 诀定ノ 大事 件、 一 人 へ 御内 談ト ハ 御當惑 一一 思 食 候 間、 御斷 被成タ シ ト、 後藤 叩 

頭 シテ頻 一一 乞フ、 不得止 御 面 會之處 、越 卿、 土 卿 ヨリ 華 城 一條 一一 付 テハ、 免 角 六 ケ敷甚 心痛 仕 候、 何卒 御 勘考 被 U 在 n 敷 

ャ ト 、岩 倉 卿 曰 ク 、以之 外 一一 被存 候、 旣 先帝 顧 命 ノ 次第 モ 被爲 在、 當 今確斷 ヲ以テ 被 仰 出 候 一 令 二 候ヲ、 鎩撫 ノ不行 

屈 ヲ以テ 被 曲 候 テハ、 所謂 朝 令夕改 ノ譯、 御 新政 ノ 今日 二 當リ、 必定 皇威 不振 ノ基ト 相 成 候、 大藏 大輔殿 一一 ハ、 诀死 

ヲ以テ 御受ニ モ被 及、 満朝感 伏、 必ス 成功 ノ奏ァ ラン 事ヲ 今日 迄モ 一 同欣慕 イタ シ候 次第 二 候、 然ル 二、 不存^ 御伺ト 

覺候 云々 ノ御答 -ー閉 ロノ 由、 頻 二 内訴百 端、 然ラ ハ 朝廷 斷然 御沙汰 ノ外無 ト御答 候處、 イタ シ方ナ シトノ 向 -ーテ 引 

取ノ 由、 

一 十五 日、 後藤 ョ リ岩倉 卿へ 、兩 事件 御 達 之 紙面 草稿、 容堂 直筆 一一 テ相認 候、 其 趣、 所領 之 €： ヲ御 用途 - 一年々 差 出 候^  W 仆 

云々、 此通 ナラテ ハ 迚モ鎭 撫行屆 不申候 間、 是非 此 通-一 テ 御沙汰 相 成 候 様、 若 御 採用 無 之 候ハ- 、 、歸國 御 暇 之 外 イタ シ方 

ナキ趣 ヲ以テ 奉 迫、 岩 倉 卿 御 答-一、 萬々 左様 一一 ハ參兼 候、 就テ容 堂お 憐ハ 、柱石 ト 御 侬賴思 食 候、 然ル 一一 御 採用 ナケレ 

ハ トテ、 歸國御 暇 ト申シ テ 天下 一一 面目 ァ ラハ、 勝手 一一 可 致、 早々 御 暇 可 被 下 候 ト御突 切 相 成 候處、 閉口- ン， テ 引取、 亦々 巾 

出 候 一一 ハ 、容堂 へ 申 聞 候處、 夫 一一 テ ハ 相 濟不申 候、 左様 ナラ ハ 、此通 奉 願 トテ、 大同小異 ノ 草稿 持 參 イタ シ、 是ヲ御 同意 二 

ハ 不被^ 候 得 共、 御 勘考 ノ段御 答 -ー 相成タ ル由。 

〇 長 門藩ヲ シテ、 仁 和 寺宮、 及 ヒ正親 町 公 董ノ衞 兵 ヲ出シ 、備 前藩ヲ シテ烏 丸 光德ノ 銜^ ヲ出 

サ シメ、 安蓺 j 藩 ノ仁和 寺宮、 及ヒ中 山忠能 ノ衞兵 ヲ罷メ  、山 階 宮ノ衞 兵 ヲ出サ シ ム。 §s 遞細 
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〇 德川慶 喜、 佛朗 西、 英吉利、 伊太利、 亞米利 加、 孛漏 生、 荷 蘭 公使 ヲ大坂 城 二 延見シ 、政 體更革 

ノ事ヲ 說キ、 各國 交際 ノ事、 仍自ラ 之 二任ス ルヲ 以テ、 盆 情誼 ヲ固 フセ ン コトヲ 陳ス。 

o 外務省 記 二 云、 十六 日、 黑 書院 御上 段 立 御、 各國 公使 一 同 出 座、 佛 公使 口上 振、 佛文讀 之、 

* 度 、口木 攻體大 一一 變革ス ル 場合 一一 至テ、 條約 濟各國 公使 共 申 述度旨 趣ハ、 是 マ テ 上様 勉勵 信義 ヲ以テ 、右 條約無 相違 被 

爲遂候 ヲ忝致 感服 候、 然ル 一一、 當時在 坂 之 各 公使 一一 於テ ハ 、現在 互 一一 政體ヲ 討論 ス ル事 一一 ハ 一 切 閼係無 \- 、只 望 ム所ハ 政 

體 堅固 一一 被 立、 國民歸 服 シ、 外國 へ對シ 信義 ヲ不失 之 事 二 候、 且又 本國之 事務 -ー 付、 引合 用 向 有 之 時 ハ、 レノ 政府へ 引 

合 へ キカ、 公然 之 吹 聽有之 候ハ當 然之條 ト^ 候、 侬之、 上様 一一 於テ ハ 、 ^之 兩條 諒察 被爲 在、 此 以後 何レ ノ 政府 へ 諸事 引 

合へ キヲ 、無 遲滯吹 聽被成 候 樣望之 候、 

譯文ヲ 伊賀 守 請 取 之、 讀了テ 上ル、 上意 举テ 上意 書、 

我 祖宗 東 照 公、 日本 國ノ 政體 ヲ立シ 事、 大綱 立チ、 萬 目 擧リ、 一 ー百餘 年、 上 天子 ョ リ下 庶 人 二 至ルマ テ、 其 德ヲ尊 ヒ、 

其 澤ニ浴 セサル モノ ナシ、 然ル 二、 宇內ノ 形勢 一 變シ、 外國ト 條約ヲ 結ヒシ 以来、 全 美 之 良法 モ虧欠 アル ヲ免 レス、 余繼 

統之始 ヨリ 此事ヲ 熟考 シテ、 京師 ト 協議 シ、 此法ヲ 改革 セン トス、 コ レ 他念 ァ ル 二 非ス、 偏 二 憂 國愛民 之 赤心 ヨリ、 余 

力 祖宗 以來傳 承 之攻權 ヲ擲チ 、廣ク 天下 ノ 諸侯 ヲ聚メ  、公議 ヲ 盡 シ 、輿論 ヲ採 リテ、 余國 政府 ノ 建 法變革 ラ定メ ント、 信 

約 ヲ以テ 朝廷 亍寄セ タリ、 此鴻 業ヲ成 サン 爲メ、 先帝 ヨリ 遣命ァ リテ、 幼す： ヲ抉 翼スル ノ攝政 殿^' ヲ始、 宮堂 上方 

數名、 余力 攻權 ヲ歸ス ル事ヲ 諾シ、 乍 去 諸侯 之 公議 相诀ス ル迄、 諸事 是迄 之通リ 政權ヲ 執行 フ へ シトノ 勅命 ナル 二 ョ 

リ、 專ラ其 會議ノ 期 ヲ待チ 、斷然 其 席 二 臨 マ ン トセ シ 一一、 豈料ラ ン ャ、 一 朝 數名之 諸侯、 兵仗 ヲ帶 シテ 禁門 一一 突入 シ、 

先帝 顧 命 之攝攻 殹下ヲ ハ シメ、 宮堂 上ヲ 放逐 シ、 先 朝 譴斥之 公卿 等ラ引 人テ代 ラシ メ、 最前 勅命- ヲ變シ 、公議 ヲ 


待タ ス 、將 軍職 ヲモ廢 止 スル事 一一 至 レリ、 余力 旗下 譜代 之 諸藩大 一一 憤激 シ、 日本 ノ 大法 ヲ壞リ 、皇國 民心 二  ^キ シ ^一 一 

罪 ヲ責メ  、兵 ラ擧ル ノ外他 ナシト 、日夜 余 二 迫 レリ、 然レ トモ、 最初 攻權ヲ 投歸セ シハ、 举竟 上下 \) 人心 ヲ 一 和ス ル^  メ 

ナ ル 二  、右 様ノ 過激 二 及フハ 素志 一一 ァ ラス、 假令 如何 ナ ル正理 ァリト モ、 余 ヨリ 亂階ラ 醯 ス^、 诀然^ ス 二 忍 サル所 ナリ、 

故 一一 余 此禍亂 ヲ避ン 力 爲メ、 一  ト先 下坂 一一 及ヒ シナリ 、然レ ト モ、 此事 他人 ヨリ 視ル 如キ 事情-一 ハ アラス、 余力 國ヲ S ヒ 

民 ヲ愛ス ル情 ヨリ、 彼 兇暴 之 所業 ヲ a ル 一一、 幼主ラ 挾？、 叙 慮 一一 扛シ、 私心 ヲ行ヒ 、萬 民 ヲ惱マ ス ハ^ル 一一 忍ヒ ス、 何 

分 國之爲 一一 辨論セ サルヲ 得ス、 萬 一 異見 之 向 ヲ モ 生ロ籬 シ 、 公議 輿議 ヲ II ヒ 、偏 二 我國 之隆治 チ祈ル 、是 祖宗 朿照 八ム愛 民 ノ 

除 IP 一一  农リ、 先帝 ノ遺志 ヲ繼ン ト欲シ 、天下 ト 同心 協力 シテ、 正理ヲ 貫キ、 事業 ヲ遂 ケ、 公議 ラ定メ ン ト希フ ノ 外他ナ 

シ、 就テハ 、余力 國ト 和親 ノ條 約ヲ 結ヒシ 各國ハ 、國^ ：ノ 事務 二 關係ス ル ニ及ハ ス、 都テ條 理ヲ妨 クル 事 ナキヲ 要ス、 余、 

旣ニ 條約ノ 筒條殘 ル所ナ ク履ミ 行 ヒシナ レハ、 猶此上 トモ 令 譽ヲ失 ハサ ル様、 各國之 利益 ヲ扶ケ 、追々 全 國之泶 論 ヲ 以 

テ、 我カ國 ノ政體 ヲ定ル マテ ハ 、條 約ラ 履ミ、 各國 ト約セ シ 諸件ヲ 一 々取 行ヒ、 始終 ノ 交際 ヲ全フ ス ル ハ 、余力 任-一 ァ ル 

事ナル ハ諒セ ラル へ シ、 

伊賀 守ョ リ佛 公使 へ 渡 之、 各 公使 へ 一 々上意^ ル、 御會釋 阿繭陀 公使 マ テ相濟 、御復 座、 上意 有 之、 

s 公使 一 

不相替 親睦 致シ度 候、 陸軍 之 儀 モ宜、 

英 公使へ、 

不相替 親睦 致 シ 度 候、 海軍 之 儀 モ 宜、 

伊太利 公使へ、 

初 テ面會 、大慶、 此末 共各國 公使 同様 宜、 

亞米利 加 公使へ、 

復 古 記 卷十 慶應 三年 十二お 十..； ハ u  |11〇 一 


復 古 記 卷十 慶應 一一 一年 十二 W 十六 日  一一 一 〇 二 

不相替 親睦 致 シ 度、 先頃 使節 差遣 シ候節 モ厚ク 世話 致シ吳 、大慶、 本 國攻府 へ 宜、 

孛漏生 公使へ、 

初 テ面會 、太 慶、 コ ンシュ ル勤候 節 ヨリ 名前 聞 及 ヒ 、今般 面會 満足、 其 國强國 ト相成 候 山、 

蘭 公使へ、 

舊來之 交誼、 此末 トモ 親睦 之 程、 開 陽丸モ 出来 形 大慶、 各國 公使 共、 別 - 一面 會致度 候 ハ 、 、^閒 之 節 面謁、 

一 同へ 御 會釋、 各國 公使 退座、 畢テ 入御、 

右畢テ 、於 殿上 間、 御茶 御菓子 被 下 之、 老中 若年 寄 出 座。 

〇 井伊 直憲ノ 家臣、 下野 別邑 旁近ノ 浪徒ヲ 俘獲ス ルヲ舊 慕府ニ 報ス、 大久保 敎義、 I 鮮っ MT 

摘 ゃ浪士 其邑ヲ 剽掠ス ルヲ 以テ、 一 橋 門 守兵 ヲ罷テ 、其 守ヲ 固フセ ント 請フ。 

井伊 掃 部 頭領 分野 州 安蘇 郡 佐 野 近 領新里 村、 出 流 村、 榍木 村、 皆 川 村 等 二 テ、 去ル 十一 一日、 關東御 取締 出 役、 賊徒 取締 有 之 由 

之處、 首 七 ッ 、生 柿 十 人、 佐 野 表 へ 相預候 段， 右 出役& ^鷲 郞 ヨリ 掛合有 之、 圈人差 置 候 旨、 且又 同日 ョ リ 領分 境 へ 掃 部 頭 役 

人 共 出張 取締 罷在、 胡 亂之考 召 柿 相 釓候處 、左 之 通、 

野 州 &乘村 安 左 衞門怦 

市太郎 

長 州 藩 井上 作 左 衞門怦 之 中 

井上 十郞 

越 後 無 宿 

吉 五 郞 


野 州粕尾 出^ 

齋藤泰 助 

元 野 州 堀 米 村 

^右 衞門 

右 ハ 、出 流 山 屯 集 之 賊徒 相 加 リ候趣 申立 候 二 付、 入牢 申 付 候處、 谧 谷鷲郞 ョ リ 今般 手配 之^  二 付、 引渡 候找巾 は、 彼 地 

役人 共 ョ リ申越 候閒， 懸合之 通 引渡 候 趣 申 付 越 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

井伊 掃 部 頭 内 

十二 ほ 十六 日  萩原 與總次 

〇 

私 領分 相 州 荻 野 山中 陣屋へ 、咋 十五 日 暮六ッ 時 頃、 浪人 體之者 五六 十 人 程、 何レ モ鐵砲 等 所持、 陣 a 之 口々 へ 向ヒ致 砲發候 

二 付、 夫々 手配 仕 候 內 、長 星 向七楝 程、 砲火-一 テ燒失 仕、 右 浪人 體之 徒、 陴 屋近邊 -ー屯 集 仕 候 趣、 此上 如何様 之 可及亂 妨哉モ 

難 計 御 坐 候 間、 不取敢 人 數差出 申 候、 然處、 今 曉六時 頃、 近 村 同 州 川 人 村 へ 立 去 候 由 -ー ハ 御 坐 候 得 共、 未 領内 所々 徘徊 仕： 

候 趣、 猶又 領分 役人 共ョ リ申越 候 間、 追々 人 數繰出 シ申度 奉存候 へ 共、 當時 一 橋 御 門番 中 * 非常 御警衞 之 侬、 少人數 -ー 付不 

行 届 -ー テ ハ 恐 入 奉お 候 間、 右 御 門番 御免被 成 下 候 様 仕度、 尤御當 地 萬 一 非常 之 節 ハ 、 殘人數 召 連、 盡カ仕 候 心 は -1 御，^、 

此段奉 願 候、 以上。 

4 '二月 十六 日  大久保 出 雲 寺 

-  坤儀 本正錄 

十七 日、 加 藤 明 實ノ泉 涌 寺 守衞ヲ 罷メ、 復タ內 侍 所 ヲ衞セ シ厶 G 

復古 記 卷十 慶應 =1 年 十二  H: 十七 日  三 〇| 一一 


g 古記 卷十 慶應 三年 十二お 十七 日  一一 一 o 四 

加 藤 能 登 守 

泉 出御 守衞被 免、 €： 侍 所 非常 守衞之 儀、 永々 被 仰 付 候、 右ハ 格別 之 御 場所柄 二 付、 一際 厳重 取締 可 有 之、 被 仰 出 候 事、 

伹、 平常 人 數不及 差 出 候 事。 き^細 

〇gl- 刀 茂 承、 鷲 尾 隆聚、 高野山 ニ據ル ノ狀ヲ 稟ス、 批シテ 、其 朝 旨 一一 出ル ヲ論ス 

鷲 尾侍| ト稱シ 、百 人餘 高野山 へ 罷越 候 筋 ヨリ、 別紙 i^;^ 之 通リ、 國許 役人 共 へ 中 來リ候 f ハ、 從^ 公卿 方國 W 

卸 通行 等 之 節 ハ 、爲 指御條 一一 無 御座 候テ モ、 在京 役人 共 へ 御 通達 御 坐 候處、 此度 ハ 御 同家 執事 中 ョ リ 之 文通 之 俄 -ー 付、^ 成 

之 人，：. 一一 モ ぬ句- リ、 且十津 川 鄉中鎭 撫方之 倦 ハ 、咋年 厚 御沙汰 之 係 モ御坐 候、 旁、 彼^ 心配 仕 候 間、 右 御 趣^ 之 程 奉伺 候 

漦申 越^ 之 旨、 否 早々 被 仰 聞 候 様 仕度 奉伺 上 候、 以上。 

紀 伊中 納 言 家 老 

十二月 十七 日  戶 E 金 左衞門 

〇 批紙 

55- 之 tffi ーリ 蒺、 

旦、 被 仰 付 候 御沙汰 之 旨 モ有之 候 間、 其 分 可 心得、 尤輕擧 暴動 等 之 儀、 诀テ無 之 箸 候 事。 ^家 記 

〇 長 門 藩士  、 兑兵寡 少 ヲ 以 テ、 仁 和 寺 宮、 及 ヒ正親 町 公董ノ 衞兵、 後軍 ノ至 ルヲ竣 タント 請 フ 、 

乃チ中 川久昭 |鏍|§刚驛盒 ヲ シテ公 董ノ衞 兵 ヲ出サ シム or 利久 &1 

〇 長 門 藩士  、竊 二 時務 條議ヲ 總裁熾 仁 親王 -ー 上ル。 

一 德 府下 坂致矣 ハ 、實 一一 彼 之 上策 一一 シ テ 、進退 一一 窮 シ 、又 ハ 下 之鎭撫 一一 困 リ候譯 一一 ハ 诀テ無 之、 浪華 ラ根 據ト シ 、兵 庫、 


西 ノ宮等 之 地 ヲ占メ  、軍艦 ヲ以テ 海路 ヲ絕候 時 ハ 、京師 數萬之 生靈、 不 H 一一  飢谒 二 可 及 ハ 必然 一一 御座 候、 ず：：  一 ^策 不被行 

候 テモ、 海路 ョ リ東 下、 關 東へ 釗據ス ル時ハ 、所謂 虎ヲ 野- 一 放 ッノ勢 一一 テ、 是又 如何 ト モ致方 無 之、 今 = 之 勢、 彼 之 利 二 シ 

テ、 京地 之 不利、 眼前 二 有 之 候 事、 

但、. 2： 府 -ー 於テ 、ノ  、屹度 復古 之實 行可顯 存念 一一 テモ、 親 藩 之 者、 诀テ折 合不. &、 何 レー 大戰ニ 不及テ ハ 、良 诚御囘 復之御 

目途 ハ相立 申 間 敷 候、 

一 京地 ハ 狹隘 一一 シ テ 、多人数 繰 込候テ モ 不成用 候 一一 付、 第 一 、山 崎、 八幡、 宇治、 大津、 其 外 之 入口 へ 厳重 一一 御 堅 メ 差出サ レ 、 

縱 ヒ 少人數 -1 テモ 、兵器 ラ携へ 入京 之 輩 、ノ  、先以 朝廷 へ 届出、 御 許容 之 上、 入京 被 差 免 度^.、 

但、 四方 御 堅 メ嚴重 被 仰 付候テ モ 、會、 桑 其 外 親 藩、 京師 一一 居候 テ ハ 其 詮無 之 事 -1 付、 早々 引 拂候様 沙汰 有 之 度 事、 

一 德川 5： 府之 大政 -ー 與ルト K ロト ハ 暫差 置、 先 級 ヲ降リ 、諸侯 之 列-一 被 加、 削 封 等 之實効 御責有 之、 會、 桑 之 輩、 速-一 歸 國謹愼 

御沙汰 相 待 候 様、 尾、 越兩公 へ 御 督責有 1\ 一度 候 事、 

一 諸 藩 參與之 €： 一一  ハ、 是迄之 慕議ヲ 補助 シ、 朝議 不服 之 族モ有 之、 { 莨-一玉 石 混淆 之 様-一 被 相 伺候-一 付 、三人-一 限 ラス、 一 人 

二 テ モ 至當之 人才 御 精選 之 上 モ 、御 精選 有 之 度 事、 

1 京師 ハ 四方 狭隘 之 地形、 格別 要害 トテ モ無 之、 況ャ、 方今 ノ如ク 輦下用 武之巷 ト相成 候 様 二 テハ、 至尊 御 安座 可 被^ 

在 御 場所 一一 テ モ有之 間 敷 候、 旁、 非常 之 御 沿革 ヲ幸 じ 、伏 見 桃 山 へ 御 遷都、 .3: 裏 御 造 營之御 胸^ 被 爲立度 候 事、 

一外 國へ速 -ー 被 就 御手、 改テ 王政復古 之 御 布告 被 爲在度 候 事、 

一 乍 恐、 公卿 方 固陋 之 御 見識 ラ破リ 、尙 朝廷 繁冗之 御 格式 等、 追々 御 改正 被 爲在度 候 事。 §ss 

〇 指 華 入京 日 載 M 云、 品 川 世 良、 帥宫 へ 參殿、 氣付、 別紙 ノ通申 上 候。 

〇 鷲 尾 隆聚、 書 ヲ植村 家 保、 及ヒ 五條 狱、 代官 中 村 某麵鳴 -ー 遺リ、 內旨ヲ 奉 シテ、 兵士 ヲ 糾合 ス ル 

復古 記 卷十 慶應 一一 一年 十二月 十七： W  三 0K 


t 古 K 卷十 慶應 三年 十 


i ハ 


づ 1 ス o 高野山 出張 概略 


植 村 家 壶 家 記 

〇 本書、 皆、 德川茂 承 一一 贈 ル者ト 同シ、 故 一一 之 ヲ略ス 、但シ 、第 十二 行 、候-一 付ノ 下、 列藩 ノ 有志 モ隨テ 雪集ヲ 爲シノ 十三 

字 ヲ加フ 、又 家 壺家記 一一 副書 ァリ、 左ノ 如シ。  ー 

今般、 王政復古 被 仰 出 候 ニ付テ ハ 、昌平 驕慢 之舊習 二 滯泥シ 、君臣 之 大義 ヲ取 失ヒ、 反逆 之 徒 有さ モ難 測、 依 之、 鷲 尾 殿、 

撫降討 逆 之 重キ 御沙汰 ヲ被爲 蒙、 高野山へ 御 出張 一一 相 成、 天下 之 動 靜ヲ被 爲測候 事 一一 候、 萬 一 、. 賊徒 夷戎ト 睦ヒ、 朝 命 

違背 候 節 ハ 、 一 藩擧テ ^ク 奸賊 ヲ 征伐 シ、 上ハ 奉安 宸襟、 下 ハ 萬 民 塗炭 之 苦 ヲ救ヒ 候 様 致 度 申入 候 事。 

〇 復書  ー 

今般、 從 天朝 王 復古 之 大號令 被 仰 出 條-ー 付 テハ、 近 來驕授 管 見 之 輩、 如何 成輕擧 一一 及ヒ、 朝廷 ヲ奉危 候モ難 被爲視 

深 被爲惱 宸衷 候テ、 鷲 尾 殿、 重キ 御沙汰 ラ被爲 蒙、 高野山 へ 被 遊 御 出張 候 二 付、 有志 之 t 、隨テ 雲集、 不虞 之備 厳重 二 被 

整、 且十津 川 擧鄹へ モ御 同様 重キ 御沙汰 被爲下 候-一 付、 多 人 數應シ 奉 リ御守 衞申上 候-一 付、 鷲 尾 殿 被 爲統候 兵 t 一一 於テ 

ハ 、千 戈ヲ 妄動 シ、 人民 ヲ令惱 亂候儀 毫モ無 之 候 間、 诀テ驚 動 仕 間 敷 樣御申 譫可有 御 坐 旨、 別段 被 仰 出 候 問、 拜承 被 

仰 越 委細 奉畏 候、 右 御請 爲可申 上 如 斯御坐 候、 以上。 

植村駿 河 守 内 

十二月 二十 一日  中 谷 榮ニ郞 

林 傳八郞 

w 藤 伊織 

lisi--^ffl.uH 高野山 出張 概界 

鷲 尾 殿絮事 ffl. 中 桩 村家壶 家 記 


〇 舊慕府 、譜第 諸 藩 一一 令シ 、江戸 私邸 ノ旁 近ヲ U 邏 シ、 以テ 劫盗 ニ備フ 


市中 强盜 暴行 致 候-一 付、 銘々 星 敷 最寄七 八 町ヲ持 場-! 相定、 晝夜 巡邏 候 様 可 被 致 候、 廻リ場 相定候 上ハ、 其^ 御 H 付へ W 被 

相屆 候、 尤 非常 之節ハ 、兼 テ相達 置 候 場所 へ 、人數 集合 候 様 可 被 致 候。 轉 I 


復 古記 卷十終 


總括兼 袋修 

1 等 修撰 

校 勘 

一 等 修撰 

一 等協修 


長 

長 


公 

も 


星 恒 


之 


1 等 書記 

寫 

一等 繕寫生 

一等 繕寫生 


臣 ， 

E 小 


^ 孝 


川 長 

ひ1 


春 
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〇 十一 一月 

十八 日、 大政 復古 ヲ外國 ニ報ス ルノ擬 案、 及ヒ 人才 ヲ擧ケ 革 政所 ヲ設ク ル等 ノ事ヲ 議ス。 

&用之 儀 候 間、 今 十八 日 午刻 參 朝 可 有 之 事。  . 

二月 十 飞 日  參  ま 

尾 張大納 言 殿 各 逝 

越前大 藏大輔 殴 

追テ 、今日 參 朝 之 上、 御 評定 之倐 一一 テ ハ 候 得 共、 外國 事件 急務 二 付、 旁、 先爲 參考、 御用 向廉々 荒增 書取、 別紙 一 帖爲 見 

被 下 候 事。 

別紙、 

外國 事件、 

一 外國掛 

三條 前中納 言 

松平大 藏大輔 S 家 來之内 一 人 

土 藩 

後藤 象ニ郞 


復 古 記 卷 十一 慶應 三年 十二  H: 十八 日  一一 一 〇 八 

古記 卷 十一.  _ 

慶應 三年 丁卬 十一 一月 卜 八 曰 - 一起 リー 一十 曰 - 一至 ル 


薩 藩 

岩 下 佐 次 右衞門 

卽今 之處、 右 之 通 被 仰 出 候 思 召 二 付、 先 御内 意 御下問 候 間 * 見込 之 趣 早々 可 有 言上 候 事 C 

〇 外國掛 人名 中、 三條前 中納言 ハ 大納言 ノ 誤-一 シテ、 正 親 町 三條實 愛ヲ 指スナ リ、 是時、 三條震 、ノ 未タ京 二 還ラ ス 、 慶 

明 雜錄大 久保利 通 書 柬ュ、 廿日、 外國御 布令 一條 御 決定、 議定 職、 外 國掛、 正 三 卿 云々 トァ ルヲ以 テ證ス へ シ、 其 正 親町ノ 

字ヲ 去ルハ 、蓋 當時ノ 惯習ニ シテ、 猶柳原 氏 大納言 タ レ ハ 、日 野 大納言 ト署ス ルカ 如シ。 

〇 

海外 各國へ 御變革 布告 一 紙、 薩 藩 ヨリ 差 出 分、 

朕ハ 大日 本 天皇-一 シテ、 同盟 列藩 ノ主 タリ、 此誥 ヲ承ク へ キ 諸外國 帝王 ト、 其 臣民 一一 對シ、 祝辭ヲ 宣フ、 朕、 將軍ノ 權ヲ朕 一一 

歸 サン コトヲ 許可 シ、 列藩 會議ラ 興シ、 汝- ー告ル コ ト左ノ 如シ、 

第 一 、朕、 國政ヲ 委任 セ ル將 軍職 ヲ廢ス ルナ リ、 

第二、 大日 本ノ總 政治 ハ 、内外 ノ 事共 -ー、 皆 同盟 列藩 ノ會議 ヲ經テ 、後 有司 ノ奏ス ル所ヲ 以テ、 朕 之 ヲ诀ス へ シ、 

第三、 條約ハ 大君 ノ名 ヲ以テ 結フト 雖モ、 以後 朕 力 名-一 換フ へ シ、 是カ爲 二 朕 力 有司 二 命シ、 外國ノ 有司 ト應 接セ シ メン、 

其 未定 ノ間ハ 、舊ト ノ條約 ニ從フ へ シ、 

右薩州 布告 一 紙-一 付 朝議 ノ 一 紙、 

大日 本國太 攻宫、 海外 各國 ノ 公使 等 一一 移ス、 天子、 諸外國 帝王 ト 、其 臣民 -ー 對 シ 、祝 辭ラ宣 フ 、天子、 &帥 有司 ト詢リ 、汝 二 

告ルコ ト如 左、 

第 一 、往年、 國攻ヲ 委任 セ ル將 軍ノ職 ヲ廢ス ルナ リ、 

第一 一、 大；！ n 木ノ總 政治 ハ、 內外ノ 事共 二、 皆&帥 有司 ノ會議 ヲ盡シ 、奏ス ル處ヲ 以テ、 天子 之 ヲ诀ス へ シ、 

復古 記 卷 十一 慶應ー 1ー 年 十二月 十八 日  一ー一〇 九 


復 古 m 卷 十一 慶應 三年 十二月 十八 日  一一 一一 0 

第三、 條約ハ 大节ノ 名ヲ以 テ结フ ト雖モ 、以後 太 政宫ニ 換フ へ シ、 是カ爲 二 有司 - 一命 シ、 外國ノ 有司 ト應 接セ シメ ン、 其 矛 

定ノ 間ハ、 舊ノ條 約 ニ從フ へ シ C 

右、 從 朝廷 外 夷 御 應接初 之 儀、 實以不 容易 大事 件 二 付、 宜ク 熟考 ヲ被遂 、參 朝 之 上、 見込 之 旨 言上 可 有 之 事。 

御 任 選 御沙汰-一 付言 上 之， M、 

列 藩 


諸 藩 


公 

も 


平 

田 


右 

1ー 一一 口 


京 


守 

守 


松 

長 


平 閑 

達 伊豫 

坂淡路 

岡 良 之 


叟 

守 


K 

1フ. 

大 


井 

久 


玄蕃頭 


太 


戶 田 


西 


大 

安 


房 


守 

萬 


高 

桂 


松 帶 

崎 左 

右 % 


刀 

京 

P 


高 

五 


弋 


兵 

才 


右、 土 州參與 其 外、 彼是 同意 -ー 付 差 出 候寫、 

覺、 


巴 ゑ 

月 , で 


三 


大. 垣 


長 

桂 小 五 

ま ^» 


木 

せ 


井 平 四 

岡 八 

時 攝 

原 仁 にハ 

戶 準 一 

肥 謙 

野 權 六 


さ 一一 


魔 古記 卷 十一 慶應 三年 十二 H 十八 U 


平 山 圖書頭 

火 久保越 中 守 


安 

守 


^ 古 記 卷 十一 慶應 一一 一年 十二  H 十八 は 


II  一 一 二 


松帶刀 


長 


三 


ゆ 


八 


7-  6; 


右、 立 花^: 十 時攝津 言上 之寫、 

前文 之 人 體參與 二 被 召 加 候 思 召 二 候 得 共、 猶 議定、 各藩、 且下 參與之 輩、 遂 評定 所存 之 趣、 無 忌憚 可爲言 上 之^、 

革 攻所御 取 建 之 事、 

お、 取 建 之. 條 ハ 大 急務 ト 思 召 候 一一 付、 不取敢 、土 藩 福 岡 藤 次 取調 方 被 仰 付 候、 尤總督 公卿 二 テ 一 人、 猶又宫 家 之. M 一一  テ 

モ a 込 之 人體候 ハ 、 、可 被 差加侥 一一 テ ハ 候 得 共、 各藩 一一 モ其ス 選 擧可有 之 候、 但、 尾 藩 丹 羽 淳太郞 言上 之處、 

三代 之禮經 -1 明ナル 者， 灭  安 巾 S 平 

下 獨歩共 可 稱樣- 一 奉 存攸， 

尾 藩 

皇朝 律令 -ー 多年 刻苦  植松も 左衞門 

仕 候 者-一 付 上 置 候、  ネ f  •  f 

尾 藩 神主 

神^ 内 藏介 

前條 如何 可 有 M 、尙又 右 事件 ハ 別段 之絛 -ー テ、 可遂 衆議 事 ハ 勿論 候 得 共、 大略 之處 ハ 、總督 以下 其 人 -ー 御 委任 之 方 可然哉 見 

込 之 旨、 言上 可 有 之 候 事、 

市中 取締 方 之 事、 


忪加龜 
浦 藤 井 
肥 能 隱 
m 登 岐 
守 守 守 

植 小 加 
村 出 藤 
駿 ^ 遠 
勢 江 


是迄 町奉行 所 -ー テ取計 向 之 儀、 爲替當 分 之處、 不取 敢兼テ 山城 國中 取締 被 仰 付 置 候 木 多 主膀. 正、 靑 出.^ 京 太夫. 、松 平^ 

頭 等、 市中 御 取締 被 仰 付 候、 尙又 市中 見廻 之 儀、 

守 

守 

右、 六 藩 へ 被 仰 付 候、 然處、 御 變革御 混 雜之虛 -1 乘シ 、惡徒 潢行之 聞 モ有之 候 -! 付、 加州、 土 州、 踡州、 中 川 等 へ 、 洛中 洛外 

退 邏之條 被 仰 付 候、 

右、 京 兆 之 尹 之 儀-一 付テ ハ 、追々 御 取調 御 取 建 之 儀 モ可有 之 候 共、 民 命 之 係 ル處、 一 日モ 不可 忽之 大事-一 付、 卽 時^ 條之通 

候、 且三藩 之 外、 尾 藩 田 宫如雪 其餘總 取締 方 被 仰 付 候、 尤總督 公卿 -ー テ 一 人、 尙又官 家 之 向 -ー テ モ a 込 之 人體候 ハ、、 W 

被 差 加 儀 一一 テ ハ 候 得 共、 各藩 -ー モ其 人選 擧可有 之 候、 但、 右 事件 ハ 別段 -ー テ、 可遂 衆議 事 ハ 勿論 候 得廿 r 大略 之處 ハ 、總 督以 

下 其 人 -ー 御 委任 之 方可然 哉、 ^込 旨 言上 可 有 之 事、 

太政官 代 之 事、 、事 

卽今 之處、 施藥院 |ii 被 借 召 候 御評诀 二 候、 三 雲 儀 御請 之 事 二 ハ 候 得 共、 元 德川家 支配 之 儀 -ー 付、 ー應、 一 一條 在留 重役 へ 御 

尊 問 可 有 之 方 候 哉、 尙又 見込 之條 モ 言上 可 有 之 候 事。 ImfAl 家お 

Tft^  一一-一  n 

〇 德川慶 勝答議 

御 書面 之 趣奉拜 承、 夫々 勘辨仕 候處、 海外 各國 へ 御 布告 之 御 書面 ハ 、初 ケ條之 方可然 奉^ 候、 其餘之 條々 ハ 異^: 之 品 無 御 鬼 

候、 其 內 藩 中 E 宮如雪 事 參與被 仰 付、 市中 總御 取締 之 儀、 厚 心得 相 勤 候 様 御 達 御座 候付テ ハ 、右 之 趣、 本 多 主膦正 始 三^、 

且 見廻 之 六 藩、 竝 巡邏 之 向々 へ モ、 從 朝廷 御沙汰 被 成 下 候 様 仕度 奉存 候、 依 之、 謹テ 御請 奉 申 上 候" 

十二月  大納言 慶勝上 

役 古 記 卷 十一 慶應 三年 十二月 十八 日  1111=1 


復 古 記 卷 十一 慶應 S 年 十二月 十八 日  三 

德川義 宜家記 

〇 淺野長 勳答議 

一 人 巽. 1\ー^ ハ 、悉 心得 居候 係 二 尸 無 御座 候 得 共、 諸藩ョ リ モ銘々 見込 ヲ以申 上 候 儀 一一 モ候得 ハ 、 其 主人 主人 へ 御沙汰 被 

爲在、 速 -ー 御 呼 出被爲 在 度 儀 ト奉存 候、 

一 外國御 布告 之 儀、 御 一 紙 得 ト拜見 仕、 御 尤至械 之 御 儀 -ー御 坐 候 得 共、 外國 事情 二 疎キ儀 -ー御 坐 候 間、 是非 得失、 何共 見込 

之 儀 モ無御 坐 候 得 共、 御大 事件 之 儀 -ー モ御坐 候 得 ハ 、其 事情 一一 通達 之 者 へ 御椎 問被爲 在、 御 決議 相 成 度 儀 ト奉存 候。 

淺野長 動 家 記 

o 大久保 利 通 書翰 二 云 、十六お 0、 ハ 日、 外國御 布令 一 條御 評議 有 之、 此方 ョ リ 草稿 差 出 候、 龍 著 モ^フ X 御 一布^ i 取 |\シ、 

iivle ョァ  1^ 上 皿^^ モ、 參與 一 同異 論 無 之ト ノ事 一一 テ、 岩 下 佐 次右衞 門、 後藤 象 二 郞ト外 國掛迄 モ被仰 付 候、 四 藩 議定 職 へ 別 ほ 

御下問 モ被爲 在 候處、 異存 不被在 トノ御 答 -ー相 成 候 由。  . 

〇 答議、 尾、 藝ノ 外見 ル所 ナシ、 下問 ハ土モ 亦 一 様ナ リシ コト、 二十日、 速署 ヲ辭ス ルノ書 ヲ以テ 見ル へ シ、 外 國報吿 文案 

ハ、 有栖川 宮家 記、 十九 日 二 收メ、 加 藤 明實家 記ハ、 前ノ 一  通 ノミヲ 錄シテ 、二十 一 日 二 收ム、 蓋 漸次 二 下問 アリシ ナルへ 

シ。 

〇 諸侯-一 申 令 シテ、 速-一朝 集セ シム" 

第 一 新變革 -ー 付テ ハ 、 御下問 之 義被爲 在 候 二 付、 迅速 上京 可 有 之、 更被 仰 出 候 事、 

但、 兼 テ去十 一 月 中、 登 京 之 儀 御沙汰 モ有之 候 故、 旁 速 -ー 上京 可 有 之、 若所勞 之人體 モ候ハ 、 、 爲 名代 重職 之 者 可 差 出 

0fa 池 田 章 政 家 記 

0^ 藤 堂 高 邦家 記 

〇 演說書 

是迄 之專奏 ョ リ 被 相 達 候 上京、 拉 名代 等 有 之 候 得 共、 此度、 御 變革御 一 新 -ー 付、 更被 召 候 問、 以^ 之 屆有之 分 モ 取調 可 差 


J^fc 池 田 章 政 家 記 

H 候 事 靑山 忠誠 家 記 

〇 市中 取締 三 藩 一一 論シ、 意見 ァ レ ハ 、之ヲ 管掌 ノ參舆 二 陳シ、 兇徒 横行 制 シ難ヰ 者 ハ 、 巡邏 諸 

，ノ 應援 ヲ請ハ シム、 又 都下 ニ吿論 シテ、 民情 ヲ綏 撫シ、 公卿 諸侯 ノ 家臣 二 令 シテ、 下民 ノ請 

托 ヲ受ル コ ト勿ラ シ厶。 

〇 市中 取締 三 藩へ 達 書 

御大 政 御 一 新 之 折 柄、 萬 事 手 拔無之 様氣ヲ 張、 夫々 心 附候儀 ハ 、懸リ 參與職 へ 申出、 右 職 之 意 兒ヲ^ 取 計 可 巾 事。 

竊^、 其 外 普通 之 惡黨追 柿 ，ー 付 候傻、 常々 三 藩 一一 テ手張 候 事件 出 來之節 ハ 、諸 藩 巡邏 之 共 二 テ 加勢 取 計 可 巾^。 

〇 京都市 中 へ 吿讒書 

き .us 府頓之 通 被 閬食、 於 朝廷 萬 機 御 一 新 被 遊 候 一一 付テ ハ 、天下 之民ヲ シ テ、 各 其 家業 ヲ安セ シメ、 俱 一一 憂樂 ヲ同セ ン 

コトヲ 第一 トシ テ、 是迄之 御 制度， 民 之 疾苦 ナラ サ ル儀ハ 、其 儘 被 差 置 候 間、 此段 奉^ 承、 銘々 其 職業 相拗 W 巾 候、^ 迄 人心 

動 搖之砌 、世上 1ンー 流言 モ 不少候 間、 以後 ハ 心配 之 事共 承 リ込候 ハ ゝ 、無 差扣 支配 役所 へ 可 伺 出 候、 且惡^ 共 市. E. 徘徊、 障碍 

モ 有\ 一 候處、 防禦 之 御手 當 モ 、諸 大名 へ 御 指禪有 之閒、 旁以 安堵 可 致 候 事。 

〇 公卿 諸侯 家臣へ 達 書 

町人 共 公事 訴訟、 其 外 何事 一一 ョ ラス、 支配 筋 ヲサシ 置、 官家、 武家 之 家來筋 等へ 内訴 歎願 イタ シ候者 有 之 候 節、 一 切 取合 不 

巾、 支配 へ 中 出 候 之 様、 急 度 可 導 遣 事。 3^1n 

o 三 岡 公正 11^ ヲ徵士 參與ト 爲ス。  -.  \ 

復 古記 卷 十一 慶應 三年 十二月 十八 H  三 一 五 


復古 記 卷 十一 慶應 三年 十二月 十八 日  一一 二 六 

三 岡八郞 

徵ナ參 與職被 仰 付 候 事、 

但、 任満歸 藩之絛 一一 テ 、ノ 候 得 共、 期限 之 儀 ハ 、追 テ御治 定之上 御沙^ 之 事。 g^-g 

〇 是 ヨリ 先、 藩士  ノ參 與タ ル モノ、 名ハ 朝官タ レ ト モ、 其實ハ 居然 タ ル 藩士 ナリ、 公正^ 龐ノ. 2： 旨ァ ル ニ及ン テ、 朝士、 藩 

士  ノ別ヲ 請 問 ス 、是 二 於テ、 始 テ徵士  ノ目 ァリト 、此 事春嶽 私記  一一 a ュ 、災後 重 編 私記 中、 之ヲ 佚ス。 

〇 凡ソ 藩士  ノ 參與 二 任スル モノ  、皆 徵士 ト稱ス 、後 之ヲ略 ス 。 - 

〇 再 ヒ島津 久光ヲ 召シ、 又 長 岡 護美、 ggsi 右，^ 桂 久武、 lis 、木戸 孝 允、 all や 土肥實 匡、 麵 

船嚿小 原忠寛 S 髓やヲ 徵ス。 

島 津大隅 守 

御 一 新 御變革 二 付テ ハ 、從 來、 钗盧遂 奉 之 次第 モ有 之、 旁以 御下問 之 儀被爲 在 候閒、 早々 上京 可 有 之、 更被 仰 出 候 事， 

但、 應 召、 修理 大夫モ 早速 上京 二 ハ候得 共、 尙又思 召 之 旨モ有 之、 本文 之 通 御沙汰 候 事) . 

〇 

長 閊良之 助 

今般、 御 改政御 一 新-一 付、 廣ク 天下 ノ 人才 御 登用 被爲在 候、 其方 兼々 被 聞 食 候 儀 有 之 候 間、 早々 登 京 可 致 御沙汰 候 事。 

細 川 護久 家 記 

〇 島 津茂久 以下 四 家へ 達 書 

各 通^ 右衞門 

尘 、 -ヒ G 木戸 準 一 

^ パ A  g 郎舊名 


土 肥謙藏 

小 原 ニ兵衞 

今般、 無 偏無黨 公平 之 御 處置ヲ 以テ、 與 天下 更始 被 遊 候 付、 人才 御 撰 擧之筋 ラ以、 兼テ達 叙 聞 候翬ラ 博ク御 ほお 被^ 在 候 

二 付、 其 藩、 右人 體御 登用 被爲遊 候 間、 早々 登 京 致 候 樣可申 付、 旨 御沙汰 候 事。 

トニ  3  4 '人 r 島津 忠羲以 

十二月 H  - ノ日 下 四 家家 記  . 

〇 加賀、 薩摩、 土 佐、 岡 四 藩 ノ兵ヲ シ テ 市中 ヲ 巡邏 セ シメ、 シブ、 菌 摩藩ヲ シ テ仁和 寺 宮ノ衞 

兵ヲ 增シ、 備 前藩ヲ シテ中 山忠能 ノ衞兵 ヲ出サ シム。 flfs 

各 通 加  州 

薩  州 

土  州 

中 川 修现大 夫 

頃日、 御 變革御 混 雜ノ虛 一一 乘シ 、悪徒 撗行ノ 聞 H 有 之 候 一一 付、 洛中 洛外 巡邏 ノ儀、 被 仰 付 候 事、 

但， 是迄、 町奉行 取 計 向 ノ 儀、 爲替當 分 ノ所、 不取敢 、兼テ 山城 ノ國中 取締 被 仰 付 置 候 木 多 主 膳 正、 靑山左 京 火夫、 松： 牛 21 

書 頭 へ 市中 取締 被 仰 付 候、 尙叉、 市中 見廻 ノ儀、 龜 井隱岐 守、 加 藤 遠 江 守、 加 藤 能 登 守、 小出^ 勢 守、 松^ 肥 前 守、 植村駿 

河 守、 六 藩へ 被 仰 付 置 候 得 共、 尙叉薩 州、 上 州、 中 川 等へ 洛中 洛外 見廻 リ被 仰 付 候 間、 此. 1^3 心^. m. 達 候お： 

前 sis 寧 以 

下 一 一一 家家 記 

〇 但 、書中、 藩 名 互 二 用フ。 

〇 松平容 保、 松 平定 敬、 猶大坂 一一 留リ、 又 兵ヲ出 シテ、 北上 ス ル ノ報 ァリ、 是 R 、德 川慶 勝、 松 平 

復古 記 卷 十一 慶應 一一 一年 十二  H 十八 日  三 一七 


復 古 記 卷 十一 慶應 一一 一年 十二月 十八 日  三 一八 

慶永 二 命シ 、容 保、 定敬ヲ シテ速 二 藩 一一 就 シム。 

尾  越 へ 

德川内 府下 坂 以後、 鎭撫方 之 儀 被 命 置 候處、 會、 桑 于今滯 坂、 此頃、 山 崎 邊人數 繰 出 シ候哉 之 聞 有 之、 人心 動搖、 萬 一 年若 

之 徒、 無 故發事 候テハ 甚不宜 候閒、 會， 桑 二 藩、 早々 歸國可 取 計、 急 度 可有盡 力、 更 御沙汰 候 事。 llf^l- 

〇^ 大久保 利 通 書翰 二 云、 德川氏 下坂 后、 鎭撫之 儀 ハ 扠置、 直 様 伏 見 へ 新撰 組、 竝 歩兵 千人餘 繰出シ 、 奉行所 へ 入 込 ミ撗行 

イタ シ、 町中 苦情 甚敷、 四 藩 へ 巡邏 ヲ被 命、 直 様 御 固 人 數被差 出、 長 モ 同斷、 然處， 德川氏 兵士 ハ 奉行所 へ相搆 へ、 一人 モ外 

出不 致、 此方 人數ハ 所々 宿陴ニ テ、 對陴 ノ形ト ナル、 

一 淀 城内へ 戶川 伊豆守 一 番 一 聯隊 千 一 一 百 人、 町 宿陣、 或 ハ 寺陣、 

一橋 本へ 銃 兵 三百 人位、 大砲 三 四 挺、 

但、 西融 寺、 外 一 ーケ 寺へ 百 五十人 位ッ 、 、卜 八日 夕方 繰 込ム、 

一 西 之宫へ 歩兵 五 百 人位、 

一 ^庫へ 若 州 勢 千 人位、 

右 之 通、 處 々 分配 シ 、殊 一一 京師 近邊 迄、 戎兵 ヲ 繰 出 候 儀、 絕 言語 候 次第 也、 

但、 必定 鎭撫不 相 調 形 ヲ見セ 、且ハ 兵威 ヲ 示シ、 壓倒セ ン ト ノ意 二 出 ルナ ラン。 

〇 井伊 直憲、 假ヲ 賜ヒ藩 二 歸リ、 老臣 ヲ シ テ 代ラ シ メ ン ト請フ 、許サ ス 、論 シ テ 、病ヲ 京師 二 養 

ハ シ ム 、藤 堂高猷 ノ 老臣、 其 子 高潔 ノ爲ー ス再ヒ 歸藩ヲ 請フ。 

私儀、 病氣 二 付、 歸邑 養生 之 御 暇 奉 願 置 候 得 共、 家老 共 上京 爲致置 候閒、 相 常 之 御用 被 仰 付候樣 仕度 奉 願 候、 以上。 

十二月 十七 日  井伊 掃 部 頭 


〇 本 B 批紙 

思 召 之 旨 モ有之 候 問、 精々 加 保養、 今 暫滯京 有 之 様 御沙汰 候 事。 J&S 

〇 

大 學頭侬 

痛氣 -ー 付、 一 先歸國 養生； H 度 旨、 過日 奉 願 候處、 右 差 圖モ無 之內、 再 願 仕 候 段 奉 恐 入 候 得 共、 咋今 何分 相勝不 S- 候 -ー 付、 此上 

柑募不 申 候 内、 歸國 養生 爲 仕度、 何卒 速 -ー 御 暇 被 下 置 候 様、 於私モ 偏-一 奉 願 上 候、 以上。 

藤 堂 和 泉 守 家 來 

十二  s: 十八 日  >  藤 堂歸雲 

藤 堂 高潔 家お 

〇 巡邏 六 藩、 其 分轄 區域 ヲ 定メ、 且其 措置 ノ目ヲ 稟ス。 

覺、 

龜井 隱岐守 植村駿 河 守 

加 藤 能 登 守 加 藤 遠 江 守 

松 沛肥前 守 小 出 伊勢 守 

右、 請 持 場 一 ケ所  一 □ 、兩藩 之 内 一 藩 宛、 晝夜 a 廻 仕 候 様 仕度 奉存 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

龜井隱 岐守内 

十二月 十八 日  神野務 

〇  . 

復古 記 卷 十一 慶嚓 一一 一年 十二月 十八 日  II 二 九 


丸太 町 ョ 

リ北 不殘、 

丸太 町 ヨリ 南 五條 限、^ 

丸 ヨリ ま 不殘川 東 共、 

丸太 町 ョ リ 南、.^ 丸 ョ リ 

西 不殘、 五條 ヨリ 下 不殘、 


復古 記 卷 十一 慶應 三年 十二月 十八 日  一一 ニー 〇 

一 亂妨之 者、 手 餘リ候 節 ハ 、打捨 候 テモ宜 御座 候 哉、 

一 失火 之 節ハ、 如何 相 心得 候テ宜 御座 候 哉、 

一 士分 體之 者、 不法 之 擧動有 之、 不 得.^ 事 節 ハ 、繩 掛候テ モ 不苦儀 候 哉、 

但、 召 柿 候 者、 何 レ へ 差 出 候 哉 之 事、 

一 見通 リ先、 急場 御用 有 \ 一節、 堂上 方 御行 逢 候 テモ、 馬乘之 者、 下馬 不仕 候テ モ宜 御座 候 哉 之 事、 

一 a 廻 リ先、 別事 無 御座 候 得 ハ 、別 -ー 御 屆不仕 心得 -ー 御座 候、 

右 之 通、 六 藩 C. 合、 爲心得 伺 置 度、 宜 御 差 圖奉願 上 候、 以上。  . 

十二月 十八 日  广  藩 

〇 批紙 

第 一 條 伺 之 通、 

第二 條 出火 近 邊見廼 候 事、 

第三 條 不苦 候、 

同 ヒ 市中 取締 之 藩 へ 可 引渡 事、 

第 TO: 條 非帶 急用 之 節ハ、 伺 之 通 c  3ra 

〇 松 平慶永 等、 再ヒ 岩 倉 具 視ト 謀リ、 先ッ 德川慶 喜 ヲシテ 入觐セ シメ、 以テ 擬案 ノ事ヲ * 行セ 

シメン トス 、乃チ 永 井尙志 龍、 ヲ シ テ之 ヲ慶喜 二 諭サ シ ム 、是 曰、 尙志、 田 中輔、 中 根師質 

ト大坂 一一 赴ク。 

〇 春嶽 私記 二 云、 十七 B 、雪 江參 朝ノ 上、 象 二 郞逢對 、今朝、 永 井 殿 之 様子 承 候處、 刖罷越 、段々 及議 ii 候處、 大 -ー落 意 有 之、 


何分 下坂 一 ト 周旋 可 致、 夫 二 付、 越 侯へ i 能 出、 御 相談 申 上度ト ノ事 一一 候 間、 早々 歸邸 可然、 象 二 郞モ追 付 可 J 能 出 トノ^-一 付、 

詰 合 之 W 中 國之輔 へ モ參邸 候樣申 聞、 早々 歸邸、 象 一 一 郞モ參 上 -ー 付、 直 -ー被 召 出 、今朝 之找 子御尋 之處 * 申 上 候 ハ 、永 井 殿 之 

暴論 之如ク 二 テ 、ノ  、干戈 闕下 二 動キ、 亂階ト 可 相 成 事 二 テ、 御大 事 至極 候 得 、ノ  、 此時 二 當リ テ ハ 、先ッ 人、 ぃ鎭定 之々 被 3- 

上 候 趣 一一 テ、 御上 京 有 之、 尾" 越兩侯 ヲ以、 過日 之 御請 被 仰 上 候 得 ハ、 夫ヲ 聞 召 トー 處 一一 御參 .2: 被 仰 出、 速 - ー御參 朝 二 

相 成 候 へ ハ、 夫-一 テ 頃日 來之混 雜モ御 居リ合 - 一 相 成 候 得 ハ 、夫 ョ リ後 、ノ  、思 召 次第 ト巾物 -1 有 之 段、 反復 辨論仕 虎 處、 永， 

殿モ大 一一 會 得-一 テ、 其 筋ナレ ハ 一 ト盡カ 致シ可 申、 越 公へ モ御談 申、 下坂 可 致 ト被申 由 、逐一 申 上 之、 其. 2:、. 水 井 殿 尾 館へ 被 

罷出由 相 聞 候 付、 卽刻、 尾 館 へ 御 出 有 之、 雪 江、 象 一 一 郞モ參 上、 永 井殿モ 陪席 二 テ御 談論 有 之、 約 ル處、 內府公 御上 京 之 上、 御 

辭宫、 並 御領 地 之 儀 共、 内 府公御 口上-一 テ、 兩 侯へ 御演 達-一 相 成 候ヲ、 兩侯御 書取、 御奏 達-一 相 成、 夫ヲ 聞 召、^ -ー參 內 

被 仰 出ト巾 御手 順-一決 シ、 御 受書之 草稿 等 御出來 ナリ、 §|2^4日へ 胸^ ま 今朝、 岩 倉 殿、 象 二 郞へ被 候ハ、 何 

分，. M: 府公 御上 京ナラ テ ハ 不相適 事 ト相成 候 得 ハ 、是非共、 其 運 ヒ 一一 周旋 候 様 被 申 聞 候 付、 右 之 御手 順 申 談候處 、其侬 ハ 可 

様-一 モ 心配 可 致 トノ事 之 由、 象 ニ郞中 出-一 付、 前段 之 御 談ト相 成、 且御參 内 御 當日ハ 、尾、 越、 土 三 侯 モ御參 テ、 三 

宮、 中 山 正 三等 之御談 一一 テ 、速 二 御 取 極 メ  、 岩 倉 卿 之 ヲ 周旋 シ、 卽時之 御 取扱 ヒ 一一 相 成 候 積 一一 御内 談濟、 永 井 殿、 明 = 下坂 

被 致 候閒、 雪 江、 國之 輔-ー モ 下坂 可 致ト申 談スり 

〇 細 川 興 貫、 疾 ヲ以テ 、上京 遲延ヲ 謝 ス 。確§ 鶴 

〇 酒 井忠惇 、江戸 ョ リ將 一一 京 二 入ラ ン トス 、大津 一一 至リ、 德川慶 喜大坂 二 在リト 昍キ、 K チ 二 

之 二 赴ク。 |隱 

〇 舊慕府 老中 稻葉正 邦、 S ザ gffg: 譜第 諸侯 ノ江戶 一一 在 ル者ヲ 城 中 一一 會シ、 更革ノ 朝 命ヲ示 

復古 記 卷 十一 慶應 一一 一年 十二月 十八 日  一一 ニニ 


K 古記 卷. H 慶應 三年 十二 H 十八 n  三 r 一 

シテ、 各 意見 ヲ陳セ シム、 又 土 井利 敎、 岡 部長 寛 等 九 人 ヲシテ 急 二 兵 ヲ率テ 西 上 セシム i モ^ 

旗下 士勝義 邦、 gig 、書 ヲ正邦 二 贈リ、 其 妄動 主君 ノ意ニ 反 スルヲ 論ス。 

〇 舊 幕府 老中、 譜第諸 藩 一一 示ス書  1 

お 卜 七： n、 御 目 付著府 -1 テ、 別紙 書付 寫持參 、京師 常 今 形勢、 口上 一一 テ 委細 申 聞、 是迄、 追々 被 仰 立 候 儀 ハ 、 御 誠實之 御意 衷 

ョ リ被爲 出 候 儀 之處、 現今 之 御 次第 二 至 奉 恐 入、 不堪 泣 血 之 至 候、 此上 ハ愈以 御當 家之爲 一一 身命 ヲ拋チ 、赤心 ラ以テ 皇 

國ニ報 シ奉ル 外 無 之、 一同， ー於テ 決心 イタ シ候、 就 テハ各 心底 承 度 候 間、 別紙、 篤 ト熟覽 、聊 忌諱 ヲ不 憚、 十分- i 面ラ以 テ、 

明日 中、 御 申 聞 可 有 之 候 事。 

, , 一 1 太 田 資美家 記 

T  - 一月 枳倉勝 達 家 記 

〇 別紙 ハ、 八 曰 K 門 戒厳 ノ達、 九 曰 大政 復古、 攝關 府廢. ^ノー 

〇 老中 達 書 

各 通 


一通 ナ 


岡 部筑前 守 

松 平 伊豆守 

本 多 修 理 

蒔 田 相模守 


土 佐淡路 守 

靑 山 峯 之 助 

加 納 嘉 元 次 郞 

柳 生 但馬守 

永 井 信 濃 守 

上京 被 仰 付 候閒、 早々 發足可 被 致 候、 尤、 岡 部筑前 守、 靑山峯 之 助、 松 平 伊豆守、 加 納嘉元 次郞、 本 多 修理、 柳 生诅馬 守、^ 田 

守、 永 中 信 濃 守 へ モ同 様相 達 候 間、 得 其 意 可 被. E. 合 候、 

別紙 之 通、 比 度、 上京 被 仰 付 候處、 病氣、 幼年 等 二 テ 旅行 難 致 候 者、 嫡子、 並 家老、 爲名 代人 數差登 候 心得 一一 テ、 其 段 届お 聞 


候樣可 仕 i  Ms 

〇 各 通、 姓名 互 -1 用フ、 久宜家 記-一 、ノ  、十六 日ト ス C 

〇 

今日 之 大計 ハ 鎭靜ト 戰鬪之 一 一途 -ー 不出 候、 君 上 雄大 之 遠圖ヲ 以テ. 御 職掌 御 返上 有 之、 皇國大 御 變革可 被 遊 思 召 -ー 出候侬 ュ 

へ 、此御 旨 一一 逯 ヒ 、漫 一一 干戈 ヲ動 シ候ハ 、君 上 之 御 焦慮 一一 奉 反、 君ヲ シ テ 無稽 無 止 事 ョ リ、 御 英斷爱 一一 出 候 形 一一 相 成、 其 恐お 

萬 不少恐 入 候 儀 ト奉存 候、 若此英 意ヲ御 繼述被 遊候侬 -ー 候ハゝ 、妄動 之 御擧無 之、 御 指令 務メ テ 正大、 哲 都下、 並 八州 之 御 

鎭撫 ラ以テ 、益 厚ク 御所 置 有 御 坐 度 ト奉存 候、 此儀、 則鎭靜 之 一途 ニテ、 己 ヲ治テ 天下 之 安危 ヲ心ト シ 、 黎首 塗炭 二 陷ラ シ 

メ サ ルノ道 ト奉存 候、 戰鬪之 一 途ハ 、E 愚竊ニ ォ モフ、 今 之 候 伯、 其膽識 遠圖、 我 君 上 之 右 -1 出 候 者 無 之、 天下 之 尺 政 衆議 -I 

出候ハ 、、是 ヲ主裁 スル者 亦 何人 ソ、 必 君上ヲ シテ大 御主 裁 タラ シムへ シ、 君 上 モ亦御 焦 思 御 苦心、 往時 二 佶シ、 皇國 一 

和 協力、 同心 之 大攻ヲ 以テ御 任 ト可被 遊 ト奉存 候、 然ル ヲ若 其英特 遠大 之 御旨ラ 忌憚 シ、 或ハ其 左右 ヲ剝弱 シ、 或 ハ其御 失 

策 チ算シ テ 、衆議 至 當ヲ不 得、 恣 二 天朝 之 御名 ヲ鳴 ラ シ テ 、黎首 二 害 有 ル歟、 或ハ 天朝-一 奉對、 偏頗 之 御名 ヲ以 テ舉ぉ 

負 候 様 ナル條 、顯然 相 生候ハ 、 、毫末 モ無 二念、 向上 國 一兵 ヲ進メ  、上 天朝 之 御名 ヲ濯 キ、 下 萬 民 之爲ニ 枉邪ラ 討伐 不可 

不成 候、 今 速-一 西 上 仕 候 トモ、 其 名 不正、 且君上 之 御大 名 節-一 相反 可 申 哉、 萬々 難 計、 前文 之 如 キ形勞 相 顯候ハ ゝ 、師 名^々 

堂々、 一 兵 ヲ以テ 千奸萬 邪ヲ驅 可申僙 ト奉存 候、 元 ョ リ 小 臣區々 タ ルノ 趣、 荒 增奉申 上 候、 以上。 

十二月 十八 日  勝  安房 守 

跺安芳 U 記 

〇 勝 安芳 日記 二 云， 此 書付、 閣老稻 葉 殿上 達ヲ 乞フ、 然ル 一一 諸宫我 進退 ヲ疑ヒ 、タ ヱ テ事ヲ 明 サス、 其 上達 如何 ヲ辨 セス、 朿 

都 之 諸 士愤激 シ テ 、唯 上國 二 兵ヲ送 ルヲ以 テ大策 トシ、 是ヲ 支止ス ル者ハ 逆臣 ナリト イツ テ 、其 勢當 ルへ カラス、 然リ トイ 

へ 共、 今日 二 當テ、 是等之 愚 懵ト同 敷、 其 說ヲ共 一一 セ ン哉。 

復古 記 卷 十一 慶應！ | 一年 十二月 十八 日  三 二三 


復 古記 卷 十一 慶應 三年 十二お 十九 日  三 二 0 

〇 戶田忠 行、 出 流 山屯聚 ノ 浪徒ヲ 殺獲ス ル ヲ 、舊 幕府 二 報ス。 

私 領分 野 州都 賀郡糲 木 最寄出 流山邊 へ 、多 人 數屯集 罷在候 者 之 内， 去 十 一 日夕、 糲木町 へ 罷越及 强談候 二 付、 最寄廻 村關東 

御 取締 出 役 宫內 左右 平方 へ 、同所 陣屋 詰家來 ヨリ 兼テ折 合セ、 同人 手勢 一 同 申 合 柿 押 可 申處、 手 餘リ候 二 付、 家來手 二 テ四 

人 討 取、 生 柿 一 人、 其 外家來 一 人戰 死、 輕卒 一 人手 員 候 趣、 在所 役場 ョ リ申越 候、 猶 委細 之 儀ハ 、 追々 可 申 上 候 得 共、 先此段 

御 屆申上 候、 以上。  . 

十二月 十八 日  戸田 長 門 守 

戶田忠 行 家 記 

十九 日、 外國 報告 ノ議ヲ 決シ、 議定 二 命 シテ、 明日 告文-一 署印セ シ厶。 

一 今日 之 御沙汰 之 趣、 各 其 主人 へ 申入、 否 明朝 可 申出 事、 

一 右 承知 之 上ハ、 加判 之爲 二、 明日 午刻、 何レ モ參 朝 之 事、 

一 越、 土、 薩家來 一 人ッ、 、公卿 同伴、 應接之 事、 

き 狭 

一 公卿 ニテ 勅使 二人 之 事。 II 

〇 春嶽 私記-一 云、 十八 日、 於 宮中、 外國へ 御告 翁 應接ノ 議事 有 之、 勅書 御 治定、 御難 及 ヒ總裁 議定 加判 、勅使 可 被 發遣ト 被 決 

由、 十九 日 、勅使 發遣ノ 旨 被 仰 出、 於 御所 家 來御呼 出、 御 達 之 趣 如 右。 

〇 嵯峨實 愛 手記 二 云、 外國 へ 御 布令 書诀、 衆議 之 後、 議定、 三宮、 三 卿 等、 參御 前言 上、 被 天 許 了、 又 云、 同上 勅使 公董、 光德朝 

臣 へ 伺定、 御. z: 意 申 渡 了。 , 

〇 十 時 維惠、 In ヲ以テ 、參與 ト爲ス 、針 時歷锥 £ 又 池 田 茂 政、 池 田 政詮、 鍋島齊 正、 及ヒ 小松淸 

廉 is 著 ヲ 召ス。 


各： 迎松平 備前守 池 m 信 濃 守 

(閑) 

鍋 島間叟  小 松帶刀 

今般、 御 改政御 一新-一 付、 廣ク 天下 之 人才 御 登用 被爲在 候、 其方 兼々 被 聞 召 入 候 傣有之 候 間、 早々 登 京 可 致 御沙汰 候 事。 

^  2  ^  ^  L  3 島津 忠義、 池 田 章 

" 二月. r プロ 政、 鍋 島 直 大家 記 

〇 藤 堂高猷 ノ 老 臣、 復前請 ヲ申ヌ 、之ヲ 許ス。 

大學頭 儀 

病氣 - 一 付， 一 先歸國 養生 仕度 旨 奉 願 候處、 何分 相 勝 不申候 二 付、 何卒 速 -ー 御 暇 被 下 置 候 様、 咋日再 願 仕 候 上、 擀亦奉 願 候 

段、 重々 奉 恐 人 候 得 共、 何卒 速 二 御 暇 被 下 置 候 様、 偏 -_ 奉 懇願 候、 以上" 

藤 堂 和 泉 守家來 

十二月 十九 日  藤 堂歸雪 

藤 堂 高潔 家 記 

〇 高潔 家 記 一一 云、 十九 日、 歸國ノ 儀、 無據 一一 付、 不得已 一 先 御 暇 願 之 通 御 聞 濟ト、 按ス ル -ー、 高潔 ハ歸國 ヲ許シ 、井伊 直憲 

ハ 否 ラス 、蓋 當時彥 根 藩士 一 一  黨ァ リ 、當路 者 、ノ 專 ラ德川 氏 ニ從 ハン トシ、 ー黨ハ 之ヲ 拒ミ、 密ニ勤 王 ノ事ヲ 謀ル、 藤 堂 氏 

ノ如キ ハ闔藩 一 意、 德川氏 ヲ奉ス 、是 ヲ以テ 差異 ァ ルナ リ C 

〇 德川慶 勝、 自 ラ大坂 一一 赴キ、 會、 桑 ニ藩ヲ 措置 セント 請フ。 

德川. 2： 府 旗下 之 者 共鎭撫 方、 會、 桑 二 藩 蒙 厳命、 早々 歸國可 取 計 旨、 更ニ 御沙汰 御座 候 趣、 謹 テ奉拜 承 候、 右 ハ兼テ 御 

沙汰 之 趣 御座 候 付、 精々 周旋 仕 候處、 何分 遲延相 成 候 ヨリ 奉惱 聖盧、 蒙 再度 之 命 候 段 恐懼 之 至 -ー舉 ^候、^: 史祯々 さ： 力、 

早々 歸國爲 仕 候 様 可 仕 候、 依 之、 御請 奉 申 上 候。 

復古 記 卷 十一 慶應 一一 一 年 十二月 十九 日  三 二 五 


復古 記 卷 十一 慶應 三年 十二月 十九 日  一一 一二 六 

- 1 1 rj 卜し ョ 德川義 

十一-月 十ブ日 宣 家譜 

〇 義宜 家譜, 一 云、 右 二 因 テ慶勝 下坂、 御主 意 徹底、 鄙誠ヲ 盡シ、 鎭撫セ ン コトヲ 請フ。 

〇 市中 取締 三 藩、 舊東 町奉行 所、 及 ヒ附屬 ノ簿書 什器 ヲ交 付セ ン コトヲ 請フ。 

今般、 市中 御 取締 被 仰 付、 就テ 尸 是迄之 於 東 町奉行 所 役所 相 開 候 様 被 仰 出 候 二 付、 右 役所 建物 向 ハ 勿論 、在来 之 諸 品 書 

物 類 等、 悉皆 三 藩へ 引渡 相 成 候 様 仕度 奉 願 候、 以上。 

本 多 主 膳 正家來 

十二月 十九 日  中祌. 齋之助 

青山 左 京大 夫家來 

坂 東 篤之輔 

松 平圖書 頭家來 

皆 川誠藏 

靑山 忠誠 家 記 

〇 憲川慶 喜、 上 疏シテ 、近日 更革ノ 事、 一 ニノ 藩 幼 帝 ヲ挾ミ 、私意 ヲ逞ス ル 二 出ルヲ 論シ、 其臣 

戶川 安愛^ 12， ヲシテ 齎シテ 京 二 至 ラシ メ、 又大ニ 家門 譜第 諸藩ノ ぉヲ 徵ス、 是日、 安愛、 

戶田忠 至 二 因リ、 奏狀ヲ 岩 倉 具視 二 呈 ス 、松 平慶永 等、 之 ヲ聞キ 、其 大事 ヲ 敗ラ ン コトヲ 恐レ、 

安愛 一一 說キ、 歸テ慶 喜 ヲ論サ シメ、 而 シ テ 具視 ニ就テ 、其 書 ヲ請下 シ 、 之ヲ中 根師質 二 報ス、 t 

師質 "旣 -I 大 

坂ヲ去 レリ、 


〇 慶 喜奏狀 

臣慶 喜、 不背之 身 ヲ以テ 、從來 奉 蒙 無 踰之寵 恩、 恐 感悚戴 之至リ 一一 不 奉堪" 乍不及 夙夜 不安 寢食 苦心 雋慮、 宇 w 之 形勢 ヲ熟 

察 仕、 政權 一 一一 出テ、 萬 國竝立 之 御 國威相 輝 候 爲メ、 廣ク 天下 之 公議 ヲ盡シ 、不朽 之 御 基 木ヲ相 立度ト ノ微^ ヨリ、 祖宗 

繼承之 政權ヲ 奉歸、 同心 協力、 政 律 御 確定 有 之 度、 普ク 列藩 ノ 見込 可 相尋趣 建言 仕、 猶將 軍職 御 辭退モ 中 上 候處、 召 之 諸侯 

上京、 衆議 相诀候 迄、 是迄之 通 可 心得 旨 御沙汰 一一 付、 右參著 之上ハ 、同心 戮カ、 天下 之 公議 輿 ii ヲ採リ 、大公 至平ノ 御規刖 

相 立 度 奉 存候之 外 他念 無 之、 鄙 衷不筌 ト感戴 仕、 日夕 企 望 罷在候 所、 豈料 ン ャ 、 今度、 臣 慶喜 へ ^未 之 御沙汰 無 之 而已ナ 

ラ ス 、詰 合 之 列藩 衆議 タ 一一 モ 無 之、 俄 一一 一 兩藩戎 装 ヲ 以 テ 宮闕 一一 立入リ 、未曾有 之 大御變 革 被 仰 出 候 由 一一 テ 、 先帝 ョ 

リ御遣 託 被爲在 候攝攻 殿下 ヲ 停職 シ 、舊眷 之 宮堂 上方 ヲ無故 擯斥 セ ラレ、 遽 一一 先 朝 譴斥之 公卿 數名ヲ 拔擢シ , 陪は之 輩^ 

二 玉座 近 ク徘個 致シ、 數 千年 來之朝 典ヲ， 汚シ、 其餘之 御 旨 意 柄、 兼々 被 仰 出 候 御沙汰 之 趣 トハ悉 ク霄壤 相反 シ、 寳 以 

テ 驚愕 之 至 -ー 奉存 候、 假令 聖斷ョ リ被爲 出候僙 二 候 共、 可 奉 抽忠諫 箐、 況ャ當 今 御 幼 冲之君 -ー被 爲在候 折 柄、 右 様 之 次 

第一 一 立 至 リ候テ ハ 、天下 之亂 階、 萬 民 之 塗炭 眼 s  -ー 迫リ、 兼々 默言仕 候 素 願 モ不相 立、 金甌 無釁ノ  o.; 統モ 如何 被爲在 候 哉 

ト奉恐 痛、 臣 慶喜 目今 之 深憂 此事 二 御座 候、 殊更、 外國 交際 之 儀 ハ 、 皇國 一 體 -ー 關係 仕候不 容易 事件 二 付、 ^件 之如キ 

聖斷 ヲ矯候 輩、 一 時 之 所見 ヲ以テ 御 處置相 成候テ ハ 、御 信義 ラ被爲 失、 後來 皇國 之大害 ヲ釀シ 候儀ハ 必然 ト、 別シ テ深薆 

仕 候 間、 最前 眞之 聖意 ヨリ 被 仰 出 候 御沙汰-一 隨ヒ、 天下 之 公論 相诀候 迄ハ、 是迄之 通 取 极罷在 候、 鄙 言 之 趣 御 聞 受. 

被 成 下、 兼 テ申上 候 通、 公明正大、 速 一一 天下 列藩 之 衆議 ヲ被 爲盡、 正ヲ擧 ケ奸ヲ 退ケ、 萬 世 不朽 之 御 規則 相 立、 上 ハ奉寧 宸 

襟、 下 ハ萬民 ヲ安シ 候 様 仕度、 臣慶喜 千 萬 懇願 之 至 一一 奉存 候、 此 段謹テ 奏聞 仕 候。 

十二月  慶喜 

德川璲 喜^ 記 

お^ 私記 

〇舊 幕府 諸 藩 へ 達 書 

復古 記 卷 十一 慶應 三年 十二 月 十九 日  =1 二 七 


復古 記 卷 十一 慶應 一一 一年 十二月 十九 日  三 二八 

別紙 御 奏聞 狀、 此度御 差 出 シ相成 候 一一 付テ ハ 、思 召 之 程 奉 感激 候 面々 ハ 、人數 召 連、 早々 上 坂 候 様 可 被 致 候 事 oil 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 卜 九日、 戶川 伊豆守 殿、 内府公 ョ リ ノ御 奏聞 狀持參 、昨夜 上京、 永 井 殿 へ 可 被談積 之處、 御 同人 ハ 下坂 不在 

二 付、 無 據戶田 大和 守 殿 へ 被 申 談候處 、不 容易 大事 件 故、 明朝 迄 熟考 可 被 致 トノ事 二 而， 今朝 迄 延引 候 得 共、 豆 州 ハ 是非 可 

指 出ト被 申立 故、 和 州 ョ リ岩倉 殿 へ 被 及 内談 由、 何卒 公 二 モ御 周旋 ヲ以テ 、 御 趣意 御 貫徹 相 成 候様ト ノ 御沙汰 モ有之 趣 被 

申 上 候 得 共、 公 ハ 此頃中 必至 之 御盡カ 一一 テ 、漸已 一一 威 功 二 モ 可 相 成眞際 一一 及 ヒ 、於 坂 地 ケ様之 御 運 ヒー ーテハ 、甚以 御 當惑御 

殘念 一一 モ思召 候 故、 猶御 熟慮 可 被 成 候 間、 表 向 御 奏聞 之 儀者暫 見合 セ候様 御 挨拶 -ー テ 退出 二相 成、 豆 州、 吾 藩都ョ リ土老 侯 

へ 被罷 出、 御 同様 御 周旋 之 儀 被 相 願 候、 容堂君 モ御當 惑 -ー テ、 象 一 ー郞 へ 被 仰 聞、 岩 倉 殿 へ 御 內談之 處、 奏聞 狀 ハ 今朝 戶田和 

州 ヨリ 被 致 承知 候 得 共、 彼 書面 披露 相 成候テ ハ 、自分 迄モ 最早 夫 切 之 事 ト相成 候 故、 和 州 へ 申談、 中 山、 正 三 之兩卿 へ ハ 2： 

内 被 入 一 見 候 得 共、 其餘 ハ 诀テ 他見 無 之、 岩 倉 殿 一一 テ 掌握 被 致 置 候 積 之 由、 何分 唯今 之. 2:、.2: 府 公御參 .2: 之 運 ヒ -ー 不相成 

候テ ハ 不相適 候 へ ハ 、象 一 一郎 等 モ 十分 盡カ致 候 様、 自然 永 井 一一 テ 心配 不行屆 候 ハ、、 尾、 越 -ー 土侯 指 添 下坂 -1 テ、 御 迎取ト 

申 儀 ハ相成 閒敷哉 杯ト、 被 申 聞 候 程之镞 二 有 之 由、 戶川未 刻 一一 至 リ參邸 有 之、 土老 侯、 大和 守 殿 モ御會 集-一 テ、 坂 地積 鬱排 

泄 ノ餘リ 一一 出 候 除姦之 拙策 ョ リ ハ 、 岩 倉 殿 迄 モ如形 御上 京 翹望之 機會ト 申、 朝 意 御 奉戴 之 御 誠意 ヲ以テ 、速 一一 御參 .2: 

-ー 相 成 候得ハ 、天下 之 安堵、 朝廷 之 御 安心、 此上之 御 長 策 ハ有之 問 敷ト "代 ル 々々御 說得相 成 候處、 豆 州 モ大ニ 落 意 感服 

一一 テ、 如何 二 モ御 同意 奉 存候閒 、御 奏聞 之 使命 ハ是切 二 仕、 此表御 盡カ之 御 趣意 ヲ以テ 、坂 地 之 方 精々 周旋 可仕ト ノ事 一一 テ- 

卽刻 下坂 有 之、 又 德川家 之 周旋 方 穗積亮 之 助、 荒 井 健 次 拜謁成 願 ヒ 、内府 公 御上 京 之 儀 御 盡カ被 爲在候 様 懇願 -1 付、 公モ素 

ョ リ御同 論 二 テ、 例 之 御 含 モ被成 御 坐 候 テ被仰 聞 候處、 兩人 雀躍 悅服、 健次ハ 、直 様戶 川殿ト 一 處 二 下坂 可 及 周旋 ト申 上テ 

退去 セリ、 御 奏聞 狀之儀 ハ 、戶川 殿御 談之 上、 今タ 尾、 越兩侯 へ 御 預ケ之 事 -ー 相 成、 御 奏聞 之 侥相止 候 -ー 付、 猶又、 於 坂 地 可 

及盡カ 段、 鹿 之 介 ヨリ 雪 江へ 以急飛 申 越 ス處、 於 彼 地ハ、 雪 江 御 奏聞 狀御差 出 一一 付 周旋、 不 及カシ テ 歸京セ ルト 行逯ヒ 二 ナ 

レリ、 此日、 於 坂 地 辰 半 刻 比、 田 中 國之輔 、雪 江 旅 宿へ 來訪、 永 井殿モ 昨夜 著 坂 相 成 由、 右 二 付、 ^又 相談 之 上、 已刻比 登城、 


國 之輔ト I 處 -ー 永 井 殿 へ 逢對 申込 相 待 居候、 御 目 附復木 對馬守 殿、 雪 江 へ 逢 度 旨 -ー テ 、於 御 目附部 a 前、 今度 御 奏聞 -ー 相 成 

候 御 書 附之由 二 テ 一 通 被 相 渡、 右ハ咋 日、 戶川 伊豆守 殿 ヲ以テ 御 奏聞 n 相 成 候、 拜 ^之 上、 猶 見込 有 之候ハ 、申達 候 様 • 拜 

見 且寫取 候 事 二 モ候ハ 、 、大 廣閒御 下段 邊可 然トノ 事故、 落手 \ 一 上 於 御 下段 拜見、 外 -ー 別紙 有 1\ー、| 曰? ト f  、御 書面 之 御主 意、 

誠以不 容易 御 次第 柄 二 付、 一 應寫取 候 上、 尙又 複本 殿 へ 逢對、 御書而 返上 之 上申 達 候 者、 御 趣意 之 趣 ハ 一 々無 御據御 次第 -ー、 

テ、 可 申 上様 モ無之 候 得 共、 朝廷-一 オイ テ御 採用 之處 ハ 何共 至難 之 儀 ト奉存 候、 是 ハ 何方 へ 御 指 出 -ー 相 成 候^ ト巾 候處、 

帥宫 へ 戶田和 州 ヲ以被 指 出 候 御 積 之 由 被 申 候 一一 付、 宮又 ハ 其餘 二 兼 テ御差 含 之 御 方 -ー テ モ有 IN! 事 一一 候 哉ト申 候處、 夫 ハ 何 

モ 無之ト ノ 事故、 夫 一一 テハ 無策 ト申物 二 テ、 御 仕 遂ケ難 被 成 而已ナ ラス、 朝廷 之 御爲、 御 家 之御爲 一一 モ不相 成^ ト舉^ 候、 

右 故、 京地 之 御 評議 二 テ ハ 、何分 御平穩 -ー 御上 京 奉 願 候 積 二 候 ヒ シ カト、 此御 書面 出候テ ハ 、 最早 十： n 之 菊 ト^ 成、 何共^ 

惑 至極 之 段 申 述處、 何ト 力 此上ハ 御 奏聞 之 趣、 御 採用 之 手段 ハ 有 之 間敷歟 トノ尋 一一 付、 此 上ハ此 書面 ヲ 公議 一一 被 附候様 被 

遊 ヨリ 外ハ無 之、 左候ハ 、、御 後難 モ被爲 在 閒敷歟 ト申候 得ハ、 如何 一一 モ夫 ヨリ 外 ハ有之 間 敷 候 得ハ、 其處ヲ 公-一 モ御盡 力 

被 下 候 様 可 被 申 上、 此寄 面ハ大 藏大輔 様、 容 堂へ モ 一通 ッ 、差 上 候 害-一 申談置 候ト申 事-一 付、 尾 州へ モ申談 候 テ不苦 候 哉 

ト申 候處、 諸 藩 之. 2： 拜見被 仰 付 候 向 モ有之 候 へ 、ノ  、聊 不苦ト ノ事 也、 衩、 何分 鎭定難 計 事 ト相成 候 ト被申 候 一一 付、 伏 0- 其 外 

へ 御 人 數被指 出 候 ハ 如何 之譯候 哉、 如斯御 書面 被 指 出 候 へ 尸 、猶以 御 恭順 一一 不被爲 在候テ ハ 相濟不 申、 諸 藩 之 人心 モ 、其 御 

恭順 之 御美德 -ー 服從致 居候 事 二 有 之 候 段 申 候處、 朝議 之 次第 被 尊 候 付、 近況 之 形勢 夫々 申達 ス、 又 被 申 候 ハ 、伏 水 ハ .：w 驛 

被廢 -ー 付、 人馬 並 船賃 等. 妄 二 高 慣ヲ貪 候 二 せ、 爲 取締 御 人 數被差 出 置、 兵 庫、 西宮等 ハ 外 國人モ 致 徘徊 候せ、 御^之 姿 -1 テ、 

實ハ 兵力 ヲ所々 へ 分チ、 持 口 ヲ與へ 、妄動 ヲ禁候 策 之 由、 一 一條 二 テモ、 十二 日 二 ハー 一條 通リ へ 一 ；ト人 計、 竹 星 町： 迎リ へ 七ト 

人 計 脫走ニ 付、 其隊之 頭々 馳付立 塞リ、 先ッ我 ラ殺セ ト申遮 リ止候 程 之 事ト相 成、 最早 被 成 方 無 之ト御 下坂-一 被诀候 、重 二 

千、 桑 千 五 百、 幕 五 千 計ヲ條 城へ 籠居 サセ ョトノ 仰 一一 テ * 一  點之御 動 搖無之 故、 已 二死 ヲ 以テ諫 メ^ラン トセ シ者モ 有 之 

程 二 及 候 得 共、 猶御動 キ不被 遊候ヒ シ ハ 、今日 ト相成 致 感服 候、 御 出城 之 砌モ、 此處ヲ 御明 退キ -ー テ ハ 最：1  ト戰期 無 之ト、 御 

復古 記 卷 十一 慶應 一一 一年 十二月 十九 n  =  ニー 九 
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玄關 前ヲ立 塞キ御 抑留 C. 上 候 勢 故、 無 御據御 後門 ョ リ御出 一一 扣成 候、 今 一一 モ 聊 タリ 共 激候得 ハ 直 様 破裂、 拙^ 共 モ難制 候 

ガ、 江戶 ヨリ 三 兵押來 リ候ハ 、 、嘸々 ト 唯今 ヨリ 心配 之 儀 等 物語 有 之、 退 坐 之 上、 右 御 書面 國之輔 へ 開示、 此趣 二 テ ハ 持參 

之 策 ハ迚モ 行 ハレ 不 中、. 氷 井 殿 モ 周旋 處 二 ハ 有 之 問 敷 ト申合 候 w、 永 井 殿逢對 二 テ 、右 御 書面 戶川豆 州 殿持參 -1 テ 、上京 之 

上、 永 井 殿 へ 申 談指出 候様ト ノ御 仕， M  二 有 之處、 行 逢 ヒ-ー 相 成ル事 一一 テ、 此處へ 餘事 申出 候テ モ 詮ナキ 事故、 彼 一策 ハ 主張 

無 之 由、 衩御 書面 ハ 如何 可 相 成 哉 トノ尋 二せ、 公議-一 附ス ルも込 申達 候處、 如何-一 モ 左様-一有 之 度、 其處 折角 御 周旋 相 願 度 

トノ事 一一 付、 一通 ハ 正面-一 テ 諸侯 議定 之 方へ モ御指 出 シ相成 候 様 致 度、 夫 ヲ以テ 周旋 之 致 方 モ可有 \ー  ト申談 候處、 其運ヒ 

二 相 成 有之歟 モ 不存候 得 共、 今 一 通 寫可被 相渡ト ノ事 也， 物語 之 次 手 二 , 高野山 へ 鷲 尾 殿 屯 丘ハ、 御代 宵 所 へ 通達、 並 村人 は 

進 等 之 霄 面 被 示、 ケ様之 儀 有 之 故、 愈 沸騰 難 制 候、 是等 ハ 如何 致シ 可 然トノ 事 二 付、 是モ 議定 、 御 指 出、 御 伺 之 方 可然， -申 

談、 寫 一 通 被 相 渡 候 事 一一 诀ス、 從是 ハ 御 書面 御 指 出 一一 付テハ 、益 御 恭順 被爲在 度 ト申儀 ヲ懇々 相 願ヒ退 坐、 永 井 殿 ハ 今晳滯 

坂 之 由、 平 山 殿 逢 對-ー テ御奏 問狀寫 一 通 被 相 渡、 見込 被 相尋候 付、 公議 之 外見 込 無 之、 今 四 五日 御 見合 セ被下 候 へハ ヨロ シ 

力 リシ ヲト. &達 候處、 好機 會ヲ失 ヒ殘念 之 由 一一 テ、 種々 議論 有 之、 鬼 角 降 官削地 之 不當ヲ 被 申立 候 付、 今日 ト相 成候テ ハ 、 

诀シテ 夫 等 之 儀 ハ無之 ト論辨 ヲ盡シ 、稍點 頭 一一 及 ヒシカ トモ、 狨被申 候ハ、 右 之 儀ハ跡 ニイ タシ， 先ッ特 命 ヲ以被 爲召候 

テ ハ 如 トノ說 有 之 二 付、 京地 之 事情 一 々申達 退 坐、 右 等 之 次第 一一 テ 、於此 表 周旋 之 致 方モ無 之、 且 京都 之 様子 モ 懸念 一一 付- 

國之輔 申 談シ、 士 一字 後、 解纜 歸京 ス。 

o 毛 利 元 蕃^  ノ子元 功、 吧 ハ及ヒ 苦川經 幹霞齠 I5f^、 老臣 宮莊某 4 京- i ル、 S1I 

二十日、 參與長 谷 信 篤 ヲ以テ 、議定 ト爲シ 、西 園 寺 公望 ヲ參與 ト爲シ 、五條 爲榮、 柳 原 前 光、，^ 

， 西 四 辻 公業 ヲ參與 助役 ト爲 ス。 

議定  長 谷 三 位 


二 宫有 

家栖 
权 記 川 
ス 


參與 

參與 助役 


西圔寺 三位 中 將 


右 之 通 被 仰 出 候 事。 ^細^ 

〇i 二十 一 日參與 役所 ヨリ 心得 達 

萬 里 小路 右大辨 宰相 

右、 是迄 名宛 之處、 以後 

萬 里 小路 右大辨 宰相 

右 之 名宛 一一 テ、 可 被 差 出 候 事。 

o 幟 仁 親王き 娜禱 S 、ヲ 一 品 ： 

一 一品 幟 仁 親王 

右 可 一 品 

中務、 常授筆 道、 勵勤 無窮、 子 荷重 任、 公武 賞 功宜 授榮 階、 式光寵 章、 可 依 前件、 主 者 施行。 

慶應 三年 十一 一月 一 一十 日 

.  二 品行 中務卿 

從四 位下 行中 務大輔 


五 
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條少納 

原 寸 

四辻大 


i 仁 親王 

部 朝 は敎久 


言 

夫 


長 谷 三 位 


i 丸 侍 


宣 

奉 


筏 古記 卷 十一 慶應 三年 十二月 二十日 


正 四^ 行中 務 糊隙灏 左大^ 算博土 小 槻輕輔 世 行 

有栖川 宮家 記 

大內記 新作 W 
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復古 記 卷 十一 慶應 三年 十二月 二十日  一一 ニニ 一- 

o 三 公納言 連署、 御璽 等、 九日 所載、 熾 仁 親王 1 1 品宣旨 ェ同シ 、告ノ 下、 一 品 幟 仁 親王 二 作ル。 

〇 准 后 慈 性 入道 親王^ s?ff  ： 薨ス、 付訌1 一本 日 ヨリ 三日 朝ヲ 輟ム、 I  ；  If  ，， 

輪 王 寺 准 后宮 薨去 二 付、 今 二十日 ヨリ 三ケ H 廢朝被 仰 出 候 事。 

〇 池 田 茂政ノ 召命 ヲ止メ  、加 藤泰秋 一一 代テ、 西 ノ宮ヲ 守衞セ シメ、 中 川 久昭ノ 請ヲ允 シテ、 京 

都市 中 巡邏 ヲ罷 ム。 

.IP 十九 日、 上京 之 儀 御沙汰 二  ^成 候 得 共 * 深 思 召 之 旨 モ被爲 在 候 二 付、 在國 二 テ彌可 奉公、 更 一一 被 仰 出 候 事、 

但、 西 ノ 宮札之 辻 固 之 儀、 是 迄大洲 へ 被 仰 付 置 候處、 此度 御免 相 成 候閒、 其 跡 可相替 御沙汰 候 事。 

卜 ニョ- -卜ョ 池 田 章 

十一 一日-一 寸 日 政 家 記 

〇 加 藤 泰秋家 記-一 云、 警衞 罷免 ノ達書 ハ原記 テ失ス 、備前 藩 兵 ト現ニ 交代 セ シハ、 明年 正月 十 一日 ユア リ。 

〇 

1 昨日 御 呼 出、 御 書 渡御 座 候 洛中 洛外 見囘被 仰 付奉畏 候、 然ル處 、是 迄、 日 御門 前 御 守衞場 二相 詰 候 人數ハ 、僅-一 士分 之 

者 一 一十 人餘、 且足輕 之 者少々 附屬仕 候 位 二 テ、 迚モ御 受難 申 上奉存 候、 其 上去ル 十七 日、 正 親 町少將 殿爲御 警衞、 士分 之 者 

差 出 候 様 被 仰せ、 御受申 上、 右人 數ヲ以 テ隔且 父 代 爲相詰 候 儀 一一 付 難行 届、 依 テ見囘 之懾蒙 御免 候 様 奉欵願 候、 此段宜 

鋪御採 揚之程 奉 願 候、 以上。 

中 川 修理 大夫內 

丁 卯 十二月 十九 日  佐 野 源太郞 

〇 本日 批紙 


願 之 通、 見囘被 免 候 事" ^s, 

〇 長 門 藩 兵 ノ請ヲ 允 シテ、 仁 和 寺 宮守 衞ノ命 ヲ止メ  、有栖 川宮ノ 衞兵ヲ 增サ シメ、  lig 尾 張 藩 

兵 ノ仁和 寺 宮守 衞 ヲ罷ム of 鎮 M 

〇 淺野 茂勳、 松平慶 永、 上書 シ テ 外 國吿文 ノ 異見 ヲ陳シ 、德 川慶 勝、 署印 ヲ 辭 シ 、山 內豐信 モ 亦 

別 ニ所兒 アル ヲ以テ 、之 ヲ辭ス 、是二 於テ、 姑 ク其事 ヲ止厶 Q 

今般、 外國御 布告 之 儀 一一 就テ ハ 、過日 御下問 被 成 下、 其 節 愚意 之 趣 奉 申 上 候處、 御诀議 被 爲在候 御 草稿 ヲ以 テ， 委細 家来 共 

へ 御沙汰 之 趣 奉 畏候得 共、 御文 中 左 之 件々 、如何 可 有 御座 哉、 心 附之儘 奉 申 上 試 候、 

一 列藩 會議 ヲ興シ テ、 汝 ニ告 ルコト 云々、 

右 ハ 、列藩 ト御坐 候 得 共、 卽今、 在京 之藩纔 -ー 四 五 藩 -ー 過不. &、 過日 奉 申 上 候 通リ、 斯 ル 御大 事 二. 候^ ハ 、爾々 之 御文 面相 

當可 仕、 尤御差 急 之 儀 一一 候 得 ハ 、藩々 在京 之 重臣 ナリ ト 御沙汰 被爲 在候テ ハ 、如何 可 有 御 坐 哉、 

一 其 未定 之 間ハ、 舊ト ノ條約 ニ從フ へ シ、  . 

右 ハ 、是 迄之條 約、 得ト御 承知 被 爲在候 儀 一一 可 有 御 坐 候 へ ト モ 、近況 之 次第 運 合 モ 可 有 御 坐 候 得 ハ 、夫 等 之 所 御轧 問 之 

上、 御 布告 一一 不相 成候テ ハ 、却テ 御 不都合 相 生 候 儀モ難 計、 第 一 御國體 一一 關係仕 候 御大 事 之 儀 -ー 御 坐 候 得 ハ 、深 御 遠慮 

被^ 在 度、 尤御 急務 之 事件-一 ハ 可 有 御 坐 候 得 共、 吳々 モ不 容易 御 儀 ト奉存 候 間、 猶又 愚意 之 處奉申 上 候、 以上。 

十二月 二十日  安藝 新少將 

淺野長 動 家 記 

〇 松平慶 永答議 

復 古 記 卷十 1 慶應 一 一一 年 十二月 二十日  三 =11 一一 


復古 記 卷 十一 慶應 三年 十二お 二十 U  一一 一三 四 

咋日被 仰 出 候 趣、 大藏大 輔奉謹 承 候、 外 夷ヲ見 ル、 尙古ノ 漢土  ノ如シ ト ノ 歆慮乍 恐 奉感佩 候、 不 背之大 If 大輔、 職ヲ 議定 

二 承 候 一一 付、 外 夷 へ 御 布告 二 御諱 御璽 ヲ被爲 載 候 末 へ 加判 仕 候 儀、 蒙 命 恐 汗 之 至奉存 候、 萬 世 皇國之 基礎 ヲ被爲 建 候 

御大 事 -ー テ、 愚 衷可默 止 儀 -ー 無 御 坐 候 -ー 付、 差 向 可 申 上 候、 今般 御大 政 更始 之 折 柄、 外 夷モ釗 目罷在 候處、 諸 藩 列 侯 僅 二 五 

藩而已 二 テ、 夫モ多 ク ハ 隱居叉 ハ 世子 等 二 候へ ハ 、即今 之 不束、 外 夷國情 通知 之 事故、 全ク 天下 ノ會 議ヲ 聞 召テノ 御處置 

ト ハ 不奉存 、御手 薄 -ー 可奉存 哉、 深憂 -ー 不堪 奉存 候、 御告 文 之 内 二  、 列 侯 會議之 上 ト被爲 在 候 通リ、 段々 列藩 モ 上京 可 仕 候 

間、 仰願ク ハ 會議 ヲ被爲 待、 篤ト 公議 之 上 御 布 化 口 一一  相 成 候 共、 敢テ 不遲哉 ト奉存 候、 夫 迄之處 ハ 、外 夷ョ リ迫 テ不伺 出様 二 

ハ 、如何様 共 被 成 方 モ可有 御 坐 哉、 何分 勑使御 下.！：、 一  度 降 命 有 之 候 上 ハ、 直 二 世界 之 通 法ヲ. 以テ、 都下 -ー ミー 一 スト ル抬 

置 候 僙可奉 願、 且是 ヨリ 誰 人力 應接可 仕 哉、 參 朝モ 仕度、 其 儀 モ奉願 候ナト 申出 候 ハ 、 、甚御 烦敷儀 ト奉存 候、 吳々、 常 分 

之處 ハ鬼モ 角 モ御諭 置 一一 相 成、 尙厚ク 天下 之議ヲ 被爲盡 候 様 幾重 二 モ奉願 度、 今日、 此處 二 遺憾 無 之 様 御 盡シ無 御 坐候テ 

ハ 、後日 之 大害難 測、 至 重 至大 之 儀、 恐懼 之 餘リ、 不憚 忌諱、 議定 之廉ヲ 以テ、 右 之 趣、 微臣兩 人 ラ以奉 申 上 候。 

酒 井 十之丞 

毛受鹿 之 介 

卷嶽 私記 

〇 

外 國へ御 布告 書 加判 ノ條 一一 付、 今日 午刻 參 內仕候 様 被 仰 付奉畏 候、 然 一一 右 應接ノ 次第、 御 國體變 換御初 政ノ時 二 常テ、 

内外 危疑 未定、 萬國へ モ關係 致シ候 事柄、 實 一一 以テ不 容易、 就テ ハ 書面 加判 等ノ ミノ 僙ニ テ無 之、 厚ク 愚考 之 筋 モ有之 候 得 

共、 猶志 慮ヲ盡 不申テ ハ 急速 言上 難 仕 御 坐 候、 依テ、 今日 參 .2: ノ儀ハ 御斷申 上、 次 日 默言可 仕樣 被 仰 付 度 奉^ 候 也" 

T  二月 二十日  ，  松 平容堂 

山內璺 範家記 


〇 春嶽 私記 -ー 云、 今朝 御所 勞ノ趣 ヲ以テ 御 斷被仰 上 シ 一一 、調印 御 違背 一一 於テハ 、勅使 可 被 指向 ナト橋 木 殿 被 申出 由 一一 付、 ト 

之丞、 鹿 之 介 ヲ以テ 被 及 御 建議 候處、 趣意書 取 指 上 候 様 御差圆 二 付、 兩人ョ リ差上 ル 、又 私 云、 此 調印 之 儀、 尾 候 ハ 御 斷リ被 

仰 上、 土 老候ハ 御 熟考 之 上 ナラテ ハ ト被仰 立、 相調ヒ 難ク、 勅使 指 添 被 命 候 後藤 象 ニ郞、 三 岡 八郞モ 御斷& 上-一 付、 此ー 

件ハ遂 一一 御 遷延 一一 相 成 タリ。 

〇 大久保 利 通書柬 -ー 云、 1 一十 日、 外國御 布令 一 條 御诀定 、議定 職、 外 國掛正 三 卿 趣 之之處 -ー 御 治 定被爲 在、 今日、 爲御 加判 五 

藩 被命參 朝 候處、 段々 異論 相 立、 越 卿 ハ 外 國掛モ 御斷， 後藤 モ同斷 、容堂 卿 御 建白 モ有 之、 終 -ー 不相行 候、 必定、 德 川氏ヲ 

俘 リ候テ ノ事ト 被 伺候。 

nl-a ョおー 3 さ、 修理 〇 因幡 藩 支 封 主、 後 鹿 奴 藩ト爲 t 一 SU. 女： t 一、. 一 ス 二  g レ o 建部揆 

C,^5S^ ル、 食 封 一一 一 萬 石、 時 一一 松 平氏 ヲ稱ス 、建立 口 ®p  i^I  二  3 ズ 家 記 

〇 池 田慶德 上申書 

是迄傳 奏 御方ョ リ被相 達 上京、 拉 名代 等 有 之 候 得 共、 此度御 變革御 一 新-一 付、 更- ー被爲 召 候 間、 以前 御屆有 之分モ 取調 

可 申 上旨、 分 知 松 平 修瑰方 へ 御 演達御 坐 候 之 旨奉畏 候、 右 修理 儀、 折節 江戶表 へ 相 詰 罷在候 -ー 付、 國元 本家 へ 往復 彼是 手間 

取 候 次第 モ有 \ 一 、被 仰 出 之 期限 延引 仕 恐 入 奉存候 段、 傳 奏御方 へ 御 斷申上 置 候處、 去 ル 五日、 江 戶表 出立、 今日 京 著 仕 候 

笞 二 御 坐 候、！ K 之" 比 段 申 上 候。 

十一 一月 二十 B  S 

復古 記卷 十一 終 

總括兼 纂修 

一等 修撰 E 長 松  幹 

復古 記 卷 十一 慶應 一一 一年 十 1IH 二十日  111 三 五 


復古 記 卷 十一 慶應ー I 一年 十二月 二十日 


校 


等 修撰 臣 長 

等協修 E 四 


校 錄 


等 書記 臣 澤 

寫 

一等 繕寫生 臣 小 

一等 繕寫生 臣 小 


星 1E 


度 廣 


川 長 

島 


春 和 孝 之^ 


復古 記 卷士ー 

慶應 三年 丁卬 十一 一月 一 .V 一  曰 二 起 リニ 十三 曰 二 至 ル 

〇 十二月 

二十 一 日、 熾 仁 親王、 伯父 I， ノ 喪-一居 ル、 特命 シ テ 、除服 朝參セ シ 厶 。 

慶應 三年 十一 一月 二十 一日 宣 

熾 仁 親王 

除服 出仕 

雖廢 朝 中 無 除服 出仕 之 例、 非常 御 時節、 且爲總 裁 職 間、 以 格別 之 思 召、 別 勑 出仕 被 宜下" if^J^fs 

•  ^1  J  ,1」 き" 一：" 

o 長 谷 信 成 ヲ以テ 、參與 助役 ト爲ス 。§ 谷 歴信麯 

〇 永 井 直諒、 及 ヒ高松 藩 兵 二 命シ、 孝 明 天皇 ノ小祥 忌 祭 一一、 泉 涌寺般 舟院ヲ 守衞セ シム、 乂れ 

諒 ヲ シ テ 京都 防火 ノ事ヲ 掌 ラシ 厶。 

永 井 日， M 守 

来 ルー 一十 八日、 一 一十 九日、 於 泉 涌 寺 孝 明 天皇 御 一 周忌 御 法 會被行 候 ー1 付、 山 h 爲警衞 、右 場所 へ 相 詰^ 中小： 

永 井 日， M 守 

自今、 京都 火 役 被 仰 付 候、 御 時節柄 之 儀、 早々 上京 滯 在勤 仕 可 有 之 事、 

復古 記 卷 十二 慶應 一一 一年 十二月 二十  一： M  三 |ー一 七 


復古 記 卷 十二 慶應！ 一一 年 十二月 二十 一 U  一一 一三 八 

^以、 本 多 主 膳 正、 靑山右 京大 夫、 松 平 圖書頭 等へ モ被 仰 付 置 候閒、 萬 端 可 申 合 事 c  In 

〇 松 平 賴聰家 記-一 云、 來ル卄 八日、 廿九 B 、於 般舟院 孝 明 天皇 御 法 會-ー 付、 御 警衞被 仰 付 、人数 差 出 申 候。 

〇 舊慕府 兵、 |f| う、 猶伏見 二 在リ、 會、 桑 一 一藩 兵モ 亦 稍 々北上 ス 、乃チ 田 宮篤輝 二 命シ テ、 伏 

見取 締ヲ 兼ネ 、 薩、 藝、 長 、 土 四 藩 兵 ヲ シ テ 巡 邏 警備 セシム 、旣ニ シテ、 藝、 土  二 藩 之 ヲ 辭ス。 

〇 田 宮篤輝 へ 達 書 

伏^ 市 在、 彼是 混 雜之趣 モ相聞 候-一 付、 早 々出お、 可 致 取締 御沙汰 候 事、 

el、」" 小 師取谛 之 偽 被 仰 付 置 候 上 之 事-一 ハ候得 共、 卽今 之處、 兼勤 可 有 之、 且長 州、 土 州、 薩州、 藝州 等へ 巡邏 被 仰 付 候 

間、 E 心得 相 達 候 事。 »gs 

〇 

各 逝 0  州藝  州 

長  州  土  州 

伏 見 表 今度 御變 革、 彼是 多端 之虛 二 乘シ、 狼籍之 者撗 行、 人心 不安 趣 相 聞 候 -ー 付、 急 度 巡邏 鎭定可 有 之 御沙汰 候 事。 

但、 伏 見 市 在 取締 之 侬ハ、 田宮如 雪へ 兼勤 被 仰 付 候、 尙又 巡邏 之 儀、 長 州、 土 州、 藝州 同様 被 仰 付 之 E、 爲 心得 相 達 候 

&. o 島津 忠義 家 記 

* 乇利元 德家記 

〇 嵯峨寳 愛 手記-一 云、 廿 三日、 藝， 土、 伏 見 巡 兒斷候 事。 

〇 書中、 藩 名 互 -ー 用フ、 山 s 豐範家 記、 一 ： 十二 日 トス、 又 伏^ ノ 警備 ラ辭セ シコト 、一 一家 家記竝 二 之 ヲ佚ス つ 

〇| 春嶽 私記 二 云、 去ル 九日， 變革 已來、 伏 水廢驛 二 相 成 候 へ 共、 奉行 屋敷 二 ハ 千 餘人罷 在、 加 之 新撰 隊、 竝會兵 等 坂 地 ヨリ 

被 指 出 被 置 候處、 近日 朝廷 ョ リ薩、 長 一 一藩へ 巡邏 被 命 故、 嚴重之 警備 一一 テ、 兵隊 戎装 二 テ辻々 相 固メ、 唯今 二 モ事 ノ起ル 


へ キ 形勢 故、 市中 老若 離散、 器械 取 片付、 砲聲 一 響-一 及候ハ 、 、立地 一一 戰場ト 可 相 成 有樣ナ リキ。 

〇 植村家 保 ノ請ヲ 允 シ テ 、傳法 川 守衛 ヲ罷メ  、其 兵ヲ 京師 一一 召ス。 

主人 駿河 守侬、 攝州傳 法 川 元 松 平 備前守 警衞之 場所、 昨 寅年 ョ リ警衞 被 仰 付、 人 數差出 置 候、 先日 來、 駿 河守侬 、江戸 表 -ー 

テ所獰 j 能 在 候 -ー せ、 在京 詰 合 之者ョ リ 、弗 常 御用 奉伺 候處、 市中 見廻 之 爲人數 可 差 登 旨 被 仰 付、 難 有 仕 合奉存 候、 方今 不 

容易 之 形勢 -ー 付、 攝海 防禦 厳重 -I 仕 候 得 共、 小 藩 少人數 -ー 付、 不行届 之 儀 無 之 様 -1 苦心 罷在 候砌、 今般 市中 ^廻 被 仰 付 候 

二 せテ ハ 、傳法 川警衞 之僙被 免、 右 場所 出張 人 數登京 仕、 一 手 -1 見廻 リ仕候 ハ 、、少 ハ 御 奉公 之 一 助 -ー 仕度 泰存 候、 誠 二 

小 藩 -ー テ文道 武術 甚以 未熟 一一 テ、 御用 一一 モ難相 立 ト奉恐 入 候、 何卒 萬 一 之 御高 恩 奉 報 上 度、 日夜 苦慮 仕 候 一一 付、 攝海 防禦 追 

テ 各藩へ 被 仰 付 儀 ト奉存 、大和 高 取 ハ近鄰 \ 一地 一一 付、 御 親 兵 等 被 差 向 候ハ、 、弊 藩 城 €： ヲ御 本陣 被 仰 付 候 ハ、、 駿河守 

儀 外 宅 仕 候テ、 些細 之 御用 二 至 ル迄、 一 々被 仰 付 候 、ノ  、 、乍 不及拔 テ盡カ 仕度 奉存 候、 何卒 小 藩 之 儀、 深 御 賢察 被 成 下 

置、 傳法川 警衞被 冤、 且弊藩 城. 2： 御 本陴之 御用 意 被 仰 付候ハ 、、駿 河 守所勞 中-一 御座 候 得 共、 押テ of 々參京 仕 候 様 巾 遣 

度奉存 候、 右 之 段 奉 願 上 候、 以上。 

植村駿 河 守 家來 

十二月 二十日  村 田 丈. 四郞 

植村 家^ 家 記 

〇 本條、 文意 通 暢ナラ ス 、蓋 シ 誤脫ァ ラ ン 。 

〇 本日 達 書 

植 ^ 駭 -V 守 

傳法川 间之係 被 兗候 間、 人 數引揚 、京師 詰タ ル へ ク被 仰 出 候 事。 

卜 二  rr- 植村家 

寸 二月 壸家記 

復 古 記 卷 十二 慶應ー |ー  年 十二月 二十 一日  一！ 一 三 九 


復古 記 卷 十二 慶應 一一 一年 十二月 二十  一 U  一一 一  w〇 

〇 池 田 德澄ノ 上京 ヲ嘉 獎シ、 宗家 ト 協同 從事セ シム。 

へ、 J 東 申ォ奐 闲向モ 有 之處、 重 朝 命 迅速 上京 神妙 思 食 候、 他日 御用 之 儀 モ候得 共、 差 向 之 處本藩 .5. 合、 奉公 可 有 之 御 

沙お之 W 澄 家 記 

〇 是 ヨリ 先、 大野 藩 兵嵯峨 關門ヲ 守ル、 ？鋪， 關門、 原 長 防ノ爲 一一 設ク、 是 二 至リ、 去就 ヲ稟請 

ス 、令 シテ、 其戍ヲ 撤ス。 

能 登 守虔峨 御 警衞關 門 之お ハ 、先年 長 防御 所 置 御 取掛リ - 一 付 被 仰 付、 自後御 守衞第 一 厳重 相 守 罷在候 之處， 今般 毛 利 家 

寛大 之 御所 置 被. 仰 出 候 上ハ、 兼テ被 仰 出 候 御 趣意、 猶以相 守 可 中^ トモ 不被 奉存、 其 上、 昨今 閼門 近所 天 龍 寺、 並 隣 

寺 壽寧院 等、 右 毛 利 家 ョ リ 申込、 旣 二 借^ 相 成 候 *、 能 登 守 人数 屯所 藏光 庵迚 モ 、 何時 人數 立退吳 候樣、 庵主 ョ リ强テ 中 出 

候 哉モ難 計、 左 候 時 ハ 、能 登 守 人数 屯所 之 儀、 甚以當 惑 之 至、 實 一一 進退 相 極 可 申、 就テ ハ 時宜 -ー 寄リ、 無據 人數  一 U: 引拂 3 申 

候テ ハ 不叶 場合 モ可有 御座、 其 期 二 臨ミ 、右 之 通 取 計候テ 不苦侬 -ー 御座 候 哉、 此段奉 窺 候、 以上。 

土 井能 登 守 家 來 

十二月 十九 日  士  n 田拙藏 

〇 木 日批紙 

窺 之 通、 是迄 之警衞 被 冤 候 事。 §11-1 

〇 德川慶 勝、 松平慶 永、 旣 二 德川慶 喜 ノ奏狀 ヲ請下 ス 、乃チ 田 中輔、 中 根 師質ヲ シ テ、 再ヒ 大坂 

二 赴 カシム。 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 雪 江、 一 一十 曰 夜 酉 半 刻 比 上 著 之處， 亥 刻 後、 國 之輔ョ リ御 奏聞 狀ニ侯 へ 御預 -ー 付テ ハ 、前議 之 通リ、 今 一 應 


申 上 度 -1 付、 明朝 ョ リ 下坂 之積リ 相談 二 付、 其 段 相 伺 フ處、 雪 江 二 モ 下坂 候 樣被命 候、 一 一 T-1 一 日朝、 雪 江、 國之輔 著 坂、 登城 

之處、 永 井 殿、 戶川 殿上 京 不在 -ー 付、 平 山 殿 へ 逢對、 御上 京 無之テ ハ 不相適 次第， 國 之輔ョ リ逐  一 二 申述， 夫 ヨリ 京地 之 形勢 

等 及 詳說、 漸ク 聞込 -ー 相 成、 雪江侥 ハ 拜謁之 上、 見込 之 次第 及 言上 度 申達 候處、 平. -ー  ハ 朝廷 ョ リ御 上京 被 仰 出様 被 致 

度 趣 二 付、 其議 ハ 隨分 周旋 行 届 可 申 段 申談退 坐、 午後 伊賀 殿、 豐前 殿、 平 山 殿、 雪 江 へ 逢對、 見込 \ 一 趣 被 尊 候 付、 朝廷 諸 卿、 

並 諸 藩士 之 事情 形勢 等 委曲 詳辨、 何分 好機 會候 へ ハ 、此時 御上 京 二 テ、 大勢 御挽囘 御靜定 無之テ ハ 不相適 趣 反復 申陳 候處、 

何レ モ大 一一 落 意 二 テ， 朝廷 之 御沙汰 次第 御上 京 一一 可 相 成トノ 談判 诀 著-一 付、 御 宵 祿御 一 條モ 御决議 被 下 候 様 一一 ト申述 

候處、 夫 二 テ ハ 六 ケ敷、 其. 儀 モ 共 々 ト 申 事 二 テ ハ 、此方 ョ リ 之 被 仰 上 ハ 速 二 聞 召 二 相 成、 彼方 ョ リ 之 御沙汰 ハ 無 之 ト 巾 

様 之 事 一一 相 成 時 ハ 、其 場 一一 及 ヒ 何共 被 成 方 無 之 事 ト可相 成 候、 欺 ヲ受テ ハ 後悔 詮ナ シ杯ト 疑念 論 一一 相 成、 難相诀 -1 付、 下書 

指 出シ、 

今般、 辭職被 聞 召 候 ニ付テ ハ、 辭官 仕度、 且 王政復古 一一 付、 政府 御 用途 之 儀ハ、 天下 之 公論 ヲ以テ 、所領 ヨリ 指 出 候 様 

, 仕度 奉存候 事、 

ケ様之 御 次第 ヲ以ヲ 、尾、 越 迄 御請 一一 相 成 候へ ハ 、尾、 越 -1 テ、 又 夫ヲ品 能書 取、 指 出 候 様 之 御 都合 -ー相 成候テ ハ 、 如 n: ト屮 

談候處 、サ ラ ハ是ヲ 以テ談 見 可 申 トノ事 一一 テ被引 入、 良久 有 之、 豐前 殿、 平 山 殿達 對 一一 テ、 一 一 侯へ 御談 -1 可 相成甞 面、 十分 之 

慕意ヲ 以テ認 タル ヲ被 示、 ケ様 一一 テハ 如何 ト被申 候 付、 國 之輔ト 共-一種々 辨論、 文面 之 圭角悉 ク减削 致 加 维候處 、夫 -ー テ談 

見 可申ト ノ事 一一 テ被引 入、 又 良久 有 之、 伊賀 殿、 豐前 殿、 平 山 殿 逢對 一一 テ、 先頃 官位 一 等 ヲ降シ 、領地 一 一 百 萬 石 ラ被削 候 段、 

降 勑之虱 聞 書 致 流布、 夫 ヨリ 猶更氣 立 居候 處故、 先刻 之 書面 筆 削 之 通 相 成候テ ハ 、迚モ 落 合 難 出來、 原文 之 通 リナ ラテ ハ 

鎭撫 二 難 及ト被 申出 二 付、 全 國萵割 云 々 之 文 段、 尾、 越 二 テ ケ様之 趣 之 書取. 一一 相 成候テ ハ 如何 ト、 猶又 潤色 イタ シ 申達， 其談 

ュ テ被引 入、 又 良久 有 之、 伊賀 殿、 豐前 殿逢對 一一 テ被申 候 ハ 、種々 ト申談 見 候 得 共、 一 字 之增減 モ不相 適、 原文 之 儘 ナラテ ハ 

落 付 不申候 事 一一 相 成 候 間、 何分 此通リ 一一 テ御盡 力 相 成 候 様 致度ト 、困難 無 體之談 二 付、 兩人猶 又 申談之 上、 セ メ テ ハ 文 段 前 

復古 記 卷 十二 慶應 一一 一年 十二月 二十 一日  一一 一四 一 


復古 記 卷 十二 慶應 一一 一年 十二月 二十 二日  三 四 二 

後 二 相 成 候 様 致 度 ト 及 談處、 伊賀 殿 矢 立 ヲ取 立サレ 、加 莱之上 被 引 入、 右原 文 加筆 如 左、 

辭 官之教 者、 朝廷 之 御沙汰 次第 一一 可 仕、 且 政府 御 用途 之 儀 ハ 、 〔全 國之高 割 ヲ 以相供 シ 至 當之儀 -ー 付〕 追而以 天下 之 公 

お 瞬國ヒ 相 Ufa, 、原註、 私 云、 朱書 ハ 伊賀 殿 加筆 ノ趣， ヲ寫ス pt 勾畫、 及 

御^ 定射成 可^ 事 行間 / 細 書 十 一 字 ハ 朱書 一一 係 ル 、今 之 ヲ 墨書 ス、 

良久 之、 書面 文 段 申立 候 通リ、 前後 一一 引直シ タ ルヲ御 目 附設 樂備中 守 殿 ヲ以被 相 渡、 亥 刻 過 退出 ス、 但、 上京 朝 命 一一 出 候 

雙トノ 周旋 之爲 一一 、戸川 殿 又々 被 上 候 事 候 得 共、 段々 兩人 申立 候 趣 二 テ 尸 、御 官祿 一 件 未定 之. 2:、 朝 命候テ ハ 甚御 不都合、 

大難 ヲ來シ 候-一 付、 兩人 上京 候 迄、 戶川殿 滞京 示談 相 成 候 様、 急 便 被 申 越 由、 伊賀 殿 物語 有 之、 雪 江、 一 一十三 日夜 亥 刻 過 京 著 ( 

〇 德川茂 承、 將ニ 京, 一 至ラ ン トス、 疾ヲ以 テ大坂 二 留リ、 荏苒 日 ヲ彌ル 、乃 チ姑ク 藩 二 就テ疾 

ヲ養ハ ント 請フ、 是日、 之ヲ 許ス。 

私儀 病 氣罷在 候 得 共、 押 テ當月 九日 國許 出立 仕 候處， 道中 寒氣相 襲、 持病 再發仕 候-一 付、 無據滯 坂、 精々 加養 仕 候 得 共、 鬼 角 

爾々 不仕、 旅 中二 テハ 十分 之 醫療モ 難行 届、 自然 上京 遲々 相 成、 誠-一 以奉恐 入 候-一 付、 一 ト先 歸國之 上、 精々 加養 仕、 少々 二 

テモ^ t ハ 、、速 一一 上京 仕度 奉存 候、 乍 恐、 情實 御 汲 察 被 成 下、 ート 先歸國 之儳、 御 許容 之 程 伏テ奉 懇願 候、 誠惶 謹言。 

十二月  紀 伊中 納 言 

〇 本日 批紙 

願 之 通 被 聞 食 候、 但、 所 勞快氣 次第 早々 上京 可 有 之 候。 

二十 二 日、 萬機ヲ 親裁 シ、 博ク 公議 ヲ採 リ、 舊 慕府ノ 善政 良法 ハ、 舊ニ 仍テ 變更セ サ ルヲ吿 論 

シ 、直言 讜議 シ テ 、忌憚 スル 所勿ラ シ ム 。 

德 川內府 、宇内 之 形勢 ヲ察シ 、政 權ヲ 奉歸候 二 付、 朝廷 一一 ォ 4 テ萬機 御 裁 诀被遊 候 一一 付テ ハ 、 博ク 天下 之 公議 ヲ取 リ、 


ii 黨ノ私 ナキヲ 以テ、 衆心ト 休戚 ラ同フ シ、 德川 祖先 之 制度 美事 良法 ハ其儘 被 差 置、 御 變更無 之 候 問、 列潘此 聖盧ヲ 體シ、 

心附矣 儀 ハ不惲 忌諱 極言 高論 シ テ、 救繩 補正 一一 力 ヲ盡シ 、上 勤 王之實 効 ヲ顯シ 、下民 人心 ヲ失 ハ ス , 皇國ヲ シ テ 一 地球 

中-一 冠超セ シムル 様、 洋勵可 致 御沙汰 候 事。 麟 

〇 添書 

別紙 之 通 被 仰 出 候 二 付、 其領 S 不洩 様、 領主 ョ リ篤ト 可 申 渡 候 事。 

〇 高 邦 及 諸家 記、 一 一十 五日 トス、 蓋 漸次 發令セ シ モノ ナ ラン。 

〇 荒 川 良知 1| ^ヲ 以テ、 參與ト 爲ス。 I 画 . •  • . 

〇 義宜家 記、 宣旨 ノ原記 ヲ失ス C 

〇 德川慶 滕ノ請 ヲ許シ 、自ラ 大阪ニ 赴キ、 期ヲ刻 シテ、 其 功 ヲ奏セ シム、 慶勝、 其 期 ヲ綏セ ン コ 

トヲ |£フ0 

尾 張大納 言 

頃日 被 仰 含 置 候 筋 二 付、 段々 盡カ 之處、 華 城 往返 彼是 難行 届 次第 モ有 之、 自身 下坂、 死生 之 間 一一 立候テ モ 、 御趣总 御 徹^ 

二 可 至 様 志願 之 趣-一 テ、 今日 ヨリ 御 暇 願 度 旨、 始終 出 格 之 心得 神妙 二 被 思 召 候 間、 願 之 通 被 仰 付 候、 仍、 去 九 = 以來、 H 

日 物議 ヲ生候 事 論、 尾、 越 周旋 之 廉不擧 之 故 二 付、 此上 ハ 、來ー 不五 日中、 三日 ヲ限リ 成功 可 有 之 候、 右 期日 二 至 リ尙是 迄 之 

如 ク遍延 之 筏 被 申出 奐テモ 、於 朝廷 情 诀テ不 行 § 々モ有 之 候 間、 前件 之 通、 彌 W 精々 盡カ可 致 被 仰 出 候^: 

德川 教^家^ 

^級^-記 

〇 

頃 之 趣モ. IT?\r 別紙 之 通 被 仰 出 候、 隨テ 復古 之初ョ リ、 偏 二 被爲的 目候僙 ハ 、尾、 越 周旋、 德川. s: 府ョ リ営上 之 慮 成否 二 有 

復古 記 卷 4- 二 慶應 一一 一年 十二  H  二十 二日  一一 一 一一 


復古 記 卷 十二 慶應 一一 一年 十二月 二十 二日  三 Eg; 

之 候 間、 各 其 分 可 心得 候、 尙又 海外 各國御 布令 之 事 一一 ォ 4 テ ハ 、迅速 御所 置 可然御 確定 之 上、 段々 富 上. N. 一向 モ有 之、 旁、 昨今 

之 御運ヒ 二 至 候 得 共、 越、 土、 藝初、 下 參與輩 被^! 脫^ 出 建言 之 次第、 其 情 實モ亦 難 默止被 思 召 候 間、 急場 右 期日 ヲ限ト 

シ、 御所 置 可 被 遊 候、 此段爲 心得 被 仰 下 候 事。 §„g 

禾 一 1- 一 n 

〇 春嶽 私記 一一 、尾老 侯、 兼テ 御沙汰 モ有 之、 御 周旋 ノ會、 桑歸國 件、 今以 遷延 相 成 候 -1 付、 御 下坂 御 暇 御 願 二 扣 成處、 別紙 

ノ通御 指圖濟 二相 成 ト見ュ 、案ス ル 一一 、達 書中、 尾、 越 周旋 不擧之 故 等ノ語 一一 據レ ハ、 專ラ會 ，桑 歸國ノ 事ノミ 二 非サル 二 

似 タリ、 然レ トモ、 辭官獻 地ノ事 ニ關ス レ ハ 、慶 勝、 慶永ー 一人 二 命 セラ ル へ シ、 決 シテ慶 勝 一 人 擔當ス ル ノ理ナ シ、 且之ヲ 

岩 倉、 嵯峨 一  ！氏 一一 質ス 一一 、會、 桑ノ事 ヲ卞； トセ シ様 一一 覺フト 、因 テ錄シ テ 後考ヲ 俟ッ。 

〇 

謹テ 御請 奉 申 上 候、 臣慶勝 下坂 仕、 御 趣意 徹底 仕 候 様、 鄙 誠 ヲ相盡 度 奉 願 候處、 0 勅許 難 有 仕 合奉存 候、 然處 E 慶膨等 周 

旋之廉 不擧故 ヲ以テ 、此上 ハ來ル 二 卜 五日 中、 三日 ヲ限リ 成功 可 仕 旨 勅意 之 趣、 誠ニ以 恐懼 之 至 奉 存候得 共、 坂 城 -ーォ 4 

テ 多人数 之 儀 二 候閒、 一 々說讒 仕 候テ、 一 言 之 間  一！ ハ 難行 届、 且 道程 往返 之 時刻 モ， 御 坐 候閒、 御 刻日數 二 テ可奏 成功 ハ 難行 

屆奉存 候、 E 慶膨熱 考仕候 - 一 ハ 、今般 皇國御 維持 之爲 朝攻御 一 新 之 御 趣意 -ー 被 爲在候 得 ハ 、 不動 干戈、 天下 之 蒼生 得 其 

所 候 様相 運 候 方、 時日 遷延 仕 候 共、 天意-一 相 叶 候儀ト 奉^ 候 間、 何卒 日 數遲速 之 儀ハ、 別段 之 天恩 ヲ以テ 御 許容 被 下 

置 候 様 偏-一 奉 懇願 候、 臣慶勝 不堪 呼 天閽 哀訴 之 至、 誠 恐誠惶 頓首頓 首。 

十二 月  大納 言 慶 勝 上 

德川義 宜家記 

〇 山內豐 信、 上書 シテ、 外國 ノ報吿 ハ , 列 侯 會議ノ 後 一一 付シ、 姑 ク德川 慶喜ヲ シ テ還政 ノ事ヲ 

報セ シメ ン コトヲ 建議 ス。 


當時御 政 體御變 革 -ー ヨリ、 速 二 外國 へ 御 布告 當然ノ 御 事、 右 御告 文 ハ 朕 ハ 列 侯 會盟ノ 主 ト被遊 候 御 儀、 乍 恐 八- U  -ー  於テ 

事理 的當ノ 御文 體ト 奉拜見 候、 然ル 一一 、此儀 朝廷 御 新政 ノ始、 尤 重大 ノ^ 件 -ー 付、 猶又 反覆 愚考 仕 候處、 只今 ノ形 一一 テパ、 

未タ 御政體 維新 ノ鴻 基、 夫々 御 順序 相立不 申、 殊 一一 闕 下- 1 相會候 諸侯 、僅-一 五六 藩而已 -I テ 、御告 文 列 侯會盟 ノ土ノ 御木 意、 

未タ 全ク 被行不 申、 且外 國應接 ハ 、是迄 幕府 へ 御 委任 一一 付、 其 取扱 ノ 次第 モ可有 之、 然ル 一一、 只今 此儘 一一 テ 俄 -ー 御 布^ 一一 相 

成候テ ハ 、御文 體ト御 事 實ト致 齟齬、 却 テ外國 一一 於テ モ 疑惑 ヲ生シ 可 申、 依 テ申迄 モ無之 候 得 共、 德川 e 府モ 向後 ハ列 侯ノ 

地位 一一 被 閣候上 ハ 、歸洛 有 \ー、 廷議 -ー 相參シ , 召ノ 諸侯 モ未致 到 著者 ハ 、 迅速 致 上京 候 様 被 命、 ハ 勿論、 天下 諸侯 ノ泶 

議、 朝廷 一一 テ 御 參考、 御國 體至當 ノ 公議 二 御 審诀、 後日 毫髮 ノ 遣 憾無之 様 被 遊、 其 上 一 1 テ早々 御 布告 一一 扣成攸 ハ 、、誠 一一 

以テ列 侯 會盟ノ 主 ノ御事 實被相 行、 皇 威外國 一一 致 光輝 可 申 ト奉存 候、 先 其 迄ハ、 慕政ヲ 朝廷 一一 舉 還候德 川. M: 府 ヨリ 一 

應外國 へ 演舌置 候 様 被 命、 可 然條ト 考慮 仕 候。 

十二月 二十 二日  松平容 堂 

山 内 mi 筘家記 

〇 本日、 加 藤 明 實モ亦 奉答 書 ヲ上ル 、異議 ナ キヲ以 テ略ス 、其 餘諸藩 原記ナ シ。 

一一 十三 曰、 林 某 ヲ以テ 、參與 ト爲シ 、參與 三 岡 公正、 及 ヒ某ヲ シテ、 會計 ノ事ヲ 管督セ シ 

厶 o 

林  左 門 

今度 爲徵士 參與職 被 仰 付、 御用 金 穀取极 方 之 儀、 取締 可 致 御沙汰 候 事。 

十二月 

追テ、 擧習院 ラ以テ 、卽今 之處假 二 金穀 出納 所 ト被定 候 間、 同所 へ 出勤 可 有 之 候、 

復古 記 卷 十二 慶應 |ュ 牟 十二月 二十 一 一一 日  一一 一 


復 古 記 卷 十二 慶應 一一 一年 十二月 二十 一一 一日  三 四 六 

但、 越 藩 三 岡 八 郞外ニ 執 次 二人、 同役 二 被 仰 付 候 間、 右 申 合 勉勵可 有 之 候 事。 

〇 

三 岡八郞 

聞 食 入 候 儀 有 之、 御用 金穀 取扱 之 儀、 取締 被 仰 付 候、 尤參與 之 儘 勸仕可 致 御沙汰 候 事。 

〇 堀親義 §骂1^辈潘 主、 ヲシ テ般舟 院ヲ守 衞シ、 永 井直諒 一一、 火元 見 役ヲ兼 シム。 . 

堀 左 衞門尉 

般 舟院警 衞被 仰 付 候 事。 ^親 雄 

〇 

永 井 日向 守 

右、 自今 火元 見 役 被 仰 付 候 事。 

〇 鍋 島 茂實、 松 平定 安ノ 家臣、 明春 京都 警衞ノ 事ヲ禀 問ス、 是日、 批シテ 、仍ホ 前 命 一一 從 ハ シ ム 

來正月 ョ リ三 B 迄、 京都 三ケ K 詰 御警衞 上京 被 仰 付 旨、 去 ル朔日 被 仰 渡 候、 右 ハ 何 レ 之 場所 御警衞 仕儀 二 御座 候 哉、 此 

段 奉伺 候、 以上。 

肥 前 侍從內 

十二月 十五 日  百武作 右衞門 

〇 本日 批紙 

三 ヶ月 詰 ハ是迄 通候閒 * 人數 上京 可 有 之、 場所 之 儀 ハ追テ 御沙汰 之 事。 


主人 出 羽 守 儀、 來辰正 c: ョ リ 三月 迄、 京都 三 ヶ月 詰 御警衞 上京 被 仰 付 旨、 常 e: 朔日 傳奏衆 ョ リ御達 有 之 候處， 御 政務 御 

改革 二 付テ ハ 、右 御警衞 上京 之 儀 、如；！： 相 心得 候 テ宜敷 御座 候 哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

出 露少將 留守居 

十二  e: 十五 日  津川六 郞右衞 門 

〇 本日 批紙  . 

三ケ ain  、一に ケ 。文 鍋 島 直 松 平定 

三 ヶ月 云 力 大 一一 同シ、 安家 記  j 

〇 案ス ル 二、 一 一家 禀請 ス ル所異 一一 シテ、 批文ハ 刖同シ 、蓋 シ其同  一 ノ事ニ 係 ルヲ以 テ之ヲ 別 タザ ル ノミ。 

〇 京都市 中 取締 三 藩、 防火 ノ事、 舊 町奉行 ノ例ニ 因リ、 專ラ巡 靦ヲ主 トセ ン コトヲ 一 r:^i ス。 

永 井 日向 守ぬ へ 、自今 京都 火 消 之 儀 被 仰 付、 御 時節柄 早々 御上 京、 御滯 在勤 仕 可 有 之、 且三 藩へ 可 申 合 3 口 被 仰 出 候 趣 二 

御座 候 得 共、 三 藩 火 役 之 儀 、ノ  、是迄 町奉行 所 一一 テ勤來 候 邊之振 合 ヲ以テ 、市中 御 取締 方專  一 二相 心得 候 様 仕度 ト奉杯 候、 此 

段 奉伺 候、 以上。 

本 多 主 膳 正 家.^ 

十-二月 二十 三日  中 神 齋之助 

青山 左 京大 夫家來 

坂 東 篤 クー 铺 

松 平圖書 頭家來 

皆 川誠藏 

青山 忠誠 家 記 

〇 忠誠 家 記 二 云、 永 井 日向 守 消防 道具 不揃 ノ旨 申出 候 二 付、 四 五日 乃至 十 日 位、 是迄之 通 可 心得 S  、卽時 橋 木 少將殿 ョ リ 

復古 記 卷 十二 慶應 三年 十二お 二十 一 一一 日  一一 一四 七 


復古 記 卷 十二 慶應 n 一年 十二お 二十 三 =1  三 四 八 

口 達 有 之。 

〇 井伊 直憲、 疾ヲ カメ テ、 京師 一一 留リ、 王事 一一 服セ ント 請フ。 

私儀 病 氣今以 快 起 不仕候 一一 付、 爲 養生 歸邑之 儀、 且 御用 柄 等 被 仰 付 被 下 度 奉 願 候處、 思 食 S モ被爲 在 候 御 趣 ヲ以テ 、精々 

加 保養、 今 暫滯京 可 仕 旨 被 仰 出 畏難有 仕 合奉存 候、 謹テ 御沙汰 \ 一 趣 熟考 仕 候 二 付テ ハ 、 液 早 歸邑可 仕 御 特節柄 二 テ ハ 

無 御 坐、 乍 病中 モ斷然 奮發、 死力 ヲ盡シ 禁闕 ヲ守衞 仕度 奉存候 一一 付、 御用 筋 被 仰 付 度、 此段奉 願 候、 以上。 

十二月 二十 三日  井伊 掃 部 頭 

井伊 直憲家 記 

〇| 大久保 利 通 書 柬-ー 云、 紀州勤 王 ヲ唱候 事、 

右 ハ 、是迄 尊幕ヲ 主張 シ候 三沛久 太郞、 津田 某喑殺 二 逢ヒ、 死 ニイ タラス シ テ歸國 イタ シ、 正 議之論 相 立、 安藤 ノ類 等、 國 

論ヲ盛 返シ、 有志 ノ者 ヲ擧ケ ラレ、 橫井次 大夫ト 申 者 杯 上京 一一 テ、 追々 面會 イタ シ候處 、隨分 模様 ハ變シ 候 様子 一一 御座 候、 

紀州モ 此節依 召 大坂迄 出掛 リ候處 、稱 病氣滞 坂、 歸國之 御 暇 願 出被兗 候、 兩端 一一 ヮ タ リ候歟 モ不被 圖候得 共、 歸國 イタ シ 

候 得 ハ 、德川 氏 勢 ハ ョ ホ ト弱リ 候 場 4 口  二 御座 候、 

一 彥根モ 同様 勤 王ヲ唱 へ、 公卿 方へ 愁訴 歎願 之^、 

一 因州モ 同斷、 

右、 三條實 行 ヲ御責 相 成 候 事、 

ー備 前モ大 一一 國論 變シ、 王師 擧リ候 得 ハ 、打 テ出候 迄 二 诀定之 由、 

一 其餘畿 2： 小 藩 等、 頻 -ー 王事 一一 勤勞セ ン事ヲ 願 出 候 事。 

〇 牧野 忠訓、 錄 二 至ル、 一， 一一；、 是曰、 上書 シーア、 時事 ヲ論シ 、再 ヒ政權 ヲ德川 氏 二 


委セ ント フ布セ ス。 

乍 恐 謹 テ奉申 上 候、 

今般 從 朝廷 被爲 召 難 有 御 事 -ー 奉 存候得 共、 陪臣 疎賤之 身分、 蒙 御 直 命 候 ハ 、唯々 德川氏 へ 擗 酌而已 俄 -ー 無 之、 舉對 

朝廷 禮義ヲ モ失ヒ 恐 人 候儀ト 進退 迷惑 仕 候 得 共、 如何 一一 モ 御政權 奉還 之侬、 御内 慮 奏閬之 旨 -1 ハ 候 得 共、 不 H  - 一  勑許 

首 之 候 御 事柄、 無此上 大事 件、 容易 -ー 御 取扱 被 遊 候 様、 上下 擧テ 驚愕 仕、 天下 爭亂、 萬 民 塗炭 -ー 苦 候 モ自是 起 候絛顯 然ト奉 

得 ハ 、彼是 斟酌 仕 候 モ 不忠 之 儀ト、 不顧恐 上京 奉 建言 候、 抑 保 平 以來、 政權 武門 二 移 リシ ヨリ、 厪 御企モ 有- \| 候 は 共、 

$1 一一  御成 業モ不 被爲在 ハ 、權與 力 全 クシ テ始テ 可 制御 天下、 權與カ 不全 シ テ、 徒ラ -ー 空名 而已 二 テ、 不能 制御 天下 ハ 自然 

之 勢、 麼世 之事變 人情 g: 然相分 候 儀、 德川 氏-一至 リ數 百年 問 之亂ヲ 撥ヒ、 萬民ヲ 塗炭 一一 救 ヒ候程 之 英明、 古今 之 事情 洞察 二 

テ、 天下 之 治安 不出此 事故、 朝廷-一 モ萬事 御 委任 被 爲在候 御 儀 ト奉存 候、 德川 氏撥亂 治平-一至 リ候 後、 若攻權 朝廷へ 奉 

歸候 へ ハ 、今日 之 治世 ハ 有 之 問 敷、 昇 平萬國 -ー 無比 ハ 祌國之 御成 光、 德川氏 祖宗 之 功業、 天下 之 萬 民、 今 = 太平 之澤 二 浴 

シ宾モ 不外侥 ト奉存 候、 昇-牛 久敷 打繽、 人心 偷惰 驕奢 二 趣 候 儀、 古今 一 轍 一一 御 坐 候 へ ハ 、德川 氏 祖宗 天下 ヲ平治 被 致 候 規模、 

無比 類 盛業、 其 後 中興 之 功業 モ相 立、 時々 改革 モ有之 候 得 共、 何分 太平 之 弊風 ヒ下共 -ー 偷安 苟且 -ー 流 候 ハ 、特 -1 攻令 之不届 

而已之 儀 一一 モ無 之、 是又 自然 之 勢ト可 申、 殊ー 一嘉 永 以来、 外 國渡來 、和戰 之 兩議ョ リ、 公武 之 御 問 柄 彼是 ヲ生シ 、時論 不定、 

姦 雄其虛 二 乘シ、 巧 二 尊 王 之 名 ヲ借リ 、浮浪 之 激徒無 深長 之 慮、 狂暴 釀亂、 幾人 トナク 非命 一一 陷リ候 次第、 慷慨 決死 之 心 

底 ハ 可憐 事 -ー 候 得 共、 全 一 心 之私愤 二 出、 義理 之 常然、 國家 治安 之 道 ヲ不辨 、不好 犯 上而好 作亂^ 未 之 有 ト诰歎 之至リ 二 御 

坐矣、 爾來 物情 玢々、 世上 不穩、 鑌テ長 防 之 事件 モ相 起リ、 終 一一 今日-一至 リ候ハ 可悲事 -ー 御 坐 候 ハ スャ、 外國 和戰之 侬 、天下 

之 諸侯 種々 異說モ 御 坐 候 得 共、 追 年 事情 モ相 分リ、 旣 -ー 先帝 御 治世 之砌、 交際 御 許-一 モ相 成、 唯今 - 一至 リ候 テハ、 始 摘爽 

ラ唱へ 候 者モ、 反 テ彼ト 和親 二 及 じ 、今日 之 形勢、 徒ラ 二 攘夷 之 出來サ ル ハ 分明 仕 候侬、 然 ハ 刖、 朝廷 二 モ先後 之 御 命令 

御 i 徹ト中 御^  ,ー  モ無 之、 乍 恐 御 反省 可 被 爲在御 事 ト奉存 候、 總テ 朝議 ヨリ 出 候而已 一一 モ有 \ 一間 敷、 尊 王 之 名 -ー 託シ、 铋 

復古 記 卷 十二 虔應 一一 一年 十二 H 二十 三 H  三 四 九 


復 古 記 卷 十二 慶應 三年 十二月 二十 三日  三 五 〇 

夷攻戰 ラ唱へ 候 輩 ヨリ、 多ク ハ此- 一至 リ 候 御 儀 ト 奉 恐察 候、 是等之 人 々 ， 只今 二 至リ、 猶 攘夷 ヲ 唱 へ 候 哉、 自己 \ 一明 喑 ヲ 不 

省， 先 後 之 反覆 ヲ不耻 シテ、 猶德川 氏而已 ニ責ヲ 歸候ハ 、仁義 有 道 \ー 人々 ト可申 哉、 大凡 物 大ナレ ハ 難治、 小ナ レ ハ易 治、 如 

何 二 モ 天下 之 廣大ナ ル 、國 初ト逮 ヒ 、別テ 多事 一一 相 成、 夫々 屆兼候 處モ有 之 候 得 共、 追々 奮勵被 致、 實意 一一 更張御 坐 候 へ ハ 、 

始終 大亂 一一 不至シ テ、 自然 之 强國 一一 モ可相 成、 當時之 有様 攻守 之勢異 ナリト 申樣ナ ル勢御 坐 候テ、 不振 様相 見 候 得 共、 自是 

切迫 仕 候へ ハ、 强國 二相 成 可 中、 如何 トナレ ハ 、天下 之 尊敬 ヲ受ケ 、深 殿 之 中二 生長 ニテ、 下情 二 不通 \ー 弊 モ御坐 候 得 共、 今 

日 ニ至リ 左様 之 儀 一一 テ モ不 相濟、 奮 勵モ有 之、 親 藩、 譜代 モ追々 發愤仕 候 様 可 相 成、 然ハ 則、 關西之 武士 必强ト 申譯ニ モ無 

之、 關東之 者 弱 二 終ル之 埋モ無 之、 多勢 之 中必 人傑 モ可 生、 四分五裂 二 至リ候 へ ハ 、 天下 之 心、 德川氏 之 恩 澤ヲ思 出 シ候半 

歟、 外 二 誰人ヲ 思 出 可 申 哉、 其 威 之盛ナ ル中ハ 臣服 從順シ テ、 安穩 無事 之 恩ヲ忘 レ 、 太平 偷惰之 時 二 乘シ 、 借 名 醸亂之 人々 

二 ハ、 假令 力不足 4 一  且 威壓セ ラル 、 モ、 天理 之 自然、 诀シテ 心服 ハ仕間 敷、 近頃 西洋 變革 1\ー 說ヲ 羨ミ、 變亂反 テ開强 之 基 

ト 云說モ 一 理ナキ 二 ハ無之 候へ 共、 制度 モ違ヒ 、萬國 無比 之 太平 ヲ、 開 强之說 ヲ唱へ 、變亂 ラ釀シ 候ハ、 天理 人心 之 所 不容、 

悲憤 慨欵 一一 不堪 次第、 天下 之 諸侯、 德川氏 へ 臣服 シ、 數 百年 太平 之 恩 澤ヲ不 忘却 之 義心 有 之 候テ、 朝廷 之 不安 、ノ 無 之、 徒 

ラ 一一 尊 王 之 名 ヲ借リ 、不平 ヲ懷キ 、時勢 一一 乘シ、 徒 義ラ唱 へ 、或 ハ 私利 ヲ營ミ 候樣ナ ル 人心 二 テ、 朝廷 之 安 事 可 有 之 哉、 

朝廷、 德川氏 へ 御 依賴之 M- ク、 彌權勢 ヲ被爲 益 候ト、 御 委任 之 名而已 二 テ、 威 權ヲ御 殺 被 遊 候ト、 朝廷 之御爲 如何 可 有 之 

哉、 富國强 兵、 皇國 治安 之 御 命令、 先年 ョ リ度々 有 之 難 有 御 事 -ー ハ 御 坐 候 得 共、 太平 偷惰之 風習、 中々 以テ 急速 之可改 二 

無 之 、内外 多難 \ 一時 一一 當リ、 國是 未定、 政令 未 整 內、 謦ヒ難 有 御 命令 一一 御 坐候ト モ、 緩急 其宜ヲ 不被爲 得處有 之候テ ハ 、其 

名 甚美ナ り ト雖モ 、其實 ハ 德川氏 之 疲弊、 隨テ 天下 之 諸侯 無益 之 奔命 一一 疲レ、 無用 之 財力 ヲ蛰シ 候 儀、 外 國而已 之 儀 -1 無 之- 

公武 之 御 齟齬 ョ リ出候 儀 一一 モ 可 有 之 哉、 皇國第 一 大 ナ ル德川 氏 之 疲弊 ハ 、其 疲弊 二 非ス シテ、 皇國之 疲弊 ナ ルヲ 能々 

御 了解 不被爲 遊候テ ハ 、彌覬 覦輕侮 ヲ被爲 受候様 可 相 成、 得ト 被爲盡 叙 慮、 暫時 拿 崇之虛 名 ヲ御悦 ナク萬 民 塗炭 ノ苦ヲ 

憂 御 盧被爲 在、 任而 疑者亂 之階ナ ル ヲ 御鑒、 是迄之 通、 萬 事 德川氏 へ 御 委任 被 爲在候 ョ リ 、治安 之 道 ハ 無 之 儀 ト奉存 候、 一 


旦被 仰 出 候 御 儀、 間ナ クシ テ御 改被爲 在候ハ 、、彼是 六ケ敷 申立 候 者 モ可有 之 候 得 共、 其段ハ 朝廷 ヨリ 御敎 戒被爲 ^、 

爲 皇國 安危 治亂之 際、 厚 ク相辨 へ、 幾重 一一 モー 和 一定 致シ、 奉安 宸襟候 様 被 仰 聞 候 得ハ、 御 逮背仕 候 者 モ有之 間 敷、 

御 英斷之 上、 速 二 御所 置 可 被 遊 御 儀 ト奉存 候、 奏聞 之 上 被 爲聞食 候 御 儀、 疎賤 之分ト シ テ 不憚 忌諱， 犯 逆鱗 候 ハ 斧鉞 之誅 

難 逃、 假令 寬宥之 御沙汰 舉蒙 候モ、 犴暴籽 亂者有 之悸へ ハ、 亦， 生還 スル 不能 條ト歎 敷 奉 存候得 共、 天下 萬 民 之 安危-一 係 

リ候御 儀、 懼罪逃 死 默止罷 在 候モ、 皇國有 生 之 道 二 背キ可 申ト、 乍 不及诀 死 極諫、 無量 之 御高 恩 萬 分 之 一 ヲ モ報シ 候 得ハ、 

死 モ猶生 - 一勝 リ候儀 ト不顧 恐 奉 申 上 候、 不肯之 者、 天下 事情 之詳悉 承知 仕 候 -ー モ無 之、 妄味 疎漏 之 至 恐 入 畏縮 罷在候 得 井、 

封土 相當之 家來ヲ モ召 仕、 一 同 助力 勤 勵敢テ 奉 申 上 候、 唯 無 彼我 之 別、 一 毫之 求ナキ 愚忠之 心事、 御 採用 モ被成 下 候 ハ 、 難 

有 仕 合奉存 候、 誡惶誠 懼頓首 敬白。 

慶應三 卯年 十二月  牧野 駿河 守 

牧野 忠毅家 記 

〇 德川慶 喜 、戸川 安愛 ノ歸 報ヲ 得、 永 井 尙志ヲ シ テ先ッ 京 一一 至ラ シ ム 、尙 志、 松： 个鹿 永、 山 内^ 

信 等ト、 慶喜入 覲ノ事 ヲ謀ル 、慶永 等、 公然 朝 命ヲ奉 シテ、 大坂 一一 趣キ、 先 ッ辭官 納地ノ 事ヲ決 

シ、 後 二 入觐 ヲ議セ ン トス 、是 日、 率 水、 德川慶 勝 ト同ク 朝 命 ノ擬案 ヲ上ル 、 廷議、 ^地 返上 ノ 

文字 ヲ用 ヒント 欲ス 、慶永 等、 之 ヲ 爭 ヒ 、辨論 數囘、 明-一至 テ 決セス C 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 一 一十 一 日夜、 永 井 玄蕃頭 殿 坂 地 ョ リ 上京 有 之、 一 不一 一日 朝、 毛 受鹿之 助、 永 井 殿 へ 罷出、 雪 江、 咋朝ョ リ下 

坂、 亦 復行違 -ー 相 成 趣、 且京狀 申達 候テ 、坂 地 之 模様 承 候處、 於 彼 地 ハ 、過日 來已 -ー 御 奏聞 一 條 -ー 相 成 有 之 處、 戶川 殿歸坂 二 

テ、 京地 乙 次第 申 上 一一 相 成 候 付、 御 再 評 之 上、 御奏狀 御差扣 一一 相 成 候 上 ハ 、 京地 之 形勢 一一 被 任、 御上 京 モ 可 被 遊トノ 御^ 一一 

復古 記 卷 十二 慶應 三年 十二  二十 一一 1H  三 五一 


復 古 記 卷 十二 慶應 三年 十二月 二十 三 口  一一 一 五 二 

相 成、 其件爲 取調 永 井 殿歸京  >  一 祁成事 之 m  、坂 地 之 人心 ハ 今 以闲難 之 趣 二 物語 有 之、 此夕五 字 後、 後藤 象 一 ー郞參 邸、 永 井 殿、 

容堂様 御旅館 へ 被罷出 居候 閒、 公 モ御來 臨 被 下 候 様トノ ほ 二 付、 卽刻 土老侯 大佛之 御旅館 へ 被爲 入、 御同處 二 テー ズム竝 永 

井 殴、 象 一 一郎、 福 岡 藤 治 被 召 連、 修理、 十 之丞、 鹿 之 助モ御 一席-一 テ、 種々 御 相談 有 之 候 得 共、 何分 指 赏リ御 宫祿之 御 一 件 形 

付不申 s ハ 、御上 京 相 成候テ モ却テ 不都合 二 付、 先 ッ此件 之 御 目的 相 立 候 様 被 成 度、 就テ ハ 京阪 隔地之 往復 候 間モ相 掛リ、 

段々 通 引-一 モ相成 候へ ハ、 結局 朝廷 ヨリ 之 御沙汰-一 相 成. 夫ヲ御 持參、 尾 公ト御 一虚-一 御 下坂 テア 被 仰 上、 御^之 御模找 

次第、 御上 京 之 儀 モ其節 之 御 談-ー 相 成 候 方 可然候 へハ、 明 H ハ 三 職摁參 內之絛 御中 立、 尾 侯ト御 一 所 二 可 被 仰立ト ノ御談 

濟 二 消戎 、卽乾 ョ リ ト之丞 、鹿 之 助、 尾 侯 御旅館 へ 被 遣 候處、 尾 侯 -1 モ 御 同意 有 之、 侬 テ會、 桑 歸國ノ 件 一一 付、 老候御 暇 御 指 

圖濟ニ  ffl 成、 明 H 御 下坂 可 被 成 ノ處、 前條ノ 次第 二 付、 御 見合 ノ僙被 仰 人 御 承知、 二十 三 n 朝、 永 井 殿 ヨリ 呈書如 左、 

一 翰 奉呈 上疾、 然ハ 唯今 坂 地 急 騎便ヲ 以テ、 兼 テ御內 歲御坐 候 一 ーケ 條之侥 一一 付 中越 候 趣 ハ 、雪 江、 國之輔 兩人再 下坂 二 テ * 

钊地 辭宫之 係 二 付 云々 被 申 聞 候 付、 別紙 之 通. 御 內答書 出来、 兩人 モー 覽致シ 、加筆 通 リ取直 相 成 候 様 致 度 トノ旨 二 付、 其 

通リ K 直シ 一一 相 成 申 候、 右 加筆 通 之 書面-一 テ 宜候ハ 、 、早速 御 差 出 一一 可 相 成 候 得 共、 左 モ無之 テハ、 所詮 御上 京 之^ ヒ 二 

相 成 兼 候、 尤右 ハ 公然 御 旗本 之士 へ モ相示 候 様不相 成候テ ハ 、必大 沸 縢、 不可 鎭撫勢 一一 立 至 候 段 申 越 候、 咋夜御 W 談之趣 

. モ御坐 候 間、 不取敢 別紙 相 添、 此段巾 上 候 云々^ な、 

無 程 永 井 殿モ御 來會、 象 一 一 郞モ被 仰 遣、 御 書中 之 趣 反覆 御 討論 之 上、 坂 地 ヨリ 相 廻 候御甞 取、 猶又御 添削 -ー テ御 害而御 

二 お 4%、 御听 へ 尸 今日 尾、 越 被 仰 合、 御. &立之 儀 有 之閒、 三 職總參 S 相 成 候 様、 御 家 來共ヲ 以テ御 達 有 之、 未 半 刻 過、 御參 

S 被 遊、 尾 侯、 土老 侯、 藝、 若 侯 キ御參 W 、薩侯 ハ 御斷リ 也、 於 小 御所 總裁始 御 揃 之 御 席 二 テ、 尾 侯ト御 一 同 二 德 川氏宫 

i.§ 朝廷 之 御沙汰 一一 相 成、 夫ヲ 御持參 -ー テ御 下坂、 德川氏 へ 御 達 有 之、 御請 濟 -ー テ御 上京 相 成 候 様 御 周旋 被 成 度 趣- 

千日 ハ 德川氏 支族 之 御 場合 ハ御 離レ、 議定 御 職掌 之 上 一一 テ 、 皇國萬 安之 爲被仰 上 候 段 御 申立 二 テ 、 御 相談 之 御 書面 御 指 

出 二  W 成宾處 、政苻 御用 途ト シ テ 、領地 返上 之 文 段 -ー 不相 成候テ ハ 、御 奉還 之實効 難 相立ト ノ事候 得 共、 御領 地 返上 杯ト ノ 


趣意 相 成候テ ハ 、坂 地 之 鎮撫 難 出 來譯- 一 テ、 廷議殊 之 外 困難-一 テ、 中々 御 一 席 \ 一 御 評 诀-ー ハ難 至、 再三 御 休 席 一一 チ ノ御^ 談 

ナリ、 是ハ 攻權 奉還 候 上 ハ 、領地 共 二 返上 無 之候テ ハ 、御 誠意 モ 不相顯 、御名 分 モ難相 立トノ 論、 上院 -1 盛 二  、文.： 二 ォ ィ 

テ 義理 之當否 ヲ爭ヒ 、眼 ^闕下 ニ動亂 ヲ發ス ルヲ顧 ミサ ルヲ非 トス ルノ議 、下院-一 專ラ 也、 ニ侯ハ 朝野 之^^、 ゅ變 \ ー綏 

急 ヲ御辨 折 アツ テ、 頻リ 二 成敗 之 所 诀ヲ御 催促 ァリ トイ-へ ト モ、 鬼 ft 之 御 挨拶 無 之、 夜將 ニ明ナ ン トス ル 二 及 ンテ、 イツ ノ 

間 力、 宮始 上院 之 御 方々 御 退 朝トナ リケレ ハ 、一 一 侯モ無 御據、 二 卜 四： n 朝 卯 半 刻 比 御 返 散 ナリ。 

〇 大久保 利 通書柬 -ー 云、 一 一十三 日、 尾老 卿、 咋日御 暇 相 成 居候 處、 今： n ハ 尾， 越卿ョ リ言 上ノ 趣被爲 在、 御 一 同 御^ 朝 御 颇、 

總御參 2  二 テ 言上 之 趣 、ノ  、尾、 越 卿 共 一一 下坂 仕、 必死 ノ盡カ 仕度 候 付、 從 朝廷 御沙汰 之 御 紙面 頂戴 仕- に，、 t ぉ條 

之 通リ、 草稿 ヲ以テ 、御 願 相 成 候 得 共、 別テ 朝議 六 ケ敷及 徹夜 候、 

仉、 是迄於 小 御所 御 評議 之 節 ハ 、下 參與 一 同列 席 -1 テ候處 、此御 評議 ョ リ越 卿、 土 卿 ョ リ 言上 之 旨 有 之、 列席 無 之 候^。 

,〇 細春嶽 私記-一 云、 二 卜 三日 朝、 戶川 殿竝御 目附保 太郞來 邸、 戶川殿 ヨリ. M 府公御 直 書 呈進有 之、 如 左、 

一 翰呈 進、 扨 ハ 戶川 伊豆 下坂、 御 地 之 模様 委細 致 承知 候、 何分 二 モ早々 上京 致 候 様 一一 ト ノ趣 云々 致 承知 候 、素 ョ リ！ ヲ以 

テ 皇國之 御爲 一一 致 度、 徵衷 ハ 追 々 建言 モ 致 候 儀 一一 付、 此度之 儀迚 モ 、 皇國 之御爲 一一 相 成侬候 ハ 、、速-一 h 东. 協力^ 心、 

正 議ヲ盡 度 素志 情 願 候 得 共、 先比旣 一一 大變革 之 節、 家 來共鎭 撫之爲 、火 坂 へ 引取 候 次第 一一 テ、 漸ク說 ！M ラ モ扣加 へ 鎭定 二 ハ 

相 成 候 得^、 此度爲 天下 上京 致 候 共、 家 來共承 候 " 、、丁 M  - 一  危地-一 臨 候 様お 取、 又々 沸騰 難留 二 可到ト 熟知 致 候 問、 此ヒ 

之 御盡カ 一一 テ、 可 相 成 ハ 御所 " リ 御用 有 之 候 付 被爲召 候 様相 成 間 敷 哉、 左 候 ハ 、 、家來 -ー モ 如何様 ト モ鎭 撫說^ イタ シ、 

早々 上京 候 様 可 致、 委細 ハ ^豆 申 含" 玄蕃打 合 セ可及 御 細 話 候 間、 深ク御 諒察 可 給 候、 右上 京 之節ハ 、人数 モパ 迚攸^ 故、 兼 

テ、 宮闕ハ 勿論、 市中 末々 迄、 誤觯 イタ シ^  二 駕動不 致 様、 鎭撫方 之 依 モ御心 附可有 之 候、 餘ハ兩 人 之 口吻 一一 託シ、 草々 閣 

筆 不悉。 

十一 一月 一 一十 一 日夜 認  2：  ^ 
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菊 雁 帝 

クク截 

y—  /— 

問 問 間 
It,  J    Mj  Jfii 


き 古記 卷 十二 虔應一 1 一半 十二お 二十 一一 一 =  三 

. 大蔵 大輔^ 

容  堂 4 

〇 本書、 京師 ノ議ト 齟齬 スルヲ 以テ、 畫餅 二 屬セシ ナリ、 然レ トモ、 當時ノ 狀態ヲ 見ルへ キヲ以 テ此ニ 附ス。 

〇 伊達宗城、 京 二 至ル。 き議 - -  -  み. 

〇 舊慕府 老中 稻葉正 邦 等、 譜第 藩士 ヲ 江戶城 ニ召シ 、德 川慶喜 ノ奏狀 ヲ 示 シ 、各 兵 ヲ率ヰ テ 西 

上セ シム、 是日、 江戶城 ニノ 丸 火 ァリ。 

別 £ 十九 日ノ  fil クー 南 一 相 達- Kftr 共、 常 地 御 守 衞之御 都合 モ有之 候 間、 差 向 家々 人數 合併 致シ、 急速 出張 可 被 致 候、 f テ ハ是迄 

相嗜候 家々 之 兵制、 竝可 差出人 數之 多寡、 早々 可 被 申 聞 候、 委細 大目 付 御 目 付へ 可 被談候 事。 ！E 倉亂達 k 記 

奏閬 狀寫、 

臣靈芸 々。計 ヅ 

〇 

此庋於 京都 表不 容易 變動有 之、 時勢 彌 切迫 之 趣、 是皆 治世 之極ョ リ斯ク 事變之 出来 致候譯 二 付、 此度 所詮 穩便 二  ノ 札 成 問 

敷、 從來殆 三百 年 之 間、 德川家 之 恩 澤ヲ不 蒙 共 難 申、 就テ ハ 主人 主人 其 心得 可 有 之 候 得 共、 各 一 際勉 勵致シ 、 カヲ 其主ノ 主 

人 二 f テ、 皇國 之御爲 一一 相 成 候 様 可 被 致 候。 HI 

〇 j 黑 U 秀波来 記 二 云、 二十 三 B 、西 城 於大廣 間、 稻葉美 濃 守、 小 笠 原壹岐 守.. 稻葉兵 部大輔 列座、 一 席 分 二 テ 一 同 呼 出、 美 


濃 守 達 一一 、當今 京地 之 御 模様、 各 追々 傳聞モ 可 有 之、 實 二 不 容易 御時體 一一 付、 上様 ヨリ 御 赛聞之 御 次第 モ有之 候 問、 銘々 右 

之 趣 心得 居候 ハネ ハナ ラサル 事-一 付、 右 御 書付 寫相渡 申 候、 續テ鱟 岐守演 舌 一一 ハ 、京師 不 容易 形勢 之 所、 昨今 實 二 切迫 之 極 

二 立 至リ、 迚モ此 末 無事 平和 一一 相 治リ候 勢、 诀テ 有之閒 敷、 實-ー 皇國之 御 安危 御 存亡 ハ 此時ト お 候、 各 忠勤 ヲ可 盡ハ今 u 

一一 可 有 之、 就テ ハ 上様 一一 モ深ク 御 配慮 被 遊、 皇國之 御 爲メ御 愤發被 爲在候 勿論、 自分 共 一一 モ 眞 -ー 心痛 S 能 在 候、 此 人 へ 

申 聞、 是迄 三百 年來、 太平 之 御 恩澤ヲ 忘却 不致、 銘々 大憤發 二 テ、 皇 國中眞 -ー 公平 至當之 衆議 ヲ盡シ 忠勤 可 致、 又家来 共 

二 モ、 各 其 主人 主人 ラ 補佐 シ、 其分々 ラ以テ 忠誠 ヲ勵ミ 可 申、 銘々 分限 ハ替ル ト雖モ 、何モ 皇國之 御爲メ  二 候 間、^; 賤上 

下 之 別チナ ク相倶 ニ盡カ 致シ、 是迄 皇國 太平 之 御恩澤 二 奉 報 度 事ト存 候。 

〇! 二十四日 堀 田 正 倫 答 書 

昨夜 御 達 之 趣 二 付、 見込 モ有之 候ハ 、 、無遠慮 可 申出 旨奉畏 候、 今般 之 御大 事件-一就 テ ハ 、臣子 之 情 分、 何事 ラ打捨 候 テモ、 

一刻 モ早ク 上京 候 儀 急務 ト奉存 候、 乍然、 御 當地ハ 御 根本 之 地 二 付、 御 時節柄 如何様 變事出 來候モ 難 計 候 問、 御 譜代 数ヲ盡 

シテ 上京 候 モ却テ 無謀-一 モ可有 之 哉、 右一 一 付、 愚存 一一 ハ 、兼テ 上京 用意 之向ハ 勿論、 御 役 相 勤 候 分モ、 先 差 向、 面々 力 次第 人 

數 急速 差 出、 諸家 合從之 兵隊 組立、 右 ヲ閣老 參政之 内 御 一 人 宛 二 テ御引 纏 相 成、 今 明 U 一一  モ早々 御上 京 相 成 候 ハ 、 、諸^  ： 

同 登 京 之 先 陴ト申 儀 一一 モ相 聞、 一 時 之 聲援ト 相 成 可 申 哉、 何分 一一 モ機會 一一 後 レ候テ ハ、 其 詮無 之 儀 二 付、 せ々 ム邊御 取 極 相 

成 候 様 仕度、 引績キ 一 同 申 合、 一人 モ餘 計-一 上京 仕 候 様 致 候 ハ 、 、如何 可 有 之 哉、 就 御 尋愚存 之 趣 申 上 候。 I 翠 I 

〇 正 倫 家 記、 及ヒ 叢書、 二十 五日 、留守居 依田 七郞 大目 付へ 差 出 ストア リ、 按ス ル 二 、文 首 咋夜ノ ギア リ、 五 ハ四ノ 誤ナル 

へ シ o 

〇 酒 井 忠寶家 記 二 云、 明 六 時 頃、 御城 一 一 ノ 丸 長局ョ リ 出火 二 付、 左 衞門尉 人 數召連 出馬、 I、 四時 過鎭 火。 

〇 慶 明雜錄 二 云、 舊臘 二十 三 曰、 江 戶西ノ 丸 城 中 出火 有 之、 翌 二十四日、 天璋院 様 nilif,4?、 御附 女中 御 暇-一 

相 成、 譯柄不 相 分 故、 花 川 被 差 越 承 候 得 共、 不相 分、 基ハ右 出火 -ー 付テ ハ 、嫌疑 ョ リ右 時機 -ー 相 及 候歟。 
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總括兼 纂修 

一 等 修撰 

一 等 修撰 

一 等協修 

校 錄 

一 等 書記 

繕 寫， 

二等 繕寫生 

二等 繕寫生 


臣長松 

臣 長 

臣 四星恒 

E 澤渡廣 

臣 小川 長 

臣 小島 


春 和 孝 之荧 幹 


復古 記 卷士ニ 

-慶應 三年 丁 卯 十二  0:  二十四日 二 起 リニ 十六 日 ニ至ル 

二十四日、 廷議、 遂 一一 領地 返上 ノ文 ヲ用フ ルヲ 止メ、 辭官納 地 ノ命ヲ 下シ、 德川慶 勝、 松 平慶永 

ヲシテ 、之 ヲ德 川慶喜 一一 傳へ シ厶。 

一 今般、 辭官被 聞 召 候 二 付テ ハ 、 朝廷 辭官之 例 二 傚 ヒ、， ：1 內 大臣 ト被 仰 出 候 事。 

一 政權 返上 被 聞 召 候 上 ハ 、御 政務 用度 之 分、 領地 之 C ヨリ 取調 之 上、 天下 之 公論 ラ以テ 御 確定 可 被 遊 候 事。 

右兩 件、 心 S 御沙汰 候 事。 鍵 華-£ 

〇 德川 義宜家 記-一、 ニ條ヲ 合シテ 一 トシ、 文字 少 異同 ァリ、 按スル 二、 私記 日載ヲ 是ナリ トス、； n 載、 又 ヨリヲ 夫 々二 作リ、 

之 上 ノー 一字 ナ ク、 末 文、 右兩 事件 爲 心得 相 達候樣 御沙汰 候 事 一一 作ル。 

〇 春嶽 私記 二 云、 二十四日 午刻、 第參 内、 藝、 若 侯 ト御兩 人 ナリ、 於 宮中 廷議 內景御 探索 ノ處、 咋來 徹夜 故、 宫始御 草 臥 

二 テ、 御 評議 御出來 兼、 今朝 之 處御散 朝 相 成 事故、 今日 尸 是非 御 诀評ト 中 御 運 ヒ 、畢竟 之處、 宫武 内外 之 落 合、 疑懼 ヲ懷テ 決 

兼 候 次第 U 付、 下參與 周旋 之 向 ョ リ 、夫 等之處 ハ尾、 越へ サへ 御 委任 相 成 候 得 ハ , 坂 地 之 儀 ハ 急 度 御 安心 之 旨 -ー テ 致慫 尬、 

先 ッ夫ナ レ ハ ト申趣 二 テ、 漸ク決 シカケ 、頓テ 事 定リ可 申 勢 之內ナ リシ 力、 無 程、 下 參與不 殘呼出 二 テ、 御 甞 面 御 诀定候 ST 

拜見之 上 存寄有 之 候 、ノ  、 、猶又 申 上 候 様 トノ事 二 テ、 御 書面 御 渡 -1 相 成處. 右 御文 段 之 h、 矢 張 領地 坂 上 之 文字 有 之 -ー 付、 

參奥之 内 尾、 越 之 面々 ョ リ、 於 尾， 越 ハ 尙相願 度 儀 有 之 段 申達 シ、 諸 藩 ハ默々 ト シ テ 退席 ス、 是 ョ リ 禁句 、ノ 引直シ 二 相成攸 
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様、 公 -1 モ 御沙汰 有 之、 土、 藝參與 等、 頻 -ー 東西 周旋、 國之輔 、雪 江 ハ 岩 倉 卿 へ 申立 候處、 內情殊 之 外 險急之 趣 被 申 聞 候 ュ 付、 

當時之 議論 家中 御門、 正 親 町、 長 谷、 萬 里 小路 等 之 諸 卿 へ 御 逢 對之僙 申入 候處、 良久 シ テ四卿 御 揃 御出會 一一 付、 國 之輔ョ リ 

g 上 之 一 一字 有之テ ハ 、阪地 輕輩之 人心 二 關係シ 、如何 二 モ落合 兼、 鎭撫 難儀 之 趣、 諄々 申 述候處 、諸 卿 被 申 候 ハ、 一 應ハ尤 二 

W 聞 tar 共、 御 诀定之 上 之 事 候 へ ハ 、最早 動シ 力 タ キ趣等 談之內 、或 卿 ヨリ、 政權 返上 之 上 ハ 、 領地 モ 返上 無之テ ハ 名分 名 

篛難相 立、 內府 誠意 之發見 モ無之 トノ論 ヲ被發 候 一一 付、 雪 hd 、十 之 丞申陣 候 ハ 、 其仰セ コ ソ 名分 不明 ト奉存 候 へ 、 德 川氏關 

ハ 豐臣氏 之 比、 三、 遠、 駿 ト 振替 二 相 成 候 事 二 テ、 武功 ラ 以 テ伐リ 取候モ 同然、 其 外 之 土地 迚 モ 、其 比 之 世態 -ー テ、 

朝廷 ヨリ 賜ハリ 候ト申 事モ無 之、 夫々 之 由緒 有 テ領シ 來候事 二 テ、 攻權 二 モ將 軍職 二 モ 附キ不 申、 又 祖先 之 世 二 ハ、 天下 之 

人心 盡ク德 川 氏 -ー歸 服 致 候 故、 政權モ 自ラ手 二 落 候 事 二 テ、 誰ノ ヲ奪ヒ シ トモ ナク、 何方 ョ リ讓ラ レ タルー 一 モ無之 候、 又將 

軍 哉 之 筏 ハ 、再 應御辭 退 申上シ カト、 强テ被 命 候 事 二 テ、 願ヒ タル 事ニハ 無 之、 夫 ヨリ 巳來ハ 、代々， 右 之 振 合 ヲ以， 一 一 百餘年 

相承 繼致候 事 一一 テ 、官位 一一 付 候 譯モ更 -ー無 之、 然ル 一一 唯今 ト相 成、 右 攻權テ 返上 奉 リ候德 川 氏ハ、 領シ 居候 土地 迄モ 返上 致 

候半テ ハ 不適 次第 ト相 成、 又政權 二 關ラヌ 諸侯 ハ 、侬 然ト シ テ舊封 ヲ領シ 居候 テ ハ 、德川 氏 ハ代々 政權御 預リ. e. 上、 心ヲ勞 

シカヲ 費 候 丈ケ之 不幸 ト相成 候 道理 二 當リテ 、素々 政權ト 領地 ト、 將 軍職 ト 官位ト ハ 、各自 別段 二 テ、 更 二 名義 二相 拘係ス 

へ キ物ニ ハ有之 間 敷 歟ト申 上 候處、 夫 故 昨日 モ、 諸侯 一 同 領地 返上 ス へ キ カトノ 論モ起 候へ 共、 夫 ハ不宜 トノ事 二 テ相 d 

タ リ ト被申 一一 付、 御尤之 次第 一一 候、 諸侯 一 同 領地 返上 ト相成 候 ハ 、 、天下 之 惑 亂ト相 成 可 申、 今德川 一家 タリ トモ、 人心 ハ 

同シ事 候へ ハ、 イカ テカ 故ナク 承伏 仕ル へ キト 申 候へ ハ、 例 ノ普天 率土 ヲ被 申出 候 付. 如何 二 モ 一 天下 王土  二 ハ相逯 無 之 

矣專 共、 王土 ナレ ハ トテ、 王ノ御 勝手次第、 御 私 二 御 引 上 ケ被成 候 譯ノ物 一一 ハ無 之、 土地 人民 程、 大切 成 動力 シ難 キ物ハ 

. 港 之、 如何 二 歆慮ニ テモ、 御 無理 ハ诀シ テ行ハ レ不申 害 二 候ヲ、 个様ニ 名分 名義 モ立サ ル事ヲ 被 仰 出、 末ノ詰 リヲ. ^何 

被 成 候 哉、 舊幕之 長 州 再 討 ヲ御覽 ナサ ル へ シ、 名 議不相 立 候 故、 結局 致 シ方モ 無 キ事ト 相 成 候、 此度 モ德川 氏へ 御 仕向 ケ之 

次第-一 ヨリ、 朝 命 トイへ トモ、 如 可 相 成 哉 難 計 候、 德川氏 ハ長州 杯 トモ 逯ヒ、 類 葉 廣ク、 譜代 モ數多 候へ ハ、 皇國 之大亂 


u モ 可 相 成 事 候 へ 、ノ  、私共 モ德川 氏之爲 一一 ハ 、支族 臣子 之分ラ 以テ 、宗家 存. U 之 境、 只管 御 憐評ヲ ^.g^、  乂  ，培^  ^,0 

之御爲 二 パ 、數ナ ラス 候へ 共、 * 與之廉 一一 テ 御諫爭 奉. e. 上 候ト、 悃々 陳啓 一一 及 フ處、 夫ナレ ハ、 今一 應可及 評議 ト ノ事 ニテ 

被 引 入、 夫ョ リ 下院 之. M ョ リ、 諸方へ 力 ヲ盡シ 周旋 致 居ル. z: 、鑿 柄 齟齬、 又々 返上 之 一 一字、 愈诀定 シ發表 有 之、 談判 殆ト闲 極 

二 至 リシ カト モ、 百方 手 ヲ盡シ 、漸ク 二 シテ御 政務 御 e 途モ可 有 之 二 付、 領地 返上 之侬 ハト. ^へ ルヲ、 御 ffl 途之分 ハ 、 領地 

之. 2： 取調 之上ト 取直シ 一一 相 成、 公論 ヲ以可 被 仰 出 トイ へ ルヲ、 公 論 ヲ以御 確定 可 被 遊 ト改リ 、長 各 卿 ヨリ 尾、 越之兩 人へ 被 

示 一一 付、 確定 之 字面 ハ 奉 畏候得 共、 領地 之 €： ノ s ノ字ノ 下 一一 、(ヨリ) ノ字ヲ 被 加 度ト. e. 達候處 * 是亦 評議 難澀シ 、 更 一一 承引 

無 之、 尾ョ リ ハ撟本 卿 迄嚴達 一一 テ、 s: 外 之 勢 頗ル及 切迫 候 得 共、 尾、 越 愈 以前 說持 之處、 遂 二 岩 倉 殿 ヨリ (ョ リ) ノネ ノ^ 

ヲ 申達 候 得 共、 此處ヲ (ヲ 以テ) ト相 成候テ ハ 如何 可 有 之 哉、 夫レ トモ (ヨリ ) 二 テ 無之テ ハ 不扣適 侬攸哉 ト椎問 二 付、 兩藩 

一一 テ ハ 是非 トモ (ヨリ) ト相 成候樣 一一 ト及 懇願 處.. 左 候 ハ 、 其通リ 一一 相诀シ 、 其 上 一一 テ御霄 面 改テ御 渡 可 被 成 ft  二 テ、 追テ 

於 小 御所 三 職 御 列 坐、 朝廷 ヨリ h 府 へ 御沙汰 之 旨 二 テ、 總裁官 ョ リ 別紙 公 へ 御 渡 有 之、 御 拜見之 上、 早 速 下坂、 徳川 2： 

府 へ 可 申 聞候ト 御請 被 仰 上、 其 席 へ 尾 侯 御名 代 成 瀨隼人 御 呼 出、 右 同 橾御演 達、 太納赏 へ 可 相 渡 S  -ー  テ、 宮 ョリ维 人 正 へ 御 

渡 有 之 相濟、 御 退散 ハ 亥刻ヲ 過タ リ。 

〇 大久保 利 通書柬 二 云、 一 不四 曰曉天 退散、 八 字 比、 岩 食 卿 ヨリ 被 召、 尾、 越、 土、 三 卿 ヨリ 頻被 相^、 後藤 從テ盡 力、 川 氏 

ヲ助ケ 、實 一一 意外 ノ次第 一一 候、 今日 ハ何 レノ 筋、 御诀定 ナクテ ハ 不卟候 間、 御 達 之 御 紙面 二せ、 不可 動 之 議ヲ 決シ、 是ラ 以チ 

御 受難 出 來候ハ 、 、最早 不得止 候-一 付、 尾、 越 周旋 《差 置、 朝 命 ヲ以テ 、斷然 可 被 相 達 趣 ヲ以テ 、御 押切 可 扣成候 間、 草案 

相 認差上 候 様 就 御沙汰、 左 之通ヲ 以テ、 一 字 一 點モ御 添削 不被爲 在 様、 言上 差 出 候。 

一 今般、 辭職被 聞 食 候 付 テハ、 朝廷 辭官之 例 一一 傚ヒ、 前 内 火 臣ト被 仰 出 候 事、 

一 政權 返上 被 聞 食 候 上 ハ 、 御 政務 m 途之 分、 德川 領地 之. s: 、夫々 取調 之 上、 天下 之 公論 ヲ以テ 返上 候 伐、 可 被 仰 付 

候 事、 
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右、 朝議 被 相诀、 御 草稿 被爲 調、 下 參與中 一 同 拜見仕 候 様、 御 下 ケ相成 候、 

一 今日、 越 卿、 尾 卿 御名 代 成瀨隼 人正參 朝、 於 小 御所 御 評議 被爲 在、 右 御文 字 三 四 字 御 改被下 度 趣、 大-ー 御 迫リ、 左様 候 

上、 於 德川氏 奉 違背 候 得 ハ 、迚 モイタ シ方無 之、 其 上 ハ タ ト ヒ 追討 ヲ被命 候 共、 不得止 候 付、 朝 命 ノ儘可 奉畏、 親 藩ノ義 

モ夫切 ト存候 間、 其 段ハ御 一 同校へ 明白  一一 &上置 候 間、 何卒 言上 通 一一 被 仰 付 度、 尤 二十 五日 ヨリ 一 七： n ヲ限リ 御 受可奉 

申 上、 若 其 期： n ヲ相迦 レ候ハ 、、断然 朝 命 ヲ以テ 追討 ヲ被 命 候 トモ、 如何 一一 モ思召 通 被 成度ト ノー 一一 一  II 上ノ 由、 

一 後藤 二 ハ 内輪 ヲ周 旋シ 、言上 通 御文 面 御 改被下 候 上、 若 逄背仕 二 ォキテ ハ 、是迄 ハ 色々. S. 上 候 得 共、 德川 氏ヲ見 捨候外 無 

御座 候 間、 最早 斷 シ テ 追討 ノ 先鋒 可 奉 願 候、 尤伏見 巡邏 モ 直 様 差 出 可 申、 8, 之. y 第條有 御 組國^ 續 i  ^ 

難 浦 離 I  ^、國 元へ モ乾退 助 等、 兵隊 ヲ取寄 候 手 害 一一 付、 是非 奉 願 通 御 許容 被 下 度、 云々、 

一 右 一一 付、 岩 倉 卿 等 ハ 別 テ御盡 力 一一 候 得 共、 議定 職 中 -ーォ 4 テ 、中 山 卿 始動 キ候テ 、勢不 得... M 、左 之 御文 面 一一 相改候 由、 

一 辭職 之條、 同、 

一 政 權返ヒ 被 聞 食 候 上 ハ 、御 政務 W 途之 分、 德川 領地 之 W ョ リ夫々 取調 之 上、 天下 之 公論 チ以テ 御 確定 可 被 爲在候 事， 

右、 爲心得 相 達候嗪 S. 沙汰 候 事、 

十一 一月 一 一十 四日 

右 之 通 御诀定 一一 テ、 越 卿御受 、尾 卿 ハ成瀕 御受、 明 二十 五 P ヨリ 御 下阪、 一 七 U ヲ限リ 御 達 相 成 候 旨、 下 奉與 中へ 被 仰 聞 

候 事。 

〇§ 本日 德川慶 勝奏議 

德川 2： 府ヲ始 、諸侯 一 般不殘 領地 差 上、 普 下 率濱、 悉皆 王土 之體裁 -ー 相 成 候 上、 新 一一 朝廷 ョ リ 土地 ヲ裂キ 、封疆 ヲ被定 

候ハ、 皇化 御一新 之 境モ、 判然 ト相立 候 御處分 ト奉存 候、 是ハ 皇國 永世 之 御 制度 ト. E- ス 者-一せ、 卽時 急遽 ノ御取 計 二 

ハ 如何 可 有 之 哉、 依テ ハ 先々 救急 權道之 ほ ヲ以テ 、今日 之處ハ 別紙 御沙汰 書 案 1\ー 振 一一 被爲 行、 時 之 御 變通ヲ 被 相 立、 天下 


億兆、 焦眉 塗炭 之 急 ヲ被爲 救 候 上、 稍 海外 之 御 交際 モ宜ヲ 得、 邦. M 人心 モ 安定 之 上、 前條 永^: 不易 之 御 制度 ヲ被 立候テ ハ 

如何 候 半 哉、 尤是 ハ 三百諸侯 參集、 會議 -1 テ 御手 丈夫 一一 御 決定 可 被 在方 ト奉存 候、 若 順序 ヲ被誤 候テ、 一 時 救急 之 權逍ト 、 

永世 不易 之 御 制度 ト、 其 時 ヲ不擇 シテ被 兼 施候テ ハ 、天下 人民、 惑亂 不可 救 二 至 リ可巾 卜、 深 ク 心痛 仕 候 付、 不顧 恐^ 默 

言 候。 

十二月  大納 1.B 慶勝上 

永世 不易 之 典ト申 ハ 、周 制 ノ如キ 一一 可 有 之、 是 ハ 文 王、 武王、 周 公三 聖、 歴代 年 序 ヲ經候 上 一一 テ差定 候 事、 漢 高祖、 四お 昇. 牛 

ヲ致シ 候 日-一 モ、 笼-ー 及フ事 不能 候、 然ル 一一 今、 外 夷 侵 侮、 皇國 日蹙之 時-一 當リテ 、何 ノ餘 カァリ テ爰- 一可 及 哉、 强テ被 遊 

候ハ 、、三百諸侯 主從ト モ大 二 惑亂、 折角 今迄 公卿 方ノ御 苦心 モ事 破レ、 天下 土 崩 瓦解、 目前 ト 奉^ 候。 S§f 

〇 慶勝 履歴書 二 云、 慶喜 へ 可 被 仰 出御 沙汰 書 案、 御 渡 相 成 候 -ー 付、 此 ニ書ヲ 上ル。 

〇 入道 尊秀 親王 二 命シ、 日 -1 朝 堂 二 入テ、 機 務ヲ習 ハシム。 

〇 口 達 

宫， 愛 國之志 達 御聽、 此度國 事 見習 之^  メ、  H 參被仰 出 候 事。 l®g 

さ 一" 

〇 毛 利 敬 親蔬、 ヲ 召ス。 

長 門 宰相 

一 大新御 時節、 早々 上京、 精々 盡カ、 奉公 可 有 之 御沙汰 候 事。 灣， い 

\ゃ 一 一 一一" 

〇 小 笠 原 長 守 s^?fis?f，/ 家臣、 竹 田 街道 守衞 ハ 、 慕 府ノ令 二 係ルヲ 以テ、 其 撤否ヲ 

稟請ス 、是 日、 命 シテ、 之 ヲ撤シ 、後 命ヲ待 シム。 

復 古 記 卷 十一 一一 慶應ー 1 一年 十二月 二十 四 =  三-パー 
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當 四月 中、 從 幕府、 忭田 街道 御 警衞之 儀、 左 衞門佐 へ 被 仰 付、 尙于今 番兵 差 出 置 申 候、 然 ル處、 今般 御 一 新 御 變革之 折 柄、 

幕府 御名 赣御廢 止 相 成 候 一一 付テ ハ、 句トカ 改テ被 仰 渡 候御僙 一一 可 有 御 坐 歟ト、 私 二 奉 仰 待 居候 得 共、 未々. 何等 之 御沙汰 

モ 不奉 蒙、 卽今、 右 進退 等 御 指揮 可 蒙 所 モ 承知 不仕、 自然 孤 關之姿 一一 相 成 申 候、 就テ ハ 、前條 幕府 御廢上 之 御 趣意 -ー 相準シ 、 

右 御 警衞モ 御 冤之僙 一一 相 心得、 人 數等爲 引拂、 其 段當御 役所 迄 御 届 申 上 候 様 -ー テ 可然侬 -1 モ 御座 候 哉、 以後 之處、 如何 二 モ 

心得 方 當惑仕 候 間、 此段以 書取、 從私奉 窺 候、 宜御指 圖可被 成 下 候。 

小 笠 原 左衞門 佐家來 

十二月 二十 三日  黑柳大 六 

小 笠 原 長 守 家 記 

〇 木 U 批紙 

陴所等 引 拂候テ 、重テ 之 御沙汰 可 奉 侍 候 事。 

へ 申 書 

去 1 1 十四日 御附札 ヲ 以 テ 、竹 m  口 御 警衞陴 所 引拂候 様、 御 達 御 坐 候 一一 付、 夫々 爲引拂 申 候、 就 テ ハ 右 同所 -ー 出來 置候關 門、 

竝而 番所 等 モ取拂 候 テ可然 俊-一 御 坐 候 哉、 此段奉 窺 候、 以上。 

小 笠 原 左衞門 佐家來 

十二月 二 卜 七日  島 田 淸右衞 門 

小 笠 原 長 守 家 記 

〇 二十 八日 批紙 

閼門之 儀、 其 儘 差 置 候 事。 § ち 家 M 

〇 山內豐 信、 書 ヲ上リ 、政府 ノ經 費、 宜 ク之ヲ 列藩 ニ課ス へキヲ 建議 ス。 


政府 御 川途之 儀 、ノ  、御 新政 之 御 急務 一一 付、 德川 2 府 ョ リ差 上ル段 御請 申 上 候 ハ 、 、速 二 列藩 諸 候 へ ハ 、厂 、下- XI 公議 ヲ以テ 貢 

獻之 次第、 相 立 候 様 被 仰 出可然 ト奉存 候、 

右 、ノ 容堂 職分 ヲ 以. & 上 候 俵、 如何 御 诀定可 被 仰 付 哉、 奉伺 候、 以上。 

トニ 月 二十四日 赌^ 

.  .  禾  一一 H 

〇 批紙 

右 書面 之 趣 御 内定 候。 I， 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 此頃 政府 之 御 用途 ハ 、 德川氏 返上 之 領地 ヲ以テ 御 取 賄 -ー 可 相 成 トイ へ ル ハ 上院 之 建議、 又 = 本 全 國之總 

高 割 ニテ可 供給 トイ へ ル ハ 下院 之 建議 一一 テ、 兩端未 诀ニ有 之 候處、 今日、 土老侯 ヨリ 天下 總高割 二相 成 候 様 トノ御 建白、 侯、 

御所 勞 一一 テ 後藤 象 二 郞ヲ以 テ被指 上 之、 且 象ニ郞 自分 口上 一一 テ、 何分 阪地之 御請 濟 次第， 總高釗 之 依 モ可被 仰 出ト御 内定 

之 御書附 頂戴、 容堂 へ モ 安心 爲 仕度 段、 嚴重 及演說 一一 付、 御 建白 之 通リ御 內定之 段、 御附紙 -ー テ被仰 出 由 二 テ 、右寫 相 廻ル、 

右 ハ 御領 地 之 h ョ リ被差 出 候 儀、 阪地之 人心 -ー怫 一お 之廉 故、 右 樣之御 建白 有之シ ハ 、專ラ 阪地鎭 定之筋 御 周旋 之 御 服 ナリ。 

〇 德川慶 勝、 上表 シテ、 職 ヲ辭ス 、允 サス。 

謹テ奉 言上 候、 E 慶勝 不才 闇 劣 之 性、 議定 職 之 大任 蒙 仰 候 段、 恩寵 不堪 感荷 奉存 候、 其砌、 謹テ 御請 ハ 奉 s.h 候^ 共、 猶退 

テ熱思 仕 候 得 ハ 、此度 王政 一 新 之 折 柄、 大任 之 職 二列 候 係、 素ョ リ 微力 一一 シ テ難堪 負荷、 且 宗家 旗下 之お 鎭撫筋 之侬、 彼是 

遝延相 成 候 段、 誠 二 以 恐懼 戦慄 之 至奉存 候、 加 之、 宗家 臣慶喜 辭職奉 願 候處、 御 許容 モ被爲 在 候 折 柄、 ほ 燈膨其 支流 -ー 0^., 

重大 之 職務 ヲ汙 居候 段、 千 萬 恐懼 之 至-一 奉 存候閒 、議定 職之侥 御免被 仰 出 候 様 仕度、 伏テ奉 懇願 候、 K 鹿 勝、 誠 恐 誠^ 

頓首頓 首 a 

.: '二^, 德川義 

- 二 月 宜家 記 

〇 批紙 

鬼 古記 卷 十三 慶應 n 一年 十二お 二十四日  三 六 三 


復古 記 卷 十三 慶應 一一 一年 十二月 二十四日  一 11 六 TO: 

深 思 食 有さ 候-一 付、 議定 職 辭退之 儀ハ被 ^上 候 事。 S 

〇 戸田 氏 共、 復タ 上京 延期 ヲ請 フ。  . 

私儀、 先般 御用 之僙 御座 候 趣 ラ以テ 、被爲 召 候 付 、早速 上京 可 仕 之處、 折節 所 勞罷在 候閒、 段々 延引 仕 候、 然ル處 、尙又 去 

十八 日以 御 書付、 御 一 新 御變革 一一 付テ ハ 、 御下問 之 御 儀 モ被爲 在 候 間、 迅速 上京 可 有 之、 且所勞 之人體 モ候ハ 、 爲名 

代 重職 之 者 可 差 出 旨 、更二 被 仰 出 候 段、 御 達 之 趣 承知 仕奉畏 候、 然ル處 、當 今年 末 -ー モ相成 候、 旁 家政 向 モ差湊 、且 私儀 未 

若年 之- 絛 -ー 御座 候 問、 御下問 被 成 下 置候テ モ 、何等 之 御請 モ奉申 上 兼 候 次第、 何共 奉 恐 入 候、 就テ ハ 自由 ケ間敷 儀 -ー テ重々 

奉 恐 入 候 得 共、 差 掛リ候 御用 品 モ被爲 在候ハ 、 、當時 詰 合罷在 候 家老、 S 桑 出豐三 郞ト申 者へ 御沙汰 被 成 下 置 候テ、 私 上京 

之 儀、 何卒 今 暫御猶 豫被成 下 置 候 様、 只管 奉 願 上 度、 此段奉 申 上 候、 以上。 

十二月 二十四日  戶田采 女 正 

戸 田 氏 共 家 記 

〇 氏 共 家 記 二 云、 一 一十 七日、 去 ル 一 一 卜 四 U 差 出 候 書面 之 趣、 御 落手 -ー 相 成 候 旨 口 達 有 之。 

〇 鷲 尾 隆聚、 再 ヒ書ヲ 五條 代官 中 村 某 二 與 へ 、其 報 答 遲緩ヲ 責ム、 某 答書シ テ、 其由ヲ 陳謝 ス ： 

今般 鷲 尾侍從 殿、 高野山 へ 御 出張 被 遊 候 御 趣意、 過日 書中 ヲ以テ 御 報告 一一 及 ヒ候通 一一 候、 其 節 使 之 者 へ 文箱 御 落手 之 御 書 

附御渡 シ相成 候 -1 付、 多分 追 テ御答 有 之、 御用 向ヲモ 可 被 伺 出ト存 居候 處、 今以 何等 御 挨拶 モ無之 段、 如何 之 御 趣意 -ー候 哉- 

抑 方今、 宇內 開闢 以來 未曾有 之 時勢 -ー 候 得 ハ 、海内 一 和、 外寇膺 慾之僙 急務 候處、 多年 奸吏 跋扈. 正邪 混淆 紛亂之 時 態 二 立 

至リ、 遂 二 外患 之 至大 ヲ 忘却 シ、 兄弟 相 鬩キ、 遂日 夷狄 之胸算 ヲ逞フ セ シメ、 皇國之 御大 辱 チ釀候 事、 臣子之 憤懣-一 不堪 

處-ー 候、 然ル- 一 今般、 天朝 御 憤發、 大號令 被 仰 出、 舊弊御 一洗、 皇武御 恢復 之 御 基 業 顯然シ 、誠 ニ以 感泣 之 至 リニ 奉存 

候、 然ル處 、近時 之如ク 皇威退 縮 一一 被爲至 候モ、 畢竟 大義 ヲ辨 別セサ ル姦吏 共、 朋黨橫 議候ョ リ起 ル譯ニ 候、 右 様 之 族ハ、 


此 時-一 當 リ動モ フ、 レ ハ 私怨-一 眩惑 シ、 如何 ナ ル 陰謀 ヲ 企テ、 天朝 ヲ奉壅 蔽候者 有 之 候 モ難測 候、 侬之、 御豫 II 之お メ、 侍 

從 殿重キ 御沙汰 ヲ被爲 蒙、 山河 ヲ御 跋渉、 虱 雪 凛 列 之 際 一一 御 滞 陴被爲 在 候 儀 一一 付、 苟モ 名義 ヲ辨 別致シ 居候^ ハ、 風チ聞 

テ參集 致シ、 御 安否 ヲ モ可 奉伺 箸、 況ャ 一 片之飛 書 到 來致候 、ノ  、早速 伺 出 候 儀當然 -ー 候、 卽紀^ 巾納へ 一一：：： 殿 へ モ 、 其 御 許 へ 差 

出 候 同文 ヲ以テ 報告 一一 及 ヒ候處 、不 取敢使 ヲ以テ 返書 有さ、 尙 乂追テ 執攻ョ リ藩 ^某 ヲ以テ 、御 川 向 等 被 伺 出 候 -ー 付、 常 方 

ョ リ モ 有志 之 者罷リ 越シ、 一 和 勤王 之 誠意 ラ相 通シ、 彼是 盡カ中 一一 御座 候、 將タ高 取 ヨリ モ 同様 返 霄到來 致 候、 然ル 一一、 其 

御 許 御 挨拶 通 緩 -ー 被 及 候 ハ 如何 之 御 趣意 -ー 候 哉、 或 尸 頻 -ー 武備 御 取調、 人 數御動 搖之趣 モ 飛說致 風聞 候、 尤^ 隊 精練、 武備 

充實 ハ 方今 之 急務 一一 候 得 共， 姑ク 名分 條理ヲ 被 差 置、 右 等 之 擧動有 之 候テ ハ 、 天朝 へ 被 爲對、 御嚮背 -ー 於テ 御 疑心 無 之 事 

不能 候 -ー 付、 近日 使節 ラ 以テ 御應接 -ー 可 被 爲及候 得 共、 今 一 應以 書中、 御 誠意 致 承知 候 様 被 仰 付 候條、 如 斯御坐 候、 以上。 

驚 尾 侍從殿 

十二月 二十四日  執  事 

中 村 勘 丘 ハ衞殿 sm^ 

〇1 一十 五日 答 書 

御 兩度之 御 報告、 敬 伏 奉 得 其 意 候、 然 ル 處、 私儀 賤郡 吏、 奉對 御高 {n  、直 -ー 御請 水 恐惘^  二 付， 幸阪地 二 重役 之 者 相^ 候^,^ 

へ ^立、 御請 差 出 候 積、 夫 故 御請 遲延仕 候 儀 -ー 御座 候、 且陴内 守 衞向御 疑念 之 趣御尤 -ー 奉存 候、 右 ハ 击ル 亥年、 亂妨 之^.^ 

之、 下民 共 手 慾 動搖仕 候閒、 夫ヲ取 鎭メ、 一  時 之 取 計 一一 テ、 小吏 ノ私、 軍備 相 立 候 様 無 \ー 、御 腎察被 下 度 候、 侬 之、 不 取敢， 御請 

書 支配 向 之 者 へ 爲持上 候閒、 可 然御執 達 奉 願 候、 以上。 

十二月 二十四日  中 村 勘^ 衞 

鷲 尾 御殿 

御 執事 御中 ^張 野概咖  V 

復古 記 卷 十三 慶應 一一 1 年 十二 月 二十四日  一一！. K 五 


復古 記 卷 十三 慶應 一一 一年 十二お 二十 五日  II 丁パ六 

二十 五日、 萬 機 親裁、 公議 博採ノ 論旨 ヲ、 三條 橋-一 掲示 ス。 

お 一 0 川. M 府 、宇内 ノ 形勢 ヲ察シ 、政 權ヲ 奉歸候 一一 付、 朝廷-一 ォ 4 テ萬機 御 裁 决被遊 候 一一 付テ ハ 、博ク 天下 ノ 公議 ラ取リ 、偏 

黨ノ私 ナキヲ 以テ、 衆心ト 休戚 ヲ同フ シ、 德川 祖先 ノ 制度：^ 事 良法 ハ 、其 儘 御 變更無 之 旨 被 仰 出 候 問、 人々 八ム明 正大- M 

聖意 ヲ 奉戴 シ 、各 安 心 シ テ 其 家業 ヲ 營 £ 候 様 可 仕 者 也。 

慶應三 卯年 十-二月 ggl. 

〇 此事、 田宮 篤輝ノ 建言 一一 出ルコ ト、 三 職 叢 記 二見 ュ、 災 後原 記ヲ失 ス。 

o 毛利廣 封、^ 毛 利 元 周、^ 毛 利 元 純， ヲ 召ス。  . . 

各 通 長 門少將 

•  毛 利 左 京 亮 

毛 利 讃岐守 

一 欠 新 御 時節、 早々 上京、 精々 盡カ 奉公 可 有 之 御沙汰 候 事。 

卜  一一 a, 毛 利 元 德家記 

. 二 月 乇利元 敏家記 

〇 毛 利 元 純 家 記 二 云、 召命 會 ハ 本家 宰相 へ 束 テ御達 二 相 成 候 二 付、 此 二 記セ ス。 

〇 是 ヨリ 先、 浪士 相、 野 一 一 國ノ間 二 出 沒ス、 魁 首相 良武 振、 1|148§^、ぉ其黨 百 五十 許 

人ト江 戶薩摩 藩邸 二 在リ、 是日、 舊慕府 、莊內 、松 山 職、 一 一藩 兵 二 令シ テ、 之ヲ捕 へ 、 陸軍 及ヒ前 

嚅、 西 尾、 上ノ 山等ノ 藩兵ヲ シテ、 應援セ シ厶、 邸 吏 拒テ納 レス 、遂 二 火ヲ放 チテ、 之ヲ挾 擊シ、 

支 封 佐 土 原 藩邸 ニ及フ 、殺傷 捕獲 百餘 人、 武 振等遁 レ テ上國 一一 走ル 、是 夜、 諸郭ヲ 鎖シ、 令シ テ 


餘黨ヲ 捕へ シム。 

松 平 修理 大夫铋 三 田 屋敷、 竝島津 淡 路守铋 三 田 小山 屋敷 へ 、浪 士體之 者 潜伏、 市中 暴行 砲 發等致 シ候趣 -ー 付、 取締 方 之^、 

咋夜 御沙汰 -ー 付、 左衞門 尉人數 へ 酒 井紀伊 守^ 人 數差加 へ 、且爲 應援、 陸軍 方 御 人數、 竝松平 大和 守锬、 松 平和 泉 守铋、 松 平 

伊豆守 铋御 人数 共、 今 明六ッ 時過罷 越、 種々 談判 仕 候 得 共、 不聞 入、 却テ彼 ヨリ 又 暴發候 -ー 付、 不 得.^ 發砲等 仕、 打 合切 捨降 

人 召 柿 人 等 有 之、 且右兩 星 敷 共 砲火 -ー テ嬈失 仕 候、 尤左衞 門 尉 人 數之内 二 モ 討死 手 負 等 有 之、 總人數 ハタ 七ッ 半時 S (リ极 

申 候、 委細 之 儀 ハ 、猶 取調 可 申 上 候 得 共、 先 以此段 御 屆申上 候、 以上。 

酒 井 左衞門 尉^ & 

十二月 二 卜 五日  松 平 權十郞 

^潘 加鸱 某^^ 

0 川秀波 ^記 

〇  . 

打 死 一名 手 負 八 名 打取 薩邸 十六 人 末 家 二人 降 人 薩 都 四十 二人 

生 柿 薩邸 一人 末 家 三十 二人 

右 之 通 御座 候、 以上。 

酒 井 左衞門 尉. w 

I  二  0:  二十 七日  岡 E 五十 馬 

淀 藩 加 藤^^ お 

一 昨 一 一十 四日 夜、 大目 付 木 下. K.Z: 記、 御 目 付 長井筑 前守ョ リ、 重役 之 者 西 丸 へ 呼 出 達 有 之 候 -ー 付、 松 平修现 太夫 上屋敷 へ 酒 

井 左 衞門尉 家 來申談 、人數 差 出、 私儀 モ爲 指揮 出馬 仕、 修理 大夫 屋敷 南 裏手 松 平 阿波 守 下屋敷 内 へ 繰 込、 大小 砲 放 發致候 處_ 

復 古 記 卷 十一 一一 慶應 n 一年 十二 W 二十 五 U  .  一 一 H ハ七 


復古 記 卷 十三 慶應 一一 一年 十二  HJ  二十 五日  三 六 八 

敵方 ョ リ モ 同様 及 砲發、 追 々接戦 相 成 候處、 敵 討 取人數 討死 手 負、 別紙 之 通 御座 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

十二月 二十 六日  松 平 伊豆守 

另 釗 

打取 十二 人 打 死 八 名 手 負 八 名 f 港^ | 

〇 

生 柿 十五 人 打取 四 人 

右 ハ昨 二十 五日 、本家 酒 井 左衞門 尉人數 へ 加リ、 薩州三 田 屋敷 打 立 候樣被 仰 付 候 二 付、 私人 數 1M 儀 ハ 表門 ョ リ相 破、 前書 

之 通 相 働 申 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

十二  e:  二十 六日  酒 井 紀伊守 

.  .  淀 藩 加 藤 某 筆記 

兼テ被 仰 付 置 候 通、 市中 爲 巡邏、 咋曉卯 刻 頃 差 出 候 家 來之者 ヨリ、 芝 三 ffl 松 平 修理 大夫 屋敷 放火 之 趣、 注進 有 之 候 -ー 付、 

右 ハ 巡邏 持 場 近 邊之儀 -ー モ 御座 候閒、 不取敢 增人數 、赤 羽根 橋 迄 出張 爲仕、 同所 相 固 居候 處、 酒 井 左 衞門尉 家 來之者 ヨリ、 

手薄 場所 モ有之 候 -ー 付、 援共之 儀 糗來候 -ー 付、 任 其 意、 松 平 伊豆守 人數 合併 -ー テ、 松 平 阿波 守 中 星 敷、 右人 數繰込 候處、 俄 二 

薩州方 ョ リ 及 發砲候 一一 付、 此方 ョ リモ 大砲 小銃 ザ 以テ頻 一一 及 接戦、 暫時 向 方人數 多分 打倒 申 候、 尤 モ 私人 數 \ー 内、 打 死 手 負 

人 等 モ有之 候-一 付、 一 先人 數、 赤 羽根 橋 迄 繰上ケ 休息 仕 居候 處、 降 參人有 之 候 間、 町奉行 所 迄 相 送 可 申 ぼ、 御 目 付 阿部 邦 之 

助差圖 -ー 付、 松 平 右近 將監、 鳥居 丹 波 守 家來申 合、 駒 井 相 摸 守 御^ 宅 へ 差 出 候處、 評定 所 へ 可 相 送 様 被 申 聞 候 二 付、 又々 附 

添、 途中 無異 儀、 同所 へ 相 送、 今 曉寅ノ 刻 過、 人數 引取 申 候、 此段御 届 C- 上 候、 以上。 

十二月 二十 六日  間 部下 總守 


打 死 三 名 手 負 八 名 1## 藤 si  . 

o 酒 井忠寶 家譜 二 云、 11 一月 一 ート 四日、 松 平 權十郞 西 城 二 被 召、 執政 少老ノ 人々 列座 シ テ、 島津修 现大夫 三 W ノ邴ニ 浪人 共 

ノク潜 匿シ、 市中 暴行、 野 州 出 流 山 二 テ 柿得セ ル竹. 2： 披等ノ 言 一一 モ、 薩 邸へ 同志 之 者 多 有 之 趣、 加 之 、昨 一 一十三 n 丧、 左衞門 

尉 巡邏 人數 屯所 へ暴發 イタ セ シ者 共、 不殘薩 邸へ 立 入ノョ シ , 市中 取締 ハ素 ヨリ 左 衞門尉 御 委任 之 事故、 人數ヲ 差遣 シ應 

接 之 上、 返答 次第 踏込テ 打取 ル へ シ、 加勢 トシ テ 陸軍 方 可 被 遣、 松 平 大和 守、 松 平 伊豆守、 松 平和 泉守ョ リ モ人數 可 差 出 被 

命 問、 連 一一 可罷 向、 朝 倉 藤 ト郞、 長阪. m 鎗九郞 、水上 藤 太郞、 檢使ト シ テ被遣 旨 被 仰 渡、 會津 藩士 ォ 利 源 治、 薩邸 ノ^ c 能^: 

タ ル故、 案內者 二 被 遣， 同一 一十 五日 黎明、 家人 石 原 倉 右衛門、 主將ト シ テ西 城下 ヨリ 押出 シ、 先ッ 使者 ヲ以テ 、近頃 市中 暴行 

ノ浪士 多ク、 當 Sp 一  潜 匿 之 趣、 野 州 出 流 山 二 テ 柿得セ ル竹内 披カ言 一一 モ有 之、 且ッ 一 咋夜、 三 出 同朋 町 一一 於テ、 左 衞門尉 市 

中 巡邏 ノ 人數 屯所 へ 、發砲 ノ 賊徒 モ 入居 事、 彼是 其證 分明 ナリ、 速 一一 右ノ 者 共搦柿 へキ 旨、 仰ヲ 承リテ s 能 向 ヒヌ、 疾 ク渡サ 

ル へ シ トソィ ハ シム、 天下 ノ 形勢 實 ニ憂危 ノ秋ナ レ ハ 、主家 深キ心 ヨリ 浪士共 集 至 ト雖モ 、右 等 之 致 所業 モノ 常 邸 一一 、ノ 一 

人 モコレ ナキ趣 返答 ス 、猶應 接 一一 及處、 篠崎彥 十郞、 關太 郞ト申 者、 兩人 對面シ テ答フ ル -ー ハ 、惡 浮浪 ノ徒、 實 -1 當邸 一一お^ 

等不 致、 本 藩 一一 ォヰテ ハ、 公邊 -1 對シ御 敏可仕 結構 更ニ コ レナ キヨシ ヲ陳シ 、事ヲ 左右 一一 託シ、 時 ヲ延シ 、用 总ノ事 アル -1 

似リ、 使者 因テ 多言 ヲ用ヒ ス、 直-一 打 入 へ キヨシ ヲ イツ テ歸ル 、邸 中颇ル 狼狽 ノ體 ナリケ レ 、ノ  、三 £ 西北 ノ角 へ 大砲 ヲ 一 發 

ス ルャ 否、 大小 砲ヲ打 込、 嬈玉等 彈射ス 、火、 邸 中 一一 發ス * 支 封 酒 井大學 頭ノ- 共、 一 番 一一 進入、 一 隊ノ 賊徒、 松 平 伊豆守、 松 平 

中 務大輔 ノ^ル 處 無勢ト ャ見テ ケン、 無 一 一 無 三 二 切 拔ケ、 四 五十人 品 川ノ方 へ 逃 去ヌ、 降 人 二 出ル者 四十 二人、 討 取 處ノ首 

一 一級、 島 津淡路 守 邸へ ハ新徵 組 ラ遣シ 、有 合 處ノ人 數盡召 柿ヌ。 

〇 赤 報 記 -ー 云 、十一 一月 廿 五日、 辰 上刻、 賊共 襲来、 猥 二 發砲、 遂 -ー 放火、 旣 -ー 邸 中 へ 亂入、 我 兵 愤發擊 破 之、 賊共 散亂、 我お 11 

ヲ得テ 邸 ヲ出テ 、爲 防禦 策、 髙輪 品川邊 所々 放火 シ、 蛟洲村 ヨリ 以 小舟 本 藩 蒸 汽船 -1 乘込、 仉 小船 三艘之 中二 艘、 本船 へ 不 

復古 記 卷 十一 一一 慶應 一一 一年 十二： H:  二十 w;n  三 六 九 


M 古 記 卷 十一 一一 慶應 三年 十二月 二十 五日  一一 一 HO 

能 近付、 冷 -ー 武州 羽根 田 へ 上陸、 是賊以 軍艦 烈敷發 砲 之 故 也、 賊、 盆 我 蒸 汽船 へ 砲發、 船中 諸具大 二 破慯、 晚景 - 一至 リ、 賊船 

あ 二 逃 去、 廿 六日、 小 甫湊へ 人津、 船 並 船具 破 傷 修復、 遠 州灘 -ー 航ス、 戌 刻頃ョ リ 暴風、 船中 盆 破慯、 廿 七日、 暴風 侪烈 $ 

終日 徹夜 無 止 時、 船頭 船 子 不殘斷 髮禱冥 助、 蒸 汽車へ 碇綱 卷付， 進 返 極ル、 廿 八日、 烈風 少敷 止、 今曉 ヨリ 雨、 廿九 U 未 中 刻 

頃 、己：^ 九 鬼 浦へ 入津^ 曰已刻 頃、 水 原次郞 、板 S 三 四郞、 伊牟田 尙平、 陸地 ヨリ 抵 京師、 慶應四 年 正月 元 B 未明、 九 鬼 浦 出 

帆、 二日 申 刻、 兵 庫湊へ 入津。 

〇 

為 場 t 御門 雉子 橋 御門 一 ッ橋 御門 吳服撟 御門 銀 冶 橋 御門 

幸 橋 御門 山 下 御門 赤 坂 御門 市ケ谷 御門 牛 込 御門 

^橋 御門 喰 逢 御 門 水道 橋 御門 昌平 橋 御門 和 泉 橋 御門 

下 谷 新橋 御門  - 

右 之 ケ听、 今夜 ヨリ 當分 之. n ダ切可 申 旨、 稻葉美 濃 守 殿 被 仰 渡 候、 依 之、 爲 心得 申達 候、 以上。 

トニ  s  二十 五日  長 井 筑前守 

木 下 大內記 

坤俵 革正錄 

〇  . 

.  大  目  付へ 

當節、 惡徒共 市中 致 暴行、 且野州 其 外 -ー ォ ィ テ靈 ヲ結ヒ 、不 容易 事共 取 巧 候 二 付、 此 程夫>  御 I 相 成 簾、 右悪秦 

t 、、松 平 ま 理大夫 屋數內 致 潜伏 居、 去 一 一十三 日夜、 市中 爲御 取締 出張 罷在候 酒 井 左衞門 尉人數 屯所 へ 亂入 致、 砲發候 所業 劐 

捨置、 同人 ョ リ召柿 引渡 之^ 及掛合 候處、 理不盡 二發砲 -ー オヨ ヒ候 -ー 付、 無 餘饞戰 爭相成 候、 就 テハ猶 脫走之 輩 モ難計 候 間- 


右 様 之 モノ 及；：^ 聞 候 ハ 、 、速 一一 召 柿、 自然 手 餘リ候 ハ 、 討捨之 上、 早々 訴出候 様 可 致、 萬 一 見聞 候 共、 其 儘 一一 差 置攸& ハ W 

被處靈 科 候、 右 之 趣、 御料、 私領、 寺社 領共不 洩様可 被相觸 候。 

右 之 通、 萬 石 以上 以下 之 面々 へ 可 被 達 候。 鉢赌^ P 

〇膽 薩邸壟 撃槪略 

先達 テ中ョ リ薩藩 二 御 不審 有 之、 御 探索 相 成 候處、 第 一 天璋 院様ヲ 奪出サ ン手立 有 之、 種々 策 ヲ囘ラ シ、 遂 二 一  咋ー 一十三 日、 

一 一丸 炎上 二 モ相 成、 是全薩 之 策 ナリ、 其 上 浮浪 之 徒 邸 €： へ 潜伏 爲致、 夜々 市中 暴行、 押 借 强盜盛 -ー 相 成、 御府内 一 體不 S  二 

付、 嚴ク御 吟味 相 成 候處、 同藩 二 相違 無 之 -ー 付、 御 留守居 御 呼 出御 尋之趣 モ有之 候處、 左様 之 者 無 之 ト 巾 張リ、 種々 御談 S 

中 二  、同日、 芝 三 田 久留米 侯 御門 前 通、 莊內侯 屯所 相 成 候 場所 へ 馬上 一一 テ乘來 、不意 -ー發 砲 イタ シ候 一一 付、 直 一一 追懸 候處、 n 

屋敷 へ 逃 込 候 哉 一一 見 請、 依 之、 御屆 一一 及 ヒ候處 、昨 一 一十 四日、 會藩 何某 ト申者 申出 候 一一 ハ 、先達 テ ョ リ薩藩 へ 人 込、 浮浪 人 二 

加入 相 成、 遂 探索 候處、 全ク 陰謀 相違 無 之、 市中 ヨリ 奪取 候 金子 凡 一 一十 萬兩 程、 蒸氣船 へ 積 入、 明 後一 一十 六 n  二 ハ 出帆 之^ 込 

二 付、 此圆ヲ 不討シ テ 、ノ 最早 時節 無 之、 速 一一 御 釓問之 上、 御所 置 可 有之ト 申出 候 一一 付、 莊 2 重役 松 平 權十郞 西 城 ニ罷 出、 閣 

老へ斯 々ト. S. 述候處 、少々 御 不承知 二 モ相見 ェ、 御差留 一 一 モ相成 候處、 會藩之 間者、 委ク 探索 確證 ヲ握リ 候事ュ へ、 少シモ 

猶豫不 相 成、 此儀强 テ御留 -1 相 成候ハ 、 、是迄 御 締向被 仰 付 候 詮モ無 之 事、 藩士 一  同 切腹 可 仕ト頻 ュ相 迫リ候 -ー 付、 刖 免許 

二 相 成、 夫々 御手 配、 諸家へ 討 手 被 仰 付、 莊內侯 人數百 人計リ ヲ初ト シ テ、 一 一十 四日 ヨリ 押出 シ到著 之 上、 同 侯 番頭 邸 S へ 

入 込、 重立 候 者 -ー 面會， 不正 之 者 有 之 趣 - 一 付、 召 柿 被 差 出 候 様 致 度、 尤不被 差 出 候 ハ 、 、 無據 此方 ヨリ 踏 込 召 柿 候 及 談判 

候處、 答 -ー 曰、 御 不審 之 者 一 切 無 之、 此上御 不承知 -ー 候ハ、 、勝手 二 召 柿 候 様、 隨分御 相手 - 一可 相 成 ト手切 ノロ 上 有 之 否、 兼 

テ 用意 之發砲 一一 及 候 一一 付、 莊內手 ョ リ砲發 、大砲 一一 テ門 打破 リ繰 込、 直 一一 及接戰 候處、 左右 ョ リ頻 一一 小銃 打 立、 雙方烈 シ ク 

相戰、 其內 破裂 玉 ナド打 込、 放火 一一 及ヒ、 長屋 長屋 悉ク火 移リ、 彼 ヨリ モ共 -1 火 ヲ懸ケ 候 由、 雙方ト モ 一一 死傷 數 不知、 陡人四 

卜 人 餘モ召 柿 一一 相 成 候 由、 乍然、 重立 候 者 一 向不相 見、 御 隣家 阿 州 侯 御屋敷 邊、 伊一 &守様 御 軒下 之處、 同所 塀 ラ五百 人許リ 

復古 記 卷 十一 一一 慶應 一一 一年 十二  H  二十 五日  三 七 一 


復 古 記 卷 十三 慶應 一一 一年 十二お 二十 五日  三 H 一一 

乘逮 、酒お 人 數ト， リ出、 直 一一 切掛 候 一一 付、 同所 一一 テ 見張、 間 部 侯 一一 有 之 所、 是モ友 崩 -ー テ 敗走 ス、 兩君侯 一一 モ 御手 疵被蒙 候 

由 、表う 通 之 砲 戰難叶 、奥庭 小山 蔭 へ 逃 込， 少々 打 合 候處、 間 合 詰リ、 何 レ モ筒 ラ捨、 拔連、 裏 通 リ固メ 居候 撒 兵 歩兵 之 中 へ 

切 i 候處、 一 發モ不 放、 サット 開通 シ候 一一 付、 脫走ス ト云フ 、右 之 內ト相 見 ヱ、 三十 人 計リ田 町通リ ヨリ 高 輪邊、 血刀ヲ 提ケ、 

何 レモ 謠ヲ ウタ ヒナ ガラ靜 々ト落 去、 羽根 田 ヨリ 乘船 イタ シ、 內 一人 乘後レ 候 哉、 近鄉 一一 テ船ノ 周旋 致 候處、 無 之 一一 付、 東 

海道 三 島 宿 迄參リ 候處、 農兵 -ー被 園、 召 柿 二相 成、 其 外 ハ 品 川邊ョ リ 小船 二 テ落 去、 是等 ハ 追手 ヨリ 数十 發打懸 候 得 共、 遂 

二 無難 二 沖合へ 出 候 由、 右戰 爭始リ ハ 一 一十 五日 朝、 諸家 人 數引揚 ハタ 七 ッ時過 、鎮火 ハー 一十 六日 曉六ッ 時 ナリ、 右 星 敷 跡 土 

蔵 計 リ殘リ 、長 星 類 ハ 不殘燒 失、 先 キ先キ 一一 六 七 人 程 死骸 有 之、 馬 一 一疋 半死 一一 テ有 之、 御 分家 島津 侯屋數 へ モ及應 接 候處、 

少々 手 向 之 S  二 付、 直 一一 發砲致 シ候處 、早々 降 參召柿 二 相 成 候 由、 町家 嬈失 ハ 金 杉 海 手 迄 田 町 之內ー 一丁 程、 高 輪 通 別條ナ ク、 

も川驛 橋向燒 失、 是 ハ 落人、 道々 何 一一 寄 ラス 火 ヲ付ケ 町家 へ 投入 候 由、 夫 ョ リ嬈 出ス、 右 討 手 御名 左 二  、 

酒 井 左 衞門尉 校 松 平 大和 守 校 間 部下 總守校 松 平和 泉 守 校 

松 平 伊豆守 校 松 前 志 摩 守 核 堀 田相模 守^ 三 宅備後 守^ 

鳥居 丹 波 守校 酒 井 紀伊守 校 牧野 伊勢 守^ 遠 藤伹馬 守核 g& 

〇|、 慶明雜 錄西鄕 隆盛 書翰 二 云、 咋 夜、^ Sf  、出 羽 秋 田 藩 高瀬 權平、 楠英 三郞ト 申^、 御 留守居 付 役 遠 武吉、 一 一方へ 參 

リ 申出 桑 -ー ハ 、兩人 之 者 共 外 五 人、 君 侯 御上 京 之 論 偏 二 湘立 候處、 用人 之 奸物相 担ミ、 迚モ勤 王 之 道不相 行、 終 - ー斬奸 二 

及ヒ、 身ヲ御 邸内 一一 相 投シ、 田 町 御屋敷へ 潜 匿 イタ シ 居候 テ、 蒸 氣船之 出帆 ヲ相 待罷在 候處、 一 一十 八 曰 出帆 被 相究、 右折 柄 

二十 五 日朝、 關七郞 參申聞 候 ハ 、只今、 酒 井 左 衞門尉 手勢、 竝 歩兵 上 御屋敷 ラ取卷 、御 留守居 面 會致度 段 承 候、 就テ ハ 此 W ョ 

リ 御屋敷 内 へ 被 召 置 候 浪人 共、 可 引渡 トノ 趣ト相 見得 候 付、 穩 -ー 談判 可 致 含 一一 ハ 候 得 共、 如何様 變ヲ 引出 候 モ難計 此上 ノ 

七 人 之 御身 上、 大事 ヲ抱居 ラレ 候 御 方 之 事故、 暫ク邸 內ヲ相 迦吳候 様 承 候 一一 付、 無 據相去 候 折 柄、 早 田 町 へ 掛候 時分、 砲聲 

，s 、品 川邊 へ 參候 節ハ、 最早 火手 モ起候 二 付、 直 様 其 儘 上京 仕 候 次第 -ー御 坐 候、 外 五 人 之 者 共 -ー ハ 、 跡 之 形 行 得 ト見屆 候 


上、 罷登候 様 申 付 罷越候 トノ趣 一一 テ、 大 - 一驚 駭 イタ シ候仕 合 二 御座 候、 右 様 之變動 故、 一 左右 可 申 越 道 モ有之 問 敷、 * 竟、 一 一 

十三 日、 御城 出火、 翌ー 一十 四日 迄 燒通候 由 -ー 御座 候、 就テ ハ 右 出火 之 起リ、 浪士共 へ 不審 相掛義 故、 甚 暴動 之 次第 -ー 御座 候 

得 共、 何分 様子 不相分 候 付、 早々 探索 之 者 差 出候義 -ー 御座 候、 於江戶 諸方 へ 浪 十： 相 起リ、 動亂 二 及 候 趣 -ー 相閜候 間、 必 諸方 

へ 義擧 イタ シ候事 力 ト 相察セ ラレ 申 候、 京師 -ーォ 4 テ モ相響 候 趣 ト相聞 ヱ、 爱許 一一 テ壯士 之 者 暴 發不致 様 御 運 御座 候^ 共、 

ィ マタ譯 モ不相 分、 何 レヲ可 正 筋モ無 之、 其 內诀テ 暴動 ハ不致 段、 御 届 申出 置候義 一一 御座 候、 全體 九日 以來 之處、 大 -1 舊幕 

之 輩相惡 居候 義 二 御座 候 得 ハ、 C ナク 江 戶浪士 ヲ倒シ 候 策 力 ト相察 スル義 一一 御座 候、 百 五十人 計罷 居候 テ、 诀 テ暴擧 イタ シ 

候賦ト ハ 不相 見、 京師 之擧 動-一 侬リ、 如何様 共 可 致トノ 様子- 1 テ、 こ 名 敷罷在 候趣ハ 、近 比 迄 相 聞 得 居候 處、 右 等 之 恐レ有 

之、 先ヲ イタ シ候者 力、 殘念千 萬 之 次第 一一 御座 候、 何分 細事 不相分 候 -1 付、 委敷相 分 候 ハ 、 、 又々 可 申 上 候、 蒸氣 船之莪 ハ 、 

其 節 - ー臨ミ 出帆 イタ シ候 共、 又 々燒亡 一一 及 候 共 申 事 一一 御座 候 得 共、 虛寳不 相 分 事 -1 御座 候。 

〇 又 云、 翔 鳳 丸ハ定 府下 シ方ト シ テ品 川へ 碇泊 之 處、 右 同日 、御屋敷 人數、 又 ハ浪士 等 切拔、 小舟 ヨリ 右 船へ 乘移ル 所ヲ、 德 

川 軍艦 四艘 ヨリ 砲發 故、 翔 鳳 丸 へ 乘移 ル モ有リ 、打 沈 マレ タル モア リ、 其 儘 出帆 之處、 軍艦 1 一艘 -1 テ神奈 川 沖 迄 付來、 砲發 

少々 當 レリ、 夫 ヨリ 彼モ 引取 リシナ リ、 何 トカイ フ港 jgis!4l、 へ 碇泊、 痛 所 修覆之 上、 此ー 一日 攝 海へ 著 船 ナリ、 

右浪士 ハ 、已前 ヨリ 御館 内へ 潜伏 之 一 一 百 人 計 之 内 ナリ、 兼テ 御屋敷 出入 等 モ嚴重 互 一一 相 締リ、 遊 所 杯へ 差 越 候 者ハ、 直 二 切 

捨候程 之 由 ナリ。 

〇 舊 幕府、 若年 寄 秋 月種樹 ノ請ヲ 許 シ テ 、其 職ヲ罷 ム 。隨 g 

二十 六日、 再ヒ池 田 慶德、 京 極 高 厚 ヲ 召ス。 

因皤 中将 

先達 テ 上京 之 儀、 被 仰 達 候 儀-一 テハ有 之 候 得 共、 此 間中 上京 之 輩、 報 國之旨 趣 追々 被 聞 食 入 候 次第 モ有 之、 旁以 一 段^ 力、 

復古 記 卷十 一一 一 慶應 三 年 十二 ほ 二十 六日  三 七三 


復古 記 卷 十三 慶應 三年 十二月 二十 六日  三 そ e 

士氣 奮勵. 、早々 參著可 有 之、 更ニ 御沙汰 候 事。 ISI 

〇 

京 極飛驛 守 

先達 テ 上京 之 義、 被 仰 達 候 儀-一 テハ有 之 候 得 共、 在 江戸 之 趣、 且追々 被 聞 食 入 候 次第、 旁 早々 參著候 樣更ニ 御沙汰 候 事。 

1 一 弓 京 極 高 

4  二  B 厚 家 記 

〇 九 際 遨孝ノ 邸 ヲ以テ 、假ニ 太政官 代ト爲 サン トス、 三 岡 公正 ヲ シ テ其事 ヲ管セ ジム。. 

三 岡八郞 

九條 殿、 假太 政官代 御用 掛被 仰 付 候 事。 ^^ム g 

〇 井伊 直憲ノ 請ヲ嘉 獎シ、 四 塚 關門ヲ 守衞セ シ厶。 

.  井伊 掃 部 頭 

病氣 -ー 付 歸邑之 儀 出願 之處、 御沙汰 之 趣 有 之 在京 、此^: 中 熟考、 最早 歸邑可 致 御 時節 -ー テ ハ 無 御座、 乍 病中 斷然 奮發、 盡 

死力 禁闕 ヲ守衞 仕度、 隨テ 御用 筋 被 仰 付 度 、一ず 上 之 件々 神妙 之 至、 不斜 御 満足 候、 侬之、 四 ッ塚關 門 警衞可 致 被 K 

付 宾事。 

十二月  井伊 直 

fa テ四ッ 塚 警衞之 儀、 是迄市 橋下總 守へ 被 仰 付 置 候 儀 -ー 付、 同人 申 合、 總テ 都合 可 致 候 事 憲家記 

〇 本願 寺 光澤 一 一 論 シ 、門徒 ヲ倡率 シテ、 カヲ 王事 ニ致サ シム。 

勤王 志願 二 於 テハ、 兼テ被 聞盒入 候處、 猶又當 御 時節柄、 門徒 末 々二 至 リ奮勵 之 趣. 神妙 二 被 思 食 候、 依 之、 御用 向 被 

S. 付 候 筋 モ有之 候-一 付、 彌以勠 力 可 致 奉公 被 仰 出 候事リ 


猶又 御下問 之 儀 有 之 候 -1 付、 門徒 之 内 一 兩輩、 並家來 重役 之 者、 早々 非藏 人口 へ 可 差 出 候 事。 P 

〇 初メ 三輪 田 元 綱 nfgi 禱 I、 等 六 人、 足 利氏ノ 木像 ヲ 梟首 セ シ罪ヲ 以テ、 各藩 一一 禁錮 ス、 鼓 

^^； ：凍 是日、 之ヲ 宥ス。 

藤 党 佐 渡 守預リ 

各迎 靑柳健 之 助 

建 も  6" 

松 平 伊賀 守預リ 

師 M 節齋 

大場恭 平 

小 笠 原 左衞門 佐預リ 

野呂久 左衞門 

京 極飛驊 守預リ 

三^ ：  0 钟  一 65 

去ル 亥年、 足 利 木像 梟首 事件-一 付、 禁錮 有 之 候處、 今度 政令 御一新-一 付、 被 冤 候 g 被 仰 出 候 間、 此段可 取 計 候^。 

卜  一一 3, 藤 堂 高邦以 

. _ 一  月 下 四 家家 記 

〇 長 門 藩、 文武 館 ヲ借リ 、以 テ屯營 ト爲サ ン コトヲ 請フ、 之ヲ 許ス。 

今般、 蛤 御門 御 守衞、 並 -ー伏 a 表 巡邏 等 被 仰 付、 國元 ョ リ 人數モ 追々 罷登 居候 處、 右 屯 住所、 尙 諸器械 置 附場モ 無 御座^ 

閊候折 柄、 ニ條 城近邊 文武 館 有 之 由、 何卒 右 館 ヲ拜借 被 仰 付 度、 其 外 一一 テモ 相應之 場所 有 之 候へ ハ、 拜借被 仰 付 候 様、 被 

復 古 記 卷 十三 慶應 II 一年 十二： A  二十 六 H  三 七 五 


復古 記 卷 十三 慶應 三年 十二  H  二十 六 =  1 一一 七 六 

遂 御 評議 可 被 下 奉 至 願 候、 以上。 5^^. 

〇 

長  州 

二 條近邊 文武 館拜 借、 願 之 通 被 仰 付 候閒、 引渡 方 萬 事、 戶田 大和 守へ 可 巾 談候事 

〇 堀 親義、 大坂ニ 赴キ、 德川慶 喜 ニ面セ ン コトヲ 請フ、 許 サス。 

德^. s: 府、 先達 テ大坂 表 へ 被 相 越 候處、 私儀 尸 兼テ 朝廷 ョ リ被爲 召 候儀モ 御座 候 一一 付、 其 儘 滯京罷 在 候、 是迄相 勤 候 役 

-ー  付、 取扱 懸ケ 候儀モ 御座 候 間、 一 日 下坂 仕、 卽 上京 仕度 奉存 候、 此段以 使者 奉伺 候、 以上。 

十二月 二 卜 西 日  堀 左 衞門尉 

报親廣 家 記 

〇 本日 批紙 

般舟院 御 警衞モ 被 仰 付 有 之 候 間、 今 暫滯京 候樣被 仰 出 候 事。 おも g 

〇 伊達 廣邦、 細 川慶順 等、 十 一 人ノ 老臣、 連署 書 ヲ上リ 、復古 ノ際、 情勢 ヲ察シ 、緩急 ヲ 量リ、 ffi 

川 氏 ヲ處ス ル、 務メテ 其 部下 ヲ鎭 輯セ ン コトヲ 請フ。 

於 朝廷 萬 機 御 裁 诀被遊 候 一一 付テ ハ 、天下 之 公論 ヲ被爲 採 候 間、 心 附候儀 ハ 不憚 忌諱 極言 仕 候 様トノ 趣、 委曲 御沙汰 之 

. S 難 有奉畏 候、 就テ ハ 不束 ノ^ 意 二 候 得 共、 默止罷 在候テ ハ 御 趣意 二 逢 却 仕 候 間、 乍 恐 左  一一 一 K 上 仕 候、 去 九日 以來、 稜々 

欠 非常 ノ鉀變 革、 注 礎 ハ被相 立 候 形 一一 付、 此上 ハ 精々 被爲盡 衆議、 名寳 相反 不申様 御 施行 被爲在 度、 擧テ奉 懇願 候 内、 川 

前內府 公、 輕隊 一一 テ速 一一 上京 有 之 候 様、 御内 沙汰 被爲在 候 趣 一一 傳承 仕、 同 公 ハ 疾御了 觯ノ御 様子 一一 付、 素 ヨリ 勅意 ノ通 

s ふ 得 可 被 成 候 得 共、 卽今ノ 形勢、 臣下 二 取候テ ハ 、御上 京 一 條、 何分 心 遣 ニ堪 兼候ハ 必然 一一 テ、 又々 紛擾 難 計、 夫モ 夫々 ノ 


忠心 ョ リ 出候譯 -ー 付、 其 俊 ハ 朝廷 ョ リモ滦 御 洞察、 御猶豫 被爲在 度、 殊 一一 德川家 ハ 癸丑 以來、 失 體ノ稜 モ不少 趣 -ー 候 得^、 

右ハ專 先代 ニ關保 イタ シ候儀 二 テ、 當公 二相 成候テ ハ 、 一 一 百 五十 年來 ノ政權 職掌 被奉辭 候モ、 一 意 二 朝廷 ノ御爲 筋 ヨリ 

發 候果斷 一一 候へ ハ 、今般 更始 御 一新 ノ折 柄、 總テ 人心 ノ動搖 U 係 候儀ハ 、成 丈 御 斟酌 被爲 在、 漸 ヲ以ラ 復古 ノ 御 政 體取阇 和 

成 候 様 被爲在 度奉存 候、 一 句 二 公平 正大 ト申候 テモ、 時處位 ニ因テ 緩急 之 差別 モ無 之候テ ハ 相 成 &間 敷、 追々 難 有 被 仰 

出 モ有之 候 得 共、 何分 今日 ノ 形勢 一一 テハ、 約リ 列藩 割據 ノ姿ト モ成行 可 申 哉、 加 之、 外 國ノ覬 覦モ難 計、 皇國 治安 ノ譯ヲ 

以テ、 却テ 皇國 ヲ慯害 スル筋 一一 相 成 候 テハ、 全體ノ 御 趣意-一致 相違、 苟モ 祖先 ヨリ 王化 二 浴 候 身分、 實-ー 泣涕憂 苦-一 

堪不 申、 戰兢罷 在 候、 依 之、 鹵 莽ヲ不 省、 差當 危急 ノ條々 、廟堂 御 衆議 ノ端ニ モ可相 成 哉 ト申上 試 候 問、 三人 占峙ハ 一 一人 ノ言 

ニ從フ ト申ス 古語 モ有 之、 何卒 其 員-一 御 加 被 下、 一刻 モ早ク 御 鎭撫ノ 御處置 一一 相 成、 猶此上 ノ儀モ 、衆議 ノ所歸 ヲ以テ 御 哉 

決被爲 在、 萬 民 安堵 之 場合 -ー 至 候 様、 重 疊奉願 候、 誠 恐 誠 惶、 頓首 敬白。 

卜 二月 二 卜 六日  松 平 阿波 守內 

松 平 美 濃守內 

松 平 陸 奧守内 

細 川 越 中 守 内 

藤 堂 和 泉 守 内 

有 馬中務 大輔內 

立 花 飛 驊守內 

丹 羽 左 京 太夫 内 

.  松 平 肥 前 守 内 

宗 對 馬守內 

復古 記 卷十 II 一  慶應ー 1 一年 十二  一十 六 = 


長江 播 0 

久野四 郞兵衞 

但木土 佐 

三 宅 藤 右衞門 

藤 堂 歸 雪 

山村 源 太夫 

藤 谷 小 六兵衞 

增 子現藏 

酒 井 平 兵 衞 

¥  m 爲 之 允 

一一 一七 七 


復古 記 卷 十三 慶應 三年 十二月 二十 六 


溝 口 誠 之進內 


一一 一七 八 

窪 田 平共衞 

細 川 護久 家 記 

有 馬 船 成 家お 


〇 毛 利 元 功、 、及 ヒ吉 川經幹 老臣 宮莊 某、， 參朝シ 、毛 利 敬 親父 子、 及 ヒ支封 主 官位 復舊 


- 3ぷ ヌ # ス o 毛 判 元 功、 吉 

ノ因 5 ヲ諫ス 川 經健家 記 

〇 舊慕府 、榊 原 政敬ヲ シ テ前田 利 同、 南部 信 順、 本 多 忠紀ト 共 一一 、東 叙山ヲ 警守セ シ ム 


)y 京 ^ 

敬 家 記 


復 古 記 卷 十三 終 


總括兼 慕修 

一 等 修撰 

校 勘 

一 等 修撰 

一 等協修 

校 錄 

一等 書記 

繕 寫 

一 一等 繕寫生 

二等 繕寫生 


長 

長 


松 


星 


臣 TO* 渡 


Is 

あ 

長 


島 


幹 

荧 

春 


復古 記 卷 十四 

慶應 三年 丁 卯 十二月 二 ^七日 ニ起リ 晦日 ニ至ル 

〇 十二月 

二十 七日、 天皇 建 春 門 二 御シ、 薩、 藝、 長、 土 四 藩兵ノ 操練ヲ 覽ル。 

〇 一 一十 六日 達 書 

明日 已刻、 於 建 春 門前 調練 有 之 候 間、 必動搖 有 之 閒敷候 事。 S 細^ 

〇 島津 忠義 家 記 二 云 正 親 町 三條、 前 大納言 正 親 町少將 ヨリ 薩、 長、 藝、 土 兵隊 調練、 來ー 一 卜 七日 已刻、 日 之 御門 前 二 於 テ被遊 

叙 覽候段 被 仰 出 候閒、 人數 取調 可 申出、 當分諸 所 へ 警衞 人数 ハ引揚 一一 不及、 手 明ノ人 數可罷 出、 且當時 ノ事ュ へ 砲 發致シ 候 

テ ハ 、人 氣動搖 モ可有 之 -ー 付、 砲 發無之 様 ト御達 有 之 C 

〇 慶 明雜錄 一一 云、 日ノ 御門 脇 穴 門 へ 玉座 ス 、又 阿久根 某 ノ書柬 ヲ載ス 、云、 一番 一一 土 州ノ備 ハニト 人位 宛ニ備 ニーア、 實ニ小 

人數、 一 一番 藝州 三備、 是モ 二十 人 計 宛、 三番 長 州 一 大隊、 凡 四百 人位 モ候 半、 見事 二 候、 四 番此御 方樣備 一 大隊、 六 百 人餘、 私 

モ此痛 二 加 ハリ、 一 通リ 調練、 其 後 又 一 大隊 十 小隊 ヲ 一 ッ 二 致シ、 凡人 數千人 ヲ越候 半、 諸 卿 番兵 込 二 テ 御座 候 云々。 

〇 指 華 入京 日 載 二 云、 a 中 除 於 日 御門 前 調練、 備天覽 、舉テ 於 鶴 間、 四 藩 頭 立 者 致 召 出、 伊丹 酒 二十 樽、 松^ 代 白銀 一 一 百 枚 被 

下。 

〇 參與岩 倉具視 ヲ以テ 議定 ト爲 ス。 - 

〇 宣旨、 家 記 原記ヲ 失ス。 

復古 記 卷 十四 慶應 一一 一年 十二月 二十 七日  三 七 九 
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〇 三 條實美 、難^ 三 條西季 知、 膽 £  、東久 世 通禧、 膽ゅ 四條 隆謌、 |# 壬 生 基 修歸禁 、筑前 ヨリ 至リ 

入朝 恩ヲ 謝ス、 乃 チ實美 ヲ以テ 議定 ト 爲シ、 通禧 ヲ參與 ト爲ス OS 美 家 €1 

〇 慶明雜 錄大久 保 利 通書柬 二 云、 二十 七日、 五 卿 御 著 京、 一 同御參 朝、 但壬生 卿 御所 勞御不 參ト、 實美、 通禧家 記、 宣旨ノ 

原 記 ヲ失ス 、案ス ル 二  、嵯 哦實愛 手記 二 云、 實美 ハ 御前 相 願 思 召 段々 伺 申 候、 五宮 被 伺候 被 申 含 仰 之 趣 御請 候、 於通禧 ハ 

予ョ リ申渡 候ト、 之 ニ據レ ハ 、一 一人 皆 口 達 二 シ テ、 宣 旨ナキ -ー 似タ リ。 

〇 熊 野 三 山 社家 一一 命シ テ 、撿 校宫 i§、  ノ 管理 二 屬シ、 且ッ 其 還俗 ヲ 許ス。 

熊 野 三 之 山 社家 

自今、 可爲 撿校宮 支配 之 事。  . 

同 前 

自今、 兩部之 風習 一 洗、 各 如 願 還俗 之 事。 § 正纖 

〇 建 部 政 世、 歸藩ノ 請 ヲ聽ス o?§f  、家4?ノ明日年詳正ナ 月 フセス 日、、 藩 

〇 松平慶 倫、 書ヲ 上リ、 太 政 更始 ノ際、 親裁 空名 ニ屬シ 、政令 多 門 一一 出テ 、德 川慶 喜政權 奉還 ノ 

本意 ヲ失 ハサ ラン コトヲ 陳ス。 

以不肯 之 身 亦 藩 屛之列 -ー 罷在、 恐 多 モ 先帝 在天 御 時、 厚ク蒙 寵眷、 殊 -ー 國家盡 カ官武 一 致. R 勑被爲 下 置 難 有 仕 合奉存 

候、 如何 セ ン愚味 不肯之 上、 時勢 變遷之 故 ヲ以テ 無 寸分 之 功、 恐縮 待 罪 之 日 二 至テ、 忽地 萬國ヲ 被爲棄 候條、 泣 血 慟哭 之 至 

二 不堪 候、 早速 上 都 山陵 二 拜哭、 御 詫 可 奉 申 上處、 今日 迄 延引 罷在、 何共 恐 人奉存 候、 今 又 潜 龍 新 二 九 五 二 被 爲昇候 二 當 

リ、 武門 專制六 百 八十 年來之 攻權、 一 時 朝廷-一 被 爲歸、 皇政 復古 之 盛典 ヲ被 爲擧， 萬 機 被 遊 親臨 候 御 事、 恐悅 至極 奉存 候、 


臣此際 -1 遭ヒ、 辱モ 寵名之 數 一一 預リ候 段 不堪 感泣、 宿 腐 養護、 近々 述職可 仕奉存 候、 乍 去、 t 樹公辭 表 ヲ觀ル -1 、 深ク 大政 

之 一 ー樣 ニ出ル ヲ憂ヒ 、萬 機 一 途 二 不歸候 ハ テハ、 方今 多事 之 天下 不相治 段 洞觀セ シメ、 一  家相 傳 一 一 百 六十 年 クー 政 柄 無悭戀 

被 差 上 候儀ト 推察 仕 候、 奉 恐 入 候 ハ 官武 轉換、 殊 -ー 御 親 視之折 柄、 九重 深遠 御幼冲 u 被 爲在候 間、 萬々 一 、 离機 親臨 ハ 

御 空名 二 テ、 却テ 大政 多 門 -1 出 候 様相 成候テ ハ 、愈以 不可 然、 大樹 公 返上 之 本意 一一 有 之 間 敷奉存 候、 仰 願 ハ此上 四 聰ヲ被 ほ 

發、 博 ク群言 ヲ格シ 、是カ タメ  二 不被爲 惑、 萬機必 御神斷 二 出テ、 御 政 柄 多 門 二 不移様 有 御座 度、 伏テ奉 懇願 候、 但 臣之不 

肖、 亦 德川氏 遠 裔之身 -ー 候 間、 一 家 之 私情 今日 二 至 リ飮泣 嗚咽 言 -1 不 忍者 -ー 御座 候、 召 之 同列 追々 朝 覲參會 之 上 ハ 、廉々 

敕問可 相 成 奉 恐察 候 得 共、 此外 見込 申 上 候 様 無 御座 候、 唯 々 山陵 -ー 拜哭、 御 登極 奉壽候 ノ  i  -1 御座 候、 誠 惶誠恐 頓首頓 

首。 

十二月 十七 日  美 作 中 將臣慶 倫 

松 平 廣倫家 記 

二十 八日、 伊達宗城 ヲ以テ 、議定 トス。 

宇 和 島少將 

議定 職 被 仰 付 候 事。 跡 鍵^ 

〇 池 田 茂 政 一一 令 シテ、 速 一一 西 宮守 兵 ヲ出サ シ 厶 。 

備 0 少 將 ， 

西 宮守 衞、 是迄加 B 遠 江 守 へ 被 仰 付 置 候處、 當時 彼是 混 雜之趣 相 聞 候、 素 ョ リ 小潘 二 テ ハ 御 掛念之 儀 -ー 付、 過日 守衞被 

仰 付 置 候 得 共、 尙又 早々 出兵 取締 可 有 之 御沙汰 候 事。 § 

〇 牧野 忠訓、 大坂 二 赴ク、 III 久松 定法、 時 今-? f 平 王 氏^ 1 疾ヲ 以テ、 老ぼヲ シ テ京 二 至ラ シ 
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復古 記 卷 十四 慶應 三年 十二 H 二十 八日  .  三 八 二 

^  o 久松定 

ム 弘家記 

〇 葸川慶 勝、 极平慶 永、 大阪 一一 赴キ、 命ヲ德 川慶喜 二 傳フ、 一，  一一 ハ、 日 是日、 慶喜、 奉 命書ヲ 二人 二 

致シ、 且 政府 ノ 經費ハ 、之 ヲ全國 一一 課ス ルー 一 非レ ハ、 以テ 部下 ノ心ヲ 鎭輯ス へ 力 ラサル ヲ陳 ス。 

〇 春嶽 私記-一 云、 一 一十 六日 丑 半 刻 御 著阪、 午 半 刻 頃 御 登城 相 成、 尾侯ハ 御船 中 ヨリ 御 發瘧- 一 テ御 手間取 有 之、 暮時前 御 著 船 

ナリ、 公 御 登城 之 上、 先ッ 伊賀 殿、 永 井 殿 へ 御 逢、 夫 ヨリ 內府公 へ 御對 面、 朝廷 ョ リ御渡 之 御 書面、 御 直 二 被 指 上、 伊賀 殿、 

豐前 殿、 玄蕃殿 侍 坐 有 之、 相濟 候テ、 廷議以 之 外 艱難 之 運 候處、 土侯、 竝 下院 之 有志、 周旋 盡カ之 次第、 逐條被 仰 上 候 得 ハ 、 

内苻 公-一 モ殊- 一 御 感激-一 テ、 夫 程-一時 機 到 來之事 候へ ハ、 坂 地 之儀ハ 如何 樣-ー モ被 成、 御請 モ品能 可 被 仰 上、 御上 京 モ可被 

成ト、 御 內談ハ 粗 御 取 極 二相 成 候 得 共、 餘リ速 一一 御 發表相 致候テ ハ 、却 テ御輕 易之 姿 一一 テ、 人心 如何 ト御 斟酌 -ーテ 、明日 ナ 

ト御請 可 然歟之 御談之 由、 尾 侯 ハ 御所 勞 -ー 付、 爲御 名代 成 瀨隼人 正 登城、 御 目 a 被 仰 付、 從 朝廷 御沙汰 之 御 書面 御 直 二 指 

上 之 由、 永 井 殿、 戶川 殴、 雪 江 へ 逢對、 京狀 被相尋 二 付、 一 一十三 日、 一 一十 四日 之 廷議、 竝 結局 迄 之 次第、 逐 一 委曲 二 及 物語 候 

處. 如何 二 モ 危急 千 萬 之 形勢 ナリ キト 驚歎 セ ラレ、 其 模様 二 テ ハ 是非共 御上 京 無之テ ハ 難 相濟ト ノ 示談 ナリニ 一十 七日 已 

刻、 西本願寺 掛所尾 侯 御旅館へ 被爲 入、 昨日、 營中 一一 テ 內 府公ト 御 直談 之 御 次第 御物 語 一一 テ、 二 侯 迄 之 御 書面 御 差 出 一一 相 成 

候ハ 、、夫 ヲニ侯 一一 テ御引 直シ、 御 書取 御 奏聞 一一 相 成 可然ト ノ御談 一一 相 成、 夫 ヨリ^ 二 御 登城 一一 テ、 伊賀 殿 初 へ 御 逢钢談 

之處、 唯今 於 御前、 永 井、 平 山 兩參政 執筆 -ー テ 、御 書面 御 取懸リ -ー 相 成 居、 未定 之 事 -ー 御 坐 候 間、 今日 ハ 御 退出、 明日 御 登城 

之 上 ト ノ 御談 一一 相 成、 衩、 麾下 モ 大半 鎭定 一一 モ相 蓮ヒ 候 間、 御上 京 モ 御 都合 次第、 緩急 共 御請 可 被 成 御 模様 之 由ナリ 、二十 

八 日 午刻、 御 登城 之處、 內府公 御所 勞 -ー 付、 御請 書 之 儀 ハ 、伊賀 殿ヲ 以御差 出 有 之 候、 如 左。 

〇 辭官之 儀ハ、 前 内大臣 ト可稱 、御 政務 御 用途 之儀ハ 、天下 之 公論 ヲ以テ 御 確定 可 被 遊ト之 御沙汰 之 趣、 謹 承 仕 候 段、 可 

然可被 申 上 候 事。 


〇 御 政務 御 用途 之 條ハ、 天下 之 公論 ヲ以テ 御 诀定、 皇國 髙釗ヲ 以テ相 供 候 様不相 成候テ ハ、 臣子 之銷撫 行" ii 不屮 、容易 

二 御請 モ難申 上 候 間、 其 段 厚 御 心得、 御 盡カ有 之 様 致 度 候 事、 

尾 侯 へ 之 御請 ハ 、成 瀨隼人 正 へ 御 渡 -ー 相 成 由 相濟、 於 御床 御 對面有 之、 右 御請 寄 ハ 兩侯 へ 之 御害而 故、 尾 侯ト御 相談 御 引 直 

御 書取 二 相 成 候 上、 御 奏問可 被 成 ト被仰 上 由、 此節 御上 京 之 御 程 合 御 伺 之處、 如 此相成 候 上 ハ 、 京地 之 御 都合 御 安心 之 段、 

兩侯 御請 合 -ー テ御申 越 被 成 候 得 ハ * 何時 一一 テ モ 御上 京 可 被 成 旨、 御上 京 之 上御參 内 迄 之 處、 等閑 -1 御 日間 取 レ 候 様 一一 テ 

ハ 、又 人心 -ー關 係 致 候 間、 其 御 程 合 御 見据へ 一一 テ、 雪 江 ラ以テ 被 仰 越 候 様 ト御直 約被爲 在、 御 退出 相 成、 右 之 次第、 尾 侯へ 被 

仰 人、 御請 書 モ御廼 二 相 成 候處、 大 -ー 御 安悅、 明朝 御 歸京之 御 積 之 由、 衣 半 比、 尾 侯 ヨリ 中 村 修之進 被 遣、 過 刻 御 廻 -1 ^成 候 

御請 書ハ、 公 御持參 一一 テ御 上京 相 成 候 様御糢 一一 テ、 御 返却 一一 相 成ル。 

〇| 又 云、 一 一十 六日 朝、 田 中 國之輔 御旅館へ 罷出、 尾 侯、 伏 水 御 著 之 折 柄、 阪地 ヨリ 被 指 出 置 候 新撰 隊之 内、 無 賴之徒 有 之 致 

橫行候 -1 付， 蕨、 長 之 巡邏 ヨリ 嚴制之 模樣、 動 モス レ ハ爭端 可惹出 勢、 甚 危急 一一 付、 阪兵ー 日 モ早ク 引取 候 得ハ、 巡邏 之 方ハ 

尾 藩 田宮如 雪、 當時京 尹 之 勤 方 一一 テ、 伏 水 モ管內 一一 付 V 如 雲 ヨリ 朝廷へ 申 上、 尾、 越 ノ兵ト 引替 候找被 成皮ト 、^仗 御旅館へ 

新撰 隊之頭 被 召 呼、 早々 引取 候 様 御 直談 一一 テ御垂 詭有之 候 得 共、 阪命 一一 テ罷出 居 事 候 へ ハ 、阪 命サ へ 有 之 候 へ ハ 引取^ 巾、 

左様 無之テ ハ 引取 兼 候 趣 及 御 答 候 二 付、 被 成 方 無 之、 御 捨置被 成 候 へ 、ノ  、大事 之 前 -ー テ 、 蟻 穴 之 妨害 眼前 之 勢 一一 付、 犀 仗 御 

登城 被 成 候 ハ 、 、御 談之上 御 取 計 可 被 成 御 含 之處、 御 登城 難 被 成 二 付、 御 家 來共ヲ 以テ御 達 一一 相 成 候閒、 公 御 登城 之ヒ、 ^ 

又 御 助勢 被 成 御 坐 候 様 御 賴談之 旨 一一 付、 則 於 營中永 井 殿 へ 御 談之處 、隊 兵何レ モ 恭順 一一 テ、 聊^ 動 無 之 苦 候 得 共、 猶 厳重 可 

申 越、 無 糢之徒 ハ 先日 隊中脫 走 之 者 一 n  二十 人 有 之、 其 者 共 之橫行 ハ 、於 隊長 モ如 何共 取 計 方 無 之 次第 之 .3、 此锻 之^  -ー  不律 

モ無 之、 兵隊 今更 引取 候 様 申 越候テ モ 、何 力 不首尾 之 姿 一一 モ相當 候 故、 诀テ 引取 巾 間 敷 杯 中 上、 御 談整兼 候 巾、 夜 子 刻 比、 尾 

藩 荒 川甚作 御旅館へ 罷出、 伏 水 一 條、 今朝 ョ リ唯 今迄、 監察 三位 ト及 議論 候 得 共、 監察 衆 之 方 一一 テハ更 一一 可^ 引取 謂 レ無之 

ト、 水懸論 -ー テ 一 向 不相诀 、三人 共 被 引 入 仕舞 -1 付、 無據 退出 致 候 次第 候 間、 何卒 明 H 御 登城 之 上、 精々 御 助聲被 成 下様、 相 
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復 古 記 卷 十四 慶應 三年 十二  二十 八 =  三 八 四 

願 候 旨 申達 候. 5。 

〇 舊慕府 、保 科 正 益 、戸田 氏良ヲ シ テ、 品 川 驛關門 ヲ守ラ シ ム パ HI 又 關門ヲ 江戸 諸 口  二 置キ、 

出入 ヲ 撿 シ テ、 印 票ヲ付 シ 、各地 ノ關守 一一 令 シテ、 印票ナ キ者ノ 經過ヲ 禁ス。 

市 在 取締 之爲、 當分之 内 御府内 出口 所々 へ 關門御 取 建 相 成、 諸士 之分ハ 其 主人、 又 ハ 重役 ヨリ、 何方 へ 家來 幾人 差遣 候旨斷 

書、 百姓 町人 ハ 、所 役人 之 添書 持 參無之 一一 ォ 4 テ ハ 、出入 共 一 切通 行 差留、 尤斷 書、 添 狀ハ關 門 一一 テ相改 、疑 敷 子細 モ無之 候 

得ハ、 於 同所 切手 相 渡 候閒、 關門相 越 候テ、 右 切手 所持 不致 旅人 ハ 、御府内 ハ 勿論、 道中 筋、 竝在々 二 テ モ決テ 旅 宿 爲致間 敷、 

且右改 ヲ不受 、押テ 通行 可 致ト仕 成、 又 ハ 旅行 切手 所持 不致 旅人 ハ 、無 用捨 召 柿、 若手 向 二 オヨ ヒ候ハ 、 、切 捨候箸 二 候、 尤 

當時 出府 途中 二 テ 、閼門 通行 方 不相辨 者 ハ 、關門 ニォ 4 テ篤ト 相亂シ 、疑 敷 筋 無 之 候 得 ハ 、相 通候箦 二 候、 

右 之 趣、 御料、 私領、 寺社 領共、 不洩様 可 被相觸 候、 

右 之 通、 萬 石 以上 以下 之 面々 へ 可 被 達 候。 龍 g 

〇 

關所關 所 之 通 方、 是迄 印鑑 引合 通行 之 分 、以来 其 儀 -ー 不及 S 、當 七月 中 相 達 候 得 共、 今般 柑觸候 趣 モ有之 候 -1 付、 當分右 之 

心 享ヲ 以テ、 出口 關門 一一 於 テ相渡 候 切手 一一 致 加 印、 最寄 領主 地頭 家来、 其 外 ヨリ 斷書差 出 候分ハ 、通 切手 不相 渡、 右 切手、 又 

ハ 斷書 所持 不致 モノ 共 ハ 不相 通、 尤當時 旅行 中 二 テ 、今般 相 觸候趣 不相辨 分 ハ 、得 ト亂シ 之 上、 怪敷儀 無 之 候 得 ハ 、 右 切手 

所持 不致候 テモ相 通 候 害 一一 候、 

右 之 趣、 關所 御預之 面々 へ 可 被 相 達 候。 

1 一 弓 板 倉 種 

1 一-月 家 記  . 

〇^ 平 容呆ノ 子 喜德、 | 嘥上國 ノ報ヲ 聞キ、 書ヲ上 杉齊憲 一一 致 シテ、 其 協同 救援 ヲ請フ 、其 老臣 


モ亦藩 內士民 二 檄シ、 太 政 更革ハ 奸邪ノ 矯勅ニ 出ッ、 其 或 ハ兵ヲ 我 一一 加フ ルコト ァラハ 、-; ：：；ク 

一 心 同 力、 誓テ 奸邪ヲ 翦滅ス へキヲ 論ス。 

〇 米澤藩 戊辰 事情 記 二 云、 會津容 保 嗣子、 若狹 ヨリ ノ 使者 武井寬 平、 淸水 作右衞 門、 米澤 -ー 來ル 、用人 木 滑 要人、^ 崎 七ん 衞 

門 面接 ス、 使 旨 二 云、 京畿 近狀彌 切迫、 皇國 ノ爲メ 協心 戮カ、 偏 一一 所 企 望 ナリ、 ^今 藩 ヲ悉シ 上京、 國内更 -ー 空^、 如シ不 

虞ノ變 ァラハ 、隣 好 依 賴ノ外 他 ナシ、 伏テ 救助 ヲ仰 クト、 但別 二親 書ァ リ。 

〇 會津藩 吿 諭 書 

恭惟 癸丑 屮寅 以來、 夷虜 航海 シ テ猖 獗ヲ恣 ニシ、 物情 ノ騰湧 B 々益シ 、月々 甚シク 、終 二 人 心 乖厌 二 至ル、 其 原 ヲ尋ル 二  、1 

府ノ 失體ヨ リ 起ル、 天皇 深 ク之ヲ 憂悶 シ袷 ヒ、 何 トナク 公武 ノ間 一 和 セサル ノ 勢ァリ 、幕府 其罪ヲ 悟テ、 舊弊ヲ 除キ、 

遵奉 ノ 典 ヲ 興 シ 、衆 二 選テ 我. 公ヲ以 テ 京師 守護 ノ 職-一任 シ袷フ 、然 ルー 一 京師 ノ 事情 如何、 叙 慮 如何 ト云フ コトヲ 知， ジス- 

分ヲ量 リカ ヲ料テ 、其 任 一一 勝ヱサ ラ ンコト ヲ畏レ テ、 敢テ當 リ給ハ ス 、衆論 紛々 トシ テ 一定 ナ ラス 、寺 -1 慕府ノ 内命 二 侬テ、 

人ヲ 遣シテ 京師 ノ狀ラ 探 ラシ メ、 勢 驚 トシ テ 叙 慮 ノ在ル 所 ヲ知リ 袷ヒ、 今 此職ヲ 奉 シテ輦 穀ノ下 ヲ護リ 、言 若シ信 W セ 

ラル、 トキ ハ 、. 公武 ノ閒ヲ 和シ、 德川 家ノ 危急 ヲ救フ コ ト 、此時 二 在リ、 縱ヒ任 二 勝 ヱ スシテ 身 ヲ失フ トモ、 西上シ ヲ京^ 

ヲ以テ 墳墓 ノ地ト 定メ、 上ハ 叙 盧ヲ安 シ奉リ 、下 ハ萬民 ヲ救ハ ント、 斷然诀 心シテ 上京 シ袷フ 、其 以來 精忠ヲ ！p テ袷フ 二 

侬 テ , 天皇 深 ク侬 輯シ給 じ、 大樹 ノ 愛 寵又厚 シ 、是 ヲ以テ 、危難 ノ事或 《之 ァリト 雖モ、 必利運 -1 轉シ 、今 二 至ルマ テ 六 年 

ノ間、 誠忠 不渝、 終始 如 一、 天皇 叙感ノ 餘リ、 幾度 トナク 宸翰 ヲ下シ 賜 ハリ、 公嘗テ 病スル トキ、 辱ク モ自ラ 内侍 所-一 

於テ 祈願 シ給フ 一一 至ル、 其 寵遇實 一一 無比 類 ト云フ へ シ 、今春 モ 先帝 釵盧 遵奉、 長々 守護 ノ職牮 相勵、 其 功 不少、 叙感不 

斜トノ 褒賞-一 テ、 參議 御 推 任モ有 之、 元 來長州 〈、先年 ヨリ 外ハ 尊王 攘鬼ニ 託 シテ、 寳ハ 不軌 ノ志ヲ 懐 ヰ、 王室 ラ誘 

ヒ， 暮府ヲ 欧キ、 其 罪 枚擧ス へ カラス、 5- 子 七月 二 至リ、 終-一大 兵 ヲ擧テ 禁闕ノ 下 ヲ壟ヒ 、銃丸 御所 ノ星 H 一一 及フ -1 至 

復古 記 卷 十四 慶應 I！ 一年 十二  H  二十べ 》1  一 二 八 五 


复古記 卷 十四 慶應 三年 十二  二十 九： W  三" ノ 

リ、 其逆亂 ノ 罪誅 シ テ モ狱餘 ァリ、 天皇 大 一一 逆鱗、 大樹 亦 深 ク之ヲ 惡 ミ給フ ト雖モ 、遂ニ 寬典 一一 從 ヒ 、鍵 二 宵 位 ヲ脫 剝シ、 

領地 ヲ削リ 、其 命ヲ川 ヒサ ル 一一 至テ、 其 罪 ヲ聲シ テ之ヲ 伐ッ、 然ル 一一 天皇 崩御、 大樹 薨去、 大喪 打 鑌キ、 國家 多難 ノ^ 二 

逢ヒ、 姑ク兵 ヲ觯ク ノ處、 姦邪其 隙-一 乘シテ 、無 勿體モ 幼 主 ノ明ヲ 闇 マ シ奉リ 、事 一一 託 シテ長 州 ノ罪ヲ 赦シ、 {B 位舊二 復 

シ、 先帝 ノ勑 勘ヲ蒙 リシ 公卿 ヲ用ヒ 、陪臣 ヲシテ 參與セ シメ、 攝政 殿下 ヲ始メ 奉リ、 大樹、 我 公、 桑 名 侯、 皆 其 職ヲ冤 シ、； 止 

邸地ヲ 易へ 、忠 姦處 ヲ易フ ル 二 至ル、 是 先帝 ノ意ニ 非ルノ ミナ ラ ス-亦 今上 ノ意 一一 非ル コト 明白 ナリ、 嗚呼 一 杯 ノ土未 

タ乾 カザル 二、 今上 ヲシテ 父ノ道 ヲ改メ シムル コト、 大惡不 道 ノ至リ ト謂フ へ ン 、其 他、 和州ノ 一  投ヲ 釀シ、 英夷 ニ降テ 

其 力 ヲ賴ム ノ類、 其 罪亦輕 カラス、 此上ハ 幕府、 竝我 公二 汚名 ヲ負ハ セ、 丘ハヲ 加へ ン コ ト 亦知ル へ カラス、 我 公 多年 ノ 誠忠、 

空 ク水ノ 泡 トナリ 、戔今 5 ト云フ モ 愚ナル コトナ ラス ャ、 實 ニ膽ヲ 甞メ薪 二 臥 スノ時 二 シテ、 君 辱シ メラ ルレ ハ -at 死ス ル ノ 

期 至 レリ、^ モ 人心 有 ル者、 臣子 ノ^ニ 於テ、 豈 片時 モ安ス へケ ンャ、 

禁廷 ニ對シ 奉テ弓 ヲ引ク ハ 诀シ テ爲ス へ カラ スト 雖モ、 姦邪ノ 徒、 若シ 綸 き ラ矯テ 兵 ヲ加フ ルコ トァラ ハ、 閼東 トハヲ 

戮セ、 義兵 ヲ擧 ケテ 君側 ノ姦 邪ヲ 除カサ ル コ トヲ 得ス、 夫レ 公ノ 忠誠 貫徹 セ ス シテ、 今 如此ノ 勢-一至 ル ハ 、抑盡 クサ 、 ル冈 

ァ ルカ、 是 畢竟、 臣民 公 ノ意ラ 戴任ス ルノ 全力 ラサル 二 由ル、 恐 多 キノ 至 一一 アラス ャ、 然レ ハ 闔藩ノ 四民、 贵賤ヒ ：卜ト ナク、 

祖宗 以來 德澤 ニ浴ス ル者、 面々 此意ヲ 領掌シ 、カラ 合セ、 心ヲ 一 一一 シテ、 兵 起 ラハ早 ク國家 ノ敵ヲ 誅滅シ 、武成 益 天下 二 輝 

力 サン コ トヲ 期シ、 日夜 肝 二 銘シ、 暫時 モ忘ル 、 コ トナク 、國論 一 途 二 歸シ、 萬 人ノ心 一 人ノ如 クナラ ハ 、 我 公 ノ精忠 天地 

ヲ貫キ 、神明 ノ 擁護 ァ リテ、 再ヒ 青天白日 ヲ仰ク コ ト、 豈疑ァ ラ ン ャ、 縱ヒ 身死ス ト モ 、厲 鬼ト爲 テ祟ヲ ナ シ 、姦 k ヲ 滅絕ス 

ルノ 心ナキ 者ハ、 天地 ノ 神祇 具 二 之ラ殛 セョ。 

〇 喜德ノ 手書、 之ヲー 一家 - 一問 フ -ー 、皆 原 記 ヲ失ス 、又 ノ事、 聞見錄 戊辰 正 B 一 一日 ト爲ス 、然ル 一一 文中、 今春 云々 ノ文 二 

據レ ハ 、是月 二 アル コ ト疑ナ シ、 故 ニ此 二 合 敍ス。 

二十 九日、 市中 取締 三 藩-一命 シテ、 K 見 ヲ蒹管 セシ厶 、三 藩 事務 繁劇 ナルヲ 以テ、 之ヲ 別 藩 _  I 


ム叩セ ン コトヲ フ、 聽サス 


ヨリ 申出 候 次第 有 之 候 問、 三 藩 申 合、 一 藩 K 見 表へ a '々出張 可 有 之 候、 且如 f 


本 多 主 膳 正 

家 

靑山左 京 火 失 

家 

松 平 圆書頭 

家 

へ 示談-一 テ可取 計 候 事。 


來 


來 


來 

靑山忠 

誠 家 記 


田宮如 一 

〇 

伏 見 市中 御 取締 之 儀、 從御當 地 懸離候 場所 一一 モ有 1\ー、 且 ハ 御當所 取締 御用、 竝火 消方ヲ モ被 仰^ 置 候 _條 一一 付、 三 藩 一一 テ掛 

持 n 仕 候テハ 、御 役當リ 多端-一 テ、 迚モ 十分 御 取締 モ 難行 届 ト 心配 仕 候、 殊- 一同 所 之儀ハ 、御 常 地 咽喉 之 場合 二 モ有. NT 劳 

相 應之御 藩へ 御 一手-一 被 仰 付、 萬 端 御 委任 相 成候ハ 、、御 取締 モ行届 可 申 ト^お 候 間、 侬テ此 段 奉 願 候、 以上。 

木 多 主 膳 正家來 

十二月 十九 日  中 神 齋之助 

青山 左 京大 夫家來 

坂 束 篤 之 輔 

松 平圖書 頭家來 

皆 川誠藏 

靑山 忠誠 家 記 


復古 記 卷 十四 慶應 三年 十二月 二十 九日 


一一 一八 七 


復 古 記 卷 十四 慶應 一一 一年 十二月 二十 九日  一 亍八パ 

〇 本條、 忠誠 家 記、 十九 日 トス、 然ル 二 田 宮如雪 伏 見 取締 ノ命ァ ルハ 二十 一 日 ナリ、 此事、 其 前 二 ァ ルノ理 ナシ、 十ノ 上、 

恐ク ハ ニノ 字 ヲ脫ス 、又 忠誠 家 記 二  、三 藩 申談之 上、 正月 元日、 忠誠 人数 出張 トァリ 、此 請蓋シ 許可 ヲ得サ リシナ ル へ シ.。 

〇 戸田 氏共ノ 家臣、 藩士 小 原 忠寛奉 命 遲緩ノ 故ヲ禀 謝ス。 

采女正 家 來小原 一 一兵 衞御 登用 之-儀 -ー 付、 先達 テ被 仰 出 之 趣、 不取敢 大垣表 へ 具 -ー 申 遣 置 候處、 誠 -ー 出 格 之 御 事柄 -ー 付、^: 

實ハ采 女正ョ リ 一 應德 川內府 へ 相 伺候 上、 御請 申 上 候 心得 一一 テ、 大坂表 へ 相 連ヒ置 候處、 今日 迄、 彼地ョ リ 有無 M 儀不 申來、 

年内 餘日モ 無 御座、 第 一 從 朝廷 被 仰 出 之趣ラ 等閑 置候樣 一一 モ相 當リ、 誠 ニ當惑 心配 仕 候、 定テ 今明日 二 ハ * 彼地ョ リ否 

申運ヒ 候事ト 尸 奉 存候得 共、 全ク前 條之讀 一一 御座 候 間、 今 暫御含 置 被 下 置 候 様 奉內願 候、 以上。 

戶田采 女正內 

十二月 二十 九日  吉田圑 平 

戶田氏 共 家 記 

〇 舰坤儀 革 正錄- 一、 板 倉 マテ 奉 命 可否 内 慮 伺候 處、 差 圖ナキ 一一 付、 更ー 一朝 命 一一 從ヒ 一 旦差出 置 候、 此上ノ 儀ハ、 差圖 次第 

進退 可 致 段、 届出 ット ァリ。  ， 

〇 植村家 保、 病 ヲ謝シ 、老臣 ヲ シテ代 リテ京 一一 至ラ シム。 雜離 

〇 佛 朗西國 公使 レオン ロッシュ 、書 ヲ舊 幕府 一一 致シ、 西班牙 國難 I ま ノ商舶 、撗濱 港 二 來ルモ ノ 

ハ、 其 國船ト 同視 セ ン コトヲ 請フ、 是日、 慕府、 之ヲ 許ス。 

日本 之 大君 殿下、 第一 等 執政 板 倉 伊賀 守 閣下-一 呈ス、 

支那 二 在留 ス ル意斯 波 泥亞國 女王 マ ゼステ ー 之 全權ミ 一一 ス トル ヨリ、 今度 右 政府 大君 殿下 ト 交際 ヲ新 ニ結ハ ントノ 事、 


及ヒ 右一 一 關係 セ ル 事件 二 付ズホ 一一 充テ シ 書翰 之 書 拔ヲ爱 二封 シ人レ 、閣下 ニ呈ス ルノ榮 ァリ、 

佛國ト 同盟 和親 之國 二 對シ、 右 樣之事 一一 付、 余 周旋 ヲナシ テ益ァ ル 二 オイ テハ 、余力 國帝 政府 二 ァリテ 至極 満足 ニ思フ へ 

シ、 殊ニ  、今 兩國ノ 交誼 友睦ナ レ ハ 、大君 二 オイ テ モ、 貴國 二 閼係ス ル事 二 付" 余力 主君 之意ヲ 助ケ、 總テ處 置ァラ ン コ ト確 

然ナ ル ハ 、余 二 オイ テ モ更ニ 疑ヲ容 レサ ル處 ナリ、 就テ ハ 閣下 政府 之 趣意 ヲ表セ ラレ、 別紙 書拔中 二 ィ フ意斯 波泥亞 船ハ、 

佛 國船ト 心得 ル様、 撗濱ニ アル 諸 官吏へ 、要用 チ ル 命令 ヲ 今日 ョ リ傳へ 置 カレン コ トヲ 望ム、 右船ハ 、刖 チ 余力 固 商船 之條 

約 面 二 從ヒ- 其 便宜 ヲ得 ルカ 如ク、 凡テ 同様 タ ル へ シ、 謹言。 

日本 在留 

佛國 全權ミ 一一 スト ル 

レオン ロッシュ 

外務省 記 

〇 

御 甞狀、 並 別紙 ト モ 落手 致 披見 候、 然 ハ 、是班 牙 商船、 近日 之 内 橫濱港 へ 向 ケ渡來 可 致 二 付、 入港 之 節ハ 贵國 商船 同様 取扱 

可 中 様、 神奈川 奉行 へ 可 申達 旨 御請 求 之 趣 委細 承知 イタ シ候、 尤、 是班 牙國ハ 我國ト ハ 條約未 濟之國 -ー ハ有之 候^ 共 、中：：：； 國 

ト 同盟 國 一一 テ、 殊 二 支那 在留 同國 全權ミ 一一 スト ルョ リ甞通 之 趣 モ有之 候 一一 付、 御 周旋 被 成 候 事故、 我 國攻府 之 芳心 ヲ中： U 國 

政府へ 表ス ル爲メ 、御 申 越 之 趣 一一 從ヒ、 貴 國之條 約 面 通 可 取扱 旨、 神奈川 奉行 へ a. 達 候、 右 御 報 可 得 御意 如斯 御座 候、 以上。 

十二月 二十 九日  板ま^ 賀守 花押 

レオン。 ッシ ュ 閣下 き^ 

別紙 、ノ  、原 記^ ル所 ナシ。 

晦日、 天皇 服 除ス、 是日、 祓禊ノ 儀 ヲ行フ oil 

復古 記 卷 十四 慶應 一一 一年 十二： 《 晦日  三 八 九 


復古 記 卷 十四 慶應ー 11 年 十二お 晦日  一一 一九 〇 

〇 百官 及ヒ 在京 諸侯 -I 令シ、 明年 新 正 ニ參加 M セ シム。 

〇 在官 へ 達 書 

年始 御禮、 元 B 辰刻參 朝 可 有 之 候 事。 g|J 

〇 在京 諸侯 へ 達 書 

正 3 元日 辰 刻、 御禮被 仰 出 候閒、 參 内 之 事。 

仍、 衣體 衣冠 著 用 之 事。 細親續 

〇 本願 寺 光澤、 書 ヲ上リ 、奉 上 ノ意ヲ 陳シ、 且ッ 卽位ノ 資ヲ獻 セント 請ヒ、 東 本願 寺 光勝 モ 亦 

奉 上 他 ナキヲ 陳シ、 興 福 寺 ノ儈侶 、米， ヲ獻シ 、且ッ 王事-一 從 ハント 請フ、 是日 、光澤 上 言 ノ 意 

ヲ 嘉獎 シ 、 興 福 寺獻米 ノ請ヲ 許ス。 

方今、 復古 御 一 新 二 就 テハ、 兼テ勤 王 之 志 願 一際 盡カ可 仕 御 時節 二 候 得 ハ，、 萬 一 非常 御 立 退 之 節ハ、 三門 主 之 W 家來門 

末 召 連、 何方 迄 モ御隨 從奉申 上 度、 尤 無二 忠誠 之 赤心-一 御座 候、 其 餘何成 共、 寺 門 相應之 御用 モ御 坐候ハ 、被 仰 付 度 奉 

存候、 猶又、 來 辰年、 御卽位 御大 禮被爲 行 候 趣 -ー 付テ ハ 、 疇 昔 三 帝 御卽位 料調獻 之儀モ 御座 候閒、 何卒 常 度 右 御 用途 之 

内 獻備奉 願 度、 御手 傳被 仰 付候ハ 、、冥加 至極 難 有奉存 候、 以上。 

慶應 一一 一年  ド V 進 .T  ^  ^  M  W 

丁 卯 十二  H:  二十 九 =  - ^ネ^  <  P 'ブ i 卵 

島 田 陸 奧 守  島 田 右兵衞 少尉 

富 島賴母  上 原數馬 

岡 田 多 仲  鈴 木 沖 見 
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十 一寸 

寺 


〇 


昨日 御 下 II 之 趣舉恐 入 候、 不容 易之 時勢 -1 付、 先帝 へ 巾 上 候 儀モ有 之， 門 主 心得 方 可 奉 申 上旨 委細 敬 承 仕 候、 力 今、 一 力 

ナ ラサル 形勢 ト モ奉 恐察 候 得 共、 御 趣意 柄モ深 不心得、 且寺門 之 致參出 候程ノ 場合 ト モ不舉 ^、差 控候儀 二 御座 候、 勿論 

先 朝 へ 奉 申 上 置 候 通、 诀テ 異變無 御座 候、 此段御 返答 可. m. 上旨 申 付 候、 以上。 

東 木 願 寺 門 主內 

十二月 二十 九日  下 間 治 as  s 

川 那邊左 近 

^本願 寺 記 

〇 本願 寺 記 二 云、 一 ート七 H  、總代 安養 院 以下 七 人、 家 來下間 大狨卿 以下 三人 參 朝、 西 園 寺 殿、^ 丸殿ョ リ御 達ノ御 趣な、 

從來勤 王 之 志願 厚 神妙 之 至、 於 當今深 御 満足 思 食 候、 侬之、 此節柄 被 仰 付 候 筋 モ有之 候-一 付 テハ、 彌以戮 力 W 致伞 

八ム被 仰 出 候、 猶又 門徒 家來 一一 至迄參 朝 被 仰 付 候 ハ 、別儀 一一 テ モ 無 之、 過 ル 九， n 以來、 王政 御 一 新 御 變革問 合 モ 無 之 

s  4a  S 萏十 gl 虔謹 三年 十二  U: 晦：： "  一一 ージー 


m 古 記 卷十 s: 慶應 三年 十二 U; 晦 a  三 九 二 

御 事 一一 テ 、王化 モ 未被爲 宇内 -ー 行 屆折柄 一一 候 得 ハ 、 聖盧御 安 靜之御 場合 -ー モ 不被爲 至 御 儀 厚 奉 恐察、 當節 柄、 一 廉之動 

王 忠誠 之 程 承 度 旨御演 達、 侬之、 引取 示談 之 上、 御 答 可 中 上旨 御請、 i 一十 九日、 趣意 言上 スト 、東 本願 寺 記 二  、一 一十 八 口、 於 

非！ i 人口、 西 園 寺 殿、 岩 倉 殿 ョ リ斯 ル 形勢 二 付、 門 主 心得 方 如何 哉御尋 -ー 付、 翌日、 口上書 差 上 クト ァリ。 

〇 

謹言 上、 

今般、 王攻 復古 被 仰 出 候 趣拜承 仕、 古今 之 御 美事、 於 一 山 之 輩モ、 乍 恐 踊躍 恐悦 至極-一 奉存 候、 因 玆雖萬 分 之 一 、聊奉 報 

天恩 度、 玄米 千石舉 獻納 候、 若、 御用 筋 之 御 一 端 二 モ相成 候 得ハ、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 尙 微力 之義 二 ハ 候 得 共、 一 山 相 

應之 御用 被 爲在候 得ハ、 被 仰 付 候 様 奉 願 上 候、 此段、 宜 御 廳濟之 程 伏 テ奉頋 上 候、 謹 白。 

與 福 寺 一 山 

卯 十二月 二十 七 =  擧 頭 中 

參與御 役所 5 麵 

〇 本日 本願 寺へ 達 書 

累年 勤 王 之 志願 旨 趣、 被 聞知 食 候 儀 H テ ハ 有 之 候 得 共、 今般 御一新-一 付、 尙又言 上 之 廉々、 殊更 良實 純忠 1\ー 至、 深 

御 満足 被 思 食 候、 爲 王事 彌抽 丹誠、 盡カ可 致 奉公 御沙汰 候 事。 

1 1 ] 本願  . 

f  二 月お^ 

J マ Ills 

〇 本日 達 書 

興 福 寺 

今般、 就 御復 政、 一 山 之輩爲 報恩 獻穀 仕度 段、 神妙 思 召 候、 願 之 通 可 令獻上 御沙汰 候 事、 

尙以、 方今 形勢、 御 川 伺 之 事、 御 満足 忍へ艮 候、 追テ 御沙汰 之 品 モ可有 之 候、 且代金 釗納之 儀、 同 被 聞 食 候 事。 


與福寺 記 

〇 德川慶 勝、 松平慶 永、 大阪 ヨリ 至リ、 德川慶 喜 二 代テ、 奉 命 書 ヲ上ル Q 

今般、 御沙汰 御 坐候兩 事件 之 趣、 慶喜 へ 申 聞 候處、 謹 承 仕 候 旨. &出 候、 此段申 上 候。 

十二月  尾 張大納 言 

越 前 宰. 相 

资1! 私記 

〇 春嶽 私記 二 云、 一 一十 九日 歸京、 爲御 案内、 雪 江、 昨 二十 八日 暮、 大阪 出船、 此日 午刻 比、 上京 御 復命 之侬爲 巾 上、 參朝之 ヒ、 

岩 倉 殿 拜謁、 内府公 無異 儀、 御請 書モ 尾、 越 兩人迄 被 指 出 候 付、 今夕 乘船、 明日 上京、 午後 參 £、 可 及 復命 -ー 付、 右爲御 案内、 

雪 江 差 出 候 段 申達 候處、 卿 -ー オイ テ モ御 安心、 御 大慶 之 旨、 早速 可 申 上 ト御申 聞 有 之 * 又 內府公 御上 京 之侬、 如何 ト被 相尋 

候 付、 鎭 撫出來 次第、 上京 之儀ハ 、兼 テ申上 置 候 事 一一 テ、 卽今 御請 モ相濟 候 事 候 へ ハ 、何時 -ー テ モ 上京 之 心 組 之 様子 候 得 共. 

又 朝廷 之 御 都合 モ可 被爲在 一一 付、 其 條ハ大 藏大輔 相 含、 イツ レ 二 明 夕 可 申 上ト. 5. 述 退出 ス、 晦日 已半刻 過、 毛受鹿 之 介 御 

先へ 著 邸、. e. 閬候ハ 、夜來 逆風 二 テ 御船 進 ミ兼ネ 、今朝 辰 半 刻 過、 伏 水 へ 御 著 船 相 成 攸得共 、 御供 船ハ 多分 著不 致. ra、 侬 之、 

何 レ 一一 御 入京 御 延引 二 可 相 成 候 へ ハ 、申 半 刻 迄  一一 、ノ 御參 内 可 被 遊、 萬 一夫 ヨリ 後レ 夜-一人 候 テモ、 是非 御參 z: ハ 可 被 

遊 旨 ヲ相含 罷越 候. a  二 付. 昨夜 之爲御 答， 永 田 儀 丘 ハ衞ラ 以テ、 上院 參與迄 御屆指 出シ、 尾 侯 へ ハ 伊藤 友 四郎ヲ 以テ、 前文 之 

次第 被 仰 入、 御參 内 難 被 成 候 ハ 、 、御請 書 御文 段 筆 削 之 全 權ヲ爲 御 持、 隼 人 正 御 指 出 二 相 成 候 様 被 仰 遣 之、 午後、 尾 侯 ョ 

リ御參 內 難 被 成 -ー 付、 単 人 正 被 指 出 段、 田 中 國之輔 ヲ以被 仰 越 之、 申 刻 比、 公 御 歸邬、 & 半 刻 過御參 内 有 之、 然ル處 、總 

裁宮御 初、 已 -ー 御 退散、 中 山 卿 御 殘之由 -ー テ 、御 一 人 之 御請 二 テ モ 可然 哉、 又 御 評議 之 筋 -ー テモ有 之 事 候 ハ 、 、 始可被 召 

集 哉ト、 雪 江 迄 御 尋-ー 付、 今日 ハ 復命 迄 之 儀-一 テ、 別段 御 評議 相 願 候筋ハ 有 1\ー 問 敷 ト及御 答 候處、 無稈、 於 小 御所 中 m 

殿 並 御 居殘之 議定、 參與御 列席、 公， 成 瀨隼人 正ト御 一 處 -ー 御 出席、 中 山 殿 迄 御 復命 御 書面 御 差 出 -ー 相 成、 中 山 殿御 落手 之 

復古 記 卷 十四 慶應 一一 一年 十二  H: 晦日  =1 九 一一 | 


復古 記 卷 十四 慶應 |ー一 年 十二お 晦！ H  三 九 CT 

上、 御 列 坐 之 御 方々 へ 御 廻シ有 之、 中 山 殿 ヨリ 德川 內府 ヨリ 之 御請 書、 明 元 B  、總 裁宮始 御中 談、 可 被 及 御 奏聞 段々、 御 周 

旋 御行 屆之旨 御 挨拶 有 之 由、 公 ヨリ 內府公 御辭官 御手 繽御伺 之處、 追テ從 朝廷 可 被 仰 出歟、 又ハ此 御^ 赏 一一 テ相濟 可 申 

哉、 尙又御 評議 可 被 成 トノ御 答 之 m" 

〇 永 井直諒 ノ 家臣、 木： n 以後 消防 ノ役  一！ 服 スルヲ 稟シ、 且 其條款 ヲ 申請 ス 。 

H,M 守 火 消 人數、 咋夕參 著 仕 候 間、 今 U ョ リ相勤 可 申 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

永 井 日向 守家來 

卜 二月 晦日  吉田恒 左衞門 

永 井 直 諒家記 

〇 

一 出火 之 節、 火元 見 之侬、 火事 羽織 著 用 仕候僙 哉、 麻 上下 胸當 二 テ相勤 we. 儀 -ー 御座 候 哉， 

一 一騎 乘 一一 テ、 若 黨得付 キ不申 節 ハ 、刀、 御 敷臺下 二 差 置 候 テ宜御 坐 候 哉、 

一 武家 御玄關 -ー テ、 御 取次 中 へ 言上 仕 候 儀 哉、 

但、 手札 之 上 -ー 、出火 場所 相 記 言上 候 テ宜御 坐 候 哉、 . 

右 之 通 奉伺 候、 以上。 

永 井 日向 守 家來 

トニ  □： 晦日  吉田恒 左衞門 

永 井 直 諒家記 

〇 批紙 


第 一條 火事 羽織-一 テ宜敷 候、 

餘條 伺 之 通。 

〇 

火 役 被 仰 付 候 -ー 付 伺 書、 

一 萬 一 出火 之 節、 致 消防 候ハ 、其 段 參與御 役所、 S 市中 御 取締役 所 へ 御 届 e. 候 テ^ 敷 御 坐 候 哉、 

但、 出 役 先 ョ リ 水 ノ手之 騎馬、 鞋之儘 相 勤 候 事故、 御 役所 ノ ロヨ リ申上 置、 引取 候テ 宜敷 御座 候 哉、 

一 宮様 方、 堂上 方 様 へ 、自然 御行 逢 之 節， 可成 丈 下馬 仕 候 心得 二 御座 候 得 共、 時宜 -ー 寄リ、 片寄 捋居、 御 通行 相濟、 往來仕 候 

テ宜御 坐 候 哉、 

但、 御 場所柄、 火勢 之 模様 一一 寄候テ パ 、人 數繰出 候 節 ハ 、下馬 不仕、 片脇乘 通 リ候テ モ 不苦候 哉、 

一 御所 四 町 四方 之 出火 ト見受 候ハ、 太鼓、 半鐘 打 交、 人 數繰出 候 テ宜敷 御 坐 候 哉、 

伹、 當星敷 四 町 四方 モ打 交、 尺 數繰出 候 テモ不 苦 御 坐 候 哉、 

一 洛外 之 出火 ハ 一 番手 丈 差 出. 一 一番 ハ 洛中 境 二 捋 居候 心得 二 御座 候、 併 火勢 之 模様 -ー 寄リ、 一 一番手 モ 洛外 へ 繰 出、^ 防 S 化 

唉 ^モ 可.！ IE 之 候、 

一 傾城 町、 非人 小屋、 穢多 村 之儀ハ 、人数 掛リ不 巾、 其 口々 -ー捋 居、 自然 外々 へ 火 移リ候 模様-一 候ハ 、、踏^ 可 申 候" 

仉、 四條 河^ 芝居、 川 中 之 茶屋 等、 前 同斷相 心得、 若 町家 へ モ火移 リ可申 様子-一 候ハ 、 、是又 踏^ 可 巾 心得-一 御 坐 候。 

右 之 通 奉伺 候、 御 指 圖可被 下 候、 以上。 

、水 井 d  ,M 守 家 來 

十二月 晦日  士 cm 恒左衞 門 

永 井 K 諒家記 

^ 古 記 卷 十四 慶應 三年 十二月 晦日  三 九 K 


復古 記 卷 十四 慶應 一一 一年 十二  HJ 晦日  一一 一九 六 

〇 批紙  . 

第 一條 伺 之 通- 

第一 一條 伺 之 通、 但、 鎭火之 節、 引取 掛ケ ハ 、下馬 鱧 節 可 有 之 候、 

餘條 伺 之 通。 誠 耕 I. 

〇 藤 堂 高 邦、 暫ク藩 二 就 カント 請フ、 是日、 之ヲ 聽ス、 ？ 域?、 片桐貞 篤、 老臣 ヲシ テ代テ 京ニ抵 

-7  \  ^  o 片桐貞 

ラ シ ム 篤 家 記 

今般、 私儀 依 御 召 上京 仕 候處、 風邪 -ー テ 引籠罷 在、 漸 頃日 出勤 仕 候 二 付、 一 咋日ハ 參 内 奉伺 天機 難 有 仕 合奉存 候、 就 

テ ハ 此後、 追々 御 垂問之 御 儀 モ可被 爲在ト 奉 恐察 候 得 共、 何分 若輩 之 私 故， 萬 事 本家 和 泉 守 之 存念 二相 隨候 而已 二 テ、 別 

段 一 己 之 管 見 申 上 候 儀 ハ聊モ 無 之、 且傍近 之 儀 一一 御座 候 故、 又 候 何時 -ー テモ 上京 可 仕 候閒、 一 ト先ッ 在所へ 之 御 暇 被 下 置 

候 様 奉伏頋 候、 尤 家老 橫 田地 六 右衞門 差殘置 候閒、 自然 御用 之 儀 被爲在 候ハ、 被 仰 付 被 下 候 様 奉 願 候、 以上。 

十二  s  二十 八日  藤 堂 佐 渡 守 

藤 堂 高 邦家 記 

〇 高 邦家 記 一一 云、 晦日、 御 暇 願 之 通 御 付 紙、 伹シ、 原記ヲ 失ス。 

o 都下 ノ 豪商 三 井 某 等 四 人、 金 ヲ獻ス ル差 ァリ。 門 Jlf 千 門兩各 〇4 都 S  . 

〇 江 戶薩摩 藩邸 襲 擊ノ事 漸ク傳 播ス、 是夜、 舊 幕府、 及 ヒ薩摩 藩 二 內喩シ テ、 爲 一一 釁隙 ヲ開ク 

コ ト勿ラ シ厶。 

〇 春嶽 私記 二 云、 晦日 暮時 過、 肥 後 藩參奥 津田山 三郞、 下院へ 出動 申談之 次第 ハ、 去ル 二十 五日、 江 戶表薩 邸 出火 有 之處、 其 


節莊. 2： 之 人數、 舊幕之 命ヲ受 ，ケ 、薩 人 ト砲戰 有 之 由 之 ^ 聞 書、 過 刻 東 報 有 テ到來 之 内、 頓 テ處々 ョ リ當地 へ 可 相 聞處、 此節 

坂 薩氣立 居候 折 柄 故、 如何 成 事 變可相 發モ難 計、 卽 今之內 未然 ヲ防ク へ キ所置 有 之 度 トノ事 一一 テ、 尤之心 付- 1 テ、 下院 ョ リ 

公 へ 申 上之處 * 公 ョ リ中山 卿 へ 、東都 之 槪畧被 仰述， 不取留 風聞 ト ハ 乍 申、 自然 一 犬 之吠虔 ョ リ、 平地 二 風波 ヲ起 候テ ハ 、不容 

易 事 一一 可 立 至 モ難計 候得ハ • 未 發之處 一一 テ、 雙方 心得 逢 妄動 無 之 様、 御. S 詭可然 歟ト被 仰 達、 於 下院 モ同議 -ー テ、 不事立 内、 

雙方 へ 急 度 御沙汰 有 之度ト 、上院 へ 申達 處、 上院 參與衆 何 モ 退散 二 テ、 被 居殘候 ハ 西圚寺 殿、 五條 殿 計 -1 付 、屹度 致 候 被 

仰 出 ハ 、御 評議 之 上ナラ テ ハ 御 取 計 -ー 難 被及ト ノ 御 相談 一一 テ 、是 以無據 次第 -ー 付、 猶 下院 商議 之 上、 無 急 度 御 口 達 一一 テ 、 薩 

ハ 薩之參 與岩下 佐 次右衞 門、 坂 地 之 方 ハ 尾 之 參與田 中 國之輔 御 呼 出 -ー テ、 五條 殿 ョ リ云々 御内 詭有之 、散 朝 -ー 相 成、 夫 3 リ 

國之輔 俄、 毛 受鹿之 介 同道、 戶田殿 へ 右 之 趣 申入 候處、 御 同人 モ 風聞 承知 -ー テ、 懸念 之 折 柄 故、 幸便 モ有 之、 0、  nr^ 坂 地 へ 

可 申達 ト ノ事 ナリ。 

〇 舊慕府 、酒 井 忠惇ヲ 以テ、 加判 上坐ト 爲ス、 is 又 岡 田忠養 ヲシテ 下 總國布 佐 村陣 

屋 一一 居リ、 上總、 下總、 安房、 常 陸 四國ノ 事務 ヲ管セ シ厶。 

今般、 下 總國布 佐 村陴星 へ 岡 田 安房 守 在陴、 安房、 上總、 下總、 常陸國 支配 國 -ー被 仰 付、 公事 出入、 其 外 小 給 所 取締， M 等 之侬、 

先達 テ木村 飛 驊守上 州 岩 鼻 へ 在陴 -ー 付、 追々 相觸 候通リ 、安房 守 儀モ 同様 取扱 害 -ー 候 間、 得 其 意、 问 人 へ 町被談 候、 

右 之 通、 安房、 上總、 下總、 常陸國 御料、 竝 領分 知行 有 之 面々、 寺社 領共、 不洩様 可相觸 候。 

十二月 

今般、 下 總國布 佐 村陴星 へ 岡 m 安房 守 在 陣被仰 付 、安房、 上總、 下總、 常 陸國、 御 仕置 筋之條 取扱 候 -ー 付テ ハ 、 萬^ 差 圖可被 

請 候、 萬 一 非常 之 節 《勿論、 平常 ト モ人數 人 用 之節ハ 、最寄 居城、 拉 陣屋 有 之 面々 へ 相 達 一一 テ可有 之 候 間、 兼テ其 段 相 心^、 

達 次第 人 數可被 差 出 候、 

復古 記 卷 十四 慶應 一一 一年 十二月 晦日  三 九 七 


復古 記 卷 十四 慶應 三年 十二月 是月  三 九 八 

右 之 通、 安房、 上總、 下總、 常陸國 二 領分 知行 有 之 面々 へ 、可 被相觸 候。 

づニ  6 與家記 

〇 木 村勝敎 筆記 一一 云、 關東郡 代 起源 ハ 年 古ク、 文久 ハ 再興 一一 候、 尤 以前 ノ 郡代ト ハ 、聯挲 大同小異、 川 氏 入 國以來 、關 s 八 

ケ國、 伊奈 家 代々 支配、 伊奈 家 斷絕、 久世丹 後 守、 中 川飛驊 守、 關東郡 代 ト爲リ 、支配 - 一代 i" 五 人 有 之、 馬 喰 町 郡 代 星 敷 二 テ 

用 向 取扱 候、 乍然、 其 節尠定 奉行 支配 ノ代 in モ 有ウ， 一. 郡代ハ 地方 諸般 取締 向、 恶^ 追 柿、 公事 裁判 等 致シ候 へ トモ、 萬 石 以上 

以下 領地 ノ事 一一 ハ不拘 、其 後 中絶、 代 K ハ悉ク 勘定 奉行 支配 トナル 、再興 ノ郡 代ハ- 支配 國ヲ 定メ， 德 川料收 納筋ハ 勿論、 取 

締筋 二 拘リ候 儀 ハ 、萬 石 上下 領地 モ 一 般處置 致 シ、 公事 裁判 モ 支配、 國中 ハ 都テ 郡 代 二 テ取計 候 • 私儀 ハ 上野、 下野 國竝武 

藏ノ 內 支配、 最初 上野 群 馬 郡 岩 鼻 村 二 在陣、 其 後 武藏國 埼玉郡 羽 生 町 二 新規 陴星取 建 引 移 候 得 共、 落成 -ー 不至轉 役、 其 節 同 

役 一手 ハ 總國布 佐 村 ^、力ぶ 陣星取 建、 在 陣ノ積 リ候得 共、 是モ 落成-一 不至 候、 又 丁 卯 正月 十二 日ノ 記-一 云、 

關東 郡代ノ 名目 差 支 有 之、 役名 ヲ改メ  、在方 掛リ ト相成 候 迄 二 テ、 勤 向ハ是 迄ノ通 ナリ。 

是月、 密旨ヲ 親子 內 親王 sisn 一一  傳へテ 、其 西上ヲ 促ス。 

^ 去ル十 K 以来、 仰 出 サレ候 宮様 御上 洛ノ御 事、 元 攘夷 ノ係 一一 付、 公武 御 一 和ノ御 爲メ御 入城 ァ ラセ ラレ 候處、 其 趣^ 

通 セラ レス 、追々 御 不都合 ノ御 事ノミ 一一 テ、 先帝 様 一一 モイ 力、 トォ ホシノ サレ 、色々 御沙汰 モ ァ ラセ ラレ 候 折 柄、 去 冬、 

恐 入 候 御 次第、 當 今様 一一 モ種々 御 心配 様 共ノ 御事ノ ミー 一 ハァ ラセ ラレ 候へ 共、 何事 モ 過去 リ候御 事ヲ、 彼是 仰 出サレ 

候モ詮 ナキ御 事故、 何事 モ 御沙汰 ァ ラセ ラレ ス、 去 ナカラ、 御緣約 ノ節ョ リ、 御上 洛ノ 御事ハ 、 カネ テ御 約定 ァ ラセ ラレ 

候 御 事、 仁 孝 天皇 様、 新朔平 門院 様 又 先帝 様 山陵へ モ御參 拜ノ御 爲メ、 當 今様 御 幼年 ノ節、 御 ワカ レ遊ハ シ候御 事 

故、 一 度 御 對面モ 被 遊 度、 カタ カタ、 來月 上旬、 御 地 御發途 一一 テ、 御上 洛ァ ラ セ ラレ 候 様、 ョ In シ ク 申入 候 様ト ノ御事 二 ァ ラ 

セ ラ レ候、 其 上 ハ御^ 合 次第 御 歸府相 成 候 マ 、 、p. 地ノ 人々、 右 ノ通リ 厚ク相 心得 候 様、 御サト シ被 遊候找 一一 トォネ シメ シ 


矣 o 下 静寬院 

1 略， 宫 日記 

〇 靜 寬院宮 日記 二 云、 本書、 御所 ヨリ 正月 二日 出御 便、 八日 著ト、 然レ トモ、 書中、 去ル十 g: 云々、 去 冬 云々 等ノ文 ニ據レ 

ハ 、其 丁 卯 十一 一月 二 アル コ ト疑 ナシ、 今 其 日 ヲ知ル 可 力 ラサ ルヲ 以テ、 K 尾-一 收ム。 

〇 蜂須 賀齊裕 -I 命シ、 老臣 稻田 邦植 き 鶴- ノ 家臣 三 田 某、， 内 藤 某、 翻、 兵林蒹 善， ヲ 召ス。 

阿波 宰相. S 

渡 瀬 良 I 

合 E 左 源 治 

寺西盒 右衞門 

森  甚作 

去ル 二十 一 一 日、 返書 之 趣、 彼是 御 掛念之 筋 モ有之 候 -ー 付、 思 召 之趣必 徹底 候 様 可 取 計 候、 尙又九 郞共衞 家來三 m 畀 ^ 

藤 彌兵衞 、林 轍 之丞、 右 之 輩 早々 上京 可 有 1\ー  御沙汰 候 事。 

4- こ  稻 田邦植 

^  二 月 出兵 記 

〇 二十 二  H 云々 ノ事、 之 ヲ蜂須 賀茂韶 ニ質ス 二  、原 記 ラ失シ テ事實 詳ナ ラス。 

o 松 平定 安、 池 田 政詮、 疾ヲ 以テ、 上京 遲緩ヲ 稟ス。 脑田 平政 Is 

復 古 記 卷 十四 終 

總括 兼籑修 

復古 記 卷 十四 慶嚓ー I 一年 十二  H: 是 H:  一一 一九 九 


復 
古 

記 


卷 十四 慶應 三年 十二  H: 是お 

1 等 修撰 臣 

校 勘 

一 等 修撰 E 

一等 協修 E 

校 錄 

一等 書記 臣 

繕  寫 

二等 繕寫生 臣 

1 一等 繕寫生 臣 


四 〇〇 

長 松  幹 

長  _ー火 

四 屋恒之 

澤渡廣 孝 

小川 長 和 

小島  春 


復古 記 卷 十五 

明治 元年 正月 元日 ニ起リ 三日 ニ至ル 

戊 nr ムョ CULO 慶應四 年 〇 九月 

辰 印れ 一 フ^ 八 曰 改元、 

〇 正月 

元日、 四方 拜 百官 朝賀 ス、 是日、 天皇 不豫、 臨ム ヲ果サ ス 、且 今年 三節會 ，ヲ 停ム。 

〇 公卿 補任 -ー 云、 四方 拜 M%n、 奉行 藏 人頭 左 中 辨勝長 朝臣、 嵯峨實 愛 手記 -ー 云 御風 邪 -ー 付 無 出御. 簾 中 出御 也. 親王 W: 卜 

公卿、 殿上人 還 卿 等 著 座、 先是 出御 ナリ、 各 一 同 一 拜、 了 先 下 藤 退 人、 了 次 武家 繞 p^al、 出 

座、 II、 次 下 參與等 著 于庭中 打 板、 各 著 了 一  拜、 了 退 入、 了 次 醫者南 庇無拜 診， 次 非藏人 南贅. f  、以上 各 5- 次 有 \ー、 了 入御、 

後退 出、 了 補任、 又 云、 今年 三 節會， 依 思 食 被 止 之。 

〇 池 田政禮 一一 命シ、 兵ヲ出 シテ、 伏見ヲ 巡撫セ シ厶 G 

〇 政 禮家記 -ー 云、 伏 見 表 鎭撫可 相 勤 旨 御内 沙汰、 橋 木 少將ヲ 以テ被 仰 渡。 

〇 酒井忠 氏、 將 一一 江戶 ョ リ京 1 一入 ラン トス 、德 川慶 喜大阪 二 在ルヲ 以テ、 直 一一 之 一一 赴 クヲ^ ス。 

又 本 莊宗武 、將 -1 八幡 難、 守 衞ノ任 -ー赴 力 ン トス 、途 二 シ テ疾 一一 罹リ、 是日、 役 タ江尸  一一 £| ル。 

本莊宗  . 

武家 記 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 元日  四 〇1 


ia 古記 卷 十五 明治 元年 正月 二  =  四 o 一- 

私儀、 先頃 上京 可 仕 旨 仰 出 奉 畏候處 、春 來病氣 引籠罷 在、 旅行 難 仕 御 坐 候 二 付、 不得 i 上京 御 猶豫被 成 下 度 段 、去月 一 一十 

八 日 奉 願 候處、 御 許容 被 成 下、 難 有 仕 合奉存 候、 其 後 病 體指引 モ 御 坐 候 得 共、 追々 遲延仕 奉 恐 入 候 一一 付、 去 十  一 U 、押 テ江戶 

表出 立 仕 t 處、 尙又 今般、 改テ 上京 俵 御 達 御 坐 候 段、 家來共 ヨリ 申 越、 是又奉 畏候處 、此程 之 形勢 -ー 依テ、 德川 内大臣 依、 人 

、い 鎭撫方 心配 仕 候 趣 二 テ 下坂 仕 候 折 柄、 私儀 上京 仕候テ ハ 、何共 奉 恐 入 候 二 付 上京 指 搾、 不取敢 下坂 仕 候、 尙 上京 之條 ハ 、 

坂 地 ヨリ 奉伺 度、 此段宜 御 執 专被成 下度舉 願、 以上。 

丁 卯 トニ 月 三十 曰  酒 井 若狹守 

洒井忠 祿家記 

〇 舊 幕府、 大久保 忠禮、 水野忠 敬、 太田資 美、 本 多正訥 田 長 中.？ _ー主移？ 封 一一 令シ テ 、江 戶藤摩 藩邸 

逋逃者 ノ駿、 相 間 一一 赴 ク者ヲ 辑捕セ シム。 

〇 水 野忠敬 へ 達 寄 

松平修 大夫星 敷^: -ー潸 伏致シ 居候 浮浪 輩 御 追討 之 節、 脫走之 者 共、 駿州 駿來郡 御厨 星邊 へ 押入、 發砲 一一 ォ ョ ヒ、 舊臘ー T 

九日、 酒 井 左 衞門尉 家 來之由 申僞、 箱 根 鉀關所 近 二 罷越候 趣 -ー 付、 早々 在所 有 合 之 人數差 出、 他領 へ 迄 踏 込お 柿 候 様 可 被 致 

候、 若手 餘候 ハ 、 打 捨不苦 候、 尤太久 保加賀 守、 太 田 總次郞 、本 多 紀伊守 へ モ同 様相 達 候 間、 可 被 得 其 意 候 事。 

〇 忠禮、 資美、 正訥家 記、 原 記ヲ失 ス 。 

二日、 假ー i 事 ヲ九條 道 孝 ノ邸ニ 開キ、 ^  ：  ss^ 德川慶 喜 ヲ シ テ 召命 ヲ 各國 

公使-一 傳 ヘシ メ、 及ヒ 慶喜 一 一 內諭 シ 、先ッ 松平容 保、 松 平定 敬 ヲ 罷歸 シテ、 後 二 入觐セ シムル 

等ノ事 ヲ si ス。 


御 ffl 之 儀 有 之 候閒、 明 一 一 日已 刻、 九條家 へ 參集可 有 之 事、 

但、 四 脚 門 往返 之 事、 

追 テ總裁 宫依服 中、 宮中 御 神事 中 御 參朝難 被 成 二 付、 被 用 九 條家候 事。 

E 弓ーョ 島津 忠義 家 記 

J  ^ 一  日卷嶽 私記 

〇#、 有栖川 宮家 記 -1 云、 就來 正月 一 一日 由 奉幣 發遣 日時 定、 竝發遺 等、 從 一 日晚至 五日 朝 御 神事 候 事。 

〇 公使 召命 下問 書 

大政 御 執行 -ー 付テ ハ 、外 夷 事件 於 朝廷 御所 置 被 遊 候 ハ 勿論、 且 重大 急務 之 筋 -ー 付、 此間 中段々 御沙汰 モ有之 候 得 共、 其 

廉モ未 行 實-ー 一日 不可 忽之 次第-一 付， 別紙 之 通、 德川内 府へ被 仰 下 候 儀-一 御 確定 候、 此段 御沙汰 候、 併 猶听存 之趣モ 

、ノ  、 、言上 可 有 之 事、 

但外國 事務 掛初、 夫々 其 人體、 不日 可 被 置 候 間、 是又 心得 迄-一 申入 候 事。 

〇 別紙 

政權 返上 被 聞 召 候 上ハ、 外國 交際 之 儀、 於 朝廷 條約御 取 結 可 被 爲在儀 當然- 一 候 間、 百事 御 治定之 上、 猶御 談判 之 品モ 

可 有 之、 差當 王政 -ー 被 爲復候 御廉、 御 布告 被 遊 度 思 召 候 二 付、 兵 庫 滞留 各國 公使、 京地 へ 御 呼 登 -ー 相 成 候閒、 是迄之 手 

續 モ有之 事 候 得 、ノ  、各國 公使 上京 候 様 可 申達 御沙汰 候 事、 

但、 來十 日 迄 上京 候 様 被 仰 s 候閒、 御請 之 御 届、 早 々 可 中 出 候 cs^sfc 雄线 據 

宝 V5R  お ま 言 

〇 尾 越 へ 內讒書 

尾 張大納 ^一 _m 

越 前 宰相 

兩藩迄 御内 意之 廉、 德川 內府愈 奉行 可 致 之 趣、 全 盡カ之 事 被 思 召 候、 依テ 、ノ 兩 事件、 上京 自分 言上 ハ 勿論 之 儀、 其上參 

復 古記 卷 十五 明治 元年 正月 二  n  四 oil 一 


復 古 記 卷 十五 明治 元年 正月 二日  PCP 

朝御少 汰 二 モ可相 成 候 得 共、 外 - 一兼 テ言上 之會、 桑 歸國之 儀、 早々 及 處置候 後、 上京 可然、 M 鎮定 之 道顯然 一一 付、 旁^ 权取 

t  r  ifeftx  ロ矣 &ko 島津 忠義 家 記 

計 有 之 候樣 御. 候 事 德川義 宜家記 

〇 德川慶 勝答議 

各國 公吏 上京 方 之 儀 二 付、 御 尋之趣 拜承仕 候、 右 ハ 元來 固陋 夷 情 不案內 -ー 付、 別段 見込 モ 立 兼 申 候 得 共、 何分 王政 御復 

古 之始、 内裏 之御設 張、 鴻臚館 等 之 御 全備 モ未 被爲在 候處、 自然 輕侮之 心 ヲ招候 様 之 儀 ハ有之 間 敷 哉ト頗 心配 仕 候、 併 素 

ョ リ 不案內 之 儀、 猶 熟練 之人體 へ 御 謀 御座 候 得 ハ 、强 テ存寄 ハ 無 御座 候 事。 

1,」 ^ 德川義 

J 月 宜家 S 

〇 春嶽 私記-一 云、 此頃總 裁宮御 服穰ニ テ御參 內難被 成-一 付、 今日 指 當リ德 川 氏 之 議事 御 指 支 - 一せ、 俄 - 一九 條 殿御 借上ケ 

假 議事 院ト相 成、 宮 初官武 議定 上下 參與、 已刻 ョ リ會集 二 相 成、 內府公 近々 御上 京 有 之 二 付、 其 節 御 取 計 振 之 御 集議ナ リ 

其 内會、 桑 歸國之 上 -ー テ 、 御上 京 可 然トノ 議起リ 候 得 共、 是 ハ 難事 ナ ル へ キ論有 之、 不相诀 二 付、 右 件 坂 地 へ 降 命 一一 可 相 成 

御 書面、 下浣 へ 御 下ケ、 衆議 之處、 會、 桑 . 朝廷 へ對シ 何等 之 罪 有 テ如此 御 譴責 有 之 哉、 可 斥 罪悪 無 之 上 ハ 、公論 ヲぉテ 、會 

桑モ共 二 被 召 登可然ト ノ 建議 -ー 相 成、 愈不相 诀、， i  ^Ip^l 又外國 へ 御 布告 御 書面 御 出来、 議御 

下ケ相 成、 右 ハ 御 至當之 御儀ナ ル へ シト、 下院 同 論 二 诀シ 、其 段 上院 へ 申達。 

〇 戶田氏 共、 其 藩士 小 原 忠寬ヲ シ テ 召命 二 赴 力 シ ム ル ヲ禀 ス。 

采女正 家 來小原 一 一兵 衞御 登用 之 儀 二 付、 去 冬 十一 一月 十八 日 被 仰 出 之 趣、 早速 在所 表采女 正へ 申 遣 候處、 微賤 不カ之 者 二 

御座 候閒、 深 奉 恐 入 候、 併 朝 命 -ー 違背 ハ 難 仕 筋 -ー 御座 候閒、 可 然御沙 沙被成 下 置 候 様、 可 奉 中 上旨 申 付 越 候、 尤ー 一 丘ハ衞 儀、 

此節登 京罷在 候、 以上。 

戶田采 女 正家來 


戶田氏 共 家 記 

〇 池 田 德定、 京 極 高 典、 京-一至 ル。 酽 ig』 ， 

〇 是夜、 德川慶 喜、 兵 ヲ發シ テ 北上 セ シムル ノ報 ァリ、 德川慶 勝、 松平慶 永、 山內豐 信、 伊達 宗 

城 等、 竊- 一之 ヲ 鎭輯セ ン コトヲ 謀ル。 

〇 春嶽 私記 二 云、 夕 七 時 頃、 伊藤 友 四郞， 岩 倉 家 へ 參殿、 密 -ー 中 達 候 ハ 、唯今 小 原 一 一兵 衞方 へ 罷越、 同人 申 聞 候 ハ , 一 咋晦 H 

夜、 於 華 城 御 達 有 之 候ハ 、上様 近々 御上 京 之 御運ヒ 二 付、 御先 勢 追々 御 繰 出-一 相 成 候閒、 ^坂 諸 僻 .\ 一人 數モ指 出 候様ト ノ俊 

二 テ、 事 ノ爲體 以之外 切迫 危險 一一 テ、 專ラ伐 薩之御 模様 一一 有 昨朔日 ヨリ 追々 御 出 勢 一一 相 成ルト ノ事、 坂 地 へ 指 出 置 候兀ハ 

隊 之向ョ リ、 報知 有 之 -ー 付、 此節 左様 之 御 事柄 極 テ御丧 策 ト存シ 、則 微意 爲 建言、 井 m 五 狨 指 出 候^ 共、 迚モ行 届 e. 問 敷、； n 

分 御 不策千 萬 ト存候 間、 其 段 老公 へ モ申 上吳候 樣トノ 事-一 付、 不取敢 參殿之 由 也 、仍之 下院 之 面々 申談候 ハ 、此節 ケ様之 御 

亡 女 動 無 之樣、 御 抑止 可 被 成 ハ 勿論 候 得 共、 事爱 二 及ヒ 切迫 之 次第 二 付 其 段 申 上、 公 ハ 御所 勞之趣 被 仰 立、 御歸邸 二 相 成、 P 

田 殿 へ 下坂 之 支度 二 テ、 藩邸 へ 被 罷出候 様、 爲御使 雪 江 被 遣、 肥 後 藩 老溝ロ 孤 雪、 津藩老 藤 堂 歸 雪モ參 邸候樣 被仰逍 、 い 

ハ 暮時過 戸田 殿 へ 罷出、 大略 及 談判 處、 戶田殿 ハ 於舊幕 兼々 御所 最貭 ト申唱 へ 嫌疑 有 之、 下坂 致候テ モ 行屆不 e. 、夫 ョ リ ハ 

有力 之 藩 老ヲ被 遣 方 可然、 何分 爲御 相談、 直 様 參都可 有 之 トノ事 ナリ、 夫 ヨリ 公 モ御歸 殿、 兩藩 老モ參 上、 宇 和島老 侯、 戶 m 

殿モ來 邸、 尾 侯へ モ被仰 越處、 爲御 名代 成瀨隼 人正罷 出、 後藤 象 一 一 郞モ參 上 -1 テ種々 御 評議 有え 候 得 共、 敦レノ 道 二 モ御失 

體無之 樣御諫 諍 之 外 無 之 候 付 、孤雲、 歸雪 ハ 唯今 罷歸リ 、支度 次第 下坂 可 仕、 象 一 ー郞モ 同様 可 罷越處 、下院 御用 有 之 二 付、 土 

藩 老深尾 鼎 御 指 出 可 相 成、 尾州ョ リ ハ 田 中 國之輔 、中 村 修之進 下坂 可然ト ノ御談 一一 相 成 候 得 共、 兩人罷 下 リ候テ モ 、非力 之 

及フ所 一一 無 之 趣-一 テ固辭 、不及 御請、 尙老侯 思 召 相 伺候 上 ト申事 二 相 成 返 出 セリ、 明日 ハ 公， 土、 豫兩老 侯 ト御ー 所-一 御願ヒ 

可 被成ト ノ御談 極 一一 テ、 何レ モ御 退散-一 相成リ シハ曉 §t ベ 刻 計 リナ リ、 雪江モ 早々 下坂， 諸 藩 老申談 候 様 被 命 之、 柳 川 藩 卜 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 二日  四〇 五 
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時 攝津ハ 、下院 ョ リ直 -1 下坂 之 心得 一一 テ 退出 セ シ由、 右 坂 地 一 件爲 取調、 靑山小 三 郞ヲ穗 積 亮之助 へ 被 遣處、 亮之助 申 聞 候 

ハ 、坂 地 ョ リ 監察 妻 木 多宮、 御上 京 之 御 都合 取調、 且伐薩 一 條相含 上京 -ー 付、 先刻 ョ リ大 議論 二 及ヒ、 遂二 輕擧暴 發ハ當 今 

之大 失策 ナル 事-一 論诀 シ 、唯今 引取 タ ル由 一一 付、 小三郞 ヨリ 邸 議之趣 及 論 談處、 總 テ 同意 二 テ 、伏 見 邊之儀 ハ 猶多宫 へ モ 可 

申 談トノ 事 之 由、 小 三 郞罷歸 申 上 候 二 付、 多宮 同道、 亮之 助參邸 候樣、 再 小 三 郞ヲ以 被 仰 遣 候處、 妻 木殿ハ 不快 之 由 一一 テ亮 

之 助計罷 出、 戶田殿 へ 妻 木 殿 被 含 越 候 密謀 之 不策ナ ル由ヲ 物語 リ、 何分 穩便之 所 置-一 相 成 候 様、 御 盡カ有 之度ト 必至 及賴 

談 タリ、 又 云、 後 二 聞ク、 晦日、 大目 附瀧 川播磨 守、 其 外 江 戶表ョ リ兵 隊ト共 一一 汽船-一 テ著坂 有 之、 柬地薩 藩 之 惡說、 且ー 一十 

五日 薩邸 攻擊之 始末 等 敷演有 之、 此表之 奸狀ヲ 合 セテ、 伐薩 之儀ヲ 主張 シ、 下地 除姦之 說モ起 リタ ルヲ、 .2: 府公御 恭順 之 御 

誠意 ヲ以テ 、無理 無理 ナカラ 御 鎭壓被 成置タ ル坂地 麾下 之 人心 ヲ、 一 擧 -1 煽動 誑惑セ ラレ シカハ 、满城 立地 一一 鼎彿 之勢ト 

ナリ、 憤慨 激烈 之黨 奮興シ テ、 板 閣其他 ヲ壓迫 說倒シ 、事遂 ニ欧 レー 一 歸シ、 形勢 一 變、 專ラ伐 薩除姦 之 兵事 二 及ヒ、 W 府公ト 

ィ へ トモ、 如何 トモ 成シ 給フぺ 力 ラサル 二 至 リシナ リ トソ。 

〇 中 村武雄 手記 二 云、 諸軍已 一一 浪華 一一 下 リシ 後ハ 、兵氣 委靡シ 、其 惰慢ナ ル 者 ハ 浮 靡 遊蕩 一一 流 レ 、其 慷慨 ナ ル 者 ハ 益 愤嘆ヲ 

懷ク ノミ， 一 テ、 大計 更 ニ定 ラス、 果々 シ カラ ヌ 事共 ナ リ如此 n テ ハ 、速 二 江戶城 二 還 ラセ 給ヒ、 關 i ノ地 二 據リ" 徐々 天下 

ノ勢ニ 依リ、 其策ヲ 施サル 、 ノ外有 1\ー  間敷ト 論ス レ トモ、 事 亦此ニ 一  诀セ ス、 紛々 雜沓 中二 日ヲ送 ルノミ 一一 テ、 有志 ノ 人々 

比 末 如何 ァ ラ ン ト、 憂ヒ ヌ者 モナ カリ ケリ、 是時蕨 藩ハ益 幕府 ヲ激シ 、兵端 ヲ開カ シムル ノ意 二 ャ、 浮浪 ノ士ヲ 集メ、 江戶 

二 於 テ亂暴 狼籍頻 リナ リ、 遂ニ 十二  ET  二十 五日 ノ 事、 速 一 一大 坂 二 報ァリ 、前 將軍已 一一 此ニ至 リシ 上ハ 、勢 不得巳 ト 思 召 シ シ 

一一 ャ、 又ハ江 戶ノ捷 ヲ得テ 事謀ル へ シ ト思ヒ 給ヒシ 力、 親書 シテ 薩藩ノ 罪ヲ責 メ  、遽 二 出兵 ノ令ヲ 下 シ給ヒ ケリ、 時 二 戊辰 

正月 元日 ナリ、 嗚呼 敲ノ 計ル所 一一 陷リ、 其 勝算 ヲモ 定メ ス、 卒然 出兵 一一 诀シ 給ヒ シ ハ 、何等 ノ 輕忽ナ ル事ュ ャ。 

三日、 天皇 將二首 服ヲ加 ヘン トス、 奉幣使 浦 雌 ||〔 ヲ 伊勢神宮 二 遣 シテ之 ヲ吿ク つ 

宣命 


マ *  メラ  -、 リ トノ ラマ  力 ケマク モカ シ n ィ セ  ワク ラヒ イス ス  力 ハカ- 1  シ タツ ィハネ  ォ ホ ミヤ ハシ ラフ トシ 午タナ  タカ マゾ ハラ チ キ タカシ リ  クニ 

天皇 我 >  詔 旨 止、 掛 畏岐 伊勢 乃 度會乃 五十鈴 乃 河 上 乃， 下 津磐根 爾大宮 柱 成 敷 立 s、 高天原 爾 千木 高 知 a> 稱 

n トォ へタ- テマ？'  アマ テラス スメラ 4 ホカミ ヒロ 1 へ  力 シコカ シコ. マ フシ タマ.？  （/マウ サ  ミ n タチ マウ チ キミ タチ アイ トモ" カリマ t サ  ウイ カウ ムリ  ハシメ «S:J;..- タミ.' 

. 辭定 奉^、 天 照 座皇太 神乃廣 前爾、 恐 美 恐 J 申 賜 | 久申久 、親王 公卿 等 相 共爾議 ？ <、：砬^ 者^ 乃始 I、 ス 

カミ タ^ イカ シキ トコ 口く,、 ソ • ム ツキ ヲコナ ハジメ タマ ィニシ ヘイ マ ノ リ ssiA ミカ ト 3 キ タメ シ^- コ レニ  3  コノム ツキ ヨキ 匕 3 キ トキ ヱ-? 'ミサ タメ  力- v 

^ 乃 所 重 I、 夫 毛 正月 爾令 行 賜, 古 今 乃 通 俊 g せ 我 朝乃嘉 例 g、  ^u. 今 正月 乃吉 Ml 良お 乎^  VU 

力 ヮムリ クバへ クマ  力 ケマク モカ シ コ  スメ ラオ ホ 力-.、 ノ アツ メク フカ タス ケ タレ タマ  コトナ  ュへナ  n  トケォ コナ ハ シメ クマ ナカ  ミ クラ T 々-モ チタ マ " シ 

1 乎 加 賜 布、 掛 畏岐 皇太神 _M 岐恤 美滦岐 助 乎垂賜 比、 無事 久無故 久此乃 禮乎令 遂 行 賜 g、 長久 寳舴乎 令 保 

所 念 行須、 故是以 S 、王從 五位 下種 弘王， 中臣從 二位 行 神祇 大副 火中 臣 朝臣 敎忠等 乎 差 遣 s、 总部 正へ A 化 卜齋部 

3  f カタ フト タス キト リカ ケ  ィャシ 口 ミテ クラ モ チイ マハ f サ、 ケモ クシ メ  イタ シタテ マヅ リク マ  コノ カタ チ タイ ラケ ヤス ラケ  キコ シメシ  ス メラ 

お 纏 能 弘加弱 ー汨 爾太糨 取 懸^? I 代 乃 御幣 乎持齋 g 令 捧持 &、 奉 出 ^布、 此狀 乎平久 安久 聞 食 s、  .B 

考 

,t カト  タカ ラ クライ ゥ コクナ  ト午ヮ カ午ハ  ョルノ マ モリ.； j ルノマ モリ マ モリ サイ ワイ クマ  ヲス クニ ァメ ノシタ ヤス クオ タヤ 力  マ モリ タス ケ タマ.^ 3 カシ コ カシ n  .1111; マウ シ タマ 

朝廷 乎 寳位無 動久、 常 磐 堅 磐爾夜 守 日 守爾護 幸 賜 比、 食 國乃天 下 者安穩 泰平 .附 護 助 賜サ 恐 美 恐 g 巾 ^ 

波 久^ o 

止  〜 

慶應 s: 年 正月 三日 默舶 g 

o 德 大寺實 則、 sg、 久我 通久、 壬 生 基修、 四 條隆謌 、及 ヒ廣澤 眞臣、 I、 井上馨、 删 小^ 

忠宽 ヲ以テ 、參與 ト爲シ 、穂波 經度、 坊城俊 章, 1 ヲ參與 助役 ト爲 ス 。 

德大寺 中納 言 

新 源中納 1 一..；： 久我 

^ 修 理權 火夫 モ^ i 

四條 前侍從 

參與御 役 被 仰 付。 

秘 波 三 位 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正 一 I 一： m  El〇 七 


很 古 記 卷 十五 明诒 元年 正月 一， 11 日  四〇 八 

I  坊 城侍從 

t 與 助役 被 仰 付。 

〇 

毛 利 大膳大 夫家來 

廣澤兵 助 

II 被 仰 付 候 事。 «s 

〇 眞臣ヲ 除クノ 外、 皆宣示 ナシ、 實則等 四 人口 達ノ 事、 家 記 二 兒ュ 、忠寬 履歴書 一一 云、 正 § 一：； 1、 夜半 御所 へ 御 呼 出シ、 

參與職 被 仰 付 候 旨、 議定 衆 ヨリ 御 口 達 有 之、 馨ハ 之ヲ 面質ス ル 一一 、眞 臣ト 同日 拜命セ リ ト。 

〇 令 シテ、 江 戶薩摩 藩邸 ノ事ヲ 以テ、 妄二擾 動 ヲ生ス ル コ ト勿ラ シム。 

於江戶 表、 酒 井 左 衞門尉 人数 押出、 松 平 修理 大夫星 敷 取圍、 砲 擊致候 趣 相 聞 ェ 、是全 ク私鬭 之 儀 候 問、 追 テ取亂 之 上、 急 度 

御沙汰 之 筋 可 有 1\ー 候 得 共、 右 形勢 二 付、 方向 相 惑、 擾亂無 之 様、 孰 レ モ鎭靜 二 可罷 在、 萬 一 暴 擧有之 輩 ハ 、 可爲 朝敵 事。 

春 翁 

己 

〇 參與職 ヲ シテ、 熊 野 三山ノ 社家 ヲ管セ シ厶。 

熊 野 三 之 山 社家 

自今， 參奥 支配、 可爲檢 校、 宮 御執奏 事。 fl^ 

〇 

熊 野 三 山 社 家 

自今 可爲 參與 支配 候 事、 


伹、 過日 御 達 書少々 行 違 有 之 候閒、 更- 一本 文 御沙汰 候 事。 

〇 案 スルニ  、一 一家 家記少 異同 ァリ、 勃レ カ是ナ ル ヲ知 ラス、 但シ茂 承 家 記 但書 一一 據レハ 、r 卯 十一 一月 一 一十 七：：： ノ達^ ハ之 

ヲ廢 セラ レシ ナル ヘシ o 

〇 山內豐 信、 上書 シ テ、 會、 桑 一 一藩 歸國ノ 前後 ヲ問ハ ス 、宜ク 速 二 徳川慶 喜 ヲ召シ テ、 國是ノ 基 

本 ヲ{ 疋ム へキヲ 建議 ス。 

德川內 府ノ儀 一一 付、 咋 H 廷議、 會、 桑 兩藩大 坂 ヨリ 致 歸國候 上、. 2： 府可被 召 御沙汰 ノ旨 奉領意 候、 然 一一 先般 モ申上 候 通、 内 

府早々 被爲 召， 朝廷 ノ御 規則、 速 一一 被爲 議定、 四海 寧謐ノ 基本 相 立 候 儀、 今日 ノ 急務-一 テ、 會、 桑 歸藩ノ 遲速ハ 、全 ク小 14 

ト奉存 候 間、 是 一一 不拘、 一 日 モ早ク 、内府 歸洛ノ 御沙汰 被爲在 候 儀、 當然ノ 御 事 ト奉存 候。 

正月 三日  松 平 容 堂 

山. 家 記 

〇 豐範家 記-一 云、 初 三日 ノ夕、 豐信參 朝ス、 然ル 一一 前文 建白 ノ 趣意 アル ヲ以テ 、初 ヨリ 戰爭ヲ 好 マ ス、 故 一一 泶議 ト諧ハ ス 

シ テ 退出 セリ 、然 ル 二 德川、 會、 桑 ノ暴擧 、彼自 ラ國賊 一一 陷ル ヲ以テ 、是 ョ リ 關東ヲ 征討 シ テ 、其 巢窟 迄芟鋤 セ ム ト決^ ス 。 

〇 市中 取締 三 藩、 篠山藩 兵 ヲ伏見 -ー 派遣 スルヲ 禀ス。 

御用 之 儀 -ー 付、 田宫 如雪ョ リ 申出 候 次第 有 之 候閒、 三 藩 申 合、 一 藩 伏 見 表へ. 早々 出張 可 有 之 候、 且如雪 示談-一 テ可取 計 sn、 

舊臘廿 九日 御 達 -ー 付、 同 晦日 ヨリ 一 咋元 日立 - 一 テ 、青山 左 京大 夫家來 追々 同所 へ 出張 仕、 丹 波 橋 通 東火黑 町大榮 寺 二假御 

役所 取 建 相 詰罷在 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

本 多 主 膳 正 家来 

正月 三日  中祌齋 之 助 
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青山 左 京大 夫家來 

坂 東 篤之輔 

松 平圖書 頭家來 

皆 川誠藏 

啻山 忠誠 家 記 

〇 四 塚關ノ 守兵、 1§ハ膝 會、 桑 一 一 藩 兵經過 ノ 許否 ヲ稟ス 、命シ テ 之ヲ停 メシ厶 。 

四 ッ 冢關門 へ 今曉七 ッ時頃 ヨリ 、長 州人數 追々 操 出、 薩 州人數 モ 出張、 同所 御 警衞被 仕 候 二 付、 尙申談 、御 守衞 厳重 二 相 心 

得罷在 候、 就テ ハ 關門通 方 之 儀 如 柯 相 心得 可 申 哉、 會、 桑 之 兵 暴 發不致 候 內ハ、 行 先人 員 承リ、 關門差 通 不苦儀 哉、 爲心^ 

御內慮 奉伺 候、 以上。 

市 橋 下 總守內 

正月 三日  大津忠 右衞門 

市 橋 長 義家記 

〇批 紙  ー 

伺 之逛尤 -ー 思 食 候、 會津 藩士 上京 之-儀 ハ素ョ リ無之 箸-一 候、 右ハ 先達 テ歸國 願 モ相濟 有 之 候 次第、 旁 通行 之 絛不相 成 候、 

且德川 前 内府、 段々 言上 之 旨 趣 モ有之 候處、 右 様押テ 上京 杯 之 子細 诀テ有 間 敷 事 一一 候閒、 尙精々 穩便應 接、 其 上 强テ押 通 候 

様 之 儀 二 至 リ候ハ 、、不 得 止 儀、 可爲 打拂 旨、 被 仰 出 候 事。 

〇 阿波 藩 ノ 老臣 稻田 邦植ニ 命シテ 、其邑 il、 ヲ 嚴守 シ、 且兵ヲ 出 シテ、 西ノ宮 ノ衞兵 二 應援セ 

シ メ  、 又 家臣 ノ 譴責 ヲ 受 ケシ 者ヲ釋 サシム 。 


稻 E 九 郞兵衞 

御 一 新 大御變 革 - ー付テ ハ、 不 容易 形勢 一一 押 移 リ候モ 難 計、 就テ ハ 其 地 之處、 殊 一一 咽喉 緊要 之 場 處柄候 間、^ 王事 嚴重 兵備 

有 之 候 様 被 仰 出 候举、 

低 其 藩 中 是迄爲 王室 奔走 之 輩、 マ 、 譴責 有 之 趣 モ相聞 候 -ー 付、 早々 觯閉候 様 御沙汰 候^、 

E  ^ 稻 田家  . 

I 月 出兵 記 

〇 

稻 E 九 郞共衞 

累年、 不一 方 勤 王 之 旨 趣 被 聞 食 候-一 付、 頃日 本 藩、 並 其 藩士 等へ 御沙汰 之 趣 モ有之 候 次第、 旁 以咋今 之 形勢 、肺 £ 卜 

分 之 人數差 出、 西ノ 宮表備 前 警衞之 輩 應援、 緩急 勉勵 奉公 可 有 之 旨、 被 仰 出 候 事。 

£  rrr-  一二  3 稻 田邦植 

I  S 三日 從軍 事蹟 

〇 織 田 信 親、 加籐泰 令、 ま§寸き〇 一新 ヲ シ テ 、萬 里 小路 博 房、 五條 爲榮 ノ衞兵 ヲ出サ シ 厶 OI き | き 

〇 細 川 喜廷、 gg^p 京 -I 至 ル 、5S 織 田 信 親、 兵 ヲ率斗 テ塚原 ヨリ 京-一入 ル 。謹 

〇 中根師 質、 岩 倉具視 一一 就テ、 德川慶 喜 入京 ノ日、 參朝、 任職 等 ノ目ヲ 禀請 ス。 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 雪 江、 元日 暮時 過" 岩 倉 殿 へ 參殿、 坂 地 之 模様 一 ト通 リ御尋 -ー 付、 槪 略之處 申 上 候處、 卿 御 巾 二 ハ 、 ^時 之 

形勢、 薩ハ 干戈 ヲ以テ 御 奉公 之 積 一一 テ 出京 之處、 左様 之運ヒ 二 モ無之 故、 過激 輩、 以之外 愤怒之 様子 - 一有 之、 長モ 是非 干戈 

ヲ用 ヒス シテハ 、舊弊 難 除 ト夫々 手配 モ 致 置 候 次第 二 テ、 長 之 幕 ラ 怨ムル 事、 眞 二 骨髓 二 入リ、 仇 響 並 ヒ立 サルノ 勢、^ 卜 

云 モ長ハ 始終 攘夷 ヲ 奉行 シ、 幕ハ 最初 ヨリ 交際 ヲ專ラ -ーセ シ 行逮 ヒ ヨリ、 近年 之騷動 二 モ 相 成 候 次第 一一 候 力、 おノ 長ヲ視 

ル事 如何 有ル へ キ、 何分 此邊解 ケ合ヒ 和熱不 致シテ 、ノ  、今後 迚モ 御 安心 ハ難相 成， 尾. 越 之 周旋 モ此虛 迄 行 候侬、 今更 手 離 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 一 一一 日  ml 一 
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モ 殘念 故、 余 ハ トコ 迄 モ前議 ヲ執リ 、押 通 シ 候 積 候 得 共、 頗 ル 暴論 モ 有 之 、余 カ說行 ハレ 難キモ 多々 ナル 故、 三條、 東 久世ニ 

及 議^  K ー處、 是迄& 州 ヨリ 一方 ナ ラサル 援助 ヲ受ケ ラレ タ ル譯モ 有 之 候處、 幸 一一 余ト同 論ト相 成、 大ー 一力 ヲ得、 何分 干戈 ュ 

不及樣 致 度ト、 折角 内談 致 居 事ナリ 、幕 之 方 一一 テサへ 遺恨 無 之 候 得 ハ 、此處 ハ土、 豫- 一周 旋サ セ觯キ 方モ有 之、 已 一一 今朝 豫 

州 ニ談見 候處、 同意 之 趣 ナリ、 薩之 方モ又 何トカ 手段 可 有 之 候 得 共、 第一 之幕ノ 方、 程 合 知レ兼 候テ、 手下 シ致 シ惡ク 候、 其 

邊如可 之 見 i ナル へ キ、 雪 江 限 リ申試 候樣ト ノ事 一一 付、 雪 江 申 候ハ、 幕ハ元 ヨリ 正大 公明 之題號 一一 候 得ハ、 長、 薩ニ對 シ^ 

之も^ ラ！ < ミ 可 申 哉、 彼 藩 一一 テ 異議 無 之 候 得 ハ、 幕ノ方 二 何事 之 候 へ キ 卜 及 御 答 候處、 長ハシ ラス、 薩ハ幕 ノ目常 タル ハ 

先日 坂 地 ヨリ 出タ ル 書面 二 テ相 分リ有 之、 彼 書面 モ大阪 二 テ肥後 藩へ 爲見候 由、 此表 二 テ モ端々 致 流布 候 得 共、 余ハト コ 

迄 モシ ラヌ振 リー 一 テ通シ 居候 力、 ァレカ 再 發致候 時 ハ 大變 至極 一一 候 得 ハ 、 急 度秘物 一一 致 シ 仕舞 度 候、 乍併薩 ノ方ハ 鬼モ角 

モ取計 方 可 有 之>  何分 孰レ モ居リ 合、 同心 戮カ之 場不相 運シテ ハ 、 皇國之 見込 付キ不 申、 如何 シテ其 所 二 運 ヒ可申 哉、 今 

ト戎 リテ、 S 府參 內 無之テ ハ 不 A 適 候 間、 ケ 様相 成 候 ハ 、可 然ト 申， 存分 一 杯 之 處可申 聞、 上京 之 運 ヒ等ハ 如何 ト御 尊 

二 付、 此度ハ 坂地ゥ J 衆議 種々 扣分レ 候へ 共、 約 ル處、 £ 府 手前 鎮撫 出 來故、 上京 ト中 一 筋-一 g 诀シ申 候、 乍然 上京 致 候テ、 空 

敷 日 ヲ經候 様 一一 テ ハ 、又々 人心 動搖 一一 及 候 故. 其 處深ク 心配 之 模様 候 得 ハ 、上京 直 一一 參 內ト申 都合 候テ. 何時 一一 テ モ 子細 

ハ有之 閒敷ト 申 上 ル處、 其儀ハ ソ ノ手鑌 一一 相成ル 一一 相 成 ルー 一 相違 無 之 ト御申 故、 議定 職 -ーモ 可 被 仰 付 哉ト相 伺候 得ハ、 夫 

ハ 勿論 之 事ト 御中 二 付、 左 候 ハ 、 政府 御 用途、 全 國割之 儀 ハ 如何 可 相 成 哉、 是モ早 連 二 被 仰 出度 ト e. 上 ル處、 夫 ハ 內府參 

二 付、 直-一 辭官、 竝 領地 之 儀 中 上-一 相 成 候へ ハ、 夫ヲ 聞 食、 夫 ヨリ 直-一 議定 一一 モ可被 命、 全 國割モ 可 被 仰 出 ト^ 4  二 

付、 其 御 次第 一一 候ハ、 御沙汰 之 趣、 此間之 御請 書 指 上 候 一一 テ、 相濟 可申譯 二 ハ 無 之哉ト e. 候得ハ 、ァ レハ 尾、 越へ 之 御 

^汰 二 テ、 上 ヨリ 直々 之 御沙汰 二 相 成候テ ハ 、罪ァ ル姿ト 相 成 候 故、 下ョ リ 申出 候 様 一一 周旋 可 致トノ 趣意 霄 二 テ. 內府 二 罪 

ナ キ事 一一 相 成 申 候、 內府方 ヨリ 癸丑 以来、 幕府 前代 ノ 不 體裁ヲ 現今 之 一 身 一一 引受 ケ、 辭官之 運 ヒ -ー 相 成、 且 五畿内 指 上度ト 

力、 幾 大^ 叉 ハ軍檻 幾 艘指上 度ト. S. 様 ナル事 一一 相 成 候 得ハ、 誠意 モ 十分-一 相 貫 キ候事 一一 相 成、 諸侯ぶ 失-一 準シ、 一 段 ハ領ぉ 


指 出， 兵隊 モ 指 上. 九 門 之警固 二 充候杯 ト 申 様 二 有 之 度 ト ノ 御 旨 趣 之. m 御 S-  二 付、 夫 等之處 ハ 追々 之 御手 核 二 モ 可 有 1\ー. 指， M 

キ內府 公， 御上 京 御 參内モ 相 濟ミ. 御 役 二 テモ可 被 仰 付 候 ト申處 力、 治リ 口  二 モ可有 御 坐 哉ト. S. 候 虚，； ！： 分 雪 江 之 见込ト 分 

之 通 及 熟考、 明朝 可 申 聞、 及ハ ヌ事 ナレハ 、夫 迄 -ー テ退ク ョ リ外無 之、 出來 ル事ナ レ 、ノ  、早キ 力 宜候閒 、早速 申 聞 候 找御巾 二 

付、 重大 之 事件、 中々 一存 ニハ 及 兼 候 得 共. 精々 愚考 ヲ盡シ 、明朝 御 答 可 申 上ト. &テ 退出 セ リ、 右 談判 之 次 手 被. E. 候ハ 、^ゆ 

干戈 之 世 トナリ 、其 極 縱令外 國之有 一一 相 成 ルー 一 モセョ 、德川 氏 如從前 候得ハ 、余輩 モ 討幕 之 持論 押 通 シ候得 共、 玫權 返上 ハ 

實ニ 愕然 一一 テ、. r 府之 人材 タ ル ヲ 感悟セ シ故、 其 以來ハ 余輩 而巳ナ ラス、 卽今彼 人 ヲ擧ス シテ ハ ト申論 一一 變シ、 左找 ナクテ 

ハ 何事 モ行ハ レ難キ 二 決セシ 故、 皇國 ノ爲- 一形 ノ如 ク盡 カ致ス 事ナ リト. 御物 語 有 之、 雪 江 罷歸、 右 之 次第 共. S. 上、 舉 政へ 

モ 御内 評-一 相 成 候 處公仰 一一 ハ 、何分 夫 程 之實事 一一 相 運 ヒ候ハ 、重 疊可賀 ノ至リ 、夫 一一 付テ ハ 指 常リ、 雪 江 見込 ハ 如 H: ト 

二 付、 雪 江 申 上候ハ 、別 一一 良 考モ無 御 坐 候 力、 當前之 御上 京ョ リ、 御參 s 等 之 御手 績ヲ ケ條書 一一 イタ シ、 卿へ 御伺ヒ ケ條铩 

二 許. 可 之 御附紙 ヲ願ヒ 、夫 ラ以 テ證據 トシ 、坂 地 へ 被 仰 上 候 ハ 、 、諸 有司 始 麾下 之 疑惑 モ釋ケ 、逐々 ノ御運 ヒ モ付キ 可 巾歟、 

第參 I： 之 上、 表 向御辭 宵 云々 等 之 儀ハ、 s 府 公之 御 心腹 二 被爲置 候テ、 於 坂 地ハ御 相談 不被爲 在方、 可然哉 ト存攸 は 巾 

上、 猶種々 御 評議 一一 相 成 上、 如何 -1 モ 證據ノ 書付 ヲ取リ 爲見候 ハ 、 、夫テ ハ 必行屆 可 中 トノ御 決 評 -ー 相 成、 明朝 迄 一一 ケ條^ 

認試候 様、 雪 江へ 被 命 候 ナリ、 雪 江 見込 ケ條 書、 

一 午刻 前， 上京 相 成 候ハ、 、直-一 參 内、 午刻 後、 上 著 相 成 候ハ、 、翌朝 直-一 參 内 致 候 様 可 相 成 哉、 

一 參 £ 之 上、 表 向 辭官之 御手 續相濟 候上ハ 、攻府 御 用途 全國高 割 之 儀モ、 卽 n 列藩へ 御 布 ii" - 一可^ 成 哉、 

一 參 內之卽 日、 職掌 可 被 仰 付 哉、 

一 上京 之 節、 相應 之人數 引率 之 事、 

1 參 内 之 節、 九 門外 迄、 是迄之 通 兵隊 引率 之 事、 
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一 九 門 内 へ 、是迄 ョ リ ハ 人數多 ク 召 連 可 申 事、 尤 上下 著 之 向 一一 テ 、兵仗 ハ 無 之 、 

右 之 通 相認、 一 一日 已刻 前， 假 議院 へ ^殿、 岩 貧 殿 へ 書面 指 出、 御 附紙ヲ 以テ御 指 圖相願 フ處、 一 應 評議 之 上 可 及 挨拶 ト御巾 

聞、 御 落手 有 之、 三日 朝、 雪 江 下坂 前、 今 一 應岩倉 殿 へ 罷出、 公 御 下坂 御 都合 モ相 伺候 様 被 仰 付 候 二 付、 五 時 前、 參殿 之處、 長 

人 へ 逢對中 -ー 付扣 居候 處、 無 程 長 人 退座、 引 續薩知 邸 仲 之 助 拜謁、 暂シテ 退座 之 上、 雪 江 へ對 面ァリ 、卿 被巾攸 ハ 、今朝 

ョ リ坂 兵、 拉會、 桑 丘 ハ^- 胄ヲ 帶シ 、伏 見 ヨリ 次第 一一 亂入之 趣 一一 付、 打 懸ケ可 申 哉ト、 薩、 長 兩藩ョ リ三遍 伺 出 候 得 共、 及 指^ 1 

迄ハ、 诀シ テ手出 シ致間 敷 ト厳敷 指揮 シ置 候、 伏 見邊之 形勢 如何 哉ラ ン 、雪 江 斥候 致シ、 三 條殴迄 申達 候 様 ト御申 聞 一一 付、 

雪 江 ハ 下坂 被 命、 唯今 s 能 ドリ 候積リ 、太 藏大 輔モ相 願ヒ、 尾、 土、 豫之三 侯 同道 下坂、 此上 二 モ鎭撫 方 取 計 度 積 二 御 坐 候 叫、 

斥候 之 儀 ハ御兗 相 願 候 段 申達 候處、 夫ナ レ ハ 不及 是非 候 得 共、 何分 干戈 一一 相 成候テ ハ 不相 濟ト、 三 條モ同 論 一一 テ、 大 - 一力 ヲ 

得 タル 事 ナリ、 唯今 總參 s 被 仰 出、 大藏 太輔殿 初^ 集、 總 評定 二相 成 事 候 間、 其 段 御主人へ モ 上、 平々 參 内相 成 候 

様 致 度 ト御申 一一 付、 其條 ハ 委細 承知 仕 可 申 聞 候 力 、此體 二  ^成 候テ モ 、内府 上京 ト相成 候 ハ 、 、此頃 中 御 内談 \ー 御手 續 二 可 

相 成 哉ト相 伺處， 夫 ハ 勿論 之 事、 何卒 上京 有 之 度、 左 候 得 ハ 、事 速 二 治 リ可巾 ト御. E- -ー  付、 左 候 ハ、 ト、 

一 午刻 前、 上京 相 成 候ハ、 、午刻 後、 直-一 參 .2: 可 被 仰 付 哉、 

一 午刻 後、 上 著 相 成 候ハ、 、翌朝 直-一 參 内 可 被 仰 付 哉、 

ー參 内 之 上、 表 向 手 繽相濟 候 ハ、、 卽日 職掌 可 被 仰 付 哉、 

右三 ケ條之 書面 指 出. 此通御 受合被 下 候 力 ト迫 リテ相 伺候 處、 熟覽之 上、 初 一 一 ケ條 ハ 此通リ 萬々 受合申 候、 任職 之侥 尸 咋 U 

モ 議論 有 之、 長ト 同時 -ー 致 度、 片落 -ー 相 成候テ ハ 不可 然ト申 事 一一 相 成、 是 モ内府 へ卽 H 一一  下命、 長 へ モ同 H  二 被 仰 出 二 可 

相 成 哉、 又 長 之 上京 ヲ待チ テ之事 ト可相 成 哉， 其 處未诀 故、 何ト モ 難申ト 御. &  二 付、 其依ハ 不及 是非、 何分是 ョ リ 下坂 上京 候 

處ヲ 周旋 仕 見 可 申 ト申候 得 尸 、卿 御 申 一一 ハ 、是迄 尾、 越之盡 力無 殘處 候ヒ シ 一一 、ケ 様相 成リ シ ハ 無 是非 事 二 テ、 決シ テ尾、 越 

之 不行届 二 ハ無 之、 御主人 此節 下坂 ニテ ハ 、品 二 ヨリ 上京 難 相 成 場へ 相 運 ヒ候半 モ難計 候得ハ 、下坂 ハ 诀シテ 不可 然、 且兩 


家 之 僙ハ、 ^川 氏-一 於テ 一 ト通 リナ ラサ ル 親族 候得ハ 、德川 ヲ討テ トモ 難 被 命、 左 候 得ハ、 先ッ卽 今余ノ 見込 ニテ ハ、 兩家へ 

ハ 玉 體之御 守護 ヲ被命 度、 左 ス レ ハ 德川氏 一一 取リ 申分ハ 無 之、 且 ハ 是迄盡 力 之 功 勞ヲ慰 シ候姿 -ー モ有之 、 旁 左様 相 成 候 

テ、 先 ッ雪江 之 存寄妣 何ト被 tsl" -ー  付、 段々 御手 厚之 御沙汰 ト申、 別テ 玉 體之御 守護 ト 御座 候 テ ハ 、誠 以！？ ！ハ加 至極 之 让 ん〕 二 

候 得ハ、 誰 アツ テ 異議 ヲ可申 上 哉 ト及御 受處、 夫ナ レ ハ 大 一 一宜 敷、 诀 ンテ大 藏大輔 殿下 坂 ハ不宜 、何分 早々 參 c 之 降 巾 上 

候 様 二 ト御申 聞 二 付、 奉 畏段及 御請、 早々 退出 歸邸之 上、 前條之 始末 申 上 候處、 指 常、 伏 水 之 形勢 危急 -ー テ、 事 破 レ候テ ハ ，n 疋 

迄 朝廷 宗家 之爲 -1 被 爲盡候 千 辛 萬 苦 之 御 忠義 モ， 一 掃 水泡 一一 歸シ 候 而已ナ ラ ス， 天下 大亂 之端ト モ 可 相 成 ポ故、 此時 二 常 

リ テ 御所 置 如何 ト、 種々 都議 候 得 共、 一 向 二 全 策 無 之 故、 先 ッ梅澤 殿 被 仰 遣， 指向 キ坂兵 之 鎭撫ヲ 被 命 可然- 又 甩藩ト 巾ん" 

セ 、兩家 之 兵除ヲ 坂、 薩之 中間 一一 竝列シ テ 垣トナ シ 、是非 ヲ不 論、 雙方 へ 引 分 ケ可然 ト被诀 候 得 共、 倉卒 之 間、 事遂 二 不被 行。 

〇 德川慶 喜、 旣 一一 德川慶 勝、 松 平 慶永ヲ シテ、 奉 命 書 ヲ上ラ シム、 適、 江 戶薩摩 藩 邱襲擊 ノ報ヲ 

得 タリ、 是 ニ於テ 、討 薩表及 ヒ 薩人ノ 罪狀ヲ 艸シ、 瀧 川 具 知 讀 瞻| つ ヲ遣シ テ之ヲ 奏シ、 又之ヲ 

者 i# 一 一  ン  一 k  、し、 二 ま、 -VI ヽヲ 說 4#ス 、 具 知、 逮 一一 京-一入 ルヲ 果サス 、退 テ淀城 -I  ^ル、 艽曰 -I  ;lfe£n、7/1v! ヽ ご マ K-u^  \  、 

； 薄 ニー 万、 ンラ ブニ まノ  RK ヲ 德旁ス 至リ、 戸田 忠至 一一 因 テ奏狀 ヲ上ル 事、 五 R  ノ條 一一 見 ュ、！ Isoill ヌ 五ノ士 ヲ咅 ネシ 

會津、 桑 名 一 一藩 兵 ヲ以テ 、先鋒 ト爲シ 、召命-一 赴 クト稱 シ テ 、伏 見、 鳥 羽 二 近 亍：^ フ、 大河 內正 

質、 fflg^n&IF 石、 鳥 羽ノ兵 ヲ統へ 、竹 中 重 固、 隱疆 |g 、伏 見 ノ兵ヲ 統フ、 重 固伏兑  一一 S 

リ 、書ヲ 薩營 -ー 贈テ、 將ニ京 一一 入 ラント スルヲ 吿ク、 答 書 シ テ 朝 命ヲ俟 シ 厶 、^羽 ノ 守兵 モ 亦、 

其 朝命ナ キヲ以 テ之ヲ 止ム。 

臣慶喜 >  謹テ 去月 九日 以來之 御 事件 ヲ奉 恐察 候 俘 ハ 、一々 朝廷 之 御眞意 二 無 之、 全 ク松平 修理 大た 奸に廿 r 陰謀 ョ リ 出 候 
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ハ 天下 之 共 二 所 知、 殊 -ー 江戸、 長 崎、 野 州、 相 州處々 亂妨及 劫 盜候モ 、同家 家來之 唱導 一一 ヨリ、 東西 響 應シ" 皇國ヲ 亂リ候 

所業、 別紙 之 通 -ー テ、 天人 共 - 一所 憎-一 御座 候 間、 前文 之奸臣 共、 御 引渡 御座 候 様 御沙汰 被 下 度、 萬 一 御 採用 不相 成候ハ 、 、 

不得^ 誅戮ヲ 加へ 可 中 候、 此段 謹テ奉 奏聞 候。 

正月  慶喜 

〇 別紙 

薩藩奸 黨之者 罪狀之 事、 

一大事 件盡 衆議 ト被 仰 出處、 去月 九日、 突然 非常 御 改革 ヲロ實 トシ、 奉 侮 幼 帝、 諸般 御所 置 私論 ヲ 主張 シ候 事 

一 主上 御 幼冲之 折 柄、 先帝 御侬托 被爲在 候攝攻 殿下 ラ廢 シ， 止參 W 候 事、 

一 私意 ヲ以テ 、宮 堂上 方 ヲ恣ニ 黜陟セ シムル 事、 

一九 門 其 外御警 衞ト唱 へ、 他 藩 之者ヲ 煽動 シ、 兵仗 ヲ以テ 宮闕 ニ^リ 候條、 不憚 朝廷 大 不敬 之 事、 

一 家來共 浮浪 之 徒ヲ語 合、 屋敷へ 屯 集、 江戶 市中 押 込强盜 致シ、 酒 井 左衞門 尉人數 屯所 へ 砲發 亂妨、 其 他 野 州、 相 州處々 燒 

討 劫盗 二 及 候 ハ 、！ 5 分明 二 有 之 候 事。 fsMi 

〇 慶喜諸 藩 へ 達 書 

先般、 默言之 次第 モ有 之處、 豈計 ンャ、 松 平 修理 大夫 家来 共、 要 幼 帝、 不盡公 議、 矯 SIT 天下 之亂階 ヲ釀シ 候 件 力 不 | 

放擧 "依 之、 別紙 兩通之 奏聞 ヲ遂ケ 、大義 ニ侬テ 君側 之 惡ヲ掃 ヒ候ニ 付、 速 二 馳參、 軍 タニ^お ガ# -.^  ^、洒 井 忠寶家 記 

〇 長 知 家 記、 別紙 ノ末 一一 、正 S 慶喜ノ 四 字 ァリ、 叉 速 一一 以下 ヲ、 勤王 同志 之 面々 速 一一 驅登、 爲皇國 共 一一 盡カ可 被 致 候 事 二 

乍 ル 、大 槻文彥 笨記モ 亦同シ 、別 二 城 中 御供 ノ面々 へ 御 達 トシ テ、 末 文ラ、 速 一一 馳登軍 列 二 可 相 加 者 也ト作 ルノ 文ァリ 

叉 堀 田正儉 日錄抄 一一 左ノ文 ァリ、 錄 シーア 參考 一一 備フ、 

予、 宇 £ 之 形勢 ヲ 熟考 シ、 政 權 ヲ奉歸 朝廷、 王攻ー 途 一一 出 、萬 國-ー 竝立ン 事 ヲ欲ス 、豈 料、 薩藩 奸賊、 奉 要 幼 帝、 不盡公 


議、 矯 叙 慮、 僞 勑ヲ 下シ、 恣 二 公卿 ヲ 黜 陟シ、 天 ド之 亂階ヲ 釀シ候 件々、 不暇 枚擧、 侬之、 別紙 兩： 迎之^ 聞ヲ遂 ケ、. ^お 

二 侬テ 君側 之 惡ヲ誅 戮シ、 自然 本國ヲ 征討 可 及 候 二 付、 國々 之 諸 大名、 速力 ニ馳 登、 軍 列 -ー W 相 加^ 也、 尤軍赏 之^ ハ.： 

平定 之 後、 鋒 先 之勳勞 -ー 應シ、 土地 ヲ W 割與候 事。 

〇 瀧 川 具 知 所持 軍配 書 

一奈 良 街道 小 堀 口 牧野 駿河守 

一 御城 近傍 一 圓 市中 巡邏 撒 兵 組 

一 福 王駿河 守、 莊勘兵 衞附屬 一 大隊 

右 者、 大津 ヨリ 三 條大橋 マテ 繰 込 候 事、 

一 松 平讃岐 守人數 黑 谷同斷 

一 稻垣 平右衞 門人 數 大佛 兵糧 護衞 

一 松 平 伊豫 守 天 保 山 

一 御城 廻リ 巡邏 會藩板 倉 伊賀 守人數 

一松 平 刑 部大輔 御門々 勤番 但、 戶田采 女 正へ 交代 

1 紀伊 殿人數 天 王 寺眞田 山、 竝 -1 市中 巡邏 

一 御城 廻リ 開門 十四 ケ所 小 林 端 一 歩兵 一大 除 外-一、 外 國人旅 宿廻リ 巡邏 之 事、 

一 大坂 御城 御警衞 

戶田肥 後 守、 大久保 能 登 守奧詰 銃隊八 小隊 杉 浦 八 郞五郞 、三 浦 新 十 郞銃隊 四 小隊 

撒 共 四 小隊 但、 御城 御門々 勤番 二 小隊 一一 テ相 心得 候 事、 天 野 釣 之丞守 城 砲 

一 大坂藏 屋敷 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 三日  g; 一七 
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天 野加賀 守、 墙健次 郞馓兵 九 小隊 吉田 直^ 郞 砲兵 一 一門 會藩 四百 人 

兵 庫  - - 

須田敬 一-撒 兵 半 大隊 大砲 二 門 

西 之 一呂 

酒 井 稚樂頭 人數、 松 平 阿波 守 人數半 大隊 馓兵ー 中隊 頭取 一人 

撟本閼 門 

酒 井若狹 守、 松 平下總 守人數 

淀木營 騎兵 三騎 別 手 組 十 人 

松 平 豐前守 出張 差阖 次第、 京都 へ 橾込候 事、 

松 平 豐前守 一 小隊 四ト人 室賀 甲斐 守 一 一 小隊 采女正 人 數五百 人 

鳥 羽 街道 

竹 中 丹 後 守 

秋 山 下總守 * 兵 一 大隊 小 笠 原石 見守 歩兵 一 大隊 ハ企 土 佐 守 砲兵 二 門 

桑 名 四 中隊 砲兵 六 門 騎兵 三騎 築造 兵 四十 人 松 平 右近 將監 家来 三十 人 

右 、攻撃 當朝、 鳥 羽 二 出張、 東 寺 へ 向 候 事、 

一 伏 a 

城 和 泉 守 

窪 田 備前守 歩兵 一 大隊 大澤顯 一 郞步兵 一 大隊 間宮 銕太郞 砲兵 六 門 新撰 J 

ra; レん 

E  ,  ノ 


右、 攻擊 前日、 出張 之 事， 

一 一 ；條 御城 

大久保 主 膳 正 

德山出 羽 守 歩兵 二 大隊 砲兵 四 門 騎兵 三騎 佐々 木 只 三郞見 巡 組 四百 人 本國寺 二百 人 築造 兵 四十 人 騎兵 

四騎 

右 、攻撃 前々 日、 出張 橾入候 事、 

一 大佛 

高 力 主計 頭 

潢田 伊豆守 歩兵 二 大隊 砲兵 二 門 騎兵 三騎 範 造兵 四十 人 會藩 四百 人 砲 共 一座 

右、 攻擊 前日、 大佛へ 出張 之 事、 

一 黑谷 

佐久 間近 江 守 

河 野 佐 渡 守 歩兵 二 大隊 騎兵 三騎 安藤 璆太郞 砲兵 四 門 築造 兵 四十 人 會藩 rat 人 砲 一座 

右 、攻撃 前日、 黑咎へ 出張 之 事、 g， 

〇 木條、 三 職 裟記中 、當時 板 刻 ノ 原書 ァリ、 災 n 罹リ之 ヲ失ス 、今 復、 古孽要 中抄錄 ノ モノ ヲ 採ル。 

〇 中 村武雄 手記 一一 云、 伏 見 口 尸 會津 千餘人 先鋒 二 テ、 幕 兵 n、 大隊、 新撰 組、 濱田 等ノ兵 一一 テ忭中 丹 後 守總督 タリ、 鳥 羽 口 

ハ 我 桑名ヲ 先鋒 ト定メ  、其 人々 一一 ハ 兵 藤 八 右 衞門ー 一 小隊、 久德隼 人 一 一 小隊、 岩 崎 又 四郞ー 一 小隊、 せ 谷 橘 \ ー丞ー 一 小隊、 井上 八 

郞右衞 門 大砲 一 一門、 河 合 小七郞 大砲 一 一門 ナリ、 其 餘幕兵 M ，、大隊、 見廻 組、 大 垣等ノ 共-一 シテ松 平豐前 守總督 タリ、 手分已 

一 一定 リシ 力 ハ 、正月 一 一 曰、 我 藩兵モ 一 心寺ノ 屯所 ヲ發シ 、諸 軍ト 共， 一 大坂 城外 一一 整列 シ、 各隊 次第 ヲ以テ 進 發セリ 、三日、 淀 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 =1 日  ™: 一九 
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川 二 泝リ、 申ノ半 刻、 淀， 一 著ス、 步兵、 見廻 組 等ハ、 我 藩 ヨリ 前 一一 上陸 シ、 瀧 川播磨 守、 前 將軍ノ 建白書 ヲ持シ 、四 塚 迄 至 リシ 

二  、巴 後ノ兵 ハ 先立 テ 入京 セリ、 繼テ入 ン トセ シ 二 、薩州 勢、 四 塚ノ關 ヲ固メ 、幕府、 會、 桑ノ兵 ハ 入京 ヲ許サ ス 

〇 案ス ル 二、 二道 ノ總 長武雄 手記、 軍配 書ト 異同 ァリ、 蓋シ 軍配 甞ハ 豫定セ シ モノ  二 シテ、 手記 ハ其實 ヲ記ス 、且ッ 《 中 

重 固、 書 ヲ伏見 ノ薩營 一一 蹭リ シ事 ァリ、 今 手記-一 從フ。 

〇 

以 手紙 致 啓上 候、 然 ハ 今般、 德川內 府被致 上京 候 一一 付テ ハ 、先 供ノ 人數、 ® 會津、 桑、 名 共 致 通行 候 間、 爲御 心得 此段申 進 候 

正月 三日  竹 中 丹 後 守 

薩州 御屋敷 

御 役人 中 校 S 

〇 

御手 紙 致拜見 候、 然 ハ 德川內 府樣御 人 京 -ー 付、 御先 供 ノ 人數、 竝會津 侯、 桑 名 侯 被 致 通行 候 旨 致 承お 候、 然處、 右 ハ 朝廷 へ 

伺 出 置 候 間、 何分 御 差 圖有之 迄 ハ 御 差 扣被下 度 旨、 昨夜 會津御 役人 泶迄御 引合 中 上 置 候閒、 御 差 圆被爲 在 候 迄 ハ 御 扣被下 

度、 比^ 御 返答 旁 申 進 候、 以上。 

0 州 

ft 月 三日  島津 式部 

竹 中 丹 後 {寸 ^ 1 誠 

. 〇 輦下日 載 -ー 云、 三日 朝、 林 半 七 薩 藩淵邊 直右衞 門、 有 馬 藤 太、 土 藩 谷 兎 毛 江 へ 中 合、 會津 本陣へ 罷越、 應 接-一 及ヒ 

唉^  、德川 人 京 -ー 付、 先手 ト シ テ 罷越候 トノ事 一一 付、 三 藩へ ハ未タ 朝廷 ヨリ 、爲何 御沙汰 モ 無 之 二 付、 伺 取 候 迄差扣 居- P 巾 


段 申 聞 候 所、 承知 イタ シ候。 

〇 山 内 豐範家 記 一一 云、 三日、 伏 見出 張ノ 交代 トシ テ、 澀谷傳 之 助、 山 田 健  一、 二 小隊 ヲ率ヒ 伏 見 M 來 ル、^  ニ會、 桑ノも 、^リ 

内 府先供 ト稱シ 、水陸 共 二進 ミ伏見 二 著ス、 勢 ヒ甚タ 迫ル、 是以テ 山 田喜久 馬、 吉松速 之 助 等 止 テ不返 、竹 田 街道 ノ沿 邊ヲ 

守ル、 當是 時、 會兵 時-一 來リ 通行 ヲ許サ ン コトヲ 乞 フ、 其ノ朝 命ナキ ヲ以テ 敢テ不 許、 先是、 蕨 藩 及 長 ノ林半 七、 我 屯所 一一 來 

リ云、 會、 桑 ノ勢已 二 如此、 然ル ュ彼レ 朝 命 ヲ奉セ ス推參 二 付キ、 先 ッ平穩 二 談判 シ、 之ヲ 止ムル 一一 如 カス、 薩、 i  ノ如キ ハ 

殊 二 會、 桑 一一 於テ 嫌疑 ァ レハ、 願クハ 貴 藩發言 セ ョ 、乃チ 小 監察 八 木僴作 等、 蕨、 長 兩人ト 共 一一 會 兵ノ營 一一 至リ、 朝 命 ナキ限 

リ ハ 、當地 通行 相斷 ル 由ヲ述 タリ 、當時 倉卒 ノ 間、 兵事 -1 關スル 者、 皆會、 桑 上京 ノ 原因 ヲ知 ラス 、前後 困却 不少ト 云。 

〇 慶 明襍錄 二 云、 上 鳥 羽 手前 迄 致 到 著 候處、 見廻 組 ト相見 ヱ 百 人位、 手鎗 、甲冑、 陴 羽織 等 二 テ、 爲上ノ 者 一人 對陣 ノ處、 敲 

方 ヨリ 四 人應接 一一 參リ、 京師 迄 通行 致 候 テ不苦 候 哉否ノ 旨、 朝廷 へ 御 伺 -ー 相 成 居候 哉 ト尋掛 候處、 其 通 伺 置 候 段 g 答？？ 

成 候、 左候ハ 、 右 之 趣 相分リ 次第、 何分 爲知吳 候 様、 夫 迄ハ 一 往 兵隊 ラ 引取 候 様 可 致 旨 申出、 上 鳥羽ョ リ 三十 r 位川 向へ 引 

退 ク。 

〇 阪兵、 北上 ノ事 聞ス、 午 牌、 俄 -1 百官 ヲ朝 集シ、 姑ク 慶喜ノ 入京 ヲ停メ 、參與 叫 條 t^l ヲ^: ：儿 

-ー 遣 シ 、阪兵 ニ令シ テ 退歸セ シ メ  、| た 巧 又 德川慶 勝、 松 平 慶永ヲ シ テ之ヲ 措^ セシメ  、辨ぉ， 

土 三 藩-一 令 シテ、 伏 見ノ守 ヲ嚴ー I シ 、安藝 藩 兵 ヲシテ 急 一一 伏 見 一一 赴キ、 阿波、 彥根、 平 尸、 火洲、 

大村、 佐 土 原 ノ六藩 兵ヲシ テ大津 一一 赴 力 シメ、 平戶、 大洲ノ 京都 巡邏 ヲ罷 厶。 

〇 參朝達 書 

自咋日 至 今曉、 坂 兵 追々 伏 見 表 へ 出張、 其實 如何 難 計 候 得 共、 何分 不 容易 形勢 -1 付、 早々 參 朝 可 有 之、 總裁宫 御沙汰 候 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 一 一一 日  四 ニー 


復 古 記 卷 十五 明治 元年 正月 一一 一日  四 ニー 一 

導 

正月 三日 

追テ、 參與召 連、 早々 參 朝 可 有 之 事。 鶴 川！^ S 

〇慶 喜 へ 達 書 

先達 テ 下坂 一一 付、 尾、 越兩藩 へ 鎮定 之 儀 被 仰 付、 御請 申 上 候處、 今日 大兵 伏 見 表 へ 押出 候 趣、 如何 一一 被 思 召 候、 都下 ノん 

動 缶-一 モ可及 候 間、 御沙汰 有 之 候 迄、 上京 之 儀 可 見合 候 事 c  S 

〇 災後、 原 記 ヲ失ス 、今復 、古 擊要中 抄錄セ シ モノ ヲ 採ル。 

〇四 條隆謌 諸道 記槪略 一一 云、 正 0: 三日、 伏 水 へ 出張 ノ阪 兵、 早々 引取 候 様 蒙 勅使 、四日、 將 一 一途 一一 上 ラン トス 、適阪 兵 敗歸ノ 

報 至リ、 赴ク ヲ果サ ス。 

〇  、纟 - 

尾 張大納 言 

越前大 藏大輔 

ネ日 ヨリ 今曉ニ 至リ、 坂 兵、 戎服 大砲 等携 へ、 追々 伏 見 表出 張 之 趣、 如何 之 儀 二 有 之 候 哉、 不 容易 進退、 其 儘 難 被 指 置 〈勿 

ii 候 得 共、 尙前々 周旋 之 筋モ有 之、 旁 右人 數早々 引 拂候様 取 計 可 致 候、 若不奉 命 候 得ハ、 不被得 i 之 場合 二 付、 爲 朝敵 

ヲ以テ 御 處置可 被 爲在候 事。 

E  rrp 三 3 春 嶽私」 記， 

正月 三日 德川義 宜家記  1 

〇| 春嶽 私記-一 云、 參 朝 之 儀 被 仰 出 候 付、 御 相談 被 爲在候 間、 御參 內掛ケ 御來邬 御座 候 様、 土、 豫兩老 侯へ 早乘 御お 

者 被 遣 之、 豫侯ハ 午後 御 出 有 之、 土侯 ハ御 持病 之 由 御 使ヲ以 テ御斷 -ー 付、 猶又御 直 書 ヲ以テ 至急 之 御 困難 栴澤殿 ハ 追 付 御 

お， 豫侯 ハ 巳 一一 御 入来 有 之 候 間、 御 勉强御 枉駕之 赣被仰 遣處、 頓テ御 出 被 成 候 段、 御使转 一一 テ御 返答 有 之處、 又々 御 使^ ラ 


以 テ御參 内 被 成 候 間、 御 來邸ハ 無 之 段 被 仰 越、 象 一 一郎 被 仰 遣處、 參 朝 -1 付、 御用 濟 次第 可 i 能 出 in 、神 山 左 多 衞參上 シ、， 辻 

將 曹モ罷 出、 種々 御 談有之 候 得 共、 緊要 之栴澤 殿、 漸夕七 時 頃參邸 二 付、 早速 御 評 席 へ 御 加へ、 公 ヨリ 、伏 水 之 形勢 危急 切^ 

之 趣 -ー 候 間、 早 々 坂 兵鎭撫 引取 方 取 計 之 義御申 談候處 、梅 澤殿被 串 上 候 ハ 、伏 水之條 ハ 、坂 地 ョ リ嚴敷 御 下知 有 之 事 候^ 尸 , 

诀テ 兵端 一一 ハ及ヒ 申 閒敷 トノ亊 一一 付、 公、 又 被 仰 聞候ハ 、事 之 爲體、 中々 不 容易 運ヒ 一一 御 聞 及 被 成 候 得ハ、 坂丘ハ ヨリ^々 一 、 

鱟發 二 テ モ 致 候 様 之^  -ー  相 成 候 テ 〈 、御 名義 -ー 於 テ 内府 公 モ 御 濟不被 成 候 間 、何ト 力 盡カ之 方便 モ 有-マ， 一問 敷鳅 ト 、 0 ク 御 

說得 被爲在 候處、 御 答 被. &候ハ 、凡ソ 名義 ハ旣 注-一 於 テ相立 候 事 二 テ、 畢竟、 内 府公御 入京、 奸賊ヲ 御 安 除 ト相成 候^ ハ、 名 

籙ハ自 ラ相立 候 道 现候得 共、 卽今 之如ク ー奸黨 アツ テ、 外 一一 名義 之 立へ キ 所謂 無 之 候 問、 何分；： 十々、^: 府公 御上 京 二扣 

成 候 様、 御 配慮 可 被 成 下、 已 -ー 脔藩水 戶表之 事 一一 テ モ經歴 之手覺 ヱ 有 之、 イット テモ 正 議之黨 ハ 名義 一一 拘候 故、 機-一 後レ、 

奸 黨之爲 一一 被 壓倒候 ハ 毎 々 之 事 候 得 、ノ  、鬼 角機變 一一 應 シ 、大勢 ヲ會得 候專要 一一 テ 、名義 ハ跡 ヨリ 如 ：！： 找 ト モ W 立 候 杯、 座 上 

之 議論 迂濶 不通 之 有様 故、 將曹初 侍 坐 之 十 之丞、 鹿 之 介 等 迄堪ェ 兼ネ、 種々 嚴敷及 論 談候得 共、 畤 ヲ移シ テ更 一一 落^ 一一  モ扣 

成 兼ネ、 暮近ク 相 成 候處、 伏 見 一一 當リ 出火 之 注進 有 之、 公 -1 モ事已 二 去 レリ ト御 大息、 一 同モ 驚歎 之處、 构澤獨 リ頑然 トシ 

テ、 兵火 二 ハ 有 之 間 敷、 必定 尋常 之 火事 ナ ル ヘシ ト 强辨セ ル故、 公、 三階 -I 御 登リ御 遠望 之. 處、 伏 水 邊炎煙 衝天、 砲聲響 動、 

兵燹 -ー 相 诀處、 栴澤 ハ 茫乎 漠然、 呆癡之 如 キ爲體 故、 最早 御 相談 之 所詮 モ無之 時 態 ト相成 -ー 付、 公 ハ 暮 時頃ョ リ御參 朝 二 

付、 澤始 モ怏々 トシ テ 退出 ナリ 、豫老 候 ハ 七 半時 頃、 御 相談 之 御席ョ リ御參 朝 ナサ レ タリ。 

〇 

各 通 薩  州 

長  州 

土  州 

坂 兵 出張 不 容易 趣、 追々 言上 -ー 付、 猶又伏 水 表 防禦 筋、 精々 盡カ可 有 之、 尤 せ々 人數相 加、 嚴重 備可 致、 被 仰 出 攸^。 

復せ記 卷 十五 明治 元年 H4H^  一一  u  Hl;=l 


復古 記 卷 十五 明治 元年 正月  一一 一： M  四  一- F 

正 月 

追テ、 長、 土、 藝へモ 同様、 被 仰 出 候 事。 5 津 I？ 義日家 I 

〇 追 書、 藩 名 互 一一 用フ。 

〇 

各： 血 薩  付 

長  州 

土  州 

別紙 上ノ 尾、 越 達 之 通、 尾、 越兩藩 へ 被 仰 出 候 -ー 付テハ 、坂 兵 可 引取 候 得 共、 萬 一 押 テ發京 14俱 申立 候モ難 計、 其 節 ハ ほ 便 

^妾 ハ 乍^ il 、下！！ *± 時^  二 至 リ候ハ 、 、別紙 1： 趣 怠 之 次第 ヲ以テ 、處置 可 有 之 候 事。 

正 E 三日 

仉、 長、 土、 藝 等へ モ被 仰 出 候閒、 尙申合 處置可 有 之 候 事。 lf^??^g 

〇 伹書、 藩 名 互 二 川フ。 

〇  . 

藝  仲 

兼テ被 仰 付 置 候 伏 ^ 表 巡邏 之 儀、 此節 人數京 著-一 付、 彌可相 勤 哉 伺 之 趣 被 聞 &候、 然ル處 、別紙 之 通、 尾， 越へ 御沙汰 

候 昨今 之 形勢 -ー 付、 速 二 伏^ 表 へ 人數差 出、 緩急 盡カ可 有 之 御沙汰 候 事。 

正 K 三日 

S 、&、 土、 薩へ モ被 仰 付 置 候 間、 猶申合 奉公 可 有 之 事。 11^ 


佐 土  原 

追々 切迫 之 形勢 -ー 押 移、 東 兵 上京 之 風聞 モ有之 候 付、 爲御 警衞， 先 大津驛 へ 出張 可 有 之、 但、 ^川. s: 府 へ 御沙汰 之 次第 モ 

有 之 二 付、 猥鑤暴 之 僙ハ有 之 間 敷 候 得 共、 猶精々 穩便掛 合、 其 旨 趣 可 有 言上、 乍然、 若押テ 上京 亂暴等 1\ー 儀 有 之候ハ 、 、其 節 

ハ不得 止 之 儀、 可爲 朝敵-一 付、 速-一可 致 其處置 御沙汰 之 事。 

伹彥 根、 平戶、 大洲 同様 被 仰 付 候 間、 尙申合 處置可 致 候 事。 

E  g 大村純 照 家 記 

J  g 井伊 直 憲家記 

〇 但書、 藩 名 互 -ー 用フ、 彥根藩 、ノ 文末 一一 、猶又 外 御 警衞モ 被 仰 付 置 候 儀、 苦勞 -ー 被 思 食 候 得 共、 東海道 方角 之 絛、 旁 以被 

命 候 儀 一一 付、 深 盡カ可 有 之 御沙汰 候 事 ノ 文、 平戶 ハ 尙又 市中 見廻 ハ 被 冤 候 事 ノ 文ァリ 、阿波 ハ 蜂 須賀茂 韶家記 之 ヲ 佚ス、 

伹 二月 二 至 リテ罷 冤ノ令 ァリ、 且柳原 前 光 輒誌木 月 五日 ノ條ニ  、大 津警衞 阿波、 彥根 云々 ノ文 ァリ、 佐 土^ ハ但寄 ナシ、 

故 ニ本條 但書 モ亦、 佐 土 原ノ字 ナシ、 平 戶ハ請 - 一因 テ守衞 ヲ冤シ 、舊 一一 依テ 市中 見廻 ノ 事-一服 ス。 

〇 

加 藤 遠 hd 守 

右市 中 巡邏 被 冤 候 事。 

〇 日晡、 阪兵、 盆 進テ鳥 羽、 伏 見 - 一迫 ル、 薩、 長 一 一藩 兵、 邀テ之 ヲ撃ッ 、是 一一 於テ、 京師 戒厳 ス、 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 ー11 日  四 二 五 


復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 111 日  四 二 六 

酉 牌 後、 令シ テ、 神事 ヲ解キ 、且 內命ヲ 宮中 一 I 傳 へ テ、 密 一 1 乘輿 ヲ遷ス ノ備ヲ 爲ス、 -又 德川慶 

勝、 松平慶 永、 伊達宗城 -ー 命 シ テ 、禁闕 ヲ守衞 シ 、水 戶藩兵 一一 泉 涌 寺 ヲ守リ 、宇 和 島、 高 鍋、 高 取 

三 藩ノ兵 一一 諸門ヲ 守リ、 池 田 政 禮ノ兵 一一 岡 藩 兵ト共 二 猿 カ辻ヲ 守リ、 井伊 直憲 一一 兵ヲ 率ヰテ 

急 一一 大津 一一 赴キ、 因幡 藩 兵 及 ヒ其支 藩 兵 一一 伏 見 二 赴キ、 毛 利 敬 親、 ！ ^や 鷲 尾隆聚 二 大阪ヲ 攻 

撃セ シメ、 錦旗 ヲ隆聚 一一 賜ヒ 、因幡、 備前ー 一藩 ヲ シ テ 征討 兵 ヲ備へ 、且備 前 藩 H 西 宮ヲ嚴 守シ、 

德川茂 承 一一 官軍 ヲ叫 合セ シム、 又 藤 堂 高猷、 稻葉正 邦ヲ諭 シテ、 方向 ヲ誤ル コ ト勿 ラシ 厶。 

〇 慶 明雜錄 -1 云、 七ッ 時分、 又々 歩兵 一 大隊 餘、 騎馬 三人 押來リ 候閒、 先鋒 迄應接 二 參リ、 何分 御沙汰 無 之 内 ハ 、御 通シ申 僙 

不相成 旨 朝 命 ヲ蒙リ 、相 固 メ罷在 候 二 付、 御 扣居被 成 候 様 申述候 所、 彼方 ョ リ 申出 一一 ハ、 此方 一一 モ前. 2： 府殿 上京 一一 付、 先鋒 

被 申 付、 朝 命 同様 ノ譯 二 付、 押 テ罷通 候 段、 頭 役 ヨリ 申 付 候 旨 申出 候、 左 候 得ハ 、何レ 無 是非 時宜 合 二 候 間、 此方 二 モ相當 

ノ會釋 可 致 旨 申 置 候 テ罷歸 、此上 ハ 無 致 方 一一 付、 號令發 砲 ス 。 

〇 凡ソ 戰陣ノ 事、 之 ヲ外記 一一 詳ュス ルヲ 以デ、 唯 其要ヲ 略叙 ス、 後 之 ニ效フ C 

〇 春嶽 私記 二 云、 宮中 戒嚴被 仰 出、 諸 藩 之 兵隊 禁闕之 內外ヲ 警衞シ 、玢 檯尤モ 甚シ。 

〇 有 栖川宫 家 記 二 云、 酉 半 刻、 御 神事 被爲 解。 

〇 宮中 へ 内達 

大政 御 復古 一一 付テ ハ、 深 被 廻 御 遠慮， 各藩 衆 ffir 一  點之 遺憾 ナ 力 ラ シ メ， 上下 戮カ、 偏 一一 御國威 維持 可 被 爲遊御 趣意 一一 テ、 去 

月 九日 來、 尾 州、 越 前 等 へ 懇 -ー 御沙汰 之 趣モ有 之、 兩藩 -1 モ 出格盡 力、 追々 鎭定之 道 相 立、 追々 思 召 之 通 可 運 之 趣 言上 モ有 

之 候處、 從咋日 到 今曉、 坂 兵 追々 伏 見 表出 張、 其實 如何 難 計 候 得 共、 不容易 進退、 其 儘 難 被 差 置 次第 -ー 候、 乍 去、 尙又、 尾、 越 


兩藩 へ 被 仰 付 候 廉モ有 之、 此上盡 力 鎭定可 致 旨 言上 候閒、 旁平穩 -ー ハ 可 至 哉 二 候 得 共、 何分 前條 件々 怠 外 之 形勢 -ー 付、 御讪 

斷 不可 有 之 儀、 萬 一 之 節 ハ 當今彈 丸 戰爭之 情 態、 不被爲 得 止、 一 時弒岳 へ 御 遷座 之 思 召 -ー 候 間、 心得 迄 -ー 被 仰 渡 候、 

伹 緩急 其 期 一一 臨 ミ狼狠 無 之 様、 兼 テ覺悟 可 有 之 候 事。 

但、 卽今猥 不可 有 動搖候 事、 尙又 三番 所 非藏人 取次 以下 口 向 一 同 諸宫人 - 一至 リ、 各 半 ハ 供奉、 半 ハ 此 御所 可^ 留守 候 二 付、 

其番々 ニーブ 兼 テ可申 合 置 事。 赫 きな 彦ぼ 

〇 春嶽 私記 二 云、 伏 見、 鳥 羽 之兩路 共、 追 々 劇戰 一一 相 成 趣 相 聞 ェ 、火光 天 ヲ 照 シ 、砲聲 地 ヲ動ス 勢-一 付、 せ il 中大 一一 動搖 ラ 生シ、 

公卿 方 之 慌忙不 一 方 、 桂內 親王 モ 禁裡 へ 可 被 爲成段 々御 運ヒ -ーョ ッテ、 鳳輦 釵岳 へ 遷幸 可 被爲在 ト ノ 御 遜 一一 テ 、 其 節 

二 御 守衞、 尾、 越 へ 御意 モ有 之、 堂上 方縱撗 奔走、 御 支度 被 取 急、 巳 二 御 板 輿 モ庭上 へ 舁居 ェ、 心 之 外 成騷動 二 付、 公、 豫 

老侯ト 御談シ 、山 階宫 へ 決シ テ御 妄動 被 遊 間 敷、 表 ョ リ申上 無 之 内 パ 、遷幸 等 之 御 儀 ハ 勿 ii 、敏宮 之 御 動 座 モ無之 様 御切諫 

二 テ 、宫 ヨリ 公卿 達 へ モ被 仰 出、 御 鎮撫 有 之、 公 ハ 猶又、 岩 倉 殿 へ モ御鎭 靜之僙 被 仰談、 下院 ョ リ モ 申立 候 様、 八方 御^^ 

有 之 、巳-一 釵岳 遷幸 之 御沙汰 モ出ッ へ 力 リシ モ、 御 取消-一 ナサ レ タリ、 薩侯ハ 夜半-一 及 ヒ御參 內ァリ 、其 他 在京 小 諸侯、 

各 思 ヒ 思 ヒ 之戎装 一一 テ參趨 之 有様、 延 元以來 之大變 一一 テ 、恐 歎 驚愕 一一 不堪 時 態 一一 及ヒ タリ。 

〇 

尾 張大納 言 

越前大 藏大輔 

大政 復古-一 付テ ハ 、 御沙汰 之 趣モ有 之、 去月 來出 格盡カ 之 次第、 神妙 之 至-一 被 思 召 候、 然ル處 、今 曉來、 伏 見 表 之 事件 不 

容易 模様 -ー 押 移、 最早 萬不 得.^ 形勢 -ー 付、 此上 ハ 多年 勤 王 之 旨 趣、 彌勉勵 、禁闕 警衞可 有 之 旨 被 仰 出 候^。 

正 月 

追テ、 思 召 之 儀 モ有之 候 間、 若人 數 不足 候ハ、 、早々 國元 ヨリ 繰 出 候 様 御沙汰 候 事。 llrf- きお 

復 古記 卷 十五 明治 元年 正月 一 一一 日  四 二 七 
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〇 

宇 和 島少將 

咋今不 容易 形勢 -ー 押 移 候 二 付テ ハ 、多年 勤王 之 ほ 趣、 彌 勉勵、 禁闕警 衞可有 之 被 仰 出 候 事。 

E  g 伊達 宗 

5 月 德家記 

〇德 川 SF 武家 記 -ー 云 、滞京 ノ人數 、更 - 一泉 涌 寺 御 警衞被 仰 付。 

〇 伊達 宗德家 記 二 云、 公卿 門邊 人數少 -ー 付、 人 數差出 候 様 御沙汰 有 之。 

〇 高 鍋 藩 記 一一 云、 有 合 之 人數ヲ 以テ、 相應之 御用 奉 願 候處、 乾 御門 警衞へ 相 加 リ候様 被 仰 付。 

〇 桢村家 壺家記 -1 云、 於 伏 見 逡戰爭 ノ砌、 御所 御 唐門 前 へ 人数 差 出ス。 

〇 池 田 政禮家 記 -ー 云、 伏 見表不 容易 形勢 -ー 付 、人数 出 之 儀 奉伺 候處、 猿 力 辻 御 警衞、 中 川 修理 大夫 申談、 可 相 勤 旨 被 仰 付 候 _ 

〇 以上 五條、 皆 口 達 ナリ。 

〇 

井伊 掃 部 頭 

隨從ノ 人數召 連、 早々 大津驛 へ 出張、 盡カ可 有 之 御沙汰 候 事。 

二  井&官 一 

正 月 憲家記 

C 另^ 達 

此頃乍 病中、 別テ 大儀 二 思 食 候 得 共、 切迫 之 折 柄 -ー 付、 精々 き-力 可 致様ト ノ 御沙汰 一一 候。 S 

〇^ 彥根藩 申請書 

東 兵 上京 之 風聞 モ有之 候 ，ー 付、 爲 警衞、 大津驛 へ 出張 可 仕 候 様、 御 書付 ヲ以テ 被 仰 渡奉畏 候、 然 ル處、 是迄 石藥師 御門 鉀 

警衞、 且此頃 四 ッ 塚 關門御 警衞被 仰 付 置、 相 當人數 モ 差 出 候、 右三 方 へ 分隊 仕候テ ハ 、 切迫 之 折 柄、 御 警衞向 行 屆不申 候 


テ ハ 恐 人候儳 -ー 付、 右 之 內四 ッ 塚 關門之 儀 ハ 、方角 手 遠 -ー モ 御 坐 候 間、 右 御警衞 ハ 御 冤 被 仰 付 候 様 仕度、 此^^ 願^、  W 

上 o 

正月 三日  井伊 掃 部 頭 

井 家 記 

〇 直 憲家記 -ー 云、 四ッ塚 警衞之 儀、 卽 今混雜 中、 何 レ へ 可 被 仰 付 目的 モ無之 -1 付、 是迄 之人數 -ー テ三家 巾 八"、 相 勤候樣 

被 仰 出 候。 

〇 

荒 尾 駿河 

木 藩 家老 始メ 人數上 著、 竝 一一 松 平相模 守、 松 平 修理 等 追々 登 京、 王事 -1 勤勞 之^ 殽 感不少 候、 然 ル處、 昨今 ノ 形勢 以ノ 

外ノ 次第、 遂 -ー 伏 水 表戰爭 -1 及 候、 隨テ ハ 薩 、長、 土、 藝、 防禦 盡術之 儀 -ー テ ハ 候 得 共、 在京 之 人數、 伏 水 表出 張、 右 四 藩戮カ 

警備 可 有 之 旨 被 仰 出 候 事 ひ 

正月 三日 

但、 別紙 t^lfs^ 早々 木 藩へ 可 有 通達、 是亦 御沙汰 候 事。 謹 

〇 

松 平相税 守 

松 平 修理 

仁！？^!々、 IFt て 。上 著 以下 十四 字、 池田德 

ネ藩 云々 同上 タ及ヒ 但書 ナシ、 定家記 

〇 毛 利 敬 親 へ 達 書 

德川 軍兵 伏 見 表 -ー 出張、 反逆 之 色顯然 -ー 付、 追討 官軍 可 被 差 向 -ー 付、 宰相 父子 \ー 中、 大共 引率、 急速 發途、 華 城 襲撃 可 有之栊 

復 古 記 卷 十五 明治 元年 正月 三日  四 一： 九 


復古 記 卷 十五 叨治 元年 正月 一一！ H  四 一一 一 〇 

御沙汰 候 事。 | 鮮 

〇 

鷲 尾侍從 

兼テ 御沙汰 之 趣モ有 1\ー 候處、 坂 兵 伏： ^表出 張、 叛逆 之 色 顯然、 不^^ 之^ 態 -ー 付、 高野山 屯 集、 同心 戮カ、 速 一一 華城テ 

^^汰 ^事。 

正月  •  — 

追テ 別紙 ^ス 云、 之 通、 紀^ 屮納首 へ 被 仰 出 候 ほ、 fs. 合、^ 力 勉勵可 有 奉公 候 事。 

〇s 張槪略 二 又 云、 齋原治 一 郞、 京師 ヨリ 晝夜 兼行 ヲ以テ 著陣、 背 上 二 錦 御 旗、 竝ニ 勅書 ヲ負ヒ 來ル。 

〇 

因 

大政 御 復古 -ー 付テ ハ 、深 思 召 之 趣 モ被爲 在、 各藩 彼是 盡カ 鎭定之 次第 モ有之 候處、 不計モ 坂 兵 伏 水 表出 張、 開 共 端、 叛逆 

之 色 顯然- 一 付、 追討 ノ兵被 差 向 候 間、 各 用意 王事 二 勤 勞可致 被 仰 出 候 間、 偏-一 盡カ可 有 之 候 旨 御沙汰 之 事。 

正月 三日 讓 

〇 . 

大政 云々、 同上 文。 

^以、 西 宮之儀 咽喉 之 地 一一 付、 兼テ被 仰 付 置候傣 二 テ ハ 候 得 共、 今 Ml  -ー  至 リ彌以 御大 切 之 御 場所 -ー 付、 尙又^ 力. f" 衞^ 

有之 御沙汰 之 事。 醒 

〇 章 攻家記 二 又 云、 ra: 日、 西 四 辻 大夫ョ リ西ノ .K 御 警衞、 長 州 申 合、 早々 人 數指出 、厳重 二 可 相 守 旨 御沙汰 候 事。 


〇 . 

紀 伊中 納 言 

兼 テ鎭靜 御沙汰 之 趣 モ候處 * 坂 兵 伏 見 表出 張、 叛逆 之 色 顯然- 一 付、 宵 軍 相 募 同心 戮カ、 王事- 1 勤 勞可致 御沙汰 候 事。 

正 月 

追テ、 別紙；^ 達 ス汰、 云 之 通、 高野山 屯所 之 $-1 御沙汰 候閒、 心得 ノ爲メ 中 達 候 事。 51  山 茂お ま P 

〇 

藤 堂 和 泉 守 

深 思 食 之 旨 モ有之 候閒、 不失 方向、 宜敷 王事-一可 勉勵被 仰 下 候 事。 

正 月 三 日 

伹、 昨今 之 形勢、 下 立賫門 警衞之 儀、 彌 厳重 二 警備 可 有 之 被 仰 下 候 事。 i§s 

〇 

稻薬美 濃 守 

正議之 心得 方、 兼々 神妙 一一 被 思 召、 猶此 上诀シ テ 心得 違 無 之 様 御沙汰 候 事。 

正月 三 B 襲 1 

〇 夜半、 議定 嘉彰 親王 ヲ以テ 、軍事 總裁ヲ 蒹ネ、 議定 伊達宗城、 參與 東久世 通^、，： a 丸光德 -ー 軍 

事參謀 ヲ蒹ネ シム、 又參與 橋本實 梁、 參與 助役 柳 原 前光ヲ シテ 大津ロ  ノ兵ヲ 督シ、 參舆西 園 寺 

公望 ヲ シ テ 丹 波 口  ノ 兵ヲ 督セ シム。 

軍事 總裁被 仰 付。 MP 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 一一 一口  一一 二 
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〇 本條、 蓋シ 御前 親 命ナル へ シ、 參謀 以下 モ亦宣 示 ナシ、 春嶽 私記 二 云、 此夜、 仁 和 寺宮へ 軍事 總裁ヲ 被 命、 東久世 少將、 

烏 丸 侍從、 參謀被 仰 下、 伊達 宗德家 記 -ー 云、 宗城於 禁中 軍事 參諜被 仰 付、 實粱家 記 二  、 總裁宮 ロ達ト 記ス、 前 光輒誌 -ー 云、 

大津ロ 東 兵 壟來難 計、 依是、 實粱 朝臣、 余 等 發向可 指揮 内命、 公望 卿 丹 波 ロ發向 内定 ト。 

仁 和 寺宮へ 軍事 總裁被 仰 出 候-一 付、 御守衞 兵士 奉 御指馎 進退 可 致 事。 • 津 家 | 

〇 德川慶 勝、 松平慶 永、 調停 至 ラサル ヲ以テ 、其 職 ヲ解カ ント 請フ。 

お 華 鎭撫之 儀 -ー 付、 追々 蒙 朝 命、 焦心 苦慮 努力 仕 候處、 遲緩 一一 及ヒ、 其 內江門 之 事件 ヨリ 一 曆之激 盛 ヲ增シ 、 竟 -ー 今日 二 

至 疾^、 奉對 朝廷 恐懼 之至リ 二 奉存 候、 付テ ハ 徒 一一 污高宫 居候 睃命之 罪、 御 譴責 被 下 置、 議定 職 御 兗竝宫 爵ヲ モ 御 削 相 

成， 如何様 -ー モ確當 之 御 處置有 之 候 様、 謹テ奉 伏罪 候、 萬 死 多咎. 誠恐頓 首。 

正 3  尾 張大納 言 上 

德川義 宜家記 

〇 

只今、 伏 見 表 及 兵 爭候趣 承 候、 兼テ 私共 へ 盡カ之 儀 被 仰 付 置 候處、 無 其詮、 今日 之 場合 二 至 候 儀、 全 盡カ不 行 届故ト 重々 

奉 恐 入 候、 此上 ハ 早速、 御 役 御免被 成 下 候 様 奉 歎願 候、 然 ル上ハ 、如何様 之 御 譴責 被 仰 付 候 共、 謹テ奉 甘受 候。 

正.：：  越 前 宰相 

春嶽 私記 

〇1. 春嶽 私記-一 云、 尾 侯 御名 代 成 瀨隼人 正 ヲ以、 御 同様 被 仰 立、 土、 豫、 藝之三 侯 モ兼テ 議定 之 御 職掌 被 蒙 候 事 候 得ハ、 

御不肯 ナカ ラ 如何様 -ー モ 御 盡カ可 被 成 ハ 勿論 候 得 共、 是迄從 朝廷 追々 之 被 仰 出 等 一 切 御沙汰 無 之、 今 H 之 事件 一一 相 成 

t テモ、 御 同然-一 候 ハ全ク 御 不才 御 不堪 故、 御談ニ モ不被 加 御 儀ト御 推量 被 成、 朝廷 之 御爲ニ モ 不被爲 成 候得ハ 、今 U ョ 


リ御 職掌 被 冤 候 様、 御 一 同 御 嚴達有 之. m 、私 云、 右 之 御 次第 一一 ハ 有 之^^ 共、 追テ 議定 職 御 冤 御 願 之 俄、 不被 聞^;^ 被 

仰 出 之。 

〇 本願 寺 光威、 ？， 東 本願 寺 光勝、 門徒 ヲ率 ヰテ參 朝シ、 光勝、 金 I、 ヲ 獻ス、 光威-一命 シテ、 九 

門內外 巡邏 及 ヒ猿ケ 辻 警守ヲ 爲シム 、松 平賴聰 家臣 ノ京 一一 在 ルきモ 、亦 見 兵 ヲ以テ 事-一 從 ハ 

ント 請フ。 

本 願 寺 

累年 勤 王 之 志 徹底、 今日 之 急 二 當リ、 人 數隨從 神速 參 朝、 殊- 一別が 御沙汰 之趣モ 奉行、 旁 叙 感不少 、^乂 、賴被 思 

召 候 旨 被 仰 出 候 事。 

正月 三日 鉢 謂 

〇 

J  木 願 寺 

九 門- 2： 外 列装不 飾、 S 々巡邏、 且火 用心 以下 萬 事 取締 可 有 之 事、 

伹、 親王 家、 大臣 家 以下、 表 町 二通 シ候處 々表裏、 夫々 同上 取褅之 事。 

〇 木 願 寺 記 -1 云、 伏 見邊不 容易 大變ノ 趣 一一 付、 不取敢 人數召 連、 新 門 主參朝 候處， 右ノ 御沙汰 ヲ蒙リ 候 事、 又 云、 參與御 

口 達 一一 テ、 人數 飛鳥 井家 へ 可 相 詰、 猿ケ辻 御手 薄 一一 付、 同所 御 守 衞專可 致 旨 -ー テ、 g 月 八：：： 迄 相 勤、 別 一一 達^ ナ シ ト 、仉シ 

別事 御沙汰 云 々ハ考 フル 所 ナシ。 

〇 

柬木願 寺 

復古 記 卷十 w 明治 元年 正月 ー11 日  g=I=I 
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御沙汰 之 趣 、迅速 奉行、 韋兩默 上、 尙又 言上 之 件々、 神妙 之 至-一 被 I 候、 殊- 一人 I 連參 朝 之 次第、 旁 御感靑 御 

沙汰 候 事。 

,1  … T, 東 本願 

正 B 三 日 ^プ謂 

〇 五日 達 書  ， 

本 願 寺 

從來 精勤、 殊 -ー 舊 冬以來 度々 言上 之 趣、 叙 感御事 二 候、 然 ル處、 方今 形勢、 九重 御警衞 重大 之 御 事 -ー 付、 早々 門 末 以下 之 

兵 ヲ催シ 出仕、 尙此上 丹誠 之 忠勤 ラ可抽 由、 被 仰 下 候 事。 Si 

〇 木條、 達 書 ノ事之 ヲ本寺 一一 賴ス 一一 、飛鳥 井、 猿ケ辻 警衞ノ 命、 口 達 二 出テ、 門徒 一一 示ス へ キ モ ノナキ ヲ以テ 、更 一一 此達書 

ァリト 云。 

靈 御法會 二 付、 般舟藝 漏 被 仰 付 候 人數、 乍少々 未 タ御當 地 -ー 罷在 候處、 今夕 伏 冗 方角 出火 二 mis 

1^ ハ 、 、被 ra: 付 被 下 候 様 舉願上 候、 此段申 上 候。 

松 平讃岐 守內 

北 原 直 左衞門 

正 月 

^松 藩 記 

〇 是 日、 慶喜、 書ヲ 大阪 在留 各國 公使 二 致シ、 藤 摩 藩ト交 兵ノ由 ヲ 陳シ、 其 民人 ヲ シ テ 條約ヲ 

確守 セ シメ、 軍艦 兵器 ヲ 私賣 シ、 及ヒ 未開 港 場 一一 至ルヲ 禁ス。 

以^ 狀致ま 上 候、 松 平 修理 大夫 家来 共、 國^: 之變革 一一 乘シ、 奸 兇之擧 一一 及 候 一一 付、 夫 々鎮定 方 處置可 及ト存 候、 就テ ハ 兼テ 


條約中 揭載セ ル通 之禁ヲ 犯シ、 貿易 ヲナシ 、軍器 兵 艦 等、 都テ 日本 攻府之 外、 他人 一一 不可 賣渡、 且開 港攥之 外、 船ヲ^ ルヲ許 

サス等 之 諸ケ條 ヲ嚴重 二 相 守 候 様、 其國 臣民 へ 御 布告 有 之 候 樣致シ 度、 右 等 之 ケ條、 無事 之 日 一一 ァリ テハ 一 简 之約條 二  ^ 

得 共、 内 亂之時 二 當 リ候テ ハ 、最大 之 緊要 事 二 有 之、 故 二 前 之 場合 モ有 之、 怪過タ ル モ ノモ 原文^ 後ノ場 合 ユア リテハ 、萬國 

公法 上 ニ於テ 大ナル 違背 之 廉ト可 相 成 候、 貴^ 竝 御 同僚 御 一 同、 國内之 事 一一 付テハ 關係不 被 成 旨、 過日 我 大君 殿下 へ 御 

.3. 立 有 之 候 通、 貴國 人民 條約面 之趣ヲ 一 々相 守 候 様、 相 當之御 處置有 之度存 候、 兇徒 鎭定 方、 不得 i 時ハ カラ ffl ヒ、 お^ セ 

シ メ 候 儀 可 有 之 候、 且 海軍 諸 船 之 指揮官 等 之、 條約ヲ 破 ル船々 之 有無 ヲ嚴 敷檢查 ス ル様 下命 致 シ 置 候 問、 贵^  -ー  於 テ 、其^ 

之發ス ル 二 及テ、 正理 二 基キ、 貴國之 仕來ヲ 以テ、 同意 御 處置有 之 候 様致シ 度、 右松 平 修理 大夫 ニ屬セ ル諸船 軍艦 商 舶之無 

差別、 見掛 次第 柿 押、 萬 一 强テ 防禦 二 及 候節ハ 、力 ヲ用ュ ル樣旣 二 下命-一 及 ヘリ、 若 右 船中、 外 國人乘 合 居候 節ハ 、勉メ テ危 

難 二 逢 サル様 取扱 ヒ、 其 上 一一 テ其國 官吏へ 引渡 ス へ シ、 若 叉 力 ヲ用ュ ル節ハ 、氣 之 毒 ナカラ 其 昔之不 了簡 ヨリ 出シ 事故、 多 

分ハ 命ヲ危 フス ル事可 有 之、 貴國 軍艦 之 指揮 ion 等へ ハ、 其 船々 之 近傍 一 一 於テ、 大君 政府 之 船 ト賊船 ト放發 之 事-一至 リ候 

儀 有 之候ト モ 、诀シ テ其場 へ 立 障 ル事無 之 様、 御 處置被 成 候 儀 ハ素 ヨリ 疑ヲ容 レサ ル處ニ 候、 右 大君 殿下 之 命 一一 依テ、 此 

段 可 得 御意、 如斯 -ー 御座 候、 以上。 

正月 三日  松 

板 

スルハ ルリ—、 ヱス、 パ 1 クスケ シビ 閣下 

, 言 

〇^： 務省記 一一 云、 舊 幕府 ノ 書翰、 皆各國 公使館 一一 ァリ、 各 同文 言 ナリ、 故 二 餘 ハ之ヲ 略ス。 

〇 四日 米 孛ニ國 公使 書柬 

日本- 1 ァ ル 合衆國 使臣 館 

復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 =1 日  四 一 一一 五 


平 豐 0 守 

倉^ 賀守 

井 雅樂頭 


復 古 記 卷 十五 明治 元年 正月 三日  K 一一 一六 

千 八 百 六十 八 年 第 一月 二十 八日、 於 太 坂、 

酒 井雅樂 頭 

板 倉 伊賀 守 閣下 

松 平豐前 守 

余、 今 昨夜 之 貴翰 ヲ 落手 セリ、 書中 合衆國 人民 一一 オイ テハ、 執 中 之 法ヲ守 ル へ キ爲メ 、緊要 之處 置ヲ爲 ン事ヲ 余 二 乞 へ -ノ 

余、 我國民 二 掲示 シ、 之 一一 隨ハ シムル 事 ヲ正理 ナリト 诀シ、 ソノ請 書面 ヲ正 シクセ ン ニハ、 余 二次 條ヲ 報告 ァ ラン 事 ナ 

日本 政府 ハ、 今 誰ヲ敲 トシ テ戰 ヲナセ ル歟、 政府 二 抗敲ス ル モノ ハ松平 修理 大夫 一 人ナ ル赖、 

或ハ 、其會 約 同盟 之荇ァ ル歟、 

且ッ 日本 政莳、 我國 民、 竝 一 一條 約 一一 於テ、 彼等 一一 許セ ル瑰ヲ 保護 セ ント ノ意衷 企望ァ ル 而巳ナ ラス、 之ヲ 事實- 一行 フ へ キ旨 

ヲ 「事實 二 於 テ果シ テ然ラ ハ 」f  、余、 我國人 二 告示 サ ン ト诀定 セリ、 

余、 &成ハ 明 曰 、江戸へ 向 ケ發行 セン 事 ヲ望ム 一一 ヨリ、 閣下 コノ條 一一 付、 今 H 中二 余 一一 報告 セラ ル ヘシ ^具 謹 雷。 

日本 在留 合 衆國ミ ニス トル、 レシ デ ン ト 、 

アルビ ゥ ワン、 ファルケ ン ボルク 

外務省 記 

〇  .： 

御書狀 致披： S 、然 ハ當 今、 我 國内變 有 之、 不得 止、 兵力 ヲ用ヒ 候 場合 一一 至リ候 一一 付、 贵國 人民-一 於テ、 總テ關 係不被 致攸樣 

贵換ョ リ御 布告 有 之 度 段 御糗申 候處、 賊徒 之 名前 ヲ委敷 御 承知 被 成 度 旨、 云々、 御中 越 之 趣 委細 承知 致 シ^ 時 今 我 政府 

ユ^テ 討伐 ヲ加 へ 候 不臣 ノ モ ノ ハ 、全 ク松平 修理 大失 一 藩而已 二 有 之 候， 乍 併、 若 以後 同藩 一一 黨與 致シ. 候 者 有 之 候節ノ 共 


ニ誅戮 イタ シ候積 二 付、 其節ハ 名前 等 委敷可 申 進 候 、ぶ 右 徒黨之 者、 何處 へ 潜伏 致シ、 非 謀ヲ巧 候哉モ 難計矣 問， 條 約外國 

人ヲ 保護 致シ候 方法 ハ、 夫々 嚴重 手配 致 シ置候 間、 其 段 ハ御安 意 有 之 候様存 候、 全鎭 靜致シ 候迄ハ 、可成 丈 遠 行 等 t 之 様 S- 

心 附賴入 候、 右 御 報 可 得 御意 如斯 御座 候， 以上。 

正 S 四日  板 倉 周 防 守 花押 

酒 井雅樂 頭 花押 

米國 公使 閣下 餅^ 

〇 

千 八 百 六十 八 年 第 一 月 一 一十 八日、 於大 坂、 

大 坂- 1 アル 外國 事務 執政 閣下、  . 

余 謹テ、 慶應四 年 第 一 月 三日 附之 貴翰 ヲ 落手 セリ、 書中 日本 政府 ト薩摩 侯 ト戰爭 中、 普魯社 臣民 之 可 相 守 行狀ヲ 云へ リ、 余、 

コ ノ答ト シテ、 今日 余 ヨリ 橫濱、 大坂、 長 崎、 箱 館、 g 上海 在留 之 普 魯社コ ン シュル へ 宛 差遣 シ、 布告 號令セ シ メタ ル霄面 之 

譯文 ヲ尊覽 一一 呈ス。 

布告 

日本 外國 事務 執 攻ョ， リ、 余へ 報告 セ ル趣 一一 テ ハ、 日本 政府 ト薩摩 侯 トノ閒 一一 戰爭 ヲ始メ タリ、 就テハ 普魯社 臣民 注 怠 シテ、 

普 魯社ト 日本 ト之條 約 中 之 明文 ヲ相 守ル へ シ、 其 取 極 二 テ ハ 、不 開港 場ラ 尋訪シ 商賫ヲ ナス 事、 及ヒ 日本 政府 之 外餘人 へ 、 

軍器 軍艦 ヲ賫ル 事ヲ禁 セリ、 且薩摩 侯-一 屬セ ル 船中へ 止 ル事テ 禁ス、 犯 スト キハ、 右 之 船ト： n 木 政府 之 軍艦 ト戰爭 -1 至レ 

ル 時 一一 當リ 、最 モ 可 恐 危難 - 一遇 フ ヘシ 、拜具 謹言。 

普 魯社國 シャ ルゼダ ッフヱ —ル、 

復 古 記 卷 十五 明治 元年 正月 ー11 日  四 一 一 一七 


復古 記 卷 十五 明治 元年 正月 三日  P  一一  ノ 

フォン フラン ト 手記 

.  外務省 記 

〇 外務省 記 二 云、 合 衆國ハ 前 條ノ注 復ノミ 二 シ テ、 禁令 布告 報知 ノ記錄 ナシ、 普 魯瓧ノ 布告 アル ヲ以 テ考フ レハ、 各國ー 

同 布告 セシ ニヤ、 別 ニ記錄 ノ據ル へ キ ナシ。 

〇 昨夜、 舊 慕府ノ 軍艦、 薩艦 ヲ神戶 海及ヒ 土佐洋 二 砲 射ス、 是夜慕 兵、 又 其大阪 藩邸 ヲ襲ハ ン 

トス、 藩 人、 邸 ヲ焚テ 遁ル。 

〇 慶明 雜錄 二 云、 今 二 曰、 平 S 大坂 出帆 イタ シ、 神戶 沖へ 曰 入 時分 通 船 イタ シ掛 候處、 幕 艦 一 一艘、 前後 ヲ囘轉 イタ シ、 様子 

如何 ィ フカ シ ク見受 候 内、 平 蓮 丸 二 ハ 、始、 和 田 岬 へ 參掛候 折 柄、 幕 艦 囘陽丸 ヨリ 一 發砲發 イタ シ候處 、其 玉 的中 不致、 再 一 

發ヲ發 候處、 士官 室 打 貫、 此方 ョ リ ハ 全ク 放發不 致、 直 一一 後退 ヲ掛、 囘陽丸 方 へ 爲進 候處、 最早 日沒候 時分 -1 テ、 夫 形 放發ヲ 

上唉由 二 テ、 夫 ヨリ 當港 へ 入碇 イタ シ、 五ッ 時分 申出 候 折 柄、 英國 岡士代 ダウダ、 並 日本語 通 辨人ゥ ヱ ー ルト ソン 夕方 ョ 

リ參 g 宾、 W 白山 始承リ 申立 候 趣 二 テ ハ 、開港 地港內 一一 テ 放發ィ タ シ候儀 ハ 、甚以 不條理 、萬國 之 公法 一一 相 掛無之 儀 一一 候條 

若シ 明日 一一 テモ 放發 イタ シ候ハ 、、必 ス港 ウー テハ 不可 應、 白旗 ヲ立テ 幕 鑑へ乘 付， 何 一一 故へ 港 內 一一 於 テ放發 イタ シ候苛 

兵仗 ヲ可 主筋 ァラ ハ 、港外 二 於 テ可戰 ト云ヒ 可 置、 其 上不相 變放發 イタ シ候ハ ゝ 、各國 軍艦 之. M 何レュ テモ差 越、 云々 之 次 

第 申 閬候樣 可致ト ノ事 ニテ、 カナ ラス 港內 等ニテ 暴發ィ タスへ カラス トノ事 一一 有 之 候 、拙茕 二 モ翔屬 丸、 一 左右 モ有 之、 眼 

前 放 發ヲ受 候 段 承 屆候儀 一一 付、 片時 モ默. ^罷在 難 忍 候 得 共、 當港 五艘 程碇舶 イタ シ 居候 折 柄、 無謀 二 兵端 ヲ相 開候テ ノ  M 

薩、慕私 之兵 亂ヲ開 纏 一一 テ、 當節柄 名義 モ難相 立 候せ、 斯 迄彼ョ リ暴發 手 ヲ出候 共、 御 地 議事 院-ー ォきァ 公論 ヲ f  、堂 

堂 タル 朝廷 ノ命ヲ 奉シ、 其 罪 ヲ正候 テモ遲 キト 申 場合 ハ有 之閒 敷、 前後 深ク 勘考 二 オヨ ヒ候儀 モ有之 候、 白山 及ヒ ダウ 

ダ杯之 申出 1- 一 モ 人心 參リ兼 候 付、 明日 之 時機 次第、 臨機 應變之 所 置 イタ シ度、 此段 早々 及 御 掛合候 一一 付、 此方 之 動 靜ニ不 


關御盡 力 可 給、 此 段御掛 合. S. 越 候、 以上。 

审 耔 开剖 

島津 伊勢 4 

岩 下 佐 次 右 衞門夂 

〇 又 云， 三日， 使節；^^ 脚 ま 差 立、 砲發 之 次第 尋問 二 及 候處、 船 將植本 和 泉 守出會 二 テ 返答 -ー ハ 、於 江 戶戰爭 二 及 候 付、 

最早 敵 國之船 故、 此兵庫 港 不通 様 二 砲發ィ タ シ 候 由 ナリ， 四日、 春 曰 丸 IT 翔 鳳 丸、 平 運 丸、 一 緒 一一 出帆、 l、s ミ決シ テ彼 

ヨリ 砲 發致ス へ シ、 左候ハ 、此方 ヨリ モ望 所、 四方 二 眼 ヲ配リ 居候 得 共、 未明 之 寧 ニテ 、五艘 之 軍艦 一 モ 不相见 得 故、 宰ヒ 二 

平 蓮 丸 ハ四國 外 ヲ乘行 候處、 阿波 沖 一一 テ德川 軍艦 ト相 見得、 遙跡 一一 煙 見ュ、 仍テ翔 鳳 丸 ハ病船 故、 土 佐ヲサ シテ乘 行、 卷 U 

丸 ハ洋中 ニヮサ トウ D ゥ：： トシ テ翔 鳳丸ラ 見送 リ、 最早 懸念 ナシ ト诀 著、 追々 彼モ 近^ 候 付、 船ヲ留 候處、 彼モ 又船ヲ 留ル、 

雙方 旗印 無 之 故ナラ ン ト、 御 紋付差 揚候處 、直-一 彼ョ リ 砲發、 此方 ョ リモ拾 八 發、. 2： ー發ハ 見事 -1 打 込 候 ト兒ュ 、彼 ヨリ ハ 

一 一十 五發、 一 モ不當 、夜 二 入雙方 引取 ナリ、 翔 鳳丸ハ 無難 ナ ル へ シ、 平 運 丸 ハ其行 所 ヲタシ 力 一一 不知 ナリ。 

〇 外務省 記 川 勝 近 江 守、 石 川 河内 守、 書柬 -ー 云、 且今 四日 曉、 當地 龄、 薩州藏 屋敷 へ 陸 軍隊 -ー テ取 園、 一 个所 ハ 燒失、 一 个所 

尸 乘取 候處、 米 砂糖 等 夥敷貯 畜有之 候 由、 兵 庫 表 一一 於テ 尸 昨日、 藏州 蒸氣船 一 艘、 閒陽艦 ヨリ 砲 發打沈 メ候趣 - 一有 之、 尤ぉ 

n: レ モ耽ト イタ シ候儀 相 分 ラス、 尙追々 模様 可 申 進 候得ト モ、 不取敢 此段申 進 候。 

〇 春嶽 私記 一一 云、 雪 江、 大坂、 中島 邸へ 著 船 ノ處、 咋夜ョ リ薩邸 火攻ノ 聞ュ有 之、 嚴重ノ 御手 配 -1 テ、 彼方 角 殊之外 騷ケ敷 杯 

物語 罷在 候. 2:、 忽然 トシ テ 地雷 一 一 發ス、 是必ス 薩邸ナ ル へ シト 樓上ョ リ望ム 一一、 果シテ 薩邸ニ 當リ 失火 セリ、 後-一 聞ク ュ踡 

邸ー！ テハ 勢ヒ遁 レ難キ ラ知リ 、昨日 来、 老幼 ヲ爲立 退、 諸具ヲ 他所 へ 搬ヒタ ル後、 火藥ヲ 以テ自 燒セリ トソ。 

復 古 記 卷 十五 終 
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校 勘 

一 等 編修 官 E 
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校  錄 

六 等 掌 記 臣 

繕 寫 
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二等 繕寫 E 


長 松 

長 

四屋恒 

署 I 廣 

小川 長 

小 き 


春 和 孝 之^ 幹 


復古 記 卷土ハ 

明治 元年 戊辰 正月 四日 ニ起リ 六日 ニ至ル 

〇 正月 

四日、 軍事 總裁 嘉彰 親王 ヲ拜シ テ 、征討 大 將軍ト 爲シ、 f  錦旗 節 刀 ヲ賜ヒ 、 參與 四條降 Ml、 

參與 助役 五條 爲榮ヲ 以テ、 錦旗 奉行 ト爲 シ、 li ハ^ 婦 f: 薩、 藝、 長 三 藩兵ヲ シテ之 ニ從 ハシム、 

參謀 伊達宗城、 征討 ノ事、 宜ク 列藩 ノ 公議 ヲ 盡ス へキ ヲ論ス 、淺野 茂勳、 山 內^^ モ 亦、 共議ヲ 

助ク、 廷 議省セ ス 、午後、 大將軍 出 テ東寺 一一 次ス 、宗 城從 ハ ス 、大將 軍、 矢 守 平 好、 巾 

之 舜、^ §S  、高 崎 正風 鼓 8^ ヲ以テ 、下 參謀ト 爲ス。 

K 應四年 正月 四日 宣 

一 一品 嘉彰 親王 

補 征討 大將軍 

職 事 俊 政 

〇 東 伏 見 宮家 記-一 云、 於 八景 間、 賜 征討 將軍宣 旨、 於 御 休 所 錦旗 御 頂戴、 於 御 舉問所 賜 節 刀、 又 云、 柬寺迄 出 之 様 朝命ノ 所、 

^今 戰爭之 意 ハ 薩 、長雨 藩 而已、 其 他 諸 藩 ハ 其 意 無 之、 若 唯薩、 長 二 御 依 賴被爲 在候テ パ 、朝議 一 -ー 硗 、長ノ g 趣 -ー 出攸栊 二 

相 成、 寳 二 歎息 之 至、 何卒 被爲從 諸 藩 之 議論 ノ上、 公平 至當之 御所 置 ノ様ト 宇 和 島 侯 被 及！ K 上、 且土、 藝ー 一 侯 同 議論 -1 候 へ 
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復 古 記 卷 十六 明治 元年 正月 四日  四 四 二 

トモ、 尙モ東 寺 迄 出馬 之 様、 再三 勑命ァ リ、 又 云-矢 守對馬 守、 中 沼 エー 一、 高碚左 京、 下 參謀被 仰 付。 

〇 四 條隆謌 履歴書 -ー 云、 總督宮 大阪御 出陣 二 付、 錦旗 奉行 被 仰 付。 

〇 五條 爲榮 履歴書 二 云、 征討 將軍 嘉彰 親王 出陣 一一 付、 錦旗 奉行 被 仰 付 候 事。 

〇 

各 通 薩  州 

長  州 

仁 和 寺宫、 爲 征討 將軍 御出陴 -ー 付 、人数 一 小隊 急々 指 出候樣 御沙汰 候 事。 

E 1 島津 忠義 家 記 

I  S 毛 利 元 德家記 

〇  I 

藝  州 

仁 和 寺宫、 爲 征討 將車御 出陣-一 付、 入數三 小隊 差 出候樣 御沙汰 候 事。 

E  cr  日 淺野 i 

I  8 匹 n 勳家記  、 

〇 案ス ル 二、 毛 利 元德家 記、 隨行ノ 達 書 ヲ載ス レ トモ、 現 二 丘 ハラ 出ス ノ事ヲ 記 セス、 東 伏 見 宮家 記 二  、廟 從ラ 略記 シテ、 亦 

長 藩 兵 ヲ載セ ス、 蓋シ見 兵 少キヲ 以テ、 之 ヲ辭セ シナル へ シ C 

〇 參與西 園 寺 公望 ヲ以テ 、山陰 道 鎭撫總 督ト爲 シ 、 ム I 點 薩、 長 一一 藩兵ヲ 以テ之 二 屬シ、 

木 直 ノ諸藩 一一 令シ テ、 其 指揮 ヲ 受ケ シ ム、 又 丹 波 * 丹 後、 但馬ノ 諸侯 一一 論シ テ、 王事 ヲ勤メ シ 厶 


西圓寺 三位 中將、 爲鎭撫 總督、 丹 波 口 へ 出張 -ー 付、 急々 人數 一 小隊、 可 指 出 S 御沙汰 之^。 


E  a, 島津 忠義 家 記 

J 月 輦下 日， 載 


〇 


西 園 寺 三位 中將、 爲 山陰 道鎭 撫總督 出張 被 仰 出 候 間、 追々 指揮 之 次第 モ可有 之 候 問、 此^^ 心 俘 巾 達 候^^ 

NnJ  9  3 バ U3T 央ぉ家  一一 =_" 

月 S 日 京 極 高 厚 家 記 

〇  . 

丹 波 

各 通 


青山 左 京大 夫 松 平 圖書頭 

朽木近 江 守 小 出 伊勢 守 

織 田 出 雪 守 九 鬼大隅 守 

谷 大膳 亮 

丹 後 

松 平 彈正忠 牧野 璺前守 

京 極 主 膳 正 

但 馬 

仙 石 讃岐守 京 極 飛驊守 

大政 御 復古 一一 付テ ハ 、深厚 思 食 之 旨 有 之、 各藩 へ 被 命.. 彼是 盡カ之 次第 モ候處 、咋今 -ー 至リ、 不計モ 坂 兵 伏 見 表屮 r 化、 

然 兵端 ヲ開キ 、終 一一 不可 I 之 形勢- 一 押 移 候 一一 付テ ハ 、各 名分 條理ヲ 踏ミ、 可 勤 王事 ハ 勿論、 尙又 追々 御沙汰- \ー 次第 モ可 

有 之 候 間、 其 節 ハ 急 度 勉勵盡 力 可 致 旨 被 仰 出 候 事。 
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復古 記 卷 十..： ハ 明治 元年 正月 四日  四 四 s: 

但、 sffi 來候ハ 、、速-一人 數隨從 上 著 可 致 御沙汰 候 事。 齢 础薦麵 »読 

〇 三 職 以下、 徹夜 事 ヲ秉ル 、是 日、 命シテ 退休セ シ厶。 

不 容易 御 時節 二 立 至 リ候儀 二 テ ハ 候 得 共、 此上 如何 共 難 計、 依 之、 宜敷氣 力 ヲ養ヒ 、緩急 奉公 可 有 之 候 間， 今日 、ノ 退出、 明日 

ョ リ 各 已刻參 朝、 御用 有 之 節 ハ 、別段 伏 見 表 事件 同様 之 事 -ー 候 得 ハ 、伺 之 上 退出 可 致 候 事、 

正 GT: 四 日 

但、 下 參與之 輩-一 モ 同様、 日々 巳 刻 一 應相 揃、 本文 之 通-一 退出 可 有 之、 乍 去、 一藩 一人 ッ 、晝夜 相 詰 居候 様 可 致 事。 

f 嶽 私記 

綠田信 親 家 記 

〇 藤 摩 藩 兵 ニ命シ テ 、黑谷 ノ會津 藩邸 ヲ 伐 シム。 

薩  州 へ 

黑谷邊 會兵潛 匿 之 趣、 不 容易 儀-一 候、 早々 可打拂 御沙汰 候 事。 | 堂 tEl 豕 g 

〇 諸 藩 へ 達 書 

右 之 通^ f  、ヲ薩 藩へ 御沙汰 相 成 候 間、 此段相 達 候 事。 赫堂 ffe 

〇 春嶽 私記 一一 云、 右 御 達 一一 付、 薩兵、 大砲 ヲ以テ 黑谷ヲ 攻擊セ シ故、 災、 蕭牆之 中 一一 發セ シ歟ト 、洛中 一 時騷檯 ヲ起セ リ。 

〇| 長 門 藩士 建白書 

一 一條 城、 黑谷 賊徒 巢窟 故、 急速 御 掃攘被 仰 出度 候 事。 

但、 自今 已後、 賊類私 -ー 潛伏爲 仕 間 敷 S3 ヲ、 洛中 へ 精細 御 布告 之 事、 

右 へ 御手 ヲ被下 候 上 ハ 、山 畸關門 取締 方 御 吟味 之 事、 

掃攘 御手 當ト シテ、 一 中隊 差 出 可 申 候 事。 


正 s: 四日  長舛 

鼙下日 載 

〇 池 田 政 禮ノ伏 見 巡 撫ヲ罷 メテ、 專ラ猿 ケ辻ヲ 守 衞シ、 因幡、 森、 柏 原 三藩ヲ シテ正 親 町三條 

實愛、 德 大寺實 則、 穗波經 度、 東 久世通 禧ノ衞 兵 ヲ出サ シム。 Ills 

〇 池 田 攻禮家 記 一一 云、 西 四 辻 大夫ヲ 以テ、 是迄蒙 御内 命 候、 伏 見 表 鎭撫之 侬ハ被 冤、 更 -ー 猿ケ 辻警衞 一 手 持 -ー 被 仰 付 候 問、 

猶可致 盡カ旨 口 達 ァリ、 池 田 輝 知 家 記 一一 云、 長 州 丘ハ、 三日 夜、 鳥 羽 口 救援 ヲ以テ 、實 愛ノ警 衞ヲ辭 シ去ル 、故 一一 之 一一 代ル。 

〇 木 田 康穰、 其邑 東國ノ 要衝 一一 當ルヲ 以テ、 歸テ 守備 ヲ修セ ント 請フ、 之 ヲ聽ス 、又 平戶、 大洲 

二 藩 ノ請ヲ 允 シ ， 大津 警備 ヲ罷メ  、再ヒ 京師 ヲ 巡邏 セ シメ、 備前藩 兵 ヲ シ テ 大津 二 赴 カシム。 

〇 本 多康穰 上申 窬 

方今、 不 容易 形勢-一 付、 東國ョ リ モ追々 罷越候 a 聞 御座 候 -ー 付、 大津表 御 固 之 僙、 外 藩々 へ 被 仰 付 候 趣 承知 仕 候、 就テ ハ 

主 膳 正 居城 之儀ハ 、柬 海道 咽喉 之 地 -ー 御座 候閒、 守 城 堅固 -ー. &付 度、 時 {HI - 一 寄リ右 藩々 へ 掛合候 依 モ可有 御座 候-一 付、 一 先 

#£- 仕度、 尤御當 地 御 取締 之 儀ハ、 家來 共殘シ 置、 是迄之 通 三 藩 申談、 手 拔無之 様 可 仕舉存 候、 仍此段 御 屈巾ヒ 候。 || 請 

〇 康穰家 記 -ー 云、 右 申 上 候處、 至極 尤之 儀、 願 筋 被 聞 召 候 間、 早々 引拂、 致 守 城 候 様 被 仰 出、 在所へ^ 取ト、 又 二  B  -ー 

此書ヲ 出 スト スレ 共、 諸 藩大津 守備 ノ命 、昨夜 ニ在ル ヲ以テ 、本日 二 收ム。 

〇 

謹 テ奉申 上 候、 追々 切迫 之 形勢 一一 押 移リ、 束 兵 上京 之 風聞 モ有之 候 二 付、 爲警衞 、先 大津驛 へ W 張 仕 候栊被 仰 付、 は W 中 

化 廻 之侬 ハ 被 差 冤 候 旨 蒙 仰、 難 有奉畏 候、 一 應 ハ 御請 奉 &上候 得 共、 何分 少人數 一一 御座 候 テ、. ^律 驛 へ 出报 仆候テ モま 
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復古 記 卷 十六 明治 元年 正 W 四日  四 四方 

仕 候 丈 之 手當無 御座 候 得ハ、 却テ 御 武威 モ通 徹不仕 候儀ハ 必， 然之儀 一一 テ、 深 ク奉恐 入 候 次第 一一 御座 候、 兼 テ肥前 守 申 付 

置 候儀モ 御座 候 問、 何卒 於 闘 下、 相 當之御 奉公 被 仰 付 被 下 置 候 様 奉 願 候、 左候ハ 、抛 身命、 御 奉公 奉 申 上 度窜存 候， 肥 

前 守、 未 著 京 モ 不仕候 二 付、 乍 恐、 右 之 趣 從私奉 歎願 候、 何卒 程 能 御 聞 濟被成 下 置 候 様 奉 願 候、 誠 恐誠惶 謹言。 

松 浦 肥 前 守 家 來 

IE: 三日  田 村 文 右衞門 

松 浦 詮家記 

〇 詮家記 二 云、 三日 夜 願 出、 翌朝 願 之 通 御 冤 被 成 下、 市中 見廻、 是迄之 通 リ相動 候 様、 岩 倉 殿 ヨリ 御 差圖ァ リ、 又 加 藤泰秋 

家 記、 願書、 御 達 書、 原 記ヲ失 ストア リ。 

〇備 前 藩 へ 達 書 

大津表 御警衞 被. 仰 付 候閒、 早々， <數 差 出、 嚴重御 警衞可 致 旨 御沙汰 候 事。 雌き | 

〇 本願 寺 光澤、 金 g 、千 ヲ獻ス 、書ヲ 下 シ テ 之 ヲ賞 ス。 

本 願 寺 

御沙汰 之趣拜 戴、 速 -ー金 三千 兩奉默 、每事 勉勵之 次第、 神妙-一 被 思 食 候、 此段 申達 候 事 C 

E  rr* 本願 

J 月 寺 記 

〇篠 山 藩、 伏 見 兵火 ノ狀ヲ 上 報ス。 

伏 見 驛動搖 -ー 付、 同所 爲 取締 三 藩 申談、 一 藩 彼 地 へ 罷越候 様 御 達 -ー 付、 同驛 へ 差 出 置 候 左 京大 夫家來 之者ョ リ、 注進 申 越 候 

趣、 凡 左 ， 一 申 上 候、 一 咋ー 一日 夜 ヨリ 多人数 追々 人 込、 市中 動搖、 不 容易 形勢 之處、 钾固之 御 人 數御警 衞有之 候、 然處、 阼 三日 

ク 、京撟 i、 竝 鳥羽邊 -ーテ 一時 二 火 之 手 上リ、 追々 砲聲嚴 敷、 火口 多端 -ー相 成、 市中 之 者 共 動搖不 大方 候 -ー 付、 立 退 方 致 指揮 


候 得 共、 何分 砲丸、 竝 火勢 强ク、 取鎭 方術 計モ無 御座 趣、 尤 今曉- 一至 リ候テ モ鎭火 不致候 由、 彼 地 -ー罷 在 候 者 ヨリ. 5. 越 候 二 

付、 此段不 取 敢御屆 巾 上 候、 以上。 

青山 左 京大 夫家來 

正月 四日  坂 束篤之 補 

啻山 忠誠 家 記 

〇 九 鬼 隆備、 疾ァリ 、老臣 ヲ シ テ代 リテ京 一一 至ラ シ ム 

〇 官軍、 伏 見 鳥 羽 ノ賊ヲ 擊テ、 之ヲ 郤ク。 f 釘 

〇 舊 慕府老 中、 江 戶傍近 ノ諸藩  一 I 令 シテ、 薩人 一一 備へ、 又 諸 關ノ守 ヲ嚴セ シム。 

此程、 野州邊 暴行 イタ シ候者 共、 御 召 柿 御 釓問有 之 候處、 右 ハ 松 平 修理 大夫家 來之由 申立、 其 餘惡黨 共、 hipsl^h  -ー 潜伏 

罷在候 趣 -1 相 聞、 旣 - ー去ル 二十 三日 夜、 市中 爲 取締 出張 罷在候 酒 井 左 衞門尉 人數、 屯所へ 及 發砲候 儀モ有 之、 難捨 置、 右亂 

妨人 引渡 方 之 儀、 修理 大夫 家來 へ 掛合 候處、 其節モ 理不盡 -ー 砲發、 無餘儀 戰爭、 去 ル 一 一十 五 H 之 事忭 一一 相 成 候 -ー 付 テハ、 此 

上 彼方 一一 オイ テ 何様 之 企 致閒敷 トモ 難 申、 同人 家來 共、 江戸 表 へ 暴 出 イタ シ. 候 儀 可 有 之 モ難計 候 間、 領分-: W 驛 取締 方 厳重 

行 届、 若 右 様 之 儀 有 之 節 ハ 、召 柿 切 捨打捨 等 勝手次第、 取締 付 候 様 可 被 致 候。 

右 二 付、 御闢 所所 持 候 、ノ  、 、是又 別 テ嚴重 御 取締 申 付、 去 ル 七月 相 弛ミ候 以前 ヨリ、 一 際 御 警衞筋 厳重. e. 合 候 様 可 被 致 候。 

右ハ都 テ伺屆 等-一 不及候 問、 面々 存分 取締 申 付 候 様 早々 可 申達 旨、 稻葉美 濃 守.^ 差 圖- 一 付 相 達 候。 g お^ W 

五日、 參與撟 木 實梁ヲ 以テ、 東海道 鎭撫 總督ト 爲シ、 參與 助役 柳 原 前 光ヲ副 總籽ト 爲ス、 ^は 

^是 日、 二 人、 山陰 道 鎭撫總 督西園 寺 公望 ト 皆 京師 ヲ 發 ス 。雞 |§ 

復 古 記 卷 十-; ハ 明治 元年 正お 五日  四 四 七 


復 占 記 卷 十..； ハ 明治 元年 正月 五日  四 P 八 

〇 寳粱、 前 光， 皆 宣示ナ シ 、輒誌 一一 云、 議定 實美卿 傳宣、 實梁 朝臣 東海道 總督、 余 副將被 仰 下、 尙 一 道 政務 御 委任、 公望 

卿 亦 今朝 進 發ノ. 由。 

〇 德川慶 勝 一一 命 シテ、 二 條城ヲ 收管 シ、 城 中 ノ殘兵 ヲ大坂 二 押送 セ シム。 

尾 張大納 言 

一 一條 城 殘兵速 二 退 城 可 致、 下坂 可 申達 候、 若 不承 服 之節ハ 、討伐 掃除 可 有 之 g 御沙汰 候 事。 

但、 一 一條 城 之 儀、 卽今 之處、 其 藩 へ 被預候 間、 其 分 可 相 心得 候 事。 

〇 

只今、 一 一條 城 無 故障 請 取、 城 中 人 數盡爲 引拂、 殘兵 護送 方 取 計 候 様 可 仕 候。 

I 月 六日  尾 張大納 言 

德川義 宜家記 

〇 

一 一條 御城 之 儀、 今度 尾 張 大納言 へ 御預被 仰 出 候 -ー 付、 私儀 爲 同人 名代、 今日 登城 之 上、 監察 栴澤孫 太郞ョ リ請取 之、 大納 

言 人 數差置 退出 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上？ 

正月 六日  成 瀨隼人 正 

參 與御 役所 默議 

〇 四 條隆平 ヲ 山 崎 二 遣シ、 守關ノ 津藩兵 ニ命シ テ 、官軍 ニ應セ シメ、 多 度津藩 ヲ シ テ 其衞兵 ヲ 

出 サシ厶 。謹 

藤 堂 和 泉 守 


今般、 德川. s: 府 上京 先手 之 家來ト 稱シ、 戎服 大砲 等 -ー テ伏見 迄 押出 候 儀、 意外 之 進退、 不可 言 之 次第-一 候、 右 ハ 兼テ懇 々御 

2 翁、 且 言上 之 次第 モ有之 候處、 從 朝廷 警衞被 仰 付 置 候 御 場所、 不相^ 突入 \nj 女， 擧、 寶 -ー 不 得.^ 之 時機、 被 及掭拢 候、 S 

早 叛逆 之 色 顯然候 -ー 付、 進軍 追討 官軍 被 差 向 候閒、 山 畸闢門 之 儀、 樞要之 地 -1 候條 、官軍 救應、 守關之 火 任 勡勞候 様 被 ^. 

付 候 事。 

正 0: 五日 

m,'0n 御沙汰 モ有之 候 通、 深 賴思召 候 次第、 偏 ii 力 奉公 可 有 之 候 事。 稿 

〇 四條隆 平手 記-一 云、 五日 夜 第 十一 一字、 勑 ヲ奉シ テ山畸 二 抵リ、 重臣 藤 堂 采女ヲ 見テ、 其兩端 ヲ持ス ルヲ 責メ、 速 ニ賊 兵ヲ 

擊シメ 、又 陣中 ヲ 巡視 シ、 天明、 天王山-一登 テ 戰狀ヲ 觀レハ 、賊 兵遂 ニ大 -1 敗走 ス。 

〇 

去 ル 五日、 於 山 畸表御 達 被 成 下 候、 德川 W 府御 追討 官丘ハ 御 差 向 二 相 成 候 付、 御 關門之 儀 樞要之 地 -ー 候 故、 官軍 救 應守關 之 太 

任、 勤 棼仕候 様、 勑命之 趣 奉 敬 承、 右 御請 申 上 候 、以上" 

正月 九日  ， 藤 堂 和 泉 守 

藤 堂 高潔 家 記 

〇 諸 藩-一 令 シテ、 京阪 見 兵 ノ數ヲ 錄上セ シ厶。 

〇 本條、 達書ナ シ 、稻葉 久通家 記 -ー 云、 五日、 參與御 役所 ョ リ家來 被 召 呼、 京都、 大坂詰 合 人数 取調、 卽刻差 出 候 様 被 申 聞 

ト ，井伊 直 憲家記 一一 ハ 、參與 役所 ョ リノ 文通 ト ァリ。 

〇 諸 藩 上申書 

中立 寶 御門 御警衞 人數 凡百 八 拾人餘 銑 兵 三 拾人餘 

正 親 町三條 殿へ 貳拾人 

^古記 卷 十六 明治 元年 正月 五日  g!g; 九 


復古 記 卷 十六 明治 元年 正月 五日 

長^ 殿 へ 貳拾人 

伏 見 表へ 出張 罷在 候人數 凡 貳百五 拾人餘 

家老 

荒尾駿 河家來  凡 三 拾人餘 

右 之 通 御座 候、 此段申 上 候 、以上。 

正 K 五日 


四 五 〇 . 


〇 


在京 人数 

家老  « 人 

醫師  « 人 

定詰  壹人 

留守居 家來 四 人 

ダ、 貳拾责 人 

大坂藏 星 敷 詰人數 

留守居  壹. < 

勘定 方 爱人 


足輕 


之 者 


五 人 


留守居 

祐筆 

家老 家來 


目 付 

書記 役 

小者 


因幡 中將內 

野 村 儀 左衞門 

池 E 輝 知 家 記 


豐人 

壹人 

拾貳人 


鱟人 

爱 人 

,!? ヌノ 


\  、靈人 

大 坂木津 川口 詰人數 


家老 

目 付 


徒 目 付 

徒士 

小頭 

中間 

賄 方 手 附之者 

\  、八 拾 五 入 

已上、 


« 人 

壹人 

« 人 

壹人 

四 人 

-Iff ハノ 

貳拾人 

五 人 


十： 分 

銀 方 

祐筆 

賄 方 

足輕 

又 者 


正 e: 五日 

別紙 三 箇所 詰 之 内、 大 坂木津 川口 御 警衞所 詰 之 儀 

正月 五日 


〇 


賀ス 

拾 人 

壹人 

鱟人 

壹人 

拾 五 人 

貳拾人 


稻^ 右京亮 

,當 表 二 テ 取調 難行 届、 大槪 如是 御座 候、 此段巾 上 候。 

稻紫右 京 亮 

ir  瀬 


內 

衞 

内 

角 衞 

稻葉久 逝 家 記 


復古 記 卷 十六 明治 元年 正 HJ 五日 


四 五 


m 古記 卷 十六 明治 元年 正月 五日 


四 五 二 


一 侍 分 一： 拾 人  一足 輕 拾 二人 

右 之 通、 在京 人數 -ー 御座 候、 以上。 

正月 五日 


〇 


堀左衞 門尉內 

關 口 參 之 助 

堀 親 廣家記 


覺 * 

伊勢 守^ 京 之人數 

凡、 三百 人  . 

内、 精兵 貳お人 内外， 

右人 數ヲ以 、此節 被 仰 付 候 御 役儀、 專相 勤罷在 候、 別段 殘兵ハ 無 御座 候、 御尋 -ー 付、 此段 御請 申 上 候、 以上。 

小 出 伊勢 守家來 

大崎奧 左衞門 

小 出 英尙家 記 


正 月 


〇 


久留島 伊豫 守人數 覺、 

重役 一人 用人 一人 足輕頭 一 人 

十二 人 小姓 十 人 徒士 十三 人 


小頭 1 一人 足輕 

〇 

1 士分 七十 九 人  . 

内 御守衞 六十 七 人 宿陣詰 十二 人 

一 士分 以下 五十 一 人 

E 御守衞 四十 一 人 宿陴詰 十 人 

一 總 中間 小者 九 卜 人 

但、 御守衞 場所、 竝宿陴 之 2  -1 有 之 候 事、 

右 之 通 御 坐 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 


一十 人 


手 廻 一 

小者 


II づ， ノ 


久留島 通 

f  0  0n 


犬 山 

藩 記 


正月 五日 

參 與 + 御 役 所 

〇 多 度津藩 上申 

一 戰士九 拾 人 

重役 一人 大岡藤 左衞門 

右、 四條殿 供奉 -1 差 出 申 候、 

卽今 殘人數 七十 九 人、 

此外 -1 內證 方、 竝 -1 仲間 共 五 拾 人餘、 

右 之 通 御 坐 候 間、 此段御 届 申 上 候、 以上 

復古 記 卷 十六 明治 元年 正月 五日 


成 瀨维人 正 内 

吉 m 莊左衞 門 


戰ヒ拾 人 外-一 仲間 共 少々 


京極壽 

吉家記 


四 5 一 


复 古記 卷 十六 明治 元年 正月 五日  ほ 3 

〇 

掃 部 頭家來 在京 之 人數、 御警衞 箇所 箇所 へ 差 出 置 候人數 共、 何程 有 之 候 哉、 御 尊 -ー 付、 左 -ー 申 上 候 

一石 薬師 御門 御警 衞人數 上下 四百 人 

一 四 ッ 塚關 門御警 衞人數 上下 百. < 

ー爲 御 親 兵 盡カ可 致-一 付、 中 山^へ 差 出 候 人數、 御所へ 相 詰 居候、 上下 二百 人 

右 之 通 -ー 御 坐 候、 此段御 答 旁 申 上 候、 以上。 

井伊 掃 部頭內 

正月 六日  高木 錢太郞 

井伊 直 憲家記 

〇 

少將家 來人數 何程、 御警衞 箇所 箇所 相 廻 有 之 候 人数 何程、 卽今殘 在 候人數 何程 有 之 哉、 早々 書取 ヲ以テ 可 申 上旨 街 沙汰 

钾坐矣 ， 一 付、 取調 仕 候處、 別紙 之 通 御 坐 候 間、 此段申 上 候、 以上。 . 

宇 和 島 少將內 

U  番义市 

正月 六日  カ榨タ 

覺、 

一 士分 總人數 百 二十 四 人 

内 公卿 御門 御警 衞人數 八十 一 一人、 半隊ッ 、 替合、 殘リ 人数 四十 一 一人、 

一 足輕 總人數 九十 五 人 

內 公卿 御門 御警 衞人數 九十 人、 半隊ッ 、替 合、 殘リ 人數五 人、 


右 之 通 御 坐 候、 以上。 ^ほ は 

〇 

相 模守當 所 へ 召 連 候 人數、 左 之 通 -ー 御 坐 候、 此段申 上 候。 

松 平 相模守 留守居 

正月 六日  S 中 恩 

侍 以上 百 五 人 .2: 十七 人、 伏 見 表へ 出張、 

徒 十： 以下 二百 十 人 内 二十 二人、 伏 見 表へ 出張。 g| 

〇 七： U  、池 ra 德澄 上申 

私此 度、 當所 へ 召 連 候 人數、 左 之 通 -ー 御 坐 候、 此段御 屆申上 候。 

手 當人數 土 分 ニ隊合 三十 四 人 

右 御 番所 受 

.2: 一隊 十^ 人 當時 K 見へ 出張 

同 銃卒 十五 人 常時 伏 見 へ 出張 

外-一、 軍事 役懸 士分 九 人 

右 御 番所 受 

五 人 當時伏 見出 張 

供受 士分 二十 三人 徒士 以下 供受 十五 人 手 當供受 士分 五 人 

同 徒 士供受 十 人 諸 役徒士 以下 三十 二人 Msg 

〇 此外、 諸 藩 原 記 ヲ失ス 、又 兵員 ナ キノ 上申書 ハ、 繁 ヲ避ケ テ錄セ ス。 

復古 記 卷 十六 明治 元年 正月 五日  四 五 艽 


復古 記 卷 十六 明治 元年 正月 五日  四 五六 

〇 九 門 守 衞諸藩 二 命シ テ、 譏 察 ヲ嚴ニ セシム 。因幡 藩、 九 門警守 ノ事ヲ 上申 ス。 

賊徒 潜伏 投火ノ 惡謀有 之 由、 旣 二 咋夜、 兩所 一一 テ召柿 候 趣 一一 モ相聞 候 一一 付、 ^衞諸 藩、 九 門 £ 外 其 場所 申 合、 厳重 -ー 取締 候 

様 可 致 候 事、 

正 3 五日 

锭、 

一 九 門 C 、妄 -ー 雜人徘 憫致候 -ー 付、 各行 先 問亂シ 、其 上 通行 可 許 候 事、 

一 從申半 刻 至 翌卯半 刻、 九 門 \ 切ノ 事、 但、 同 刻 ヨリ 同 刻 迄、 執 銃 之 兵士、 竝參 内 供廻ノ 外、 九 門 W 往來 禁止 之 事、 

一 當用向 之 節ハ、 印鑑 ラ以テ 通行 之 事、 但、 印鑑 所持 ノ者 ヨリ、 人數 何程 ト相 屆候ハ 、、相 改可通 事、 

一 九 門 内 篝火ノ 事、 伹、 九 門 守 衞ノ藩 ヨリ 可設候 事。 

E  g  !d 日 輦 下日载 

正月 i 日 池 田 輝 知 家 記 

〇 

昨今、 近畿 變動 -ー 付、 九 口 御門 嚴戒被 仰 出、 出張 ノ人數 、陴中 同様 相 心得 罷在 候處、 市人 男女 平生 同様 通行 仕 候テ、 問 二 ハ 

軍装 見物 旁、 態 ト往來 仕 候 向 モ有之 哉、 右 等 二 付テ ハ、 此節如 何 様 之 間諜 等 徘個仕 候 程 モ難計 候 間、 凡テ 通行人 取締 方ノ 儀- 

嚴重 -ー 被 仰 出 候 様 仕度 奉存 候、 此段 奉伺 候、 以上。 

因幡 中將內 

T- 月 五日  山 Ea 宗平 

池 m 輝 知 家 記 

〇 池 田 慶德二 命シ、 山陰 道鎭撫 使ノ令 ヲ奉シ テ、 本道 不庭ノ 諸 藩 ヲ討セ シメ、 安藝、 長 門 一 一藩 


兵 ノ尾道 蘭、 二 アル モ ノヲ 京師 二 召ス。 

因  州 

山陰 道爲 鎭撫、 西 園 寺 三位 中將 出張 二 付、 萬 一 不服 王化 者 於有之 ハ 、總督 之 命 ヲ奉シ 、早々 可 奏掃攘 之 功 御沙汰 候 事。 

〇 


正 3 五 ョ «s 


各迪 藝  州 

長  州 

備 後尾 道 出張 之 兵士、 御用 有 之 候 間、 急々 從便路 登 京 可 致 御沙汰 候 事。 

但、 道中 相 遮 候 者 於 有 之ハ、 可 打 拂候得 共、 精々 穩 -ー 可 通行 候 事。 

,ヒ g  E 日 淺野長 勳家記 

3  g  i  口 乇利元 德家記 

〇 肥 後藩兵 二 命 シ テ、 大津 一一 赴 力 シ メ  、池 田 政禮ノ 猿ケ辻 守衞ヲ 罷メ、 亦 兵 ヲ大津 二 出サ シ厶、 

又 堀親義 - 一 伏 見 取締 ヲ命ス 、親 義、 辭 スルニ 般舟院 ノ守 衞ヲ以 テス、 之ヲ 許ス。 

巴  麦 

RnJ  \ィ 

橋 本 少將、 柳 原 侍從、 大津 ロ爲鎭 撫總督 出張-一 付、 人數 急々 相 成 候 丈 繰 合セ、 可 指 出 候 様 御沙汰 候 事。 n， 

〇 

池 m 丹 波 守 

咋日、 猿 ケ辻御 固 被 仰 付 候處被 兗、 大津 表出 張 被 仰 付 候 間、 木 藩 S. 合、 粉 骨 防戰可 相勵旨 御沙汰 候^。  Msg 

豸 言 

〇 

復古 記 卷 十六 明治 元年 正月 五日  s; 五 七 


復 古 記 卷 十六 明治 元年 正月 五日  m 五パ 

堀 左 衞門尉 

伏 見 御 取締 被 仰 付 候 事。 I 親 S 

11 一-ひ 

〇 堀親廣 へ 達 書 

願 之 趣 承 届 候、 般舟院 御 警衞、 是迄之 通 被 仰 付 候 事。 lip 

〇 親 廣家記 二 云、 口上 ヲ 以 テ、 少人數 一一 付， 伏 見 御 取締 ノ 方、 御斷 申出 ッ 。 

〇 秋 月 種殷ニ 命シ、 其 子種 樹ヲ シテ速 一一 上京 セ シメ、 又、 大原重 德ノ衞 兵 ヲ出サ シム： s?】 

秋 月 長 門 守 

昨年 被 召 候處、 所勞 二 付、 名代 トシ テ秋月 右京亮 上京 可 致 旨 一一 候 得 共、 上京 無 之 候 間、 早々 上京 可 有 之 害。 

E 弓 ^-H! 種 

卫 Fr  d  乂  K 己 

IBS 豸 S" 

〇 酒 井 忠氏ヲ シテ、 其 京 邸ヲ上 ラシ ム。 

若  州 

其 藩 屋敷 御用 二 候 問、 早 々 明 渡 可 中 事。 麵^， 

〇| 輦下日 «  二 云、 若 州 屋敷、 此御方 御 引 請 -ー 相 成、 右田 一 手 請 取罷越 候處、 一 撟ノ 器械 彈藥等 如 山 有 之 候 由、 若 州 之 分 ハ 

之 ヲ與へ 候 事。  . 

〇 興 正 寺攝信 二 命シ、 門徒 ヲ率 ヰテ、 大津 -1 抵リ、 東海道 鎭 撫總督 ニ從 ハシム。 

興 正 寺 

爲 東海道 鎮撫 總督橋 本 少將、 同 爲副柳 原 侍從等 出張 有 之 候 得 共、 何分 樞要之 地 二 付、 其方 兼テ被 聞 食 候 次第 モ 有 之、 深 御 

0 思 食 候條、 門 末 引率、 早々 大津表 へ 押出， 總督ヲ 補 翼 致 シ 、防禦 筋 盡カ可 有 之 御沙汰 候 事。 


正 月 ^ 

〇 六日 本願 寺へ 達 書 

右 之 通、 興 正 寺へ 被 仰 付 候 問、 右 寺 門 末 之 輩隨 從可從 下知、 早々 可 有 申 付 様 御沙汰 之 事。 $i 

〇 薩 、長 一 一藩 兵ノ 戰功ヲ 賞ス。 

一昨夜 以來及 苦戰、 賊徒 速 二 退散 之 趣、 御 満足 被 思 食 候、 尙叉 精々 盡カ可 有 之 事。 f£ 

〇 

一 咋夜 已來及 苦戰、 打 死 手 負 等 注進、 忠勇 歙感之 御 事-一 候、 右 之 輩、 猶追テ 御沙汰 之 次第 モ有之 候 間、 厚 取扱 可 有 之 候 

輦下 

t 日 載 

〇 輦下日 載-一 云、 五日 夜、 德大寺 中 納言御 口 達 ヲ以テ 被 仰 渡 候 朝 命、 尙又御 願 仕リ、 左 ノ通御 書取 ヲ -ー テ御渡 相 成 

候ト、 薩摩藩 出軍 戰狀 一一 云、 朝廷へ モ御届 相 成候處 、初戦 ヨリ 一統 相働キ 叙感 -1 被 思 召、 尙此上 致盡カ 候 様、 御褒ぉ 

奉 承知 候 事ト、 但 シ之ヲ 三日 ノ條ニ 收ム、 案ス ル 二  、此 事、 原 口 達 二 シテ、 文書 ァ ル 二 非 レハ、 或ハ 別： n  二 出 ルカ、 將タ出 

軍戰狀 ヲ編セ シ モ ノ、 後事 ヲ 追記 ス ルャ、 錄シ テ 後考ヲ 俟ッ。 

〇 東 本願 寺 光勝、 德 川氏ノ 猶子 タリ、 而シテ 其 家臣、 慶 喜-一 投ス ル モ ノア リ、 其贰 アル ヲ疑フ 

ャ、 是日、 晃 親王 ヲシテ 往テ 之ヲ礼 サシ厶 、光勝 及 ヒ 其 子 光瑩、 誓 書ヲ 上 ル 。 

朝廷 遵奉 之 儀 Ml、 ヲ始メ  、門 末 一 統、 更 二 異心 無 之 候、 德川家 由緒 之僙ハ 輕ク、 天恩 之 儀 ハ重ク 候逡、 诀テ 心得 逮申間 

敷 候、 然ル 上ハ、 如何 體之 御用 ラモ拜 承 仕度、 此段宜 御 執 奏奉願 上 候、 仍テ 誓狀如 件。 

慶應四 年 正月 五日  光  勝 
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光  塋 

柬 本願 寺 記 

〇 東 本願 寺 記 二 又 云、 元 家 來松井 外 記 儀、 癸 亥、 將軍 上洛 之 節、 德川慶 喜、 本 寺 旅 宿 致 候因ヲ 以テ、 舊 幕臣 ニ交ヲ 結ヒ、 其 後 

新撰 組 ト志ヲ 合 シ 、竊 二 佐幕 之 策 ヲ議シ 候 由、 遂 二 大政 返上 之 時 二 至リ、 新撰 組ョ リ相 逼リ、 拘 誘致 候 二 付、 丁 卯 十一 一月 十 一 

日、 本 寺 へ 退 身 之 儀 申立 置、 大坂 へ 脫走、 慶喜 二 屬シ、 翌年 正月、 慶喜 東走ノ 節、 隨逐致 候、 右 脫走ハ 、素 ヨリー 己 之存意 -ー テ、 

本 寺關系 無 之宾 へ ト モ、 之 カ爲 一一 御 嫌疑 被爲有 候 趣  一！ 付、 戊辰 正月 五日、 山 階宮御 入相 成、 誓 書 可 差 上 g 御 示讒有 之、 依 テ 

光勝、 光瑩 ョ リ右之 誓 書 差 上 候。 

〇 議定 伊達宗城、 軍事 參謀ヲ 辭ス、 之 ヲ大將 軍-一 請ハ シム。 

咋朝、 軍事 總裁宫 御 發向之 儀 -ー 付、 御 垂問御 坐 候 故、 不顧管 見、 愚意 之 趣 反復 陣述仕 候處、 廟 議御诀 著、 終 二 御 進 發相成 候處、 

重大 之 御 事件、 著 眼 齟齬 仕 候 ハ 、畢竟 不背庸 味、 事现 洞察 之 見 無 御 坐 故 ト奉恐 入 候、 依 テ此儘 奉 命罷 在候テ ハ 、 爾後 奉 汚 

朝 威、 失 事 機 候 儀 出來可 仕、 染々 恐 悚當惑 、片時 モ難相 安泰 存候 故、 何分 參謀御 役 御免被 仰 付 度 奉 懇願 候、 尤 此頃不 容易 

形勢、 且 一 昨夜、 御沙汰 之 趣 モ被爲 在 候 得 ハ 、 禁闕御 警衞之 儀、 少人數 -ー 候 得 共、 粉 骨 碎身相 勤 候 心得 -ー 御 坐 候、 以上。 

I 月 五日  宇 和 島少將 

伊達 宗德家 記 

〇 宗德家 記-一 云、 衮與 役所へ 差 出 ノ處、 仁 和 寺宫へ 差出ス へ キ旨ニ 付、 淀 御 本陣へ 差出ス C 

〇 小 出 英尙、 其 邑園部 二 城 力 ント 請フ。 

小 出 伊勢 守 先祖 伊勢 守 儀 ハ 、元 伹馬國 出 石 城主 二 御 坐候處 * 元 和 年中、 關東之 命 - 一依 リ、 丹 波 國園部 表 開基 仕、 出 石 城 ョ リ 

引 多リ、 帝都 爲御 守衞、 一 日： 新 城 築 建 二 取 掛リ、 塀 狭間 櫓臺ー 一重 堀 迄 モ出來 仕 候 得 共、 不德 -1 テ 終-一成 功不 仕、 城地繩 張、 


其 儘 一 一 百 有 餘年之 星霜 ヲ經、 累代 之 憂苦 遣 念 二 御 坐 候、 然ル處 、近 來之御 時勢、 乍 小 藩、 萬 一 非常 出兵 之 御 川 等 被 仰 付 候歟、 

或 ハ 領 惡黨共 入 込 候 節、 園 部 表 ハ 、別テ 帝都 御 程近 衝要之 御 場所 -ー 付、 早速 人數 出張 ハ 勿論、 時宜 ，1 寄リ 必死 防戦、 取 

鎭方 肝要 相 心得 候 得 共、 何分 城郭 巢穴 丈夫 -1 無之テ ハ 、於 場所 士氣相 弛、 進退 不行届 御 坐候テ ハ 奉 恐 入 候 -1 付、 近來 海防 之 

爲メ松 前、 五島 御兩家 築城 被 冤 候 二 付、 於 伊勢 守 モ爲御 守衞、 構內 へ 多 門 櫓 其餘、 今 一 段 之 成功 御 許容 被 成 下 候找、 抑五篚 

年 以前 ョ リ、 數々 御 守護 職 御所 司 代 迄 、家来 共 ヨリ 奉 願、 猶又、 御 老中 方へ モ 伊勢 守ョ リ直願 仕 候處、 去ャ 月-一至 リ、 願 怠 年 

內御兗 可 相 成 御内 意 御 坐 候 得 共、 斯 ル 御 時節 -ー 押移リ ，其 儘 御沙汰 止 -1 相 成 候、 常時 御大 政 御 一 新 之 折 柄、 奉 恐 入 候 得 共、 

不得已 、猶又 奉 願 候 次第、 厚 被 成 下 御 賢察、 御 聖斷之 上、 前件 願 之 通、 奉 蒙 御 許容 候 ハ 、 彌以 御警衞 向、 主從 ！ 致 _1 盡カ御 

奉公 勵勤 仕度 奉存 候、 此段宜 御 執 成 之 程 奉 願 候、 已上。 

正月  小 出 孫 兵衞 

小 出 英^ 家 記 

〇 鳥 羽、 伏見ノ 官軍、 大 二 賊ヲ 敗リ、 進 テ淀ヲ 攻ム、 賊兵、 大橋ヲ 火シ、 退テ 八幡 一一 摅ル | 訂 

〇 瀧 川 具 知 ノ討薩 表 ヲ齎シ テ鳥羽 一一 至 ルャ、 入 ルヲ采 サス、 具 知、 返 テ淀城  一一 ^リ、 戶田忠 至 

一一 因 テ之ヲ 上ル、 是. 日、 德川慶 喜、 書ヲ 德川慶 勝、 松 平 慶永等 一一 致シ、 其 禁闕ヲ 守衞セ ン コトヲ 

請 フ、 又 近日 ノ 事情 ヲ諸藩 二陳 辨ス。 

〇 春嶽 私記 一一 云、 三日 午後、 雪江發 京、 撟本驛 二 テ日暮 レ 、 驛南之 臺場ナ ル關門 ヲ過キ 、數丁  二 シ テ從者 砲 聲之聞 ュルヲ 仔 

ルニョ ッテ、 一 驚 囘顧ス ル 一一 、男 山 ラ隔テ 、 火光 ノ天 ラ衝ク ヲ見ル 、於 是、 釁已伏 水 一一 啓タ ル ヲ知ル 、下坂 無益 ニ屬ス トイ 

へ トモ、 宗家 之 御 安否、 且華城 之 形勢 ヲ モ可相 窺ト、 强忍氣 ラ勵シ テ前 進シ、 戌 刻 頃、 牧方驛 二 至ル、 漸-ー 坂 兵 之乘 リ棄タ ル 
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一 船ヲ 買得 テ、 亥 刻 過、 纔 ヲ觯キ タリ、 船中 ョ リ囘 視スル 二、 火光 益熾ン 一一 シ テ、 大坂 二 至ル迄 炎々 タリ、 四日 曉、 大坂 中島 

邸 著、 知 邸 代 岡 本 晋太郞 申達 候 ハ 、過 刻、 東 町奉行 小 笠 原 伊勢 守 殿 ョ リ御呼 出 -ー テ罷出 候處、 兩 町奉行 出 座、 諸 藩士 列席 二 

テ左之 御 書付、 纖^ 明日 御 奏聞 相 成^  二 テ拜見 被 仰 付、 伹於營 中、 大目 付衆ョ リ御達 可 相 成處、 夜中 御城 內 出入 モ混雜 -ー 付、 

右 之 通、 於 御 役宅 御 達 一一 相 成 候閒、 左様 可 相 心得 旨、 伊勢 守 殿御 演達有 之 由、 右 御 書面 之 御 趣意 -ー テ、 天下 之 公道 -ー オイ テ、 

御名 義更 一一 不相立 事ト相 成、 竊 一一 浩歎之 外 無 之、 加 之、 此地之 近況 ヲ聞ク 一一 、專ラ 伐 薩之御 催 一一 テ、 朔日 已來、 御 人 數モ遂 二 

御 繰 出 一一 相 成、 市中 居 民家 財 取 片付、 老幼 所緣 之田舍 へ 指 遣 シ 、 丁壯計 居留 之 由、 如斯 形勢 -ー テ 、 人心 之洶々 タル 事譬ル 二 

物 ナシ、 卯 刻、 雪 江 登城、 永 井 殿へ 逢 對申陳 候ハ、 咋日 下坂 之 途中、 伏 見 之 火光 ヲ望 見候テ ハ 、爭 端已 一一 開 ラケ、 百 端 旣往. 總 

テ. S 益 -1 霉シ候 得 共、 下坂 之 旨趣モ 一 應ハ. &上、 i 卽今、 此地之 御 様子 モ拜承 仕度 ト及 登城 候 段 演達シ 、朔 R 已來、 京都 之 

事情 申述 候處、 永 井 殿 モ 大息、 颦 BE 而已 一一 テ 、 遺憾 千 萬ナリ 卜 ノ 挨拶 二 テ被申 聞 候 ハ 、 此閒老 侯 御 下坂 之 節、 御請 之御廉 

モ有 之、 京師 ョ リ之御 左右 次第、 御上 京 之 御 積 故、 其 節 御人數 多分 二 召 連 候 モ 如何 一一 付、 御先 供ト シテニ 大隊、 大久保 主 

膳 正 引 纏 出立 被 命、 且瀧川 播磨守 ヲ以、 別紙 御 奏聞 書 被 差 出、 右 ハ 三日 朝條城 へ 著、 御 奏聞 書 御 本紙 パ 戶田 大和 守 へ 相 

渡、 御 奏上 - 一 相成寫 一通 ッ、 、尾、 越へ 御 渡 之分ハ 、刖、 雪 江 呼 出、 播州 ョ リ相渡 積 二 有 之、 然ル處 、同日、 細 川 右 京大 夫 上 著、 

1 一 大隊 之 隨兵引 連 レ 入洛 一一 付、 播州 ハ 夫 二 引 鑌キ罷 越處、 四ッ 塚關門 二 テ、 細 川 勢 ハ 異儀ナ ク通シ 候 得 共、 播州 ハ 德川氏 之 

家來 故、 通 シ難キ ト ノ事 二 テ 抑止 一一 付、 彼是 及 懸合候 得 共、 約 ル處、 爭論 二 相 成 ヨリ 外ハ 無 之 勢 一一 付、 無 是非 引取、 大久保 へ 

申 談シ、 同人 之 兵隊 一一 引副ヒ 通行 之 積 之處、 大久保 モ指留 -ー 付、 一 一 一問 答 之. 2： 、早ャ 彼方 ョ リ打懸 候 -ー 付、 此方 ヨリ モ打 懸、 

忽砲戰 相 始リ候 次第 -ー テ、 誠 -ー 意外 千 萬 之 事共 一一 相 成、 播磨モ 今以、 淀 表 一一 滯留罷 在 候 間、 雪 江 彼 地 へ 罷越、 御 奏聞 書、 竝 

御 直 書 モ 有 之 候 間、 播磨 ョ リ 受取 之、 直 二 上京 イタ シ、 御 奏聞 書 ハ 戶田和 州 へ 指 出 シ 吳候儀 ハ 相 成 問 敷 哉 ト ノ 賴談 -ー 付、 

御 申 聞 之 趣 承知 ハ 致 候 得 共、 雪 江 輩、 御 奏聞 書 持 參ト申 モ 不體 裁、 且 道路 ノ 障碍 モ 難 計、 萬 一 德川氏 ノ 密使 杯 ト被怪 候 テ 

ハ 、此節 K 、主人 迄モ 不都合 一一 相 成候テ ハ 迷惑 仕 候 間、 此儀 ハ 御免 奉 願 度 候、 愚 按ヲ申 試 候 得ハ、 御用 狀成共 御 仕 立、 肥 後家 


老清ロ 孤 雪罷出 居候 得 《、此方へ 御托シ 一一 成候テ 、ノ 如何 有 之へ キ哉、 外 藩 之 方、 嫌疑 モ有之 間敷ト G. 談候處 、如何様 其方 モ 

可 然カト 承引 ナリ、 雪 江 又 申 候 ハ 、扨 筒 様 二 事破レ -ー相 成 候 テ之御 策略 ハ 、 如何 候 哉 ト詰リ 候處、 誠 -1 不^  -1 出タ ル事 故、 

更 一一 術計 無 之、 上様 モ殊之 外御當 惑、 隨 テ何レ モ 無策、 如何 相 成 可 然哉ト ノ 模様 一 一 付、 乍 恐、 夫 一一 テ ハ 御濟 被成閒 敷、 萬 一 御 

人數 等、 勢 一一 乘シ 輦下 ヲ騷カ シ候様 之 事 一一 ハ 相 成. a. 間 敷 歟ト. &候處 、其處 ハ念ラ 入 レ 、毎々 嚴敷申 越 候 事故、 诀テ 其氣遣 

ヒ 、ノ 有 之 間 敷 候 得 共、 ケ 様相 成 候 二 付テ モ 、猶又 御 奏聞 之 筋、 行 届 キ候筋 有 之 間 敷 哉ト、 頻 一一 垂， 問 有 之 一一 付、 今 =： ハ 巾 八" 

セ 、外 藩 四 家 之 家老 共 致 登城 箐 一一 候 得 、ノ  、猶 又、 申 合 見 可申ト 申達 退 坐 セ リ 、少^、 溝 口 孤雲、 藤堂歸 雪、 卜 畔攝津 登城、 扣所 

二 オイ テ對談 之處、 敦レ モ咋 夜中 一一 著 坂、 少々 ッ 、 遲速ハ 有 之 候 得 共、 途中 一一 テ砲聲 火光 ラ見 聞シ、 不可 救 之 勢ト相 成候ラ 

知リ、 愕然 失 措、 而巳ナ ラス 於 坂 地、 昨夜 之 御 布告 ヲ拜 見シ、 再度 吃驚、 駟馬難 追 次第 ト相 成、 挽 囘之道 絶栗タ ル ハ 、 叫 人^ 

歎 之 至 -1 テ、 猶此上 -ー モ 御名 赣之可 相 立 條理可 有 之哉ト 、蹙額 議論 致 試 候 得 共、 更 -ー 開明 之 良策 無 之、 當惑罷 在. 2:、 三老之 

面々、 追々 閣老初 詰 合、 有司 對談ハ 有 之 候 得 共、 満城拂 地 之 無策 -ー テ、 唯 御 奏聞 之 貫通、 或ハ 前途 之 意見 垂問之 外、 一 之定 

論 モ無之 一一 付、 三老 モ愈以 慨歎 ヲ極メ  、卽 今ト相 成候テ 尸 、總テ 一 點之 見込 モ無之 趣. E. 達、 申 刻 IS ョ リ逐々 一一 退出 セ リ、 孤 

雪 へ 、ノ 御 奏聞 書 傳達之 義ヲ賴 談有之 候 得 共、 御 家門 之 方 可然趣 申立、 不及 御請 由、 如 形 兵端 已 一一 開ケ シ 上 ハ 、四 人 歸路之 

通 塞 難 計 一一 付、 孤雪ハ 今朝 伏 見邊之 形勢 爲 取調、 家來指 遣シタ ル故、 歸城之 次第 一一 ョ リ、 歸京之 見込 ヲ立候 積 之 由、 歸雪モ 

同様、 前 路見分 之 者 指 出 シ候由 -ー候 得 共、 雪江ハ 十 里 外 之 消息、 坐 待 モ焦思 之 至 一一 付、 イツ レノ道 一一 モ 支度 次第 發船、 淀邊 

迄 遡リ、 其 上 -1 テ進止 可 相诀ト 、其 段 永 井 殿 へ 及 申 談處、 左 候 ハ 、 是非共、 御 奏聞 狀、 竝御直 書 共 持 參致吳 候様ト ノ事 ュ 

テ、 酒 井 雅樂頭 殿 、板 倉 伊賀 守殿ョ リ戶田 大和 守 殿 迄 へ ノ 御用 狀 一一 仕 立、 被 相 渡 一一 付 受取 之、 退出 セ シ ハ 申 半 刻^ ナリ、 此 

節、 淀川 船留 -1 テ通船 無 之 一一 付、 御 目付棱 本殿 指圖 一一 テ 、四 藩 之 分 ハ 舟 會所ョ リ 印鑑 ヲ 出サレ タリ、 雪 江 ハ 咋夜 留置 タ ル船 

二 テ、 酉 半 刻 頃 發船セ シ カト、 乘棄タ ル 大船 ナル 故、 船脚疾 カラス、 五日 曉、 漸ク 二 シ テ牧方 二 至リ、 暮時過 著 邸、 K  二 御 ：：1 

一一 出、 坂 地 之 事情 申 上、 御 直 書 左 ノ 如シ、 

m 古 記 卷 十六 明治 元年 正月 五日  四 六 一 一一 


復 古 記 卷 十六 明治 元年 正月 五日  四 六 ぼ 

奏聞 之 次第 ハ有之 候 得 トモ、 輦穀之 下 二 オイ テ 干戈 ヲ 動力 サ 、 ル様、 兼テ 兵隊 之 者 トモへ 申. 諕置候 得 共、 彼 ヨリ 已ニ 

砲發之 上ハ、 此上之 形勢 心配 致 候 間、 吳々 モ 鳳輦 守護 被 致 候 儀、 厚 ク御賴 申 候、 已上。 

慶  喜 

尾 州  藝州 

越 前 宇 和 島 殿 

正月 四日 八字認 

御 老中 ョ リ戶 m 殿 へ 之 御 封 物ハ、 鹿 之 助 ヲ以テ 戸田 殿 へ 指 出處、 御 同人 屮 候ハ、 御 奏聞 狀ハ瀧 川 播州、 大垣之 藩 土 一一 扛シ、 

今朝 ffl 達セ シ故、 封 之 儘 直 一一 朝廷へ 被 指 上 由、 仍之、 雪 江 持參セ シ ハ 重複 二相 成 一一 付、 戶 m 殿 手元 二 被預置 段、 被 申聞タ 

〇 大目 付 平 山 敬 忠演達 書 

去 卯.：' 二月 十二 日、 旗下 之 者 共 鎭撫之 爲メ、 内府公 下坂 被 致 居候 處、 舊 臘中ョ リ尾、 越、 土三老 侯、 屢御 上京 之 儀 御 越、 尾、 

越兩公 一一 ハ 兼 テ御內 沙汰 有 之 候 辭宫、 竝御 政務 御 用途 之 儀モ、 夫-々 周旋 ヲ以 テ運ヒ モ付候 間、 此上 ハ 京地 之 御 模様、 越公ョ 

リ被申 越 次第、 御上 京 御座 候 積-一 テ、 尤當節 柄 之 儀、 御 戒心 モ有之 候 一一 付、 御上 京 之節ハ 兵隊 多分 御 召 連不相 成候テ ハ 、 ぼ 

子之转 安心 モ 不相成 候閒、 其 段可然 朝廷 へ 申立 可 被 置 旨、 越 侯 へ 被 申談、 承知 二 テ歸京 一一 相 成 申 候、 乍 去、 御上 京 之 節、 一 

時 二 大兵 御 召 連 相 成候テ ハ 、常節 柄、 彼是 物議 モ可 生、 漸々 -ー 先 供 兵隊 被 繰 出 候 方、 昆聞モ 穩-ー 可 有 之ト、 去々 日ョ リ先供 

之 兵隊 一隊 ハー 一條 城 中， 一 隊 ハ 伏 見驛、 一隊 ハ 淀へ 繰 人 候 積、 追々 出發致 シ 、 大目 附瀧川 播磨守 へ 奏聞 狀爲持 被 差 出 候處、 

四ッ i 豕關門 二 長 人出 張 罷在候 二 付、. M 府^ 近々 上京 被 致 候 先 供 之 旨、 及斷致 承知 候 -ー 付、 無 異議 通行 可 致處、 同所 詰 合之薩 

港 f 出、 上京 之 勅命 無 之^: ハ 、先 供 トテモ 入京 不相成 段、 嚴 重差留 候、 然處、 此方 へ ハ 何 之 御沙汰 モ無之 候 間、 夫 是及掛 合 候 


2、 薩兵 左右 ヨリ 俄 一一 相 起リ、 大小 砲 亂發、 伏 見 之 方 モ 先 供 兵隊 著 船 致 シ 候處、 是亦從 彼方 發砲 一一 及ヒ、 兩所共 不^ ヲ被撃 

戰爭ト 相 成、 只今 以テ 日々 爭鬭罷 在 候、 尤輦穀 之 下 一一 テ 干戈 相 動力 シ候テ ハ 、兼テ 之 2 府公 御趣总 二 モ致 相違.？^、 今曉モ 

戰爭 先へ 赛取ヲ 以テ、 相 戒被申 候 間、 兵士 之 面々 モ 一 時 之 機-一 乘シ、 右 様 之 儀 ハ诀テ 致 間 敷 ト被存 候 得 共、 兼 テ^ 無 方 心配 

被 致候壯 年之& 共、 萬 一 心得 違 有 之 候 テハ、 不相成 候ト、 甚 心配 被罷在 候、 此度之 一 條、 右 之 通 之 始末 柄 -1 矣、 能々 御 了察 有 

之 度 候 事。 ？ i5SS 

〇 舊慕府 老中、 令 シ テ 、諸 船舶 ノ 品 川 港 二 入ル者 ヲ撿シ 、其撐 客ヲ 譏 察 ス 。 

大  目  付へ 

此度、 御府内 御 取締 筋 之 儀 被 仰 出 候 一一 付テ ハ 、諸家 手 船、. 竝 商人 共 所持 ノ船 共、 品 川 沖へ 入津 之節ハ 、蒸氣 帆 前ノ無 別、 其 

筋ノ者 差遣、 乘紐人 尸 勿論、 來港ノ 趣意 等爲 承候笞 一一 付、 兼テ其 心得 可罷在 候、 

右 之 趣、 萬 石 以上 ノ面々 へ 不洩様 可 被相觸 候。 

E  rrr- 鳥居 忠 

I ョ 文 家 記 

六 日 、木 梨 恒準纖 ^1 や ヲ以テ 、東海道 鎭撫總 督參謀 ト 爲ス。 

木 求  一^" 

東海道 鎭撫總 督參謀 被 仰 付 候 事。 ^梨！ 5 準 g 歴龍 

〇 公卿 ノ涅 齒點 眉、 古制 一一 非ルヲ 以テ、 必シ モ依遵 セサル ヲ 令ス。 

男子 錢漿、 上古 無 之 儀 二 候、 以後 可 任 所存 被 仰 下 候 事。 

但、 羣作眉 之 事 同上。 Jif& 謹  .  . , 

復古 記 卷 十六 明治 元年 正月 六日  六 五 
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〇 申 牌 後 ョ リ 翌卯牌 後 一一 至ル マテ、 九 門ヲ鎖 シ 、出入 印 票 ヲ 以テセ シメ、 又 越 前 藩 兵 ヲ シテ、 

諸家 ^^？間ゅ町 ノ竇 門ヲ守 ラシ ム。  ： . - 

九 門、 七ッ 半時 ョ リ翌卯 半 刻 迄、 鎮切 二 相 成 候閒、 以 印鑑 注來之 事、 

但、 銘々 印鑑 -ー テ 通行 爲引 合、 御門 へ 可 差 出 事。 00m 

•〇 春嶽 私記 -ー 云、 九 門外 公卿 方 穴 門 有 之 分、 警衞被 仰 付 之處、 少人數 二 テ三 十四 家不殘 ハ 難 持 二 付、 下立賫 御門 ョ リ寺町 

御門 迄ノ 間、 十四 家 分 御 持 相 成ル。 

〇 櫻 中忠 興、 永 中 直諒ニ 命 シテ、 城 守ヲ嚴 一一 シ、 織 田 信 親 ヲシテ 、白 川 越晰リ ヲ警守 セシム 、又 

長、 隨 一 一藩 兵 ヲ召ス ヲ以テ 、忠興 一一 命 シテ、 其 封內經 過、 及ヒ 糧食 運搬 等ノ 便ヲ與 ヘシ ム。 

各 通 櫻 井 遠 江 守 

永 井 日向 守 

當今、 不 容易 形勢-一 付テ ハ 、西 ノ宮 ヨリ 山 崎 閼門迄 之 内、 別 テ樞要 之 地 二 付、 宜本城 堅固-一 守備、 王事 勤 勞候様 御沙汰 

ヒ JJ&.G- 稷井 &f 家 記 

之 事 永 井 直 諒家記 

〇 

織 田 出 雪 守 

白 川 越 坂 本 口 ハ 樞要之 場所 二 付、 堅固 二 警衞可 有 之 旨 御沙汰 之 事。 ISI 

〇§- 牛^ 典 家 記-云、 今度 長、 備被爲 召 候 間、 追々 可罷 登、 就テ ハ 西宮邊 通行、 或 ハ滯留 可 致 儀 モ可有 之、 且粮米 運送 等 之 

1 無 差 支 樣可被 致、 尙叉 當節不 容易 形勢 二 付、 本 城 堅 可 相 守 様 ロ達ァ リ。 


〇 篠山藩 兵 ノ伏 見取 締ヲ 罷メ、 多度津 藩 兵 ヲ以テ 、之-一代 フ。 

申出 候趣尤 -ー 付、 三 藩 共 伏 a 出張 候 儀 ハ 被 冤 候、 京都市 中 厳重 -ー 手 宛 候樣被 仰 付 之。 

但、 追テ 交代 之 者 被 差 出 候迄ハ 、是迄 之 通 相 心得 候 様 仰 付 之。 ||§ 

t% き" 

〇 忠誠 家 記 二 云、 伏見戰 地近邊 救助 取締、 夫々 取 計、 市民 安定 -1 付、 京都 ト兩地 へ 人數 分配、 自然 行 屆兼候 は、 ^h, 依テ 

此ロ達 ァリ、 十一 一日、 取締 ハ田宮 如 雪 へ 、巡邏 ハ京極 下總守 へ 引 送ル、 京 極 壽吉家 記 二 云、 十二 日、 伏兒へ 士卒 差 出 候 節、 

達 書 ハ之ヲ 失 スト。 

〇 東 本願 寺 光勝 - 一命 シテ、 大津 一一 至リ、 官軍 ノ 糧食 ヲ措辦 シ、 且ッ 東國ノ 門徒 ヲ勸 勵セ シ厶、 

又 興 福寺ノ 僧侶-一命 シ、 伊賀 一 路東 兵ノ狀 ヲ諜セ シム 

w ォ Ife  .n 一、 

東 兵 上京 之 風聞 有 之 -ー 付、 大津表 官軍 出張 被 仰 付 候、 方今 之 形勢， 何時 及 干戈 候モ難 量、 萬 一 兵. H 糧米闕 乏之依 於 有 之 

ハ 、不安 次第 -ー 付、 其 節 ハ 其方 以盡カ 差 支 無 之 様、 所 置 被 賴思召 候 間、 速 -ー 出向 可 致 指揮 被 仰 下 候 事。 

E  3  4、 日 柬 山道 總督府 叢 紙 

2 月 /  □  i 本願 寺 記 

〇 東 本願 寺 記-一 云、 六日、 光瑩 參内之 節、 御 書 下 if ぃブ 御 達- 尤東國 筋へ 下向、 門 末 敎諭 可 致 樣トノ 御 口 達モ有 之、 侬之 - 

卽刻江 州路ヲ 始メ 、美 濃 尾 張 へ 下向、 敎諭盡 力 可 仕 旨、 口上 ラ以 テ申上 置 候。 

〇| 九 U 達 書  . 

尾 張大納 言 

常 御 時節柄 -1 付、 門 末爲敎 諭、 東 本願 寺東國 下向 之 儀 御沙汰 有 之 候閒、 爲 心得 申達 置 候 事。 

正 月 2 

復古 記 卷 十六 明治 元年 正月 六日  M 六 七 


復古 記 卷 十六 明治 元年 正 g 六日  西 六 八 

〇 同日 沿道 諸 藩 へ 布 達 書 

今般 御用 -ー 付、 東 本願 寺 近 江路、 美 濃、 尾 張 出向 候 間、 途中 差 障 無 之 様 可 致 申達 候 事。 

參 與 役所 

. 東 本願 寺 記 

〇 

興 福 寺 

擧  頭 

不日 東 兵、 伊賀 越 襲 來之臌 聞 候 二 付、 遠ク 斥候 ヲ出シ 、逐 一 言上 可 有 之 御沙汰 候 事。 

正 K  . 

旣、 一 S 

伹、 專務 御用 筋 二 付、 僧侶 之 輩、 直チ -ー 諸大夫 之閒、 假館 へ 可 罷出候 事。 善5| 

〇 加 茂兩社 司 二 命シ、 日 二 管 地 ノ壯丁  J! ゃヲ出 シテ、 薩摩 藩兵ノ 使役 二 充シム G 

薩  州 

思 召 有 之. 運送 爲 一 助、 下 鴨 百姓 連日 十人ッ 、 、上賀 茂 百姓 一 一十 五人ッ 、 、爲 人夫 罷出 候樣、 一社 中へ 被 仰 付 候 間、 此段申 

達 候 事。 

正月 六日 

伹シ、 不用 之 節ハ、 尤 勝手 二 指揮 可 致、 尙又 不足 候ハ 、可 申出 候 事。 

〇 加 茂 社 司ノ達 書ハ、 原記ヲ 失ス。 

〇,p メ岡崎 藩 兵、 犬 見 1^ ヲ戍ス 、戰 後、 其 之ク所 ヲ知ラ ス 、是 日、 - 藩 臣ノ京 一一 在ル 者、 別 一 1 兵 


ヲ藩 ヨリ 徵 サン ト請ヒ 、久松 定法 ノ 老臣、 兵備 ヲ缺 キ、 王事 ニ從フ コ ト能 ハサ ルヲ 以テ、 之ヲ 

定法 二 歸報セ ン ト 請フ、 H  二 命シ テ、 兵ヲ 京師 二 出 サシム G 

兼 テ伏見 御 警衞被 仰 付 置 候處、 當三 日夕、 於 同所 戰爭相 始リ、 御 番所 燒失相 成 候 趣 承リ候 -ー 付、 不 取敢、 常 地 詰 家 來之者 

遣シ、 御警衞 場所 見 分爲仕 候處、 右燒 失跡 一一 、小者 兩 三人 罷在 候而已 -ー テ、 人 數何レ へ 罷越候 哉、 又 ハ戰死 仕 候 哉、 何分 難 相 

分、 御警衞 場所 明 置 候 儀、 甚以奉 恐 入 心配 罷在 候、 侬之、 急速 在所 表へ 申 遣 シ、 代 リノ 人數呼 寄^ 度、 如何 可 仕 哉、 宜敷御 差 

圆被下 度、 此段 奉伺 候、 以上。 

.  本 多 美 濃 守 家來 

正 S 六日  •.  安井 藤九郞 

本 多 忠^ 家 記 

〇 批紙 

宫軍 追々 進擊 二 相 成 候 間、 豐後撟 不及御 警衞、 國許 へ 早々 申 遣シ、 相 應之人 數可差 登 候 事。 

E  ^ 言 

〇 

私儀、 内 膳正爲 名代 在京 仕 居候 處、 咋今、 伏 見邊不 容易 形勢 押 移リ、 實以奉 恐 入 候、 然處、 人 數召連 罷在不 申 候 -ー 付、 御警衞 

向 等 モ相整 苦 敷、 此儘空 敷滯京 仕候テ 尸 、益 奉 恐 入 候 間、 一 先 引取、. s: 膳 正 へ 此趣& 聞 度 奉存候 、依 之、 速 -ー 出立 仕度、 此段 

奉伺 候 間、 乍 恐、 急速 御 差 圆之程 奉 懇願 候、 以上。 

松 平 内 膳 正 家老 

正月 四日  服 部外 記 

久 松定弘 家 記 

、復 古 記 卷 十六 明治 元年 正月 六日  四-: ハ九 


^ 古 記 卷 十六 明治 元年 正 六日  四 七 〇 

〇 指令 

松 平 5： 勝 正 家老 

月  き  夕  一一 =a 

右、 同人 助役 之 者、 一 旦歸國 イタ シ、 相應之 人數召 連、 早々 上京 可 致 被 仰 出 候 事。 

辰 正 8 六 3 贴紐|  1 

〇 九 鬼 隆備、 病 アル ヲ以テ 、先 ッ兵ヲ 京師-一 出シ、 福 岡 藩臣ノ 京-一 在ル 者、 見 兵 ヲ以テ 守備 二 

服セ ント 請フ。 

私儀 

. 侬 御沙汰 、速-一 上京 可 仕 之處、 何分 病 氣不相 勝 出立 仕 兼、 段々 及 延引 奉 恐 入 候-一せ、 人數 計上 京爲仕 候、 此扠奉 申 上 候、 以 

u。 

正 H 六日  九 鬼 大隅守 

參 與御 役所 S 

〇 

頃日 不 容易 形勢 二 付テ ハ 、屹度 多 人數ヲ モ差 出シ、 御所 御 警衞等 仕度 心底 ハ 萬々 御座 候 得 共， 卽今當 地 へ 詰 合 候 人數、 誠 二 

卯 二 テ、 輕輦 二 至 リ纔百 人餘リ 二 御座 候 得ハ、 何等 ノ 御用 二 モ相立 不申候 得 共、 此節 柄、 相 應之御 場所へ、 右 有 合 之 人數ヲ 

以テ 御警衞 仕度 奉 存候條 、右 之 趣 御 含被爲 置、 宜御指 圆 被 成 下 度、 此段奉 願 候、 以上。 

松 平 美 濃 守. s 

正月  井上 六之丞 


〇 官軍、 進テ 八幡 ヲ攻厶 、津藩 ノ山崎 衛兵、 官軍 二 應シ 、橋 本 s?f  ？、 ヲ横 撃ス、 贼兵大 二 败ル、 

官軍、 尾 擊シテ 楠 葉 二 至ル、 |£き 織？ 是日、 征討 府、 其 下 參謀高 崎 正風 ヲ罷 メ、  S3  、大山 綱 良 § 

助 〇 瘥 ヲ乂 -L  、クー 一一 t  7  o 大山 辆良 

摩 藩士、 ヲ.^ ーァ i\ ニー  f フ 履歴書 

〇 是夜、 綾小路 俊實、 M 顏 g 、有 水口 藩士 等十數 人. ヲ率 キテ、 京師 ヲ出テ 、書ヲ 庭 E 重 胤， 二 造 

シテ、 報 効 ノ意ヲ 陳シ、 代リテ 上奏 セ ン コトヲ 請フ、 滋野井 公 壽モ亦 出奔 ス、 會相樂 武振等 、江 

戶 ヨリ 來リ、 都下 ノ薩邸 二 ァリ、 俊實等 ノ擧ヲ 聞キ、 追テ之 二 從フ。 

中興 之 御 機會、 臣子 安眠 之 時 -1 非ス、 於 俊實モ 勤王 之 微忠聊 相盡申 度、 今夕 脫走仕 候、 同ョ リ if 居 之 身分 ヲ不惲 段、 太以恐 

懼之至 一一 候 へ 共、 非常 之 御 時節 一一 差當リ 、粉 骨 碎身不 仕候テ ハ 、從前 無上 之 天恩 一一 奉 報 候 事 難ク、 實 -ー 不得已 之 微忠、 深 御 

憐察成 給 度、 此段 宜ク御 執奏奉 te! 幾 候 也。 

慶應四 戊辰 正月 七日  俊  實 

.k: 內  一一 一一 n  大 原重實 

庭 En ブ. S  一一 一一  n  ^ 履歴書 

〇 加 藤 明 實家記 二 云、 藩士 油 川 鍊三郞 、速 水湊 以下 十六 人、 勤王 非常 ノ 功績 相 立 度 二 付、 綾小路 前 侍從殿 二 從ヒ、 江 濃 二 出 

張ス。 

〇 公 壽從者 植村直 一 筆記 -1 云、 正月 六日、 御 邸 御 出門、 其 夜、 西 江 州 坂 木 民家 -ー治 ス。 

〇 赤 報 記 一一 云、 六日 酉 下 刻、 一 一本松 藩邸-一 至ル、 此夜 綾小路、 溢 野井兩 朝臣、 東征 先鋒 ノ爲メ 京地 御脫 走、 侬之、 我共大 二 雀 

躍、 藩邸 ヲ發 ス。 

復古 記 卷 十六 明治 元年 正月 六日  四 七 一 


復 古 記 卷 十六 明治 元年 正月 六日  四 七 二 

〇 憲川慶 喜、 書ヲ 各國 公使 二 遺リ、 其 兵 利ァラ ス 、 敵軍 來襲 ノ勢ァ ルヲ 以テ、 各 其 國旗ヲ 保守 

セ ン コトヲ 陳ス、 是日、 舊 幕府 老中、 大河 內輝照 §^§豨，、 水 野 忠弘ヲ シテ、 品 川 港 砲臺ノ 

守 ヲ嚴ニ セシム C 

以書狀 致 啓上 候、 然ハ我 國政體 變革之 儀-一 付、 兼テ 御而晤 一一 オヨ ヒ置候 通、 大君 殿下、 千 辛 萬 苦、 誠意 ヲ以 御盡カ 被 遊 候 

得 共、 松 平 修理 大夫 家來之 暴行、 愈 熾 二相 成、 就 テハ此 程、 兩 度迄モ 奏聞 二 オヨ ヒ候 上、 近々 御 上洛 可 被 遊迚、 不取敢 御先 

供 發途、 去ル 三日、 鳥 羽 街道 へ 行掛候 節、 修理 大夫 家来 共、 無 謂 差 止候而 已ナラ ス 、發砲 一一 オヨ ヒ候 ヨリ、 遂-ー 戰爭相 成、 互 

二 勝坆有 之 候處、 咋今、 僞勑 ヲ以テ 諸藩ヲ 煽動 シ、 逆威大 二 張リ、 官軍 少シ ク 不利 一一 有 之、 賊徒 追々 侵 來之趣 一一 モ相聞 候 二 

付. 精々 防禦 追討 之 手配、 益 厳重 イタ シ候得 共、 自然 當表迄 モ襲來 致 候 哉 モ難計 候 一一 付、 此方 二 於テ ハ 勿論、 十分 之 カヲ盖 

シ御 保護 可 及 候 得 共、 責妆方 -ー テモ、 貴國之 御 旗 章 御 守護 之 方略 有 之 度、 右 ハ 今日 之 場合、 別テ御 懇親 之 衷情 相表シ 度、 此 

上 會 々御 懇親 之 段 《、雙 方之最 祈念 ス ル所 -ー候 條ハ、 言語 ヲ待サ ル所 一一 テ候、 右 ハ咋今 之 形勢 可 及 御 報告、 旁 此段申 進 候、 

右 可 得 御意、 如斯 二 御座 候、 以上。 

正月 六日  板 倉 伊賀 守 

酒 井 雅樂頭 

英、 佛、 米、 蘭、 孛、 伊、 公使 名當 閣下 餅 蹄 

〇 外務省 記 -ー 云、 舊 幕府 於大坂 各國 往復 書翰 留記中 -ー 、本書 六日 下ル、 御上 二 テ 御手 調 ト甞入 ァリ。 

〇 稻槳 正邦ョ リ達書 

松 平 右京 亮 

内お^ 警衞、 三 之 御臺場 御預、 伊達 遠 江 守 御 冤 二 付、 代リ 其方 へ 被 仰 付 候 問、 防禦 之 手 箸 兼 テ嚴重 可 被 申 付 候、 尤 2 海 御 


警衞之 面々 可 被 申 合 候、 芝 金 杉 伊達 遠 hd 守 陣屋 地 家作 共、 御 臺場付 爲陣星 地 被 下 之。 

〇 稻葉正 邦ョ リ水野 忠弘へ 達 書 

御 臺場詰 人数 省略 方、 兼テ 相 達 置 候處、 當時 御府内 其 外 不穩折 柄、 當分持 場 相應之 人 數爲相 詰、 大砲 打 試 等 致 シ置、 不慮 之 

御備、 屹度 相 立 候 樣可被 致、 尤品川 沖へ 兼テ 軍艦 御 備置相 成 候 間、 非常 之 節ハ、 右 應援モ 相 心^ 候 様 可 被 致 候。 §|| 

〇 是夜、 德川慶 喜、 汽船 -1 駕シテ 、大 坂城ヲ 去 ル 、松 平容 保、 松 平定 敬、 板な 勝^、 消井忠 は^、 

之 ニ從フ 、慶喜 去 ルー 1 臨テ、 東歸ノ 故ヲ布 吿シ、 翌 日、 諸 藩 兵 ヲ遣 歸ス、 老中 格 大河 內正 質、 大 

坂 城代 牧野 貞直、 及 ヒ 大河 內信 古、 牧野 忠訓 等、 皆 江戸 -1 走ル、 松 平 忠誠 ハ 紀伊 二 

赴キ、 久松 定昭、 酒 井忠氏 ハ藩ニ 歸ル。 

先般、 尾 張 大納言、 松 平 大藏大 輔ヲ以 テ可致 上洛 旨、 御 S 詭ヲ蒙 リ奉リ 候 間、 去ル 三日、 先 供 之 者 四 塚關門 迄罷越 候處、 松 

平 修理 大夫 家來 共、 無 謂 二 通行 ヲ拒ミ 、兼テ 伏兵 之 手配 致シ 置、 突然 彼ョ リ及發 砲、 兵端 ラ開キ 、粗暴 之舉動 二 及 ヒ候條 、修 

理大夫 家 來共ー 己 之 所業 二 有 之、 剩矯 叙盧、 朝敵 之 名 ヲ負セ 、他 藩 之者ヲ 煽動 シ、 人心 疑惑 ヲ抱キ 、戰利 アラス、 此 分-一 

テ ハ 、夥多 之 人命 ヲ損 シ候ノ ミナ ラス、 可 奉 寧 宸襟 誠意 モ不相 貫、 紛紜之 際、 曲直 判然 不相 立候テ ハ 、不本意 之 至、 深ク心 

S 致シ 候、 就テ ハ 深キ 見込 モ有之 、兵隊 引 揚ケ、 軍艦 一一 テ 一 先 東歸致 候、 追々 申 聞 候 儀 モ可有 之 候 問、 銘々 同心 戮カ、 爲國家 

可抽 忠節 候 事。 賺釘 

〇 

今般、 當地御 東 下 被 遊 候 二 付テ ハ 、在 來諸持 所 御 警衞之 面々、 人數 引揚、 江 戶表叉 ハ 在所 表 等 へ 都合 次第 罷 越不苫 旨、 豐前 

守 殿 被 仰 渡 候閒、 其 旨 相 心得、 別紙 之 面々 へ 早々 順 達 可 有 之 候、 此段 申達 候、 以上。 

復古 記 卷 十六 明治 元年 正 S 六日  m 七 一 一一 


復古 記 卷 十六 明治 元年 正 六日  ra: 七 P 

正月 七日  御  目  付 

.  大目 付 

堀 田 正 倫 日錄抄 

柳^ 保 申 家 記 

筑前 紀州 濱田 大垣 小濱 阿 州 郡 山 鳥 羽 高 松 松 山 牧野 駿河守 彥根 朽木近 江 守 ， . 

大洲 高 取 古河 森 駿河守 稻葉 右京亮 岡 部 筑前守 小 田 原 明 石 三 田 吉田 忍 柳 生但馬 守 き || 

〇 春嶽 私記 二 云、 六 曰、 於 坂 地佛國 公使 登城、 御 應接有 之、 相 濟退城 之 後、 伊賀 守 殿、 公使 旅館へ 被罷越 、失 ヨリ 無 程、 内府公 

佛國火 船 へ 被 召、 御 東 下 被 遊 候 由、 さ ー開睛 翻?^ で 同廿 二日 ノ條ニ 云ク、 十一 日夜 半、 濱殿 へ 著、 千 一 一日 五 半時、 會、 桑 

板 ま 伊賀、 酒 井忠惇 等ト共 二 人 城 C 

〇 中 村武雄 手記 二 云、 初メ 敗軍 ノ旨、 大阪へ 聞 ヱ ケ ル時、 前將 軍、 麾下 諸藩ノ 士ヲ會 シ譫シ 玉ヒケ ルハ、 今日 ノ事、 固ョ リ 

朝廷 ニ敵シ 奉ルノ 心ナキ ハ申ス ニ及ハ ス、 惟フ 二 事 ノ此ニ 至 リシ モ、 畢竟、 君側 ニ奸邪 ノ臣ァ ルヲ以 テナ リ、 之 ヲ除ク 二 非 

レ ハ 、天下 ノ 事爲ス へ カラス、 右ハ 前日、 建白書 ニ詳カ 二 セシ事 ナレハ 、今更 申ス 一一 及 ハス、 然ル 二 不幸 二 シテ軍 敗レ、 危殆 

ノ勢ニ 至 リタ レト モ、 其 誠心 ハ自ラ 天ノ照 鑒ァラ ン、 此城、 縱ヒ 焦土 トナル トモ、 死ヲ以 テ守ル へ シ、 寡 人、 此所 一一 死セ シナ 

ラ ハ 、關東 忠義 ノ士、 必ス其 志ヲ繼 ク者ァ ラ ン、 然ル上 ハ 、毫末 モ恨ム ル所ナ シ、 汝等堅 ク寡人 ノ志ヲ 體シ、 益 報國ノ 道ヲ盡 

ス へ シト宣 ヒケレ ハ、 並居 ル諸士 、衋ク 感泣 悲慟セ サルハ ナク、 各诀心 シテ、 死ヲ此 ニ致ス へ シト覺 悟 シケリ * 然ル 二、 舌ノ 

根 未タ乾 カザル 一一 、人 二 モ告ス 、關 東へ 逃下リ 玉ヒシ ハ 如何 ナル事 二 ャ、 天魔 ノ所爲 トモ 云へ キカ、 今度 ノ軍、 先手 ハ脆ク 

敗レ タレ トモ、 大坂ハ 天下 ノ 堅城 ナリ、 城 中二 ハ 數萬ノ 精兵 ァリ、 丘 ハ粮ョ リ 器械 彈藥 ニ至ル 迄、 盡ク備 レリ、 カヲ盡 シテ籠 

城セ ハ 、京方 如 可 程猛シ トモ、 遽 ニ拔ク コト 叶フマ シ、 連 延诀セ サル中 二 ハ 、關東 勢、 東海、 柬山ノ 諸道 ョ リ進 發シ、 海軍 ハ 

山 湯、 四國、 九州 ラ授ラ ハ 、鳥 羽、 伏 見 二 破 ルト云 トモ、 之 ヲ大阪 ニ復 スルコ ト難カ ラサ ル 二 、前將 軍ノ遽 一一 逃 去 リ玉ヒ シ ハ- 

武門 衰茶シ テ、 王攻 復古 ノ時至 リシナ ラン 。爱ニ 複本 和 泉 守ハ、 初メ攝 海-一 於テ 際 船ヲ 打破 リ、 速 二 上陸 シテ 大坂城 二 入リ、 

大計 ヲ論セ ン トセ シ 二、 前 將軍已 二 江戸 二 走 リ玉ヒ 、重器 秘書 等 ニ至ル 迄、 坐 間 二 狼藉 シ タリ ケ レ ハ" 泉 州、. 天ヲ ffl テ 嘆息 

シ、 盡 ク之ラ 收抬シ テ港 二 至 リシ 二 、其 乘ル所 ノ開陽 艦 ハ、 又前將 軍ノ爲 二 奪ヒ去 ラレ ケレハ 、泉 州、 盆 痛哭 シ、 急 二 他 艦 


I，  ニ乘 シテ閼 東へ 歸リ、 再 擧ノ事 ヲ謀リ ケル、 彼 ノ栴澤 孫 太郞カ ニ條城 二 在テ、 戰 起ルノ 時、 S 一一 應ス ル能 ハス、 軍敗ル 

ト聞テ 、罪 ヲ會、 桑 二 歸シテ 歸國セ シ ト ハ 雲泥 ノ違 ヒト云 へ シ、 大坂ノ 城 中 二 テ ハ 、前 將軍ノ 逃 去 リ玉ヒ シ事ハ 夢 -1 モ知ラ 

ス 、夜 明テ 後、 始テ其 事 ヲ知リ 、上ヲ 下へ ト 反セト モ、 今更 及フ へ クモ アラス 、詮方 ナク 所々 二 備へタ ル 大砲 杯モ、 或 ハ毀チ 

或ハ堀 ニ投ケ 込テ、 其々 二 落行ク 支度 ヲナシ 二 ケリ、 此時、 我 藩 ノ萵野 一 郞右衞 門ハ、 縱ヒ將 軍 落 行 キ玉フ トモ、 猶此城 一一 

閎籠リ 、千騎 力 一 騎ニ ナルト テモ、 籠城 ス へ シ ト足ス リシ テ論 シケレ トモ、 崩 レ立タ ル 味方 ノ^ ヒ、 人々 落 支度 ノミ -1 テ、 

籠城 ノ事杯 思ヒモ 寄ス、 遂 二七日 申ノ下 刻、 大 坂城ヲ 立出テ 泉州路 へ ト落チ 往キ、 其 夜ハ堺 ュ宿シ タリ。 

〇 苟生 日記 二 云、 七日 早 起、 平野 町 高 氏ヲ過 キリ、 家書 ヲ其僕 順 之 助 二 託ス、 同氏 家眷、 絕テ舍 二 在ラ ス 、僕 一 人 而已、 余、 怪 

テ 子細 ラ問フ 、僕 云、 旣ニ紀 州 二 赴 クト、 予， 大ー 一驚 キ歸リ 、再ヒ 奉行所へ 入レ ハ門 開キ、 中 一一 ハ寂寞 人 ナシ、 同心 一 人、 所 

以ヲ 尋ヌ、 他モ亦 何等 ノ故ナ ルャ、 知 ラスト 云フ、 愈驚ク 耳、 旣 一一 シテ 田阪直 次郞、 松 井 騎太郞 外 一 X  二 逢フ、 直次郞 子細 ヲ 

解セ ス、 是モ亦 驚クョ リ外 ナク、 騎太 郞言ル 一一 ハ、 今朝 奉行 ヨリ 一 同へ 暇 出 タリ ト、 聞ク者 只呆ル 、計 リ、 更ニ 言語 ナク^ 

分 レ 、予獨 、總 年寄 今 井與惣 右衞門 ヲ訪フ 、與惣 モ 又 奉行 組頭 ノ 處置ヲ 呆レ、 且笑ヒ 且詈 ルノ外 ナシ、 辭 シ テ屯舍 一一 歸 レハ、 

谷 土 佐 守 云フ、 大君、 今曉、 汽船 二 テ歸府 被爲成 タリ 、依 之 一 同、 是 ヨリ 一 ト先、 紀 州へ 退へ キ旨 達シナ リト、 余 曰ク、 今夕、 

紀 州公當 地へ 御 下 リノ ョ シ、 サスレ ハ 大君 御 歸府相 成 共、 一 同ハ 此地 二 留リ、 紀公ヲ 待テ、 進退 ヲ诀 シナハ 如何 ト演 說シケ 

レ ト モ、 大君 ノ歸府 一一 一 同托言 シ、. ^軍 ノ總 潰へ 更ニ 支へ 難ク、 言論 聞 入 ナク風 鶴 ヲ恐レ 、八 公 ヲ驚キ 周章 狼狈 シテ、 一 同 

坂 地 ヲ捨テ 去 レリ、 余、 蒲暮發 程、 堺ヲ 過ルコ ト 一 里餘ニ シテ、 天旣 ニ明ケ タリ。 

〇 大河 内 正 質 家 記-一 云、 正月 元日、 上洛 之 前 驅被申 付、 卽日大 坂 出立、 淀 止宿、 翌日、 前 隊於伏 見¥ 起リ、 遂-ー 朝敵 之 名 ヲ受、 

大坂 へ 立 歸リ、 夫 ヨリ 紀州 へ 立 退、 諸 隊都テ 江戸 へ 相 戾シ、 其 後 同所 ョ リ 軍艦 二 テ駿州 江 尻 へ 著 港、 東海^ 下，：^、 一  ：月 朔日、 

江戶 へ 歸着。 

〇 牧野 貞寧家 記-一 云、 六日 夜 二 至リ、 麾下 某 走 リ來リ 、竊ニ 貞直 一一 告テ 曰ク、 將軍 今夜 城 中 ヲ脫シ 、乘 艦柬歸 スト、^ 愕然、 

卽チ獨 行 シ テ城 二 入 ル 、已 二 人影 ナ シ 、適、 松 平 刑 部大輔 二 遭 ヒ 、共 二 退キ去 ル、 臣等、 其 意趣 ヲ觯セ ス 、閣老 二 而 シ 相 謀 ン 

ト欲シ 、一 一三 ± ヲ携へ 、刑 部大 輔ト與 一一 天 保 山 -ー 赴ク、 方-一天 明、 將軍ノ 艦 巳 ニ洋中 一一 走ル、 會マ 若年 寄 平 山 頭、 淺野 关 

作 守へ 面ス、 曰 ク宜ク 開城 ス へ シ ト、 頃 クァリ 、家士 走 リ來リ 云、 諸家 ノ兵奔 散、 城 中 瓦 崩 スト、 臣 如何 トモ ナ ス可 ラサ ルヲ 
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知リ、 重臣 等 二 旨ヲ傳 へ 、刑 部 大輔ト 共 二 微行 シ テ、 十九 日 江戸へ 歸 邸ス。 

〇 大河 内 信 古 家譜 二 云、 正月 六日、 雖自 大和 路欲 出京、 山道 險隘、 數日 跋渉、 遂不得 通路、 a 宿 病 再發、 心神 惽勞 難堪、 是以不 

得 止、 同 十一 一日 航海 到 居城 三 州 吉田。 

〇 牧野 忠毅家 記 二 云、 忠訓、 德川家 へ 忠諫 仕度 心底 二 テ 下坂 仕 候處、 同所 殊ノ外 混雜、 寸志 テ 陳述 スル場 二 至 ラス、 事旣 -1 

伏 見之變 -ー 及ヒ、 德川家 叉 東 -ー 走ル、 不得 止、 正月 七日 夜 同所 發足 * 同廿 三日 江戶 へ 歸著" 

〇 松 平 忠敬家 記 -1 云、 忠誠、 正月 元日、 大坂表 へ 著、 尙 暫時 療用中 、伏 見 表 一一 於テ 粗暴 之 事件 相發候 趣、 依 テ慶喜 へ 諫爭ヲ モ 

可 仕存、 押テ 登城 仕 候 所、 最早 退 城、 紀州之 方へ 立 退 候 風聞-一 付、 同月 七日 紀州 筋へ 追掛、 其 主意 柄 聞 亂シ候 上、 上京 仕 候 心 

得 -1 テ出發 仕 候。 

〇 久松定 謨家記 二 云、 定 §! 口、 正月 七 B 發足、 同 十日、 松 山 表 -ー 著ス C 

〇 酒 井忠祿 家譜 -ー 云、 忠氏、 正月 三日、 著 坂 ノ處、 其 後、 德川慶 喜關東 へ 引取 候 趣 -ー 付、 同 八日、 大坂 出立、 十五 日、 若 州 表 へ 

歸著。 

古 記 卷土ハ 終 

總括 兼纂修 

一等 編修 官 臣長松  幹 

校 勘 

一等 編修 宫 E 長  荧 

一 第 掌 記臣四 星 恒 之 

六 等 掌 記臣澤 渡 廣 孝 

繕 寫 

二等 繕 寫臣小 川 長 和 

二等 繕 寫臣小 島  春 


復 


復古 記 卷 十七 

明治 元年 戊辰 正月 七日 二 起リ 九日 ニ至ル 

〇 正月 

七 日 、 百官 諸侯 ヲ 會 シ テ 、德 川慶喜 ノ 反狀ヲ 告示 シ、 征討 ノ令ヲ 發シ、 諸侯 ヲ シ テ 其 去就 ヲ 決 

セシ厶 ◦ 

德川慶 喜、 天下 之 形勢 不得巳 ヲ察シ 、大政 返上、 將 軍職 辭退相 願 候- 1 付、 朝議 之 上、 斷然被 聞 食 候處、 只、 大政 返 k 卜 巾 

而已 一一 テ、 於 朝廷、 土地 人民 御 保 チ不被 遊候テ ハ 、 御 聖業難 被 爲立候 二 付、 尾、 越 二 藩 ヲ以テ 、其實 効 御 訊 II 被爲. 遊 候 節、 

於 慶喜ハ 奉 畏入候 得 共、 麾下 竝會、 桑 之 者 共 承服 不仕、 萬 一 暴 擧可仕 哉 モ難計 -ー 付、 只管 鎮撫 -ー盡 力 仕 居候 旨、 尾、 越ョ リ及 

言上 候閒、 朝廷 一一 ハ 、慶 喜眞 一一 恭順 ヲ盡シ 候 様 被 思 食， 旣往之 罪 不被爲 問 、寛大 之 御所 置 可 被 被 仰 付 候處、 豈 阖 ラ ンャ、 

大坂城 へ 引取 候 ハ 、素ョ リ ノ詐謀 二 テ、 去ル 三日、 麾下 之者ヲ 引率 シ、 剩前々 御 暇 被 遣 候會、 桑等ヲ 先鋒 ト シ 、 闕下ヲ 奉 犯 

候 勢、 現在 彼 ヨリ 兵端 ヲ開キ 候 上 ハ 、慶 喜反狀 明白、 始終 奉 欺 朝廷 候 段、 大逆 無道， 最早、 於 朝廷 御莠恕 之道モ 絕果、 不 

被 爲得已 、追討 被 仰 付 候、 兵端 旣 二 相 開 候 上 、ノ  、速 -ー 賊徒 御 平 治、 萬 民 塗炭 之 苦 ヲ被爲 救 度 叙 慮 二 候 間、 今般、 仁 和 寺.：：，：： 征 

討將軍 一一 被 任 候 一一 付テ 尸 、是 迄、 偷安 怠惰 一一 打 過、 或 ハ 兩端ヲ 抱 キ候者 ハ 勿論、 假令 賊徒 -ー 從ヒ 、譜代 臣下 之 者 タリ^、 悔 ^ 

愤發、 爲國家 盡忠之 志 有 之 候 輩 、ノ  、寛大 之 思 食 二 テ 、御 採用 可 被爲在 候、 依戰 功、 此 行末 德川 家之倏 -ー 付、 歎願 之 儀 モ候得 

ハ、 其 筋-一 ョ リ御 許容 可 有 之 候、 然ル -r 此御 時節 一一 至リ、 不辨 大義、 賊徒 ト謀ヲ 通シ、 或ハ 居 爲致候 荠ハ、 朝敵； si 樣、 厳 

刑 -ー 可 被 處候閒 、心得 違 無 之 様 可 致 候 事、 
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但、 征討 大將軍 ヲ被置 候 上 ハ 、卽 時、 前件 號令 可被發 ハ 勿論 -ー 候 得 共、 猶 旗下 粗暴 之 徒 壅蔽爱 二 至リ候 事哉ト 、 彼是 深 重 

之 思 盒ヲ以 テ御遲 延之處 、三日 ヨリ 今 七日 一一 至リ、 坂 兵 日々 雖 敗走 益 出兵、 吳々 不得 止、 斷然 本文 之 通 被 仰 出 候、 各 

藩陪 從吏卒 一一 至 ル迄 方向 ヲ定メ 、爲 天下 奉公 可 有 之 候 事。 t^iys 細 i 

〇 春嶽 私記 一一 云、 今日、 議定、 參與 * 在京 諸 候 等、. ra. 刻、 總參 內被 仰 出、 一 同揃ノ 上、 小 御所-於 テ、 帥 宮御讀 渡 相濟、 岩 倉 

殿御 演達有 之 趣ハ、 如斯被 仰 出 候 上 ニテ、 歸國致 度 向 ハ歸國 、大 坂へ 罷 越度 向 ハ可罷 越、 又 動 王 追討 之 向 ハ其通 リ、： I： 

レ モ 方向 ヲ定メ 、明日 辰 刻 迄 一一 及 御請 候 樣御申 渡 有 之、 畢テ又 被 申 候 ハ 、 是迄、 朝廷 之 御爲、 何卒 慶喜 改心 反 正 有 之 候 様 

二 ト存シ 、蔭 ナカラ 種々 及 周旋 候 儀モ有 之處、 今日 之 姿 -1 立 至候テ ハ、 朝廷へ モ無 申譯、 深 ク奉畏 入 候ト、 改テ 宮様へ 御 

演達有 之、 又是 ハ事已 一一 去リ タレ トモ トテ 、德川 氏 奏聞 狀ヲ 列座 之 上席 へ 御 渡 有 之。 

〇 諸 藩受書 

德川慶 喜 麾下、 拉會、 桑 等 之 者 共 承服 不仕、 只管 鎮撫 之名ラ 以テ、 一 旦大坂 城 へ 引取 候 ハ 、素ョ リ詐謀 二 テ、 去 三日、 麾下 之 

者ヲ 引率 シ、 剩前 一一 御 暇 被 下 候會， 桑等ヲ 先鋒 ト シ、 闕下ヲ 奉 犯 候 勢 • 現在 彼ョ リ 兵端 ヲ開候 一一 付、 速 二 御 追討 可 被 遊 

御 旨 精細 被 仰 出 趣、 謹 テ奉拜 請 候、 此段御 執 奏可被 下 候、 以上。 

正月 八日  薩 摩少將 

島津 忠義 家 記 

〇 

德川慶 喜 大逆 無道 一一 付、 追討 被 仰 付 候 御 儀、 不辨 大義、 賊徒 ト謀ヲ 通シ、 或 ハ 潸居爲 仕 候者ハ 、 朝敵 同様 嚴刑 二 可被處 

候 間、 心得 違 無 之 様 可 仕 旨 等、 被 仰 出 之趣拜 承奉畏 候、 仍之、 謹テ 御請 奉 申 上 候、 誠 恐誠惶 頓首頓 首。 

正月  大納  一一 一 e 慶 勝 

德川義 宜家記 


〇 

德川慶 喜 事 -ー 付テ 、昨夜、 名代 重臣 之 者 へ 被 仰 渡 候 御 書付 之 趣奉畏 候、 此段 御請 申 上 候、 以上 e 

正月 八日  細 川 右 京大 夫 

細 川 護久 家 記 

〇  . 

咋 七日、 所勞 一一 付、 爲 名代 家老 本 多 修理 參 朝爲 仕候處 御 書付 ヲ以テ 、御 達 之 趣 奉拜承 候。 

正月 八日  松平大 藏大輔 

fll 私記 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 御請 書、 元 ヨリ 勤 王 一 途之旨 可 被 仰 上 事 -1 候 得 共、 萬 一 、 坂 地 追討 杯 被 命 候 節 パ 、 御 斷リ不 被 仰 上 

候テ ハ 不相 適、 夫 一一 テ ハ 御請 之 御 趣意 ト 齟齬 之 姿 二 可 相 成 ュ へ 、 唯 何 トナク 御 承知 ト計 御請 一一 相 成 候 ハ 、 、 御 趣意 不分 

明 故 御 尋モ可 有 之、 其 節-一至 リ、 勤 王 一 途ハ 勿論 -1 テ申上 迄 モ無之 候 得 共、 御 ^ 之 次第-一 ョ リ相願 候 儀 モ可有 之 ト、 失 

卜 ナク御 答 置 -1 相 成 可然ト ノ御 評議 一一 テ 、御請 書 出來、 修理 持 參指上 候處、 書面 一一 付 申 上 候 儀 、ノ 無 之 哉 ト御尋 一一 付、 書面 

二 付、 申 上 候 儀 ハ 無 之 候 得 共、 書面 -ー 付 御 尋モ御 坐 候 ハ 、 、 御 答申 上 置 度 儀 有 之 趣 申 上 候處、 左様 候 ハ 、 1 ^や 御 W 無 之、 

萬 里 小路 殿御 落手 之 段、 非藏人 ヲ以被 仰 聞 候。 

〇 

德川慶 喜形迹 今日 ノ如キ 一一 至リ 候-一 付、 討伐 勑定ノ 御 趣 奉承畏 候、 勿論 皇家 ノ爲メ 可奉盡 微衷 候 問、 此段 御^ 申 上 候。 

正月 八日  松 平容. 堂 

山. 2:^ 笳家 記 

〇 
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御 達 之 趣、 謹 テ奉拜 承 候、 猶盡 身命 勤 王 仕 候、 以上。 

正月 七日  連名 

加 藤 明 實家記 

〇 明實家 記-一 云、 連署、 原 記 ラ失ス 、小 出 伊勢 守、 池 田 修理、 市 橋下總 守、 北 條相模 守、 久留島 伊豫 守、 大澤 侍從ノ 外、 臆 記 

ス ル所ナ シト。  . 

〇 

昨夜、 於 小 御所、 家 來共迄 御 渡-一 相 成 候 御 書付 之 趣 奉 謹 承 候 、不肖 之 私-一 ハ御坐 候 得 共、 乍 恐、 兼テ爲 朝廷 粉骨碎 身盡 

忠可仕 志願 -ー御 坐 候 間、 素ョ リ違存 無 御 坐 候、 此段 御請 奉 申 上 候、 以上。 

正月 八日  京 極下總 守 

京 綞壽吉 家 記 

〇 

德 川内府 大逆 無道 -ー 付、 追討 被 仰 付 候 御 儀、 不辨 大義、 賊徒 ト謀ヲ 通シ、 或 ハ 潜 居 爲仕候 者 ハ , 朝敵 同様 厳刑 一一 可被處 

候閒、 心得 違 無 之 樣可仕 旨 等、 被 仰 出 之 趣 拜承奉 恐 入 候、 右 ハ尾張 大納言 ヨリ 言上 仕 候 通、 於 私 モ奉畏 候、 仍之、 謹テ 御請 

奉 申 上 候、 以上 G 

正月  成 瀨隼人 正 

犬. W 藩 記 

〇 諸 藩 ノ 受書、 此 外見 ル所 ナシ。 

〇 入道 雄 仁、 議、 尊秀 二親 王 二 命 シテ、 蓄髪セ シメ、 尊秀 親王 ノ德川 氏 猶子 ヲ停ム 「- 

聖 護院宮 


依 有 思 貪、 復飾被 仰 出 候 事。 15， 

〇 

知 恩 院 宮 

同上 文。 

德川 猶子 被 止 候 事。  Z 

正月 七 曰 

〇 因幡 藩 及 ヒ支藩 兵ノ伏 見守 衞ヲ 罷テ、 八幡、 橋 本ヲ警 守シ、 搽 山，^ 兵ヲ シ テ闇 ssf 河内 リ 

ュ CL1  tpl  ノ 1 isj^ 一一  ァ. .1 

ヲ 警守 シ 、永 井直諒 ノ請ヲ 許 シ テ 、洞嶺 I、 守衞 ヲ撤 シテ、 本城ノ 守備 ニ充テ シ厶。 

松 平 因幡 守 

松 平 相模守 

]  松 平 修理 

是迄、 伏 見 表出 張 被 仰 付 置 候處、 今般 被 免、 八幡、 橋 本邊守 衞-竝 同所 關門 警衞被 仰 付 旨 御沙汰 桑 事。 

月ヒ， 池 田 輝 知 家 記 

5  F  H  口 池 田 德定家 記 

〇 小 笠 原 長 守 へ 達 書 

小 笠 原 左 衞門佐 人数、 和 州 闇 峠へ 早々 出張、 盡カ可 致 旨 御沙汰 候 事。 

E 弓 小 笠 原 長 

5 月 守 家 記 

〇 

昨日 御 書付 ヲ以テ 、日向 守 本 城 堅 固 守備、 王事 勤 勞候様 御 汰汰之 趣奉畏 候、！！ ケ峠邊 、大阪 方 人数、 戰爭之 後、 不 殘引拂 
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宾樣 承知 比类  一一：^、 同所 固 人數引 揚ケ、 自國ノ 守 衞嚴重 -1 手當 仕度、 此段奉 願 候、 以上。 

永 井 日向 守家來 

I 月 七日  吉田恒 左衞門 

永 井 直 諒家記 

〇 直 諒家記 二 云、 同夜、 留守居 呼 出、 願 之 通 御 閬濟ノ 段 被 仰出ト C 

〇 薩摩、 筑前、 因幡、 彥根四 藩兵ヲ シ テ寺町 門下 立寳門 以北 諸家 ノ竇門 ヲ守ラ シ ム 、 ぎ 

又筑 前藩ヲ シ テ 四 條隆謌 ノ衞兵 ヲ出サ シ 厶 。 

〇筑 前 藩 へ 達 書 

四條 前侍從 出張 二 付、 爲附添 士分 十 人、 速 二 差 出 候 様 被 仰 付 候 事。 Ms 

〇 

四條 前侍從 爲警衞 、人 數拾人 指 出 之 儀、 御 受申上 候 -1 付テ ハ 、早々 淀 へ 可 罷出候 事。 

E 弓 黑田長 

i 月 知 家 記 

〇 鷲 尾隆聚 二 內論シ 、姑ク 阪 城攻擊 ヲ止メ  、先ッ 大和 ヲ鎭撫 セシ厶 C 

〇 高纾山 出張 槪略 一一 云、 十 一 日、 京師 ヨリ 十津 川鄉士 中島 磯之 進、 前 倉 右 衞門到 著、 正 親 町 少將殿 之 ロ狀書 ヲ齎シ 來ル、 今 

度、 其 官軍 ヲ以テ 、華 城ヲ 乘落ス へ キ旨 御沙汰 候 得 共、 何分 少人數 之 事故、 先 和州ヲ 鎭撫セ ラレ、 追テ之 御沙汰 ヲ待ッ 

へ キト 云々、 且西鄕 吉之助 ヨリ 書柬、 如 左、 

前略、 去ル 三日、 不計モ 賊軍 ヨリ 兵端 ヲ開 キ、 一 時 ハ混雜 致 候 得 共、 終 二 打抽、 日々 戰爭 、官軍 毎-一勝 利ヲ 得、 昨日 迄、 八幡 

之賊巢 ラ責拔 、橋 本 迄 打 拔候事 一一 御 坐 候、 就テ ハ 此上 ハ 、華 城 一 段 一一 相 成 候閒、 得 ト廟算 ヲ立攻 掛候程 一一 御 坐 候 間、 只今、 


其 許-一 屯 集 之 兵暴擧 -ー 及 ヒ候テ 、ノ  、大 一一 官軍 之人氣 二相 拘リ候 一一 付、 京地 之 官軍 ト 一 時-一手 箦ヲ 合シ、 a 一一 攻寄 セ矣^ 

仕度 御 坐 候 間、 何卒 期限 ヲ定メ 可 申 上 候、 其 内 必御動 搖不被 爲在樣 御 申 上 置 被 下 度、 態々 以 書面 奉 得 貴意 候 間、 宜ク御 取 

成 被 下 度 御 糗ミ申 上 候、 以上。  . 

正月 七日  西鄕士 n 之 助 

本 田 勘 解 由樣， 

〇 出 雲 藩 京都 警衞 兵、 將 一一 丹 波若ク ハ 宇治 ヨリ 京 二 入ラ ン トス 、是 日、 山陰 道鎭 撫總督 及ヒ久 

居 藩 宇治 ノ 守兵 一一 諭シ テ、 其經過 ヲ妨ク ルコト 勿 ラシ ム。 

京都 三 ヶ月 詰 御警衞 人數、 舊臊 ヨリ 追々 國許 出立 爲致候 旨 申 越、 初 立 之 者ハ、 最早 京 著 之 日積リ -1 候處、 當節 道中 筋 不都合 

之 譯モ可 有 之歟、 ィ マ タ著 込不申 候、 尤大坂 ヨリ 之 通行 六 ケ敷趣 一一 候得ハ 、自然 滞リ可 申モ難 計、 仍テ速 二 登 京 仕 候 様 申 遣 

置 候 間、 宇治 之 方、 或ハ丹 波路 ヨリ 入 込 候 様 可 相 成 歟ニ奉 存候條 、武器 等モ有 之、 同所 御 固 之 藩々 へ 、 御沙汰 被 成 置 被 下 

度 奉 願 候、 以上。 


正月 六日 

〇 久居藩 へ 達 書 

別紙 if  、ヲ之 通 申出 候 間、 其 心得 ヲ以テ 、相 支 へ 候 儀 無 之 様 申達 候 事。 

E  g 藤 堂 高 

I 月 邦家 記 

〇 鎮撫 使へ ハ 留守 家臣へ ロ達ノ 事、 西 園 寺 家 記-一見 ュ、 災後、 原 記 ヲ失ス 

復古 記 卷 十七 明治 元年 正月 七日 


松 平 出 羽 守 留守居 

津川六 郞右衞 門 


松 平定 安家 記 

藤 堂 高 邦家 記 
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〇 加藤泰 令、 京 二 至ル。 S! 

〇 大將 軍、 進 テ淀城 二 入ル。 

〇 鷲 尾 隆聚、 五條 I、 代官 所 ヲ收メ 、^黔 K 高是 日、 傍 近ノ諸 藩-一 檄シテ 、王事 ニ勤メ シム。 

〇 檄文 

從 天朝 兼テ 御沙汰 之 御 趣意 被爲在 候處、 此度 浪華 之 兵、 伏 見 表 へ 出張、 叛逆 之 色相 顯 レ 候-一 付 テハ、 官軍 御 差 向 之處、 

已ニ及 戰爭、 朝敵 顯然 >ー 候 、依 之、 速-一征 伐 可 致 旨、 再度 被爲蒙 勅命、 竝錦 御 旗 被 相 渡 候條、 四方 之士 民、 普 天 率土 之 

大義 ヲ辨明 シ 、 王事 二 勤 勞可致 事。 

鷲 尾 侍從殴 

戊辰 正月  執事 

別紙 之 通、 四方へ 布告 一一 相 成 候 間、 其 藩々 -ー 於テモ 同心 戮カ、 逑ニ奉 勅、 數 千年 之 奉 報 天恩 候 樣可被 成 候 事。 

鷲 尾侍從 殴 

戊辰 正月  執事 

高野山 出張 槪略 

高 木 正 善 家 記 

〇 出張 槪略 二 云、 紀州橋 本番 所 竝岸和 田、 伯 太、 郡 山、 小 泉、 高 取、 丹 南、 田 原本 等 へ 相 達 候 事。 

八日、 雄 仁 親王、 一 品 ヲ辭ス 、之 ヲ聽シ 、舊 二 仍テ聖 護 院宮ト 稱シ、 其附弟 入道 信 仁 親王 if- ヲシ 

テ照 高院宮 ト稱セ シ ム 、是 日、 雄 仁 親王 名ヲ 嘉言 二 復ス。 

〇 聖護院 宮家 記 二 云、 一 品 辭返之 書 被 差 出 候處、 勘 解 由 小路 殴、 宮 へ 出 會被聞 召 候 旨 御 達、 又、 宮、 議定 衆 へ 面會 二 テ 、以 來、 


稱號從 前 ノ 通聖 護院宫 ト 相稱候 テ モ 可然 哉、 且實名 ハ 、童 名 嘉言 ト 可稱哉 ノ 旨 被 伺候 處、 思 召 不被爲 在 旨 御 達 ノ 事： 

〇 

聖護院 宫復飾 後、 被 稱舊號 、同 新 宮被稱 照 高院腠 事。 gIP 

〇 征討 ノ令 ヲ發ス ルヲ 以テ、 錦旗 M 、一 ー旒ヲ 建禮門 一一 樹テ、 水口 藩兵ヲ シテ之 ヲ守ラ シム、 翌日、 

又 之ヲ建 春、 宜秋ー 一門-一 樹テ、 宇 和 島 藩 兵 一一 宜 秋門ヲ 守リ、 水口 藩-一 建 春 門 ヲ守ラ シメ、 新 谷 

藩兵ヲ 以 テ 、建禮 門 ノ 守兵-一代 フ。 

〇 加 藤 明 實家記 ュ 云、 參 與衆ョ リ 御守衞 隊長 ノ者御 呼 出、 久 我中納 一一 一一 I！ 殿ョ リ金菊 章 錦 御 旗 二 本 御 渡 一一 テ、 南門 ノ 左右へ 被 

爲建 置、 御 守 衞被仰 付、 尤 夜分 ハ 卷揚可 申樣被 申達、 翌： n 、日ノ 御門 へ 同様 被爲 建、 御 守 衞被仰 付、 其 後、 南門 ノ方ハ 新 谷 藩 

被 仰 付、 引渡 ス。 

〇 伊達 宗德家 記 -ー 云、 德川御 追討 -ー 付、 錦 御 旗 二 本、 公鄉 御門 へ 被爲 建、 御 守 衞被仰 付 C 

〇 . 

加 藤 出 雪 守 

南門 御 旗、 警衞申 付 候 事。 

E 弓 加藤泰 

S 月 令 家 記 

〇 高 松、 小濱 、核 山、 1、 大垣、 鳥 羽、 宮津、 延岡 七藩ノ 兵、 賊軍 二 從フ ヲ以テ 、其 人士  ノ九門 二 出 

入 スルヲ ス。 

.讃 州 高 松 若 州 小^ 
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豫州 松 山 濃 州 大垣 

志 州 鳥 羽  丹 後 宫津 

日 州 延岡 

右、 御門 通行 停え 之 事、 麯§^ 絲読 

〇 筑前 藩兵ヲ シテ石 藥師、 淸和院 一 一門 ノ間ヲ 警守シ 、長 門 藩 兵 -ー 蛤、 下立賫 一 一門 ノ間ヲ 警守セ 

シ ム 、長 門 藩、 見兵ナ キヲ 以テ之 ヲ辭ス 知日家 龍 

〇 岡 部長 寬ノ 考臣。 藩 兵 ヲ 京師-一 徵 サン ト請フ 、命 シテ、 之ヲ徵 サシム G 

一 咋 六日、 於 御所 御假建 所、 當時" 在京 人數 有無 御 尋-ー 付、 滯在無 之 旨 申 上 候處、 追テ 御沙汰 可 被 爲在候 趣 被 仰 出 候 

得 共、 不 容易 形勢 二 付、 人 數呼出 可 申 哉、 猶又此 段 奉伺 候-以上。 

岡 部 筑前守 名代 

正月 八日  岡 部 結 城 

〇 批紙  〜 

窺 之 通、 人 數可呼 寄 事。 删 . 

〇 松 平 賴聰ノ 家臣 京 一一 在 ル者、 書 ヲ上リ 、伏 見 ノ事、 賴聰 ノ與リ 知ル所 一一 非 サルヲ 辨シ、 賴聰 

ヲ シテ 上京 セ シ メンコ トヲ 請フ、 乃チ姑 ク收邸 ノ令ヲ 停メ、 賴聰ヲ シテ自 ラ其罪 ヲ乞ハ シ厶。 

去ル 三日、 大坂滯 在 人數、 當節柄 -ー 付、 天朝 御用 之 程 モ難計 奉存、 登 京 仕掛 ケ、 伏 見 迄罷登 候處、 不計會 藩 同時 二相 成、 入 

京 難 出來、 併當 形勢 -ー 敝藩關 係 仕 候 事 パ 毛頭 無 御 坐、 素 ョ リ 何等 之 御 趣意 モ 心得 不申 、蘧忽 -ー 進退 モ難 出来、 早速 下坂 仕 候 


二 相違 無 御座 ト奉存 候處、 其 後 浪華 表 a 聞 承 候 得 ハ 、深 ク恐入 候 臌聞モ 御 坐 候 二 付、 在京 之 面々 一 統當惑 至極 奉 恐縮 候、 右 

ハ 全、 大坂表 滯在之 者 共 之 失策 -ー テ、 於 讚岐守 ハ少シ モ存不 申 儀 一一 御 坐 候 間、 此段 幾重 二 モ御詫 奉 申 上 候、 讚岐守 儀ハ、 咋 

年 以來被 召罷在 候處、 兼 テ申上 置 候 通、 大病 一一 テ 上京 延引、 深 心痛 仕 候 折 柄、 此度之 御大 變 -ー 付テ ハ 、乍 病中 押テヒ -」： 小、^ 

蒙 御用 度、 此程 在所 表出 帆 仕 居候 處、 無 存掛、 浪華 表 家来 共 不都合 之 次第 a 聞 承知 仕 候 二 付、 同 處家來 共咎方 ハ 速 -ー 申 付 候 

樣可仕 ト奉存 、見合 罷在候 由 申 越 候、 兼テ 天朝 御 厚恩 之 程 奉戴、 乍 不及微 忠奉報 度存候 間、 何卒 速 -ー 上京 仕 候 様 御沙汰 

奉 蒙 候 得 ハ 、大病 中 -ー ハ 御座 候 得 共、 押テ 上京 仕、 相應 御用 向 奉 蒙 度奉存 候、 右 様 被 仰 付 被 下 候得ハ 、 重々 天恩 之 程 冥 

加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 此段偏 -ー 宜 御沙汰 之 程、 伏 テ奉願 上 候、 以上 e 

松 平 讚 岐守内 

正月 八日  北 原 直 左衞門 

高 松 藩 記 

〇 達 書  . 

松 平鑽岐 守 

常 月 三日：^ 來、 錦旗 -ー， M 砲 發致候 者、 朝 敏ト唱 、其 屋敷 星 數地诀 地 二 相 成 候 得 共、 其方 ョ リ歎 願書 有 之 故、 先 指 留置 候 問、 

咋日、 被 仰 渡 書 拜見之 上、 主人 ヨリ 歎願 書 可 指 出様、 急々 蓮 相 付 可 申 候。 £| 

〇 德川慶 勝、 其 隣 近 諸藩ノ 方嚮ヲ 間 ハント 請フ、 之ヲ 叮ス。 

咋夜、 被 仰 出 之 趣-一 付 テハ、 領分 近隣 諸 藩 之 意 底、 勤 王不勤 王 之 境 モ難辨 候 付、 精々 勤 王 之 道-一 相 誘、 若^ 存之輩 

モ 有 之 、差 拒 Z 候 節 ハ 、兵力 ヲ用ヒ 候 儀 モ 可 有 之、 此段爲 念 申 上 置 候 事。 

I 月  大納 言 慶 勝 

〇 批紙 

復古 記 卷 十七 明治 元年 正月 八日  W 八 七 


復古 記 卷 十七 明治 元年 正月 八日  四 八 \  . 

總テ伺 之 通 被 仰 出 候、 精々 勤 王 之 道-一 誘 候 様、 被 仰 付 候 事。 ggg 

iBi 家 記 

〇 參與 小原忠 寛、 大垣 -ー 赴キ、 藩主 戸田 氏 共 一一 說テ、 自効セ シメン ト請フ 、之 ヲ聽ス G 

謹 テ奉內 願 候、 私儀 過日 參與職 被 仰 付、 誠以 分外 之 仕 合 冥加 至極 難 有奉存 候、 然處、 德川 家人 數戰爭 之 儀、 今以 相止不 申、 

遂 二 宮様 御 出 運 御 運 ヒ 一一 迄 差 及 奉 恐 入 候. 折 柄敝藩 人數、 兼テ 大阪表 一一 罷在、 德 川内府 上洛 ト申事 一一 テ、 右 之 供 被 申 付、 

彼、 地 出立 致 シ候處 、豈圖 、今日 之 事 一一 立 至リ、 依 之、 不取敢 一 封書 ヲ馳 セ、 此上 ハ 大義 ヲ 分別 仕、 德 川內府 へ 死ラ以 直言 仕 

候 ョ リ外無 之 段 申 遣 候 事 一一 御座 候， 其 後、 當藩之 人數、 接戰 一一 ハ 不及歟 之 趣 二 モ 承 及 候 へ 共、 何分、 今日 迄 確報 モ無 御座 候 

閒、 參與之 御 席 へ 出勤 仕 候 モ深奉 恐 入 候、 且采女 正 ハ 大垣 -ー罷 在 候 事故、 當地之 時 情 モ相分 申 間 敷、 萬 一 心得 違罷 在候テ ハ 、 

重々 奉 恐 入 候 間、 私儀 暫時 御 暇 被 下 置 候 ハ 、 、卽刻 大垣表 へ 罷越、 朝廷 之 御 趣意 柄、 采 女正始 へ 篤ト申 聞候樣 仕度 奉存 候、 

依 之、 可 相成ハ 暫時 之 御 暇 被 下 置 候 様、 僞奉願 上 候、 以上。 

正月 八日  小 原 ニ兵衞 

戸田 氏 共 家 記 

〇 許可 ノ達書 原記ヲ 失ス。 

〇德 川 慶喜ノ 東 走 スルャ 、其 臣妻木 賴矩體 g、 ヲ留テ 、奏狀 及 坂城ヲ 德川慶 勝、 松 平 慶永ニ 託 

ス、 是日、 二人 其奏狀 ヲ上ル C 

此度、 上京 先 供 途中、 偶然 之 行 遠 ョ リ 、近畿 騒然 -ー 及 候 段、 不得止 場合 -ー テ 、素 奉對 天朝 他心 無 之 段 ハ 、兼テ 御 諒知之 通 二 

候、 併、 聊タ リ トモ 奉惱 宸襟候 段 恐 入 候 儀 一一 付， 浪華 城 ハ 尾 張 大納言、 松 平 大蔵 大輔 へ 相 託シ、 謹 テ東退 仕 候。 

正月  德川慶 喜 

德川家 達 家 記 


此度、 上京 先 供 途中、 偶然 之 行 逢 ヨリ、 近畿 騒然 二 及 候 段、 不得已 之 場合 -1 テ、 素奉對 天朝 他心 無 之 段 ハ 、兼 テ御諒 知 之 通 

二 候、 併、 聊 タリ 共奉惱 宸襟候 段 恐 人 候 儀 一一 付、 謹テ 浪華 城、 各 へ 相預、 退去 歸東 一一 及 候 間、 右 之 趣 可 然御執 成、 御 奏聞 

有 之 度糢存 候。 

正月 七日  .  慶. 喜 

尾 張大納 言 殿 

松平大 藏大輔 殿 

〇 春嶽 私記 二 云、 八日 午後、 坂 地 -ー 罷在候 岡 本 晉太郞 罷歸リ 申 上 候 次第 ハ 、昨 七日、 御城 ョ リ申來 リ^ 出 候處、 御 目 付 妻 木 

多宫 殿逢對 二 テ 、咋 六日 、上様 御城 御明 返キ 一一 付、 尾、 越兩藩 へ 御託 シ、 御 奏聞 狀竝御 甞有之 一一 付、 兩家之 衆 へ 可 相 渡 所、 

尾 邸-一 ハ 一人 モ詰合 無 之 候 付、 晉太郞 へ 被 相 渡 由、 且 御城 モ 引渡 被 申 度トノ 事-一 付、 晉太郞 申 候 《、重 ヰ 御^ 聞狀 等、 私 

式 之 者 拜受仕 候 儀 ハ 恐 入、 御請 難 仕、 且 御城 受取 之 儀 、ノ  、 猶以可 及 手 關樣モ 無 之 候 間、 御 冤 被 下候樣 申達 候處、 御 奏聞 狀 

、ノ 是非共 致 持參吳 候樣、 御城 之儀ハ 早々 受取人 指 出 候樣可 致、 薩、 長 迫 リ來候 へ ハ 、御城 ハ 元ョ リ、 土地 可 及 放火、 左 候 へ ハ 、 

諸 民 之 難儀 ト モ 可 相成條 一一 付、 其 處ヲ思 召、 御開 城 一一 モ 相 成 事 n 候へ ハ 、此譯 合 モ 、歸路 、薩、 長陴所 へ 罷越申 說キ、 止戰之 

侥 申入 候様ト ノ糢之 由、 肥 後 首 藤 某へ モ止戰 申 通 候 儀、 賴有之 趣-一 候へ 共、 首藤ハ 戰地罷 越 候 儀 懸念 候へ ハ 、京都へ 申 造シ、 

京都 ョ リ指留 一一 相 成 候樣可 取計ト ノ緩計 一一 テ 、持 取 申 間 敷 様子 故、 晉太郞 申達 候 、ノ  、ケ樣 之 時節 候 へ ハ 、成敗 ハ 難せ； 候 へ 共、 

何分 指向 ヒ 可 申 候 問、 御 奏聞 狀御寫 一 通 御 渡 被 下 度、 夫 ヲ以懸 合 可 仕、 尤 御城 之 儀 、ノ  、尾、 越ョ リ 奏聞 濟、 受取人 指 上 候 

迄 ハ 、へ|| ^取 申候ト ハ 難 申 上 ト相答 へ 、 御 奏聞 狀竝 御寫共 受取 罷歸、 夫 ヨリ 支度 相 整、 北上 之處、 途中 按外 -1 兵士 等旯受 

不. m. 、牧方 迄 無 何事 到 著、 彼是 深夜 -1 相 成 二 付、 暫時 休息 罷在 候處、 長陴 ヨリ 之 巡邏 六 人 入 來リ、 通行 之 趣^ 等相釓 - 一 付、 有 

0$ へ 、陴所 へ 案内 相 賴ミ、 橋本驛 之陣營 -ー 至リ、 隊長 へ 面會、 御 奏聞 狀寫爲 見、 多宫殿 糗之趣 申 演候處 、仁 和寺宫 御木 
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陣 へ 申 上 候様ト ノ事 一一 付、 淀 表 へ 罷出 候處、 參謀 伊知地 正 治逢對 二 付、 前條申 述處、 尤之 次第 候 へ ハ、 宮へ 相伺ヒ 思 召 次第 

一一 可 致 トノ事 一一 テ 、慇穀 -ー 慰勞之 挨拶 致 シ 、相歸 シ 候、 右 等 之 次第 一一 テ 、彼是 手 閒取之 由 申達、 御 奏聞 書 一 封 指 出、 御 一 封 

ハ 矣御 連名 二 候 へ 共、 先 二 御開 封、 右 二 付、 尾 ョ リ成瀨 隼 人 正、 御 家 ヨリ 酒井與 三左衞 門、 夜 -ー 入參 朝、 公卿 之 議定 衆 迄 

被 指 出 候。 

〇 妻 木多宫 筆記 二 云、 正月 七日 八 半時 頃、 松平豐 前守始 役々 立拂候 後、 御 奏聞 狀竝 御兩家 へ 之 御 直 書 共、 京師 へ 之 運ヒ方 

取 計 候 -ー 付テ、 御 兩家大 坂 詰 御 家 來呼出 候處、 同日 七 時 過、 越 前 御家來 岡本晉 太郞罷 出、 尾 州 家 衆ハ詰 合不巾 二 付、 私 一人 

S 能 出 候 趣 申立 候 間、 左宾 ハ 、 、次 筆 二 ハ 候 得 共、 貴殿 へ 御賴申 候閒、 此 御 奏聞 狀御 自書 共、 京師 へ 御 廻シ被 下、 且當 城御受 

取 被 成 候 様 一一 ト申談 候處、 答 二  、京師 表 へ 運 ヒ 方 之懂 ハ 委細 承知 仕 候 間、 卽刻 早馬 二 テ 私 持 越 可 申、 御城 受取 之 儀 ハ、 ー應 

主人 之 申 付承リ 、明日 中 二 ハ 立 歸リ可 申 候 間、 夫 迄 之處、 御 猶豫被 下 度 段、 達テ C. 聞 候 間、 任 其 意、 尤御 奏聞 鼓 御 自書 表 二 テ 

ハ 、當城 ハ 兩公 へ 御託 シ濟之 ッ モ リ * 被 仰 置 之 御文 言 -1 付、 貴様 ト 之 御 引合 ハ 私ック 、表 向 ハ 旣 一一 御 引渡 濟之格 一一 御 心得 被 

下 度 段、 具 二 申談、 晉太郞 相 返シ申 候、 同日 薄暮 頃、 尾 州 御 家 來淺野 辰藏罷 出、 先刻 御 呼 出 シ之處 、他行 中 二 テ 延引 イタ シ候 

段 申 聞 候 間、 過 刻、 越 前 衆被罷 出、 御 藩 二 ハ 御 詰 合 無 之トノ 事故、 無據、 岡 本 晉太郞 一 人 へ 御 奏聞 狀御直 書 共 相託シ 、同人 

卽刻 上京 被 致 候、 尤 御城 之 僅 ハ 、兩公 へ 旣 二 御 引渡 シ 之 積 心得 居候 旨 申 聞 候處、 辰藏 委細 承知、 左 候 ハ 、 、明日、 越 前 衆被罷 

越 次第、 御沙汰 被 下候ハ 、、私儀 モ 同時 登城 可 仕 旨 申 聞 引取 申 候、 此夜五 半時 頃、 城外 レ， M 小屋 ヨリ 出火 御坡 風下 ニテ 刼 

.2: 松樹 へ 火 移リ、 一 時 動搖、 消防 方 ハ 御城 代殘リ 居候 家来 へ 命シ、 半時 餘 二 テ鎭火 致 候、 八日 晝後 ト覺 候、 尾 州 御 家来 中 

村修之 進、 鬼 頭 健 一 ー郞兩 人、 四 半、 幟爲持 、人数 七 八 人 召 連 登城 イタ シ 、昨 a  、淺 野辰藏 へ 被 仰 聞之廢 モ 御座 候閒、 罷出候 趣 

二 付、 猶 前書 之 趣 申 聞、 未 タ越前 衆 ハ 不罷出 候 得 共、 尾 州 公 二 パ 御 初 筆 之 儀 故、 貴様 へ 御 引渡 申 度 段申談 候處、 同人 申 候 二 

ハ 、辰藏 申 ロ少々 不分明 二 付、 猶 委細 之 儀伺ト シ テ罷出 候 得 共、 御 受取 方 之 儀 ハ 、御城 附之 モノ 京地 ョ リ呼下 シ候上 ナラテ 

ハ 取 計 兼 候 間、 只今 直 二 其 段 急 飛 ヲ以テ 京師 へ 申 遣 候 旨 二 テ、 殿中 二 テ書 狀認、 飛脚 差 出 候 様子 二 見受申 候、 右 相濟、 健 一 一 


郞 一 ト先 引取 度 段 申 聞 候 得 共、 咋日、 早馬 -ー テ 晉太郞 上京 致候義 二 候得ハ 、最早 歸坂可 致 頃 合 一一 付、 責様被 引取 候テ ハ 、 又 

候 欠 違、 御 引渡 方 遲延可 致、 其 儘 乍 御迷惑 越前隶 也、 其 御城 附也、 被 罷出候 迄、 當城 へ 御 詰 切 有 之 度 段 申 聞 候處、 承知 -ー テ、 

健 ニ郞、 修之進 相 留リ、 人 數ハ不 殘返シ 申 候、 同 曰 夕、 淺野辰 藏モ再 登城、 尾 州 衆 都合 三人 相 成、 局 中 在 合 之 酒肴 支度 等 

fjs 給 |i 上人 向呼ョ 寄，^ 付 リ之條 差 出、 越 前 衆 相 待 居候 處、 此日 ハ 終 -ー 京師 ヨリ 沙汰 無 之、 三人 共 天井 間 へ 一 靈致、 多 宫蕤ハ 次 

ノ問 一一 テ 休息 イタ シ候、 夕刻、 御城 外 所々 一一 テ、 何者 ト モ 不知、 城 中虚實 探 リ之爲 -I モ候 哉、 小 銑 相 發シ候 趣、 斥候 之 者 申出 

候。 

〇 戸田 氏共ノ 家臣、 氏 共 伏 見 ノ變ヲ 聞キ、 將 一一 兵 ヲ出シ テ 京師 ノ守衞 一一 供 セン トス 、守關 兵 一一 

扼 セラ レ入ル コト能 ハス シテ、 藩 一一 歸ルヲ 稟シ、 後命ヲ 請フ。 

采女正 儀、 於大垣 表、 方今 之 形勢 不 容易 趣 承知 仕、 朝廷 爲御警 衞人數 追々 繰 出 候處" 御 固 場所 通行 差 支、 無餘儀 引戾リ 候、 

此上、 御用 品 モ被爲 在 候 ハ 、 、 御 下知 次第 速 -ー 出張 爲仕可 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

戶田采 女 正家來 

正月 八日  吉田圑 平 

戶田氏 共 家 記 

本日、 大垣 藩士 ノ九 門出 入 ヲ禁ス ル ノ令 ァリ、 此書ヲ 上 リシ ハ、 蓋 シ發令 前 ユア リシナ ルへ シ。 

〇g 小 原 忠寬ョ リ正親 町 三 條實愛 へ 申請書 

私儀、 今日 出立 可 仕 ト奉存 候、 就テ ハ 毎度 同様 之 儀 申 上 奉 恐 入 候 得 共、 於采女 正儀テ ハ， 朝廷へ 精勤 之 志實以 他念 無 御座 

候、 此段 幾重 -ー モ御 諒察 奉 希 上 候、 大坂表 へ 其 以前 ョ リ 出張 罷在候 當藩之 人数、 俄 ニ德 川內府 上洛 之 供 被 巾 付、 出立 仕 候處、 

-::isl、 今日 之 場 二 立 至 リ奉恐 人 候、 過日 一 信 申 付 候 後 ハ 、定テ 5： 府 へ 直言 之 一 途 -ー 盡カ仕 候 儀 ト奉存 候、 私 歸潘仕 候 上 ハ 愈 
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以 申達、 精勤 爲仕可 申 候 間、 何卒 今朝 御 屆奉申 上 候 朝廷 爲御 警衞、 一 旦 繰出シ 候人數 * 當御地 へ 罷出、 何トカ 御用 品 被 

仰 付 被 下 置 候 様-一 ハ相成 申閒敷 哉、 此段御 宗家 樣之 御緣故 ヲ以、 幾重-一 モ御 高配 奉 願 候、 以上。 

E  nr- 人 日 戸田 氏 

正月 尸 日 共 家 記 

〇 長 門 藩、 彈藥 缺乏ス ルヲ 以テ、 小濱 藩邸 貯フ ル所ノ モノ ヲ借ラ ント 請フ。 

國元 ヨリ 輸送 之 彈藥、 大坂 川口 邊迄 廻船 仕 候 所、 賊兵抄 略 仕 候 哉 - 一 相 聞 4  、今以 到著不 仕、 然處、 數日之 連戦、 有 合 之彈藥 致 

拂底候 折 柄、 若 州 屋敷-一 テ圍置 候 彈藥有 之 哉-一 御座 候閒、 朝廷 御 要用 之 分 トシ テ、 拜借被 仰 付 候 樣奉願 上 候、 已上。 

長 門 宰相 內 

正月 八日  寺内暢 ニー 

輦下日 載 

〇 松 浦詮、 永 井 直諒、 京 二 至 ル 、flfi 水 | 松 平 慶憲、 病 ヲ以テ 、老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至ラ シ 厶 

ル ヲ 稟ス、 is 出 雲 藩 ノ警衞 兵、 京 一一 至ル is 

〇 大將軍 、八幡 二 至リ、 讓 勅旨 ヲ薩、 藝、 長、 因、 津五藩 及 池田德 澄、 池 田 德定ノ 兵 二 傅へ、 戰 

勞ヲ 犒フ、 又 伊達宗城 ノ請ヲ 許シ、 其 軍事 參謀ヲ 罷ム。 

累日 之 交戰、 屢得 勝利 候 趣 被 聞 食、 叙 感不斜 候、 依 之、 軍勞ヲ 被 慰 賜 候 事、 

但、 後日 屹度 思 食 モ被爲 有 候 儀 二 付、 死傷 之 輩、 巨細 -1 可 記 置 候 事。 

E  E> 人 日 輦下日 載>淺 野 長 

3 月バ日 動 以下 各 家家 記 

〇 輦下日 載 一一 云、 酒 拾 六 挺、 スルメ 五 拾 束 賜 之、 薩、 藝、 藤 堂、 因 州 へ モ同樣 被 仰 出 候 事ト、 東 伏 見 宮家 記 -ー 六日 トス 、誤 ル 


二 似タ リ。 

〇 池 田 輝 知、 池 田 德定家 記、 本 條ノ外 ニ數 日勇戰 云々 Ml れ^、 ト ノ達 書、 參與ョ リ被渡 トァリ 、或ハ 一 事 兩樣ニ アリシ モノ 

力、 然レ トモ 薩、 藝、 土、 其 事 ナシ、 疑フ へ シ。 

o 伊達宗城 願書お 批紙 

願 之 通、 軍事 參謀被 免 候 様、 被 仰 出 候 事。 12 琮 

祭. J1" 

九日、 議定 三條實 美、 岩 倉 具視ヲ 以テ、 副 總裁ト 爲シ、 I：；，、 嘉言 親王、 參與 德大寺 實則ヲ i た 

ト爲シ 、征討 大將 軍嘉彰 親王 ヲ以テ 、外國 事務 總裁 ヲ蒹ネ 、實美 及 ヒ參與 東久世 通禧、 岩 下方 

平、 後藤 元燁ヲ 以テ、 外國 事務 取調 掛ヲ 兼シ ム、 又 德川慶 勝、 松平慶 永、 辭官ノ 請 ヲ聽サ ス 、 伊 

達宗 城ト竝 二 議定 ト爲ス 、是 日、 嘉言 親王 ノ園城 寺 長 吏ヲ罷 メテ、 別當ト 爲ス。 

三條 前中納 着 

I  岩 倉 前中將 

右 副總裁 疆 

〇 木條、 御前 親授ナ ル ヘシ。 

嘉言 親王 へ 勅旨 

議定 宸翰 謹 

〇 聖護院 宮家 記 -ー 、於 御前 ト ァ リ。 

〇 
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德大 寺中納 言 

議定 聰 宮家 紅 

〇 

東久世 前少將 

外國 事務 取調 掛兼帶 可 致、 被 仰 下 候 事。  ， 

,t  H,  L 日 東 久世通 

I 月 プ日禧 家 記 

〇 實美 及ヒ方 平、 元燁ハ 達書ヲ 佚ス、 嵯峨實 愛 手記 一一 、仁 和寺宮 外國總 裁、 寳美同 取調 掛、 通禧 同上 被 仰 出ト、 又島津 忠義 

家 記- 1 、方 平、 元 燁ヲ以 テ實美 通禧- 一連 書シ、 以 叙 慮 被 仰 出 トァリ 、嘉彰 親王へ ノ達 書ハ、 坂 城 進入 ノ達ト 一文 ナリ、 後 

條 ニ收ム C 

〇 

各 通 尾 張大納 言 

越 前 宰相 

先達 テョ リ所 勞-ー 付、 議定 職辭退 歎願 之 儀不被 聞 食、 今度、 更-ー 被 仰 付 候閒， 此段可 相 心得 候。 

但、 華 城 出張 中、 御 役 前 相 勤 候 儀、 御 用捨 相 成 候 事。 |S 

宇 和 島少將 

議定 職、 更-ー 被 仰 付 候 事" 8a 

〇i 春嶽 私記、 八日 ノ條- 一 云 、昨日、 反狀 明白 御 發令有 之、 最早 御盡カ 之 御 筋道 モ絕果 、被對 天下 御 而皮モ 不被爲 在、 過日 御 

辭表被 指 出 置 候 御 儀 モ被爲 在、 旁 御歸國 トノ思 召-一 相诀、 御參 内 御 都合 杯 御 評議 中、 晉太郞 到 著-一 付、 右 御 奏聞 狀 御 

务達之 跡 一一 テ御願 可 被遊ト ノ思召 モ被爲 在 候 得 共、 尾 侯 へ 御懸合 二 相 成 候 ハ 、、夜-一 モ入可 申 次第 二 付、 御參 .2: ハ 明朝-一 


被 決 御 奏聞 書 ハ 御 家老 中 ヲ以被 指 出 候 事 -ー 相 成、 然ル處 、夜 -_ 入、 三 岡 八郞退 朝 ヨリ、 直-一 參 上申 上 候 ハ 、 今朝 參與役 

所 へ 出勤 ノ處、 岩 倉 殿御 逢 被 成度ト ノ事 一一 テ 、御 對面有 之、 御 申 聞 之 趣 尸 、 此間容 堂 殿 迄 申達 置 候 次第、 大载 大輔殿 二 ハ 爾 

後御參 內無之 -ー 付 難 申 上、 段々 延引 二 相 成 候 故、 今日 八 郞迄御 申 聞 有 之 由、 抑舊膾 已來之 御忠寳 御盡. R ハ 、满 朝 徹底 感 

服 之 事 -1 テ 、此上 德川氏 如何様 之變故 一一 及 候 共、 尾、 越兩家 へ ハ 德川氏 - 一向 ヒ戟ラ 取 ラセ 候 様之载 ハ 诀 シ テ無之 候、 其代リ 

五畿内 之 政治、 此頃迄 ハ內府 公御參 內 之運ヒ 一一 モ相 成候ハ 、 、是迄 之 振合モ 承知 候 事故、 何 トカ可 相 成ト、 實パ夫 ヲ憑ミ 

等閑-一致 置 候 姿 之處、 今日 ト相 成候テ ハ 、追々 之 世態、 一 揆杯起 リ候テ 尸 不 取締 之 事-一 モ 候へ ハ 、何卒、 大藏 殿、 伊豫 守 被 仰 

談、 御 家来 一 一十 人 ナリ、 十 人 ナリ御 指 出、 此所之 御 政道 御 取締 之 儀、 御 賴被成 度トノ 御内 評 二 有 之、 侬之、 明日 辰 刻、 御 參^: 

有 之 度、 左 候 得 ハ 、兼 テ御役 御 冤 ノ御內 願 ハ 御 許容 無 之、 更 二 議定 一一 被 命 候 御 運 ヒナ ル由、 御内 話 有 之 旨 一一 テ、 前記 之 御 落 

膽御屈 度 被 游候御 見込 ト ハ 、思 召懸 モナ キ 朝廷 之 御 評議 有 之 趣 相 聞ェ、 左様 之 御 折 柄、 御 一 量 見 -1 テ、 强テ御 勇退 被 遊 候 

ハ 、 、是迄 御 盡カ枘 鑿 齟齬、 遂 一一 今日 之 世態 -ー 至 候ヲ御 憂慚之 餘リ、 最早 御嘉遁 トノ御 趣意 ハ 不相 貫、 却 テ德川 氏 ノ御爲 二  . 

何 トカ思 召モ有 之、 御 歸國被 仰 立 候 様、 朝廷 之 御 嫌疑 ヲ被爲 受候テ 、ノ  、多年、 朝 幕之爲 一一 御 心 力 ヲ被爲 盡候御 忠^ ノ御 

瑕瑾 一一 モ被爲 成 候 半 歟ト、 今更 御殘念 一一 思 召、 先ッ 明日 ノ處ハ 、御參 內- ーテ、 無 異儀御 奉 命、 猴御 深考モ 可被爲 在ト ノ御 

事 一一 被诀タ リ。 

〇 

聖 護 院 宫 

被 止 園 城 寺 長 吏、 更可爲 同 寺 別當、 被 仰 下 候 事。 g 麵 igll 

〇 大將 軍嘉彰 親王 -1 命シ、 坂 城 ヲ以テ 牙營ト 爲シ、 四方 ヲ 指揮 セ シメ、 德川慶 勝、 松 平 慶永ヲ 

シテ坂 城ヲ點 撿シ、 大將軍 ヲ迎へ シム、 又 東海道 鎭撫總 督撟木 實梁ニ 命シ、 隣 近ノ諸 藩ヲ 糾合 

復古 記 卷 十七 明治 元年 正月 九日  四 九 五 
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シ、 進 テ桑名 ヲ討セ シ厶。 

〇 征討 大將軍 へ 達 書 

別紙 精^^、 ノ通、 尾、 越 ヨリ 言上 候、 此上 ハ 速 二 進軍、 華 城 ラ以テ 本陴ト シ、 尙 四方 指 惲宜鎭 撫可有 之 候、 且 今日 二 至リ候 

テハ 、海外 各國ノ 御處置 急務 候條、 外國 事務 總裁ノ 義兼帶 、夫々 應接可 有 之、 被 仰 出 候 事。 

正 月 

但シ、 外國 事務 掛ノ義 、三條 前中納 言、 東久世 少將へ モ被仰 付 候 間、 尙申合 可 取 計 候 事。 S 

〇 

尾 張， 大納 言 • 

越 前 宰相 

慶 喜東歸 一一 付、 言上 之 趣 被 聞 食 候、 隨テ ハ 將軍宮 御 進軍、 華 城 ヲ以テ 可 爲木陣 被 仰 出 候 間、 兩藩共 一一 迅速 下坂、 城中點 

撿、 可 奉迎 旨 御沙汰 候 事。 

正 月 

但、 若 シ及遲 々候 テハ、 甚以御 不都合 二 付、 吳々 速 二 下 坭可致 事。 | 川 li&i 

o 春嶽 私記 -ー 云、 華城ノ 儀、 命 ヲ蒙リ 、所努 一一 付、 名代 酒 井 與三右 衞門竝 靑山小 三 郞ヲ遣 尸 ス 、尾 亦 名代 ナリ、 時 一一 坂 城囘祿 

二 付、 本願 寺掛處 御宿 陣-ー 相 成。 

〇 東海道 鎮撫 使 へ 達 書 

別紙 11 か 4、  ノ通、 尾、 越 ヨリ 言上 候、 此上 ハ大津 驛發途 進軍、 桑 名 城 襲 擊陷落 可 致、 隨テハ 隣國ノ 大小 名. 迅速 應 官軍 可 致 

進發 、指揮 可 有之樣 御沙汰 候 事。 

E. 弓 L 日 東海道 

正月 プ日 先鋒 記 


〇 高 倉 永祜ヲ 以テ、 北陸 道鎭撫 總督ト 爲シ、 四 條隆平 之 -I 副ス、 岩 倉 具 定ヲ東 山道 鎮撫 總督ト 

爲シ 、岩 倉 具 經組鮮 お、 之-一 副ス。 

〇 岩 倉具視 及具經 家譜 -ー 云、 正月 九日、 具定東 山道 總督、 具 經副總 督被仰 出 C 

〇 四 人皆宣 旨 ナシ、 嵯峨實 愛 手記、 九日 ノ條 -1 、東 山、 北陸 鎮撫 總督岩 倉 孫 二 男、 高 倉 へ 申 渡 スト ァリ、 北陸 道 f め 督雜記 -I  、 

九： n 夜、 總督發 向 御内 意 ァリト 、又 柳 原 前 光輒誌 九日 ノ條, 一 、東 山道 總督 具定、 副 將八千 丸、 北陸 道 總督永 祜即、 副 將隆平 

被 仰 下 由 トァリ 、然ル - 一永 祜 備忘 錄 一一 ハ、 十二  f  ：：  4、、 日、 北陸 道 鎮撫 總督勑 使 被 仰 出 候 事 ト記シ 、隆平 ノ北征 記事 一一 ハ、 

十一 日ト ス、 蓋 シ木日 ハ 内達 一一 シテ、 十 一 日 二 至リ 公達 ァ リシ モノ ナラ ン 、因 テ姑ク 本 U  二 收ム。 

〇 松浦詮 一一 命 シ 、守兵 ヲ 闇嶺 一一 出サ シ メ  、其 京都 巡邏 ヲ免 ス 、 又 柏 原 藩 東 久世通 禱ノ衞 兵ヲ罷 

メ、 郡 山 藩 兵 ヲ以テ 之-一代 フ 。難 田 E 

松 沛肥前 守 

和 州 闇 峠 之 儀 ハ 、 京 攝之間 要路 -ー 候、 早々 出張 盡カ可 有 之 御沙汰 候 事。 

仉、 小 笠 原 左衞門 佐へ モ 同所 出張 被 仰 付 候 間、 共々 盡カ可 有 之 候 事。 

正 月 f3J 

^ 1)11" 

〇 

謹 テ奉申 上 候、 和 州 闇 峠 之儀ハ 、 京 攝之際 要路 二 候閒、 早々 出張 盡カ可 仕 旨、 蒙 御沙汰 奉畏 候、 素 ヨリ 僻遠 之 小 滞、 故 力 二 

テ 諸事 行 屆兼、 殊 二 不案内 之 場所柄、 如何 可 有 御座 哉 大切 至極 恐 念 仕 候 得 共、 不容易 形勢、 格別 之 蒙 仰 候^  二 付、 乍少人 

數、 出張^ 力 爲仕可 申奉存 候、 此段 御請 奉 申 上 候、 以上。 
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松 浦 詮家記 


- '  公甫 巴 罚 

正 月 九 n  おが Hc.flp 


〇 

別紙 之 通、 闇 峠 出張 被 仰 付 候-一 付、 市中 見廻 之義ハ 御 兗被成 下 候 義トハ 奉 存候得 共、 御沙汰 無 御座 候-一 付、 爲念此 抆 

奉伺 候、 以上。 

正月， 九日  松 浦^ 前 守 

〇批 紙 

市中 Is 被 冤 候 事。 紐 浦 難 

〇舊 京都 守護 職 -ー給 セシ所 ノ廩米 ヲ以テ 、薩、 長 二 藩 一一 賜ヒ、 糧食 二 充ッ、 又 東 本願 寺 光勝 二 

命シ、 倉 ヲ發シ テ、 tli や 伏 見、 八幡、 撟本ノ 兵禍 二 罹 リシ 者ヲ 賑恤セ シム。 

長  州 

薩  州 

是迄 守護 職 勤 仕 中、 爲手 當會津 へ 遣 置 候 知行 所、 別紙 之 趣 -ー 候 間、 兩藩絛 ハ 殊 二  ^日 連戰、 彼是 思 召 之 次第 モ有之 候 -ー 付、 

右 村々 積 米 之 分、 糧米ト シ テ 下賜 候閒、 逑 一一 出張所 置 可 致 候 事 C 

正月 九日 

追テ、 兩藩& 合 取 計 可 致 候 事。 «津%1£ 

〇 別紙  〜 

一 高 四^ 煢石 四斗壹 升 六合  山城 國 愛宕！ s 西 賀^ 村 


一 高 貳拾石 九 斗 贰合三 勺 

一 高 三百 八 拾 五 石 五斗 f 升 四合ペ 勺 

一高 五 拾 六 石 八 斗 七 升 ヒ合三 勺 

, 高 四 拾 三 石貳斗 八 升 四 合^ 勺八才 

一 高 四 拾鱟石 四升贵 合 

〇 東 本願 寺 へ 達 書 

米 千 石 

右 伏 見 表へ 可 差 出 事、 

五百石 

右 八幡、 撟 本邊、 


同 國葛野 郡 


田 

木 


中 

貧 

匕 I 

辻 
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島津 忠義 家 記 


1 


宮 


荒 川甚作 

町 人 

上田 精兵 衞 熊 谷 久右衞 門 

右 之 者 共 出張 致 居候 閒、 直 二 相談 致 シ 、蓮 送 所 何 レ 可然 哉、 宜樣可 取 計 候 事。 g 本 s 

d マ き" 

〇 德川茂 承、 將ニ 京師- 1 觐セ ン トス、 道路 紛擾 ヲ虞リ 、上書 シテ、 朝 命 ヲ賜ハ ン コ トヲ請 フ。 

常 月 三日 以來、 上方 動搖 クー 趣 傳聞仕 候 付、 朝廷 爲御 警衞、 早速 上京 可 仕處、 未 持病 難堪候 付、 不取敢 、爲 名代 家老 共 差 登 候 

處、 於大坂 表、 德川慶 喜 觸達之 品 モ有之 候閒、 彼是 談判 中、 同 七： n、.s: 府俄 -ー 來下让 候 趣 承知 仕 候、 就テ ハ 乍お 中、 速 一一 上京 
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仕 奉伺 天 氣度奉 存候處 、追々 官軍 御 差 向 ケ之折 柄、 於 道路 事情 相混シ 、動搖 等 一一 立 到候テ ハ 深 奉 恐 入 候閒、 奉 蒙 御沙汰、 

早々 上京 仕度 奉存 候、 何卒 御 許容 被 成 下 候 様、 伏テ奉 懇願 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

正月  紀 伊中納 言 

德川茂 承 家 記 

〇 森 忠典、 疾 ヲ以テ 、老臣 ヲシテ 代 リテ京 二 至 ラシ ム 。錄忠 M 

〇 官軍 ノ前險 長 門 藩 兵、 大坂城 ヲ收厶 、時 一一 城 巾 火 起リ、 焚燒 翌日 二 至 ル C 

〇 輦下日 載-一 云、 佐々 木 次 郞四郞 、德 山岩國 兵隊 ヲ率 4、 昨日 舟 一一 テ下リ 、今朝、 先 華 城 - 一入 込 候處、 旗下 土 妻 木 多宫殘 居候 

テ、 城ハ 尾、 越へ 渡ス ト申 居候、 時 一一 尾、 越兩藩 ヨリ モ 少少 參合 居候 處、 何ト カク スクス .& 候 故、 然 ハ 此方 一一 請 取 可 申 ト應接 

致 居候 内、 地雷 發シ、 城 內嬈始 候 事。 

〇 妻 木 多 宫肇記 二 云、 九日 朝 五ッ時 頃、 城外 東北 之方ョ リ、 破裂 丸 ト覺シ キ 大砲  一 二 聲相響 キ候ニ 付、 襲 來之者 有 之 義ト相 

心得、 斥候 差 出 置、 直 様、 尾 州 御 家 來寢所 一一 罷在候 三人 ヲ呼 起シ、 其 段 申 聞 候 内、 靑屋ロ 小屋 ヨリ 出火 之 趣 -ー テ、 御城 ^ 下 相 

成、 火 wt- 盛 一一 相掛リ 候閒、 夫々 用心、 人少ナ 力 ラ 御城 代足輕 一一 申 付 相 防 候. 2:、 斥候 之者罷 歸リ、 只今、 長 州 之 印相 附候北 ハ隊、 

追々 御城 へ 近 附候趣 申立 候 -ー 付， 萬 一 空 城ト 不心得 發砲等 致候テ ハ 、以之 外之義 -ー 付、 鬼 頭 健 次 郞並 御徒 目 付 へ 申 含 、鐵鞭 

之 先 へ 白 布 結附、 大手 外 一一 テ 相振ラ セ 、敵方 其 意 ヲ知リ 、發砲 見合 セ候處 へ 參リ 、當城 ハ 子細 有 之 、空 城 同様 相 成、 尤旣 一一 尾、 

越兩家 へ 引渡 濟 -ー ハ 候 得 共、 監察 役 之 者 モ罷在 候 間、 御來 意之 程穩 一一 應接有 之 度 段 爲申聞 候處、 敵方 隊長 ト覺 シキ者 ヨリ、 

長 州參謀 佐々 木 一 一 郞四郞 、坂 井 勉ト認 候 名札 差 出、 兵隊 ハ 不殘 御城 外 へ 差 置、 隊長 二 郞四郞 外 兩人而 巳 入城 候 二 付、 天井 間 

へ 相通シ 、妻 木多宫 重立、 尾 州 御家來 同道、 支配 向 召 連 應接致 候處、 一 一 郞四郞 申 聞 候 -1 ハ 、 勑命 二 寄 當城進 擊罷越 候 趣 二 

付、 當城 之- 瞧ハ 、內府 事 云々 之 趣 怠 有 之、 一 咋 七日 立拂 後、 尾、 越兩 家へ 引渡 候 旨 申 聞、 則 奏聞 狀並兩 家へ 之 御 直書寫 相見セ 


候處、 1 一 郞四郞 〈委細 承知 イタ シ候 へ 共、 貴殿 -1 ハ 何故 引 拂不申 候 哉 ト申聞 候 二 付、 尾、 越兩公 へ 內府ョ リ之 引渡 ハ 、霄面 上 

一一 テ 相分リ 居候 得 共、 兩 家家 來ョ リ 京師 へ 申 遣 候義有 之、 彼 表 ヨリ 其 筋 之 者 相 越 候 上 ナラテ ハ 受取 兼 候 趣、 達テ 申 聞 候 問、 

無據、 拙者 滯在罷 在 候 旨 相 答、 依 之. 二 郞四郞 、尾 州 衆 へ 引合 居候 £  、石 之 間邊 -ー 當リ俄 二 發火 イタ シ、 忽 火勢 激烈 -ー 相 成、 溜 

リ兼 候閒、 一 一 郞四郞 同道 ュ テ 、大手 内大 番所 迄 引揚、 娜她相 m;; 一  多宫 ヨリー 郞四郞 へ ，M ヒ 、拙者 條、 ロハんに 

ョ リ 上京 、奏聞 狀、 直 書 共 彌上徹 致 候 哉 否 相 伺、 且當城 炎上 之 次第 等、 尾、 越兩公 へ 申立 度 候 間、 其義取 計被吳 度、 且右； 

濟候上 ハ、 一日 モ 早 ク歸府 復命 致 度 候閒、 道路 梗塞 之 患 無 之 様トノ 周旋 モ糗入 候處、 一 一 郞四郞 承知 致 シ 、尤 急速 返答 ハ 致 兼 

候閒、 旅 宿 二 テ相待 可 申 旨 申 聞 候 二 付 、則 健 一 一郎 其 外 同道 二 テ退 城、 大手 外 二 テ引別 レ 、旅. M 備 後町 四 丁 H 逑 ほ g〕 寺 へ 引 

取 申 候、 一 昨日 早馬 -1 テ 上京 致 候 越 前 衆 岡本晉 太郞義 1 今朝 迄 モ消总 無 之、 猶咋日 急 飛 一一 テ 京師 へ 差 立 攸馬州 家 否 モ勿論 

相 分 リ不申 2:、 長 州 人 侵擊之 次第 二 立 至 申 候、 十日 夕 七 時 頃、 長 州 斥候 寺 島秀之 助、 多 宮旅宿 へ 罷越、 昨 n 於 城 中二 郞 ra: 郞 

へ 御託 シ之ニ ケ條、 周旋 致 候處、 上京 之 儀 パ 迚 モ 不相叶 儀、 尤 一 日 モ早ク 復命 被 致 度 二 付、 道路 梗塞 無 之 様トノ 御糗之 g ハ 、 

御尤之 儀-一 候 得 共、 最早 八方 道路 相 塞リ、 一 々布告 モ出來 兼 候 儀、 折角 之 御託 シ故盡 カイ タシ、 堺 筋へ ハ其抆 申 遣 置 候 問、 

一 一 郞四郞 口上 ヲ以テ 、通行 被 致 候 ハ 、 、無滯 御 通シ可 申、 尤 因循 被 致候テ ハ 、 御爲メ 不宜候 間、 今夜 -_ モ常地 御 立 拂可被 成 

旨、 秀之助 申述候 -ー 付、 好意 之 段 相 對シ、 則 其 言 -1 從ヒ卽 夜 出立、 堺ロ ヨリ 信 樂筋行 歸府致 候、 前文 相 認候長 州 人應接 最中、 

石 之 間 邊ト覺 シキ所 ヨリ、 俄 -ー發 火 之緣由 何分 相分不 申、 私共 始之 愚案-一 ハ 、大砲  一 二 聲相發 候 節、 破裂 丸旣 - 一城 中へ 迸 入、 

右 ヨリ 燃 上 リ候歟 、左 モ無之 候へ ハ 、城外 歩兵 小屋 之 出火 風烈， 一 モ候 間、 飛火 イタ シ、 城 中 一一 散亂致 居候 火藥 等へ 點火致 候 

歟、 叉 ハ 前假 建物 へ 移 リ候歟 之 内ト存 候、 尤下說  一一 、ノ 兼々 異志 相貯候 者、 人足 一一 紛レ忍 込、 御 臺所邊 へ 火 藥仕懸 置候モ ノ有 

之、 全ク右 へ 引 移 リ候杯 申 唱候得 共、 難 信說二 御座 候、 尤、 去士 一月 廿六 日夜、 陸軍 局 ヨリ 出火、 餘程燃 上 リ候節 モ、： ^敷 體 

有 之 候 間、 前件 之 事柄 決テ 無之ト ハ 難 申 候、 水 野 彥三郞 殿 聞込 之說 -1 尸 、長 州 人亂妨 一一 分 柿 等 致 候ヲ、 黑鍬之 者 a ル -! 不忍、 

殘念之 餘リ、 火 藥ヲ以 差 火 イタ シ 候トノ 由、 是ハ左 モア ル へ キ說 一一 候 得 共、 篤 ト相钆 シ候處 、九日 迄、 黑鳅 -\ー者： ^殘リ 候^ 

復古 記 卷 十七 明治 元年 正月 九日  五 〇一 


復古 記 卷 十七 明治 元年 正月 九日  五 〇 二 

一 切 無 之、 尤御 代官 方 人足 ハ 、前日 夕 迄少々 入 込 候 間、 下賤 之 儀、 不良 之 所業 イタ シ候哉 一一 モ相聞 候 間、 右 ヲ掩ヒ 候 爲メ仕 

掛火 イタ シ置候 哉ハ難 計、 長 州 人 之儀ハ 、最初 兵隊 不殘 城外 へ 差 置、 隊長 其外兩 人而已 入城、 現在 應接 モイタ シ候程 一一 テ、 

軍律 整々 ト相立 居、 總兵繰 入 候 節ハ、 大手 炎上 致 候 後 1 一 候得ハ 、長 州-一 限リ、 右 様 之 所業 ハ诀テ 無 之義ト 一 同 申 居候、 又自 

燒不致 證據ハ 、左 之 通、 

自燒之 所存 有 之候ハ 、 、七日、 一 同 立 拂之節 相 行 ヒ候侥 勿論 之 事、 然ルヲ 態 々相.^ リ、 空 城 預リ之 任 首尾 能 相 仕舞 掛ル 場合 

二 テ、 右 様 之 始末 致候テ 、ノ  、夫 迄 之 骨折 モ無 一一 相 成候ハ 勿論 之義、 自燒不 致 之 一 證 二 御座 候、 

此時迄 ハ 城內 二 而已罷 在 候 事故、 舊 幕府、 朝敵 之 名 相 蒙 候事ト 尸 毛頭 不存寄 -ー 付、 一 時 御兩家 へ 御託 シ 相 成 候 共、 終 -ー ハ 御 

M シ相成 候 時 モ可有 之ト而 已存込 居候 儀 故、 火ノ元 精々 念 入 心附候 次第、 自燒不 致 一 ー證 -1 御座 候、 

殿中 諸 向立拂 跡、 實 - ー亂妨 狼藉 之 始末、 假令御 親 藩 へ 御 引渡 相 成 候 共、 餘リ之 御 不體裁 故、 無人 中 二 モ 骨折 掃除 致シ候 儀ハ、 

御 詰 合 之 衆 二 モ御 承知 之 事、 自燒不 致 三 證-ー 御座 候、 

八日 夜、 種々 事件 有 之、 九日 曉、 纔 一一 休息 致 候 儀 故、 九日 朝、 遲ク起 出、 間 モナ ク長州 人 侵擊、 且火發 之 一 段 ト相成 候、 若今少 

少眠リ 居候へ ハ 、眼前 燒死 モ 可 致歟、 自燒不 致四證 -ー 御座 候、 

内府公 御手 元 御文 庫之 御 書類、 其 他 御用 部屋、 御 右筆 所、 御 勘定 所 等 之 諸 書物 中 二 ハ、 人目-一 觸レ 不體裁 之 品 モ有之 候 間、 

立 跡 -ー テ燒捨 候 様、 松 平 豐前守 申 渡 有 之 候處、 八日 一一 至リ、 風烈 ュ テ煙 立候義 ハ 掛念 一一 付、 御城 代家來 へ 中 付、 夫々 取 始末 

爲仕、 井中へ 沈メ申 候、 若 自燒之 所存 有 之候ハ 、其 儘 ニ打捨 置、 右 様 餘計之 手數ハ 不致 害、 自燒不 致五證 -1 御座 候、 

若 自燒之 跡 分明 - ー候ハ 、 、 朝 命 二 寄 リ請取 候 城 之 儀 故、 長 人 ョ リ 私共 始、 尾 州 公 御家來 等差 留置、 火發之 次第 逐 一 可及吟 

味 箦之處 、其籙 一 切 無 之 候ハ、 出火 之 體怪敷 儀 モ不相 見、 全ク 飛火、 或ハ 砲火 之 h ト 見極メ 居候 ョ リ之義 ト被存 候、 是又自 

燒不 致之證 分明 二 御座 候。 


〇 初 メ鷲尾 隆聚、 使 ヲ紀伊 藩-一 遣ハ ス、 藩 兵 岩 出 ヲ戍ス ル モノ、 之ヲ 拘留 ス、 是曰、 隆聚、 書ヲ 

與 へ テ、 其 無狀ヲ 數ム、 又 橋 本 戌 兵、 隆聚 -ー 復書シ テ、 前 曰 ノ論吿 一一 答フ。 

抑、 方今、 皇國之 形勢 切迫 一一 付、 深 被爲惱 宸襟 候テ、 爲御 豫備、 鷲 尾侍從 殿重キ 御沙汰 ヲ被爲 ^、當 山へ 御 出張 被 遊 候處、 

浪華 滯在之 兵、 伏見邊 一一 於テ 朝敵 之 色顯然 一一 候、 侬之、 追々 官軍 御 差 向 御 征伐 被 爲在候 一一 付、 去 ル三 日夜、 再 皮重キ 勑命 

ヲ被爲 蒙、 速 一一 反賊 征伐 可 致、 尙其上 錦 御旗ヲ モ 下 シ賜リ 、粉 骨碎 身可抽 忠誠 云々、 則 同夜 御 同様、 紀伊 中納首 殿 へ モ重キ 

勑命ヲ 被爲下 候、 一 々御文 中-一 モ戮カ 協和 王事 -ー勤 勞可致 云々 被 仰 出 候、 然ル -ー 、此 節、 撟本始 岩 出 等へ 非常 人數 出張 ュ 

相 成、 且紀之 川筋 等、 不殘 渡船 御 引 塞、 往返 之者ヲ モ遮リ 被 拒、 加 之、 今般 再度 之 勑命ヲ 被 爲下候 -ー 付、 御 守衞之 内、 藤 村 

ra: 郞、 齋^ 治 一 郞兩 人、 中 納言殿 へ 御 使節 被 仰 付、 若 山 表 へ 出張 致 候處、 於 其 見張 所、 妄 -ー 行路 ヲ遮リ 拘留 被 致 候 趣， 甚以 

無 禮千萬 之 事ト存 候、 右 等 之 態勢 -ー テ ハ 、官軍 へ 抗敵被 成 候 御 疑念 無 K1 ト モ難申 候、 此上 ハ 中納言 殿 之 御 底意 承知 仕度、 御 

诀答之 時宜 -ー 因リ、 诀然 一 戰 仕度 候閒、 此邊之 旨 趣、 今 一 應詾問 可 致 旨 被 申 聞 候 -1 付、 速 二 御 惻報致 承知 皮、 此段可 得 貴 窓 

如斯 候、 不具。 

鷲 尾 侍 從^ 

正月 九 U  執^ 

山 石 出御 出張所 御 重役 中 | 婦 I 出 

〇 

王事- 1 御 勤 勞可被 成 旨 勑定有 之、 尙又紀 伊 殿へ モ 同様 御沙汰 候-一 付、 同所 詰 之番士 共、 御人數 -1 對シ 不都合 二 無之樣 

可 相 心得 旨、 御 申 越 之 趣 承知 仕、 右 - ー付テ パ 申 迄 モ無之 候 得 共、 其 御手 -1 モ其御 不都合 無 之樣、 夫々 へ ^御 心得 御 達 有 之 度 

候、 依テ御 報如斯 候、 以上。 

正月 九日  樯木阆 所 詰 

鷲 尾 殿御 雜 掌中 

復 古 記 卷 十七 明治 元年 正月 九日  五 〇三 


復古 記 卷 十七.： 明治 元年-正月 九日  五 〇四 

, 御 別紙 御 布告 之 趣 委細 相畏、 夫々 遂奉之 心得 -ー 御 坐 候、 依 テ爲御 報如斯 候、 以上。 

正月  橋 本 固 所 詰 

鷲 尾 殿御 雜 掌中 Msffi 

0 薩摩、 長 門 一 一藩 兵、 gusl 備後福 山城？ |赃せ ヲ徇へ テ、 之 ヲ下ス 。| 部下 正 ： 

〇 舊慕府 老中 ノ江戶 一一 在ルモ ノ、 伏 見 ノ戰報 ヲ聞キ 、諸 藩ヲ戒 メテ、 急 一一 西上ノ 備ヲ爲 シム。 

去ル 三日 以来、 於 伏 見 邊戰爭 之 趣相閬 候、 何分 不 容易 儀 -ー 付、 不取敢 相 達 候、 就テ ハ 急速 上 坂 被 仰 付 候 儳モ可 有 之 候閒、 

早々 支度 相 整、 出立 被 仰 付 候 テモ差 支 無 之 趣、 兩三 日中 可 被 申出 候 事。 | 一 l&fe^ 


復 古 記 卷 十七 終 


一 等 編.^ ia: 臣 長 

校  ® 

一 等 編修 宫 E 長 

一等 掌 記 臣 四 

六 等 掌 記 E 

繕 寫 

二等 繕寫 E 小 

二等 繕寫 臣 小 


公 

ぁ 


荧 

■1 ク1 


澤渡廣 孝 


川 長 和 

島  春 


復古 記 卷 十八 

明治 元年 戊辰 正月 十！；：  二 起リ— 一 一至 ル. 

〇 正月 

十日、 聖護 院宮二 令シ、 其修驗 道-一 關ス ル者ハ 、管領 宮 ト稱セ シ厶、 又 知 恩 院宮ヲ 改テ、 華頂宮 

ト 稱ス。 

1  聖護院 お 

以來、 於修驗 道、 被稱 管領 宮候 事。 t| 川， fl™ 

〇 

知 恩 院 せ 

自\|、皮8^»-頁.13矣1«*,0 有栖リ t 呂 家 記 

自ふ「 ^ITC-^is. 非藏人 日記 

〇 華 頂 宮家 記 二、 十 一日-! 錄シ、 ロ達ト 爲ス。 

〇 德川慶 喜、 松平容 保、 久松 定昭、 松 平 賴聰、 松 平定 敬、 板 倉 勝靜、 大河 內正 質、 及ヒ舊 ^府屬 僚 

永 井尙志 以下 一 一十 人ノ 官位 ヲ褫キ 、容保 以下 六人ノ 邸 地 ヲ 沒 シ 、酒 井忠 氏、 戸田 氏 共、 本莊宗 

武、 內藤 政擧、 稻垣 長行ノ 入京 ヲ禁 ス。 

德川慶 喜 奧 州會津 勢 州. 桑 名 讃州高 松 

m 古記 卷 十八 明治 元年 正 H: 十 U  五 o 五 


復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十一 

豫州松 山 

若年 寄 

永 井玄蕃 頭 

i 右 年寄 並 


右、 今度、 慶喜奉 欺 

位 候 事。 


§ 六 


瞎中松 山 


上 總大多 喜 


平 m 圖書 頭 § 竹 中 丹 後 {寸賴# 塚 原但馬 {寸綠^ 


大目 付 

戶川 伊豆守 

目 付 

新 見 相 模守 


松 平大隅 {寸畴軚抓 


總 奉行 


設 樂 備中守 


複本 對馬 守 


牧野 土 佐 守 


岡 部 肥 前 {寸« 隨 大久保 主 膳 正 «1 小 栗 下 總 守 3§ 星 野 豐 後 守 鶴 瞧 

高 力 主計 頭 HI 娜小笠 原 河内 守 «M 鶴大久 保 筑後 {寸« 隨大久 保 能 登守不 詳 

戶 E 肥 後 守雜 ^室 賀ポ斐 守 側 役 

天朝、 反狀 明白、 旣 -ー 兵端 ヲ開候 二 付、 追討 被 仰 出 候、 依 之、 右 之 輩 隨從于 賊徒、 反逆 顯然候 間、 被止宫 


奧 州會津 勢 州 桑 名 

備中松 山  上 總大多 喜 

右、 慶喜 同意、 反逆 顯然 候閒、 悉星敷 被 召 上、 殘兵 追放 被 仰 出 候 事。 ， 

但、 殘兵 、敵地 迄 可 相 送 候 事。 

若 F 小 賓 


州 高 松 


豫州松 山 


0  大 恒 


志 州 鳥 羽 


丹 後宮 津 日 州延岡 

右、 御 不審 之 次第 有 之 二 付、 被 止 入京 候 事。 

E  島津 忠義 家 記 

I  ^ 卷嶽 私記 

〇| 島津 忠義 家 記-一 云、 會津始 六 藩 星 敷 召 上、 殘兵 追放 ノ儀、 土、 藝、 長、 肥ト： A 藩 人數、 大工 頭 中 井 主 水 同道、 屋敷 有 品、 R 

人 へ 引渡 候 様 御 達 -ー 付、 一藩 或 ハー 一藩 請 持 相改、 主 水 へ 相 渡 候 筋 相 伺候 處、 其 通 可 取 計 旨、 將亦殘 兵 ハ 、洛外 へ 追拂、 諸 W 場 

へ 宛、 甞狀相 渡 旨 伺候 處、 其 通 取 計 候 樣御達 ァリ、 松 平 賴聰家 記 -ー 云、 正月 十日 夕、 島 律 修现大 夫人 數、 其 外 官軍、 京 邵ぉ 

敷 へ 押 寄 參リ、 朝 命 -1 付、 屋敷 差 上、 人 數引拂 様 申 聞 二 付、 屋敷 相 渡、 卽 夜人數 引拂、 大坂モ 同様、 細 川 護久 家 記 -1 云、 會、 桑 

等 ノ諸 邸宫沒 、依 之、 薩、 長、 土  、藝 ト 其 命 ヲ 蒙リ 、鬮ラ 探テ 千木 街ノ桑 邸ラ獲 タリ、 之ラ改 ムレ ハ空 邸ナリ 、卒ヲ 置テ 守 ラ シ 

ム o 

〇 參與正 親 町公董 ヲ大阪 二 遣シ、 大政 復古 ヲ外國 一一 報 スルノ 國書ヲ 東久 世通禧 -1 付シ、 迎^ 

ヲ シテ せハ 事 ヲ^ ！ラ シム ◦ 

::: 木國 天皇、 奔 各國 帝王 及其臣 人、 嚮跨將 軍 德川慶 喜 請 歸政權 、制 允 之 内、 外 政事 親裁 之、 乃 曰、 從前條 f 雖大 ぉ名稱 、自今 

而後 尙換以 天皇 稱、 而諸國 交際 之 職、 專命 有司 等、 各國 公使 諒知斯 旨。 

慶應四 年 

お  一一 K  E 弓 ョ 二 一大 日本一 輦下日 載 

A 辰 正月 T 日 あ 仁 Ip^l 春嶽 私記 

〇 輦下日 載 二 云、 右檀 紙へ 認メ、 同紙 上 包 1H  二重 箱 入ト、 春嶽 私記、 戊辰 ノ字 ナシ C 

〇 

柬久世 前少將 

復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十日  五 〇 七 


復古 記 卷 十八 明治 元年 正； 十 =  五 〇 八 

丘 ハ庫表 外 國人應 接 被 仰 付 候 事。 赚駄 難 翻 

〇公董 手記 -ー 云、 十 一 日 、國， 書 持參、 東久世 通禧、 朝臣 へ 爲御 使、 浪華 へ 下向 候 事。 

〇 通 禧履歴 書、 十三 日 トス 、辨 九日 外國 事務 取調 掛ノ 條ド 二 見 ュ 、今國 書 ノ銜日 一一 從ヒ、 本： n-  ニ收 ム。 

〇楫 取素彥 15、 ヲ 以 テ 、參與 ト爲シ 、岩 倉 具 綱 ヲ參與 助役 ト爲ス 。 

楫 取素彥 

右、 下 參與被 仰 付 候 事。 

辰 正月 P 

〇 

岩 倉侍從 

f  〈助役 被 仰 出 候 事。 具 龍 

〇 德川慶 喜 征討 ノ令、 il 、及ヒ 舊慕府 領地 ヲ以テ 直 管 ト爲ス ノ布 吿書耐 S  、ヲ 三條 、荒神 ロニ 

橋 一一 揭ケ、 士民ノ 賊徒 一一 通 ス ル ヲ禁ス 、又 之ヲ 諸道 一一 掲示 ス 。 

希57 

德川慶 喜、 天下 之 形勢 不得巳 ヲ察シ 、大政 返上、 將 軍職 辭退相 願 候 二 付、 斷然被 聞 食、 旣往之 罪 不被爲 問、 列藩 上座 -ー モ可 

被 仰 付 之處、 豈圖ラ ンャ、 大坂城 へ 引取 候 旨 趣、 素 ヨリ 詐謀 二 テ、 去ル 三日、 麾下 之^ ヲ 引率シ 、剩 へ 、歸國 被 仰 付 候會、 桑 

等ラ 先鋒 ト シテ、 闕下ヲ 奉 犯 候 勢、 現在 彼 ヨリ 兵端 ヲ開候 上 ハ 、慶 喜反狀 明白、 始終 奉 欺 朝廷 候 段、 大逆 無道、 其 罪 不可 

逃、 此上 ハ 於 朝廷 御宥恕 之道モ 絕果、 不被爲 得已、 御 追討 被 仰 出 候、 抑、 兵端 旣 二 相 開 候 上 ハ 、 速 二 賊徒 誅戮、 萬 民 塗炭 

之 苦 ヲ被爲 救 度 釵盧 一一 候 間、 今般、 仁 和寺宮 征討 將軍 -ー被 任 候 二 付テ ハ，、 是迄偷 安 忘 惰 一一 打 過、 或 ハ 兩端ラ 抱キ、 或 ハ 賊 


徒 ニ從ヒ 居候^ タ リ トモ 、眞 一一 悔悟 愤發、 國家 之爲 メ盡忠 之 志 有 之 * ハ 、寬大 之 思 召 -1 テ 、御 採用 可 被爲在 候、 尤、 此御^ 

節 二 至リ 、不辨 大義、 賊徒 ト謀 ヲ通シ 、或 ハ 潜 居 爲致候 者 ハ 、朝敲 同様 、厳刑 一一 可 被處候 問、 心得 逯無之 様 可 致 候 事。 

戊辰 正月  參與 

朿海^ 先鋒 記 

來山^ 總督府 叢 紙 

農 商 布告、 

德川慶 喜、 天下 之 形勢 ャ ムコト ヲ得サ ル ヲ察シ 、大政 返上、 將 軍職 辭退奉 願 候 一一 付、 其 旨 被 聞 食 候處、 兼 々大政 返上 卜 巾 

ノ ミ 一一 テ、 土地 人民 返上 ノ實効 モ無之 候 一一 付、 尾、 越 二 藩 ヲ以テ 御沙汰 之 次第 モ有之 候處. 其 節慶喜 一一 於テ ハ 奉 畏入候 得 

共、 麾下 竝會、 桑 之 者 共 承服 不仕、 萬 一 如何様 之 事 出 來候哉 モ難計 候 一一 付、 取 押 之 儀 精々 盡カ仕 居候 旨、 言上 -ー 及ヒ候 g、 

朝廷-一 ハ慶喜 誠 一一 恭順 s 能 在 候 儀ト被 思 召、 是迄 ノ罪ハ 不被爲 問、 列藩 之 上座-一 モ可被 仰 付 候 哉 ノ處、 S-1 計ンャ 、銪 撫 

之 爲トテ 大坂城 中へ 引取 候ハ 、元ョ リ僞 リノ 謀 二 テ、 去ル 三日、 麾下 之 者ヲ引 連レ、 剩へ前 二 歸國被 仰 付 候會、 桑等ヲ 先鋒 

トシ テ、 闕下ヲ 犯 シ奉ル 勢、 現在 彼ョ リ 兵端 ヲ開キ 候上ハ 、慶喜 之 謀叛 明白-一 相分リ 候、 尤 始終 朝廷 ヲァ サム キ奉リ 候 段、 

大逆 無道、 其罪ノ カレ カタ ク、 最早、 朝廷 一一 於 テ御宥 兗被遊 候 道モ絕 果テ、 ャ ムコト ヲ得サ セラ レス 、御 追討 被 仰 出 候、 

一 度 兵端 相開キ 候上ハ 、速 一一 賊徒 誅戮、 萬 民 塗炭 ノ苦 ミヲス ク ハセ ラレ 度 叙 慮-一 候 間、 今般、 仁 和寺宫 征討 將軍被 仰 付 

候 一一 付テハ 、是 迄、 前後 之 心得 モ ナ ク打 過、 或 ハ 二心 ヲィ タキ、 或ハ 賊徒 二 從 居候 者タ リ 共、 實 一一 悔悟 イタ シ- 朝廷 御 W 二 

相 立 度 存込候 者 ハ 、寬大 之 思 召 一一 テ御取 用 可 被爲在 候、 且、 是迄、 德川 支配 イタ シ候 地所 ヲ 天領 ト稱シ 居候 ハ 、 一 ；r^i^ 斷 

之 儀 一一 候、 此度、 往古 ノ如ク 、總テ 天朝 之 御料-一 復シ、 眞ノ 天領 一一 相 成 候 間、 左様 相 心得へ ク候、 尤、 此 時-一至 リ、 大^ ヲ 

辨へ テ、 賊徒 ト謀ヲ 通シ、 或ハ殘 黨ラカ クシ 置 候 者ハ、 朝敵 同様、 嚴 刑-一可 被 處候閒 、心得 逯無之 様 可 致 候^。  § 纖 sggH 

〇 春嶽 私記 二 云、 同 十日、 三條大 橋、 竝 荒神 口 大橋辻 へ 被揭 制札、 及 農 商 布告。 

〇 柳 原 前 光輒誌 -ー 、八日、 橋 本 大夫爲 勅使 入來、 制札 號令等 持參、 依テ、 德川內 府掛置 候 制札 撤却、 右掛 替舉ト ァリ、 ^シ 

復 古 記 卷 十べ 明治 元年 正月 十日  五 〇 九 


復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十日  五一 〇 

東海道 へ ハ先ッ 發シ、 都下 ハ 本日 二 至リテ 掲示 セ シナル ヘシ 、東 山、 北陸 二道 ハ 、漸次 之 ヲ揭示 ス 、先鋒 記 ニ^ュ。 

〇 大 二 兵ヲ 列藩 ニ徵シ 、特 一一 織 田 信 學ヲ召 ス 。 

今般、 御下問 之 儀 有 之 被 召 候 得 共、 今日 之 形勢-一 至リ候 間、 大號令 御 趣意 相 心得、 國カ相 應之人 數可差 出 候 事。 

鵜 堂 高 邦家 記 

稻葉久 通 家 記 

〇 

織 田 左 近將監 

先祖 以来 格別 ノ 家柄 -ー 付、 先般 被 仰 出 候 通、 速 二 上京 御用 相 伺 可 申 様、 更 -ー 御沙汰 候 事。 

但、 病氣 二 候 得 尸 、息、 上京 可 致 候 事。 赚細^ 

書 き II  一  5  . 

〇 肥 後、 筑前、 因幡、 出 雲、 郡 山、 淀 六 藩 一一 令シ 、德 川慶喜 征討、 及 ヒ慶喜 以下 官位 褫奪、 會津以 

下邱地 沒收、 酒 井 忠氏等 入京 禁停ノ 令ヲ旁 近ノ諸 藩、 及ヒ 衆庶 二 傳布セ シム。 

別紙^ f if 、ザ 下，^ ュノ之 通 申 渡 候閒、 五 幾、 七道 大小 之 輩 末々 -ー至 ル迄、 漏 脫無之 様 可 相觸候 事。 |ー& 

〇 

西 海道 

右、 筑前、 肥 後兩家 ヨリ、 夫々 達 方 取 計 候 様、 被 仰 付 候 事。 

E  g 黑田長 

正 月 知 家 記 

o 細 川 護久 家 記 ュ 云、 右 御 書付 f 二  、左ノ 御 書付？ f,ss 、モ御 0、 一同 渡サ ル。 

〇 池 田 輝 知 家 記 一一 云、 山陰 道 諸 藩へ 觸達ノ 儀、 雪 州 藩 持分ケ 一一 テ相達 候樣、 御 口 達 有 之。 

〇 柳 澤保申 家 記-一 云、 稻葉美 濃 守、 柳 澤屮斐 守へ、 別紙 御 寄付 w 通 御 渡 有 \ 一 、大和、 和 泉 、河内、 攝津 四ケ國 中、 末々 - 一至 ルマ 


テ觸達 可 仕 旨、 被 仰 渡 候。 

〇 長 知 家 記、 卜 一日 トシ 、池 田 輝 知 以下 四 家家 記， 十 二日 ニ收ム 、蓋 シ 漸次-一 發セ シナリ 、今、 護久 家 記 二 據ル、 又 七道 皆 

此事ァ ル へ シ、 然ルニ 六藩ノ 外見 ル所 ナシ、 按ス ル 二、 地方 ヲ分チ 、其大 藩 ヲシテ 命令 傳布ノ 事ラ掌 ラシ ム、 是レ諸 滩 觸 

頭 ノ權輿 ナリ、 二月 八日 二 至リ、 始テ觸 頭 二十 四藩ヲ 定ム。 

〇t 郡 山 淀 二 藩 申請書  . 

畿、 七道へ 觸達仕 候 様 御 達 之 趣 奉拜承 候、 就テ ハ 左 之 件々 舉 伺候、 

一 京 屋鋪詰 合 之 向 へ 、爱元 -ー テ相觸 可 然哉之 事、 

一 大坂 市中 並 寺社 領、 是迄御 代官 所 之 分 觸達可 仕 哉 之 事、 

右 之 分、 如何 可 仕 哉 奉伺 候、 以上。 

松 平 甲斐 守 .2 

正月 十二 日  小 牧文作 

稻葉美 濃 守 内 

岡  鉚 之 助 

〇批 紙 

第 一 條 京 屋歸詰 合 之 向 -ー テ宜 候、 

第二 條 伺 之 通。 謹ま 

〇 

五畿 七道へ 觸達仕 候 様、 去ル 十二 日 御 達 之 趣奉畏 候、 右-一 付、 せ " 御門 跡、 比丘尼 御所 等へ 觸達之 依、 如何 仕攸テ ^ 御座 候 

哉、 此段 奉伺 候、 以上。 

復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十 U  五一 一 


m 古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十日 


正月 ト 


曰 


〇批 紙 


此儀腐 達-一 不及 候。 |挪| 

〇| 因幡 出 害 一藩 申請書 

此度被 §； 付 候 山陰 道 觸達之 儀 -ー 付、 左 之條々 、如何 相 心得 可 申 哉、 


右 、山陰 道 ノ 内 -ー 御座 候 ハ 、 、御 直觸 -ー 相 成 可 申 哉、 

一 堂上 方 御領 

右、 御領 主 ョ リ夫々 御 達 シ 一一 相 成 可 申 哉、 

一 德川領 

右ハ、 別紙 三 丹、 石 州 等 之 代官 所 迄、 最寄之 諸 藩 ヨリ 相 觸候樣 、申達 候 テ可然 哉、 

但シ、 隱 岐國ハ 、兼 テ雪州 預リ所 二 御座 候 事、 

一 別紙 之 通、 兩藩ョ リ相觸 可 申、 其 內石州 濱田領 之 所、 如何 相 心得 可 申 哉、 

1 鼓 代ぼ領 

一 寺社 領 

右、 最寄之 諸藩ョ リ相觸 候テ、 相 達 候廉々 、追 テ申上 候 様 仕度、 

右 奉 窺 候、 以上。 


五 一 二 

柳澤 甲斐 守 内 

小牧文 


因幡 中將. s 


作 


正月 十六 


曰 


別紙 


丹 

笹 


山 家 

右、 因 州 一 


堀數馬 

• 相觸申 候、 

£ 預リ所 

-旭觸申候。 


丹 

福 知 山 

峯 山 

石 州 


馬 


久美濱 代官 所 

園 部 

宮 津除之 

津和野 


但州生 野 代 {：： 所 

原 綾部 

岡 出 石 


野 村 儀 左衞門 

出 雪 少將內 

另 g 武 三^- 

石州大 森 .代宫 所 


右、 雪 州 3 

〇 批紙 

石 F 濱田 之義 ハ 、長 M  3 

〇 德川慶 勝 M 命シ、 


池 田 輝 

知 家 記 


相 觸サセ 申 候。 

【慕 府屬 吏等ノ 京-一 在ル モ ノ ヲ草津 -1 押送 シテ、 之ヲ放 タシ厶 0- 

尾 張大納 言 

德川慶 喜 旗下 之 者 共 、江戸 表 へ 差 下 之 儀 ハ 、草津 迄 護送、 自夫 放逐 可 致 候 事。 


五 月. 


德川ュ 

宜家記 


〇 十二 日慶勝 上申書 

大坂 へ 護送 之 分 

目 付 栴澤 孫太郞 勘定 格 徒 目 付 内 藤 貫 助 

復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十日 


五 一 三 


復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十日  五 一 四 

普請 役 格 小人 目 付 伊藤 八三郞 

小人 目 付 宇佐美 新太郞 小島 政三郞 平 山 竹 之 助 

黑鍬之 者 笹 閒榮藏 

草津迄 護送 之 分 

玉藥 奉行 並 長 谷川 織 江 家族 五 人 

同人 支配 之 者 拾 三人 家族 十四 人 

猱 奉行 神 尾 安太郎 中 村 雅太郞 

玉藥 奉行 西 村 鐵太郞 

同 組 大森 平三郞 森 金三郞 

陸軍 附調役 石橋 半 平 

同 下役 鈴 木 绅三郞 岡 田 障太郞 

目 付 書 役 新 井縑ニ 

騎兵 方 取締 岩 瀨萬助 栗栖 悅太郞 

永 井 玄蕃頭 家族 拾 三人 雜龍| 

〇 因幡 藩 及 ヒ 其 支 藩 兵 二 令 シ テ 、東海道 鎭 撫總督 - ー屬セ シ メ 、其 橋 本 警守ヲ 罷メ、 肥 後 藩兵ヲ 

以テ之 二 代 へ 、柏 原 藩兵ヲ シ テ 山陰 道 鎭撫總 督-ー 屬セ シメ、 其 白 川 越 警守ヲ 罷メ、 尋テ 新發田 

藩 兵 ヲ以テ 之 二 代 フ： 

因幡 中將 


撟本關 門 御 警衞被 仰 付 置 候處、 東海道 饕衞 御手 薄-一 付、 速-一大 津 出張、 總テ總 督ノ指 禅-一可 從 御沙汰 候 事。 

〇 


£  g 池 田 輝 

I 月 知 家 記 


松 平 相模守 

右、 橋 本關門 之^ 被 仰 付 置 候處、 被 冤 候閒、 早々 大津 表へ 出張、 總テ 總督之 指揮-一 從ヒ、 可 致 進退 鉀 沙汰-一 候 事 o 

E  ^  ^  ] 池田德 

1 5 月. r '日 定家記 

〇 細 川 護久 家 記 二 云、 十日、 橋 本 關門守 衞ノ御 下命 有 之、 隊長 歩卒共 八十 餘人 出張 ス。 

〇 

織 W 出 雪 守 

山陰 道 鎮撫 總督西 園 寺 三位 中將爲 守衞、 出張 可 致 御沙汰 候 事。 

但 * 進退 緩急 之 儀、 總テ 總督之 指揮 可 隨事。 賺 

〇 

織 B 出 雪 守 

白 川 越 坂 本 口 御 固 被 冤 候閒、 速 -ー 引拂、 山陰 道 鎭撫總 督西圊 寺 三位 中將 手-一 屬シ、 宜抽 軍功 旨、 被 仰： 卜 候^。 

正月 十日 

追テ、 西 園 寺 三位 中將へ 別段 御沙汰 無 之 候 間、 著 之 上 比 旨 可申唉 事。 臓 Igs 

〇 十二 日 新發田 藩へ 達 書 

溝 口 誠 之 進 

白 川 越 坂 本 ロハ 咽喉 樞要之 御 場所-一 付、 堅固 衞護可 致 御沙汰 候 事。 ggg 

2  0 ーョ" 

復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十日  五一 五 


復古 記 卷七八 明治 元年 正月 十日  五 一ブ 

〇. 平 戶藩守 兵 ヲ 闇嶺 一一 出スヲ 以テ、 郡 山 藩 ノ向 背ヲ 稟請 ス 。 

此度、 闇 峠 守衞被 仰 付 候 二 付、 人數 出張 爲仕可 申 候處、 郡 山 藩 之 儀 ハ 、 關東特 恩 之 家筋 -ー モ 可 有 之、 旣 二 人數 出張 罷在哉 

-ーモ 風聞 仕 候、 右ハ 王 命 遂奉之 筋-一 御 坐 候 哉、 正邪 分明 不仕候 二 付、 心得 方-一 モ 仕度、 此段 奉伺 候 、以上。 3 

〇 詮家記 一一 云、 十二 日、 郡 山 藩 ハ 勤王 ノ 段、 參與穗 波 殿 ヨリ 達 セラ ルト。 • 

〇 滋野井 公壽、 綾小路 俊實、 兵 ヲ近江 松 尾 山 一一 集ム、 是日、 書 ヲ上リ 、命ヲ 奉 シテ賊 ヲ討セ ン コ 

トヲ |g フ o 

伏 惟、 京 攝之間 朝敵 追討 之 儀、 勤 王 之 諸 藩 日々 奏功、 實以恐 悅奉存 候、 就テ 東方 之處、 如何 被爲在 候哉ト 心痛 仕、 於 江 州 

愛知 郡 松 尾 寺 村 松 尾 山 <*- 剛輪寺 學頭妙 壽院、 爲勤 王 義勇 之 士ヲ相 募 リ候處 、不期 シテ 志士 蜂 ノ如ク 起リ、 雲 ノ如ク 集リ、 

咋今忽 二百 人 ニ餘リ 候、 是全ク 朝 威 ノ赫々 タ ル 所以 ト 深奉感 戴 候、 此上、 追々 誠 義之徒 蟻 集 可 仕 候、 若 王 命 ニ不隨 之賊於 

有 之 ハ 、速 -ー 退治 可 仕存候 間、 此段 言上 仕 候、 或 卽今可 追討 所 モ有之 候 得 ハ 朝 命 奉戴、 如何 成 强賊ヲ モ誅戮 可 仕 候、 所 集 

ノ 兵士 ノ儀ハ 、實 -ー 水火 モ 不相避 者 共 一一 テ 、於 公壽， 俊實モ 、固 ヨリ 決意 ノ事 一一 有 之 候 得 ハ 、可然 御沙汰 奉 希 度、 此段宜 御 

日  俊實 

公  壽 

I  ^  大 原重實 

扇ノ  ネ 事 隳 書 

〇 池 田 慶德、 疾ヲ 謝シ、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 二 至 ラシ メ、 據 I ^戸田 氏 良、 疾ヲ 以テ、 上京 遲延ヲ 


執 奏奉顆 候 也。 

正 K 九 


參 


謝ス、 九 鬼 隆義、 江戶 ヨリ 京 一一 至ラ ン トス 、疾ヲ 以テ、 姑ク藩 一一 歸ル ヲ稟ス oiig 

〇 大將 軍、 大 坂-一 抵ル、 本願 寺支院 ヲ以テ 牙營ト 爲ス。 

〇 東 伏 見 宮家 記 一一 云、 辰 刻、 牧 方驛ョ リ御乘 船、 御 下阪 御 入城 ノ御覺 悟 ノ處、 巳 刻、 華 城 出火、 依 之、 以 本願 寺 假坊爲 御 本陴： 

〇 備前藩 兵、 櫻 井忠興 ノ 向背 ヲ問フ 、忠興 ノ 老臣、 奉 上貳ナ キ ノ 證書 ヲ致ス 

〇 舊 幕府 老中 ノ江戶 一一 在ルモ ノ、 討薩 表及ヒ 檄文 ヲ諸藩 二 示 シ、 魏 |§ 松 平 K 克 一一 令シ テ 、江戸 

ヲ 警守 シ 、阿部 正靜 f  ^ 封^ 一 一 薩摩藩 ノ支邸 ヲ收メ シ厶、 又 立 花 種恭、 一 下 萬^ 藩 ヲ以テ 、老 

中 格會計 總裁ト 爲ス。 lil  . . 

松 平 大和 守へ 

京 坂 之 間、 不容易 事態 -1 相 成、 當地之 儀 ハ 御根據 -1 テ、 當地 之動靜 ハ 、 總テ彼 地總軍 之氣勢 -1 關係 致シ候 間、 一 際 御 取締 不 

相 立候テ パ 不相成 次第、 就テ 、ノ 御府内 御 警衞筋 之 儀、 兼テ 苦心 被 致候侥 一一 付、 諸事 申立 候 儀 モ有之 候 ハ 、都度 都度 登 城 致 

シ、 無 斟酌 可 被 申 聞 候， 尤當今 之 御 場合. 上 坂 之 上可抽 忠節 害 之處、 御 根 據堅實 專要之 儀 -1 付、 於爰元 必至 盡カ 致シ、 酒 井 左 

衞門尉 厚 申談、 御 警備 嚴重相 立 候 様 可 被 致 候。 

〇 

阿部 美 作 守へ 

松 平 修理 大夫 奸臣 共、 兵仗 ヲ以テ 宮闕ニ 迫リ、 奉 侮 幼 主、 私論 ラ 主張 シ、 先帝 御侬託 之攝政 殿下 ヲ廢シ 、恣- 一宮 堂 

上方 テ黜 陟シ 、或 ハ 家來共 浮浪 之 徒ヲ語 合、 屋敷 へ 屯 集、 江戶 市中 押込强 盜致シ 、 酒 井 左 衞門尉 人数 屯所 へ 砲發 亂妨、 其 他 

野 州、 相 州 等、 所々 燒討、 劫盜 一一 ォ ョ ヒ候證 跡 分明-一有 之. 殊 一一 此程 御 上洛 之 前路ヲ 遮リ、 砲 發亂暴 、終-一京 坂 之間不 容易 

復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十日  五一 七 


復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十一 日  五一 八 

事態 -ー 押 移 候 段、 畢竟 修理 大夫奸 臣共之 所業 -ー 出 候 事 -ー 有 之、 依 之、 各 都 共 被 召 上、 在 府之家 來共者 一 同、 急速 國許 退去 候 

樣可致 候、 

右 之 趣、 松 平 修理 大夫 家來共 へ 可 被 達 候。 g§ 

〇 阿部 正 功 家 記 -ー 云、 稻葉美 濃 守 ョ リ達 -ー 付、 幸 橋 御門 內 -ー 罷在候 修理 大夫 家來 へ 卽 時相 達、 一 ト先、 伊 皿 子 大圓寺 へ 爲引 

取 候 事。 

十一 日、 尊秀 親王 二 命 シテ、 仍鎭 西、 西山ノ 宗派 ヲ管 セシム 

知 恩 院 宮 

今度、 復飾被 仰 出 候 得 共 、其 宗門 之 儀-一 付、 思 食 モ有之 候 間、 卽今 之處、 一宗 鎭西、 西 山兩派 共、 是迄之 通、 支配 更ニ被 

仰 出 候 事。 S 頂 g 

〇 案 スルー 一親 王、 咋日旣 一一 華頂宮 ト 改ム、 而シテ 本書 仍 ネ知 恩院宮 ト署ス 、蓋 シ w 、改稱 - 一際 スル ヲ以テ 、偶然 失 誤 セシナ 

ル へ シ o 

〇 石山 基 正、 萬 里 小路 通 房 ヲ以テ 、參與 助役 ト爲ス 。 

石山 右兵衞 佐 

萬 里 小路 右少辨 

i ハ 助役 被 仰 出 候 事。 肺ま^ 正 f 麵 M 

〇 通 房ノ宣 旨、 原 記 ヲ失ス 、氏 中 家 記囘達 書中 一一 、基 正ト 連書ス ルラ 以テ、 此 一一 收ム。 

〇 朝 集會議 ノ命ヲ 止メ、 諸侯 一一 申 令シ、 兵 ヲ率ヰ テ入觐 セシム 、因テ 在京 ノ藩臣 ヲシテ 各 其 期 

ヲ 上申 セ シ厶： 


兼テ被 召 設候儀 ハ 、全 公平 ノ 衆議 ヲ 可被爲 採 思 召 之 所、 豈圖ラ ン ャ 、突然 干戈 -1 至リ、 終 二 大號令 被 發候通 一一 付、 各國 

力 相 應人數 引 纏、 速 -1 上京 可 有 之 御沙汰 候 事。 

正 3 

但、 危急 之 御 時節 -ー 付、 速 -1 上京 勿論 -1 候 得 共 、路程 遠近 モ候 事故、 凡 之 所、 在京 重役 或 ハ 留守居 共 見込 之 趣 可 申出、 其 上 

御沙汰 之 旨 モ 可 有 之、 猶又當 主 所勞等 -1 テ 上京 難 致 向 ハ 、名代 又 ハ 家老 之 者 可 差 出 候 事。 蘭 | 鎌 SP 

〇 

兼テ 被召設 衆議 可 被爲採 思 召 之處、 突然 干戈 - 一至 リ 候-一 付、 國カ相 應人數 引 纏、 速 -1 上京 可 仕、 尤 路程 遠近 モ 有 之 候 -1 付、 

凡ノ處 見込 申 上 候 様、 且當主 所勞等 -ー テ、 上京 難 仕 候 ハ 、 、名代 又 ハ 家老 之 者 可 差 出 旨、 委細 御 達 之 趣奉畏 候、 右 之 趣、 急速 

國 許へ 可 申 越 候、 然ル 二 海陸 相隔リ 候へ 尸 、遲 速ノ程 何共 難 申 上 候へ 共、 凡 十五 日 前後 二 ハ 必國 元へ 相 達 可 申、 左 候^ ハ、 

御 達 之 趣 承知 仕 候 上 ハ • 速 -ー 上京 可 仕 候 様相 見込 申 候、 此段 愚考 之 儘 申 上 候、 以上。 

松 平 美 濃守內 

正月  井上 六之丞 

黑田長 知 家 紀 

〇 此外、 秋 田、 盛 岡、 米澤、 二 本 松、 對馬、 宇 土 藩 臣等ノ 上申書 ァ リ、 其甚タ 緊要 ナ ラサル ラ以 テ之ヲ 略ス。 

o 安藝、 備前、 土 佐 三 藩-一命 シテ、 福 山、^? き聽 、松 山、 歸 l?s  、高 松、 鼸？||、 松 山、 、ヲ 

时シ、 且ッ 備中、 備後、 讃岐、 伊豫 ノ 舊慕府 領地 ヲ 牧ム、 因テ 各 菊 章 旗 ヲ賜フ 、征討 府 モ 亦 藤 摩、 

安藝、 長 門、 因幡、 土 佐、 津六藩 二 令シテ 、高 松、 松 山 肺、 大垣、 譴？ II、 姬路 ヲ討ス 、又 薩、 

長 一 一藩 兵ヲ シ テ 兵庫ヲ 管理 セ シ厶。  . 

復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十一 日  五一 九 


復 古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十 一 n  五 二 〇 

安 藝 少 將 

德川慶 喜 反逆 妄擧有 之 上 ハ 、備中 國诃邊 以西、 備後國 福 山始、 是迄ノ 幕領、 總テ 征伐 S 收可有 之 被 仰 出 候、 宜軍 威ヲ嚴 二 

シ 、速 一一 可奏 追討 之 功 之 旨 御沙汰 候 事。 

正月 十一 日 

追テ、 兩國 中幕 領之儀 ハ 勿論、 慕 吏卒之 領地 一一 至 迄、 總テ 取調 言上 可 有 之 候、 1 人民 鎭撫、 偏 -ー 可 服 王化 様 可 致 處置候 

&.。 淺野長 動 家 記 

事 阿部 正 桓家記 

〇 

安 藝 少 將 


征討 被 仰 出 候-一 付、 御紋御 旗二流 下賜 候 事。 

E  J 淺野長 勳家記 

正 月 阿部 正 桓家記 

備 前少將 

備中松 山 板 倉 伊賀 儀、 德川慶 喜 反逆 之 妄擧ヲ 助 候條、 其 罪 天地 不可 容 -ー 付、 征伐 之 儀 被 仰 付 候、 且同國 倉敷、 其外國 中、 是 マ 

テ幕領 之 分、 總テ沒 收可有 之 被 仰 出 候、 宜軍 威ヲ嚴 一一 シ "速 一一 可奏 追討 之 功之 旨 御沙汰 候 事。 

正月 十一 日 

追テ 備中國 中幕 領之儀 、ノ  、勿論 幕吏 之 領地 - 一至 リ、 摁テ 取調 言上 可 有 之 候、 且 人民 鎭撫， 偏 -ー 可 服 王化 様 可 致 所 置 候 事。 

池 田 章 政 家 記 

〇 

備 前少將 


征討 被 仰 付 嫔-ー 付、 御紋御 旗二流 下^ 候 事 ひ 

E  rr 池 田 章 

^ 月 政 家 記 

〇 

土 州少將 

德川慶 喜 反逆 亡 女 擧ヲ助 候條、 其 罪 天地 不可 容 一一 付、 讃州高 松、 豫州松 山、 同 川 ノ井始 、是迄 幕領、 總テ 征伐？ な 收可有 之 被 仰 

出 候、 宜軍 威ヲ嚴 一一 シ 、速 二 可奏 追討 之 功 ノ 旨 御沙汰 候 事。 

正月 十一 日  . 

但， 兩國 中、 幕領 ノ儀ハ 勿論、 幕吏 卒ノ 領地 - 一至 リ、 總テ 取調 言上 可 有 之、 且 人民 鎮撫、 偏 一一 可 服 王化 様 可 致 所 置 候 事： 

山 内 璺筘家 記 

〇 豐範家 記、 御 旗下 賜 ノ達書 ヲ佚ス 、高 知縣 史料 -ー 、4- 九日 嘵、 樋 ロ眞士 口、 錦旗 ヲ護 シ姫驛 -ー 著ス 、 晝 二字、 全軍 丸龜 二 達 

ストア リ o 

〇 征討 府達書 

藝州 長 州 

土 州 藤 堂 

高 松 松 山 大垣 姫路 

右 四 藩、 從來 奉輕蔑 天朝 候 儀不少 候處、 剩、 今度 慶喜 叛逆 -1 與カシ 、官軍 -1 敵シ候 段、 大逆 無道、 侬\ 一、 征罰之 軍 被^. 2 候 

Talt* 

正月 十日 

復古 記 卷 十へ 明治 元年 正月 十一 口  X  ニー 


復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十一 日  五 ニニ 

別紙、 四 藩 征伐 之砌、 甲兵 ヲ退ケ 、伏罪 致シ候 節ハ、 十分 寬典處 置 可 致 候 事。 

4- 乇利元 德家記 

J 月-日 松 平 賴聰家 記 

〇 本書、 十日 ト署ス 、而 シテ其 發セシ ハ 本日 ノ曉ニ アリシ コ ト、 廣島藩 記-一見 ェ タリ、 災 後原 記 ヲ失ス C 

〇 征討 府達書 

薩 、長雨 藩 申 合、 兵 庫 表鎭撫 取締 方 可 致、 被 仰 付 候 事。 

E  CT トー 日 乇^ 元 

3 月+ 一日 德家記 

〇 滋野井 公壽、 綾小路 俊實、 京 ヲ去ル ノ罪ヲ { 有シ、 命シテ 義兵 ヲ 召集 シ、 東海道 鎭撫總 督ニ屬 

セ シム、 又 堂上 二吿諭 シテ、 公壽、 俊 實ノ擧 ニ傚フ コト勿 カラ シ厶 G 

〇 公 壽俊實 へ 達 書 

不憚 朝憲 脫走之 儀、 追々 朝 裁 被爲在 候、 然 ル 二  、時勢 ヲ察シ 、兵 ヲ擧ケ 脫走之 儀、 深 被爲在 歆感 候、 猶、 皇軍 奮 興 義徒召 

翁， 厚 鎮撫 致 可 串 事。 讀 

〇 

來翰令 披見 候、 方今 中興 之 機會、 不忍 座視 傍観 之忠志 ョ リ被 及脫走 候條、 犯 朝憲 候 儀 、ノ  、 甚不 容易 儀 -1 候 得 共、 勤 王之爲 

メ 不顧 身命 愤發、 被 及 義擧候 段 ハ 神妙 之 儀、 歙感思 召 候、 然 ル 一一 、頃日、 追討 ノ諸 兵诀死 奮戦 之 力 二 ヨリ、 賊徒 速 一一 敗亡、 

德川 慶喜遂 -ー 東奔 ニ及ヒ 、南方 一 且鎭定 二 及 候 上 、ノ  、其 地 屯 集 之義徒 等、 厚 被 加 鎮撫、 彌以 淬勵、 赫々 皇軍 之 威光 ヲ被輝 

候テ、 必輕動 無 之 様 可 被 致、 猶、 征東之 官軍 不日 進發 二 可 及 候 間、 東海道 鎭撫總 督實粱 朝臣 之 手 一一 屬シ、 應援戮 力、 桑 名城ヲ 

襲撃 可 有 之 候、 彌以 勉勵、 奉安 窟襟候 様 可 有 奉公 旨、 總裁宮 御沙汰 有 之 候、 仍テ囘 答 如此唉 也。 


滋野井 侍從殿 

綾小路 前 侍從殿 sgls 読  . 

〇 告諭 書 

滋野井 公壽、 綾小路 俊實脫 走、 犯 朝憲 候條、 不 容易 條 -ー 候 得 共、 賊勢强 盛 之 際 -ー 當リ、 不顧 成敗 奮發及 義擧候 段. ハ 、祌妙 之 

事 候 間、 以 非常 之 思召不 被爲咎 候、 然 ル -ー 、頃日、 慶喜 東奔、 賊徒 等旣 -1 及 退散 候 上 ハ、^  -ー  公壽、 俊實等 之擧動 -ー 傚 ヒ 、勢 

ヲ見テ 進退 致 候 輩 於 有 之ハ、 吃 度 可被亂 朝 典 候 間、 心得 違 無 之 様、 總裁宮 御沙汰 候 事。 ^細, fp3 

〇 加 藤 明實、 其邑 賊兵ノ 走路 一一 當ルヲ 以テ、 京 市 巡邏 兵 ヲ罷歸 シテ、 賊ヲ 追擊セ ン ト請フ 、乃 

チ併セ テ其內 侍 所、 建 春門ノ 守衛 ヲ罷メ 、明 實ヲ シ テ 歸藩セ シメ、  I.?;?;  一  is 新 谷 藩兵ヲ シテ 

代リテ 內侍所 及 ヒ 建 春 門 ヲ守 ラシ 厶、 又 肥 後 藩 ノ 橋 本警守 ヲ 罷メ、 加賀藩 兵 ヲ以テ 之 二 代へ、 

高 取 藩 兵 ノ京巿 巡邏 ヲ罷メ  、十 津川鄕 兵ヲ援 ケテ、 大和 ノ殘賊 ヲ勦セ シ厶。 

今 十 一 日曉、 在所 重役 之 者 ヨリ 以急 飛脚、 昨 十日 早朝、 領分 近邊 -1 大砲 發聲仕 候 -ー 付、 卽刻 斥候 之 者 差 出 候處、 賊徒 共、 自大 

和路 宇治 信樂 へ 脫走 致來、 追々 在所 表 へ 近寄 候 旨申來 候、 何分 素ョ リ 微力 之處、 能 登 守 過半 人數召 連、 舊臘 上京 仕、 留守中、 

老幼 微弱 之 者 而已、 計策更 -1 無 之、 痛心 焦慮 仕 候、 且殘黨 追々 集合 仕 候 哉 モ難計 旨申來 候、 別 テ領下 要害 阨地モ 無 之、 實以 

目今 燃 眉 之 窺 迫-一 付、 市中 巡邏 之 儀 被 成 下 御免、 右人 數ヲ 以テ 賊徒 追討 仕度 奉存 候、 猶 時機 注進 次第、 能 登 守 儀 モ歸： 巴 之 

儀 可 奉 願 上 候 得 共、 卽今、 不取敢 、市中 巡邏 被 成 下 御 冤 候 様、 偏 -ー 奉 懇願 候、 以上。 

加 藤 能 登 守家來 

復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十一 H  S 二三 


復古 記 

正月 十 


卷 十八 明治 元年 正月 十  一 n 


五-二 四 

日  西 村 均兵衞 

加 藤 明 實家記 

〇 加 藤 明 實へ達 書 

在所 表賊兵 追々 狼 籍\ 一 趣、 速 -ー 討伐 可 致、 依 之、 内侍 所 御 警衞、 市中 巡邏 等 被 冤 候 間、 早々 歸國、 東海道 總督之 指揮-一 從 

ヒ 、進退 可 致 事。 

正月 十一 日 

〇 


力 藤^ N 

S き  一一 nn 


內侍所 御 警衞申 付 候 事、 

日 ノ 御門 御 警衞申 付 候 事、 

但、 南門 御警 fie  IM« 

〇 新 谷 藩 記 二 云、 内侍 所 警衞拉 日 御門 御 旗 御 守衞、 加 藤 能 登 守 代 被 仰 付 候ト。 

O 細 川 護久 家 記-一 云、 橋 本閼門 御守衞 、十二 日 gtf^  、被 免ト， 但 達書ヲ 佚ス。 


橋 本 閼門阁 被 仰 付 候 間、 早々 人數差 向、 嚴重可 相 守 御沙汰 候 事 ( 

E 弓 4"  一  3 前 田 A 

月チ 一日 寧 家 記 

〇 


出 


守 


植村駿 河 守 


和 州 表 賊徒 殘兵狼 籍之聞 ェ有之 候處、 十津 川鄉士 微力、 誅伐 行 屆兼候 趣 二 付、 同心 盡カ 、速 n 追討 可 致 御沙汰 候^。 

に」 rj  1 rj 植村家 

正月 J '一日 壶家記 

〇 家壺家 記 -ー 云、 右 -ー 付、 市中 巡邏 之 儳被免 候 問、 一 先人 數引拂 、鎭靜 之 上、 早々 上京 可 仕 旨、 被 仰 渡 候ト。 

〇 朽木爲 綱、 將 一一 入覲セ ン トス 、其 家臣 京 二在ル モノ、 印 票 ヲ賜ヒ 、 以テ 路 ノ障礙 -1 備 ヘン 

ト請フ 、命シ テ 、山陰 道鎭撫 總督ノ 指揮 一一 從 ハシム。 

當今之 形勢 二 付、 不取敢 近 江 守 人 數少々 、去 ル 八日 登 京 仕 候、 途中 丹波國 檜山邊 -ー テ西 園寺樣 御宿 釗薩州 藩 壹岐淸 丘 ハ衞、 長 

州 藩 中 山 九 八 郞ト申 仁 -ー 出 會候處 、執 銃 二 テ 上京 ハ 御差留 一一 付、 近 江 守 -1 モ 近日 奉伺 天機 候存意 一一 御 半： 候 故、 右 様、 若シ 

途中 -1 テ御 差留相 成候テ ハ 不都合 一一 候 問、 一 先 引取、 近 江 守 へ モ其旨 可 申 聞 候 間、 上京 少々 邇延相 成 候 段、 右 西 阑寺様 迄 御 

斷申上 置 候 趣、 家 來之者 途中 ヨリ 申 越 候、 何卒 相 成 儀 候 得 ハ 、御^ 鑑様之 品 H テモ御 下 被 成 下 候 様 奉 願 度、 左 候ハ、 右ヲ以 

テ早々 上京 仕 候 樣取計 度、 此段私 ヨリ 奉 願 候、 以上。 

I  朽木近 江 守 家 來 

正月 十一 日  中野齋 

〇 批紙 

印鑑 之 傻ハ難 相 成、 總督之 儀、 麵な s、 人 京 延日候 共、 西 園 寺 命令-一可 隨之 事。 §1， 

〇 池 田 慶德、 德川慶 喜 ノ至親 タル ヲ以テ 、上表 シテ罪 ヲ待チ 、禁門 守衞ハ 故ノ如 クナラ ンコト 

" ..K ポフ、 池 田 德澄モ 亦 同 ク表ヲ 上ル。 

德川慶 喜 儀、 去 ル 三日 ヨリ 、麾下 ノ士 ヲ始メ  、會、 桑 等 ヲ 先鋒 トシ テ、 可 奉 犯 闕下 、 反逆 ノ 所業 傳承仕 候 二 付 テハ、 骨肉 ノ 

復 古 記 卷 十八 明治 元年 正 HJ 十一： ：！  ： ムニ 五. 


復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十一 口  五 二 六 

臣慶德 -ー 於 テハ、 奉對 朝廷 謝罪 之 道 無 御座、 深 奉 恐 入 候、 依 之、 恐懼 奉 待 罪 候 間、 何分 之 御沙汰 被 爲下候 様、 宜御執 奏 

冀 入奉存 候。 

正月 七日  因幡 中將 

池 田 琿知家 記 

〇 

別紙 以 書取 奉 言上 候 通、 恐懼 謹 愼罷在 候 得 共、 御 時節柄 之 儀 -ー 付、 中立 賣 御門 御 警衞ハ 勿論、 追々 人數繰 出シ、 相應之 御用 

爲相勤 申 度奉存 候、 此段申 上 候 様、 國許ョ リ申付 越 候、 以上。 

因幡 中將 家老 

正月  荒 尾駿河 

池 田 輝 知 家 記 

〇 池 田德澄 待 罪 書 

本家 ョ リ奉 言上 候 通、 於 私儀 同様 奉 恐懼 候 二 付、 旅 宿 -ー差 扣謹愼 罷在候 間、 何分 之 御沙汰 被 爲下候 様、 宜御執 成 奉 希 入 候、 

別紙 之 通 奉 言上 候 之處、 恐懼 謹慎 罷在候 得 共、 御警衞 人數、 其 儘 御用 爲相勤 申 度奉存 候、 此段申 上 候。 Is 

〇 德澄家 記 -ー 云、 十一 一日、 差扣 二 不及、 只今 衮朝被 仰付ト 、慶 德批答 尸 十九 日 -ー 在リ。 

〇 酒井忠 氏 ノ 父忠 義、 巧 f 兵ヲ 率ヰテ 召命 二 赴クヲ 稟シ、 且忠 氏ノ爲 一一 罪 ヲ乞フ 、戸田 氏共モ 

亦 召 一一 應シテ 西上ス ルヲ 稟ス。 

私儀、 去ル 八日 被爲 召 候-一 付、 人 數召連 速 登 京 可 仕 候、 從來 先々 帝 様 ヨリ 格別 之 奉 蒙 御 懇命、 素 ヨリ 盡カ 忠勤 仕度 赤 

心 二 御座 候、 何卒、 相應之 御用 被 仰 付候樣 、偏-一 奉 願 候、 若狹 守へ モ兼々 同様 申 付 相 心得 居候 處、 無據 次第 二 付、 江 戶表ョ 


リ直様 下坂 仕 候 折 柄、 當今之 御 場合 一一 相 成、 終 一一 出京 モ 不仕候 段、 甚以恐 人 候 次第 -I 御座 候、 右 -1 付、 朝 ま ョ リ 御少汰 

次第、 如何様 共 處置可 仕 候、 右 御請 申 上 候、 以上。 

正月 十一 日  酒 井 右 京大 夫 

洒井忠 祿家記 

〇 案ス ル 二、 小濱、 京師 ヲ距ル 二十 五 里、 此書卽 日 上達 ス ルノ理 ナシ、 蓋 シ 在京 家臣 ノ 代作 二 係ル、 此類、 後一 々之 ヲ辨セ 

ス o 

〇 

今般 被爲 召 候 M 付、 右 京大 夫 上京 之 儀、 明 十 一 一日、 若 州 表出 立 仕、 平常 -ー 候 得 ハ 、； ； 十々 上京 可 仕 候處， 此頃、 殊之外 深雪 二 

テ 、旅行 果敢 取 不申候 -ー 付、 來ル 十六 日 京 著 之 積 -1 御 坐 候、 就テ ハ 道中 筋 御 固 所 通行 差支^ 御座 候 様、 其 御 筋 へ 御 達 被 下 置 

候 様 奉 願 候、 以上。 

酒 井 右 京大 夫家來 

正月 十一 日  深柄務 

洒井忠 跺家記 

〇 

私儀、 去 ル 八日 被 召 候 付 、人数 召 連 レ 、早速 登 京 可 仕 ト奉存 候、 素ョ リ 朝廷へ 無二 之 忠勤 ヲ盡シ 可 巾 心底 -ー 御座 候、 何 

卒相應 之 御用 向 被 仰 付 被 下 置 候 様、 偏 -1 奉 願 上 候、 右 御請 申 上 候 、以上。 

正月 十日  戶田采 女 正 

戶 E 氏 共 家 記 

〇 

復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十一 日  五二七 


復古 記 卷 十八 明治 元年 正月 十一 日  五 二八 

今般 被爲 召 候せ、 采女正 上京 之 儀、 明 十 一 一 日出 立、 來ル 十六 日、 京 著 之積リ -ー 御座 候 旨 申 越 候、 就テ ハ 道中 筋 御^: 場所 通 

行 差 支 無 之 候樣、 其 御 筋 へ 御 達 シ被下 置 候 様、 奉 願 上 候、 以上。 

戶田采 女 正家來 

正月 十一 日  吉田圑 平 

PH 氏 共 家 記 

〇 小濱、 大垣ニ 藩、 昨日 入京 ヲ止メ ラレ、 本日 此書ヲ 上ル、 相 矛盾 ス ル 一一 似 タリ、 案ス ル 二、 入京 ヲ禁ス ルノ達 書、 忠祿家 

記、 十二 日 越藩ョ リ囘達 ト記シ 、小 原忠寬 私記 及ヒ * 莊宗 武家 記モ 亦、 士 一日 トス、 是 二 由テ之 ヲ觀レ ハ 、此 霄ハ、 未タ達 

書ヲ 受ケサ ルノ前 二 上 リシ モノ ナ ラン、 忠祿家 記 又 云、 八日、 岩 倉 殿. ョ リ右 京大 夫人 數召連 可 登 旨 御 達シ， 十 一 日 請 書 差 

出 スト 、氏 共 家 記 一一 云、 八 曰、 正 親 町 三條、 岩 倉. 一 ー卿ョ リ被爲 召 候 一一 付、 吉田 圑平罷 出、 御 尋問 ノ 次第 逐 一 申出、 御 聞 届 相 

成、 采女正 早 々 上京、 勤王 ノ 誠意 言上 候 様、 在所 へ 大急可 申達 ノ 旨 被 仰 付 ト 、 本書 中、 被 召 ノ字ハ 、蓋 シ此 內意ヲ 指ス。 

〇 牧野 誠 成、 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲ シテ京 一一 至ラ シム。 

先般 來、 追々 御 達 之 趣、 豐前守 承知 仕奉畏 候、 右 -ー 付、 不取敢 重臣 上京 申 付、 唯今 著 京 仕 候、 且 一 隊 之 人數 追々 差 登 申 候、 猶 

著 之 上 尸 御 届 可 申 上 候 間、 相應之 御用 被 仰 付 被 下候樣 仕度、 尤豐前 守 儀 ハ 、舊 臘被爲 召 候 節 奉 願 候 通、 從來之 宿疾、 迅 

逨 上京 モ難出 來奉存 候、 併 當節柄 之 儀 一一 付、 少 二 テ モ 快方 候 ハ 、速 一一 上京 可 仕 候 間、 御 聞 置 被 下候樣 仕度 奉存 候、 此^ 中 上 

置 候 様 申 付 越 候、 以上。 

牧 野 豐 前 守 家 來 

正 RT 十一 日  伏 木  士。 

牧野 弼成家 記 

〇是 ョ リ先、 東海道 鎭撫 總督撟 本實梁 -1 命シ、 舊大津 M 、代官 石 原 某、 I」 信 樂§、 代官 多羅 尾 光 


弼腿 2 ヲ シテ 軍齊ヲ 供億セ シム、 膽藝 是日、 實梁、 光弼ヲ シテ、 舊二仍 リテ、 其地ヲ 管セ シム。 

〇 光 弼ノ達 書、 原 記 ヲ失ス 、柳 原 前 光輒誌 十三 日 ノ條、 光弼 一一 命ス ル事ラ 載ス、 然ル ニ光弼 俸祿 故 ノ如ナ ラン コト ヲ請フ 

ノ 書. 載セテ 先鋒 記 十 一日 ノ條 ユア リ 、輒誌 恐 ク ハ追錄 _| 係ル、 故 ニ姑ク 本日 二 收メテ 、光弼 ノ嘗ヲ 附記 ス。 

〇  . 

私儀、 今般 御 代官 被 仰 付、 是迄 支配 仕 來候江 城 河 勢 州 村々、 支配 可 仕 旨 被 仰 渡、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 然ル 所、 是迄 

右 四 ケ國ニ テ拾萬 四千 石餘ノ 内、 高 七 萬 四千 石 餘ハ諸 入用 金 六 百 五十 兩 九十 人 抉 持、 高貳萬 四千 石 餘ハ百 兩贰拾 人 扶持、 

高 四千 石餘ハ 五千石 未満 二 付、 諸人 用 無之定 ュ テ、 都合、 諸人 用金 七 百 五十 兩百十 人 扶持 請 取 來候儀 ，1 付、 以來 共、 是迄ノ 

通 被 下 置 候 様 仕度、 此段奉 願 候、 以上。  . 

員正 月  多羅 尾 織 之 助 

光 弼 * 

朿 海道 先鋒 記 

〇 山陰 道 鎭撫總 督西園 寺 公望、 酒 井 忠氏ノ 大阪 ヨリ 逃レ 歸ルヲ 阅キ、 之ヲ 途 -I 耍シ テ 、其 卞： 円ヲ 

問 フ 、是 日、 忠氏、 謝罪 書ヲ 上 ル 、乃チ 其 兵器 ヲ收メ  、藩 二 還テ 謹慎 セ シ 厶 寺 | 

〇 備 前藩ノ 老臣 日尙 忠尙、 I、 兵ヲ 率ヰテ 西宮 一一 赴ク、 是日、 其 從兵外 國人ト 神戶驛 一一 鬭フ。 

〇 池 田 章 政 家 記 -ー 云、 丁 卯 十一 一月、 攝州西 ノ宮警 衞被仰 付 候 -1 付、 右警衞 家老 日 置帶刀 へ &付、 帶刀條 、戊辰 正月 四日、 同勢 

召 連 岡 山 出立、 十 一 日、 攝州 神戶町 通行 之砌、 先手 共旣 二 外國人 居留地 へ 差 掛リ候 折 柄、 外 國人兩 人、 横合ョ リ^  ,ー 同勢 之 

中へ 割込 候 -1 付、 種々 相 制 候 得 共、 聞入不 申候處 ヨリ、 無據及 刺擊、 遂 -1 發砲 - 一至 リ、 彼 ョ リモ 兵隊 繰 出、 一 g 裨合候 得 共、 
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素々 不慮 之事ョ リ差起 候 儀-一 付、 帶 刀儀ハ 山手へ 引揚、 物分レ -ー相 成 申 候" 

〇 爭鬪槪 略 

千 八 百 六十 八 年 第二 月 四日 火曜日、 同勢 百 五十人 二 テ、 九 ッ半ノ 比、 乘物官 道 テ通ル 、之 ヲ尋 ル 二 、 肥 前 大村侯 長崎ョ リ登 

坂 之 由、 行列 甚靜謐 ナリ、 次 -1 來ル者 ハ大- 一 是ト異 ナリ、 午後、 直 二 日本人 百-九十 人 計、 鎗 ライフ ル ヲ以 テ固メ  、且小 野戰砲 

n- 曳テ 兵章ョ リカ— ベ 二 入ル， 此中 一 人 奇麗 ナ ル者、 高官 ノ者 ト見ェ タリ、 騎馬 之士 ハ 備前ノ 家臣 池 田 伊勢 也、 ヌ - 人ハへ 

ィキ帶 刀 也、 本陣 凡 六 百 人 兵 庫 二 在リ、 又人數 若干 一 里 餘後ニ 在リ、 先陴 力— ベ ノ官道 ヲ通ル 比、 コ ルリ ンス トイ フ外國 人、 

立テ穩 二 之ヲ見 テ在ル 時、 下 ニ居レ ノ聲ヲ 聞 二  、土人 皆 地 二 膝 マツ ク、 役人 コル リンス ノ立タ ルヲ 見テ、 一 人 來リテ 令ヲ耮 

返シ、 銃口 ヲ以テ 彼 ヲ毫ニ 壓ス、 然レト モコ ルリ ンス逃 去 タリ、 又シ ル ハ ルリ パ ー クスノ 騎兵 一 一人、 日本 僕 一 人 從フテ 徒 

一一 テ鈇 ヲ携へ ス在リ 、役人 カノ 僕ヲ引 止メ、 二人 ノ外 國人ハ 兵卒 ナル コト、 彼ハ僕 人ナル コトヲ 聞キ、 銃 ヲ僕ノ 腹 二 突當テ 

引金 ヲ引 タレ トモ、 幸 二 火 移 ラス、 僕 逃レ去 タリ、 

佛水手 一 一人 ヘイ トリ ー リニ サルノ 家 ヨリ ミン カルト ノ店 ニ行タ リシ 二  、行列 ノ通 リ終ル ヲ待コ ト ヲ欲セ ス、 行^ ヲ撗 キリ 

テ通リ タリ、 家臣 ノ家來 、馬ヲ 飛 下リ手 ラ以テ 下知 ス、 土人 皆 膝 マ ツキ、 鎗 ヲ携フ ル 者鞘ヲ ハ ッシ、 佛 水手ノ 一  人-一 逼リ、 殆 

ント之 ヲ刺ン トス、 一 人ノ 水夫、 手ヲ以 テ鎗ヲ 握リ、 茈 ツキ ナカラ 友ヲ 救フテ 遛ル、 日本人 銃ヲ放 發シ、 差別 ナク外 國スヲ 

見テ放 發ス、 然レ トモ 幸-一 シ テ外國 人死ス ル モノ 二人-一過 キス、 佛水手 一人 傷ヲ被 ムリ、 合 衆 國方ネ イタ 船 ノ年十 「ノ脫 誤 

ァ、 肩-一 銃丸 中リ 、咋日 迄 ハ之ヲ 拔コト 能 ハス 、此 放發 中、 シルハ ルリ —パ —ク ス護卒 一人 從へテ 在 シ 二  、銃丸 數度近 ッ キ 

タリ、 パ ー クス コン シュ ル館 ニ行テ 事件 ヲ告ケ 、外國 人騷ク ItJ  、^誤 彼 人 列ヲ離 レテ放 發ス、 一人 ノ 銃丸 覘ヒ高 ク、 外國旗 

ヲ擊カ ト思フ ハ カリ、 又 或 外國人 白^  ノ鎗ヲ 見 テ怪シ ク思ヒ 、走 リテ其 朋友-一 告 クル、 此 二 オイ テ 風聞 諸方-一廣 マ ル、 

英コ ンシ ュ ル館ョ リ合圖 ァリ、 リウ テナ ント ブラッド シ ヨウ、 リウ テナ ントブ リウス、 第九ノ 部兵ヲ 卒シテ 居留地 ニ驅來 

リ、 一 0  二分 レ、 ブ リウス ハ官道 ヲ下リ 、ブラッド ショウ ハ 大坂 街道 ヲ進 ム、 一里 ハカ リ進 ンテ 日本 兵 二 追及 フ、 日本 兵 返 


シ戰ヒ 、晳 シテ小 部分 二分 レ、 山ノ 方へ 逃 去 タリ、 英軍ノ 左 一一 亞佛 海軍 ァリ、 シ ル ハ ルリ ー パ ー クス、 騎兵 ヲ以テ 日本 兵ラ 

追ヒ、 小 野戦 砲 二 門 ヲ奪フ 、此 時、 英兵 上陸、 亜 兵 ト共ニ 日本 兵 ヲ追フ 、日本 兵餘程 狼^ セ シト 見ェ、 荷物 打 捨ァリ 、陣笠 鞋 

マ テ遺シ タリ、 外國兵 數時閒 徘徊 シタ レト モ、 敵 二 出會セ ス、 力 ー ベ 二 返ル、 力— ベ ノ 一  方 二 在 リシ 備前 本陣、 翌朝 二-:;) 比 

裏路 ヨリ 近キ山 ュ遁レ タリ。 ^棚 

〇 此書、 蓋 外國人 ノ草ス ル所 一一 係ル、 且 訛誤讀 ミ難キ モノ ァリ、 他書ノ 參考ス へ キナキ ヲ以テ 、姑ク 原文 二 從フ。 

〇  . 

今日、 松 平 備前守 家臣 池 田 伊勢、 へ ィキ帶 刀、 力 ー ベ 通行 之 節、 其從 者、 サ シタ ル 事件 ナク、 鎗魏砲 ヲ以テ 外 國人ヲ 殺傷 セリ， 

由テ 早々 來リテ 次第 申聞ン コ トラ 欲ス、 若此 罪償ハ ス ン ハ 、各國 ノ敵タ ル へ シ、 此儀、 只 備^ ー國 ニ係ル 二 非ス、 日 本ノ迷 

惑 トナル ヘシ、  ー 

右、 千 八 百 六十 八 年 第一 一月 四日、^ 一 ほ 5 兵 庫-一 オイ テ各 國ミ ュス トル ヨリ 出ス。 赚翻 

〇 

日本 松 平 備前守 家臣 池 田 伊勢、 日 置 帶刀兩 人、 神戶 通行 之 節、 右 兩人供 之 者 ョ リ 、 無 故 銕砲器 ラ以テ 外國人 ヲ襲フ 、如何 ナ 

ル 故-一 討 哉、 早速 申 譯罷出 可 申、 若 各 國外國 二 モ 満足 ス ル様申 譯於不 相 立ハ、 彌外國 ニ對シ 干戈 ヲ動ス 一一 至ルト 見定メ 、倚 

外國 ヨリ 所 置 二 オヨ ヒ 候へ ハ 、唯 備前藩 二 不限、 總テ 日本 國中之 大災ト 可 相 成 事。 

正月 十一 日 

右、 日 置帶刀 小者、 夷人へ 召 柿、 色々 及 詰問 居候 ヲ 放逐 セ シメ候 節、 相 渡 候 書面。 § 糊 

〇 舊 幕府 老中、 榊 原 政 敬 ノ東叙 山守 衞ヲ 罷厶、 謂 || 是曰、 米國 公使館 書記官 H ァ ルセ ホル トメ 

ン、 書ヲ舊 幕府 老中-一致 シ、 上 國變動 措置 ノ方ヲ 聞キ、 以テ自 ラ處セ ント 請フ。 

千 八 百 六十 八 年橫濱 合衆國 公使館 二 テ 

江 戶外國 事務 執政 
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五一 一二 一 


小 笠 原 壹岐守 閣下 

大 坂-一 於テ 近頃 變事 起.  I 

二 余此地 一一 於 テ米里 堅 ニ關ル 切要 ナ ル 守護 ヲ 用意 セ ン 力 爲メ、 閣下 ョ 

ヲ、 1 二 余 二 告知 シ給フ 様-一希 フコト 、余 力 當然 ノ 職務 ナリ 、恐惶 敬白 ( 


ヽ且 余力 得タ ル 報告 二 就 テ考フ ル 二、 大君 殿下 之 仇敵 ハ 、速 二  hd 戶竝當 港 二 來 ラン 力 ト 思へ リ、 故 

自今 之 形勢 一一 於テ 大君 殿下 之 取 用 ヒ給ヒ シ處置 


〇 外務省 記 二 云 、來翰 ノ 文意、 返書 ニ盡 シ難キ ヲ以テ 、外國 奉行 連署 ノ  - 

戶 一一 來ン トス 、適 外國 奉行 竝杉浦 武三郞 、潢濱 一一 出張 ノ事 アツ テ、 ホル 

答ナ シト。 


エア ルセ ホル 


メ ン 

外務省 記 


：ヲ 以テホ ル トノン ヲ. 招ク、 之ヲ 領シ、 十四日 江 

ノン 二 會話、 事濟タ リ、 故-一 爱岐守 ョ リ 別段 囘 


復 古 記 卷 十八 終 


總括 兼纂修 

一 等 編修 官 

校 勘 ， 

1 等 編修 官 

1 等 掌 記 

校 錄 

. 六 等 掌 記 

繕 寫 

二等 繕寫 

二等 繕寫 


臣 

臣 


長 

澤 


公 

島 


一旦 

長 


幹 

荧 

孝 


春 


復古 記 卷 十九 

明治 元年 戊辰 正月 十 一 一日 ニ起リ 十四日 ニ至ル 

〇 正月 

十二 日、 詔 シテ、 島 津茂久 、淺野 茂 長、 毛 利 敬 親、 池 田 慶德、 山內 豐範ノ 復古 ノ勳、 及ヒ 征討 ノ功 

ヲ賞シ 、御劍 各  一口 ヲ賜ヒ 、又 藤 堂 高 猷ノ戰 功 ヲ賞シ 、茂 久等五 人ト： g 一一  金幣ヲ 賜ヒ、 以テ藩 

士ノ戰 死者 ヲ弔 シ、 德川慶 勝、 松平慶 永、 伊達宗城 ノ 復古 ノ勳、 及 ヒ細川 喜延、 蛛须 お：！； 裕、 ル 

伊直 憲、 松 浦詮、 本 多 康穰、 加藤泰 秋、 龜井 玆監、 毛 利 元 功、 池田德 澄、 大村 純熙、 島津忠 寛、 小 出 

英尙、 加 藤 明實、 池 田 德定、 織 田 信 親、 市 橋 長義、 池 田 政禮、 久留島 通靖、 京 極 高典ノ 軍勞ヲ 賞ス。 

各通薩 摩少將 

安 藝 少 將 

毛 利大膳 大夫 

s 幡中將 

、  土 佐少將 

其 藩 事、 積年 抱 勤 王 之 志、 勳勞不 少候處 、應 召 登 京、 朝議 之 旨 速 -ー 奉行、 彼是 周旋、 遂 -1 使 王道 復 前古、 殊 -ー ハ 去 三 

日、 逆賊 突然 北上 之砌、 於 伏 見 表 防禦、 其 後 連戰、 處々 一一 追撃、 S 威 之盛ナ ルコト 、實 -1 前古 一一 不愧 也、 而テ遂 -ー 巨魁 慶^ 落 
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膽、 捨 浪華 城 遁去之 趣、 達 宸聽 天 感不斜 候、 愈 以勵兵 勢、 屠其巢 穴， 可耀 皇軍 稜威於 内外 候、 依 之， 御劍ー 振、 卽今 恩賞 迄 

-- 矣 0 ョ 矣 &,。 島津 忠義、 池 田 輝 

二  T 賜 候 旨 御 沙沃候 事 知 家 記、 輦下日 載 

〇 豐範家 記、 原文 ヲ佚ス e 

〇 

各 通 薩藩戰 死， 人 

藝州戰 死 人 

長藩戰 死 人 

因幡 藩 戰 死人 

土藩戰 死 人 

今度、 就 兵 革、 其 藩士 之 輩、 殉國戰 死者 共、 具 -ー 達 天聽、 被爲愴 叙情 候條 不淺、 宜厚其 葬禮、 恤其 親眷、 慰 忠魂 于九原 之 

下、 依 之、 營 辨之貲 賜金 五百兩 候、 藩主 ヨリ 可 頒與之 旨 御沙汰 候 事。 

但、 設 一社、 聚其 忠魂、 永 可 被 命 祭、 被 思 召 候 事。 |き1嚷輦^ 纏 

〇 藝、 因、 土 三 藩ハ、 賜金 三百 雨-一作 ル。  ！ 

〇 島津 忠義 家 記 一一 云、 今日、 大守様 御衣 冠 一一 テ御參 內ノ處 、小 御所 二 於 テ被拜 天顔、 勅書 一 通 總裁 宮様 ョ リ、 御劍 一 振 

西 四辻大 夫様ョ リ御 渡、 同 御 廊下 二 テ御金 五 百兩、 勅書 一 通、 岩 倉 前 中將樣 ヨリ 御 渡 相 濟候テ 、已前 之御捋 席へ 御復 座候處 • 

御 取 肴 御 一 一 盆、 御洒 一 樽、 御 頂戴 被 仰 付 候。 

〇 毛 利 元 德家記 -ー 云、 一 一月 十一 一日、 長 門 守 參內之 節、 於 小 御所 御 下段、 議定 中 山 卿、 正 親 町 卿 御 列座、 中 山 卿 御 演達之 書取- 

去 B 三日、 逆賊 慶喜 上京 之砌、 防戰盡 力、 賊勢速 二 退散 之 儀、 叙 感之至 思 召 候、 於 御褒詞 ハ 、先達 テ毛利 平六郞 へ 被 仰 

渡 候 得 共、 今日 參內之 間、 御 劍賜之 候 事、 


但、 拜領之 御 劍銘陸 奧守藤 原 兼 信、 御 仕 立 赤銅 金 小綠、 地 眞七子 、金 菊 桐御紋 c 

〇 

藤 堂 和 泉 守 

其 藩 事、 去 ル 六日、 賊徒 襲 來之砌 、於 山 崎拒戰 追撃、 遂 -1 巨魁 慶喜 落膽、 捨 浪華 城 遁去之 趣 達 宸聽、 天 感不斜 候、 愈 以勵兵 

勢、 屠其巢 穴、 可耀 皇軍 稜威於 内外 旨 御沙汰 候 事。 

〇 津藩 賜金 ノ達 書、 藝、 因-一同 シ、 故 一一 略ス。 

〇 

•  各 通 尾 張大納 言 

越，； 则大 藏大輔 

國家 多難 之砌、 應 召 登 京、 朝議 之 旨 速-一 奉行、 彼是 周旋、 遂 -1 使 王道 復 前古 候抆、 叙 感不斜 候、 葸以 勵忠志 、可お 

皇室 之 維城 旨 御沙汰 候 事。 | 川! ^家 | 

〇 

宇 和 島少將 

國家 多難 之砌、 度々 周旋 盡カ、 遂使 王道 復 前古 候 段、 叙 感不斜 候、 愈 以勖忠 志. 可爲 皇审； 之 維 成 旨 御 ゅ汰唉 事。 || 

家  f 

己 

II- 一  n 

各 通 細 川 右 京大 夫 

松 浦 肥 前 守 

久留島 伊豫 守 
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五 三 六 


^  U^-A*  、松甫 ぶ 

其 藩 事、 從 前報國 K. 一志 不淺、 應 召 登 京、 屬 官軍 険段、 叙感 不斜 候、 尙此 上可勵 忠勤 旨 御沙汰 候 事" 久^^ 通靖ぁ 


〇 


各 通 


井 


波 宰 

伊 掃 


其 藩 事、 屬 官軍、 賊徒 襲 來之砌 、人數 致 出張 候 段、 神妙 -ー 候、 尙此 上可勵 忠勤 S 御沙汰 候 事。 

1 r  二 ョ 蜂須 賀茂韶 

正月 十 二 日 井伊 直 憲家記 

〇 

各 通 


本 


多 

田 


國市 n 

京 が 

其 藩 事、 今度 屬 官軍、 賊徒 襲 來之砌 、爲 防禦 致 出張 候 段、 神妙 -ー 候、 尙此 上可勵 忠勤 旨 御沙汰 候 事。 

弓 トニ ョ 本 多 康穣等 各 家 

正月 4-  二日 家 記、 柏 原 藩 記 

〇 加 藤明實 家 記 -1 云、 能 登 守 歸邑中 二 付、 十八 日 -ー 御 達 有 之。 

〇 

各 通 加 

章 i 


主 

匕 匕 

出 

下 


遠 

野 


部 頭 


勢 

登 


江 

侍 


正 

守 


守 


大村丹 後 守 

其 藩 事、 多年 報 國之志 不淺、 賊徒 壟 來之砌 、人數 致 出張 候 段、 叙 感不斜 候、 尙此 上可勵 忠勤 旨 御沙汰 候^: 

£  g  4-  二  cn 加藤泰 秋、 癍井玆 

T 月 十二 日 監、 大村純 熙家記 

〇 

毛 利 平 

其 藩 事、 多年 報 國之志 不殘、 殊 -ー 去 六日、 賊徒 襲 來之砌 、於 山 崎 防 戰盡令 退散 候 段、 叙 感不斜 候、 猶 此上勵 忠勤、 可爲 皇 

家 之 干城 旨 御沙汰 候 事。 

〇 

各 通 松 平 修理 

島 津淡路 守 

松 平相模 守 

其 藩 事、 從前報 國之志 不淺、 殊, 一 、今度. 賊徒 壟 來之砌 * 爲 防禦 致 出張 候 段、 叙 感不斜 候、 尙此 上可蚴 忠勤 旨 御沙汰 候 事。 

池田德 澄、 島津忠 

宽、 池 田 德定家 記 

〇 忠寬家 記 -ー、 從前ノ 字、 多年 二 作ル。 

〇 

池 田 丹 波 守 

其 藩 事、 今度 屬宫 軍、 賊徒 襲 來之砌 、爲 防禦 致 出張 候 段、 神妙 二 思 召 候、 尙此 上可勵 忠勤 旨 御沙汰：^^  - 

C 嵯峨實 愛 手記 -1 云、 出御 於 小 御所、 三 職 列座、 

越 前 薩摩 安藝 

復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十二 日  五三 七 
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右、 御對 面、 賜御褒 詞書拉 御劍、 

但、 越 前 ハ 御 褒詞計 也、 御褒詞 ハ 總裁宮 賜 之、 御劍 ハ 公業 渡 之、 

宇 和 島 以下 卜 一 人、： 33I14^;:^,.^i、 原^、 右兩： < 趙直垂 也、 以別俵 

禾 -  一  ノ 召 於 南 庇 賜 之、 具視 朝臣 渡 之、 

右、 御對 面、 賜 御褒詞 書， 

』 ハ 4： ま、 戎 賴 原註、 上下 也、 仍 無御對 面、 入御 之 後 賜 之、 總裁宫 被 渡 之 

§ お 速 〇 按 スルー！ 、成瀨 正 肥 ハ 、德 川慶滕 ノ 名代 ナル へ シ、 

薩長 藝因土 藤 堂 

以上 六 藩 戰士等 へ 賜 之、 於 庇 下 兩職渡 之" 

〇 博經 親王 及 ヒ細 川喜廷 ヲ以テ 議定 ト爲シ 、土 倉正彥 HI や ヲ參與 ト爲シ 、議定 伊達宗城 ヲ 

以 テ外國 掛ヲ蒹 シ厶。 

〇 博經 親王へ 達 書 

議定 廣翰 yss 

き" 

〇 華 頂 宮家 記-一 云、 於 御前 拜受。 

〇 

1  細 川 右 京大 夫 

議定 被 仰 付 候 事。 ぼ 

ク 豸 言 

〇 

土 倉 修理 介 

I 雷 被 仰 付 候 事。 


〇 伊達 宗德家 記 二 云、 宗城 御用 二 付 參内仕 候處、 外 國掛被 仰 付 候 旨、 御 口 達 有 之。 

〇 滋野井 公壽、 綾小路 俊實ノ 使者、 相 良 武振書 ヲ上リ 、官軍 ノ徵章 ヲ賜ヒ 、且 東征 先鋒 ノ命ヲ 

奉セ ン コトヲ 請ヒ、 又 舊慕府 領地 ノ租稅 ヲ減セ ン コトヲ 建議 ス、 乃 チ公壽 、俊 實ニ命 シテ、 來 

海道 鎭撫使 ノ 約束 ヲ 受ケ、 又 舊慕府 領地 今年 租稅ノ 半 ヲ免セ シム： 

滋野 井侍從 

綾小路 前侍從 

其 手 -ー屬 シ候草 莽士、 從前勤 王 之 志願 不淺 趣、 殊 -ー 關東 民情 辨知之 聞 ェ モ有之 候 間、 旁 以盡カ 可 仕、 三 道 官軍、 關柬打 入 

之 節ハ、 御 印 之 品 朝廷 ョ リ可 下賜 候 間、 其 節、 ハ 速 二 東 下、 億兆 士民 王化 二 服シ候 様、 嚮導 先鋒 可 致 候、 夫 迄 之虚、 蓄 兵力 

儲粮 食、 機會到 來ヲ相 待、 尤 過日 被 仰 出 候 通、 東海道 鎭撫 使ノ隨 指揮 候 様 可 申 付、 御沙汰-一 候 事" 

正 月 

但、 今度、 不圖 干戈 二 至 リ候儀 二 付テ ハ 、萬 民 塗炭 之 苦 モ 不少、 侬之、 是迄 幕領之 分、 總テ當 年 租税 半减被 仰 付 候、 咋年 

未納 之 分 モ可爲 同様、 來已年 以後 之 處ハ、 御 取調 之 上 御沙汰 可 被 爲在候 儀-一 候 間、 右 之 旨 分明 可 申 聞 事。 

〇 武振 申請書 

方今 御 東征 之 儀 -ー 付、 滋野 井侍從 殿、 綾小路 前侍從 殿、 江 州 松 尾 山 正 明 寺 迄 御 出張 被 成 候處、 御人數 追々 馳 加リ、 一 方 之 御 

助 ュ モ 可 相 成 思 召 候 ョ リ 、其 段 御屆申 上、 官軍 之 御 印且御 東征 先鋒 之 御 願 -ー 相 成候處 、官軍 之 儀 ハ 勑許 -ー 相 成 候^ 共、 御 

印且 先鋒 之 儀 不被命 候、 官軍 之 儀 -ー 候ハ、 、是非 其 御 印 無 之候テ ハ 、全軍 之 居 合 等 一一 モ相 懸リ、 且賊ヲ 討伐 仕 候 -1 モ 、 都テ 

ノ儳ニ 付 不都合 之 次第 一一 候 間、 此 情實逐 一 御 憐察被 下 置、 欵願 之兩樣 急速 勅命 ラ蒙リ 度奉存 候、 歎願 之 筋 相 叶 候^ ハ 、今 

賊之 巢穴ヲ 不結内 先鋒 仕、 速 二 寸功ヲ 可奉奏 候、 以上。 | 原 重 g 事蹟 销 
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〇武 振 建白書 

誠 恐誠惶 謹言、 艸莽 卑賤 之 身 ヲ以テ 建言 仕 候 ハ 、甚恐 入 候 次第 -ー 候 得 共、 此度 綾小路 殿、 滋野井 殿 兩卿之 御 勢 -1 加リ 、 先登 

仕 候 一一 付、 愚存之 儀、 萬 死 ヲ犯シ 建白 仕 候、 當時、 賊勢旣 二 浪華 ラ去候 趣意 ハ 、 必關柬 釗據之 所存 二 テ、 唯今 之處 二 テハ 、賊 

之餘燼 無之樣 -ー候 得 共、 關東ハ 固 ヨリ 彼 之巢窟 一一 候 間、 彌東下 仕候ハ 、 、是刖 虎ヲ山 二 放 チ候患 ト奉存 候、 東海道 ハ 小 田 原 

之 城 一一 據リ * 兵 ヲ凾嶺 一一. 出シ 、中 山道 ハ 高 崎 一一 據リ、 臼嶺 二 出シ 、要地 ヲ塞キ 防禦 被 致候テ ハ 、甚蹈 破 リ難ク 、寳 二 斧ヲ 用 ル 

ノ悔可 有 之 候 間、 賊ノ 不意 二 出テ、 兩葉之 内、 速 一一 御 征伐 被爲在 度奉存 候、 加 之、 今黠 夷之 輩、 我 隙ヲ覬 覦致シ 居候 儀 故， 此鵜 

蚌之弊 -ー 可乘 モ 難 計、 是又 一 大事 之 儀 二 テ 、鬼 角、 急 一一 御 東征 被爲在 度奉存 候、 尤" 右 御 東征 之 儀 -ー 付、 定テ 御廟 算 ハ數々 可 

有 之 候 得 共、 當時 之處、 是迄、 幕府 一一 於テ 、關東 筋 ハ 甚 暴歛ヲ 極 メ  、民心 皆 奸吏之 肉ヲ喫 ハ ン ト存 居候 儀 故、 幕 領之分 ハ 、 暫 

時 之 間、 賦稅ヲ 輕ク致 シ候ハ 、 、 天威 之 難 有 一一 歸嚮シ 奉リ、 假令賊 一一 金 湯 之 固有 之 候 トモ 、倒 戈 之苕、 賊之蕭 II 一一 起リ、 必 

以御 東征 之 御 一 助 -ー モ可相 成 ト奉存 候、 乍 恐、 右 等 之條々 ハ 、卑賤 之 者 之 建言 仕 候 迄モ無 之、 定テ 朝議 モ有之 儀 ト奉存 候 

得 共 、溢、 綾 兩卿之 思 召 一一 於テ モ 、此儀 深ク御 心痛 被 遊 候 儀 故、 不憚申 上 候、 以上。 | 原 重 

〇 德川茂 承、 本 月 三日 ノ命 ヲ領ス ルヲ 稟シ、 且大 阪ノ敗 兵、 和歌 山-一 至ル ノ狀ヲ 陳ス。 

臣茂承 謹テ奉 勅答 候、 兼 テ鎭靜 御沙汰 之 趣 モ御坐 候處、 坂 兵 伏 見 表-一 出張、 叛逆 之 色 顯然ニ 付 、官軍 相 募リ、 同心 戮カ、 

王事-一 勤 勞可仕 御沙汰 之 段 被 仰 出 之 趣奉畏 候、 且又、 鷲 尾侍從 殿へ 御沙汰 之 趣 モ奉恭 承 候、 同心 戮カ、 近國 手配 等盡 

力 可 仕 候、 誠惶 謹言。 

正月  紀 伊中 納 言 

德川茂 承 家 記 

〇 

去ル 八日 八 半時 比、 坂 兵 貳百人 許、 和歌 山へ 立 入 候 付、 目 付 差 出及應 接、 加 太 浦 ヨリ 泉 地へ 立 退候樣 談判 致、 其餘 追々 差 臨 


候 潰 兵 ハ 、國境 關門相 鎖、 不爲 立入樣 手配 之 儀、 折角 盡カ 仕罷 在、 其 段 不取敢 奉 申 上 候 樣被申 付、 林 一 平太罷 登候條 二 御^ 

候、 尤 同人 儀ハ 八日 應接中 出立 仕 候處、 道中 彼是 差 障リ、 本道 難 通 越、 漸 唯今 著 仕 候 儀-一 御 坐 候、 就テ ハ過刻 被 仰 聞 之 趣 

モ御坐 候 付、 猶殘兵 等 無 之 候 哉、 爲見 屆大橋 左衞門 御當地 出立、 早驅 -ー テ歸國 仕 候、 尤、 兒屆 次第 速 -1 上京、 委敷可 奉 巾，！：、 

先 右 之 段 奉 申 上 候、 以上。 

紀 伊中 納 言 内 

正月 十二 日  撗井 次大夫 

中島 三 郞左衞 門 

德川茂 承 家 記 

〇 大阪ノ 敗 兵、 和歌 山 - 一入 ル ノ報ァ ルヲ 以テ、 紀伊 藩士へ 詰問 ノ事、 三 職 叢書 二見 ヱ タリ、 災後、 原 記 ヲ失ス 、本書 中、 過 

刻 被 仰 聞 之 趣 云々 ト ハ、 此ヲ 謂フナ ラン。 

〇 市 撟長義 、小 藩 寡兵 ヲ以テ 、四 塚ノ守 衞ヲ罷 メテ、 他 役 ニ服セ ン コトヲ 請フ、 朽木爲 綱、 山陰 

道 鎭撫使 ノ令ヲ 奉 シテ、 兵 ヲ久美 濱-ー 出スヲ 稟ス。 

私儀、 四 ッ塚關 門 御 警衞、 去ル 丑年 ヨリ 相 勤 居候 處、 今度 御一新-一 付 更ニ奉 蒙 御沙汰、 其 上 井伊 掃 部 頭 御 差 加 被 成 下 難 

有 仕 合 奉 存候得 共、 右 御 場所 之 儀 ハ 、先般 家來奉 建白 候 通， 攝海之 要路 -ー 付、 何分 微祿 小身 - ーテ； T 自然 不行屆 \ー锬 モ可有 

御 坐 哉ト、 甚 苦心 至極 恐. 入奉存 候、 可 相 成 儀 -ー 御 坐 候 、ノ  、 禁中 咫 0< 之內 二 テ 、奉 蒙 御用 度 懇願 -1 御 坐 候、 何卒 赤心 之 儀、 

御 垂憐被 成 下、 相 應之御 場所 へ 御 繰替被 仰 付 被 下 置 候 尸 、尙以 難 有 仕 合奉存 候、 此段乍 恐奉賴 候、 以上。 

正月  市 橋 下 總守. 

市 樯長義 家 記 
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五 四 二 


〇 

丹 後國久 美濱、 S 近邊 麾下 領 取締 相 心得 候樣、 御 使節 ョ 

埃、 右兩^ 御 pi 申 上 候。 


> 御 談有之 候-一 付、 久美濱 表へ モ咋十 一 日爲 取締 人数 少々 差 出 申 


正 S 十 


曰 


朽木近 江 守 家 來 

朽木 木工 


允 

朽木網 鑑家記 

、政 擧ノ與 


〇 內藤 政舉ノ 家臣、 尾 張、 肥 後一 一藩 一一 因リ、 藩 兵 德川慶 喜 ノ爲メ 一一  野 田 口 ヲ守ル 

リ知ル 所 一一 非 サルヲ 陳シ、 其 入京 ヲ許サ レ ン コトヲ 請 フ。 

去 冬、 備 後守侬 御 召 上京 之 害 -ー テ 、旣 -ー 先 供 坂 地 へ 到 著 仕 候 折 柄、 野 田 口 警衞被 申 付 候 二 付、 人 數差出 候 由 御座 候、 然 ル 

處、 德 川內府 上京 先 供 之 行 逢 ョ リ、 斯ル御 時 態 -ー 立 至 候 段、 重々 奉 恐 入 候、 尤 重役 之 者、 戰爭之 始末 辨 へ 不申ョ リ、 警衞之 人 

數輕卒 差 出 候 段、 重 疊奉恐 入 候、 右 尸 備 後守聊 承知 不仕處 -ー テ、 何共 恐 入奉存 候、 此段 幾重 二 モ 御 憐察被 成 下、 備後守 入 

京 御 差 免 被 成 下 候樣、 泣 血 奉 懇願 候、 左 候 得ハ、 早々 上京、 萬々 御 詫 可 奉 願 上 候、 尤 御用 之儀ハ 、乍 不行屆 幾重 二 モ相 心得 可 

申 候、 此段、 只管 御 執 成 之 程 奉 歎願 候、 以上。 

內藤備 後 守家來 

正 0: 十二 日  池. 2： 善藏 

內藤政 舉家記 

〇 政 擧家記 二 云 ，歎願 書， 尾 州 並 肥 後 藩 へ 差 出 スト C 

〇 本 多 康穰。 再ヒ京 ニ至ル 、gi 秋 田 映季、 ^食 助 封 ofe!? 織 田 長 易、 疾 ヲ謝シ 、老臣 ヲ シ テ代リ テ 


京-一至 ラシ ム 。S 田 春 長 s 

〇 征討 府、 備前、 龍 野、 阿波、 丸龜、 宇 和 島 五 藩 及 ヒ稻田 邦植ニ 令シ、 高 松、 姬路、 松 山 静、 征ザ 

軍 一一 應援セ シメ、 又薩 摩、 安藝、 長 門 三 藩 兵ヲシ テ大阪 街市ヲ 巡警セ シム。 

備  . 前 

龍  野 

播州 姫路 討伐 之師被 指向 候閒、 爲應援 人 數可指 出 旨、 被 仰 出 候 事。 

E  g 岡 田 藩姬路 討伐 記 

5 月 脇 坂 安斐 家 記 

〇 

,  阿  州 

丸  鵜 

稻  田 

讃州高 松 討伐 之師被 指向 候 二 せテ ハ 、爲應 援人數 可 指 出 旨、 被 仰 付 候 事 e 

E  a,  .j 'ニョ 蜂 須賀茂 韶家記 

2 月 汁 二日 京 極 高德」 家 記 

〇 

宇 和 島 

豫州松 山 討伐 之師被 指向 候 -ー 付テ ハ 、爲應 援人數 可 指 出 旨、 被 仰 付 候 事。 

ち g  4 '三日 伊達 宗 

J 月 十二 日 德家記 

〇 

復古 記 卷 十九 明. 治 元年 正月 十二 日  五 四 三 
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.  薩  州 

薩 、長雨 藩 等 申 合、 市中 取締 方、 嚴重 -ー 可 致 事。 

E 弓 淺野長 勳家記 

3 月 慶 明雜錄 

〇 藝藩 ハ 薩州、 長 州 等 申 値 - 一作 ル。 

〇 東海道 鎭撫使 撟本實 梁、 阿波 藩兵ヲ シ テ大津 信樂舊 代官 所轄 ノ地ヲ 保管 シ、 且舊慕 府及ヒ 

會津、 桑 名 領地 ノ旁 近-一 在ル者 ヲ撿セ シム、 又 膳 所 藩 二 令 シテ、 賊兵ノ 逃歸ス ル者ヲ 耍擊セ シ 

ム o. 

〇 橋 本實梁 私記 -ー 云、 近日 當地 進發 一一 付テ ハ 、阿 州 藩 へ 人數居 殘リ、 口々 警衞可 致、 就テ ハ 大津、 石 原 支配 所、 信樂 多羅 尾 支 

配所、 別シテ 入念 可 取締 、且又 舊幕領 、會、 桑領 等、 當 地方 近傍 一一 有 之 分 取調" 官軍 ノ 立札 致 シ置ク へ ク旨、 重臣 合 田 左 源 次 

召出シ 申 渡ス。 

〇 

今般、 朝敵、 會、 桑 其 外 ノ賊兵 等、 伊賀 越、 其 他所々 間道 ヨリ 東海道 筋へ 蹈越、 各 歸國ノ 閬有之 候 間、 神速 人數差 出、 加 藤 能 登 

守へ 引合、 賊共悉 打取、 勤 王 可 有 之 候 事。 

副將前  光 

正月  .  . 

總督實  梁 

本 多 主 膳 正 あ M 鎮 ， 


〇 木 多 康穰家 記-一、 十一 日 トス。 

〇 松 平定 敬ノ 老臣、 謝罪 書 ヲ尾張 藩-一致 シ、 其 寛宥ヲ 申請 セ ン コトヲ 求厶。 

今般、 大坂表 之 始末 柄、 在所 表へ 相 聞、 深 奉 恐 入 候 -ー 付， 上下 一 同 謹慎 罷在申 候、 抑 尊 王 之 大義 ハ 、兼テ 厚相 心得 罷在 候處、 

不圖モ 今日 之 形勢 二 至 候 段、 恐懼 戰栗、 悲歎 之 外 他事 無 御座 候、 何卒 平生 之 心事 御 了 觯被成 下， 大納言 様 御手 筋ヲ 以テ、 乍 

恐 朝廷へ 御 取 成 、寛大 之 御沙汰 只管 奉 歎願 候、 誠 恐誠惶 謹言。 


正 月 


酒 井 孫八郞 

吉村又 右衞門 

澤  采女 

三輪 權右衞 門 

大關 五共衞 

服 部 石 見 

松 平帶刀 


成 瀨隼人 正お 歸觀 


〇 定敎家 記 -ー 云、 此歎 願書、 义納 言歸國 -1 相 成、 上達 ヲ不得 趣、 後 二 承知 仕 候。 

〇 德川慶 喜、 松平容 保、 松 平定 敬、 板 倉 勝靜、 酒 井 忠惇等 ヲ率ヰ テ、 江戸 城 一 1 還リ、 ま^  ノ^ 的 

及ヒ 後日 ノ 形勢 二 因リ、 再ヒ西 上スル ノ意ヲ 列藩-一 吿ク、 又 諸 郭門ヲ 鑽シ、 之ヲ &阔^ 「卟：：：： 二- 

m 古 記 卷 十九 明治 元年 正 H 十二：；：  五 五 


復古 記 卷 十九 明ー兀 元年 正月 十二  =  五 四 六  . 

上様 御 事、 御軍體 へ 被爲 召、 今 十一 百、 西 丸 へ 著 御 被 遊 候、 此 後動靜 -ー 寄、 速 -ー 御上 坂 被 遊 候 思 召 -ー 候。 纏 敏葡& 

t^、tss.!>,25 に ケ 。六日 大坂 ノ 藤 堂 高^^ 記， 

先般 尾 張 大鉀言 云々 布吿ト 同文、 東海道 先鋒 記 

〇 

上様 御 事、 去ル六 曰御乘 船、 同 八 曰 御 出帆、 今 明四ッ 時、 被 遊 御 還 御 候、 右ノ御 趣意 ハ、 尾 張 前 大納言 殿、 松平大 藏大輔 下坂 

上様 被 遊 御 上洛、 京都 御 取締 被 遊 候 様 被 仰 出、 其 後 御 催促 有 之 候 -ー 付、 御 上洛 ノ 思 召 -ーテ 、去ル 三日 、御先 手 御人數 、鳥 羽 

街道 ョ リ御差 登 ノ處、 四 ッ塚關 門 一一 テ長 州、 薩 州人數 相： S 居、 差 通 不申候 二 付、 御先 詰ノ譯 ヲ以テ 談判 中、 彼方 ヨリ 砲發 二 

及 候 間、 其 儘 一一 モ差置 難ク、 不得止 事 戰爭相 成 候へ トモ、 不意 ヲ被討 候 故、 遂 一一 敗走 耪 引-一 引取 候、 然 ル處、 朝廷へ 薩 長 

ョ リ 幕府 謀 钣ヲ起 シ候樣 及 奏聞 候 様子 一一 テ、 朝敵 ノ旨 御沙汰 ノ趣、 大坂 一一 テ被成 御 承知、 全 朝敵 被 爲成候 譯ハ無 之 

矣へ トモ、 ー應被 a. 出 候上ハ 、彼是 被 仰 立 候 テモ申 譯ノ様 一一 有 之、 戰爭 ハ蕕更 不宜候 間、 御 使 ヲ以テ 、戰ヒ 引 上 候 様トノ 

御 下知 二相 成、 一 先 還御ノ 上、 御 策略 モ可有 之、 篤ト御 評議 ノ上、 猶又 御上 坂、 朝敵 二 無 之趣 被 仰 上、 奸賊御 掃 被 遊 候 思 召 

二 テ被遊 還、 御實 -ー 恐 入 候 事 二 付、 此 以後、 猶更奮 發盡忠 候 様 可 被 致 事。 

一 ま E  TP 東海道 

辰 正月 先鋒 記 

〇 本書、 家 記、 藩 記 中 見ル所 ナシ、 先鋒 記 一一 、大村 藩士 江戶ョ リ持 歸ルモ ノト ァリ。 

〇 券 安芳 日記 -ー 云、 正月 十 一 日、 開 陽 艦 品 海 へ 錨 ラ投ス 、使 ァリ テ 拂曉濱 海軍 所 へ 出張、 御 東歸之 事、 初 テ伏見 之 顚末ラ 

聞ク、 會津 侯、 桑 名侯ト モ 一一 御供 中 一一 ァリ、 其詳說 ヲ問ハ ム トス レ トモ、 諸 官唯靑 色、 互 一一 目ラ以 テシ、 敢 テロ チ開ク 者 無 シ- 

板 倉閣老 へ 附テ 、其 荒增 ヲ聞ク コトヲ 得 タリ、 從是 シテ、 日 二 筌議ト 激論 ト、 唯 日ヲ空 クスル 而已、 敢テ 定論 ヲ聞 カス。 

御供 之 役々 0^0  .  I 

〇 會津肥 後 守  〇 松 平 越 中 守  〇 板 倉 伊賀 守  〇 酒 井 稚樂頭 


總將 松 平豐前 { 寸 

副將 塚 原 伹馬守 

0 城 和 泉 守 

目 付 〇 設樂備 中 守 


參政 永 井 主 水 正 

雜 g 大久保 主 膳 正 

I 目 〇 戶川 伊豆守 

同 〇 摱本對 馬 守 


副將 

陸軍 

奉行 


竹 中 丹 後 守 

戶田把 後 守 


I 目 〇 松 平 大隅守 

= 付 安田 作太郎 


同 〇 平 山 阖サ： 

0 高 力 主計 頭 

M 瀧 川 播磨守 

S 木 城 安太郎 


〇 


以書狀 致 啓上 候、 然 ハ 近來、 江戶 市中 二 尙 匪徒 潜伏 致 シ 居候 徵候 モ 相 見 候 -ー せ、 當分之 内、 別紙 之 場所 メ切、 往來差 留相成 

候 間、 其 旨 在苻、 並此節 出府 イタ シ候 士官 等 へ 、普ク 御 通達 有 之 候 樣致シ 度、 此段可 得 御意 如斯 御座 候、 以上。 


正 月 


曰 


\ノ\ 

平 

江 


浦 武 


池 丹 

連 加 


三 

賀 


"ィ j 

守 花押 

守 花押 

守 花押 


吳服橋 門 


エル トケレ インチ 1 ス校 

o 別紙 

メ切 場所、 

馬 先 門 場 雉子 橋 門  一 撟 門 

赤 坂 門 市 ケ谷門 牛 込 門 

和 泉 橋 下 谷 新橋 

〇 外務省 記 一一 云、 此書 ハ 蘭 館所藏 ノ寫ナ 

メ切ノ 報告書 翰、 神 奈奈川 表 へ 差立ト ァリ。 

復 古 m 卷 十九 明治 元年 正月 十二 n 


鍛冶 橋 門 

喧 噴 J 


幸 橋 門 

水道 橋 


J 1 、 nrj 

u 「 HI 

昌平 橋 


舊 幕各國 往復 書翰 取扱 記 -1 、十一 一 日、？！、^、 佛、 太、 孛、 蔺、 ^ノ^ 士へ、 御門 


五 四 七 


復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十三 日  五 

〇 各國 公使、 昨日 爭鬭ノ 故 ヲ以テ 、兵 ヲ出シ テ神戶 驛ノ兩 口 ヲ扼シ 、兵士 及ヒ 佩刀 者ノ 往來ヲ 

絕シ、 又 諸 藩 船 艦 ノ港內 二 在 ル者ヲ 拘留 ス C 

〇 輦下日 載 二 云、 兵庫ョ リ片 野十郞 報知 之趣ハ 、夷人 番兵 ラ 東西 -ー 置キ、 其 守リ頗 厳重 之 由 -ー 申來ル C 

〇 各國 公使 神戶港 へ 布告 書 

昨日、 松 平 備前守 人 數亂妨 イタ シ候 一一 付、 各國 ヨリ 夫々 處置 一一 及 ヒ候得 共、 诀テ 町方 村 方之& 共 一一 ハ 關係無 之 二 付、 夫々 安 

穩 二 致 渡世、 騷敷儳 一 切 無 之 樣可致 事。 

正 B 十一 一日 W 赚 

昨日、 備 前人 數亂妨 一一 ョ リ、 各國 軍艦 ヨリ シテ兵 庫 港内 碇泊 之 日本人 所持 之 蒸 氣船差 押 候、 右 ハ 咋日、 各國 公使 ヨリ 被 申出 

候 通、 備前藩 -ー 不限、 總テ 日本 國中諸 藩 へ 關係有 1\ー  二 依テ 也-し 

正月 十一 一日 W 赚 

昨日、 松 平 備前守 家臣 亂妨 -ー 付、 各國ョ リ夫々 警衞致 居候 得ト モ 、兵器 ヲ攜へ 候 モノ、 並-一 帶刀人 之 外 ハ 無滯 通行 可 致 事。 

正 e; 十一 一日 餅赚 

〇 外務省 記 二 云、 右三 條、 英國 公使館 所藏 二 依 テ抄錄 スト ァ リ。 

十三 日、 宣命使 |ほ||〕ー 一一  ヲ山 階、 g> 後月 輪、 S 、弘 化、 、後月 輪 東^、 ノ四陵 一一 遣シ、 天皇 將 

二 首 服ヲ加 ヘント スル ヲ 吿ク。 


〇 山 階 陵宣命 

ス メラ  ミコト ノラ マ 力 ケマク モカ シ n  ノ ミサ * キ カシ コ カシコ fel/ マウ シ タマ. K  [> マゥサ £ コ タチ マウ チ キミ クチ ハカ リマ ゥサ コノ  ム キ 3 キ t  3 キ トキ エラ- 1 サダメ 

天皇 我 詔 旨止掛 畏岐 山 階 山陵 爾恐美 恐 S 奏賜 奏久 親王 公卿 等 議奏久 今春 正月 爾 吉日 良 辰乎擇 定 

ズリ, 'マ * ウイ カフ ムリ クワ へタテ マツ. i ァメ ノシタ ォ ホン タカ- フ ノソミ カナ ハマ ク マウ： iwl ソ  ウイ カフ ムリ  ヌコナ ミサ * キ ッケ マウス ィ ニシ、 3キ タメ シ 

氐隨 令爾首 服 乎 奉 加 § 天下 乃公 民 乃 望爾將 適止奏 | 夫乇加 冠 乃禮乎 行ば f 山陵 爾^ 申 波 往古 乃： a 例 

S 、カレ タマ n ノタ匕 クカ 匕ヲッ 力" シ ソノ  3 シヌ ッケ マウ サシ メタ マ カケ マク モカ シコ  ミサ、 午 ァ ツキ 7 ュメ クミ フカ ヲ， i タス ケ 3 リ £nfc- ナ ュへナ  n  ひァ fsn ナ ハシメ 

峥故亦 今度 书 遣 使 S 其 由 令 告 申 賜布掛 畏岐 山陵 乃 厚 岐御 恤 深岐御 肋 爾侬ぉ 無 ¥久 無 故 久此乃 禮 乎 令 果 行 

タマ-丁 シ サシッ カハシ ィャシ a ミテ クラ サ、 ケモ タシメ イワシ タテ マツリ タマ コノ カタ チ タイ ラケ ヤス ラケ キコシ メシ. 尸メ ツチ t ツキ 

鸱ほ爲 M 奈正 二位 行 權中納 言 源 通 富 乎 差 遣 S 禮代乃 御幣 乎 令 捧持 S 奉 出 賜 布此狀 乎平久 安久 聞食氐 天. 地 HE: 

トモ タ カラク ライ ゥ n クナ トキ ヮ カチヮ マ モリ タマ メ クミ タマ., カシコ カシ n マウ シ タマ .£ じ マウス 

止 共爾寳 位 無 動久常 磐爾堅 磐爾護 賜比恤 賜 f 恐 美 恐 $ 奏 賜 j 止 奏。 

慶應四 年 正 0: 十三 日 

〇 後月 輪 陵宣命 

天皇 我 詔 旨 止 掛畏岐 後月 輪 山陵 爾恐美 恐！ I？ 奏腸 M 久奏久 親王 云々^ 上 參議從 一 一位 藤 原 朝臣 睐光乎 差遣 S 云々。 l、k 

〇 弘化 陵宣命 

天皇 我 詔 旨 止 掛畏岐 弘化 山陵 爾恐 美恐铺 奏賜诚 久奏久 親王 云々。 

〇 後 巧 輪 東 陵宣命 

天皇 我 詔 旨 止 掛畏岐 後月 輪 東 山陵 爾恐美 恐 W 奏賜道 ク奏久 親王 云々。 醜^ r、  «£g 

〇 案ス ル 二、 公卿 補任、 是日又 使 ヲ畝傍 陵 二 發スル ノ事 ァリ、 然レ トモ、 京 畿騷锓 ラ以テ 、延テ 二月 十日 一一 至 リシ コト、 新 

作留 一一 見 ェ タリ、 一 一月 十日 ノ條ヲ 參觀ス へ シ。 

〇 假 一一 九條道 孝ノ第 ヲ以テ 、太 政 官代ト 爲ス、 明日、 參與局 ヲ官中 二 移ス。 

〇 十二 日 達 書 

復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十三 日  ：A 四 九 


復古 記 卷 十九 明治 元年 正 十三 日  五 五 0 

一 明日 ヨリ 太 攻官代 九 條家之 事、 

一 連日 已刻參 集、 申 刻 ヲ限リ 退出 之 事， 

一 各 獨辨當 持參之 事、 |§ 

〇 

一 乘院里 坊ヲ以 テ參與 役所 一一 被 用 候處， 今 十四日 ョ リ西殿 町 九條家 裏方 へ 相 移 候 間、 總テ是 迄 通 リ取极 候 事、 

正月 十 S  s  ^0 

〇 參與 助役 西 四 辻 公業 ヲ以 テ、 參與ト 爲ス。 

西 四 辻大夫 

參與職 被 仰 出 候 事。 醫 

〇 石 川 成 之 ニ命シ 、鈴 鹿嶺 I、 及ヒ 旁 近 ノ隘ロ ヲ扼シ 、以テ 東海道 鎭 撫使ノ 約束 ヲ受ケ シ ム 。 

石 川 宗十郞 

今般、 德川慶 喜 奉 欺 天朝 反狀 明白、 旣 二 兵端 ヲ開候 二 付 テハ、 何時 東軍 襲 來モ難 計、 依 之、 於 鈴 鹿 切處、 其 外 手 寄 緊要 之 場 

所 御 固 被 仰 付 候、 尤 東海道 鎭 撫總督 指揮 ヲ受ケ 、萬 事應援 致シ、 急 度 盡カ可 仕 旨 御沙汰 候^: 

=KE  nr 石 川 成 

展正 月 德家記  • 

〇， 酉 井 忠義 ヲ以テ 北陸 道 先鋒 ト爲シ 、戸田 氏 共ヲ東 山道 先鋒 ト爲シ 、功ヲ 立テ自 ラ贖ノ シ厶 C 


右 者、 此迄御 不審 之 次第 有 之 候 二 付、 被 止 入京 候處、 謝罪 之 道 追々 相 立、 今度 賊徒 追 伐 被 仰 出、 鎭撫使 御 發相成 候 -ー 付、 北 

陸、 東 山 二道 之 先鋒、 兩 藩へ 被 仰 付、 成功 之 後、 別段 思 食 可 被爲在 儀-一 候 間、 其 旨 可 相 心得 様 御沙汰 候，。 

E 弓 有栖川 宮家 記 

I 月 洒井忠 祿家記 

〇 細 忠義 受書 

此度、 御 不審 之 次第 被 爲在候 -ー 付、 入京 之 儀 御差留 -ー 相 成 候處、 謝罪 之 道 追々 被爲 聞 召 分、 此度 賊徒 追 伐 被 . 仰 出、 鎭撫 

使 御發シ 二相 成 候-一 付、 北陸 道 先鋒 被 仰 付、 成功 之 上、 別段 思 召 可 被 爲在候 段 被 仰 出 奉畏、 冥加 至極 難 有 仕 合奉茌 候、 

右 御請 申 上 候、 以上。 

正月 十五 日  酒 井 右京. K パ、 

洒井忠 ft 家 記 

〇 戶田氏 共 家 記-一 云、 主人 儀、 東 山道 鎮撫 使 先鋒 被 仰 付、 二十 一 日 御當地 出立 ト。 

〇 伊達宗城、 藩 兵 ヲ以テ 松 山 I、 ヲ 討シ、 且大阪 駐在 中、 其臣 某等ヲ シテ 參與局 一一 候セ 、ン メン ト 

請フ。 

豫州松 山、 此度 朝 命 逢 背、 德川慶 喜 へ 隨從仕 候 段、 反狀 明. HI 御 坐 候 上 ハ 、御 征伐 可 有 御 坐、 敝藩同 州 之 儀、^ 更傍觀 ^在 候 

テ ハ 不堪 恐悚候 間、 柯 卒、 乍 微勢討 手 被 仰 付 被 成^-候 ハ 、 、武門 之 面目 難 有 仕 合奉存 候、 右遠 江 守在邑 二 付、 此 段私ョ リ 

奉 願 候、 以上。 

正 E 十三 日  宇 和 島少將 

伊達 宗德家 記 

〇 

復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十三 日  五 五一 


很 古記 卷 十九 明治： 兀年 正月 十一 一 一 =  • 五 五一； 

私儀 下坂 中、 議定 御用 筋 承知 不仕 候テ ハ 、罷歸 候 時分 不都合 之 儀 モ可有 御 坐 ト奉存 候 二 付、 下坂 中、 兼テ 機密 掛申付 置 候 家 

來之 者、 別紙 名 元 之 兩人爲 伺 御用、 下 參與御 役所 へ 差 出度 奉 願 候、 以上。 

正月. 十三 日  宇 和 島少將 

別紙 名 元 

重臣 淸水 飛驊 機密 掛 林 欢十郞 娜雜 I 

〇 毛 利 敬 親、 書 ヲ上リ 、家臣 木戸 孝 允 ノ 召命 ヲ謝シ 、其疾 二 罹ルヲ 以テ、 上京 ノ期ヲ 緩フセ ン 

コトヲ |阳フ〇 

今度、 無 僞無黨 公平 之 御所 置 ヲ以テ 、與 天下 更始 被 遊 候 一一 付、 人才 御 撰 擧之筋 ヲ以テ 、達 叙 聞 之 輩 ハ博ク 御 諮詢 被 爲在候 

二 付、 家臣 桂 小 五 郞事御 登用 被 爲遊候 間、 早々 登 京 致 候 様 可 申 付 旨、 御沙汰 之 段、 敬 親父 子、 尙 家臣 小五郞 -ーォ +テモ 難 

有 奉 肝銘 候就テ ハ 速 -ー 登 京 可 仕儀 御 坐 御處、 近來 多病、 且舊臘 以來被 閉寒氣 不快 罷在候 間、 今 暫之間 御 猶豫之 稃奉願 候、 

此段宜 御 執 奏奉仰 候、 誠 恐 誠 惶頓首 謹言。 

正月  長 門 宰相 

輦下日 載 

〇 德川茂 承、 再 ヒ大阪 敗兵ノ 來投ス ル者ヲ 担絕ス ルヲ 上申 ス。 

德川慶 喜 初、 會、 桑 等 敗 共共、 紀州 表へ 人 込 候 段、 此程 御沙汰 之 趣-一 テ、 追々 在京 之 家來共 罷歸リ 注進 仕 候 -ー 付、 御 不審 

之 段、 於 茂 承 モ深奉 恐 入 候、 右 ハ 去ル 八： n 、敗 兵 共 入 込 候處、 應接之 上 速 一一 泉 地 へ 爲相 退、 其 餘潰來 候 者 共 モ御坐 候 之處、 其 

邊 ヨリ 夫々 爲致 退散、 最早 國內 へ 人 込 候 者 一 人 モ無御 坐睽、 此段可 奉 申 上旨 被 申 付， 伊達 五郎 儀、 只今 上京 仕 候、 依 之、 右 之 


段 奉 申 上 候、 以上。 

紀 伊中 納 言 內 

正月 十 三日  潢 井次义 夫 

中島 三 郞右衞 門 

,  德川茂 承 家 記 

〇 謝 十七 日 上申書 

和歌 山城 下邊 ュ 大坂敗 丘 ハ共潛 伏、 最早 無 之 段 此程奉 申 上 候、 以後、 猶又、 和、 河、 泉 國境等 ヨリ 竊ニ 入 込 候 者モ有 之、 且 小船 二 

, 乘組候 者、 風波 一一 テ 漕歸リ 候テ 、城下 外海 邊 -ー 滞留 候 者 共 御 坐 候 趣 一一 テ" 中納 言深愤 怒、 追 拂之儀 嚴敷指 禪致候 二 付、 M  r 

近海 之者ハ 悉皆 追拂、 鎭靜 仕候條 見聞 仕、 和歌 山 表 發足仕 候 儀 二 御 坐 候、 右 之 段、 中納 言上 京 之 上 可 奉 奏上 候^ ル、 私 俵、 今 

U1 御當地 へ 著 仕 候 -I 付、 先 不取敢 、此段 奉 申 上 候 様 申 付 候 儀 II 御 坐 候、 以上。 

遠海 浦々 等へ 風波 一一 テ漕 歸リ、 滯船之 者 モ無之 候 哉、 取調 サセ罷 在 候 儀-一 御 坐 候、 萬 一 右 等 之 儀 御 坐候ハ 、 、逨- 一 追拂^ 

樣嚴敷 申 付、 浦々 へ 役人 共 差遣 シ、 探索 仕 ラセ 罷在候 儀 一一 御 坐 候、 以上。 

紀 伊中 納 言 家 老 

正月 十七 日  垣屋十 郞兵衞 

德川茂 承^お 

〇 新發田 藩、 見 兵 寡少 ヲ以テ 、白 川 越警守 ノ命ヲ 辭ス、 尋テ 郡 山 藩 兵 ヲ以テ 、之 二 代フ。 

白 川 越 坂 本 口 ハ 咽喉 樞要之 御 場所 二 付、 堅固 衞護可 仕 旨 御沙汰 之 趣、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 然處、 此程御 尊 之 節 奉 中 

上 候 通， 舊冬 重役 上京 之儀ハ 、全ク 御用 窺 一 ト通之 儀ト相 心得、 人數竝 大砲 等 持越不 申、 乍 去、 當節柄 御 斷申上 候 儀 奉 恐 入 

候 二 付、 鬼 -ー 角、 一 應實地 見聞 仕 候 得 共、 何分 重役 手勢 而已 -ー テ ハ 防禦 難行 届 -ー 付、 此度無 餘儀御 斷奉申 上 候、 尤 一昨日 被 

復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十一 一一 日  S 五三 


復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十三 ：=  五 五 四 

仰 渡、 國カ 相應之 人数 申 遣 置 候 二 付、 右京 著 次第、 相 應之御 川 被 仰 付 候 様 仕度 奉 願 候、 以上。 

溝 口 誠 1NT 進內 

正月 十三 日  寺 田 喜三郞 

溝 口 直 正 家 記 

〇 直 正 家 記 -1 云、 御斷 書面 差 出 候處、 尤 -ー被 聞込、 書面 落手 相 成、 其 後 別段 御 指令 無 之。 

〇 郡 山 藩 へ 達 書 

柳澤 甲斐 守 

白 川 越 坂 本 口、 京師 咽喉 -ー 候 間、 早 々 人數 出張 致 シ 、嚴重 警固可 致 事。 

FJ 卜 g 1 柳澤保 

正月 H  ra  r> 申 家 記 

o 大村純 f  、木 下 俊愿、 京-一至 ル。 SIS 

〇 征討 府、 錦旗 奉行 四 條隆謌 ヲ以テ 、軍事 參謀兼 中 國四國 征討 總督ト 爲シ、 錦旗 奉行 五條 爲榮 

ヲ 監軍ト 爲シ、 | 讓 ss、l テ下參 謀 大山 綱 良 之 一一 屬ス。 綱  1&S 

此度、 中國、 四國 追討 之 總督、 四條前 侍從へ 申附候 事。 

慶應四 年 戊辰 正月  二 品 親王 嘉彰 

諧^ 記槪 略 

此度、 追討 之 軍事 總テ 總 督四條 前侍從 へ 委任 候 間、 從軍諸 藩. E. 合、 臨機 之 處置可 致 候 事。 


,,ー ^ 諸道 記 

ョ 月 概略 

〇 鷲 尾 隆聚、 高野山 ヲ發シ 、遂 二進 テ大阪 二人 ル、 sfl 是日、 德川茂 承、 使ヲ 遣シ、 岩 出 守兵 

ノ  狀ヲ謝 ス0 

去ル 四日、 從 朝廷 被 仰 出 候 王事 勤勞之 儀、 尙又、 今般 再度 之 勅命 相降リ 候-一 付、 御守衞 之 中、 藤 村、 齋原之 二士 爲御 

使節 御 差 立之處 、見張 所 -1 於テ 番兵 拘留、 且渡シ 舟 引 揚之擧 動、 無禮 千萬ト 申、 官軍 抗敵之 狀勢御 疑念 一一 付、 诀答 次第 御诀 

戰 之宣議 -ー 付、 重 テ御詢 問 之 趣 不堪 恐懼 次第 一一 御 坐 候、 勿論 勤 王 之 正義 -ー 於テハ 、始終 二念 無 之 候 得 共、 華 城 覆滅 之 一 舉 

二 於テ ハ 、大義 害 親 之 情實、 衆說 異同 不居合 ヨリ、 其 末 少シ行 違ヒ有 之、 番兵 渡 舟 等 之 不都合、 御 不審 之 段 恐懼 之 至 二 有 之， 

尙又、 卽今坂 地 潰 兵 之 内、 弊 藩 依糢ヲ 申立、 國 中へ 立 入、 是又、 窮鳥 入 懷之情 態、 所 置 之當否 一一 寄 リ候テ ハ 、醸 事 變候モ 難则， 

左候テ ハ 、鎭靜 御 趣意 二 差障リ 、彌以 多 罪 一一 付、 心中 之 紛亂、 責 答延滯 一一 相 成 候 得 共、 勤 王 之 誠意 一一 於テ ハ 、國 論全ク 一 定- 

此程 勅答 ヲモ差 上 置 御 坐 候閒、 自今 御 戮カ之 儀、 時宜 ヲ以テ 可 被 仰 下 候、 旁以 使者 御 囘報如 斯御坐 候、 不宣。 

紀^ 中納 言 

使 

高野山 出張 槪略 

〇 德川慶 喜、 板 倉 勝殷ヲ シテ 碓冰關 ノ守 ヲ嚴ニ セ シ厶。 

〇 大目 付 戸川 安愛 口 達之寫 

上様 還 御 被 遊 候 -ー 付テ 尸 、碓冰 關門嚴 重 相 守、 驛場 -1 テ モ 旅人 改方 入念 可 申、 尤 風俗 計 -ー テ ハ 相 分 リ兼候 儀 モ可有 之 候 問、 

夫等ハ 臨機 應變 一一 相 釓候様 可 致、 且當今 之 形勢 二 付， 在所 表 -1 テ モ 武備 相 立 候漾可 致、 右 之 趣 ハ兼テ モ相達 置 候 得 共、 尙亦. 

お 古記 卷 十九 明治 元年 正月 十一 一！ 日  五 ES 


復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十四日  五 五六 

拙者 共 ヨリ 相 達 候 様、 御 老中 方 被 仰 聞 候。 

辰 正月 ，倉邇 

十 四 日、 參與 助役 長 谷 信 成 ヲ 以 テ 、參與 ト 爲ス。 

長 谷 美 濃權介 

f  (被 仰 出 候 事。 lsf.ss 

〇 內旨ヲ 親子 內 親王 二 下シ、 其 緩急 護 衞ノ命 ヲ大久 保 忠寛雌 Jlg， 一一 傳諭セ シ厶。 

〇 内親王へ 書簡 

近日 之 模様 穩ナ ラヌ 次第 一一 付テ ハ 、深ク 御 苦慮 被 爲在候 得 共、 御 警衞ノ 事、 兼テ 夫々 被 仰 渡 候 様 ノ運ヒ -ー イタ ラセ ラレ 力 

タク、 旁 別紙 之 通 被 仰 出 候 問、 萬 一 非常 之 節ハ、 叙 盧ノ御 旨 被仰傳 、偏 一一 偏-一 賴ミ被 遊 候 様 トノ、 御沙汰-一 被 爲在候 事。 

尙々、 御 女儀ノ 事、 又治亂 ノ間モ ハカ リカ タ ク、 カタ カタ， 一封 一一 テ カネ テ御渡 シ置被 遊 候様ト ノ御事 -ーァ ラセ ラ レ候 事。 

月ト S  H  ，手ょ 

〇2 達 書 

大久保 越 中 守 

和宮御 事、 往年 天下 之 爲ヲ以 テ御東 下 ノ處、 其 御 旨 趣總テ 畫餅ト 成リ、 旣 二  、 先帝 御 遺憾 之 御沙汰 モ被爲 在 之 次第、 方 

今一 一至 リ實 以不 容易 形勢、 萬 一 不慮 之 時變難 測、 於 今上 モ 不可 言 之 御 苦慮 被爲 在、 其方 誠忠 之 儀 兼テ被 聞 食 人ノ 間、 

緩急 御 守衞、 海陸 便宜-一 隨ヒ、 御歸京 之處置 深賴被 思 召 候 旨、 被 仰 下 候 事。 

f 月 十四 B 


〇 安藝、 長 門、 備前三 藩 二 令シ、 山陽 道 諸藩ノ 向背 ヲ問ヒ 、且舊 慕府ノ 領地 ヲ檢シ 、本年 租稅ノ 

半 ヲ蠲カ シム。 

備  州 

長  州 

藝  ■ 州 

今般 御 復古 -ー 付、 卽今 之處、 山陽 道 取調 被 仰 付 候 間、 三 藩 共 申 合、 作州津 山、 其 他 諸 藩 之情實 釓 之 上、 巨細 言上 可 仕、 尙 

卒急之 儀 ハ 、將 軍宮 へ 相 伺候 様 可 致 御沙汰 候 事。 

但， 諸國之 内、 是迄 天領 ト稱シ 居 申德川 氏之采 地、 其 他 賊徒 之 所領 等、 別テ 入念 調 可 仕、 右 ハ 從 前苛攻 -ー 苦 ミ居リ 候 哉 二 

付、 常 年 租税 之 儀 ハ 半減 被 仰 付、 去年 未納 之 分 モ 可爲 同様、 來 巳年 以後 之處 ハ 、 御 取調 之 上 御沙汰 可 被 爲在儀 -ー 候 sr 

右 之 旨. &諭、 億兆 人民 王化-一服 候樣、 精々 盡カ可 仕 御沙汰 候 事。 Ml ^総 読 

〇 豐岡 藩兵ヲ シテ桂 御所 ヲ守 衞セ シ厶。 

东極飛 驊 守 

桂 御所 御警衞 被， 仰 付 候閒、 御 警衞向 之 儀ハ、 同 殿 家来へ 打 合 可 申 旨、 被 仰 付 候 事。 B 

〇 宇 和 島 藩 一一 令シ、 藩士 ノ參與 ト爲ス へ キ者ヲ 薦擧セ シ厶。 

其 藩 中 相 調、 兩 三人 爲參與 可 差 出 候 事。  . 

It  ITP 卜 rar ョ 伊達 宗 

2 月 +匹日 德家記 

〇 宗城 上申書 

復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十四日  ^^七 


復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十四日 

私家 來兩 三人、 爲參與 差 出 候 様 御沙汰 御 坐 候 二 付、 別紙 名 元 一 

正月 二十 一 日 


五 五八 

通 差 出 候 間、 此段御 屆申上 候、 以上。 

宇 和 島 少 將 


須藤但 馬 

西 園 寺 雪 江 

留守居 兼 林 玖ト郞 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 ； 

〈や？ W 

〇 池 田 茂 政、 日 置 忠尙、 神戶 驛爭鬭 ノ事ヲ 上申 ス。 

此度、 西 之宮御 iD 衞被 仰 付 候-一 付、 人数 出張 爲致 候處、 去ル十 一 日、 家老 日 置帶刀 同勢 召 連、 攝州 神戶町 通行 之砌、 外國人 

ョ リ现 不盡之 所業 有 之 候處ョ リ、 互 -ー 及 發砲候 段 申 越 候、 委細 之饞ハ 帶刀ョ リ可申 上 候 得 共、 右 之 趣、 不取敢 御 屆申上 候、 

以上。 

正月 十四 B  備 前少將 

池 H 章 政 家 記 

〇| 二十 二日 上申書 

過日 於 兵 庫 表、 外 國人ト 行 違 之 儀 -ー 付、 應接之 儀 奉伺 候處、 此度ハ 於 政廷御 取扱 -ー 相 成 候、 御 裁許 之 儀 ハ 公法 ヲ以 被處 

候 思 召 二 被 爲在候 間、 御請 之 儀 申 上 候 哉 ト御尋 之 趣、 .5 ^化、 早速 國元 へ 申 遣 候 處奉畏 候、 元 ヨリ 於 朝 裁 彼是 申 上 候 心 

底 無 御 坐 候、 此段 御請 申 上 候 樣申付 越唉、 尤國情 之 儀ハ重 役ョ リ可申 上 候 間、 宜 御 亮察 奉 希 候、 以上。 


備 ^ 少 將. 3： 

正月 廿 二日  • 澤 井 宇 ^衞 

池 E 章 政 家お 

〇 章 攻家記 一一 云、 右國情 ノ儀ハ 、癸 亥以來 攘夷 ノ 叙 慮 奉戴 仕 候 ヨリ、 一 藩 敲愾固 結 仕、 外國人 ノ爲 越度 一一 相 成唉テ ハ 、 御 

國辱 無此上 儀ト、 御 處置振 一 同 仰望 罷在候 間、 此邊ノ 情實、 御 斟酌 被 下 度 段 申 上 置 候。 

0 德川茂 承、 老臣 水 野忠幹 | 総画^^ fefe! 石 爲確 、 ヲ大坂 一一 出スノ 情由ヲ 陳疏ス C 

水 野 大炊頭 天 王 寺 へ 出張 之 儀、 德川慶 喜奉對 朝廷 不 恭順 之 儀 有さ 候 -ー 付、 右 諫爭之 爲メ、 且殘置 候 弊 藩 入 數引上 旁出坼 

仕候谘 -ー 御 坐 候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

正月  撗 井次大 夫 

中島 三 郞右衞 門 

德川茂 承 家^ 

〇 書 意 ヲ案ス ル 一一 、責問 二 答 ヘシ モノ  二 似 タリ、 然 レ ト モ記載 ノ徵ス へキ ナシ。 

〇 谷衞滋 S 纏 T§f„  ノ 老臣、 兵ヲ率 キテ京 二 至リ、 衞滋 入覲途 二 上ル | 禀シ、 王事 ニ從 ハン 

ト請フ 、豐岡 藩 兵 亦 京 二 至ル。 - 

此度不 容易 形勢-一 付、 早速 出張 御用 筋 可 奉伺 之處、 過日 御 屆申上 候 通リ、 大膳亮 、去 四日、 江 戶表發 足 上京 仕候抆 申 越、 此節 

柄 之 儀、 道中 筋 差 支 之 程 如何 可 有 御座 哉、 深 心配 仕 、人数 差 出方 延引 仕 奉 恐 入 候、 蒹テ 大膳亮 ヨリ 異變之 節ハ、 迅速 人數引 

纏罷 出、 御 ffl 筋 奉伺 候 様 申 付 越 居候 閒、 乍 少人數 引 連、 唯今 參著仕 候、 此旨可 然御執 成 ヲ以テ 、相 應之 御用 向 被 仰 付 被 下 置 

候ハ 、、誠-一 以テ難 有 仕 合奉存 候、 此段奉 願 上 候、 以上。 

復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十四日  五 五 九 


俚 古記 卷 十九 明治 元年 正 H 十 四= 


正 


月 

參 


I 四 

與 御 


曰 

殳 


五六 0 

^ 火. 膳亮 重臣 

河 田 右 


衞 門 


谷衛滋 

り X 己 

筹  一一 S 


〇 


去 ル 四日、 御 達 之 趣、 急速 飛驊守 へ 申 遣、 尙 在所 表 へ モ申遣 候處、 不取敢 一 一十 人 餘參著 仕 候、 依 之、 此段御 Cf 舉申上 候、 お 上。 

京 極飛驊 守 家 來 

.. . 正月 十四日  窪 田. 逸 作 

ひ-^ -wry 

〇 薩 、長 二 藩、 特賜ノ 廩米 ヲ辭シ 、以テ 兵備 ニ充 テント s フ。 

今般、 蕨 、長 連戰、 軍費 夥敷段 御 洞察 被爲 在、 此迄 守護 職爲 御手 當會津 へ 被 下 置 候粮米 若干 石、 御 附立之 前 テ以テ 、兩潘 へ 

可 被 下 旨、 S 難 有 次第-一 付、 尖 二 拜納玎 仕 之處、 以往 之 御爲筋 熟考 仕 候 得ハ、 朝 權御收 許 § 甲 相 成 候 上ハ、 御 兵備 I 分 

被爲整 度、 就テ ハ 禁兵御 募聚、 軍艦 御 購入 等、 殊 -ー 御 急務 -ー 御座 候 故、 今日 籍沒 之國カ ハ 、 不殘御 共 備之御 W 度 - ー被爲 

充度、 依 之、 粮米兩 藩 へ 被 下 置候僙 ハ 御斷. E- 上 候、 尤、 此後蚩 費 闕乏之 節拜借 申出 候 儀 ハ 可 有さ、 此段被 聞 召屆候 伐^ 

唉 、以上。 

長 門 宰相 S 

寺內暢 三 

摩 少將内 

. €： 田 仲 之 助 

島津 忠義 家お 

も 利 ^德^ お 


正月 十四 S 


〇 備前藩 兵、 備中松 山城^ ^ヲ 徇へテ 、之 ヲ下ス 。11 

〇 池 田 茂 政 一 一十 九日 上. &甞 - 一 、十四： U 哀訴 仕 候 -ー 付、 十五 日 欵願甞 受取 ト ァ リ C 

〇| 二十日 茂 政奏狀 

過日 以 書付 御 屆巾上 候!^ 鄉 Y 上 以後、 家老 伊木 若狹、 其 外 番頭 物 頭 等、 備中 へ 出張 爲致、 松 山城 取 圍及應 接 候處. 一 藩 謹 f 

朝 命 奉戴實 効 之 爲メ、 城 地 領内 共 預置可 申 旨 申出 候處、 征討 之傣被 仰 付 候 -I 付、 直 t 人数 繰 込、 松. E 城 受取、. 落お W 成.^ 

段 注進 申 越 候 間、 不取敢 御屆仕 候、 委細 之 儀 ハ 、取調 候 上 可 申 上 候、 此段宜 様 御 執 奏奉希 候、 以上。 

正月 十八 日  iw.;= -少ク .：：- 

池 政 家 記 

〇 德川慶 喜、 太田資 美、 水野忠 敬、 田 沼 意尊ヲ シテ駿 府城ヲ 警守セ シム。 

太 m 總次郞 

非常 之 節、 駿府表 御警衞 被 仰 付 候 間、 在所 在 合 之 人數揃 置、 木 多紀伊 守、 佐久間 繙五郞 ヨリ 相 達 次第、 速 二 人數 出張 爲致、 p' 

警衞行 届 候 様 可 被 致 候、 尤、 水 野 出 羽 守、 田 沼玄蕃 頭へ モ 同様 被 仰 付、 松 平 丹 後 守へ ハ 、兼 テ御警 衞被仰 付 置 候 間、 可 被 中 合 

候、 且又、 步兵頭 多 賀上總 介始、 歩 兵隊、 砲兵 隊 トモ 被 差 遺 候 間、 御 警衞筋 之 儀、 紀伊 守、 繙五郞 、竝上 總介指 輝 ヲ請候 様 可 被 

戈矣0 太田资 

至賴 类家記 

〇 資美 申請書 

總次郞 儀、 非常 之 節、 駿府表 御 i: 衞被仰 付 候 間、 在所 在 合 之 人數揃 置、 本 多 紀伊 守^、 佐 久間繙 五 郞校ョ リ御達 次第、 速 二 人 

ずカリ-张 イタ シ、 右 御 兩人竝 歩兵 頭 多 賀上總 介 敉御指 锞ラ請 候 様、 以御 書付 被 仰 出 候處、 右 御瞥衞 之锬 一一 付、 心 は 方 火；！； 付戶 

川 化 兄 守妆 へ 、咋 十四： n 以 W 面 差 出 候處、 卽刻以 御 付 札、 S 地 御 瞥衞 、ノ 不被仰 付 候閗、 駿府表 之 方^ 務 -1 相 心^、 總 次郞侬 

m 古 記 卷 十九 明治 元年： 止 H 十 WH  五-? 一 


復 古記 卷 十九 明お 元年 正 H 十 g;=  ヨン 一一 

モ連 一一 出張、 同所 御 警衞行 屆候様 可 仕 旨、 美 濃 守 校 御差圖 御座 候、 就テ ハ 總次郞 儀 出張 仕 候 上 ハ 、 紀^ 守 校外、 御 兩人之 御 

ヲ^ ケ 進退 仕 候 心得 二 ハ 無 御 坐 候 得 共、 右 御 方々 故 へ 被 &合之 上、 御 充分 之 御 警衞筋 行 屆候樣 可 仕 心得 -ー 御 坐 候、 右 

之 段、 駿府表 へ モ 御 達 相 成 候 様 仕度 旨、 各 抱 迄 申 上 置 候 様、 總次郞 被 申 聞 候、 以上。 

太 田總次 郞家來 

正 3 I 五日  暨川 攻之丞 

御 付 札、 

書面 之 通 相 心得 候 樣可仕 候、 尤、 本 多紀伊 守、 佐 久間逯 五郎、 多 賀上總 介 へ 總次 郞申談 、卜 分 二 御 警衞行 届 候 様 可 致 旨、 猶又 

相 達 候 間、 可 被 得 其 意 候り 籠 

〇資 美 家 記 一一 云、 資美、 十六 日 江 戶發途 、一 一十三 日験府 -ー著 スト、 水 野忠敬 以下 ハ 原 一記 ヲ失ス 

〇 舊長崎 奉行 河津祐 邦、^ 上 國ノ報 ヲ聞キ 、其 變ァラ ン コトヲ 恐レ、 援 ヲ各國 領事 二 一一 請フ、 

是日、 後事 ヲ筑、 肥 二 藩士 一一  託シ、 屬吏 ヲ率テ 海路 江戸 二 歸ル。 

〇 十三 日祐 邦各國 領事 -ー 贈ル書 

以 書翰 申 人 候、 然 ハ 我國中  一 一 I 兇暴 之 諸侯、 日本 政府 ヲ襲擊 二 及 候 段 ハ 、 定テ 承知 之 儀 一一 可 有 之、 隨テ 賊徒 等、 於此地 粗暴 

之 擧動可 致 哉 之 風聞 モ有之 付テ ハ 、夫 カ爲メ 自然 兩國 人民 所持品 危險 ニ掛リ 候モ難 計、 然 一一 此地之 儀ハ、 從來商 寶之港 一一 

シ テ 、防禦 モ 手 f 之儳 一一 付、 自然 非常 之 儀 モ有之 候 節 ハ 、救援 之 儀 糗人庋 、此段 及賴談 候、 連. 一一 囘答有 之度存 候、 謹言。 

河津 伊豆守 

备國 e  ± 宛 各 通 

〇 各國 領事 答 書 


在 長 崎 孛漏生 殿下 岡 土 館 

千： < 百 六 拾 八 年 第二 月 七日 籠 

長 崎鎭臺 

慶應四 年 正月 十三 日 、尊 翰 へ 貴 答 ト シ テ申上 候 ハ 、孛漏 生 殿下 之 チヤ ー ジダヱ フフ ァ— ルノ命 ニ隨ヒ 、條 約濟之 各國 岡士、 

及 ヒ長崎 政府 ト 熟談 之 上、 長 崎 平和 ヲ守リ 、規刖 ラ立テ 、且當 港 一一 在 ル外國 人 之 取締 一一 モ、 我 最上 之盡カ ヲほス へ シ、 右恭 

敬 申 上 候。 

尊下 恭謙 從者 

孛漏生 殿下 ノ岡 ± 

リ チャルト リンドウ 

吉井正 澄 手記 

〇 

於 長 崎 表 合 衆 國岡士 館 

千 八 百 六十 八 年 第一 一月 七 n 

長崎鎭 臺河津 伊豆守 尊下 

咋日 貴翰 致 落手 候、 日本 政府 二 對シ、 大名 共 彌烟勞 お I、 ヲ起シ 候、 就テハ 當港 在留 之 外 國人ヲ 守護 ス ル權ァ ラサ ル事ヲ 御 

生 口 知 相 成、 無據 場合 -ー 至リ 候 得 ハ 、拙者 ョ リ 扶助 可 致 哉、 御 尋相成 候 得 共、 在日 本 合衆國 公使 之 命令 無 之 h ハ 、 常 港 -ー 在 ル 

亞米利 加人ヲ 保護 致 ス爲ノ  、要用 之 手段 無 之 候、 右 御 答申 上 候、 拜具。 

合衆國 副岡士 

ディ ェ ルム 1 ル 

復 古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十四日  五六 三 


復 古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十四日  五六 四 

吉井正 澄 手記 

〇 

在日 本 長畸港 合 衆國蒸 氣船セ サン ト—、  ー 

日本 政府 一一 對シ、 大名 共 一 揆ヲ 起シ候 儀、 今朝 御^知 相 成、 右 無餘儀 場合 一一 至 候得ハ 、扶助 可 致 哉 御尋相 成、 御 答. m. 上 候ハ、 

亜米利加 配下 之 者 二 命令 シ テ 、抉 助 保護 致 候 之 外、 軍務 一一 一 致 致 候 儀 ハ 、我 玫府 ヨリ 拙者へ 任 居 不申儀 一一 有 之 候、 拜具。 

恭敬 從者 

合 衆 國蒸氣 船 セ サ ン ト ー 

指揮 役船將 次官 

ゥ. tj- 1 ゼス ミテ ル 

吉井正 澄 手記 

第 -., す - 

於 長 崎 表 瑞西國 岡士廳 

千 八 百 六十 八 年 第二 月 七日 

尊下 へ 

一 慶應四 年 正月 十三 E 附ノ尊 翰 致 落手 候、 然ル處 、御 通達 之 趣 承知、 笑止 千 萬 - 一存 候、 

一 糞 方 一一 於 テ 、瑞西 從民之 タ メ 警衞向 御 届 兼 之 由、 隨 テ余可 相 成 丈 所持品、 及 ヒ 從民共 ノ 安全 ヲ 可 取 計 候 得 共、 今般 ノ 戰爭 

ョ リ生ス ル眞失 利 足 等ハ、 B 本 政府 ョ リ 引受 御 取 极可有 之 儀ト存 候、 此段 尊下へ 致 告知 候、 拜具 U 

瑞西國 岡 士勤方 

エフべ トム. ブリン キ 


長 崎鎭臺 尊下 へ P 

〇 

於 長 崎 表 和 蘭 阀士廳 

千 A 百 六十 A 年 第二 月 七日 

尊下 へ 

一慶 應四年 云々。 舰ほ^ ン 西、 

一尊 方 二 於テ和 蘭從民 云々。 gt^ 西、 

和 蘭 岡 士勤方 

エフべ トム ブリン キ 

長 崎鎭臺 尊下 へ «^ 

S 言 

〇 本日 祐邦筑 肥 一 一 藩士  二 贈ル書 

松 平 美 濃 守 

松 平 肥 前 守 

番  頭 

聞  役 へ 

當今不 容易 趣 相 聞 候-一 付、 一 ト先 、江戸 表へ 支配 向 召 連 引取 候 間、 右 留守中、 長 崎 表 之義、 當分兩 家 御預リ 所ト相 心^、 地ド 

取扱 方 ハ 勿論、 御成 筒 筋、 拉外國 商法、 稅銀取 立方 之義、 都 テ取計 ヒ候様 可 被 致 候、 尤、 地 役 之 苕ハ其 儘 扣殘候 間、 是 又-申 談 

候 樣可被 致 候、 尤、 製銕所 取扱 方之赣 ハ 、支配 定役格 本木 昌造 へ 申 付 置 候閒、 此段 モ 可 被 心^ 候、 

右 、ノ  、兼 テ小笠 原 赍岐守 殿御 差圖之 趣モ有 之、 當番 年之義 一一 付、 差 向、 美 濃 守^ 方 二 テ御 取扱 可 有 之 候 事、 

f 月 0 

復古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十四日  五-: ハ五 


復 古 記 卷 十九 明治 元年 正月 十四日  I 六 六 

〇 祐邦再 ヒ 各國 領事 一一 贈 ル 書 

以 書翰 申 人 候、 然ハ當 今 國內之 形勢 -ー 付、 追々 人心 致 動搖候 間、 土地 騷接爲 無 之、 右 様 之 節ハ、 肥、 筑兩家 之 内へ 土地 相 預ケ、 

一 ト先 在勤 之 者 引 上 候 樣可致 旨、 兼テ 命令 モ有之 候 間、 諸事 右差圖 一一 隨ヒ致 歸府、 就テ ハ 以 來貴國 人民 談判 之義ハ 、當番 年 

ュ 付、 筑前家 -ー 於テ、 差 向 條約之 通 取 行、 且是迄 取扱 候 在住 支配 向、 通辭等 ハ 、其 儘 -ー 相殘 シ 置 候、 此段 申達 候、 謹言。 

河津 伊豆守 

慶應四 年 辰 正月 十四日 

各 國岡士 宛 各 通 


花押 


復 古 記 卷 十九 終 


總括兼 纂修 

一 等 編修 官 

校  芘 

一 等 編修 官 

一 等 掌 記 

お  ^ 

六 等 掌 記 

繕 寫 

二等 繕寫 

二等 繕寫 


E 長 松 


長 

四 


屋 


幹 

荧 

LS クー 


臣澤 渡廣孝 


長 和 

春 


復古 記 卷 二十 

明治 元年 戊辰 正 S 卜 五 U 

〇 正月 

十五 日、 天皇、 元服 ヲ 加 フ 、詔シ テ海內 二 大赦 ス 。 

平明、 所 司 奉仕 御 装束、 

^刻、 著 束帶參 5:、 

已刻、 諸 卿 著 仗^、  . 、：  i  J^r 

權 大納言、 ®w 醋醐 大納言、 忠順、 橋 本 大納貢 、實齄 新 宰相^き、 源 宰相 中將、 娜 難、 左 i 辨 宰相 1ぼ、 等 著 

權太納 言、 令 官人敷 膝 突 召 外 記、 外 記 言來、 權 大納言、 問 諸 司 具 否、 

± 間 行事^ 人ぽ s〔 開 御厨 子 取 出御 調度、 W 一 一階 一 脚、 立 柬御屛 ft 前、 其 北 ま 立 御調 度 

天皇 著 御 童 服、 渡御 南 殿 北厢、 |キ 

著 御. K 床 子 御座、 I、 

狨 人頭 候 御 裾、 

.  > 、や -srKt„te:」=^ 、左右 近 喻次將 

女房、 供舉如 常、 

狨 人頭 以下 候篑 子、 

y< 古記 卷 二十 明治 元年 正 H 十五 日  -, ラ く- 


復古 記 卷 二十 叨治 元年 正月 十五：；：  ^  X  V 

次 五位 藏人ー 一人、 取 唐 E 泔坏 等、 置草敏 北方、 

次 奉行 職 事、 I 雌、 依 天 氣召能 冠 人、 

次 能 冠 人 g 顧き、 參上、 奉 調 御 髻-奉 結御幘 退出、 

次 奉行 職 事、 依 天 氣問吉 時 於 陰陽師、 货 歸參中 時 至 之. E、 

天皇 著 御 帳 中 御座 || 哪 

劍璽留 北 厢大床 子 上、 

權 大納言、 起 仗 座 於 陴後著 靴、 

先是 、式部 卿雜^ a 親 王、 於 同所 著 靴、 

醍黼 大納言 以下 次第-一 起座、 便宜 所-一 徘徊、  . ■ 

次式 部 卿 親王、 入宣仁 門、 經宜陽 殿 壇上、 立 軒 廓 西 第一 一間、 南面- 權 大納言、 經同路 、立 軒廊柬 第一 一間、 南面- 

次式 部 卿 親王、 出 西 一 一間、 進 立 庭 中 版 位柬、 北面、 權 大納言、 出 東 一 一問、 進 立 親王 柬 、北面- 

次式 部 卿 親王、 直渡馳 道、 到 西 冼器下 洗 手、 

主 水 正、 C 藏助等 役 之、 

次權 大納言、 歸入 軒廊、 直 判 東 洗 器 下 洗 手、 

主 水 佑、 5： 藏允等 役 之、 ， 

次式 部 卿 親王、 昇 西 階、 當西 第二 閒立贅 子、 柬 面- 

次權 大納言、 昇 東 階、 當東 第一 一 閒立贅 子、 西 面、 

次內 侍、 持 唐 匣 出 東 御 屏風 内、 南 頭、 


權 大納言、 昇 長 押 參進受 匣、 進界御 帳臺舉 脫御幘 、訖退 下、 立 御 帳 臺西邊 、東面、 

次. 2： 侍、 持 御冠 居 宮蓋、 出 西 御屛風 2、 南 頭、 

式部 卿 親王、 進受 御冠， 到 御 帳 前、 奏 祝詞 曰、 

掛乇畏 支 天皇 我 朝廷、 令 月 乃 吉日 爾 御冠 加 賜 M、 盛 爾美支 御 貌人度 成 利 賜 奴 、天神地祇 扣悅比 護 利福^^ 賜 g> 御键 長久 

久、 寳位無 動久御 坐航、 

巾訖， 界御 帳臺、 奉加 御冠、 退 下 立 本 所， 

次權 大納言、 參進御 帳臺、 取 刷 奉 理御髪 、退 下 本 所、 召 能 冠 人 令理御 胬、 

天皇、 入御 北厢、 式部 卿 親王、 權 大納言 等磬 折、 式部 卿 親王、 權.^ 納言、 降 東西 階 退去、 親王、 假候 殿上、 S. 一 、植尺 納ま、 假候仗 

座、 

次 女官、 進取 御 帳 中 唐 匣、 退 於 御 帳 後、 授 内侍、. 2： 侍 取 之、 置臺 上、 

次采 女、 敷 簀薦、 小 机 1 1 脚 並立 於 御 帳 中、 

天皇、 更 出御 帳 中、 |輔，|御袍. 

臓 人頭 膨畏， 候 御裉、 

劍继 猶留北 照、 

次權 大納言、 就 東 洗 器 下 洗 手、 昇 東 階、 自簀子 渡御 前、 就 酒 臺下取 盃. 盛 醴加面 葉、 立 西 一 ；問. 遂、^ 而， 

次式 部 卿 親王、 降 殿上 小 板 敷、 出 無名 門、 就 西 洗 器 下 洗 手、 界西階 立、 權 大納^ 北 取、 權. K 納雷 所持 盃、 參 進御帐 前、 奏 祝詞 曰、 

鉀酒惟 厚久 >  御 肴 惟嘉之 >  芳之支 瘃花乎 敬 祭 利 賜 波. 諸祌達 遺 乃 味 乎嘗賜 波， 御體平 介 久御ゃ ：辻、 天地 乃 休^- 

乎、 日月 度 共 爾受保 賜 比、 手長 乃 御世 乃遠岐 御世 爾>  贵比戴 加 蹬御坐 度、 

中お、^ 御 帳臺、 跪 奉御盃 * 

復古 記 卷 二十 叨^: 兀年 正お 十五：！：  お- パ九 


復 古 記 卷 二十 明治 元年 正 =- 十五 日 

天皇 受盃、 令 置 机 東 簣子薦 上 給、 

式部 卿 親王、 退 下、 降 西 階、 進 立 庭 中 版 位、^ Ift 許 

次權 大納言、 參進、 昇 御 帳臺、 取 肴 物干 鲷、 奉 之、 退候臺 下、 

天皇、 先 祭 後擠、 權 大納言、 更畀御 帳臺、 

天皇、 返 賜 卷物、 權 大納言 受之、 如 元 置 御机 上、 退 下降 柬階、 渡馳 道、 立 式部 卿 親王 南、 束 面 

天皇、 祭醋、 践綠、 

式部 卿 親王、 權 大納言、 相 共 再拜、 

天皇、 入御 北廂、 

式部 卿 親王、 退 候 便宜 所、 權 大納言、 歸入 軒廊、 復仗 坐、 經 階下、 

次采 女、 撒 帳 中小 机簧薦 等、 南 廂机同 撒 之、 

s: 藏、 主 水、 撤洗器 巾 等、 

次 女官、 供 例 御 装束、 撒 帳 中 平 敷 御座 立 御 倚子 置物 御机 等、 装束 使 辨監臨 之、 

掃 部 寮、 南 階 東西、 敷 殿上人、 政宫等 座、 

近衞官 人、 南 階 東西 立 胡 床、 

此 間少納 言、 辨、 外 記 、お、 著 日華 門外 南腋床 子、 H 

左右 近衞、 引陴、 

天皇 著 御 倚子、 M 卿 

藏 人頭 勝 長、 候 御 裾、 

内 恃、 取 御 劍继、 置 置物 御机、 


五 
七 


近 仗 稱警、 

次 政官、 著 階下 座、 

次 王 卿 著外辨 座、 不問 諸 司、 

先是、 醍醐 大納言 以下、 出 敷 政 門、 經 御輿 宿 西 入 鳥 曹司、 著 靴、 如 例 節會、 

次 開門、 闈司分 居、 

次 外 記、 差 近衞宫 人、 告王卿 可 參人之 由、 |1碰 歸、 

次 醍醐 大納言、 忠顺、 難 波 大納言、 宗弘、 橋 本 大納言、 實麗、 冷泉 中納言 、爲 理、 源 中納言 ，n、 新 源中納 一； a、lg、 新 宰相、 

謹、 源 宰相 中將、 I、 左大辨 宰相、 I、 治 部 ®  二 II、 左 京權大 夫、 は 1 新侍從 三位 IM ゆ 等、 次第 起座、 直 人 承 明 門 

東戶、 挂麵別 列立標 下、 麵肚就 卵〕 各 立 定醋糊 大納言 以下 拜舞畢 、自上 首 次第 退 m、 

天皇 還 御 本殿.、 

近 仗 稱蹕、 

s?,  一口- 歸ス 

近 t 退出、 

中 殿御 遊 H 滞 

此後、 新 冠者 大江俊 茂、 、、路 俊昌 さ、 於 諸 大夫間 有 元服 之 儀、 加冠 載 人頭 勝 長 冠者、 於 神仙 門外 拜舞 賜祿、 拜舞 退出、 

次供 尋常 御 膳 、藏 人頭 爲陪 膳.、 |& 

〇 赦令書 

今般、 朝政 御一新 之 御 場合、 今 十五 日、 御 元服 之 御大 禮被爲 行、 御仁 恤之 聖盧ラ 以テ、 天下 無罪 之 域-一 被 遊 度 候 間、 

復 古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十五 日  A 七 一 


復古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十五 日  五 七 二 

是迄 有罪 不可 容者ト 雖モ、 朝敵 ヲ除之 外、 一 切 大赦 被 仰 出 候、 於國々 モ不漏 様、 施行 可 有 之 候、 尤 向後、 彌以 賞罰 厳 明-一 

被 遊 度 候 二 付、 厚 御 趣意 ヲ體認 致シ、 行 屆候様 可 仕 旨 御沙汰 候 事。 

E  g  h  E  ！ 德川茂 承 家 記 

5 月. i 日 黑田長 知 家 記 

〇| 九日 達 書 

來十 五日、 就 御 元服、 自ト 四日 十六 日中、 淺黃奴 袴 著 用 之 人々、 藩 色 奴 袴 著 用 可然候 事。 gl， 

〇| 十  一 S 達 書 

御 元服 二 付、 來 ル 十六 日 後 宴並赦 令 等、 侬御 時勢 御 延引、 追テ 可 被 仰 出 候 事。 

但シ 賀表、 右-一 付 不被爲 在 候 事。 ^細 g 

V"  J 一" 

〇赦 令 ハ 赦 令傳宣 ノ儀ヲ 謂フ、 赦テ 止ムル 一一 非サ ルナ リ。 

〇| 十 一 日 達 書 

來十 五日、 就 御 元服、 參賀獻 物、 可爲如 安永 度 之 通 候 事、 

同上 n 付、 重 服者參 賀獻 物、 可爲如 安永 度 之 通 候 事 C 

但シ於 重 服 者、 當 日參賀 可 憚 候 事。 瞧 

〇^ 本日 達 書 

就 御 元服 

一 太刀 « 腰 

一馬 一疋 

馬 代 公 卿 白銀 三枚 殿上人 白銀 二 枚 


右 爲恐悅 、獻上 可 有 之 候 事、 

准 后 御方ハ 恐 悅可申 上、 不及獻 上物 候、 

仉 名代、 以 重臣 可 相 勤、 日限 之 儀ハ、 可 爲隨意 候 也、 

右 之 通 可 相 達 旨、 參與衆 ヨリ 被 申 渡 候、 仍テ申 人 候 也。 

E  3 黑田長 知 家 記 

-J 月 本 莊道美 家 記 

〇 嘉言 親王 ヲニ品 二 敘シ、 隨身 兵仗 ヲ賜ヒ 、尊秀 親王 ヲシテ 、博 經ト復 名 セシメ  、三 品 一一 叙ス。 

無 品 嘉言 親王、 

右 可 一 一品、 

中務， 才華 馥郇、 性質 溫淳、 能抽 忠誠、 旣揚 名譽、 宜加 崇爵、 式示寵 光、 可 依 前件 、主苕 施行。 

慶應四 年 正月 十五 日 

一 品行 中 務卿幟 仁 親王 宣 

從四 位下 行中 務大輔 臣ト部 朝臣 敎久 舉 

正 四 做 術 務辆颼 誦左大 お. 算 博士 ほ 小 槻禰輙 世 行 

大內記 新作 W 

〇 三 公、 麻 言 連署 御璽 等、 丁 卯 十一 一月 九日 所載、 熾 仁 親 主 一 一品 宣旨 二 同シ、 告ノ 下、 一 一品 嘉言 親王 二 作ル。 

〇 

正 一 一位 行權 大納言 藤 原 朝臣 實麗宣 、奉 敕、 以 左右 近衞 番長 各 一 人、 近衞各 三人、 宜爲ー 一品 嘉言 親王 隨身 兵仗 者。 

慶應四 年 正月 十五 日  太 外 記 兼助敎 中^ 輞師身 奉 

聖護院 せ：： 家 記 

復古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十 IflHt  五 七 一一 一 


復古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十五； H  i 七 w 

復 名博經 親王。 轉項. S 

〇 

無 品博經 親王、 

右 可 三 品， 

中務、 地 居 磐石、 望 重 維城、 敦序茂 親、 有深恒 典、 宜授 朝羿、 用 照 龍 光、 可侬 前件、 主 者 施行。 

慶應四 年 正月 十五： n 

一 品行 中 務卿轔 仁 親王 宣 

從四 位下 行中 務大輔 臣ト部 朝臣 敎久 奉 

正 四^ 術 務^ 隙 鋼 左大^ 算 博士 臣小槻 纈輔世 行 

華 頂 宮家 記， 

0 三 公、 納言 連署 御璽 等、 上文-一同 シ、 告ノ 下、 三 品 博 經親ま 二 作ル。 

〇 宣旨ヲ 現授ス ル、 博經 親王 ハ十 八日 二 ァ リ、 嘉言 親王 ハ个 九日 二 ァリ、 家 記 二見 ュ C 

〇 大勢 ヲ察シ 、世變 一一 隨ヒ、 新 一一 外國ト 和親 ヲ結 フヲ布 吿ス。 

外國之 儀ハ、 先帝 多年 \ー  宸憂- 一 被爲在 候處、 幕府 從來之 失錯-一 侬リ、 因循 今 一至 リ候 折枘、 世態 大-ー 一 變シ、 大勢 誠 

一一 不被爲 得 i  、此度 朝議 之 上、 斷然 和親 條約被 爲取結 候、 就テ ハ 上下 一 致、 疑惑 ヲ不 生、 大 二 兵備 ヲ充 實シ、 國威ヲ 海外 萬 

國ニ 光輝 セシ メ、 祖宗 先帝 之祌靈 一一 對答可 被 遊 叙盧 一一 候 間、 天下 列藩 土民-一至 ル マテ、 此 S ヲ 奉戴 シ、 心 カブ 盡シ、 

勉勵可 有 1\ー  候 事。 

是迄、 於 幕府 K 結 候 條約之 中、 弊害 有 之 候 件々、 利害得失 公議 之 上、 御 改革 可 被^ 在 候、 猶外國 交際 之 儀 ハ 、宇内 之 公法 


ヲ以テ 取扱 可 有 之 候 間、 此段相 心得 可. &事 c 

E  nr 德川茂 承 家 記 

1 月 黑 E 畏知家 記 

〇 三 道 東征 ノ師 ヲ發ス ルヲ 以テ、 奧羽ノ 諸 藩 一一 命 シテ、 六師 ニ會セ シ厶、 又 宇和岛 藩ヲ シテ、 

土 佐 藩、 松 山 I、 討伐 ノ兵 一一 應援セ シム。 


^ 奧 


各 通 


松 


馬 

平 


因 

大 


中  ^ 

學 頭 


盛 

南 


田 


中 

万 之 

遠 1, 


守 


各； 迎 


上杉彈 正大 弼 

水 野 眞次郞 

A 鄕 兵 庫 頭 


佐 竹 右 京大 夫 

戸澤 中 務大輔 

酒 井紀伊 守 

米津 伊勢 守 

就 德川慶 喜 叛逆， 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道 可 令 進發ノ 旨、 被 仰 出 候附テ 

^、f ハ謀 、援 六師 征討 ノ勢 g 御沙汰-一 候 事。 龍 fl&l 雄 


丹 羽お 京 太 夫 

出 村 右京 大夫 

津輕 式^!.^ 輔 

酒 井左衞 門^ 

松 平^ 豆 守 

蛾 S 左 近將監 

、奧羽 之 諸潘、 宜知^ 王ノ火 


〇 木條、 阿部 正靜、 津輕承 昭、. 板 倉 勝已、 本 多 忠仲、 安藤 信 勇、 內藤政 養、 南部 信 民、 立 花 種恭、 佐怍雜 ^、お 城隆邦 

達 書、 原記ヲ 佚ス。 

〇 

復古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十五 H  • 五 七 五 


• 家 記、 


復古 記 卷 二十 明治： 兀年 正月 十五 


別紙 之 通、 


達 < 


：、 土 佐 藩へ 

j ヲ 指ス、 111 


へ 被 仰 出 候-一 付 テハ、 同 國之僙 、宜土 州 合、 出 丘 ハ應援 可 致 S 御沙汰 候舉。 使建宗 


五 七 六 

宇 和 島 少 將 

一" 


〇^ ト七 U 再達丧 


，，ヒ P ョぉ uy. き 

今度、 豫州松 山 追討 被 仰 出 候 -ー 付テハ 、土 州 巾 合、 應援出 共 可 致 旨 相 達 候 得 共、 將軍^ ョ リ 命令 被 出 候 次第 有 \ 一由 二 付、 

自今 征討 筋 -ー 於テ ハ 、同宫 へ 萬 事 可 伺 出 旨 御沙汰 候 事。 S 垸  . 

zx*  win 

〇 高槻藩 ニ命シ 、听管 ノ 食應 |1 俯 ヲ發 シテ、 兵禍 二 罹 リシ 者 ヲ賑恤 セシ厶 C 


別紙、 永 井 日向 守 預地ノ  €:、 鄕藏兩 藩 

w  -ー  相 成 候閒、 封印 相觯可 引渡 候 事。 

正 月 

覺、 

米 百 三.；' 石 攝州島 上 郡 廣 

米 百 二十 七 石  宫 

米 二十 七 石  宿 

米 百 二十 石 河 州 茨田 郡 走 

米 十七 石  泥 

米 四十 石  岡 


長  州へ 

_ 封印 付 二 相 成 候 趣、 右鄕藏 -ー 有 之 候內、 米 千 五百石、 淀、 八幡、 橋木邊 へ 御 救 米 御 


名 

谷 


t 

ネ 

ネ 


米 七 . 

ォ 七 - 

米 六 

米 十 

米 八 


. 四 石 

• 七 石 

百 石 

二 石 

十 石 


東大寺 村 


米 二百 六十 八 石 


奈佐原 

牧 方 

三 矢 

口 


ネ 

ネ 


中  S  寸 

攝州島 下 郡 澤良 宜濱村 

賁；： P- 乍 


島 

太 


辻 

中 


寸 

村 


一 米 二百 八 T A 石 

一 米 五十二 石 

一 米 一 一 百 二十 八 石 

二 米 二. r  ra 石 

一 米 百 十九 石 


伊 

菊 


在 

坪 


賀 村 

家 村 

0 村 

新 田 

井 村 


一 米 四百 九十 三 石 

一 米 四十 七 石 

一 米 六十 二」 石 

一 米 百 五十 九 石 

1 米 三十 九 石 

二 米 五十八 石 

ダ米 三千 百 三十 八 石 

內 米 千 五百石 此度 御用 米-一可 相 成分 

殘米千 六 百 三十 八 石、 

右 之 通 御 坐 候、 以上。 . 

永 井： n 向 守 家來 

鈴 木 治 三 郞 

. .  岸 田 長次郞 

輦下日 救 

〇 高槻 藩へ ノ達 書、 原記ヲ 失ス。 

〇 尾 張 藩士  、竊 一一 德川慶 喜 丄 應セ ン コトヲ 謀. ル 者ァリ 、德 川慶 勝、 其 狀ヲ聞 シ 、藩 二 歸リ 之 ヲ 鎭 

定セ ント 請フ、 乃 チ慶勝 二 命 シテ、 城 守 ヲ嚴ニ シ、 奸徒ヲ 誅鋤シ 、且 旁近ノ 諸藩ヲ 糾合 セシ メ、 

其 子 德成ヲ シテ、 代リテ 上京 セ シム。 

復 古 • 記 卷. 一 ：一 屮 明治 元年 正 n 十五：；：  五 七 七 


復古 記 卷 二十 明治 元年 正 《" 十五 H  3  >/ 

今度 慶喜反 形 顯然之 上、 東 歸致候 付、 逆徒 相 催、 再 擧西上 モ難計 候付テ ハ 、尾 國封疆 之锬、 東海、 東 山 之 二道 二 當リ、 賊衝 二 

モ矣 間、 錄： 備 十分 二 無 之 テハ難 相 成、 且國中 姦徒虛 ヲ窺ヒ 、不良 之 志ヲ逞 セ ン トス ルノ勢 モ有之 趣 一一 相 聞 候 付、 兼テ 禁闕 

之守衞 被 命 候 得 共、 不 得.^、 暫時 御 暇 ヲ賜リ 候 間、 早々 歸國、 姦徒 誅戮、 近國ノ 諸侯 ヲ慫 慂シ、 勤 王 ノ志ラ 奮發セ シメ、 

藩屛 ノ任ヲ 第一 一一 相 心得、 歸國 中、 元 千代 名代 トシ テ 上京、 禁闕守 衞相勤 候 様 御沙汰 候 事。 

&  3 德川 肩 

J 戸 宜家記  f  •、 

〇 義宜家 記 一一 云、 在國 家老 列渡邊 新左衞 門、 大 番頭 榊 原勘觯 由， 馬 廻 頭 桡石川 内藏允 等、 坂 城 ト竊カ 一一 聲氣ヲ 通シ、 朋^ ヲ 

. き 、金穀 兵器 ヲ備 貯シ、 幼冲 ノ義宜 ヲ擁シ Is ニ應援 セント 相 謀ル、 一藩 ノ士、 之 力 爲ニ 煽動 セラ レ、 殆ト 大事 

二 及 ハン トス、 留守 ノ 重臣 等、 ま 一一 使ヲ 馳セテ 、其狀 ヲ慶勝 二 報ス、 因テ 其情實 ヲ 朝廷-一 奏聞 シ、 一旦 歸國 シ テ 之 ヲ 處分 

セン づ トヲ 乞フ、 正月 十五 日、 特命 之ヲ 聽ス。 

〇 酒 井 忠義、 京 二 至リ、 途中 遷延 ノ由ヲ 稟シ、 且忠氏 ノ罪ヲ 乞フ、 明日、 令 シテ、 忠氏ヲ 幽シ、 忠 

義ヲ シテ立 功 自贖セ シム ： 

私儀、 被爲 召 候-一 付、 去ル 十二 B 、若 州小濱 表出 立 仕 候處、 折節 深雪 一一 テ、 道中 筋 果敢 取不 申、 精々 差 急キニ 昨 十三 日夕、 

H 州 可 原 市 驛迄罷 越 候、 然 ル處、 分 部 若狹守 領分 大清 一一 テ、 未 何 之 御沙汰 モ 無 御 坐 候 間、 通行 難 爲致旨 一一 付、 色々 掛 合モ爲 

仕 候 得 共、 同所 ョ リ相伺 可 申 候 間、 夫 迄 之處、 鬼 角 相 待 可 申 旨 二 テ、 不得 ± 、右 河原 市驛滯 留罷在 候處、 昨 十四日 夕、 通行お 

疾テ宜 逛申越 候 -ー 付、 卽 刻同驛 出立 仕、 只今 到 著 仕 候、 此抆御 屆申上 候、 以上 C 

-  , 」  酉；^ 右 京大 夫 

正月 十五 日  tpS  .? ； プ. TN  3 

洒井忠 祿家記 


SI 氏 若 狹守條 、此度 不圖、 不都合 之 次第 -1 相 成 恐 入 候段ハ 、過日. H. 上 候 事 -ー御 坐 候、 然ル處 、私^ 所^ 出立 仕 候迄ハ 、未 著不 

仕 候處、 此稈 領分 迄 罷歸候 由-一 付、 不取敢 、右 罷歸候 次第 相 亂候處 、去ル 十 一 日、 丹 州 於 福 住、 勑使西 園 寺 殿 へ 御行 逢 二相 

成 候 節、 別紙 書付 指 上、 猶又 委細 申 h 候處、 夫々 御 承知 二相 成、 苦 狹守侬 ハ直ニ 一  ト 先歸國 仕、 人 數之内 勑使 御供 可 仕 旨 

侬 御沙汰、 重臣 一 人、 其外少 々之 人 數相殘 シ 、 若 狹守儀 ハ 歸國仕 候 趣 申 越 候 -ー 付、 屹度 相愼 能 在 旨 申 付 遣 候、 猶鉀 沙汰 相 

待、 如何様 共 處置可 仕 候閒、 御 差 圖被成 下 度 奉存候 、依 之、 別紙 指 添、 此段申 上 候、 以上。 

正月 十五 日  酒 井 右京. ^夫 

洒井 忠^ 家^ 

〇 別紙 

私儀 存意、 蒙 御 尋問 奉 恐 入 候、 累代 格別 天恩-一 沐浴 候 儀、 勤 王 之 外、 素 ヨリ 他念 無 御座 候、 勑命耸 奉 之 侬ハ、 今更. S. 

上 候 迄 モ 無 御座、 愈 勤勞仕 候覺悟 -ー 御 坐 候、 德川氏 へ 奉公 仕 來候儀 、ノ  、 是又 祖先 以來之 恩義 -ー 報 候 臣子之 情 分ヲ^ シ 候 迄 

- ーテ、 朝敵 一一 荷 擔仕候 存念、 毫毛無 御 坐 候、 微衷 之 程、 幾重-一 モ 御 亮察 被 成 下、 宜御執 奏之程 奉 懇願 候、 以上。 

正月 十一 日  酒 井 若狹守 

洒井 忠^ 家 記 

〇 十六 日 達 書 

酒 井 右 京大 夫 

其 藩 事、 從前、 德川之 家隸ト シ テ、 朝廷へ 奉對、 如何 之 儀 モ有之 候處、 謝罪 之 道 相 立、 歸順之 儀 御 許容 被^ 在 度 旨、 段々 歎 

願 之 旨 被 聞 食 候、 隨テ 今度 爲 東征、 北陸 道 鎭撫將 軍 ラ被置 候 間、 右 先鋒 被 仰 付、 其功勞 -ー ョ リ前罪 御 宥^ 町 相 成 候 問、 

奮 勵戰鬭 可 仕 候、 右 謝罪 之實功 相顯候 迄、 * 右狹守 儀、 其方 へ 御預ケ -ー 相 成 候、 其 旨 可 相 心得 御沙汰 候举。 

E  CP 卜 \  3 洒井忠 

3 月十户 E 祿家記 

復古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十五 日  五 七 九 


復 古 記 


卷 二十 明^ 元年 正月 十五 五八 0 


J 附 中&義 申 f  IB" 書 

此庋 1  ヒ 陸道爲 鎭撫、 勅使 御 下向-一 付、 私儀、 右 御先 鋒 被 仰 付、 誠以難 有仕& 舉存 候、 然ル處 、從來 持病 之 痔疾-一 テ、 乘馬 

、 勿へ 冊、 乘 a 、モ甚 困難 仕矣、 土 度押テ 上京 仕 候 -ー 付テモ 、强ク 相 障、 起臥 モ 不自由 罷在候 次第、 長途 之 出馬 甚以 無覺 束、 深ク 

、い 痛 仕矣、 右 一 付、 不本意 之 至、 自由 ケ間 敷、 重々 舉恐入 候 得 共、 爲 名代 一 門 酒 井 直 江 へ 篤ト 御 趣意 申 含、 人 數差添 御先 鋒 

爲相 S 、私義 ハ 爰許 一一 テ 療養 相 加、 少々 一一 テ シ怏候 ハ、、 跡ョ リ 出馬 可 仕 候、 此段御 聞 置 被 成 下 度、 偏 一一 奉 懇願 候、 以上。 

.£  3 卜 L  3  酒 井 右 京大 夫 

正月. t* プ日 

洒井 忠^ 家 記 

〇 家 記. - 一.、 指令 » 無 之、 願 之 趣ハ御 聞屆ト ァ リ C 

〇 唐 部 政世ヲ シテ、 博經 親王、 醍醐 忠順 ノ衞兵 ヲ出サ シム。 錢部 

〇 出 雲 藩、 警衛 ノ器 仗、 未 タ備具 セサル ヲ以テ 、姑ク 服役 ノ期 ヲ緩セ ン コトヲ 請ーノ 

御警衞 人數之 e 到 著 仕 候 段、 別紙 g、 J -、 之 通 御 屆仕候 得 共、 先達 テ以來 、道中 筋 通行 不都合 -ー 付テ、 器械 等 未 タ著揃 不申品 

モ 卸坐类 s?、in 人 數御遣 口 被 仰 付 候 儀、 暫御 猶豫被 下候樣 仕度 奉存 候、 此段 御沙汰 申 上 置 候。 

出 雲 少將. 留守居 

. 正. 月 十 五 曰  津川六 郞右衞 門 

松 平定 安家 記 

〇| 十七 日 上申書  、、 

三 ヶ月 詰 御 警衞人 數之內 、上京 仕 候 得 共、 道中 筋 通行 不都合 二 付、 器械 等 不揃之 趣 申 上 置 候處、 今日 迄 -ー 追々 著 揃 申 候 ^ 

段 御 g 仕唉、 以上。 • 


出 雲 少將 留守居 

正月 十七 日  •• 津川六 郞右衞 門 

. 松 平定 安家 記 

〇 松 平 武聰ノ 老臣、 書ヲ 上リ、 武聰、 德川慶 喜 至親ノ 私情 ヲ 去テ、 將 n 大義 ニ拘 ハン トス 、因テ 

粮食ヲ 耠シ、 兵器 ヲ借ラ ン コ トヲ 請フ。 

德川慶 喜、 是 迄奉對 朝廷、 恭順 ヲ盏シ 候 様 被 思 召 候處、 此 度之擧 動、 反狀 明白-一 付、 不被爲 得 止、 御 追討 被 仰 出 候 趣、 

右 -ー 付テ ハ 賊徒 雖 譜代 臣下 之 者、 悔悟 憤發、 爲國家 盡カ之 志 有 之 輩 ハ 、御 採用 可 被 爲在旨 被 仰 出 候 趣、 謹 テ奉拜 承 候、 右 

近將監 家筋 之 儀 ハ 、德 川支屬 -ー 候 上、 小 藩 微力 -ー 候 間、 德川氏 へ 隨從盡 力 仕 候 儀、 則 皇國 へ 忠勤 ト相 心得 罷在 候處、 不 si 

モ德 川. 氏 朝 敏ト相 成 候 段、 驚愕 之 至 御 坐 候、 前文 之 通 之 家筋、 且 右近 將監 儀、 慶喜ト 之 間柄 二 モ御坐 候 事故、 承知 仕 候 ハ 

、ノ 深 恐 人 可 申奉存 候、 附テ ハ諸藩 ヨリ モー 際憤發 仕、 聊私親 之 念 無 之、 勤 王 之 志 相 顯候様 仕度 奉存候 ハ 勿論 之 事、 於 私共、 

何， 辛 右 之 本意 相 立 候 様 仕度 奉存 候、 依 テ御達 書、 當地詰 合 之 者、 早速 作 州 へ 持 參仕候 間、 不日 右近 將監 ヨリ 御 受可巾 上 ト^- 

存候、 夫 一一 付テ ハ 、不取 敢人數 差 出、 御差圖 次第 、如何様 之 御 奉公 ヲ モ爲相 勤 度 候 得 共、 一 昨秋 退 城、 領地 相 失 候 後、 勝す， M 

必至 之 困難 -1 テ、 一 藩 糊口 一一  モ差 支、 甚當惑 仕 居候、 乍 併、 如何 ト 力 差 繰 リ候テ 、少々 一一 テ モ、 人 數差出 候 都合 一一 可 相成ト * 

^候、 附テ ハ 征討 將軍様 御 下坂 中 -1 候 得 ハ 、人數 出張 之 上 ハ 、大坂 一一 テ奉蒙 御 差 圖候様 可 § 、又 ハ 御赏地 へ 爲差登 可 申 

哉、 兼テ窺 定置 度奉存 候、 只々 困窮 中 -ー 御 坐 候 故 、多人数 差 出 候 事 出 來兼可 申ト恐 人、 吳々 殘念 至極-一 奉存 候， 苦 格別 之 

御 憐愍 ラ 以テ、 出張 中 御 賄 被 成 下、 玉 藥等モ 拜借被 仰 付 候 事 -ー御 坐 候 得ハ、 方今 右近 將監 儀、 何 之 要害 モ無 之、 作 州 之 一 農 

家 二 寓居 仕、 其 上 大病 一一 御 坐 候 得 ハ 、右 ヲ警衞 之 家 來而已 相殘、 其 他擧藩 出張、 微力 之限リ 忠勤 ヲ盡シ 可 申、 左 候 得 ハ 右近 

將監 ハ 申 迄モ無 之、 一 藩 之 本懐、 無 此上難 有事 -ー 奉 存候、 此段舉 伺候 テ 、 猶作州 表 へ 申 遣 度舉杯 候、 何分 急速 御 差 圆被成 下 

復古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十五 日  -  五八 一 


復古 記 卷 二十 明治 元年 正 B 十五 =  五八 二 

候 様、 只管 奉 歎願 候、 以上 C 

松 平 右近 將監内 

正月 十五 日  伊東 平 馬 

松 平 武脩家 記 

〇 小 原 忠寬、 大垣 ヨリ 至リ、 暫ク其 藩事ヲ 料理 セ ン コトヲ M フ、 又 豫メ、 討伐 鎭撫ノ 規律 ヲ定 

メ、 之ヲ 諸道 ノ軍 ニ頒タ ン コ トヲ 建議 ス G 

私儀、 暫時 御 暇 奉 願 上、 大垣表 へ 罷越 候處、 昨夜 歸京仕 候、 此段御 屆奉申 上 候、 然處、 主人 采女正 儀、 此度東 山道 鎮撫 御勑 

K 之 先鋒 被 仰 付 、巳-一明 日ハ 入京 仕 候 績-ー 御 坐 候テ、 右 一 件 之 用 向、 殆差湊 申 候、 依 之、 重々 奉 恐 入 候へ 共、 今 晳之處 "御 

暇 中 之 心得 二 罷在候 様 奉 願 上 度、 尤 御用 等 御 坐 候 節、 又 ハ 可 相 伺 次第 モ 御 坐 候 節 ハ 、參與 御 局 中 へ 出勤 仕 候 様 仕度、 是又奉 

願 上 候、 以上 e 

戶田采 女 正 内 

正月 十五 日  小 原 ニ兵衞 

坤儀 革正錄 

此度 、寛大 之 御 評議 ヲ以テ 、主人 采女正 儀、 東 山道 鎮撫 御 勅使 之 先鋒 被 仰 付、 冥加 至極 難 有 仕 合 一一 奉存 候、 右-一 付、 出 

先戰 鬭之教 ハ 、臨機 之處置 一一 御 坐 候 へ 共、 御 追 伐 御鎭撫 一 體 之 御主 意ヲ、 豫テ 奉伺 置 度奉存 候、 定テ 諸道 へ 御 差 向 之 i ト 

奉存候 間、 御處置 一 定不 仕候テ 、ノ  、必竟 紛援ヲ モ釀可 申 ト舉存 候、 是等 之儀ハ 、 屹ト御 诀議之 御 事. ト萬々 奉 有 候 へ 共、 可 相 

成 ハ ， 御 征討 之 御 軍律、 御 鎮撫 之 御 律 例ラ御 一 定 一一 テ、 其 御 書面 ヲ 諸手 へ 御 渡 一一 相 成 候 上、 諸道  一 0 一一  御 發向ト 中 御 次第 


一一 相 成 候 ハ 、 、却テ 速 -1 御成功 可 相 成 哉 共奉存 候、 11 言 奉 恐 入 候 俘 共、 心 付 候 儀 一一 付 舉中上 候、 以ヒ" 

戶田采 女 正家來 

正月 十五 日  小 原 ニ兵衞 

坤 依^^ 錄 

謹テ再 言上 仕 候、 阼 H  、御 軍律、 御 律 例 等 之 儀 ラ奉申 上 候 ハ 、 諸道 御 發向之 方々 樑、 御 心得 方 一 定之御 規律 ヲ舉. E. 上 候お  一 ■ 

御座 候、 然處、 御鎭撫 之義- 一就 テ ハ、 干戈 ヲ用ヒ ス、 先 彼 ヲシテ 公道-一 甘服セ シ ム ルザ 以テ、 御 聖算 之 第一 依 ト舉^ 候、 ra: 

テ ハ 迅速 -ー 、 朝廷 之 御 新政、 復川氏 之 得失、 公明 至 正 之 御 檄文 ヲ以 テ、 海内 ヨリ 海外 之諸蕃 一一 至 ル迄御 布告 相 成、 敵トナ 

ク 味方 トナク 、一統 感泣 シテ 聖 道-一 遂奉セ シメ、 而後、 關 東へ ハ特二 勅使 ヲ御差 向. 云々 ヲ御詰 II 被 ^在、 諸道へ ノ  s、 撫 

使 ヲ被差 向 候 御手 順、 可然哉 ト奉存 候、 右 御 檄文 之 御 草案 ハ、 先ッ 征討 大將軍 様 御手 許 ヲ始メ  、諸道へ 御發， W 之 御 方々 様-一 

モ、 御銘々 様 之 御 見込 ヲ御 取調、 御 一 同 御 突 合遊ハ シ、 公議 ヲ以テ 得失 御 取捨 御 一 定之 上、 上梓 シ テ遍ク 御. 被 遊 候 御 依、 

當今之 御 急務 ト奉存 候、 微臣之 僭 言、 多 罪 萬 死。 

正月 十六 日  小 原 ニ^ 衞 

坤 依^^ 錄 

〇 京 極 朗徹、 京 二 至ル、 gil 、菘平 慶憲、 一 柳 賴紹、 老臣 ヲシテ 、代 リテ京 二 在 ラシ 厶 セ^き^ 

o 參 奥外國 事務 取調 掛東久 世 通禧、 佛 國全權 公使 レヲン 、ロッシュ、 英國 特派 全備 公使 兼總^ 

事ス ル ハ ルリ f  、H ス、 パ，， 'クス 、伊國 特派 全權 公使 コ ント ドラ、 トウ I ル、 來！： 辦^ 公使 アル、 

ビ〜、 フヲン 、ファルケ ンボ ルク、 ネ國 代理公使 ヱ ム、 フォン、 ブラン ド、 ffil: 公伤 代理 總颌^ -ド 

很 古記 卷 二十 叨治 元^ 正月 十 K=  五： 八 一一 一 


復古 記 卷 二十 明治 元年 正 3 十五 日  五八 I： 

テク ラフ、 ファン ボル スブ ロック 一一、 神戶港 二會 シ、 大政 復古 ヲ 報スル ノ國書 ヲ 致シ、 且神 a 

驛爭 鬭ノ事 ヲ判理 ス 、參與 岩 下方 平、 及ヒ 寺島宗 則、 I、 吉井德 春、 詩 |§  ，一  伊藤博文、 雅、 片 野瑜、 

im§ ぜー 陸 奥宗光 it 籠 や 之 一一 參ス 、是 二 於テ 、各國 公使、 神 戶驛ノ 守兵 ヲ撤シ 、拘留 ノ船 艦ヲ解 

ク、 乃 チ薩、 長 一 一藩 兵ヲ シテ、 神戶驛 ヲ守ラ シメ、 阿波 藩 兵 ノ兵庫 警守ヲ 罷厶。 

應接 槪畧、 

勅使、 曰ク、 今日 ハ 天皇 ョ リ各國 へ 布告 ノ爲 -1 參リ タリ、 

右御演 舌ァリ テ 、御 布告 書、 各國 公使 へ 渡サル 、^踌 ュハ 、十 

佛 公使、 曰ク、 佛國 公使 ハ、 日本 二 在留 ス ル コ ト尤モ 多年 ナ ルヲ 以テ、 客國 公使 二 代リ、 應接ヲ 演舌セ ン コ トヲ 願フ、 乃 曰 ク- 

自今 天皇、 御 國政ラ 執リ、 御全國 治平 一一 及ハ 、、各 國共ニ 悅フ所 ナリ、 

勅使、 曰ク、 

天皇、 親 ラ國攻 ヲ裁 スルニ 於テ、 固 ヨリ 全國 信服 ス ルハ論 ナキナ リ、 

各國 公使、 曰ク、 

天皇、 親ラ 政權ヲ 執ルノ 以後、 其 政令、 旣ニ 全國 一一 及ヒ シャ、 亦 有司 ニ命シ 、外國 事務 ヲ司ラ シ ム、 何人 力 其 任 ヲ得タ ルャ、 

勅使、 曰ク、 仁 和 寺宮、 外 國真務 總裁ヲ 蒙リ、 其餘、 京師 二 於テモ 、其 任ヲ 蒙ルモ ノ ァ リ、 且 政令 ノ 事ハ、 近日、 德川慶 喜 反逆 

ノ 次第 ァ リ テ、 未タ 政令 ヲ全國 ニ布ク 一一 至サレ トモ 、不日 二 追討 平定 セ ン 、 

此間 一一 、外國 事務 掛 公卿 諸侯 等ノ 姓名 ヲ達 ス、 

各國 公使、 曰ク、 御 布告 ノ 文-一 、德川 氏玫權 ヲ返ス 云云 ト云フ 、然ル 二 今、 勅使 ノ： マ 1 一一 曰ク" 德川慶 喜 反逆 云云、 然ル 一一 今日 


^、内 亂中ナ ル ャ 、 

勅使、 曰ク、 慶喜、 江戶 二 歸リ、 罪 ヲ待ッ ト云フ 、然ル 二 未タ. 其 服從ス ル ノ狀テ 見ス * 

各國 公使、 曰ク、 德川慶 喜、 江戶 ユア リ、 罪 ヲ待ッ ト云フ 、然ル 一一 猶 征討 セラ ル、 ャ、 

勅使、 曰ク、 今 現 一一 使節 ヲ江戶 一一 遣ス、 而ル 一一 未タ其 返答 ラ得 ス、 

各國 公使、 曰ク、 今日 差 當リ、 此地 二 一  事件 ァリ、 其譯ハ 先日、 備 前侯ノ 家臣、 途中 云々 ノ事 ァリ、 故-一 不得止 事、 各國 兵士 ラ 

出シ 、警 固- ン テ 安全 ヲ圖ル 、此 ハ 總體ノ 規則 二 モナ ケレ トモ 、止 ヲ得サ ル ノ事ナ レ ハ 、此 ノ處置 ハ 如何 ナ ル ャ 、 

勅使、 曰ク、 以後、 日本 政府 ヨリ 當地ヲ 警衞ス へ シ、 

各國 公使、 曰ク、 政府 ョ リ御 警衞ァ レ ハ 、如何様 ノ 事件 起 リテ モ * 政府 一一 引受 ラ ル、 ャ、 

勅使、 曰 ク、 固ョ リナり、 

又 曰ク、 今日 ノ 布告 ノ 勅書 ハ 、直 -ー各 ノ本國 、帝王 臣民 二 布告 セ ラル 、ャ、 

各國 公使、 曰ク、 唯今 御尋ノ 一條 ハ、 追 テ貴答 可 致 ナレト 、前-一 云へ ル備前 ノ事ハ 、猥 リー ー各國 人へ 亂妨 云々、 以後 天皇 御 

親攻 ノ事ナ レ ハ 、必ス 政府 一一 於テ 御所 置 一一 ナ ルャ、 

勑使、 曰ク、 固 ヨリ 然リ、 

各國 公使、 曰ク、 備前亂 妨ノ事 ニ及テ ハ 、談ス ル モ怒 ニ堪サ ル 次第 ナリ、 況ャ、 各國 公使 ニ對シ 砲發ノ 事情 等、 全ク 文明 ノ阈 

二 於 テ有ル 可 ラサ ル n トナ リ、 

勅使、 曰 ク、 此處置 ハ、 各國ノ 公論 二 任セ、 且ッ 天皇 ノ 親裁 ヲ モ受， ク 可シ、 

各國 公使、 曰ク、 備 前亂妨 所業 ハ 、下賤 ノ者ノ 作業 一一 モ非ス 、乃チ 一 大 諸侯 ノ 大臣 自 ラス ル事ナ レ ハ 、 今 ハ外國 守固ノ 兵ヲ 

解クノ 後、 日本 政府 ノ守衞 ヲ得レ ハ 、诀テ 右 様ノ亂 妨ノ事 有ル間 敷ャ、 

勅使、 曰ク、 今日 當所 警衞ノ 事、 薩、 長兩國 二 命ス、 以後 右 様 ノ義、 诀テ有 ル可ラ ス 、 

復古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十五 日  五八 五 
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此間 二  、薩、 長 二 命 セラ レタ ル御 書付 ヲ、 各國 公使 ユミ セル、? M  ^ 

各國 公使、 曰ク、 然ハ 自後、 如何様 ノ事 出來ス ル トモ、 天皇 ノ 政府-一 於テ御 引受 ナ ルャ、 

勅使、 曰ク、 然リ、 

各國 公使、 曰ク、 此 六人ハ 六國ノ 公使 ナ レ ハ 、貴 國ト 和親 交信 セ ン コ ト 幸甚 ナ レト モ、 自後若 シ御逢 約 等 ノ事ァ レハ、 大 一一 

貴國 ノ 大事 ニ及ハ ン、 

勅使、 曰ク、 固 ヨリ ナリ、 然レ トモ 今 日 談判 スル 所ハ、 特ニ 兵 庫 港 ノ  £  二 就テ 云 フノミ 、橫濱 其 餘ノ諸 港 ハ、 未 タ攻令 ノ行レ 

難キ モア ラ ン 、併 シ是 等モ、 不日 二 天皇 ノ 政府 ニ歸ス ルャゥ アル ヘシ、 

各國 公使、 曰ク、 固 ヨリ、 天皇 御 政令 ノ行ハ ル、 ノ 土地 一一 就 テ云フ ナリ、 

又 曰ク、 今日 薩 、長 侯 二 當地 ノ警衞 ヲ命セ ラレ タルコ ト ヲ、 市中 村 中 一一 觸レ ラレ タシ、 且備 前亂妨 ノ事ハ 、 各國ノ 公論 ヲ 

受ケ、 天皇 ノ 親答ァ ル可 キノ 仰ナレ ハ 、唯今 直  一一 口舌 ヲ以テ 申 演難シ 、近日 ノ中、 熟考 ノ上、 書取 ヲ以テ 申 上へ シ、 

勑使、 曰ク、 諾、 

又 曰ク、 以後、 薩， 長兩藩 ヲ以テ 當地ヲ 警衞ス レ ハ、 外 國人ノ 安全 ハ 勿論 ノ 事ナレ ハ、 願 クハ當 地 在留 ノ外國 人 ヨリ モ、 n 木 

人 へ 對シ 亂妨ナ キヤウ、 各 ヨリ 達セ ラレ タシ、 

各國 公使、 皆 曰ク、 早速 相達ス へ シ、 

勑使、 曰ク、 近 =、= 本 諸侯 ノ蒸氣 船 六 艘ヲ、 外 國へ取 押へ ラレ タ ルノ 事ハ、 如何 ノ所 置ナ ルャ、 

各國 公使、 曰ク、 先 H 備^ 亂妨ノ 砌ハ、 未タ攻 府ノ御 布告 モナ キ間ナ レ ハ 、先ッ 右 ノ船ヲ 引 留置 タリ、 併シ今 = ヨリ、 萬 事 政 

0  二 御 引受 ト ナレハ 、早速 夫々 返却 ス へ シ 、 

又 曰ク、 東 久世卿 二、 兩 三日間 ハ、 當地 一一 在留 致サ ル 、 コトヲ 願フ、 其 譯ハ、 各國人 ヲシテ 安心 セシメ ンカ爲 ナリ、 


勑使、 曰ク、 諾、 猶此地 全權ノ 者、 交代 ス ル マテ ハ 滯在ス ヘシ、 

各國 公使、 曰ク、 先日 ヨリ 各國ノ 公使、 商人、 大阪 一一 滯在ス ル處、 被 地ノ變 二 ョ リ テ此處 一一 來ル、 然ル -ー 、 常 所 一一 ハ 在留 ノ家 

モ無之 故-一 、速 -1 歸阪セ ン コ トヲ 願フ、 辆再ヒ 御 案内 ヲ待ッ へ キヤ、 

勑使、 曰ク、 彼 地モ未 タ混雜 相出サ ル中 ノ事ナ レ ハ 、追テ 此方 ヨリ 案 €： ス へ シ、 

各國 公使、 曰 ク 、然 ハ 御案內 マ テ待ッ へ シ 、然 レ トモ 歸坂 ノ 上 、ノ  、當地 同様 御 守 衞等ァ ルへ キヤ、 

勑使、 曰ク、 諾、 然リ、 

各國 公使、 曰ク、 先刻 ノ御 談判 ノ 、政令 未 タ行 ハ レ サル 開港 ノ諸 港ト ハ 、何等 ノ 土地 ナ ルャ、 

勅使、 曰ク、 橫濱、 長 崎、 箱 館 ノ三港 ナリ、 尤モ長 崎ハ速 二 處置ス へケレ トモ 、撗 濱ハ 何時 ヨリ 支配 ス ルコト ヲ 一.；. " ヒ 難シ、 

各國 公使、 曰ク、 長 畸ハ近 H ョ リ御處 置 一一 ナ ルナ レハ 、彼 地 一一 住ス ル外國 人へ 、怪我 等 無之樣 一一 、其 長官 二 命 セラ レ タシ、 

軌使、 曰ク、 諾、 

各國 公使、 曰ク、 今 U  ノ御應 接 一一 ョ リテ、 各國 公使 モ大 一一 安心 シ 、幸甚 ナリ、 

勑使、 曰ク、 彼ノ 布告 ノ勑 書ハ、 直チ 一一 本國 一一 送ラ ル、 ャ、 

各國 公使、 曰ク、 諾 、速-一達 ス へ シ、 

勑 使、 曰ク、 今日 應接ス ル處ハ 、先、 前條ノ 如シ、 猶贵 方ョ リ、 談判 ノ事ァ レ ハ承ル ヘシ、 

各國 公使、 曰ク、 今日 ハ 先、 別條. &上ル コト ナシ、 

勅使、 曰ク、 今日 ハ各國 公使 ニ面會 イタ シ、 甚タ 満足 二 存ス、 猶、 委細 速 一一 天皇-一 奏聞 ス ヘシ C  ，- 

〇 案ス ル 一一 、此 時. 魯 國未タ 公使 ラ我 邦-一 置 力 ス、 閏 四月、 淸水谷 公考、 箱 館 一一 赴ク 一一 及ヒ、 乃チ國 書ヲ其 政府 一一 贈 致ス。 

〇 通 禧報吿 害^ 

復古 記 卷 二十 明治 •： 兀年正 B 十 W=  丑 八 七 
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本 月 十五 日、 從第十 一 一字 乘船、 神 戶蓮上 所 -ー テ 、六 ケ國 公使 へ 別紙 ¥lf ^ 之 通應接 談判 相 遂ケ、 至極 都合 宜、 大 綱領 ハ 相 

濟、 細目 ハ隨テ 可遂談 候、 

一 兵 庫 市中、 竝外國 人 取締、 薩、 長 へ 別 テ嚴重 二 相 命 候、 

一 阿 州 兵 庫 表 御固メ  、是 ハ 被 冤 町然存 候、 薩、 長 二 被 命 候 上 ハ 、他 藩 入 雜リ混 雜ヲ生 シ 候 間、 通禧 へ 御 委任 之邊 ラ 以テ 、隊長 

啐出シ 、大坂 表 へ 人数 繰 上 候 樣申渡 候 間、 左様 御 承知 可 被 下 候、 

一 神戶、 兵 庫 人民、 居 合 候 樣觸示 候、 

一 宇 和 島 ハ 直 二  、兵 庫 表 著 上 相 成 候樣、 御 蓮 相 願 度 候、 

一 宇 和 島 著 迄ハ、 當地ラ 引 拂兼候 間、 左様 御 承知 可 被 下 候、 

一 御 布告 書、 外國六 ケ國へ 一 通 宛 相渡ネ ハ 、本國 へ ハ 不相通 由-一 候 間、 急々 外 五 通 御認、 官 人位 之處ニ テ 御手 輕-ー 御 指 越 P 

被 下 候、 

御 寳 名 之 方、 可 然ト相 極 候、 右 二 付テ ハ 、兼チ 御 趣意 之處窺 居候 間、 國印計 一一 テ可濟 ト申候 得 共、 夫 一一 テ 承知 不仕旨 -ー 付、 

不得 止、 右 之 次第 -ー 相 成 候 故、 

御 實名之 方 五 通、 急々 御 指 越、 外宫ハ 桐、 紫 紐 計 二 テ宜 候、 一日-一 テ モ早キ 方宜候 間、 早々 御 運 相 成 候 様 希 入 度 候、 委細 ハ 

陸 奧陽之 助 指 上 候 間、 御 聞 取 可 被 下 候、 德川 閣老ト 多年 應接有 之 候 得 共、 今日 之 如キ、 斷然タ ル應接 ハ 無 シト、 公使 ±z 申 

居候、 全 皇威 之然ラ シ ム ル處ト ハ 申ナ 力 ラ、 岩 下、 伊藤、 寺 島、 岸 |U 口?〉 之 周旋 二 ヨリ 程 能 候 間、 不 取敢、 宫ョ リ被 

下 之趣ヲ 以テ、 一 人前 貳千匹 宛、 酒肴 料 遣 置 候、 各 宿屋 一一 居候 閒、 酒呑 候 也、 尙又御 指 含 可 被 下 候、 通禧、 舌頭 一 轉、 治亂之 

堺 ニ關係 致シ、 實-ー 不肯之 身、 心痛 無此上 候、 

一 .E 陰、 山陽 通路 相 開 候、 御 進軍 御 都合 次第 ト存 候、 

一 夷人 ヨリ 取 押 候 日本 |、嗰肥|浐米 戶 和 輿！^ 今日 卽刻 解 兵 候、 尤外國 人出 張、 神戶 I 隊解兵 候、 


一 右 御 布告 相 成候譯 柄、 = 本 國中御 布告 相 成 度 候、 

一 公使、 京師 上京 之儀ハ 、彼ョ リ何 共不申 候、 御 混雜中 不都合 出 來候テ ハ 不宜 故、 是 ヨリ 不 申出 候、 何レ 上京 致 度 ト^ 巾 出 

. 韪  へ.. 

一 書 外事 件、 陽 助 之 へ 御 尋被下 度、 將軍參 謀 御 一 覽 之 上、 陽 之 助 -ー 託シ、 此書狀 副總裁 二 御 呈被下 度 候、 

FJ  a- 卜 -、 ョ第 六 時、  •  .  i  0 

I 月. r ズ • 日 兵 庫 驛認、  .i  1 

ーーー 職^せ 

外務省 記 

〇 吉井德 春 書柬， . 

咋日之 御 問 合、 相 達條々 致 承知 候、 御 布告 一 條申上 候 通、 切迫 之 勢-一 御 坐 候處、 咋日、 勑使御 下向、 則 各 國へ御 掛合相 成 候處， 

今日 卜 二字 ヨリ 於 神戶、 御談可 S- 上ト ノ事 一一 テ、 今日 十 一 字 兵 庫御發 船、 各國ョ リ兵 庫へ ノ御迎 船 差 上 候、 神戶 御著ゥ J 處、 

何レ モ御警 衞多ク 、兵. 隊繰 出、 イト 厳重 ナ ル 事-一 御 坐 候、 衩御 布告 相 成 次第" 左 之 通 御 坐 候、 

^  東 久世殿 

•  ：  岩 下ノ. 

- ■  •  Y  #  寺 島 - 

： . は^. 陸-奥.  ........ 

-醬. 伊 藤 

：臘！ 1  吉井 

片 野 

右 之 通、 主客 席順 二 テ、 御 布 吿 狀 御波、 各國大 二 喜悅、 上 都合 候 也、 

一. 備前. 一 條之 儀、 彼ョ リ 申出 シ、 外國 兵隊 ヲ以テ 神 戶相固 メ候得 共， 是ハ 法則-一 不叶 儀-一 候" 如何 可 致哉ト 云、 御 答、 薩， 長兩 

復 古 記 卷 二十 明治- 兀年正 月 十 五日  五八 九 


復古 記 卷 二十 明治： 兀年 正月 十五 =  五 九 0 

藩 警衞申 付 候 間、 其方 人 數引揚 度、 彼 、左様 ナ ラ ハ 幸 之 事 也、 何時 二 御 固 御 差 出 可 被 成 ャ、 此時 I 一字 也、 幸 助 云フ、 四 字 二 

IS 場 可 請 取ト、 彼、 諾ス、 則 長 藩片野 十郞、 馳歸テ 二 小隊 ヲ繰 出ス、 洋兵數 百 人 群集 セリ、 入 代 テ生田 ロノ 關門ヲ 請 取リ. 

七 字、 兵 庫 ロヲ相 固ム、 此四 五日、 市中 大 一一 苦 居候 處、 勅使 之 御 談判 一一 テ、 一時 一一 通路 相 開ケ、 市中 愁眉 ヲ開 キ、 兩藩ヲ 

簟敬ス ル甚 敷、 大ニ 面目 ヲ施 セリ、 生 田ロ關 門、 纔ー 町 計 之 所 二 元 勝 カ塾ァ リ、 一 小隊 ハ 十分 ニ宿陴 ス可シ 、明日 ヨリ 繰 

込、 兵粮 焚 出シ等 下知 ヲ加 へ 、 一 小隊 ヲ兵 庫へ 殘置、 明後日 方、 歸坂可 致 候 間、 左様 御 承知 可 被 下 候、 

一 蒸 氣船六 艘モ則 差 返ス、 依 テ今晚 、直-一 其 藩々 へ 請 取 候 様 御 達-一 相 成 候、 朝 命 ヲ以テ 御 取 返-一 相 成、 何共 氣味能 次第 一一 

御 坐 候、 藩々 モ大 - 一難 有 カリ 可 申、 

一 備前處 置 之處、 如何 致 シ候ハ 、、各 國满足 可 致 哉承リ 候テ、 朝廷へ 可 相 窺 旨、 勅使 ヨリ 御 申 掛被遊 候處、 是ハ 書取 ヲ 

以テ可 申 上 トノ 事-一 テ、 格外 之 事 モ有之 間數ク ト被存 候、 

一 幕府、 是迄、 公家-一 ハ何モ 出来 ヌ者ノ 様-一 申 居候 得 共、 中々 左様-一 ハ無 之、 談判 モ是程 早 诀致候 儀、 幕- 1 テ 丁 M 無 之ト、 公 

使 等 申入 候 由、 寳 -ー 恐悅 無限、 今晚 ハ 祝 酒 共 酌 申 候、 

先 ハ 、右 御 左右 爲可申 上、 如 斯御坐 候、 以上。 

正月. I. '五日  士  n 井幸輔 

尹 也 S  £ 台^ 一一  一 職 叢書 

あ 地 あ 正活も 外務省 記 

〇 以上 一 一條、 三 職 叢書、 災 二 罹リ 原書 ラ失ス 、今 復、 古孽要 中收錄 ノ モノ ヲ採リ 、外務省 記 二 據テ 補正 ス G 

〇 輦下日 載 二 云、 片 野十郞 、兵 庫表ョ リ 浪華 歸著、 過ル 十 一 日、 兵 庫 罷越候 節、 於 途中 外 國人四 五名 出 來リ、 飛轎ヲ 要シ、 左 

右 ヨリ ヒス ヲ押 付、 何人 二 哉 ト相尋 候 故、 長 州 ト相答 候處、 長州ナ レ ハ ョ シト 申、 直 様 引 連、 サ トウ 等ノ 所へ 參 候處、 薩州吉 

井モ參 居候 付、 種々 談判 致 候 得 共、 何分 備前 暴動、 甚以 不相濟 、元来 行軍 へ 失 禮致候 一一 モセョ 、佛蘭 西 マト D スノ事 一一 付、 其 

者ヲ 如何様 - 一致 候ト モ 異論 無 之 候 得 共、 其 跡 一一 ナ 各國留 館へ 銃撃 致 候 段 、何共 不相 心得， 今般 日 木 政府 改革 ノ 趣-一 付テ ハ 、 


诀テ 破約 ノ 國論 二相 成 候故ト 推察 致 候 トノ 事、 右二 付、 兵 庫、 東西へ 各國 ヨリ 守兵 ヲ置 キ、 砂遝 テ以テ 砲臺ヲ 築キ、 猶諸藩 

在港ノ 軍艦、 f§ 之 五^ 艘悉ク 器械 取 擧ケ、 取 卷置候 勢 二 テ、 猶又 彼等 申 分 一一 ハ 、 國論 變換 二 付テ ハ 、 是迄 長州ト ハ 懇親 致お 

候 得 共、 今 = ヨリ ハ 全 ク敏ト 相 心得 トテ、 林 宇 一 等モ 太-一 跺外致 候 模様 二 テ、 何分 難 近付 勢-一有 之、 其日ハ 片野モ 一 應 引取 

候 由、 必竟、 彼等 ノ申 分ハ 、各國 政府、 改革 ノ事有 之 候得ハ 、 一 時 ヲ不待 、闔國 布令、 萬 事處分 致候举 一一 候處、 德川 氏攻權 返上 

以後、 旣 ニ數 十日 二 モ相 成、 外 國へ爲 何 儀モ無 之央、 此度ノ 暴動 ハ 、國論 變換ぼ 知 トノ^ 二 テ. 此 度薩， 長 一 一藩、 守衞ト 申候テ 

參唉 共、 薩、 長ョ リ守 衞ヲ受 候 道理 無 之、 何モ 日本 政府 ヨリ ノ御 仕向 ナラ ハト. 一  向 引受 不中 一一 付、^々 手ヲ措 候、 其 後^ 

久 世樣、 勅使 トシ テ御 下向 相 成 候 故、 各國 人モ大 一一 氷釋、 各國 ヨリ 兵隊 ヲ出シ 御迎へ 、應接 所へ 引受、 御應接 一一 相 成、 天 

皇 ヨリ 云々 ト被 仰 候 處、. 公使 等悉 ク 脩 ラ脫シ 、立 テ ？| ヲ致 シ、 前 二 錄 シ 有 之 通 リ御應 接 相濟、 各國 公使 等、 餘稃悅 服 致 シ 、 

樂ヲ奏 シテ御 歸リヲ 送リ候 後、 サ トウ 等 咄ニ 、兼 テ德川 役人 共 ヨリ 聞 及 候 二 ハ 、公卿 ト 申者ハ 大抵 愚 ナリト 、然ル 二八- = ノ 

應接 ハ、： n 本へ 來リ シ巳來 、始 テ如此 斷然タ ル ヲ觀シ ナリ トテ、 丧悅ヒ 居候 由、 十郞、 談話 -ー 有 之 候 事。 

〇| 外國 新聞紙 拔杪 

勑使、 昨：：：、 外國ミ 一一 スト ル 方へ 御 入、 今 午後 御 達、 是迄タ イク I ン預リ 居候 政事、 ミ 力 ド 一一 返リ シ コ ト御 達、 

本 月 四 B、  w^^^. 備 前人 暴發 二 由テ 、居留地 警 衞ノタ メ  、 軍艦 ョ リ 上陸 セ シ兵ヲ 引力 ハ、 ミカ ド、 舊 一一 依テ外 M 人ト 

懇親 ノ義、 沙汰 アル カ如ク 見へ ル也、 

此度ハ 、如 此キ暴 人 ヲ制ス ル コ ト、 タ イク ー ン 二 勝 レルト 思 ハレル、 

今、 日本 首長 ノダ イミ ョ ゥ、 權門ノ 人、 合國 一 致ノ基 トナル 政府 ラ立ン トス、 然ハ備 前人 ノ如 キ^ 客 ァリテ ハ 、國 民、 及 じ^ 

國人安 力 ラ ス 、 

勑使、 左 ノ令ヲ 出ス、 

復古 記 卷 二十 明治： 兀年正 十五 =  五 九 一 


復古 記 卷 二十 明治 元年 正月 十五 日  五 九 二 

外國 交際 ハ. 最大 切ナ ル故、 萬般 親睦 一一 罷成度 釵慮 一一 付、 當所 通行 ノ荠、 外國人 一一 對シ 不法 無 之 様 可 致 候。 赚 I 

::〇...、 -^， 

. ,  各 通 薩  州 

.:.——•，..  .  長  州 

此節、 外國御 交際 之 儀、 格別 御大 切 之 場合 -1 付、 專 信義 ヲ本ト 被 遊 候、 御 趣意 一一 就テ ハ 、外國 人 居住地 通行 之 節、 彼 へ對シ 

無 鼹 不法 之 振舞 無 之樣、 嚴重 二 取締 可 致 事。 

正月 十. 五. 日.：.  東久世 前少將 

輦下日 載 

〇啊 波 藩 兵へ 口 達 

兵 庫 表 警衞之 儀 被 免、 人數之 儀ハ、 大坂表 ヨリ 御 達 次第、 進退 可 致 候 事。 S 

o 德川慶 喜、 大久 保忠禮 ノ甲府 城代 ヲ罷メ 、歸 リテ函 根關ヲ 嚴守セ シム、 又 書 ヲ英國 公使 パ 〜 

タス 一一 逡リ、 其 書記官 前日 ノ問 二 答 へ 、條約 履行 ノ事 -ー 至 リテハ 、固 ヨリ 變替ナ キ ヲ 吿ク。 

其方 御預箱 根關門 之^ ハ 、東海道 咽喉 之 地 一一 モ有 之、 當節 柄、 別テ嚴 重不相 成候テ ハ , 難 相 成 場所、 在 甲 一一 テ ハ 卜 分 御警衞 

, 行 屆間敷 哉 ト被思 召 候 二 付 、甲府 御城 代ハ 御免被 成 候、 依 之、 早々 歸城、 領分 中 取締 ハ 勿論、 關所御 同等 之 儀、 都テ御 委任 被 

一成 候 間、 御 警衞向 勉勵行 屆候様 可 致 旨、 被 仰 出 候條、 可 被 存其趣 候、 恐々 謹言。 

 ,  .......  小 笠 原 « 岐守 

正. 月 ： ....，.， .  長 行 


康 英 

.  稻^ 美 濃 守 

板 食 伊賀 守 

. ^ 肖 

酒 井 雅樂頭 

い " .1 孚 

i 久保加 賀守泫 

〇 

以 手紙 致 啓上 候、 然ハ 一 昨 十三 日、 責國 公使館 書記官 シド  一一—  0 コ ッ ク氏、 閣下 之 名 ヲ以テ 會晤致 候處、 云々 被 巾 聞 候 趣 有 

之、 其 上、 同氏 ョ リ 書翰 ラ以 テ如斯 後、 女帝 陛下 之ミ ニス トル ハ 、條約 遵奉 之 事 一一 付、 誰ト 引合 一一 可 及 哉、 且^. 原、 太 坂 二 

ォゅ テ條約 違背 之事ァ ラ ハ 、誰へ 訴出、 誰ヲ以 テ其責 一一 任スへ キ哉 等、 疑問 ノ條々 承知 致シ、 刖 閣下 へ 御 答 一一 及ヒ 候、 ー體 

條約之 趣意 ヲ以テ 、外^ 諸般 之 事務 ハ 、我 客 歳 十一 一月 中、 於 大坂城 大君 殿下 ヨリ、 閣下へ 御演述 被爲遊 候： 迎 テ、 相^^ 

儀 無 之處、 松 平 修理. K 夫家來 共、 國內變 革 之 際 二 乘シ 、京師 二 ァ リ テ 上下 ヲ鉗 制シ、 専縱自 恣之擧 多ク、 天现 二 悖リ、 民心 二 

厌レ ル事 不少ヲ 以テ、 其 罪 狀ヲ數 へ , 御門 一一 奏シ、 在京 奸惡之 徒 ヲ除キ 、名義 ヲ正シ 、曲直 ヲ明ニ シ、 天下 ノ公 論ヲ 採テ、 

生 民 之 自主 ヲ佐ケ 、國內 不易 之 基礎 ヲ 建立 セ ン ト計 リシ 次第 ハ、 已 一一 御 承知 之 事故、 縝述不 致 候、 衩右 之譯ヲ 以テ、 大君 

殿下 上洛 之 爲メ、 其 先供ヲ 前發セ シ メ シ 途中、 松 平 修理 大夫 家來 共、 差拒ミ 發砲セ シ ョ リ、 交戰 トナリ シ處、 我お ハ ^不^ 

二 起リ、 地勢 之 利 ヲ 失ヒシ 故、 竟 一一 勝利 ァ ラ ス シ テ 退却 シ、 暫ク大 坂 ヲ引拂 テ紀州 一一 入 タリ" 何レ 一一 モ 奸兇之 徒 ラ斥ケ 、其、 

地 ラ鎭撫 イタ シ 候迄ハ 、同所 之儀ハ 、貿易 通商 出來兼 候閒、 閣下 一一 モ其段 御 承知、 可 然御處 置 有 之 度、 にハ 庫之 條ハ、 各^ 御 同 

復古 記 卷 二十 明治 元年 正： 十五： n  五 九 111 


^古記 卷 二十 叨治 元年 正 H: 十五！：：：  す ブ卩 

僚 二 テ御引 請 御 坐 候 事故、 公正 之 御處置 二 御 任セ申 候、 抑 條約ヲ 變シ候 儀 ハ 、不 容易 重 件 一一 テ、 一 旦之 成敗 ヲ以テ 、忽 永世 

之盟 ヲ渝ェ 、曲直 之 理ヲ 論セ ス シ テ、 速 二 不朽 之 信 ヲ破リ 候 儀 無 之 段 ハ 、是迄 之 親睦 二 對シ 、亳モ 疑ヲ容 レサ ル處 二 候^ ハ 、 

閣下 二 モ御 懇親 之 音 5  -ー  テ、 正大 之 御 處置可 有 御 坐 儀ト存 候、 此段可 然御椎 察 有 之 度、 右 御 答、 可 得 御意 如 斯御坐 候、 以上。 


正月 十 


五 Q 

シェル * パル 


1、 ェ ス、 パ 1 クス ケシビ 

閣 T 省 記 


〇 書中、 所謂 書記官 ノ 書柬、 原 記 ヲ 失ス。 

復 古 記 卷 二十 終 


總括 兼纂修 

一 等 編修ぶ S 


小 笠 原 鱟 岐 守 


臣長松 


幹 


校 


等 編修 iR: 

等 掌 記 

六 等 掌 記 

J 寫 

二等 繕寫 

二等 繕寫 


長 


臣 澤 


S 恒 


小川 長 

小 島 


荧 

之 


廣 孝 


春 


復古 記卷 二十 一 

明治 元年 戊辰 正月 卜 六日 ニ起リ 十七 日 ニ至ル 

〇 正月 

十六 日、 親王 ヲ三公 ノ上ニ 班ス。 

自今、 親王 宣下 相濟候 方ハ、 座 次 可爲三 公之 上 候 事、 

但、 尙追テ 可 被 改儀モ 有 之 候 得 共、 方今 先 如 之、 

• 一  親王、 大臣 任職 之 輩、 八景 檢間可 爲參入 事、 

一 親王、 大臣、 麝香 閒可 爲參入 事、 

一 是迄非 大臣-一 シテ 麝香 間 參入之 人々、 自今 以後 、内々 番所 小 番勤仕 可 有 之 事、 

一 牛車 宣下 相 濟翬、 於 宜秋門 壇上 下乘、 宣下 無 之 人 ハ ， 於 檜 垣 外下乘 勿論 之 事、 

一 雖 親王、 丞相、 自今 陪膳可 爲非藏 人事、 

一 禮節之 事、 

諸家 一 同 同様、 可 因 其 人 之 官位 事。 瞻厢贿 Is j 

〇 有栖川 宮家 記 一一 十八 日 トシ 、大 槻文彥 筆記 - 一十 五日 トス 、今 輔熙家 記 一一 從フ。 

〇 宮、 堂上 及ヒ 諸官人 二 論 シ 、舊習 ヲ 洗 除 シ 、志操 ヲ磨勵 シ 、以 テ實用 ニ適セ シム。 

今般、 賊徒 追 伐 被 仰 出、 皇威漸 盛 二 被 爲成候 二 付テ ハ 、上 親王、 公卿 ョ リ、 下非藏 人、 諸 {== 人 二 至ル 迄、 感激 奮發 

復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 日  五 九 五 


朝 
廷 


m 古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 日  五 九， > 

之 御爲、 擲 身命 忠勤 可 仕 之處、 傍觀 坐視、 尺寸 之 功 モ無之 輩、 剩 自己 之 利 祿ヲ貪 リパ仃 々大祿 ヲモ可 賜 哉 杯ト、 噂 仕 居候 者モ 

有 之 哉 二 相 聞 ヱ 、以之 外 之 事 二 候、 諸家 世襲 之祿 二 至 リ候テ ハ 、時宜 二 ョ リ被爲 減少 候ト モ、 加增被 仰 付 候 儀 ハ 無 之、 但 

シ i 上、 奉公 之蒹 一一 ョ リ、 功 勞有之 候 向 、ノ  、其 身限リ 加祿ヲ モ可賜 儀 一一 候、 ion 位 一一 至候テ モ、 同様 世襲 ノ舊 弊ハ御 改革 被 遊、 

人材 二 應シ御 補任 可 被 爲在儀 一一 候 間、 一 同 其 心得 一一 テ 文武 之 事業、 精々 勉勵可 仕 候、 從前在 朝 之 人々、 武 ハ 唯 武家 之 業 二 

テ、 於 朝廷 御用 ヒ不 被爲 在事ト 存シ、 一 切 致 廢棄候 而已ナ ラス、 文 藝ニ至 候 テモ、 固陋 拙劣、 艸莽布 衣之士  二 ハ萬々 不相 

及、 徒 二 軟媚之 風 ラ喜ヒ 、上品 杯 ト稱シ 、華奢 風流 ヲ專 ト致シ 候-一 ヨリ、 满 朝 婦人 ノ如ク 、遂ニ 紀綱衰 弛、 皇道 陵 夷 二 至 

リ候 段、 實以、 可 愧可歎 之 至 一一 候、 向後、 讀 書擊劍 ヲ始メ  、文武 之 大道 二 至リ、 旦夕 講究 可 仕、 精 熟 之 上 ハ 應其材 、夫々 御 登 席 

可 被爲在 思 召 二 候閒、 無 懈怠 可心掛 候、 尤此 時節 -ー 至リ、 宫武之 差別 無 之 儀 -ー 候閒、 武家 之 輩 - ー對シ 倨傲 不遜、 萬 一 、確執 

ヲ生シ 候テハ 不 容易 儀 二 候閒、 吳々 可 相 心得、 家來 下部 等 二 至 迄、 朝廷 之 御 威光 ヲ假リ 、勤 王 ヲロ寳 トシ テ 世人 ヲ 欺キ、 

金 穀ヲ貪 リ候者 モ有之 哉 -ー 付、 急 度 可 申 付 候、 且 今度 赦令被 行、 有罪 之 者モ 夫々 寛大 之御處 置被爲 在 候へ トモ、 尙此上 忘惰 

. 悸戾之 徒ハ、 不撰 貴賤 厳罰 可 被 仰 付 儀-一 候閒、 此旨、 兼 テ可相 心得 様 御沙汰 之 事。 

E 弓 大 顿 文彥 筆記 

I 月 島 I 忠義 家 記 

〇 忠義 家 記、 一 一十 二日 二 收ム、 蓋シ 囘達ノ 日ナリ C 

〇 九條道 孝、 大炊 御門 家信、 近 衞忠熙 、近 衞忠 房、 鷹 司 輔熙、 德大寺 公純、 一 條實 良、 廣幡 忠禮、 

日 野資宗 、柳 原 光 愛、 廣橋胤 保、 飛鳥 井雅 典、 葉 室長 順、 六 條有容 、野 宮定 功、 久世 通熙、 豐岡隨 

資、 伏原宣 諭、 裏 辻 公 愛ノ朝 參ヲ許 ス 。 

各 通九條 左大臣 

大炊 御門 右大臣 


一 條前 右大臣 

廣幡 内大臣 

日 野大納 言 

葉 室大納 首 

一時 被. N 參 朝、 可 被 及 御沙汰 筋 モ有之 候處、 大政 御一新、 且 御 元服 大禮 被爲行 候、 旁 自今、 出仕 可 有 之 旨、 被 仰 出 

九 條道孝 I  • 

^* 各 家 家 記 

〇 

各 通 日 野大納 言 

葉 室大納 雷 

辭 ios 被 加 木 番所. S 御 冤 列候 事。 S 姆 鍵絲読 

〇 葉 室長 順 家 記、 此 達書ヲ 佚ス。 

〇 

各- 1 近衞前 左大臣 

近 衞新前 左大臣 

鷹 司 前 右大臣 

頃 年、 逆賊 慶喜、 拉奸 吏、 會、 桑 等 之 申請-一 隨ヒ、 失 朝 威 件々 不少、 屹度 御 釓明モ 可 被 仰 付 候 得 北ハ、 數 百年 來流 風、 太平 遊 

懦之弊 ヨリ 今日-一至 候、 此度 大政 御一新、 且 御 元服 大禮 被爲行 候、 旁 格別 之以 思 召 被 宥恕、 參 朝 被 冤 候 事。 

近 銜篤齄 家 記 

隳司 輔熙家 記 

〇 

復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 日  五 九 七 


復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 日  五 九 八 

各 通 德大寺 前 右大臣 

六 條中納 言 

頃 年、 逆賊 慶喜、 竝奸 吏、 會、 桑 等 申請-一 隨ヒ、 失 朝 威 件々 不少、 屹度 御 釓明可 被 仰 付 候 得 共、 此度 大政 御一新、 且 御 

元服 大禮 被爲行 候、 旁 格別 之以 思 召 被 宥恕、 參 朝 被 冤 候 事 C  ？ l.s?f 総 読 

〇  .* 

六 條中納 言 

辭官 可相顚 事、 被 加 本番 所小番 御免 列候 事 c  S 

〇 

柳 原大納 ^一目 

頃 年来、 賊慶 喜、 竝奸吏 之處分 一一 隨ヒ、 朝議 ヲ誤候 件々 ハ 勿論、 或ハ 正 議ヲ唱 へ、 瞹昧タ ル 心底、 全營 私利 候 所業、 其罪不 

輕、 屹度 厳重 一一 可 被 仰 付 之處、 大政 御一新、 今度 御 元服 大禮 被爲 行、 旁 格別 厚 御 憐愍 ヲ以テ 、自今 參 朝 被 冤 候 

po  J«> 原 光 

f 愛 家 記 

〇 

柳 原大納 ^一目 

辭官， 拉被加 本番 所 小 番御冤 列候 事： 蒙 

〇 

各 通 飛鳥 井大納 言 

廣 橋大納 1ー 目 

野 宮中 納 さ 一口 


久世前 宰相 中將 

頃 年來、 賊麼 喜、 竝奸吏 等 企 望-一任 セ、 萬 端行撗 道、 蔑 朝憲、 營 私利 候 件々、 不 容易 次第 、厳重 可 被 仰 付 之處、 大政 御 

新 之 折 柄、 今般 御 元服 大禮 被爲 行、 旁 格別 之 厚 御 憐愍 ヲ以テ 、自今 參 朝 被 免 候 事。 | 減 

各 逝 飛鳥 井大納 富 


谍 橋大納 言 

野 お 中 納 言 


95 被 加 本番 所 小 番御冤 列候 事。 麵 | ^鶴 

久世前 宰^ 中將 

被 加 木 番所 小 番御冤 列候 事 e 

豐岡 大藏卿 

始終 趨走 于權 門、 以 私心 破 公議、 且 利欲 之 心 不少、 彼是 御 不審 之 筋モ有 之、 旁 屹度 御 亂明可 有 之處、 大政 御 一 新、 且 今度 

御 元服 大禮被 爲行候 折 柄、 厚 御 憐愍 ヲ以テ 、自今 參 朝 被 冤 候 事。 

豐岡大 ^卿 

82 木 番所 參勤之 事 G  SM 

o  伏 原 三 位 

役 古記 卷 二十 一 明治 元年 正月 十六 日  - ョ九リ 


m 古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 口  六 〇〇 

員外 之 身 トシ テ、 漫リ 二 要路 二 交通 シ、 大臣 ヲ 愚弄 シ、 私利 ヲ恣 二 ス ルノ條 、其 罪 不輕、 屹度 可被處 極刑 之處、 大政 御 一 新、 

且 今般 御 元服 大禮被 爲行候 折 柄、 格別 厚 御 憐愍 ヲ以テ 、自今 參 朝 被 冤 候 事。 

伹、 本番 所 參勤之 事。 襲 § 

〇 

裏 辻 中 將 

員外 之 身、 云々、 f| ば m 

響 之 事" 薩 I 

〇 內旨 ヲ 佐 竹義堯 一一 下シ 、奧羽 諸藩ヲ 糾合 シ、 以テ 東征 ノ師ニ 應援 セ シ メ 、其 召命 ヲ 止 ム (〕 

秋 田 中 將へ 

就 德川慶 喜 叛逆、 爲 追討、 近日 官軍、 自 東海、 東 山、 北陸 三 道 可 令 進發之 旨、 被 仰 出 候、 其 藩 東北 雄鎭、 奕 葉 名家、 深 知 尊 

王 之 大義 者、 然 ル -ー 奧羽之 諸 藩、 未辨 君臣 之 分 ^注々 有 之、 其藩宜 鼓舞 之、 相 共謀、 可 被 援六師 征討 勢 旨、^:々 御沙汰 候 事。 

追テ、 大小 藩 可 有 登 京 旨、 先般 被 仰 下 候 得 共、 右 應援戮 力 之 向 ハ 不及其 儀、 各 在國蓄 兵力 備粮 食、 可 被專軍 國之務 候 也。 

E ョ 佐竹義  . 

3 月 脩 家 記 

〇 義堯 老臣 受書 

今般、 御內 意之 趣 承知 仕 奉畏入 候、 抑、 朝廷 御 復古 之 折 柄、 叛逆 之 者 有 之、 奉惱 宸襟候 段、 於 私共 モ深奉 恐 入 候、 就テ右 

京大 夫 儀、 年 來國役 多端、 領內 疲弊 一一 及 ヒ 、此節 微力 一一 罷在候 得 共、 舊 來大祿 ヲ賜ヒ 、厚 ク奉蒙 御國恩 居候 儀 一一 御座 候 得 ハ 、 

聊 報恩 之 爲メ、 羽 州 一 國 之儀ハ 、速 二 恭順 欽奉候 様 可 仕 候、 乍 去、 元 來遠境 之 儀、 王化 之 ィ マ ク及兼 候 向ハ、 敎 翁 鎭撫テ 加 

ヱ 可 申、 若 又 順 服 不仕候 苕於有 之 ハ、 斷然 討伐 モ可仕 候、 尤國 内勤 王 之 諸 藩ハ、 大小 一一 不% 夫々 談合 可 仕 候、 總テ 今般、 

正 明 寬大之 御仁 攻、 難 有 奉 敬 承候谈 -ー 御 坐 候 得 ハ 、御 趣意 -1 違 ヒ 不申 様、 精勤 可 仕 候、 右 、ノ 大事 件 之 儀 -ー 御座 候 得 ハ 、 早 


早 右 京大 夫 へ 申 遣シ" 追テ 委曲 申 上 候 様 可 仕 候得廿 r 右 之 趣、 不取敢 、私 ヨリ 御 受舉申 上 候 、以上。 

秋 m 中將 家老 

正月  眞崎 ^  0 

佐 竹 義修家 記 

〇 戸田 氏 共、 京-一至 リ罪ヲ 乞ヒ、 且 伏見從 役者 ノ處分 ヲ禀ス 、明日 、令 シ テ 、 從 役者 ヲ幽シ 、氏 

共ヲ シテ 立 功 自贖セ シム。 

私儀、 去ル 十二 日、 大ぉ ー表發 足、 唯今 京 著 仕 候、 依 之、 旅宿淸 光寺-一 差 扣罷在 候、 此段以 使者 御 屆申上 候、 以上。 

正月 十六 n  戶田采 女 正 

尸 S 氏 共 家 記 

〇 

私家 來、 兼 テ大坂 表 御 取締 被 申 付、 同所 -ー 罷在 候處、 先般 德川慶 喜 上洛 之 節、 俄 -1 供 被 巾 付、 罷登候 途中、 不圆 戰鬭之 事起リ 

驚 入、 淀 表 二 差扣罷 在、 三日 四日 兩日 尸 诀テ手 合 二 加 リ不申 候處、 五日 朝 二 至リ、 無餘儀 場合 二 テ、 先手 之 者 共 ー小戰 -1 及 

候 趣、 其 後宮 様 御 出 進 之 儀 拜承仕 候 -ー 付、 速 -ー 人數引 纏、 大坂天 王 寺 迄 引退 候 趣 -ー ハ 御座 候 得 共、 何分 及 ！ 戰候段 奉 恐 入 候、 

侬 之、 右人 數 引取 來候節 、城外 二 テ 兵器 取揚、 爲相愼 置. &候、 此上 ハ 處置 如何 可 仕 哉、 御沙汰 被 成 下 置 候拔舉 願 上 候、 以上 リ 

正月 十六 日  戶田采 女 正 

氏サ： ハ家記 

〇 ト 七：：： 達 書 

戶 m 采女正 

復 古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 n  六 〇 一 


復 古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 日  六 〇 二 

其 藩 事、 從前德 川 之 家隸 トシ テ、 朝廷へ 奉對 如何 之 儀 モ 有 之 候處、 謝罪 之 道 相 立 チ 、 歸順之 儀 御 許容 被 爲在度 旨、 段々 歎 

願 之 旨 被 聞 食 候、 隨テ 今度 爲 東征、 東 山道 鎭撫將 軍 被 置 候 間、 右 先鋒 被 仰 付 候、 其功獰 二 ヨリ 前 罪 御 宥免可 祁成候 間、 

奮 勵戰鬭 可 仕 候、 右 謝罪 之實 効相顯 レ 候 迄、 出 坂 其 家 來之向 ハ御 預ケニ 相 成 候、 此旨可 相 心得 御沙汰 候 事。 

E  g 戶田氏 

I 月 共 家 記 

〇 郡 山 藩、 旣ニ 守兵 ヲ閽嶺 二 置ク、 且 其封內 ニ屬ス ルヲ 以テ、 平戶藩 兵ト相 策應ス ルノ 命ヲ得 

ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

大和 國倉銀 峠 之 儀ハ、 甲斐 守 領分 二 モ有 之、 且兼テ 御 達 之儀モ 御座 候 -ー 付、 殘黨爲 召 柿、 過日 以來人 數差出 置 申 候、 然 ル處、 

今般、 松 浦 侯 同所 御 固メ被 仰 付 候 一一 付テ ハ 、兼テ W 斐守人 數差出 置候條 一一 付、 相 持 之 心得 ヲ以テ 、互 -ー應 援等モ 仕度 存意 

二 御座 候 間、 何卒 雙方申 合 相 勤 候 様、 表立 御 達 等 被 成 下 置 候 ハ ゝ 、盆 御 威光 ヲ以テ 、格段 行 屆可申 哉 二 奉存 候、 以上。 

柳澤 甲斐 守內 

正月 十六 日  小 牧文作 

〇 批紙  i 

相互-一 應援可 致 候 e  §n 

〇 平戶 藩へ ノ達書 ハ見ル 所 ナシ。 

〇 藤 堂 高 邦、 各 處守衞 ノ命ヲ 奉シ、 且其封 桑 名ト相 近キヲ 以テ、 兵ヲ 京師 ニ出ス コト能 ハサ ル 

ヲ 禀ス。  . 

去ル 十日、 御假建 へ 佐 渡 守 重臣 御 呼 出 二 テ、 此度之 御 趣意 相 心得、 國カ相 應之人 數可差 出 旨、 被 仰 出奉畏 候、 早速 在所 

へ 申 遣 候處、 兼テ 宇治 御 警衞被 仰 付、 人 數差出 置 候處、 今日 之 形勢 故、 猶亦增 人數差 出、 ^警衞 筋 厳重 -1 申 付 候、 然 ル處、 


在所 表 ハ祌宮 へ 相 接、 同所 手當 仕、 南海 竝柬國 ヨリ 皇威ヲ 相 犯、 不盧之 者 御座 候テ ハ 恐 入、 且 接近 之 桑 名、 敲地ト 相 成 候 

事故、 右 等 之手當 -ー テ、 差 向 人 數差出 候 儀 行 届 兼、 奉 恐 入 候、 此段不 取 敢申上 置 候 様、 在所 佐 渡 守 ヨリ 申 付 越 候、 此. は 巾 h、 

候 以上。 

藤 堂 佐 渡 守 家来 

正月 十六 日  宇 野 純. 三 

藤 堂 高 邦家 記 

〇 九 鬼 隆備、 京 一一 至ル 、き g 渡邊章 綱、 織 田 信 成、 疾 ヲ以テ 、老臣 ヲ シ テ 代リ テ京ニ 至 ラシ 厶。 

渡逡章 綱 

綠田信 及 家 記 

〇 外國 事務 總裁 嘉彰 親王、 書 ヲ各國 公使 ニ與 へ、 交際 ノ事、 悉ク舊 幕府 締結 ノ條 約ヲ 邀守ス ル 

ヲ 諭 シ 、且其 本官 ト爲 リ、 三 條實 美、 東久 世 通禧、 伊達宗城、 之 一一 副 タル ヲ吿 ク。 

今般、 天皇 自ラ條 約 被 取 結 候 一一 付テ ハ 、以來 是迄之 通之條 約、 總テ邀 守 可 致 旨 蒙 勑命 候、 且又 拙者 絛、 外國 懸總督 -ー テ 、 

三條 前中納 言、 柬久世 前 少將、 伊達 伊豫 守 等、 右 之 副 -ー 相 成 候、 此段爲 御 知 申入 候、 以上。 

正月  二 品 親王 嘉彰 

英 公 使  - 

ハ ルリ 1、 ヱ ス、 パ— クス 閣下 ^諫 

〇 外務省 記-一 云、 英館及 ヒ外各 館 ノ所藏 皆 同文 二 テ、 皆 二十日 ト署シ 、米 館ハ 二十 一 日 トス、 外國 事務局 日記 中二 ハ、 正 

0: 十六 曰 二 品 親王 嘉彰 花押 トァ リト、 按ス ル -ー、 十七 日、 七 科 總督ヲ 置キ、 嘉彰 親王 ヲ以テ 海陸 軍務 總督 ト爲シ 、十九 u、 

復古 記 卷 二十 一 明治 元年 正月 十六 口  六 〇|ー一 


復 古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 口  六 

正 親 町 三條實 愛、 大坂 二 至 リ命ヲ 傳フ、 tl^i^ 然 レハ. 一 一十 日 以後、 此事ァ ル ノ理ナ シ 、故 二 事務 ほ. 日記 ニ據リ テ、 本 

日 一一 收ム。 

〇 佛、 英 等六國 公使、 書 ヲ東久 世通禱 ニ致シ 、神 戶爭 鬭處分 ノ目ヲ 陳論 ス 。 

去ル 十一 日、 松 平 備前守 家来、 神 戸町、 竝外國 人 居留地 通行 之 節、 不意 - ー各國 公使、 竝當所 在留 人民へ 對シ 致暴發 候^、 阼 ==、 

御門 陛下 之 使節 東久世 前少將 閣下 へ 申述 候處、 右 一 條、 御門 陛下 へ 奏閬被 成 候 問、 如何 ナル處 置 一一 テ各國 公使 ト モ 満足 

可 有 之 哉、 委細 書面-一 テ可申 進 旨、 閣下 ョ リ被申 聞 候 間、 刖左之 通 申 進 候、 

一 無 故外國 公使、 S 其 人民 ヲ襲ヒ シ段、 御門 陛下 之 政府 ヨリ 以 書面、 各國 公使 公使へ ト分詫 入、 且此 以後、 御門 陛下 之 

領分 一一 テ、 在留 ス ル外國 人 テ M テ、 诀シテ 右 様 之 暴行、 再度 有 之 問 敷 段、 急 度 請 合 可 申 事、 尤 公使 共ョ リ、 夫々 國許 政府 へ 

通達 可 有之箦 -ー 候、 

一外 國 公使 共、 竝 在留 諸外國 人へ 對シ、 發砲ス ル様 下知 致セ シ 士宫ハ 死罪 之 事、 尤各國 公使館 附屬 士官 立 合 二 テ 仕置 ス へ 

右 之 通、 如 斯惡行 之 者 共、 無 遲滯^ 然 二 罰セ サ レ ハ 、以後 不法 之 暴行 ヲ防 カサ ルノ ミナ ラス ..雙 方 懇親 之 交際 ヲ全ス ル 仕方 

無 之 一一 ヨリ、 御門 陛下 之 政府 一一 於テ、 右 申立 之 當然タ ル事ヲ 御 承知 被 成 候 趣、 早速 各 公使 井 承 度 候、 

右 之段爲 可得責 意、 如斯 御座 候、 以上。 


伊 國 公 使 

n ン . 

亞 國 公 使 

アル ヒ 1、 

孛 國 公 使 

ヱ ム 

公 使 

、ド テ ク ラ 


禾 0 


ド ラ トウ 1 ^ 


ン ファルケ ン ボルク 


ォ ン， ブ ラ ン ド 


ファン. ホル ス ブロック 


東久世 前少將 

HS  f 外務 

SS マ 省 記 

〇 按スル 二、 本文 飜譯ニ 係ルト 雖モ、 月日 ハ彼ノ 紀元 ヲ署ス へ シ、 別 二 考證ス へ キ書 ナキヲ 以テ、 姑ク 原文 二 從フ。 

o 備前藩 兵、 播 磨姬路 城？ S ヲ徇 へテ、 之 ヲ下ス 。謹  , 

〇| 備前 藩奏狀 

先達 テ 、備前 守 御 屆申上 候 儀 二 付、 姬路表 へ 兵馬 指向、 去就 釓問仕 候 折 柄、 今度 討伐 之 命 被 仰 出 候 m 、於 出先、 去ル 十六 

日拜承 仕、 最早 猶豫難 仕、 直 -ー 攻掛及 砲 發候處 、速 -ー 降伏 仕、 向後 大義 滅親、 朝 命 奉戴 之 外 他念 無 之^ 申出、 爲實効 證人指 

出 候 二 付、 同 十七 日、 城 地、 並 砲 器 等 相預、 堅固 -ー 取締 仕 居 申 候 段、 出先 之者ョ リ右證 書寫相 添、 不取敢 御 屆巾上 候、 尤將軍 

宮へ ハ於大 坂 表 申 上、 可 奉伺 候、 此段宜 敷 御 執 奏奉希 候、 以上。 

池^ 備前 守家來 

正月 二十日  深 井 宇 共衞 

復 古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十六 日  六 〇 五 


復古 記 卷 二十 一 明治 元年 正月 十七 日  六 〇 六 

〇 證書寫 

今度、 王政復古 被 仰 出 候 折抦、 主人 儀、 奉對 朝廷 實-ー 奉 恐 入 候 仕 合-一 付、 尊 藩 等へ 被爲 命、 討伐 之師御 指向 相 成 候 段 

奉 恐 入、 只々 悲泣 愁欵、 大義 滅親之 外 無 御座、 御 軍 前 へ 降伏 開城 之 上、 砲 器 悉御預 申 上、 且 別紙 名前 之 者 共、 爲證人 差 出、 

王師 ヲ 奉迎、 以後 朝 命 奉戴 之 外、 餘念無 御座 候、 微臣 共、 連 印 誓 書 奉 指 上、 只管 哀哭 欵訴仕 候、 以上。 

慶應四 戊辰 年 正月 十七 日  高 須 隼 人 印 

. 本 多 意 氣 揚印 

松 平 孫 三 郞印 

本 多 驛之助 印 

別紙 名前、 

高 千 三百 石 家老  大河 内帶刀 高 千 石 同  松 平數馬 

Jra 111 L3  La 忠 悸再從 兄弟 酉 ト え ヒ P 谰山 藩姬路 

高 三百 石 年寄 一一 一代 目. 席上 座 滔. m ヌ七 良 討伐 始末 

〇 上 杉 齊憲、 德川慶 喜 ノ奏狀 ^上 t  一一 f モなヲ 得テ、 將 二 西 上 セント シ、 福 島 無、 二 到 ル 、是 日、 慶喜 

敗 歸ノ報 ヲ聞キ 、直 ニ引キ 還ル。 

〇 戊辰 事情 二 云、 齊憲、 十五 日 ヲ以テ 發途、 十七 日、 福 島 二 至ル、 會 マ 家老 竹 股 美 作 、江戸 ヨリ 來リ  >  幕軍 伏 見 二 敗レ、 大阪城 

陷ル 等ノ狀 ヲ報シ 、齋蒽 一一 勸メ  、歸藩 熟議 以テ 進退 セ シ ム 、齊憲 、其 言 二 從ヒ、 速ニ旋 歸ス。 

十七 日、 職制 ヲ定メ  、神 紙、 內國、 外國、 海陸 軍、 會計、 刑法、 制度 ノ七科 ヲ置キ 、議定 之ヲ分 督シ、 

參 與之ヲ 分掌 ス、 乃チ 議定 中 山 忠能ヲ 以テ、 神祇 事務 總督ヲ 蒹ネ、 議定 正 親 町 三條實 愛、 德大 


寺實 則、 松平慶 永、 山 內豐信 -ー 內國 事務 總督ヲ 兼ネ、 參與辻 維嶽、 大久保 利 通、 田 宮篤輝 -ー 內國 

事務 掛ヲ 蒹ネ、 議定 副總裁 三條實 美、 議定 晃 親王、 伊達宗城、 參 與東久 世通禧 -1 外國 事務 總督 

ヲ蒹ネ 、參與 後藤 元燁、 岩 下方 平-一外 國 事務 掛ヲ 兼ネ、 議定 副總 裁？； な 具視、 議定 嘉彰 親王、 島 

津 忠義 II、  二 海陸 軍務 總督ヲ 兼ネ、 參與廣 澤眞臣 、西鄕 隆盛 一一 海陸 軍務 掛ヲ 蒹ネ、 議定 副總裁 

岩 倉 具視、 議定 中 御門 經之、 淺野 茂勳、 參與西 四 辻 公業-一 會計 事務 總督ヲ 兼ネ、 參與三 岡 公正、 

小 原忠寛 ニ會計 事務 掛ヲ 蒹ネ、 議定 長 谷 信 篤、 細 川喜廷 一一 刑法 事務 總督ヲ 兼ネ、 參與十 時 維^、 

津 田信弘 一一 刑法 事務 掛ヲ 兼ネ、 參舆萬 里 小路 博 房 一一 制度 事務 總督ヲ 兼 ネ、 參與三 岡 公正、 福 岡 

孝弟、 田中輔 -1 制度 事務 掛 ヲ 兼シム 、又 幟 仁 親王、 白 川資訓 ，ヲ 以テ 、祌紙 事務 總 叙：： ト 爲ス^ 

議定 -ー 非 ス 、乂六 人部是 愛、 樹下 茂國、 谷 森 種 松 

ヲ 事務 掛ト 爲ス 、亦 參與 -I 非 ス 、竝 一一 特選 ナ リ 、 

三 職分 課 

1^ 萬 機ヲ總 裁シ、 一、 

ii^a 切ノ 事務 ヲ決 ス、 

義^ 宮 公卿  事務 各 課ヲ分 督シ、 

讕定 諸侯  議事 ヲ定 決ス、 

京畿 庶務、 及諸國 水陸 遝輸、 驛 路關、 、 

^都、 城、 港口、 鎭薹、 市 尹ノ事 ヲ督ス 

外國 交際、 條約、 貿易、 柘  、 

タ tssv, も餐  地 、育 民ノ事 ヲ督ス 

ま^? 务 海軍 陸軍、 練兵、 守衛〕 

vis^ltt  綏急 軍務 ノ事 ヲ督ス 

復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七！：：；  .： ハ 〇 七 


I 事 所 一一 在リ、 則 議事 宫 タ リ 、又 分課 一一 因テ、 其 課ノ掛 トナル 者、 


復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七 U  六 〇 八 

き 十 A 务 S き 戶ロ、 賦役、 金穀、 用度、 貢 瓛、 營 

會- 一一 一！： 辜 務終督  綺、 秩； *、 倉庫 ノ事 ヲ督ス 

wfesiei  監察、 彈 紅、 捕 亡、 斷獄、 

^法 辜 務^ 督  諸 刑律 ノ事ヲ 督ス、 

ぶ 官職 制度、 名分 儀 制；； 撰^、 

$ 接 穿^ 督  考課、 諸 规則ノ 事 ヲ督ス 

事務 ヲ參 議シ、 

まき  各 課ヲ分 務ス、 

.2: 國 事務 掛 外國 事務 掛 海陸 軍務 掛 

會計 事務 掛  刑法 事務 掛  制度 寮掛 

徵士、 無 定員、 

諸 藩士、 及ヒ 都鄙 有才ノ 者、 撰 擧拔擢 、參與 職 二 任ス、 下 

其 事チ專 務ス、 

撰擧ノ 法、 公議 ヲ執 リ拔擢 セラ ル、 則徵士  二 命ス、 在職 四 年 一一 シ テ退ク 、廣ク 賢才 二 讓ルヲ 要 トス、 若 其 人、^ 器 尙退ク へ 力 

ラサル 者ハ、 又 四 年ヲ延 へ、 在職 八 年 トス、 衆議 ニ執ル へ シ、 

、大藩 三 員、 中 藩 二 員、 

，ま 小 藩 j 員、 

諸 藩士、 其主ノ 撰-一任 セ、 下ノ 議事 所 へ 差 出 者 ヲ 貢. H ト ス 、 刖 議事 二 與 リ 、輿論 公議 ラ 執 ルヲ旨 トス 、貢士  、定員 有テ 年限 ナ 

シ 、其 主 ノ 進退 ス ル所 ニ任ス 、又 其 人 ノ ォ能 二 因テ 、徵士  二 撰擧ス へ シ、 

諸侯 議定 職、 徵± 參與 職、 共 二 改テ、 今年 正月 ヲ以 テ受命 ノ月ト ナシ、 SI^VIM-^f リ 下 參與、 徵士 ノ命ヲ 受ケサ 

ル者ハ 、改テ 貢士ト ナスへ シ、 且新 二、 大中小 藩ノ 定員 テ以テ 貢士ヲ 置クへ シ、 

cig 、四十 萬 、十 萬 石 以上、 三十 \|耆 、一 萬 石 以上、 九 水萍 g  . 

大^石 以上、 キ穩九 萬 石-一至 ル、  パ穩萬 石-一至 ル 孫錄  — 

〇 此^、 神祇 ノ 一  科 ヲ闕ク 、蓋シ 前日 ノ艸案 二 係ル、 其 宣布 ノ 日 ヲ失ス ルヲ 以テ、 此 二 併 錄ス、 叉 藩 級 貢 士等ノ 制 ヲ發ス 

ルハ、 一 一 He 十日、 及ヒ十 一 日-一 ァリ。 


c 

神祇 事務 總督、 被 仰 付 候 事。 

〇 


内國 事務 總督、 被 仰 付 候 事， 

〇 


外國 事務 總督、 被 仰 付 候 事。 

〇 . . 


有栖川 

宮家 記 


彔 仏 で 

山 内鱟範 家 記 


山 階宫家 記 

朿久世 通 祿家記 


^伏 見 宮家 記 

鳥津 忠義 家 記 


海陸 軍務 總督、 被 仰 付 候 事。 

〇 東 伏 見 宮家 記、 一 一十三 日ト 

被 仰 下、 一 紙 相 渡 ストア リ 、家 記、 蓋 シ 誤ナラ ン 。 

〇 

^ 古 記 卷ニ 十一 明治 元年； 止 十七；" 


中 務唧^ 


各 通 越 

土 


各 通 山 


各 通 仁 

岩 


前. K 藏大輔 

£ 前 少 ほ 


階  せ" 

久 W 前 少將 


和 寺 せ 2 

倉 前 中 將 

孿 少 將 


ス、 然レ トモ 、嵯 峨實愛 手記 お g、 十九 E  ノ條- 一、 官外國 掛辭退 被 聞 刀门ノ  ，. ト、 海陸 軍總督 


六 o 九 


M 古 記 卷ニ 十一 明治- 兀 年^ Hf 七： 


會計 事務 總督、 被 仰 付 候 事。 ■ 觀 

〇 


g 法 事務 總督、 被 仰 出 候 事。 5§ぽ 

〇 


お If 務掛、 被 仰 付 候 事。 ^ 

會計 事務 掛、 被 仰 付 候 事。 g ぼぼ 忠 g 

〇 中 山忠能 以下 ノ 宣旨、 皆 原 記ヲ失 ス 、因テ 三 職分 科 囘達甞 ヲ 下 一一 附記 ス、 し 

〇 三 職分 科 囘達霄 

總裁， 


副總裁 


神祇 事務 總督 


六 一 〇 

安 藝 少 將 


細 川お 京大 夫 


黉澤^ 助 


小 原 二 兵 % 


有栖 川帥宮 


兼外國 事務 總督 三 條 前 中納 言 

兼 海陸 軍務 會計 事務 等總督 岩 言 前 中 將 


问桂 

€： 國 事務 總督 

正 親 町 三條前 大納言 

同： WS 


比 白  0 


外國 事務 總督 

海陸 軍務 總督 

同掛 


き 計 事務 總督 

中 御門 中納 言 

同掛 


有栖 川中務 卿お 

六 人部椎 樂 

德大 寺中納 言 

让 將  曹 

Bk 前中納 言 


に 和 寺 宮 


山 石 倉 前中將 


中 山 前大納 な 

樹 下石 ^守 

越 前乂狨 火铺 

1 久保市 狨 

^久 世^ 少將 

後藤 象ニ郞 

S 石 倉 〈1 中將 

旗 澤 ほ：ハ 助 

安 藝 少 將 


兼 制度 掛三 岡八郞 


白 川 三 位 

^森 火 和 介 

土 佐 前少將 

ra お 如 雪 

字 和 S 少 將 

薩 摩 少 將 

西 鄕 之 助 

西 四 辻大夫 

小 京 仁 A  ^ 


復 古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正 H: 十七：：：： 


復古 記 

刑法 事務 總督 

同掛 

制度 寮總督 


卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七 R 


長 谷 三 位 


十 時攝津 


六 一 二 


細 川 右 京大 夫 


津田 出三郞 


^^小路 右大辨 宰相 


一？. 5  p 傣次 


田 中 國之助 


三 


ーノ 

有栖 川せ：： 家 0 

i 山逍總 督府叢 紙 


〇 難 會計掛 伺 書 

私共 儀、 會計 事務 御用 掛ト被 仰 付 候-一 付、 差 掛リ候 事件、 先 ツー 一三 ケ條、 左-一書 取 奉伺 候、 

一 參與席 之 外 -ー、 會計 事務 裁判所 ト申 一 局ヲ、 先 ッ假ニ 早々 御 取 立 被 下 置 候 様 仕度 奉存 候、 

一 天朝 御料 所 之 御 收納素 金、 其 外 諸 蓮 上等 之 儀-一 拘リ候 義ハ、 都テ右 裁判所へ 申出 候 様、 御總督 ヨリ 一同へ 御 觸達被 成 下 

度奉存 候、 

一 右 裁判所 御用 向 之 件々 、私共 二 ォ 4 テ互細 取調、 御總督 へ 申 上、 尙又 御總督 二 テ モ御 評議 之 上、 廉 立候義 ハ 、 外 參與中 へ 

モ御垂 問 被 成 下 置、 可否 御 一 定之 上、 御 下知 一一 隨ヒ、 裁判所 -ー テ御取 計 可 仕 候、 尤 事柄 -1 ヨリ 候テ ハ、 御總督 ヨリ 御處置 

被 成 下 候 様 -ー モ可奉 願 上 候、 

右 之 通、 先ッ 小口 之 順序 ヲ御立 被 下 置候ハ 、 、委細 之義ハ 追々 取調， 可 奉伺 上 候 御 事。 

會計 御用： 《" 


正 月 


國 .2: へ 御 觸面案 、 

王政復古、 萬 機 一 新 二 付、 是迄德 川 氏 領分、 向後 天朝 御領 ト可 心得 者 也。 

附 公事 訴訟 ハ 、內 國単務 裁判所 へ 一 出、 租稅法 運上 等 之^ ハ 、會計 事務 裁判所 へ 町中 出^、 

改 一ぶ 可然， 

□  .□ 紀元 正月 


三 


A 衞 


.21 國事 務總 督印 

會計 事務 總 督印 

^"^革 正錄 


〇 此伺 書、 及 ヒ 草案、 其 施行 セシャ 否 ラ詳ニ セス、 且日ラ 失ス、 姑ク 附記 シ テ 參考 二 供ス。 

Q 蜂須 賀茂韶 ^ヲ シ テ、 其父齊 裕^， ノ遺封 ヲ襲カ シム 03 

〇 茂 韶家記 二 云、 齊裕 存生 ノ  S  、奉 願 置 候 通、 家督 無 相違 被 下 B  、久我 中 納言被 仰 渡、 御朱印 御波 ノ懾ハ 、今度 御 一 新御變 

革ノ折 柄、 列 侯 へ 追々 御 渡 可 相 成、 其 節 一 同 -ー被 下 一一 相 成き、 別段 御演 達ァリ ト 、又 茂韶 家督 ノ願、 齊裕 病死 ノ屆 等、 原文 

ヲ失ス o 

〇 鷲 尾 隆聚、 兵 ヲ率ヰ テ大^ ヨリ 至 


レ 


十六 日 

-I ァリ、 


是日、 隆聚ヲ 召 見 シテ、 之ヲ慰 勞シ、 K§ 明 


隆聚、 及ヒ 十津 川鄕士  二 金榖 ヲ賜フ 


今度、 奉 御内 勅、 紀 州へ 出張、 苦心 盡カ、 御沙汰 之 趣 ヲ相守 候 段 、神妙 

復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七： 0 


鷲 尾 從 

甲 ：！ 食-^、. K\ 一、 感哪 褒^、 ^^-\ー的ー卜 シ =§虎 


一 II 


復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七 日  カー 四 

戊辰 正月 

別紙、 

一 金 K 百兩也 一 現 米 五十石 也 1 張野概 1 

〇 出張 概略 二 云、 右下 賜 候 二 付、 早速 兵士 一  統 一一 分 奥 セラ ルト C 

〇  - 

十津 川鄕士 

今度、 奉 御内 勅、 和 州へ 出張、 苦心 盡カ、 御沙汰 之 趣 ラ相守 候 段 、神妙-一 被 思 召 候、 尙此 上可勵 忠勤 御沙汰 候 事。 

,,J 1 」|  \  3 十 津川鄕 兵 

i 月 十-ノロ 出張 事錄 

〇 市撟長 義二命 シ テ、 日 二 朝 堂ニ參 セシム つ 

市 橋 下總守 

從來 勤王 之 志 深ク、 御 満足 被 思 召 候、 殊 ニ舊臘 九日 以來、 動搖 之砌， 召ヲ 不待而 上京、 厚ク 御喜 悅被 思 召 候、 仍テ 

每朝參 朝 仕 候 様 被 仰 出 候 事 e 

pj  3 ト ヒ日 市橋畏 

正月 4 七日 義家記 

〇 伊達 慶邦ニ 命シ、 獨 カヲ以 テ會津 ヲ討セ シム、 尋テ 錦旗 一 ー旒ヲ 賜フ： 

仙 臺中將 

會津容 保、 今度 德川慶 喜 ノ叛謀 一一 與シ、 錦旗 二 砲 發シ、 大逆 無道、 可被發 征伐 軍 候閒、 其 藩 一 手 テ以テ 木 城 襲擊、 速-一可 奏 

追討 之 功之 旨 御沙汰 候 事。 籠 ぼ 

〇 仙 臺藩記 二 云、 一 一月 十七 日、 錦旗 一 I 旒御渡 相 成、 小 性 頭 坂本大 炊、 護持 歸國仕 候。 


〇 藩 記、 又 云、 初メ御 渡ノ御 書付 ハ、 其 藩 一 手 ヲ以テ 可 襲 搫本城 之 趣 出願、 不失 武道 愤發 之條 、神妙 之 至、 御 満足 一一 被 思 召 

候、 依 之、 願 之 通 被 仰 付 候 間、 速-一 云々 - 一作 ル、 然レ トモ 請願 ノ举ナ キラ 以テ、 二十日-一至 リ、 本^ ト御 引^ -ー 相 成 レ リ。 

〇 柳 澤保申 二 命 シ テ 、枭涌 寺、 及ヒ 洞嶺ヲ 警守 シ 、辻 石山 基 正 ノ 衞兵ヲ 出サ 、ン 厶 ： 

柳澤^ -斐 守 

一 洞 ケ峠爲 衞、 速 -ー 人數 出張 可 致 事、 一 泉 涌寺爲 警衞、 速 -ー 人數 出張 可 致 *、  . 

^之 通 御沙汰 候 事。 

..1 I 柳 ^保 

卫 月 申 家 記 

〇 保 申 家 記 二 云、 泉 涌 寺へ 五 十 人、 洞ケ 峠へ 百 人、 石山 へ 六 人、 差出ス へ キ旨ロ 達 ァリ。 

〇 小 出 英尙、 築城 ノ請ヲ 聽ス。 ■  , 

小 出 伊勢 守 

爲 帝都 御 守衞、 在所^ 部 表 城 地 成功、 以 ^慮、 願 之 通 被 仰 付 候！？ r 

一一" 

〇 興 福 寺儈侶 一一 命シ、 假ニ春 日 社領、 及ヒ 舊奈良 奉行 ノ 事務 ヲ 管 セシム 

•  6：  ノ  V 

舉侶中 

今般、 王政復古、 逆徒 御 追討 之 折枘、 御 繁多 -1 付、 春 日 社颌、 竝附屬 之 向、 且是 迄、 德川 政務 致來候 筋、 常 分 之處， 與福 

寺へ 御 委任 被 仰 付 候 間、 別 常 評議 之 上、 可 有所務 候、 隨 テハ雖 僧侶、 勤 王之逍 、ま 力 可 有 之 旨 被 仰 出 候^: 

正 月 

^、專 務御 川筋 二 付テハ 、僧侶 之 輩 、^チ 二 諸大夫 之 間、 假館 へ 可 罷出候 ¥。  ml 

,^ 十：： ^ 卷ニ 十一 明治 元年 ：丄パ 十七：：：  .  六  一^ 


復古 記 卷ニ 十一 明治： 兀年正 H 十七：：；  -; ハー 六 

〇| 興 福 寺 記 二 云、 十六 日、 a 丸 殿 ヨリ、 奈良 奉行 小 俣^ 勢ハ、 崇？ 謹愼 御沙汰 ヲ待シ メ  、組與 力 同心 ハ 、市中^ 廻リ巾 

付 ラル， 一 一十 日、 奈良 奉行 以下 ヲ招 寄セ、 事務 御 委任 ヲ. S. 聞セ、 歸順ノ 赤心 二 候ハ 、 、 誓紙 血判 可 差 出. S. 聞 候處、 皆々 畏服、 

寺 門 隨從致 度ト實 忠相顯 候， 囚テ 二十 一 =1、 與カ 同心 -ー 元 役所 書記 類 悉皆、 及 武器 等 付 立 差 出、 猶 市中 見廻 鎭撫、 精々 心懸 

ケ 取調 候 樣申付 候、 同一 不九 日ロ 達 書 -1 云、 今般 王攻御 復古、 御 繁多 之 折 柄 二 付、 春 日^領、 並 附屬之 向、 且是 迄、 德川家 

政務 仕來之 筋、 當分之 處、 興 福 寺 可 有 所務之 被 仰 付 候、 尙 近々、 大和 國鎭臺 御 下向 之 上、 諸 向 御 取調 之 義モ可 有 之 候 得 

共、 夫 迄 之處、 急務 訴訟 筋 之 義有之 候 ハ 、 、元 役所 へ 可 申出 候 事、 但元 役所 一一 於テ 、諸 向 定格 极方、 且呼狀 等 ハ 、 是迄通 二 常 

分 可 被 相 心得 候、 且又 事柄 -ー ヨリ 候へ ハ 、東 室 評定 所 へ 相 招 候 義モ可 有 之、 此段兼 テ相達 候 事： 

〇 井伊 直憲、 疾 ヲ以テ 、老臣 ヲ シ テ 桑 名 征討 ノ役 ニ從ハ シメ、 且 四塚ノ 守衞 ヲ 罷メ. ント 請 フ 、 

之ヲ 聽ス。 

今 十七 日、 於大 津驛， 御 總督橋 本 少將樣 、柳 原 侍 從樣御 本 營へ家 來之者 御 召 呼-一 テ、 桑 名 城爲御 追討、 明 卜 八； U ヨリ、 右御兩 

卿 樣御進 發被成 候-一 付" 掃 部 頭-一 モ 追討 被 仰 付 候 間、 人數召 連、 同日 ヨリ 出張 可 仕 旨 被 仰 渡候ュ 付、 精々 人 數召連 候 様 

仕度， 右-一 付、 四 塚閼門 御警衞 御 冤 被 仰 付 候 様 仕度、 急速 御沙汰 御 坐 候 様、 此段奉 願 候、 以上。 

井伊 掃 部頭內 

正月 十七 日  田 中 土 岐太郞 

井伊 底 憲家記 

〇 

今般、 桑 名 征伐 被 仰 出 候 一一 付、 明 十八 日ョ リ出陴 之 儀、 日 割 ヲ以テ 大津表 へ 御 出張 之 段、 御 總督被 仰 出奉畏 候、 然 ル處， 

私饞、 長々 病氣罷 在、 聢々 不仕候 -ー 付、 御 螯師福 井 豐後守 へ 診察 相 糗候處 、別紙 容體 書， \ー  通 -ー テ 、其 後 モ峙々 指 引 有 之、 出陣 


人數 指揮す、 難行 屆奉存 候 -1 付、 御用 柄 -ー 指向 御 願 申 上 候 段 恐 入 候 儀、 且 ハ 不堪 遺憾 候 得 共、 居殘 養生 仕、 少モ 快方^ 第， 速 

二 出陣 仕度 旨、 御總督 へ 相 願 候處、 病 氣之情 實御憐 察 被 下、 御 窺 -ー 可 相 成 趣 二 付、 不^ 止 人 數指饨 方. >s ハ 、 家老^ へ ^巾 

付 遣シ、 私儀 ハ居 殘リ 養生 仕度、 此段奉 願 候、 以上。 

正 rrr 十七 日  井^ 掃 部 頭 

井^ 直憲家 記 

〇 直 憲家記 一一 云、 前條 願書 指 出 候處、 御 承知 之 趣、 卽刻被 仰 出、 後 條モ卽 曰歸城 養生 可 致 様、 萬 里 小路 ョ リ 演達ァ リ、 然 ル 

ニ居殘 養生 ノ 願-一 付、 歸城ノ 儀、 爲念相 伺候 處、 病 氣ノ儀 兼テ御 承知 一一 付、 無 懸念 歸城 養生、 快方-一 候ハ 、 、早速 出張 W 致. 

今般 ハ 家老 人數 引率、 勉勵セ シ ム へ キ旨 演達ァ リノ 

〇 分 部 光貞、 其疾ヲ 謝シ、 且兵ヲ 京師 一一 出 スヲ稟 ス、 光貞、 又 雲母 坂 fl; 警守ノ 命ヲ得 ン ト 

請 ヒ 、 平 戶藩、 長 崎 茂 木 ロノ 戍兵ヲ 撒 セント 請フ、 皆之ヲ 聽ス。 

此度、 御假建 へ 重臣 之 者 被 召 呼、 國カ相 應人數 差 出 候 樣奉蒙 勅命、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 私^ 上京、 精 之 限 御 尜公仕 

度 奉^ 宾得 共、 先年 來ョ リ 半身 不遂、 鬼 角同篇 御座 候テ、 今日 二 出立 仕 兼、 且微綠 之傣、 誠 -ー 少 人数 -ー テ、 猶更桊 恐 人 候^ 共 

以 御 憐^、 乍此 上、 人 數相應 之 奉 蒙 御用 度、 此段 謹テ 懇願 仕 候、 御 序 之砌、 宜御執 や 奉糗 候、 以上。 

正月  分 部 若狹守 

參 與 御 役所 

〇 

去ル 十日、 御 假建所 へ 重臣 之 莕被召 呼、 御 渡 被 成 候 御 書付 一 一通、 且國 カ相應 人数 可 差 出 ほ、 御 口 達 之 趣 難 有 奉 畏^  2 ル虚 

私儀 先年 來 ヨリ 京都 御 警衞罷 在 候 雪 母 坂道 叙 山逯、 厳 ク可申 付 段、 所 司 代 ヨリ 被屮 渡、 乍少 人数 厳重 巾 付、 御^ 衞蓰. ^候 

復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七 H  > 一七 


復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七！；：  六 一八 

且 今般、 入京 御 差 留之諸 藩モ有 之、 私陴星 下、 竝 -ー 領分 之 儀 ハ 、北國 街道 之 儀 二 付、 見張 番所 取 建 人數差 出、 是又 厳重 申 付、 

萬 一 異變 之儀モ 御座 候得ハ 、早速 御 注進 申 上 候 心得-一 御座 候、 旁 右 之 仕 合 -1 付、 少祿之 儀、 人數 引足不 巾、 深 常 惑 心 菌仕居 

候 、依 之、 乍 少人數 、先 不取敢 、以 別紙 御 屆申上 候 通 上京 爲仕 候， 此段宜 御 聞 置 被 成 下 候 樣奉賴 候、 以上。 

正月  分 部 若狹守 

參 與御 役所 

別^ 

今般、 國カ相 應人數 差 出 候樣、 奉 蒙 仰 候 -ー 付、 十： 分 三 拾 五 人、 足 輕四拾 人、 總同 勢參著 仕 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

正月 十七 日  分 部 若狹守 

分 部 光謙 家 記 

〇 

去 ル文久 三 亥年、 京都 御 警衞被 仰 付、 場所 之 儀 ハ雪母 坂道 叙 山 逡ト相 心得、 諸事 厳重 相 勤 候樣、 其 節 所 司 代 ヨリ 被 申 渡、 

當 時相 勤 罷在 候、 今般 一 新 之 折 柄 二 付、 何卒 乍 恐、 從 朝廷 改テ蒙 御沙汰 候 得 ハ 、 猶更以 テ難有 仕 合、 少人數 之 儀 一一 ハ 御 

座 候 得 共、 精 之 限 御 奉公 仕度 存心 -ー 御座 候、 此段宣 御 執 奏奉賴 上 候、 以上。 

正月 十日.  分 部 若狹守 

參 與御 役所 

〇 本 H 批紙 

更-ー 被 仰 付 候 事。 盼 

〇 

於 長 崎 茂 木口、 番所 警衞、 從德川 家 被 付、 人數 出張 罷在候 得 共、 此度之 御 改正、 殊 -ー 肥 前 守 上京 仕 候 -ー 付、 小 藩 人 數少々 


-ー テ モ引 分候テ ハ 、在所 海岸、 別 テ手簿 御座 候 間、 茂 木口 人數 之侬ハ 、爲 引拂巾 皮舉^ 候、 此段舉 何 候、 WI 

松 沛肥前 守 内 

正 or 十七 日  淺山九 郞左衞 門 

〇批 紙 

伺 之 通。 絲浦 S  . 

〇 京 極 高 富、 ぎ is 疆、 餘售疾 ヲ以テ 、老臣 ヲ シテ、 代 リテ京 二 至ラ シム、 是日、 命 シーア、 速 二 

兵ヲ 1^ 師 ニ出サ シム。 

口上 覺、 

今般、 御下問 之 儀 被爲在 候 二 付、 主 膳 正 、速 二 上京 可 仕 之 旨奉畏 候、 然 ル處、 蘀冬ョ リ 不快 罷在、 難 澀仕候 -ー 付、 全快 次^ 

迅連 上京 可 仕 候 得 共、 就 右 不取敢 、家来 差 出 申 候 間、 相應之 御用 モ被爲 在 候 ハ 、被 仰 付 被： 卜 候 様舉麒 ヒ^ R 巾 越 候- 以ヒ。 

京 極 主 膳 正 家お 

I 月 十六 日  个. 9 多 P" 

京^ 高^ 家 記 

〇 萵 富家 記-一 云、 ト七 H  、早々 人數 上京 候 様、 口 達 被 仰 渡 G 

〇 櫻井忠 興、 兵 ヲ 京師-一 出 サン トス 、本 城 守備 ノ 前 命 アル ヲ以 テ、 其 進 止ヲ^ フ、 令 シ テ 之 ヲ 

止ム。  ill 

常 今、 不^ 易 御 時節 二 付、 於 洛中、 相應之 御用 等モ御 坐候ハ 、 、相勒 度 奉^ 候 得 共、 去ル 六リ、 於 御假逑 W 西 is ヨリ 

復古 記 卷 二十 一 明治 元年 正月 十七 =  ソーゴ 


復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七 日  六  一一 ◦ 

門 迄 之 間、 別 テ樞要 之 地 n 付、 木 城 堅固 -ー 守備 仕 候 様 之 御 達 モ 御 坐 候 間、 如； ！： 可 仕 哉 奉伺 上 候 様、 遠 江 守 申 含 越 候 二 付、 ± 

段 申 上 候、 以上。 

松 平 遠 江 守 内 

E 月 十七 日  服 部 淸三郞 

〇 十八 3 批紙 

不及此 儀 候 事。 醫 

〇 池 田 茂 政、 兵ヲ發 シ テ 、旁 近 譜第諸 藩 ノ 向背 ヲ 問フヲ 稟ス。 

今般、 坂 兵 於 伏 見 表 開 兵端、 叛逆 之 色 顯然- 一 付、 追討 被 仰 5,1 奉畏 候、 就テハ 近傍 德川 譜代 之 諸 藩、 去就 難 相 分 候 間、 勤 王 

之 藩々 申 合、 人數指 出、 同心 戮カ、 鎭定 仕度 奉存 候、 此段可 然御執 奏奉希 候、 以上。 

正月 十七 日  備前少 き 

岡 山 藩姬路 

討 が" 末 

〇 松 平 賴聰、 興 正 寺攝信 二 因テ 、謝罪 書ヲ 上 ル G 

臣 賴聰 * 今般、 朝敵 -ー 付、 御 追討 被 仰 出 候 段、 重々 奉 恐 入 候、 右 、ノ 慶喜 上京 -ー 付、 食料 警^: 被 申 付、 從來之 形行不 得已、 

在 坂 之人數 出張 候 由 之 處* 去ル 三日、 於 伏 見 表混亂 中、 ion 軍 トモ 相辨不 申、 誤 テ砲發 仕 候 趣 二 付、 右 様 被 仰 出 候儀ト 奉 

恐察 候、 全 賴聰 所存 -ー 毛頭 無 御座 候 得 共 、偏 -ー 平日、 家 來共敎 諭 不行屆 故 之 儀ト、 後悔 奉畏入 候、 素ョ リ 先非 悔悟 仕 候 間、 何 

卒旣往 之 儀、 御 宥免被 成 下 候ハ、 、向後 奉對 天朝、 屹度 抽 忠勤、 奉 報 御 厚恩 度、 方今 更始 御一新 之 折 柄、 賴聰微 哀御諒 

察 之 上、 從前 之罪遞 御 寛容 之 程、 伏 テ奉欵 願 候、 誠 恐 誠惶、 頓首 謹言。 


松 平 賴聰家 記 

〇 糢聰家 記 -ー 云、 卜 七日、 興 正 寺 御門 跡 へ 御賴ミ 、朝廷 へ 御 歎願 書、 御 差 出 -ー相 成ル。 

〇 東海道 鎭 撫總督 撟本實 梁、 大津 代官 石 原某ヲ シ テ、 舊ニ 仍テ其 地 ヲ管セ シム。 

〇 實梁雜 記 -ー 云、 石原淸 一 郞參陣 、是迄 通 支配 被 仰 付、 冥加 至極 難 有 仕 合 奉存候 旨、 御禮 e. 上 候 事。 

〇 達 書、 原 記 ヲ失ス 、案ス ル 二  、本 月 九日、 淸ー郞 上書 シテ、 前 職 ヲ奉セ ンコト ヲ請ヒ 、及- ヒ十 日、 自ラ京 二 ！？i リ、 其贰心 

ナ キラ 陣硫セ ン コトヲ 請 フ等ノ 事、 實粱雜 記 二見 ュ、 蓋シ是 二 至リ、 始テ 復任セ シナル へ シ、 伹柳原 前 光輒誌 十二 U ノ條、 

淸 一 郞 今度 歸順、 更 二 當所 代官 被 仰 付、 支配 致 居候 得 共、 行 届 兼 候 間、 阿 州 出張 兵 -ー 取締 合力 巾 付ノ文 ァリ、 雜^ ト介 ハ 

ス 、之 ヲ實梁 ニ質セ ト モ 、其 日 詳ナラ ス 、姑ク 本日 一一 收ム。 

〇^ 川慶喜 、戸田 光則 H 時。 一一^き 王ヲ、 酸ま ハヲ シーア、 碓 冰關ヲ 警守セ シ厶、 尋テ 又、 之ヲ 大河 內輝 

照 二 命ス。 

松 平 丹 波 守 

ヒ州碓 冰關所 御 警衞被 仰 付 候 間、 板 倉主 計 頭 申談、 警衞行 屆候様 可 被 致 候。 S 

〇 光 刖家記 -1 云、 同月 二十 三日、 中 山道 櫻 澤警衞 被 巾 付、 碓冰 ノ方ハ 被 差 免 候。 

〇 二十日 達 書 

松 平 右京 亮 

碓冰闢 所 之條、 兼テ扳 倉主 計 頭へ 被 仰 付 置、 猶松平 丹 波 守へ モ御 警衞被 仰 付 候處、 同所 之 侬ハ、 中 山^ 筋 緊要 之 場所-一 

モ有 之、 常節 柄、 別テ ト分 御警衞 行 屆候様 被 成 度 候 二 付、 陸軍 奉行 並 ハ 被 成 御 冤 候 問、 在所 へ 蓰越、 枝 迨 問^ ハ 勿； tr 關所御 

警衞筋 等 之 儀、 丹 波 守、 主計 頭 申 合、 格別 勉勵 、實備 相 立 候 様 可 被 致 候。 i,&§ 

復古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七 日  六 ニー 


復 古 記 卷ニ 十一 明治 元年 正月 十七 =  六 ニニ 

〇m  二十 五 日 板 倉勝殷 申請書 

今般、 碓 冰御闢 所、 松 平 右京亮、 主計 頭兩 人へ 、厳重 御 守 衞被仰 付 候 付， 如何様-一 モ勉勵 仕、 通行 等 相 改可申 候 得 共、 京都 表 

ョ リツ， 一 御 使 へ 、萬 一 藩士 多人数 隨從 、兵器 ヲ檇 通行 仕 候歟、 又 ハ 勅命 之^ ヲ以、 薩、 良 其 外 之藩ヒ S 能 通 候 節、 通 方 如何 相 心 

得 可 申 哉、 右 之 段差 向舉 伺候、 急速 御^被 成 ド： ^橾 仕度、 舉存 候、 以上。 

.  板 倉主 計 頭 家来 

正月 廿五 H  S 逯潤 之 助 

〇 附札 

京都 御 使 ハ 、勿論 勑命 一一 候 得 ハ 、各藩 二 テ モ 相 通 可 申、 尤 粗暴 之 所 粱等有 之 候 ハ 、 、臨機 之 取 計 可 有 之 候。 I ズ^ 
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夂、， 、 


總括兼 藝 修 
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復 古 記 卷ニ 十二 

明治 元年 戊辰 正月 十八 日 

〇 正月 

十八 □ 、議定 正 親 町 三 條實愛 ヲ大阪 二 遣シ、 征討 大將 ^ノ 印ヲ嘉 钐 親王 二 授ケ、 且大將 軍及ヒ 

將 士ヲ犒 フニ 

〇 東 伏 見 宮家 記 -ー 云、 十八 日子 刻 頃、 以 勑使正 親 町 三條前 大納言、 自文將 軍 以下 至 兵 ± 賜 酒肴、 自 天朝 賜 征討 大將軍 御 

印章、 圖如左 


〇 嵯哦實 愛 手記； S| 一一  云、 十八 日、 命ヲ 奉シ テ將？ "へ 御 使 下向、 十九 U  、宮、 海陸 軍務 總督被 仰-卜 一 紙 相 渡、 又宮、 參謀以 

下 軍卒 等へ 酒肴 被 下 料金 三百 五十 兩。 

〇 織 田 信 親ノ請 ヲ聽シ 、塚 原ノ 守衞 ヲ 罷 ム " 

復 古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 H  ,パ 二三 


復 古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 n  六 二  g; 

依願、 城 州 塚 原 御 敬ー|!3 衞被 免 候 事、」 隱. |ii 

- 亲 V？ 一一 一" 

〇 信覩家 記、 申請書 原 記 ヲ失ス C 

〇 山內豐 信、 書 ヲ上リ 、征討 ノ 命令！ 途 一一 出 テン コトヲ 請フ G 

今般、 德川領 、川 ノ井始 松 山、 高 松 等 御 追討 被 仰 付、 土 佐 守 へ 四 國筋御 委任、 錦旗 頂戴 被 仰 付 候 -ー 付、 國 許へ 相 達 次第 勑 

命遂 奉、 早速 出陣 可 仕 ト奉存 候、 然-ー 此頃拜 承 仕 候 -ー ハ、 將軍仁 和 寺宫， 御 都合-一 ヨリ 四國 筋へ 御 發向ノ 趣-一 モ粗 奉伺 候、 

左 候咭ハ 、於 出先、 萬々 一 如何 ノ行逯 モ出來 可 仕 哉ト、 於 私深ク 心痛 仕 候 、何分^ 御 詮議 ノ上、 御 命令 御 一 途 一一 出 候 様、 急速 

御沙汰 被 仰 付 度 奉存候 e  . 

正月 十八 日  山. 2： 容堂 

山 内豐範 家 記 

〇 指令、 原記ヲ 失ス。 

〇 海陸 軍務 總督 島津 忠義、 表 ヲ上リ 、其 職及ヒ 家臣 西鄕 隆盛 ノ參 與ヲ 辭ス。 _ 

咋 Rvi 陸軍 總督之 奉 蒙 命令、 武門 之 其 加不過 之、 難 有御受 可仕俱 御座 候 得 共、 得ト 熟考 仕 候處、 共 馬 之權不 容易 皇國 之 

大事 件 二 御座 候得ハ 、若年 不才 之 者、 全 ク其任 一一 不當、 只 員 二 備 候而已 二 テハ、 朝廷 \ 一 御失禮 深 奉 恐 入 候 -ー 付、 何卒 御 

斷申ヒ 度 御座 候閒、 宜敷御 執 奏奉願 候、 以上。 

正月 十八 日  薩 摩少將 

島津 忠義 家 記 

〇 

西 鄕 士ロ 之 助 


右 者、 先達 テ衮與 被 仰 付、 且 今度 可 爲徵士 被 仰 付 候 旨、 御沙汰 相 成 候 得 共、 吉之助 儀 手許 差 支 之 儀 モ有之 候 -ー 付、 相 

當之者 不日 爲 交代 差 出 可 申 候 間、 何卒 御免被 仰 付 被 下 度 奉 願 候、 此段宜 敷 御 執 奏奉糢 候、 以上。 

正月 十八 日  薩 摩少將 

島津 忠義 家 記 

〇 二 書ノ批 答、 考フ ル所ナ シ。 

〇 是ョ リ先、 肥 後 藩 一一 命シ テ 、延岡 藩 兵抗敵 ノ狀ヲ 責問セ シ厶、 是日、 肥 後 藩 ぼ パ^ 狀 ヲ上ル 

.3: 藤 備後守 家來池 內善藏 ヨリ、 備後守 入京 被 免 被 下 候 様トノ 願書 取次、 頃日 差 出 申 候處、 備後守 人數， 官軍  一一， M ヒ及發 砲 候 

哉 之 御 聞込 モ被爲 在 候 -ー 付、 尙得ト 承 亂申上 候 様 被 仰 閬奉畏 承 亂候處 、大阪 詰 \ 一家 來原小 太郞ョ リ、 別紙 害 付 差 出 申 候、 

右 ハ弊藩 迄 之 書付 二 付、 其 儘 二 テ 、ノ 文體 不都合 之 儀 候 得 共、 引取 書 二 仕. 萬 一 趣意 違 トモ 相 成候テ ハ 奉 恐 入候锬 一一 付、 其 儘 

差 出 申 候、 備後守 人數、 華 城 警衞ト シ テ野田 口 迄 差 出 候 迄 -1 テ 、官軍 一一 向 ヒ 發砲 仕候侬 尸 毛頭 無 御座 趣、 別紙- \ 一通 一一 付、 何 

卒願之 通、 備後守 入京 被 免、 相 應之御 ffl 被 仰 付 候 様 奉 願 候、 以上。 

細 川 越 中 守. S 

正月  池 1 踪 ^ 衞 EJ 

去 冬、 備後 守被爲 召 候 -ー 付、 先 供 之 人數、 乍少々 爲差 登. 舊臘 著阪仕 候處、 其 砌伏見 表 -ー テ 、新撰 組 等 隠然 干戈 之^ ヲ 相 

候 哉 -ー承 リ及ヒ 、從來 之 御 恭順、 下輩 之 跦忽ョ リ不 容易 次第 相 成候テ ハ 、御 復政之 思召ト 相戾リ 可. S. 、寳二 御大 切 之 段， 閣 

老へ罷 出 申 上 候處、 追々 人 數モ爲 引取 候樣可 致ト之 御模樣 二 有 之、 其 後、 去ル 二日、 大造之 御人數 北行 之趣傳 聞仕攸 -1 付、 

同夜 塚 本 右 衞門ト 申^、 參政 へ 差 出、 是迄御 恭順 之 道モ被 爲盡、 笼 -ー 至 リ御不 條理之 儀 有 之候テ ハ 不可 然段 、厘々 巾 上 候處、 

诀テ左 樣之筋 -ー 無 之、 尾、 越 兩老侯 御 下阪 之砌御 勸メ之 僙モ有 之、 俄 二 御上 京 被 仰 出 候 哉 -ー 付、 其 時 - 一至 リ御^ 筏 御 願 二 テ 

復古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 =  二 ハニ五 


復 古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 B  二し 一六 

、 、且又 御 不恭頂 二  ^成 候 問、 不得止 次第 ト被答 候、 同 四日 曉， 野 田 口 警衞被 申 付 候 -ー 付、 德應內 藏進ト 申 者 登城、 監察 へ 御 

逢 申 上 、上様 相 伺、 萬々 一 御不 恭順 之侬 二 押 至 リ候テ ハ 、是迄 之 儀 水 之 泡 二 歸可 申、 御 見込 如何 哉ト相 伺候 處、 瞹眛之 

御 挨拶 矣 共、 譜代 家 之侬、 且御 鞅掌 中不得 ± 情實モ 有 之、 御城 中 御 警衞丈 ケ之锬 ハ御受 可 仕 段 申 上、 北 テ M 候テ ハ 一 歩モ 

不進 心得 ，1 テ 引取 候 上、 同日 夕、 乍少々 人數差 出、 戰爭之 始末 ハ 不相辨 候 得 共、 前後 甚タ 懸念 之 意 モ有 之、 御 恭順 之 御筋ハ 

一 層 御 I シ不被 遊唉テ ハ 、御 素总 二 相 厌リ候 段、 反覆 閣老 へ 申 上 候處、 同 七日、 豈圖 哉、 御 空 城 一一 相 成 候 旨 承知 仕 候閒、 其 儘 

人数 引取 申 候、 然ル處 、此度 天朝 ヨリ 御 不審 之 筋被爲 在、 被 ± 入京 候 旨 御沙汰 有 之、 誠 二 以奉恐 入 候、 全 赤心 貫徹 不仕、 德 

川 家 比 度 之 次第 ト相成 候 段、 其 罪 不可 遁、 加 之、 警衞 之人數 倉卒 二 差 出 候 段 重々 奉 恐 人 候、 勿論 備後 守條 ハ 聊 承知 不仕 出 

先 一一 於 テ輕卒 之 取計ョ リ右之 次第 一一 相 及、 何共 恐 入奉存 候、 依 テ阪邸 へ 相 愼罷在 候、 此段 幾重 一一 モ御憐 察 被 成 下、 備後守 人 

^鉀差 冤、 相應 クー 卸 用 被 ra: 付 候^、 贵藩ョ リ御執 成 被 成 下 候樣、 只管 御 侬糗申 上 候、 以上。 

ーズ，  s 藤備後 守家來 

正月 十八 日  原. ^太き 

內藤政 擧家記 

〇 本多忠 貫、 鷲 尾 隆聚、 其別邑 ヲ收メ シノ狀 ヲ具シ 、奉 上他ナ キノ 意ヲ 陳ス。 

當月十 一 日、 鷲 尾侍從 殿、 御 使 ヲ以テ 、河 内 守 領分 河 州 長 野 村役場 詰 家來之 者、 御 呼 出 二 付罷出 候處、 今般、 勑命之 趣 御請 可 

仕 哉 之 段御尋 -ー 付、 役場 家 來之者 御請 難 申 上 -ー 付、 早速 主人 河內守 へ 申 聞 候 上、 御請 可 仕 候 間、 勢 州 神戶表 へ 引取、 夫 ヨリ 

山 田 表 河內守 へ 申 聞 候 -ー 付、 遠路 之 俵 故、 十日 之 御 日 延奉願 候處、 御聞屆 二 相 成、 右 役場 之條 ハ 一 旦御 引渡 申 上、 同月 二 有 

之 候 品々 御附 立、 御 封印 之 上 御 預リ相 成 候 段 申出 候 二 付、 河內守 具 -ー 尜敬承 候、 右 勑命之 儀 奉 背 候存意 毛頭 無 御 坐 候 二 

付テ ハ 、早速 爲御詣 上京 可 仕 之處、 兼々 兩宮之 儀 ハ 、被 仰 出 候 御 儀モ有 之、 御 守 衞之儀 ハ 勿論、 神領 取締 等 仕 候 -ー 付、 上 

京 難 仕、 K 之、 使者 ヲ以テ 御請 奉 申 上 候、 以上。 


木 多 河内 守 使^: 

正月 十八 日  神 谷 平 左衞門 

本 多 忠^ 家 記 

o 石 川 成 之、 森 俊 滋、、 S? き 日千月、 京 二 至リ、 i-lfesl 岩 城隆 邦、 老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至ラ 

シ 厶、 | 纖難 片桐貞 篤、 兵ヲ 京師 二 出シ、 仙石久 利、 | ま寸封 , 萬 石 石 藩、 京 極 高 厚、 山陰 道鎭 撫使ノ 令ヲ以 

テ、 兵 ヲ生野 M 、二 出スヲ 稟ス。 

今般、 於 御假 殿、 國カ相 應之人 數可差 出 旨 被 仰 渡奉畏 候、 依 之、 在所 有 合 之 人數、 竝泉州 海岸へ 出張 罷在候 者 共 引 揚ケ、 

昨夕 到 著 仕 候、 此段御 屆奉申 上 候、 此上 相應之 御用 向 被 仰 付 被 下 候 尸 、難 有 仕 合奉存 候、 以上。 

片桐主 膳 正家來 

正月 十八 n  川上 爲右衞 門 

參與 御 役所 

〇 

但馬國 生 野 銀山 代官 元締 共、 妻子 -ー 至 迄 召 柿 候樣、 京 極飛驊 守家來 へ モ申 越、 人 數差出 候 様、 西 園 寺 様 附添之 向 ョ リ被相 

達 候 -ー 付、 當月 十四日、 在所 表ョ リ人數 差 出 候 段 申 越 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

仙 石 讚岐守 家來 

正月 十七 RI  島村慊 m 

仙 石 政 固 家 記 

〇 

復 古 m 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 日  六 二 七 


復古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 n  六 二八 

但馬國 生 野 銀山 代官 家族 共 召 柿 候 様、 出 石 藩 ト申談 、人 數差出 候 様、 西 園 寺 殿御 附添 之， M ョ リ被相 達 候 3:1.5. 通 -ー 付、 常；：：； 

十四日、 人 數差出 候 趣、 在所 表 ヨリ 中越 候、 此 段御屆 奉. e- 上 候、 以上。 

京 極 飛驊守 家來 

正月 十八 日  窪 田 逸 作 

1;乂1： 藩 記 

o 雜豐岡 藩 上. 

先般、 西 園 寺 殿御 附添 之お ョ リ御達 二 付、 但馬國 生 野 銀山 表へ 人数 差 出 候處、 於 彼 表 御 秫押相 我 候 -ー 付、 人數 引取 候 様、 

猶又御 達 有 之、 去 十六： n  、人數 引取 候 旨、 在所 表 ヨリ 申 越 候 間、 此段御 屆申上 候、 以上。 

京 極飛驊 守 家 來 

正月 二十日  窪 田 逸 作 

登 岡 藩 記 

O 雜出石 藩 上 串 書 

去ル十 七日-御 屆奉申 上 候 但馬國 生 野 銀山 表 へ 人 數差出 候處、 同所 取 押 モ 相濟候 二 付、 人 數差出 候 一一 不及 旨、 於 途中 其 向 ョ 

リ 被 相 達 候 -ー 付、 去 ル 十六 日、 在所 表 へ 人 數引揚 候 旨 申 越 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

仙 石讚岐 守家來 

正月 二十 一日  島 村慊甫 

出 石 藩 記 

〇 外國 事務 總督 東久世 通禧、 書 ヲ各國 公使 二 贈リ、 事務 掛岩 下方 平及ヒ 伊藤博文 等ヲ シテ、 權 


二 兵 庫. 奉行 ノ事ヲ 管理 セ シム ルヲ 吿ク： 

以 手紙 致 啓上 候、 然 ハ 岩 下 佐 次右衞 門、 伊藤 俊 助、 中島 作 太郞、 寺 島陶藏 へ 兵 庫、 神戶町 運上 所 -ー 於テ、 諸事 取扱 之 役場 申 付 

候 間、 兵 庫 奉行 ト可申 名目 之 役場 相 立 候 迄 之 間、 御 方 一一 於テ 奉行 同様 諸事 引合 可 被 成 候、 尤、 右 四 人 内 -ー テ、 太陽日 之 外、 神 

戶 へ 爲相詰 可 申 候 間、 左様 御 承知 可 被 下 候、 以上。 

辰 正月 十八 日  柬久 世前少 將通禧 

it  W 

米 里 堅 公使 

セネラ 1 ル ファルケ ン ボル ク 閣下 ^ J 

〇 外務省 記 二 云、 此書 " 米館ノ 所載-一 係ル 、他 館 モ亦皆 之 ァリ。 

〇 是 ヨリ 先、 舊長崎 塞. 行河津 祐邦官 守ヲ棄 テ去ル 、時-一 土 佐 藩士 佐々 木 高 行、 ^ 薩摩 藩士 松 

方正 義歸， 等、 本 地 二 在リ、 變ヲ 聞キ、 馳セテ 奉行 邸 二 抵リ、 僚 吏 ヲ論シ 、衆庶 ヲ安 撫シ、 肥、 筑 

以下 卜 三 藩士 ト謀リ 、會議 所 ヲ置キ 、權 一一 內外ノ 事務 ヲ 管理 シ、 急 ニ狀ヲ 京師 二 奏ス、 ny!z 、乂 

之 ヲ各國 領事 ニ吿ク G 

〇 十六 日 會議所 布告 書 

當地 奉行 引拂候 一一 付テ ハ 、土地 一 體之 事件、 追テ御 下知 有 之 候 迄ハ、 諸事 各藩 竝 土地 之 役人 衆議 之 h 、萬^ TO: 役所 -ー ォヰテ 

相 诀候閒 、浮說 等 不申觸 致、 安心 商業 相 營可申 候 事。  ， 

復古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 H  六 二 九 


復 古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 日 


六 一一 10 


辰 正 0: ト 六 


曰 


長^ 踩記 

吉井正 澄 手記 


〇 十五 日各國 領^ 肥筑ー 一 藩士  -ー  膾ル. 


箭 


大守へ 


政府 之 命令 一一 侬テ 、長 崎 奉行 退 帆 後、 市中 警衞 向兩所 へ 相 渡 候 依、 長 崎滯在 之條約 ：！； 各國 コ ンシュ ルへ， 正月 十四日 附、 長 

崎 奉行 ヨリ 之 書翰 落手 セリ、 隨テ 何方 一一 テ 公之 事務 取扱 相 成 候 哉、 我等へ 告知 ァラ ン事ヲ 希フ。 

於 長 崎 千 八 百 六十 八 年 第一 一月 八日 

葡 國岡士 

英 國岡士 

孛國岡 士 

亞 國岡士 

佛 國岡士 

白 國岡士 

繭國 瑞西國 兼岡士 

テネマ ルク 國^  ± 


1 口 II レ. 1 口 

ルキ ュ スフ ロウル 

チャルト リンド 1 

レ t II レ 

ソ ョ ノ 

レ 1 , キ 

テリ ャ ン 

-ン フリング 

シキフ 


テ ー ェ 

ェ ル 

セ 1 ァ 

エフべ 1 


長^ 踩 ^ 

吉井正 澄 手記 


〇 肥筑ー 一 藩士 答 書 


千 八 百 六十 八 年 第一 一月 八日 附之 書翰 落手 セリ、 長 崎 奉行 退 帆 後、 公之 事務、 何方-一 テ 取扱 候 哉 承知 被 致 度 in 被 中越、 承知 

セリ、 右ハ 朝廷 ョ リ其 任職 之 モノ 被 差 越 候 迄、 西 役所 一一 ォ 4 ヲ在崎 之 各藩、 竝 土地 之 役々 申 合、 諸事 是迄之 通 取 計候侬 二 有 

之 候、 此段 及囘答 候。 

慶應四 年 正月 十六 日  肥 前 藩 


筑 


士 


Ja 長^ 驟記 

r 吉井正 澄 手記 


各國岡 

〇 十五 日各國 領事 書柬 

長 崎 運上 所 司 長 

1 明日 蓮 上 所 -ー テ、 各 國岡士 集 會可致 儀 御 廻文 有 之、 右 御 答申 上 候 ハ 、拙者 共 面 會致候 國主御 姓名， s 集き 之 事柄、 最前 承 

知 致 度 候。 

千 八 百 六十 八 年 第一 一月 八日 

葡岡士 

米 m 

孛 岡 士 

白 岡 - 

和蔺 岡- 

佛 岡 . 

丁抹 岡. H 


セ 1 U ウレ イロ 

マ ルキ ュ スフ ロウル 

リ チヤ ル トリン u — 

セ II ァ テリ ャ ン 

エフべ 1 ンブ リンク 

リキ  1 


m 古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 = 


I シ 


六 三 


ヰ フ 

畏^ 驟^ 


復古 記 卷ニ 十二 明治- 兀年正 =： 十八 n  六 一一 ニー 

〇 書中、 所謂 廻文 原記ヲ 失ス。 

〇 運上 所 答 書 

千 八 百 六十 八 年 第二 月 <； 日 附之甞 翰 落手 披見 セ リ、 右ハ 鎭臺當 地 引拂候 -ー 付、 朝廷 ョ リ其 任職 之 モ ノ被差 越^^ ハ 

崎 之 各藩、 S 土地 之 役々 申 合、 諸事 是迄之 通 取 計 候 儀 及 吿知タ メ  、左 之人數 面き 致候饞 一一 肓之 唉、 此段 及囘答 候。 


慶應四 年 正月 十六 日 


長 


所 


^國 岡士 宛 


^州 藩 沖 直次郞 

筑前藩 栗 W  貢 

肥 州 藩 重 松 善 左衞門 

對州藩 岩 崎浪江 

島 原 藩 石 川 治 部 右衞門 

唐津藩 杉 江 會輔 

五島 藩 奈 留 帶 刀 


土 州 藩 

宇 和 島 藩 

平戶藩 

大村藩 

長 寄 凝 

古 井 正 澄 手記 


宮村莊 之 

石 津藏六 

佐々 木 三四郞 

井關 齋右衞 門 

服 部 源 五 右衞門 

稻 垣 治 部 右衞門 


〇 


在 


辰 正月 十七 日、 於 運上 所、 英岡士 ト筑前 栗 田 貢、 肥 前 副 島 次郞、 薩州松 方 助左衞 門、 土 州 佐々 木 三 ra 郞應 接、 

n ンシュ ル、 

奉行 之 沙汰 -ー ハ 筑前、 肥 前 二 預ケ置 候 趣 承知 罷在、 諸國 ヨリ 御預リ ノ儀 承知 致居不 申、 

其 儀 ハ 諸 藩 談判 ノ上治 定致笞 ノ處、 無 其 儀 奉行 被 引拂候 一一 付、 差當リ 奉行 代 勤 無之テ ハ 不相叶 候 一一 付、 諸 藩 申 談取計 候、 

尤、 京都 ヨリ 御 下知 迄 之處、 


何時 京都 ョ リ委任 ノ鉀方 被參候 哉、 

其 儀 ハ 定テ難 申、 之 内 一一 ハ 被^ 癀レ I 

左 候 へ ハ 、其 御 許 方 -ー テ 取締 被 致 候 哉、 

其 儀 ハ 諸 藩 一 統申談 取 計 致 シ 候、 旣 一一 此程、 書翰 ヲ以テ 掛合 候通リ 、 

薩摩、 筑前、 土 佐、 肥 前 -ー テ御取 計 相 成 候 哉、 

左 樣-ー テ無 之、 咋日之 書翰 中ノ 名前 之 モノ、 在留 ノ 十四 It ひつ 人 二 テ取 I 候、 

交易 ハ是迄 ノ通ュ 候 哉、 

何レ 京都 ヨリ 御沙汰 迄 ハ 、是迄 ノ 通 、 

只今 迄 御咄ノ 趣、 各 國岡士 へ 御告 知 被 成 候 方 可然、 

咋日 此方 ョ リ遣シ 候 書翰 被 差 返候ハ 、 、委ク 霄載相 送 可 申、 

此節應 接致疾 事件 ハ 、奉行 猥 一一 被 引拂候 儀不相 分、 當地 之儀ハ 外力 國ト ハ違ヒ 、各國 交易 ノ 地-一 付、 不都合 有 之候テ ハ 不相 

濟候 -ー 付、 我々 西 館 へ 罷越 候處、 最早 奉行 被 引 拂候後 二 テ 、地 役人 申談、 是迄之 通 取 計 可 申 候、 尤、 お 地 取 計 之侬、 ^十五 □ 

早朝、 都へ 申 送リ、 速 一一 奉行 代 被 參候様 申遣シ 候. 交易 其 外 取締 之 儀、 諸 藩拉地 役人 申 談取計 候、 尤.、 肥、 筑預 リノ^ ハ 、^行 

被 申 殘候迄 一一 テ、 未 タ兩國 承知 不致内 被 引拂候 一一 付、 無 據居合 之 諸 藩、 竝地 役人 申 談取計 候 事、 

今日 罷出 候ハ、 只今 ノ趣 承リ度 タメ 罷越 候、 穩便ノ 御 取 計 大慶 一 一存 候、 

各國 へ對シ 迷惑 相掛 間敷爲 一一 付、 右 ノ趣各 國岡士 へ 通達 可 被 致 事、 

其 許 方 -ー テ 交易、 其 外 萬 事是迄 奉行 被 取 計 候 通 二 候 得 ハ 、宜 敷、 

於 英ハ、 日本 内亂 -ー不 相拘候 事、 

英人 -ー對 シ事有 之 節 ハ 、諸 藩見當 二 致 候、 御 許 方 多人數 一一 テ 、面倒 ffl 掛リ ハ 不致候 哉、 

S 古 お 卷ニ 十二 明治 元年 正お 十八 n  .> 三 三 


復 古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 日  六 I 一一 g 

其儀ハ 一人 -ー 相談 相 成 候 得 ハ 、 一 統 申談睽 事、 

書翰 杯 ハー 人-一 御當 一一 テ宜 敷、 其 儀 面倒 一一 候 得 ハ 、運上 所當テ 一一 相 成候テ モ 宜敷、 尤 姓名 御 入用 二 候ハ、 、今日 ノ四 人當テ 

二相 成 候 テモ宜 敷、 

運上 所 司 長 宛 書翰 差 出 可 申 旨ノ寄 翰、 御 遣 シ被下 度、 叉 運上 所 司 長 ヨリ 書翰 參リ候 ハ 、 、諸 藩 御 申 談ノ事 ト相ひ 享宾 事、 

事柄 一一 寄リ ー兩人 一一 御 逢 願 候 儀 モ可有 之、 

其 儀 ハ 宜敷、 

奉行 被 引拂候 二 付テ ハ 、各國 交易、 S 人命 -ー 相拘リ 候義、 御請 4 口 之 書翰 申請 度 候、 

其許ョ リ只 今迄 應接之 趣、 書翰 -1 テ差出 可 申 候、 

鬼 モ 角、 各國 n ンシュ ル當 一一 テ 、書翰 御 差 出 可 被 下せ、 

人命 之 侥ハ 、外國 人 不法 相 働 候 節ハ、 夫々 手 當可致 候 事、 

其儀ハ 事柄 次第-一 テ、 今日 申立 候 次第 ハ 、是 迄ノ通 ノ義ヲ 相尋候 迄-一 御座 候、 

其 許 方 之 御 取扱 相 成 候 依 ハ 、御 國主之 命 二 候 哉、 

左様、 

帝ョ リ勑定 有 之 候迄ハ 、都 テ是迄 ノ通ト 申 儀 之 御 書翰 相 願 候、 

其 許 方 一一 テ、 運上 御 取 立 一一 相 成 候 哉、 

只今 迄 申立 候義 ハ、 ミ-ー スト ルョ リ 命令 有 之 候 迄 之 簾 二 御座 候、 

此方 モ同 様、 

各國 商人 共、 其 許 方 へ 運上 相 納候様 可 申 聞 候 事、 

. 不時 之蕤有 之 節 ハ 、急速 -ー 岡士 へ 爲御知 可 被 下 候が、 


當地 -ー 、兵. H 何程 有 之 候 哉、 

凡 六 百 人モ有 之、 其 外 諸國ョ リ 多分 ノ 兵士 參リ 居候 -ー 付、 安心 可 被 致 事、 

其 侥承リ 安心 致 候、 各 國岡士 へ 、其 趣 爲相知 可. S. 候、 

頃日 ハ 見廻 リ無之 様 見 請 申 候 -ー 付、 商人 共 終夜 番兵 致 居候、 

其 逸ハ、 是迄ノ 通 見廻 リ候様 達 置 候 得 共、 全 ク不行 屆之儀 ト存候 一一 付、 早速、 是迄ノ 通 見廻 リ候 様相 達 候 -ー 付、 商人 番兵 之 

義， 、被 差 止可然 候。 « 井 #f 手 読 

〇 

正月 十八 日、 隙 州、 肥 後、 筑^、 肥 前、 土 州 藩 t 通 辨平井 義十郞 調 役、 竝 高木 淸右衞 門、 福 田 大之丞 、定役 山 口 源 之 進、 侦 

岡丄 へ 應接 書、 

眩 

\ゃ 

奉行 出帆 ノ節、 肥、 筑之兩 家 へ 御糗 二 相 成 候 由、 御 引 fl -ー 相 成 候 哉、 

此義、 肥、 筑之兩 家 へ 達 ハ 有 之 候 得 共、 奉行 差 急 キ乘船 相 成、 國許 へ 掛合置 候^ 共、 遠路 之 儀 二 付、 未タ 主命 無 之、 何レ トモ 

主人 ,ー オイ テモ 天朝 へ 伺 不申テ ハ 、預リ 候 儀 モ有之 間 敷、 今暫ハ 延引 可 致、 

常節、 長畸 攻府ハ 、何方 ト 心得 可 申歟、 

奉行 ハ 無 之 候 ト モ 、政府 ハ 有 之 候 儀 一一 付、 在畸之 諸 藩、 土地 ノ役々 申 合、 其 處置取 計、 何 レ 共 天朝 ョ リ 命令 有 之 候 迄、 外國 

交際 ノ地 -ー 付、 差 支 無 之 樣取計 候 事 -ー 候、 

帝都 二 アルト ィフ 事、 只今 承リテ 知ル事 也、 各 |^、ハ 藩 二 テ長崎 警銜有 之 候 ハ、 巾分ハ 無 之、 外 潘ト御 申 合 有 之 依 一一 候 

ハ 、 、我 商民ト モ へ モ申 聞、 兵 庫 へ 罷越可 申、 尤、 兩家 一一 テ御引 請 御 取 計 有 之 候 ハ 、 、自分 二 ォ ノ- テ巾分 ハ 無 Z 、公お へ 巾 

I ス へ シ、 

很 古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 日  ，ン 一一 一 五 


復古 記 卷ニ 十二-明治 元年 正 HJ 十八 n  -; ハー 一一，； ハ 

只今、 國主 へ 伺 置 有 之、 差 圖無之 候テ ハ 、左右 聢ト申 力 タ シ、 奉行 明キ 中-一 付、 諸 藩 打 寄 取 計候義 二 有 之、 B 本 ハ ^  -ー  帝ァ 

リ、 夫 ヨリ 大君へ 預 ケア ル職 ナリ、 何事 モ 帝ョ リノ 命令 ニ隨フ へ シ、. ぉ府ハ 大君， ー限ル 事-一 アラス、 朝廷 ヨリ 差 圖無之 

内 ハ 、何レ 二 モ取計 候事ナ ラス、 公使へ 伺候 事ハ 勝手 タ ル ヘシ、 

條約 ヲ結タ ル 、ノ  、大君 ョ リ ノ條約 ヲ結ヒ 、其 人ョ リ ノ達ヲ 自分 ハ 相 守リ居 ルナ リ、 自分 二 テ ハ 肥、 筑ノ兩 家へ 御 引き 仕 候、 

肥、 筑 ヨリ 外、 諸 藩へ 御 談相成 候 儀ハ、 勝手 タ ル ヘシ、 

肥、 筑ノ 太守 へ 相 伺、 差 圖有之 上 ハ 、卽 日ョ リ：^ 合 f 申、 ィ マ タ差圖 無 之 一一 付、 拙者 ョ リ胺ト 返答 致シ カタ シ、 

公使 ヨリ モ 命令 ァ レ ハ 、外 諸 If ト 引合 ナリ カタ シ、 何方 ョ リ之 カタ メ  二 兵 ラ起シ 候 哉モ難 計、 侬之、 他 之 人へ ハ 引合 難 致、 

且、 我等 大君 ァ ル ヲ知テ 、朝廷 ァ ルヲシ ラス、 

に ハ ヲ起ス ハ何ノ 名義 一一 テ候 哉. 抑ー咋 年頃 力、 朝廷 ヨリ ノ條約 一 1 相 成 居候 事ハ 承知 一一 候ハ 、 、必、 朝廷 アル 事 ヲシル ヘシ、 

奉行 各方へ 長 崎 御 預ケ- 一 相 成 候 事ハ、 御 承知 二相 成 候 哉、  . 

成程 、奉行 ョ リ ハ 預ケ度 趣、 達 ハ 有 之 候 得 共、 國元 へ 掛合、 國主之 命 無 之. 乘船脫 走 イタ シ タリ、 侬 之、 聢ト 事柄 引 繼致サ 

ス 

鉀兩家 二 テ長畸 御 引受 之锬ハ 、自分 二 テ ハ 大慶-一存 セリ、 其 他藩ト ハ 引合 カタ ク存 候、 

國元 主人 ョ リ差圖 無 之. 3： ハ 、聢ト 引受 候 絛申カ タク、 肥、 筑兩家 ノ條ハ 、 長 崎 土地 ノ警衞 向 受持候 儀 ハ有之 候 得 共、 政府 ヲ 

預 ル 權兼テ 無 之、 都ョ リ 差 圖有之 迄 ハ 、在 崎 ノ 各藩. &合取 計 候 也、 

肥、 筑國元 ヨリ 申來 候閒ハ 、： I： かヲ 政府 ト 心得 可 申 哉、 

西 役所 ヲ 政府 ト知ル へ シ、 

其 政府 二 テ事 ヲ計フ モノ ハ、 誰 n 候歟、 

此處 二 ァ ル土 佐、 薩摩、 肥、 筑、 其 餘ノ諸 藩士、 土地 ノ役々 ナリ、 


兩家ノ 有事 ハ 承知 一一 候 得 共、 其餘ノ 有事 ハ 不知、 其旨ヲ 公使 へ告ク ヘシ 、其 間 ハ 税銀 ハ 自分 手許 へ 留置、 聢ト 政府 fil® リ 

候 上 、其攻 ぼ へ納ム ヘシ、 公使 ヨリ 命モ 有 之 候 事故、 斯 ク 談 シ 候 事 也 、 共 起 ル時モ 何方へ 共 ヲ起シ 候 哉、 不 相 分 候 故、 斯 ク 

談ス ルナ リ、 

丘 ハヲ起 シ候ト 申條ハ 、如何 ナ ル 名義 ソ、 衩稅銀 不納 候ナラ ハ 、商法 モ止ム へ. シ、 

此匿 -ー テ 商法 止 候 法 ハ無之 箸、 税 ハ岡士 一一  預リ置 候 得ハ、 不納 ト申條 二 無 之 、只今.^ 君 職 ヲ辭シ 候 事 未 タ不. 知、 政府 ^ 極 

リ候上 稅納ス へ シ、 

大君 之 政府 ト申儀 一一 無 之、 大君 ハ猶ミ 一一 ス トル ノ如キ 者 一一 テ、 時々 進退 ァ ル へ シ、 長畸 政府 ハ刖 朝廷 屬ノ 政府 一一 テ 候^ 

ハ 、 1 日モ稅 納セサ ル理ナ シ、 

只今 被 參候人 ハ 、何方 之 藩 -ー 候 哉、 

土 州 藩 ナリ、 

土 州 藩 ニ候ハ 、話 止 ヘシ、 

土 藩士 云 

今日 ハ 佛岡士  二 用事 ハ無 之、 外岡士  二 逢 候爲メ 出席 イタ シ候、 

自分 一一 テハ 子細 モ 無 之 故、 滯座 ス ヘシ、 

左候ハ 、 滞座ス へ シ、 

大君、 政府 之 權無之 事、 未タ 承知 不致、 奉行 ヨリ 引 繼ト申 方へ 引合 候 事ト杯 候、 若此後 暴徒 有 Z 節ハ、 何方 -ー 中 出 候^ 肥- 

筑兩家 へ 引合 候 事 ト存候 間、 斯 ク申ス 事 ナリ、 萬 一 此處ニ 殺害 等 ノ 事件 アル 時ハ 何方へ 可屆 哉、 

西 役所 へ 可屆 出、 

誰 力 一人、 或 ハ兩人 引 請 候 ナラハ 、其 人へ 宛テ 届へ シ、 

復 古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 日  六 一二 七 
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未タ 主人 ノ命無 之 故、 諸 藩-一 テ取計 候、 誰 ト差極 候 事 成 カタ シ、 依 之、 衆議 ヲ以テ 取 計、 告候 名前 宛テ可 申出、 

都テ 公使 ノ命ヲ 請 候 通 ニイ フナ リ、 

姓名 布告 ス ルナ リ、 彼 文意 II 不承知 モ候ハ 、、商法 可.^、 

各國々 ノ 人へ 向 テ事ヲ 取計フ コト 致シ カタ シ、 肥、 筑兩 家-一 テ事ヲ 引 請 候ハ 、 可然 哉、 

主人 ノ命 無之テ ハ 、取 計 成 カタ シ、 

是迄條 約 結 ヒア ル處、 奉行 ヨリ モ兩 家へ 預ルト 承 リ候處 、卽 今兩家 一一 テ 引受 ル事成 カタ シト 承リ候 故、 其 段 公使へ 申 遣 

シ度、 今日 四 字 頃 出帆 之 船 有 之 候 間、 夫ョ リ告 度存ス ルナ リ、 

土 藩士 云 

今日 應接之 事柄 ハ 、日本 ノ 事件 二 付 一 通リ 事情 相述度 存候ガ 如何、 

承ル ヘシ、 

根元 各 國岡士 へ 申 聞 候 次第 ハ、 奉行 退去 ノ事 承リ、 當港ノ 儀 ハ外國 交際 ノ 土地 二 テ、 諸事 引受 取扱 候 者 無之テ ハ 、外 國へ對 

シ 如何 ナル 不都合 ノ 事件、 各 國 人民 迷惑 ノ事 等、 相 生 シ候テ ハ 不 相成ト 存シ、 一. 時 モ早ク 保護 致 シ度存 候 故、 奉行 退去、 直 一一 

西 役所へ 罷 越承リ 候處、 一 體ノ 儀、 兩 家へ 托シ有 之 趣 -1 付、 肥、 筑へ問 合 候處、 奉行 ヨリ 一 應談ハ 有 之 候 得 共、 未タ其 段國元 

へ 掛合モ 無 之內、 奉行 、ノ 速 二 退去、 此儘難 差 置 候 一一 付、 在 崎 之 之 諸 藩、 土地 之 役々 申 合、 土地 之 人民 安堵 イタ シ候 様、 夫々 取 

締致シ 置、 其 儀 都へ 申立、 命令 ヲ受ケ 取 計 候 積リ、 夫迄ハ 一 同 申 合、 公平 ノ處置 ヲ以テ 取 計、 交易 筋 其 外 トモ、 是迄 奉行 仕置 

ノ通、 不相變 取 行 度存ス ル所 ナリ、 夫 迄ハ 土地 ノ役々 ト申 合、 外 國向ノ 儀ハ、 別 テ差支 無 之 様 取 計 度存ス ル所、 肥、 筑而巳 二 

逢 度 トノ趣 一一 候 得 共， 如 斯諸藩 一一 オイ テ モ 心配 罷在 候條、 旣 一一 昨日、 英 國岡士 へ モ申 談處、 尤ノ事 ト了觯 被 致候满 -1 有 之、 

其 旨 得 ト 承知 有 之度存 ス ル所 ナリ、 

都テ 公使 ョ リ 之 命令 一一 隨 テ 取 計 候 故 、自分 心得 ヲ以テ 所 置致ス 權無之 、 


税銀ヲ 不納 事ハ 如何、 公使 ョ リノ 命令 二 モ有之 間 敷、 稅銀 不納 候ハ 、 、商法 可留、 

商法 ヲ差 留奂ト 申事ハ 大事 件-一 候、 時宜 -ー寄 リ戰爭 -ー モガ PJ.S- 

稅銀 不納 商法 取 行 候 公法 有 之歟、 如 斯平穩 ヲ計ヒ 、奉行 在勤 中 ノ通リ 不相變 取 計候處 二、 稅銀ハ 不納、 商法 ヲ取 行候侬 ノ 

外國 ，ー ォ ィテ其 法 有 之 哉、 公使 ヨリ 命令 ァ ル迄ハ 不相變 笤之處 、税銀 ハ 不納 ト. S. 事 忭不心 だ、 

萬 事說之 一 诀不致 故、 公使へ 相 伺候 事 ナリ、 商法 ヲ留ル ¥ハ 大事 件 -ー 候、 

税納之 事件 ハ 如何、 

今晚 出帆、 

税銀 之僙ハ 如何、 

今晩 f 候處ハ 如何、 脫及ァ „ 

稅納ハ 如何 致シ候 哉、 

今晩 出帆 イタ シ候 故、 是迄ノ 通 稅銀ハ 可 相納、 

夫 ナラハ 商法 差 留候儀 無 之、 

今晩 出帆 イタ シ候ハ 、、稅 納可 致、 左 無 之 節ハ又 談判 ス へ シ、 

稅不钠 商法 之 公法 有 之 歟承リ 度、 税納レ ハ 子細 無 之、 

萬國之 公法 ハ、 ヨウ 口 ツバ 之 法ト 日本 トノ逢 ヒア ルナ リ、 何レ 共、 今晚 出帆 之 上 、公使へ f ヘシ、 i.i ハ、 又 處置モ 

有ル ヘシ * 

兌 へ ル軟、 

おノ. 3 &ノ  *m\ 

夫 ハ 今晚 出帆 之處置 一一 アル ヘシ、 

税ハ 如何、 
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今晚 出帆 ス ル故、 税納ス へ シ、 

夫 ナラョ 口 シ、 

衩色々 議論 二 至リ、 甚氣之 毒 ニ存ス ル、 併シ辨 論ス ル所 ナリ、 

聊 隔意 ハ無 之、 

洋人 モ 日本人 モ 分別 イタ シ、 亂ハ 不好處 二 候、 平穩 二 有タ シ 、 

御深愦 ハ 忝 シ 、其タ メ斯ク 心配 スル 所ナ リ、 厚意 忝 シ 、 

內亂ハ 不好、 諸事 平 穩ヲ望 メリ、 何事 モ 公使 一一 吿テ 取計フ へ シ、 

此方 モ國王 之 命 ヲ請テ 取計フ へ シ、 

何レ 何事 モ 命令 通 リ 二 ス へ シ 、今晩 出帆 ス へ シ、 過 刻 《種々 議論 ケ間敷 申 募 リ候ハ 、全ク 我 支配 頭 タルミ ニス トル ヨリ 

ノ 命ニョ リ 申立 候 事 一一 テ、 拙者 一己-一 オイ テハ 诀テ 別意 無 之 候、 

於 此方 モ 隔意 ハ 無 之、 只々 職掌 ヲ盡シ 候而巳 二 有 之 候。 ； §井#^§ 

〇  ， 

辰 正月 十八 曰、 於 運上 所孛漏 生國、 亞米利 加國、 白 耳 義國、 丁 抹國、 葡萄 呀兒國 、各 岡士 へ 應接、 

孛リ ン ド ー 

各國コ ン シ ュ ル申談 シ仕候 儀 申 上 候、 

一 一 承リ度 候、 

奉行 出立 之 時 二  、肥、 筑 二 取扱 之 儀 申殘有 之、 其 他 之 諸 藩 方 へ ハ 引合 之 筋 申 殘無之 ト承リ 、尤其 他 之 諸 藩 ト申テ 差 支モ無 

之、 

奉行 ヨリ 申殘之 儀、 肥、 筑 へ 有 之 候 共、 此方 ノ 主人 へ 申 越 候璲、 間 二 不合、 引受 候 儀 答モ不 致內、 奉行 退去 致シ、 依 之、 諸 藩 申 


談、 取扱 イタ シ候義 、名前 ヲ御知 ラセ 申 候、 柯レ 帝ョ リノ 御 下知 ァ ル迄ノ 事、 

是迄、 大君 ノ 政府 ト申處 テ警衞 力 アリマ ス 、然 ル處、 此程 ヨリ 政府 ノ代リ 、其 諸藩ノ 人々 ヲ 承知 イタ シ皮、 

成程、 諸侯 力 十三 藩、 夫 レト長 崎ノ地 役、 此程害 付 通リ、 

諸 藩 御 列座 ノ内テ ，筑 前 ノ 御 方 ハ 承知、 其 外 ノ 御 人 尸 存不申 故、 御名 前書 御 認被ド 、 

夫 ハ無程 諸 藩 十三、 其 外 長 崎 地 役人 名前 書、 且 土地 警衞 一 體ノ義 、書 附ヲ以 テ御知 ラセ 可 巾、 

是迄先 奉行 在勤 中 ハ， 都テ 日本人 ノ儀 モ訴 へ致シ 居 申 候、 此後、 右同樣 一一 取 計 之侬致 シ t 巾、 

成程 何事 モ是迄 ノ通ニ 致 シ置候 故、 各國ノ 人々 へ モ 御迷惑 ノ儀 無之樣 一一 イタ シ度 故， 各藩 心配 致シ： =5 候、 

萬 事外國 人迄モ 安全 ヲ祈リ 候 故、 此上 ハ 御 引受 ノ儀、 是迄 ノ通訴 へ 候 儀、 諸 向 ノ事モ 、都 テ各樣 へ 訴へ町 巾、 

夫 ハ 尤ノ 事、 何事 モ 西 御 役所 へ 御 屆可被 成 候、 

是迄、 私共 ヨリ 届出 候 諸事 出入 ノ儀、 是迄 奉行所 へ 屆致シ 置 候 儀ハ、 改テ 各校 迄 書 附差出 可 申 哉、 

其儀ハ 、此方 二 テ モ篤ト 取調 ィ タ シ候 上、 

只今 迄、 各國コ ンシュ ルへ 種々 訴へ ノ儀、 奉行 ョ リ有之 候儀ハ 、御 承知 ノ儀有 之 候 哉、 

其傻ハ 取調 候 上、 政府 へ 掛リ 候侥ハ 、政府 へ 御 引合、 當地 へ掛リ 候僙ハ 、常 地 へ 御 引合 被 致、 

譬ハ 諸侯 ノ船 代金 拂方滯 候 節ハ、 各方 一一 テ其船 御 差 止 出來候 哉、 

夫ハ 政府 一一 テ承リ 候、 

訴 へ 候 人-一 限 ラス 、道理 二 不叶儀 ハ誰テ モ訴へ 可 申、 其 政府 ハ 此座ノ 諸侯へ 訴へ 可 C -、 

左様 一一 テ候、 

是迄ハ 、各 國岡士 名代 ヲ私 一人 一一 テ申上 候處、 是 ヨリ ハ、 孛國リ ンド— ガ 一 分 ノ存付 テ申上 候、 

リンドウ 
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長 崎 -ー孛 國王ョ リノ 命 ュ テ 參リ 居、 此 節國亂 一一 付、 大君 政府 ハ 被廢候 故、 鎭臺相 極 候 迄 ハ、 諸君へ 御 引合 申 上 候、 何レ國 

王 へ 申 遣シ、 其 命令 相 待、 命令 次第 一一 テ ハ 、今日、 拙者 ヨリ 御 談申候 事情 モ相變 候 哉 モ難計 候、 

夫 ハ 宜敷 、此方 モ國王 之 命 ヲ受テ 取 計 フ ナリ、 

只今 御咄ノ 通、 命令 有 之 迄 ハ 、諸 藩 一一 テ御取 計 可 被 成 故、 其處 一一 イタ シ 置 可 申、 

此後 ハ別テ 取計ノ 儀、 公平 一一 取扱 イタ シ可 申、  . 

ぱァ テリ ヤン 

諸事 太平 ノ 儀 相好 候 故、 日本人、 外國人 ノ 義モ、 公平 ノ  ； fl チ 相好 可 € -、 

其 儀 《御 案 シ無之 様、 御 安心 被 成、 

米 コ ンシュ ル 

諸 コンシ ュ ル申 通、 自分 モミ 一一 スト ルョ リ申越 候 迄 ハ 、是 迄ノ通 - 一致 シ置 候、 

蘭 コ ン シュル ハ只 今迄 參リ不 申 故、 私共 ヨリ 右 之 次第 申通シ 候、 異存 ハ無之 ト被存 候 得 共、 若 不同意 二 候ハ、 、早々 御 知 

ラセ 可 申、 書翰 差出不 申候ハ 、 、異存 無 之ト御 承知 可 被 下 候、 

{  且敷 御賴申 候、 

各藩 諸侯 ノ命 一一 依テ 、取扱 イタ ス ト申 儀、 此書附 一一 御 書 載 無 之 故、 W 、儀 御認入 レヲ願 マス、 

此節ノ 儀 一一 付、 出 崎 イタ シ候儀 一一 ハ無之 間、 主命 トハ 難認、 乍 併 兼 テ蒙命 出畸罷 在 候 故、 何レ モ 肩書 有 之 候、 

自分 ノ處ハ 、肥 前 藩、 筑前藩 同様、 其 外 諸 藩ノ御 方モ相 心得 申 候。 手， 

〇 各 國岡士  二 贈ル書 

今般、 長 崎 奉行 退 崎 後、 公之 事務、 朝廷 ョ リ其 任職 之 者 被 差 越 候 迄 之 事件 ハ 、在 崎 之 諸 藩、 鼓 土地 之 役々 申 合、 我國民 共、 


^國 人民 へ 對シ 暴行 ハ 勿論、 諸事 不 取締 之 儀 無 之 様 手 當致シ 置 候 間、 聊無懇 念 交易 等、 是迄之 通 取 行 候^,^ 被^ 觸、 且は 

國 人民 之 儀 ハ 、尙又 暴行 ハ 勿論、 不 取締 之 條無之 様 有 之 度， 此段申 進 候、 謹言。 


慶應四 年 辰 正月 


貌利太 尼 亞岡士 

マル キュ スブ ロウ ルス ヱスク ワイル 

各 國岡士 宛 各 通 ^井 Is 

〇 英國 領事 答 書 

在 長 崎 貌利太 尼 亜 官事 廳、 

千. < 百 六十. < 年 第二 月 十三 日 S 一  1 十旺 

貴人 

一 當月十 一 日 #~む 附、 貴翰 ヲ 以テ 鎭臺被 引拂候 ニ付テ ハ、； I： レ 

當分 各位 方 -ー テ 政府 御 預リ相 成 候 儀、 布告 之 次第 令披閱 領承 候、 

復古 記 卷ニ 十二 明治 元年 正月 十八 日 


薩州藩 松 方 助 左衞門 肥 後 藩 宫 

筑前藩 栗 ffl  お 藝州藩 石 

肥 前 藩 ^松 善 右衞門 越 前 藩 木 

土 州 藩 佐々 木 三四郞 對州藩 岩 

宇 和 島 藩 井關 齋右衞 門  島 原 藩 

平戶藩 服 部 源 五 右衞門 廣津藩 

大村藩 稻垣治 部 右衞門 五島 藩 

土 著 薬師 寺 久左衞 門 同 


村 莊 之 丞 

津 M 六 

內 ^  ^ 衞 

石 川 治 部 右衞門 

杉 江^: 怫 

奈留帶 刀 

久松土 岐太郞 


朝廷 ョ リ御 委氐之 有司 被 命 候迄ハ ひ W 地 之^ 務^ 取扱、 
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：ー： 外國 人性 命、 竝所 持物 等ハ、 足下 方 一一 テ御 守衞被 下、 且萬事 條約面 一一 遂奉ィ タ シ候樣 トノ尊 示 一一 付、 拙者 -ー オイ テモ、 ^ 

時在阪 女王 殿下 £ 一一  ス ト ルノ 下知 ヲ受候 迄ハ、 各位 政 權御預 リ之儀 承知 イタ シ候、 此段乍 憚 及囘答 候。 

.  女王 殿下 コ ン シュル 

足下 之 恭謙 從者 マル キ ユスフ ロウ ルス 

長 崎 政府 御預 

大名 方 士官 衆 

〇 鶴津 一 掃 記 二 云、 將軍 ノ上國 ニー  敗セ ル其 報、 崎陽 一一 到 ル區々 一一 シテ、 市民 之レ カ爲 二 紛接ス 、或ハ 云、 慎靈 河津 伊豆守， 

大ニ土 兵 ヲ募リ 、薩 郄ヲ 放火 シ、 土 州 人ヲ追 柿シ、 併 セテ諸 藩正議 ノ徒テ 柿フト 、巷 說紛 々、之 ヲ久 シテ俄 一一 傳フ 、河津 伊豆 

守 及ヒ 附屬ノ 吏、 此地 ヲ脫シ テ東歸 スト、 市街 增々 騷檯、 家什 ヲ 山野 一一 運ヒ， 竊ニ避 居 ヲ計ル 、且ッ 聞ク、 港内 二 碇治セ ル英 

國ノ 艦士等 是ノ時 一一 當ッテ 覬覦ノ 念 ヲ放マ 、 一一 セ ン ト欲ス ト、 在 崎ノ諸 藩密カ -ー 物議 ァ リ、 而シテ 進取 ヲ欲セ ス、 是 二 於 

テ我 佐々 木 三四郞 等、 一 二 同志 ノ士相 議シテ 曰ク、 今 天下 紛々、 上國ノ 戰爭、 官軍 ノ^ 報ィ マタ 其確タ ルヲ聞 カス、 此ノ紛 

锓ノ際 一一 當ッテ 、内外 交際 ノ 要港 ヲ 棄去リ 、外 夷 ヲシテ 覬覦ノ 念 ヲ逞フ セ シメハ ，神州 ノ地、 坐シテ 香港、 上海 ノ覆 轍ヲ見 

ル へ シ、 我 徒、 苟モ出 崎ノ任 テ辱フ シ、 徒ラ 二 傍觀ス へ キ 二 非ス、 宜ク先 ッ西邸 二 到リ、 河津 伊豆守 二 對シ、 内外 樞機ノ 重職 

二 任シ、 何 二 因ッテ 脫去ス ルャ、 且ッ 後事 ヲ誰レ ニ託セ ルャ 、精細-一面 論ス へ シト、 正月 十四日 夜 十一 一字 ノ頃、 吉井源 馬、 渡 

邊剛 八、 橋 本 基 之 助 等ト意 ヲ诀シ テ西 邸-一到 ル、 野崎傳 太、 深 尾泰吉 、依田 小 平 太、 菅野覺 兵衞、 野 村 要輔、 堀 内 慶助、 佐々 木 

榮 、閼雄 之 助 等續テ 到ル、 到ル トキ ハ 伊豆 及 ヒ附屬 ノ吏旣 一一 去リ、 纔  一一 土著ノ 吏人 岡田實 明等兩 一一 一 輩 ヲ看ル 、伊豆 在 リャト 

問フ、 皆 答 テ曰ク 、旣 一一 去ル、 後事 ハ 肥、 筑兩藩 一一 託ス、 而シ テ兩 藩ノ士 吏、 猶未 タ到タ ラ スト、 因 テ彼輩 二 謂 テ曰ク 、今 天下 

玢 々 、醜 夷釁隙 ヲ伺ヒ 、實- 一 皇州 危急存亡 ノ 秋 也、 然 ルヲ豆 州故ナ クシ テ、 斯ル 内外 交際 ノ 要地 ラ棄 去ル、 我 具 一一 之 ヲ 面責 

セ ント 欲ス、 彼 レ旣ニ 去ル、 悔レ トモ 及ハ ス、 然リ ト雖ト モ、 此ノ 要港 寸陰モ 放在ス へ ケ ンャ、 足下. 我レ トミ ナ王地 ノ人ナ 


リ、 我 徒、 宜ク此 席 二列 シ、 各藩 出 崎 ノ丄ヲ 會シ、 今ョ リ. 2： 外 政務 ヲ與 カリ 聞ク へ シ、 願ハ ク ハ 足下 モ亦タ 努力 セ ョ、 皆 曰ク、 

唯々 、敢テ 尊意 ヲ舉セ ント、 因ッ テ使ヲ 列藩 出崎ノ 1R: 一一  報知 ス 、薩、 藝、 先 到ル、 諸 藩^ ィテ 到ル、 此際隊 土 及 ヒ深尾 、依田 等 

ト相 トモ ニ宫 門ノ外 二 在リ. 土 著 ノにハ 、遊撃隊 ト唱フ ル者， 誰何 ス、 仍テ答 テ曰ク 、今宵、 河 津 伊豆守 故ナ クシ テ^-一  走ル、 我 

官長 佐々 木 三四郞 等、 往テ其 非 ヲ責ム ，事體 ニョ ッテハ 相互 二 彈丸 ヲ接ス へ シト、 貢 終ッ テ直チ 二人 リ玄關 ヲ護ス 、之 ヲ久 

フ シ テ 遊撃隊 長 等 乞 フ テ曰、 今夜 鎭臺脫 行、 中外 大 ヒ 一一 騷檯、 我 徒 素 ヨリ 土著ノ に ハ 、今 一一 至ッテ 措置 ヲ知 ラス、 幸 二 聞 ク 、れ 

藩 今宵 ョ リ シテ 政務 ヲ與 カリ 聞キ、 且ッ. SZ 外 ヲ鎭ス ト 多幸 之 二 過 キス、？ S フ今ョ リ 我輩 ヲ シ テ 守衞ノ 人員 ニ充 タシメ ハ、 

敢テ 努力 セ ント、 因テ 此兵ヲ シ テ原 ノ如ク 市街 ヲ巡 撫セ シメ、 且 ッ分ッ テ玄關 ヲ衞ラ シム、 肥、 筑 出崎ノ {に 到ル、 仍テ 伊豆 

ョ リ 後事 ヲ託セ ラ ル 、 ャ否ヲ 問フ、 肥 答、 一 咋鎭臺 我 藩 一一 後事 ヲ託セ ン トス、 我 答 テ曰ク 、至 重ノ 事件、^ 今 出 崎ノ化 輩、 诀 

然 承諾 ス ル能ハ ス 、乞 フ藩令 ヲ得ル ノ後、 敢テ命 ヲ奉セ ン、 且ッ 崎陽 ノ地タ ル、 肥、 筑年 ヲ更へ テ交々 之ヲ護 衞ス、 今 ャ筑其 

ノ 期-一 當レ リ、 或 ハ筑へ 其命ァ ッテ 可ナラ ント、 筑答、 前條 云々、 出 崎 ノ史、 速力 - 一命 ヲ舉ス ル能ハ ス、 銷 臺重テ 曰ク、 今 歳 

筑前家 護衞、 其 期 一一 常 レリ、 乞 フ辭ス ル勿 レト、 强ィテ 之 ヲ命ス 、僅 力  一一 一 ニノ 後事 ヲ 受領 ス、 而シテ 俄然 脫シ 去ル、 去ル 二 

臨 ンテ、 亦. v 楮 ノ報ァ ルナ シ、 豈悉ク 之 ヲ託セ ラル 、 ノ 理ァラ ンャト 、此 ニ於テ 兩藩ノ 吏-一語 ル コ ト、 先キ ニ+! 著 ノ史ニ 語 

ル 力 如 クス、 二人 又大 一一 之ラ 然リ トス、 因テ侬 田、 深 尾、 菅野ノ 三士 ヲシ テ、 急 ニ之ヲ 朝廷 二 奏シ、 新-一 鎭臺ノ 任 選ァラ ン コ 

トヲ 乞ヒ、 尋テ急 二 之ヲ外 國岡士  二 布告 ス、 初、 伊豆守 ノ脫ス ルャ、 官庫 ノ藏金 一 萬 四千 餘ヲ齎 ラシ 去ル、 土^ ノ^ 白木 久 

風、 野 村 全吉、 高 松 精 一 等、 乞フテ 船中 二 至 リ、？ ^、一^ f 移 一 リ人應 I  一^ 寸遂 一一 金 ヲ收メ テ歸ル 、先 な、 化ま 寸應對 シテ、 英艦 一 艘 

ヲ 幕府-一 購ヒ、 其代惯 年賦 一一 米穀 ヲ遞 與シ、 期 年 マ テ 一一 償却 セ ン コ トヲ 約シ、 乘試ノ 爲 メ^ 陽 ノ船手 土れ.^ 木 久臌、 野村个 ： 

吉、 成瀨 M 之 輔等乘 組ミ、 江戶 海へ 航廻ノ 准 備央、 正月 十 一 日、 伏 見、 淀 等ノ戰 報、 市街-一 傳說ス 、鎭な ノ諸 お、 勝敗 ノ確 報ヲ 

^サ ル ヲ以テ 、泰然 ト シ テ騷ケ ル 形容 ナ シ、， H 一  日 佛艦人 港、 水師 提督 直 一一 河津 伊豆守 力^せ 西 邸 二 來テ、 合 戰ノ^ 末ヲ報 

ク 、鎭尹 以下 愕、 贫色 ヲ失フ 、提督 退散 後、 各 集議、 或 ハ 速 一一 歸府 シ テ 卞： 從 進退 ヲ共ニ セント 云ヒ、 或ハ 委任 ノ地ヲ 私 一一 去ル 
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、ノ  、義 -1 於 テ恥ル 所、 假 令死ス トモ 此地ハ 去ルへ カラ スト 云ヒ、 其 論 一 ナ ラス、 豆 州 默然言 ヲ發セ ス、 思案 ノ體ナ リシ 力、 遂 

二 衆 二 對シ、 各位 ノ 議論 何 レ モ^ア リ、 今 俄 二 退去 モ勇 ナク、 又 義ナキ 一一 似 タリ、 然リ トテ、 老幼 婦女 ヲ止メ 置 クモ、 變ニ臨 

ミ 進退 安 力 ラサ ル へ シ、 因テ先 老幼 婦女 ヲカ ェ シ、 而シテ 後 時機 ヲ計ル 一一 如クへ カラ スト 云フ、 泶僉其 言 一一 同シ 、遽ニ 家族 

歸府ヲ 布 達ス、 吏 邸 ノ騷動 火 場 ノ如シ 、十三 日、 准備悉 ク調ヒ 、十四日、 未明 ヨリ 荷物 調度 ヲ大 馬頭 一一 運送 ス、 前 二 購俘タ ル 

英國 船ニ乘 ルナ ラメ ト思 ヒノ 外、 別 一一 外 國船ヲ 逼ヒ、 其 船 一一 乘組ノ 結構 ナルヲ 見テ、 地 吏 ヲ始メ  、市井 ノ衆^  ノ說 一一、 購俘 

ノ 船ハ鎭 尹以： 卜 歸府ノ 用 ニ備フ ル ヲ以テ 、家族 ハ雇船 二 テ送 ルナ ル へ シ トイ へ リ、 十三 日ノ 夜、 遽 二 布令 ァ リ、 鎭尹 宫舍海 

岸 ニ臨ミ 非常 ニ便ナ ラス、 明日、 立山 ノ 官邸 一一 移 徙ス、 運搬 ノ 人夫 ヲ出ス ヘシ ト、 コ ノ令ニ ヨリ、 十四日 早朝、 西 邸 二人 夫 群 

集、 記錄 ラ始メ 、廳 舍附屬 ノ諸品 諸 具ヲ西 ヨリ 東へ 運ヒ 、屬吏 家族 歸府 ノ雜 物ハ、 東 ヨリ 西 一一 送リ 、其馳 違 フ 混雜、 今 一一 モ 變 

ァ ル如ク 、諸人 薄氷 ヲ蹈ム 心地 ス、 蓋シ 伊豆守 ノ胸算 、實ハ 十二 日 京攝ノ 確報 ヲ得、 十三 日 肥、 筑兩藩 ノ聞役 ヲ呼ヒ 、豫メ 土 

地 ノ處分 ヲ託セ シ ナレト モ、 肥 藩 ハ筑藩 一一 讓リ、 速 二 承諾 セ ス、 各 其 藩主 ノ存意 二 ョ ラ ン事ラ 主張 シ、 至急 ニ诀ス へ キ體ナ 

シ、 然ル ニ當時 諸藩ノ 有志 及 草莽ノ 浮浪、 勤王 ヲ稱ス ル者市 鄉ニ谱 匿シ、 鎭臺 邸ヲ襲 フノ說 囂々、 異變ノ 萠ナキ 二 モア ラネ 

ハ、 遂ニ意 ラ歸府 二 诀シ、 或ハ 騷攝ヲ 生セ ン コトヲ 思慮 シテ、 立山 轉居ノ 布 達ヲハ ナシ タリ シ 也。 

〇 諸 藩士 誓 書 

誓盟者 長大 之 事件-一就 テ、 萬 世 不易 之國論 ヲ以テ 同盟 ス ル ノ後ハ 、舊事 ヲ問ハ ス、 隔意 ヲ生 セス、 互 二 併 力 補助 シテ、 此向 

キ 如何様 之粉擾 相起ト 雖モ、 天朝 之 御爲メ 一一 、各 鐵石之 心 ヲ以テ 盟誓シ 、誠心 ヲァラ ハス モノ 也。 

慶應四 年 戊辰 正月 日  薩州野 村宗七 長 州 楊 井 謙 載 

土 州 佐々 木 三四郞 藝州國 枝 與 助 

大村 稻垣治 部 右衞門 宇 和 島 井閼齋 右衞門 

對州 岩 崎 浪江 加州 高橋莊 兵 衞 ， 


筑後 

筑前 

平戶 

島 原 


山上 九 左衞門 

今 井新 左衞門 

栗 田  貢 

服 部 源 五右衞 門 

眞田源 五右衛門 


越 前 木 

肥 後 宮 

肥 州 大 

五島 奈 

長 崎驟記 

吉井正 澄 手記 


甚 

村 莊 

隈 八 

留帶刀 


兵 

太 


衞 

丞 


〇 


事件、 


今度、 長 崎 奉行 當地 退去 之擧 動、 脫走 同様 之 筋 -ー 有 之、 其 前區々 之 浮 說等申 觸シ、 人心 動搖之 折節、 おお 之 次第 タ國 交際 之 

土地、 片時 モ難 捨置譯 一一 付、 卽夜 ョ リ出畸 之 各藩 追々 一一 出會、 土地 之 役人 等 申談、 地下 鎮撫 、ノ 勿論、 外蠻之 侮蔑 ヲ受ケ ス 、 

皇國之 御 武威 ヲ不辱 之 主意 ヲ以 テ、 一 統會 議シ、 是迄之 規則、 條理ァ ル ハ 其 儘 閣キ、 不 條理ナ ル ハ 臨機 之 所 置 ヲ以テ 取 計ヒ、 

天朝 之 御 命令 被 爲下候 迄 之 間、 公平 赫々 タル 處ヲ 以テ 、諸 藩 各 粉 骨盡カ シ 、土地 鎭靜、 各蠻 一一 至 迄 モ 承諾 一一 及ヒ 候、 然 ル處、 

京攝之 閒戰爭 之 確證ヲ 得、 德川氏 朝敵 タル ヲ知 ル上ハ 、鎮撫 之 事當地 一一 限ラ ス 、九國 一圓 二相 及ホシ 、旣ニ 肥 之 天草、 豊 

後 之 日 田 等 -ー 至 迄、 其 事 -ー 及 ヒ 候、 右會議 二 預之藩 々 如 左。 


慶應四 年 戊辰 正月 日 


大 


か 


長 州 

宇 伊， E い 


土 

筑 

平 


後 


藝 


後 

,1,1 


% 原 


追テ、 同盟 之 藩々 ハ 、此 後チ晝 加 一 

復 古 記 卷ニ 十二 


ゝノ  C 長 峙驟記 

へ シ 吉井正 澄 手記 

明治 元年 正月 十八 B 


六 四 七 


復 古 記 卷ニ 十二 明治： 兀年 正： n: 十八 =  -パ g; ん 

〇 初メ舊 幕府、 水 戶降人 If I® 精？！；？、 ヲ 忍、 壬 生 等 十九 藩 1， 一一 幽ス、 是 一一 至リ、 其罪ヲ 赦 

シ 、諸 藩 二 令、 ン テ 、之 ヲ江戶 ニ致サ シ 厶 " 

. 〇 壬 生 藩へ 達 書 

御 預降人 共 之 儀、 此程被 仰 出モ有 之候處 、江戸 表 一一 テ請取 候 間、 手繰 次第 爲致 出府 可 巾、 ム 引渡 方 等 ノ降、 堀 錠 之 助、 平岡庄 

七 へ 可 被申談 候、 依 之 申達 候 e 

正月 十八 日  戶川 伊豆守 

鳥居 忠文家 記 

〇 忠文家 記 一一 云、 十二月 二十 五日、 當時 我藩ト 同 ク 、 預人有 之 藩 ， 松 平下總 守家來 初， 十九 人、 連名 シ テ 舊 幕府 へ 左 ノ趣ヲ 

窺 候處、 附紙有 之、  . 

常、 野 降 人、 兼 テ御預 相 成 居候 處、 先々. S. 上 候 通、 追々 悔悟 謹慎 罷在候 事故、 方今 非常 之 御 時勢、 旁以 何分 之 御 處置有 之 候 

様 御 含 被 下 度、 此段奉 願 候、 以上。 

十二月 

咐^、 

書面 降 人 共ノ依 一一 付、 此度 大阪表 ヨリ 被 仰 出 候 依 モ有之 一一 付、 御 預被成 御 冤： ^問、 別紙 ノ趣 可. S. 渡 候。 

.=5 氏、 

常 野 州 降  人  共 

其方 共、 兼テ 御預 ノ 諸家 申立 ノ 趣 モ有 之、 謹 方 モ 宜由 -1 相 聞、 此度 大阪表 ョ リ被仰 出 候依モ 有 之 候 問、 別段 ノ 譯ヲ 以御預 

被 成 御 冤、 ヒ阪被 仰 付、 尤、 邵テ是 迄 御 預被置 候 家々 ノ差圖 ユー 隨、 早々 出立、 道中 筋 等穩便 - 一致 シ、 御 時勢 ノ^ 厚相 辨、 國 


家ノ爲 忠勇 ヲ可抽 候 事、 

一 ^、野 洚人ヒ 、、上 阪被仰 付.^  二 付テ ハ 、海陸 何レ -ー テ モ不 目立 様、 可成 丈铙便 -ー取 計、 人 費 等 不扣ぉ ほ 仕 賄、 nr  A 、出立 P お 

致、 且 入用 高 之 儀ハ、 追テ 取調 可 申 聞 候、 尤 娄細ノ 義ハ、 水戶表 御用 取扱 候 向 へ 可 承 合 候^。 

〇 又 云、 二月 一 一十一 一日、 水戶降 人稻田 理八郞 以下 十 人、 hd 戶 一一 護送 シ、 舊 幕府 二 引渡 ス。 

〇 案ス ル 一一 、此 事、 壬 牛藩ノ 外考フ ル所 ナシ。 

〇 舊慕府 麾下 士勝義 邦、 官軍 三 道 東下ス ルヲ 聞キ、 書ヲ 沿道 ノ 諸侯 一一 致 シテ、 共れ 鼠^ 端ヲ持 

ス ^ヲ 責メ、 若 シ兵ヲ 率ヰテ 東下ス ルコ トァラ ハ、 直 一一 軍門 二進 テ、 是非 曲直 ヲ問ハ ン トス ル 

ヲ 陳ス。  ー 1 

t 、ゾ， ノヲ取 テ其靑 ヲ盡サ 、 ル ハ 、天下 之 公平 二 ァ ラス、 伏 冕 之擧、 小 卒之誤 二 發ス、 旣ニ先 五六 年、 毛 利 家 岡 下 一一 不^ ァ リ 

トイへ トモ、 其情實 判然 タル 時ハ、 亦， 今 H  ノ如 シ、 天朝 トイへ 共、 一 モ 誤ナシ トイ ハ ンャ、 況、 我德川 氏 二 於 テラ ャ、 其 誤 

ヲ誤 トシ、 其靑置 ヲ盡シ 、其 條理ヲ 正シ、 初テ 公私 如何 ヲ诀ス へ キナリ 、事 食卒ニ 發シ、 大令 食卒ニ 出ッ、 侯伯 ノ啦 ぁ忠諫 

盡 カー 死ヲ 以テ國 一一 報ス へ キ時歟 、閬ク 三 道 之 侯伯、 其城邑 ヲ火セ ン トス ル虱閬 ァリ、 或 ハ首鼠 兩端不 決 ナリト 、殊 ニ^ア 

二 不甚處 ナリ、 旣ニ舊 歳、 協力 同心、 皇國ヲ 富 强シ、 萬民ヲ 撫育 スルノ 令 ァリ、 天朝 亦擧賢 一新 之 大令ァ リ、^ "ヲ せノ 

ス、 其 情 實ヲ 捨テ、 主家 二 敵 セン トス ルカ、 忠諫之 事 ナキハ 尤以 テ怪ム へ シ、 皇國土 崩 ヲ不愁 歟、^ 議今 n  二 及 フハ、 小 E 

至 愚 トイへ 共觯セ サル所 ナリ、 一 朝 曖昧 之 軍 -ー 列リ 、猛卒 百萬ヲ 率ヰテ 東下ス トモ、 诀シ テ 臣輩ノ 恐 ルル 所-一 アラス 、軍^ 

ニ隹參 シテ、 是非 曲直 ラ問ハ ム、 今 先 一 書 ヲ以テ 呈進ス 、空ク 擲捨ス ルナ 力 レ、 謹言。 

辰 正月  勝 安房 

三 道 之 城主 机下 • 安^ 

復 古 記 卷二 十二 明治 元年 正月 十八 H  .>F^ 


復古 記 卷一！ 十二 明治 元年 正月 十八 E  六 五 o 

〇 安芳 私記 二 云、 京師 ョ リ 問罪 ノ 官軍 東 下 ス 、三 道 之 小 侯 議論 紛々 トイへ トモ、 多 クハ驅 役セ ラレ、 我ハ 其 城 邑ヲ燒 力 ム ト 

云 フ說、 日夜 不絕、 東府 之諸士 ハ 、軍ヲ 率 ヰテ箱 根、 笛吹 二 待 タム トイ フ者 ァリ、 或ハ 軍艦 ヲ以テ ， 大阪 ヲ衝カ ム ト云 、粉々 

擾々、 其方 向ヲ辨 セス、 十八 日、 三 道 之 城主へ 一 書 ヲ呈ス 、使 ヲ以テ 差 立へ キ 二 アラス、 公一 一達 セ ムハ僭 ナリ、 10 井 左 衞門尉 

之 留守居へ 託 シテ、 同蒗 へ示サ レ ム事 ヲ望ム C 


復 古 記 卷ニ 十二 終 


總括 兼纂修 

一 等 編嗲宫 


臣長松 


幹 


等 編修 in 

等 掌 記 


長 


星 恒 


荧 

之 


K 等 掌 記 

寫 

一等 繕寫 

二等 繕寫 


E 瀑 渡 ^ 孝 


川 長 


春 


復古 記 卷ニ 十三 

W 治 元年 戊辰 正月 十九 日 二 起 リニ 十日 ニ至ル 

〇 正月 

十九 日、 是 ヨリ 先、 假ニ學 習 院ヲ以 テ金穀 出納 所 ト爲ス 、是 日、 更- ー會計 事務 裁判所 ヲ 置ク。 

會計 事務 - 一抱 リ候儀 、都 テ會計 事務 裁判所 へ 可 申出 候 事。 

但シ、 裁判所 ハ金穀 出納 所 内-一 被設候 事。 II 門！^ S 

〇 參舆廣 澤眞臣 、中 根 師質、 神 山 君 風 ヲ 以 テ 內國 事務 掛 ヲ 兼シメ  、お ほ ノ 海陸 軍務 掛 ヲ 罷ム。 

各迎 廣澤 允ハ助 

.  中 根雪 江 

神 山 左多衞 

^：國 事務 掛、 被 仰 付 候 事。 

〇 君 風 履歴書、 二十  一 U トス、 然レ トモ 元德家 記、 及ヒ三 職分 課囘達 書、 三人 ヲ 連署 シテ 本" トス、 今ゥ，-- 一 從ーノ 

〇 池田慶 德引咎 ノ請ヲ 慰藉 シ 、 命 シ テ 入觐セ シ 厶 。 

因幡 中將 

德川慶 喜 反逆 顯然 二 付テ ハ 、骨肉 之 間柄 深 恐懼、 進退 窺 之 儀 被 聞 食 候、 來、 末家始 追々 出 共、 勤 王ノ鬥 趣ハ 分明 之 

a 古^  ^二十 三 明治 元年 正 H 十九 日  •> 五一 


復古 記 卷 二十 一一 一 明治 元年 正月 十九； H  六 5 一一 

儀 二 付、 不被及 御沙汰 候 間、 早々 上京 奉公 可 有 之 被 仰 出 候 事。 

〇 德川 慶篤ノ 奸邪ヲ 任用 シ、 宗家 ヲ匡 輔ス ル コト能 ハサ ルヲ 責メ、 命 シテ鈴 木 重 棟、， 市川弘 

美 § ぼ 、等 ヲ罰シ 、藩屛 ノ職ヲ 盡サ シ厶、 又 其 泉 S 寺 守衞ヲ 罷厶。 

水 戸前 中納 言 

先年 以来、 御沙汰 之 次第 モ有之 候處、 贈 大納言 遺志 ヲ取 失、 先代 譴責 之 奸人共 致 登用、 加 之、 德川慶 喜 親戚 之 身 トシ テ、 諫 

爭之道 モ 不行屆 、今日 之 次第 一一 至 候 儀、 如何 被 思 食 候、 速 二 鈴 木石 見、 市 川 三左衞 門始、 奸人 共加嚴 罰、 忠邪 之辨ヲ 明 シ 、 

藩 屛之任 テ不失 様、 處置可 致 鉀 沙汰 候 事。 

〇SF 武家 記、 守衞 ヲ冤ス ルノ 達甞ヲ 佚シ、 本文 ノ儀 一一 付、 御 守 衞人數 一 同歸藩 ストア リ、 大 槻文彥 筆記 一一、 水 藩 大場主 善 

正 以下 三百 七十 人 計 歸國、 烈公ノ 遺志 ヲ繼キ 、勤王 盡カ可 及 段 奏聞 相濟、 出立 被 仰 付 トァリ o, 

〇 都下 ノ居 民、 贼徒ノ 兵仗 器具 ヲ藏ス ル モノ ハ 、悉 ク之ヲ 市中 取締 所  一一 メ シ ム Q 

今般、 朝敵 相 成 候 面々 ヨリ、 武器 類ハ 勿論、 荷物 等 預リ置 候 向ハ、 品物 取 揃、 市中 取締役 听へ 早々 可 鬼 出，" g^fj 

〇 備前藩 ノ 老臣 日 置忠尙 ヲ召ス C 

口 置帶刀 

御用 有 之 候 間、 早々 登 京 可 有 之 御沙汰 候 事。 Mlg 

〇j 備前藩 上申書 

備前守 家老 日 置帶刀 儀、 御 ffl 被 爲在候 間、 早々 上京 仕 候 様 被 仰 出 候 二 付、 夜前 御 常地參 著仕宾 、比^ 御屆 申. MtK 、以上。 

備前 少將内 


正月 廿 二日  淨井 宇^ 衞 

池 m お 政 家 記 

◦， 忠尙. &狀  I 

去ル十 一 ：：：、 西 S3 張 兵庫驛 出立、 同勢 繰 出、 神戶町 通行 之砌、 先手 行列 之 中へ 外 國人兩 人、 ぶ 手 ヨリ i 通掛 候-一 付 ズ 

押 候^:、 通 詞之者 取扱、 相 止 申 候、 尙又 一 人、 右手 ヨリ 左 へ 通掛候 二 付、 差 押 候處、 次 之隊 へ 掛リ刘 込 候 -ー 付、 色 々取扱、^^ 

S ヲ以、 供 先 へ 相 廻 候 様 申 ま 候處、 殊之外 憤怒 之 顔色 一一 テ 大聲ヲ 發シ、 理不盡 一一 押 通リ、 同時 左手 人家 ョ リモ 一人、 短お ヲ 

以 出合、 狃掛候 二 付， 其 場 之 勢不得 止、 得道 具 ヲ以突 掛候處 、淺手 一一 御 坐 候 哉. 何 レモ 家内へ 逃 去、 其 儘追掛 候處、 ^ロヨ リ 

供 先ヲ濱 手へ 相 廻 申 候、 先手 銃隊 共、 右 之 擧動ヲ 見 請、 直 一一 搏出候 一一 付、 種々 相 制 候 内、 彼 モ濱手 ヨリ 及 發砲候 二 付、 一 先ノ 

數ヲ 山手へ 繰 込、 見合 候內、 外國人 共、 更 ニ銃卒 押出 シ 、頻 一一 撙掛候 一一 付、 尙又 此方 ョ リ モ及發 砲 中 候、 尤右ハ 不慮 之條ョ リ 

差 起リ、 此上 大事-一 立 至 リ不申 候 様、 早々 人 數引揚 申 候、 以上。 

正月  日 置帶刀 

池 田 章 政 家 記 

〇 窣政家 記 一一 云、 廿  一 U 、宇 和 島 侯 下坂 二 付、 兵 庫 一 件 書取 差 出 へ キ旨 二 付、 差 出ス。 

〇 永 井直諒 、其 所管 舊 幕府 領地 ノ 措置 ヲ稟ス 、命 シテ、 其舊ー 一依 リ、 且 昨年 ft 欠ノ 數ヲ齒 J セ 

シム ◦ 

永 井 =,M 守 支配 所 

一高 三千 九 百石餘 攝州島 上 郡 村々  一高 四千 二百 石餘 同 州 島 下 郡 村々 

M 古 記 卷ニ 十一 一一 明治 元年 正月 十九 日  プ 五一 一一 


復古 記 卷 二十 一一 一 明治- 兀年 正月 十九 日  六 五 四 

一高 六 千 五百石 餘 同 州 能 勢 郡 村々  二 咼ー萬 四千 石餘 同 州 川邊郡 村々 

一高 三千 四百 石餘 河 州 茨田 郡 村々 高 合、 三 萬 二 千 石餘、 

右 支配 所 村々、 去 卯 收納米 之內、 夫々 引渡 仕 候、 殘米 一 萬 石餘之 分納 方 之 儀、 如何 相 心得 可 申 哉、 將亦 前書 村々、 此度 御所 

御料 -ー 相 成 候 得 ハ 、是迄 之 通 御 預ケ被 成 下 候 哉、 宜奉願 上 度 、依 之、 此^ 奉伺 疾 、以上。 

永 井 日向 守 家 来 

正月 ト 九日  鈴 木 治三郞 

福 山 繁 三 郞 

〇 批紙 

伺 之 通 被 仰 付 候、 石數 以下、 且咋冬 未納 之 分等モ 委細 取調、 帳面 i-i 認、 早々 可 申出 事。 I 響 

〇 九 鬼隆義 - 一 命 シ 、舊 ニ仍 テ 、神 崎 川 I、 ヲ 警守 セシ厶 、又稻 田 邦植ノ 家臣 三 田 某 等、 書 ヲ 上リ、 

邦植 ノ西ノ 宮守 衞ヲ 罷メ、 專ラ高 松 ノ應援 一一 從ハ ン コト ヲ請フ 、難 3 し II、 之ヲ 聽ス。 

〇 十 日隆義 伺 書 

兼 テ關東 之 命 - 一 依、 攝州河 邊郡神 崎 川筋 警衞罷 在 候處、 去ル 七日 引拂候 様、 是亦關 東 之 達 二 付、 大體 引拂申 候、 乍 併、 右警衞 

之儀ハ 、素ョ リ外國 渡 來之爲 、京師 之 御 守 衞ト相 心得 罷在候 一一 付、 萬 一 之 手當ト シテ、 器械 等 其 儘 近傍 - ー預ケ 置、 少々 人數 

殘置候 、以来 如何 心得 可 申 哉、 此段 奉伺 候。 

正月  -  九 鬼 長 門 守 

〇 本日 口 達 

神 崎 川筋 警衞之 儀、 總テ是 迄 之 通 可 心得 事。 


〇 

^申 上覺、 

九 郞兵衞 ^、未成 童 一一 候 得 共、 先代 九 郞兵衞 之志ヲ 繼キ、 王室 之 爲不顧 幼 愚、 U 夜 杞憂 罷在 候處、 過日 勅書 ヲ以、 累年 暫 

王 之 旨 趣 被 閬召候 段、 被 仰 出、 君臣 一同 感涙-一 不堪、 雀躍 罷在 候、 其 節 西 ノ宫、 備前 御警衞 之 輩、 應援勉 力 可 仕様 被 仰 

付、 刖人數 差 向罷在 候、 然處、 淡 州 之 儀ハ、 天下 緊要 之 地 -ー 御座 候 得ハ、 兼テ 先帝 ヨリ 防禦 可 仕様 被 仰 付、 奉畏 【能 在候處 * 

猶乂、 今般 一 大御變 革-一 付、 何時 事 變出來 モ難測 御 旨 趣 ザ以テ 、厳重， 衞町^ 在 様 被 仰 付、 成 丈 戒備罷 在 候 折 柄、 讚 州 高 

松 御 討 g 波爲在 候 -ー 付、 諸 藩應援 之爲、 人 數差向 候 様 被 仰 付、 用意 罷在 候、 乍 去、 九郞 兵衞儳 ハ 、 小 家 之 事 -ー 御座 候 へ ハ 、 

數處手 分 仕候テ ハ 、所謂 任 數勞テ 無 功之 場 一一 相 成 可 申、 且西ノ 宮警衞 之義ハ 、浪華 一一 屯 集 罷在候 姦徒ヲ 、遠 捲 仕 候 事歟 トモ 

奉存 候、 然處、 旣 -ー 姦徒潰 散 仕 候 上 ハ 、最早 蛇足 ト モ奉存 候 、何様 前顯ノ 懸リ、 九郞兵 衞儀 ハ 、 小 家 微力 -ー 御座 候 得 ハ 、 数處 

手 分候テ ハ 寸功難 建、 折角 之 思 召 一一 難 奉答、 彼是 心配 罷在 候閒、 何卒 西 ノ宮御 警衞御 冤 之 上、 高 松 へ ^向 候 様 被 仰付忙 

得ハ、 國表 ヨリ 繰 リ出シ 人数 ト 一 心 戮カ之 上、 精々 驅馳 仕度 心得-一 御座 候、 此段奉 中 上 候、 以上。 

正 B 十 大日  三 田 0.ブ 纟 

c 藤 彌 A 衞 

林 轍之丞 

mm 家出 兵 記 

〇 

稻田 九郞共 衞家來 

三 田界馬 

.3: 藤彌 にハ 衞 

M 古 ほ 卷ニ 十三 明治 元年 正月 十九 日  >  五 5 


復古 記 卷ニ 十一 一一 明 冶 元年 正月 十九 日  六 五六 

林 轍之丞 

出願 之 趣、 尤 -ー被 思 召 候 間、 西 宮表警 衞之儀 被 冤 候、 尙又 其方 等 三人 之義、 御用 有 之 被 召 寄 候 得 共、 前 顯之趣 有 之 候 - 一 

付、 申 合 一 人 在京 一一 テ 、餘 ハ 引取 候テ モ 不苦旨 御沙汰 候 事。 

E  稻 田家  . 

正 月 出兵 記 

〇 案ス ル 一一 、昇 馬 等 三人 ヲ召サ レ シ ハ 客臘 -ー 在リ、 三人、 本 月 十五 日 ヲ以テ 京 二 抵ル、 是 一一 至リ、 又 是命ァ リ、 其 事由 詳ナ 

ラス、 蓋 シ稻田 氏 夙 二 勤王 ノ志ァ レト モ、 常 二 本藩ノ 拘束 ス ル所ト 爲リ、 其 志 ヲ暢フ ル ヲ得ス 、故-一朝 命 ラ以テ 三人 ヲ召 

サ レシ ナルへ シ、 出兵 記、 叉 云、 轍之丞 京師 -ー滯 在 スト。 

〇 毛 利 敬 親、 及 ヒ 廣封、 阪城 討伐 ノ 命 ヲ拜シ 、不日 一一 シテ 軍ヲ發 スルヲ 禀 ス 。 

德川 軍兵、 伏 見 表 -ー 出張、 反逆 之 色顯然 二 付、 追討 官軍 可 被 差 向 候閒、 私 父子 之 中、 大兵 引率、 急速 發途、 華 城 壟 搫可仕 之 

旨 蒙 勅命、 謹 テ奉承 仕 候、 以 微力 奏功 之 儀 萬々 無覺 束、 不堪 惶懼候 得 共、 私 父子 之 中、 不日 發途、 華 城 襲 擊可仕 微衷^^ 

候、 此段 御 奏達所 仰 御座 候。 

正月，：' 日  各 通 長 門 宰相 

長 門少將 

輦下日 載 

〇 輦下日 載-一 云、 桂 太郞， 十八 日 浪華 著、 朝廷へ ノ 御請 書 持 參ト、 然レ ハ 之 ヲ出セ シ ハ 、翌日 二 アルへ シ、 故 一一 本日 二 收ム。 

〇 稻葉久 通、 織 田 長 易、 兵 ヲ 京師 ニ出ス 、長 易 又 鷲 尾隆聚 ノ令ヲ 以 テ 、守兵 ヲ慈恩 寺 村 

二 置 ク ヲ禀ス o 


先達 テ御届 申 上 置 候、 大坂木 津川詰 之 者 共 引拂、 同所 藏 屋敷へ 控罷在 候處、 此節之 依 御 達、 不取敢 別紙 書付 之 通、 昨夕 御 

當地 へ 引越 申 候、 付テ ハ 少人數 -ー 御座 候 得 共、 相應之 御用 向 被 仰せ 被 下 候 得 尸 、難 有奉存 候、 此段申 上 候、 以上。 

稻葉 右京亮 內 

正 on: 


稻萊久 ：迎 家お 


〇 

別紙 人數、 妙 心 寺 塔 頭 智勝院 へ i 宿 仕 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 


正 月 


稻 萊 右 京 亮 内 

か ！fs 力 


家老 

徒 目 付 

農兵 

又 者 


爱人 

一 人 

十， 五 人 

一 一 拾 一 一人 


徒士 


二人 

拾 一 一人 

一 A 


目 付 

小頭 

祐筆 


一 人 

一人 

一 人 


士分 

足輕 


l:A 人 

十五 人 


小 役 之 者 三 拾 人 


ダ百拾 八 人 

a ヒ。 稻葉久 

迎家記 

〇 

覺、 

物 頭 童 人 

復 古 


十： 分 五 人 


伍長 壹人 


足^ 拾 人 


己 

一一 一 R 


卷ニ 十三 明治 元年 正 十九 日 


六 五 七 


復古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 十九 日  六 五八 

右 之 通 著 京 仕 候、 此段御 屆申上 候 、以上。 

織 田攝津 守家來 

正月 十九 日  竹 村 眞ー郞 

綠田長 猷家記 

〇 

口上 覺、 

紀州 高野山 御 出張 被 爲在候 鷲 尾 侍從^ 、御 使 十 津川鄕 士野畸 和 兵衞、 宮本勇 之 助 ヲ以被 仰 越 候 -ー ハ 、常時 之 形勢 -ー 付、 御警 

衞筋嚴 重 相 心得、 坂 城 落人 等 有 之 候ハ召 柿、 南都 興 福 寺 裡十津 川鄕士 取締 リ所 へ 差 出 可 申、 且 大坂ョ リ 伊賀 越 街道 慈 恩 寺 

村 へ 、人 數差出 候 樣仰付 越 候 -ー 付、 早速 差 出 置、 猶 領内 往還 筋 警衞等 仕 居候 處、 去ル 十六 日、 歩 兵隊 之 内 伊太 郞、 熊 吉ト申 者 

召 柿 候 二 付、 其 段 御 同所 御 取締 リ八木 村 へ 御 届 申達、 差圖之 上、 人體 ハ 南都 取締 所 へ 引渡 申 候、 此段 在所 役人 共 ョ リ 越 候、 

此段御 届 申 上 候、 以上。 

織 田 攝津守 家来 

正 K 十九 日  坂 井 權右衞 門 

綠田長 猷家記 

〇| 二十 一 一日 上申書 

去ル 十九 日、 御 屆申上 置 候、 大坂 ヨリ 伊賀 越 街道 慈 恩 寺 村 へ 、差 出 置 候 人 數引拂 申 候、 猶 領内 間道 筋 等、 嚴重警 衞罷在 候 段、 

在所 役人 共 ヨリ 申 越 候、 此段御 屆申上 候、 以上 C 

織 田， 攝 津 守家來 

正月 二十 二日  怍村眞 一郎 


綠 E 長 袱家記 

〇 是 ヨリ 先、 金穀 出納 所、 三 井 某驾等 三人、？ ま 31? ノー  論シ、 金 穀ヲ豫 備シテ 、不時 ノ需 

二 供セ シ ム、 是日、 某 等、 金 壹萬圓 ヲ獻ス ， 

〇 十七 日 詭 達 書 

御 復古 - 一 付テ ハ 、其 筋 追々 御 取調 可 有 之 儀 -ー 候 得 共、 卽事 金穀御 用途 之處、 御手 支 之 程モ難 計、 何時 御用 被 仰 付 候 哉 -ー 付、 

各 分相應 用意 可 致 置、 尤被借 召 候 次第 二 有 之 候 事。 

但、 相對 取引 之 分 ハ 可爲 勝手 候 得 共、 本文 之 通 -ー 付、 大金 融通 之 儀 -ー 於 テハ、 一 應金穀 御 役所 へ 伺 出 之 上、 取 計 可 致 候。 

京都府 記 

〇 

一 金鱟 萬兩、 

右 ハ 報恩 之タ メ  、書面 之 通 獻金之 旨、 神妙 之 至 一一 候、 正 請 取 申處如 件。 

金穀 出納 所 

慶應四 年 g 正月 十九 日  役 


o 


議定 

之 印 

っ參舆 

C 之 印 


所 

三 井 三 郞 助 

島 田 八 郞左衞 門 

バ. - 野  np. 


京都府 記 


〇 脇 坂 安斐、 谷 衞滋、 永 井 直 哉、 京 -1 至 レ 。s.i.,si 


復古 記 卷ニ 十三 


ノ 永 井 直 哉 家 記 

明治 元年 正月 十九 日 


六 五 九 


復 古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 十九 日  六 六 〇 

〇 長 門 藩 兵、 松 平 慶倫ノ 向 北：： ヲ問フ 、是 日、 慶倫ノ 老臣、 連署 シ テ、 大義 滅親、 奉 上貳ナ キノ 誓 

*%TN  ス o 松 平 康倫家 記 

fP ヲ ^ス 輦下日 載 

〇 德川慶 喜、 諸藩ノ 老臣 ヲ江戶 城-一 召シ、 三日 以後 ノ事體 、及ヒ 其 心情 ヲ陳シ 、諸 藩-一馬 シテ、 

之ヲ 救解セ シ ム 、松 平容 保、 松 平定 敬、 慶喜 ヲ勸メ テ再擧 ヲ謀ラ シ ム 、慶 喜從 ハ ス o 

今般、 皇國之 御 爲ヲ 以テ、 攻權 奉歸候 次第 ハ、 何 之 懸念 モ無 之、 誠忠 可盡 存念、 一統 モ盡カ 致 吳候條 二 有 之、 登 京 之 節、 

奏聞 之 次第 モ 承知 之 通 之 儀 一一 候、 然ル 一一 、京 坂 戰爭モ 行 違 之 儀 -ー テ、 追々 承 候得ハ 、 朝敲 杯トノ 風聞 モ有之 由、 兼 テ之素 

願 モ 不相 立、 殘念 -ー 存候、 併此 上、 誠意 相盡候 存念 -ー 候、 就テ ハ 、 朝敵 等 無 之 趣 、ノ 申立 度 存候得 共、 貫徹 致 間 敷 -ー 付、 右 之 

處、 一統 ヨリ 盡カ 致シ、 京地へ 申立 吳候 様賴存 候。 

〇 春嶽 私記 -ー 、十九 日、 江 戶西丸 へ 同席 重役 一 同被爲 召、 御 直 二 上意 有 之ト。 

〇 老中 演說書 

今般、 宇内 之 形 勞ヲ御 量リ、 政 權ヲ御 返 シ被遊 候譯- ーテ有 之、 皇國之 御爲 一一 不相 成ト 思 召、 御 建白 モ被遊 候處、 朝廷 

ニテモ 段々 思 召被爲 在、 せ： 段 ハ 一 統 承知 之 通、 且京坂 之 間、 御先 手戰 爭ハ、 全ク 行違ョ リ相生 候 事 一一 テ、 追々 御 承知 モ被 

遊 候處、 朝敵 杯ト申 風聞 モ相聞 候 得ハ、 兼テ ノ御 誠忠 ヲ御立 可 被 遊 御 素 願 モ不相 立、 御殘念 一一 思 召 候、 右 之 次第 ラ ハ 、精 

誠 被 仰 上 候 事-一 ハ候得 共、 猶又 一統 モ、 此段相 心得 候 様 被 申 渡 候 事。 嗨 

ま % Ills 

〇 水 野 忠敬家 記 -ー 云、 於 江 城 重役 呼 出、 京 坂 戰爭之 儀ハ、 薩、 長 ヨリ 及發 砲候侬 一一 テ不得 止處、 却テ 朝敵 之 蒙 汚名 候 - 一至 リ、 

殘念 至極、 就テ ハ 恭順 謹 愼之取 計 之存寄 二 ハ 候 得 共、 屆兼候 上 ハ 、猶取 計 之 品 モ 可 有 之 候閒、 右 之 心得 -ー テ 勉勵、 盡 忠勤 候 

様 口 達 有 之。 

〇 上 杉茂憲 戊辰 事情 二 云、 德川氏 面 示 二 曰、 三日 召ヲ 奉スル ノ擧、 前驅ノ 過誤、 圖 ラス 戰鬬 - 一至 リ、 忽チ 朝敵 ノ名ヲ 蒙 


ル n ト、 痛 憾之至 也、 素 ヨリ 朝廷 ニ對シ 奉リ、 毛頭 無 異心 ノ旨、 百方 陳疏二 及フト 雖モ、 勢ヒ爱 一一 迫リ、 天閣 九重 貫徹-一 

由ナ シ 、此上 列藩 之 力 二 倚リ 、汚名 ノ寃ヲ 雪 カン コトヲ 企 望 スト。 

〇 仙 臺藩記 一一 云、 正月 二十日、 德川家 ヨリ 重役 之 者 登城 致シ候 様、 老中 ョ リ 申來、 詰 合 執政 坂英カ 出頭 シ候 處、 慶舆 自ラ出 

會、 同人 大政奉還 已來、 正月 三日 上洛 之 途中、 伏見邊 -ー ォヰテ 先手 之 者 共、 理非 ノ辨 モナ ク 率然 丘 ハ端ラ 開キ、 終 一一 朝敵 ノ名 

ヲ蒙リ 、臣子 ノ分ヲ 失シ、 恐愕 至極、 手足 ヲ措ク 二 所 ナク、 速 二 正月 十二 日 ヲ以テ 退京、 柬下、 一 向 恭順 謹愼、 全 ク奉對 朝 

廷、 毫髪逆 意 無 之、 舉竟 指揮 不行 届ョ リ、 先手 之者ト モ輕擧 率爾 ノ擧動 -1 至リ候 段、 其 身 ハ 伏罪、 何レト モ奉仰 _ 天 裁 候 心 

得 二 候 得 共、 六師旣 一一 御 發向之 由、 上 ハ 天兵 ヲ奉勞 、下 ハ 萬 民 塗炭 之 苦 ヲ受シ ムル 一一 忍ス、 伏テ願 ハク ハ、 六師 御發向 

捋 へ下サ レ 候ャゥ 周旋 ニ預リ タキ 由、 深 ク侬賴 有 之、 K 喜ョ リ慶 邦へ ノ 自書 HiK;^ フクつ、 相 渡 候 由、 其 節 承リ屮 候、 其 

后英カ ヲ以テ 依賴之 事、 逑 一一 周旋 シ 吳候ャ ゥ 懇願 ノ由 一一 テ、 老中 又 ハ 大目 付中ョ リ、 幾度 ト ナ ク責付 ヲ受候 へ 北ハ、 先 其 儘 二 

ァ シ ライ 置 申 候、 就中、 大久保 一 翁 申 候ハ、 討 會御奉 命 -1 付、 貴 藩 -ー テ願之 上、 白 河城ヲ 屯所 一一 御 引受 、軍事 局ヲ御 取^  ノ.^ 

二 承 候處、 同所 ハ 德川家 大政奉還 以前、 i! 奥 守 殿御 周旋 二 依テ、 阿部 家 一 旦棚倉 へ 移シタ ルヲ 復領サ セ タルコ ト、 御 心得 之 

通 一一 テ、 德川、 伊達 兩家 ノ義、 舊來 他家 ノ比 -1 非 ル親ミ ヲ以テ 、萬 端 懇談 ヲ盡シ 所置セ シニ、 一朝 二 シテ如 此ナル コトハ 、人 

情 アルへ キ筋 ニコレ ナク 、阿部 氏 モ旣 一一 令 アル 上ハ、 復領ス ルニ疑 ナシト 思 ヒ 、旣 一一 荷物 ノ 運 輪 二 迄 取 付 タ ル 由、 其 迷惑 察 

シ玉 へ 、如 可 二 力 シテ 此事ハ 控 へ ラ レ度 由、 谡 侬賴 有リケ レ トモ、 私 ハ元ョ リ番詰 二 テ 出府 シ居、 是等ノ 事 迄ハ關 係不致 由" 

申 攘ヒ肯 ヒ不申 候。 

〇M 二月 八日 加賀藩 上申 

今度、 京攝ノ 模様 ハ 一 同 承知 ノ通 ニテ、 不 容易 時勢 二 至リ、 何共 恐 入 候 次第、 右 ハ豫テ 皇國ノ 御 爲、 盡カ罷 在 候 得 共、 人心 

折 合 兼候邊 ヨリ、 此方 誠意 モ不徹 、却 テ奉惱 釵盧候 次第 二 付、 先般、 攻權ヲ モ奉歸 候、 然ル 二 今度、 上京 之侬被 仰 出、 發 

坂ノ 途中、 不計モ 行 違 ノ邊ョ リ 兵端 相 開、 不 容易 場合 一一 臨ミ候 付、 一 ト先柬 歸致シ 、恭順 謹愼罷 在 候處、 方今 朝敵 ノ名ラ 

復古 記 卷ニ 十一 一一 明治 元年 正月 十九 日  六 六 一 


復古 記 卷 二十 一一 一 明治 元年 正月 十九 日  六 六 二 

負セ 候 哉 一一 モ 有 之、 誠 一一 以恐入 候 次第、 此上 何國迄 モ尊 敬ヲ盡 シ 、奉對 朝廷 異心 無 之 趣、 御 詫 申 上 候 儀 -ー 決心 致 シ候ニ 付 

テ ハ 、諸 藩 一一 於テモ 此趣ヲ 汲取、 奉對 朝廷、 弓矢 ヲ彎候 趣意 一一 テ ハ诀シ テ無之 段ヲ、 厚 周旋 盡カ候 様、 一 偏 - 一頓 入 候、 此段 

銘々 へ 申入 候 様、 

右 之 通 於 江戸 申 聞 候 旨、 國許ョ リ運越 候閒、 此段御 屆可申 上旨 申 付 越 候、 以上。 

加賀 宰相 中將內 

二月  里 見 亥三 郞 

輦下日 載 

〇 案ス ル 二 、春嶽 私記、 輦下日 載、 載ス ル所、 其 文同シ カラス、 又 酒 井忠寳 家記モ 亦、 口 達 ァリ、 其 文、 忠敬家 記ト少 異同 ァ 

リ、 蓋 シ藩ノ 内外、 席 ノ區分 等 ヲ以テ 、異同 ァ リシナ ルへ シ。 

〇 中 村武雄 手記 二 云、 初メ我 公、 已 一一 江戸 二 著 キ玉ヒ 、邸内 二 モ入リ 玉 ハス 、晝夜 御 登城 被爲 在、 會津 侯ト共 一一 、大坂 ノ御趣 

意、 今一 度 思 召 被爲立 候樣、 種々 言 ヲ盡サ ルト云 トモ、 前 將軍更 二 用 ヰ玉ハ ス、 却 テ寡人 ヲシテ 、此 ニ至ラ シ メシハ 、肥 後ト 

越 中 トノ業 ナリ杯 仰 セラ ル 、程ノ 事故、 今 ハ致シ 方 無 之 トテ、 築地 ノ邬 一一 歸 ラセ 玉ヒ、 是ョ リ 閉居 シテ 出テ玉 、ノ ス、 江戶ノ 

議論 一一 ハ 、桑 名 モ巳 一一 罪 一一 服 シ 、德川 氏 一一 モ 御 恭順 ノ 上 ハ 、御 謹愼 ノ 外 有 之 間 布 ト テ 、 謝罪 狀 ヲ 肥 後 藩 二 托 シテ、 御 謹慎 在 

セ ラル o 

〇 紐 開 成 所 會議槪 略 

〇 開 成 所 囘達書  • 

別紙 之 通、 諸 藩校 へ 御 通達 之 儀、 開 成 所 ヨリ 申立 候 -ー 付、 右 f 通 及 御 申 合 候、 國家 存亡 極 切迫 之 時勢 二 付、 諸 藩 御 有志 之 方 

方 御 議論 有之樣 ト ノ 趣意 二 付、 被 仰 合 御 出席 有 之 様 致 度、 此段及 御 申 合 候、 以上。 


正月 十三 日  交際 方 

帝 鑑閒御 席 

御 留守居 中 

另 M  ) 

國家 重大 事件 二 付、 會議致 度 候 間、 盡忠 有志 之 諸君 ハ 不拘 貴賤、 明 十四日 ョ リ 小川 町 開 成 所 へ 御 入 來可被 成 候 お J 

^、每 曰 朝 五 半時 ョ リ八ッ 時 迄 之內、 銘々 腰 辨當之 事。 

■ 正月 4- 三日  會議 一同 

〇 赤 阪ハ紀 伊 藩 ヲ云フ ナリ。 

一 S 正月 十四日、 開 成所會 議席 へ 罷出候 所、 出席 一 同、 床机 -ー テ並 居候 所 へ 、左 之 害 付 出 候 預 書取 退 「り 

但板間 一一 テ糟 古場 之 模様 ナリ。 

一條  ， 

比 度 會議之 趣意 ハ、 戮カ 同心 シ テ、 義ヲ唱 へ、 具ヲ 集メ、 國家ヲ 再興 ス ルラ主 トス、 外化議 不一 P 有 之 

會議- ー預ル モノ ハ 、定日 刻限、 急 度 出席 之 事、 

た 毋會、 會中 ヨリ 置 人 ヲ镤ヒ 、演 說方ト ナス へ シ、 

四條 

卜 人^ 寄ヲ 申出 ル時ハ 、是ヲ 書面 一一 イタ シ、 演說 方-一渡 ス へ シ、 

復古 記 卷ニ 十一 一一 明治 元年 正月 十九 日  ，* ニノ 三 


復古 記 卷 二十 三 明治 元年 正月 十九 n  六 六 3 

五條 

演說 方、 右 書面 ヲ 受取、 存分 其 意ヲ熱 覽シ、 不 容易 不審 之 廉ァラ ハ承リ 正シ、 明細， 一 理解 ス へ シ、 

次 ュ演說 方、 書面 テ高聲 一一 讀上ケ 、衆 中-一 出ス へ シ、 

七條 

衆 中、 答說 之者ハ 論難 ス へ シ. 其 節 演說方 ヨリ 應對ス へ シ、 返答 之難キ 〈、說 ヲ立テ 候 モノ へ 承 リ正ス へ シ、 始終 說ヲ 立タ 

ル モノ ト難 荇ト 、直-一 應對ス へ カラス、 左 候 テ演說 方 其 間 二 居 リテ、 雙方之 意味 ヲ 貫徹 シテ、 成 丈 一致 ニ歸 セシム ヘシ、 

雙方之 意味、 行違ヒ 一 致 シ難キ 節ハ、 衆說 ニ從フ へ シ、 

但、 任 撰ハ入 机ヲ以 テ定ム へ シ、 

九條 

衆說 ニ歸ス ル說ハ 、私心 ヲ屈 シテ隶 ニ從フ へ シ、 自己 ノ說之 行 レサ ルヲ 以テ、 不平 ヲ懷キ 、戮カ 同心 之 本意 ヲ失フ へ カラス、 

十條 

衆議 一定 之 上ハ、 一 紙 二 認メ、 出席 人數之 姓名 ラ記シ 、政府 一一 呈シテ 裁斷ヲ 乞フ へ シ、 

十 一條 

政府 ョ リ 下問 之廉ァ ラ 、ノ  、又 右 之手績 -1 テ 答奉ル へ シ、 

十二 條 

新聞 ァラハ 、必會 中二 吹聽ス へ シ、 會中、 是カ爲 二 新聞 帳 ヲ設ケ 、悉ク 記 錄シ、 會中ハ 人 ノ觀覽 一一 便-一 ス へ シ、 

軍機 之 事 ハ 、封書 二 テ演說 方 へ 差出シ 、其 儘 大君 へ 呈候 事。 


丄 度會議 W 始唉 ハ餘之 儀-一 アラス、 國家 危急 之 場合 二 付、 同心 唱義、 皇國之 御爲、 德川氏 御 再興 之僙ヲ M リ 候-一 付 御 

銘々 御 見込 \ 一 趣、 何事-一 ョ ラス 御 申出 被 下 度、 會議之 上 言上 仕、 夫々 御 採用 相 成 候 様 仕度 也、 

御 見込、 今 曰 被 差 出 候 共、 御 歸リ之 上、 御 認御持 參相成 候 共、 兩様之 W イツ レ 二 テモ、 諸君 ノ御說 ュ附キ 會議可 致 候 C 

ま &;: 頭. す  . 
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中 哲 助 

m  ^ 模守 


卞 

渡 逡 


正 


倉 撟但馬 守  西 尾 錦 之 助 

小 田 切 莊三郞 目 賀田帶 刀 

同 敎授職 等 

津田眞 一郎  神 田 孝 平 

加 藤弘藏 柳 河 春 三 

小 林 鼎輔 榊  令 助 

攻守、  i 

右見 込ヲ可 申立 旨 也、 各攻、 或守ノ 一  字ヲ 記シテ 投票 セリ、 予ノ 差出セ シ 書面 ノ 大意ノ 

攻ルノ 力 有テ、 而後 二 守 ル可シ 、今日 ノ勢、 一 ニノ 大 藩義擧 シテ助 クル ァラハ 、戰 フモ可 ナ- 

ュ 受ルノ ミナ ラス、 外國ヲ 敵ニ受 クル モ知ル 可 カラス、 宜ク 注意 セサ ル可 カラス、 云々。 

ー然 ルー 一 、攻ノ 入札 多 力 リシ ，ー ャ、 十六 曰、 右 會合之 面々、 西 城へ 出仕、 慶喜 公へ 謁見 シ、 再擧ヲ 慫慂セ ント 議ス、 S せ 公、 敢 

テ見ス 、き ンク退 城 セリ。 謹 

レ 


一十 日、 伊達宗城、 後藤 元 St 、大坂 ヨリ 至 リ、？ ^各 國 公使 神 戶ノ事 ヲ論セ シ書ヲ 上 

復古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正お 二十日  ，フー ノョ 


ヽ然 ラス ン ハ 、n 木 全 國ヲ鉞 


復 古 記 卷 二十 一一 一 明治 元年 正月 二十日  六 六 山、 

一一 其 言 二 從フ、 是日、 東久 世通禧 一一 命シ 、之 ヲ各國 公使 二 報セ シ ム、 又 之 ヲ池田 茂 政 一一 諭 ス 。 

各國 公使 ョ リ、 備前家 來暴發 一條 二 付、 御 處置之 儀 ハ尤之 儀， 1 付、 彼等 如 申立 被 聞 召、 御 處置可 相 成 候 間、 此段 早々、 各國公 

使 中 へ 御 通達 可 有 之 候 事。 

正月 二十日  伊達 伊豫 守 

三條 前中納 言 

1! ^ク； p 1H:  /- ン る き 己 

〇 

千 八 百 六十 八 年 第一 一月 九日 出、 六ケ國 公使 ヨリ 之 責書致 披見 候、 然ハ、 備前 家來之 儀、 御 申立 之 通 處置可 致 旨、 今朝 別紙 之 

通 flfl 申 趣 候 間、 左様 御 心得 可 被 下 候、 尤 政府 ヨリ 之 詫 書 之 儀モ、 追 テ可差 出 候、 此段御 返答 如 斯御坐 候 、以上。 

辰 正月 二 卜 一日  東久世 前少將 

佛 *英* 伊 *米* 孛， 蘭 

公 使 姓名 閣下 餅， 

〇 

—  家来へ 

家老 日置帶 刀、 攝州神 戸村 通行 之砌、 外 國人ト 及 砲戰候 始末、 公法 ヲ以 テ、 朝廷 ョ リ御處 置 可 有 之 g 御 決定 候閒， 其 段 相 

心得 可 申、 尙御處 置 振 之儀ハ 、追 テ可被 及 御沙汰 候 事。 

正月 二十 B  | 田 i 早唱 

着篛轵 一記 

〇 備前藩 へ 達 書  ♦ 


右 者 上京 候ハ、 、其 星 敷へ 預リ 置、 直-一 相屆可 申出 事。 ^家 y  I 

〇 春嶽 私記 -ー 云、 十九 日、 議事 ハ 外國 事務 總督 豫州老 侯、 同掛リ 後藤 象 1 一郎、 大阪ョ リ上】 "小、 ^匮 應接之 次第 申上タ ル 二  ^ 

テナ リ、 應妾ュ 相 成 起原 ハ、 去ル トー 曰、 備前ノ 人数、 兵 庫-一至 ル 途中、 神戶 村-一 テ英 人ト 取合 ヒ出來 、佛亞 ノ人數 モ^ ほ- 

救爱及 砲戰、 互 二 少々 之 殺傷 有 之 二 付テ ナリ、 外國 公使 共 ョ リ、 此度事 勢變革 二 付、 外國 へ 御 布告 之 儀 ハ 致 承知 候 由、 乍 併 

備 的 取合 之 一 件、 公正 之 御裁诀 -ー 無之テ ハ 、和親 之 約 ハ難致 トノ趣 一一 付、 東久 世殿ョ リ、 裁诀ハ 如何様 一一 イタ -ン 列國 公使 

萌足ナ ル ャ ト被 申處、 返 翰 之 要旨 ハ 、 御門 陛下、 十分 一一 詫タ ル 書面 一一 テ、 今後 之處、 急 度爲致 間 敷 ト請合 之 段 申來候 ハ 、 

本國 へ 可 申 遣 旨、 又 及 暴行 候 様 差 圖致タ ル 役人 ハ 、外 國人之 見 ル 前 二 テ、 刑 罪 二 行 ヒ候様 トノニ 件ナリ 此 返答、 二十 二日 

迄 二 可 有 之 趣 ヲ申越 タリ、 此段於 議事 席、 豫老 侯、 象ニ郞 ヨリ 總裁宫 へ 申 上、 夫 ヨリ 公使 ヨリ 之來書 翻譯セ シぅ 上參き 公 

S  ノ内ニ テ高聲 ニ被讀 上、 夫 ヨリ 下 參與之 面々、 一 人ッ 、列 ヲ進ミ 、意見 及 言上 處、 何モ 大同小異 一一 テ、 歸ス ル所， 萬國之 公 

さ 一 被 壬 ヨリ 外 無 之 トノ 趣意 ナリ、 夫 ヨリ 公卿、 議定、 參與衆 之 評議 一一 相 成處、 或 ハ 姑息、 或 ハ 利害、 或ハ 蒙 味說等 一一 ーフ 更 

二 下ぬ 共、 下參與 尸 及 退席、 堂上 方 之 論 二 時刻 ラ經テ 、不诀 二 付、 下參與 再出、 厘 及 催促 處、 岩 倉 殿 ヨリ 堂上 方 一人 ッ、 質問 

二 テ、 斬ク 一一 シ テ决シ 、下 參與 へハ何 レモ 建議 之 通リ、 萬國之 公法 二 被 任 段 被 申 聞、 已 一一 1 一一 テ 、 片時 モ 平 ク阪地 二 可 申 

趣 トノ事 一一 相 成處. 公 帥 宫迄御 申達 有 之 ハ 、外國 交際 一一 付， 日本人 之 刑戮、 御 親政 後 御手 始之事 候 得 ハ 、 御 奏聞 ノ上 、街 

取 ^ヒ 一一 不相成 矣半テ ハ 、備藩 之 屈服、 如何 可 有 之 哉ト御 申入 -ー 付、 子 半 刻 頃、 三 條中納 言 殿、 中 御門 中納 言殿參 朝 二 テ 

御 奏聞 I、  S 之 上、 直様 外國 事務 響 3 リ、 外國 公使 i 之 通 御轰 -ー 相褒、 S 出張 之 東久世 8r  I 腿る 

被 申達、 此度 之事ハ 軍隊 ニ起リ シ故、 償 < あ 二 テ ハ 蕭由 ナリ、 備 I モ シ奉 命 無 之 候 得ハ、 御 征討 之 御 ま 有 之 i 

朝 裁 之 趣、 日本 全國 へ 御 布告 一一 相 成トノ 御 評議 ナ リ キ、 翌 二十日、 於 太 政 官備前 重役 御 呼 リ-、 御 達 一一 射成タ リ. 

〇 戶田忠 至 ヲ以テ 、參與 、兼會 計 事務 掛ト 爲シ、 參與楫 取 素彥ヲ 以テ、 制度 狻 事務 掛ヲ兼 シム 

復 古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 二十日  六 广 「 


復古 記 卷 二十 一一 一 明治 元年 正月 二十日  マ，、、 

.  >  <  ノ パ 

戶田 大和 守 

參與 職、 會計 事務 掛、 被 仰 付 候 事。 

〇 忠至家 記 口 達 トァリ 、故 一一 囘達ノ 文 ラ收ム C 

〇 

きド  楫 取素彥 

制度 寮懸、 被 仰 付 候 事。 晴釘 

〇 參與酒 井 忠溫ヲ 罷メ、 北陸 道 鎭撫- ー隨ハ シム、 小 原 忠寬大 垣 一一 赴キ 、官軍 ノ魔 食ヲ^ 辨セ ン 

ト請フ 、之ヲ 聽ス。 

〇 春嶽 私記 -1 云、 此度高 倉、 四 條之兩 卿、 北陸 道鎭 撫使ト シ テ御發 向 -ー 付、 御 家 ョ リ 衮謀之 者 御 指 出 ，ー 相 成 度 御 頃談有 之、 

藝州 ョ リ ハ 寺 尾 淸十郞 指 出 -I 付、 御 家 ョ リ ハ 參謀之 者 ハ 御斷 -ー テ、 御 國中爲 御 案内、 洒井十 之丞、 大井彌 十^、 被 差 添き 二 

相 成、 今 曰兩人 共、 宫代 出勤、 兩 卿、： 151 尾 寺 淸十郞 へ 及 示談、 | 不曰、 酒 井.：' 之丞、 北陸 道 勅使 差 添 トシ テ、 御 國行キ 被 命 ニォ、 

參與役 之 i 相 願ヒ被 免。 

〇 

此度 官軍、 東 山道 へ 御發向 -ー 付テ ハ 、具 粮其外 御 蚩費等 之 儀、 其 御手 配 モ被爲 在 候 御 事 -1 ハ 可 有 御座 候 へ 共、 美 濃 路邊之 

儀ハ 、當 手へ 御 不都合 無 之 様 可 仕 旨、 此 間中 御沙汰 モ 御座 候閒、 私儀 一 應立 歸リ、 大 垣迄罷 越、 右 之 手配 仕置 申 度奉存 候、 是 

モ會計 事務 之 一 端-一 御座 候閒、 何卒 早々、 暫時 之 御 暇 被 下 置 候 様 、偏-一 奉 願上宾 、已上 C 

正月 二十日  小 原 二 兵衞 

伸 儀 革正錄 


〇 革正錄 -L 云、 本書 岩 倉 卿 へ 差 出、 則 御聞屆 二相 成ル。 

〇 是 ョ リ先、 竹 澤邦光 g|S  、ヲ美 濃 二 遣 ハス 、是 二 至リ、 郡 上 藩 二 令シ 、邦 光 ト謀リ 、旁 近 ノ^ 

慕府 領地、 及 ヒ 士民ノ 向背 ヲ按 檢シ、 以テ 鎭 撫使ヲ 迎べ シム。 

竹澤 寬三郞 

東 山道 爲鎭 無、 總督 岩倉大 夫、 同 副 岩 倉 八 千 丸等ノ 進軍 被 仰 出 候、 依 之、 先發向 門弟 等釓 合、 命令 可 奉 待 御沙汰 候 事。 

正 月 

內密御 演說之 旨、  1  fjl 

勤王 不動 王 之 者、 可 討 者 討閒敷 者、 取 亂可致 言上 候、 飛 驊險惡 之 地 二 候 間、 早々 勤 王 可 致 様 取き へ g 府蕺 I 

〇 郡 上 藩 へ 達 書  〜 

ズ藩事 、報 國之志 不淺、 屬 官軍 候 段、 神妙-一 被 思 召 候、 今度 東 山道 鎭撫使 被 差 下 候 付、 其 領地 最寄之 儀-一 候 間、 是迄幕 

領笠松 支配 所 之 £ 、和 良鄕、 及 其 隣 國飛驛 地方 取調 之 儀、 被 仰 付 候 間、 十. 民 之 情實、 篤ト相 亂シ、 天使 御下^ 相 待 候 様 可 

仕 旨 御沙汰 候 事。 

伹、 竹澤 寬三郞 事、 美 濃、 飛 驊等之 地理 熟知 之 上、 門 生 モ多ク 有 之 趣 二 付、 先達 テ被 仰 付 候 間、 申 合同 心盡カ 可 仕 候 事， 

.  靑山幸 宜家記 

〇 郡 上 藩受書  1  1  〜 

I 天使 御 下向 -ー 付、 笠 松 支配 所 之^:、 和 良鄕、 及 隣 國飛驊 地方 取調 之 儀、 委細 御 書取 ヲ以被 仰 出、 舉畏 候、 卽^ 江戶 表^ 

之 助 方へ 可 申 遣 候 得 共、 最早 天使 御發駕 一一 モ相成 候 衡-ー 付、 私儀 今日 御 常地發 足、 在所へ 急々 罷 越、.^々 取調- P. 仕 候 ーィ 

取敢 御請 奉 申 上 候。 

复 古 記 卷ニ 十一 一一 明治 元年 正 w  二十 口  ン.. -Z プ 


復 古 記 卷 二十 三 明治 元年 正月 二十日  六 七 o 

靑 山 峯 之 助 家老 

正月 二十 一日  鈴 木 兵 左衞門 

靑山幸 宜家記 

〇 加 藤 明實、 封內旣 一 一定 ル ヲ 以テ 、再ヒ 京 一一 至ル 、乃 チ復 タ內侍 所、 及 ヒ 建 春 門 ヲ守ラ シメ、 新 

谷藩ノ 守衞ヲ 罷ム。  . 

能 登 守 儀、 在所 表 鎭靜仕 候 一一 付、 領内 取締 等、 重臣 之 者へ 申 付 置、 爲 御守衞 今日 參著 仕、 卽刻爲 窺 天機 參 内 仕 宾 、此^ 

御 屆申上 候、 以上。 

加 藤 能 登 守 家 來 

正月 二. T 日  西 村 均兵衞 

加 藤明實 家 記 

〇 明實 へ 達 書 

侍 所 御 守衞、 如 元 被 仰 付 候 事。 

正月 二十 一 日 

〇 案ス ル 一一 、達 書中、 建 春 門ノ事 ナシ、 之ヲ舊 水口 藩. H 中 村 鼎 五 ニ質ス 一一、 建 春門ノ 錦旗 モ舊 一一 仍リテ 之 ヲ{ 寸ルト 、蓋シ 

二 所 相接ス ルヲ 以テ、 之 ヲ兼ネ シナル へ シ。 

〇 加 藤 泰令家 記 -ー 云、 一 一十 日、 內侍 所、 竝 日 之 御門 御 警衞、 無 滯被免 C 

〇 綾部 藩 一一 令シ 、奮-一 仍リテ 、塚 原 口 ヲ守衞 セシ厶 、平 戶藩、 征討 府 ノ 令 ヲ 以 テ 、闇嶺 ノ 守兵 ヲ 

奈 良-一 移スヲ 稟ス。 


〇 七日 申請書 

去ル 亥年 四月、 織 田 山城 守、 拉 大隅守 へ 、京都 爲御 警衞、 城 州 塚 原 村 陣屋 拜領被 仰 付、 同杏掛 村、 長 野 村 へ 番所 取 建、 人數 

出張 相 勤 居 申 候處、 出 雪 守絛 ハ 、去ル 三日、 此度之 形勢 -ー 付、 從 御所 被 爲召候 二 付、 總人數 S 連參 5： 仕 候 間、 差 向 私 方 一 

手 一一 テ、 陴星 下見 張 番所 警衞 勤番 S 能 在 候處、 何卒 從 朝廷、 改テ右 陣屋 下見 張 勤番 被 仰 付 被 下 皮^ 願 上 候、 左候ハ 、、少 ノ 

數 -ー ハ 御座 候 得 共 、可 相 成 丈ケ、 嚴靈 警衞可 仕奉存 候、 此段宜 敷 御 執 奏被成 下 候 様 奉 願 上 候、 以上。 

九 鬼大隅 守家來 _ 

正月 七日  内 田 武左衞 門 

〇 本日 批紙 

城 州 塚 原 村陴星 下見 張 番所 警衞之 儀， 更 -ー從 朝廷 被 仰 付 候 事。 B 

〇 

九鬼大 i: 守へ 

織 田 出 雪 守、 兵隊 引率 被爲 召 候-一 付、 更- 二手-一 テ御 警衞被 仰 付 候 事 c 

〇 

先達 テ、 闇 峠 御 警衞被 仰 付、 人 數爲致 出張 置 候處、 烏 丸侍從 殿、 爲鎭撫 大和 路へ御 越 之 節、 閽峠御 通行、 最^ 大坂平 一  付- 

此處相 メ候 一一 モ不及 申、 早々 人 數引拂 候 様 御 差 圖有之 一一 付、 引拂、 南都 迄^ 越 候處、 於 同所、 猶又爲 鎭撫、 哲ク 人数 差 置 候 

様、 從烏丸 殿御 差圖 御座 候 -ー 付、 其 儘 南都 へ 人數 在留 仕 居候 段、 出張 頭 役 之^ ヨリ 申 越 候、 此段御 屆巾上 候、 以上。 

松沛肥 前 守 内 

正月 二十日  淺 UTV-.B5.^ 筏 P 

復古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 二十日  プ七 一 


復 古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 二十日  六 七 二 

〇 幟 仁 親王、 牛車 ノ 永宣 匕曰ヲ 辭ス。 

牛車 之 儀、 於 當宫 ハ從 後西 院帝 永々 宣旨、 叙 慮 之. 御沙汰 被 爲在候 得 共、 今度 就 朝政 御一新、 御 辭返被 仰 上 候、 

此段宜 御沙汰 之 儀、 御 輯被仰 入 候 事。 • 

正月 羅 

〇 有栖川 宮家 記 -ー 、御辭 表 議定 衆 へ 被 差 出 候處、 落手 相 成候ノ  £ 一一  テ、 倉卒 ノ折柄 一一 付、 別段 御聞屆 有無 御沙汰 書 等 《無 

之ト ァリ。 

〇 松平慶 倫、 書 ヲ上リ 、備前 藩 兵來討 ノ聞ヱ アル ヲ 禀訴 シ 、其 奉 命 ノ狀 ヲ得ン コトヲ 請フ。 

道路 之風說 二 ハ 可 有 之 候 得 共、 備 前人 數 二 近隣 人数 差 加リ， 私持國 二 打 入 候 勢 二 テ、 先日 來、 人民 動搖不 大方 奉 恐 入 候、 尤 

其 旨 趣 瞹昧ニ テ、 明 了 不申越 候 得 共、 何歟 朝廷 御 究問之 次第 モ被爲 在 候-一 付、 近々 錦旗 モ御差 向 可 相 成 段、 其 人數中 ヨリ 

傳聞仕 候、 右 一一 付、 先日 来、 以 使者 無 疏意段 申 遣 候 得 共、 其 城下 へ 入 レ 不申、 尙又咋 今、 押テ 使者 差遣 中 一一 御 坐 候、 一 體從前 

幕政 之 折 柄、 美 作全國 取締 仕候樣 承知 罷在 候處、 御 一 新 相 成 候 共、 宜敷筋 ハ其儘 施行 可 被 成 旨、 先般 御 達 御 坐 候 間、 其 旨^ 

心得 候 テ宜敷 哉、 扨 又備前 守、 今般 如何 成 詔 命 ヲ奉蒙 候 哉、 通達 無 之 二 付、 右 等 之虱說 不審 二 不堪 奉存 候、 此段御 付紙ヲ 

以、 御 差 圖可被 成 下 候、 私儀 德川慶 喜、 去ル 三日、 伏 見 暴動 -1 付 御 達 之 趣、 不背私 謹 テ奉畏 候、 乍 去、 宗家 -1 系 リ候 者、 右 奉 

重罪 候 段、 敎戒之 儀 モ可有 之處、 無 其 儀、 深 奉 恐 入 候、 刖明 後廿ー 一日 出足、 胃病 氣、 罪ヲ 闕下 一一 奉 待候覺 悟一！ 御 坐 候、 固ョ リ 

奉對 朝廷、 毛頭 別 心無 御 坐 候 段 ハ 、天地 モ 明覽ァ ル處- 一 御 坐 候 得 共、 御 指 圖不被 成 下內、 如何程 陳情 辨觯仕 候 共、 聞 入 無 

之、 先方 過激 二 出テ、 兵端 相 開候ハ  >  、家 來之者 共、 悲憤 罷在候 折 柄、 私 出立 前後 -ー不 拘、 一 戰ニ可 及 モ難計 奉 恐縮 候、 是全 

武道 之意氣 地、 幾重 -! モ御嘹 察 被 成 下 度、 伏テ奉 懇願 候、 誠 恐 頓首頓 首。 

正 H: 廿日  ヘム 111 tfr  .F 


松 平^ 倫 家 記 

〇 本條、 上達 ノ日ヲ 失ス、 故 一一 本日 一一 收ム。  - 

〇 本 多 忠鄰、 京 二 至ル、 S- 大河 內信 古、 病 ヲ謝シ 、遠山 友祿、 疾ァリ ば 喪 ニ^ル ヲ以テ 、並 

二 老臣 ヲ シテ 代リテ 京 二 至 ラシ 厶、 秋 元 禮朝ノ 家臣、 河內 ノ別邑 ニ在ル ぶ、 役夫 ヲ發 シテ^ 

ニ從ハ ント 請フ。 

刑 部大輔 儀、 舊冬、 侬 召 早々 上京 可 仕處、 先達 テ中、 御 猶豫之 儀 奉 願 候 通、 何分 病氣 一一 テ追々 延引 化 候 は^ 恐 人^ 常 

月 三日、 大坂表 ョ リ 重臣 共、 爲 御用 承 差 出 候處、 不計 モ 同日 騷亂 モ 相 成、 途中 ョ リ 引返 シ 、在所 表 へ 著 仕 候、 刑 部 大補侬 モ 乍 

病中、 去ル 十二 日、 在所 表へ 引取 申 候 間、 押候テ モ 上京 可 仕處、 何分 病症 難& 一一  テ、 不得其 條舉恐 入 候 問、^ 御用 承 重臣 石 川 

作右衞 門、 唯今 上京 仕 候閒、 御 屆奉申 上 候、 以上。 

松 平 刑部大 輔家來 

正 K  二十日  佐 野 久米治 

大河. S 信 古家お 

〇 

過 日 來ぃ不 容易 形勢、 奉 恐 入 候-一 付、 急速 刑 部大輔 儀、 上京 可 仕處、 兼テ之 不快、 聢ト不 仕 候-一 付、 不取敢 名代 ラ以 、御 川^;? 

候 間、 相應被 仰 付 被 下 度、 此段宜 御 差 圖奉願 候、 以上。 

松 平^ S 大籼 名代 

正月 二十 一日  石 川 作 右衞門 

大河. 2： 信 古家^ 

復古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正 H:  二十日  六 七 一 一一 


復 古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 二十 =  六 七 W 

〇 友 祿家記 一一 云、 病氣、 且 忌中 罷在、 旁 上京 延引 仕、 奉 恐 入 候 二 付、 不取敢 名代 トシ テ、 重役 一 人、 士分 五 人、 卒ト 人、 差 出ス。 

〇 十八 日 興 朝 家臣 申請書 

秋 元但馬 守、 兼テ勤 王 之 僙申付 置 候處、 今般 之 御一新-一 付、 急速 江戸 表、 但馬守 方 へ 申 遣 候 得 共、 彼方 ヨリ 申 越 候迄之 

處、 河 州 領分 陣星詰 之 者、 人少 -ー テ 不任 心底、 侬 之、 鄉 人足 五 拾 人 差 出 申 候 間、 何 レ 之 御 場 へ 成 共 御 用途 被 成 下 候 様 仕度、 此 

段 奉 願 候、 以上。 

秋 元 仉馬守 

陣 星 詰 家 來 

正 0: 十八 日  多 賀^ 彥九郞 

秋： 兀興 朝家 記 

〇 興 朝家 記 二  、一 一十 日、 鄹 人足 五十人 、戸田 大和 守 へ 引渡 スへ キ 御達ァ リ トァリ C 

〇 北陸 道 鎭撫總 督高食 永祜、 副總督 四條隆 平、 京師 ヲ發ス 、酒 井 忠義 兵、 先鋒 タリ、 淺野茂 長 兵、 

之 二 屬ス。 gs 

〇 中國、 四國 征討 總督四 條隆謌 、明 石 城 -ー 至 ル 。薩 

)| II ？  -  ~  LrT  ，  >f  HIM  -f  4tT  、i こ？， LJ-HJ 隼 人 正 〇 食 封 三 萬 五千石、 尾ケ F ト某 1N、. ^干/.^ 

〇ti 刀 鹿 胺ノ藩 二え クャ 淸汧驛 張、 ニ駐リ 成 瀨正肥 張藩附 家老、 後 犬 山 藩 ト爲ル 、，ト ま リ ^护ノ 舞 

テ定メ 、是 日、 藩 城 二 入ル、 諸 臣皆上 謁ス、 乃チ黨 首渡逯 某、 麵 g  、桥原 某、 議嘗石 川 某 I， ヲ拘 シーア、 

自及セ シ ム 、尋テ 其 黨塚田 某 纏、囚 以下 十 一 人、 亦. 自^ ヲ命ス 、其餘 禁錮 退隱、 各， 差 ァリ、 是 二 於 

テ藩論 始テ{ 疋ル。 


〇 德川義 宜家記 -1 云、 慶勝、 十五 曰、 京師 ヲ發シ 、十八 曰、 淸 洲驛- 一次 ス、 渡邊 新左衞 門、 始 ハ兵權 ヲ有ス ル教- 一 シ テ、 卒爾 手 

ヲ下ス 可 力 ラサル ヲ以テ 、速-一城 中二 入 ラス、 単 人 正 等ト其 處分ノ 方法 ヲ 密議 シ、 部署 旣 ニ定マ ル、 二十 a  、國城 - 一入 リ、 留 

守 ノ 老臣 等 二 勅書 ヲ 示 シ 、斬姦 ノ處置 ヲ命ス 、是ノ 時 二 常リ、 老臣 ノ 中、 猶通疑 スル 考ァリ 、慶 勝、 聲ヲ勵 マ シテ曰 ク、. iS 

二 朝 旨 ヲ蒙ル 如此、 何ソ 一 一念 ァ ル可キ 哉ト、 是 一一 於テ、 衆皆悚 服、 復タ 異論 ナシ、 是ロ、 慶勝ノ 著 城 ヲ賀ス ル爲メ 、渡逯 新 

左 衞門始 メ  "盡 ク 登城 ス 、卽 時、 其罪狀 ヲ 申 渡 シ 、旦魁 三人 二 自盡ヲ 命ス。 

家老 列 渡逡新 左衞 門 

大 番頭 榊 原 勘 解 由 

馬 廻 頭 格 石 川 w  允 

右 巨魁 ノ處 分ハ、 機 會ノ間 髮ヲ入 ル可カ ラサル ヲ以テ 、直チ ニニ 丸 ニ於テ 自盡セ シム、 自餘^ 與 ノ^: ハ . 日 ヲ逐テ 處分ス ル、 

左 ノ如シ C 


十 


曰 


十 三 日 


五 日 


手 筒 頭 格 

錦 織 奉行 格表番 

使番格 

使 番格寄 合 

馬 廻 組 新五郞 祖父 隠居 

同 三 津太郎 祖父^:^ 


度 古記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 二十日 


塚 W 憨 四 0 

安井 長十郞 

寺 尾 竹四郞 

場^ 右衞門 

武野新 右衞門 

成瀨 加^ 衞 

六 七 五 


復古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 二十 n 

寄 合 孫 太 郞父隱 居 

同 鎰彌 父隱居 

家老 列 伊折 介 嫡子 

普請 奉行 格 

先手 物 頭 格表番 

右 之 通 處分ノ 上、 新 左 衞門始 家族 家來ハ 、夫々 家臣 ノ內へ 預ケ 禁錮 セ シ ム。 

中奧小 性格 

右 家 祿ヲ奪 ヒ禁銦 

家老 列 

同 

大 番頭 

右家祿 ヲ減シ 、退 隱、 禁銦、 

寄 合 龜松 父隱居 

城代 格 平 右衞門 父隱居 

寄 合 

錦 織 奉行 格 

右 禁錮、 或ハ 退隱、 

使番格 

同 


六 七 六 

橫井孫 右衞門 

澤井小 左衞門 

潢井 右近 

松原 新 七 

林 紋三郞 

忭居 新吉郞 


成 

大 


瀬  0  ^ 

木 嘉十郞 

導 寺 主 水 


千 村 十郞^ 衞門 

加 藤 五 郞左衞 門 

本杉錄 兵衞 

名倉鉞 之 助 

0  皿ノ  .CB 


使番 天野僙 丘ハ衞 

右 禁錮、 

右 處置旣 二畢ル 、反側 ノ者 ヲ安ン セ ン爲メ 、甞テ 渡 邊新左 衞門始 二 附屬ス ル 兵隊 中 へ 、左 ノ旨ヲ 相 達ス、 

今般、 朝 命モ有 之、 姦臣 主謀. ノ者 共誅戮 等、 夫々 處置申 付 候、 付テ ハ 誤テ 右黨與 一一 入 候# 有 之 候 r モ 、歸順 致 シ^ 輩ハ 、 

诀テ其 罪 ヲ苛責 不致候 間、 一 統深ク 此意ヲ 相辨へ 、心 ヲ安シ 、大義 二 心 ヲ盡シ 候 様 可 致 候 事、 

正 月 

尋テ 大小 家臣 ヲ城中 一一 集メ、 勤 王遂 奉、 一 一念 ナカ ラシ メ ン爲メ  、各 血誓セ シ メ、 左ノ 書付 ヲ 一同 二相 示ス、 

今般、 奉 朝 命、 國政ー 新 之 折 柄、 非常 ノ 刑典 ヲ舉ケ 候 得 共、 全 ク惡ヲ 慾 シ姦ヲ 除 候 主意-一 テ、 濫 一一 殺戮 ヲ 相好 候譯ニ ハ 

無 之 候、 此上ハ 同心 一 和 シテ、 王室 藩屛ノ 主任 ヲ辱メ サル様 致 度意衷 一一 有 之 候 間、 何レ モ 危懼 之 心ヲ不 抱、 爲國家 可 柚 

誠忠 事、 

正 月 

斯ニ於 テ國論 一 定シ、 大小 家中 勤王 ノ 一  途ニ 出テ、 始メテ 虞盧ス ル トコ ロ無キ 二 至 レリ。 

〇 松 平 賴聰、 征討 ノ令 下ルト 聞キ、 罪臣 二人^ glw  ノ 苕級ヲ 征討 府 二 獻シ、 33^まー5 

城 ヲ出テ 、佛寺 I、 願-一 屛居ス 、是 日、 土 佐 藩 兵、 高 松 城 ヲ徇 へテ、 之 ヲ下ス 。難 終 M 

〇 初 メ 花 山 院家 理 で 罪 ァリ、 河內ニ 屛居ス 、客 臘、 西 海道 鎭撫 ノ 内旨 ヲ受 クルト 稱 シ 、浪 

徒 ヲ率ヰ テ、 周 防 室 積 港 - 一至 ル 、其 黨ノ 赤馬關 服、 一一 在ル 者、 肥 後天 草、 豐前四 日市ヲ い M 掠 シ 、遂 

_ 一  馬城峯 I J  -- 一二 據リ、 旁 近 ノ諸藩  一 I 移檄 シ テ 、家 理ノ 義兵 ヲ擧 クル ヲ報ス 、是 日、 長 門 藩、 吏ヲ 

復古 記 卷 二十！ 一一  明治 元年 正 k  二十日  -; ハ七七 


復 古 記 卷ニ 十三 明治 元年 正月 二十日  六 七 八 

室 積 二 遣リ、 家理 ヲ 拘留 ス 、長 崎 會議所 モ 亦、 兵に ル ヲ ：大 草 二 遣リ 、之ヲ 鎭ス。 

〇 檄文  . 

今般、 慕府以 詐術 奉 歸政權 、却テ 動 干戈 逼 朝廷、 大逆 無道 不過之 候、 於是、 我 花山院 正三位 前 左中將 殿、 西 州 之 官軍 爲 召募、 

被 爲遊御 下， M  、馬 城 峰へ 被爲定 御 本陣 候 問、 勤 王 之 事業 被留御 心候ハ 、 、御 應援被 下度存 候、 追々 以 使者 可 致 應接候 得 共、 

御 舉動有 之候テ ハ 氣之毒 -ー 候 間、 先以 書中 申達 候、 恐惶 謹言。 

花山院 殿御 內 

正 s: 十五 日  小山 田帶刀  高 來左門  淸原靜 磨 

藤 原六郞  兒島備 後 

松 平 主 殿 頭 殿 

街. 事 

木 下 飛 驛守殿 

長 峰驟記 

^1 各 通 木 下 俊 愿家記 

〇 俊愿家 記-一 云、 正月 十四日 夜、 浪士 三百 人 程、 豐前 四日 市 御 役所、 竝- 一同 所 御預リ 之久留 米藩ョ リ 相詰罷 在候柬 御坊， 竝 

ニ莊黾 宅へ 砲 發致シ 、不殘 燒拂、 武器 其 外 品々 奪取、 御 許 山へ 循籠リ 、錦 之 旗 ヲ押立 、陣幕 打 廻シ、 砲 臺ヲ築 立、 其 外 宇佐 宮 

近邑 へ、 兵粮 焚 出シ爲 致、 人夫、 呼 出シ驅 使シ、 中須賀 御藏 米 ヲ御許 山へ 爲運候 由、 同 十九 日夕、 檄文 到来 e 

〇 十八 日、 浪徒、 天草 一一 於テ 布告 

今般、 皇朝 御一新-一 付、 花 山院前 三位 中 將家现 卿、 九州 爲鎭撫 被 奉 内 勅、 豐 州へ 渡御 被 遊、 就 テハ常 S  、兼テ 人心 不 

居 合 、内々 混雜之 趣モ相 達、 深 被 遊 御 憂 念 候、 依 之、 拙者 共、 人心 一 致 居 合 之 基本 モ相立 度、 麁 達方ト シ テ 出張 致 候、 诀シ テ 

繮暴輕 擧之義 無 之 候 間、 安心 致、 郡 中 役人 共 一 同、 集 會之上 诀議、 聊奉報 天恩 度 存念 -ー 候、 異心 無 \ 一面々、 早々 受書可 被 差 


a#  PI 驟記 

〇 肥 後 藩士  -ー  贈ル書 

以 飛札 得 御意 候、 今般、 ^朝 御一新-一 付、 九州 爲 鎮撫、 花 山院前 三位 中將^ 被 奉 £ 勑、 豐 州へ 渡御 被 遊、 就 テハ、 兼 

テ當 島人 心 不居合 之 趣、 被 致 傳聞候 -ー 付、 讒達方 致 候 様 被 命、 今日 富 岡 へ 出張 仕 候處、 詰 合 之 役人 共、 如何 相 心 俘 候 哉、 先刻 

不殘 引拂候 由、 尤他藩 ト交戰 等 之 存念 ハ 毛頭 無 御座、 全 右 之 意趣 一一 御座 候、 貴 藩 へ ハ 兼 テ當島 爲警衞 、御 人 數モ被 差 出 候 事 

故、 俱 -ー 鎭撫方 御 談判 申 度 候、 此段貴 報 可 被 下 候、 頓首。 

I 月 十八 日  兒玉備 後 之 介 

結 城下 總之介 

肥 後 御 出張 

御 役 人 衆 S 

〇 答 書 

御 飛札 致拜見 候、 然ハ 今般、 皇朝 御一新-一 付、 九州 爲 鎮撫、 花 山院前 三位 中 將敉被 奉 御 內勑、 豐 前へ 被 遊 渡御、 付テ 

ハ 、兼 テ當島 之 人心 不居合 趣、 被 遊 御 傳聞候 -ー 付、 讒方被 成 候 様 被 命、 昨日 富 岡 へ 御 出張 被 成 候處、 詰合セ \ 一役 人 リ拂候 

由、 尤、 也 藩 ト交戰 等 之 御 存念 ハ 毛頭 無 御座、 御 趣意 之 趣、 當藩 へ ハ 兼テ 、當島 警衞ト シ テ人數 モ出置 候 事故、 共 一一 鎮靜ゾ 等 

御 談判 被 成 度 段、 御 同意 二 奉存 候、 此段貴 報 迄、 此如 御座 候、 恐々 謹言」 

月 VI If  4, 

正月 ト 九日  •  役ゾ中 

結 城下 總之 介^ 

兒玉備 後 之 介 &  S 

復古 記 卷 二十 一一 一 明治 元年 正月 二十 =  プ七プ 


復古 記 卷 二十 I 一一  明治 元年 正月 二十日 

〇 長 崎 會議所 -ー 贈ル書 

以 飛札 得 貴意 候、 方今、 皇朝 一 新、 ffi 王 命 候 逆徒、 天誅 一一 漏 レ候ハ 、深 花 公之 御 憂 念 二 候、 總 シ テ 天草 ハ 逆徒 巢穴之 地、 

尤苛攻 之 甚敷處 、臣等 不肖 不顧 微賤 之 身、 辱 奉 花 公之 證書、 戮カ诀 進、 咋十 八日、 天草 渡海 イタ シ、 不差置 逆徒 テ攘ヒ 、条 

人ヲ 退ケ、 一 時 窮民 之 塗炭 ヲ救 候ハ 、聊奉 報 花 公之 眷恩 候處、 奪掠 等 之 所存-一 ハ 毛頭 無 御座 候、 侬\ー、 此麦上 也 遨撫、 人 

心 折 合 等 之 所 置、 仰 貴 藩 正義 之 御 應援處 -1 候、 早々 御 人 數等被 差 向、 哀レ 從來之 苛政 ヲ除モ 、下民 安堵 之 御 處置被 下 置 候 

ハ 、 、無此 上 大慶-一 候、 早々 御 應援之 程 所 希 候、 此段以 飛札 如斯御 坐唉、 恐々 謹言。 

正月 十 j 日  兒玉 備^ 之 介 

結 城下 總 之 介 

佐々 木 三四郞 枚 

大山 壯太 郞妆 

士ロ井 源 馬 枚 

今般、 花 山 院殿前 三位 中 將家理 卿、 被 奉 内 勅、 議奏傳 奏御兩 役 衆 御 議論 之 上、 豐 州へ 被 遊 御 下向、 隨テ 拙者 共、 天草 被 命 

發途之 儀、 及 一 掃 候、 乍 併、 跡 鎭撫方 等 之儀ハ 、尊 藩始薩 州、 藝州、 大村、 平戶其 外勤 王 之 輩、 精々 御 隔意 無 御 坐 様 御 熟談 之 上、 

早々 御 人 數等御 差 向 被 下 度、 委細 ハ讓 本文、 此段 別紙 得 御意 候處、 如 斯御坐 候、 早々 頓 首。 

J 月  兒玉備 後 之 介 

結 城下 總 之 介 

せ々 木 三四郞 枚 

ナ. 壯太. B; 妆 

士ロ井 源 馬 枚 腿| 


〇 富 岡 僚 吏 -ー 贈ル書 

以 飛札 申 人 候、 拙者 共、 去ル卜 八日、 富 岡 出張 致 候處、 各 一 應之應 接 一一 モ不 及、 致 逃 去、 爾後 五領 邊相 匿レ、 當郡 農兵 ラ集 メ、 

交戰之 用意 專之由 致 承知 候、 ハ 無名 之 儀 -ー 有 之 候 得 共、 好戰之 様子 無 是非 儀 -ー 付、 當所 へ 押 寄 候歟、 此方 ヨリ 人民 烦 無 之 

土地 へ 出張 、交戦 可 致 哉 、戦地 之 儀 ハ可被 任 望 候、 尤當 陣屋、 竝 ニ近邊 へ 打 捨有之 候 大砲 一 挺、 ケべ ル卜 挺、 藥等之 軍器 ハ必 

用 二 モ可有 之、 其 外 雜具等 二 至 迄、 聊無違 亂相渡 可 申 候 、早々 诀議之 上、 可 被 返答 候、 頓首。 

正月 十九 日  兒^ 備後之 介 

. 結 城下 總 之 介 

富 岡 逃 去 

^  A  長 崎 

ぉゾ寸 驟己 

〇 答 書 

御札 致拜見 候、 然 ハ去ル 十八 日、 御 出張 之處、 私共 一 應之御 面 會モ不 致 逃 去、 爾後 五領 邊迄 農兵 ヲ集メ 、交戦 之 用意 專之巾 

御 承知、 實 ハ 無名 之 儀 有 之 候 得 共、 好 戰之儀 無 是非 儀 -ー 付、 御 地 へ 押 寄 候歟、 鹭 所敉方 ヨリ 煩 無 之 候 土地 へ 御 出張、 交戰可 

致 哉 、戦地 之 儀 可 相 望、 尤其御 陣屋、 竝 二近邊 へ 打 捨有之 候 大砲、 ゲ へ ル藥等 之 軍器、 必用 二 モ可有 之、 其 外 雜具等 二 至ル 迄、 

聊無御 逯亂御 渡 可 被 成 間、 诀定之 上、 可 及 御 報 旨、 御 紙面 之 趣 承知 仕 候、 右 ハ 如何 之 御 聞込 二 候 哉、 御 地陣尾 之條 ハ 、平： n 不 

要害 之 場所 二 モ有 之、 兼 テ陴星 場所 替之積 二 付、 追々 取 片付 置、 然處、 去ル 十八 日、 御先 觸モ無 之、 數十人 之 渡海 有 之 g、  M 

聞 二 付、 若 哉 不意 之 儀 有 之候テ ハ 、纔之 農兵、 迚モ 防禦 モ六ケ 敷、 幸ヒ 出立 仕 候 儀 一一 御 坐 候、 且此 度、 皇朝御 一新-一 付、 

花山院 様、 九州 爲御 鎮撫 御 內勑、 豐 州へ 渡御 被 遊 御 憂 念、 依 之 、費 所敉方 人心 一 致、 居 合 之 基本 モ相立 度、 詭達方 トシ テ御 

出張 被 成 候 段、 委細 村々 へ 御 達 之 趣 届出、 承知 罷在候 儀 二 テ、 右 -ー 付、 好 戰之存 寄 無 之、 且 農兵 之 儀 ハ 、 是迄附 屬罷在 候 上、 

非常 備之タ メ召連 候 迄 二 御 坐 候、 且 武器 之 儀、 好 戰之存 寄 無 御 坐 一一 付、 御 預ケ申 上 置 候、 尤右之 趣ハ、 早速 治 部 右衞門 方へ 

復古 記 卷 二十 一一 一 明治 元年 正月 二十日  六 八 一 


復古 記 卷 二十 一一 一 明治 元年 正 H:  二十！：：  六 八 二 

申 遣 置、 否 之 儀、^ 可 申越傣 ト奉存 候、 此段御 報 迄、 如 此御坐 候、 以上。 

正月 廿日  志賀 又四郞 

ブ F<^7 英ニ. 05" 

錄木悟 三 

村 E 覺左衞 門 

結 城下 總之介 校 

兒玉備 後 之 介お 0 

〇 去 秋 来、 豐前 宇佐 浪士下 村次郞 太， 豐後佐 伯 浪士靑 木猛彥 等、 馬關 二 至リ、 報國隊 II， 寄食 ノ筑前 浪士藤 村 六郞、 及 じ 

佐 田 内 記 兵衞、 小川 潜藏等 ト倶ニ 同志 ヲ募リ 、花 山 院家理 |  J | お ゲ^- ラ迎へ 、兵 ヲ擧ケ 、九州 舊 幕領ヲ 領略セ ンコ トヲ謀 

ル、 次郞 太、 猛彥、 及ヒ山 ロ丘ハ 部、 京 二 詣リ、 澤爲 量雜掌 兒島備 後 ニ介シ 、家理 二 說ク、 十一 一月 十日、 備後ト 供 二 家理ヲ 奉シ、 

周 防 大島郡 久賀ニ 至ル、 革新 ノ報 ヲ得ル 二 及 ンテ、 備後、 再ヒ京 二 入リ、 三條公 二 就テ、 家理 二 征西ノ 朝 命 ヲ下サ ン コトヲ 

請フ、 許サレ ス、 正月 六日、 家现 ヲシテ 歸京セ シメ、 及ヒ 糾合 ノ徒、 亦 入京 從事ス へ キノ 麁ヲ 承ク、 初 メ次郞 太ノ京 二 赴ク、 

浪士 宇佐野 次郞、 大島捨 之 助、 島 田 唯作モ 亦、 長 崎 二 赴キ 器械 ヲ購フ 、十二  k 五日、 浪士結 城 小 太郞、 木田忠 太、 松 本 太 五郞、 

松 浦 次郎、 士ロ見 甚三郞 、秋 月 R 郞、 Is^f*^ スタ 、ほ^" 蜂 須新之 助、 f^g- 等ト、 天草 代官 所ヲ 襲ヒ、 數人ラ 斬リ、 

金 八 千 餘圓チ 奪ヒ、 火 ヲ近旁 一一 放チ、 長 崎 一一 歸リ、 金 ノ半ヲ 結 城 小太郞 一一 付シ、 器械 ノ資 トシ、 其 半ラ齎 シ馬關 一一 歸ル 、正月、 

藤 林 六郞、 若 月 隼 人、 M サ 及 ヒ佐田 S 記 兵 衞等ヲ 遣リ、 十四日 、四日 市 代官 役所 ヲ鹵 掠ス、 捨之 助、 唯 作、 新 之 助、 及ヒ 宇佐 

野次 郞、 山 木 土 佐 ハ久賀 ニ赴キ 、家 輝- ヲ迎フ 、家 现、 備後 ノ報ヲ 待 タス、 倶ニ室 積-一到 ル、 沿道 往々 暴威 ヲ 振 フ 、 又游 蕩ヲ爲 

スモ ノア リ、 廿日、 備後、 京ョ リ至リ 、室 積 二 追及 フ、^ 部 ヲ併セ テ七 人、 遂 二 皆 柿へ ラ ル、 次郞 太、 猛彥ハ 遁 去ル。 

花山院 一 件 記 

備後 以下 ロ^ 節錄 


六 島 川 渡 星  松 

八 

長 廣 恒 
春 和 孝 之荧 幹 


〇 花山院 一 件 記 -ー 云、 花 山 院家理 卿 へ 、隨 從ノ 暴徒、 速 -ー御 引渡 之侥 精々 申入 候 得 共、 終-一 御 承引 無 之、 廿日 七ッ 時、 斷然御 

渡 不被成 段 御诀答 二 付、 不得 止、 御旅 宿へ 差 迫 候處、 一 同 短銃 ヲ搆へ 手 向 候 付、 從是 モ少々 及 砲發、 無難 暴徒 召 柿 申 候、 家现 

卿 ノ儀ハ 、聊御 怪我 モ無 之、 早速 御 介抱 申 上、 一 應專 光寺へ 御 立 除、 御 附尾崎 山城、 佐々 木舍 人相 添、 岩 田 村 鄕十國 光武 右衞 

門 方 へ 御 引 移相濟 候。 

〇 長 畸縣記 二 云、 天草 島 之 儀 -ー 付、 兒玉備 後 之 介、 結 城下 總之 介ョ リ、 土 州 佐々 木 三 四 郞外ー 一人 へ ノ 飛札 到來、 同 島 混雜之 

儀 有 之 二 付 、際 州 ョ リ兵 ± 一 一 小隊 差遣、 薩州 野村宗 七、 土 州 吉井源 馬、 大村松 田次郞 兵衞" 緒 方 久藏、 地下 定役久 保山寬 三、 

尾上與 一 郞 出張。 

〇 天草 事 記-一 云、 正月 廿 三日、 結 城下 總之 介、 兒玉備 後 之 介、 土地 引拂 出帆。 


復 古 記 卷ニ 十三 終 

總括 兼纂修 

一 等 編， 官 臣 長 

杖  默 

一 等 編修 官 臣 長 

一等 掌 記 臣 四 

校 錄 

六 等 掌 記 E 澤 

耩 寫 

二等 繕寫 臣 小 

二等 繕寫 臣 小 

復古 記 卷 二十 一一 一 明治 元年 正月 二十日 


復 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 一日  六 八 四 

復古 記 卷 二十 S 

明治 元年 戊辰 正月 一 不 一 曰 - 一起 リー 一 卜 四 H  ニ至ル 

〇 正月 

二十 一 曰、 議事 條規、 及ヒ朝 參放衙 時限、 休 胺日ヲ 定厶。 

1 每日 已ノ刻 出勤、. &ノ刻 退出、 

一 一 六ノ日 休、 

一 議事 ノ體、 總 裁ヲ始 下參與 迄、 總テ 出席 無 之 向 ハ 不相預 、次官 一一 テ可诀 事、 

一 毎日 巳ノ 半刻ョ リ、 議事 相 始可申 事、 

右 之 通、 總裁宮 被 命 候、 仍 申入 候 也 C 

正月 二十 一日  馎  房 

島津 忠義 家 記 

〇 鎭臺ヲ 大和 -ー 置キ、 參舆久 我 通久ヲ 以テ之 ヲ督ス 、十 津川兵 之 一一 屬ス、 又 東 園 基 敬 I、 ヲ參與 

ト爲ス G 

久 我中納  一一 一一 口 

大和 國鎭臺 、被 仰 付 候 事。 g 我 皿^ 


〇 ト津 川鄕兵 出張 事錄 二 云、 久我 中納言 殿、 今般、 大和 國鎭臺 下向 被 仰 出 候 間、 其鄉共 一 小隊 隨從被 仰 付 候 in、  口 達 有 

之。 

o  ノ 

ノ  東 園中將 

參與 職、 被 仰 付 候 事 e  %^ 

〇 池 田 慶德、 支族 池 田 喜 通 ほ^、  ノ爲 一一 上請ス ル所 ァリ、 喜 通 二 命シ テ 入觐セ シ 

厶、 又 小 笠 原 貞孚、 疾 ヲ以テ 、老臣 ヲ シ テ代 リテ京 二 至 ラシ メ、 且 兵士 入京 ノ命ヲ 請フ、 是日、 

命 シテ、 兵ヲ師 ニ出サ シム。 

播州 福 本 -ー 居住 罷在候 交代 寄 合 松 平彈正 儀、 弊 家 庶流 -ー テ、 不外成 家筋 二 御 坐 候處、 此度高 松彌九 郞ト申 者、 爲 使者 爲差 登、 

今度、 朝政 御 一 新 之 御 時節、 座視 難 仕、 御用 之 一 端ヲ モ奉蒙 仰 度 候處、 微祿之 小 藩、 如何 共 仕方無 御 坐， 心外 之 至奉存 候、 

就テ ハ 、何卒 弊藩ノ 一  手 一一 附屬仕 候テ、 小身 相應之 御用 向 相 勤 度、 此段奉 願 度 旨 申出 候、 右 ハ 如何 申達 候 テ可然 候 哉、 早々 

御沙汰 奉 窺 候、 以上。 

因幡 中 將家來 

正月 二十 一日  河 毛文藏 

〇 批紙  1 

尤之 筋-一 思 召 候、 天 氣相窺 候 様 被 仰 出 候 事。 顏 

〇 小 笠 原貞竽 上申書 

私儀、 此度御 變革御 一 新 -ー 付、 更 ニ被爲 召 候 一一 付、 急速 上京 仕度 志願 一一 テ、 重臣 之 者 差 出候モ 遷延 仕、 病氣 療養、 種々 差 加 

復 古 記 卷ニ 十四 明治： 兀年 正月 二十 一日  六 八 五 


復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正 HJ  二十 一日  ハ八六 

へ 候 得 共、 鬼 角同扁 二 テ登京 難 仕、 病床 -ー 罷在、 乍 居 御沙汰 奉 拜承候 倦 ハ 、甚以 恐 入 候 間、 賤臣 一 人、 爲 名代 差 出不苦 御座 候 

得ハ 、 御用 向 被 仰 渡 被 下 候 様、 伏 テ奉願 上 候、 病 氣少々 モ平愈 二 趣 候 得ハ、 押 テ登京 仕 候 心得-一 罷在 候、 且時 今、 不 容易 

之 世態、 不取敢 少人數 、途中 迄 差 出 申 候 得 共、 御沙汰 不被爲 在 候處、 入京 爲仕 候儀モ 恐懼 戰慄之 至、 依 之、 御 舉 M!^、 

以上。 

正月 十七 日  小 笠 原 幸 松 丸 

〇 本日 批紙 

伺 之 通、 人數 早々 可 差 登 候 c 

〇 加 藤明實 、大河 內信 古、 東海道 鎭撫總 督橋本 實梁ノ 令 ヲ以テ 、兵 ヲ桑名 一 1 出ス ヲ 蔡ス、 建 部 

政 世、 征討 府ノ令 一一 因リ、 姬路 征討 一一 應援 スル ヲ以テ 、在京 ノ兵 ヲ撤囘 セン 卜 お フ、 之 ヲ聽ス 。 

今般、 蒙 先鋒 之 命 候 -1 付、 能 登 守 人数、 上下 百 五十人、 重臣 之 者 引 纏、 咋卄： ：： 出陣 仕 候、 右 之 段 不取敢 御 屆&ヒ K 、以上。 

加 藤 能 登 守 家 來 

正月 二十 一日  西 村 均^ 衡 

加 藤明赏 家 記 

〇 

此度、 桑 名 御 追討-一 付、 御鎭 撫使撟 本少將 核、 柳 原 侍從校 ヨリ、 重臣 一人、 御宿 陴へ罷 出 候 様 被 仰： 卜、 依 之、 去ル ー 九 

a  、水口 御旅館 へ 罷出 候處、 來 ル廿 二日 迄- 1 、四 口 市 御陴所 へ 相應之 人 數可差 出 候 得 共、 日 合 モ無之 二 付、 常 月 中 人數召 

連、 刑 部 大輔桑 名 御陣所 へ 可 罷出處 、病氣 二 付、 名代 重臣 差 出 候 様 被 仰 渡、 奉畏、 御請 仕 候、 猶又桑 名表ョ リ、 船路 二 テ 

漏 脫之者 差 押 爲手當 、吉田 領分 海岸 -ー 人 數差出 候 様 被 仰 付、 是又 御請 仕 候 趣 巾 越 候 問、 此段舉 中 上 候、 以上 C 


大河. 2： 刑 部 t 輔家來 

正月  佐. 野 久米次 

大河 內信 古家 記 

〇 信 古家 記 二 云、 去 ル 一 不日， 水口 驛 二 テ御達 二 付、 g= 市 驛迄人 數差出 候處、 同所 濱川御 警衞被 仰 付 之。 

〇 

去ル 十六 日、 征討 將軍様 御 下知、 松 平 備前守 、姫 路攻入 候 -1 付、 三 一 ー郞 ヨリ モ有合 之 人數、 爲 加勢 差 出 申 候 段 申 越 候、^ 此 

上 形勢 難 計 御座 候 ST 早速 人數 引取、 用意 仕度 舉存 候、 此抆舉 伺候、 以ヒ。 

建 部 三 二 郞家來 

正月 二十 一日  松 本元 太郞 

建 部 揆家記 

〇 揆家 記-一、 伺 之 通 被 仰付ト ァリ。 

〇 毛 利 敬 親、 及ヒ廣 封、 上表 シテ、 復官ノ 恩 ヲ謝シ 、藩內 兵禍 ノ餘ヲ 承 クル ヲ以 テ、 入觐^ 綏ス 

ルヲ 禀ス、 又 其 占有 ス ル所ノ 豐前石 見 ノ地轉 ヒ ヲ上ラ ント 請フ。  . - 

誠 恐 誠懼、 拜手 稽首、 謹テ奉 言上 候、 臣敬 親父 子、 國家內 外 多難 之 折 柄、 皇威之 不振 ヲ憂ヒ 、慨然 敏慯之 志 ラ抱キ 、勤 王 之 

微衷 不能 自已、 殊 -1 恐 多 クモ屢 明 詔 ラ蒙リ 、親ク 龍顏ヲ 拜シ、 天杯 御 劎ヲモ 奉 頂戴、 彌以感 愤激勵 仕、 王政 萬 分 之 

一 ヲ裨補 舉リ、 涓埃之 報 効 ヲ圖ラ ント、 私 一一 奉 期 望 候處、 癸 亥 之 秋、 不圖モ 臣敬 親父 子 以下、 人 京ヲ被 停、 雲路 杏隔、 芹 曝 之 

寸誠、 通ス ル事ヲ 得ス、 歙盧之 所被爲 向、 微力 ヲ盡 スト 雖モ、 又 其 成功 ヲ奏ス ル 事能ハ ス、 加 之、 家臣 等、 臣敬親 ハ乂子 素志 

之 貫徹 セサル ヲ悲ミ 、指揮 ヲ待 タス 過激 之擧動 二 及ヒ、 血ヲ 輦穀之 下 二 蹀 ミ 、却テ 虱 雪 之 遭遇 ヲ 失ヒ、 妖霧 益蔽塞 シ 、 攀 

M 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 一日  ， ン，， ノ七 


復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十.  一 H  ^^- ^ 

躋 之路絕 ェ 、其 後 東 兵 屢四境 一一 蟮集シ 、士 民聊守 禦ヲ爲 二 至リ 候 モ 、不得 止儀ト ハ 乍. &、 畢竟 臣敬 親父 子、 誠心 之 未竽ョ リ 

天下 之 動搖ヲ 生シ、 奉惱 宸襟候 次第， 忠愛 之 素 心 ニ出ル トイへ ト モ、 彼是、 不行届 之 至 ト深奉 恐懼 候、 爾後、 益 1 眞传 s、 

浮 雪 解散、 天日 之餘 光ヲ拜 セン 事、 多年 渴望候 折 柄、 今般、 王政復古、 維新 之 美化 ヲ施シ 賜フ首 一一 當ッ テ、 不圖モ 明廷 

仁 覆 之 御 德澤ヲ 奉 蒙、 殊ー 一宜 位 如 元 被 冤 入洛、 再 造 之 至 恩、 不奉堪 感激 悲泣之 至、 就 テハ、 直 二 闕下ニ 拜趨シ 、可^ 謝 

聖恩 心得 二 テ罷在 候處、 去 夏以來 防戰之 後、 農民 、賦役 運 輪 之繁苛 二 疲 レ、 士卒 、死傷 麼爛 之慘毒 -ー堪 H ス、 今日-一至 リ、 鍋 

撫其道 ヲ失フ 時 ハ、 國勢 維持 シ難ク 、終 二 ハ藩屛 之 任 ヲ失ヒ 、重 テ罪ヲ 闕下ニ 得 ン事ヲ 恐ル、 故 一一 E 敬 親父 子、 專ラ士 民 

ヲ慰 恤シ、 兵備 ヲ充 實シ、 私 二 皇基ヲ 奉 護、 素 誠 之 萬 分 ヲ表セ ント、 日夜 勵精 i 能 在 候、 依 之、 老臣 出雲ヲ 闕 下-一 差 出、 

天恩 之 辱ヲ爲 奉拜戴 候、 臣敬 親父 子、 區々 之 愚衷、 御 洞察 ヲ賜リ 、暫ク 闕下 拜趨、 緩 忘 之 罪ヲ御 海容 被爲下 度、 不 奉堪懇 

願 之 至 候、 臣敬 親父 子、 誠 恐 誠懼、 拜手 稽首、 謹テ奉 言上 候。 

十二月  長 門 宰相 大江敬 親 

乇利元 德家記 

〇 

臣敬 親ハ乂 子、 誠 恐 誠懼、 謹テ奉 言上 候、 去 夏、 東 兵 俄 -ー 四 境 一一 相 迫 リ候砌 、防 戰追擊 之餘、 土地 ヲ利シ 、人民 ラ掠メ 奐 私、：，， y 

モ無 之、 唯爭亂 相尋、 海內 一 致 之 期 ニ不立 至、 萬 民 塗炭 之 苦 ヲ受ケ 、乍 恐、 皇基之 御 安危 二 モ可立 至 歟ト、 深ク 祀憂ヲ 抱キ、 

彼是 應接 二 及ヒ、 互 一一 解 兵 和議 之 時 至リ、 禍亂 ヲ未萠 一一 相 防 度 奉 存候處 、就中 石 見、 濱田、 豐前、 小 倉 領主 之如キ 、 自ラ其 城 

郭ラ 燒キ、 其 人民 ヲ棄テ 、立 退 相 成 候 一一 付、 其 比隣 之 諸 藩へ 一 書ヲ 投シ、 臣敬 親父 子 之 素 意ヲ 通達 仕置 候處、 更ニ隻 靜ノ報 

答モ無 之、 眼^ 土地 之 荒廢、 人民 之 流離 ヲ傍觀 仕 候 -ー 不忍候 間、 不取敢 守兵 ヲ置キ 、役 方 ヲ遣シ 、保護 撫恤ヲ 加 へ 置申宾 、今 

般、 御沙汰 之 旨 奉拜戴 候テ、 雪 路相開 候 t ハ、 石、 豐ー ー國 ハ素ョ リ 王土  二 シテ、 臣敬親 私有-! 無 之、 且慕府 奉 歸ゴ乂  *^、 不 

日 復古 之典ラ モ 被爲擧 行、 速 -ー 名 實相擧 度 次第 二 付、 右一 ー國之 地、 朝廷 へ 奉 差 上、 御 處分舉 仰 候、 E 敬 親父 子、 誠 恐 誠^、 


不奉堪 懇願 之 至、 稽首 再拜， 謹テ氯 言上 候 一 

十二月 


、德大 寺 大納言 殿 へ 差出ス ト ァ 


長 門 宰相 大江敬 親 

乇利元 德家記 

蓋シ 其藩ヲ 發セシ ハ 、 去年 十一 一月 一 


o 元德家 記-一、 正月 二十 一 日， 老臣 毛 利出璧 

ァリ、 而シ テ 途上 淹滯、 是 二 至テ 上達 セ シ モノ ナリ。 

〇 松 平 武聰、 德川 慶喜ノ 至親タ ルヲ 以テ、 書 ヲ上リ 、屛居 シテ罪 ヲ待ッ ヲ禀シ 、且 老臣 ヲシ テ、 

代 リテ京 二 至ラ シ厶。 

^川 慶喜 反逆 之 趣 承知 仕、 誠 -ー 以 驚愕 仕 候、 實兄 之侥、 於 私 深 恐 入 奉お 候、 侬之、 謹慎 奉 待 罪 候、 宜 御沙汰 被 爲下候 様 奉 願 

上 候、 此段奉 窺 候、 以上。 

正月  松 平 右近 將監 

松 平 武脩家 記 

〇 

德川慶 喜 太 政 返上 仕、 恭順 ヲ盡候 様 被 思 召、 旣往之 罪ヲ不 被爲問 、寛大 之 御 處置可 被 仰 付處、 去ル 三日 以來 之擧 動、 反 

狀 明白-一 付、 御 宥恕之 道 モ絕果 、不 被爲得 上、 御 追討 被 仰 付 候 旨 之 御 書付 拜見、 謹テ 承知 仕 候、 廉々 御 寬裕之 御 趣 怠、 

厚 感戴仕 候、 私傜、 小 藩 微力 -ー 候 問、 德川氏 二 附屬、 皇國へ 之盡忠 仕 候 心得 二 御座 候處、 不圖モ 慶喜之 反逆、 誠-一 以 驚愕 之 

至、 恐 入奉存 候、 附テ ハ 格別 -1 奮發 仕、 勤 王 之 素志 相 立候樣 仕度 奉存 候、 依テ不 取敢、 家老 上京 爲仕、 御用 奉伺 候 儀 -ー 御座 

候 間、 可 然御差 圖被爲 下 候 様 奉 願 上 候、 此段 御請 旁、 奉 申 上 候、 以上。 

正月  松 平 右近 將監 

復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正 HJ  二十 IB  六 八 九 


復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 一日  ，： ハ九 〇 

參 與御 役所 御中 is 

. 〇 武聰 老臣 上申書 

德川慶 喜 反逆 之 趣 承知 仕、 右近 將監 儀， 誠以 驚愕、 深 恐 入奉存 候、 依テ 格別 - ー奮發 仕、 . 皇國之 御爲、 微力 ヲ盡シ 、勤 王 之 

尜志相 顯シ度 儀、 右近 將監ハ 勿論、 臣下 迄 之 志願 一一 御座 候、 然 ル處、 一 昨秋 退 城、 領地 ヲ離レ 候 以來、 勝手 向 必至 困窮 二 テ、 

方今、 一 藩 糊口 モ仕兼 候 次第 一一 立 至 候 故、 本 高 相應之 人數、 差 出 候 事-一 モ至リ 兼、 何共 殘念 至極、 且 恐人舉 お： 候、 お 之 次第 中 

上候テ モ 、聊モ 因循 打 過 候 -ー ハ 無 之、 心底 御 洞察 ヲ奉願 上 候、 付テ ハ 少人數 二 テ モ差 出、 相應 之條爲 相 勤 度、 其 旨 奉伺 候找 

被 申 付罷登 候處、 旣 二 在京 之 者 ヨリ 、人数 差 出方 等 之 儀、 奉伺 置 候 趣 -ー 御座 候 間， 右 之 御 差 圖可奉 待 候、 此. は^. e. ト^、 

以上。 

松 平 右近 將監^ も 

正月  河^ 監物 

松 平 武修家 記 

〇 東 山道 鎭撫總 督岩倉 具定、 副 總督岩 倉 具經、 京師 ヲ發 ス、 大垣藩 兵 先鋒 タリ、 尾 張、 上 佐 一 一 

藩 兵、 及 ヒ山科 多田鄕 兵、 之 二 屬ス。 £IM 

〇 外國 事務 總督 東久世 通禧、 佛、 英、 伊、 孛、 蘭、 米六國 公使 二 移 書シ、 其 國人ノ 兵器 船 艦 ヲ徳川 

慶喜、 及ヒ 其臣屬 二  、販 賣貸與 スルヲ 禁ス。 

以 手紙 致 啓上 候、 然 ハ 今般、 德川慶 喜 致 反逆 候 -ー 付、 仁 和 寺 二 品 親王 へ 征討 將軍被 命、 征討 相 成 居候、 右 二 付赏國 政府 二 

於テ ハ 、何方 一一 モ 偏頗 無 之 苦 一一 付、 德川慶 喜、 又 ハ其命 ヲ承ル 大名 之 兵卒 ヲ 運送 シ、 又ハ 武器 軍艦 ヲ 輸入 シ、 又 ハ貴國 之 指 

揮官、 兵卒 ヲ貸ス 之 類、 總テ彼 之 兵力 ヲ助候 儀 有 之 間 敷 候 間、 此旨、 ■ 各 國 臣民へ 御 申達 被 下、 其 政府 ョ リ御 取締， 被 下 候、 

此段 御掛合 申入 候、 以上。 


正 EM 一十一 日  東久世 前少將 

各 國 公 使 各； 迎 餅， 

〇 各國 公使 ノ囘 答、 原 記 ヲ佚ス 、伹 局外中立 ノ布 吿ハ、 一 不 五日 二 在リ。 

二十 二日、 鎭臺ヲ 大阪、 及 ヒ兵庫 二  si! キ、 醍醐 忠順 サ、 ヲ以テ 、參與 、兼內 國外國 事務 掛ト 爲シ、 

外國 事務 總督 伊達宗城 ト共 二  、大阪 鎭臺ヲ 督シ、 外國 事務 總督東 久世通 fi  ノ 軍事 參謀ヲ 罷メ、 

兵 寧鎭臺 ヲ督セ シ ム 、忠 順、 外國 事務 掛ヲ辭 ス - 


醍醐 大納 言 


參與職 內國 事務 掛 大 坂鎭臺 H 

右 被 仰 付 候 

〇 


lir 外國 事務 掛 


醍醒忠 

頁 家 fl- 


宇 和 島少將 


大坂鎭 H 

〇 • 


夕， 國 事，、 伤 兼 m  ® 家, 2 


東久世 前少將 

鎭臺、 被 仰 付 候 事。 g« 襲 

〇 忠順家 記 二  、外國 事務 掛ヲ 辭シ、 餘ハ御 受トァ リ、 宗城 ハ 廿 五日、 衮與 ヨリ 諸 藩 へ 囘達書 -1 、可 爲攝州 鎭臺被 仰 出 候 事、 

外國 事務 總督 兼職 トァリ 、通禧 履歴書-一 ハ 、廿 六日 トシ、 同日 歸京 トァ レ ト モ、 嵯峨實 愛 手記 一一 、廿 二日、 在 坂 壬 生、 平 松 

へ 書狀申 遣、 東 久世參 謀 被 冤、 兵 庫 鎭臺被 仰付ノ 事、 又忠順 卿、 宇 和 島、 大坂鎭 臺ノ事 モ申遣 スト ァ リ、 然 レハ大 坂 一一 テ拜 

復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 二 ほ  六 九 一 


復 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 一 ：0  六 九 二 

命 セシュ へ 、歸 京ノ： n  、更 ニ命セ ラレ シヲ 記セシ モノ ナル ヘシ。 

〇 大宮御所 經營 課金、 一 一月 ヲ限リ 之 ヲ出サ シ厶。 

准 后 新 殿御 造 立 -ー 付 、昨年 中 被 仰 出 候 國役金 不納 之 向 ハ 、來 一 一月 中限 リ、 金穀、 御 役所 へ 上納 可 有 之 候 事。 

E 弓 藤 堂 高 邦家 記 

i 月 輦下日 載 

〇 松 平 直克ヲ 召ス。 

松 平 大和 守 

被爲有 御用 候閒、 早々 上京 可 致 旨 御沙汰 候 事 c 

〇 郡 山藩ヲ シテ 植松靈 一一 n 、西 洞院 信愛、 愛宕 通 旭、 東 園 基 愛、 五辻 安仲 ノ衞 兵せ 一 ヲ出サ シ厶。 

申 家 記 

〇 德川茂 承、 書 ヲ上リ 、大 阪ノ敗 兵ヲ討 セス、 上京 遲緩ノ 情由ヲ 陳謝 シ、 更ニ 入京 ノ命ヲ 請ヒ、 

且藩兵 ヲ以テ 、東征 ノ 先鋒 ト爲サ ン コトヲ 請フ、 是日、 Q 一一  之ヲ 聽ス。 

〇 一 一十 日 上申書 

臣 茂 承、 謹テ奉 言上 候、 舊 冬被爲 召 候 付、 病中 押 テ國許 出立、 浪華 迄罷出 候處、 再 發仕候 付、 爲 養生 一 ト先歸 國之儀 奉 願 

候處、 快氣 次第、 速 二 上京 仕 候樣^ 御 許容、 難 有 仕 合奉存 候、 精々 療養 罷在 候處、 豈計 哉、 今般 之 大變動 二 付テハ 、侵 病苦、 

不取敢 、爲 朝廷 御 警衞、 上京 仕度 旨 奉伺 候處、 速 一一 被爲聞 召、 難 有 仕 合奉存 候、 早速 上京 可 仕 之處、 坂 兵 叛逆 之 色顯然 -ー 付、 

官軍 同心 戮カ 仕、 華 城 可 乘落旨 勑命 奉畏、 速 二 御請 奉 申 上 候、 折 柄 敗走 坂 兵 潰來候 付、 速 -ー 可 討 取 之處、 放逐 仕 候 付、 

蒙 御 疑惑 之 段、 在京 重臣 共 ョ リ 注進 有 之、 誠 -ー 以 恐懼 至極 奉存 候、 併於臣 茂 承 ハ 、闔 國從 S 勤 王 之 道ハ、 精々 相^ 度、 一 


藩 中 * 々迄、 兼 テ申付 有 之 候 儀 二 御座 候、 殊更、 卽今丈 號令之 御 趣意 等、 深 奉 恐承罷 在、 畢竟 祖先 之 親戚 -ー 御座 候 得 共、 此期 

- 一至 リ * 坂 兵 -ー 關係可 仕儀、 毛頭 無 御座、 尤、 家老 共 へ 御内 命 之 御 趣意 モ相畏 候 付、 精々 遂 放逐 候 事 二 御座 候、 就テ ハ 速 二 

上京 可 然之處 、右 奉 蒙 御 嫌疑 候 段、 誠 ュ 以、 恐懼 之限リ -ー 御座 候 付、 此段 一 應奉 奏上 候、 尤宿痫 中、 是迄 上京 通 滯仕候 儀 

ハ、 幾重-一 モ奉蒙 御 許容、 何分 上京 之 上、 諸 藩 ト相倶 二 同心 戮カ 仕、 益 勤 王 之 道、 勉勵 貫徹 仕度 奉存 候、 微衷 厚 御垂憐 

被爲成 下、 何卒 御 宥冤之 上 、入京 之 儳偏 二 御 許容 之 程、 伏テ奉 懇願 候、 誠惶 謹言。 

正 月  紀伊 中納首 茂 承 

德川茂 承 家 記 

〇 同上 

臣茂 承、 謹テ奉 言上 候、 今般、 征東諸 大將御 進發之 趣、 奉 拜承候 付、 不取敢 、人 數差出 申 度 奉存候 間、 右 御 人数 ニ被爲 召 加、 

御先 鋒 被 仰 付 被 下候ハ 、 、誠 以難有 仕 合奉存 候、 私儀 宿 痫押テ 不日 上京 仕、 伏 テ可奉 願 候 得 共、 先 家老 久野丹 波 守 ヲ以、 

此段奉 懇願 候、 誠惶 謹言。 

正 s  二十日  紀 伊中 納 言 茂 承 

德川茂 承 家 記 

〇 本日 達 書 

紀 伊中 納 言 

上京 之 儀-一 付、 伺 之 趣 被 聞 食 候、 速 二 上京 可 有 之 旨 御沙汰 候 事 c  |gS 

〇 同上 

紀 伊中 納 言 

今度、 征討 使進發 -ー 付、 爲 先鋒 人數指 出度 趣、 神妙 之 至 二 候、 願 之 通 被 仰 付 候 間、 早々 用意 人數 立、 總テ 書取、 言上 可 有 之 

復 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正 HJ 二十 二日  六 九 一一 一 


復古 記 卷ニ 十四 明治： 兀年 正月 二十 二：；：  六 九 s: 

旨 御沙汰 候 事。 

但、 何 レ 兩道 先鋒 可 被 仰 付 候 間、 其 旨 可 相 心得 候 事。 

E  0T 德川茂 

J  承 家 記 

〇 松 平定 安、 疾 ヲ以テ 、老臣 ヲ シ テ、 代 リテ京 一一 至ラ シメ、 且出雲 旁 近 地方、 檢查ノ 命ヲ g: ン コ 

トヲ *S フ o 

出 雪 守 儀、 舊臘、 三 ヶ月 詰 御 警衞被 仰 付、 尙去卯 十一 一月 十八 日、 御下問 之 係 被爲在 候-一 付、 上京 可 仕 旨 被 仰 出、 依 之、 急 

々上京 可 仕 之處、 所勞 -ー 付、 爲 名代、 今般 私 先 上京 仕 候 間、 御用 筋 奉伺 度、 尤出羽 守 儀、 引續 上京 仕 仕 候、 就テ ハ 往年 堺町御 

門、 乾 御門 等 御阇蒙 仰、 深畏、 乍 不都束 相 勤 來候先 蹤モ御 坐 候へ ハ、 於 此度モ 登 京 之 上ハ、 何卒 九重 御近邊 之. s: 、可 然御場 

所 御 警衞被 仰 付 被 下 度、 兼テ奉 懇願 置 度奉存 候、 且 唯今 二 テ モ 、先達 テ御届 仕置 候 通、 聊人數 上京 仕 居候 間、 相應之 御用 

等モ被 仰 付 候ハ、 、何時-一 テモ御 受可奉 申 上 候、 以上。 

出 雪 少將 家来 

正月  平 賀縫殿 

. 松 平定 安家 記 

〇 

今般、 太攻御 一 新 之 折 柄 -ー 付テハ 、諸國 御料 所 御 取調 等 之 儀、 可 被 爲在御 事 一一 御 坐 候 ハ 、 , 乍 憚 於 弊 藩 モ 、 近 國之所 -ー テ相 

應之 御用 向 奉 蒙 仰 度、 殊更 近國之 僙ハ、 從來、 土地 風土 仕 來之次 御 柄モ有 之、 1 萬 端 案内 等、 委細 御用 向 相 勤 度、 何卒 御 取 

調 之 御用 等、 被 仰 付 被 下 候 様 奉 願 度奉存 候、 以上。 

出 雲 少 將家來 


I 月  平 賀鏠殿 

松 平定 安家 記 

〇 松平慶 倫、 再 ヒ書ヲ 上リ、 備前藩 兵、 朝命ヲ 齋シ來 リテ、 一 藩ノ 向背 ヲ問ヒ 、且其 東上 ヲ止ム 

ルヲ 以テ、 發途ノ 期 ヲ愆ル ヲ稟シ 、入 覲ノ朝 命ヲ 得ント 請フ。 

去ル 二十日、 池 田 備前守 人數、 美 作 國境迄 出張 候テ、 天朝 思 召 如何 被 爲在候 哉、 國 R 人民 恐怖 動 搖仕候 折枘、 御差圖 奉お 

且御差 圖無之 内、 備前守 其 旨 趣 明 了 不申閬 、唯 兵器 ヲ以 テ亂入 一一 及 候 節 ハ 、家来 之 者 共 慨歎 悲愤 之餘、 無據 一戦-一 及候モ I 

計、 御 屆申上 候處、 書中 申 上 候 通、 其 節、 備前守 へ 差遣 候 使者、 旣 二 數日ヲ 經候得 共、 反告不 致、 愈以 疑惑 不少、 乍 去 先日 京 

都 詰 家 來共ョ リ御届 申 上 候 通、 旣 -ー 先 供人 數、 追々 差 登 置 候閒、 今日 出足 可 仕、 旅装 罷在 候處、 昨 H 備前守 ヨリ 使者 差 越 候 

二 付、 家 來共應 接爲致 候處、 去ル 十四日、 從 朝廷、 作 州全國 取調 可 申 旨、 長、 藝、 備三藩 蒙 仰 候 間、 亂問^ 越 候 S 巾 閬候付 

兼 テ無別 心、 朝 命 遂奉可 仕、 微哀罷 在 候 間、 別紙 1 一通 差遣 候、 右 備前守 g 趣、 始テ明 了 申 聞 候 間、 聊 安心 仕 候、 仉 朝 命 之 

重キ、 感泣 一一 不堪、 恐縮 罷在 候、 愈以發 足、 天機 相 伺、 慶喜及 族 之 罪、 伏テ 闕下 -ー 可 奉 待奉存 候、 右 使者、 備前守 、竝 長、 藝 

兩 藩へ、 比 二通 5» 示シ、 沙汰 致 候 迄ハ、 出立 抑留 可 致 旨 申 聞 候 間、 旣 一一 近々 出立 可 仕 旨、 御 屆申上 置 候 間、 出立 不仕 候ハテ ハ 

奉 恐 入 候 得 共、 一介 使節 モ 天使 ト奉 存、 王 命 難 默± 、今日 出立 延引 仕 候、 天日 淸明 被爲在 候 得 共、 外人 疑惑 有 之、 今 = 

ュ及候 段、^ 念 至極 奉存候 、急速 入京 御 差 圖無御 坐候テ ハ 、 國情愈 其主ヲ 疑、 方向 如何 難 計 舉恐人 候、 此 ぉ御屆 旁^. 敉 W ャ 

誠 恐 誠 恐、 頓首頓 首。 

公 141 三 叮 守 

正月 二十 二日  お W 三 〜 3 

松 平 康倫家 記 

〇 本書 モ亦、 上進 ノ日 ヲ失ス * 故 二 本日 二 收ム、 別紙 ハ之ヲ 略ス。 

復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 二日  ジ 


復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正 HJ  二十 二日  九九.、 

〇 竹澤邦 光、 美 濃 笠 松 gl、 ヲ收メ  、其 狀ヲ 上ル。 

德川慶 喜、 去 ル 十一 一 曰、 江戶表 へ 脫歸， 軍勢 ヲ催候 聞 有 之、 其 段 美 濃 * 飛驊 へ 移 リ合候 儀 有 之 由 一一 付 テハ、 」1ホ モ早ク 、濃" 

ヲ 朝廷 之 御領 ト 仕候條 * 急務 ト 奉存、 盡カ 之處、 先 U  、飛 州 ヨリ 先 ッ手ヲ ：卜シ 候 様 申 上 有 之 一一 付テ 、直 二 飛 州堺迄 入 込 皮 

得 共、 何分 雪 深ク、 彼 ニ少々 丘 ハ備モ 有 之 趣 二 候 得 ハ難人 込、 若 入 込 候 得ハ、 飛驊、 濃 州 笠 松 ト謀ヲ 合セ、 挾ミ ぼ宾 もま， ^ドノ 勢 

差 見 候 二 付、 實 二 兵備 少キ 邦 光 敵地 二 陷リ候 事故、 重々 策略 ラ廻シ 、岐阜 表 迄 相 一お リ候處 、濃 州之谘 ハ 成 丈； 牛 達 二 所 置 次 埃 

様、 兼テ 御沙汰 之 次第 モ被爲 在 候 -ー 付、 笠松陣 M へ 說讒シ 、土地 人民 返上爲 致 候 儀 良策 ト相 察、 此節 段々 盡カ、 說^ , 一 ^ 

候處、 彌 承服 仕、 支配 地 村々 差 上 度 旨 申出-一 相 成 候テ、 右 役人 共 退去 一一 就テ ハ、 朝廷へ 速 二 不被 召上テ ハ 、人， い 瓦解、 戎 

徒 再起 差 見 候 二 付 、臨機 之 所 置 ラ以、 陣 M へ 入 込、 差 向 候 儀 ハ 號 令鎭撫 仕、 校亂 -ー 不相及 候 樣取計 居 申 候、 笠 松 支配 地 十一 一 

萬 石餘、 邦 光之 獨 力-一 テ、 朝廷 御領 ト相成 候、 右 村々 天朝 御領 ト申 高札 ヲ 爲立候 間、 定テ 賊徒 モ膽 ヲ寒シ 候方ト ==.ぷ 

候、 然處、 人心 阇結候 様、 鎭定方 肝要 ト奉存 、種々 號令 布告 有 之 故、 人民 鎭定 向、 見込 之 處ヲ以 所 置 仕 候 様、 御 許お 舉願 h 

r 今日 之 形勢 二 テ ハ 、飛 州 之 儀モ、 定テ 恐縮 仕 居候 儀 ト奉存 候、 是モ 不日 盡カ * 朝廷 御領 ト相 成^^ 仕度 候、 先 此^ 急 も 

脚 ヲ以奉 申 上 候、 以上。 

正月 廿 二日  源 邦 光 

柬山^ 總 督^^ 紙 

〇 上達 ノ日ラ 失ス、 故 二 本： n  二 收ム、 按スル 二 原書、 紙 尾 二 前中將 It 様 へ 申 上 候 寄付、 此通 二 御 坐 候 ト署ス 、 ^シ 京師 

ノ報 狀ヲ、 總督府 一一 出セ シナラ ム。 

◦ 澤宣嘉 、減 g; 長 門 ヨリ 至ル。 

澤^ 主 水 正お 御 事、 先達 テ 御歸洛 御 召 之 御沙汰 被爲 在嫔由 之處、 今 U 河原 町 陣屋 迄 御 歸著祀 成.^、 セ^ 御 屆中上 矣、 3 ヒ o 


長 門 宰相 内 

正月 廿 二日  寺. SZ 暢三 

乇利元 德家記 

〇 此事、 本人 家 記、 見 ル所ナ シ、 故 一一 長 門藩ノ 上申 甞ヲ 塡ス。 

〇 備前藩 兵、 津 山城 健- 一一 至リ、 其 向背 ヲ I フ、 城主 松平慶 倫、 及ヒ 老臣 等、 奉 命他ナ キノ 證書ヲ 

■ ス o 松平康 

ロさ ス 倫 家 記 

〇 米國 公使館 書記官 ァ ルセ、 ホ ル トメ ン、 書 ヲ德川 慶喜ニ 致シ、 討薩 表お で ヲ得テ 、之 ヲ本國 

政府 一一 報セ ント 請フ、 是日、 之ヲ 贈ル。 

千 八 百 六十 八 年 第二 月 十四日、 报 4iJ、 江戸 二 アル 合衆國 公使館 於テ、 

江戶 二 ァ ル 御 老中 閣下 -ー 呈ス、 

余聞 ク、 今月 三日、 大君 ノ名 代人 瀧 川播磨 守、 京都 二 出立 セ ル時、 此都 及ヒ其 他ノ地 一一 於テ、 薩 摩公ノ 罪條ヲ 記シタ ル 書翰 

ラ持 チ行キ タリ ト、 余願ハ ク 、ノ  、閣下、 余 一一 其 書翰 ノ寫ヲ 惠ミ、 余ヲ シテ 合衆國 政府 二 報告 ス ルラ得 セシメ ン事ヲ 、恐惶 謹 

1 一一 一！ I。 

ァ ルセ、 ホル トメ ン 手記 

外務省 記 

〇 答 書 

御 書狀致 披見 候、 然 ハ 我 本 月 三！ n、 瀧 川 播磨守 上京 之 節、 持參 イタ シ候松 平 修理 大夫 罪條 之僙 一一 付、 大君 ヨリ、 御門へ 

復 古 記 卷 二十 四 明治- 兀年正 g  二十 二日  六 九 七 


復 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 三日  -; ハ九八 

御 奏聞 相 成 候ケ條 書寫、 御 一 見 被 成 度 旨 御 申 越 之 趣 致 承知 候、 刖 別紙 寫ー 一通 差 進 申 候、 此段 拙^: 共 ヨリ 御 報^ 申 進 旨、 小 

笠 原 * 岐守被 申 聞 候、 右 可 得 御 怠 如 斯御坐 候、 以上。 

正月 廿 二日  杉 

糟 

ト务 

ァ ルセ、 ホルト メン校 ^， 

二十 三日、 議定 嘉言 親王 ヲ以テ 、內國 事務 總督ヲ 兼ネ、 博經 親王 一一 會計 事務 總督 ヲ兼ネ シメ、 

寺島宗 則、 町田久 成、， 五代友厚 財麵 g ，一  ヲ 參與、 蒹外國 事務 掛ト 爲シ、 宗則ヲ 兵 W 一一 、久 成ヲ 

長 崎 一一 派遣 シ、 木 村貞通 III や ヲ參與 、刑法 事務 掛ト 爲ス。 

聖 護院宫 

2： 國 事務 總督、 被 仰 付 候 事。 

〇 

華  頂  宮 

會計 事務 總督、 被 仰 付 候 事。 g 項 S 

〇 兩 宮家 記、 被 仰 以下 ノ 字ナシ 、案 ス ル 二 、議定 二 任 セラ レシ 時ハ 宸翰 一丁 ンテ、 此ノ 如キ害 體ァレ トモ、 事務 總督 二 至 リ 

テ ハ 宸翰 一一 非ス、 故 一一 有 栖川宮 ノ書例 一一 依 テ之ヲ 補フ。 


浦 武三郞 

星筑後 守 

連 加 賀 守 

勝 近 江 守 


五代 才助 

徵士、 參與ヲ 以テ、 外國 事務 掛、 被 仰 出 候 事。 

但、 兵 庫 在留 可 致 事。 g 総  一  . 

〇 久成ノ 但書 ハ 、長 崎 在留 可 致 事 一一 作リ、 友 厚 ハ 但書 ナ シ。 

〇 

J  木 村 得太郞 

徵士、 參 與可爲 刑法 掛、 被 仰 出 候 事。 g 村 曰 

〇 他 例 ヲ以テ 之 ヲ推ス 二 、刑法 ノ下、 事務 ノ 二字 ヲ 脫ス。 

〇 比 年來、 人ヲ 道路 二 暗殺 ス ル 者多キ ヲ以テ 、令 シ テ 之 ヲ嚴禁 ス 。 

近 來於處 々、致 喑殺 候. 2： 一一  ハ 、罪 狀相認 、死骸 一一 添 有 之 候 モ不少 、何レ 一一 陰惡 陰謀 等 ヲ愤リ 候テ之 所業-一可 有 之、 全體 不埒 

之 者 共 ハ得ト 吟味 之 上、 刑典 ヲ以、 嚴重之 御 裁許 被 仰 付 事-一 付、 大政 御 一 新 之 折祸、 猶 更御爲 筋 ヲ心懸 、公然 ト可 申出 處、 

其 儀 無 之、 私 二 致 殺害 候ハ、 朝廷 ヲ不憚 致 方 一一 付、 右 等 之 者 有 之 ニ於テ ハ 、吟味 之 上、 屹度 嚴刑 - 一可 被 處候閒 、心得 違 無 之 

^玎 文 & .0 中 御門 經之家 記 

福 專 戸田 氏 共 家 記 

〇 參與、 會計 事務 掛 三 岡 公正、 紙幣 製造 ノ議ヲ 上ル、 是日、 之 ヲ可シ 、公正 ヲシテ 其^ ヲ 零 ラ シ 

厶 G 

〇 春嶽 私記 二 云、 方今、 大政 復古 之 蓮 二 向 ヒシカ トモ、 天下 多事多難 ナ ル上 一一、 朝廷 二 金穀乏 敷、 民ヲ賑 シ兵ヲ 出ス- 一由 

復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月. 二十 一一 一日  六 九九 


復 古 記 卷 |ー 十四 明治 元年 正月 二十 三日  七 〇〇 

ナキ 而已ナ ラス、 殆今日 之 供給 ニ迫レ ル勢 故、 數々 濟時之 議事 ァ レ トモ、 更ニ其 術 ヲ得サ リシ 二、 二十 一 日、 會計掛 リ三岡 

八郞、 日本 全國之 石高 二 應シ、 楮幣ヲ 製シ、 一 時 之 急 ヲ救ヒ 、十三 年 之 後ヲ待 ッテ、 楮幣 總テ、 ^金 二 復歸ス へ キ ノ起 法ヲ建 

議セリ 、此法 取捨 之 衆議、 疑懼 紛々 トシ テ、 兩端更 二 诀シ難 クシ テ、 席ヲ竟 へ、 翌 二十 一 一日 モ亦 爾リ、 二十 三 曰 二 至 ッテ、 W 

幣ヲ 製造 ァ ル へ キ 一一 決シ、 其 主宰 全 權ヲ 八郞へ 命. セ ラレ タリ。 

〇 公正 ノ 建白書 ハ 、原 記ヲ 佚ス。 

〇 池 田 慶德ノ 請 ヲ 允 シ 、山陰 道 公文 布 達 ノ事ヲ 專掌 セシメ  、松 平定 安ノ 分管ヲ 罷 ム 。 

事件 腾達之 儀 -1 付、 去ル 十二 日、 諸 藩 御 呼 出 之 上、 山陰 道觸 口、 弊 藩 雲 州 持 分 二 テ相達 シ 候樣ト ノ御 下知 一一 御座 候處、 元來 

弊 藩 儀ハ、 先達 テ 山陰 道 鎭撫使 御 出張 一一 付、 王化-一 不服 者 有 之 候 ハ、、 璁督ノ 命 ヲ奉シ 掃除 仕 候 様、 御沙汰 被 仰 下 候 

次第 ヲ以、 旣ニ雲 州 本末 三 藩 之儀ハ 、近々 弊 藩へ 引受、 王化 向背 之應 接、 懸合 -ー及 候 場 一一 立 至リ、 向背 何レ ノ道、 弊藩ョ リ 

手 ヲ下シ 、一 定爲致 候 上ハ、 勅使へ 報 命 可 仕 候處、 右 等 觸達之 儀、 因、 雪竝立 候テ、 山陰 一 道ノ觸 口、 持 分-一 相 成 候 様ノ御 

仕出 シ 二 テハ、 勅使 御 出張 先ノ 御意 味ト、 廟堂 ノ御 下知 ト 齟齬 仕 候 様-一 テ、 唯今 弊 藩 ヨリ 雪 州 向背 ノ應接 一一 及 候-一 差 響 

候 場 モ可有 之 哉 ト奉存 候 二 付、 此 段條理 明亮、 一 定ノ 御沙汰 相 窺 度奉存 候、 以上。 

因幡 中將內 

正月  山田宗 平 

〇 批紙  — 

尤之憐 二 付、 雪 州 被 免 候 間、 以後 一 手 二 テ達方 可 被 致 候。 赠2§ 

〇 

雲  州 

事件 觸達 之^、 山陰 道觸 口、 ra: 州 ト持分 可 被 相 達 旨 申 付 置 候處、 自今 被 免 候 事。 


〇 本願 寺 光澤、 近畿 ノ 門徒 ヲ 募化セ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

〇 二十 一 一日 申請書 

舊冬、 書取 ヲ以被 申 上 候、 御 卽位料 之 内、 御手 傳獻備 被 致 度-一 付テハ 、攝 州、 河 州、 泉 州、 和 州 等へ 、注 昔 調 默之砌 、直讒 被 

致 候 任 先蹤、 且 方今 時勢、 門 末 心得 違 無 之、 愈 人氣致 調和 候 樣敎讒 旁、 來 ル 二十 五日 發途 I 右方 角 へ 新 門 主、 質素 -ー 下向 盡カ 

彼 致 度、 此段被 相 伺候、 以上。 

本願 寺 御門 跡 内 

正月  村 上 左 源 太 

〇 本日 批紙 

伺 之 通。 S 調 

〇 東 本願 寺 光勝、？ ハ ，江 書 ヲ上リ 、滋野 井 公壽、 其 門徒 兵及ヒ 糧食 ヲ徵 求セ シ ノ狀ヲ 稟ス、 令 

シテ、 專ラ 東海、 北陸 二道 官軍 ノ 糧食 ヲ 措辦セ シム。 

口上 覺、 

去ル 二十日、 高宮驛 通行 之砌、 官軍 赤 報 隊ト申 御掛札 御座 候 -ー 付、 早 連 朝廷 御用 -ー 付、 致 通行 候 趣、 御 届 之 上 致 通行 候處、 

其 後一 一十 二日 朝 、官軍 溢 野 井 殿御 附屬 之. 2： 山 本太宰 ヨリ、 當隊甚 少勢ニ 付， 門 末 之 内 へ 精々 勸讒 加勢 等 可 仕様 トノ御 事 二 

付、 兼々 建言 仕置 候 通、 佾家ノ 儀、 且無祿 ノ儀ニ 付、 一民 モ領シ 候 儀 一一 ハ 無 之、 就テ 、ノ 門 末 共 へ 、報 國之爲 朝廷へ 遂奉ノ 儀 

心得 違 無 之 様、 門 主 ヨリ 直-一 敎育、 其 上粮米 火急 -ー 上納 可 申 様、 是亦 精々 盡カ、 勸讒 巡行 中 之 折 柄 二 候 旨 相 答 候處、 彼 御 方 

二 モ同ク 官軍 之 事 一一 候 間、 萬 一 應機之 節、 粮米闕 乏候ハ 、、相 送リ申 候様ト ノ御談 一一 付、 右兩條 如何 相 心得 可 申 候 哉、 ー應 

御 指 圖之程 奉 願 候、 以上。 

復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 一一 一日  七 〇一 


復古^ 卷ニ 十四 明治- 兀年 正月 二十 三 R  七 〇 二 

東 ネ 土  t、  p. 1 使 

正月  和 田 主 殿 

朿 本願 寺 記 

〇 達 書 

東 本願 寺 

去ル 二十 一 一日 朝、 官軍 滋野井 侍從、 門 末之內 精々 勸翁 加勢 可 致 申 聞 候 趣 二 ハ 候 得 共、 於 今度 ハ粮米 闕乏無 之 様 可 致、 兼テ 

御沙汰 二 相 成 候 故、 東海、 北陸 兩道 へ 出張、 彌盡カ 可 有 之 御沙汰 候 事。 

正月  參與 

朿 本願 寺 記 

〇 本願 寺 記 二 云、 二十 二 日、 近 江 國長濱 ョ リ， 參與御 役所 へ 伺 書、 二十 三 日 差 出 スト、 但シ 、指令 ノ日ヲ 佚ス。 

〇 池 田 茂 政、 疾ヲ 以テ、 其 弟政實 ヲ シテ、 松 山 征討 ノ事 ヲ督セ シ メシヲ 寫シ、 且備 中、 美 作 

諸 藩 以下 歸順 ノ狀、 及ヒ松 山帽、 藩ノ 老臣 態 田 短芳， .0^ ノ事 ヲ奏ス G 

爲備中 松 山 御 征討、 御 旗下 賜 候 -ー 付テ 、ノ  、私儀 病中 二 御座 候 得 共、 カ疾 早速 出 發可仕 害 之處、 近日 別テ病 威， 相 募、 起臥 不 

任 心 次第 一一 御座 候 一一 付、 不本意 之 儀 奉 恐 入 候 得 共、 名代 ト シテ 一 族 鼎 五 郞ヲ以 守護 爲致、 御 旗 相 進メ巾 候、 此段御 屆申上 

候、 宜様御 執 奏奉希 候、 以上。 

正月 二十 一日  備 前少將 

池 田 章 政 家 K 

お 道 記 概略 


備中足 守 木 下 備中守 同 岡 田 伊東 播磨守 

同 庭瀨 板 倉 攝津守  同淺尾 蒔 田 相模守 

同撫川 戶川 主馬 助 同 高 松 花房 近 江 守 

同 三須 蒔 田 鏺太郞 

右 藩 共、 兼 テ侬賴 之 儀 申出 居 申 候處、 今般、 德川慶 喜反狀 明白" 追討 被 仰 出 候 -ー 付テ ハ 、尙又 去就 相 尋候處 、敦モ 主人 留守 

中 二 候 得 共、 在所 家来 共 一一 於テ ハ 、主人 從來之 趣意 ヲ守リ 、勤 王 之 外 無 他事 之 旨 申出 候 一一 付、 實効 之爲人 數爲差 出、 松 山 

征討 討 乎 -ー 相 加へ、 或ハ 作州爲 取締 出張 爲致 候、 此段御 執 奏舉希 候、 以上。 

正 0:  二十 三日  備 前少將 

池 出 章 政 家 記 

〇 

備中新 見 關 伊勢 守 同 成 羽 山 崎 主税助 

右 主人 儀、 留守中 -ー ハ 候 得 共、 家來共 去就 相 尋候處 、主人 從來之 趣意 ヲ守リ 、勤 王 之 外 無 他事 候 旨 申出 候 -ー 付、 實効 之爲、 

證書、 拉人數 差 出 候 付、 松 山 追討 討 手 二 相 加 へ 申 候、 此段御 屆申上 候、 以上。 

正月  備^ 少將 

岡 山 藩 松 山 追討 始末 . 

〇 

作 州 勝 山 三 浦備後 守、 兼 テ依賴 之 儀 申出 居候 處、 今般、 德川慶 喜反狀 明白、 追討 被 仰 出 候 -ー 付テ ハ 、尙又 去就 相尋 候處、 

朝 命 違背 仕 閒敷旨 申出 候 一一 付、 勤 王實効 之爲メ 、作 州 取締 トシ テ、 人數爲 差 出 申 候、 此段宜 樣御執 奏奉希 候、 以上。 

正月 二十 三日  煸 少將 

復 古 記 卷 二十 HI 明治 元年 正月 二十 三日  七 0111 


m 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十 一一 一ロ  七 〇 四 

驰£章政家記 

謝 逍記槪 略 

〇 

備中松 山 落 去 以後、 同國 玉島湊 へ 落 入 致 上陸 候 趣 相 聞 候 二 付、 家老 伊木 若狹 手勢 引 分、 同所 へ 差 向 候處. 落人な 餘人、 寺院 

町家 等 二 テ 兵器 捨置、 謹 愼罷在 候 付、 一 應及亂 問 候處、 板 倉 伊賀 家来 之 者 -1 テ、 大坂 ヨリ 罷歸候 旨 申出 候 付、 征討 之 依 申 聞 

候處、 重役 熊 ト 申 者、 殘徒 助命 之 儀 歎願 申出 置、 自殺 仕 候 付、 首級 請 取、 右 旅 宿 爲致居 申 候 旨、 出先 \ー 者 ヨリ 注進 申 

越 候 付、 不取敢 御 屆申上 候、 此段御 執 奏奉希 候、 以上。 

正 DT 甘 三 曰  Si  的 少將 

阀 山 藩 松 山 追討 始末 

〇 本條、 上申 ノ日ヲ 失ス、 故 二 本 U  二 收ム。 

〇 織 田 信 成、 鷲 尾隆聚 ノ令ヲ 以テ、 兵ヲ 慈 恩 寺 村 一一 出 スヲ稟 ス。 

先日 ョ リ和州 路殘賊 致 通行 候 趣 一一 付. 鷲 尾 伃從^ ョ リ十津 川 野 崎 和平、 宫本勇 之 助 ヲ以テ 、非常 之 節 人數差 出方 *  ^乂、 初 

瀨 街道 慈 恩 寺 村へ 見張 人 數差出 候 様 御 達 -1 付、 去 十六 日ョ リ 同所へ 人 數差出 置 申 候 段 申 越 候 間、 此段御 届. E. 上 候、 以上。 

織 m 筑前 守 家 來 

正月 二十 三日  溝 口  勇 

緣田信 及 家 記 

〇| 信 及 家 記 一一 云、 正月 一 一十 七 3、 人 數引拂 ノ依申 越 、届書 差 出ス。 

3^K^H-¥>K  二 一!r ヒ レ 、伊東 長 八ム； 4|.&,5"、 三甫厶 、術後 守 〇 美 作 勝 山 藩 £ls^ お 一-、 1、 飛驛守 〇 福 江 藩主、 食-に、 ヲ 

ュ^  二  Wi 〜 篛家 記、 柊^'. ii. ん禾 三 SHSfts 主- 众封ニ 萬 三千 石、 玉 鼻！ $|德 封 一 萬 二 千 六 百 石、 疗ヲ 

以テ、 老臣 ヲシテ 代 リテ京 一 一至 ラシ ム。 f ま 、謹 


〇J 長 ft. 豕臣 上申書 

播磨守 儀、 去 十 一 日 御 屆奉申 上 候 通、 病 氣未タ 全快 不仕候 得 共、 舊臘卜 八 cn 、更被 . 仰 出 候 御 旨被爲 在 候 -ー 付、 常 月 七：：：、 

押テ江 戶表發 足、 明 二 汁 一 日 上 著 仕、 奉伺 天氣、 且乍 小身 相 應之御 £ 向 奉伺 度 旨、 兼 テ申付 越 居候-一 付、 先般 中、 在所 表へ 

人 數差登 候 様 申 遣 置 候、 然ル處 、今般 備中松 山城 御 追討 被 仰 出、 松 平 慷前守 人 數差出 候 - ー付テ ハ、 隣領之 係、 播磨守 ヨリ 

モ人數 差 出 候閒、 彼是 行 屆兼候 得 共、 近： n 乍 小人 數 上京 爲仕候 害-一 御座 候、 此段御 屆申上 候、 以上 C  . . 

^束播 磨 守家來 

正月 二十日  加， 治平 

伊 柬長^ 家 記 

〇 東海道 鎭 撫總督 橋本實 梁、 四日 市赌、 二 至 ル、； 、一一 松 平定 敎、 | 編^? コ ，、及 ヒ其 老臣 松 平 

某， 等、 總督府 一一 詣リ、 罪ヲ謝 シ降ヲ 乞フ、 實梁、 之ヲ納 レ テ 法 泉 寺 二幽シ 、龜 山静、 藩兵ヲ シ テ 

之ヲ 監守 セシ厶 。舰 濃 

〇 山陰 道 鎭撫總 督西園 寺 公望、 宮津城 n 至 ル、^ Is 其 老臣 沼 野 某 | や 等、 奉 命 他無キ ノ證書 

ヲ コら ス o 時 -I 城主 本 莊宗武 、父 宗秀 、皆 江 

ラ £11 ヌ 戶 II 在リ 〇 西圜寺 公望 家 記、 

〇 德川慶 喜、 大 耠乘謨 ノ請ヲ 許 シ テ 、其 陸軍 總裁ヲ 罷 厶 。認 格 給 故恒ノ  §  % 

7 1 4l5Trn、4^ 賴 W 巴、 1 逸 ilw リー 一一. kj 要 Eilsn 、龍 若 〇 美 濃 今 尾、 二 萬 石 nz^&ml ハ. 、飛驛 守 〇 紀伊 2 迻、 くチ. ^ゃ 、紀伊 

二  rsIF お涕^ H, 寓 五千石、 个© 丑 省 _J1 〇 竝 -I 尾 張藩附 家老、 tf^=F 腦擁裕 三 萬べ 千 八 百 石、 カ^け あ 新お、 

一一 一 萬 五千石 〇 竝 J>  rr 一一き^ <備 中 守 〇 常 陸 松 岡、 二 萬？  i^f  ,|  ==>  く  o 

二  &伢 藩附 家老、 中 山信徵 五千石 of 戸鮮附 家ぎ、 ヲ藩屛 ニ^ス 

m 古 記 卷 二十 g 叨治 元年 正月 二十 W け  七 0 五 


^ せ 0 卷 二十 叨 治-. 儿年 正月 二十 四 =  七 ◦. パ 

各 通 成 瀨堆人 正 

水 野. K 炊 頭 

竹 腰 龍 若 

安藤 飛驊 守 

中 山 慷中守 

今般 御 一 新 -1 付、 以 來藩屛 之可爲 列、 被 仰 出 候 事。 

但、 是迄 取扱 來候國 政 向、 難 手放 儳モ 候ハ 、、從 國主願 立 可 申 事。 | 瀨 U 肥 以^. 家 M 

〇 正舊家 記、 二十 七日 トス、 恐 クハ藩 地 拜命ノ 日ナル へ シ。 

〇 尾、 紀、 水 三 藩へ 達 書 

尾、 紀、 水 三 藩、 附屬 五家 之 輩、 已 來藩屛 之可爲 列、 被 仰 出 候 事。 

伹、 是迄 取扱 來候 國攻 向、 難 手放 僙モ 候ハ 、、其 旨 從國主 願 上 可 *. 事。 IJ&^si 

〇 參與土 倉 正彥ヲ 以テ、 軍務 掛ヲ兼 シム： 

土 倉 修理 助 

海陸 軍務 掛、 被 仰 付 候 事。 肚 %正« 

〇 特旨 ヲ以テ 、島津 忠義、 毛 利 敬 親 二 金 各 二 萬兩、 德川德 成、 淺野茂 長、 松 平 茂昭、 山 內豐範 、伊 

達 宗德- 一 各 一 萬 五 千兩ヲ 賜フ。 


思 召 有 之、 金 一 一 萬 兩被下 之 候 事。 

E  g 島津 忠義 家 記 

^ 月 輦下日 載 

〇 

各 通 尾 州 藝州 越 ゆ 

土 州  宇 和 島 

let^o 金 一 萬 五 千 德 川義宜 以 下 

IP 丄タ兩  一 I 作ル、 家 記、 春嶽 私記 

〇 綾小路 俊實 一一 命シ テ、 大原氏 二 復歸シ 、重德 ノ嗣タ ラシ 厶。 

—  綾小路 前侍從 

被爲 思 召 在 候 二 付、 大原家 家督 相 綾、 被 仰 付 候 事。 II， 

〇 宇 和 島 藩 ノ 宜秋 門、 及 ヒ 御 旗守衞 ヲ 罷 メ  、 阿波 藩ヲ 以テ之 二 代フ。 

〇 伊達 宗德家 記 二 云、 公卿 御門 御 警衞、 拉御旗 御 預之處 、宗 城下 坂 -ー 付、 侬願被 冤 候。 

〇 

阿波 少將 

立秋 門^: 御 警衞、 被 仰 付 候 事。 

伹、 是迄宇 和 島 へ 被 仰 付 有 之 候閒、 同家 ョ リ可 引受 候 事。 

E  g 蜂 須賀茂 

J 月 |§ 家 記 

〇 二十 五日 達 書 

阿  州 

復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十四日  七 〇 七 


復古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十四日  七〇 ん 

宜秋門 内外 警衞. 更ニ被 仰 付 候 事。 

ひ 郡 山 藩 一一 令シ 、東 園 基 敬 ノ衞 兵ヲ出 サシム OI 麵 

〇 是 ョ リ 先、 淸水谷 公考、， 金 ヲ叙山 二 募ル、 是日、 召 シテ之 ヲ责メ  、其 罪ヲ問 ハス。 

淸水 谷侍從 

去 八日、. E 門 へ 行 向、 獻金之 儀 催促 候 a 聞 有 之、 御 改攻御 一 新 之 折 柄、 背 御 趣意 候 二 付、 被及釓 問 候處， 於志ハ 情實ョ リ出^ 

條ニ候 間、 今度 之 所、 以 御 憐愍 不被咎 候、 猶以來 心得 違 無 之 様 被 仰 出 候 事。 gl™ 

〇 島津 忠義、 英國 ノ 醫生ヲ 京-一 召シ、 兵士  ノ瘡痍 ヲ治 セント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

此 度戰爭 一一 付、 手 負 之 者 夥敷御 坐 候處、 療醫 砲瘡ィ マ タ 不精 處 ヨリ、 追々 及 死亡 候 者 不少、 實 二 不被忍 次第 一一 御 や： 候、 就テ 

ハ 其 術 ヲ究、 治 養 方 穿鑿 仕 候 折 柄、 兵 庫滯 在英 阈 熟練 之 醫師糢 人中 度、 無 據爲致 相談 候處、 人命 二  ^拘 候侬、 不容 易^ 攸問 

速 二 可 差 出 旨 致 許諾 候 ュ 付、 當邸 へ RC 呼、 療治 相 加 度 御 坐 候 問、 何卒 人 京 御免被 仰 付 被 下 候 様、 宜敷御 執 廣^. 願 候、 W ヒ： 

H=:CTI  二十 四 口  薩 摩少將 

〇 批紙 

願面 之 趣、 無餘俊 事故 承 届、 往來 番所 ，ー ハ 可 相 達 候 得 共、 及 遲延候 ハ 、 、其 藩ョ リ直 -ー 相屆、 可爲致 通行 事。 Igi 

o 織 田 長 易、 京 一一 至ル、 雌 S  ,  .  + 

〇 中 面、 四 國追时 總督四 條隆謌 、姬路 城 ヲ撿シ 、備前 藩 一一 命 シテ、 之ヲ 監守 セ シ ム" 

〇 諸道 記槪略  >ー 云、 廿四 3、 總督 姫路城 巡檢ほ 案内 、備^ 家老 池 W 维人、 池 ffl 信 濃 守、 在坡 -ー 付出迎 候ポ： 


備 

當城 \ 一儀、 從 朝廷 御沙汰 有 之 迄之閒 、預被 仰 付 候、 且 城内 へ 預リ 居候 證人之 儀、 當藩 へ 可 引渡 候 事。 

慶應四 年 戊辰 正 總  督 

諸道 記 概略 

〇 浪徒 ノ 馬城峯 一一 據ル ャ、 長 門 藩 兵、 H や 撃 テ之ヲ 平ケ、 旁 近 ノ諸藩 二 移檄 シ テ 、 其 逋逃者 

ヲ 逮捕 セ シ厶。 

此度 浮浪 ノ徒. 本國下 ノ關へ 潜伏 シ、 士民ヲ 誘導 シ及脫 走、 豐前 四日 市 一一 於テ 暴發ノ 末、 御 許 山へ 循籠リ 、花 山院家 现卿ノ 

S 命 杯 ト唱へ 、浪徒 ヲ募リ 、士民 ヲ妨ケ 、且長 州 ノ名ヲ 假リ候 者 モ有之 哉 二相 聞、 當今 王攻御 一 新 之 折 柄、 國名ヲ 璩シ候 

段、 氣ノ毒 ノ至リ 不堪 傍觀、 侬テ 取糾シ ノ爲、 各 出張 應接ノ 上、 及 說讒候 得 共、 頑 兇 ノ徒不 致 承引、 彼 ヨリ 粗暴 ノ擧動 有 之、 

不得 止、 頭 長 ノ者共 召 柿、 誅 戮シ、 巢窟ヲ 掃除 致シ 候、 付 テハ殘 逃ノ者 共、 自然 近隣 一一 潜伏、 再 ビ餘燼 ヲ攪シ 候 様 ノ儀可 有 

之モ難 計、 顯然 賊徒 ノ儀 一一 付、 迅速 御 逮柿有 之 度 儀ト存 候、 爲其以 廻文 得 御意 置 候 也。 

長 藩 小 倉 出張 

各  中 

近隣 諸 藩 

を P 毛 利 元 

i  名 中 敏家記 

〇| 長 門 藩 上申書 

此度、 浮浪 之 徒、 私 領內長 門 國赤間 カ關へ 潛伏、 士民ヲ 誘導 仕、 豐前 へ 脫走、 同國 四日 市 一一 オイ テ. 暴動 之 末、 御 許 山 へ 循籠、 

花 山 院御隱 居 家理卿 之內命 ト唱へ 、黨ヲ 募 リ士民 ヲ妨、 且長州 之 名 ヲ借候 モノ モ有之 哉 一一 相 聞、 當今 王政 御 一 新 之 折枘、 

復 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十四日  七 〇 九 


m 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正月 二十四日  七 一 〇 

國名 ヲ被污 候 段、 何共 氣之 毒不忍 坐視、 依 之、 小 倉 へ 出張 之 家臣 共取亂 之爲メ  、應接 及 說讒候 得ト モ 、頷 兇 之 徒 承引 不仕、 殊 

二 粗暴 之擧動 一一 及ヒ候 一一 付、 不得 止、 頭 長 之 者 召 柿、 誅戮ヲ 加へ、 巢窟ヲ 掃除 仕 候 段 申出 候 付、 不取敢 御屆仕 候、 此段中 h 候 C 

で 利 元 德家記 

〇 元德家 記、 上申 ノ  H ヲ失ス 、故 ニ此ニ 收ム。 

〇 毛 利 元 敏家記 二 云、 宗家 ョ リ 花山院 氏、 周 防 ノ海島 二 出浚ス ルノ報 ァリ、 卽チ報 國隊ラ 探 テ藤林 六郞ノ 事實ヲ 得、 正月 ト 

三日、 之 ヲ馬關 二 柿へ、 二十日、 先 ッ之ヲ 刑シ、 其黨數 人ヲ獲 タリ、 而テ 報國隊 中リ土 若 月 隼 太 ナル # 、モト 宗家 管 s  ノ產ナ 

リ、 遁レテ 、去ル 人 ヲ遣テ 近傍 ヲ索シ ム、 宗家 ノ臣野 村 右 仲、 出 テ豐前 二 ァリ、 故 ノ小贫 ノ地ヲ 守ル、 隼 太 四日 市 二 在ヲ閬 

キ、 之ヲ 赤間閼 二 告ク、 馬 關市令 福 原 和 勝、 其 報 書ヲ贈 達シ、 直チ 一一 海 ヲ渡リ 、之 ヲ右仲 - 一議 シ、 S 単騎 之 一一 馳ス、 四 H 市ハ 小 

食 ヲ去ル 十餘里 一一 在 リ 、兇徒、 宇佐 之 御 許 山 一一 據リ、 花 山 院氏ノ 命ト唱 へ 、諸 祠宫、 及 ヒ頑 民ヲ募 ルー ー會ス 、和 勝單騎 一一 シ テ 

到ルヲ 聞キ、 隼 太、 及ヒ 村 豪 佐 m 内 記兵衞 |f  佐^ 村ヲノ Jn> 出テ 之 二 接 ス 、和 勝懇翁 シ 之 ヲ 0 ン ト欲ス 、： ぉ聽 力 

ス、 和 勝 怒テ其 名義 ヲ犯ス ラ責ム 、内 記共衞 走 リ出ン トス、 追 テ之ヲ 斬ル、 隼 太 自殺 ス、 又 追 テ其徒 二人 ラ斬リ 、首 ヲ 四：：：^ 

二 梟ス、 尋テ 宗家 ノ兵小 倉 二 在 ル者ニ 中隊 ヲ以テ 、其 巢ヲ 襲フ、 兇徒 狼狠シ テ散 去ス、 事 平キ、 又 右 仲 一一 議シ テ、 檄ヲ 近隣 ノ 

諸 藩 一一 投ス。 

〇 木 下 俊 愿家記 二 云、 檄文 E^l^ls^ 中、 花 山 院様之 眞僞相 辨兼候 二 付、 御 許山ョ リ 二十 町 s 外、 山野 續ノ小 村^: 之 

篛 二 テ、 浪士 ヨリ 軀使被 致 候 様子 -ー 付、 右 村 中 之 者へ 內々 申 含、 探索 之 手 箦仕リ 、猶又 居城 ヨリ 三 里 位、 御 許山ョ リ 一 里餘 

之 領邑中 迄、 正月 二十 五日、 騎士， 六 人、 * 卒 二十 人 程 引卒、 竊 -ー 出張 爲致 候處、 其 前 夕 ョ リ夜 二 掛、 長 州 ヨリ ^除 差 向、 右浪 

士ト御 許 山上 -ー テ 暫時 銃戰、 浪士 盡敗衂 逃散 致 候、 依 之、 別段 出兵 等 不仕鎭 靜仕リ 候。 

〇 長 畸縣記 二 云、 正月 十四 = 、長 州 脫走之 浮浪 士 三十 五六 人， 豐 前長洲 ヨリ 上陸、 同夜 四日 市へ 亂入、 陴星、 拉莊星 一 郞右衞 

門^、 西本願寺 出張所 一 ケ寺、 百姓家 三 軒、 町家 三 軒 燒拂ヒ 、金錢 衣類 盜取 、陣屋 詰久留 米家來 小者 贰人討 取、 武器 大砲 贰挺 


玉 藥共盜 取、 宇佐 八幡 御 許 山 へ 循 籠. 臺場ヲ 構、 同 山 坊中ラ 本陴 二 イタ シ 、近逡 之 土民 三 卜 人 計 乎 下 ュ付ケ 、翌ト 五 = 中 、須 

賀御 米藏ラ 開キ、 米 千 石計盜 取、 此 s: 少ハ四 U 市類燒 之者ト モ へ 分遣 シ、 餘ハ 山上 へ 持 登 リ候 事、 

一 大砲 一 丁、 小銃 三 拾 丁 計、 船 ヨリ 送來候 由、 

一 右 之 趣、 追々 日 田 永 山 郡 代 陣屋へ 相閬候 付、 右 探索 トシ テ窪田 治 部右衞 門、 日 田 製 勝 組 田 島 圑次ト 中 モノ、 十^ H、  rain 

市 表 へ 差遣 候處、 同 十七： n 、宇佐 宮 境内 一一 テ被 見顯、 取 子 -1 相 成、 終 一一 手下 -ー 付ケ、 山上 へ 被 相伴 候ョ シ、 

窪 田 治 部 右衞門 在勤 已來、 日 田 -ー テ 百姓 町人 等 取 交、 製 勝 組 ト唱、 千 三百 人 程、 小 銑隊取 立、 郡中大 困窮 之. m  、右田 島圑 

次 ハ 製 勝 組 二 テ、 日 田大原 八幡宮 下 社家 田 島 村 圑次ト モ ノ也、 

一 十八 日夜、 花山院 様、 長 州 ヨリ 御 渡海 二 付、 御迎 -ー 罷越候 様、 豐前 中津表 ヨリ 申 來候由 二 テ 、賊徒 共 四 拾 人 計、 下山 | ま 巾 

所 ヨリ、 長 州 勢 六 拾 人 計上 陴有之 候 付、 賊從共 ハ直 二 引返、 右 六 拾 人 計 之 人 數ハ、 長 州 本 藩 之人數 二 テ、 同一 不 U  、四：： 《 市 

東 本願 寺 出張 寺へ^ 陴、 夫 ヨリ 山ヒ へ 使 ヲ以、 賊徒 頭 立 候 モノ 罷出候 様 中來候 一一 付、 平野 四郞 其外兩 三人 下山、 萩 勢 之 宿 

陣へ罷 越、 一 旦宇佐 迄 引取、 

一 同一 一十三 曰 七 時 頃 ヨリ、 御 許 山 出： 卜 ヨリ、 义勢小 銑 打掛、 段々 押 登リ、 追々 賊等 討取ラ レ 、同夜 五 時 比、 山上 火 之 手相 へ 

一 同： a 八 時 比、 宇佐 -ー テ 平野 四 郞被討 取 候 由、 

一 同夜、 圑治ハ 御 許 山 逃 下リ、 翌ー 一十 四日 朝、 東 谷 之 方へ 落 行、 同一 一十 六日、 在所 へ歸鄕 イタ シ候 由、 

一 賊徒、 萩 勢 二 テ討 取、 頭分 四 人、 四日 市 梟首 イタ シ有之 由、 

一 萩 勢ハ其 儘， 四日 市 下宿 陴之 由、 

一 山上 二 テ贼徒 共 之 言 二  、花 山院 様、 最早 當地 へ 御 出 有之ソ フナモ ノト 、度々. & 居候 ョ シ也、 

一 賊徒 共、 中 須賀弦 屋七左 衞門方 一一 テ、 金 千 兩押テ カリ 受候 由。 

復 古 記 卷ニ 十四 明治 元年 正お 二十四日  七 一 一 


m 古 記 卷 二十 TO: 叨^: 兀ハ牛 正 W  二十 g:H 

〇 俊愿家 記、 長崎縣 記、 n ヲ記ス ル同シ カラス、 姑ク 家 記 一一 據 ル。 

〇 徳川慶 喜、 再 ヒ榊原 政敬ヲ シ テ、 朿叛 山ヲ警 守セ シム。 购：|观 


復古 記 卷ニ 十四 終 


總括 兼^ 修 

一 等 編修^ 

一 等 編 t 官 

一 等 掌 記 


E 長 松 

臣 長 

E 四 星 IEI 


六 等 掌 記 

寫. 

一等 繕寫 

一等 耩寫 


E 奉 渡廣 

臣 小川 長 

臣个  & 


春 和 孝 之荧 幹 


復古 記 卷ニ 十五 

明治 元年 戊辰 正月 二十 五日 二 起 リニ 十六 日 ニ至ル • 

〇 正月 

一 一 十五 日、 澤宣嘉 ヲ以テ 、參與 兼 九州 鎭撫 總督、 外國 事務 總督 ト爲シ 、 S 木 戶孝允 ヲ 總裁局 

顧問 ト爲シ 、鷲 尾 隆聚、 及ヒ 伊藤博文、 林通顯 滅 i|§ や ヲ 參與 ト爲シ 、博 文ヲ 以テ、 外國 事務 掛 

ヲ蒹ネ 、兵 庫 一一 駐在 シ、 通顯 一一 海陸 軍務 掛ヲ 兼シ ム o 

木戸 準 一郎 

總裁局 顧問 被 仰 出 候 事。 鮮 細ぎ 

〇 

鷲 尾侍從 

參與職 被 仰 付 候 事。 ♦ufi^-g 

〇  • 

伊藤 俊 介 

徵士參 與ヲ以 、外國 事務 掛被 仰 出 候 事。 

但シ、 兵庫 在留 可 致 候 事。 §p 

〇 

復 古 記 卷ニ 十五 明治： 兀年正 H  二十 A=  七 ニー  一 


復 古 記 卷ニ 十五 明治： 兀年 正月 二十 五 口 


セ 


木 


お. I 郞 


右、 今般 下 举與、 海陸 軍務 掛被 仰 付 候 事。 g§ 

〇 宣 嘉ノ宣 旨、 原記ラ 失ス。 

〇 苞苴、 私謁ノ 禁ヲ嚴 一一 ス。 

苞 苴私謁 之僙ハ 古賢 之 誡モ有 之. 誰彼 モ所知 一一 候 得 共、 弊政 御 一 洗 之 今 = 、從前 之 頹風ヲ 襲 じ、 賄賂 ヲ以 テ、 役人へ 及^^ 

候 輩 於 有 之 ハ 、固 不可 然事 一一 候、 自然 右 様 之 儀 被 行候テ ハ 、自ラ 依怙 最肩之 取 計 -ー モ及ヒ 、無 僞無黨 公平 之 御 攻道ヲ 破 ル ュ 

モ 立 至リ可 申、 大事 一一 候 間、 以 來金幣 ハ 勿論、 瑣屑之 音物 タリ 共、 堅可爲 停止、 萬 一 不愼 法令、 密々 -ー 餽 n 乂候考 有 之、 其 係 相 

知 レ候ハ 、 、雙方 共 屹度 可 被 及 御沙汰 候 事。 

E  3 巾 御門 經 

1 月 之 家 記 

〇 黑 田齊溥 、鍋 鳥茂實 二 命シ、 舊ニ  K リ テ、 長崎ヲ 警守セ シム。 


各 通 筑 


黑田長 知 家 記 

鍋 島 直 大家 記 


長 崎 表^ 衞、 從前之 通， 被 仰 付 候 事。 

〇 上 杉 齊憲、 南部 利剛、 佐 竹義堯 一一 命シ、 伊達 慶邦 一一 應援シ テ、 會津 ヲ討セ シ 厶 


各 通 


米 

盛 


澤 


宰 

寺 


中 

中 


思 召 有 之、 別紙 針^ 


之 通、； 1 養 中將 へ 被 仰 付 候、 隨テ ハ 、其 藩 一一 於 テ兼テ 被 聞 食 入 候 憐モ有 之 候 二 付、 俱々 勉勵 


應援、 可奏 成功 之 S 御沙汰 候 事。 

K  上 杉 茂憲、 佐竹義 

2 月 脩、 南部 利 恭家記 

〇 利恭家 記、 一 一月. H ハ B  二 係リ、 蓋 シ木藩 二 達セシ □ ナリ。 

〇 

仙 臺 中 . 將 

今度、 會津本 城 襲撃 被 仰 付 候 二 付、 上杉彈 正大 弼、 佐忭右 京大 夫、 南部 美 濃 守 等 應援之 儀、 被 仰 付 候 間 此^ 相 達 候 事。 

仙^ 

t5S 一一 1H 

〇 分 部 光貞 ノ 請ヲ聽 シ 、在京 ノ兵ヲ 撤シテ 、專 ラ 叙 山 旁 近 ヲ 警守 シ 、 小 泉 藩 兵  一二 八幡 山ノ 間道 

ヲ 警守セ シ ム、 又 因幡 藩 二 長 谷 信 篤 ノ衞兵 ヲ出サ シ ム 。|.§ 細 

〇 二十四日 申請書 

先年 來勤役 罷在候 雪 母 坂、 叙 山逡御 警衞之 儀、 今度 御 一 新 二 付、 更 -ー 從 朝廷 蒙 仰、 冥加 至極 難 有 仕 合奉存 候、 然 ル 處、 此節 

朝敵 之贼藩 等、 叙 山邊潛 伏、 且變装 通行 之 俄モ難 計ト深 懸念 仕 候付テ ハ 、是 迄， 右 御 同所 へ 差 出 置 候 人數、 少勢之 事故、 自然 

不行屆 之 儀 出 來候テ ハ 深 奉 恐 入 候 問、 今般 猶又 番所 等 取 建、 晝夜 見廻 リ巾付 度、 依テ 先日 奪 著 御 届. E. 上 置 候 人數、 卽今、 先、 

右 御 守衞所 へ 爲致 出張、 賊徒 等 探索、 一 際 i 敏重爲 仕候テ ハ 如何 御 坐 候 哉、 乍 恐謹テ 奉伺 候、 何 モ宜御 取 繕 御 執 奏奉賴 ヒ^、 

以上。 

正月  分 部 若狹守 

： 參 奥 御 役所 

〇本.=1 批紙 

m 古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正 二十 七ー艽 


復 古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正月 二十 五日  七 一六 

伺 之 趣 神妙 之 至 二 候 、京都 出張 之人數 ハ 、勝手 二 可引拂 候。 ||S 

〇 小 泉 藩 へ 達 書 

腰折 地 藏ま隨 ^^西 邊、 見繕 警衞可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 默 |ぼ 

.〇 參舆大 久保利 通、 遷都 ノ議ヲ 上ル。 

今日 ノ如 キ大變 態、 開闢 以來 未曾テ 聞カサ ル處 ナリ、 然ル 一一 尊 常 定格 ヲ以テ 、豈是 -1 應セ ラル へ キヤ、 今一 戰 宫軍 勝利 卜 

成リ、 巨賊 東走ス ト雖ト モ 、巢 穴鎭定 一一 イタ ラス 。各國 交際 永繽ノ 法立タ ス 、列藩 離 叛\ 一方 向定ラ ス 、人々 洶々 、百事 粉紜ト 

シテ、 復古 ノ鴻業 未タ其 事-一至 ラス、 纔ニ其 端 ヲ開タ ルモ ノト 言へ シ、 然シ、 朝廷 上 一一 於テ 一 時ノ 勝利 ラ恃ミ 、永久 治安 

ノ思ヲ ナサ レ候テ ハ 、刖北 條ノ跡 二足 利 ヲ生シ 、前姦 去 ッテ後 姦來ル ノ覆轍 ヲ踏セ ラレ 候ハ 必然 タ ル へ シ、 侬テ、 深ク 皇 

國ニ 注目 シ觸 視ス ル所 ノ形迹 -ー拘 ラス、 廣ク宇 内 ラ 洞察 シ袷ヒ 、數 百年 一 塊シタ ル 冈循ノ 腐臭ヲ 一 新シ、 官武 ノ別ヲ 放棄 

シ、 國. 2： 同心 合體、 一 天 ノ主ト 申 奉ル モノ. ハ 、斯ク 迄 有難 キ モノ、 下 蒼生 トイ へ ル ハ 、斯ク 迄 ニ糗モ シキ モ ノト、 上下 一 貫、 

天下 萬 人 感動 涕泣 イタ シ候程 ノ御實 行 擧リ候 事、 今日 急務 ノ最 急ナ ル へ シ、 是迄之 通リ、 主上 ト申 奉ルモ ノ ハ 、玉 旅ノ  二 

在シ 人間 ニ替 ラセ 玉 フ様ニ  、纔 二 限 リア ル 公卿 方 ノ外、 拜 シ奉ル コ ト ノデキ ヌ ャゥナ ル御サ マ 二 テハ、 民ノ 父母 タ ル 天賦 

ノ御 職掌 一一 ハ 乖厌シ タル 譯ナ レ ハ 、此御 根本 道理、 適 常ノ御 職掌 定ッ テ、 初 テ内國 事務 ノ法 起ル へ シ、 右ノ 根本 椎究 シテ、 

大變革 セラ ル へキハ 遷都 ノ典ヲ 擧ケラ ル、 二 アルへ シ、 如何 ン トナ レ ハ 、弊習 トイ へ ルハ瑰 二 アラス シテ勢 二 ァリ、 勢ハ 

觸視ス ル所 ノ形迹 ニ歸ス へ シ、 今、 其 形 迹上ノ  一  ニヲ論 セン、 主上 ノ在 ス處ヲ 雲上 トイ ヒ、 公卿 方ヲ 雲上人 ト唱 へ、 龍 顔 

ハ拜シ カタ キモ ノト 思ヒ、 玉體ハ 寸地ヲ 踏給ハ サルモ ノト、 餘リ - 一推 尊 シ奉 リテ、 自ラ外 二 尊大 高贵ナ ル モノ  、ャゥ 二 思 

召サ ラレ、 終 二 上下 隔絶 シテ、 其 形 今： n  ノ 弊習 トナ リシ モノ ナリ、 敬 上 愛下ハ 人倫 ノ 大綱 二 シテ 論ナキ コト ナカラ、 過レ ハ 

君 道 ラ失ハ シ ムル ノ害ァ ル へ シ、 仁德帝 ノ時ヲ 天下 萬 世稱贊 シ奉ル ハ外ナ ラス、 卽今、 外 國ニ於 テモ、 帝王 從者ー ニヲ率 

シテ國 中 ヲ歩キ 、萬 民ヲ撫 肓ス ル ハ 、寳 二君 道 ヲ行フ モ ノト 謂へ シ、 然レ ハ 更始 一新 * 王政復古 ノ今； n  二 當リ、 本朝 ノ聖 


時 ニ刖ラ セラ レ 、外國 ノ美攻 ヲ壓ス ル ノ大 英斷ラ 以テ、 擧 ケ給フ へキハ 遷都 二 アルへ シ、 是ヲ 一 新 ノ機會 二 シテ、 易 簡輕便 

ヲ本ニ シ、 數種ノ 大弊ヲ 拔キ、 民ノ 父母 タ "ノ 天陚ノ 君道ラ 屐行セ ラレ、 命令 一 タヒ下 リテ、 天下 悚動ス ル 處ノ大 基礎 ヲ立、 

推 及 シ給フ 一一 ァ ラサ レハ 、皇 威ヲ 海外 二 輝シ、 萬國 ニ御對 立ァラ セ ラレ 候 事叶フ へ 力 ラス、 遷都 ノ地ハ 浪華 ニ如ク へ カラ 

ス、 暫ク行 在 ラ被定 、治亂 ノ體ヲ 一途-一居へ、.^  ニ爲ス コ ト 有へ シ、 外國 交際 ノ道、 富國 强兵ノ 術、 攻守 ノ大權 ラ取リ 、海軍 

ヲ起 ス等ノ コ ト 二 於テ、 地形 適當ナ ル へ シ、 尙其 局々 ノ論ァ ルへケ レハ贊 セス、  ， 

右内 國 事務 ノ 大根 *  二 シテ、 今日 寸刻 モ置ク へ 力 ラサ ル 急務 ト奉存 候， 此儀行 レテ. s: 政ノ軸 立チ、 百目ノ S 本始 テ擧ル 

ヘシ、 若 眼前 些少 ノ 故障 ヲ顧 念シ、 他日-一 讓 リ給ハ 、、行 ハ ルへ キノ 機ラ 失シ、 皇國ノ 大事 去ト云 ヘシ、 仰願ク ハ大活 

服 ヲ以テ 一 斷シテ 、辛 急 御 施行 ァ ラン コトヲ 千 祈 萬 禱奉リ 候 死罪。 

正月  大久 保ー藏 

卷嶽 私記 

〇 春嶽 私記 二十 五日 ノ條- 一、 此日、 岩 倉 殿. ヨリ 御廻シ 二 相 成、 丈久保 一 載 建白 如 左ト、 其 上 S- ノ日 ヲ失ス ルヲ 以テ、 木： 《 

ニ收ム o 

〇是 ヨリ 先、 木多忠 賞、 賴 伊勢 太 廟及ヒ 三別宫 遷宮 ノ經 費ヲ 禀請 ス、 是 一一 至リ、 再ヒ其 例規 

ヲ陳シ 、且三 別 宮ノ費 ヲ獻セ ント 請フ。 

〇 十八 日 申請書 

伊勢三 別宫正 遷宮、 當辰 年式 年 二 付、 御 下行 米、 猶來已 年 兩宫正 遷宮 式 年 御 下行 米 等、 造ェ共 へ $ 計 振モ御 坐 候 -ー 付、 於 

河. s: 守 ハ 深 奉 心痛 候、 右三 別宫正 遷宮 ハ 卽今 -ー 差 掛候儀 -ー 御 坐 候閒、 御沙汰 -ー 寄 奉伺 度 條モ御 坐 候 間、 可 相成絛 -ー 御 坐 

候 得ハ、 急速 之 御 下知 被 成 下 置 度、 此段奉 願 候、 以上。 

復古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正 H 二十 五日  七 一七 


復 古 記 卷 二十 X 明治 元年 正； fl  二十 五 n  七 一八 

本 多；！： 內 守家來 

正月 十八： n  神^; 牛 左衞門 

本 多 忠貫家 記 

〇 本日 申請書 _ 

三別宮 正 遷宮、 赏辰 年式 年 一一 付" 御 入用 方 御 下行 米 等， 昨 卯年 四月 以來伺 立 置 候處、 御 下知 無 之 故、 再三 其 筋 へ 催促 及候テ モ , 

否 之 沙汰 モ無之 候、 別 テ近來 御 尊崇 手厚 之 被 仰 渡モ有 \ー、 猶 兩 宫正遷 宫ハ、 來已 年式 年-一 付、 御 下行 米 之 取 計 振モ御 

坐 候 一一 付、 於 河 £ 守 《深 恐 入 奉 心痛 候、 陳ル處 、今般 不量之 御 形勢、 何共 恐 入 奉 驚 入 候， 不 取敢、 兩宫御 守 衞\ 一依 ハ增 人數 

等 仕、 祌領動 掭無之 様 取締 罷在候 得 共、 右三 別宫之 儀 ハ 、卽今 -I 差 掛リ候 儀 -1 御 坐 候閒、 急速 之 御 下知 被 成 下 置 度、 臭 速 

滯 仕候テ ハ 、 神慮 之 程 モ奉恐 入 候、 且 人民 共 浮說之 取沙汰 等 仕候テ ハ 、河. 2： 守 全 之 不行屆 共 相 成、 偏 -ー奉 心痛 候、 可 相 成 

御！ f  二 御 坐 候 得ハ、 三 別 宫之御 入用 筋、 凡 見込 坌五千 兩餘， 御 下行 米 六 百 五 卜 石 一 斗餘、 ム ：sw 守お 御^^ 御用 相 勤 度、 

乍 微力 精 忠舉盡 力 候 間、 此旨 謹テ奉 懇願 候、 以上。 

^-多 河. 2： 守 家来 

正月 卄 五： n  淸水 宗卜郞 

〇 二十 八日 批紙 

御 警衞之 儀 ハ 窺 之 通、 爲御國 恩 御用 相 勤 度、 盡カ之 段 神妙 -1 被 思 召 候、 尤神宫 二 於テ ハ 格別 之御侬 二 付、 御 入用 筋 ハ 朝 

廷 御沙汰 二 被 仰 出 候、 乍 去、 三別宮 之^ ハ、 急速 調達 無之テ ハ 差 支 之 筋 モ有之 候得ハ 、 當分 其方 御 取替 申 上、 追テ被 返下攸 

問、 夫々 注進 可 有 之 候 事。 

〇 本日 申^^ 

御 樋 代 木、 


尾 張 領分 木 曾山ョ リ被下 置 候 例 二 テ、 尾 張 家老 中へ 被 仰 渡 次第、 御造宫 役人 共 山 入、 御 川 木 伐 候 事、 

右 先 格式 例 -1 御 坐 候閒、 御沙汰 被 成 下 候 哉、 此段 奉伺 上 候、 以上。 

木 多 河内 守 家 來 

正月 廿 五日  淸水 宗卜郞 

〇 二月 六：！： 批紙  . 

尾 州 へ 御 達 相 成 候閒、 可 W 心得 候 事。 ^^き 

〇 一 一月 五日 尾 張 藩へ 達霄 

德川元 千代 

別紙 f  |f  、之 通 願 出 候閒、 先規 ノ 如 ク可致 商量 候 事。 

二 月 S 

〇 本日 申請書 

兩宮 

地 曳祭料 御萱料 

當辰 年式 例 御 下行 

內宫 千 七 百 十五 石 

外宫 千 六 百 四十 一 石 

右、 河 內守證 文 ヲ以、 大坂 御金 藏 一一 テ請取 候 例、 

御 神寶、 御衣、 御 装束、 御金 物 等 之 中、 借 米 三千 石 御 渡 可 相 成 例、 

右、 河内 守證文 ヲ以、 大坂 御金 藏-ー テ請取 候 例、 

復 古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正月 二十 五日  七 一九 


復 古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正お 二十 五 H  七 二 〇 

右 之 通 式 例 -ー 御 坐 候處、 近 來諸憒 沸騰 二 付、 作 方 共 ョ リ增御 下行 願 出 候 間、 例外 -ー 相 當之勘 辨可仕 哉 、奉伺 上^、^ 上。 

本 多 IE  £ 守 家 來 

正月 卄 五日  淸水 宗十郞 

木多忠 ^ 家お 

〇 忠莨家 記 二 云、 右 伺 書 ハ 御 附紙不 相 成 候 哉、 留記無 之 候。 

〇 德川德 成、 柳 生 俊 盆、 京 一一 至 ル 、f  I 義 £| 黑田 齊溥. 疾ヲ 以テ、 其 子 慶贊钉 ，ヲシ テ 入觐セ シ メ 

ン トス ルヲ ー巢ス o 

追々 被 仰 出 之 趣 奉 拜承候 上 ハ 、迅速 上京 可 仕 之處、 持病 之 疝邪不 相 勝、 何分 指向 旅行 難 仕 候、 侬之、 伴 下野 守 依、 追々 上京 爲 

仕 &S  二  坐宾、 此段 御！ 1 お 巾 上 奥、 以上。 

正 月  黑田美 濃 守 

miw^ 知 家 記 

〇 德川慶 喜、 江 戶ノ諸 郭門ヲ 開キ、 之ヲ 各國 書記官 ニ報ス つ- 

以 手紙 致 啓上 候、 然ハ 先般 別紙 之 通、 tt„? 、拙者 共 ヨリ 各國害 記宫 へ. S. 遣 置 候處、 別紙 御門 御門、 此程 ヨリ 御開 相 成、 出 人 

共 平常 之 通 - 一有 之 候 間、 乍 御手 數、 贵様拖 方 御 引合 序、 其 段 前文 番記 In へ 御 巾 入 有 之 候 様 致 度、 れ^^ 御意 如斯 御座 候、 W 上し 

正月 二十 五日  杉 浦 武三郞 

平 岡 和 泉 守 

菊 地 丹 後 守 

江 連加賀 守 


水 野 若 狹守故 

^  m 伊勢 {寸 拖 餅， 

〇 本 寄、 所謂 別紙 原 記 ラ失ス C 

〇佛 、英、 伊、 半、 蘭、 米六國 公使、 其國人 一 一 局外中立 ヲ布 吿ス。 

下名 ノ 拙者、 職務 ヲ以テ 、常國 二 於テ天 皇 陛下 ト大君 ノ閒， 一 戰端 や， 開 キク ル コトヲ 告ケ、 而テ右 雙方ノ 戰爭二 付、 總 テ英國 

ノ 臣民 ハ 嚴密 公平 ナ ル 局外中立 ヲ遂 (寸ス へ キ旨 ラ告ケ ンカ爲 、爱 一一 日本 在 駐英 國 皇帝 陛下 ノ 特命 全 隨 公使 ナ ルド 名、.^ 

テ英國 皇帝 陛： 卜 ノほ民 二  、右雙 方 ノ內何 レカ ニ對シ テ戰爭 一一 加 ハリ、 或 ハ其ー 方 ノ爲、 或 ハ其 一方 ニ對シ テ 戰爭セ ン カ爲、 リ 

或人ヲ 輔佐 シ、 或 ハ慫^ ス ル コトヲ 戒ム、 而シテ €： 外 ノ戰爭 二 於テ、 局外中立 ヲ M 守セ ン爲ニ 議定 アリシ、 英國ノ 律法， 0 

ォ ニ關 係シタ ル萬國 公法 一一 背 犯 セサラ ン コ トヲ 要ス、 下名 爱ー 一英 國 皇帝 陛下 ノ 臣民 二告 讒セ ンカ爲 、英國 皇帝 g 下 第三 ぼ 

. デョ ー. デ」 ノ 治世、 第五 十九 年 一一 诀定ァ リテ、 通例 「ネ レイン、 ィ二 リス トメ ント、 ァク ト.」 ト名ク ル 律法、 卽左之 三 章ヲ爰 二 

布告 シ、 以 テ英國 皇帝 陛下 ノ 臣民-一 、總テ 下 條ノ趣 ヲ命ス 、卽 若人 ァリテ 局外中立 ノ權 限、 叉 ハ交戰 ノ律例 二 關ス ル萬國 公 

法ヲ 違背 ス ルコト ァラハ 、譬へ ハ 雙方ノ  S  、何レ カノ 軍籍 二 入リ、 或ハ 雙方ノ 内 亂、 孰 力 一一 屬ス ル船、 或ハ之 i ハ レタ ル 

船、 若ク ハ 蕙艦、 又 ハ 蓮 送 船 ノ  £  二 乘組ミ 、或ハ 自ラ其 役 二 雇 ハレ、 或ハ 他人 ヲシ テ爾 ク爲サ シメ、 或ハ 爲サ シメン トシ、 

或ハ 雙方ノ  W 何レ 力！ 一  由テ 軍艦、 或 ハ 運送船 トシ テ 用,？ ル ベ キ 船舶、 若クハ 軍艦 ヲ戰 備シ、 或ハ 1 シ 、或 ハ 雙方ノ 内 一 

方  一一 士官、 兵卒、 信書、 兵器、 彈藥、 兵粮 等ヲ 運送 シ 、其 使用 一一 供シ、 或ハ 萬國 公法， 或 ハ 萬 國輓近 ノ 律 例 一一 因テ 、 戰時ノ 禁制 

物ト 考定ァ ル 物品ヲ 運送 ス ルコト 等、 是 ナリ、 總テ此 等ノ禁 ラ犯セ ル英國 臣民 ハ、 皆 前件 國律、 或ハ 萬國 公法 二 由テ、 定立 

アル 種々 ノ罰 刖及ヒ 刑律 ヲ受ク ベ キ 者 一一 シテ、 併 -フ 英國 皇帝 陛 下ノ 保護、 及ヒ 大不 列顚國 ト H 木 國トノ 問 二 取締 ヒ タル 條 

約 中 一一 揭ル權 利、 及ヒ其 特典 ヲ要ス ルノ 權ヲ失 ナフ 者 ト爲ス ベ シ S 

0 古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正お 二十 五 日  ヒ ニー 


m. 古 記 卷ニ 十五 叨治. 兀年 正=" 二十 艽 n  4 ニニ 

紀元 一 千 八 百 六十 八 年 第二 月+. 八日 兵 庫一 ー於テ 手記 ス 

U 本 在 駐英 國 皇帝 陛下 ノ 特命 全權. 公使 

、ノ ルリ 1、 ヱス、 バ 1 ク ス 手記 

英國 皇帝 陛下 ノ冤許 ナク、 陛下 ノほ 民、 外國ノ 用役 一一 服キ、 及ヒ陛 -卜ノ 所轄 内 二 テ、 戰爭ノ 目的 ラ以テ 、諸 船ヲ 艤装 ス ル 

コトヲ 禁上ス ル 議定 ノ拔萃 。( 一 千 八 百 十九 年 七月 三日 ン 

第二 章  I  — 

0 一一  又、 左ノ お 一 ヲ 議定 ス、 若シ 英國 皇帝 陛下 及 ヒ 其相镜 後嗣 ノ 木國 出生 ノ 臣民、 英國 皇帝 陛下 及 ヒ 其相稜 後嗣 ノ  丁 E 、又 ハ 

議院 ノ诀， 、或 ハ 皇帝 陛下 及 ヒ 其相續 後嗣 ノ 布告 一一 由テ 、前 以テ 皇帝 陛下 及 ヒ 、其 相續 後嗣 ノ冤 狀ヲ得 ルコト ナク、 或ハ戰 

爭ノ委 £ テ受ケ 、或ハ 之 ヲ受ケ ン コトヲ 約シ、 或 ハ又有 任 士官、 或ハ無 任. HiR トシ テ 軍役 二 服キ、 或 ハ自ラ 兵卒 ト ナツ テ入 

畜シ、 或 ハ自ラ 入籍 セ ン コトヲ 約シ、 或ハ ±官 兵卒、 或 ハ他ノ 軍 任 二 付、 或ハ 外國ノ 君主、 又ハ外 國ノ國 外有權 者、 又 ハ外國 

ノ 殖民、 或 ハ地外 國ノ州 郡、 或 ハ外國 州郡ノ 一部、 或 ハ外國 人民 ノ 一部， 或 ハ或外 國ノ國 外 殖民 地、 外 國ノ州 郡、 或 ハ外國 州 

郡ノ 一部、 或 ハ外國 人民 ノ 一部、 或ハ 或外國 國外ノ 殖民 地、 外 國ノ州 郡、 或ハ 或外國 州郡ノ 一部、 或 ハ外國 人民 ノ 一部 ノ. w、 

或 ハ其上 一一 政權ラ 柄リ、 或 ハ之ラ 柄 ラン ト スル 或人ノ 使役 - 一服 キ、 或ハ其 支配 ヲ受ケ 、或 ハ其輔 助 ヲ與フ ルコト 二 於テ、 若 

英國 皇帝 陛下 ノ本國 出生 ノ 臣民、 前件 ノ冤許 ナク、 士官 トナ リテ 委任 命令 チ受ケ 、或ハ 之ヲ 受ケ ン コト ヲ約シ 、或ハ 水夫 海 

兵ト シ テ自ラ 使役 セ ラレ ンカ爲 人籍シ 、或 ハ 外 國國外 ノ 君主、 外國 ノ有權 者、 外國ノ 殖民 地、 外 國ノ州 郡" 或 ハ 外國 州莉ノ 

一 部、 或 ハ 外國 人民 ノ 一  部、 或 ハ 外國 國外ノ 殖民 地 。外 國ノ州 郡、 或 ハ 外國ノ 州郡ノ 一  都、 或 ハ 外國 人民 ノ 一部 ノ内 一一 、或 ハ 

其 上 二 政權ヲ 抦リ、 或 ハ 之 ヲ柄ラ ン トス ル 或人ノ 使役 二 服キ、 或 ハ 其爲 服役 シ、 或 尸 其 配下、 或 ハ 其 輔佐 二  E ヒラレ 、或 

ハ 戰爭 ノ 目的 一一 用ヒン 力 爲 艤装 ス ル 諸 船舶 一一 乘組 ム 者、 又 ハ 若英國 皇帝 陛下 ノ 本國 出生 ノ  E 民、 前件 ノ 冤許ナ ク、 自ラ或 

外國ノ 君主、 外國ノ 玫府、 外國 ノ有權 者-外 國ノ 殖民 地， 外 國ノ州 郡、 或ハ其 州郡ノ 一  部， 或 其 人民 ノ 一  部、 或 ハ外國 國外ノ 殖民 


^ タ國ノ  Msg 或 ハ 其；^  ss  ノ 一  部、 或ハ其 人民 一部 ノ内 二、 或 ハ其上 二 政權ヲ 柄リ、 或ハ 之 プ柄ラ ン トス ル 人等ノ 使^ ュ は 

キ 、或 ハ 其爲 -ー 服役 シ、 或 ハ 其 配下， 或 ハ 其輔任 一一 テ £0L 兵卒、 或 ハ 其 他 ノ 軍 任、 或 ハ t{R 水夫 海兵 ト シ テ、 自ラ 海陸 ノ戰， 二 

用 ヰ ラレ ン 主意 ヲ以テ 、或ル 外 國國外 ノ祯民 地、 外 國ノ州 郡、 或ハ其 州郡ノ 一部、 或ハ 海外 ノ 地方-一行 キ， 或ハ之 二 行 クコト 

ヲ得シ 、或ハ 前件 ノ諸船 ヲ送リ 出 ス^ア ラ 、ノ  、假令 前件 何レノ 場合-一 於テ モ、 人籍ノ 報. 顺ラ 同人 二 拂ヒ、 或ハ 之ラ 受取 リシ 

コト非 スト 雖モ、 其-一 拘 ハラス 、若 又 大不列 顚及ヒ 愛 爾蘭ノ 合 泶王國 、或 ハ 其 他 皇帝 陛下 所轄 タ ル何レ ノ 部分 、或-、 

下-一 屬ス ル何ナ ル國， 殖民 地、 開拓地、 島 及ヒ彼 ニ屬ス ル 場所 ノ内ニ テ * 外國ノ 君主、 外國ノ 政府、 外國ノ 有權^  、外 國ノ 殖民 

^ 夕 -@ ノ；？ 或ハ 其？； 15 ノ 一  部、 或ハ其 人民 一部 ノ爲、 或ハ其 配下、 或 ハ其輔 助 ヲ以テ 、或ハ 前件 ノ如ク 政權ラ 柄リ、 或ハ 

之 ヲ柄ラ ン トス ル或人 ノ爲、 或 其 配下、 或 、ノ 其輔助 -1 因テ、 海陸 ノ論 ナク、 前件 ノ如キ 使役 職務 一一 於テ、 官， 兵卒， 水夫， 私兵 

トシ テ或 人ヲ逼 入、 或ハ 入籍 セシメ  、或 ハ之ヲ 厘 入レ、 或之ヲ 入籍 セシメ ン ト企ル 者、 或ハ 前件 ノ如ク 入籍 セ ラレ、 或 ハ履入 

ラ レ ン 目的 二 テ、 皇帝 陛下 所轄 ノ或 部分 ヲ去リ 、或ハ 去ルコ トラ 約シ、 或ハ其 所轄 ヨリ 出帆 セ ン トス ル者 ァラハ 、事 實其入 

籍ノ 報酬 ヲ請 取ル 受取 ラサル ヲ ^ ハ ス總テ 此等ノ 件々 ヲ犯ス 者ハ、 總 テ之ヲ 罪科 ト見 倣シ、 其 ^狀 - 一由 テ、 其 罪 ヲ證セ 、ノ  、 

贖 I 及ヒ 禁錮 ヲ以 テ之ヲ 罰シ、 或ハ右 犯罪 ヲ證シ タル 裁判所 ノ量兒 二 任セ、 右ノ. SI 一  刖 ヲ以テ 之ヲ罰 ス へキ モノ ナリ、 

第七條 

合 泶王國 ノ或ル 部分、 或ハ 海外 一一 ァ ル 皇帝 陛下 ノ 領地 ノ或ル 部分 一一 住ス ル或ル 人民、 陛下 ノ冤 許ナ クシ テ、 或 ル外國 、其殖 

民 地、 其 州、 或 ハ或ル 州、 或ハ 人民 ノ或ル 部分 一一 於テ、 或 ハ或ル 州郡ノ 人民、 或ハ 政府 ノ或ル 權ヲ專 一一 スル 或ル人 々一一 使役 

セ ラレ ン カ爲、 又ハ 船舶 チ装ヒ 、或ハ 之 二 軍備 ヲナシ 、又 ハ之ラ 務メ、 或 ハ之ヲ 助ケ、 或 ハ之ニ 關係ス ル者、 或ル 外國ノ 諸侯， 

固 君主、 皇帝 陛下 ヨリ 合 泶王國 、或ハ 陛下 ノ或ル 領地、 或ハ 陛下 從屬 ノ或ル 殖民 地、 殖民 領知 島、 或 《場所 -ー 於テ上 一一 陳述 

シ タル 如 ク 使役 セラ レン カ爲， 皇帝 陛 下 ョ リ 別段 免許 ヲ受 サレハ 、或ル 諸侯 國、 或 《君主、 或ハ 其 幕下 へ 對シ、 或ハ 或ル殖 

民 地 州 或 ハ或ル 州、 或ノ、 國ノ 部分 -1 於テ、 政府 ノ權ヲ 取 リ行フ 人へ 對シ、 或 ハ或ル 外國ノ 殖民 地、 州、 或 ハ或ル 州、 或 ハ國ノ 
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住民へ 對シ敝 對ヲナ サン カ爲 、運送船、 或 ハ貯船 トシ テ或. ル 船舶 ヲ装ヒ 、又ハ 之-一 軍装 ヲナシ 、或ハ 軍裝セ ンコ トラ 務メ， 

或ハ 軍装 セ シメ、 或ハ其 不正 ヲ知 リナ カラ 軍装 ヲ助ケ 、或ハ 之 ニ關 係スル 齐ハ、 過失 ノ罪ァ ル者 ト^ 做シ * 其 罪讃ヲ 示シ、 

之 ヲ言ヒ 渡スノ 後、 罰金 及ヒ 林が 銦 二 所置ス ルカ、 或ハ 又之ヲ 诀裁ス へ キ 法院ノ 裁判 二 ヨリ、 命ス ル處ノ 罪科 ノ何レ 力-一 テ 

之 ヲ罰ス へ シ、 而シテ 右 ノ如キ 船舶 ハ、 器械. 船具、 家財 並 二 右船般 中、 或 ハ之ニ 附屬ス ル諸 物品、 武器、 軍備 及ヒ， 貯 品等、 盖 

ク？ K 收セ ラル へ シ、 而シ テ成規 通、 刖、 貿易 及ヒ 航海 ノ法刖 二 ヨリ 任 セラ レタ ル 皇帝 陛下 ノ稅關 、及ヒ 陛下 ノ海 軍士^ ハ、 

上 二 朮 J タ ル如キ 船舶 ヲ R 又&ス ル ノ權ァ ル へ シ、 而シ テ 陛下 ノ 稅闢ノ  士官、 及 皇帝 陛下 海軍 ノ  士官 等、 各、 稅關ノ 法、 或ハ貿 

易、 及ヒ航 ぉノ法 一一 ョ リ、 右 ノ如キ 船舶 ヲ取 押フ へ キ權ヲ 特有 ス ル ノ士 宫ハ 、之ヲ 取押ュ ル ノ權 ヲ有ス へ シ、 而シ テズノ 如 

キ 船舶 ハ 、器械、 船具、 家財 並 一一 右 船舶 一一 附屬ス ル諸 物品、 武器 、軍備 及ヒ貯 品等、 ま ク税關 保護 ノ爲 二 設ケ タル 法刖、 或 ハ 

貿易 及ヒ 航ぉノ 法律 ヲ破 リタ ル ヲ以テ 、右 船舶 ヲ所 置ス ルト 同一 ノ 方法、 及ヒ同  一 ノ法院 二 於テ、 之ラ 所分ス へ キナリ 

第八條 

若、 大不 列^ 及 愛 倫 ノ合衆 王國， 又 ハ 海外 -ー 在 ル 英國 皇帝 陛下 ノ 領地 s: 一一  於テ、 ^以 格段 英國 皇帝 陛下 之 免許 冤 狀ヲ不 得 

シ テ、 船 一一 大 泡ノ數 ヲ增ス 力、 又ハ備 フル 處ノ 大砲 ヲ他ノ 大砲 ト取 リ替 ルカ、 又ハ 軍備 ヲ增ス 力、 又ハ合 衆王國 内、 或ハ英 

國皇常 陛下 之 領地 S  二 釗著セ シ時、 已 一一 外國國 君、 或 ハ外國 政府 ノ命ヲ 奉シ、 又ハ 殖民 地 州 郡、 或ハ其 一部 、虽ハ H  一  As 分 

二め テ 政府 ノ權ヲ 執 リ行フ 人. 又ハ 人々 ノ 命令 ヲ受 ル^、 又ハ 外國國 君， 或 ハ外國 政府 之 配下 - ー屬ル 人民、 又ハ 政府 ノ權ヲ 

執行 ス ル人、 或ハ 人々 ノ管屬 タル 殖民 地 州 郡、 或ハ其 一 部分 住ス ル 人-一馬 ス ル 人民 之 指 K ヲ受ル 船舶、 軍艦、 巡洋 船、 其 他 

軍備 ァ ル 船舶 ノ 軍勢 ヲ增 加シ、 若シク ハ之ヲ 知 リナ カラ 之 二 關係ス ル人、 或ハ 人々 ハ犯法 ノ罪ァ ル^ト a 倂シ テ 

ニ侬リ 有罪 ニ决ス レ ハ、 罰金 並 二 禁錮 ヲ以テ 、之 ラ罰ス へ シ、 或 右 犯人 ラ 有罪 ト诀シ タル 裁判所 之 裁量-一 侬リ 罰 金す ノ， 

銦 ノー ラ以テ 罰 スへキ ヲ又诀 定ス。 


普吿、 

日本 國 中二 テ、 御門 陛下 ト 大君 ノ 間-一 戰鬭 ノ起レ ル趣 * 公報 ァ リ -ン 一一 闪リ、 米國 臣民 等、 偏 颇ナキ 中立 ヲ 阇守ス ル法ヲ 

設ケ ン事ラ 欲シ、 其 民 等 二 普告ス ル 尸 、軍艦、 或 ハ 兵糧、 蓮 送船ヲ 寶却シ 、或 ハ 賃貸 シ、 兵器 彈藥ヲ 寶リ、 兵卒、 兵 fi、 軍務 一一 

關ル 書狀、 又 ハ丘ハ 十： ヲ 蓮輪ス ル等、 都 テ戰爭 -1 關ス ル事ヲ 、右 對敵雙 方 ノ孰レ へ 二 テ モ務ム ルヲ、 此戦鬭 二 乘シ士 5 ス ノ 所業 

ハ 、萬國 公法 二 基キ、 右 中立 ノ法ヲ 破ルモ ノ トシ 、仇敵 ノ所爲 トス へ シ、 

右 雙方ノ  e、 一方-一 奉職 ス ル モノ ハ、 軍律 二 服從ス へ シ、 叉 中立 ヲ破 ル所ノ 船、 並-一 其 他； 連 送テ助 クル モノ ハ、 取 押へ 人ホ 

ス へ シ、 且右 ノ法ハ 、中立 ノ人 一一 屬ス ル 荷物 迄 押及ネ ス ヘシ、 

右 中立 ヲ破 ルモ ノ ハ 、人、 船 共、 米國 政府 ノ 保護 ラ失ヒ 、米 國ト 日本間 ノ條約 二 テ許サ レア ル正理 ヲ失フ ヘシ。 

在日 本米國 ノミ ニス トル レシ デ ン ト 

ファン ファルケ ン ボルク 

千 八 百 六十 八 年 第二 月 十八 日 於 兵 庫 g§ 

re ヒ wo 米國 臣民 ヲ阿蘭 臣民 -I 作リ、 モノ ハ 、人、 船 共、 

r ユタ 米國ノ 八 字 ヲ都テ ノ 阿 蘭人 ハ其 一一 作ル、 

日 木 ニ在ル 阿 蘭 コ ン シ ュ ルゼ ネラ— ル 

兼ボ リチ 1 キア ゲ ン ト 

ドテ クラ— フフ アン ホル スブ ルック 

千 A 百 六十 A 年 第二 月 十 A 日 於 兵 庫 餅赚 

〇 

今度、 天皇陛下、 大君 ノ間 兵端 ヲ開キ 、旣 二 戰爭 相起リ シ 一一 ョ リ 、日本 二 在留 ス ル孛漏 生國王 陛下 ノ 事務 司 配下 ノ 人民 へ 、 
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左ノ ケ條ヲ 布告 ス、 

我國ノ 法律-一 於 テ雙方 一一 僞 倚セス 、戰爭 中 パ 雙方ノ 請 ニ應シ 、軍艦 ヲ商 ヒ、 及ヒ 我國 商船 一一 テ 、兵士、 書翰、 軍 中 禁制 ノ 器械 

ヲ 運送 シ、 雙方 二 助勢 ス ル コ トヲ 禁ス、 屬國セ ル メ ン國 人民 モ、 同 一 一一 此令 ヲ奉ス へ シ、 假 令我國 政府 ト 日本 政府 ト結ヒ シ 

條約 中、 無 禁ノ品 ト雖モ 、此 規定 ヲ犯シ 、此 示告ノ 旨ヲ守 ラス、 禁制 ノ 武器 等ヲ輪 入シ、 且 密商ス ル 者ァラ 、ノ  、其 人ラ亂 明 シ- 

軍 中 規刖ノ 通 リ嚴罰 二 處シ、 罰 トシ テ其 船ヲ孛 漏生國 政府 へ 取 上 へ シ。 

於 兵 庫神戶 一 千 八 百 六十 八 年 第一 一月 十八 日  孛漏生 事務 司 ブラ ン II 

〇 外務省 記 中、 當時 神奈川 奉行 書柬 二 云、 各國 布告 書 大同小異、 英國ハ 規則書 相 添、 長文 二 テ飜 譯出來 兼、 孛 國ハ獨 逸文 

故、 發輝ト 難 相 分ト、 今載ス ル所、 英國ハ 、後 外務省 二 於 テ稻垣 某 等 之ヲ 飜譯シ 、子 安宗峻 校正 ス ル モノ 二 係ル、 孛國ハ 長 

^縣記 二 據ル， 、佛、 伊 ニ國ハ 布告 ノ 原文 ヲ 佚ス。 

二十 六日、 大村 純熙 ニ命シ 、九州 鎭撫總 督ト謀 リ、 長崎ヲ 警守 セシム 。 

大村丹 後 守 

長 崎 表 取締 被 仰 付 候 間、 九州 鎭撫總 督申談 、取締 方 行 届 候 様 盡カ可 致 候 事。 

E  rr- ブぁ护 

〇 是 ヨリ 先、 高松實 村、 ，私 一一 京師 ヲ去リ 、^ュ 、兵ヲ 甲、 信 ノ間ニ 募リ、 舊 慕府ノ 領地 

ヲ收メ 諸藩ノ 向背 ヲ問フ 、父 保實、 其 遁走 ヲ禀ス 、是 日、 保實 一一 命 シテ、 之ヲ 召^ ス。 S 

〇 達 書， 上. 5. 書、 皆 原記ヲ 失ス。  ， 

〇 木 下 利恭、 京 二 至 ル、 |£讀 靑山 忠敏、 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲ シ テ代リ テ京 二 至ラ シ ム、 Ms 織 田 長 


易、 大和 鎭臺ヲ 置クヲ 以テ、 其 事 ニ從ハ ン コトヲ 請フ。 

今般、 大和 國爲 鎭臺久 我中納 言ぬ 御 下向 之 旨、 御 達 之 趣 承知 仕 候、 右 ハ 住 國之儀 -1 付、 小 家 二 ハ 御座 候 得 共、 相 應之御 川 被 

仰 付 被 下 候 様、 攝律 守. &付 候、 此段奉 願 候、 以上。 

織 田 攝津守 家来 . 

正月 ニト 六日  坂 井 權右衞 門 

織 田長袱 家^ 

〇 德川慶 喜 ノ江戶 ニ歸 ルャ、 譜第諸 藩 及 ヒ其臣 僚、 或 ハ 防 守 ノ說ヲ 持 シ或ハ 恭順 ノ事 ヲ說キ 

議論 紛作 統歸ス ル所ナ シ、 前 橋 藩、 竊 一一 同志 者ト 議シ、 慶喜ヲ シ テ 謝罪 セ シ メ、 以テ 社稷 ヲ存 

セ ン コトヲ 謀ル、 岩 倉 具 視之ヲ 聞キ、 意ヲ极 平慶永 一一 授ケ、 松 平 直克等 ヲ勸勵 シテ、 其 實ヲ舉 

ケシ厶 、慶 永及ヒ 中根師 質、 乃 チ 書 ヲ直 克ト其 老臣 某 トー 一致 シ、 謝罪 ノ事ヲ 陳論 ス G 

〇 春嶽 私記 二 云、 二十 三 Mr 岩 倉 殿御 .2: 談之條 有 \ 一 、其 後 雪 江へ 御 e. 聞 有 之 候ハ、 卿 之 御 家從、 去ル 4- 六日 江 戶ヲ發 足 シ、^ 

m 歸京 一一 テ 申出 候 趣ハ、 於 江戸 表、 前 橋 藩 家老 山 E 太 郞右衞 門、 豆 州 韮 山 縣附屬 柏木 總藏中 合、 大 一一 奮 發シ、 德川氏 之廢立 

血 食 ヲ謀リ 、麾下 モ七分 ハ及荷 檐候得 共、 前 橋 侯 之 方向 定リ 兼、 其 事 難 成 趣 ナリ、 就テハ * 公 一一 テ此 處ヲ御 周旋 ァ ッテ、 謝罪 之 

道 相 立 候 得 ハ 、社稷 之 保存 二 於テ ハ 、岩 倉 殿死ヲ 誓ッテ 御請 合 候 間、 生靈 1\ー爲.宗 家 之爲、 此御 周旋 ハ 公 二 根リ候 二 付， 其 段^ 

へ 御 申 上 之處、 公 ハ雪 江へ 御談 -ー 相 成 候 様 トノ御 挨拶 二 付、 御 示談 有 之 旨 二 付、 雪 江 及 御 答候ハ 、不 容易 大事 候^ ハ 、 主人 

^寄 モ篤ト 湘伺ヒ 、熟考 可 仕 旨 申 上 候處、 鬼 角 早々 诀定 無之テ ハ 所詮 無 之、 薩ハ國 ラ護ル 丘 ハラ 除テ、 三 萬ノ北 ハァリ 、長パ 四. 

ト 八 除 ァリ、 是ヲ以 テ關柬 へ 海陸 ヨリ 討 入 ル時ハ 、大亂 ハ不及 巾、 死慯無 數ナル へ ケレ ハ、 此急 ヲ救ハ 、、大功 此ニ過 ル^ 
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ナ シ 、井伊、 藤 堂 杯 モ 相談 可然 卜 、大 -ー 御 勸誘有 之 候 二 付、 何分 篤 ト勛考 可 仕 ト巾上 タリ、 御 歸邸之 上、 執政 初 鉀呼出 二 テ 、 

右 件 御 評議 二 相成處 御調 和 之 道 モ相開 ラケ可 申、 屈竞之 好機 會候得 ハ 、是非 御 周旋 可被爲 在候侬 - 一 候 得 共、 衆 之 方-於 1! お 

行 ハ レ安ク 可 有 之、 且岩倉 卿 御 譜代 衆 へ 相談 可然ト ノロ 氣モ有 之 候 得ハ、 旁 在京 五 侯 御談ニ 可 相 成トノ 御诀評 二 テ 、^父、 

明朝、 雪 江、 岩 倉 殿 へ 參上、 今 一 應篤ト 相 伺 ヒ候様 一一 ト被命 タリ、 岩 倉 殿 家從、 去ル 十六 日 迄江戶 事情 探索 卞：、 

一 正月 十 1 日夜 半、 慶喜濱 殿へ 著、 十二 日 五 半時 頃、 會、 桑、 板 倉 伊賀、 酒井稚 樂等ト 共-一入 城、 

一 會、 桑藩ハ 十五 日 一一 至ル 迄、 尙戰爭 說ヲ 確守 シ テ 不動 事、 

一 十五 日、 開 成 所 ヲ局ト シ テ關 東. H 民 ！ー  令 テ下シ 、急務 筋 之 見込 聞 候 一一 付、^ 白 之 徒、 市 ヲ成シ 候 山、 

一 紀 州藩モ 同所 一一 オイ テ、 同局 ヲ開キ 、同様 之 次第、 火 -ー德 ヲ助ケ 、力 ヲ遨シ 候、 

一 是迄勤 王 一一 モナ ク、 又 ー槪 二佐 幕-一 モナ ク、 只々 皇國ノ 委^ シ テ振ハ サ ルヲ 愤リ、 一豪 傑ヲ 得テ、 共-一 國家 之^ ヲ 

成 サン トセ シラ 以テ、 慶喜ノ 利口  二 惑溺 シ居 ル者ハ 、今般、 慶喜 浪華 脫走ニ ョ ッテ、 彼ノ 利：：： 二 欺 力 レシ テ リ、 朝 

廷 ノ 御處置 ヲ 伺 居候 徒 モ多ク 有 之 事、 

一 前 橋 松 平 大和 守 等、 慶喜、 會、 桑 等 之 失策 ヲ噯 | リル、 ヒ 、謝罪 二 ョ リ、 德川家 之 血 食ヲ謀 候、 前 橋 一 藩パ 诀議之 模様 ナ 

レ 卜 モ、 十五 日 マテ ニハ 、ィ マ タ德川 一 同之大 議論 二  、ノ 不渡、 何 レ卜六 七：：： 中 二 ハ 、謝罪 之 說ヲ於 城 中發ス へ シト -: ム、 

一 卽今、 德川 一 家中 ノ情態 一一 テ 、ノ  、悉ク 十 方 一一 ク レ 、未タ 今 H 迄 防 戰ノ策 モ不立 候 得^、 朝廷 ョ リ 厳重 之 御沙汰 有 1\ー 

候ハ 、、皆 己 之 死、 又ハ 飢餓 ヲ S ル 3 リシ テ、 一 和ス ルノ 機モ相 見へ 候、 何分、 關 東人ハ 名分 ハ更ニ 不辨候 間、 只々 寛大 

ザ以 駕馭ス レハ、 終 二 ハ前橋 等 之 謝罪 說ト、 會、 桑 之戰爭 說ト必 一 ータ分 レー 一 ナリ、 P5" ヲ川 4 ス シテ 落著ス へ キ歟、 

一 今般、 御國 5： 之發動 一一 付テハ 、蝦夷 地 之 支配人、 金 一一 ッ マリ、 今年 夏 迄、 右 之 金 出來セ ス ハ、 必定 魚：：^ \ 一  - 一代 ッテ 蝦夷 人 

ヲ 撫育 ス ヘシ、 左スレ ハ、 蝦夷 ハ全 ク彼レ 二 歸スへ シト、 大ニ  S へ テ 蝦夷 ノ 支配人 四十 餘 人馬 喰 町 一一お. M シ、 = 々評議 

之 由、 


一 ート 四： n 、雪 江 、岩 倉 殿 へ 參邸 拜謁之 上， 咋日御 內談有 之 候 一 忭、 於 江 戶表 御家從 探索 之 出處、 相 伺候 處、 舊幕 二 テ^ 旋方川 

村惠十 郞ョ リ モ 傳聞 之. S 、慶喜 束歸 二 付テ ハ 、麾下 一 向 二 落合不 申、 不服 甚敷之 由、 和 宮様 ョ リ御願 之 

御 直 書、 卿 之 手 裏 -ー 有 之、 何時  一 i テ モ 公 へ ハ 可 有 呈覽ト ノ事 也、 眧德院 様 御 遣 言 一一 テ 、橋 公 ハ 誠 二 御 好 無 之 御承統 有 \ ー候テ 

ハ 、奪 ハ レ タル 如 ク思召 トノ御 僙モ有 之、 不^ ナ、 何分 御内々 之 御手 鑌ハ出 來之事 候得ハ 、是非 表 向 之 御 周旋 有 之 

様 被 成 度ト、 斷テ御 申閬有 M  -ー  付、 如 此御時 態、 hd 戶表モ 混雜之 折 柄 候得ハ 、 乍 不及雪 江罷下 リ盡カ W 仕ト巾 上候處 、敵地 

へ 無 左ト踏 込候ハ 無謀 ノ至リ 、诀テ 不^然 候 間、 書面 ヲ以申 越 候 様トノ 事-一 付、 左候テ ハ 、往返 手間取 有 \ 一 候得ハ 、其 H 御 

出兵 -1 相 成候テ ハ 所詮 無 之 ト申上 候 得 ハ 、此 手段 二 取 懸リ候 得 ハ 、其 一 左右 有 之 迄 、ノ  、大兵 發向 無様 心 俘 居 可 申 候 問 、成 丈 

ケ早使 -ー テ指越 候 様 御 申 聞 有 之 二 付、 其 段 直 -ー 宫代 へ 出勤、 公 へ C. 上 之、 此夜公 ョ リ前橋 侯 へ 之 御 直 書、 御認 -ー 相 成、 如 左、 

密翰致 拜啓候 云々、 此度 宗家 傾頹之 一 條、 御 同然 恐縮 血涙 之 至、 朝廷 之 御 赫怒 モ御當 然之御 次第 -1 御座 候 故、 其 際 二 

オイ テ可奉 救援 道路 モ無 之、 當惑 心痛、 而 巳ナラ ス 、在 廷之處 、昨日 岩 倉 前 中將ョ リ 内談 有 之 候 ハ 、中 將家來 、咋 =關柬 

ョ リ 罷歸リ 申達 候 趣 -ー テ ハ 、錦地 モ 殊之外 御混亂 二 テ 、旗本 モ 落 合不申 候、 仍之、 贵兄大 -1 御奮發 一一 テ 、 廢立 謝罪- \ー 御主 

張 有 之 由、 方今 爲御 征討、 遂 -ー 大兵 被 指， M 候 御手 配 有 之 候 得 共、 自然 右 等 之 SI 行 ハ レ , 謝罪 之 道 相 立 候 得 ハ、 國 e ハ不 

及 兵亂、 生 民 之 塗炭 モ無 之、 朝廷へ 對サセ ラレ 大忠盛 勳無此 上 候 得 ハ 、何卒、 念 御主 張 一一 テ 謝罪 之 筋 相 立 候 様 御 盡カ之 程、 

拙者 ヨリ 及陳 啓、 御 示 合 申 様 一一 ハ 相 成 間 敷 哉トノ 事-一 候、 尤 何 トカ御 謝罪 之 道 相 立 候 様、 内國之 動亂相 止候找 致度ト 巾 

ハ 、此表 之舆論 二 テ、 於 拙 子モ元 ョ リ同 論、 別 テ慶喜 公  一一 、ノ 無比 之 御 懇命 モ相蒙 候 事故， 宗家 ト申、 御 一 身 之 侬モ、 晝夜按 

勞致 居候 得 共、 慇成 儀及發 言候テ ハ 、却テ 御 為-一 不相成 時勢 一一 付、 胸 ヲサス リ默止 5 能 在 候處， 中將ョ リ 内談 之 趣- 1 テ ハ 、 

先 ッ 朝廷 ョ リ 無事 ヲ御好 \ 一 御 淵 底 ト被奉 察 候 得 ハ 、此秋 一一 當リ贵 兄 一一 モ 一 厣 御 憤激 有 \ 一 、爲 cb: 國、 爲 宗家、 爲生 民、 

千戈ヲ 止メ  、社稷 ヲ被存 候 樣御盡 力 之 儀、 於 拙子モ 御侬糢 懇禱致 候、 此時 一一 オイ テ 、慶喜 公 御 憤懣 \ 一 御 胸中 ハ 萬々 拜察^ 

在 候 得 共、 何分 形 迹上之 御 過失、 今更 可 奉 彌縫様 無 之 形勢 候 得ハ、 唯今 ト相 成候テ ハ 、乍 恐 何事 モ御 一 身 -ー 御 引受 被 遊 候 
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テ、 天下 生 靈之爲 -ー 、御 謝罪 之 御 道 ラ被爲 立候樣 所仰冀 御座 候、 方今、 天下 之 治 亂ハ唯 御 一 心 之 御所 向 二 ョ リ候事 之處、 

其 條理御 辨へ無 之、 天下 之 動 亂モ、 生靈之 困苦 モ御貪 著 無 之、 公 無形 之 御 il 議御押 張、 御 抗命之 御 姿-一 被 成 御座 候テ ハ 、 

御 暴 逆ト申 上候ョ リ外無 御座 次第 -1 候 得ハ、 是等之 御 筋合 十分 御會 得被爲 在、 判然 御 悔^-一  テ、 御 反 正 之 御所 置モ被 行、 

御 伏罪 -ー テ 朝廷 之 降 命 ヲ被爲 待 候 様 無 御座 候半テ ハ 、 被 對御祖 家 御 濟不被 成 儀 一一 候 得 ハ 、 吳々 此邊御 徹底 相 成 候 從、 

御 鼎 力 之 程 所 希望 御 坐 候、 其 上 -ー テ御 社稷 \ 一俊 ハ、 和宮樣 ヨリ 御 願 之 事 二相 成候ハ 、 、天下 之 公議 モ有之 候^ ハ、 イツ 

レ 二 御 不當之 儀 ハ 無 之 道理 候 得 ハ 、其邊 、ノ 猶更. 公議 二 被 任、 御 未練 ケ間敷 御 願 等ハ無 御座 方、 御 敬 上 之 御 趣^ モ相 立、 却 

テ 公議 之 爲 二 モ可然 歟ト致 考察 候、 尾、 紀初於 此表成 丈 ケ申談 、夫々 之手繽 次第、 周旋 心 力 ヲ盡シ 候 苦-一 御座 候 間、 於 錦 

地モ、 叉 夫々 被仰談 候運ヒ -ー モ可相 成 哉、 何分、 兎 モ角モ 御 興 廢之御 場合 候得ハ 、御 精々 御^力 御座 候 様、 偏心 御 倚^ 巾 

候、 巳 二 問罪 之 勅使 御 發遣之 朝議 モ 有 之 候 得 、ノ  、其已 前 -ー 御 蓮 ヒ付キ 候得ハ 、重 疊之御 都合 ト^ 唉事 -ー 御座 候、 尙、 家 

來中 根雪 江 ョ リ御老 家 山 E 太 郞右衞 門 迄 申 越 候 次第 モ 御座 候 得ハ， 御 聞 取 御參考 之、 上 惟々 偏-一 爲 宗家 御 粉 骨 \ 一儀、 千 

祈 萬 禱之至 御座 候、 恐々 頓首。 

正 K  二十四日 

同時、 中 根雪 江ョ リ山 m 太 郞右衞 門へ 差 越 E 甞、 如 左、 

上略、 御 宗家 之御侬 ナカラ、 此 節被對 朝廷 御 恐縮 之 御 次第 二 せ， 是迄 御默止 之處、 昨 3 岩 倉卿ョ リ極御 S 談有 \ 一 趣 ハ 、 

岩 倉 卿 御 家來、 一 昨 H  、錦地 ヨリ 罷歸 申達 候 趣：：、 御 東 下 後、 都下 殊之 外混雜 二 テ、 更 一一 落 合不. 中々 函、 碓 兩闢ヲ 鎖シ、 

釗據ト 申 勢 一一 モ至リ 兼 候 形勢 處、 尊藩竝 江川 家 二 オイ テ、 元 S 府公ヲ 廢シ、 和宫様 御 願モ有 之、 旁、 S 府公ヲ 立、 社稷 之 

保お ヲ御謀 リ被成 候 一一 付、 旗下 モ七 分通リ 、ノ 御 左 袒申上 候 事 之 由、 就中 賢兄、 隨テ松 本 氏 御奮發 御主 張 之 旨 相 聞 候. H 、此 

表 ニテハ 大坂城 御明 退キ 後、 彼是 旬餘 -1 及 候 得 共、 御 謝罪 之廉モ 不顯候 -ー 付、 追々 追討 使 代 リ鎭撫 使 モ被差 立 、猶薩 丘ハ三 

萬 一 一千 計" 長 兵 四十 八 大隊、 海陸 ョ リ被 指向 御手 害-一 モ相成 由、 右樣之 御運ヒ -1 テ， 次第-一 時機 切迫-一 及 候 得ハ， 實 -1 皇 


國之 大亂ト モ相 成、 雙方 幾多 之 人命 二 モ相 拘リ、 且ハ生 民 之 塗炭 無&計 場合 一一 モ可立 至 運ヒ - 一有 之、 然ル處 、錦地 之御模 

様、 前書 I 藩 初 之 御 議論 二 致 歸著候 、ノ  、 、治亂 易 地、 皇國之 幸福 無 此上御 儀 二 候 得 ハ 、御 同姓 之 御 間柄、 宗家 之 御 爲、 大 

和 守 様 へ 大藏 大輔様 ヨリ 何分 右 等 之 御 取 計 一一 相 成 候 様 御 申入、 大和 守様モ 十分 御盡カ 被 爲在候 様 被 成 度 トノ岩 倉 殿御 

S 意 一一 有 之 候、 此地之 論輿論 モ 、於 錦地 ハ 如何様 ノ被仰 譯有之 二 モイタ セ 、先 柯トカ 御 謝罪 之 筋不相 立候テ ハ 、益々 朝 

敵 之 御 汚名 御 遁レ難 被 成、 此御惡 名 有 之 內ハ、 何等 之 御 趣意 モ難 相立ハ U 本流 之 公法 候得ハ 、何卒 其邊之 御運ヒ - 一致 度 

モノ ト申 事ハ、 有志 之 諸 藩 論 モ 同一-一 有 之 , 大藏 大輔様 -I モ 、 是非 此御 道筋 被爲 立候處 ヨリ シテ、 追々 公議 之歸著 モ 眧 

明 二 可 相 成事ト ハ 思 召 候 得 共、 瞎突御 發言モ 難 被 成、 H 夜 御 痛心 被 成 御座 候處、 右 様 之 御沙汰 ハ 渡 頭 之 舟 候 得ハ、 何分 二 

モ於 錦地、 君 侯 様 御 始御鼎 力 御座 候 様 被 成 度、 S 府 公之 御 胸中 モ御深 察 ハ 勿論 之 御 儀 候 得 共、 方今 之治亂 ハ 、内 府公御 方 

寸之 御诀著 一一 致 歸著御 場合 二 テ 、 皇國 厄難 之 起伏 候 得 ハ 、億 萬 之 生 靈之爲 -ー 、何事 モ御 一 身 二 御 引受、 御 强忍被 遊候テ 

コ ソ、 日頃 之不被 爲渝御 恭順 之 御 誡意モ 相 顯レ、 皇國之 鎮定、 宸襟モ 御 安 著 可 被爲在 候 儀 候 得ハ、 此處ラ 能々 御了辨 

被 爲在候 様、 御 周旋 有 御座 度ト ノ大藏 大輔様 思 召 一一 御座 候、 大藏 大輔樣 一一 モ 、巳 -ー 去 暮已來 、尾 侯ト御 一 所 二 御 周旋 之 節 

モ、 御手逯 之 絛出來 哉 否ャ、 當今之 形勢 ト可相 成 ハ指掌 先見 之譯柄 二 付、 吳々 御 恭順 之 御 一 筋-一 テ、 トコ 迄 モ御忍 被 下 候 

様、 必至 ト御盡 力 二 テ、 朝廷 之 御 首尾 ハ全ク 九分 通リ ハ 御整ィ -ー テ、 今 五六 日 御 鎭靜候 得ハ、 御 上洛 御 入 朝、 御 職 * 

被 仰 蒙、 更始 一 新 之 御 政令 モ 御 平易 ニ行ハ レ 可 申 儀 二 候 ヒシヲ * 會、 桑 之 妄動 ヨリ シテ， 御成功 ヲ 一 贅 二 缺候テ 、 今 E ウ， 一 

時勢 -ー 立 至 候 儀、 大凝 大輔様 ハ 不及 申、 關西 一 同 之愤歎 一一 テ 、實於 朝廷 モ 甚御殘 念 思 召 候 事 -ー 御座 候、 此度 モ 右 同様 二 

テ、 此 一 筒 之 忍 ノ 字 ラ 御開 悟 無 御座 候 得 ，ノ  、勢 ヒ 兵亂 二 不相成 事 ヲ得サ ル秋ニ  0 ヒ候 俘ハ、 夫 ヨリ 以往 ハ 皇 國之紛 

亂申迄 モ 無 之、 遂 二 外國之 呑噬 ト 可 相 成 ハ 必定 候 得 ハ 、大藏 大輔様 二 モ深ク 御 辛勞被 成、 先達 テ ハ 、旣 二 御 出府 -ー テ 可 被 

仰 上歟ト モ御 汰沙被 成、 御國 へ モ被仰 遣 候 程 之 御 儀 候 得 共、 又此表 二 無 御據御 次第 有 之、 不被任 思 召、 唯々 夜 白 御按努 ノー 

處、 御移リ モ有之 亊ト相 成 候 得ハ、 御 宗家 之 御開 運、 此期ヲ 御 失ヒ被 遊候テ ハ 、乍 恐 最平御 威. 却 之 外ハ有 御座 閬敷ト 思 召 
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復 古 記 卷ニ 十五 明治： 兀年 正月 二十 六 =  七 一一 二！ 

候閒、 繰 返耮返 *  a.; 固、 御 宗家 之爲 -ー 、無比 絶倫 之 御 盡忠被 爲在度 思 召、 御 直 書 ヲ以テ モ被 仰- t 一 候 得 共、 猶， 老夫ョ リ贤 

契 迄 委細 可 及 拜啓旨 被 仰 付 候 -ー 付 、御.^ 任腎焭 ハ 萬々 御 推察 被 成 候 得 共、 偏 二 御 侬糗思 召 事 -ー 御座 候、 此段御 含、 可 然様 

御 取 成 被 仰 ヒ^-被 下 候。 

臆斷 私說、 

岩 倉 卿 御^: 意 ト申條 、是非 御 同志 \ 一 御 方 -ー 御 内談 之 上 之 儀ト致 推察 候、 卿 云、 大 藏殿定 テ 宗家 之 條候得 ハ 、按勞 勿論 ナ 力 

ラ、 口外 難 致 時勢 故、 不得 t ト相察 居候 處、 家來ョ リ關東 之 模様 相 聞 へ 、前 橋 之 正論 幸 之 俊 故、 此方 ョ リ致發 言 候、 何卒 一 

ト盡カ 有 之 度、 大藏殿 ヨリ 外 二 擔當ス へ キ人無 之ト、 殊ッ J 外 乘懸リ 被 申 候、 

一 此件 -! 付テ ハ 、大藏 大輔様 老夫ラ 錦地 へ 御 指 出 之 思 召 一一 付、 今朝 岩 倉 殿 へ 罷出及 御 談候處 、家來 一 人 之 申 口  -ー  テ、 虛實 

モ 難 計、 且 敵地 之 事 -ー 候 得 ハ 、如何様 之 次第 一一 相成歟 モ 難 計 候 得 ハ 、罷 下候絛 ハ 決テ 不可 然候 問、 早 々 以甞面 巾 越、 返 

答 之 模様-一 ヨリ、 順境-一 モ候ハ 、、其 節 罷下リ 可然、 唯今 黑白 不分明 之 處へ踏 込 ハ * 無謀 之 至ト 被. 付、 窨面 往復-一 

相 成候テ ハ 、彼是 手間取 モ 難 計、 其内遂 二 出兵 等 -ー相 運 ヒ候テ ハ、， 詮 モナ キ事ト 相 成 候、 其處 如何 可致ト 相 答 候處、 唯 

今 雙方隔 絕之勢 故， 是非共 御 征討 ヨリ 外ハ 無 之 候 得 共、 如此， 是 ヨリ 手 ヲ附候 事 有 之 候 得 ハ 、其 一 左右 相 分 候 迄 ハ 、火に ハ 

ヲ發候 事 ハ無之 様 心得 居候 間、 其俵ハ 不及 懸念、 何分 早速 之 往返 相 成 候 様 被 巾 聞 候、 是 -ー テ モ成丈 ケ穩便 -ー 相 ^候^ 

ト ノ 朝 儀 ハ 、粗 扣分リ 候、 

一 §： ロ德院 様 御 遺 一一" n  -ー  テ 、m 安 公 御 跡目 之 事 ハ 、兼テ 和宫様 一一 モ 御 承知 被爲 在、 此度御 家 御 相 綾 テ 和 宫様御 願 ヒ 、御^ 

書 ハ 岩 倉 卿 手元 一一 有 之 由 被 申 候、 夫 故 御 一人 様サへ 御 伏罪 -ー 相 成 候 得 ハ 、 御 宗家 之 儀 ハ 、 身命 -ー換 へテモ 御 相 續御取 

持 可 申 ト被申 聞 事 -ー 御 坐 候、 此卿 一 亂前 ハ 、舊 内府 公之 爲 一一 實 二 不容易 盡カ有 之 處、 是 ハ 水泡 ト相成 候 ^ 共、 此ヒ ハ 

川 氏 ノ爲 1 一 、又 盡カ致 候 モ 、矢 張 朝廷 之 御爲、 皇國之 爲 ト 被 申 居候 テ、 誠意 相逯無 之 候、 

一 卿 云、 御 伏罪 之 上 ハ 、割腹 テ モ サセネ ハナ ル マイ 力-夫 レヲ直 二 首 レ タ 次第 二 モ 無 之 候 得 ハ 、甞面 之 方 力 ョ ィテハ ナイ 


力 ト モ被. &候、 實 二 恐 入 候 口上 二 ハ 候 得 共、 朝敲ト a テ 征討 誅滅之 御題 號候 得ハ、 主將 切腹 シテ、 士卒 之 命 二 代リ候 

蹤跡モ 數多有 之 事 候 得 ハ 、其 邊ヲ 暴論 有 之 事 ト被存 候、 此條 ハ 御 伏罪 二 テ、 天 裁 ヲ被爲 仰 候 事 -ー サ へ ffl 成 候 得 ハ 、北ハ . 

上 之 寬典ハ 、公議 之歸ス ル處- 一 可 有 \ 一事 候 得ハ、 鬼 角 之 儀、 御 自儘-一 御 诀定有 之候テ ハ 、却テ 御 不敬 二相 常リ 可&ト 奉 

存候 * 會， 桑 之處、 十分 ウ， 一 御寬典 -ー テ、 君 侯 之 生命 ヲ被保 候 迄 之 事、 血 食 ハ迚モ 難 計 可 有 之 候、 此處へ 御 未練 ケ 問 敷 御所 

置 有之テ 、ノ  、宗家 之 御 故障 トモ 可 相 成 候 得 ハ 、御 深 考被成 下 候 様 仕度 候、 朝廷 ヨリ 夫テハ 足 ラヌ、 是テ ハ濟ヌ ト御ィ 

トイ 無 之 様、 事理 至 當之處 、十分 二 御所 置 御 坐 候 テ被仰 上 度、！ K 上 二 テ、 タト じ、 彼是 御 注文 有 之候テ モ、 夫ハ ケ様、 是 

ハ ケ様 ト條现 分明 -ー 、如何 榇 -ー モ御聞 入 レ有之 様 - 一有 御 坐 度奉存 候、 

1 御 謝罪 之 御 次第、 此地之 輿 論 ハ 、舊. s: 府. 公 \ 一思 召 ョ リ出、 會、 桑 始閣老 諸 有司 之內、 暴 發之事 二 關リ候 S 、夫々 -ー 御罰殛 

有 之、 御自身 二 モ御 恐縮 御謹愼 一一 テ御 伏罪、 斧鉞 ヲ被爲 待 候 御手 鑌ト相 成 候 得 ハ 上等 也、 〇 舊內府 公 御 悔悟 無 之 -ー 付、 

他 ヨリ 先ッ. M 府 公 ヲ 禁錮 シ、 指次キ タル 會 * 桑始 ヲ 誅罸 シ 、 而後 德川氏 社稷 之爲 一一 嗣ヲた 乙フハ 第一 一等 也、 〇 德 川 氏 之に 

子 事 一一 關ル 者、 各自 刑 シテ罪 ヲ顯ハ シ、. 2： 府公之 御 罪-一代 リ、 御 悪名 ヲ雪メ 可. S- ハ 、臣子 之 常 然ナル へ シ 〇 閣老、 參攻、 

其 他事 一一 關 ル 諸 有司 割腹 シ 、瀧 川 等 之首惡 ハ 刑戮 スへ シ 〇 會、 桑 君侯タ トヒ事 一一 關カ ラサル モ、 其家來 ヨリ シテ 宗家 

へ 傾覆 ヲ 釀成 シ、 天下 之 大亂ヲ 引起シ タリ、 先ッ家 來ラ誅 シテ、 自ラモ 割腹 シテ、 罪 ヲ謝ス ヘシ、 會、 桑 之 家 來自刑 シ 

テ、 其 主 ノ罪ヲ 贖フ事 モア ル へ シ 〇 會 、桑、 頑然 トシ テ其 罪ヲ知 ラス ン ハ、 德川 氏、 或ハ其 親族、 叉 譜代 ョ リシ テ、 是ヲ 

討伐 シ テ 朝廷 天下 一一 謝ス ヘシ 〇 御 上洛 御先 供 カリ 事 起 リシ ハ 鳥 羽 之 方 也、 伏^ 方 ハ 如何， 始 ヨリ 實 一一 御先 供計ナ ラ 

ハ 、事爱 二 及 ハサ ル へ シ、 晦日 已來、 會、 桑 兵戎装 二 テ 北上 ス ル故、 反 形顯然 ト稱シ テ、 關ヲ 鎮シ、 伏 ヲ設ル 二 至 レリ 〇 

反ヲ 以テ誣 ラル 、 程 成形 迹ァ ル 力 上 一一 、無形 之除姦 討伐 ヲロ實 トセ ラ レ候テ モ、 其實ヲ 不被遂 故、 只 飾 非 之 造 首 ト祁 

成、 愈 逆 罪 ヲ重ネ ラ レ 候 勢 一一 候 事、 

1 卿又此 謝罪 之 道 相 立 候 様、 大藏大 輔様ョ リ尾、 紀始 何方 へ 成 共 被 仰談、 精々 御行 屆 -ー 相 成 候 様 御 ^旋有 御^ 皮 トノ御 
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申 聞 -ー テ、 大藏. 様 一一 モ 何卒 此筋 御成 就、 少モ 早々 御 宗家 之 御 先途 モ御 定リ、 御 安堵 -ー 相 成 候 様 卜 ノ 御 懇願 故少 モ 

尊 藩 之 御 力 一一 モ相成 候 様 之 思 召 二 テ 、岩 倉 卿 御. 2： 意劳、 今夕 ハ 尾、 紀 1\_ 御 家老 被 仰 遣， 右 之 御 次第 御 相談 -ー 相 成、 猶彥 

根、 藤 堂 其 他 外 藩 之 御方ト モ被 仰談、 所々 ョ リ御. £• 入 -ー相 成 候 様 之 御 積-一 御座 候 間、 此儀モ 御 心得 置 被 仰 上 可 被 下 候、 

一 錦地 之 御 模様 如何 有 之 哉、 實 一一 難 計 候 得 尸 、調 不調 之 御 見込 ハ 、 一 U モ：： ナク御 報 ^相 願 候， 成敗 ハ 後：：：. \ー 事. 先ッ 御調 和 

之 方 へ 御 取 懸リ可 被 遊 御 儀 候 、ノ  、 、其 御 心 組ト. &儀ヲ 朝廷 へ 巾 上 候得ハ 、 夫， ョ リ先 \ ー御運 ヒ 方ハ、 御 順序 モ可有 \ 一 

事故、 左様 一一 御急キ 一一 モ不及 候 得 共.^ 背 兩途之 分別 ハ 、精々 早急 不相 分候テ ハ 、此 地ハ已 一一 御 征討 御手 被下シ 一一 モ相 

成 候 上 \_ 御 儀 故、 イツ レ トモ 不相分 、困 循日ラ 經候テ ハ、 朝廷 之方モ 甚御 不都合 一一 相 成 候 得 ハ 、無據 又 出丘ハ 之^ ヒ 二 

モ可相 成、 左候テ ハ挽囘 甚六 ケ敷事 ト相成 候、 此處ヲ 篤ト御 推量 -ー テ、 指向 之 御 見込 、和戦 イツ レ ノ方ト 中 侬ヲ吳 々御 

報知 相 願 候、 實 -ー 此度 ハ 治亂之 境界， 亂 -ー 成候テ ハ 相濟不 中、. K 亂 ヲ救フ へ キ期 一一 至ッ テ救ハ ス 候テ ハ 、千诚 造^  御 

座 候、 

一 社稷 御 保存 之 大小 輕重 二 ョ ッ テ、 御 謝罪 之輕重 有無 之 論 一一 及 ハレ 候 様 之 事 一一 テハ、 利害 ラ先 トセ ラレ、 御 誠意 一一 ハ 無 

之 候 得ハ、 迚モ 社稷 之 御 保存 ハ難被 遊 候、 已 - 一先 達テ モ、 御 iR 祿之事 御 雙方ョ リ御 直切リ -ー テ、 大藏大 輔 様 モ其間 二 御 

立 被 成、 所謂 上下 交征利 之勢ヒ 故、 殊之外 御 苦心 被 成、 漸ク 御折リ 合 一一 相 成 候處、 御 暴發ョ ッ テ御直 一一 切 リ之事 ハ 扨 置、 

御 宫祿共 一一 御 無 一一 被 遊 候 御 次第 一一 相 成 候、 夫 力 指 見 へ 有 之 候 故、 左様 一一 不相 成様ト ノ 御 周旋 一一 テ 御座 候 ヒシカ トモ、 

旣往之 事 ハ不及 是非、 此度 事モ亦 其通リ 一一 テ候、 此御 場合 一一 相 成 候得ハ 、御 ト分御 罪ヲ御 引受 被 遊、 社稷 ト共 一一 御 丁 妹 

モ御投 ケ出シ 、 天 裁 ラ御仰 キ被遊 候 得 ハ 、其 上 之 m ハ 、天下 \ー 公議 有 之 候得ハ 、诀シ テ御不 常 之 事 二 ハ， 相 成不. S. 候 ハ 

道理 ト申物 有 之、 其 場 一一 相 成候テ ハ 、 御 愛憎 之 御 政道 、ノ 行 ハ レ難キ 事 ト相成 候 ハ 必然 二 テ 、 其 儀 ハ 大竊 大輔樣 -ー モ萬 

萬 思 召 込 レ候御 次第 モ 御座 候 得 共、 唯今 夫ヲ 彼是 ト御 申出 一一 相 成候テ ハ ノ 1 轍 \ 一如 ク相成 、却 テ御爲 二相 成 リ不申 候、 

先 ッ 臣子之 道 ヲ御盡 被 成 候 俘 ハ、 自 カラ 君臨 \ 一 御仁^ 行 ハ レ 可 巾 ハ 偸现之 常然 一一 テ 、御 疑 ハ 4?\ 一間 敷 事 ト^ 候、 


一昨日、 問罪 之 勅使 發遣之 朝議 有さ 候、 其 御 次第 如何 ト中 傣ハ、 御 治 定無之 候 得 共、 何分 御 釓問之 筋-一 ハ 相違 無 之 候 

得 ハ 、右 勅使 御 東 下已前 一一 、御 謝罪 狀御持 出 シ \ 一 御 運 ヒ ト 相 成 候 得 ハ 重 疊\ 一儀、 夫 迄 一一 ハ 御行 届 不被成 候 ハ 、 、問^ 

之 節 御 指 出-一 テモ宜 候、 唯 勑使御 指付ケ -ー 御罪ヲ 御問ハ レ被 遊、 御 狼狠ト 巾^ 成 御 次第 ト相成 候テハ 、最早 夫 限 二 

テ、 遂 一一 御 割腹 之 御 場 へ モ 可 被爲運 候、 

一 先達 テ大藏 大輔樣 御 出府 モ 可 被 成 哉 之 御 €： 評 有 之、 折 柄 越 前れ 岡 藩 之 家老 有 馬帶刀 It モ御承 面% 之 致 出府 候 事故、 大藏 

大輔様 御 出府 --ー 相 成 候 ハ 、 、是非 御 下 タ働キ 可 致ト御 謝罪 論 相 立、 大 二 意 氣込ミ 居候 處、 御 出府 御.^ メ 一一  相 成、 甚カ落 

二 尸 有 之 候 得 共、 何分 此時 ナラ テ ハ 盡忠之 時節 モ無 之ト存 詰、 出府 之 上 ハ 是非 尊 藩 へ 御手 寄 申 上度ト .5. 居候、 i 能 出 候 哉 

如何、 弊 藩 之 見込 等 ハ 此者 へ 厚 申 談置候 事 -ー 御座 候、 是迄 一一 罷出 居候 ハ 、 、此度 之 一 儀 モ被仰 聞 可 被 下 候、 ィ マ タ 不罷 

出候ハ 、御 呼 出シ、 御手 先 キへ被 召使 候ハ 、、閣 老初廣 ク立廻 リ候者 ニテ、 隨 分御閒 一一 モ合ヒ 可 中、 小 藩-一 ハ中々 感心 

ナル 者-一 御座 候、 乍 序 及 内 啓 候。 £ 

正月 二十四日  中 根雪 江 

山 田 太 郞左衞 門 様 

同日 夕、 尾ノ渡 逢對馬 守、 紀ノ久 能 丹 波 守 彼 召 呼 候 所、 對州 ハ痔痛 一一 テ御斷 り 巾 上、 丹 州 計參邸 -1 付、 御前、 宗家 廢立 周旋 之 

條御談 -ー 相 成 候 所、 何分 厚 可申談 旨、 且於 江戶表 ハ 、水 府侯御 盡カ有 之 御 都合 二 モ 可 相 成 儀 候 者 、ノ  、御 同所 へ ハ 安藤 飛 彈守 

御 懇意 之譯有 \ 一 候 得ハ、 此件 同人 ヨリ 爲申上 候 テモ可 然歟、 飛 州 今日 上 著 仕 候 得ハ、 猶申談 之 上、 御請 可 中 上段 上 候、 

廿 五日、 尾 藩 渡 逯對馬 守 參邸、 於 御前 關東 一 條御談 候 所、 乍 恐 御 一 人様 之 御上 -ー テ 御事濟 -ー 相 成、 御 宗家 御 立 被 成 候 御 事 

候 得ハ、 誠 以重疊 之 御 儀、 御 跡目 田 安 公ヲ和 宮様 ヨリ 御 願 二  ffl 成 候得ハ 、無 此上御 都合 ト奉存 候 旨、 幸 明日 ハ 尾 州 へ 罷越候 

得ハ、 老 候へ モ 委細 可 申 上ト、 欣然 トシ テ及 御請 タリ、 

同 n  、前 橋 侯 へ 御 直 書 被 進 -ー 付、 飛脚 指 立 手 箦之處 、此節 柄 嫌疑 モ 多 キ ^態 候 得 ハ、 今一 應、 岩 倉 卿 ノ 公正 之 御談 相 成 候 
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様、 相 伺ヒ可 然トノ 邸議指 起リ候 -1 付、 於宫 代、 鹿 之介ョ リ岩倉 殿 へ 此件 公然 ト 御手 綾-一 相 成 候 様 仕度 ト巾人 候處、 卿. 3： 談 

ト ハ 申條、 何方 へ 發露致 シ候テ モ聊不 苦、 少モ差 支 無 之 トノ事 候 得 共、 於 邸 中 家老 共 不服 之譯 申立， 御 内談 之 趣 御 害 面 ュ テ 

御 渡 被 下 候 様 申達 候處， 御 承知 -ー ハ 相 成 候 得 共、 良久 不被相 渡 候 -ー 付、 及 催促 候處、 御 s 多 -ー テ今 H 認出來 兼 候！ T 

出 候 ハ 、 御 渡 可 有 之ト ノ 御 事 也、 ニト 六日 晚、 岩 倉 殿ョ リ爲御 持 越 -ー 相 成 御^ 書、 如 左、 

愈 御 安康 珍重 不斜 候、 然 ハ 今度 德川慶 喜. 進退、 實 -ー 不可 言 次第、 百事 去 候 儀 -1 ハ 候 得 共、 尙 今日 -ー 至リ爲 宗家 御 苦心 之條 

令 推量 候、 若 條理上 二 オイ テ齟 齬ス ル事 ナク、 ^道 相 立 候 様 有 之 候ハ 、 、豈血 食 之 事 懸念 有 之 間 敷歟、 聊 a 込- \ー旨 モ有之 

候閒 、足下 s 々周旋 之侬 後難 ナカ ル へ シ、 乍 併、 素ョ リ廟 議ト. &儀 一一 ハ 無 之、 臣 一 己 \ー 見込 之 儘 申. 進 候^-一 候 也： 

正月 二.：， 六日  具  視 

越 前 宰相 殿 

右、 御 書 一條-一 付、 飛脚 延引、 一 一十 六日 夜 戌 刻、 早 飛脚 指 立。 

〇 長 門 藩、 征 时總督 ノ令ヲ 以テ、 山陽 ノ兵 ヲ轉 シ テ 、松 山 征討 ノ 先鋒 タル ヲ 禀 ス o 

私 一 手 山陽 道 一能 登、 藝、 備ー 一藩 申 合、 沿 逍之諸 藩 去就 相； r 備後 福. E, 作 州津出 等、 證苦爲 差 出、 播州 姫路へ モ共隊 差遣 候處、 

備前ョ リ 居城 竝 人質 受取 居候 得 共 、^又 誓詞 爲差 出、 於 明 石 城下、 四條 殿. 五條 殿御 兩卿 へ 相 伺候 處、 山陽 迠之^ ハ ^八：： 小 

均 仕 候 問、 此 一 手 虹 様 豫州松 山 先鋒 仕 候 様 御 指镩ヲ 蒙リ、 今 二十 三日、 片上驛 ヨリ 渡^ 仕 候、 此段御 屆&上 候 事。 

長 門 宰相 A 

辰 正月 二十 三日  堅 m 大和 

鼙 下：；： 被 

〇 本書、 上達 ノ日ヲ 失ス、 使者 二十 五 H ヲ以 テ大阪 - 一至 リシ コ ト、 H 載-一見 ヱ タリ、 故-一木 H  ニ^ム。 


〇 北陸 道 鎭撫總 督高倉 永祜、 小濱 一一 抵 ル 、城主 酒 井 忠氏ノ 老臣、 奉 命他ナ キ ノ 證書ヲ 呈 ス 。 

洒井忠 

祿家記 

〇 島津久 光、 使ヲ 遣リ、 檄ヲ 西 海道 諸 藩 -ー 傳へテ 、其方 向 ヲ 問フ。 

〇 檄文 

天 一一 無 一 一日 地 二 無 一 一王、 是 天地 ノ大經 萬 世ノ通 義ナリ 、往時、 皇國 衰弱 ノ 弊-一 乘シ、 德川氏 兵馬 ノ權ヲ 掌握 セシ ョ リ 已來、 

王室 愈 不振、 其漸終 二 至尊 徒 一一 虛器 ヲ擁 シ給フ ノ ミ、 萬 姓ヲシ テ 天朝 有 ル事ヲ 不知 シメ、 近代 一一 至リテ ハ 、畏ク モ奉輕 

蔑 朝 威 之 罪 枚 擧スル 一一 遑 アラス、 天下 ノ人々 切齒 悲憤 ス ル所、 就中、 西洋 異邦 一一 對シ、 自ラ 日本 大君 ト號シ 、異邦 ノ人亦 

日本 大君 ト稱ス レ ハ甘シ テ是ヲ 受ケ、 君臣 上下 ノ 名分、 地ヲ掃 二 至 レリ、 

朝廷 厚 ク寬典 一一 處セ ラル 、 ト雖モ 、動ス レ ハ上ヲ 欺、 下ヲ誣 ノ奸跡 多ク、 今ノ德 川慶喜 事、 飽 マテ 天恩 ヲ蒙 タル 身 トシ テ、 

頃日-一至 リ 王 政 復古 ノ 大典 ヲ 怨望 シ 、陰 一一 禍心ヲ 包蔵 シ 、松 平 肥 後、 松 平 越 中等、 其凶燄 ヲ助ケ 、天下 ノ亂魁 ト成リ 、旣ニ 

本 月 三日、 喑ニ 大坂ヲ 發シテ 干戈 ヲ 王 畿-ー 動シ、 恐 多 クモ奉 壟 鳳 闕之逆 謀顯然 タル 一一 侬リ、 卽チ 尾、 越、 薩、 長、 土、 藝、 

其 他 誠忠 有志 ノ 諸侯、 勤 王ノ 義兵 ヲ以、 賊徒 ヲ鳥羽 一一 破リ、 伏 水 ノ賊陴 ヲ討チ 、官軍 大 一一 勝利 ヲ得テ 、賊 ノ將卒 敗走 シ、 淀 

河ヲ經 テ大阪 二 北ケ行 ヲ追擊 シ タリ、 

新 天子 神聖 數武 -1 マ シマシ 、速 二 斧鉞 之 任 ヲ仁和 寺 親王 二 下賜 ヒ、 征 東大 將軍 宣下 ァリテ 、諸參 謀 副將 各々 勑命ヲ 奉 

戴シ、 同 九日、 大坂 城ヲ攻 拔キ、 逆賊 ヲ追 散シ、 黨與等 悉ク伏 誅シ、 或逃隱 タリ， 官軍 山 崎 ノ賊關 ヲ破リ 、八幡 山 二 據リ、 大坂 

落城 ノ後ハ 、攝海 ハ 勿論、 城市 共 -1 官軍 堅固 一一 守 リ 、翌十 日 一一 至 リテハ 、東賊 一 人 モ 不 見落 去 セ リ 

天兵 ノ向 フ所枯 タル ヲ摧 カ如ク * 彼 之 親從タ ル 井伊、 藤 堂、 稻葉等 之輩ラ 初、 悉送 款歸 順シテ 官軍， 一 屬セリ 、爾後、 賊魁德 川 

復古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正月 二十，； ハ日  七 一一 一七 


復 古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正月 二十 六日  七三 八 

慶喜、 松 平 肥 後、 松 平 越 中、 身首ノ 所在 ヲ 不知 ト雖ト モ、 天網 疎 二 シテ不 漏 之 理ナレ ハ、 自然 束縛 一一 附へ キ^ナ リ、 率土 ノ濱 

王土 二 非ルハ 無ク、 普 天ノ下 王 民 二 ァ ラサ ル ハナ シ、 誰 力 今日 天朝 多難 之 際 二 當リテ 、王家 一一 勤 メサル へ キ、 仍 テ遍ク 

列藩 各 土 ノ 將士 、四民 萬 姓 一一 布告 ス 、早 ク賊魁 德川慶 喜、 松 平 肥 後、 同 越 中等 ヲ 誅伐 シ 、天地 不容之 罪ラ正 シ 、上 ミ 奉安 宸 

襟、 下 ハ萬民 塗炭 之 苦 ヲ解キ 、皇國 之 全疆ヲ 靜鎭ス へ シ、 若 今日-一至 リ 名分 大義 二 喑ク、 誤テ 王師 ヲ^ ミ、 逆 敵-一私^ 

ス ル者ハ 、忽 天誅 ヲ可 加、 假令德 川 慶喜之 親族 姻類 タリ トモ、 大義 减親 之義ヲ 守リ、 勤 王 ノ志ァ ル^ ハ其効 ヲ顯シ 、可 奉 

報 天歡、 一 ：：！： 逆賊 二 詮誤セ ラ レ シ 黨タ リ トモ 、自新 之 意 ヲ發シ 、反 正 歸順之 輩 ハ 不錄 舊惡， 王師 ノ 内 二 可 召 加 二 付、 速 

二 去就 ヲ诀シ 、盡カ 竭忠、 共 一一 可 翼 戴 王室、 首 鼠 兩端ヲ 抱テ、 擬議猶 豫スル ノ族ハ 、邪 正 曲直、 判然 タ ル 天裁ァ ル へ キ者 

也 C 

正月  島 津中將 

〇  . 

使き 口上 之 大意、 

七， fir 大 隅守ョ リ 私共 一一 差 立 候 使節 之趣ハ 、追々 御傳閬 一一 御座 候 通、 德川 ハ 勿論" 會津、 桑 名 等 之 黨與、 於 伏 ^ 逆心 ノ色 ヲ顯 

シ、 征討 一一 被 及 候處、 悉ク致 敗. u 、大坂 迄モ速 一一 落城、 實以 皇運 挽囘、 一 同 難 有 仕 合 御座 候、 仍テ ハ 於 各藩 勤 王 補^ 之 

忠志ヲ 磨 候 ® ハ 申 迄 モ無之 候 得 共、 至此 節候テ ハ 人心 難 量、 於 其 御方投 ハ 勤 王 否 哉 之 御 存盧ヲ 屹ト承 届、 彌以 勤王 御 別 

儀 於 無 之 ハ 、其 御 墨 付ヲ 頂戴 罷歸 候樣、 左 候 ハ 、 、彌御 互 一一 王事 一一 抛 身命 候樣 イタ シ度、 尤於 京都 修理 大夫 へ 勑譫之 趣、 

此通， ーテ差 上 置 候 間、 御 答 復願上 候 事。 雜雜献 SB 


右、 熊 本、 久留 米、 柳 川、 福 岡、 佐賀 

菌田彥 左衞門 

久保田 新次郞 

右、 飫肥、 高 鍋、 延岡、 中津、 小 倉、 岡、 杵築、 府 €:、 森、 闩杵、 H 出、 佐 伯 

橋ロ與 一， 郞 

U 奇 S 入 

右、 島 原、 唐津、 平戶、 五島、 大村 

右 之 通、 正月 一一 十六 日、 御 使 トシ テ 出立 也。 

〇 德川慶 喜、 公議 所 ヲ置キ 、其 下  一 I 令シ テ 各所 見 ヲ陳シ 、家政 ヲ 匡救 セ シ厶。 

皇國御 制度 之 基本 ハ、 全國之 公議 ヲ以 テ定ム へ キ ハ至 當之義 一一 付、 政權 ヲ奉歸 朝廷、 諸 藩 公議 ヲ被爲 盡候樣 奏聞 致 候 儀 

二 有 1\ー、 然ル 二 是迄之 家政 向ヲ 熟考 ス レ ハ 、士民 之 心 ニ稱ハ サ ル事少 カラス、 實以耻 入 候、 就テ ハ、 此度 公議 所 ヲ設ケ 、^ク 

衆人 ノ 公議 ヲ採リ 、上下 之 情 相 通 シ候様 致 度 候 間、 銘々 見込 之 趣、 不憚 忌諱 申 聞 候 様 可 致トノ 上意 -ー 候。 §a ぼ 

き ユー n 

〇 

別紙 之 通 上意 有 之 候 一一 付テ ハ 、御 目 見 以上、 以下 次 三男、 厄介、 且諸 藩士、 並 百姓 町人 二 至 ル迄、 有志 之 輩 ハ 見込 ノ 次第、 

書面 ヲ以テ 公議 所へ 可 被 申立 候、 尤 事柄 一一 寄 リロ 上 ヲ以テ 申立 候 テモ不 苦 候 事、 

但、 公議 所 御 取 建 相 成 候 迄 ハ 、評定 所 へ 可 被 e. 立 候、 尤、 日限 之 儀 ハ 追 テ相達 一一 テ 可 有 之 候， 

右 之 趣、 向々 へ 不洩様 可 被相觸 候、 

£  ^ 武力 孫 

が 幕 言  • 

復古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正月 二十 六日  七  ー|1 九 


復古 記 卷ニ 十五 明治 元年 正月 二十 六日  七 E:〇 

〇 

此度、 會議 御開 相 成 候 二 付、 布 衣 以上 ノ 御 役人、 並 寄 合 有志 之 面 々、來 ルニ个 九日 四ッ時 ヨリ 、大廣 間 へ 可 被 S 能 出^お- 

武 内孫 

w  W.I 


ft  s 武內孫 


〇 

此度、 公議 所 御 取 建 相 成 候 二 付、 布 衣 以下 小役人 一一 至ル 迄、 頭 支配 一一 テ责 人ッ 、 撰 擧致シ 可 被 差 出 候 事、 

但、 一 役 五 人 一一 不満 向 ハ 差 出 候 一一 不及 候、 多 人 數ノ向 ハ 、五十人 二 テ鱟人 ノ釗合 ヲ以テ 可 被 差 出 候 事、 

右 之 趣、 向々 へ 可 被 達 候 事、 

正 nr 武內孫 

か 筆 一一 一 一" 

〇^ 大廣 問揭示 

公議 規刖 

公議 之 作法、 總テ 公議 掛ノ 指揮 一一 從ヒ、 座順ラ 不亂、 混 雜無之 様 可 致 候 事、 

公議 掛 頭取、 議題 差 出 可 申 事、 

公議 中、 題 外 之 議論 诀シ テ致間 敷 事、 

議題 中、 不審 之廉有 之候ハ 、、公議 掛へ可 承 合 事、 

頭取 ョ リ 同意 不同意 相 尊 候 得ハ、 異論 之 有無 可申閬 事、 

公議 中、 頭取 ヲ差 置， 銘々 之 議論、 或雜話 一 切 致 間 敷 事、 

列 坐 之. M 一一  テ 議題 差 出度 向 尸 、 公議 掛 へ 差 出、 頭取 之 取捨 二 從 ヒ 可 申 事、 

各 局總裁 ョ リ 議題 差 出 候 節 ハ 、頭取 へ 相 渡 出 坐 可 致 事， 

議論 二様 二分 レ候 得ハ 、頭取 之 指揮 一一 從 ヒ 可 申 事、 


右 之 趣、 堅 可 相 守 者 也 e  0^ 

M00P 

〇j 紀伊 藩士 武內孫 助 筆記 二 云、 正月 二十 九日 發會、 丸ノ內 評定 所 ヲ以テ 公議 所 トシ、 諸 藩 ヲ招ク 、監察 津田眞 一 郞、 加 藤 

弘蔵、 其 外出 頭、 諸 藩 二 質問 セシハ 恭順 ノ 事件 ナリ、 曰ク、 大君 恭順 ヲ以テ 天朝 ュ 謝罪 セ ラル、 抑 恭順 尸 如何 シ テ 可ナラ 

ン 、此 日、 諸 藩士 各 見込 ヲ演 述ス、 戰爭ノ 激論 モ多 ク有リ シ 様子、 町人 體ノ 者モ 出頭、 何 力 見込 申立 シ由、 何事 二 ャ 不詳、 此 

後 右 公議 所 へ 出頭 セス 、諸 藩ノ 議論 等 一 向 一一 聞込 無 之、 監察 ヨリ 諸 藩 へ 歎願 ノ儀ヲ 依糗セ ラ レ 、 留守居 役 等少々 ッ 、 小 m 

原 其 外 へ 出張、 大 總督府 へ 歎願 書ヲ 持參セ シ由。 


復 古 記 二十 五 


夂、、 

々不 


總括 兼纂修 


等 編^ 官 臣長松 


校 


等 編修 官 

等 掌 記 


長 

四 


星 恒 


幹 

荧 

之 
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六 等 掌 記 

一 寫 

二等 繕寫 

二等 繕寫 


臣澤 渡廣孝 


川 長 

七 四 一 


P 

禾 
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復 古 記 卷 二十，； ハ 明治 元年 正月 二十 七日  七 四 二 

復古 記卷ー 一十 六 

明治 元年 戊辰 正月 一 一十 七日 二 起 リニ 十九 日 ニ至ル 

〇 正月 

二十 七日、 太 政 官代ヲ 二 條城ニ 移ス。  - 

一 太攻官 代， 是迄被 用 九 條家候 得 共、 從明 二十 七日、 以ニ條 城 太 攻官代 二 被 用 候 事、 

一 參與 役所、 同 城. s:  n 被 設候閒 、總テ 是迄之 通 取扱 候 事、 

FJ  3 1 1 卜く  3 有栖川 宮家 記 

正月 二十 ブ日 中 御門 經之家 記 

〇 本日 達 

是迄以 學習院 金穀 出納 所、 竝會計 事務、 裁判所 -ー被 用 候處、 從 今一 一十 七日、 ニ條 城. 2：  二 被設候 間、 總テ是 迄 之 通 取扱 候 事 _ 

正月 二十 七日 §御家門維 

〇 

太攻宫 代 下馬 之 事、 

一 總裁宫 、堂上、 諸 大名 以上、 四 脚 門前 柵 門外 二 下 乘札有 之、 

右之處 二 テ 下馬 之 事、 

一 非藏 人、 諸官人 以下 藩士  - 一至 迄、 總 門外 下馬 札 之 所-一 テ 下馬 之 事、 

下 乘之事 

一 親王、 丞相 車 寄 切 石 之 上、 


一 堂上、 大名 四 脚 門外、 

一 非藏 人、 諸宫 人、 藩士 總 門外、 

正月  制度 寮 

者 る 有 栖川宫 家 記 

館 展キ 中 御門 經之家 記 

〇 參與大 久保利 通 ヲ以テ 、總裁 局 顧問 ト爲 ス 。 

人ク 保市线 

總裁局 顧問 被 仰 出 候 事。 guys 廳 

〇 忠義 家 記 一 一十 四日 トス、 案ス ル 二  、利 通 顧問 ノ命ヲ 辭ス、 許允ハ 二月 二日-一 ァリ、 蓋 シ命ノ 下 リシ 、ノ  二十四日 二 シテ、 

本日 二 至 リ姑ク 之 ヲ拜シ 、後遂 二 之 ヲ辭セ シ 乇 ノカ、 其 故 ヲ詳ニ セ ス、 姑ク 事蹟- 1 從ヒ 本日 -1 收ム C 

〇 大坂 鎭臺ヲ 改テ、 裁判所 ト爲シ 、醍醐 忠順ヲ 以テ、 總督ト 爲シ、 伊達宗城 之 二 副ス、 I 画 l，n 

■i? 娜 f  、又宗 城 二 命シ、 其臣ー 一人 ヲ選テ 、忠順 一一 從ヒ 、且 其衞兵 ヲ出サ シ 厶 、 又 岸 和 田 藩 二 命 

シ、 大坂 市中 ヲ巡 警セ シム。 

醍醐 大納 言 

改大 坂鎭臺 爲 同所 裁判所 總督。 赚細! - 

〇 

宇 和 島 少 將 

改大 坂鎭臺 爲 同所 裁判所 副 總督。 棒 3鍵ゾ| 
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〇 宗 城へ 達 書 二通 

今度、 醍醐 大納言 大坂 へ 下向 -ー 付、 其 藩士 之^:、 是 迄國攻 -ー タツ サヮル 者 兩ス附 添 被 仰 付、 尤 一 人 丈 ハ 是非 國攻 -1 參候者 

可相附 候、 右 之 者 御沙汰 候 事。 

正月 二十 七日 

〇 

今度、 醍醐 大納言 大 坂へ 下向-一 付、 途中 警衞其 藩へ 被 仰 付 候 旨 御沙汰 候 事。 

但、 來月 五日 頃 出立 二 付、 人數附 取調 可 巾 出 候。 Igf 

〇 

岸 和 田 藩 

其 藩 事 隣國之 儀-一 付、 大坂 市中 取締 被 仰 付 候 間、 其 旨 可 相 心得 候、 諸 事大 坂 鎭臺へ 申 談可取 計 旨 御沙汰 事。 麵歸 S 

〇 案ス ル 二 、本日 鎭臺 ヲ改テ 裁判 トラ 爲ス、 本條 鎭臺ノ 字、 蓋シ 一 時ノ 誤謬 二 係 ルナ ル へ シ。 

〇 大 一一 東征 ヲ議 スルヲ 以テ、 大將 軍嘉彰 親王 ヲ 召還 ス、 又 滋野 井公壽 ヲ 召ス。 

%  將軍宮 

今度、 東征 御 進軍 可 有-一 付、 大御 軍議 被 爲在候 間、 早々 御 歸洛可 有 之、 被 仰 出 候 事。 

〇 東 伏 見 宮家 記 -ー 云、 一 一十 七日、 以 勑使 石山 右兵衞 權佐、 就 征討 大 軍議 被 爲在、 一 應御歸 洛之旨 被 仰 出。 

〇 

滋野 井侍從 

今度、 東征 大 軍議 可 被爲 有、 三 道 進 擊可有 1\ー-ー  付、 御沙汰 ノ 次第 有 之閒、 一先 上京 可 有 之、 被 仰 出 候 事。 

尤當 時附屬 ノ 兵士 召 連 候 テ 、早 々 上京 可 有 之 事。 up 


〇 一 一條、 共 二 發令ノ 日 ラ失ス 、故 二 東 伏 見 宮家 記 東海道 先鋒 記 二 據リ、 本日 ニ收ム C 

〇 東海、 東 山、 北陸 三 道鎭撫 使" 及 ヒ淺野 茂 長、 池 田 茂 政、 池 田 慶德、 龜井 玆監、 山內 豐範、 伊達 

宗德 S 寸封 ofef ^藩 二命シ 、舊 幕府 領地 ノ 東海、 東 山、 北陸、 山陽、 山陰、 南海 一一 在ル 者ヲ撿 シテ、 

其 人民 ヲ安 撫シ、 圖藉ヲ 上 ラシ 厶。 

各 通 橋 本少將 

高 食 三 位 

岩 倉大夫 

今般 王政 御 一 新 -ー 付、 是迄 天領 ト稱 シ來候 德川采 地、 及 賊徒 之 所 惯等念 入 取調 可 致、 右 ハ 從前 苛政 -ー 苦ミ 居候 哉 之趣モ 

相 聞、 患難 疾病 相 救 之 道 モ 相 立 兼 候 -ー 付、 先 無告 之 貧民、 天災 - ー罹リ 困難 之 者 へ ハ 、 夫々 御 取亂之 上、 御 救助 モ可有 之 候 

間、 右 之 旨 申 諭、 億兆 人民 王化-一服 シ候 様、 精々 盡カ可 仕 御沙汰 候 事。 

但 、代官 支配 地所、 石數 、人数 帳、 地 圖面等 攛 へ 、早々 上京 可 致 候、 若 代官 立 去 候 地所 ハ、 最寄之 國主當 分 御 預リ可 申、 尤石 

高、 圖面 等、 早々 可 差 出 候 事。 «« 龍 絲尋読 

〇 本條、 發令ノ 日 ヲ失ス 、山陽、 山陰、 南海 皆 本日 一一 アル ヲ以 テ此 二 收ム、 又 東 山道 ハ原記 ヲ失ス 、今 之ヲ補 入ス。 

〇 

備  前 

藝  州 

今般 王政 第一 新-一 付、 卽今 之處、 山陽 道 取調 之 儀 被 仰 付 候閒、 兩藩共 申 合、 諸 藩 之情實 探索 之 上、， 巨細 言上 可 致 御沙 

汰候 事。 

復古 記 卷ニ 十六 明治 元年 H=l 月 二十 七日  七 四 五 


m 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 七 七 四 六 

但、 諸國之 中， 是迄 天領 ト稱シ 居候 德川采 地， 其 他 賊徒 之 所領 等、 別 テ念入 取調 可 仕、 右 ハ從前 苛政 二 苦ミ， &候哉 1\ー 趣モ相 

聞、 患難 疾病 相 救 之 道 モ相立 兼 候 二 付、 先 無告 之 貧民、 天災 ニ罹リ 困難 之^へ ハ 、夫々 御 取糾之 上、 御 救助 モ可有 \ 一 候 問、 

右 之 旨申讒 、億兆 人民 王化-一服 シ候 様、 精々 盡カ可 仕 御沙汰 嫔事、 

一 代官 支配 地處、 石數、 人數 帳、 地圆 面等攛 へ、 早々 上京 可 致 候、 若 代官 立 去 候 地所 ハ、 最寄之 國主當 分 御 預リ可 巾， 尤石 


高、 地阖面 等 早々 可 差 出 候 事。 麵. 綱 


〇 


同上 文。？ |?、 

〇 


同上 文 clf」 一 


池 田 琿知家 記 

龜井玆 監家記 


山 內警： 筘家記 

伊達 宗德家 記 


0 

ま 一 


土 

字 


〇| 牮攻家 記 二 云、 正月 十四日、 今般 復古 -ー 付、 卽刻 之處、 山陽 道 取調 云々 御 達 御文 中 二、 租稅半 减之條 有 之、 尙又、 同月 一 一十 

七 U  、今般 王攻御 一 新 二 付、 卽今之 所、 山陽 道 取調 云々 御 達 有 之 候 -ー 付、 前記 十四日 御 達之條 ハ 如何 可 心得 哉ト相 伺候 所、 

右 ハ 御 取消 相 成 候 旨 御 口 達 有 之 候、 依 テ 租税 半減 云々 ハ 、實際 被 行 候 倦 -ー 無 之。 

〇 案スル 一一、 諸道 租税 半減 停止 ノ事 見ル所 ナシ、 然ル 二 窣政家 記 一一 據レハ 、其 同一 ナ リシ コ ト知ル へ シ。 

〇 諸藩ノ 九門警 衞及ヒ 征討 兵 ヲシテ 、菊 章 ノ旗慕 ヲ用ヒ シム、 又 諸侯 ノ松 平氏 ヲ胃 稱ス 


ル者 


ハ、： g; 本 氏 ニ復セ シ厶 G 

今般 御 制度 御 改正 -ー 付、 諸 藩 宮門警 衞被仰 付 置 候銘々 、御 旗、 幕 竝挑灯 等 -ー 至 ル迄、 菊 御 紋相用 候 様 可 仕 御沙汰 候 事。 

但、 追討 被 仰 付 置 候 諸 藩 出兵 ノ 面々、 以來 一隊-二 流 宛、 菊 御 紋御旗 被 下 候 間、 於 家々 可 相 調 候、 左 候 テ家之 紋相川 候 

5、 可爲是 迄 之 通 候。 灘刚§ 嫩 絲読 

〇 

^ 川慶喜 反逆 二 付テ ハ 、松 平 之 苗字 ヲ稱シ 居候 族 ハ 、向後 大小 名 共、 速 二 各 本姓 二 復シ候 様 御沙汰 候 事。 g,sl& 

〇 春嶽 私記、 一 一條 ヲ合 シ テ 一 通ト シ 、十四日 布 達 トス 、 蜂 須賀茂 韶家記 ハ 、下條 一 通 十七 B  二 ァリ、 然レ トモ 諸家 家 記 多 

ク ハ 本日 ト爲シ 、文字 モ亦删 潤 ァリ、 故 一一 此ニ 收ム C 

〇 池 田 茂 政 一一 令シ、 其 沒收セ シ所ノ 舊慕府 貢 米 ヲ大坂 二 輸送 セ シム。 

i-E  w  uy_  ク^- 

德川元 領地 作 州 村々 年貢米、 其 藩 東 川 積 下 二 相 成 候 總計凡 三 萬 七 千 九 百 俵 之處、 川口  二 テ取押 候 抆、 盡 カ之锬 御 満足 二 

被 思 召 候 間、 無 滯大坂 表 迄 相 廻 候 様 可 取 計 候 事。 ■ 

I 月  會計裁 半 所 

池 E 章 政 家 記 

〇 松 平 慶倫ノ 請ヲ聽 シ 、命 シ テ 、入 觐セ シ メ、 又 之 ヲ池田 茂 政 二 諭ス。 

〇 慶倫 申請書 批紙 

美 作 中 將儀可 有 上京 書面 之 旨 趣、 早々 備前 へ 相 達 候 間、 可 得 其 意 候 事。 |& 

〇 

復 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 七日  七 m 丄 


復 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 七！ W  七 g 八 

備 前少將 

美 作 中 將願之 趣 有 之、 上京 被 仰 出候閒 爲 心得 相 達 候 事 

E 弓 池 田 章 

i  E 政 家 記 

〇 康倫家 記、 批下ノ 日 ヲ失ス 、茂 政へ ノ達シ 、本日 一一 ァ ル ヲ 以テ此 一一 收ム。 

〇 是 ヨリ 先、 舊慕府 、細 川 慶順ヲ シテ豐 後 ノ四郡 趣お 默 I、 ヲ管シ 、且曰 田、 天草 ヲ守 衞セ シ厶、 

是日、 慶順其 去就 措置 ヲ稟ス 、令シ テ 、姑 ク其舊 二 仍ラ シ 厶 。 

德川慶 喜 領地 之 内 二 テ、 豐後國 速 見 郡、 大分 郡、 直 入 郡、 國東郡 村々 ノ條、 昨年 越 中 守 へ 相預、 政事 向私領 同様 取 計、 非常 之 

節ハ 防禦 筋ヲ モ致 指揮 候 様 依賴有 之、 且又 肥 後 國之內 天草 郡、 竝豐後 國日田 表 之儀ハ 、前々 ヨリ 非常 警衞 筋、 越 中 守へ. 水 任 

二 付、 相應 ノ 人 數差出 置 候處、 此節 一一 至候テ ハ 、朝敵 之 領地 ヲ 致 守 衞候形 一一 相 成、 早 々 引揚可 &處、 此 以後 ハ 朝廷 之 御 科 

二 歸入可 仕 候閒、 追テ御 措置 相定 候迄ハ 、猶更 守 衞之人 數差出 置、 鎭靜方 指揮 可 仕 哉、 又 ハ引揚 可 申 哉、 不蒙 朝 命候テ 尸 、 

甚以 疑惑 仕 候 段、 越 中 守 申 付 越 候閒、 急々 御 差 圖被成 下 候 樣奉願 候、 以上。 

細 川 越 中 守內 

正月 二十 七日  靑地源 右衞門 

〇 批紙 

追 テ御差 圖可有 之 候閒、 當分是 迄 之 通 可 心得 候 事。 II， 

〇 毛 利 敬 親、 其 子 廣封ヲ シ テ兵ヲ 率 ヰテ、 命 ヲ闕下 一一 待タシ ムルヲ 稟ス、 又 上書 シ テ、 諸藩ノ 

方向 ヲ  一 ニシ、 復古 ノ 基本 ヲ 立テ、 而シテ 後、 德川氏 ヲ處置 セン コトヲ 建議 ス。 

德川 軍兵 伏 見 表 -ー 出張、 反逆 之 色顯然 二 付、 追討 官軍 可 被 差 向 候 間、 敬 親父 子 之 中、 大兵 引率、 急速 發途、 華 城 壟擊候 様^ 


勅命、 謹 テ奉承 仕 候、 以 微力 奏功 之 儀 萬々 無覺束 不堪 惶懼候 得 共、 廣封 手兵 少々 引率 仕、 來ル 二十 1 一日 發途可 仕覺悟 -ー罷 在 

候、 然處、 頓-ー 德川兵 坂 城 脫去之 様子 相 聞 候 付、 不取敢 闕 下へ 罷出 何分 之 御沙汰 ヲ奉シ 、進撃 之 心得 罷在 候、 此段 御 

奏達所 仰 御 坐 候、 以上。 

正 年 十九 日  長 門 宰相 

乇利元 德家記 

〇 

臣敬親 誠 惶誠懼 謹テ奉 言上 候、 方今 王政復古 無 偏無黨 公平 至當之 御 處置被 爲遊候 御 旨、 竊-ー 奉伺 上 候、 抑 德川氏 反 

跡 顯然タ ル上ハ 、疾ニ 御 誅鋤被 遊 候 儀 ハ 勿論 二 奉存上 候、 左 候テ、 右 逆賊 へ 與シ 、反側 不 常國々 ヲモ、 素 ヨリ 御 同様 可 被 

仰 付 候、 就中、 其 他 之 諸 藩 疑惑 ヲ抱キ 、依 逯觀望 進退 不定 モ ノ ハ、 速 二 勅書 御下シ 一一 相 成、 銘々 疾ー 一共 馬ヲ 具シ、 御 征討 

之 御手 傳仕 ラセ、 某 賊ハ某 藩 討手ト 御手 分 被 仰 付、 其國々 方面 之 賊徒 ヨリ 手 ヲ下シ 候 様、 專任被 仰 付 度 候、 右 様 被 仰 

付候ハ 、、漸 々逆賊 之 羽翼 ラ殺キ 、自新 之路相 開ケ、 首 鼠 兩端之 諸 藩モ、 頓二 方向 相 定リ、 勤 王 一途-一 相 成、 海内 和睦、 

皇國之 御 基本 確乎 可 相 立 候、 左 候テ、 天下 一 新 之 上 ハ 、王政 彌 以御更 張被爲 遊、 御 兵 政 ヲ始メ 、 外 國之御 交際、 諸侯 之 

御駕 御、 大學校 之 御 規模 等 大略 相 立、 然ル 上、 德川氏 御處置 十分 被 爲著候 様 被 爲遊候 儀、 御 順序 歟ト奉 愚考 候、 臣敬親 郧陋 

ヲ 不頋、 管 見 之 儘 奉 言上 候、 御 採 擇被爲 成 被 下 度、 御 執 達 所 希 御座 候。 

正月 十九 日  毛 利 宰相 

乇利德 家 記 

〇 以上 一 一條、 上申 ノ日ヲ 失ス、 元 德家記 一一 井上馨 ヲシ テ 上奏 セ シ ム トァリ 、馨ノ 入京、 本日 二 ァ ルヲ 以テ此 二 收ム。 

〇 德川慶 喜、 書ヲ 松平慶 永、 山 內豐信 等 - 一致 シ 、其 素志 ヲ 陳シテ 、解 救 ヲ 請 フ 、是 日、 慶永、 其 書 

復古 記 .卷 二十 六 明治 元年 正月 二十 七日  七 四 九 


復 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 七日  七 五 〇 

ヲ上ル つ- 

此程、 別紙 之 通 被 仰 出 候 趣 承 及 驚愕 之 至、 素 ヨリ 途中 行逯 ヨリ、 不料先 供 之者爭 鬭致候 迄 之 儀 -ー 候處、 斯之通 之 御沙汰 

二 テ ハ 、甚 以心 外 之 至 二 候、 殊 二 靜寬院 宮様 -ー モ 深 御 心配 被 爲在儀 二 付、 積年 微誠御 諒察 之 上、 御 周旋 有 之 様 致懇希 候、 

不 一 。 

正月 望  s:  府 

に 卖 C  #  ^ 卷嶽 

〇 別紙、 原 記 ヲ失ス 、盖シ 征討 ノ令ヲ 指ス。 

〇 慶永 副書 

一 翰 令 啓 達 候、 春寒 難 退 御 坐 候處、 御 兩卿愈 御 安泰 珍重 奉存 候、 抑去ル 十七 日、 江戸 表 西 丸 城 へ 重役 呼 出 -ー 付罷出 候處、 戶 

川 伊豆 ョ リ慶喜 直 書 渡 有 之 ュ 付、 右 直 書國許 へ 差遣 シ、 夫 ョ リ咋 日以急 飛脚 差 越 候 二 付、 右 慶喜直 書、 別紙 共、 御 兩卿迄 差 

上 候 間、 總裁宮 迄 御 呈達奉 希 上 候、 此段 申入 候 也 C 

正月 二 七 七日  慶  永 

正 親 町 三條前 大納言 殿 

德大 寺中納 言 殿 

慶喜直 書中、 上 包 前. s: 府ト有 之、 書中 内 府ト有 之、 右 ハ 從 朝廷 列藩 へ 布告 有 之 迄 -ー テ、 德川慶 喜 へ 官位 被 止 候 御沙汰 書 

等 ハイ マ タ出不 申 故、 本文 之 通 内 府ト認 有 之 儀 ト相考 申 候、 此邊モ 可 然被仰 入 被 下 度 候 也。 

〇 春嶽 私記 二 云、 一 一十 五日、 後藤 象 一 ー郞ョ リ靑山 小 三郞迄 申出 候ハ 、元 5： 府公 ヨリ 容堂 様へ 御 直 寄 來リ、 御先 供 ヨリ 事 起リ、 

御 恐縮 之 御 次第、 宜御 周旋 御 依糢之 旨、 五 藩麵ま 舰ゅ投、 へ 御 同様 ト ノ御 趣意 一一 付、 容堂様 二 モ 御 取 計 方 不被成 御 坐 候 -1 

付、 今日 朝廷へ 御 差 出 二相 成 候 段、 公へ モ爲 御^ 巾 上吳候 様ト之 事、 公へ ハ御國 表 ヲ經テ 二十 六日-一達 ス、 右 御 書面 更ニ 


御 悔悟 之 御 様子 不被爲 在、 御 周旋 可 被 遊 様 モ無之 -ー 付、 唯此儘 二 明日 太 政 宫 へ 御 差 出 一一 可 相 成 ト之思 召 ナリ。 

〇 池 田 茂 政、 松 平 武聰ノ 家臣 尾關 某^ 等、 大坂 ヨリ 敗 歸シ、 其 封 內金岡 港 二 抵ルヲ 以テ、 之ヲ 

拘留 ス ルヲ. i 臬ス。 

松 平 右近 將監家 來尾關 金 八郞初 十七 人、 去ル 十三 日、 領分 金 岡 港へ 上陸 致シ候 二 付、 同所 警固 之者ョ リ及釓 問 候處" 大坂敗 

兼 \ 一由 申出 候 付， 取 押 置 候 折 柄、 右近 將監 在所 家來 ヨリ 申出 候 ハ 、今般 金 八 郞等擧 動、 奉對 朝廷 恐 入 候^ 二 付、 金 八 郞其外 

頭 立 候 者、 在所 へ 引取 居 申 候 者共兩 三人 召連罷 出、 軍門 -ー 謝罪 仕、 尤 一 藩 議論 二 テハ、 朝廷 奉戴 之 外 他事 無 之 趣 願 出 可 仕 

旨 二 付、 此段相 逮無之 トノ證 書、 右近 將監 家老 松 倉 丹後ョ リ請取 置、 金八郞 尸 右 護送 ト シ テ罷越 候 同藩 淼江轍 ト申者 へ 引 

渡、 殘之者 共 ハ 、何分 之 御沙汰 相 下 候 マ テ、 其 儘 於 金 岡 右近 將監家 來共警 固 居 申 候 得 共、 尙 此方 -ー テ モ嚴敷 取締 申 付 置 候、 

右 委細 之 儀 ハ彼藩 ヨリ 申出 候 ト奉存 候、 此段宜 様 御 執 奏奉希 候、 以上。 

正月 二十 七日  備^  少將 

池 E 章 政 家 記 

〇 出 雲 藩 兵、 京 二 至ル、 III 伊東 長 S 、兵 ヲ姬路 二 出スヲ 稟ス。 

去 ル 二十日 御 屆奉申 上 候 通、 播磨 守侥、 乍 小身 相應之 御用 向 奉伺 度 旨. &付越 居候 -ー 付、 在所 表 へ 人 數差登 候 様 申 遣 候處、 備 

中 松 山城 御 追討 被 仰 出、 池 田 備前守 人数 差 出 候 -ー 付テ ハ 、隣領 之 儀、 播 靡守ョ リ モ人數 差 出 候閒、 彼是 行 屆兼候 得 共、 近 

U 乍 小人数 上京 爲 仕候箦 二 御座 候處、 播磨守 儀 病氣氣 -ー 付、 上京 延引 -ー 相 成 候 二 付、 實父連 之 助 儀 不取敢 人數召 連、 去 ル 卜 

八： n 在所 表發足 仕、 池 田 信 濃 守人數 へ 相 加リ、 播州 姫路表 迄罷越 候處、 同 表 落城 -ー 相 成、 今般 御總督 様、 副 御總督 様^ 

御 見 分 御 入城 相 成 候 二 付、 信 濃 守御警 衞之爲 加勢、 右 召 連 候 入數、 同 表 鍛冶 町 口 へ 差 出、 御 警衞仕 居候 段. m. 越 候 -1 付、 此 K 
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復 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 八 H  七 五 二 

御 屆奉申 上 候 、以上。 

伊東 播磨 守家來 

正月 二十 七日  加 藤 治平 

伢 i 長 薛 家 記 

〇 東 山道 鎭撫總 督岩倉 具定、 近 江 三 上？ 趣^ ヲ收メ  、加 藤明實 ヲシテ 其地ヲ 保管 セシ厶 OS 囍 

〇 中 國四國 征討 總督四 條隆謌 、大坂 二 歸 ル 。| 道 i 

O  土 佐 藩 兵、 伊豫 松 山城^^ ヲ 徇へテ 、之 ヲ下ス 。鼠 || 

二十 八日、 百官 ヲ會 シテ、 大 二 東征 ヲ議ス 、議遂 二 決ス。 

〇 春 嶽私記 二 云、 一 一十 七日、 下 參與不 殘御呼 出 二 テ、 岩 倉 殿 被 申 聞 候 ハ 、 仁 和 寺宮モ 今晩 、ノ 浪華 ョ リ 御歸陴 -ー 可 相 成 や：：、 ^ 

二 付テ ハ 、愈 關柬 御 征伐 之 大兵 ヲ被擧 候 御诀評 ナリ、 三 道 之 鎭撫使 杯 二 テハ 迚モ行 キ足リ 不申 -1 付、 海陸 ョ リ 大兵 進發 

之廟算 也、 右 -ー 付 熟考 之 上 見込 モ有之 候 者 ハ 、 明朝 申達 候 様 御 演達有 之、 一 一十 八： n 關東 御 征伐 御 诀定之 議事 有 之、 下參與 

之 面々 意見 御尋 二 付、 出席 之 上座 中 根雪 江ョ リ及御 答候ハ 、關東 今日 二 至リ、 更-ー 悔悟 之 體不相 聞 候得ハ 、早々 御 征伐 御 常 

然之 御俊タ ル へ キト 奉存 候、 御 軍略 一一 至 ッテハ 、唯今 申 上 候 程 之 見込 無 之 段 申達、 衆議 大同小異 一一 テ、 遂 一一 御 诀評ト 相 成ル。 

〇 參與 井上馨 ヲ以テ 、外國 事務 掛ト 爲シ、 九州 鎭撫使 一一 屬セ シム。 

井上 聞 多 

徵士ヲ 以テ、 外國 事務 掛 九州 鎭撫總 督附屬 、被 仰 出 候 事。 

E 弓 乇利元 

I 月 德家記 


C 毛 利 敬 親 一 一命 シ、 姑 ク豐石 占有 ノ地 ヲ管セ シ厶。 

,  I  長門宰 ffl 

此度、 以家 老 申出 謹、 石兩地 返上 之 旨 霧 聞 食 候、 右 兩地之 儀 「追テ 御所 t 被 仰 出 候 f  〈、當 分 逢、 |へ#. 

預相成 候閒、 是迄之 通 處置可 有 之 候 事。  ほ §  I 

正 月 S  - 

〇 大將 軍嘉彰 親王、 大坂 ヨリ 凱旋 シ、 錦旗 節 刀 ヲ上リ 、其 狀ヲ 奏ス、 四 條隆謌 、五條 爲榮 等^ フ。 

〇 奏狀  . j 

ぱ 出馬、 囊邊及 伏 水 下流 堤 上 之擎、 裏 II 兵、 先 以東 寺 爲陴營 、五 曰、 依 淀議爭 出馬、 進 錦？ 戰場、 

1 利、 賊徒 敗績、 七 曰、 出 東 寺 入 淀 城、 八 口、 八幡 及 橋 本關門 巡邏、 九 曰、 出 淀城乘 船、 到牧方 I 營、 十 曰 、自牧方乘船刊良 

華以本 願寺 假坊 爲陣所 土  二日、 以四條 前 侍 從爲軍 素 謀、 命 四 f 中 I 討 使、 總 督及以 五條 少納言 爲監 軍、 同日、 以 

I 權介簾 事參謀 加勢. 十五 日 堺遺邏 、士ハ U  、以烏 丸 侍從爲 大和 國鎭撫 使、 一 一十 一 日華 城 巡？ 王 二日、 I 寺， 

和 扉撫？  二士 ハ曰天 保山讓 I、 亍七 □ 、以 囊 石山 右 翁權 佐、 12 大議被 |、歸各 被 、同 リ、 

四條前 侍從、 五條 少納 言、 中 ¥ 四擊定 歸陴、 一 一十 八日 拂陴乘 船、 到 淀 上陸 、唯今 奏疆、 返上 錦旗 節 刀，。 

正月 一一 十 A 日 ！^麵 

〇 松 平定 安、 其 管地隱 岐國租 稅貢納 ノ方ヲ 禀請 ス、 是曰、 令シ テ、 金 ハ 會計 裁判所 -ー 钠 レ i ハ 

大坂 二輸サ シム。 

. 〇 二十四日 禀請書 

復古 記 卷 二十 六 明治 元年 正月 二十 八；；"  七 五一 一一 


14 少 將家來 

平賀縫 


復古， お 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 八日  七 五 四 

|守預 所隱讓 田畑 高 一 萬 一 一千 五百石 餘、 今般 大政 御 一 新 之 簾 一一 テ可奉 上納 哉、 尤 I ハ 海 島 之 儀、 年貢 取 立銀納 二 テ 、 

翌年 四月 取 立、 五月 中-一 收 納仕來 -ー 御座 候處、 差 懸リ昨 卯年 年貢 納方之 儀、 如何 相 心得 候 テ宜敷 可 有 御座 哉、 此等之 所 差 向 

奉伺 置 候 様、 尙舊記 等 追 テ國許 ヨリ 送 越 候 旨 申 付 越 候 間、 宜敷御 差 圖奉願 候、 以上。 

正 月 

〇 本日 達 書  ， 

^  松 平 出 羽 守 

其 藩預所隱 爵 田畑 一 萬 1 一千 五百石 餘之 所、 納方 之. 儀、 ま パ 大坂 表、 銀 納之向 ハ 會計 裁判所 へ 收納可 有 之 候事。 

正 月 

旦、 是迄之 通、 當 五月 中 迄 -ー 收納之 事 n 

〇 池 田 茂攻、 米 五千苞 ヲ獻セ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

此度、 御大 政 御 一新-一就 テ ハ 、御 費用 莫大 之 § ト奉讓 候、 依 之、 些少 臺 ixl 共、 棄？ If 度 I 候、 聊 

I 御 國 SS マ テ -ー 御 I、 御用 度 之 御 I  -ー  モ 相 成 S 尸 難 有 仕 霧 猛、 此碧然 I 蒙攀 、お 上。 


松 平定 

安家 記 


正 月 

〇 本日 達 書 


十 


曰 


少  ^ 


ss^  *, チ 

づ  =f=: 


過日 伺 二 相 成 候 默米之 儀、 神妙 二 被 思 召 候、 尙納方 之 儀 ハ 、御用 之 節 マ テ 御 預ケ置 之 事 OM 家 rS 

〇 山 名義 濟ま？ nri«f 、屛ノ 請 ヲ聽シ 、命 シテ 人觐セ シ厶。 


御内 意 奉伺 口上 覽、 

主人 主 水 助義濟 先祖 伊豆守 赣範 者、 淸和 天皇 皇子 貞純 親王 後胤、 鎭守 府將軍 源義家 三代 新 s 大炊 助義重 長男、 文治 年 

中、 爲 平氏 追討 之 賞 被叙從 五位. 六 代 孫 左 京大 夫 時 氏 領但馬 • 因幡 • 伯耆等 數國、 正 平年 中、 南朝 歸順， 賜 日月 御 旗 桐 御紋、 

被 叙 正 四 位、 所領 跨 十 餘國. 其 孫宫内 大輔時 熙爲司 職、 其 子 右 衞門督 持 豐被叙 正 四 位、 子孫 繼承 領數國 候處、 至中務 大輔豐 

國 家運 衰頹、 天 正 年中、 但馬 • 因幡 落 去、 後從 于豐臣 公、 慶長 年中 從于德 川 公、 當分爲 家臣 扶助 被 給 伹馬國 七 美 郡 一 圓六千 

七 百 石、 儀仗 准國 主、 客 禮 之 待遇 -ー 有 之、 其 孫 伊豆守 矩豐 以來、 代々 柳 之閒席 交代 寄 合、 列 萬 石 以上 之 格、 乘 舆淮國 主、 S 

年 江 府參勤 仕 候處、 文久 年中 幂政變 革 -ー 付歸邑 仕. 同 三年 但馬國 海岸 守禦、 鄰國 諸侯 一 列 被 命、 元 治 元年 京都 動亂 -1 付、 

不取敢 登 京、 於 御 假建所 奉伺 天機、 其 後 竹 田 街道 警衞被 仰 付、 慶應 元年 警衞御 冤、 江 府參勤 後、 今以滯 ^士、 元來小 

封 微力、 殊更 累年 之 形勢 東西 隔遠、 警備 難行 届、 殆 疲弊 相 極、 日夜 憂 念 仕 候 折 柄、 今般 大政 御 復古、 萬 機 御 一 新 之 趣 承知 仕、 

幸 領地 但馬國 者 京都 接近 -ー 付、 歸國之 上、 乍不及 鞠躬盡 力、 奉 報 無窮 之 聖恩 度 志願 -ー 御座 候 問、 何卒 消 埃 之 微衷 御 

照 察 被 成 下、 御沙汰 之 程 奉 仰 願 度、 不顧恐 御內 意之 程 奉伺 度奉存 候、 以上。 

山 名主 水 助家來 

戊辰 正月  池 s 勣ー郞 

〇 

口上 覺、 

主人 主 水 助 儀、 元 治 元年 京都 動搖 之趣傳 承、 不取敢 上京、 於 御 假建所 奉伺 天機、 其 後 竹 田 街道 警衞被 仰 付、 慶應 元年 

警衞御 冤、 江 府參勤 後、 今 以滯府 仕、 咋冬 大政 御 復古、 萬 石 以上 諸侯 召命 有 之 候處、 同列 一同 召命 無 之、 從來 同列 之饞 

ハ 、諸事 萬 石 以上 同様 所 置 相 成 候 -1 付、 召命 奉 懇願 度 示談 仕 候 折 柄、 江府郭 門警衞 同列 滞府之 面々 達 有 之、 S 命 懇願、 

彼是 遲引相 成、 舊臘 京都 變勤之 趣 承知 仕、 家来 之 者 上京 申 付 越、 不取敢 上京 仕 候處、 去ル 三日 後異變 ， 一 付、 諸方 周旋、 見聞 之. 

復古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 八日  七 五 五 


復 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 八 =  4 .3 y 

趣、 江： は、 在所 へ 申 遣 候 へ 共、 未タ 江府 ヨリー 左右 無 之 苦慮 心痛 仕 候、 在所 表 重役 共、 小人 數召 連、 不； U 上京 奉伺 候 依 W 有 

之 候 へ 共、 何分 留守中、 別テ 難行 屆、 其 内 主 水 助 上京 可 奉伺 天機、 先 此段奉 申 上 候、 以上。 

：  出 名主 水 助 家^ 

戊辰 正月  池 S 象  一 6; 

山 名義 路家記 

〇 本條、 ni ヲ失 ス、 姑 ク此ニ 附ス。 

〇 本日 達 書， 

山 名主 水 助へ 

其方 儀 一藩 戮カ、 勤 王 之 志願 不一 方 趣 被 聞 召、 神妙 之 至 候、 小 藩 不得已 之 情 可 有 之 候 得 共、 上京 可 致 様、 別^ 被 仰 出 

候 事。 

E 弓 山 名義 

5  R 路家記  〜 

〇 長 門 藩、 時 々兵ヲ 一 一條 河 東 二 操シ、 且 新選 耝ノ 兵器、 東 本願 寺 ニ在ル 者ヲれ ン コトヲ Mi フ 

之ヲ 聽ス。 

御 當地陣 營屯宿 之 兵隊、 時々 於 二 條河東 調練 場 -ー 操調爲 仕度 奉存候 間、 此^ 御 聞 屆被爲 在 度 奉 願 候、 以上。 

毛 利 宰相 內 

正 e  二十 八日  寺 内暢三 

〇 批紙  J 

願 之 通、 大砲 之 分 ハ可相 見合 候。 g| 


口上 之覺、 

東 本願 寺-一 テ 新撰 組 武器 置 付 之 分、 土 州 ヨリ 最前 相改、 少々 取 歸リ候 由 之處、 右 後へ 長 州 ヨリ 罷趣 封印 付 置 卖テ、 土 M へ 懸 

合 二 及 候處、 長 州 へ 引取 不苦様 返答 ノ趣 ,1 付、 此段長 州 へ 殘リ 武器 相 渡 候 様、 本願 寺 へ 御 口 達 二 テ モ 奉願宾 事 

正月 二十 八日  長 

〇 批紙 

早々 本願 寺へ 可 及 沙汰 候 事。 

〇 伊達宗城、 大坂ノ 舊 奉行 邸、 及 ヒ桑名 邸ヲ假 ラント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

私儀 大坂 在留 中 星 敲手狹 -ー 付、 公務 難 相 勤 候 二 付、 西 町奉行 處、 竝元桑 名 星 敷 共拜借 仕度 奉 願 候 、以上。 

正月 二 ト 八 曰  宇 和 島少將 

〇 批紙 

願 之 通 被 借 下 候 事。 雜穩 

〇 松 平武聰 、再 ヒ書 ヲ上リ 、其 臣隸伏 見 ノ 事-一 與ルヲ 以テ、 屛居 シ テ罪ヲ 待ッヲ 禀 シ 、 且其^ 

由ヲ陳 疏ス。 

先般 大阪 マ テ差出 候家來 共、 德川氏 へ 被 相 雇、 上洛 之 爲先供 相 登リ、 不圖伏 見 二 テ戰爭 相發候 節、 官軍 御 差 向 之儀ト ハ 聊 

モ不相 心得 候 趣 之處、 其 後慶喜 反逆 之 段 承知 仕、 別テ 驚愕 戰懔之 至奉存 候， 尤 別紙 御 屆申上 候 通、 事情 一 切 承知 不仕候 ヨリ 

復 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 八 口  七 五 七 


復 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 八日  七 五ん 

之 事-一 ハ候得 共、 形跡 勤 王 之 素志-一 相戾、 甚以恐 入奉存 候、 依 之、 謹慎 奉 待 罪 候、 宜 御沙汰 被 爲下候 様 仕度、 且右 家來之 

儀ハ 如何 處置仕 候テ宜 御座 候 哉、 此段奉 窺 候、 以上。 

正月 十八 日  松 平 右近 將監 

松 平 武俽家 記 

〇 

大坂 成^ 牧野 t 中 守 ヨリ 形勢 柄 二 付、 臨機 差 圖-ー 及 候 儀 可 有 之 間、 可 心得 候 旨 兼 テ達有 之處、 大坂詰 至テ人 少-ー 付、 舊 臓お 

頭 一人、 差圖役 一 人、 足輕 二十 五 人 登坂 爲仕 候、 然 ル處、 一 咋秋退 城 領地 ヲ離レ 候 後、 勝手 向 必至 之 闲窮、 一 藩 糊口 モ仕兼 候 

程 -ー テ、 大坂詰 合 之 者、 扶持米 買 入 -ー モ差 支、 其 段 同所 詰 家來ョ リ德川 役人 へ 申立 候 -ー 付、 十二 0: 晦日 - 一至 リ、 右 家來共 德 

川 氏 へ 相 一展 候 間、 陸軍 奉行 差 圖ヲ受 候 樣可仕 旨、 別紙 之 通 リ以書 附達有 之、 扶助 等 都 テ德川 氏 一一 テ相賄 候、 衩當 正月 朔日、 

竹 中 や 後 守 大坂詰 之 者 呼 出 候テ、 此度德 川 慶喜可 致 上洛 -1 付、 相 雇 候 者 丹 後 -ー 附屬爲 先 供出 立 可 致、 尤 不虞 之備 二 小銥： 十： 

藥等貸 渡 候 間、 可 致 持 參旨相 達 候、 然 ル -ー 前人 數之 外、 物 頭 一 人、 差圖役 一 人、 足輕 1 一十 四 人 差 出 候處、 朔日 -ー 著 坂 相 成 候 問" 

其 旨 申述候 へ ハ 、是亦 相 雇 候閒、 同樣可 心得 旨 -ー 付、 總人數 五十 三人、 二日 二 丹 後 二 附屬、 大坂 出立、 三日 -ー 伏 見 へ 著 相 成 候 

へ ハ、 同日 夕、 不圖戰 爭相發 候 間、 何故 トモ 一 切 不相辨 候 得 共、 被 相-通 候 事故、 丹 後 差圖- ー從ビ 進退 仕、 追々 死 慯モ有 之、 1 

g 體疲 勞仕矣 故、 丹 後 へ 其 段 申 置、 五日 夜大坂 へ. 引取 候 趣， 然ル處 、慶喜 七日 曉 -1 歟、 大坂退 城 致 東 下 候 由、 且又 右戰爭 ハ 官 

軍 御 差 向 -ー 相 成 候 事 之 趣、 七日 夜 一一 入始テ 承知 仕 候 二 付、 右人 數卽夜 一一 大坂 出立 -ー テ、 作 州 へ 罷歸候 次第 柄申閬 候、 其 後 陵 

喜 反逆 之 趣、 私 承知 仕、 誠以 恐懼 仕 候、 前文 之 通、 家 來共德 川 氏 へ 被 相 雇、 其 上聊モ 子細 ヲ不存 候處、 無據事 ュ ハ 候 得 共、 形 

^ 官軍 へ 無 禮仕候 姿 一一 相 成 候-兼 テ申上 候 通リ、 勤 王 之 素志 -ー 相 背、 實 -1 恐 入奉存 候、 附テ ハ 早速 御 屆可奉 &上笞 之 處- 

手 負 之 者 共 船-一 テ差下 候へ ハ、 海路 手間取 候 哉 罷歸不 申 故， 萬 一 其 儘 脫走等 仕 候 テハ不 相 濟ト甚 心配、 夫々 及 穿鑿 候處， 去ル 

十三 日、 備拘 巷へ 著 船 仕 候 旨 申 越 候閒、 早速 見 屆之者 差遣 候處、 相逯無 御座、 侬テ右 家来 共、 夫々 謹 愼申付 置 候、 此段 御屆申 


上 候、 以上。 

正月 十八 日  松 平 右近 將監 

松 平 武脩家 記 

〇 別紙 ハ之ヲ 略ス。 

〇 老臣 上申書 

右近 將傻、 一 咋 寅年 以來 大病 -ー 御座 候處、 先達 大坂 n テ德川 氏 -ー被 一展 上洛、 爲先供 伏 見 へ 罷越、 不圖 同所 一一 テ戰爭 相發候 

節、 竹 中 丹 後 之差圖 -1 從ヒ 進退 仕 候 者、 作 州 へ 罷歸リ 候 後、 德川慶 喜 反逆 之 趣 承知 仕、 奉對 朝廷 深 奉 恐 入 候 事ト、 不ぉぉ 

苦心 仕 テリ、 甚病氣 一 一 相 障 申 候、 依 テ右之 者 共 之 内、 物 頭 佐 野 愼太郞 、指 阖役石 倉國之 進、 同 尾關金 八郞 ト申莕 申出 候ハ 、廣 

喜 之 反逆 一 切不相 心得、 唯々 上洛 先 供 ト之達 故、 伏 見 マ テ罷越 候處、 官軍 御 差向ト 承知 仕 候 得ハ. 、 假令 被-一通 中 二 テモ 相斷、 

人 數引揚 候 外 ハ無之 候處、 聊モ 承知 不仕候 故、 丹 後 之 差 圖ヲ受 及 進退 候 儀-一 候 得 共、 唯今 ト相 成候テ ハ 、奉對 朝廷 如何 ュ 

モ恐入 候 次第、 且夫カ 爲-ー 右近 將監勤 王 之 素志-一 m か 痛心 之 餘リ、 病 氣-ー モ障リ 候-一至 リ候 段、 重罪-一 付、 朝廷 ヨリ 御 

轧問 御座 候 節ハ、 前文 之通リ 出先 之 者 見 計、 不 行屆ョ リ 之誤ヲ 判然 申 上、 右近 將監- 一 付 テ之御 疑惑 筋 無 之 事 二 相 成 候^ ハ、 

如何様 之 厳刑 -ー 被處候 共、 本 懷之至 一一 付、 大坂 マ テ罷 出、 御沙汰 ヲ奉待 度 § 願 出 候、 乍 併、 御 處置向 ハ 右近 將ま ヨリ 奉 窺 

候 事故、 作 州 -ー テ謹愼 仕 居候 様 -ー 申 讒候得 共、 何分 -ー モ 登坂 -ー テ、 御 尋等之 節、 早速 -ー 御 答申 上 度 旨 强テ. & 立 候 間、 不 

得え 頭 役 森 江 轍ト申 者へ 道中 警固 厳重 -ー 申 付、 出 役 爲仕候 積 二 御座 候、 右 之 外、 物 頭 伊東 梓 ト申者 モ罷出 討死 仕 候、 其 他 ハ 

足輕共 -ー 御座 候、 是又 同様 申立 候 得 共、 作 州 二 テ 謹慎 爲 仕置 候、 此段御 届 申 上 候、 以上。 

松 平 右近 將監 家老 

正月 二十 五日  尾關筚 人 

松 •  牛 武修家 記 

復古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 八 n  七 五 九 


復 古 記 卷 二十，： ハ 明治- 兀年正 ほ 二十 八 =  七 六 0 

〇 本條、 武脩家 記-一 、一 一十 五日 差 出トァ レ トモ、 前條ト 事相 牽連 ス ルヲ 以テ、 此-ー 併 錄ス。 

〇 酒 井 忠義、 疾未 タ痊ヱ サ ル ヲ以テ 、再 ヒ從軍 遲延ヲ 禀ス。 

今度、 北陸 道鎭撫 勅使 御 下. 一  付、 私 倦 右 御先 鋒 被 仰 付、 誠 難 有 仕 合-一 奉存 候、 然ル處 、從來 持病 之 痔疾-一 テ、 乘馬ハ 勿 

論、 乘 輿モ甚 困難 仕 候、 此 度押テ 上京 仕 候 一一 付テ ハ 强相 障、 起臥 モ不 自在 罷在候 次第、 長途 之 出馬 甚以 無覺 束、 深 心痛 仕 候、 

右 -1 付、 不本意 之 至、 自由 ケ間 敷、 重々 奉 恐 入 候 得 共、 爲 名代 一 門 酒 井 直 江へ 篤ト御 趣意 申 含、 人數差 添、 御先 鋒爲相 勤、 私 

儀 ハ爰許 一一 テ 療養 相 加、 少々 - ーテモ 怏候ハ 、、跡 ョ リ 出馬 可 仕 旨、 去ル 十九 ロ舉 願 候處、 御 聞 濟被成 下 難 有 仕 合奉存 候、 侬 

之、 其 後 之所モ 追々 無手 拔 療養 差 加 罷在候 得 共、 鬼 角 同篇之 內、 不出來 勝 -ーテ 心配 仕 候 -ー 付、 御 翳 久野出 羽 介 へ 訟. 祭 相锐、 

同人 藥 服用 仕 罷在候 次第 二 テ、 ：！： 分 未 發足等 モ仕兼 候 儀 深 恐 入奉存 候、 此段蕕 又 御 屆申ヒ 候、 御 聞 置 被 成 下度攀 願^、  wh" 

正 K  二十 八 n  酒 井 右 京大 失 

〇 一 一 K 朔日批 紙 

北陸 道 出陣、 所勞 延^ 願 之 趣、 被 聞 & 候 事。 |ぱ§ 

蹈. き H 

〇 酒 井 忠惇ノ 老臣 書ヲ 上リ、 忠 ii^  ノ父 忠績ヲ シテ 上京 セ シメ、 且藩 兵ヲ出 シ以テ 謝罪 ノ 幼 

ヲ表セ ン コトヲ 請フ" 

此度、 主人 稚樂頭 義心 得逄 -ー 付、 去 ル 十七 日 姫 路城御 取 上 -ー 相 成、 誠以恐 入奉存 候、 右 ュ 付 可 相成義 -ー 御 坐 候 ハ 、 、 隱居閑 

亭 早速 上京 仕、 謝罪 由 上、 一 廉之御 奉公 爲 仕度 奉 存候、 依 之、 在所 表ョ リ撰兵 七 八 百 人 指 出 申 度、 就テ ハ 不取敢 右人 數 之^: 

五 小隊 計、 今明日 具 庫 邊迄著 陣仕候 心 組-一 御 坐 候 間、 何卒 出 格之以 御仁 慈、 御 征討 之 御 人 數ュ御 差 加 被 成 下候ハ 、、一 

藩 舉テ奮 勵可抽 忠勤 心得 一一 御 坐 候、 此段伏 テ奉欵 願 候、 以上。 

正 巧 二十 八 nl  力 丸 五 左衞門 


.  池. 2： 太久磨 

g 井忠 邦家 記 

〇 忠 邦家 記 一一 云、 於大坂 表、 薩州藩 大山 格 之 助 ヲ以テ 四^ 様 へ 差 出ト。 

o 柳澤保 申、 再ヒ京 一一 至ル OIS  . 

o 東海道 鎭 撫總督 橋本實 梁、 桑 名 城 ヲ收メ  、尾 張、 津ー 一藩 二 命シテ 之ヲ管 セシ厶 き 

二十 九日、 吉井德 春 ヲ以テ 參與蒹 海陸 軍務 掛 ト 爲ス。 

薩 藩 

吉 井幸槠 

右 爲徵士 參與、 海陸 軍務 掛被 仰 付 候 事。 

〇 福 知 山、 出 石、 龍 野 三 藩 二 命 シテ、 假 二 舊慕府 領地 ノ其封 內旁近 ニ在ル モノ ヲ&: セ シム、 尋 

テ福知 山、 出 石 二 藩 ヲ罷ム ： 

〇 本日 達 書 .  ♦ . 

朽木近 江 守 

丹 波國元 代官 宮崎達 次 郞是迄 之 支配 地、 今般 御領 ト相成 候 間、 當分其 藩へ 取締 被 仰 付 候條、 萬 端 取調、 早々 太 政 八へ 

可 申出 候 事。 膽钢 

〇 二  0: 一 一日 達 書 

仙 石 讃岐守 

復古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 九 口  七-; ハー 


復 古 記 卷 二十-: ハ 明治 元年 正月 ニナ 九 =  七 六 二 

伹 馬國舊 代官 宮畸達 次郞、 撗 田 新 之丞、 是迄之 支配 地、 並 生 野 銀山 等 御領 ト相成 候 二 付、 當分其 藩 へ 取締 被 仰 付候條 * 莴 

端 取調、 早 々 太 政官へ 可 申出 候 事。 

： 二月 

〇 本書 附箋 

別 書 之 通-一 テ、 尙請取 候 上、 朝廷 之 御沙汰 可 相 待 候 事。 瞧 

〇 脇 坂 安斐 家 記 二 云、 一 一 EC 三日、 一 一條 太 攻官代 へ 留守居 之 モ ノ御呼 出 一一 テ 、 德川家 ヨリ 預リ地 之 儀、 御領 -ー 相 成 候 -ー 付、 

追テ 御沙汰 有 之 候迄ハ ，是迄 之 通 可 相 心得、 且松平 右近 將監 へ 引渡 之 儀 モ不及 其 儀 旨、 參與衆 被 相 達 候、 伹預リ 地 之內、 

作 州 二 萬 石、 松 平 右近 將監 方へ 可 引渡 旨、^ 川 家 ヨリ 兼 テ申渡 有 之、 未 引渡 前 - 一有 之 候 事。 

〇 九日 再 達 寄 

仙 石讃岐 守 

但馬國 元 代官 生 野 支配 地 之 儀、 先般 其 藩 へ 取締 被 仰 付 候 得 共、 兼テ 山陰 道 鎭撫使 西 園 寺 殿 ョ リ 同所 取 蹄 向之僙 、ノ  、 役 方 

折 田要藏 へ 御 委任 被 仰 付 儀 -ー 付、 前件 其 藩 へ 御 達 二 相 成 候 儀 ハ 、 追テ 西 園 寺 殿 歸洛之 上 御沙汰 -1 可 相 成 候 間、 夫 迄 \ー 處 

ハ 、其 藩 取扱 -ー 不及 候、 尤生野 表 非常 守衞向 ハ 、兼 テ可被 相 心得 候 事。 

一一 S 仙 石 政 

二 月 固 家 記 

〇 再 達 * 

朽木近 江 守 

元 代官 支配 地 但馬久 美濱， 先般 其 藩 へ 取締 被 仰 射 候 得廿； ハ、 兼テ 山陰 道鎭撫 使 西 園 寺 殿 ヨリ 同所 取締 向 ノ锬ハ 、 小 笠： 

濃 之 助 へ 御 委任 被 仰 付候璲 -ー 付、 前件 其 藩 へ 御 達 相 成 候儀ハ 、 追 テ西園 寺 殿御 歸洛 \ 一 上 御沙汰 二 可 相 成 候 間、 夫 迄ノ所 

ハ其藩 取扱 -ー不 及 候 事。 


〜一一 S 十三 B 

〇 I 諸 藩 申請書 三條 

一 當 辰年 收納 米、 正 取 米 之 半 高 御 用捨 -ー 相 成 候 儀 -1 御座 候 哉、 

一 民政 都テ 便宜 之 儀 ハ 、依舊 取扱 候 儀 二 御座 候 哉、 

一 是迄之 縣令附 小史、 廉直 之者兩 三人 召 抱 度舉存 候、 不苦儀 -ー 御座 候 哉、 

一 追々 土 兵 御 募 之 御 見込 モ有 之義 二 御座 候 ハ 、、今 ョ リ 有志 之 者 面 著 帳 取調 置 可 申 哉、  . 

一 御預リ 支配 所 之 儀 一一 付テノ 入費 諸 拂ハ、 御 收納米 之 内 -ー テ賄候 テ不苦 儀 -1 御座 候 哉、 

右 之 箇條、 差 寄 當地詰 合 之 者 心附候 -ー 付、 此段 奉伺 候、 以上。 

朽木近 江 守 家 來 

二月 朔日  中野齊 

〇 批紙 

第 一 條 租税 之義 ハ 如 舊可相 心得、 尤 無告 之 窮民 等 有 之 ハ 可 調 出 事、 

第二 條 ， 伺 書 之 通 第三 條 伺 書 之 通、 

第四條 募兵 之義 ハ追テ 朝議 モ可有 之歟、 先 指向 其義 一一 不及 事、 

第 五條 伺 書 之 通、 尤雜費 之 儀ハ、 歳末-一至 明細-一可. &出 事。 細 

〇 十日 申請書 

丹 後國元 代官 宫崎達 次 郞是迄 之 支配 地、 今般 御領 -ー 相 成 候 二 付、 當分弊 藩 へ 取締 被 仰 付奉畏 候、 乍不及 精々 勉勵 鈉 撫 

可 仕、 此段 御請 奉 申 上 候、 乍 去、 右 同所 ハ 此前 西 園 寺 殿 弊邑御 通行 之砌、 御 指揮 -ー 依 テ 、人 數少々 爲 取締 差 出、 長 藩士 ヲ總 

轄ト シ、 家來共 夫々 奔走 爲仕候 事 一一 御座 候、 實 一一 右 地所 ハ 帝都 御守衞 要衝 之 場 一一 テ、 苟モ 民心 一 致不 仕候テ ハ 不 御爲# 

徂 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 九日  七 六 三 


第 第 

〇 三 一 
錄附 條 二 


復 古 記 卷 二十-: ハ 明治 元年 正 H;  二十 九日  七 六 四 

存候 間" 诃卒 今暫之 所、 人心 居 合 候 迄、 今度 被 仰 付 候 迄 之 姿 二 テ、 長 藩. H 兩 三人 h 取締 御 出 役 被 仰 付 被ド皮 舉願 候、 左 

候 得 ハ 、俱 -ー 談刺所 置 可 仕、 此段御 採 W 伏 テ舉願 候、 以上。 

二月  朽木近 江 守 

〇  . 

今般、 但馬國 御領 取締 被 仰 付 候 付、 左 之 通 奉伺 候、 

1 牛： 野 銀山 請 取 方 之 係、 如何 仕 候テ宜 御座 候 哉、 

一生 野、 久 美 濱兩所 支配 地 、 但馬國 鄕村霄 類 受取 方之條 、如何 仕候テ 宜 御座 候 哉、 

一 撗田新 之丞、 竝手附 地 役人 共、 如何様 之 御所 置 -ー 相 成 居候 哉、 右 取扱 方 之 儀 如何 仕 候テ宜 御座 候 哉、 

右 之條々 不 取敢舉 伺候、 猶 取調 之 上 可 奉伺 候、 以上。 

汕 石讃岐 守 家 來 

二月 四日  度邊 新之丞 

〇 批紙 

條 一 一條 取調 中 可 受取 事、 

鎭撫使 ヨリ 所 置 之 儀 モ可有 之 候閒、 追テ 御沙汰-一可 被 及、 尙亦 向背 可 相釓候 事。 

一 一月 五 日 因幡 津和野 二 藩 へ 達 書 

因  州 

伊  承  野 

山陰 道 取調 之 儀、 兼テ被 §： 付 候處、 左 之 藩々 改被 仰 付 候 閒、^ 調掛リ 等、 夫々 申 送リ可 引渡 唉事。 


但州  仙 P 讃岐守 

丹 波  朽木近 江 守 

池 田 輝 知 家 記 

〇 肥 後、 筑前、 島 原 三 藩 一一 令シ テ 、花 山院 家理ノ 餘黨ヲ 追捕セ シ ム 。 

各： 適 肥  後 

^  お 

深 溝 主 殿 頭 

九州 筋 浮浪 有志 之 輩、 元 花 山 院家理 之 募-一 應シ 所々 屯 集、 不法 亂妨之 所業 モ有之 趣 相 聞、 以之外 之 儀-一 候、 固 ヨリ 勤 王 正 

義之士 トシ テ、 貸 財 ヲ奪ヒ 人民 ヲ苦メ 候 事、 诀テ有 之 間 敷 事 一一 候へ ハ 、篤ト 吟味 ヲ遂ケ 、右 等 狼藉 之 輩 - ー於テ ハ？ 敏重 所置ヲ 

加 へ 、九州 鎭撫總 督へ可 申出 候 事。 

E 弓 細 川 護久、 黑田長 

5 月 知、 松 平 忠和家 記 

〇 案， ス ル 一一 、松 平 忠和ノ 祖參河 深 溝ノ城 一一 居ル、 故 一一 深 溝 松 平 ト稱ス 、盖シ 前日 令 シテ松 平氏 ヲ胃ス ルヲ禁 セシヲ 以テ、 

本書 深 溝 ト署ス 、然レ トモ 其 本 氏 ニ非サ ルヲ 以テ、 忠和遂 -I 深 溝 氏 ヲ稱セ ス。 

〇 會計 事務 總督中 御門 經之、 淺野 茂勳、 京坂ノ 豪商 ヲ召シ 、度 支ノ事 二 服セ シ ムルヲ 論シ、 且 

紙幣 準備金 三百 萬 兩ヲ課 ス。 

此度、 於 太 政 官萬機 被 聞 召 候 -ー 付テ ハ 、金 穀其外 民間 戶ロ 賦役 等 之 儀、 總テ會 計 局 御 取扱 -ー 相 成 候 二 付、 其方 共， 1： 後會 

計 御用 被 仰 付 候 間、 何レ モ 厚相 心得、 正路 ラ以、 上下 共 差 支 無 之 様、 精々 盡カ可 有 之 事 尤是迄 仕來リ 融通 ハ勿 論、 新規 取 

引 之 廉モ、 尙糙成 引 當ラ以 、手廣 融通 サ セ ラ レ庋御 趣 怠 一一 候 間、 心 付 之 次第 有 \ 一 候 ハ 、 、：： い々 ^巾 出^、 

復古 記 卷 二十-: ハ 明治 元年 正月 二十 九. 日  七.： ハ五 


復古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正 S  二十 九；：；  七 六 六 

金子 三百 萬兩 

右 ハ 此度 會計爲 御 元 立 調進 可 有 之 事、 右 返 辨之儀 ハ 、地 高ヲ以 御引當 -ー被 成 下 候 箸 -ー 候 得 共、 尙好之 筋 モ有之 候 ハ 、 可 

串 出 事。 Q お 

〇 京都府 記 -ー 云、 中 御門 中納言 様、 安藝 少將様 等 御 列座 一一 テ、 爲替方 三 軒始、 兩替星 六耔、 其外ノ * 御 召 出、 中 御門 様ョ リ 一 

同 盡カ可 申 旨 被 仰 渡、 大坂 町人 十 人、 兩替 始へモ 同斷。 

〇 東海、 東 山 二道 鎭撫使 二 令シ、 撗濱 居留 ノ外國 人 ト釁隙 ヲ開ク コ ト勿ラ シ厶" 

此度 外議御 交際 御 布告 -1 付テ ハ 、於 潢濱表 居留 外國人 -ー 對シ、 干戈 ヲ相用 間 敷 候、 尤 逆徒- 1 與カ不 致 筏 御 達 置 相 成 候 問、 心 

得 違 無 之 様相 觸 可 申 候 事。 

E  E-  二 卜た ー 束 山道 總督府 叢轼 

月 二  一  j 曰 柳 原 前 光瓤誌 

〇 池 田 茂 政 、 再 ヒ 松 山 降伏 ノ 狀及ヒ 其 藩 情 ヲ 陳シ、 且 措置 ノ目ヲ 稟請 ス ： 

今般、 德川慶 喜 奉 欺 朝廷 反逆 之擧動 有さ 候處、 板 倉 伊賀 儀、 多年 德川氏 之 暴攻ヲ 助、 今日 -ー 至リ段 候、 其 罪不輕 相考候 付、 

在所 家來共 去就 質問 之爲、 備中松 山 表 へ 人 數差向 申 候處、 去ル 十三 日、 同 家老 大石隼 雄、 同 見習 井上 權兵 衞、 同 國报村 へ W 

迎 歎願 之 次第 モ有之 候 得 共、 受納 不致、 同 十四； u、 猶又淺 尾 陣中へ 權 兵衞罷 出、 種々 歎 訴仕候 付、 應接役 之^  、松 山 領分^ 袋 

驛迄差 出、 右 隼 雄、 權兵衞 、取締役 三島貞 一 郞、 大目 付 撗屋讓 \ 一助 等 へ 應接爲 致 候處、 謹慎 恭順 ヲ盡 シ 、 城 地 領内 不殘差 出、 

御沙汰 奉 待 度 旨 哀訴 仕 候 付、 同 十五 日、 右 歎願 書 受取 申 候、 乍然、 彼等 詐謀難 計、 猶 兵備 ヲ 調へ、 人 數相進 メ候處 、同 十六 n、 

追討 之 勑命相 下 候 趣、 國元 ヨリ 出先 之 者へ 相 達 候 付、 a '々此 旨 申 聞 候處、 益 恐 謹 之 外 無 他事、 神明 -ー誓 ヒ、 更-ー 朝 命 違 

背 不仕段 申出 候 得 共、 尙閒 者等ヲ 以内 情 探索 爲仕 候處、 彌 恭順 ,ー 相違 無 御 坐、 市井 村落 二 至 迄 謹慎 行 届、 重役 以下 改服 二 テ 

道路-一 拜跪 シ、 王師 ヲ迎フ ル之敬 禮 不^ 處無之 候 付、 同ト 八日 總 軍人 城 仕、 此度之 朝 命 申 渡 候處、 深 奉 恐 入 、別紙；：：： 錄： M 


一 族 板 倉 千代 太郞 十八 歲、 家老 外記悴 金子 寛 人 三十 ニ歲、 右 兩人爲 人 I 只 差 出、 家 來束々 迄 城外 へ 立 退 謹慎、 御沙汰 奉^ 候 

旨 申出 候 付、 心得 逢 無 之 様 厳重 -ー 申 付 置 候 由、 注進 申 越 候、 此段宜 御 執 奏奉希 候。 

正月 二  4" 九日  煸 ^少將 

別紙、 

松 山遣士 共動靜 見聞 探索 爲仕 候處、 上 國之報 聞 有 之 候 故、 三 書： 夜 於 城内 大 評議 仕、 重臣 共 大義 ヲ以、 去就 亂問化 候處、 一 同 

異存 無 之 候 付、 爲實効 諸 士已下 佩刀 之 外、 武器 盡ク爲 指 出、 一 庫-一 收置、 異心 無 之 趣、 各 血盟 仕 候處、 追々 大坂之 殘兵玉 島 表 

へ 歸著之 様子 相 聞、 出先 之 者 所存 難 計 一一 付、 一人 モ 領内へ 立 入 事 ヲ嚴敷 禁シ、 親子 兄弟 タリ 共 絕交可 致 旨、 是又 血盟 仕、 郊 

外 へ 立 退、 至極 謹 愼罷在 候 趣、 且 玉島爲 追討 人 數差出 候 節、 爲實効 人 數差出 可 申 申 聞 候處、 欣然 領掌 仕、 半 大隊 計モ 先鋒 

二 差 出度 旨 申出 候 得 共、 却テ 人心 如何 敷 相考、 都合 十五 人、 此方 先手 へ 差 加 へ 出 陴爲仕 候、 尤玉島 落 著 仕 候 付、 此方 人數ト 

共 -1 爲 引取、 猶又 謹愼爲 仕置 候。 

別紙、 

備中國 玉 島 港 へ 松 山 勢 致 上陸 候 趣 相 聞 候 付、 人數 引分爲 追討 出勢爲 仕、 去 ル 一 一十一 一日 手配 仕、 追々 押 詰、 先 應接之 者 差 出、 

此度侬 朝 命 追討 之 師差向 候 旨 申 聞 候處， 重臣 熊 田恰、 其 他 頭 役 之 者 五六 人、 脫刀 二 テ罷 出、 此度 主人 伊賀 隨從在 坂 仕 候 得 

共、 元 來德川 家 軍事 -ー 預リ候 儀 ハ 毛頭 無 之、 何等 之 故 -1 候 哉、 先手 開 兵端 候 付、 不取 敢慶喜 東歸、 伊賀 儀 モ隨從 致 候 間、 一 統 

勝手 一一 引取 候様以 書付 申 聞、 獨身脫 走 仕 候 付、 家來共 一 統 狼狽、 誠 -ー 急遽 之 間、 更 -ー 何事 ヲ モ辨 ヘス 、何分 一 先 引取 候 上、 在 

所 表 家来 共 合議 仕度、 是迄罷 歸候處 、官軍 城下 -ー 御 討 入 之 趣 承リ、 恐縮 之 外 無 御 坐、 素ョ リ奉對 朝廷、 聊モ 異心 無 御 坐、 兼 

兼勤 王 之 筋 心 掛候儀 ハ 、家來 共 一 統之 素志 -ー 有 之 候 得 共、 此度之 次第 一 言 申 譯無御 坐 奉 恐 入 候 -ー 付、 如何 體之 厳科 -ー 被 

處候 共、 更 -ー 御 怨筋無 之 候 得 共、 自然 右 之 意趣 御 閬上被 下 候得ハ 、生々 世々 朝恩 忘却 不仕候 段 申出、 且 別紙 欵願甞 差 出、 

衆人 ， 一 代リ、 恰儀釗 腹 仕度 相 願、 直 様 屠 腹 仕 候 付、 首級 請 取、 殘兵百 五十 餘人 佩刀 預リ、 ニケ 所へ 抑 込 置、 番士付 申 候 得 共、 

復古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 九日  七 六 七 


復古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 九日  七 六 八 

同所 一一 テ ハ 警固行 屆兼候 付、 岡 山 表 へ 引取、 厚 ク警固 申 付 置 候、 此段宜 御 執 奏奉希 候 、以上。 §3 

〇 追討 始末 二 一 一十 九日 御屆ト 署ス、 然ル 一一 、第 一 書 ノ銜日 ニ據レ 、ノ  、本日 ハ書 ヲ發セ シ日 二 シテ、 上達 ノ日， ー非サ ル へ シ、 

別 二 考ル所 ナキヲ 以テ、 此 -ー 收ム、 又 別紙 目錄ハ 原 記 ヲ佚ス 、別紙 歎願 書 ハ之ヲ 略ス。 

〇 松 山 措置稟 請 書 

一松 山城 之 儀 御 裁許 被 仰 出 候 迄、 家老 伊木 若狹 初、 總人數 其 儘 差 置、 領分 末々 迄 取締 爲致置 可 申 哉 之 事、 

一 故 松 山家 中、 上下 城外 -ー 立 退 謹 愼罷在 候 者 共 へ 、先 當城之 有 米 ヲ以抉 助 仕 居 申 候 事、 

一 領內 通用 之 銀 札、 一 日 モ 不 融通 -ー テ ハ 人民 困窮 -ー 及 申 候 故、 先 其 儘 通用 爲仕 候、 尤有 金拂底 -ー 付、 備 前表 ョ リ其筋 之 者 差 

遣、 談判 之 上 所 置 爲仕候 事、 

一 城 付 之 武器 盡ク預 リ置申 候、 非常 之 節 臨時 彈藥 等， 取 遣 候 テモ不 苦 哉 之 事、 

一 長陴 -ー 相 成候テ ハ 、出張 人 數粮米 廻 達 之 義難澀 仕 候 -ー 付、 當城有 米 之 内 借用 仕度 事、 

一 證人之 儀、 當時備 前表 へ 其 儘 差 置 可 申 哉 之 事、 

一 於 玉 島 降伏 之 者 共、 同 故 -ー テ ハ 警衞行 屆兼候 付、 備 前表 へ 引取 爲相愼 置 申 候、 熊田恰 死後 欵願之 次第、 萬 一 御 許容 モ被 

爲在候 ハ 、 、松 山 表 へ 爲 引取、 同様 爲相愼 置 可 申 哉 之 事、 

右 夫々、 早急 御沙汰 之 程 奉 懇願 候、 以上。 

正月  備 前少將 

〇 批紙 

第 一 條 伺 之 通 可 心得、 尤 無罪 之 萬 民 困窮 不致様 可用 深意 事、 

第一 一條 伺 之 通、 不迷 道路 様 所 置之镞 ハ 勿論、 衣食住 之饞^ 手 當可有 之 事、 

第三 條 伺 之 通、 宜可遂 吟味 候 事、 


第 四 五六 條 伺 之 通、 

第七條 熊 m 怆 歎願 之 趣ヲ 以、 御 宥冤之 筋 無 之 候 得 共、^ 卒 之^^ 被 處其罪 道理 無 之 -ー 付、^ 愼罷^ 候 へ ハ 、公山 表 へ 爲引 

取、 一 同 同様 爲愼置 可 申 候 事、 

ffll 、長 宵 之 者、 f  i 表 へ 謹 愼爲致 置 可^  ,1.1^^ 

〇 是 ョ リ 先、 島津 忠義、 兵 ヲ日 田、 長 崎 地方 一一 出 シテ、 之ヲ 鎭撫 ス 、 是 日、 其 兵 ヲ撤 スルヲ 髮ス、 

靑山忠 敏モ亦 山陰 道 鎭撫使 所 屬ノ兵 ヲ罷ム ルヲ 稟ス。 

此度 賊徒 御 誅罰相 成 候處、 豐 後：： 、拉長 畸邊司 吏悉逃 去、 人民 騒然 之 折 柄、 無糢之 者、 其虛 ，ー 乘シ 亂妨之 聞ュ有 之、 不取敢 

M 許ョ リ少々 之 兵隊 差 出、 鎭 撫方ハ 勿論、 王政 歸順之 道 手 ヲ付置 候 得 共、 最早 粗， < 心 相定候 向 御座-. お 付、 都テ 人数：^ 揚.^ 

様 申 越 候 間、 右 之 趣 被 聞 召 置 被 下 度、 此段御 届 申 上 候 付、 403 敷 御執奏 奉頃诶 、、は 上。 

正月 二十 五日  薩摩. y  , ば 

. お 律 忠義 家お 

今^ 西阒 寺中將 殿御 下， M 之 節、 爲御 警衞左 京大 夫人 數差出 置 候處、 正月 一 一十 四 n 、於 丹 後宮 津表、 別紙 之 通 御 達 御 ヤ^  二 

付、 役ソ 共ヒ： 卜： A 人ハ 供奉 仕、 殘人數 同一 一十 五日 同所 發足、 在所 表へ 引取 申 候 此段御 屆中上 候 様、 在所 表 重役 共ョ リ巾 付^- 

候、 以上。 

靑山左 京大 夫 家来 

J 月  駒澤 三 九 郞 

很 古記 卷ニ 十六. 叨治： 兀年正 H:  二十 九 口  セ^ 九 


m 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正 H 二十 九 n  七. To 

篠山潘 記 

〇 別 級 ハ之ヲ 略ス。 

〇 德川慶 喜、 再 ヒ書ヲ 淺野 茂勳、 松 平 慶永等 二 致シ、 退隱ノ 意ヲ陳 シテ、 救解ヲ 請 フ、^ 日、 度 

永、 其 書 ヲ 上ル。  . 

一 翰 拜晋、 然 ハ去ル 三日、 先 供 之 兵隊 鳥 羽、 伏見兩 道 ヨリ 內京 之處、 薩 藩士 指留 候、 應接中 伏兵 一 時 - 一起 リ發砲 -ー及 候 二 付、 

兩所共 無據應 砲、 怪我人 モ 多人数 有 之、 實- 一意 外 之 次第-一 テ、 不 fis 宸襟 人民 ヲ 損傷 イタ シ、 兼 テツ S 怠 一一 モ S!6S1- 

斷然大 坂 城 ラ御兩 家へ 託シ、 兵隊 ヲ爲 引揚、 全ク 一 時 供 先 之 爭鬭傅 會シテ 、或ハ 朝敵 之 恋 名 テれシ ム ル 哉-一 モ承リ 、實 ニ^ 

外 恐 歎 之 至 二 テ、 举竟華 城 ヲ弃テ 、赤心 ヲ表候 得 共、 何分 近来 事々 素 心 一一 背 候 事ノミ 二 テ、 遂 二 病魔 二 被 侵、 事務 取扱 兼 候 

閒， i 隱 イタ シ 、 跡 式 之 儀 、ノ 相 選 申 付 候 積、 何卒 是迄之 御 厚誼 不相 變御盡 力 被 下、 朝廷 ラ初、 外 藩 へ モ御說 翁、 前文 意タ 

之汙名 s 雪 候 様、 此 上-一 モ御鼎 力 千 萬 拜囑ス ル處 一一 御座 候、 書 不盡言 萬 面罄。 

正月  慶  喜 

ズ 藏. K  S 殿赫雄 

〇| 勝 義邦松 平慶永 -ー 贈ル書  〜 

邦內之 事、 今日 一一 到リ、 亦 何 ヲカ陳 可 申、 閣下 常節 之 御動靜 如何 候 哉、 深 御 案 申 上 候、 小 ぼ 唯分ヲ 守リ、 今 一 死ァ ル 而已、 付 

テ 別紙 之 旨 趣、 其 御 筋 へ 被 仰 立 度、 偏 一一 奉 希 候、 東都 別 一一 說 モ 無 之、 空論 紛々 タ ル 而已、 何卒 區々 タ ル微忠 、可然 御 採用 御^ 

候 様 奉 願 候、 別 -ー 申 上 度 者 海山 御 坐 候 得 共、 非 所盡箪 紙、 宜 御高 推 ヲ奉仰 候、 謹言。 

正月 十八 日  安  B 

越 前老侯 


近々 官軍 問罪 之 御擧ァ リト、 臣子之 分 唯 一 死ァ ル而已 、何 ソ患ト ス ル 二足 ラン、 其 曲直 是非 二 至ッテ ハ 、强テ 今 分別 ヲ論 

セス、 暂ク 空漠 二 附シ、 百 歳 公議 之 人ヲ 待而已 、昨今 米 利 堅さ 報告 二 云、 is 軍兵 庫之 居 館 ラ襲フ 、ュ へ 一一 墩ヲ築 ヰ、 丘 ハ士ヲ 

分チ、 其地ヲ 固守 シ、 猶 軍艦 ヲ呼ト 、英佛 亦 然リ、 長 崎 地方 之如キ ハ 、ィ マ タ其確 示 ヲ不得 トイへ トモ、 恐 ラクハ 同 轍-一過 キ 

サ ル へ シ、 臣愚 聞之而 痛哭 悲歎 -ー 不堪、 遠クハ 印度 之 破レ、 近ク ハ 支那 之 地、 長 毛宫兵 其 是非 曲直 ヲ鳴 シテ、 同族 相 食、 西洋 

諸 國其虛 二 乘ス、 今 哉、 皇國 殆ト同 轍-一 陷ラ ン トス、 口  二 勤 王ヲ唱 トイ へ トモ、 其 形勢 今日 二 及 ヘリ. 公平 ヲ唱へ テ大 

私ヲ 挾、 皇國土 崩、 萬 民 塗炭 一一 陷ル ヲ不 察、 是ヲ何 トカイ ハ ム、 E 上 途シテ 微衷 ヲ 愁訴 セム トス レ トモ、 今ハ 有罪 之 小 E、 

我主ト 一 死ヲ待 而已、 然共、 此 千載 之 遺恨 ヲ 如何 一一 セ ム、 E 力 斬首 前 二 逼レト モ 默止ス ルヲ不 得、 希ク ハ此微 志 ヲ以テ 、參 

與 閣下 一一 代訴 セラ レン コ トヲ、 誠 恐 謹言。 

德 川 陪臣 

辰 正月  勝  安房 

^^私 記 

勝 安芳 日記 

〇 春嶽 私記-一 云、 慶喜公 御 直 書、 去 二十 一 曰、 江戶御 留守居 御 呼 出、 平 山 圖書頭 殿御 渡、 在京 諸侯へ モ御 同様 被 進、 藝侯ハ 

咋日旣 一一 上申 一一 相 成 由、 是日、 公、 勝 安房 殿 書面 等 ト併セ テ之ヲ 上 ラル ト、 案ス ル 一一 、慶喜 書中 兩家ノ 字 ニ據レ ハ、 德川 鹿 

勝、 慶永ト 連署 セ シ モノ 一一 似タ リ、 然レ ト モ 別-一考 フ ル所 ナシ。 

〇 松 平定 安、 京 一一 至リ、 大村 純熙、 京 ヲ辭シ テ長崎 一一 赴ク、 本莊道 美、 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲ シ テ代 

リテ京 二 至 ラシ メ、 三 宅 康保疾 ヲ以テ 、上京 ノ 期ヲ延 ヘント 請フ of  SS 

〇 初メ德 川慶 勝、 使ヲ 勢、 濃、 參、 遠、 駿、 信、 野 七國ー I 遣シ、 諸 藩 以下 ノ 向背 ヲ問ヒ 、其 老臣 ヲ シ 

復古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 九日  七 七 一 


0 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 二十 九日  七 七 二 

テ 名古屋 一一 來會セ シム、 吉田、 岡 崎 一 一藩、 首ト シテ之 一一 應シ、 倶 二 其事ヲ 助ク、 是日、 松- 个乘 ft 

ノ 老臣、 述署 シテ、 勤王 ノ證 書ヲ 致ス。 

〇 慶勝使 苕 口上書 

勤 王 違 奉 之 道 御 守 相 成 候 者、 御主人 御名 印之證 書、 尾 州 へ 御 差 出 可 被 成 候、 御 在府御 留守 候 者、 御 重役 御 連名 之證 W 碑^ 

S 、追テ 御 引替 可 被 成 候 事。 颇錢 政. 

〇 松 平乘秩 家臣 證書 

今般 之 形勢 -ー 付、 御館 樣 へ 御指揷 御請 被 成 度 段、 本 多 美 濃守樣 御家來 ョ リ被相 願 候 趣 被 仰 上 候處、 右 ハ 尤勤 王 之 道 被 成 

御 守 候 樣御導 可 被 遊、 附テ ハ 彌勤 王 御遂奉 ノ 御 底意 一一 候ハ、 、其^ 朝廷 へ 可 被 仰 上 候條、 御請！ S 御館 様 へ 急速 可 被 差 

上、 竝三 河 御 譜代 ノ 諸侯 始 へ 御 打合ノ 上、 美 濃守樣 御家來 同様 ノ 底意 一一 御座 候 ハ 、 、是又 證甞差 上 可 申 ；R 被 仰 達 候 段、 右 同 

所 御 役人 ョ リ 通達 有 之 敬 承奉畏 候、 於 和 泉 守 在所 家來共 ハ、 一統 勤 王 之 道 相 守. &度 底意 二 御 坐 候、 急速 之 被 仰 達 -ー 付、 江 

府和泉 守へ 申達 候 B 間 無 御座 候 間、 不取敢 先 家来 限ノ 御請 奉 申 上 候、 何分 一一 モ宜御 執 成 被 仰 上 被 下 候 様 仕度、 伏 テ奉願 候、 

以上。 

辰 正月 二十 九日  鈴 木 與ぉ衞 門 印 

松 平三郞 九 印 

获 野 5 右 衞門印 

今 井 圆 0^ 

尾 州 様 

s-  $  I  ^  K< 德川義 宜家記 

伊^  ノ淥中 も 松 平 乘承家 記 


〇 德川義 宜家記 一一 云、 正月 二十日 ョ リ勢、 信、 參、 遠、 駿、 野、 濃へ 使者 ラ 派出 シ、 近傍 列藩 舊幕 旗下 ノ者 一一 正邪 ラ辨 別シ、 向 

背 ヲ决シ 、勤王 可 致 ほ ヲ懇 翁シ、 勤王 ノ證書 ヲ可差 出 旨ヲ. 5. 傳 へ シ ム、 就中、 麥 州ハ舊 幕府 譜代 諸侯 多 候 間、 時： n 延引 難 計 

二 付、 遠 州 以東 ハ 二番 手、 三番 手ト 追々 可爲致 出張 間、 參州限 誘引 可 致 申 付、 木 月 二十 九 s 使者 發足、 二月 朔： n 岡 崎 二 著、 是 

ョ リ先キ 同藩. H 來リ、 主人 始 一 藩 勤王 致 度、 且隣藩 幕 旗下 ハ岡 崎-一 來會候 様 周旋 致 度 申出 候 付、 先 同所 出張 攸處、 吉田 

藩モ 近傍 相 誘 度 iE. &出、 兩藩 周旋 一一 テ追々 岡 崎 一一 來會、 萬 石以ヒ ノ 分 ハ 、重臣 名 古 屋待賓 館 へ 可罷 出. E. 談、 以下 ハ 證書ラ 

受取。 

〇 德川慶 喜、 榊 原 政 敬 ヲ 以テ、 甲府 城代 ト 爲ス。 

其方 侬甲府 御城 代 被 仰 付 、入念 可 勤 ほ 被 仰 出 候條、 可 被お 其 趣 候、 恐々 謹言。 

正月 二十 九日  小 笠 原 f 岐守 

V  長 行 判 

板 ^伊賀 守 


榊 原 式部 太輔殿 

尙以六 七 U 之 支度 二 テ 其許發 足、 彼 地 へ 罷越 候 様 可 被 致 候、 以ヒ。 § 

是月、 酒 井 忠經、 疾 ヲ以テ 、老臣 ヲシ テ代リ テ京 一一 至 ラ シ 厶 。ll!j 
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己 
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卷ニ 十六 終 

卷ニ 十六 明治 元年 正月 是 月 


七 七 一一 一 


復 古 記 卷ニ 十六 明治 元年 正月 是月 

總括 兼纂修 

一 等 編修 官 E 

校 勘 

一 等 編修 官 E 

一 等 掌 記 臣 

校 錄 

六 等 掌 記 E 

繕 寫 

二等 繕寫 E 

二等 繕寫 E 


七 七 四 

長 松 

四星恒 

睪渡廣 

小川 長 

小 島 


春 和 孝 之荧 幹 


復古 記 卷ニ 十七 

明治 元年 戊辰 一 -月朔 H  二 起リ三 H  ニ至ル 

〇1 一月 

朔日、 大和 鎭臺ヲ 廢シ、 久 我通久 ヲ以テ 大和 鎭撫 總督 蒹內國 事務 掛ト 爲シ、 、管理 撫御ノ 

^ヲ 授ケ、 總裁局 顧問 木 戶孝允 ヲ以テ 外國 事務 掛 ヲ兼 シメ、 大坂ニ 派遣 ス G 

久我. K 納 言 

大和 國鎭撫 總督更 二 被 仰 付 候 事。 

但シ、 爲 €： 國 事務 掛 C 

一 1 弓 久 我通久 履歴書 

二 月 東海道 先 锋記 

. 〇 通久 へ 達 書 

所々 裁判所 ヲ被置 候 一一 付テ ハ 、於 總督府 公事 訴訟 等 裁 诀可有 之 事、 併 大事 件 ハ 太 政せ へ 被 伺、^ 上裁 斷吋有 之^ C  . 

但シ、 褒賞、 勸善之 方、 刑惡、 懲創之 品、 是又 大事 、ノ 太政宫 へ 被 伺、 其 上 可 被 取 計 事、 

第 一 仁恕 ヲ以 百姓 ヲ 養育 セラ ル可 事、 

但シ劇 郡 平 郡 -ー ョ リ寬猛 之 所 置 有 之 、ノ 勿論 之 事、 

德川舊 領互細 被 取調、 石高、 人數 帳、 地 圖面等 可 被 差 越 候 事、 

徂シ、 此迄ノ 代官、 S 手附、 手代 等ノ邪 正、 村民 ノ 古老 一一 被 尋問、 取捨 可 有 之 事、 

復古 記 卷ニ 十七 叨治 元年 二 w 朔： M  七 七 五 


復 古 記 卷ニ 十七 明治： 兀年 二月 朔日  六 七-: ハ 

若 叛逆 異心 等 之 者 致 發覺候 ハ、、 早々 太攻宫 へ 可 被 申 越， 尤 形勢 -ー 寄、 近隣 之 諸 藩 被 示 合、 時宜 相 當之取 計 可 被 致 候 事、 

譬誤リ 來リ候 事 有 之 トイ へ トモ、 民 之 便 不便 ヲ被 察、 熱 考之上 可 被相改 事、 

郡莊 村里 ノ 賤民 タリ トモ、 其 質 二 ヨリ 擧用 可然事 C 她戯麵 

〇 本文 ノ意 ヲ案ス ル 一一 、各地 裁判所 總督 一一 頒ッ モ ノ  二 似 タリ、 蓋 シ鎭撫 使ノ職 相似 タ ルヲ 以テ、 亦 之 ヲ頒チ シナル へ シ， 

但シ、 通久ノ 外見 ル所 ナシ。 

木戶準 一 郞- 

外國 事務 掛被 仰 付、 早々 大坂 表罷越 可 巾： ^卞： 

E  乇利元 

2 月 德家記 

〇 孝 允ノ達 書、 正月 ト署ス レ 共、. 元 德家記 一一 本日 承 命 ストア リ。 

〇 再 ヒ松平 慶倫ヲ 京師-一 召ス。 

.  ； ^  乍 中  $ 

早々 上京 可 有 之 旨 御沙汰 候 事。 ||g 

〇 渡邊章 綱、 和枭 海岸 警守 ff |  Y  ノ 撤否ヲ ^ ス、 是日、 令シ テ之ヲ 撤ス。 

泉 州 泉 郡 宇多 大津村 ヨリ 磯上 村 迄 海岸 御 警衞、 去ル癸 亥年 被 仰 付 相 勤 罷在候 得 共、 今般 御 一 新 御 變革被 仰 出 候-一 付テ 

ハ 、如 1|： 相 心得 可 然儳御 坐 候 哉、 此段 奉伺 候、 以ヒ。 

渡 邊丹後 守 家來 

辰 正月 I  二日  長 坂 九 郞右衞 門 

渡迻^ 辆家記 


〇 本日 達 書 

度 1 守へ 

泉 州 宇多 邊^ 岸 御警衞 被 冤 候 事。 

E  rTT 渡邊章 

1 月 綱 家 記 

〇 孝 綱 家 記 二 云、 一 一月 朔日、 軍務 掛ョ リ御達 有 之。 

〇 寳曆 年間、 舊慕府 、天文 方 ヲ江戶 二 置キ、 曆法授 時 ノ事ヲ ^ス、 n だ H 、ヒ御 門^: 雄、： に k:: シ 

テ、 之ヲ 京師-一役 セ ント 請フ、 之ヲ 聽ス。 

推 暦 之 儀 ハ 京師 之 測量 ラ本ト 仕、 前々 ョ リ於當 家 測量 推 歩 仕 來候處 、寳曆 四 年、 新規 於 江 戶頒曆 役所 被 取 建、 當家 之^^-,, 一 

者 澀川圖 書 被 乞 候 -ー 付、 段々 相 斷候得 共、 强テ 所望 二 付、 不得止 差遣 候處、 其 後 ハ 天文 方ト名 付、 於 彼方 測量 推 歩之侬 やお 

之 様 -ー 相 成、 他所 之 測量 不本意 候^ ハ 、此度 王政復古 御 一 新 之 折 柄、 何卒 右 流 弊 相改、 如 元 於當家 京師 之 測置ヲ ル 

執行 候 様 仕度、 此段宜 御沙汰 之 程 願 度存候 也。 

慶應四 年 一 一月  一 3  ^雄 

久 我中納 言； g 

萬 里 小路 右大辨 宰相 奴 S 豕網 

〇 晴榮家 記 -ー 云、 右 於 宫中御 直 願 之 所、 卽日御 聞濟之 旨 被 仰 達 候卞。 

〇 佐 竹義堯 ノ 老 臣 京師 ニ在ル モノ、 書 ヲ上リ 、木 藩 ノ 地勢 節 候 等 ヲ 陳シテ 、討 會應拨 ノ 事 ヲ巾 

-; I- 小ス、 是 m 、令 シ テ 再命ヲ 俟タ シ厶。 
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會津容 保、 今度 德川慶 喜 之反諜 二 與 シ 、錦旗 二 砲發 シ、 大逆 無道 可被發 征伐 軍 候、 仙臺候 一 手 ヲ以本 城 襲擊、 0  -ー  可奏 追討 

之 功 旨 被 仰 付 候、 隨 テ中將 -1 於 テモ、 兼テ被 聞 食 入 候 義モ有 之 候 二 付、 俱々 勉勵應 援可奏 成功 之 旨、 奉 蒙 御沙汰 奉畏 

人 候、 然 二 會津之 儀 ハ 、隣 國ト ハ 乍 申、 行程 九十 里餘 相隔、 且羽 州之懾 ハ 雪 深 之 土地 二 テ , 三月 下旬 -ー 無 御 坐候テ ハ 馬足不 

相 立、 就テ ハ 兵器 其 外 兵粮 之 運送 難澀 至極 - 一有 之、 猶又、 先日 奉 申 上 候 通、 羽 州 一 國 如何様 共鎭撫 仕度 申 上 置 候 所、 數十里 

之 外 へ 應援差 出、 其 上 一 國中之 鎭撫兩 様 行 屆候儀 如何 可 有 御 坐 候 哉、 甚以 心痛 至極 奉存 候、 併 御沙汰 之 御 旨ハ、 仙薆侯 一 手 

二 テ 追討、 手 -ー餘 リ應援 申 越 候 節 、人数 差 出 候 儀 -ー御 坐 候 哉、 此旨 如何 相 心得 可然 哉、 速 一一 中將 へ 申達 度、 差 向 御 下知 之 

程 奉 願 候、 委曲 平田大 角演說 二 テ奉申 上 度、 御 聞 揚被成 下 度奉存 候、 以上。 

秋 m 中將 家老 

正月  眞崎 兵 庫 

佐 竹 義脩家 記 

〇 本日 達 書 

秋 田中將 

會津 征討 應援之 儀 二 付、. &立之 趣、 尙追テ 御沙汰 可 有 之 候 事。 

E  rrr- お 今義 

3 月 脩 家 記 

〇 木條、 上申 ノ日 ヲ失ス 、又 達 書 ハ 正月 ト署 スレ トモ 、義脩 家 記 二、  二月 朔日 御渡ト ァリ。 

〇 日 置 忠尙、 再 ヒ 神 戶爭鬭 ノ事ヲ 上 陳ス。 

〇 正月 一 一十 九日 達 書 

偏  前 

兵 庫 港 發砲之 一 條、 外國人 ヨリ. &出候 趣 -ー テ ハ 、各國 公使館 - 一向 テ彈丸 ヲ飛候 哉 二 相 聞、 其 藩 ヨリ 之 書付、 右 之 境 相 分不申 


候閒、 其 節 之 始末、 今一 應委敷 書付 ヲ以可 申出 事。 雌§§ 

〇 

兵 庫 港 發砲之 一 條、 外國人 ヨリ e. 出 候 趣 一一 テ ハ 、各國 公使館 - 一向 テ彈丸 ラ飛候 哉 -ー御 聞込 -ー相 成、 先日 差 出 候 書付 モ、. ^境 

相 知 不申候 間、 S 節 之 始末、 今 一 應委敷 以害附 申 上 候 様、 御 達 之 趣 奉承畏 候、 然ル處 、右 之蓽情 尸 先般 泰申上 候 通、 先手 銃隊 

中 之 儀 一一 テ、 於 私 ハ 前後 相隔、 旦細之 儀 目 擊不仕 候 得 共、 元 來不盧 之 事 ヨリ 差 起 候 儀 一一 テ、 公使館 ヲ襲擊 仕 候 杯之考 ハ诀テ 

無 御座 候、 乍 併、 其 場 之 勢、 自然 彈丸飛 至 候 哉 《難 計 旨、 右 隊長 共 ヨリ 申出 候、 此段奉 申 上 候、 以上。 

備 前 少將內 

二  k 朔. 日  日 置帶刀 

外務省 記 

池 E 章 政 家 記 

〇 池 田 慶德、 支族 ノ江戶 一一 在ル モノ ヲシテ 、カヲ 王事 一一 効サ シメ ント 請フ。 

私 一族 左 之 者 共、 兼々 勤 王 一途 ニ罷在 候處、 此節關 東へ 罷在 、空 敷 消 日 仕 居候 段、 背 本意 候 次第-一 付、 小 祿之者 共-一 ハ御 

座 候 得 共、 以 朝 命、 相應之 御用 被 仰 付 候ハ、 、於 私 モ難有 仕 合、 木 人-一 於テモ 重疊畏 入奉存 候、 此段奉 懇願 候。 

二月  因幡 中將 

〇 別紙 

池 田 播麿守 池 田 右近 將監 松 平 久米之 助 

池 S 檢三郞 池 田 保 之 助 

〇 凡ソ 諸侯 ノ 支族、 勤王 ヲ請フ ノ類、 別 二 事故 ァ ル モノ  二 非 サレハ 、後 之 ヲ錄セ ス。 

〇 關長克 、兵ヲ 出 シテ、 備中巡 撫ノ備 前 藩 兵 一一 屬セ シム ルヲ 禀ス G 

m 古 記 卷ニ 十七 明治 元年 二月 朔日  セ七九 
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八-度 、倫 中 國爲御 取締 備前 少將 殿御 人數 出張 -ー 付、 伊勢 守絛勤 王爲實 効、 去月 十五 日 、人数、 少將 殿御 人 敬へ 差 加 巾 ^は、 

在所 表 役人 共 ヨリ 申 越 候 -ー 付、 此段御 屆申上 候、 以上。 

閼 伊勢 守家來 

二月 朔 □  蜂 屋篤郞 

辨 事局 記 

〇 丹 羽 氏 中、 疾ヲ 以テ、 老臣 ヲ シテ代 リテ京 二 至 ラシ 厶 ル ヲ禀ス oil 

o 東 山道 鎭撫總 督岩倉 具定、 大垣 I、  ニ抵ル 。他山 日 道 g 

〇 是 ヨリ 先、 池 田 慶德、 使 ヲ 出 雲 1 1 遣シ、 松 平定 安 ノ 向背 ヲ 問フ、 定安旣 - 1 入觐 ノ途- 一就 クニ 

會ス、 留守 ノ 老臣 等、 奉 命贰ナ キ ノ證書 ヲ 呈 ス 、 山陰 道 鎭撫總 督西園 寺 公望、 鳥 取 域 一一 抵ル 一一 

及 ヒ 、慶德 再 ヒ使ヲ 遣 シ 、兵 ヲ率ヰ テ 之ヲ 訊問 ス 、是 日、 定安 ノ 子直應 H 及 ヒ 老臣 等、 書ヲ 呈 

シテ他 ナキヲ 矢フ。 . 

〇 小 笠 原 長國、 雌 §^ 老臣 ヲ 長 崎 會議所 -1 遣リ、 其 子 長 行 績膽乾， 罪ヲ 犯スヲ 以テ、 之ヲ廢 

シ、 立 功 自贖セ ン コトヲ 請フ。 

口上 覺 • 

舊冬 中、 王攻御 復古 之 儀、 從 朝廷 被 仰 出 候 趣、 謹 テ奉畏 候、 就 右テハ 被爲召 候-一 付、 佐 渡守條 早速 上京 可 仕 候處、 响 

氣-ー テ 延引 罷在候 間、 不取敢 家老 上京 爲仕、 彼是 心配 爲仕候 折 柄、 今度 京攝變 動之條 承知 仕 奉 驚 入 候、 就中、 同氏 囊岐守 儀、 


關 東閣老 任職 中-一 付、 此節 之處、 佐 渡 守-一 取テ、 朝廷 御 差 4TH 之 程 深 奉 恐 人、 不 一 方 痛心 仕 候、 於是、 一 同 評議 仕候處 * 鱟岐 

守 職 事 -ー 付テ 、ノ  ，東西 懸隔 骼在、 一 切 在所 表 へ 關係仕 候 儀 一一 無 御座 候、 此末、 朝敵 之 名目 ヲ蒙 候テ ハ 名義 難 相 立、 彌以舉 

恐 人 候、 於 佐 渡 守ハ、 猶此 上別テ 朝命遂 奉仕、 朝敵 御 追 伐 之 先鋒 被 仰 付 候ハ、 、一藩 遨カ實 効 相 立 申 度， 確然 诀評仕 

奉 歎願 候、 侬之、 #岐 守方ハ 父子 義絶、 斷然 不通 仕 候、 乍 恐、 右 歎願 之 趣 御 執 成 被 下、 御仁 慈 之 御沙汰 被 成 下 候 ハ 、 、 重疊 

難 有 仕 合 可奉存 候、 右 之 趣 奉 欵願候 様、 佐 渡 守 申 付 出 崎 仕 候、 宜鋪御 執 成 之 程混荃 奉 懇願 候， 以上。 

小 笠 原 佐 渡 守家來 

辰 二月 朔日  高 畠^ 解. E 

差 添 

渡 逡多門 

杉 江會輔 

小 笠 原 長國 家お 

長. 崎縣記 

〇德 川慶 喜、 阿部 正 靜ヲ陸 奥 白 河 一一 移 封シ、 仍棚倉 城 ヲ管セ シム。 

〇 阿部 正 功 家 記 一一 云、 戊辰 一 一月 朔日、 於 西 丸 、奥州 白 河 へ 所替、 棚 倉 城 、ノ 常 分 預ケ候 旨 被 申 渡 候、 右 二 付、 西 京^^^: S へ 可 

相 伺處、 奧羽騷 接ノ際 - 一至 リ 不能 其 倦 候。 

〇 松平慶 永、 慶喜ロ  二 恭順 ヲ稱ス ト雖 托 、曾テ 反 责ノ意 ナキヲ 以テ、 書ヲ致 シテ、 其 形 迹ノ叛 

逆 ニ涉ル モノ ヲ數 へ、 速 二 謝罪 ノ實ヲ 表 シテ、 朝 命 ヲ待タ ン コトヲ 勸厶。 

〇 春嶽 私記 二 云、 一 一月 朔日、 過日 舊 M 府. 公 ョ リ御直 書 御 到来 -ー 付、 御請 可 被 仰 含 人物、 關來 ヨリ 御 呼^ 之侬、 却テ 朝廷 御 

嫌疑 モ可有 之 哉 一一 付、 今日 早 飛脚 御徒 高木 要 助 ヲ以、 御請 之 御 書 被 指 立 候、 ss.f 、御 同時、 大久保 一 翁老 へ 御返^ 代リ屮 
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根雪 江ョ リ 指遣ス 書面、 如 左、 

去ル廿 一 日 御認、 大藏 大輔へ 之 御 呈書拜 見 仕 候、 段々 贵勞之 御 様子 奉拜 承、 爲 宗家 皇國降 心 大慶 仕 候、 御 紙 表 之 趣、 几 

大蔵 大輔 へ 被 遣 候 御 直 書 ヲ奉拜 見候テ モ 、此表 之 事情 ト、 錦地 之 御 見込 ト ハ 、實 二 反 對之寧 ト相成 候 ハ 、此地 之 依委 敉！： 

承知 不被爲 在 御 儀 故 ト想察 仕 候、 右 -ー 付、 旣往 之事ョ リ略々 陳述 仕 候、 抑 此度之 御 一 條、 最初 ョ リ 聊 -ー テモ御 妄動 被爲 

在 候 得 ハ 、忽 朝敵 之 惡名ヲ 可 被 爲負事 ハ 必然 指 見 へ 候 儀 故、 老生 ョ リ御直 一一 モ 再三 言上 モ仕、 閣老， 參政等 へ 御 恭順 剁 

鎮撫 之 儀 ハ 反覆 丁寧、 幾 百囘及 懇請 候 得 共、 不肖 之 者 共 之 申 上方 徹底 モ 仕 兼 候 哉、 御 採用 -ー モ 相成不 申、 事遂 -ー 今日 二 至 

候 儀 、千歳 萬 歳 1\ー 遺憾 一一 御座 候、 其 子細 ト中 ハ 、鬼 角 朝廷 二 テ ハ 、 最初 一一 一 發致候 降 官削地 之餘論 消滅 致 兼 候テ、 種々 

御難 匯出テ 、又 一 一條 -ー テ ハ降削 之 所謂 無 之 トノ御 趣意 故、 尾、 越 其 中 一一 立、 周旋 困苦 ヲ極メ  、漸ク 一一 シテ 朝議 ヲ宥メ 、寬 

宥之御 趣意 \ 一 御 書面、 尾、 越 へ 御 渡 -1 相 成 候 儀 二 付、 夫ヲ御 承知 -ー サ へ 相 成 候 へ ハ 、直-一 御參 參內、 引 鑌キ御 職掌 迄モ 

可 被 仰 出様 之處 マ テ 相運ヒ 候-一 付、 則 练君右 御 書面 持參、 尾 老公 ト 一 同 下坂 一一 及 ヒ雷上 被 仕 候處、 一 々御 承知 二 テ、 御講 

書 モ御渡 -ー 相 成、 猶又 御上 京 之 御 模様 思 召 相 伺候 處、 何時 二 テ モ御 上京 可 被 遊 問、 朝廷 之 向篤ト 取調 へ 御上 京、！ S! 様 御 

參 s 等 之 御 都合 宜 見込 ヲ立、 御 懸念 無之處 二 テ御御 案内 可. E. 上トノ 御^ 約ヲ巾 上、 二十 九日 夕乘船 一一 テ歸京 仕候ポ 二 

御座 候處、 翌 晦日、 瀧 川 播州 御 地 ヨリ 上 坂-一 テ 煽動 有 之 由、 坂 地 俄 -ー 兵事 之議 蜂起、 在 坂 之 諸 藩 へ ハ 出兵 御 催促 有 之 事 二 

相 成 候、 是 ヨリ 先キ、 何故 力 不存候 得 共、 淀、 伏 水、 橋 本、 牧方等 一一 御 配リ置 \ 一 兵隊 邮 f 風 H^M^i ト^ー 不 lli 北 之 上い 之 モ、 

朔 日以來 北-一向 フテ 追々 御橾 出、 會、 桑 等モ戎 装-一 テ動キ 出 候 a 聞、 一 一 B 夕 京地へ 相 聞 候 一一 付、 夫-一 テ ハ看 ス看ス 朝敵 

ト可被 爲成勢 故、 何分 早々 御 鎭定相 成 候様爲 言上、 老生 へ 下坂 被 命 候 得 共、 微力 二 テ ハ迚モ 行 屆申間 敷ト、 細 川 家老 溝 口 

孤雲、 津 家老 藤 堂歸 雪、 土 州 家老 深 尾 鼎 、柳 河 家老 十 時攝津 等へ、 老 寡君ョ リ 老生 ト共 -ー 、唯々 御 忘 動 有 之テ ハ 、大事 敗レ、 

忽 朝 敏之惡 名 ヲ被爲 負 候 間、 速 一一 御 鎭撫相 成 候 様 可 申 上旨 被 申 談候處 、何レ モ 決然 トシ テ 下坂 可 仕ト致 承引、 三日 曉 

ョ リ逐々 下坂，、 老生 ハ猶又 朝廷 之 御 模様 如何 トぉシ 、三日 朝 下坂 前、 岩 倉 前 中將^ 迄 罷 出仕 候處、 使者 之 間テ. i ノ 


仲 之助並 長 人罷出 居候、 何モ 暫時 對談 一一 テ 引取、 其 跡 一一 テ 老生 拜謁 候處、 岩 倉 殿御 申 聞 二 ハ 、薩、 長 ヨリ 伺ヒ 、昨夜 ヨリ 唯 

今迄 三度 -ー テ 、其 子細 ハ 坂 兵 甲胄 一一 テ 次第 一一 指 迫リ候 勢、 反狀 相違 無 之、 打拂 ヒ 可 申 哉、 如何 可 致トノ 事ナレ ト モ , 唯へ- 

一 發致候 哉 否 大事 敗レ、 朝廷 ノ厚キ 思 召モ、 2 府 公之 恭順 モ、 尾、 越 之 周旋 モ、 乍不及 拙者 共 盡カモ 、^ク 水 ノ泡ト 相 

成 而已ナ ラス 、今後 之 見込 モ 付 兼 候 一一 付、 御沙汰 有 之 迄 ハ 、诀 シ テ 手出シ 不可 致ト 、三度 共 二 申 聞、 唯今 モ 相 返 シ 巾 候、 是 

ヨリ 總參 內 御大 議- 一可 相 成 候閒， 大 藏大輔 殿-一 モ早々 參 内 候 様 可 申 聞トノ 事-一 付、 老生 申達-一 ハ、 如此 危急 之 場合 

-ー相 運 ヒ候得 共、 猶ー ト盡カ 仕度-一 付、 唯 八-ヨリ 致 下坂 候、 箇程迄 之 形勢-一 ハ立到 リ候得 共 、何" 力 鎩撫之 道 相 立、 內府 

公 上京 相 成候ハ 、 、過日 來及 御談候 通リ、 直様參 内 等 之 運ヒ ハ 相違 有 之 問 敷 哉、 今 一 應相伺 度、 下坂 之 上、 折角 鎭定ィ 

タ シ 、上京 一一 相 成候テ モ 、此度 之 過失 一一 ョ リ 、參 内 モ 不被命 ト 申 様 成 事 一一 テ 尸 、再度 及 動亂候 故、 念 ラ入 レ攸ト 、简 條甞 

ヲ以相 伺候 處、 上京 之運ヒ 一一 サ へ 相 成 候へ ハ 、兼 テ申談 候趣ハ 、萬々 請合フ トノ亊 一一 付、 夫ョ リ歸邸 之 上、 猶叉、 差 常リ伏 

見 表 鎭撫之 儀、 尾 州 申 合 セ等ヲ 申談、 午後 發程、 四ッ塚 閼門邊 へ 罷越 候處、 薩兵 所々 屯 集、 英 氣ラ畜 へ 、 敏ヲ相 待 候 勢ヒ、 

夫 ョ リ鳥羽 村 へ 入 候處、 坂 地 之 第 一 大隊 勢 揃 へ 最中 -ー 御座 候、 是 ハ 大抵 未 ノ刻頃 -ー 可 有 之 候、 此 景況 一一 テ ハ 、無事 -ー 鈸撫 

、ノ 無覺束 一一 付、 一 驚 ヲ吃シ 、殆落 膽仕候 得 共、 强テ 精神 ヲ勵ミ 、南下 仕 候處、 伏 見 並 鳥 羽 之 方 へ 総出 候 坂 共、 陸繽ト シ テ蟻 

行 之如ク 一一 御座 候 故、 胸中 不穩候 得 共、 道ヲ 急キ罷 越、 橋 本 之 關門ヲ 過テ數 丁ナラ ス 、 薄暮 前 八幡 山ヲ 打越シ 、 伏^-,, 一な 

二 當リ 火光 天ヲ焦 シ 候 故、 大事 了 ト 大息 仕 候 得 共、 今朝 岩 倉 殿 口上 一一 テ 考候テ モ、 朝延ョ リ容易 -ー 御指圖 ハ 無 之 模様 

ト 巾、 太藏 大輔モ 參-， 內、 精々 押留之 含 ミ候 故、 タ ト ヒ 兵端 開 ラケ候 テモ、 朝廷 ョ リ之御 指圖サ へ 無 之 候へ ハ 、^ト 坂 

丘ハト ノ私鬭 候へ ハ 、又 取 直 シ方モ 可 有 之、 何分 一 應華城 之 御 安否 モ相伺 度ト、 牧方ョ リ船 一一 乘リ、 四ロ曉 七^ 頃、 中ノ島 

ノ弊 邸へ 著 船 仕 候處、 留守居 之者ョ リ 先刻 御 達 之 由-一 テ、 彼 除 姦之御 發令ヲ 一 見 之處、 軍隊-一可 馴 加トノ 御文 段ヲ拜 見、 

是迄 度々 申 上 候事ヲ 御用 ヰ ナク、 御 私 二 凶器 ラ動 カサ レ候テ ハ 、 正 敷 姦計 之陷阱 一一 御 落 入、 朝敵 之 御 名義 御 兗レ難 被 

遊 相 成 リタ リシ ト、 長 息 虹霓 ヲ吐キ 悶絕辟 地 仕 候 事 一一 御座 候、 又 此曉ハ 坂 地 薩邬ヲ 御 攻撃 之 沙汰 -ー テ、 御手 配リ御 厳重 
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之 由 杯 物語 居候 s: 、地雷 一 ー發、 中 ノ島邊 迄 震動、 薩邸忽 燃 上リ申 候、 事 之 體以之 外 故、 直 様 登城、 永 井 君へ 拜謁、 如： |：\ 一 御 

様子 ト相 伺候 處、 御 奏聞 狀 上達 致 兼 候 内、 御先 供 之 行 違 ヨリ 戰鬭ト 相 成、 只今 之 御 爲體、 上様 始御常 惑ト ノ  ロ氣、 今後 之 

御 施策 如何 ト相 伺候 處、 御 無策 之 由 -ー 付、 夫 一一 テ ハ 猶以 御大 事ト、 誘引 之 諸 藩老モ 御城 中 -ー 會シ、 種々 巾該、 閣老泶 御初ョ 

リ モ御 談シ有 1\ー 候 得 共、 思ヒ 込ミ 下坂 致 候 一 條ハ 、何レ モ 途中 一一 テ戰爭 相 起リ候 故、 徒然 ト相 成、 今後 之處 モ除姦 一一 付、 

軍隊 へ 可馳 加トノ 有 之候テ ハ 、御名 蕤更 一一 不相 立、 如何 ト モ致様 無 之ト、 顔ラ a 合セ 歎息 致 候テ、 今 五六 n 御 堪忍 

ハ難被 成候ヒ シカト 、旣往 ヲ恨ム ル迄ニ テ、 總テ 無策 二 歸シ、 孰レ モ致返 散、 老生 ハ 卽夜乘 船、 橋 本 邊-ー テ 平明、 淀邊 ュ テ 

大小 砲 聲動地 之 勢 ト相成 故、 上陸 イタ シ、 間道 ラ經テ 、五 且眷時 前 京 著、 扨 三 曰 已來之 模様 承 候處、 三 n 夕、 伏 水、 烏 羽  一！ 

テ 一 砲 相 發候哉 否、 錦旗 翩飜、 將軍 宮ヲ被 命 、宮中 ヨリ 直 様 御 進 發ト相 成 、朝敵 之 名義 ラ 十分- 一 揭 ケ顯ハ シ候 事-一 候、 

戰爭 手始メ 前後 之 論 モ 、已 一一 發砲ト 相 成 候 テ ハ 、 其 前後 ハ 更 二 論 セ ス 、 晦 H 已 * 之-儀 ヲ初、 會、 桑戎装 等 ヲ以テ 總テ反 

狀 等-一 歸候 故、 國何ト モ申譯 之 道 無 之、 頃來、 尾、 越、 土 藩ト及 密議、 如何程 之 難題 モ總テ 御 恭順 之 一 一字 ヲ以 取消 シ 居候 事 

二 テ、 可惜 其 頃ト相 成候テ ハ 、縉紳 中 一一 モ御 上京 希望 之 向 モ出來 、晦日 歸京、 元 n ハ 休：：：、 二 U  二 ハ 巳-一 上様 御上 京 之 御 

運ヒ 一一 付テノ 朝議-一 モ相成 候處、 卽 夕-一前 書 相認候 通リ、 何ソ料 ラン、 大藏 大輔ハ 前.！： 府公 御請 濟、 復 命 之 途中 一一 i 能 

在 候 晦日 來、 坂 地 二 テ ハ 最早 兵事 御催シ ノ閬ヱ 有 之 事 -ー 相 成候ハ 、御 運 之末ト モ可. &哉、 尾、 越 之 一 一藩 モ、 是 迄恐ラ クー 一 

心 ナク盡 力 之 積 一一 ハ 候 得 共、 猶御 嫌疑 モ候 ヒシ ャ ラン、 一 應 之御談 モナ ク、 坂 地 ハ 坂 地 之 御 仕出 ト相成 候 故、 此表之 手 苦 

悉ク 齟齬， 朝廷へ 對候テ モ 申譯無 之" 諸 藩 へ 向 ヒ 候テ モ 宗家 之 無 算不體 裁、 實 一一 面目 ヲ失ヒ 申 候、 華 城 御明 ケ退キ モ 、 

御 誠意 ヲ被表 候 思 召 之 由 候 得 共、 是以 餘リ成 御不體 裁、 閣老 監察 位ハ御 居殘リ 、御城 附之御 武器 錢穀 等モ、 御目錄 一一 テ御 

立派 成 御託 シ 一一 相 成 候へ ハ、 ム サム サト御 建物 ハ燒 却、 器械 舍穀モ 分 柿-一 ハ 相 成 間 敷候ヲ 、多^ 唯 一 人 居殘リ 一一 テ、 兩藩 

f ス. ^ヲ 之者ナ レハ 一人 二 テモッ ラマへ 口先 チニ テ 相渡シ 、逃 支度 而已 之爲體 一一 御 坐 候 故. 火 之 元 吟味 モ 不行届 候 哉. 彼是 

申 内 出火 一一 相 成、 誠以埒 モナ キ御 事共 故、 御 誠意 モ何モ 相 立 候 事 二 ハ 無 之、 御 退去 ハ 天下 之 笑 ヒ物ニ 御 坐 候、 有體 -ー 巾 候 


へ ハ 、此表 之 事情 ハ 右 様 之 次第 一一 御 坐 候 故、 中々 御先 供 之 御行 違 ヒ杯ヲ 被 仰 立候テ モ 、 其已前 一一 戰爭之 御 趣向 有 之 候 $ 

ヲ致 承知 居候 故、 實之 御先 供 一一 テモ、 诀テ 左様 一一 モ請取 リ不申 候 、ホン ノ御遁 辭之様 一一 冷笑 致 居候 勢ヒ -1 テ荧、 

實 二 御意 外 二 候ハ、 、御 承知 被 爲在候 哉 否、 閣老 -ー テ モ被 遣、 早々 御引揚 -1 相 成處、 御 承 ffl 之 h 一一  テモ、 尙交 1 之 儘 波 

指 置候テ ハ 、被對 錦旗 朝敏 二相 違 無 之、 六日 二 至リ大 坂城ヲ 御託 シ、 丘 ハ除御 引揚， 一 相 成候テ モ、 御 赤心 之 被仰譯 一一 ハ 

相 立 不申候 故、 世上 二 テ ハ 狼 狠ト唱 へ 、手 ヲ拍テ 笑 ヒ居申 候、 

又 前 二 モ加記 候 通リ、 御上 京 之 御 一途 二  〈無 之、 會、 桑 モ取付 キ居リ 、除 姦之御 目論 兑ト相 混シ候 而已ナ ラス、 御 奏聞 

已前之 御發令 等、 御手 違 ヒ ト ハ 乍 申、 御形迹 -1 於テ御 恭順 之 道 ハ 更 ，ー 相 立 不申候 故、 別紙 -ー 相認候 通リ、 何^ モ反 おト. K 

成 サレ候 テ申開 キ無之 候、 且 朝敵 之 御 悪名 御 殘念思 召 候モ、 乍 恐御尤 至極 一一 テ、 一 ッ 御手 違 -1 相 成 候 へ ハ 、其 御 逸ぶ ，1 

思 召 候 御 惡名ヲ 被 爲負候 ハ 、眼前 指 掌 一一 御座 候 故、 不被爲 負 様 一一 ト、 大 藏大輔 初乍不 及^ 旋カ ヲ盡シ 、九分 ハ仕課 フセ候 

處、 一 分 之 際 二 テ御 堪忍 囊切 候、 果シ テ御惡 名 ヲ被爲 負 候御條 二 テ、 唯今、 此地之 名分 名義 上 二 テハ、 员 セ舉リ シ ，1 ハ 無 

之、 御 負 ヒ被遊 候ト申 カ正議 二 御 坐 候、 御 心 術 上 之 御 誠 赤、 御 形迹上 ニ於テ 貫徹 可 仕様 モ無之 次第、 二 相 成 リ居巾 候、 此 

處ヲ 能々 御 洞察 無 御 坐候テ ハ 、偏 一一 御 恭順 之 御 誠意 ヲノ ミ御 主張 御 坐候テ モ 、 無形 之 1 故、 於.^ 表太狨 太輔 ロ卞士 おお 

ハ難相 成 候へ ハ、 此上ハ 唯 此度之 御 始末、 何 トモ 御 恐 入 被 遊、 御 一言 之 被 仰 譯モ不 被爲在 候へ ハ、 如何 體之 御沙汰 御 坐 

候 テモ、 鬼 角 被 仰 上候僙 ハ 不被爲 在ト、 御 悔悟 御 謝罪 之 御 筋道 不相 立候テ ハ， 朝廷 一一 ォ カセラ レ 候テモ 、御 聞 届 被 遊 度 

候 テモ、 難 被 遊 御 次第 -ー 御座 候、 右 様-一 サへ 被 仰 上 候 へ ハ 、 御 恭順 モ御 誠意 モ 御 貫徹 之 御 道 モ 相 立 可 歟、 彼是 ト憋成 

被仰譯 ハ 、却テ 御名 分 上 之 御障リ -1 相 成 候 へ ハ 、只管 御 悔悟 御 謝罪 之 外 一一 御條理 、ノ 相 立不. &宾、 t 御筋サ へ W 立 候 へ 、 、 

又 朝廷 上 -ー テ モ夫々 御 寬宥之 御 廷議モ 相 立 可 申ハ、 自然 之 道理 ト奉存 候、 尤. 御 悔謝モ 乍 恐 御 口上 計 ，ー テ ハ 相濟不 巾、 

其御實 跡 ヲ可被 相 立 事 二 御 坐 候、 第 一 、會、 桑 之 一 一藩、 心 術 上 之忠赤 ハ 可憐 可 感歟矣 slfr-r -、、 朝廷へ ソ ムキ、 原註、^ 蜗之如 

故、 歸國被 命 候 テモ、 其 儘 滯在ノ ミナ-.、.、. ■  XK  ノ  ， 、原註  >  ぉ亂ニ  *».,、，  、  J  W 主、 fgasw  ^娘 被 遊 

ラ ス 、戎裝 北上、 官軍 - 一向 フ テ戰フ 、天下 ラ 騷カシ ？ S 起此レ S リー ¥ 1. 示 家ヲ倒 ス 、^| 倒^ „ ナ^、 罪 惡必誅 不可 冤 ハ 關西之 S  二 
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御座 候 上、 坂 地 一一 ォヰテ 事 一一 關リ シ諸 有司 ハ 、夫々 御 罰殛無 之候テ ハ 、鉀實 跡 ffi 顯 ハ レ 不 S. 候、 此處迄 卜 分 -ー 御 落 入御 悔 

謝 二相 成 候へ ハ 、年来 之 御 誠忠 モ. 御 逆心 可 被爲在 様 モ無之 御 儀モ、 無 御 據譯- 一 テ御反 形 ト相成 候 事モ、 是亦 天下 萬 人 之 

知ル處 一一 候へ ハ 、必 雪寃之 議起リ 可 中 モ 、 必然 之 勢 一一 テ 候 得 共、 卽 今之處 二 テ ハ 、御 形迹上 一一 オイ テハ 御遁レ 難 被 遊 御名 

義故、 一 人 トシ テロ ラ開ク 者 無 之 候、 書 ハ不盡 言 難 及 禿 筆 而巳ナ ラス、 甚以 不敬 多 罪 一一 亘リ恐 入 候 得 共、 心 付 候 絛ハ巾 上 

候様ト ノ御 書面 一一 付、 大藏 大輔申 付、 旁、 此地之 見込 ヲ申上 候、 何分 方今 之 長策ハ 、鬼 モ角モ 于戈之 動力 ヌ様、 人心 之 安 著 

ス ル様 -ー御 鎭定被 遊 宾テ、 天 定之時 ヲ被爲 侍候ョ リ外ハ 無 御座 候、 是皆乍 恐 上様 御 一 心 ヨリ 外 一一 出 ル處無 御座、 唯々 奉 

恐 入 矣、^ タ ル御形 行 二 相 成 候 哉覽、 長生 キ仕 候テ、 如此 憂目 ヲ見候 事 歟ト書 二 臨 ン テ落淚 止 兼 候、 

一昨日 朝議-一、 愈 謝罪 之 體モ無 之 上ハ、 海陸 之 大兵 ラ發セ ラレ、 御 征伐 可 被 遊 ト御诀 定相成 候、 —  — 

一 右， 一 K シ、 和宫 様へ 何 力 御 和平 御 取計ヒ 之侥、 被 仰 進 トモ 相 聞ュ申 候、 又 和 宮様 ヨリ 田 安^ 御 相 綾 御 願 被 成 トモ 

相 聞ェ申 候、 

一 廿 七日 ヨリ 二 條城ヲ 太 政 宫代リ 一一 相 成、 宫 公卿 始御 出勤 有之罷 出候テ モ 、黍 離 之 有様 不堪 感慨 之 至 候、 

一 當月 三日 以前 迄ハ 、諸 藩 竝縉紳 中 之 有志 ハ、 上様 御參 2： 之 御運ヒ 二 サ へ 相 成 候 得ハ、 天下 ハ靜謐 ナルへ シ、 夫ョ リ後ハ 

王攻 一途-一力 ヲ盡セ ハ濟 事ト、 一同 一一 是ヲ 目的 侬賴 トシ、 其 事 -ー 而 巳カヲ W ヒ候處 、世態 一 變シ テ、 算外之 事 ト相成 候 

二 付、 、王 攻モ名 計 一一 テ、 實ハ望 洋ナリ 、鳴 呼 御 謝罪 之 筋 ター 一 立候ハ 、罪 ハナ シ、 ス材 ハ棄へ カラス、 朝 堂-一 立 テン 

トイへ ル論 モ、 朝野 二 聞ク處 ァリ、 

一 岩 倉 殿 ヨリ. 2： 意 有 之、 同姓 大和 守 迄 申 越 候 儀モ有 之、 定テ御 承知 相 成 候 半 ト舉存 候、 

一 遠：？ T 家來 有-為 帶刀 一一 囑候僙 モ有之 候、 是モ 定テ御 承知 一一 相 成 候 半 ト奉存 候、 是等之 諸說モ 御參考 被 下、 何分 二 モ 

爲 皇國、 爲宗家 御 鼎 力 偏以奉 仰望 候、 勝君ョ リ老寡 君 へ 御 呈書有 之、 老生 へ モ御 投書 候 得 共、 拜答候 儀 ハ 前 宵 之 趣 中 

上 候 ヨリ 外ハ 無 御座 候 へ ハ 、乍 恐 宜 御 傳聲可 被 下 候、 ■、 


私 曰、 先月 廿 六日 著 之 飛脚 - 一、. 2： 府公御 直 書 御到來 之處 * 一  向 -1 御 悔悟 之 御 様子 不被爲 在、 又 廿七曰 著、 一 翁老 U^:、M 人ョ 

リ雪江 へ 之 投書 等 之 趣 一一 テ モ 、^： 府公 御始御 恭順 ト計 -ー テ、 御 謝罪 等 之 儀 ハ 更 一一 御 心 附無之 御 模様 一一 付、 雪江ョ リ 之 返^ 

二  、此表 之 實說委 敷 申 越 可然ト ノ 御沙汰 二 付、 廿八： n 一  書 相認、 紀藩 東行 之 一十： 人へ 相 託 候處、 同人 東行 延引 之 都合 -ー 相 成 

候 付 取 戾シ、 日附其 儘、 今 便 一 緒 -1 相 達 書面、 如 左、 

抑 此度之 御 一 擧- 一至 ッテハ 、御 不臣 之 御 形迹不 一 方 一一 付、 唯 御先 供 之 行 違 ヨリ トノ 御 申開キ 而已 -ー テハ、 中々 以 H 徹 W 仕 

様モ無 之、 不顧 忌諱 其 條件ヲ 数へ 候へ ハ、 第一 ニハ、 朝廷 ニテ 殊更 御 嫌悪 被 成 候會、 桑、 已 一一 御 暇 二 テ、^ 路歸^ ラ被命 

候 ト迄被 仰 上 置 候處、 夫ヲ 御上 京 之 御沙汰 已前、 追々 伏 見、 淀邊迄 御 指 出 ， 一 相 成、 且歩北 ハモ^ 見、 淀、 橋 本、 牧方等 へ 御 繰 

出 二 相 成 候 ハ 、何等 之 御 趣意 歟， 更 一一 難相辨 事故、 事敢 -ー 歸候後 ハ 、 廷議 反逆 之 企ト名 付候テ モ中 開クへ キ道無 之、 第二 

二 ハ 、晦日 二 ハ 追々 兵事 御手 配 リ有之 候 ハ 、除姦 之 御 下 タ搆へ 二 パ 可 有 之 候 へ 共、 除姦之 御 奏可無 之 程 之 事 -ー 候へ ハ、 

是以 叛逆 之 御 企ト名 付ケ候 テモ、 更 一一 中釋へ キ道無 之、 第三 -!  、ノ  、朔日 已來、 會、 桑 甲胄 一一 テ 北上 致シ、 共隊モ 追々 御 繰 出 

二 相 成 候 爲體、 御上 京 之 御先 供ト ハ 相 見 へ 不申 故、 是亦 叛逆 之 御 企ト申 テモ、 申解ク へ キ様無 之 候、 第 四、 御奏可 ハ 勿論、 

御 奏聞 一一 相 成 候 哉 否 モ御貪 著 ナク、 於 坂 地 ハ 除姦之 號令ヲ 被發、 可馳集 トノ御 布止门 、ノ 御 不都合 之 尤基敷 モノ  -ーテ 、事ヲ 

除姦 一一 託シ、 闕下 二 迫ラ ン ト ス ル叛形 顯然ト 指斥サ レ テ モ 、更 二  e. 解クへ キ様無 之 候、 第五、 除姦 之實不 被遂上 ハ 、 ゆ" 

託 首 二 シ テ、 闕下 二 逼ッテ 別 二 姦 謀ァリ トイ フト モ申釋 へ キ様無 之、 第 六、 鳥 羽、 伏 水 之 戰鬭ハ 御先 供 之 行逮ト 巾 モ 

イタ セ、 淀" タリ 之戰爭 、ノ 何事 一一 候 哉、 除姦 之擧 -I 候ハ 、 、 進戰 勇鬭、 御 立派 -ー 其實ヲ 被遂候 へハ、 朝廷へ 被對御 異心 

無 之 儀 モ 現 然可致 候 得 共、 會、 桑 死 戰之坂 兵 モ頻 リ-ー 被 進 候 へ トモ、 悉ク 及 敗走 候 得 ハ ， 除姦 ハ S  -ー  テ 、 諜 反敢 レ タ リ 

ト稱ス ルモ、 更ュ申 解クへ キ様無 之、 第 七、 四ッ 塚、 鳥 羽 殴 之 一 戰、 御先 供 之行逯 -ー 候ハ 、、一 戰之後 パ 速 二 兵隊 御引揚 -I 

テ、 早々 御 悔謝被 仰 譯モ可 有 之處、 其 儀 無 之 而已ナ ラス、 將軍宮 御進發 後モ猶 兵隊 ラ被 進候ハ 、叛形 二 アラス シテ 可事ナ 

ル へ キ、 如此反 狀ト名 付へ キ形迹 現然候 上ハ、 無形 之 口舌 ヲ以申 譯へキ 桉ハ無 之、 频-ー 御 恭順 御鐄 撫ヲ 朝廷へ 巾 上 候 
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拙 生 迄モ、 奉對 朝廷 恐 入、 申 譯モ無 之 次第 二 テ、 年 來之御 誠忠 ハ、 心 ヲ以テ 心 ヲ知リ 候 上 之 儀 ニテ、 知 ラサル 荇 ニ至ッ 

テ ハ 、形迹 ヲ認メ テ其心 ヲ察候 外 尸 無 之、 朝廷 之 御 赫怒 御 至 當之儀 一一 テ、 今日 ト相 成候テ ハ 、 御 誠忠 モ御 恭順 モ、 王莽 

之謙恭 同様 之 姿 二 相 成 候テ、 愁訴 之 道 モ絕果 候、 如 斯反狀 明白 之 上 ハ、 不日 二 征討 之 大兵 ヲ不 被爲發 候半ヲ ハ、 朝憲 モ 

相 立 不申候 ハ 當然之 事 -ー 候、 左様 一一 相運ヒ 候へ ハ 、祖宗 一 一 百餘 年之钾 盛業 モ 水泡-一 相 成、 朝敵 之 汚名、 千 歲之靑 ^ヲ檨 

サレ、 且ハ 生 民 之 塗炭、 生 靈戰鬭 之 慘毒ヲ 受ケ、 剩 へ 外 夷其虛 一一 乘ル- 一至 候ハ 、 、其 罪惡 ハ 實 二 天地 間 不可 容事ト 相 成 可 

中ト、 不堪 恐悚 悲歎 之 至 候、 今 之 時-一 當ッテ 、御 誠忠 モ御 恭順 モ、 朝廷 ハ元 ヨリ 天下 萬 人、 見 テ信ス へ キ證據 ヲ形迹 之 

上， ー顯ハ サレ 候テ御 謝罪 有 之、 干戈 ヲ熄メ 、天下 ヲ穩 一一 シ、 宸襟 ヲ被爲 安、 罪 戾之萬 一 ヲ御 償ヒ被 成候ハ 、、御 祖宗 之 

御 遺業 モ 今後 一一 及 ヒ 、德川 氏 之 社稷 モ 御 後昆 一一 御傳 へ 可 被 遊 御 御條理 モ 相 立 可 申 候、 卽今、 天下 之治亂 モ 、 宸襟之 御 安 

不 モ 、悉ク 御 一 身 之 御 方寸 二 相 迫 リ候事 ト相成 候、 此處御 深考御 熟思 之 程、 皇國 之爲、 御 宗家 之爲、 御身 上 之 爲千祈 萬 

禱、 泣血頓 首。 

正月 二十 八日 

〇 太田資 美、 慶喜ノ 令 ヲ以テ 、駿府 城 ヲ守リ 、疾ヲ 稱シテ 、朝 召 ヲ辭ス 、慶喜 謝罪 ノ狀 ヲ聞ク 一一 

及 ヒテ、 形迹ノ 嫌ァラ ン コ トヲ 恐レ、 是日、 從兵ヲ 留メテ 、其邑 一一 歸ル。 

〇 德川氏 へ 申狀 

總次郞 侬駿府 御 警衞被 仰 付、 去月 一 一十三 日 駿府表 到 著 仕、 本 多 紀伊守 校、 佐 久間锗 五郎 故 へ 被 申 合 候 上、 御 警衞行 届 候 様 

相 心得 罷在 候處、 兼 テ御達 相 成 候 歩兵 頭 多 賀上總 介拖始 兵隊 共、 關東 へ 御 引揚相 成、 猶又、 御 達 モ有之 段 承知 仕、 其 上、 去 ル 

ト 九日 御 達 相 成 候 御 書付 之 趣 一一 テ ハ 、 上様 御 謹 愼モ被 爲在候 折 柄、 軍装 ラ以、 駿府 表出 張罷 在候テ ハ 如何 可 有 之 哉、 殊 二 

兼テ御 g 申 上 置 候 通、 重役 之 家来 上京 旅 中、 京師 變動之 御 模様 二 付、 在所 へ 爲差扣 置 候處、 舊臘、 京師 ョ リ更ニ 被爲 召 候 


間、 迅逑 上京 可 致 旨 之 御 達 モ有 之、 猶又、 上京 之 儀、 彼 地 用達 共 へ 催促 モ 御座 候 間、 總次 郞病氣 -ー 付 上京 難 致 g  、重役 之家來 

差 出 申達 置 候 傍、 駿府表 -ー 出張 罷在 候テ ハ 不都合 之 次第 -ー 付、 同所 御警衞 之絛ハ 、本 多紀伊 守妆、 佐久 問 繙五郞 故へ 御ぱ合 

之 上、 相應之 人数へ 重役 爲 取締 殘シ 置、 總次 郞儀ハ 在所 掛川表 最寄之 儀 一一 モ候 間、 一 ト先 引揚、 自然 非常 之節ハ 、速-一駿 府 

表 へ 出張 盡カ仕 候 心得 n 御座 候 段、 各^ 迄 申 上 置 候 様、 駿府表 ョ リ申付 越 候、 尤右之 段 御 差圖之 上進 退 可 仕之處 、遠路 之 我 

-ー 付、 御 差 圖ラ不 相 待 在所 表へ 引取 候 上、 猶御届 可 申 上 候、 以上。 

太 田總次 郞家來 

二月 朔日  鹽 川三藏 

太 田 資美家 記 

一 一 日、 近 衞忠房 ヲ以テ 神 K 事務 總督ト 爲 シ 、鷹 司輔熙 ヲ 制度 寮 事務 總督ト 爲 シ 、小 松沾. 縦 ヲ 總 

裁 局 顧問 ト爲シ 、顧問 參與大 久保利 通 ノ 顧問 ヲ 罷厶。 

近 衞 新 0 左. K  K 

种祇 事務 總督被 仰 出 候 事。 Mil? き纏隨 

〇  ， 

]  II 司 前お 大 R 

制度 寮 事務 總督被 仰 出 候 事。 職 嚷麵雜 

〇 

h  么  帶  刀 

總裁局 顧問 被 仰 付 候 事 C  0^ 
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〇 利 通 事蹟 二 云、 總裁局 顧問 辭退被 聞屆候 事。 

〇 兵 庫 鎭臺ヲ 改メテ 、裁判所 ト爲シ 、東 久世通 禧ヲ以 テ總督 ト爲ス 、又 長 崎 裁判所 ヲ 置キ、 九 

州鎭 撫總督 澤宣嘉 ヲ以テ 裁判所 總督 ヲ蒹シ ム。§ ハ 嬉？、  . 

東久 世少將 

攝州兵 庫 裁判所 總督兼 被 仰 出 候 事。 舰久海 世 fi 履き^ 

-  澤前主 水 正 

長 崎 裁判所 總督被 仰 出 候 事。 000 

〇 案ス ル 一一、 裁判所 ヲ置 タノ 達 書、 諸 記 一 モ見ル 所 ナシ、 故 二 其總督 ヲ命セ シ日ヲ 以テ創 置 ノ日ト 爲ス、 爾後 置 ク所ノ 京 

都 以下 裁判所、 及ヒ府 縣等ソ ノ創置 ノ達書 ナキモ ノ ハ 、皆 之 二 傚フ、 又 東海道 先鋒 記、 東 山道 總督府 叢 紙、 載スル 所ノ囘 

達文、 宣 嘉ノ宣 旨、 九州 鎭撫總 督兼長 崎 裁判所 總督 - 一作 ル。 

〇 池 田 茂 政及ヒ 日 置 忠尙ニ 命シ、 外人 ト神 戶驛ニ 爭鬭セ シ險 長ヲ兵 庫-一 押送 シテ 自及セ シメ 

、且 忠尙ニ 謹慎 ヲ 命ス。 

〇 茂 政 へ 達 書 一 一通 

備 前 4_ 紫 家 本 

日 置帶刀 

神戶 通行 之 節、 行列 へ 立 障 候 由 一一 テ 、英人 へ 兵 ^ヲ 加へ 、剩 へ 逃 去 候亞佛 人、 並 公使 へ 及 砲發、 理非 之應對 二 モ 不及、 如何 二 


モ妄 p\ 一所 爲不届 之至リ 二 候、 卽今、 更始 御 一 新國事 多難 之 折 柄、 深 被爲惱 宸襟、 就中 外國御 交際 依 ハ 、 御國體 -ー 相 抱 

候 重大 之 事件 -ー 付、 宇 e 之 公法 一一 基キ、 不損皇 威、 至 當之筋 御 履行 可 被 遊 思 召 之處、 御 時節柄 テ モ 不奉 顧、 返テ 御 耻辱ヲ 

釀候侬 、重 疊不 容易 罪科 ュ 付、 發砲號 令 之 者、 各國見 證ヲ受 、可 致 割腹 旨 被 仰 付 候 事。 

伹、 罪科 人體、 明 三 日 ヨリ 五ケ 日 ヲ限リ 、丘 ハ庫表 へ 護送 致、 外國 事務 掛リ 之 者 へ 可 申出 候。 

一 1 ^ 池 田 章 政 家 記  ， 

一- 月 外務省 記 

〇 

備 0 少 將 家 來 

日 置帶刀 

神戶 通行 之 節、 從卒共 外國人 -ー 對シ 暴發、 不容易 所業 二 付被處 罪科 候， 全 同人 下知 不行屆 之 事 二 被 思 召 候 間、 ！ii 愼爲致 置 

候 様 被 仰 出 候 事。 

一 一 ^ 池 田 章 政 家 記 

一一 月 外務省 記 

〇 

日 置帶刀 

去 一  日、 祌戶 通行 之砌、 外人 へ 丘 ハ^ ヲ 加へ 發砲 一一 及 候 儀 一一 付、 公法 ヲ以御 處置可 相 成 段 ハ御達 之 通 一一 候、 卽 八-、 不可 謂 

多難 之 御 時節、 些少 之 事件 ヨリ 御 安危 一一 相 抱 f 害ヲ モ 可釀 出、 別テ 如何 之 至 一一 付、 公論 诀定、 叙斷之 上、 發砲號 令 之^^ 

科 ニ被處 候-一 付、 早々 可 差 出 被 仰 付 候條、 皇國之 大事 ラ體 任シ、 可 奉安 宸襟候 事。 

二  g 池 田 章 

一一 月 政 家 記 

〇 按ス ル 二  、前ノ  二 書 ハ茂政 ニ達セ シ モノ  二 シテ、 少將ノ 下家 來ノ 二字、 日 置 ノ上ニ 移シ、 本文 ト^ス へ キ 二 似 タリ、 一 一 

書ノ 奉答 ハ茂政 之ヲ上 リシ ラ以テ 之 ヲ徵ス へ シ 〇 三月 十三 日、 忠尙 ノ謹愼 ヲ釋ス C 
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〇 章 政 家 記-一 云、 一 一月 一 一日、 岩 倉 輔相ョ リ、 此度 祌戶之 一條-一 付テ ハ 、嘸々 其 藩 一 統 苦心 之 程 察 申 候、 於 朝廷 モ御 同様、 彼 

是 三日 モ御 評議 二相 成 候 得 共、 鬼 角 不诀、 此上ハ 主上 御 殽斷之 外 無 之 ト^、 刖相 伺候 處、 實- ー其邊 被爲惱 叙 慮、 彼是 事情 

言上 ノ 上、 如此 御釵斷 御沙汰 二 相 成 候 事 二 有 之. 此度， 當人儀 彼之爲 二死 スルト 思ヒ候 テハ、 如何 ニモ 殘念 二 被 思 候 得 共、 

實ニ 鲁國 更始 御一新 之 折 柄、 右 之 次第 一一 テハ 如何様 之 大害ヲ 可 釀モ難 計 候 一一 付、 無據 公法 ヲ以テ 御所 置 被 仰 出 候 間、 

何卒 天朝 之爲、 皇國 之爲、 次 ハ備前 ー國、 日 置 一家 之爲、 甘 シテ罪 ヲ受候 様懇々 被 仰 聞 候-一 付、 京都 詰 合 之 者、 祌戶表 

へ 罷越、 帶刀 家來共 へ 御 趣意 之趣詳 一一 申 聞、 斯 迄厚キ 叙 慮 ラ奉蒙 候 上 ハ 、爲 國家彌 感發、 御 國威不 相 汚 機 覺悟可 有 之 

段 及說讒 候處、 本人 初 一 同せ 心 仕 候。 

〇^ 四日 布告 書 

備前 家老 日置帶 刀、 去月 十 一 日、： t 戶 通行 之砌、 外國 公使 二 對シ發 砲 致 シ候ニ 付、 於 朝廷 以 公法 御 處置號 令致シ 候、 ヒ， t: 

死罪、 帶刀 謹愼被 仰 付 候 間、 爲心得 申達 候 事。 政 

〇 三日 奉答 書 

右 之 通 、昨 二日、 御 達 t 一、 之 趣奉畏 候、 此段 御請 奉 申 上 候、 以上。 

備 前 少 將家老 代 

二月  池 s 靱負 

外務省 記 

〇 

去月 十 一 日、 祌戶 通行 之砌、 外國人 へ 兵^ ヲ加發 砲 一一 及候僙 一一 付、 公法 テ以御 處置可 相成抆 ハ 御達之 通 一一 付、 卽今 不可 謂 多 

(拘欧 ) 

難 之 御 節、 些少 之 事件 ョ リ御 安危 一一 相 抱、 大害ヲ モ可釀 出、 別テ 如何 之 至 -ー 付， 公論 诀定、 叙斷之 上、 發砲號 令 之 者 罪科 二 

被 處恢ニ 付、 早々 可 差 出 被 仰 付候條 皇國之 大事 ヲ體 任シ、 可 奉安 宸 襟 候 旨、 御沙汰 之 趣 謹 テ奉畏 候、 右 御^^ 巾 上 


仰 政 池 

ヲ 家 田 

蒙 記章 

ゾ 

候 
事 


候、 以上。 

備 前少將 家老 

二  H: 七日  日 置帶刀 

外務省 記 

〇 備前藩 兵 ノ西ノ 宮警守 ヲ罷メ 、久留 米 藩 兵 ヲ以テ 之 二 代フ、 又 郡 山藩ノ 西洞院 信愛 ノ衞兵 

ヲ 罷 メ  、愛宕 通 旭 ノ衞兵 ト爲ス 、帽 li 尋 テ 備前藩 兵 ヲ 京師-一 徵ス。 

被 冤 西宮御 守衞候 旨、 被 仰 下 候 事。 

二 月 二 日 

但、 久留米 ト 申 合 、 可 引拂之 事。 

〇 有 馬 糗咸家 記 一一 云、 西ノ 宮警衞 ノ 

〇 但、 達書ヲ 佚ス。 

〇 五日 達 書 

備 前 少 將へ 

西 之宮御 警衞被 冤 候 上 、ノ  、右人 數引 纏、 速 -ー 可 指 登 候 事。 

一一 CP  -d 日 池 田 章 

二月 五日 政 家 記 

〇 大 村純熙 二 申 命シ、 長 崎 警守ノ 事 ハ 、裁 別 所 總督ノ 指揮 ヲ受ケ シム G 

大村丹 後 守 

復 古 記 卷ニ 十七 明治 元年 二月 二日  七 九 II 一 


復 古 記 卷ニ 十七 明治 元年 二月 二日  七 九 四 

長 崎 表 取締 勤 方 、市中 警衞向 、 拉 不 法 亂行之 輩 取締 等、 總督 指揮 次第 相 勤 可 申 候 事。 

^ き  一一 一一！； 

〇^ 純熙 上申書 

先度 各藩 ョ リ御屆 申 上 候 通、 去ル 十四日 夜、 河津 伊豆 竝附屬 之 者 共、 長 崎 表 引拂候 後、 鬼 角 人心 不穩、 侬 之、 別段 市中 爲鎖 撫、 

立山 役所、 私 方 へ 守 衞仕候 様、 各藩 會議 一 诀 -ー 付、 元 ョ リ 微力 之 儀 二 ハ 御座 候 得 共、 同所 之 儀 ハ 外國 交際 之 地、 領分 接近 之 

場所 一一 テ、 舊來之 由緒 モ有 之、 殊更、 頃 年 頂戴 仕 候 勑詫 之趣モ 御座 候 付、 斯ル 切迫 之 折 柄、 旁 以難閣 、直樣 重役 拉 兵隊 繰 込、 

一 際 精力 市中 鎭撫罷 在 候 段、 在所 ヨリ 申 越、 於 大坂表 承知 仕 候、 此段御 届 中 上 候、 以上。 

tt  3J 大村純 

i 月 熙家記 

〇 純 熙家記 一一 云、 本書、 一 一月 八日 差 出 スト、 而シテ 末尾、 正月 ト署ス 、案ス ル -ー、 文中 於大坂 云々 ノ字 ァリ、 蓋シ純 熙ノ發 

途 ハ 正月 一 一十 九日 二 ァリ、 此月小 盡ナ ルヲ 以テ、 之 ヲ考フ レ ハ 、著 坂ノ卽 日、 此書 ヲ發セ シナル へ シ、 其 遷延 シ テ 八日 二 

至 リシ ハ疑フ へ シ、 姑 ク此ニ 附記 ス。 

〇 橋 本 關門警 守 ノ加賀 藩 兵、 外 國人經 過 措置 ノ事 ヲ稟 請ス。  • 

橋 本關門 へ 外國 人相 向 指 懸リ、 致 入京 度 旨 申 聞 候 節ハ、 差 留置 可 奉伺 心得 -ー 御座 候 得 共、 强テ罷 通 度 旨申 聞候ハ 、 、如何 扣 

心得 可 申 哉 奉伺 候、 急速 御 差 圖奉願 上 候、 以上。 

加賀 宰相 中將內 

二月  庞瀨五 卜八郞 

〇 批紙 

伺 之 通リ、 通行 之 節 ハ差抑 可 届出、 若 押テ差 通候ハ 、搦柿 可 中 出、 诀テ P- 殺-一 不及様 申達 候 事。 1^ 

〇 三 浦弘 次、 藩 兵 ヲ 發シテ 、美 作 駐在 ノ 備前藩 兵 ニ屬 スルヲ 稟ス。 


今度、 爲作州 御 取締、 池 W 倫 前 守； g 御人數 出張 -ー 付、 備後守 儀、 爲 勤王實 効 人數差 出、 備前 守お 御人數 へ 差 加 置 中 候、 此^ 御 

屆申上 候 樣申付 越 候 、以上。 

三浦備 後守內 

二月 二日  渡逡 恒太郞 

111 浦 « 次 家 記 

〇 顯次家 記 一一 云、 丁 卯 維新 之 際、 作 州 邊爲御 取締、 池 田備前 守；^ 人數 出張 之 節、 備後守 儀 ハ 池 田家 へ 屬シ、 A 隊 等差 出シ、 

勤王 實効ヲ 表シ候 一一 付、 備後守 父子 勤王 ノ 誠意、 備前 守お、 洞察 上申 -ー 付、 別段 勤王 之證甞 ハ 不差出 相 濟申候 也。 

〇 鍋 島 茂實、 其 父齊正 二 代 リテ京 ニ至ル 。f  S 

〇 松 平 喜德、 書 ヲ上杉 齊憲- 一致 シ、 其 父 容保ヲ 救解セ ン コトヲ 請フ。 

〇 米澤藩 戊辰 事情 槪旨 一一 云、 一 一月 二日、 會津 嗣子 ノ 使者 鈴 木 丹 下、 土星 哲之 助來ル * 嗣子 若 狹ノ親 害 ァリ、 槪 in 一一 曰、 父 肥 後、 

戍年以 來千辛 萬 苦、 公武 御 合體ノ 事-一力 ヲ盡シ 、恐 多クモ 先帝 深ク御 侬糗ノ 宸筆ヲ 賜ヒ、 病氣 ノ節ハ 御親禱 マテ 被 

成 下 候處、 去ル 三日、 洛外 ノ戰爭 、彼 ヨリ 兵端 ヲ開キ 、却 テ關東 所爲ト 申立、 宗家 一 同 朝敵 ノ寃罪 ヲ蒙ル 儀、 子 トシ ラ 涕泣薆 

憤 ニ堪ェ ス、 何卒 朝廷へ 御 申立、 污名ヲ 御 雪キ被 下度ト ナリ、 

二 使 又命ヲ 鄭重 シテ 曰、 小 寡 君、 日夜 號泣 憂悶 ス ル モ 告訴-一由 ナシ、 偏-一貴 中將 閣下 ラ烦ハ ス、 孝子 ノ 至情 御 亮察、 寃罪ヲ 

辨白 セラ レン コト ヲ 企望ノ 外他ナ シト。 

三日、 天皇、 太 政官代 一一 臨ミ、 三 職 以下 群臣 ヲ會 シテ、 親 征及ヒ 大總督 ヲ置ク ヲ議ス 、議旣 一一 決 

ス 、乃チ 列藩 二 詔 シ テ、 軍備 ヲ爲サ シ 厶 • 日晡 車駕宮 一一 歸ル。 

〇 朔日達 書 

復 古 記 卷ニ 十七 明治 元年 二月 一 一 一日  七 九 五 


復古 記 卷ニ 十七 明治 元年 二月 三 日  七 九 六 

今般 御 一 新-一 付、 明 後 三日、 一 一條 城 太政宫 代へ 御 親臨 被爲在 候 旨、 被 仰 出 候 事。 

但、 行幸 之 儀、 總テ御 輕便ヲ 主ト被 遊、 月 中 數ケ度 御 親臨 之 思 召 候閒、 猥 リ 一一 供奉 等 不相願 様兼テ 申達 候 事、 於 武臣 モ 

供、 堂上 同様、 侍 一 一人、 僕 兩人可 被 召 連 候 事。 

禾  一 W  . 

〇 

今度、 慶喜 以下 賊徒 等 江戸 城へ 遁レ、 盆 暴 逆 ヲ恣- 一 シ、 四海 鼎 沸、 萬 民 塗炭 ニ墮ム トス ル 二 忍 ヒ給ハ ス、 叙斷 ヲ以テ 御 

親征被 仰 出 候、 就テ ハ 御 人 撰 ヲ以被 置 大總督 候 間、 其 旨 相 心得 、畿内 七道 大小 藩、 各 軍旅 用意 可 有 之 様、 不 n 軍議 御诀定 

可 被 仰 出御 旨 趣 可 有 之 候 間、 御沙汰 次第 奉命馳 集へ ク候、 宜、 諸軍戮 力、 一同 勉勵、 可 盡忠戰 旨 被 仰 出 候 事。 

二 弓 三 ョ 非 蔵人 日記 

二月 三日 東海道 先鋒 記 

〇 春嶽 私記-一 云、 今日 ii、 議事、 浪華 行幸 二 ハ御诀 二相 成 候 得 共、 御 趣味 意 柄 鬼 ャ角ト 御据リ 兼-一 付、 公 被 仰 候ハ、 御 親 

征又 ハ 外國御 交際、 或 、ノ 遷都 杯、 多端 瞹昧之 御 趣意 一一 テ ハ 不可 然、 御 交際 ナ ラ ハ 御 交際 二 テ 、 公然 ト 臨幸 被爲在 可然、 遷 

都 之事ハ 諸侯 會議ノ 上 一一 テ御 治定 可然、 御 親 征之儀 ハ將軍 宮へ御 委任 御 當然タ ルへ クトノ 御 議論 之 儀、 叉 議院 臨御 モ 

不被爲 在 候テ、 外國御 交際 之 臨幸 ハ 、御 順序 無 之 御 不都合 タ ル へ キ旨、 三條、 岩 倉 之 1 一 卿へ 被 仰 達、 御 嘉納 有 之 由、 三日 已刻、 

主上 太政宫 代へ 行幸 被爲 在、 御 親 征之儀 被 仰 出 之、 御垂 簾-一 テ 群議 被 爲聽、 下 參與之 向へ モ 御下問 有 之、 何モ奉 

畏候段 御請 申 上 候。 

〇 細 川 護久 家 記-一 云、 二月 三日、 主上 始テ太 政 {R 代ニ條 城へ 御 親臨、 喜廷 §| ッ 供奉 ス、 夫 ヨリ 議定 所へ 出御、 三 職 

ノ 役員、 喜廷 等、 下 參與共 一同 拜伏、 御 親征ノ 勅 誌總裁 有栖川 帥宮傳 之、 畢テ各 退座、 再 玉座 前へ 被 S 召、 御菓子 ヲ 

賜 ハリ、 且又 於 御 庭乘馬 叙覽 ァリ、 喜 廷モ其 一二 與ル、 夕刻 還幸ノ 供奉 モ勤 ム。 

〇^ 德川慶 喜 以下 罪 案 

第 一 等  慶喜 


第二 等  會津 桑 名 

第三 等  豫州松 山 姫路 備中松 山 

其 主人 滞 阪人數 差 出、 官軍 へ 發砲 シ 、剩 へ 慶喜 一 同 東行 セ シ部、 又 ハ 人 數差出 發砲之 聞 へ 無 之 ト モ 、 其 主人 滯坂、 且東 

行 セシハ 、戰不 戰ラ不 論 同等 一一 可 有 之、 或ハ 近年 閣老. 其 外 要路-一 在勤、 別 テ慶喜 之 逆意ヲ 補佐 セシ 部、 

第 四 等  宮津  . 

其 主人 滯阪 中、 出先 之家來 不心得 旨 ヲ以、 官軍へ 發 砲シ、 大號 令ヲ拜 戴、 速 歸國、 其 家來ヲ 謹鎭申 付、 身柄 上京 謝罪 セシ 

部、 

第五 等  大垣 高 松 

其 主人 在國 中、 滞阪 元家來 共、 不心得 ヲ以 官軍へ 發 砲シ， 速-一 其家來 ラ取亂 謹慎 申 付 置、 身柄 上京、 先鋒 願書 等、 謝罪 申出 

候 部、 . 

右 五 等ヲ以 御 裁 斷被爲 在、 三等 以上 ハ其罪 不輕- 一 付 追討、 開城-一 モ 立至リ 候得ハ 、直 樣其城 領地 共 御 預ケ、 追 テ關東 平定 

之 上、 何分 御所 分 被 仰 出度、 四 等、 五 等 ハ 大同小異、 大區別 ハ 有 之 間 敷 二 付、 其 主人 上京 >  先鋒 願 出 候 得 尸 被 免、 實効相 

顯之 上、 追テ 何分 御 宥免之 御所 置 被 仰 出候テ ハ 如何 哉、 

但、 五 等 之 外、 慶喜親 藩 一一 テ御 疑惑 有 之 藩々 ハ 、御 督責 難行 詰 -ー 付、 寬宥之 思 食 ヲ以、 其家來 先鋒 等被爲 仕、 主人 之絛 ハ 

必 上京 被 仰 付 度 事、  . 

附リ、 四 等、 五 等 之 部 一一 テ、 償金 ハ 先鋒 賨効ト 由譯共 違ヒ、 追テ之 御所 分 ト申邊 一一 御 差 湊可有 之 -ー 付、 被 差 止 度 事、 

右 如 n: 哉、 御氣附 筋御附 札奉糗 候。 « 舶 M 

〇 五等ノ 罪狀、 蓋 シ 議參 ノ 擬案 二 係 ル 、其 诀裁何 如ヲ審 一一 ヒス、 然レ トモ 當時 ノ處置 大略 之 二 據ルニ 似 タリ、 故ュ 錄シテ 

參考 二 備フ。 

復 古 記 卷ニ 十七 明治 元年 二月 一二 日  七 九 七 


復古 記 卷ニ 十七 明治 元年 二月 三 cn  七 九 八 

〇 職制 ヲ 更定 シ、 七科ヲ 改メテ 、總裁 局、 及ヒ 神祇、 內國、 外國、 軍 防、 會計、 刑法、 制度 ノ七 W ト 

爲シ、 總裁 局-一 總裁、 輔弼、 顧問、 辨事、 史官、 肇生、 官掌ヲ 置キ、 七 局 ニ督、 輔、 判事、 書記、 筆生、 

局掌ヲ 置ク ost ス 

三 職 

宮任 之、 

あ 蜀も 副總裁 公卿 諸侯 任 之、 

萬 機 ヲ總へ 一 切ノ 事務 ラ裁 诀ス、 

議定 職宫 公卿 諸侯 任 之、 

事務 各 課 テ 分督 シ 議事 ヲ定 诀ス、 

參與職 公卿 諸侯 徵士任 之、 

事務 ヲ參 議シ各 課ヲ分 務ス、 

八 局 

總裁局 

神祇 事務 员 

神祇、 祭祀、 祝 部、 神戶 ノ事ヲ 督ス、 

內國 事務局 

京畿 庶務 及諸國 水陸 運 輪、 驛路關 市、 都 城 港口、 鎭臺市 チノ 事ヲ 督ス、 

外國 事務局 

外國 交際、 條約、 貿易、 拓地、 育 民 ノ事ラ 督ス、 


軍 防 事務局 

海軍、 陸軍、 練兵、 守衞、 緩急 軍務 ノ事ヲ 督ス、 

會計 事務局 

戶 口  、陚稅 、金穀 、用度、 貢獻、 營繕、 秩祿、 倉庫 及 商法 ノ事 ラ督ス 

刑法 事務局 

監察、 彈； r 柿 亡、 斷獄、 諸 刑律 ノ事 ラ督ス 、 

制度 事務局 

官職、 制度、 名分、 係 制、 選 叙、 考課、 諸 規則 ノ事ヲ 督ス。 ^政 § 

〇 

總裁局 

總 裁 一 人^^、  副 總裁ニ 

f 两ニ  、議定 職  i  H7 

fe.  *w  二 リ宮 公， 任 之，  雇 

き 事 四 ノ 公卿 諸侯 徵士任 之、 史 官六 

筆 生 十二 人が ま  官 掌 

神祇 事務局 

督 - 人顏垂 諸侯 任 之- 輔ニ. 

權輔  判事 四 人參ゾ へ 

權 判事 


^議定 職 

ン 公卿 諸侯 任 之、 

無 定員 

參與職 徵士任 之. 

^徵士 吏 

リ任 之、 


,> 議定 職 

ン 公卿 諸侯 任 之. 


復 古 記 卷ニ 十七 


^ 事 四 

書 記 

明治 元年 二月 三日 


公卿 諸侯 徵士任 之- 

.a ^仔 

之、 


七 
九 
九 


復古 記 卷ニ 十七 明治 元年 二月 I 一一 日  八 ◦〇 

筆生  局 掌 

司  頭 一 人 公卿 徵士任 之、 

助 一 人 徵士吏 任 之、  屬 

內國 事務：^ 

外國 事務局 

軍 防 事務局 

會計 事務局 

刑法 事務局 

制度 事務局 I 萍^ 

〇 本件、 日 ヲ失ス 、但シ 、中 山忠能 以下 ノ新宫 一一 拜ス ル 本日 ユア リ、 故 一一 此ニ 收ム。 

〇 

權官 試補 之 事、 

一 諸局輔 本員 一 一人 トス 、外 -1 權官 一 人 ヲ置ク へ シ、 

一 辨事 本員 五 人 トス、 外 ニ權官 一人 ヲ置ク へ シ、 

一 諸 局 判事 本員 三人 ト ス、 外 ニ權官 一人 ヲ置ク ヘシ、 

右三 官、 其 人 二 因テ權 宫トナ ル、 權 {B ハ 必シ モ 置カサ ルナ リ、 且三 宫ノ外 ハ權官 ヲ置ク へ カラス、 三官 本員 中 權宫ヲ 置ク、 

亦 其 人 一一 因ル ヘシ、 

一 諸 局 判事 試補、 ，ほぺ ルへ 於 ^ 總裁局 史官、 諸 司 頭 助及屬 ノ如キ 中外 ノきヲ 撰擧シ 、徵士 タラサ ル者ヲ 試補 宫ト ス 、其 宫 

ノ員中 員外 共 二 置ク へ シ 、但員 外ハ 一 一人 ヲ過ク へ カラス。 | 萍 | 


〇 本條、 蓋 シ 議案-一 係ル、 太 政官 日誌 載 セサル 所 ナリ、 然レ トモ 常時 ノ制 之-一 據 リシ 二 似 タリ、 故 二 之 ヲ錄： ^ス、 H シ權 

官ハ初 加勢 ト稱シ 、試補 ハ 見習 ト稱ス 、其 改稱セ シ ハ 本 巧下浣 二. Itt リ。 

〇 議定 中山忠 能、 正 親 町 三 條實愛 ヲ以テ 輔弼 ヲ 兼ネ、 參舆^ 里 小路^ 13- 一一  制度 事務：^ 輔ヲ兼 

シム： 

中 山，〕 1 尺納 言 

I 親 町 三 條^. ^納. ：••： 

自今 可爲 輔弼 被 仰ド 候^- 

日 一 、悤 iiSJlE ぉ士. M&st-O  rt-tu- 忠能臉 K 

i  i^nti^i 嵯峨货 愛^^ 

〇 

萬 里 小路 中納  一一 a 

制」 I 務局輔 被 仰 付 候 事。 簡^輙 
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